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題字 全国高等学校体育連盟会長 inI上 一雄
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発 刊 の こ と ば

全国高等学校体育連盟

会 長 河 上 一 雄

全国高等学校体育連盟が、昭和23年 (1948)6月 28日 に創立されて以来50周年を迎え、ここ

に50周年を記念し五十年史を発刊することとなりました。

全国高等学校体育連盟は、戦後の学制改革による新制高等学校の発足とともに創立され、爾来

50年にわたり高等学校体育並びにスポーツ活動の振興と発展のために、大きな役割を果たしてま

いりました。

また、経済の成長と社会の安定が進むなか、高等学校への進学率の大幅な上昇とともに、青少

年の健全育成をめざしての体育・スポーツ活動の充実を図り、ことに総合体育大会に象徴される

ように世界の高等学校教育のなかでも例を見ないすぐれた実績をあげてまいりました。

しかし、時代や社会の大きな変化、ことに情報化 。国際化・超高齢化などが進むなか、高等学

校教育はいま大きく変革を求められています。

なかでも、これからの学校週 5日 制への対応、少子化の進行と指導者の高齢化、学校と社会の

一層の連携などの課題にどう対処して行くか、まさに学校体育並びににスポーツ活動のあり方が

大きく問われています。

こうした課題の解決にあたり、全国高等学校体育連盟のこれまでの歴史と伝統に学ぶなかから

解決の糸口が見いだせるものと確信いたします。

心豊かでたくましく未来を切 り拓く、心身ともに健全で生きる力をもつ高校生の育成を、これ

までの歴史に学ぶなかで図って行くことが大切と考えます。

こうした変革期にあってこそ、ここに発刊されます五十年史は大きな意味をもつと言えるので

はないでしょうか。

おわりに、この記念史の刊行にご尽力いただきました関係各位に心より感謝申し上げ、発刊の

あいさつとさせていただきます。



皇太子殿下のお言葉

全国高等学校体育連盟が、創立 50周年を迎えられたことを、喜ばしくおもいます。

全国高等学校体育連盟は、戦後の学制改革とともに昭和 23年 に創立されて以来、

高校生の体育・スポーツ活動の振興を通 じて、青少年の健全育成に努めてこられました。

この半世紀の間に、体育施設などの整備・充実が図られるとともに、高校生の競技能力

は大きく向上し、各種の大会において、その活躍が大いに期待されてお ります。

ここに、全国高等学校体育連盟が戦後の我が国の高等学校教育に果たしてきた大きな

功績を多とするとともに、長年にわたる関係者の努力に敬意を表します。

21世紀を目前にした今日、高等学校教育を取 り巻く環境も変わりつつありますが、全

国高等学校体育連盟が、時代や社会の変化に対応 し、たくましく未来を切 り開く力を

持った心身共に健康な若人の育成に向け、学校と社会との連帯を一層強めながら今後も

活動されるとともに、我が国のスポーッの振興 。発展にも寄与されることを期待 し、

50周年の式典に寄せる言葉といたします。



創立 50周年記念式典

1.二 :ニニジ/         ―   . ー

き

ろこ

と

と

+Ei10+1 1E 14E (t) 108+

7F-)V ).> l-:/\rZ
_- _.i.s,:I i-

_ ..r1:a._<*,- ?-
4\

+ -E; -t,-'

全国高等学‐校体育連盟創立50周年記念式|

●
|    

うL

記念式典

¬
全国高体連のあゆみ (高田理事長 )

式辞 (河上会長

主催者

1群 :



皇太子同妃両殿下をお出迎え

全国高等学校体育連盟劇立50目年記念式典

受付風景 開式のことば (細田副会長 )

記念式典参加者 閉式のことば (神内副会長 )
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平成10年 11月 14日 (土 )11時30分

ホテル グランドバレス

あいさつ (河上会長 )

開会のことば

(香川県関会長 ) 乾杯 (文部省 遠藤体育局長 )

歴代役員の皆様
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会場風景

スピーチ (中体連安西会長 )
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閉式のことは (岩手県長澤会長 )スピーチ (高野連牧野会長 )

感謝状贈呈 大杉事務局長と司会の山田アナウンサー



文部大臣

有 馬 朗 人

全国高等学校体育連盟が、このたび創立50周年を迎えられましたことを、心からお喜び申し上

げます。

貴連盟は、昭和23年6月 に創立されて以来、高等学校における体育・スポーツの充実 。発展 と

高校生の心身の健全育成に多大の貢献を重ねてこられました。創立50周年という輝かしい節目を

迎えられましたことは、ひとえに関係各位の御熱意と御努力のたまものであり、深 く敬意を表す

るところであ ります。

ところで、来る21世紀において、我が国が活力ある国家として発展し、国民一人一人が明るく

充実した生活を送るためには、あらゆる社会システムの基盤である教育の役割が極めて重要であ

り、子供たち一人一人に [生 きる力]を はぐくんでいくことが必要であります。

学校における体育・スポーツ、とりわけ運動部活動は、生涯にわたってスポーツに親しむ能力

や態度を育て、体力の向上や健康の増進を図るのみならず、学級や学年を離れて生徒が自発的・

自主的に活動を組織 し展開することにより、生徒の自主性、協調性、責任感、連帯感などを育成

するものであり、このような子供たちの [生 きる力]の育成にとって大きな意義を果たし得るも

のであ ります。

本年香川県で開催された全国高等学校総合体育大会の開会式で選手たちが見せてくれた晴れや

かな姿や地元高校生の真撃な歓迎の姿は、我が国の将来に確かな希望を感じさせてくれました。

近年少子化の影響など運動部活動を取 り巻 く環境の変化も指摘されておりますが、全国高等学校

体育連盟におかれましては、21世紀を生きる子供たちのため、さらに御尽力をたまわりますよう

お願いいたします。

終わりに、連盟を今日まで支えてこられた関係の皆様方に改めて敬意を表しますとともに、

貴連盟のますますの御発展を祈念して、お祝いの言葉といたします。



日本放送協会会長

海老沢 勝二

体育・スポーツを通 じ健全な高校生の育成を目的とした全国高等学校体育連盟が、創立 50周

年を迎えられ、心よりお喜び申し上げます。

貴連盟は、この半世紀の間、「力と技 と明朗な精神」をモットーに、次代を担 う高校生に夢 と

希望を与えてまいりました。今や日本のスポーツ界にとって、不可欠な存在になっています。こ

れもひとえに歴代の会長をはじめ関係各位の努力成果であると深 く敬意を表します。

NHKで は、それまでの種目別選手権大会に変わって、現在の形の「全国高等学校総合体育大

会」となった 1963年 (昭和 38年 )か ら後援 し、高校生の若さあふれる競技模様を全国に放送し

てまいりました。

その間の放送技術の進歩は目覚ましく、自黒テレビからカラーテレビを経て衛星放送、ハイビ

ジョンテレビと発展 してきました。技術の進歩に伴いテレビは、スポーツの迫力・臨場感をより

身近に伝えることができるようになりました。

これからもNHKでは、全国高等学校総合体育大会をはじめ、高校スポーツの感動を、全国の

国民・視聴者の方に伝えていきたいと思っています。

高校教育におけるスポーッ活動は、青少年の健全な育成と`さ 身の鍛練にとって極めて重要で、

スポーツを通してお互いが理解 しあい、友情を深めることが期待されています。

「継続 とは力なり」という言葉があります。貴連盟が、この記念すべ き年を契機に、輝かしい

歴史と伝統を顧みながら将来を展望し今後の体育・スポーツの普及振興に一層の力を発揮されま

すことをお祈 り申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。



発刊に寄せて

財団法人 日本体育協会

会 長 安 西 孝 之

我が国高等学校の体育・スポーツ活動の振興に多大な貢献をされている全国高等学校体育連盟

が、このたび創立50周年を迎えられ、ここに「全国高等学校体育連盟創立5tl周年記念誌」が発刊

されますことは、誠に有意義であり、心からお慶び申し上げます。

近年、我が国においては、国民の健康にたいする関心の高まり、生活水準の向上や自由時間の

増大とあいまって、スポーツヘの要求が著しく高まってきてお ります。

こうした中にあって、全国高等学校体育連盟は昭和23年6月 に創立されて以来、高等学校生徒

の健全な心身の育成、体力の増強及び体育・スポーツの振興に大きく寄与され、その活動は高く

評価されているところであります。

特に、最近では社会環境の変化により児童・生徒の日常生活での身体活動の減少傾向と少子化

による部活動への影響、2002年からの学校5日 制の実施等諸問題に取組んでいるところと伺って

お りますが、今後、日本体育協会といたしましても、貴連盟をはじめとする学校体育団体との協

力関係を更に深め、青少年の健全育成とジュニア選手育成強化のため諸施策を推進していかなけ

ればと思ってお ります。

どうか全国高等学校体育連盟におかれましては、この50周年という節目を契機に、今後とも全

国の高等学校の協力と信頼を基盤として、関係機関及び諸団体 との連帯・協力を深められ、体

育・スポーツ活動の一層の発展にご尽力していただくことを念願する次第であります。

終わりに、全国高等学校体育連盟のますますのご発展と関係各位のご活躍を祈念して発刊に寄

せるお祝の言葉といたします。



文部省体育局長

遠 藤 昭 雄

全国高等学校体育連盟が、創立50周年を迎えられ、ここに記念誌を発刊されますことを、心か

らお祝い申し上げます。

貴連盟は、我が国における高等学校体育・スポーツの振興に多大の貢献をされ、現在約9万の

運動部のもと129万 人の高校生が加盟している組織として大きく発展を遂げておられます。これ

もひとえに、生徒一人一人を大切に考え時々に応じて創意工夫を積み重ねてこられた関係各位の

御尽力のたまものと、深く敬意を表する次第であります。

ところで、今日の高校生については、社会の変化などに伴い、体力・運動能力の低下傾向や運

動に興味を持ち活発に活動する者とそうでない者との二極化、生活習慣の乱れ、ストレス及び不

安感の増加など、体と心に関するいくつかの問題が指摘されております。

このような中で、高校生が、生涯にわたり、豊かで活力のある生活を送るためには、平成9年

9月 の保健体育審議会答申でも述べられていますように、一人一人がライフスタイルに応じたス

ポーツライフを実現していくことが必要です。そのためには、高等学校での体育・スポーツ活動

をさらに改善充実し、生涯を通じてスポーッに親じむ習慣を育てることが重要であります。

文部省といたしましては、平成10年 7月 の教育課程審議会答申を踏まえ教育内容の改善を図っ

ているところであり、また、運動部活動についても、例えば外部指導者の活用を促進、指導者向

けの参考資料の作成など、その改善充実のための施策を実施しているところです。

21世紀に向けてスポーツの重要性は一層高まるものと考えられるところであり、高等学校にお

ける体育・スポーツの発展の要である貴連盟におかれましては、より広い視野から、更なる御貢

献をくださいますようお願い申し上げます。

どうか、関係各位がますます一致協力され、貴連盟が60周年、100周 年と更に飛躍されますこ

とを心から祈念して、お祝いの言葉といたします。



高校総体と

高体連マークの由来

KRAFT… ………………………力

KUNST… ………………………技

KLARHEIT… ……明朗 な精神

高校総体は従来種目別選手権大会として、全国

各地でまちまちに開催されていましたが、昭和 38

年度から、これからの大会を同一地区で開催する

こととし、名称も「全国高等学校総合体育大会」と

なり、略して「高校総体」と呼ばれるようになり

ました。

また種目別選手権大会のころから「インターハイ」

(イ ンター・ハ イスクール・ミーテ イング
ー

Inter highsch∞ l meeing一一 高等学校間の対抗競

技の意)と も呼ばれ広く人々に親しまれています。

この大会には図のようなマークが使用されてお

りますが、これは全国高等学校体育連盟つまり高

体連のマークです。

昭和23年 に全国高等学校体育連盟が発足し、昭

和25年 にこのマークが定められました。このマー

クを構成している3つの「K」 は真紅によって浮き

出され、次のようなドイツ語の頭文字をとったも

のです。

これは「若い力とわざと明朗な精神」を象徴し

真紅の色彩は「高い理想Jと 「希望に燃える若人

の情熱」を象徴するもので、3つ の「K」 のマーク

は高体連旗となって、全国大会はもちろんのこと、

高体連の主催による大会には必ず会場に掲げられ

ます。



増田文雄 作詞

小松 清 作曲
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沿革 (年表)

細川潤一郎 全国高等学校体育連盟創設

(6月 28日 )

事務局を麻布高校に置 く

連盟規約作成

第 1回全国高校陸上競技大会にて

主催者として全国高体連の名称が

社会的に初めて使用される

。学制改革による新制高

等学校発足

・学徒の対外試合につい

て局長通達

保健体育審議会復活

中等学校で体育科を保

健体育科と改称

国際オリンピックヘの

日本復活承認

星  一雄 事務局を九段高校に置く

/JN国 高体連マーク制定 (6月 2日 )

専門部11部設置

(陸上競技、体操、水泳、バスケツト

ボール、バレーボール、卓球、軟式

庭球、ハンドボール、サッカー、

ラグビー、ソフトボール)

・学校柔道復活

・専門部 5部設置

(ス キー、スケー ト、柔道、バ ドミン

トン、相撲 )

・学校弓道復活

・第 1回 アジア競技大会

(イ ンド)開催

自転11専 門部設置 ・剣道がしない競技とし

て復活

漕艇、剣道しない競技専Pl部設置

・レスリング専「]部設置

・沖縄県高体連加盟

全国大会開催果準要項制定

弓道専Fl部設置

第 1「 1加 盟団体長会議開lL

・/1N国 中学校体育連盟発足

小松 直行 ・事務λJを |′1鴎高校に置 く ・高等学校学習指導要領

保健体育科編制定

。第1回 世界柔道選手権

大会開催

・高体連歌制定 (7月 15日 )

・登山、硬式庭球専門部設置

・スポーツ振興審議会設置

両角 英 運 ・ボクシング専門部設置

・全国大会国庫補助金申請

・Ftl立競技場竣:二

・ホッケー、ウエイトリフテイング、

ヨット専門部設置

・全国大会国庫補助金220万 円が本

年度より交付

・日本学校安全会法公布

・第18回オリンピック東

京開催決定

西暦 会 長 理事長 高体連のできごと

０
０ 1948

24 1949

一
Э 1950

26 1951

27 1952

28 1953

29 1954

30 1955

●
じ 1956

32 1957

０
０ 1958

34 1959
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両角 英 連 高田  通 全国大会国庫補助金400万 円に増額

国際競技参加基準制定

両角会長ローマオリンピック視察

・高等学校学習指導要領

告示

・全国体育指導委員協議

会発足

全国大会全競技が文部省の後援と

なる

・スポーツ振興法公布
。第 1回 スポーツの日

岩 下 富蔵 全国大会国庫補助金500万 円に増額

フェンシング専門部設置

・文部省にスポーツ課設置
。日本スポーツ少年団設立

尾崎 剛毅 事務局を日比谷高校に置く

全国高校選手権が全国高等学校総

合体育大会として発足

新潟県を主会場に総合体育大会開催

NHKが /1N国 高校総体の後援となる

全国高校総体中央委員会規程施行

・スポーツテスト実施要

項制定

尾崎 剛毅 高崎 米吉 ・/EN国
高校総合体育大会開催基準要

項設定

・/LN国大会lFtl庫 補助金1,00o万 円に増額

・第18回 オリンピック東

京大会開催

・国立競技場に像「健康

美」を建立

田中喜 ^郎 新井 迪之 全国大会1可 庫補助金1,080万 円によ曽額 ・体力つくり国民会議発足
/LN国 高校総体総合開会式に皇太子

殿下、同妃殿 ドご臨席

日本体育協会より「全lEJ高校総体」

に100万 円交付される

全国高校総体にサッカー、相撲が加入

ソフトボール部に男子の部を認める

第 1卜1全国高体連研究大会開催
/EN国

高校総体駅伝を京都市で開催

・第 1回体育の日

定通制全国大会を全国高体連主催

で開催 (陸上、自転車 )

・ュニバーシァー ド東京

大会開催

新井 迪之 藤崎 寛行 。高体連事務局新設 (6月 25日 )

・第 1回 日韓高校スポーツ交歓競技

会実施

全国大会国庫補助金1,400万 円に

増額

・児竜生徒の運動競技に

ついての通達 (学校教

育活動と学校教育活動

外を区別)

・青少年運動競技中央連

合協議会発足

宮旧豊太郎 湯野 正憲 ・全国高校総体に男子ソフトボール

加入

日本体育協会がアマ

チュア規程を定める
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長 理事長 呂体運の で きこと

35 1960

36 1961

37. 1962

38 1963

39 1964

40 1965

41 1966

142 1967

43 1968

144 1969

45 1970



年度 西暦 会 長 理事長 高体連のできごと 文部省の施策・スポニツのできごと等

46
‐
1971 宮田豊太郎 湯 野 iE憲 全国高校総体にラグビー加入 。中央教育審議会答申

・スポーツ安全協会傷害

保険発足

47 1972 岸田 文男 事務局規定施行 ・札幌オリンピック冬季

大会開催

48 1973 ・高等学校学習指導要領

施行

‐49 1974 磨井 洋一 ・全国大会国庫補助金2,000万 円に増額

・全国高体連傷病見舞金規程及び審

査会運営規程の制定

50 1975 井上 敬 一 全国大会国庫補助金3,000万 円に増額 派遣社会教育指導主与i

(ス ポーツ担当)制度

51 1976 根津 哲 夫 第 9回 日韓高校スポーツ交歓競技

会本年度で終了

じ̈ 1977 磨井 洋一 重 田 総体の規程適正についての審議を

始める

・部活動手当の支給を定

める人事院規則の改正

53 ・全 lIE総体前年度優勝校の出場をと

りやめる

・通信缶1生徒の総体出場を承認

54 1979 風巻 薪蔵 鈴木 英久 全国高校総体検討委員会規定施行

基本問題検討委員会規定施行

・児童生徒の運動競技に

ついての通知(全国大会を

中学校年1回高校年2回 )

55 1980 総合体育大会規模適正を実施する

全国高体連専門部規程を定める

「マーク」委員会規定施行

56 1981 鈴木 英久 松原 久三 全国高体連被表彰制度を定める

弔慰規程施行

日本体育協会交付金300万 円に増額

57 1982 空手道専門部設置

新規加盟基準承認

日本学校健康会発足

58
，

０
０
０

ｎ
υ 研究部規約並びに研究大会開催基

準要項施行

・臨時教育審議会第 1次

答中

59 1984 人li慎 増ド 全国研究大会持ち卜1り となり、熊

本県で開lLさ れる

60 1985 家弓 鐵矢 藤川 侃二 ・ュニバーシアー ド神戸

大会開催

61 1986

62 1987 北海道で全国総体夏季、冬季全競技

開催

競技者規定施行

・教育改革推進大綱

・スポーツの振興に関す

る懇談会発足
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福田 満雄 内藤  隆 創立40周年記念式典開催

全国高体連40年史発刊

「高等学校競技者の在 り方」施行

文部省機構改革

(生涯学習Fj設置、スポー

ツ課を生涯スポーツ課、

競技スポーツ課に分離)

l■・l民体育大会2巡 日開催

第 1卜 1全 国スポーツ・

レクリエーション祭

全国総体にアーチェリー・柔道女

子団体戦が加わる

庭球専門部がテニス専門部と改名

全国駅伝に女子が加わる

保健体育審議会「21世

紀に向けたスポーツの

振興方策について」答中

第 1,1生洲:学習フェス

ティバル開催

(財 )日 本オリンピック

委員会設立

・全国総体の協賛に関する特別委員

会の設置

・消費税導入に伴い、全国総体宿泊

費は外税扱い承認

・スポーツ振興基金設亡

。第 l Lnl生涯スポーツコ

ンベンション開催

広域通信制高校の高体連加盟の取

り扱いについて協議

全国高校総体協賛に関する規定施行

傷病見舞金審奄基準に関する中し

合わせ事項施行

・ユニバーシァード冬季

札幌大会開催

金原 達人 ・全国高校総体の引率責任者につい

て協議

・基本問題検討小委員会規約施行

・9月 より第2土曜日休業

久野  猛 なぎなた専門部設置

全国高校総体に協賛金導入

岡本 裕之 ^条校以外の学校が全国総体参加

外国人留学生の参加基準を設ける

。第12回 アジア競技大会

広島市で開催

外国人留学生の参加制限

IИ 団法人化特別小委員会

・ュニバーシァー ド福岡

大会開催

高田 H141美 全国高体連の英語標記を決定 第15期 中央教育審議

会第1次答申

創立50周 年記念事業実行委員会設立

全国総体になぎなたが加わる

統廃合対象校の特別措置

・保健体育審議会答中

・長野にてオリンピック

冬季大会開催

河上 一雄 創立50周年記念式典開催 (11月 14日 )

全国高体連50年史発刊
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創立 40周年記念式典
き

ろこ

と

と

昭和63年 11月 19日 (土)10時

ホテル グラン ドパレス

■
Ｌ

-8-

１

，↓

圏
「

:コ



-9-



拳拳暴拳碁拳暴番静拳拳暴拳暴静瀞瀞碁拳拳驀拳券拳拳拳暴難暴拳拳

写真で綴る全国高校総体の歩み
静暴暴驀拳静恭拳碁糸恭拳番酢静驀拳碁恭欝驀拳拳瀞拳驀恭恭驀瀞番



写真で綴る全国高校総体
昭和38年 (新潟県外13都府県)

昭和38年 度全国高校総体は

第 1回 目の総合大会であり、

種目別大会の性格を色濃く残

している。もちろん全体のス

ローガンなどもなく、現在確

認できるのは、種日別の参加

者を残すにとどまっている。

昭和38年 度/1N国 高校総体思い

出のアルバム

下:総合開会式

夏空に舞い上がる数千の風船。

昭和42年 (福井県外6県 )

「明るく 清く たくましくJ

昭和43年 (広島県外1県 )

「強く 正しく 美しくJ

昭和44年 (群馬県外3県 )

「公正 闘志 友情J

昭和45年 (和歌山県外9府県)

「質実剛健J

昭和39年 (愛知県外13県 ) 昭和40年 (大分県外5県 ) 昭和41年 (青森県外3県 )

翻 戦 t

昭和46年 (徳島県外3県 )

「至純 探求 躍動」

昭和47年 (山形県外6府県)

「総体は明日の山形生む力J

昭和48年 (二重県外3県 )

「燃えよ若人」

昭和49年 (福 岡県外1県 )

「明劇j 友愛 躍進J

等 学 校
育 大 会

右:ト ンガリ帽子で

勢描いした

大コーラス団

浄鞘昌報管炉帯

11ア 1■ 8月 :日 ・8月 1:日

じ △ 面 高卒

"0詢

曇
杉 纂
巫

*l iE#t.!
' {.glBtl5.att.l!!&tta. d'ffi{a+.DF .rnit*rt
''trEishffi3*

E lar-aafiia-xHx



昭和50年 (東京都外3県 )

「′いと技と力J

昭和51年 (長野県外5県 )

「自然と 友情と 躍進とJ

昭和52年 (岡山県外3県 )

「友よ!清 く仲よくたくましくJ

昭和53年 (福島県外3県 )

「限りない力と豊かな心J

昭和54年 (滋賀県外5府県)

「競おう技 深めよう友情」

昭和58年 (愛知県外3県 )

「走れ跳べ 競え東海の空J

昭和55年 (愛媛県外3県 )

11回路を駆けろ才十人意気とltJ

併

“

全国高校総体

昭和59年 (秋田県外1県 )

「東北の緑に染まれ イ十の「1春 J

昭和56年 (神奈川県外7都府県)

「はばたけ青春広げよう友情」

昭和57年 (鹿児島県)

「南国に競え若人はぐくめ友情」

四回路を駆けろ若人
J暉、′  意気と熱

昭和60年 (石 川県)

「石川の大地に流せ 君の汗J

昭和61年 (山 口県外4県」
「燃えろかがやけ たくましくJ

石川 の 大地に流せ

昭和62年 (北海道)

「はばたけ若人 Jヒの大地に」

ラグビー(大阪府) スキー(北海道) スケート(北海道)

辟 轟

ユ

第37回全国凛等学校スキー大会

叢腰

熙
|||:′

'■

|

rr//F/疵 菫滅

$tf,ttt st+ 16utixf, 56
全 国 葛 友 κ 燃

I  J

58全 ■日機器椰



総合ポスター

昭和 63年全国高校総体 (兵庫県外 5府県)

シンボルマーク

21世紀を担う若人の飛躍と希望を、大空にはばたこう

とする2羽の鳥で表現し、全体の形は近畿2府 4県の地形

を図案化しました。

青色は大空と知性、緑色は大地と青春を象徴し、主会場

である兵庫県の位置に高体連マークを配して、全体の調和

を図りました。

兵庫県立神戸商業高等学校 3年
岩崎 邦子

ス回―ガン

兵庫県立夢野台高等学校 2年  砂川 謙
負懲::[lEi芸 ::lil]:ttliliflil[:i メじ:3汗 J蠍 1lL い驀
生の熱い思い、青春のエネルギーと躍動感を表現しました。

兵庫県こ明石高等学校 3年 池上 千佳子

一
・́・
”

」重 身

ぃ■
年　
ｒ
　
，
「
¨

一̈
一
■
一̈

濱矢将直 )

堂々と入場する兵庫県選手団
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(県立西脇工業高校選手代表宣誓



平成元年全国高校総体 (高矢口県外 3県 )

総合ポスター シンボルマーク

青い海、青い空豊かな自然に恵まれた緑の大地の四国
と、若人の祭典・全国高校総体を合わせてイメージしまし
た。

健全な若人を象徴する高体連マークを中心に、大空へ放

射状に延びる線と波打つ 4本の曲線の流れで若人の力強
さ、躍動感を表現しました。渦状の4本の青は、青い空と

青い海を表し、四国地図のシルエットは、自然の豊かさと

若々しさを表す若緑とし、中心に位置する高体連マークの

赤で全体を引きじめ、調和をとりました。

高知県立安芸高等学校 3年 佐竹  丈

ス回―ガンスポーツを通して練習の苦しみや勝利の喜びを
青春の思い出、ドラマとしてそれらのワン シー
ンをイラスト化するとともに、背景に四国の空と
海のイメージをカラーで

表し、高校生のひたむきさを表現してみました。
高知県セ岡駐高等学校 2年 前北 忠男

夕たえ1上 ム古ベム」音でゎゃりヽに
高知県立高知束高等学校 2年 酒井 美紀

沖野高知県高体連理事長の先導で三旗 。選手団入場

-15-
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平成 2年全国高校総体 (宮城県)

総合ポスター

作者の意図

平成 2年インターハイのポスターを描くに当り、最初自

分なりにテーマを決めました。「力 (パ ワー)」 又は、「エ

ネルギー」、それと「動」です。

宮城県立仙台第一高等学校 2年 早坂 英明

シンボルマーク

ふたつの峰は、宮城 (MIYAGI)の「M」 をあらわすと

同時に、蔵王連峰を意味しています。

また、下方のグラデーシヨンは、松島湾をあらわしてい

ます。

宮城県下31市 町を拠点に行われる、躍動する平成 2年

全国高校総体の発展する姿を表現したものです。

宮城県工業高等学校 3年 佐藤裕子

ス回―ガン

拳ひらけ れ解ダ 学裁の夏に

宮城県鼎が浦高等学校 1年 熊谷純子

限の力 宮城の夏に

入場行進

行進の先頭は三旗の入場です

-16-

巳全国高校総体



総合ポスター

平成 3年全国高校総体 (静岡県)

シンボルマーク

高体連マークから高校生が競い合いながら、無限の可能性
を求めて飛躍する姿。三本の曲線はインターハイの頭文字
(I)の 図形。

<線の色彩>青色は太平洋と駿河湾を、他の二色は本県の

暖かさとみかん及びお茶を表現しました。

静岡県立清水南高等学校 2年 本塚 浩一

ス回―ガ

真夏の太陽のもとで力をふりしぼリゴールした瞬間の喜び
を表現しました。

静岡県立清水南高等学校 2年 野中 美希

入場行進

ン
感
郵
ド

静岡県立磐田北高等学校 2年 大石 恵子

澤

、∵
卜
蒔
にユ
ヽ

三旗に先導され、入場行進が開始された

-17-
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平成4年全国高校総体 (宮崎県)

溢れる若さと太陽のきらめきを大胆に描いた。

色彩については、宮崎の明るくはつらつとした感じを表現

している。

宮崎県立佐土原高等学校 2年 河崎 真理子

シンボルマーク

県木フェニックスが高体連マークを包み、2本の曲線は、

荒波をデザインしました。

口南海岸の荒波に対して、びくともしないフェニツクスの

ように運しく、そして粘り強く頑張る若い力を表現したも

のです。

宮崎県都城工業高等学校 2年 三瓶  誠

スローガン

ケきらめ》`て

シ憾

総合ポスター

ヒ
孝
″
ゝ
ヽ
ち
ろ

ソ
ｔ

ヤ

功
．ｏ
な

つ
ｆ

ん
宮崎県立小林高等学校 3年 木上 真理
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総合ポスター

平成 5年全国高校総体 (栃木県外 2県 )

シンボルマーク

躍動する若者に姿を栃木県のとリオオルリの羽ばたく形で
表し、青は青空とオオルリの青、緑は大自然の緑、オレン
ジは青春の輝きを表しました。

宇都宮中央女子高等学校 2年 小川 史江

ス回―ガン

ぜ 7( fゴ す
「青春の輝き」を、短距離走、新体操、テニスの各種目
を通して、競技している若人の汗と躍動感の中に描きだそ
うと制作してみました。

′
卜都宮女F高等学校 2年 青山 記子 字都宮市立城山中学校 1年  小倉 レイ

の
′ tlF―

力″1方本

入場行進
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総合ポスター

平成 6年全国高校総体 (富山県)

シンボルマーク

全体の形は、雄大な “立山"を表し、肯色や緑色の富山の

豊かな “海"や “山"を 表しています。また、高体連マー

クを囲む“うねる"よ うな曲線は、インターハイに集う高

校生の躍動感やエネルギーを象徴しています。

富山高等学校 3年 山木 玲子

ス回―ガン

渉‖■κ‐廿∴キ̀″
P寺≒

伏木高等学校 2年  田中 伸宜

今を輝かんとする若さあふれる高校生のスポーツに対する

喜びや、勝敗から習得することのすばらしさを表す努力を

した。基本的な走る姿、球技としてのバスケツトボール、

水中を魚のように泳ぐ水泳の姿からスポーツの激しい動き

を表現した。

富山北部高等学校 3年 島倉 恵美子

朧  ■ 破

-20-
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総合ポスター

平成 7年全国高校総体 (鳥取県外 4県 )

シンボルマーク

作者の意図

運動に必要なスピードとパワーの頭文字のSと Pを組み

合わせてRを つくり、それを走っているように見せました。

倉吉東高等学校 1年 佐々木 大輔

ス回―ガン

象ぇ発くはば′ごι↑ふ]ト
鳥取束高等学校 2年 言水 さつき

「集え若人 はばたけ未来へJの スローガンのもと未来へ向かい
栄光のRUNを する若者を頭 Lか ら描きました。画面の右としたに
は様々な競技を行っている選手たちを瞬間的にとらえました。

米子高等学校 2年 青砥 祥子

入場行進

-21-



平成 8年全国高校総体 (山梨県)

総合ポスター

m●B目 8月 1日

"～
24日●

画面の L部は陸上のスポーツ、 F部 は水上の

スポーツを抽象的に表現した。中央には簡略化

した山梨の地形を配し、そこにリニアのような

スピード感を感じさせる線を描いた。

県立石和高等学校 1年 折原 里奈

入場行進

椰一ム

校簡国全

シンボルマーク

山梨県が、豊かな自然に恵まれた「山紫水明」の地である

ことを「富士山Jと 「流れるライン」で表現した。

この大会が、さわやかで若さあふれるスポーツの祭典とな

るよう「躍動感」と「爽快感」をイメージして仕上げた。

県立甲府東高等学校 1年  川合 正洋

ス回―ガン

か中ブろ人離K月《て
・

県 il Чl府昭和1占 等学校 2年 丸茂 加奈
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総合ポスター

平成 9年全国高校総体 (京都府)

シンボルマーク

大会と大会に関わった人々が、京都の地で未来に向かっ

て伸びていく姿と、スポーッの持つスピード感や躍動感、

参加者の情熱をKYOTOの「K」 と大会の開催される9年
度の「 9」 を使って簡潔に表現した。

府立亀岡高等学校 3年  米津 奈保美

シンボルマークに表された「華麗さ」と「力強
さ」、スローガンに込められた「さわゃかさ」と、「熱
意」、そして、若人のスポーッの祭典を新しい感覚
でイメージしました。

府立西城陽高等学校 3年 吉田 淳一

ス回―ガン

4Llゅ 1し 君 9芸霧ヒ者 ol千

府立関部高等学校 3年 山IΠ

入場行進
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ラグビー競技 (大阪府)

スキー競技 (北海道)

貪 全国高等学校スキー大会
鴨o■ん陸シ2/4③ 北海道札幌市

嵩チヨ出認翼写躍
=写

習霊L.コ ぃ…キー

潔 。大地研 協諮

会 輝く軌励 %

:理

-24-
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スケー ト競技 (青森県・福島県 口宮城県)

駅伝競技 (京都府)

男子第40回

女子第9回

拿■口彗準機

⑥汚腎l薔同
女子出発 10時20分

男子出発 12時311分

4EIf+ffittr
OiErr&O
Far.ltfi
EatrItaaa
Fifrttltt

tszxsr@@
*t/(tltartt

rlrrt*rlil
r[E;+a]tut]IEil

,t/^lx)*+s
IIENT3IE-7H(IrEii
ftililDF

zrlir& lDI,r.> da
mrcrufm

口と き 平珈0年 1月 18日

',22日

・

5日間

Л戸市花荀 |とこう ス●1  籠B颯椰出市

競走大会
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平成9年鷹室回高等事薇総含伸育大書
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全国高等学校総合体育大会開催地等一覧

地 域 名 開 催 県 参加選手数 大 会 ス ロ ー ガ ン スキー スケニトラグビ■ 駅伝

中 北信越 新潟県外13県 22,204A 福島

(猪苗代)

神奈川

(駒 ヶ丘)

束大 阪

(花 園ラグ

ビー場)

阪

岡

齢

大

栓

公

中 東海 愛矢ロリユタl・ 13児 t 21,480メ、 長野

志賀高原

長野

蓼1城ノ平) (″ ) (長  居)

西 九州 人分県外5県 23,850ノヽ 秋田

(花 輪)

岩手

(盛 岡農工

高松池)

(″ ) (″ )

束 東Jヒ 青森県外3県 23,975A 若い力の l■lで 北海道

(小 樽)

栃木

{日 光

細尾池)

(″ )

京都

(西京極

競技場|

‐中 北信越 福井県外6県 23.720メ、 明るく清くたくましく 新潟

(妙高高原

Jヒ 瀾り道

(帯 広

緑が丘)

(″ ) (″ )

西 中国 広島県外1県 23,081ノ｀ 強く正しく美しく 群馬

(水  上)

山梨

ハイランド個 (″ ) (″ )

東 関 東 群馬県外3県 23,448メ、 公正闘志友情 長野

1飯 山|

長野

t美鈴湖) {″ ) (″ )

中 近 畿 和歌山県外9府県 23,337メ、 質実岡1健 山形

(米 沢)

青森

八戸長根) (″ ) (″ )

西 四国 徳島県外3県 23.825メ、 至純探求躍動 中止

兵庫.神鍋
林
眺
柵

(″ ) (″ )

東 東北 山形県外6都県 23,913メ、 総体は明日の山形生む力 秋田

(大  湯)

岩手

岩手県営 (″ ) (″ )

:F 東

'毎

三重県外3県 24,163ノヽ 燃えよ若人 青森

(大 鰐)

北海道

化幌美香保
'

(″ ) (″ )

西 九州 福岡県外1県 21.193メ、 りlttl友 愛躍進 北海道

(名 寄,

山梨

ハイランド佃 (″ ) (″ )

束 関東 東京者6タト3りIt 23,953ノ、 心と技と力 岐阜

(流  葉)

青森

(八  戸) (″ ) (″ )

中 北信越 長野県外5県 24,014メゝ 自然と友情と躍進と 岩手

田山.綱張

伊香保

日本ランド

八戸長根

(″ ) (′
′

)

西 中国 1司 口l覧 tタト3り Iι 24,284ノヽ 友よ!清 く仲よくたくましく 北海道

(小 樽)

岩手県営

あしがくば

苫小牧

(″ ) (″ )

東 東北 福F:ム t夕 l・ 3り [t 23,628A 限りない力と豊かな心 秋田

1鹿 角)

長野

(軽 井沢) (″ ) (″ )

中 近畿 滋賀県外5府県 22,431メ、 競おう技深めよう友情 新潟

(妙高高原)

北海道

(釧1 路) (″ ) (″ )

西 2Ч

『
l 愛,演班t夕 3ヽりl 22,367メ、 Pl「1路 を駆けろ若人意気と熱 富山

(おおやま)

山梨

イヽランド個 (″ ) (″ )

東 関東 神奈川県外7都県 22,693りヽ はばたけ青春広げよう友情 群馬

(草 津)

青森

(八 戸) (″ ) (″ )

57 西 鹿児島県 22,473^ 南EIlに 競える若人はぐくめ友情 山形

(蔵 王)

岩手

県営厚生

年金|

(″ ) (″ )
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地 域 名 開 催 県 参加選手数‐ 大1会 |ス・口|‐ |ガ |ン スキー スケートラグビー 駅伝

中 東 海 愛知県外3県 22,532ノヘ、 走れ跳べ競え東海の空 宮城

1鳴  子)

北海道

路)

東大阪

(近鉄花巨

ラグビ場

京都

西京極

競技場)

東 東北 秋田県外1県 22,748メ、 東北の緑に染まれ君の青春 福島

(猪苗代)

栃木

日光今市) (″ ) (″ )

中 J断 :越 イf川 県 22,829ノヽ 石川の大地に流せ君の汗 長野

(自 馬)

群馬

1伊香保, (″ ) (″ )

西 中国 山口県外4県 23,167メ、 燃えろかがやけたくましく 岩手

(安 代)

青森

(八  戸) (″ ) (″ )

東 北海道 北海道 23,383メ、 はばたけ若人北の大地に 北海道

(旭 川)

北海道

1帯 広) (″ ) (″ )

中 近畿 兵庫県外5府県 24,210メ、 光る汗かがやく瞳いま青春 青森

(大 鰐)

長野

(軽井沢) (″ ) (″ )

冗 西 四 l■l 高知県外3県 25.850メ、 競え技結べ友情さわやかに 新潟

塩沢六日町|

岩手

県営スケー

ト場他)

(″ ) (″ )

東 ,こ Jヒ [f城県 25,194人 華ひらけ無限の力宮城の夏に 山形

(蔵  王)

山梨

ハイランⅧ (″ ) (″ )

3 中 東海 静岡県 24,979メ、 感動は“いっしょうけんめい"の熱い風 鳥収

(大  山)

栃木

(霜 降.

日光池)

(″ ) (″ )

西 九州 [fll奇り1 24,947ノヽ 夢きらめいて宮崎の空の下 長野

(栂池高原

北海道

苫小牧他) (″ ) (″ )

東 関東 栃木県外2県 25,558メゝ 輝いて見せて下さい青春の汗―in栃 木 群馬

(片  品)

福島

(郡 山他) (″ ) (″ )

6 中 北信越 富山県 25,087ノヘ、 立山にえがけ大きく若の青春 富山

(おおやま)

青森

人F長根他| (″ ) (″ )

7 西

・

中国 鳥取県外4県 25,331ノヽ 集え若人はばたけ未来ヘ 秋田

{鹿 角)

群馬

(伊香保) (″ ) (″ )

・８
東 関東 山梨県 24,770ノヽ かけぬけろ夏風をきれ山梨で 岩手

(安 比)

北海道

(釧1 路) (″ ) (″ )

・９ rll 近 畿 京都府 25,456ノヘ、 風にのれ君の声援君の汗 北海道

(札 幌)

青森

宮城
福島

(″ ) (″ )

1 西 四同 香川りit外3県 25,590A 輝こう今この時を君たちと 山形

(蔵  王)

青森

(大 鰐)

長野

(長野.

l■
R井沢)

|″ ) (″ )
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全国高体連五十年史

発刊に寄せて
第18代会長

福 田 満 雄

全国高等学校体育連盟が創立五十周年を迎えたのは、まことに喜ばしい。

私は、昭和 63年 に会長となり、 5年 間その任にあったので、創立四十周年から五十周年の間

のちようど前半期に、全国高体連の仕事に携わったことになる。

この時期には、第 1回女子柔道と第 1回女子駅伝が実施され、昭和 52年 の第 1回女子空手の

頃から顕在化 した男子競技種 目への女子進出が、一層顕著になってきた。他の種 日では、高校生

のプロ・スポーツ選手が現われ、話題にもなった。

反面、個々の高校でスポーツの部活動参加者の減少傾向がみられるようになり、全 日制の生活

指導担当者の会合では、部員が少なくチームを編成できないという嘆きがきかれ、定時制では、

会1道 を熱心に希望する一人の生徒のために、教員が余1道具をつけて指導する風景がみられた。

生徒の活動に、全国高体連内外のそれまで活動のなかった領域に進出していく側面と、裾野が

浸食され始めたのではないかと懸念される側面の認められた時期であった。

組織では、東京都の教員であるため、都の教員定数や異動方針が適用される事務局長の人事と、

その職務における全国高体連の仕事の過重な負担に課題があった。8か月にわたる委員会の検討

によって、東京都高体連に基礎をおく現行体制の継続が望ましいとする基本認識に達し、事務局

長の負担軽減のための予算の配慮と全国の協力が確認された。

これに基づき、市川三男都高体連理事長はじめ近県高体連理事長の事務局に出向いての事務処

理、定時制部会や専門部による業務援助など、多くの自発的援助がみられた。課題が完全に解決

されたわけではなかったが、この協力は事務局にとって大きな励ましとなった。

運営に関しては、日本経済が好況とみられていたせいもあって、組織の内外から民間活力導入

を求める声が寄せられた。外からは、補助金・交付金の増額に期待せず、自ら調達する方途を探

れ、内からは、全国高校総体開催県の負担軽減を図れ、というものであった。

内藤隆全国高体連理事長を中心とする委員会の人力によって協賛に関する規定が成 り、実施に

踏み切ったが、協賛が経済変動に左右され、かえって開催県が迷惑することがないようにという

思いが強かった。

五十年は総括の大きな区切 りである。これを機に全国高体連が新たな発展をとげるよう願う。
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全国高体連の一層の

発展を願って
第19代会長

久 野  猛

全国高等学校体育連盟の50周年を祝う記念式典と祝賀会が盛大に挙行されましたことと、こ

の記念誌が発刊されますことを、関係者の一人として大変うれしく思ってお ります。

私は本年 5月 まで5年 間、関係の多くの方々、とりわけ全国の高体連の先生方に支えていただ

き、本連盟会長の重責をどうにか勤めおおせました。河上一雄現会長をはじめ記念行事の運営に

あたっておられる先生方のご苦労を思えば申しわけないことですが、私自身は仕事を終えたとこ

ろで、周年行事に安心 して参加できる巡 り合わせとなりました。記念式典では、5年間のさまざ

まな場面が走馬灯のように想起され、万感胸にこみあげる中、あらためて高体連の事業の大きさ、

大切さに思いをはせてお りました。

私の在任中、高体連としてもっとも大きな機関決定事項が「学校教育法第1条 に該当する学校

以外の学校の全国高等学校総合体育大会参加」問題でした。平成 5年度の春、秋の理事会にいた

る諸会議で、この問題が徹底的に議論されたわけですが、実際にはもっと前から議論が続いてい

たのであって、この秋季理事会決定は、いわば議論が尽き、機が熟す状況のなかでの決定であっ

たと考えてお ります。この決定を受けて、平成 6年度の富山県での高校総体から、1条校以外の

学校の選手の出場が始まりました。

平成 6年から7年にかけては「外国人留学生の参加制限」問題で揺れました。結局、原則20%

以内とし、各競技種 目ごとにその具体化を図ることで解決をみましたが、これは高校教育や高校

スポーツの国際化の問題として、やはり大きな決定であったと考えます。

平成 5年度に新規加盟が決定された「なぎなた」競技は9年度の京都大会から全国高校総体種

目となりました。長年の懸案だった「陸上混成競技等を高校総体陸上競技に合流させる」件も、

平成9年度に解決をみまして、おそらく平成13年度の熊本大会から実現の運びになるものと考え

られます。

全国高校総体に企業協賛を導入する件は、すでに決定済み事項 として引継 ぎ、平成5年 度に「日

本コカ・コーラ」社からの大型協賛導入がスター トしました。

日本高等学校野球連盟との定期的な協議によって、「統廃合対象校に関する特別措置 (対象校

が合同で出場チームを作ってよい)」 を、平成 9年に高校野球と高校総体が足並み揃えて決断し
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たことも、教育的な配慮として高い評価を得たところです。

さて、現時点で高体連の重要課題として残っている事項についても触れておきたいと思います。

全国高体連の事業は、夏の全国高校総体はもとより冬季の京都での高校駅伝、花園でのラグ

ビー、およびスケー ト、スキー、さらには各競技団体との共催になる選抜大会、あるいは研究大

会等の指導者研鑽事業まで高等学校スポーツ全般にわたる膨大なものです。この膨大な事業を抱

えながら専従職員 (こ れも、東京都の財政逼迫の中、あまり大きな声ではいえない状況にありま

す)が事務局長一人のみであることは、5年間を通して、私には常に最大の心配事でした。いっ

たいあれほどの仕事量を一人に集中させてよいのでしようか。だから私は、全国高体連の財団法

人化を諸会議のたびに訴えてきました。平成5年 度にスター トした高校総体への大型協賛の導入

が、現在のところ1社 にとどまっていることについても、高体連側の受皿整備が十分でない点が

院路になっていると、企業側から指摘されています。

スポーッが人間にとってさまざまな意味で必要不可欠な文化であることは、だれもが認めると

ころです。真に平和で健康的な人類社会を築 くために、今後はスポーツにこれまで以上の成果を

期待しなければなりません。スポーツ事業に対するニーズは今後ますます増大しますし、高等学

校の生徒には競技スポーツ、生涯スポーツの両面からさらに大きな期待がかけられることになり

ましよう。高等学校で現在おこなわれている部活動形式のスポーツは、今後の地球規模に拡大す

る期待に応え続けられるのか、高体連はこれまでの方法でその中枢機関であり続けられるのか、

これがこのところの国レベルのさまざまな議論のなかで、強く問われていることを高体連自体が

自覚しなければなりません。議論は急展開します。ある日気が付いたら、高体連の命運が、スポー

ツを十分理解 していない識者によって決定されていたという事態を危惧します。ぜひ、平成23年

度以降の高校総体2巡目のあり方とともに高体連組織の今後のレイ・アウトに関しても内部議論

を早めてもらいたいものです。

全国高等学校体育連盟と日本高等学校野球連盟、はた目にはなんともわか りにくい関係です。

私は、この2団体のまったくワU組織としての活動が許されてきたことに、これまでの高等学校ス

ポーツの限界を端的に見るように思います。これも、だれに責任があるかといった戦犯さがしを

するのではなく、21世紀の高等学校スポーツ構想の一貫として熟慮していただき、改善にむけて

の具体的な行動を一日も早 く起こしていただきたいと考えてお ります。

最後になりましたが、本誌の編集にあたられた先生方のご労苦に深甚なる感謝を申しあげ、

全国高体連が 50年 の成果を踏まえてさらなる発展を遂げられますよう祈念し、ごあいさつとさ

せていただきます。
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全国高体連の歩みと今後への展望

1.日  時  平成 10年 9月 27日 (日 )13:00～

2.会 場  星陵会館

3. 参加者  内藤  隆氏

小野田章二氏

粥川  昌氏

高田日呂美氏

佐久間嘉宏氏

大杉 一男氏

(元全国高体連理事長)

(愛知県高体連会長・全国高体連副会長)

(全国高体連バレーボール専門部長・全国高体連副会長)

(全国高体連理事長・50周年記念事業実行委員長)

(千葉県高体連理事長・50周年記念誌編集委員長)

(全国高体連事務局長)

4.司  会  高田日呂美理事長
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○高 田 本日は、大変お忙しいところお集ま

りいただきありがとうございます。

全国高体連創立 50周

年を記念し、11月 14

日に開催 されます記

念式典 と併せて、現

在「全国高体連 50年

史」発刊の準備 を進

めています。その記

念誌の中に、高体連

の歩みを振 り返る座

談会を実施 し掲載す

ることになりました。

本日は「全国高体連

の歩みと今後への展望」と題し、それぞれの立

場で発言をお願いします。

それでは、自己紹介を兼ね各先生方のこれ

までの高体連との関わりについて、最初に前回

の 40周 年記念式典の際に理事長を務めていま

した内藤先生お願いします。

≪高体連 との関わ り・思い出≫

○内 藤 私は昭和 63年から4年 間、全国高

体連理事長を務め、10年前の40周年記念式典

に関わりました。

今思い起こしますと、その頃は昭和天皇の

お加減が悪 く、その秋に40周 年を行うという

時でした。高体連は、これまで皇太子殿下・同

妃殿下に全国総体に御臨席を賜るという歴史的

経緯がありましたが、天皇のご病気のこともあ

り40周 年記念式典は質素に行ってはどうかと

いうことで計画していました。

しかし、当時の皇太子殿下並びに東官の関

係者から「社会に自粛ムー ドがあるが、予定通

り実施 してもらいたい」 との御助言をいただ

き、40周年式典を当時の皇太子殿下・同妃殿下

の御臨席を賜 り開催しました。私自身は殿下の

前で 40年 の歩みを御報告申し上げたという思

い出力`あります。

このころから、国際化の波と高等学校の枠と

の解釈が大変拡大されるようになってきました。

一例 としては、高野連が外国籍の生徒の登

録を解禁したり、外国人高校の参加を認めた時

期であり、高体連に対しても日弁連の人権擁護

の立場の弁護士から、国際人権条約の観点から

高体連の現在の登録は人種差別にあたる旨の質

問書が提出されました。専門部やその上部の競

技団体との調整が必要でありその対応に苦労し

ました。そこで、まず同一年齢にある 1条校以

外の学校、いわゆる専修学校・専門学校の高等

課程の生徒をオープン化すべきではないか、と

いうことで進めていきました。これに対し外国

籍の生徒の問題は、上部の競技団体の御理解と

専門部に慎重な対応をしていただきながら、時

間的経緯の中でこれを受け入れるという方向と

なり、その後4～ 5年かかって現在の形になり

ました。

このころもう一つ問題となっていたのが、全

国総体そのものに経費がかかり過ぎるというこ

とです。開催地の負担は当時の金額で10億円を

越えるものでした。さりとて生徒の加盟費とい

う浄財で組織されている高体連の費用だけでは

賄えるはずがありません。このため全国総体の

規模適正化ということが叫ばれていました。一

方このことは、全国総体に出場することが夢で

頑張っている生徒に対しチーム数や出場者数を

減らすことになり、生徒の夢を奪うことになり

ます。予算面では規模の適正化を図り、一方で

は生徒の夢の実現をかなえ、全国総体に出場で

きる生徒を増やしたい。その思いからアマチュ

アリズムが強かった高体連も、民間活力を導入

し本当に高体連の活動を理解し支援してくれる

民間団体から経済的援助を受け入れ、それによ

り開催地の経費負担を少しでも軽減していくと

いうことになりました。また、このころ高体連

を法人組織にして、高体連として寄付を集め財

政難に対応していくという考えもありました。

その後、法人化の問題はいろいろな経緯の中で

難しくなってきていますが、現在、お世話に

なっているコカ・コーラ等の協賛団体を募って

協賛金などを導入したのもこのころでした。

このように、高体運が戦後の大きな変革期

を迎えたのが40周年のころであり、あれから

10年 を経過し生徒の実態が大きく変化してき

ている中で、スポーツ欲求やスポーツ活動の在

り方がまた変容してきています。高体連が持っ

ている大きな目的と活動組織の活性化というこ

とが、これから半世紀の大きな課題だろうと思

います。

現在、私は私立の広域通信制高校に勤務し

ています。全国の通信制高校は約80校あります
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が、全国高校通信制研究会 (全通研)と いう組

織がありその会長という立場で、定通制の全国

大会にも関係しています。生徒達の変容を踏ま

えこの点も何とかしていきたいと考えています。

○高 田 内藤先生は現在、科学技術学園高校

の校長先生を務めています。

それでは次に、昭和 62年 度から全国高体連

バレーボール専門部の部長を務めています粥川

先生お願いします。

○粥 川 今年でバ レーボール専門部長 12年

目となります粥川です。私はこれまで家弓先

生、福田先生、久野先生、そして河上先生と4

代の会長とご一緒させていただいています。

私が専門部長になった頃は、バ ドミントン

の遠井部長が 22年、卓球の後藤部長が 30年、

体操の平岡部長が 20年 という先輩が活躍され

ていました。時代が変わり現在では私が専門部

長の中では一番長 くなりました。

家弓会長の時代にはバレーボールが新組織

をつ くりたい、いわゆる高バ連問題があった

り、また高体連役員は学校に勤務している人に

限るという定年制ができました。福田会長の時

代には、バレーボールがプロ化を目指していた

ころで、今のVリ ーグに卒業前の生徒が出場 し

たという問題で、これも大変ご迷惑をおかけし

ました。久野会長の時代には朝鮮高級学校の問

題がありました。

最近、部活動を社会体育の方向へ という話

しが出ています。高体連がこれまで果たしてき

たことを考えると、多 くの専門部が活動の場を

与えられ種 目の基礎をつ くってきました。今

後、社会体育へ移行していく中で特定の種目だ

けが伸びていくということにならないかという

心配があります。全体的なことを考えると、強

化と普及の両観点から生徒にいろいろな夢と活

動の場を与えていくという高体連の果たす役割

は大きいし、中身は変わってもその精神は残 し

続けて欲しいと思います。

○高 田 次に愛知県高体連の会長であります

小野田先生お願いします。

○小野田 昨年から愛知県高体連の会長を務め

ています時習館高校校長の小野田です。

私と高体連の関わ りは、教員として赴任 し

た豊橋東高校でソフトテニス部の顧間として始

まり大分県、青森県など 7回 ほど全国総体に生

徒を引率していきました。青森大会では、結婚

されたばかりの当時の皇太子殿下。同妃殿下の

御臨席をいただき、生徒にも大変な人気となっ

ていました。また、青森県のねぶた祭りの時期

でもありました。今でも当時の生徒との各地で

の思い出や共に一生懸命汗を流したことが印象

に残っています。

高体連の会長として考えてみると、部活動

の持つ良さは、技術面もさることながら人間関

係にあると思います。若い高校時代に多くの友

を得るという人間関係や自分自身の向上心、頑

張り、挫折など多くの体験を得られます。部活

動の果たす役割、意味にはこのようなすばらし

いものがあると思います。

私の勤務 している

時習館高校は約 240

年前の藩校の時代か

らの学校です。学校

の基本方針 となる H
箇条の定めというも

のがあり、その第 1

条に「文武両道に修

行すべし」という意

味のことが謳われて

います。 これはどこ 【4｀野田章二氏】

の学校でも同じよう

に、勉強もスポーツも一生懸命やるという人間

として生きていくうえで重要な精神です。戦後

いろいろな苦難の中から、高体連というすばら

しい組織ができ、全国各地を巡る全国総体を開

催しています。これは地方のスポーツ振興にす

ばらしい成果を上げてきていると思います。

しかしながら、教育課程上の位置付けが中

途半端であり、もう少しはっきりした位置付け

ができないかということをいろいろなところで

申し上げていますがうまい解決策ができていま

せん。学校教育におけるスポーッの良さ、意義

をこれからも声を大にして訴え続けていきたい

と考えています。

○高 田 次に50周年記念誌の編集委員長で

もあります千葉県高体連の佐久間理事長お願い

します。

○佐久間 私は平成 8年度から千葉県高体連の

理事長を務めています。

高体連との関わりということでは、今回の

全国高体連さらには千葉県高体運も50周年と

いう大きな節目の年に、式典の開催や記念誌の
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発刊ということでいろいろと勉強の機会を与え

ていただいたと思っています。

また私は剣道が専門ですが、昭和 44年の高

校 2年生の時に千葉県館山市で、翌年の高校 3

年生の時には京都市で剣道の全国総体が開催さ

れました。今振 り返れば、昭和 44年 は群馬県

を中心とする関東プロックでの全国総体開催と

して、千葉県で剣道、弓道、卓球、ソフトテニ

ス、女子バレーボールの 5種 目を開催した年で

あり、翌年の昭和 45年は、近畿プロックでの

開催でした。現在の全国総体は 1県の単独開催

の傾向が多 くなってきましたが、私たちの高校

時代はプロック単位の開催であったということ

が、編集委員長という立場で高体連の歴史を勉

強する中でわかったことです。

千葉県としては、先ほど申し上げました44

総体の 5種 目開催、神奈川県を中心 とした56

総体では水泳、柔道、弓道、テニスの 4種 目を

開催、さらに平成 6年度に第 29回全国研究大

会を開催しました。また、将来的には平成17年

度に全国総体を、平成 22年には二巡目の国民

体育大会が開催される予定となっています。

現在、千葉県だけの課題ではありませんが、

「部員数の減少」「顧間の高齢化」「生徒数減少

に伴う財源確保」等の諸問題への対応、さらに

は 21世紀初頭に全国的規模の大会開催が予定

さている中で、千葉県高体連として何を準備 し

どのような体制を整えていかなければならない

かという検討をはじめたところです。

○高 田 それでは事務局長の大杉先生お願い

します。

○大 杉 平成 2年から全国高体連の事務局長

を担当させていただいています。内藤元理事長

はじめ歴代の理事長の先生方の御指導をいただ

きながら9年 目に入ったところです。

全国高体連は非常

に大きな組織であり、

全国総体の開催では、

各都道府県や開催県の

実行委員会等の協力を

いただきながら開催し

ています。

これ まで 印 象 に

残 っていることは、

全国総体の経費負担

で開催県に多大なご

迷惑をおかけしてきた中での協賛金の導入や、

内藤先生からお話のありました 1条校以外の朝

鮮高級学校の件でも、弁護士会との対応でいろ

いろ大変でした。

事務局としては各都道府県高体連が生徒数

の減少等により財政的に苦しい中で現状の負担

をしていただいていることに感謝しています。

これからは、法人化や部活動の社会体育移

行などの大きな問題に対応していかなければな

りません。事務局だけでは解決できないことも

出てきますので御協力をお願いします。

○高 田 ありがとうございました。

これまでの先生方の話と重複しますが、現状

を見ますと、朝鮮高級学校の大会参加に始まり

ました 1条校以外の学校の大会参加については

平成 6年から実施をしていますし、外国人留学

生についても平成 6年から3年 くらいをかけて

各専門部で基準を作 り大会に参加しています。

また、全国総体の規模適正の問題について

は現在の状況の中で平成 22年 までの開催地が

内定しています。これに合わせて、文部省が来

年度から学校の対外運動競技の基準である、い

わゆる「54通達」を撤廃したいという意向があ

りますので、規模適正との関連がでています。

課題 としては、財団法人化や外部指導員の

部活動導入の問題、また統廃合対象校の合同

チームでの大会参加は昨年度から実施をしてい

ますが、それ以外の合同チームによる大会参加

の問題などが大きな問題だろうと思います。

現在、学校部活動の発表の場 としての高体

連の役割、その基本となる部活動の在 り方がい

ろいろな動きをしています。全国校長会の調査

では、高等学校教育の中での部活動の果たす役

割を認めている校長先生が多い一方、部活動の

社会体育への移行や教員の勤務対応についての

意見もあります。また、部活動の位置付けをふ

ると、教育課程審議会でも少し触れています

が、現在のところ学校教育活動ではあるが教育

課程内の活動としての位置付けはありません。

このような点について、校長先生の立場で

小野田先生いかがでしょうか。

≪部活動の位置づけについて≫

〇小野田 学校教育活動の中における部活動の

占める割合は大きく、多 くの生徒や保護者も期
．
　
氏男一杉

‘
大
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待をしています。社会体育への移行という意見

もありますが、これまでの日本における部活動

の果たしてきた役割を考えると一概に良いとは

いえないと思います。現在、中央教育審議会で

も「心の教育」 ということが指摘されていま

す。今、生徒達を取 り巻 く環境の中で心の教育

をどこでするのかということを考えた場合、部

活動に期待する面が大きいのではないでしょう

か。生徒も保護者もそこに期待し、人気が高い

のだと思います。反面、それを推進していく高

体連は指導者も増えない、生徒も減少する、経

費もかかるなどの問題があります。これは時代

の変化をみて各都道府県で検討していることと

思います。愛知県でも、今年から少子化の問題

や大会運営のスリム化などの検討に入ったとこ

ろです。

私の根底には、やはり部活動を学校教育の中

でしっかり担っていきたいという考えがありま

す。もちろん、地域社会にサポートしていただ

いたり、大会運営で変えるべきところは変える

という視点を持ちながら、進めていく必要があ

ると思っています。

○高 田 これから先を見通した学校の中での

部活動の在り方という観点で内藤先生いかがで

しょうか。

○内 藤 20年前、対外試合の広域交流につ

いての文部事務次官通達として「54通達」が出

され、現在各専門部が実施している春の大会は

競技団体の名前を前面に出した形態で実施して

きた経緯の中で、競技力向上につながる成果は

ありました。この通達が撤廃されるという話を

伺い、そのような規制緩和の時代が来たのだな

あという感じがします。

現在の学校でのクラブ活動や部活動は、現行

の教育課程ができた時代には相当重視された形

で位置付けられたにもかかわらず、他に転用さ

れている場面がないわけではありません。今後

完全学校週 5日 制となり、部活動がどんな形で

展開されるのかを考えた場合、先生方の勤務状

態とも深い関わりがでてくるのではないでしょ

うか。今は、好きでやっているという状態で生

徒達のために先生方の奉仕していただいて成り

立っているという部分がないといえなくもあり

ません。

これからの部活動は、高体連を支えている各

運動部の活動が教育課程に基づいて行われ、高

体連の活動も評価されることがのぞましく、こ

れは時代が変わろうとも不易のものであると考

えています。教育活動という枠の中で行ってい

るから効果があるというものはたくさんありま

す。教育課程の運用という時流に乗って考えた

場合、その他の科日として単位認定をするとい

う考えもあるのではないでしょうか。高体連の

活動が支えているということを理解してもらう

ことが大事だと思います。生徒は、苦しい思い

も好きであるという支えで礼儀を覚え、技能を

高め生きる力を養うなどの大きな教育効果を

持っている部活動は、1年に何単位か、3年 間

続ければ 5単位でも10単位でも認定していく、

ということができれ

ば生きる力を高める

ということの考え方、

目安として大変有効

であると思います。

また、指導者の面

で外部指導者の導入

という考えもありま

すが、やはり日常生

徒達と接して慣れ親

しんでいる先生が理

想だと思います。そ

の場合、指導する先生方の奉仕だけであってい

いのか、それなりの処遇改善も必要ではないで

しょうか。学校では定数法により教員の定数が

定められている中で、教員の仕事の中に文化系

も含めた部活動なり、本当の生きる力を養う学

習場面を創出できるような指導も、仕事量とし

てカウントしていくことも定数法改善の刺激と

なると思います。

私は高体連活動の根底になっている部活動

は、生涯学習・社会体育の部分もありますが教

育活動の中に位置付けていくことが衰退させな

い大きな支えであるし、その条件整備として教

育課程の中でのしっかりとした位置付けと指導

者を認知する処遇の検討が大切だと思います。

○高 田 運動部活動の位置付けについては、

教育課程審議会や保健体育審議会に対して全国

高体連では、教育活動 として教育課程の中に

はっきりと位置付けて欲しいという要望を出し

ています。

今年の4月 から学校外活動のボランティアな

どの単位認定があり、スポーツ活動も単位認定

【内藤 隆氏】
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ができることになっています。そこで問題 と

なったのは部活動との整合性です。学校で行っ

ている活動の方が単位を認定するのに適切では

ないかという意見もあります。学校内で果たす

役割を考えると、内藤先生の意見も貴重な意見

だと思います。

小野田先生、校長会の中でも部活動につい

てさまざまな意見があると思いますが。

○小野田 どこの校長先生も日頃「文武両道」

を奨励 していると思いますが、実際学校ではど

うかと考えた場合、部活動に対 し教員はサービ

ス、生徒の希望でやむなく顧間になるといった

面が見られます。それに対し校長として積極的

な対応ができないという現状があると思いま

す。今の話のように学校外の単位認定は真剣に

考えられていますが、学校内の一番身近な部活

動の単位認定という考え方も教育的意義がある

のではないでしようか。

また、校長会でも部活動を指導する教員の

処遇改善の問題は以前から話題となっています

が、先ほどの定数法などいろいろな課題があ

り、具体的な対応策までには至っていません。

≪部員の状況について≫

○高 田 もう一つの生徒の問題として「部員

数の減少」があります。全国高体連への登録数

は平成 4年の約165万人が最高で、平成 9年が

約135万人です。この減少の割合は全体の生徒

数の減少とほぼ同じということがいえると思い

ますが、今後はそれぞれの学校での部員数の減

少は避けられません。先ほどの位置付けとの問

題 と合わせ、粥川先

生いかがでしょうか。

○粥 川 これか ら

の部活動を考えると、

現在高体連の大会で

は、引率教員の制度

を設けていますので、

技術指導に関しては

外部の有能な指導者

を得 られるならば学

校で検討 していただ

き導入 しても良いの

ではないでしようか。実際に指導する先生がい

なくなると部が存続しないという現実があるの

で外部指導員を導入することにより部活動が活

発になることが期待できます。また、地道に活

動しているが高体連の定める基準に達していな

いため加盟できない種目があると思います。準

加盟のような形でこれらの活動を育てていくこ

とも大切だと思います。

○高 田 外部指導員の導入は大変重要な課題

であり、これこそ地域のスポーツ指導者との連

携や人材バンクの情報提供など、これから学校

が取 り組みやすい状況になれば学校や教育委員

会として受け入れやすい体制をつくっていける

のではないかという見通 しを持っています。

県理事長としてそれぞれの学校での活動を

直接見ている佐久間先生、これまでの課題を含

めていかがでしょうか。

○佐久間 千葉県だけの問題ではなく部員数の

減少、顧間の高齢化ということが大きな問題だ

ろうと思います。

部員数については、昨年の千葉県の調査に

よると、県下全体の生徒数減少の割合よりも部

員数減少の割合が大きいという調査結果が出ま

した。これは、単に生徒が減少したから部員が

減少したという状況ではないことになります。

この原因を探 り研究していく必要があるという

ことを痛感しました。

また顧間については、これまで若手指導者

が少ない、顧間が高齢化 してきている、という

ことを多く耳にしていました。では実態はどう

なっているのかというと具体的な統計資料があ

りませんでした。そこで千葉県では平成 8年度

に各専門部と協力し、加盟校の顧問調査を実施

した結果、運動部顧間の平均年齢が38.46才 であ

ることがわかりました。この数字をどのように

捉えるかは論議のあるところだと思いますが、

このことに加え新規採用教員も少ない中で、確

実に毎年平均年齢が上がっていく状況です。

先ほど申し上げました平成 17年に全国総体

を控えている千葉県では、部員や顧間の実態を

把握 し課題を認識する中で、将来に向けた運動

部の在 り方を研究しているところです。

このような調査・研究は各都道府県でも研

究部の組織などで行っていると思いますが、そ

のデータを持ち寄り全国高体連として全体で研

究し今後の方向性を探っていく、またその体制

を整えていく必要があると思います。

○高 田 部員数の減少ということでバ レー

【粥川 昌氏】
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ボールではいかがでしょっ。

○粥 川 バレーボールでは男子が減少してき

ている実態があります。女子はまだ人気スポー

ツのひとつになっていると思います。

○高 田 部の参加する割合は減少していない

が、ひとつひとつの学校の部員数が減少してい

るという実態があります。

○粥 川 試合に出場できるぎりぎりの人数の

学校が多くなっているのではないでしょうか。

○高 田 これからの高体連を考えると部員数

の減少ということが大きな問題となってきます

が、全国定通大会では単独の学校ではなく、都

道府県で代表して参加している種目があると伺

いました。部員数の減少ということでの対応は

いかがでしょうか。

○内 藤 定通部会でもこの点に関しては悩ん

でいます。今年 5月 現在の在籍生徒数は通信制

が約 16万 人、これに対し定時制が約 10万 人で

あり、通信制と定時制の生徒数が逆転していま

す。これにより定時制の統廃合ということが避

けられない流れとなってくると思います。東京

都ではチャレンジスクールというような単位認

定に挑戦し勉強できるフルタイムの定時制

がつくられようとしていると聞いています。

現在は、統廃合がはっきりしている学校は合

同チームで良いという緩和措置をとっています

し、都道府県でも選抜チームでも良いというこ

とにしている種目もあります。その意味では定

通大会も過渡期になっています。また、通信制

の場合は毎日登校してくる生徒ではありません

ので、学校として出場しても実際には高校以外

の他の所属というチームもあり、力の差が歴然

としていることもあります。また、県予選を経

ずに県代表として出場というケースも考えられ

ます。そうなると全国大会の位置付けが揺らい

できますし、何とか工夫し改善しなくてはいけ

ないと思います。通と定の合同チームはどうか

という意見もあります。来年からバドミントン

が全国大会の種目となりますが、遠くない将来

このようなことも認めて行かざるを得ない方向

になるのではないでしょうか。

このようないろいろ課題を抱えていますが、全

国大会に出場することが高校生としての励みや生

き甲斐に役に立っているということを考えれば大

会の火は消してはいけないと考えています。

≪財政運営について≫

○高 田 財政状況を考えると、各都道府県に

より違いがあると思いますが、高体連の財政運

営もこれからの課題だと思います。

愛知県が都道府県の加盟生徒数では全国で一

番多い訳ですが、財政状況について小野田先生

いかがでしょうか。

○小野田 財政面を考えると、生徒が減少して

いる中で常に値上げという問題を抱えていま

す。愛知県では学校から全員分として一律に徴

収するものと、県大会などの参加料とがあ りま

す。価値観が多様化 している状況で、学校から

の一律のものを値上げするということをたびた

びお願いするわけにも行きません。そこで値上

げを考える前に、現在のものをどれだけスリム

化できるかということが大切だと思います。生

徒数が減少している中で今までと同じではいけ

ません。生徒に不便をかけない範囲で、どのよ

うな点がスリム化できるのかを検討し始めたと

ころです。お金がないから値上げをしたいとい

うことを繰 り返すばかりではこれからは進んで

いかないと思います。

○高 田 千葉県でも同じような財政的な問題

を抱えていますか。

○佐久間 千葉県では在籍生徒数に応じた学校

規模負担金と大会に参加する部数による部負担

金の 2本立てで加盟校にお願いし、高体連の財

源の大きなウェイ トを占めていますので、生徒

数の減少や部員数の減少が直接高体連の財源に

影響してきます。

学校規模負担金で

は運動部への加入を

問わず一律に在籍生

徒数による負担金と

なっていますのでこ

の趣旨を理解してい

ただくことと、生徒

数の減少による財源

確保のために値上げ

という問題を抱えて

います。これは事務

局だけでは対応しきれない問題ですので、昨年

専門部長の先生や校長先生をメンバーとする

「基本問題検討委員会」を設置し、財源問題を

含め各種の課題について検討をお願いしている

【佐久間嘉宏氏】
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という状況です。

○高 田 専門部では、都道府県の負担や競技

団体に納めるもの、また大会運営に関わる部分

もあります。専門部として財政的な問題はいか

がでしょうか。

○粥 川 大会運営に必要であるので加盟費以

外に参加料を徴収 し、また参加料を値上げして

運営 している実態があります。参加料を支払い

大会に参加しますが多 くのチームは 1回戦で負

けていきます。これからはこのようなチームの

ためにも試合方法の工夫が必要になってくるの

ではないでしょうか。社会体育では活動場面の

多くあるものに目が向くという傾向があります

ので、専門部でも頂点のチームだけを考えるの

ではなくできるだけ全体のチームに目を向けて

いく必要があると思います。

大会にかかる経費では、チームとして、また

個人として負担する経費があります。チームの

場合も学校で、あるいは個人で負担し合うとい

うケースもあります。1チ ーム分を少人数で負

担するということもあり、一人の負担が大きい

ことが考えられます。

競技団体の関係では、各都道府県競技団体と

中央の競技団体に納めるものがあります。中央

競技団体では財源の中心となるのが高校生であ

り、かなりの費用負担を担っていると思います。

○高 田 大杉先生、全国総体の場合は、昨年

の京都の大会で地元での運営費として約 17億

円でしたか、かなりの額です。法人化の問題や

財政的に厳しい状況にあると思いますが、事務

局長として現在の課題についてはいかがでしょ

うか。

○大 杉 全国高体連からお願いしています各

都道府県の負担金はここ 10年 間値上げせずに

きています。生徒数の減少等の厳しい財政状況

の中で協力いただいています。

全国総体は、都道府県負担金やコカ・コーラ

からの協賛金、国庫補助金、NHK等 の協力に

より今のところは何とか運営 しています。協賛

金については、本部としてコカ・コーラ以外に

1社でも2社でも開拓をしていきたいと考えて

います。

≪ 54通達の撤廃 について≫

○高 田 次にこれからの課題の中で、文部省

の次官通達としていわゆる「54通達の撤廃」に

ついてお願いします。

これはかつて高校生の全国レベルの大会を

2回 まで認めることになり、春を中心 とする選

抜大会と全国総体になりました。これを文部省

の規制緩和という流れの中で、来年度から撤廃

するということがでてきました。文部省が枠を

決めるのではなくそれぞれ主催する中体連や高

体連で基準を決めなさい、ということです。現

在この問題は基本問題検討委員会に諮っている

段階で、今の内容を大きく変更する意見は出て

いません。ただ委員の意見では文部省の規制緩

和というが規制というよりは各都道府県で全国

総体に出場するというよりどころになっている

という意見もあります。

このようなことを踏まえ54通達の撤廃につ

いて内藤先生いかがでしょうか

○内 藤 ガイ ドラインとしての 54通達は、

当時としては強制力をもったものとして存在し

てきていました。これが撤廃されることにより

何か大きく変わるかというと、私はあまり変わ

らないような気がします。今の高体連活動の中

で、撤廃されることで新 しい活動を企画・運営

するだけの余裕がないと思います。現状で精一

杯ではないでしょうか。

むしろ、それぞれの団体の独自性を出すため

にはこのような規制をなくして各団体の体力・

体質に合わせて目的達成のためのガイドライン

を定めていく、ということだろうと思います。

○小野田 学校としては全国大会は年 2回 とい

うことでわか りやすいし、高体連の大会という

ことで信頼し他の大会とも区別しやすいという

ことがあります。

○高 田 撤廃されたときに県内の大会が増え

るとか減るということが予想されますか。

○小野田 当面は大きな変化はないと思います。

○高 田 学校では大会に参加する場合に、高

体連が関係しているということで先生の引率な

【高田・粥川両氏】
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どでひとつの基準になっています。これがなく

なった場合に何か変化があるということはない

でしょっか。

○小野田 各競技団体が開催している大会を高

体連でやるという余裕がないと思います。

○高 田 粥川先生、専門部の立場ではいかが

でしょっか。

○粥 川 私も大きくは変わらないと思いま

す。全国高体連では共催のできる大会が限定さ

れていますし、全国総体 と選抜大会、これ以上

に増えることはないと思います。

○佐久間 県レベルでは大きな変化はないと思

います。それが全国高体連としての対応や変化

が出てきた場合に関係してくるのかなという感

じです。

≪合同チームの大会参加について≫

○高 田 次に、統廃合対象校の合同チームで

の参加については平成 9年度から認めています

が、それ以外の合同チームの大会参加について

はいかがでしょう。ラグビーでは部員の減った

学校同士が合同チームとして、全国大会につな

がらない県内の大会として参加を認めるという

例が大阪府や神奈川県にあります。今後、このよ

うな動きは他の専門部にも影響してくると思い

ます。専門部として粥川先生いかがでしょうか。

○粥 川 現在の学校対抗制では難しいと思い

ます。大阪府のラグビーをみると、約 180チ ー

ムありますが、15人の大会に出場できるのは約

65チ ームとのことです。そこで 10人制や 7人

制、また合同チームでゲームを行っていますが、

全国大会に導入ということは、まだ時間をかけ

て検討していかなければならないと思います。

○高 田 春の全国理事会では、都道府県の大

会ではできる範囲から実施して下さいというこ

とで、その様子を見ながら全国高体連でも考え

ていくということになっています。

○佐久間 千葉県でもラグビーでは 10人制や

7人制のゲームを行っています。部員数の少な

い学校の生徒にも大会参加の機会を与えるとい

うことで専門部で検討して行っていますが合同

チームの参加はまだ認めていません。

今後は、特にチームゲーム形態の専門部から

合同チームでの大会参加の要望が必ず出てくる

と思います。部員が少なくとも毎日一生懸命練

習に取 り組んでいる学校では切実な問題ですの

で、この実態を把握しながらどのような大会参

加の形態が可能なのか、そして基準やルールづ

くりを各都道府県や専門部で検討していくこと

が必要だと思います。またこの問題は、高体連

の検討に加え加盟校や校長会などの共通理解、

県教育委員会との調整も必要だと思います。

○高 田 保健体育審議会の答申の中では、大

会参加について高体連の柔軟な対応を、という

ことがいわれています。また文部省の「中学

生・高校生のスポーツ活動についての調査研究

報告書」でも合同チームに触れてお り、いわゆ

る勝つための合同チームではいけない、近隣の

合同チームということをいっています。実際に

合同チームの大会参加となった場合にはこの辺

の基準が大事になってくると思います。

【左より小野田。大杉・内藤各氏】

〇小野田 学校の校長先生からは「いつから合

同チームで参加できるのか」ということで関心

が高い問題です。部員の少ない部が現実にたく

さんあります。基本的に検討していかなければ

いけない問題を含んでいますが、できるだけ早

く県としても対応を検討していかざるを得ない

課題です。

○内 藤 全国総体はこれまでの歴史的経過の

中で学校チームでの競技力の発表の場としての

位置付け、平たくいえばチャンピオンスポーツ

の大会であると思います。これが加盟数の減少

やスポーツ嫌いなどの実態を見ていると、現行

の方向を変えるか変えないかという意志決定を

する時期にきていると思います。その意志決定

をする時に考えなければならないのは、まず加

盟都道府県での高校総体、この大会の方向が変

わってきている状況があるならば、いち早 く全

国高体連としてこれを吸い上げてその実態に基

づいて全国高体連の方向をどのようにしたらよ

いかというステップで考えていくことが大事だ

・内藤各氏】
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と思います。

つまり、全国高体連が何か新しい形に変え

て加盟都道府県に影響を及ぼすということでは

なく、むしろ加盟都道府県総体の変化が全国高

体連に吸い上げられて変えていくという順序で

検討していく必要があると思います。今からし

かるべき機関で、将来構想はどうあるべきかと

いうことが、51年 目からの大きな宿題として

あると思います。

≪今後への展望≫

○高 田 それでは最後に、これからの高体連

に対する期待や運動部活動の在り方などについ

てご意見を伺いまとめとしたいと思います。

○佐久間 部員数の減少や指導者不足などを考

えると、これまでの増やしていこう、足してい

こうという膨らみ思考から、これからは何を整

理し、何を残しどのような形にするかというこ

とだろうと思います。部活動や高体連について

もこのような視点で考えていく必要があるので

はないでしょうか。

また今日、生徒の個性化・多様化という中で

部活動離れということがいわれていますが、高

校期の生徒の持っている、何かに一生懸命取り

組む、日標を持って突き進む、汗をかいて体を

動かすなどのこの年代特有なもの、本来的な欲

求は大きくは変化していないのではないでしょ

うか。指導する側として、これをどのようサ

ポートし伸ばしていていくかということが求め

られていると思います。

○粥 川 これからも高体連は続いていって欲

しいし、生徒や顧間にとって多くの思い出がつ

くれればと思います。

今、大学では体育が選択制になるという時

代であり、これからの高体連も大きな変化が予

想されますが、高体連が高校生にとって励みに

なる場であって欲しいと思います。

○小野田 今、価値観の多様化などがいわれて

いますが、スポーツの効用や良さはこれからも

変わらないでしょう。高校だけでスポーツが得

意になるわけではないので、小さいときからス

ポーツに親しむ、楽しさや感動を覚えさせる体

験などが大切であり、基礎・基本の指導という

か、このようにすれば上手になるというような

積み上げ、小・中。高の連携が大切だろうと思

います。

日本は今、世界に例を見ない高齢社会を迎

えています。医療技術の進歩などもあると思い

ますがこれに多少なりともスポーツや高体連も

寄与しているのではないでしょうか。これから

もスポーツの持つ良さを、小・中・高が連携 し

地域とも手を携えて訴え続けてくことが高体連

にとっても、また一人一人の生徒を預かる学校

としても大切なことだと思います。

○内 藤 高体連に関わったものとして、高体

連が将来にわたり継続・発展 して欲 しいと願っ

ています。

そのためには、まず高体連自身がいかに財

政基盤を確立するかということがこれからの大

きな課題です。

二つ目は、教育活動に組み込まれたスポーツ

活動としての位置付けです。外部指導者の問題

もありますが、基本は学校体育の延長の中で高

体連が活動していくべきだと思います。なぜな

らばスポーツは健全な心や体を作っていく反面、

やり方によっては危険を伴うという側面もあり

ます。契約や保障が重要視される今の社会では、

万が一の際、指導者や活動母体に対して保障を

求めるという傾向が強くなってきています。安

心して活動できるということが、教育活動の一

環として行うことの意義だろうと思います。教

育活動であるが故に学校設置者も保証し、高体

連も運営面で生徒の安全を考えながら目的を達

成していくという、教育活動として位置付けら

れた団体であって欲しいと思います。

三つ 目は、高体連活動は生徒の活動の場を

保証するだけでなく、指導者の研修の場として

も研究大会などをもっと活用していく必要があ

ると思います。高体連の構成メンバーは一教科

にこだわらない指導者の集まりです。その意味

では本当に広い視野に立って生徒を指導してい

ると思います。今話し合われた多 くの課題につ

いて、研究大会でテーマを絞 りいろいろな指導

者に提言してもらう、そして高体連の役員会に

取 り上げてどうあるべきかを真余1に考えること

が、高体連を発展させていくための大きな推進

力になると思います。

今後もさらに高体連が発展することを心か

ら願っています。

○大 杉 事務局としては、加盟都道府県や専

門部、それに日常生徒の指導をしていただいて
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いる多くの先生方に支えられ、御協力いただい

ていることに感謝申し上げます。将来に向けて

さまざまな課題がありますが、今後も御指導・

御協力をいただきながら対応していきたいと思

います。

○高 田 長時間にわたり、各先生方から高体

連に対する大変熱い思い、貴重な御意見をいた

だきありがとうございました。

私は昭和38年 に教員になったときに勤務し

た学校が新設校であり、ボールもないしゴール

もない、ルールも良く知らないという生徒で

チームを作って試合ができるようになった、負

けてばかりでしたが初めて試合に勝ったときに

涙した生徒のあの目の輝きを今でも忘れること

ができません。厳しい練習の中でお互い本当の

心の交流が生徒同士でもあったであろうし、私

自身も部活動の中で生徒達に教えられた、教師

として成長させてもらった部分がこの部活動に

あったと思います。その後、大会の審判を手伝

い役員をやったりということでこれまで高体連

に関わりを持たせてもらってきました。

これからの高等学校教育の中で、部活動の

占める役割や高体連の果たす責任はさらに重要

になってくると思います。時代の変化に対応し

ながら高等学校教育の中にしっかりと位置付け

て高体連がますます発展をして欲しいと思いま

す。それには全国の多 くの先生方の知恵をいた

だきながら、まとまった行動をしていかなけれ

ばなりません。これからも先生方のご助言をお

願いしまとめとさせていただきます。

本 日はありがとうございました。

座談会を終えて

前列左より高田 。内藤・小野田、後列左より大杉・粥川・佐久間の各氏

-43-

∩
ｔ

∩



都道府県高等学校体育連盟の歩み
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Jヒ 道 《事務局》

〒007‐0810札幌市東区東苗穂10条 1丁 目2-21

道立札幌東陵高校内

TEL 011(792)2060
FAX 011(792)2060

創立年月日 :昭和 23年 5月 20日
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5,514書椰

子 45,274名

子 27,267名

計 72541名
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北海道高等学校体育連

盟発足

(9支部・17専 門部)

空知支部が南北に分離

柔道専門部

機関誌発行

自転車専門部

旭川支部が旭川・名寄

に分離

第9回国民体育大会

ヨット、弓道、剣道

専門部

10周 年記念式典

スケー ト・帯広

ハンドボール・函館

柔道・本L幌

庭球、ポクシング、

登山専門部

スケー ト・帯広

スキー・イヽ樽
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青木 弘
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遠藤  忠

水口 寅雄

鳴海 哲夫

梅津 幸敏

工藤 晃司

浅野 喜囲

西谷内隆幸

ウエイ トリフテ イ

グ、ボクシング専門

スケー ト・本L幌

スキー・名寄

日米・柔道親善

日米レスリング

∞周年記念式典

日韓ハンドボール

日加レスリング

62総体開催決定

″準備委設立

″連絡会議開催

62総体開催

ω周年記念式典

高体・野連分離

国民体育大会

研究大会0し幌)

スケー ト・苫小牧

スケート01路

スキー。オL幌
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1沿 革

(1)昭和23～ 32(黎明期)

九州、四国を合わせた面積を有する広大な

地ゆえ、発足当時より支部制を敷 き、9支部 17

専門部で北海道高等学校体育連盟が発足 した。

この時期は組織の基盤整備に当てられたこ

とが伺える。昭和26年 空知支部が南北に分離、

28年には旭川支部が旭川、名寄に分離し現在

のH支部が完成 した。また、専門部も26年柔

道、27年 自転車競技そして30年 にはヨット、弓

道、剣道と加盟が続いた。

一方、こうした活動を記録に残すべ く「機関

誌」が 27年に創刊された。途中何度か休刊に

追い込まれそうになりながらも、多 くの方々の

努力により46号 として現在も続 き、貴重な資

料となっている。

加盟生徒数は30年 には200校 10万 人を超え

る。この間、札幌北 (男子体操)オL幌南 (男

子 バスケットボール)Jヒ海 (男女羽球、相撲 )

小樽千秋 (ボー ト)苫小牧東・苫小牧工業 (ア

イスホッケー)等の全国優勝校がある。

(2)昭和33～ 42(成長期)

36年軟式庭球、ボクシング、登山が新たに加

わるとともに、この期は全国大会の開催を積極

的に受け入れる体制が整ってきた時期である。

33年 スケー ト(帯広)、 ハンドボール (函館)34

年スキー (小樽)35年柔道 (札幌)そ して37

年再びスケー ト(帯広)のそれぞれの大会を開

催 している。全国高体連の一翼を担っていたこ

とが伺える。

戦後ベビープームの世代が高校生期にあた

り、加盟生徒数も42年 には354校 25万人を超

える数となった。この間、スキーの10連勝、ス

ケー ト男子の9回 もの全国制覇がある。冬季種

目の圧倒的強さは堅持しているものの夏季種目

については、北海 (ラ グビー)札 幌東 (女子

バ ドミントン)小樽千秋 (ボー ト)が気を吐 く

のみで、機関誌巻頭言に会長が指導者、選手へ

檄を送る記述が目立つようになる。

(3)昭和43～52(充実期)

ウエイ トリフティング、フェンシングが加

わり27専 門部を擁する体制になる。発足 20年

を経過し名実ともに充実した道高体連と言える

のかも知れない。道内だけでなく、積極的に海

外との交流を図る時期を迎えた。柔道、レスリ

ング、ハンドボールが日米・日韓の親善試合を

展開し、また、アイスホッケーもスウエーデン

と交流試合を実施している。 この 10年 間も

残念ながら冬季種目を除けば、低迷の連続と言

える。小樽商業・函館水産 (ボー ト)、 札幌第

一 (弓道)苫小牧東・苫小牧工業・駒大苫小牧・

日大北海道・帯広大谷・白樺学園 (ス ケー ト)

北照 (ス キー)等の優勝校がある。

(4)昭和53～ 62(発展期)

℃2総体に向けた10年 間であった。北海道で

完全実施することについて、13代 会長長浜英

作氏が加盟学校に開催を呼びかけるとともに関

係機関へ働きかけを行い、その基盤作 りに奔走

する。その後を引き継いだ 14代会長赤塚利國

氏が55年誘致申請、15代会長仲川翠氏が57年

に開催申請へと準備が着々と進んでいくことに

なる。℃2総体を挟んで60年全国中学、64年国

体というそれぞれの トップレベルの大会を開催

することが決定し、北海道スポーツにおいて最

も充実 した輝かしい時期であった。16代 会長

青木弘氏が60年 に就任するとともに、大会ス

ローガン「はばたけ 若人 北の大地に」が全道全

ての高校に掲げられ、一段 と熱気が高まった。

「皇太子殿下、同妃殿下のご臨席のもとに挙

行された総合開会式及び集団演技、補助役員と

して大会を支えた全道の高校生、同じく高校生

が丹精込めて咲かせ、各会場を飾った花々…・

一人一役の合言葉が見事に実を結んだ」と青木

会長は感慨深 く述べている。

本道選手団も、東海大四 (バ レーボール)の

優勝、網走向陽 (ボー ト)、 札幌大谷 (フ ェン

シング)等の準優勝があり、また冬季において

も駒大苫小牧・白樺学園 (ス ケー ト)、 和寒 (ス

キー)の優勝があり、個人種 目の活躍を含める

と、発足以来最高の成績を残 している。

62総体集団演技
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2 10年 の歩み

昭和63～平成9
この 10年 間に5代の会長がそれぞれの課題

を解決すべ く尽力している。ここに道高体連機

関誌巻頭言をもとに、辿ってみることにした。

(1)63年  17代会長安井友博氏が就任する。成

功裡に終わった 62総体の後であり穏やかに推

移すると思いきや、高体連と高野連との分離問

題が残っていた。北海道では高体野連として一

人の会長が兼務 してきた。しかし、それぞれの

加盟校数の増加などにより業務量が増大したこ

と、また、会長が兼務しているのは当時北海道

と愛知県のみであったことなどから、安定した

この時期に分離独立をすることで合意したもの

である。40周年記念事業終了後新たな道高体

連として歩み始めた。

(2)平成元年～2年 18代会長山下克己氏が就

任する。62総体後の各種全道大会に出席 して

の感想を次のように述べている。

「一方では勝利の栄光を渇仰し、また、一方

では生涯に亘る趣味の発見を目指す等々、ます

ます複雑に多様化するであろう個々人の要求に

応えつつ、スポーツ活動を通 じ、生徒一人ひと

りが充実感が得 られる教育活動を達成する義務

を担ってお ります。充実感は必ずしも華美・壮

大な大会からのみ得 られるものでなく、質素で

あっても補助員をふくめた参加者全てが、生き

生きと輝いた大会であるならば人生の一時に大

きな足跡を遺すことを考えるとき、この達成は

創意・工夫によって十分可能である」

「競技力向上を唱えるなら、学校という枠外

での指導とそれに関わる経済的なものを抜きに

は論ぜ られないし、有望選手の発掘・育成と学

業の関連も考慮の幅を変えなければ達成されな

いでしょう。しかし、全道高校体育大会参加選

手数 1万 1千名余 と、その十数倍になるであろ

う支部大会の参加者数を思うとき、参加するこ

とにも意義があると感ぜざるを得ません。

(3)平成3～4 19代会長遠藤 隆氏が就任する。

2年の就任期間で二つの大きな事業があった。

平成4年 1月 、第24回全国研究大会が札幌市

教育文化会館で開催された。「明るくたくまし

い人間を育成する生涯教育・スポーツ活動を目

指して」という主題のもと、全国より500名の参

加者を得て、盛会裡のうちに幕をおろすと記さ

れているが、大会裏話として当初予定していた

講演者の笠谷昌夫氏 (オL幌オリンピック70m
ジャンプ優勝者幸雄氏の実兄)が大会3日 前御尊

父の死によって講師を辞退してきた。急きょ、プ

ロスキーヤーの三浦雄一郎氏にお引き受けいた

だいたと「思い出」に記している。実行委員会の

先生方のご苦労が目に浮かぶ出来事である。

もう一つ、平成5年 1月 、第42回 全国高等学

校スケート競技選手権大会の開催 (苫小牧市)

がある。「走れ闘え舞え !樽前のふもとに」の

スローガンのもとに、1281名 が参加した大会

であった。スケートのメッカ、とりわけアイス

ホッケーでは釧路市とともに小 。中学校、地

域、職場等あらゆるところでチームを作り冬を

過ごす地域だけに「高校生の大会」への応援ぶ

りもひときわ際だっていた。

(4)平成5～ 8年 20代会長日野嘉輝氏が就任

する。3年 間の就任期間であるが、就任早々大

きな課題として取り組んだのは、いわゆる1条

8年度 全国スキー 1ヒ海道選手団

校問題であった。

北海道でもその対応に多 くの時間を費や し

ているのが伺える。全国高体連の諸会議に供応

し北海道での常務理事会、理事会の召集も数多

くなっている。5年度秋季理事会での決定を受

け 6年度より実施に移ったが、「競技会では友

好的な交流が行われ、心配されるようなトラブ

ルもなく参加する側も迎える側もお互いを認め

合い、高め合う場となったことは誠に喜ばしい

限りです」と記している。

もう一つ、研究部活動の充実に力を入れて

いる。他都府県よりやや遅れぎみとも感じる本

道研究部活動であったが、この期より各種デー

タ処理にコンピューターの活用を取り入れるこ

とになった。全道350校の生徒及び父母、指導

する顧問教諭へのアンケート調査による分析等

に大いに威力を発揮することになった。

この調査をもとに「部活動に対する批判を

北海道選手団
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しっか り受け止めるとともに、更に新 しい時代

にふさわしい学校における体育活動としての運

動部活動の在 り方を早急に検討する必要があ

る」と述べ、更なる期待を寄せている。

(5)平成 8～ 9 21代 会長金子盛夫氏が就任す

る。長野オリンピックに伴い、8・ 9年度に長野

県で予定されていたスケー ト、スキーの全国大

会を北海道で開催することになった。

平成9年 1月 、第46回 全国高等学校スケー ト

大会 (風をきれ 地氷をかけろ 天に舞え)を釧

路市において、また、平成10年 1月 には、第47

回全国高等学校スキー大会 (白 い大地の札幌に

今 輝 く軌跡が残る)を札幌市においてそれぞ

れ開催 した。「経済不況にあり、とりわけ北海

道においてはその影響が強い中、財源確保に相

当な苦労があった。しかし、運営は小さく、し

かし感動は大きく !を合言葉に取 り組んでいた

だき、本道選手の大活躍 もあり、数々の感動と

友情の輪を広げ、素晴らしい成果を残 して閉会

することができた」と2年連続の全国大会を振

り返って、安堵の気持ちを述べている。

3  将来に向けて

いま、教育界も様々な観点か ら改革が行わ

れつつあり、高体連も時世の変化とともに見直

しは避けられない状況にある。

一つは少子化による生徒数の減少である。

我が北海道も平成3年 度の25万 人台を最高に9

年度には20万 人を割 り込み、14年 度には17万

人台に激減するものと推計されている。全道大

会への出場枠を含めた大会運営等の検討を始め

たところである。

もう一つは、部活動に対する価値観の変化

がある。競技 レベルを追求する生徒、楽しみを

志向する生徒等いずれも部活動に参加している

ことに変わりなく、どちらの生徒にも青春期の

思い出として残すべ く、指導者の創意・工夫が

求められているところである。

しかし、50周年という大きな節目を迎えた

道高体連には輝かしい実績がある。長い歴史を

通して、常に学校の正規の教育課程の枠外に置

かれていたにもかかわらず存続発展してきた自

負がある。こうしたことから、課題を解決し今

後とも更なる前進があるものと期待 している。

私 と 柔 道
斎 藤 制 剛

平成 8年北海高等学校卒業

現在国士舘大学在学中

平 7 全国総体中量級優勝

平 8 全 日本ジュニア86 kg級

平 9 講道館杯 90 kg級準優勝

その他多 くの国際大会出場

北海道のスポーツ選手はスキー、スケー ト

をはじめ、すばらしい人達が多い中で、私のよ

うな者がこの 50年史で書かせていただいて大

変光栄に思います。

私が柔道を始めたきっかけは、父の影響で

ある。父は北海高等学校の教員で、柔道部の監

督をしている。その父を見て私も柔道という競

技に進んで行ったように思う。

中学3年 の時、初めて全国大会に出場 したが

大会の数週間前に手首を骨折してしまった。当

日は片手を全 く使えずに試合に臨んだが、自分

の力を出し切れずに悔 しい思いをした。その悔

しさが高校生になっても続いていたと思う。

父の勤める北海高等学校に入学 した。家で

は父親、学校では先生・監督という中で、1つ

下の弟、そして多 くの仲間に恵まれた環境の中

で練習に明け暮れた。当然目標は全国上位進出

だった。

全国総体に初出場 したのは高校 2年生の時

だった。団体戦は予選リーグで負け、弟ととも

に優勝を狙った個人戦でも3位であり、中学大

会と同じように悔 しい思いを残してしまった。

3年生の時は個人戦だけの出場だった。緊張

はしていたが、人の倍の稽古をしてきたという

自信で自然と肩の力が抜けていたと思う。また

共に稽古をし、惜しくも全国大会に出場できな

かった仲間の為にも「絶対優勝するんだ」とい

う気持ちも強かったと思う。結果は全試合1本

勝ちで優勝することが出来た。

現在もまだ柔道の毎日である。全日本選抜・

全日本学生・加納杯があり、さらに国際大会・

海外遠征等々各種大会が控えている。とどまる

ことのない坂道ではあるが、自分と闘いながら

大きな目標達成に挑みたいと考えている。

その目標とは・… 弟とともにオリンピック

に出場し金メダルを狙うことである。
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県森土日
《事務局》
T960-8002

創立年月日

青森市新城平岡 266‐20

県立青森西高校内

TEL 0177(88)0511
FAX 0177(88)1600

:昭和 23年 4月 1日

青森嘉高等学校体育違盟
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第 1回県高校総体開催

県高体連規約制定

初の総体総合開会式

県高体連旗制定

全国高校スキー・スケー

ト・卓球大会開催

応援団連盟規約制定

応援団連盟発足

県高野連が加盟

10周年記念式典挙行

県高体連誌創刊

知事が総合優勝旗寄贈

全国高校総体開催決定

全国高校総体実行委員

会発足・事務局設置

全国高校総体開催

県総体スローガン採用

"周
年記念式典挙行

第 1回指導者講習会

52あすなろ国体特別委員会設置

年

度 会 長 理事長 言己  祠黒

∞
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奈良

工藤 亮衛

花田 陽悟

西村 稔弘

奥寺 栄二

佐々木恒朗

下山 晃弘

小野 次郎

新岡 精弥

チ

伊藤 龍一

宮崎 徹

工藤 徳美

渋谷 恭一

下山 晃弘

学校体育研究会発足

あすなろ国体開催

∞周年記念式典挙行

総体総合準優勝杯寄贈

体育部活動奨励賞新設

県総体スローガン公募

県高体連研究部発足

二専門部加盟

一専門部加盟

財政検討委員会発足

総体ポスター公募開始

定通制総体0周年記念式典、

各種大会適正化委員会開催

基本問題検討委員会開催

高体連定通制新聞創刊

応援団幹部講習会40回

記念大会開催

財政検討委員会発足

"周
年記念事業検討委

員会設置

第1回県高体連研究大会開催

"周
年記念式典挙行

全国高体連50H年
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1沿 革

草創期の歩み 昭和22年～32年

本連盟は昭和 22年、青森県中学校体育連盟

としてその産声をあげ、翌 23年、学制改革に

より青森県高等学校体育連盟と改称された。

その年、第 1回県高校総体を開催、同時に総

合優勝制が採用された。ただし、総合開会式は

昭和 25年の第 3回大会からであった。

昭和 27年 には諸規程の制定、県高体連旗の

製作、県高体連新聞の創刊、記録映画『躍動す

る若人』の製作 と県内巡回映写会等が実施さ

れ、スキー、スケー ト、卓球の全国高校大会が

本県で開催される慌ただしい年であった。

昭和30年、第1回応援団幹部講習会が開かれ、

翌年、県高校応援団連盟が結成され、昭和32年 に

は県高野連が加盟 し、ほぼ体裁が整った。

青森インターハイヘの歩み 昭和33年～41年

昭和 33年、連盟発足 10周年記念式典が行わ

れ、記念誌として高体連誌第 1号が出版され

た。また、優勝旗が全 18競技にわたって揃え

られた。

昭和 34年 、当時の山崎知事から総合優勝旗

が 10周年のお祝いとして寄贈された。

昭和 30年代後半は、本県でさまざまな全国

大会が開催され、そこで培われたノウハウを活

かすべ く、昭和 38年、全国高校総体を昭和 41

年に本県で開催することが決定。これを受け、

翌年、実行委員会、事務局が設けられたほか、

「全国総体ニュース」が高体連新聞に替わって

創刊された。更に、選手強化策として一年生大

会を実施。これらの努力が結実 し、ボクシン

グ、レスリング、自転車、卓球、相撲で好成績

を収めた。

|lIIIO:III

青森インターハイは現在の形をなした最初

の大会であった。また、皇太子殿下のご臨席を

初めて仰 ぐという、記念すべ き大会となった。

何よりも、当時活躍 した選手たちが現在、県

スポーツ界指導者の中心となってお り、その意

味でもこの大会を開催 した意義は大きかった。

あすなろ国体への歩み 昭和42年～52年

この時期は「あすなろ」国体開催に向けて本

県スポーツ界が一九となって精進 し、レベル

アップした時期であった。

昭和 43年、連盟発足 20周年記念式典を挙行

し、翌 44年、五年間中断されていた高校総体

の総合優勝制度が、「闘魂旗」「明朗旗」として

復活された。また、昭和 42年から始められて

いた総体スローガンが、正式に制定された。

昭和49年、52あ すなろ国体特別委員会を設置

し、あすなろ国体に向けて選手強化委員会規約

も制定し、国体少年の部のレベルアップのため、

青森インターハイ以上の選手強化がなされた。

昭和52年、あすなろ国体が開催され、少年の部

では、自転車、山岳、レスリング、体操などで大活

躍 し、天皇杯獲得の中心的役割を担った。

あすなろ国体後の歩み 昭和53年～62年

昭和 53年、連盟結成30周 年記念式典が絶頂

期のこの時期に行われ、30周年記念誌『高体連

30年 史』が出版された。また、お祝いとして、

竹内知事から新闘魂旗・明朗旗が寄贈された。

更に、昭和 54年 、総合準優勝校の健闘も称

えるべ く、当時の平川県教育長から敢闘杯・友

情杯が寄贈され、翌 55年には、県教委の発案

で体育部活動奨励賞が新設された。

昭和 57年、加盟全校の 1、 2年生を対象に

高校総体スローガンの公募が開始された。

62年には研究部が誕生し、その後、運動部活動

にかかわるさまざまな研究成果をあげている。

あすなろ国体後の十年間は、連盟結成 30年

の実績の上に立った安定した時期であるととも

に、国体開催時の競技力のレベル維持に努め、

他県関係者が驚 くほどの好成績維持を成し遂げ

た時代と言える。この時期を象徴する出来事と

して、青森西高校が昭和 50年第28回大会から

62年第40回大会までの13年 間、県高校総体女

子総合優勝を称える明朗旗を獲得したことが挙

げられる。優勝の瞬間 (昭和 41年青森インターハイ卓球)
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2 10年 の歩み

青森インターハイ、あすなろ国体をステッ

プにして、順調な伸びを見せてきた本県高校ス

ポーツ界は、時代が平成に替わる頃から徐々に

その力を落とし、それまでのような圧倒的な強

さが影をひそめていった。と言うよりは、他県

がインターハイ、国体等の開催で、本県同様、

レベルアップしてきたと言った方が妥当であろ

う。特に、東北各県の強化が著しく、本県勢は

東北大会でも優勝することが次第に難しくなっ

てきている状況にある。

昭和63年～平成元年

昭和 63年 に少林寺拳法となぎなた、翌平成

元年に馬術が加盟し、専門部数が過去最高の数

に達した。

平成 2年

この年か らは、それまで県高校総体のポス

ターを担当していた小林画伯の死去に伴い、ポ

スターの原画の公募が始められた。また、県定

通総体が 40回 の記念大会を開き、翌年、40周

年記念誌を発刊 した。

平成3年

各種大会適正化検討委員会が設置され、い

つの間にか膨れ上がっていた高体連の冠大会の

数を適正な数まで減ずるべ く検討を重ねた。更

に、高校総体の種目別優勝旗、実に55本を一

挙に更新 し、翌年、優勝旗用のリボンを更新 し

ている。

平成4年

昭和 27年以来、年一回の発刊であった高体

連新聞を年二回発刊に、また、隔年発刊の高体

連誌を毎年発刊にした。更に、平成 6年 には、

高体連定時制通信制新聞を創刊 し、年一回発千J

していくなど、報道部の活動の場が大幅に増加

し、高体連の動 きをより詳しく、より迅速に広

報できるようになった。

平成 5年

県高校総体のアンケー トに少数なが らも毎

年のように見 られる、総合開会式の無用論など

を中心に検討する基本問題検討委員会が開かれ

た。その結果、総合開会式は多 くの生徒、関係

者に素晴らしい感動を与える、教育的価値の高

いものとして継続していくことが確認された。

ただし、現状を一部改正し、時間短縮に努める

ことになった。

平成6年

昭和 30年 に始められた応援団幹部講習会が

この年に40回 の記念大会を行った。

また、スキーの名門東奥義塾高校が県高校総

体スキー競技大会で30連覇の偉業を達成した。

平成7年

年々進む生徒数の減少と、諸物価の値上が

りのため、将来的な経済面での不安が現実化 し

始めたことで、財政検討委員会が、平成 2年 に

開かれてから五年ぶりに再開された。審議の結

果、平成 8年度から、生徒一人の負担金が300

円から500円 になり、五年間据え置 くことを努

力目標とすることに落ち着いた。

これを受けて、定通制総体の優勝旗14本が、

平成 8、 9年の二年間で全て更新され、各専門

部の選手強化・育成事業への補助、冬季大会ヘ

の服装費補助の増額等があり、全国大会開催、

50周年記念式典等の遂行へ向けた経済的な裏

付けもなされることになった。

平成 5年の全国高校総体開催基準要項の一

部改正により、八戸工業高等専門学校が県高校

総体に初めて参加した。

平成8年

県スポーツ振興事業団と県体育協会が、低

迷を続けていた本県選手団の国体での総合順位

を上げるべ く、パワフルジュニア競技力向上対

策事業を提示し、本県スポーツ界の中心的存在

である高校スポーツのレベルアップに、資金面

でのテコ入れを行った。

昭和 62年 に誕生した県高体連研究部による

第 1回県高体連研究大会が開かれ、多数の参加

者のもと、盛大にそのスター トを切った。そし

て、50周年記念事業検討委員会が設置された

のもこの年であった。同委員会は翌年 10月 ま

でに 6回 も開かれ、綿密な検討審議が繰 り広げ

られた。

その事業の手始めとして、高校総体写真募

集が実施され、104点の応募があった。続いて、

年度末に記念手記「がんばれ高校生」の公募も

行われた。

平成9年
50周年記念事業の三つ目としての第50回県

高校総体が、青森市の県総合運動公園陸上競技

場での総合開会式を皮切 りに実施された。特

に、総合開会式では、後半部分にア トラクシヨ

ンとしてマーチングバ ンド、バ トントワリン
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グ、ネブタ運行、ウエーブなど、盛 り沢山の企

画が出されたため、時間がかかるということ

で、入場行進後の着座が総合開会式史上初めて

採用され、県高校総体の新 しい伝統が一つ誕生

した形となった。

この 50回 記念大会の最も劇的な出来事は、

青森山田高校が闘魂旗・明朗旗のダブル受賞

を、しかも、ともに初受賞で達成したことであ

る。この快挙に、人事とは言え、運命というも

のの魔訂不思議さを見せつけられた思いがする

だけでなく、このことが連盟結成 50周 年とい

う節目を全関係者の心に強く刻み込んだはずで

ある。

連盟結成50周 年記念式典は、12月 12日 に青

森市文化会館で盛大、且つ厳粛に挙行され、同

時に、記念誌『高体連 50年史』が出版された。

第 50回県高校総体総合開会式ア トラクション

3 将来に向けて

本県では今冬、スキーのインターハイが開

かれるのを初めとして、冬季競技の全国大会が

続 くので、それらをステップにして、競技人口

の減少を克服しつつ全国の トップレベルを堅持

していきたいと考えている。

次に、全体の競技 レベルを上げるために、団

体種 日、特に、球技種目を全国レベルに一歩で

も近付ける方策を模索中である。

その大きな障壁 となるのが、生徒数の減少

に伴う運動部員数の激減であろう。特に、女子

の部員不足が深刻である。しかし、今、50年の

歴史を振 り返ると、本連盟は各県に先んずる進

取の気風を持ち合わせているように思える。と

すれば、上記の諸問題を解決するためにこの気

風を大切にした上で対処していきたい。

最後のインターハイ
成 田 敦 夫

プロフィール

H3青森東高校入学

H5全 国 高 校 総 体 陸 上 競 技

100m・ 200m走 で 2位

H6筑波大学入学。後、陸上競

技部主将となる。

全国高体連結成 50周年おめでとうございま

す。お世話になりました多 くのアスリー トを代

表して、心よりお祝い申し上げます。

遠く青森を離れ、競技を続けてこれたのは自分

を大きく成長させてくれた高校時代があったから

だと確信しています。高校入学時、下宿すること

になり、不安だらけのスタートでしたが、家を離

れて親を頼れない分、自分がしっかりしなければ

という自律心がつき精神的に少し成長したことで、

競技面を前向きに考えられるようになりました。

下宿をしてまでも青森東高校に入学 したの

は、原田先生の指導を受けたかったからです。

競技に対する考え方から生活面までご指導頂き

感謝してお ります。練習メニューは全て先生が

作って下さいました。しかし、部員は、自分の

競技の目標をしっか りと持ち、お互いア ドバイ

スしながら練習していました。先生の トレーニ

ングには、基本となる ドリル系の動きを重要視

し、その他にも短距離走において最も重要な、最

大スピー ドを向上させるためのチュープによる

牽引走や、プライオメ トリック系のジャンプ運

動など、質の高い科学的な練習があ りました。

先生と良いチームメイ トに恵まれて、最後

のIHを迎える 2年生の冬季練習は特別気合が

入 りました。走 り込みの量、練習の質も、全国

レベルの合宿に参加できたこともあり、満足で

きるものでした。ただひたすら優勝を目指して

自らを高めていく練習に、IHへの深い思い入

れと、何か特別な圧力を感 じました。IHま で

の予選会では自己新記録をマークでき、自信を

持って会場への りこみました。しかし、優勝を

目標にしていた100mは、準決勝の悪い走 りを

決勝まで引きずって、2位。惨敗でした。気持

ちを切 り替えて臨んだ200mは、150mま で並

走したものの引き離されまたもや 2位。精一杯

走 りましたが、悔いが残 りました。でも、この

敗北は自分を更に成長させてくれました。

一
▲
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手岩 県       《事務局

114岩手県盛岡市高松四丁目17番 16号

県立盛岡第三高校内
TEL 019(661)8115
FAX 019(662)9884

創立年月日 :昭和23年 9月
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9月 19日 連盟発足会挙式

第1回県高校総体開催

研究集会開催

県内プロック予選会開始

優秀選手表彰制度制定

第 1回県冬季大会開催

第7回全国高校スケート

選手権大会開催

10周 年記念誌発刊

県高校総体総合優勝制

廃止

全国高校総体4種 目開

催

"周

年記念事業実施 県記録集創刊

岩手国体開催 (第25回 )

全国総体 2種 目開催

年
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第26回全国高校スキー

大会開催

第27回全国高校スケー

ト大会開催

鉤周年記念事業実施

全国総体ホッケー開催

県高校総体基本方針

検討委員会設置

第2回全国高校スケート大会開催

研究部設置 同規定制定

第36回全国高校スキー大会

第 1回県研究大会開催

第43回 スキー国体開催

平成11年度全国高校総

体本県開催決定

同大会県準備委員会発足

同大会県高校推進委員会発足

第46回全国高校スキー大会開催

平成11年度全国高校総

体県実行委員会

発足第

“

回スキー・スケート国体開催
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1沿 革

昭和 23年に岩手県高等学校体育連盟が発足

して 50年の歳月が過ぎようとしている。

全国高体連 50年史刊行にあたり、当連盟の

歩みを紹介したい。

昭和23年 9月 19日 岩手県高等学校体育連盟

発会式を花巻市陸上競技場において感激のうち

に挙行、同日記念総合体育大会を開催した。実

施競技は、陸上、排球、籠球、庭球、卓球、ラ

グビー、サッカー、体操、水泳であった。

なお、県高体連の連盟規約を定めたが、この

年における役員は会長以下併せて 18名 をもっ

て構成し、参与に各高等学校長、評議員に各高

等学校体育教官を充て、事務局を盛岡高等学校

においた。

昭和 24年度、第 1回総合体育大会を花巻市

陸上競技場を中心に開催、 9種 目の競技を実

施、参加人員は 2,000名 を数えた。

優勝旗授与制度を定め、総合開会式に先

立って「優勝旗樹立式」力`行われた。

昭和 26年度、第 3回総合体育大会を花巻市

で開催、実施競技は 15種 日となった。参加人

員が 5,000名 を越え、県内を 6プロックに分け

て予選会を実施、さらに定時制の部も学校対抗

として独立した。この年、前年度における優秀

選手の表彰制度を定めた。

昭和 27年度、第 1回冬季大会を開催 した。

この年、連盟規約を一部改正するとともに

専門部規定を定めた。

昭和 31年度、第 8回総合体育大会を盛岡市

で開催、実施競技は 20種 目を数えた。総合開

会式後、盛岡市内女子高校生によるマスゲーム

が行われた。

昭和 32年度、第 7回全国高校スケー ト大会

を盛岡市高松の池で開催した。

昭和33年度、総合開会式に盛岡市内高校生

徒の応援参加があり、現在行われている県下全

加盟校生徒が総合開会式に応援参加する端緒と

なった。また、全国高体連制定の「高体連の歌」

が初めて斉唱された。

昭和34年度、総合体育大会の水泳競技を夏

季大会として分離した。また、連盟規約を一部

改正するとともに支部規定及び事務局規定を定

め、更に高体連 10周年記念誌を発刊した。

昭和 39年度、第 1回 スキー教室を開催、県

内各地域から70名 の参加を見た。

昭和 40年度、第 15回全国高校スケー ト大

会を盛岡農業高校特設リンク並びに高松の池で

開催 した。県高校総体の総合優勝制度を廃止す

るとともに優秀選手に対する表彰メダル授与制

度を定めた。

昭和41年度、全国高校総体岩手大会 (体操、

ハンドボール、登山、剣道)を 開催、開会式を

新装なった県営運動公園陸上競技場において盛

大に挙行した。

昭和 44年度、 7月 16日 高体連発足 20周年

を記念し、記念式典・祝賀会を盛大に開催 し、

記念誌を発刊 した。この年から、県高体連記録

集を刊行、現在に至っている。

昭和45年度 (岩手国体開催年)、 国体開催と

の関連から県民体育大会とドッキングさせ、県

民総合体育大会と銘打って国体各競技開催市町

村で開催した。この年、学校数の増加に伴い県内

を 9支部に分割、29専門部を数えるに至った。

昭和47年度、全国高校総体自転車競技大会を

紫波町で、スケー ト大会を盛岡市で開催 した。

昭和51年度、第26回全国高校スキー大会が、

ノルデイック競技が安代町で、アルペン競技が

雫石町で開催された。

昭和52年度、第27回全国高校スケー ト大会

(ス ピー ドスケー ト)を盛岡市の県営スケー ト

場で開催 した。

昭和 53年度、全国高校総体ホッケー競技大

会を岩手町で開催 した。高体連 30周 年記念事

業として、事務局所在校に記念碑を建立し、記

念式典・祝賀会を盛大に挙行、併せて記念誌を

発刊 した。

昭和 55年度、傷害見舞金規定を制定した。

昭和 56年度、総合体育大会基本方針検討委

員会を組織 し、大会会期等の基本事項について

検討を進めた。

昭和57年度、基本方針検討委員会において、

高校総体会期を 1期 にまとめ、6月 第 1金曜日

を総合開会式とし、競技は翌日から3日 間以内

とすることを基本方針とした。

第 32回全国高校スケー ト大会を盛岡市、

金ヶ崎町で開催 した。

昭和 59年度、高体連研究部規定を定め、研

究部を設置した。

昭和61年度、第36回全国高校スキー大会を

安代町で開催、各方面の協力により大成功裡に

終了。第 1回県高体連研究大会を開催した。
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2 10年 の歩み

円熟期を迎えた当連盟は、この 10年 間で全

国規模の大会等の開催やその準備が相次ぎ、極

めて多忙な時期を迎えることとなる。

昭和63年度、第23回全国高体連研究大会が

全国各地から多 くの先生方をお迎えして、盛岡

市において開催された。

県高体連創立 40周 年記念事業として、記念

式典及び交歓会を開催し、記念誌を発刊した。

専門部にアーチェリーを加え、定時制・通信

制部会、研究部を専門部とし35部 となった。

平成元年度、第 39回全国高校スケー ト大会

を盛岡市・滝沢村で開催 した。また、東北高体

連事務局担当県となった。

平成2年度、第 2回全国高校ボクシング選抜

大会を水沢市で開催した。

平成 H年度全国高校総体の本県開催につい

て、県教育委員会教育長あてに開催依頼書を提

出した。

平成3年度、平成 H年度全国高校総体の本

県開催について、県の方針が決定された。同大

会の「主会場地検討委員会」が組織され、検討

が開始された。

平成4年度、同大会の本県開催に関連して、

基礎資料収集のため宮崎インターハイヘ H名
の視察員を派遣した。

同大会の主会場地について、主会場地検討

委員会の検討を経て「北上市」に決定した。

平成5年度、同大会の競技種 目別会場地につ

いて、「競技種 目別会場地検討委員会」の検討

を経て、会場地を内定した。

また、同大会に向けて、競技力の向上を目指し

各専門部に選手強化委員会を設置し、海外遠征

等を含む各種選手強化対策事業が開始された。

平成6年度、平成 11年度全国高校総体に向

けた選手強化対策推進計画に基づき、平成 7年

度強化指定校並びに優秀選手を決め、授与式を

開催 した。

更に、同大会の本県開催に向けた全県的な

意識高揚を図るため、高体連会報を発行した

県高体連スキー教室 30周 年事業として、記

念誌を発行した。

平成 7年度、全国高体連理事会において、平

成11年度全国高校総体の開催申請が承認され、

本県開催が決定した。また、同大会のなぎなた

競技会会場が決定された。

一方、平成H年度全国高校総体岩手県準備委

員会が発足し、本格的な開催準備が開始された。

平成 8年度の強化指定校及び強化指定選手

を決定し、強化指定証授与式を開催した。

また、なぎなた競技が全国高校総体の正式

競技に決定されたことから、なぎなた専門部を

加えて 36専 門部となった。

平成8年度、第46回全国高校スキー大会が、

安代町において開始された。

また、平成 11年度全国高校総体岩手県高等

学校推進委員会発足 し、事務局を盛岡第一高校

に設置した。

更に、同大会のスローガン、シンボルマー

ク、スローガン毛筆作品が決定した。

一方、平成 H年度まで継続する強化指定部

を決定して、強化指定証授与式を開催 した。

記念すべ き第 1回県高校なぎなた競技新入

大会が、釜石市で開催された。

平成9年度、初開催のなぎなた・飛び込み競

技を含めた第 49回 県高校総体が、盛岡市を中

心に開催された。

県知事を会長とする平成 11年度全国高校総

体岩手県実行委員会が発足した。

また、同大会の競技種目別大会日程・競技会

場が決定したほか、総合ポスター図案・入賞メ

ダル図案・参加賞図案・大会愛称・大会讃歌曲・

ファンファーレ曲も決定された。

第 9回全国高校ボクシング選抜大会を水沢

市で開催した。

第 53回 国体冬季大会スケー ト・アイスホッ

ケー競技会が、1月 に盛岡市・石鳥谷町・二戸

市で開催された。

更に、同大会スキー・バイアスロン競技会が

2月 に安代町で開催された。

第 50回県高校総体
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3  将来に向けて

平成 H年度全国高校総体 (つ9岩手総体)を

本県で開催することから、当面は、その準備の

推進と大会に向けた選手強化に全力を傾けなけ

ればならない状況となっている。

平成 10年度においては、つ9岩手総体の総合

開会式会場となる北上市の北上陸上競技場が完

成したことから、第 50回県高校総体の総合開

会式をリハーサルで開催した。

全加盟校から集まる応援団のバス・新幹線

臨時便等での輸送、北上地区を中心とした式典

役員・補助員の編成等初めてのことが多かった

ものの、関係機関・関係者の協力により成功裡

に開催することができた。

しかし、いくつかの課題も残されたことか

ら、県実行委員会の指導のもと、開催地・関係

機関と密接な連携を図り、次回はより円滑な運

営を推進しなければならない。

一方、同大会に向けた選手強化については、

県のご理解のもと、選手強化の補助金も大幅に

増額になり、いよいよ正念場を迎えているとこ

ろである。

東北プロック大会の成績を見ると入賞数が

着実に増加してきているが、全国大会において

も同様に活躍できるよう、更に強化を推進して

いく必要がある。

このような状況から、平成H年度までは、岩

手総体を目標に組織の全精力を注ぎ込み、準備

や強化に万全を期さなければならない。

更に一歩進めて、現在の各種事業を恒久的

に実施し、常時各種全国大会で本県の高校生が

活躍できる環境づ くりを進めなければならな

い。また、全国的な傾向でもあるが、近年本県

においても運動部に所属する生徒数が減少して

きてお り、運動部活動を実践することのすばら

しさをより理解させ、多 くの高校生が実践する

よう対策を講じなければならないと考えられ

る。 このように、課題が多岐にわたる今日、全

国高体連と各都道府県高体連が一九となって高

校生の体育・スポーツの振興を一層推進してま

いりたい。

明日をめざして
盛 田 浩 史

盛岡工業高校卒

日本大学生物資源科学部1年在籍

プロフィール

H9全国高校総体ウエイト

リフテイング83kg級優勝

H9国民体育大会ウエイト

リフテイング83kg級優勝

私が、ウエイ トリフテイング競技をはじめ

て知ったのは、高校に入った時のことである。

4月 のオリエンテーションで、競技の内容、

練習方法等を説明され、自分の努力次第で記録

を伸ばし、心身を大いに鍛えることができるす

ばらしい競技だと興味を持ったものでした。

その後、まもなく入部し、普段は優 しいが、

練習となると厳しい顔に変わる吉田新一先生か

ら指導を受けて、日本一を目指して基本練習や

基礎筋力の養成に励みました。

地道に練習を重ねた結果、平成 8年度の全

国高校選抜大会に選ばれて出場 したが、結果

は、山梨県 日川高校の原洋一君に続き、運よく

第 2位に入賞することができた。

その試技は、スナ ッチ競技でリー ドしてい

たが、ジャーク競技であっさり逆転されたもの

で、基礎的補強運動の重要性を考えさせ られた

ものでした。

その後、この反省をもとに基礎的筋力養成

をメインとする練習内容に切 り替え、インター

ハイを目指して トレーニングに励みました。

そして 8月 、インターハイで原君とまた勝

負することとなった。私は、スナッチで大会新

記録の 1 2 0kgを 挙げ、やや不得意だった

ジャークも 1 4 5kgを挙げることができ、わず

か 2,5 kgの 差で原 くんを振 り切 り、トータル

2 6 5kgの大会タイ記録で優勝することができ

ました。

その後、10月 の国体でも原君との一騎打ち

となったが、スナッチ・ジャークとも自己新記

録で初めて原君に両種目あわせて勝つことがで

きました。

ライバルの存在 と目標に向かってひたむき

に努力することの重要さを痛感した 1年間であ

り、一生の思い出となる出来事でした。
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県城宮 《事務局》

〒981-3132宮城県仙台市泉区将監 10‐ 39‐ 1

県立泉高校内

TEL 022(374)6674
FAX 022(374)0285

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日
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1沿 革

昭和 22年、関係者の懸命な努力により中等

学校体育連盟が結成され、学制改革による昭和

23年 4月 の新学校教育制度発足 と同時に、い

ち早 く宮城県高等学校体育連盟と改称 した。

昭和 25年 10月 に、初代会長が県教育委員

長となり、第 2代会長に高山政雄氏 (仙台第一

高校長)が就任し本連盟事務局を県教育委員会

保健体育課内に置いた。

昭和 26年 4月 1日、本連盟規約及び専門部

規約・支部規約を制定し、さらに組織の整備を

図った。

昭和 27年、本連盟運動選手規約並びに競技

会規程を制定し、5月 23日 から25日 までの 3

日間仙台市を主会場として、第 1回宮城県高等

学校総合体育大会が開催された。本大会には

54校約 2400名 の選手が参加 し、各方面からの

積極的な支援により多 くの成果を得、本連盟発

展の大きなステップとなった。

昭和 28年には、学校体育指導者の資質の向

上を図るため、第 1回体育研究協議会が開催さ

れ昭和 29年に本連盟初の全国規模の大会であ

る全日本バレーボール高校女子選手権大会が仙

台市で開催された。

また、第 1回県下高校生徒会リーダー (幹

部)講習会を開催 した。

昭和30年、全 日本軟式庭球選手権大会と第

1回全国高校フェンシング選手権大会の 2種目

が仙台市で開催された。

昭和31年、第 5回県高校総体は24競技で実

施され、さらに第 7回全 日本バ ドミントン選手

権大会が開催された。

昭和32年には、全 日本バ レーボール高校男

子選手権大会、第 2回全国高校道路競走大会、

第 7回全国高校スキー選手権大会が開催 され

た。昭和 33年 、全国高校バスケットボール選

手権大会、第 9回全国高等学校対抗 自転車競技

選手権大会の 2種 目が仙台市で実施された。昭

和 34年、第10回全 日本高校ハンドボール選手

権大会が、高松宮妃殿下御臨席のもとに仙台市

で開催された。また、昭和 35年、第 1回全 日

本高校ヨツト競技選手権大会が七ヶ浜にて開催

された。

昭和36年、過去10年間にわたって実施され

てきた県高校総体の総合優勝制は、総体検討委

員会の審議結果に基づき、昭和 37年 より廃止

されることとなった。

昭和38年、全国高校選手権大会は、「全国高

校総体」として開催され、期 日と開催地等が統

一されることとなった。

昭和 39年、この年開催された東京オリン

ピックに、本連盟出身選手 8名が見事出場でき

たことは、本連盟のみならず本県スポーツ界に

とっても、清新の気を吐 く快挙といえるもので

あった。さらに、昭和30年代に入って、自転車

競技 (東北高校)と フェンシング競技 (鼎が浦

高校)が、10年 間に 7回の全国制覇を記録した。

昭和40年、本連盟表彰規程を制定かつ施行

し第 1回表彰式を共済会館にて挙行した。

青森県を主会場に展開された昭和 41年度全

国高校総体のヨットと水泳飛び込みの 2競技が

本県を会場に開催された。

昭和44年、第18回県高校総体から剣道競技に

女子の部が設けられ、さらに昭和45年、第19回県

高校総体では漕艇競技に女子が参加するなど女

子競技の多様性が際立つようになった。

昭和47年、山形県を主会場に展開された全

国高校総体のフェンシング競技が仙台市におい

て開催された。。昭和49年、高校クラブ活動に

おけるリーダーの資質向上と健全育成、さらに

高校体育の普及発達を目的とした第 1回高校運

動部リーダー養成講座を開催 した。県高校総体

開催基準要項と表彰基準の一部が昭和 50年に

改正され、さらに本連盟傷病見舞金規定及び傷

害審査会運営規程が昭和 51年に制定された。

昭和 51年は、宮城県高等学校総合体育大会

開催 25周 年に当たり、県スポーツセンターに

おいて、記念の集いを開催 した。昭和 53年に

は、福島県を主会場に展開された全国高校総体

のヨット競技が七ヶ浜で開催された。

昭和 56年、本連盟事務局が保健体育課から

仙台第三高校に移転した。昭和 58年、「燃やせ

青春鳴子の自銀」を大会スローガンに揚げ、58

年度全国総体・第 33回 全国高校スキー選手権

大会が鳴子町で開催された。昭和 59年 、本連

盟は、「昭和56年 度全国高校総体の宮城県誘致

開催」を機関決定した。昭和 60年、本連盟内

に全国総体誘致準備委員会を設置し、会場候補

地の選定作業に入った。60年度から新人大会

において参加料徴収 (300円 )。 昭和61年 に、全

国高体連理事会において「昭和 65年 度全国高
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校総体の宮城県開催」が内定した。昭和 62年、

「昭和65年全国高校総体宮城県開催」の決定通

知を受け、「宮城県準備委員会」が設置された。

2 10年 の歩み

昭和 63年は、本連盟創立 40周年に当たり、

第37回県高校総体を創立40周 年記念大会とし

て開催 した。 2年後の全国高校総体に向けて、

強化指定校及び強化指定選手を競技種目別に決

定し重点的な強化に入った。また、県下高校各

運動部の一層の充実と強化、そして選手の資質

向上を図る目的で、「栄光をめざして」という

題の冊子を刊行した。

平成元年の第38回県高校総体が31競技で実

施され、総合開会式は改装なつた宮城県陸上競

技場で挙行した。同年 8月 に四国で開催された

全国高校総体ではベス ト8以上が 23種 目にも

及びこれまでの強化が実 り、過去 5年間で最高

の成績を収めた。

平成2年、第 14代会長に小沼照之氏 (泉高

等学校長)、 理事長に齋藤光次氏 (仙 台第三高

等学校教諭)が就任 した。第 39回県高校総体

は、随所に全国高校総体を想定した進行がとら

れ、開会式終了後は各学校応援団が市中パレー

ドをして大会を盛 り上げた。

平成 2年度全国高校総体は、「華ひらけ 無

限の力宮城の夏に」をスローガンに、皇太子殿

下御臨席による総合開会式から始まり、宮城県

下各会場において 26競技が展開された。特筆

すべきは、全県下約95,000名 の生徒が「一人一

役」を合言葉に大活躍してくれたことと、本県

勢が 3位以上に29種 日、8位以内に65種 目が

入賞し、本連盟の歴史の上で最も輝かしい成績

を残して大会の幕を閉じたことである。

平成3年、本連盟事務局が、仙台第三高等学

校から泉高等学校に移転し、理事長に鈴木通弘

氏 (泉高等学校教諭)が就任 した。

当時全国的にも話題になった、東北朝鮮高

級学校の本連盟への加盟については、評議員会

において否決されたが、全国大会につながらな

いローカル、学年別大会への同校の参加につい

ては条件付 きで認められた。本連盟加盟校は

106校、加盟生徒数は91,5∞ 名の規模に達 した。

平成 5年、第 15代会長に堀田壽一氏 (宮城

県第三女子高等学校長)が就任 した。本連盟組

織の中の調査研究委員会が発展的に解消され、

新たに「研究部」を創設した。また、本連盟の

運営全般に係わる問題を検討する基本問題検討

委員会が新設された。

平成6年、全国高体連理事会において、加盟

校以外の学校の全国高校総体への参加が、開催

基準要項の「大会参加資格の特例」により認め

られた。そのことを受けて、本県でも第 43回

県高校総体において、東北朝鮮高級学校、宮城

工業高等専門学校、仙台電波工業高等専「1学校

等が 10競技に参加した。

平成7年、第16代会長に栗生守男氏 (泉高等

学校長)、 理事長に川島 克氏 (泉高等学校教頭)

が就任した。理事長の教頭化については、本連盟

の事務局体制強化の上から長年の宿願であった。

平成 7年 4月 、参与会及び評議員会で県高

校総体での参加料制度が認められ、総体、新人

ともに参加料制度が導入された。第 44回 県高

校総体は、東北朝鮮高級学校の開会式初参加 も

加わり、33競技で盛大に開催された。

平成 7年 H月 、平成 9年度全国高等学校総

合体育大会 。第 47回 全国高等学校スケー ト競

技・アイスホッケー競技選手権大会 (フ ィギュ

ア競技)の宮城県仙台市開催が、宮城県及び仙

台市教育委員会より承認された。本連盟の加盟

校 108校、加盟生徒数92,758名 、加盟専門部 35

の規模になった。

平成13年56国体が宮城県で開催されることと

なり、現在、本連盟と競技団体連携の下に、指導

者及び選手の育成の取 り組みがなされている。

平成8年、第 17代会長に高橋郁夫氏 (泉高

等学校長)が就任する。

評議員会において角田養護学校の加盟が承

認される。

第 45回県高校総体を開催 し、角田養護学校

が開会式に初めて参加 し、また、蔵王高校が独

立校として初めて参加 した。

全国高校総合体育大会開会式 (平成 2年度)
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平成9年度全国高校総合体育大会 (ス ケー ト

競技フィギュア)の宮城県実行委員会を組織す

る。平成 8年度競技力向上 (指導者)研修協議

会兼研究大会は、「56国体に向けての強化につ

いて」をテーマに、筑波大学体育学系助教授の

村木政人氏を招聘 して開催する。

本連盟加盟校 109校、加盟生徒数全 日制

98,499名 、定時制 2,399名 。

平成 9年、理事長に庄子利也氏 (泉高等学校

教頭)が就任する。平成 9年度全国高等学校総

合体育大会スケー ト競技 (フ ィギュア)を 仙台

市で開催する。第25回 リーダー養成講座に、世

界空手道選手権大会優勝者 (サ ンエス株)の阿

部良樹氏を招聘 して開催する。

平成 9年度競技力向上 (指導者)研修協議会

兼研究大会は、「 56国体に向けての中高一貫

強化について」をテーマに、(株)GSSス ーパー

バイザーヘッドアスレチックトレーナーの村木

良博氏 と、順天堂大学スポーツ健康科学部助教

授鈴木勝彦氏の両名を招聘 して開催する。

本連盟加盟校 109校、加盟生徒数全 日制

86,240名 、定時制 2,396名 。

3  将来に向けて

宮城県のスポーツ界は、2001年 開催の「56宮

城国体」の成功に向けて県民一体となった取 り

組みが成されている。特に主力である高校生の

選手強化に当たっては、高体連の果たす役割が

重要であり、多大なる期待を寄せられるところ

である。これまで開催 して来たリーダー養成講

習会や指導者研修会の内容を更に充実させ選手

強化と併せて各専門部の育成をも図って行く必

要がある。

さて、少子化の加速により高体連の運営に

大きな影響が出ているが、中でも生徒数の減少

は深刻であり、将来を見通した予算確保のため

の会費値上げへの取 り組み、又部活動離れによ

る運動部存続の危機等、今す ぐに対策を打ち解

決を急がなければならない課題に関係者一同危

機感を持って取 り組んでいるところである。

スポーツ活動が社会で評価され再び高校ス

ポーツが活発化するには我々指導者の意識改革

こそが不可欠な要素であると考える。21世紀

は、スポーツを楽しむ健全な高校生が増えてい

る事を期待 したい。

「宮城インターハイに出場して」
佐 藤 充 伸

プロフィール

宮城県小牛田農林高等学校

国士館大学

全国高校総体剣道個人優勝

全国教職員剣道大会個人優勝

宮城県仙台高等学校勤務

高校 2年 の夏、私は地元開催の宮城 イ ン

ターハイに出場することができた。

高校入学時から「地元で日本一を」を目標に

休日を返上しての遠征、出稽古、合宿等厳しい

稽古の毎 日だった。今振 り返れば、常に剣道の

ことで頭がいっぱいだった高校生であった。

しか し、稽古の成果と試合の結果が比例 し

ない。大会が近づ くにつれ不安や焦 り、試合へ

出場することへの恐怖心等が私の大きな壁 と

なった。そんな挫折 しそうな時、「克己」とい

う言葉に出会うことができた。相手に勝つには

自分の弱い部分に打ち勝たなければならない。

この言葉が、私の弱い気持ちを前向きな考え方

ができる強い心に変えてくれたのである:

そして迎えた大会当日。心身共に万全の体

勢で団体、個人に出場 した。団体は、準決勝対

阿蘇高校戦で 2-2の本数負けを喫し第三位。

しかし個人戦の方で、予想以上に調子の波に

乗った私が、決勝進出。名門PL学園高校の選

手と対戦 した。時間内で勝敗が決まらず、延長

戦に入った。なかなか有効打が出ないまま4回

目の延長戦となった。その直後、無心で打った

胴が一本となり初めて「日本一」を手にするこ

とができた。一本が決まった瞬間、会場内から

沸き起こった大拍手と大声援は、今でも鮮明に

思い出される。日本一になった実感は今でもわ

かない。ただ、一つの目標に向かって頑張った

この経験は、何ものにも代えられない財産であ

る。 そして、ここまでご指導下さった諸先生

方や陰ながらご支援頂いた多 くの方々に深 く感

謝している。

現在は教職の道に進み、宮城インターハイ

での経験を生かしながら職務に励行している。

生徒の成長へのよい導きとして、自分自身もさ

らに努力精進していきたい。

最後に全国高体連 50周年の記念すべき年を

迎え、今後益々の飛躍発展を祈念いたします。
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田秋 県       《事務局

〕74秋田市八橋運動公園1-5
県立スポーツ会館内

TEL 018(866)5999
FAX 018(866)6988

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日
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神田 勉

小林 誠悦

京極  敏

斎藤 紀明

細谷 義次

大塚 三男

空手道部新設

傷病見舞金規程制定

なぎなた部新設

第28回全国スキー大会

開催

全国高校総体開催

県高校総体輪番制開催決定

基金設定

伊藤勝三スポーツ振興

各種委員会規程制定

第1回 中・高合同コーチ

サ ミット開催 全国高

校総体県選手団ユニ

フォーム新調 A45回

全国高校スキー大会開催

第1回県高体連研究大会開催

第32回全国高体運研究

大会開催
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1 沿革

昭和23年度

昭和 24年 度

昭和 25年 度

昭和 26年度

昭和 27年 度

昭和 28年度

昭和 29年 度

昭和30年度

昭和 31年度

昭和 32年度

昭和 33年度

昭和 34年度

昭和 35年度

昭和 36年度

昭和37年度

昭和 38年度

昭和 40年度

本連盟創設

専門部13部 (陸上競技.水泳・体操・相撲・軟式テ

ニス・野球・卓球.サ ッカー・バレー・バスケッ

ト・ラグビースキー・ボート)・研究部発足

生徒表彰規程制定

会報作成と配布 ソフトボール部新設

第 5回全国ボクシング大会 (秋

田市)ボ クシング・柔道・バ ドミ

ントン・自転車部新設

県高体連旗完成

全国選抜ラグビー大会 (秋田市)

剣道部新設

第 7回全国バスケットボール大

会 (秋田市)

第 4回全国スキー大会 (湯沢市)

野球部高野連 として独立承認

各専門部長を理事とする

レスリング・登山部新設

第 1回県高校総合体育大会開催

ポスター募集開始

応援団連絡協議会結成

競技別部会長・副部会長制定

専門部長を専門委員長と改称

対外試合規程・専門部規程制定

第 10回全国ボクシング大会 (秋

田市)弓 道部新設

第 10回全国軟式庭球大会 (秋田

市)第 10回体操大会 (秋田市)

重量挙部新設

第 5回全国剣道大会 (秋田市)

第 5回全国重量挙大会 (秋田市)

第6回全国レスリング大会(五城目町)

全国バ レーボール男子大会 (秋

田市)ハ ンドボール部新設

第 5回全国弓道大会 (横手市)

第10回全国スキー大会 (花輸町)

ホッケー・フェンシング部新設

第 16回秋田国体開催

硬式テニス部新設

新入戦を県高体連公式競技会とする

全県定時制大会開催

全県高校 スキー大会が県体 ス

キー大会から独立開催

総体キャッチフレーズ募集開始

第15回全国スキー大会 (花輪町)

全国高校総体 4種 目開催(バ スケッ

ト・バレー女子・フェンシング・テニス)

総体公開演技ロー ドレース実施

研究部規程制定

全国大会派遣補助金交付

定通部新設

全県定通制大会となる

各加盟校に高体連杯寄贈

全県体育主任会議開催

第22回全国スキー大会 (鹿角市 )

名義使用大会承認 (9種 目)

空手道部新設。

傷病見舞金規程制定。

名義使用大会承認 (4種 目)

なぎなた部新設

総体ファンファーレ募集開始

第28回全国スキー大会 (鹿角市)

全国高校総体誘致委員会結成

昭和 59年全国高校総体

・県誘致委員会発足

昭和 59年全国高校総体

・県誘致開催を決議 (秋季総会)

・陳情書秋田県議会採択

昭和 59年全国高校総体
・県準備委員会発足

・秋田県開催内定

59総体推進委員鹿児島総体視察

59総体推進委員愛知総体視察

全国高校総体中央委員会開催

全国高体連理事長会議開催

全国高体連加盟団体長会議

59年度全国高校総体開催

59総体特集号発刊

県高校総体輪番制開催決定

県高校総体総合開会式を県営陸

上競技場で実施

県高体連規約改正

県高体連表彰規程改正

昭和 41年度

昭和 42年度

昭和 43年度

昭和 44年度

昭和 46年度

昭和 47年度

昭和 49年度

昭和 50年度

昭和 51年度

昭和 52年度

昭和 53年度

昭和 54年度

昭和 55年度

昭和 56年度

昭和 57年度

昭和 58年度

昭和 59年度

昭和 60年度

昭和 61年度

昭和 62年度

59全国高校総体総合開会式 (雄
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2 10年 の歩み

昭和63年度 県高校総体を輸番制開催決定後

(61年中央、62年県北 )、 初めて県南地区中

心に開催 (開会式 :横手市民会館 )。 平成 2

年の官城インターハイ (以下 IH)に 向け、

県高体連独 自の強化対策事業をスタートさ

せる。8月 に全国中学校大会 (バ スケットボ

ール、体操)が県立体育館で行われ、高体連

も競技役員として協力。県高体連 40周 年式

典を 12月 に平安閣で挙行 (出 席者 3百余

名)。 3月 に記念誌を発行。 IHユニフオー

ムを平成元年度から、麻生地の帽子 (ハ ッ

ト)、 上 (半袖)下、 (足首を絞ったバンツ)

共に自に統一して新調することに決定。

平成元年度 県高校総体を中央地区中心に開催

(開会式 :県営陸上競技場 )。 戦前、戦後を通

じ野球の発展に尽 くした故伊藤勝三氏の、

県内高校運動部の強化に役立てて欲 しいと

いう遺志により3千万円の公益信託「伊藤

勝三スポーツ振興基金」を設定。

平成2年度 県高校総体を県北地区中心に開催

(開会式 :大館市長根山陸上競技場 )。 宮城 I

Hの登山で大館鳳鳴高が、アベック優勝 (男

子縦走、女子総合)を果たす。

平成3年度 県高校総体を県南地区中心に開催

(開会式 :十文字町営陸上競技場)。 県高体連

規約第 1章名称及び事務局の第 2条「本連

盟の事務局を会長所在の学校内にお く」を

『―一会長の定める場所におく』に改正。平

成 7年度全国高校スキー大会開催申請書を

全国高体連会長へ申請。

平成4年度 創立時から秋田高にあった県高体

連事務局を県立スポーツ会館に移転。また、

高体連会長に秋田南高校校長が就任。県高

校総体を中央地区中心に開催 (開会式 :県営

陸上競技場 )。 秋田市の有明次郎氏が優勝旗

10本 を寄贈。定通制部会の創立 30周年記念

式典を、10月 24日 に千秋会館で行う。平成

7年 度全国高校スキー大会の秋田県開催が

決定。平成 5年度以降の県高校総体を、2年

に一度中央地区で開催する 3地 区輪番制と

する。

平成5年度 県高校総体を県北地区中心に開催

(開会式 :大館市民文化会館)。 昭和 61年に

会費を値上げ (会費を200円 から350円 に、

入会金は 10CXl円 のまま)してから据え置か

れている会費の値上げを検討。

平成6年度 県高校総体を中央地区中心に開催

(開会式 :県立体育館 )。 今年から 1条校以外

の学校の参加が認められ、秋田高専から3種

目に39人が初参加。「県高校総体40回大会・

591H10周年」記念祝賀会を 6月 3日 に平

安閣で行う。県体協から初めて選手強化費

がくる。富山 IHで吉田清太郎 (レ スリング

115kg級・秋田商)が個人で 2連覇を飾る。

平成7年度 県高校総体を県南地区中心に開催

(開会式 :秋田ふるさと村 ドーム劇場 )。 傷病

見舞金規程 (治療見舞金・後遺障害見舞金・

死亡弔慰金に分ける。部活動等も対象 とす

る)を 改定し、本年度から適用。第 1回 中・

高合同スポーツコーチサ ミットを、「中・高

の一貫指導」をテーマに開催。来年度から、

IHユニフオーム (帽子 :キ ャップ、上 :自

のポロシャツ、下 :ス カイブルーのハーフパ

ンツとキュロットスカート)の新調と、会費

の値上げ (会費 350円 を550円 に)を決定。

第 45回全国高校スキー大会を2月 5日 ～ 9

日に、 1か所で全競技を実施できるという

新装なった花輪スキー場で開催。従来の補

村木真紀子 (花輪)の選手宣誓

助員という名称を「スタッフ」に改めて高校

生主役の大会運営に努め、最終 日には花輸

高がリレーと女子総合で優勝を成し遂げて、

最高の盛 り上が りを見せ、成功裡に終える。

平成8年度 県高校総体を中央地区中心に開催

(開会式 :八橋陸上競技場 )。 第 1回県高体連

研究大会を翌年の全国研究大会に備え、11

月22日 に秋田市文化会館で開催。スキー I

H(岩手県)の リレーと女子総合で、花輪高

が 2連覇を達成。引き続いて 2月 20日 ～ 22

日に行われた鹿角スキー国体では村木真紀
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子 (5 kmC・ 花輪)と 月居克夫 (複合・鷹

巣農林)の優勝をはじめ、好成績を収める。

平成9年度 県高校総体を県北地区中心に開催

(開会式 :大館市民文化会館 )。 京都 IHで能

代工高 (バ スケット)は 5連覇を果たすとと

もに国体、選抜 も制し、2年連続 3冠王とな

る。定通部会 35周年記念式典を、9月 30日

に蒲高会館で実施。本県で初の第 32回全国

高体連研究大会を、 1月 29日 ～30日 に秋田

市文化会館で「夢ある豊かなスポーツ活動

をめざして」を大会主題に開催。講演 (講師 :

開会式で挨拶をする高田屋県高体連会長

福島幸雄元NHKア ナウンサー、加藤廣志前

能代工高バスケットボール部監督)を 2つ

にした り、分科会の発表者をローテーショ

ンによる割当てと東北各県の発表だけの 20

名に精選 した り、ア トラクションに海洋技

術高の「なまはげ太鼓」を実施したりという

秋田大会らしさも好評を博 した。

3 将来に向けて

平成19年 に秋田国体開催が決まっているが、

9年後には高校 3年生が約 3500名 減少すると

いう少子化傾向と、生徒・教員のライフスタイ

ルの変容や価値観の多様化など、スポーッを取

り巻 く情勢は厳しい状況にある。しかし、中・

高合同スポーツコーチサ ミットの継続、アー

チェリー・カヌー等の育成、施設や指導者の学

社連携、父兄や教員のスポーツマインドの醸成

などを推 し進めながら、高体連独 自の選手強化

策の推進や部活動の活性化を図っていきたい。

必勝不敗
畑 山 陽 一

平成 7年 3月 雄物川中学校卒業

平成 10年 3月 能代工高卒業

同年 4月 早稲田大学入学

能代工高時代に主将を務め、イ

ンターハイ優勝連続 3回 を果た

す。海外遠征 3回。

私の高校時代の思い出は、全国大会 (IH、

国体、選抜)9回のうち、8回 を制覇したこと

である。その中に鳥取、山梨、京都インターハ

イが含まれ、いずれも猛暑の中での優勝であっ

た。特に 1年の時の鳥取 IH決勝は、福岡商業

に前半で 15点差をつけられたのを、ラス ト5

分で逆転 しただけに印象が深い。山梨、京都 I

Hは、田臥などの優秀な後輩が入 り、伝統の ト

ラジッションの速いバスケットで快勝し、2年

連続 8回 目の三冠王も達成できた。

勝ち続けることは難しいが、私達は勝っても

騎ることなく、新しい目標を持って更に練習に

励み、常に挑戦者であることを忘れなかった。

負けて得ることはたくさんあるが、やはり勝っ

て得たことが、私達の大きな財産となった。

私は主将 としてチームを一つにまとめるこ

とを常に考えていた。バスヶットボールはチー

ムプレイなので、一人でも欠けるとチーム全体

のリズムも狂ってしまう。そういった意味では

私達は、横と縦のつなが りが良く、まとまって

いた。何よりも厳しかったのが、練習中でのポ

ジション争いである。コートに立ったら上下関

係は無 く、結果がすべてであった。

IHの前には強化練習があ り、OBの方が

来て試合をしてくれた。OBの 中には大学や実

業団で活躍されている方が大勢いた。高校生と

違うところは、パヮーとスピードである。通用

するプレイもあれば、全 く通用 しないプレイも

あった。OBの方と試合することによって、私

達は自信を持って IHに臨むことができた。3

年間で学んだことはたくさんあるが、私は「心

技体」 という言葉が一番心に残っている。技

術、体力そして “やろう"と いう気持ちが大切

だということを決して忘れず、後輩に戦っても

らいたい。必勝不敗 !
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県形山 《事務局》

〒 990‐2492山 形県山形市鉄砲町二丁目10-73

県立山形中央高校内

TEL 023(624)0929
FAX 023(634)6752

創立年月日 :  昭和 25年 2月

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数  男

女
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67校
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佐藤 通隆

梶原 賢

漕艇・ヨット・馬術専門部新設

ラグビー専門部再設

研究・広報委員会新設
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1沿 革

昭和20年 8月 の終戦以降、空白と混乱の中、

体育・スポーツ界がいち早 く立ちあが り、昭和

21年 に入ると、各競技種目団体の再発足が進

められた。学校スポーツの再開とともに、山形

県学校体育連盟が昭和 22年 1月 に発足 した。

この組織が高校中心の活動であったことから昭

和 25年 2月 「山形県高等学校体育連盟」と改

称し、名実ともに高等学校の自主的な体育団体

が誕生 した。

◆昭和20年代

発足当時は、加盟校53校、12専 門部であり、

理事会のみの構成であった組織は、間もなく加

盟校校長で構成する評議員会を議決機関とし、

各支部代表・専門部代表からなる理事会を企画

執行機関として位置づけるなど現在の規約に近

いものに改めた。また、事務局を県教育庁体育

課に置いた。

発足と同時に、16種 目で、男女別総合優勝制

度を取り入れ、第 1回県高等学校総合体育大会

が開催された。県総体 (国体県予選会)を兼ね

て種目毎分散の開催であった。第 2回大会から

定時制の部が設けられ、飛躍的な発展をみた。

◆昭和30年代

昭和 30年、第 6回県高校総体を、県総体か

ら独立した大会として全国高校選手権大会の予

選を兼ねて、全種目一斉の開催を実施した。文

字通り総合体育大会となり、総合開会式も行わ

れた。昭和34年から県内四大大会 (県総体、県

高校総体、県定体、中学総体)を 四市輪番で開

催することになり、総合優勝制度は、昭和35年

第11回大会をもって廃止された。

新人大会は、昭和34年 頃から各競技団体の

主催で開催されてきたが、昭和 37年に本連盟

の主催大会となった。また、毎年、計画的に全

国大会を本県で開催したことが競技成績にも現

われ、体操・バドミントンなど、毎年のように

全国制覇するチーム・選手が次々と生まれるよ

うになった。

本連盟結成満 10年 を記念して、機関紙「高

体連」創刊号を昭和32年 2月 に発刊、現在ま

で継続している。

一方、組織充実のため、規約改正を行い、昭

和37年 に私立校代表理事の選出、翌38年理事

長制を採用した。昭和38年に全国高校総体が初

めて新潟県で開催され、本県の誘致運動の気運

も高くなった。

◆昭和40年代

各学校での運動部活動は一層活発化した。

全国大会等での活躍はめざましく、高体連は本

県スポーツ界の中核として重要な位置を占める

ようになった。

全国高校総体が、昭和 47年度本県開催決定

を受け、「総体は明日の山形生む力」のスロー

ガンのもと、綿密な計画が立てられた。県内高

校生一人ひとりが「われら主役」の発意のもと

に友情の広場・前夜祭・選手歓迎会等を開催

し、県内外から「山形総体は高校生の活動と協

力によって成功した大会」と絶賛された。

一方、選手の活躍も重要課題であったが、多

くの強化策が講じられた結果、優勝 6を はじめ

入賞81と 未曾有の成果をあげることができた。

なお、前年に47高校総体の前哨戦として本

県で開催された第20回全国高校スキー大会に

おいても入賞 16を 果たす大躍進があった。

インターハイ結団式

◆昭和50年代～

事務局が学校現場に移転したことを契機に

組織運営の充実、各種事業の主体的取り組みが

促進された年代と言えよう。発足以来、県体育

保健課に置かれていた事務局を昭和 54年山形

南高校 (以後、昭和 61年山形中央高校に移転

され、現在に至る)に移転。これを機に、理事

長・事務局長を専任制とし、規約・規定等の見

直しを行った。専門部長の位置づけ、各種委員

会の設置、分担金・特別分担金の学校拠出等、

高体運の活動に合うように改められた。

また「べにばな国体」開催に向けて意識の高

揚が図られる中、昭和58年 2月 、第32回全国

高校スキー大会が開催され、全種日入賞を果た

すなど、これまでにない入賞20を 数え、大き

な成果をあげた。
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2 10年 の歩み

この 10年は、半世紀に一度の大イベントで

ある「べにばな国体」前、当年度、後と区切る

ことができよう。

◆「べにばな国体」前

国体の本県開催決定後、分担金の値上げに

より「高体連ニュース」の発刊、諸講習会・研

修会・各種大会の充実等が意欲的に推進され

た。そして 60年度より3年継続で取 り組んだ

「山形県高体連の現状」の調査により本県高校

生 トップ選手の意識等の実態が把握され、選手

強化の方向性がより明らかになった。63年度

より、中・高体連各地区会長・理事長会議を開

催した。具体策として「べにばな」の少年強化

を見据えた中高合同練習会等、収穫は大きいも

のがあった。平成元年度は強化策が功を奏し、

団体入賞数が増えるなど競技力の向上がみられ

た。また国体では、総合成績が 16位 と史上最

高の成績を収め、なかでも少年の部の大活躍が

あったことは大きな励みとなった。2年度は県

新人 。一年生大会、スポーツ強化講習会、県補

助事業である新人強化 。一年生強化事業等、充

実 した諸事業が実施できた。全国大会をみる

と、高校総では 5種 目の優勝をはじめ、前年を

上回る入賞を獲得 した。本県を会場にして開催

された第40回全国高校スキー大会においても、

リレーで北村山高校が 2連覇に輝くなどクロス

カントリーの活躍で前年を大きく上回る入賞を

果 した。しかし、国体は善戦健闘はしたもの

の、少年の部の得点は前年を大きく下回る結果

となった。少年の部の中核である高校生の競技

力向上は喫緊の課題であり、本番で主力となる

一年生に対する焦点化した強化の手立て、指導

者が強化に専念できる環境づ くり等が再度強く

認識された年であった。また、「べにばな国体」

を間近にしたなか、本県「高体連 40年史」を

発刊 した。各種記録・資料は、本県高校体育・

スポーツ確かな充実・発展の証であり、その後

の躍進に資するため後世に残すものとして多大

な財産となった。3年度は大きな悲しみにつつ

まれた年であった。大内会長がご病気療養なさ

れ、ご家族の手厚い看護も空しく不帰の客とな

られたこである。本県高校スポーツの向上発展

に常に心を砕かれ「べにばな国体」少年の部の

選手強化の先頭に立ってこられた会長であっ

た。関係者一同その志を継いで国体成功の一翼

を担う決意をした。この年から県一年生大会を

廃止し、新人大会をより充実する形で実施した

ことは、本連盟の発展・拡充の方向性を示すも

のとして忘れてならないことである。全国大会

の成績をみると、全国高校総体では自転車の新

庄工をはじめ、47イ ンターハイ (山形)以来の

好成績を収めた。冬季大会においても大活躍が

あり、さらに選手権大会でも銃剣道やカヌーな

ど、活躍は目覚ましいものがあり、「べにばな」

への明るい展望がみえた年であった。

◆「べにばな国体」当年度

4年度は「べにばな国体」本番の年とあって

すべての大会において国体での活躍を標榜して

取り組まれた。各種大会で燃え尽きることなく

「本番のべにばなで」を合い言葉に強化策を推

進した。県高校総体は盛大であった。競技にお

いてもハイレベルであり、全国目指し記録的に

も大きな成果があった。例年行われている定通

大会においても参加校減少傾向のなかでも、全

日制生徒職員の献身的な協力を得て盛大なもの

になった。宮崎で実施された全国高校総体では

正にべにばな国体の前哨戦だけあって、過去

20年 間で最高の成績であった。

スローガン「思いっきり躍動21世紀の主役

たち」は現在の高校生のためのものであり「べ

にばな国体」成功が本県高校スポーツ発展の一

里塚であることを深く認識し、第47回 国民体

育大会が本県で開催された。前年度に冬季大会

3競技がすでに実施されており、少年はスピー

ドスケート5∞mの優勝をはじめ各種目に入賞

し、夏・秋季大会に期待をつないだ。劇的逆転

で栄冠を勝ち得た山形工の水球、三連覇の真室

川銃剣道、三冠王達成の左沢女子剣道をはじめ

優勝32、 入賞135の素晴らしい成績をあげるこ

とができた。この成果は長年にわたって各校で

日常の強化活動を基本とし、特別強化事業を効

果的に実施したこと、中高一貫指導体制を確立

したこと、指導者の情熱、信頼関係の確立等々競

技力向上のなならず有形無形の財産となった。

◆「べにばな国体」後

5年度はポスト国体元年という意義ある年で

あったが、米沢東フェンシング部三冠をはじめ

勢いを維持した年であった。また新たに指導者

研修会の事業を起こしたこと、研究部が独立し

「研究紀要」の発刊をみたこともその後の高体
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連発展にとって意義深いものとなった。6年度

は県高校総体参加基準数の見直しがなされた年

であった。各大会では好成績を残 し、特に全国

高校総体では山形インターハイ以来最高の入賞

をなし遂げた。7年度はスポーツ障害が問題視

されるなか、研究部がその防止策として「部活

動安全指導の手引き」を作成した。8年度は全

国大会の好成績に目を見張るものがあり、高校

総体での入賞数や選手権でのカヌーの活躍によ

り「べにばな」以降最高の成績を収めた。9年

度は高体連として大きな転換期あった。現在お

よび将来を見据えての規約改正を行った。生徒

減少傾向の中、各事業充実のための分担金値上

げ、優秀校視察など新規程に基づいた各事業の

展開、県定通大会充実のための見直し等であ

る。また平成 10年度全国高校スキー大会 (ア

ルペン)が諸般の事情により急きょ本県で開催

されることになり、慌ただしく準備に追われる

ことになった。また、スケー ト専門部が新たに

加入し、36専門部になったことも特筆すべ き

ことである。10年 度は急きょ開催決定とはい

え、全国高校スキー大会をスローガン「まきお

こせ銀色の風 君の全てをこの瞬間に」|の も

と′さに残る大会にしていきたいものである。

,

日 本 一
清野 志津佳

平成 2年左沢高校入学。先鋒と

して活躍。平成 4年に全国選抜、

高校総体、国体で三冠達成。平成

5年順天堂大学入学。平成 8年

中退後、現在河北町に勤務。

私は期待 と不安を抱 きなが ら左沢高校剣道

部に入部 した。最初は入部するべ きかどうか

迷った。しかし、斎藤監督の「日本一になる」

という言葉で迷いはなくなった。

日本一になるための練習が始まった。それ

は想像以上の厳 しさがあった。しかし、音を上

げる人はだれもいなかった。みんなの目標が同

じだったからだと思う。日本一、そして三冠王

それだけを目標にやってきたのである。

高校 2年の 3月 、第一回全国高校選抜大会

が行われた。初代女王の座につ くことができ

た。夢にまでみた日本一である。しかし喜んで

ばか りはいられなかった。まだ一つ目の目標な

のである。残 り二つ。全国高校総体 と地元山形

で行われるべにばな国体である。高校 3年の 8

月、宮崎県で行われた高校総体。この大会での

優勝はこれまでなかった。準決勝、対阿蘇高校

戦。崖っぷちに立たされた試合だった。 しか

し、負ける気はしなかった。監督を信 じ、仲間

を信 じた。結果は 2対 2の内容勝ち。そして決

勝戦対神村学園。 3対 1で勝ち優勝を決めた。

「やった」という言葉しかでてこなかった。本

当にうれしい優勝であった。残すは一つ。10

月、べにばな国体が開催された。たくさんの方

から期待された。それはプレッシャーでもあっ

たが、よい刺激でもあったと思う。監督、そし

て選手の気持ちは一つになっていた。高校 3年

間の最後となる試合である。決勝戦対熊本県。

3年間の集大成が試合のなかに見事に出、3勝
1敗で優勝を決めた。三冠達成の瞬間でもあっ

た。みんなで抱 き合って泣いた。3年間頑張っ

てきてよかったと心から思えたときであった。

今振 り返ると、貴重な体験をさせていただ

いたと思います。先生方には感謝の気持ちで

いっぱいです。そして 3年間一緒に頑張ってき

た仲間は私にとって最高の宝物です。

ご
_さ 鵞

生田選手 (日 大山形)の活躍 H103

3  将来に向けて

平成 10年度より、県教委の組織改編で体育

保健課がスポーツ課と保健福利課とに分かれ、

スポーツ課の職責はこれまで以上に競技スポー

ツの強化・向上への取 り組みが一層鮮明化 した

といえる。学校教育現場にも、最近の社会情勢

の多様化の波が大きく押 し寄せているなか、県

高体連は生涯スポーツの観点から高校スポーツ

を教育活動の一環としてとらえ、心技体の向上

をめざし、人間性や社会性を養い、標榜する自

己実現を図って努力することを基本理念として

対応していくことを肝に銘じて邁進していくこ

とが必要であろう。 (梶原記)

載達
■
‐‐誓
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福   島   県  停務局》
〒960‐8002福 島市森合町 5‐72

県立福島高校内

TEL 024(531)3890
FAX 024(536)3004

創立年月日 :昭和 23年 5月 23日

加盟校数

専門部数      35専 門部

加盟部数 234部

部 員 数  男 子 10,346名

女 子  7,420名
合 計 17,766名

119校

活 島
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佐々木英雄

松 山 六凛F

箱 崎 和 雄

第1回高校体育大会開催於福島市
‐

県高校新入パレーボール競技開催

表彰要項職員の部設定水

泳飛込み 社会津若松市

1全国高校バドミントン大会於:
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研究委員会設立

年
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山本敬二郎

飯島 護

大槻

小松

折原

早川

紺野

斎藤

原格

常弘

俊一

砂子田敦博

杉原 陸夫

高城 俊春

勇

久

勤

箱崎 和雄

陸

鈴木 正一

高橋 充雄

関川 正道

浅尾 晃左

|

第場回全国高校スケート選手権大会開催

スピード国体リハーサル大会開催

第
"回

国民体育大会完全国体開催

グ∞～6/∞ 県教育長へ就任

第47回全国高校スケート選手権大会

分離開催 スピード 於福島県

フィギュアた宮城県

アイスホッケーⅨ晰青線
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1沿 革

(1)福島県高体連発足

昭和 23年

2月 17日 東北 6県体育協会長・体育課長

会議開催     於 大鰐市

決議事項

高体連の事業については、各

県体育協会一本化にする

5月 6日  県高体連準備員会発足

5月 17日 第 1回評議員会の開催

福島県中学校校友連盟を名称改

め、福島県高等学校体育連盟 と

し発足する。

目的…体育事業の推進

組織の位置付け

県体育協会の加盟団体 と規制さ

れていた。

昭和 25年  下記事項について会議開催

審議事項  高校生の参加する各種大会等

については、主催・共催とし、登

録費については、各学校一括 し

関係する競技団体に納付するこ

と。県高体連が県体育協会から、

分離 し、独立する意志を表示 し

た。

昭和30年 2月  この申し入れ対 し県体育協会

会議内容 は単独開催について猛反対の度

を示 し、高体連は学校側の要請

に基づいて開催するものだと応

酬、血相 目の色を変えて大論争

となった径緯あった。

体育協会側は高校生の大会への

出場権を拒否を主張 し高体連側

は生徒に関する管理権を主張両

者譲 ることな く会議 は流会 と

なった。その後当時の高体連会長

栗原 茂氏が涙 ぐましい努力をし

東奔西走 し県保健体育課長細川

昌男氏のとりなしで、根本武雄

氏 軟式庭球会長・神田久太郎

氏 柔道連盟会長 その他多 く

の方々の協力で承認され、県高

体連主催の単独開催が実施可能

を見るこができた。

昭和 30年  6月 4日 第 1回福島県高等学校

体育大会を開催する、午後 4時

より福島市信夫ケ丘競技場にお

いて意義深い開会式を開催する。

参加校82校参加人数4,363名 の入

場行進によって大会 3日 間の 日

程で、競技 19種 目開催。

当時の状況については,全国高

体連 40年に記載してあるので参

照してください。

(2)躍 進 期

新入大会開催の径偉 (S32年～ S60年 )

競技力向上を踏まえ選手強化面に力を傾注

し国体予選後の生徒の活動場面が翌年の高校大

会までオフになるため、昭和 32年にバレーボ

ール協会主催で大会を開催した。

以後昭和 55年 までは各競技種目団体が主催

として実施されていた。

昭和 56年 に学校教育活動としての対外競技

の運営に移行するよう検討され,昭和 58年度

全種目を一括 し、県教委の共催を得て昭和 59

年度から高体連主催行事として実施するなお、

高体連が主催する大会の規模が拡大され、運営

面で支障をきたすようになり、運営方法につい

て検討し、現在に至っている。

ビッグイベント53゛ IHを 開催。

種目 19 実施これを機にあらゆる角度から

競技力向上等ついて学び、体育・スポーツ分野

が拡大された。

(3)充 実 期

平成 7年度に第 50回 国民体育大会誘致決定

以来、本県のスポーツに関する考え方もプ

ラス志向へ とスライ ドし、選手強化に県が本腰

をいれ、県競技力対策本部は,強化指定選手・

強化指定校をリス トアップし強化事業を実施。

なお、施設面の整備化が進み大会おける運

営面で容易になった。

しかし、これに伴い借損料が高く、既存施設

の活用が次第に薄れるという場面が出てきた。

今後、これらの対応について検討し、県の協

力を仰ぎ徐々に免除の対策方向になりつつある

実際問題として、時代に即応した組織の改革更

には、上限のない競技力向上に対する選手育

成の問題、大会運営に伴う安全対策等の研究を

し、諸先輩の築いてくれた財産を絶やすことな

く原点に戻 り努力の途をたどりたい。
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2 10年 の歩み

日本の政治 。経済・教育界はピラミッドを築

き上げる過程の中で、頂上を見極めないま 岩ゝ

石が崩れ落ちる現象が県内にもその姿勢が及ん

でいるのは事実である。高校教育の転機となっ

た、昭和 23年学制改革時期に予想もつかない

世相の変化に、今活字としまとめるが不可欠と

いっても過言ではない。

前段に述べた通 り、本県では第50回 国民体

育大会の開催が誘致され、県民のスポーツ熱も

高まり、ワール ドカップサッカー競技 と同状態

で国体ムードが洗脳され我々にも及び現在もな

お引ずっている現象が見られる。

高校生が強化事業の一環として多 く県内外

合宿に足を向け競技力向上一筋であった。

本連盟も多様化する国体ムードの中で、業

務内容も以前とは異なり数段複雑化 し昭和 43

年に専門事務職員を県公務員処遇で雇用して以

来平成 5年 まで、会長の傘下で理事長と2人で

業務をこなすのは非常に難儀であった。

平成 3年度より県教育委員会の配慮により

常勤講師の 1名 の増員が3年続き、平成 9年度

より補充枠が教諭で対応の場ができた。

しかし、今後については,関係機関と打合せ

をもち、業務遂行に支障のないよう対応したい

国体に絡み専門部の加盟もフェンシング。なぎ

なた 。カヌーと平成 9年度段階では34の 大所

帯にふ くれ上が りました。

現在加盟校数 119校・加盟生徒数80,347人、

平成9年度に負担金の値上げ当連盟の本予算の

71.0%が負担金で賄っている状況である。

◎会員数推移及び負担額

年 度 会員数 (人 ) 負担額 (単位:円 )

昭和63年 86,393 41,777,590

平成元年 88,159 42,648,610

2 90,599 45.358.210

3 89,899 42,504,170

4 89,172 42,436,000

5 87,369 41,552,030

6 86,323 40,438,320

7 84,870 40,438,320

8 82,487 38,693,550

⑨ 82,223 値上げ 62,333,160

10 80,799 61,567,350

◎負担金 平成 9年度値上げ 単位:円

入会金 学校負担金 会費

昭和63年 (全)か ら 600 170 100

平成8年 (定 )ま で 200 100 40

平成 9年 (全 ) 800 300 200

(定 ) 260 170 80

高体連主催大会開催に伴う経費は、会場借用

費・審判謝礼等を積算すると、高校大会は本予

算の約 12.5%。 新人大会約 9.8%、 年間違盟主

催・共催大会経費及び専門部運営費等め約

30.0%と 膨大な数字を占めている。

実際、今回の値 上げについては専門部への

交付金の増額さらには諸物価の値上げが主で

あった以後、少子化問題が大きく反映していく

昨今対応策に難を示すことは時期早々の問題に

なるのではないかと懸念されます。

組織は充実 したとはいえ、総ての面に過度

期を迎え、創立 40周 年記念誌に襟をただし自

慢 し記載した一般生徒の還元事業として、昭和

55年度に冬季野外活動スキー教室を沼尻スキ

ー場において開設して以来 17年間開設いたし

ました。開設当時生徒380名・指導者約50名 23

と大規模な事業であったが、平成 4年頃よリケ

ートボードの急激な普及で年々参加者も減少し

平成8年度を最後にピリオ ドを打ちました。主

催大会の規模は益々ビッグイベ ントに成長し、

併行し選手の技術は向上し全国高校総体・全国

規模大会等において、一部においては入賞 29

種目も増え、大会に出向く足取 りも軽 く、会場

において、視線の注 ぐ場面が多 くなったことに

対し非常に嬉しく思っております。

しかし、今後、少子化の時代を迎え学校教育

にも陰 りの影響もくるものと思われます。

本連盟 も運営面では、経費面の披寄が大き

く反映することを予測し心の準備をし、大会等

における開催方法等を級密に計画し、本連盟の

専門部の安易な何とかなるという考えを捨て根

本的な打開策を講じ、更には全国高体連の近い

将来財団化にしたいという意向を示 している

が、本県においても大なり小なり検討する余地

は身近に追っている問題であると痛感いたしま

す。

文部省は学校における部活動の問題を外部

に傾注しているが、時代の先取 りだとすれば、

やむ得ないかな―と思いますが,かっての指導

者は家庭をかえりみず、指導にあたっていた人
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達は大勢いたはずです。

このことがベストということではなく、学

校という現場で、スポーツを通して、生徒との

コミュニケーションが充分果たされてきたので

はないかと信じたい。

私は,原点である学校体育の一環性として、

校内での 選手育成 を望んでいるのが本音で

ある。

この問題については、時間をかけ生徒の心

身の育成にプラスになる方向へと発展するよう

にキャッチボールをしてくことが妥当ではない

かと思います。

同じ様に県も外部指導者による英才教育方

針案を投げかけてきているが、今後、現場での

指導者との接点の部分について、どのように対

応していくか興味のある場面である。

3 将来に向けて

現在まで組織の拡充・大会運営方法など。数

多くの問題点を各関係機関のご指導をうけなが

ら遂行してきたが、急変した灰色の濃霧の時代

が至るところにその現象が出てきている。

少子化時代により、まず問題になるのは各

学校における、部員数の減少し 切磋琢磨 と

いう文言表現がどんな形で現れるのか疑間を抱

きます。

前文での文部省の意向について、意見を述

べさせていただきましたが納得いくような気が

いたしました。

実際問題として、展望と言われても今後の

動きを読めないのが本音であるが、本県も50

周年の間、組織つくり、更に競技力向上の問題

等について、努力してきた足跡を消すことのな

いよう、高体連業務を試合に例えれば、出場す

ることが最大の目標でなく、 勝つ ための対

策を講じ、他県の納得する場面があれば、参考

にし、これを機に原点に立ち、バインダーに線

引し図面を作成し問題点を避けることなく、関

係者と膝を交え、慎重に審議し解決の糸口を見

い出すべく努力を惜しまない方向に考えている

が、展望を語るという事に対して、まっ不可欠

に感じます。

全国高校総体の思い出
小 川 博 之

国士館大学陸上部 3年

福島県立田村高等学校出身

平成 8年度全国高校総体

陸上競技 1,500M 5位

3,0∞ M2位

4年前、高等学校へ入学して、全国高校総体

という、檜舞台で 1,500M決勝に出場 し、国で

制覇するということの難しさを味わいま した。

決勝での記録は、福島県の高校記録高 1歴代 1

位という記録を残すことが出来ました。

しかし、結果は 10位入賞すらさせてもらえ

なかっ。この悔 しさと 1年生ながらこれまでや

れたいう自信に満足 した。 2年次には1,500M

に加え5,OCXIMに おいても出場するこが出来た。

1,500Mで は優勝候補とさわがれてていたが、

しかし、またもここで、予選で の転倒だった。

直 ぐに立上 り走 りつづけたが、追いつけず、予

選落ちであった。このことが尾を引き、5,000M

でもあと 1つ入賞に届かず 9位 に終わってし

まった。

中々勝たせてくれない全国の壁は、高く厚 く

感じる毎日でした。高 3最後の年、 2種 目の出

場を決め、再び 2種目優勝候補に挙げられた。

最初の決勝種目は 1,51XI Mで あった。あ と

がないんだと自分言い聞かせ望んだが、自分 の

中のプレッシャーに負け 5位に終った。残すは

5,CXXIMの 最後のレースに賭けた勝ちに徹したレ

ース運びをしたが、ケニアの留学生には勝こと

が出来なかったが、日本人 トップ 2位だった。

あれから約 2年の月日が過ぎ、この間、国体

ジュニア選手権大会と数々のタイトルを手にす

るこが出たが、高校総体は私にとり、勝負に賭

ける厳しさを教えてくれた大会だった。今、競技

する自分があるのは、この大会で体験させてい

ただいたからだと、深 く感謝いたしております。

地元、福島県で応援 して くださっいる方々

のためにも大きく飛躍 し、日本のタイ トル奪取

更には、世界ヘロ指し頑張っていきたいと思っ

てお ります。

-73-



県茨 《事務局》
〒3111‐ tll145水 戸市新原 2‐ 11‐ 1堀原運動公園内

TEL 029(254)0855
FAX 029(254)0855

創立年月日 :昭和 23年 H月 22日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数  男

女

合

138カた

35暉早「1書Б

2,506部

子 18,454名

子 10,997名

口+  29,451名

年
度 会 長 理事長 記 事

西野 正吉

稲葉甲午郎

林  勘二

自土 栄一

儀間福次郎

高野惣太郎

橋本 一郎

細谷 政一

大川  潤

細谷 政一

横須賀 英

雨海左武郎

高体連発足12専門部

軟式野球部新設

連盟規約制定

全国体操大会(水戸)

全国柔道大会(水戸)

剣道部新設

県高体連旗制定

水海二全日夕 ンヽドボール大会に優勝

表彰バッジ制定

弓道他 3専門部新設

高体連発足10周年

ボクシング部新設

ヨット部新設

事務局水戸一高へ移転

漕艇部新設

東京オリンピック

会費値上1/60円

事務局水戸農に移転

高体連発足
"周

年

空手他 1専 門部新設

IH出場者に補助金

専門部参考規程制定

スケート部設置

茨城国体開催

IH3種 目開催

専門部長会議開催

会費値上げ170円

∞周年記念式典挙行

年

度 会 長 理事長 言己  月匪

Ｍ

５

“

”

“

”

∞

６‐

”

“

元

２

３

4

5

6

7

9

螂
熱
　
　
　
鹸

河内 義一

樫村 旭光

鈴木  勲

鷺 松四郎

矢口

根本

岩崎

本橋 利美

高野

義
　
　
智

廣

澤

松
　
　
小

惣一

雨海左武郎

小田部光明

下山田 栄

杉山昭一郎

菅又 正雄

寿

晃
　
　
夫

弘

仁
　
　
忠

木

祝
　
　
本

大

小
　
　
坂

平

　
　
弥

日
日

村

　

　

口

中

　
　

田

Ю周年記念式典挙行

全国総体陸上で土浦日

大 (男子)優勝

高体連登録料の導入

IHヨ ット本県開催

平成14年度全国高校総

体本県開催を誘致

アトランタオリンピック

に水泳山野井(鹿島学),女

子柔道一見(土 日大)出場

平成14年度全国高校総

体本県開催内定

平成14年度全国高校総

体本県開催決定

レスリング霞ヶ浦9年連

続12度目全国総体制覇

全国少林寺拳法大会(水戸)

m周年記合式典拳行
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1沿 革

昭和 23年

昭和 24年

昭和 25年

昭和 26年

昭和 27年

昭和 28年

昭和 29年

昭和 31年

昭和 32年

昭和 33年

昭和 34年

昭和 35年

町3禾日36詢F

昭和 37年

昭和 38年

昭和 40年

昭和 41年

昭和 42年

昭和 43年

昭和 45年

昭和 46年

昭和 48年

昭和 49年

昭和 50年

昭和 51年

昭和 52年

昭和 53年

昭和 55年

昭和 56年

昭和 59年

昭和 60年

昭和 61年

県高体連発足 (県保健体育課内)

12専門部 会費 3円

軟式野球部設置

連盟規約制定

県北,水戸,県南,県西,県東地区

の 5地区となる

柔道部設置 会費 20円

剣道部設置 (し ない競技 )

県高体連旗制定 会費 30円

表彰バ ッジ制定

レスリング,弓道,バ ドミントン
,

登山部設置で 19専門部

県高体連発足 10周 年記念会報発刊

ボクシング部設置

ヨット部設置

県高校総体総合開会式を実施

高体連事務局が水戸一高に移転

漕艇部設置 会費 40円

県高校総体は県民総体に合併

事務局に事務局員をおく 自転車,

ウエイ トリフティング部設置

会費 60円

事務局を水戸農に移転

選手強化,研究調査委員会設置

ホッケー,庭球部設置 県高体連発

足 2Cl周 年記念会報発刊 会費∞円

事務局水戸三高へ移転

空手道,フ ェンシング部設置

馬術部設置

スケート部設置

弔慰見舞金規程制定 会費 llXl円

全国総体のバ ドミントン,ボクシ

ング, ヨットを本県にて開催

初の専門部長会議を実施

会費値上げ 170円

県高体連発足30周年記念式典挙行

エアライフル部設置

細谷賞の制定 会費 250円

全国総体の漕艇,フ ェンシング,

レスリングを本県にて開催

事務局武道館へ移転 事務局長専任

会費 350円

県高校総体総合開会式復活

なぎなた部設置

2 10年 の歩み

昭和 63年度 加盟校 133校 32専 門部

県高体連クラブ活動人数36,369人

今年度は茨城県高体連 40周年に当り記念事

業としてH月 15日 (火)に記念式典を挙行,ま

た高体連会報第37号に茨城県高体連発足40周

年記念号を合併させ発刊 した。

国際交流事業である,日・中交流事業は本年

中国に江蘇省にレスリング・ライフル射撃の 2

種目の選手が訪中した。

全国高校ラグビーフットボール大会で著漢

学園が決勝進出を果たした。大阪工大高との決

勝戦は,天皇陛下崩御により試合は中止となっ

たが,著漢学園の初優勝は本県ラグビー界の快

挙であった。

平成元年度 加盟校 134校 33専門部

県高体連クラブ活動人数37,139人

会長に岩耐貞夫氏 (竜一長)が就任,理事長

には,菅又正雄氏 (笠間頭)が選任された。加

盟校については,鹿島学園を加え134校,専 門

部もスキー部が新設され 33専 門部になる。

全国高像総体で特筆されるのは,水泳の飛

込において,坂田芳寛 (土 日大)が両種目 (高・

板飛込)に 高得点を重ね,個人総合,団体優勝

を飾った。

また,ヨ ットにおいては,国体 22年 ぶ りの

少年男子種 目別優勝も快挙である。

平成2年度 加盟校 134校 33専 門部

県高体連クラブ活動人数38,363人

平成 5年度全国高校総体 ヨット競技の本県

開催も準備打合せ会議を開き,土浦市の協力を

得て進めることになる。

県高校総体の総合開会式は, 5月 19日 笠松

で雨の中 118校,約 4,000人 の参加者を得て開

催。イベ ントとして,サ ッカーの関東県予選会

の決勝戦を参加者全員で見学・応援 して,県高

校最大のスポーツ大会の開幕をアピールした。

全国総体では,バ ドミントンの常総学院は,

創部 6年 目にして男子団体とダブルスを制した。

特に,同校でのダブルス決勝と女子の決勝進出

は, レベルの高さと層の厚さを示してくれた。
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平成3年度 加盟校 134校 33専 門部

県高体連クラブ活動人数39,431人

規約の改定が行われた。従来の幹事会を各

地区・定通部の代表理事,領域別専門部の代表

理事,幹事による常任理事会に改め副理事長を

複数制にする。

生徒数減少に伴う高体連の財源確保がクロ

ーズアップされてきた。

全国高校総体は,陸上競技での土浦 日大男

子総合優勝は県勢にとって水戸工以来 13年振

りの快挙であった。

平成4年度 加盟校 134校 34専 門部

県高体連クラブ活動人数39,191人

昭和 59年 度の機構改革で事務局が県武道館

に移転 して 8年が経過 した。この年より事務局

は競技場管理棟 (前体育研修室)に移る。県教

育研修センターオープンに伴い県体育協会の配

慮のもと,新 しい環境の中で 4年度をスタート

した。

会長に本橋利美氏 (下妻一長)が,理事長に

大木弘寿氏 (鉾田二頭)が就任される。長い問,

加盟申請が出されていた「少林寺拳法」の加盟

が認められ,34専門部になる。

高体連の財源確保について「高体連登録料」

の導入が承認された。

県高校総体の学校別総合得点制度が,正式

に採用される。

平成 5年度 加盟校 134校 34専 門部

県高体連クラブ活動人数39,248人

理事長に小祝仁晃氏 (太 田一頭)が就任さ

れる。

全国高校総体 ヨット競技が本県で開催され

る。8月 1日 の開会式,そ して 2日 から5日 ま

での競技は,日 程どおり全て順調に行い終了し

た。本大会での県選手の活躍はすばらしかっ

た。男子FJ級ソロで土浦日大優勝,霞 ヶ浦 3

位,男子FJ級デュエットで霞 ヶ浦が優勝,土

浦日大 2位 ,女子FJ級ソロで土浦日大が優勝

と,4種 目中 3種 目に優勝し,2位,3位にも

入賞と完璧に近い成績を収めた。

平成6年度 加盟校 135校 34専門部

県高体連クラブ活動人数37,379人

晃陽学園高の加盟があり135校になる。

本県高体連の長年の懸案事項であった「全

国高等学校総合体育大会」の開催については,

東地区の茨城県・千葉県・埼玉県の未開催 3県

で調整をして,平成 14年 は茨城,17年は千葉

県,20年 は埼玉県という開催順序で関東高体

連関係 3県での理解を得開催できるよう県当局

へお願いをする段階に至る。

平成 7年度 加盟校 136校 34専 門部

県高体連クラブ活動人数36,479人

つ くば秀英高の加盟があ り136校 になる。

会長に松廣義氏 (水戸三長)に,理事長には

坂本忠夫氏 (日 立商頭)が就任された。

「全国高校総体」の平成14年度開催の内々定

を受け 9月 20日 に臨時評議員会を開き平成 14

年度全国高校総体推進委員会を発足させ本県開

催に向け準備を進める。

また,新 しい地域による 5地 区 8プ ロック

制を採用する。加盟校以外の学校が県内大会全

てに参加を認められる等,課題の多い 1年間で

あった。

平成8年度 加盟校 136校 34専 門部

県高体連クラブ活動人数33,438人

会長に小澤智氏 (中央長)が就任された。

復活 11年 目を迎えた県高校総体の総合開会

式が 5月 10日 笠松にて,128校 ,3,228名 の参

加を得て行われた。この年度新 しい試みとし

て,参加者全員が見守る中,地区対坑 リレー(16

人×lClll m)が実施され,各地区代表選手は参

加者から盛大な声援を受けた。

全国高校総体では, レスリング団体で霞 ヶ

浦が 7年連続 10度 目の優勝を飾った。

平成 8年 は,オ リンピック開催の年であっ

た。本県高体連史上はじめて,山野井絵理 (鹿

島学・水泳),一見理沙 (土 日大・柔道)の両

選手がア トランタオリンピック大会に出場

した。

平成9年度 加盟校 137校 35専 門部

県高体連クラブ活動人数29,451人

友部東養護学校が加盟,専 門部にはアー

チェリー部が加盟 して,加盟校 137,35専 門部

となる。

理事長に,中村昌平氏 (土浦二頭)が就任さ

れる。

この年度は,平成 14年度に本県開催が内定

している全国高等学校総合体育大会に向けての

具体的な活動を展開。県教育委員会を中心に進

められてきたインターハイ開催競技種目別会場

地が県内 20市 8町 3村 に決まる。

平成 14年に向けての強化策として県の財政

-76-



的支援を得て中学校・高等学校の専門部の先生

を対象に平成 7～ 9年 は指導者研修・派遣事業

を,平成 9～ 10年 は指導者養成事業を行なう。

全国高校総体では, レスリング団体で霞 ヶ

浦が 8年連続 H度目の優勝を飾った。

定通制大会では,女子バスケットボールで

平成 6年 にも優勝している,水戸南高通信制が

本年度見事優勝。

また,第 52回 国体 (平成 9年 1月 )におけ

る冬季大会ではアイスホッケーで水短附が 3位

と活躍する。

3  将来に向けて

平成 10年 6月 2日 (火)の全国高体連理事

会において,平成14年度全国高校総体の本県

開催が正式に決定した。開催に向けての準備も

県の指導を受けながら,早急に進めていかなけ

ればならない部分もあるが,本県高体連の諸活

動が重要な役割を果たすことを認識しながら

も,時代の進展や社会の変化とともに生徒数の

減少に伴う部活動への影響,週 5日 制に伴う余

暇の活用,生涯スポーツ時代到来を迎えての学

校体育と社会体育の関連等新たな課題が提起さ

れてきている。

本県高体連としても,「和」の力を結集し向上

心を持って活力ある歩みを刻み,平成14年度に

向けさらなる発展に繋げて行くところである。

インタ―ハイを目指し得たもの
坂 田 芳 寛

平成元年土浦日大卒

筑波大, ミキハウス

日本選手権で lM飛板 5回選手

権獲得 ,

つ7年ユニバーシアード代表,全
米選手権

lM飛込 2位, 3M飛板 4位

「高校総体団体優勝」それは個人種目制覇よ

りも格別な喜びを味わった。

中 3の全中でライバル校に入賞者人数 1人の

差で団体優勝を勝ちとられ,いつも 1人で大会

に参加していた私は,団体優勝への厚い壁を感

じ,悔 しい体験をしたと共に,それに憧れた。

高知インターハイの年は様々なことが私の

身の周 りで起きた。初めての国際大会出場,全
日本 レベルで対等に戦える技の修得,弟 を含め

た 3人の新入部員,そ して祖母の他界,こ れら

の出来事は私に自信やインターハイ優勝への執

念厳しい練習に耐える決心を心の中に植えつけ

てくれた。

チームメイ トが増えたことにより,練習中

の雰囲気に活気がでて,しかも弟 (和也)と は

ライバル意識を燃やして,日 頃から切磋琢磨す

るようになった。そして,県大会や関東大会で

優勝を争いつつ学校の名誉のためにベス トを尽

くしていった。

本番のインターハイでは,優勝へのプレッ

シャーから高飛込予選前半は精彩の欠ける演技

が続いた。後半は自分の演技に集中することが

でき,1位で予選を通過した,弟はライバルに

追いつかんばか りの奮闘で 4位。

決勝では,今 までにない体験をした。それは

2人の気持ちが通 じ合い,終始失敗を恐れない

勇気を与え合っていたことであった。しかも,

お互いに成功した演技には,それに勝る演技で

応えていた。その結果,私は高飛込・飛板飛込

共に優勝 し,弟は 1年生とは思えない安定した

演技で他の選手を圧倒 した。そして,ラ イバル

校に大差をつけて団体優勝を勝ち取った。

この試合で,飛込という個人競技でもチー

ムヮークで難関を乗 り越えられれば,ベ ス トに

近い成績をだせることを学んだ。

四国 98総体茨城県選手団
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県木 《事務局》
〒320‐∞57栃木県宇都宮市中戸祭 1‐6‐3

スポーツ会館内

TEL 028(622)8660
FAX 028(622)7579

創立年月日 :昭和 21年 9月 1日
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1沿 革

[昭和 20年代]

昭和 21年 9月 1日 、終戦直後の荒廃 した世

情復興をめざすには “まずスポーツ振興から"

を合言葉に、従来からの「大日本学校体育振興

会栃木県支部」を改組 し、国民学校、青年学校

中等学校に一本化 して、「栃木県学校体育連盟

(学体連)」 が発足 した。発足当時の専門部は、

陸上競技、野球、籠球、排球、蹴球、庭球、卓

球、相撲、体操、水泳、スキー、スケー トの 12

専門部であり、当時の会費は中等学校職員生徒

1名 につき年額 1円であった。

昭和 23年 には、新制中学、高校が誕生、組

織も小・中・高からなり高等学校の会費は 1円

から12円 に値上げされた。また、ハ ンドボー

ル、ソフ トボール、ダンスの 3専 門部が新設さ

れ 15専 門部となり、この年、一部の種目を除

いて戦後初の学体連主催のスポーツ大会が開催

された。

昭和 24年には諸物価の高騰から、値上げ後

1年にして、会費が12円から40円 に上がった。

専門部もラグビーが加わり16専 門部となった。

昭和 26年 、定通部が専門部として加盟、さ

らに、ボクシング、保健、バ ドミントンと、禁

止されていた武道種目の復活第 1号 として柔道

の加盟が認められた。

昭和 27年 に関東各都県学体連の組織、規約

行事等について、意見・資料等の交換が行わ

れ、その後のそれぞれの都県の組織や規約の整

備をする上で極めて有意義なものとなった。登

山、ウエイ トリフティング、弓道、剣道 (し な

い競技)が新設された。

昭和 28年 に初の学体連関東プロック連絡協

議会が茨城県大洗町で開かれ、各都県共通の間

題が協議され、これまで種目ごとに独自に開催

されていた関東大会が関東高体連主催となり、

翌々 30年からは、 1県の重複開催により予算

的に問題を生じていた大会を関東高体連で調整

し、輸番制を採用することになった。

また、昭和 29年には初の全国大会となる第

3回全国高校柔道大会、第 1回全国高校剣道大

会を、それぞれ 7・ 8月 に日光市公会堂を会場

に開催 している。

[昭和 30年代]

昭和 30年に県学体連創立 lo周年を記念 し

て、功労表彰を行なった。

昭和 31年 、県教委健康教育課内にあった事

務局を県庁正門前の県教育会館に移転。専用事

務局を構え、翌年 1月 の初の全国高校スケー ト

大会の準備に備えた。

昭和 32年にはレスリング、自転車専門部を

新設した。

この頃から小・中・高校部会をそれぞれ独立

した体育団体にしてはどうかの意見が出るよう

になり、昭和 34年 4月 から、学体連は発展的

に分離し、高等学校部会は名実ともに「栃木県

高等学校体育連盟」としてスター トした。

翌 35年 には種 目別に行なわれていた全国大

会県予選会20種 目の会期を統合し、6月 18日 、

県総合運動場陸上競技場を会場に46校 4千 3

百名の参加を得て、開会式が盛大に行なわれ、

栃木県高校学校総合体育大会が始まった。

36年には12年振 りに会費額が値上げされ50

円となった。

定時制通信制総合体育大会は、全 日制に遅

れること2年、昭和37年に第 1回 を開催 した。

第1回栃木県高等学校総合体育大会

[昭和 40年代～昭和 62年まで]

昭和 44年 の全国高校総体は、群馬県が主会

場として 3県開催。栃木県ではソフ トボール、

サッカー、バスケットボールの 3種 目を開催 し

た。昭和49年 には、県高校総体の会期を約 1カ

月繰 り上げ、関東高校予選会を兼ねて開催する

ようにした。このころから昭和 55年栃の葉国

体のための選手強化が盛んに行なわれ、高校生

の競技力が一段 と向上してきた。この間、テニ

ス、フェンシング、ホッケー、空手道、なぎな

た、アーチェリーの各専門部が加盟。昭和51年

には、機関誌「高体連」が創刊された。昭和 55

年スポーツ会館の竣工に伴い事務局を移転。翌

56年神奈川県主会場の全国高校総体は関東一

円の変則開催となり、軟式庭球、登山の 2種 目

を栃木県で開催 した。
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2 10年 のあゆみ

[昭和 63年 ]

昭和 68年度全国高校総体夏季大会の栃木県

開催に向け、態度表明。栃木県推進委員会を設

置した。

[平成元年]

全国高体連春季理事会において、平成 5年度

全国高校総体夏季大会の栃木県開催が内定。併

せて平成 3年度全国高校総体冬季スケー ト大会

も正式に決定し、栃木県全体にビックスポーツ

イベントを控えたムー ドが拡がった。

[平成2年 ]

平成 5年度全国高校総体夏季大会が正式に決

まる。その夏、作新学院ボクシング部、宇都宮

女子商業高護身道 (空手道)部 (現 字都宮文

星女子高)がインターハイ 5回 目の優勝を飾 り、

いやがうえにも3年後の地元開催への意気が上

がってきた。競技種目別会場地も決定する。

[平成3年 ]

全国高校総体 (静岡)で は団体優勝こそ逃し

たものの、個人競技で多 くの入賞者を輩出。平

成 5年のインターハイに向けて着実な競技力の

向上が見られるようになってきた。

また、整備が進められてきた県立 日光霧降

アイスアリーナとアーデル霧降スポーツバレイ

屋外 リンクが完成し、30都道府県千 6百名の

選手を迎え、第 41回全国高校スケー ト競技選

手権大会が日光市において開催された。

[平成4年]

前年同様、団体優勝はなかったものの、小山

高校 青木延明選手がウエイトリフテイング 2

連覇を飾 り大いに気を吐いた。2年生の活躍も

目立ち、翌年の地元開催での活躍の期待が持て

た。県、市町の準備委員会がそれぞれ実行委員

会に改組し、準備に万全が期された。

[平成5年 ]

栃木県の多 くの高校生が待ち望んだ「全国高

総体夏季大会」が、全国からの若人の精鋭を迎

え「輝いて見せてください青春の汗インとちぎ」

のスローガンのもと、県下12市 7町を会場に盛

大に開催された。団体 5校、個人 6選手が見事

に優勝するなど、団体 30校、個人48名が 3位

以内の入賞を果たし、栃木県としてはかつてな

い優秀な成績を収め、盛会のうちに終了した。

また、県内高校生も一人一役運動を展開し、

真心のこもった歓迎振 りを示した。

[平成6年 ]

富山県を会場に開催されたインターハイ、地

元開催の翌年ということもあり、心配されたが

前年に遜色ない成績を収めた。特に、作新学院ボ

クシング部と宇都宮女子商業高護身道 (空手道)

部は堂々の 2連覇という見事な成績を収めた。

また、この年、永年の懸案であった「傷害見

舞金制度」力`発足 した。

[平成7年 ]

平成 8年度までの 2年間を関東高体連事務

局と、全国高体連研究部事務局を引き受けるこ

とになり、翌年に控えた 50周 年記念事業の準

備もあり、何かと多忙な年となった。

中国 5県で開催 されたインターハイでは、

大田原女子高ソフ トボール部が初の全国制覇。

個人でも2名が全国の頂点に立った。その外、

団体 1校、個人 5名が準優勝、団体 2校、個人

4名が 3位以内に入賞した。

また、全国高校軟式野球選手権大会では作

新学院軟式野球部が前年に続いて 2連覇を成し

遂げ、通算 5回 目の優勝を飾った。

[平成8年 ]

甲斐の国で開催されたインターハイで、本県

勢は地元開催となった昭和 55年 の「栃の葉国

体」、「平 5総体」の年を除き、通常年としては最

高の成績を収めることができた。白鴎足利高校

が昨年の大田原女子高に続き、女子ソフトボー

ル本県勢として 2年連続優勝を飾った。また、文

星女子高が空手道競技で 8度 目の全国制覇を成

し遂げた。さらに、団体 2校が準優勝、3校が 3

位入賞、個人では10名が優勝、 2位に 3名、 3

位に8名が入賞するという立派な成績であった。

9月 21日 、県教育会館において全国の先陣

を切 り、栃木県高体連発足 50周 年記念式典を

盛大に挙行。久野全国高体連会長、大杉事務局

長もお祝いにかけつけていただいた。引き続き

行なわれた祝賀レセプションでは、出席者全員

が栃木県高体連の 50年 の歩みを語 り合い和や

かなうちに終了することができた。また、記念

誌が 30周年誌以来、20年振 りに発刊された。

ただ、誠に残念でならないのは、この

"周
年記

念行事を成功裡に導かれた荒川伸夫会長がその

わずか18日 後に急逝されてしまったことである。

この紙面をお借 りし、荒川伸夫先生の御冥

福を心からお祈 りするものである。
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[平成9年度]

京都総体においては、残念なことに 5年振

りに団体優勝校が出ず、個人優勝者の 6名 にと

どまり、その外、団体 2校、個人 2名が準優勝、

団体 3校、個人 2名が 3位入賞であった。

前年から、平成 H年度全国高校総体第49回

全国高校スケー ト・アイスホッケー選手権大会

の開催の話が出始め、関係機関・団体等との連

絡調整を進めた。栃木県としては冬季スケー ト

総体の開催は 8年振 り、 6回 目の開催となる。

生徒数の減少が見 られる昨今、栃木県 とし

ては久方振 りに新加盟校が誕生した。開校 2年

目の那須高原海城高の加入であった。この加入

で加盟校は、全 日制 83校、定通制 13校 (う ち

H校は全日制に併設)の 85校 となった。

3 将来に向けて

全国的な傾向であるが、少子化の影響 と部

活動離れから、運動部員数がここにきて激減 し

ている。県高校総体の参加人数 (エ ントリー以

外の部員も含む)は 1年間で約 2千名が減少

し、高校 2校分にも匹敵している。栃木県高体

連はこのことに危機感を抱き、平成 9・ lo年度

の 2年間をかけ、約 1万 8千名 (生徒、保護者、

部顧間)を対象に、運動部活動に関する意識・

実態調査を実施することになった。

今後は、専門部を含めた組織の拡充とその

機能性の発揮、運動部活動の魅力を説き、部員

を引き付けることのできる指導者の育成、合理

的な選手育成強化計画の策定等を積極的に推進

していかなくてはならない。齢50年 を経た今、

学校教育現場と競技団体関係者のさらなる理解

を深めながら、健全な高校体育スポーツの発展

をめざし、次の半世紀に向け確実な歩みを進め

ていきたい。

自分との戦い

青 木 延 明

県立小山高校時代の全国高校総

体ウエイトリフティング競技で

2年連続の優勝を飾る。

日本大学を経て、現在、栃木県立

壬生高等学校に勤務する。

平成 3年 8月 5日 、私は 17歳の誕生日にイ

ンターハイ優勝という最高の栄誉を手にするこ

とができた。3月 の全国高校選抜大会で 2位に

終わった私は、チャレンジャーとして静岡の地

に乗 り込んだ。3月 の時点では逆立ちしても勝

てない程の力の差があった。しかし、それから

4カ 月の間、私はインターハイでの雪辱に向け

猛 トレーニングを積んだ。そして、迎えた本番

では、S120kg、 J152.5kg、 T272.5kgで 優勝す

ることができた。6回成功のパーフェクト試合

であった。1回でも失敗すると負けが確定する

緊迫 した試合を制した最大の武器は、猛 トレー

ニングで培った集中力であった。

それから 1年。私は前年度チャンピオンと

して宮崎の地に乗 り込んだ。前年とは全 く違う

立場で臨んだ高校 3年のインターハイは、息が

詰まる程のプレッシャーの中で始まった。優勝

して当たり前という周囲の日、急激に力をつけ

たライバルの存在、しかし、そんな雑念も試合

に集中してしまえば関係なかった。試合中の記

憶が無い程の強烈な集中力。前年に続き、また

もや集中力で試合 を制 した。S132.5kg、

J175kg、 T307.5kg、 7つの高校新記録、6回成

功のパーフェク トでの優勝は、私のキャリアの

中でも、一際、輝きを放っている。

こうして私はインターハイ 2連覇を成 し遂

げた。チャレンジャーと前年度チャンピオンと

いう全 く違う立場での優勝は、とても貴重な体

験であったと思う。しかし、どのような立場で

試合に臨んでも、どのような試合展開になろう

とも、結局自分との戦いである。自分に打ち

勝って手に入れた栄誉は尊いものである。

私のキャリアはまだまだ続 くが、今までも、

これからも、私の武器は集中力である。

50周年記念式典 (平成8年 9月 21
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県馬群 《事務局》

〒371‐0805前橋市南町4丁 目35の 1

県立前橋商業高校内

TEL 027(224)5046
FAX 027(221)9606

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日
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1沿 革

昭和 23年 2月 初旬、県体育会館に各学校代

表 1名が集まって高体連結成に向けて第 1回会

議を開催した。そして、学制改革と時を同じく

4月 1日 をもって群馬県高体連はスター トし

た。事務局は、会長・理事長の在任校である前

橋高校に置き、13競技専門部が設置された。加

盟校は全県下 52校で、定時制を含め全員加盟

が実現 したのは昭和 31年である。

昭和25年度には各種目で委員長在任校の校

長が部長となり、競技運営等がスムーズに進め

られるようになった。また、高体連マークも画

家清水刀根氏のデザインで作成された。

昭和26年 4月 1日 には機関誌「高校の体育」

が創刊され、高体連活動も充実し軌道に乗 り始

めてきたが、昭和27年 12月 22日 の前橋高校の

火災により事務局を失い大きな痛手をうけた。

しかし昭和 28年 度には事務局を前橋商業高校

に移転 し、再建に向け力強く歩みだした。

昭和 30年度は、高体連指導部が高等学校保

健体育科研究会 (昭和 37年 度より高等学校保

健体育研究会として分離)を 開催 した。

昭和31年度は、会長に前橋商業高校長松岡

重三郎氏が就任し、会長、理事長、事務局が同

一校になって事務局運営 もスムーズになった。

昭和34年度は、創立lo周年を記念して優勝旗

を作成し、各専門部に選手権大会用に配布した。

昭和 35年度は、ローマオリンピック大会自

転車競技に前橋商業高校定時制の久保村寛が出

場 し、高校生出場第 1号になっている。

昭和39年度の東京オリンピックに選手とし

て 5名、役員・審判員として28名 の高体連関係者

が参加した。また、年度末の常務理事会において

昭和44年 度全国高等学校総合体育大会の本県開

催誘致を決議し、昭和41年 3月 27日 に全国高体

連会長より本県開催の決定通知を受けた。

昭和41年 5月 20日 、第 1回群馬県高等学校総

合体育大会開会式が前橋市の県営敷島陸上競技

場で開催された。また、11月 15日 には44全国高校

総体準備のために事務局を県庁内に開設した。

昭和43年度は、44全国高校総体の前哨戦と

なった全国高校総体スキー大会を44年 2月 5日

から5日 間、水上町において開催したが、雪不足

のため会場を天神平・藤原に変更して実施した。

昭和 44年 8月 1日 、「明るい郷土の未来を

創る」をテーマとした全国高校総合体育大会

が、前橋市の県営敷島陸上競技場で行われた総

合開会式をもって開幕し、本県で 14種 目のほ

か、神奈川県に4種 日、千葉県に 5種 日、栃木

県に 3種 目をお願いし、26競技が実施された。

昭和44年度全国高校総合体育大会総合開会式

昭和46年度は機関誌「高校の体育」を「高体

連」に改称し、翌年度には第6代会長高野栄次郎

氏の好意により高野賞 (最優秀選手賞)が誕生、同

時に優秀選手賞、定時制優秀選手賞が制定された。

昭和48年度は、強化部が全国大会入賞監督

を招いて第 1回 コーチ会議 (後に選手強化指導

者会議に改称)を 開催 した。この年から功労賞

が年度表彰となる。

昭和50年度は、県高校総体が10回 目を迎え、

記念として種 目優勝盾 (持 ち回り)を新 しいデ

ザインにして各専門部に配布 した。また、総合

開会式が群馬テレビで初めて放映された。

昭和51年度は、優秀監督賞、定時制優秀監督

賞、県高校総体優秀学校賞が制定された。この年

より軟式野球 (定)が定通制部に吸収される。

昭和52年度は、県高校総体の総合表彰制度を

制定した。また、創立30周年記念として各競技専

門部の優勝旗を作 り直し、「記念式典」を昭和53

年 2月 10日 に群馬建設会館において挙行 した。

翌年度に記念誌「三十年史」を発干」した。

昭和56年度は全国高校総体が神奈川県で開

催され、本県で 3種 目実施された。また傷病見

舞金制度が制定された。

昭和 58年度は「あかぎ国体」が開催され、

少年種別において入賞率81.4%と いう驚異的な

成績を残した。

昭和 59年度は、指導者 。選手の万一の事故

を考えて、高体連交通災害補償 (保険)制度を

発足させた。 (平成 6年度で終了)

昭和62年度は、創立40周年記念事業として

絵画「榛名富士と湖-80号 ―」(県美術会会長、

豊田一男氏)を県体育協会に寄贈した。
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2 10年の歩み

昭和63年度は「昭和」から「平成に」改元

された歴史的な年度であると同時に、全国高体

連が創立40周年を迎えた年でもある。記念事業

の推進にあたっては「全国高体連創立40周 年

記念事業実行委員会」が組織され、本県から記

念誌編集委員会に安田廣美編集部委員長と鈴木

信弘編集委員が、財務委員会に佐藤賢一理事長

が加わりその成功に貢献した。特に、「全国高

体運四十年史」の販売にあたっては本県事務局

が窓口になり、全国からの購入希望の対応に多

忙な日々を送った。また、第23回全国高体運

研究大会において、研究部が 2年間にわたって

調査研究した「運動部活動振興のために一部活

動に関するアンケート調査よリー」を第 3分科

会「部活動等の充実を図るために」で発表し高

い評価を得た。

平成元年度は佐藤賢一理事長が退任され、新

たに大須賀正臣氏が理事長に就任した。機関誌

「高体連」も節目の40号を迎えた。この年は、

前橋商業高校水球部が全国高校総体 4年連続優

勝と国体優勝の二冠、個人では久保田和恵選手

(群馬女子短大附属 3年)が、女子 400mに お

いて全国高校総体・国体・日本選手権優勝の三

冠という偉業を達成した。

平成2年度は金井秀一会長が転任され、新た

に海老原洋三氏が会長に就任した。この年は、

第 2回全国高校女子駅伝において、群馬女子短

大附属高校が日本高校最高記録と大会新記録で

堂々の初優勝を飾ったが、本県高校駅伝はこれ

をピークに低迷が続いている。

平成3年度は、県高校総体の総合表彰規定を

メイン会期の実施種目に、水泳、駅伝、スケー

ト、スキーを含めて順位を決定するように改定

し、平成4年度の表彰から実施することになっ

た。この年は、全国高校総体の成績は優勝数・

入賞数とも前年を下回ったが、国体では一転し

少年の部で団体・個人合わせて12競技で優勝

して天皇杯 13位の原動力として貢献した。ま

た、佐藤賢一前理事長が 2月 に志半ばにして亡

くなるという悲しい年でもあった。

平成4年度は海老原洋三会長が転任され、新

たに樽井哲氏が会長に就任した。樽井会長は全国

高体連基本問題検討小委員会の委員長として「学

校教育法第1条に規定する高等学校に在籍する

生徒以外の高体連への加盟や高校総体への参加

問題」等について精力的に取 り組み、平成 6年度

からの導入に結びつけた。この年の全国高校総体

においては、前橋工業高校自転車競技部と群馬女

子短大附属高校軟式庭球部、新島学園高校男子ソ

フトボール部がそれぞれ団体優勝した。

平成5年度は大須賀正臣理事長が転任され、

海野俊彦氏が理事長に就任した。また、関東高

体連事務局の 5・ 6年度担当県となり、併せて

全国高体連研究部の事務局も受け持った。この

年は、全国高校総体において富岡高校男子ハン

ドボール部が全国初制覇を達成した。6月 の関

東大会で初戦敗退していることを考えると快挙

である。また、片品村において「白い尾瀬 翔

ぶ風 光る君」のスローガンのもと第 43回 全

国高校スキー大会を開催 した。第 1回大会を水

上町で開催以来 4回 目の本県開催であったが、

過去の本県開催時より入賞者が少なかった。し

かし、補助員として活躍 した地元の利根・沼田

地区の高校生が参加選手と交流を深めるなど意

義ある大会であった。

f― ‐  ~二 ■●理

平成 5年度全国高校スキー大会

平成6年度は、学校教育法 1条校以外の生徒

が参加特例により、各県大会・プロック大会で

出場権を獲得すれば全国総体に参加できること

になった記念すべ き年であるが、本県での出場

申請はなかった。この年より平成 7年度全国高

校総体スケー ト競技大会開催準備室を、高体連

事務局内に設け本格的な準備に入った。全国高

校総体においては個人で 3人が優勝した。特に

ボクシングの関口幸生 (伊勢崎工業・3年 )は

1条校以外の選手と2回戦、準決勝で対戦して

いる。第29回全国高体連研究大会において「群

馬県におけるメディカルチェック・体力測定か

らの一考察」について発表した。

平成7年度は樽井哲会長が転任され、新たに

栗原貞夫氏が体育畑出身者として初めて会長に

就任 した。この年は県高校総体が 30回 目を迎

え、記念大会として総合開会式の入場口に記念

アーチの設置や前橋工業高校男子新体操部の公
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開模範演技、各競技では団体優勝校に記念優勝

盾と個人優勝者にメダルの授与を行った。この

年はレスリングの長島康弘 (館林・3年 )が全

国選抜 と全国高校総体、国体の三冠を達成 し

た。また、本県で 3回 目の開催になる第45回全

国高校スケー ト競技選手権大会を「風になれ
と き

氷に刻む この瞬間に」のスローガンのもと、伊

香保町 (ス ピー ドスケー ト・アイスホッケー)と

前橋市 (フ ィギュアスケー ト)で開催 した。

平成8年度は海野俊彦理事長が転任され、新

たに松本邦夫氏が理事長に就任 した。高体連に

直轄部として新たに漕艇、ホッケー、なぎな

た、カヌーの 4競技が加盟し33競技専門部と

なった。全国高校総体では伊勢崎女子高校弓道

部と前橋工業高校自転車競技部が団体優勝した

のをはじめ個人でも4人が優勝した。また、平

成 9年度に群馬県高体連創立 50周 年の記念事

業を行うために準備委員会を発足 し、記念式典

と記念誌の作成が決定した。

平成9年度は栗原貞夫会長が勇退され、新た

に杉山洋一氏が会長に就任した。この年は、ウエ

イ トリフティングで山田政晴 (育英・2年 )が三

冠 (全国選抜・全国総体・国体)を達成したのをは

じめ、全国高校総体個人種目で 4人が優勝した。

創立5Cl周年記念事業においては準備委員会を実

行委員会に改組 して準備を行い、12月 6日 に群

馬県民会館小ホールにおいて記念式典を挙行

し、併せて館内で祝賀会を開催した。また第32回

全国高体連研究大会において、井上竹義先生 (自

転車競技専門部委員長)が「全国大会に通用する

選手の育成について(自 転車競技)」 を発表した。

3 将来に向けて

高体連も創立以来半世紀を経て、本県スポー

ツの中核をなし、県民の皆さんより多大な期待

を寄せられている。しかし高体連には、生徒数の

減少や指導者の育成等多 くの課題がある。特に

昨今の高校生のスポーツニーズは多様化してお

り、常に多様な視点と広い視野をもって諸事業

に取 り組む必要がある。今後の高体連は、長きに

わたり築かれた歴史と伝統を継承しつつ、平成

10年度より実施する「指導者海外研修事業」のよ

うに新 しい事業に積極的に取 り組むなどの時代

に即応した運営を図り、高校体育・スポーツの一

層の振興のために努力 していきたい。

インタ―ハイの思い出
本宮 万記弘

1968年 12月 31日 生まれ

身長176 cm 体重 73 kg

群馬SSにおいて10歳 より水球

を始め、18歳で全日本代表。前

橋商業から日体大を経て現在ス

ペインリーグクラブ「タラッサ」

に在籍

思い出というものはそれぞれの人の心の中

に強く印象を残すもの。特に思い出される事は

楽しく喜ばしかった出来事、そして苦しかった

出来事だと思う。私は、幸運にもこの 2つの思

い出を同時に味わう事ができ、今でも自分の中

に新鮮に甦り、時に私を強く励まし、またはほ

ほえましい高校時代を振りかえらせてくれる。

その思い出とは忘れるはずもない、前橋商

業高校 3年生で迎えた昭和 61年度島根イン

ターハイの時の事である。それは、照りつける

というよりは地面を焦げ付かせるような異常気

象の8月 の炎天下、涼みにくる事が本来の楽し

みのはずのプールの水もすっかりぬるま湯と化

し、その中で試合をした私たち水球選手には今

まで味わった事のないほどの大会となった。

私たちは、初日、2日 日と予選を勝ち抜き決

勝へと駒を進めた。インターハイの若き力の盛

り上がりにあわせたように、日差しも日に日に

強くなり、決勝戦の日にはその年最高の真夏日

を記録し、前日よりさらに厳しいプールコン

ディションとなり、私たちのチームは氷水で一

杯に満たされたクーラーボックスをベンチに備

えての戦いになった。

試合前半はシーソーゲーム、まるでサウナ

の中での全力疾走を思わせる息苦しい暑さの

中、休息のベンチで仲間にかけてもらった冷

やっと心まで引き締まるような氷水のありがた

さ。極限といえる状態で、それでも負けないと

いう仲間の輝いていた瞳。後半、私たちは気力

で相手を引き離し見事優勝という栄冠を手にし

た私たち、 試合後、仲間との祝福を交わし一

人になった時、「苦しみに勝った !」 という充

実感と「俺たちはやったんだ 1」 という満足感

に私の若い心は熱くなり、いつしか頬には真夏

の太陽を受け、さらに熱さを増した涙が流れて

いた。
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埼 玉 県 《事務局》
〒336‐tX107浦和市仲町3-5-8

県立武道館内

TEL 048(822)6792
FAX 048(822)0281

創立年月日 :昭和 22年 4月 23日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数  男

女

合

249カた

34専 門部

4,172部

子 41,250名

子  25,691名

計 66,941名
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島村 政光

黒田 清次

埼玉県中学校体育連盟

として創立

加盟59校・12専門部

「埼玉県高等学校体育

連盟」に名称変更

定時制高校加盟

ラグビー・ソフトボール・柔

道漕艇 ハンドボール加盟

剣道加盟

弓道加盟

会報「高体連」創刊

自転車・登山 バ ドミン

トン加盟

1鱚聰
置

特殊部(8種 日)加盟

埼玉国体開催

事務局県武道館に移転

高体連規約改正

学校体育研究部設置

全国学校体育研究大会開催

年

度 会 長 理事長 言己  ヨ評
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小林 泰雄

長谷川肇志

鈴木 勲二

登

前田 耕平

五郎

菅野 達也

渡邊修一郎

細田 信良

博宮川

東

倉持守三郎

正博

畔，
‐
勺

森

小室駿一郎

久保 正美

基本問題検討委設置

高校総体 4種目開催

部長委員長制導入

強化対策委員会設置

アーチェリー加盟

対外試合規程。大会開

催基準要項制定

関東地区保健体育研究

大会開催

会報「創立』周年記念号」発刊

加盟負担金改正

カヌー・なぎなた加盟

全国高校総体漕挺開催

専各高校総体出場承認

少林寺拳法加盟 研究部新設

創立
"周

年記念式典挙行
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1沿革

(1)昭和 20年代

昭和 22年 4月 23日 、体育・スポーツを通 し

て、青少年に光明を与えようと「埼玉県中学校

体育連盟」が設立された。翌 23年には、学制

改革により「埼玉県高等学校体育連盟」とその

名称を変更し現在の高体連が誕生した。創立当

時は、加盟校 59校、専門部は、陸上競技、体

操、水泳、スキー、野球、蹴球、篭球、排球、

軟式庭球、卓球、相撲、ダンスの 12専門部で

あった。各専門部とも着々と成果を上げ、特に

女子バスケットボール・サッカー・男子漕艇・

女子バレーボールは、相次いで全国高校選手権

を制覇した。

また、昭和 24年には定時制高校 も正式加盟

し、昭和27年には第 1回定時制総合体育大会を

開催。更には、昭和 33年 には通信制も加わり、

定通部も充実した活動を行うこととなった。

(2)昭和 30年代

昭和 30年代に入ると、創立 lo周年を迎え、

連盟の活動をまとめ、記録に残そうという第 3

代木村会長の案により、会報「高体連」が昭和

32年創刊された。以後今日まで毎年発刊され、

その当時を省みる貴重な資料 となっている。

また、創立以来の懸案であった、学校体育の調

査研究を担当する「調査研究部」が、昭和35年に

設置され活発な研究活動が行われるようになった。

昭和 20年代と同様に各専門部が活躍するな

かで、特に、サッカーは、10年の間に 6回の全

国制覇に輝き、「サッカー王国埼玉」の名を全

国に轟かせた。

(3)昭和 40年代

創立以来事務局は、浦和高校に置かれ運営

されたきたが、昭和 43年 11月 県立武道館に移

転 し、理事長も専任となった。

また、昭和 44年には、規約・諸規程の見直

しが行われ、これにより、ほぼ現在に近い規

約・規程となった。

これにより、昭和 35年以来調査活動を行っ

てきた調査研究部は、ダンス専門部とともに発

展的に解消され、昭和 45年 6月 「学校体育研

究部」が正式に誕生した。

また、昭和42年の「埼玉国体」に向けた対策と

して、昭和40年 に、これまで設置されていなかっ

た 8種 目(レ スリング・ボクシング・ウエイ トリ

フティング・馬術・ホッケー・フェンシング・ス

キー・スケー ト)が、特殊部として活動を始めた。

そして、埼玉国体においては、28専 門部の活躍に

より天皇杯獲得に大いに貢献した。

昭和 40年代もサッカーの快進撃が続き、昭

和 44年には浦和南高校が、高校総体・全国高

校選手権 。国体の 3冠 を達成した。40年代後半

には、ハンドボール・ホッケー・陸上競技・卓

球が全国制覇を成し遂げた。

(4)昭和 50年から昭和 62年

昭和 50年代に入ると、生徒数の増加に伴い

毎年加盟校が 7～ 8校ずつ増加 し、組織が肥大

化する中、諸々の問題が発生する状況となっ

た。そこで、昭和 55年に基本問題検討委員会

を設置し、規約・規程の見直し、大会開催基準

要項・対外試合規程の制定等を行った。これに

より、学徒総合体育大会を全国高校総体の予選

を兼ねるとともに、県内高校生の最大の大会と

して位置づけ、それまで室内で開催 していた総

合開会式を、12年振 りに上尾運動公園陸上競

技場で盛大に開催する運びとなった。

また、高体連主催の大会を明確にし、専門部

ごとに徴収 していた大会参加料を廃止。大会に

掛かる全経費を高体連から支給することとした。

さらに、これに要する財源を確保するため、

加盟負担金の改正を行った。

昭和 50年代前半は、卓球・ホッケー・弓道・

ウエイ トリフティングが全国制覇を果たした

が、全体的に成績は低調となり、各方面から高

体連の奮起を促す声が高まった。そこで、昭和

57年 に強化対策委員会を設置 し、強化費の配

分・中体連との連携強化・優秀選手指導者の養

成を行うこととした。これによる効果が翌年か

ら表れ、昭和 58・ 59年には、それぞれ高校総

体団体 4種 目が優勝を飾った。さらに、昭和62

年には男子松山高校・女子埼玉栄高校による、

陸上競技アベック優勝をはじめ団体 5種 目が優

勝を呆たした。

全国高校サッカー選手権大会 (S27)
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2 10年 の歩み

(1)生徒急増期から急減期

平成に入ると県内加盟校の生徒数もピーク

となり、平成 2年には、全生徒数約 29万 5千

人とこれまでの最高を記録した。

しかし、数年後を見通すと生徒急減期に入

るとの予測から、平成元年には加盟負担金の値

上げが行われ、生徒急減期・関東地区での高校

総体開催等に備えての特別積立を行った。

また、創立 40周 年を記念し、それまでの各

専門部・加盟校の活動をまとめた「会報」創立

40周 年記念号を、平成 2年 に発刊 した。

平成 3年には、創立以来行われてきた学徒

総合体育大会の名称を、「学校総合体育大会」

に変更。表彰規程の全面的な見直しを行った。

(2)高校総体における各専門部の活躍

最近 10年間の高校総体における成績を振 り

返ると、団体 40種 目が優勝を飾る活躍。また、

過去に優勝経験のない種目が活躍するなどまさ

に黄金期といえるだろう。

まず、昭和 63年度は、常勝の女子陸上競技

で埼玉栄高校が 4連覇、男子卓球の熊谷商業高

校が 2年連続 9回 日、男子バ ドミントンで上尾

高校が 3年振 り2回 目の優勝を達成したのを始

め、女子ハンドボールの浦和実業高校、男子飛

び込みの市立川日高校が初優勝に輝いた。

平成元年度は、埼玉栄勢の活躍が目立ち、女

子陸上競技の 5連覇に加え、男子フェンシング

と女子飛び込みが初優勝を飾った。また、ハン

ドボールでは前年の女子に代わり男子浦和実業

高校、男子卓球では熊谷商業に代わり埼工大深

谷高校が優勝を成し遂げた。

平成 2年度は、初優勝が 2種 目誕生した。男

子体操の埼玉栄高校と冬のラグビーで熊谷工業

高校である。また、女子陸上競技の埼玉栄高

校、男子卓球の埼工大深谷高校も安定した力で

連覇を重ねた。

平成 3年度は、夏は女子陸上競技 7連覇の埼玉

栄高校が唯一の優勝となったが、冬のフィギュア

スケー トで大井高校が見事初優勝を飾った。

平成 4年度は、女子陸上競技 8連覇の埼玉

栄高校に加え、ボクシングの花咲徳栄高校、女

子ソフトボールの星野女子高校、相撲の埼玉栄

高校が初優勝に輝いた。

平成 5年度は、埼玉栄高校が、女子陸上競技・

男子体操・女子飛び込みの 3種目に、そして、埼

工大深谷高校が男子卓球に優勝を果たした。

平成 6年度は、男子バ ドミントン上尾高校

が 6年振 り3回 目の優勝。また、埼玉栄高校が

女子陸上競技で前人未踏の10連覇を達成した。

平成 7年度は、女子陸上競技埼玉栄高校は、

夏の11連覇に加え冬の駅伝にも優勝を果たし2

冠に輝いた。また男子バ ドミントン上尾高校も

2連覇、男子体操の埼玉栄高校も優勝を飾った。

平成 8年度は、埼玉栄勢大活躍の年であっ

た。まず、常勝女子陸上競技においては、夏の

学校対抗12連覇の偉業に加え、冬の駅伝 も 1時

間06分 26秒の高校最高記録で 2連覇。夏冬 2

年連続 2冠 というまさに向かうところ敵なしの

強さであった。また、女子バ ドミントンも2年

連続優勝。男子体操競技 も2年連続 4回 目の優

勝。さらに水球部は、悲願の初優勝を飾った。

また、花咲徳栄高校ボクシング部も、各階級

に得点を重ね、5年振 り2回 目の学校対抗優勝

を果たし、この年は、埼玉県高体連始まって以

来初の、団体 6種 目優勝を記録 した。

平成 9年度は、春の全国選抜大会に引き続

き、バ ドミントンで男子上尾高校が 2年振 り5

回日、女子埼玉栄高校は 3連覇でアベック優勝

を成し遂げた。また、女子ソフ トボールにおい

全国高校女子駅伝

埼玉栄高校 3連覇

ては、星野女子高校が

5年振 り2回 目の優勝

を呆たした。さらに陸

上競技では、夏の高校

総体 13連覇を逃した女

子埼玉栄高校であるが、

冬の駅伝 においては、

スター トから一度も先

頭を譲 らない圧倒的な

強さで 3連覇の偉

業を達成した。

(3)創立 50周年記念事業

平成 9年度創立 50周 年を迎えるにあた り、

平成 8年 4月 の評議員会において、「記念事業」

を行うことが承認された。そして、実行委員会

を設立、 4つ の委員会を設け準備を進めた。

まず、総務委員会は、本事業に必要な予算の

確保、記念品の作成。さらに、「学校総合体育

大会」の優勝杯 72個 を作成し、平成 9年 5月

の総合開会式において各専門部へ寄贈した。

表彰委員会は、「記念表彰」を担当。表彰の
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基準作成、関係方面への候補者推薦依頼を経、

512名 ・70団体の方々を表彰した。

式典委員会においては、記念式典・ア トラク

ション・記念講演・祝賀会を担当した。

記念式典は、12月 2日 (火)浦和市文化セン

ター大ホールにおいて、約 1100名 が参加し行わ

れた。ご来賓には、副知事、県議会議長、全国

高体連理事長に加え、歴代の会長にもお越しい

ただき盛大に挙行することができた。式典に引

き続き行われたア トラクションにおいては、県

内高校の吹奏楽部・合唱部によるすばらしい音

楽が披露され、式典に彩 りを添えていただいた。

また、記念講演は、浦和西高校出身でア トラ

ンタ五輪サ ッカー代表チーム監督の、西野朗氏

による、「世界を目指せ 日本サッカー」という

演題で講演をいただき、参加 した生徒達にも好

評であった。

創立 50周年記念式典 (H9122)

編集委員会は、記念誌の編集にあたり、例年

の「高体連会報」を創立50周 年記念号とし、記

念式典の様子、最近10年 間の本連盟活動のまと

めを掲載し、平成 9年度末発刊された。

3  将来に向けて

戦後の50年 間、高体連が体育・スポーツを通

して、青少年の健全育成に果たした役割は大変

大きなものがある。また、創立当初加盟校59校・

12専 門部であった組織 も、加盟校 249校・33専

門部と大きな組織となった。

このような現状の中で、ここ数年の生徒急減

期による収入や部員数の減少。生徒の意識変化

による運動部加入率の低下現象。指導者の高齢

化による活動意識の低下。2002年完全実施が予

定される学校週 5日 制への対応等。高体連は、

これまでにない大きな課題を抱えている。しか

し、これらの課題に対し、51年 目を迎えた高体

連が、21世紀を担う青少年の育成を目指し、正

面から向かい合い、検討・解決していくことが

必要である。

四冠への挑戦
1市  ,召  和  恵

埼玉栄高校 2年時全国高校総体

lllllm・ 21111m2冠

3年時短距離 3冠達成

り22∞m日 本記録樹立

世界ジュニア400m日 本記録で

6位入賞つ82∞ m・ 41Xlm

室内日本記録樹立

現在ミズノ榊所属

走る楽しさを知らずにただ練習をしていた中

学時代を過ごした私は、自分を試すために陸上

で全国一の名門埼玉栄高校に入学を決めた。入

学した当時、大森監督は “日本記録"を私に意

識させていた。全国レベルで競うほどの能力な

ど自分にはないし、強くなれるはずがないと

思っていた。 1年のインターハイはllXlmに 出

場し、9番 目の記録で決勝にいけず、初めて泣

いたレースでもあった。2走 を務めたリレーは

高校新で優勝することができた。これを機に私

は、全国で一番になれるんだと意識し始めてい

た。2年の時は、1∞m・ 2CXlmで優勝し、日標で

あった全国制覇を達成することができた。あの

ときの喜びは、とてもうれしくそれと同時に、

次は日本記録という目標に切り換えていた。

そして、3年の時、新たに400mと いう種目

を取り入れた。1∞m・ 200m・ 400m・ リレーの四

冠を達成という挑戦を目標につらい練習に耐

え、絶対に負けるわけがないと強く自信を持っ

ていた。インターハイの前に北関東大会の

200mで 日本記録を出していたが、記録より勝
つことであり、四冠達成と心に決めていた。結

局、短距離三冠と200mで 日本記録を樹立した

が、リレーは2位で負けてしまった。私の夢の

四冠は達成することができなかったが、とても

すがすがしく心地よいインターハイであった。

勝つことの喜び、負けることの悔しさ、記録

を出すことのうれしさ、感動を。また、走るこ

との楽しさを知ったからこそ、これからも走り

続けたい。そして、今、私は世界を目指すとい

う新たな挑戦が始まっている。

創立 50周年記念式典
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県葉千 《事務局》

〒 263‐0043千葉市稲毛区小仲台 5‐ 10‐ 1

県立千葉女子高校内

TEL 043(252)1691
FAX 043(252)1842

創立年月日 :昭和 23年 4月 20日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数  男

女

合

208カた

31専 門部

3,950部

子 35,063名

子 22,893名

計 57,956名
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(委員長)

石野八百治

節三

宏石川

西村 瑛二

松戸 節三

(副委員長)

松戸 節三

石野八百治

宮崎貞次郎

篠崎 兵衛

櫨程冒謳励|

会長・部長・理事長制

見舞金、表彰等の制度

第 1回 定時制大会開催

県外大会派遣規定確立

競技会実施基準の確立

研修会・講習会の開催

機関誌「高体連」発刊

体育研究、定通が独立

関東高体運協議会開催

同一会期で県総体開催

新入大会の開催

創設15周年記念

8プロック制に編成

全国総体派遣費補助金

44総体準備委員会

県総体を5月 に移行

千葉東高に事務局移転

全国総体 5種目開催

全国定通大会に補助金

事務局が千葉女子高ヘ

千葉国体が開催される

10プロック制に再編

年

度 会 長 理事長 言己  月匡
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1沿 革

創設期 (昭和 23年～ 24年 )

本連盟が創設されたのは、千葉県体育協会が

誕生した翌年の昭和23年 である。木内清氏、西村

瑛二氏、松戸節三氏、石野八百治氏 らが中心 と

なって創設に尽力 し、昭和23年 4月 20日 に千葉

高において発会式を行い、高校生の体育大会は

高体連のもとで運営されることとなった。

加盟校は66校、陸上競技、軟式庭球、蹴球、

バレーボール、体操、バスケットボール、卓球、

ソフトボール、水泳、相撲の 10専 門部および

14人 の執行委員でスター トし、委員長 (会長)

には木内清氏が就任 した。この創設は、直接高

校体育を担当した諸先生方の自覚と使命達成ヘ

の熱意による自主的努力の賜であった。

基盤形成期 (昭和 25年～ 32年 )

昭和25年度には機構改革を行い、委員長・執

行委員制から会長・理事制とし、会長には校長

の代表を、また専門部に部長を設け校長を推戴

することにより組織の強化を図った。

この間、優秀選手表彰、国体派遣選手激励金

交付、定時制大会開催、研修会・講習会開催、

機関誌「高体連」創刊、見舞金規定の決定等、

現在の高体連組織の基盤整備がなされた。ま

た、ボクシング、ハンドボール、山岳、柔道、
バ ドミントン、ラグビー、剣道、体育研究、定

時制が力Ⅱわり19専 門部となり組織が拡大した。

発展期 (昭和 33年～ 42年 )

昭和 35年度から県総合体育大会を同一会期

での千葉市中心開催とし、本県スポーツ振興の

布石になった。この年、新人体育大会も正式に

開催されることになった。昭和 38年度は、統

一された第 1回の「全国高校総体」が新潟県で

開催され、ボクシングで市立習志野高が優勝、

安房高柔道、安房水産高ヨットが準優勝を成し

遂げ、全国高校総体で初の入賞チームとなっ

た。

この間、加盟校増加に伴い 8プ ロックに再

編し、弓道が専門部に加わった。

対応期 (昭和 43年～ 52年 )

昭和44年度の群馬県を主会場 とした44総体

では、本県で軟式庭球、弓道、剣道、卓球、女

子バレーボールの 5種 目を開催 し、安房高男子

剣道優勝をはじめ多大な成果を収めた。

この間、副理事長の職を設け 3人体制とし

た事務局の人的機構強化 と創設以来千葉高に

あった事務局を千葉東高に、さらに現在の千葉

女子高への移転を行い、空手道・庭球専門部も

新設した。また昭和 48年度には千葉国体が開

催され、高体連関係者の活躍が天皇杯獲得の大

きな原動力となった。昭和 50年度には加盟校

の急増により10プ ロック制に再編 した。

また昭和52年 度には、「創設30周 年記念」と

して、第30回県高校総体総合開会式が 5月 13

日に県総合運動場体育館で盛大に挙行され、創

設以来の記録が「三十年の歩み」としてまとめ

られ発刊 された。この年より、学校規模負担

金、部負担金の 2本立てとする現行の加盟校負

担金制度がスター トした。

充実期 (昭和 53年～ 62年 )

昭和 56年 度は、56総体が神奈川県を主会場

として開催され、本県でも水泳、柔道、弓道、

庭球の 4種 目を開催 した。この間、傷害等見舞

金制度、安全技術講習会の開催、「年報」の復

活と年報編集委員会の設置、昭和 62年 度から

は全国に先駆けスポーッ外傷や障害に対する

「健康相談コーナー開設」が実現 し、顧問や生

徒から好評を博 した。さらに、新設校急増によ

り昭和55年度に12プ ロック制、昭和58年 度に

は現行の 16プ ロック制に再編 した。

昭和61年度にアーチェリー、昭和62年度には

体育研究部を発展的解消とし安全・普及・強化を

柱に研究活動を行う「研究部」が専門部として新

設され29専門部、加盟校が208校 となった。

昭和62年度が創設40周 年にあたることから、

30周 年記念式典以後の10年の歩みが「40周 年記

念特集号」として年報にまとめ発刊された。

S52年度「創設30周年記念式典」
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2 10年の歩み

躍進期 (昭和 63年～平成 9年 )

昭和 63年度は、全国高体連40周 年の年であ

り柏崎会長が全国高体連副会長として創立 40

周年式典の開会の辞を述べた。「第 1回県高体

連研究大会」を開催し、全体講演やシンポジウ

ム 。実態調査の発表、優秀選手 (チ ーム)の顕

彰等充実 した大会となり研究活動が活発化 し

た。この年ソウルオリンピックで、水泳の鈴木

大地選手 (市立船橋高卒)が金メダル獲得とい

う感動的な場面を見せてくれた。また、全国高

校総体では選手・監督用のユニフォームを一新

して参加、市立船橋高サ ッカー部が 62年度に

続 く二連覇、また千葉敬愛高男子ソフ トボール

部が春の選抜大会に続く春夏連覇というそれぞ

れ偉業を成し遂げた。

平成元年度は、県高校総体 と全国総体の連

携、3年生の活動期間の延長等を趣旨として県

総体を6月 に移行、全国総体選考会を廃上し新

たに関東大会県予選会 (5月 )を 開催 した。こ

れにより、部活動の活性化や競技 レベルの向上

を図ることができた。12月 京都での第 1回女子

全国高校駅伝大会で市立船橋高が初代の優勝を

果たし、輝かしい歴史の 1ページを飾った。この

年は本県高校生の生徒数ピークの年であり、そ

の後の生徒数急減期に備えての財源確保、大会

運営、組織改革などの検討が始められた。

平成 2年度、第 12代会長に和泉英雄氏が就

任 した。生徒数減少が始まり、これに伴う予算

減対策ため「年報」に広告協賛を募った。また、

県教委より関東大会派遣費補助金が交付され

た。この年から、役員表・加盟校一覧・規約や

内規・各種申請書等をまとめた「便覧」を新年

度早々に発刊 し加盟校への周知を図った。

平成 3年度、第 13代会長に伊井正美氏が就

任 した。高体連本部役員・部長・委員長をはじ

め体育協会や小 。中学校体育連盟、県教委等関

係者が一堂に会し情報交換を図ることを目的に

「高体連役員懇談会」を開催 し、併せて退任者

に感謝状を贈呈した。以後例年 4月 中旬に開催

している。また、県体育協会より競技力向上事

業の委託を受け、各専門部で強化練習が可能と

なった。スキーが新設され30専門部となった。

平成 4年度は、バルセロナオリンピックで本

県出身の監督・コーチ。選手24名 が活躍 した。

また、専門部長を補佐する副部長制を敷き専

門部の組織充実を図るとともに、大会日程・年間

行事や規約等の高体連資料を掲載した「便覧」を

より充実させ「要覧」と改めた。大会では市立船

橋高女子駅伝チームが 2回 目の全国優勝、部員

数が76,lll10人 を越えピークの年となった。

平成 5年度、荒川昇氏が第14代会長に就任

し、懸案であった運動部活動顧間の視野を広げ

識見を高めることを目的とした「指導者海外研

修事業」が実現し、10名 が大韓民国ソウル市に

て第 1回研修を行った。

平成 6年度は、全国高校総体に学校教育法

第 1条校以外の学校の参加が認められ、県総体

に2校参加した。 2月 には、「高校スポーツ部

活動の大いなる未来をめざして」のテーマのも

と「第29回全国高体連研究大会」を千葉市で

開催し、県内及び全国各地から660余名の参加

を得て成功裏に終了した。

この年、生徒数激減のため傷害等見舞金の

利息からの借入金による予算執行を行い、翌 7

年度も同様とした。また、従来事務局より各報

道機関へ送付していた県総体記録を専門部から

直接送付することとした。

平成 7年度は、全国高体連理事会において平

成17年 の全国高校総体開催が本県に内定した。

大会では、本県サッカーの活躍 した年であ

り関東大会 (市立船橋高)、 全国高校総体 (市

立習志野高)、 全国高校定通制大会 (千葉商高と

県船橋高の決勝対決)、 全国中学総体 (千葉市立

高洲一中)、 全国少年サッカー (日 立FC柏 レイ

ソルユース)、 福島国体 (少年の部)、 全国教職員

大会 (千葉教員)に優勝を果たした。

平成 8年度は、ア トランタオリンピックで、

本県高体連出身者 12名 が 9種 目に日本代表と

して参加し活躍 した。また、17総体に向けて

「栄光をめざして」を発刊、「松戸節三杯」表彰

を新設した。さらに、平成 10年度を創設 50周

H6年度第 29回全国研究大会
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年と位置付け、準備委員会が発足 し記念事業に

向けて準備を始めた。大会では陸上で市立船橋

高が男子学校対抗優勝、テニスで渋谷幕張高が

団体・ダブルス・シングルス優勝の 3冠達成、

全国高校サッカー選手権では市立船橋高が 2回

目の全国制覇を達成、千葉敬愛高男子ソフ ト

ボールが春の選抜大会に優勝した。

平成 9年度、第 15代会長に佐藤玉和氏が就

任した。翌年に控えた 50周 年記念事業に向け

て実行委員会を組織 し、「記念式典」「県総体拡

大開催」「記念誌発刊」の 3事業の準備を進めて

いる。また、高体連の運営や基本方針、諸問題の

審議・立案を目的に「基本問題検討委員会」を設

置した。大会では、昨年の市立船橋高に続き成田

高陸上部が男子学校対抗で優勝を飾 り、また、な

ぎなたが加わり31専 門部となった。

3  将来に向けて

21世紀を目前にし変化の激 しい社会の諸情

勢の中、教育界においてもさまざまな改革の論

議が活発になされている。

本連盟では「生徒数の減少」それに伴う「財

源確保」「顧間の高齢化」「専門的指導者の不

足」等の諸問題、完全実施が明示されている学

校週 5日 制に伴う「将来的な運動部活動の在 り

方」、一方、平成 17年 の全国高校総体、平成22

年の二巡目国民体育大会と、21世紀初頭に本

県開催が予定されている全国的規模の総合体育

大会に向けての体制づ くり等、当面する、また

中・長期的な課題を認識している。

昭和 23年 に加盟66校、10専 門部でスター ト

して以来、現在では 208校、31専門部を統括

し、これまで団体で 50を 数える全国制覇を成

し遂げるなど、本県高校スポーッの普及・発展

に努めてきた本連盟は、平成 10年 4月 17日 に

「創設 50周年記念式典」を挙行した。また、記

念事業として「県総体の拡大開催」「50周年記

念誌発刊」に向けての準備を進めているところ

である。

今後、本県高校スポーッの一層の振興と、21

世紀を担う青少年の育成を目指したゆまぬ努力

を積み重ねていくとともに、社会から本連盟に

期待を寄せられることを誇 りに思い、運動部活

動を高等学校文化としてますます発展させ、更

なる躍進を誓うものである。

人生を変えた大会
太 田 慎 二

千葉敬愛高校時代、平成 3年度

静岡インターハイのバ ドミント

ン競技にて、ダブルス優勝・シン

グルス準優勝。

法政大学を経て現在はNTT東
京に勤務。

平成 9年度全日本総合選手権大

会にてシングルス・ダブルスに

優勝。シドニーオリンピックを

目指し奮闘中。

私の高校時代の思い出は、やはり平成 3年度

の静岡インターハイである。

この年は、我々千葉敬愛高校バ ドミントン部

の顧間である大熊喜章先生が着任 10年目の年

であ り、何 とか良い成績をあげようと一九に

なって試合に臨んだ。

静岡インターハイは、私が経験 した中で最も

暑い夏で、窓を締め切った体育館は40度近 く

の気温となり、暑さとの戦いでもあった。

試合は順当にシングルス・ダブルス共にベス

ト4ま で勝ち上が り、最終日を迎えた。シング

ルス・ダブルス両方に残っているのは私だけ

で、優勝するためには4試合戦わなければなら

ず、後半は体力勝負でもあった。幸いに両方と

も決勝戦に進出できた。

体力が限界に近づいているのが自分でもわ

かったが、とにかくシングルス・ダブルスどちら

かには優勝したかった。「この日のために 3年間
つらい練習を積んできたのだ」と自分に言い聞
かせ、パートナーのいるダブルスに勝負をかけ
決勝戦に臨み、タイ トルを手にすることができ

た。シングルスは痙攣 しながらもフルセットに

持ち込んだが、限界が来て準優勝であった。

私は、高校 3年間インターハイに出場するこ

とができたが、この静岡インターハイが私の人

生を変えた。高校時代は無我夢中でバ ドミント

ンに打ち込み、ほとんど休みもなく大変苦 しい

時期であったが、今振 り返ると御指導いただい

た大熊先生に大変感謝している。

現在は全 日本代表として世界に臨み、シド
ニーオリンピックを目指し、奮闘中である。
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者Ь一只東 《事務局》

〒 lCXl‐∞14東京都千代田区永田町2-16-2
星陵会館内

TEL 03(3581)5095
FAX 03(3581)6452

創立年月日 :昭和 23年 9月 23日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数  男

女

合

455カた

39専 門部

6,423部

子 55,033名

子 34,988名

口+  90,021名

年
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細川潤一郎

星  一雄

直行

両角

尾崎 剛毅

田中喜一郎

新井 迪之 寛行

宮田豊太郎 正憲

岩下

く ライフル射撃加盟

第1回高体連研究大会開催

定体連が都高体連定時

制部会として発足

日韓高校スポーツ交歓

1競技会実施

都立高加盟費は都が負担

全国高校総体開催

全国高校総体(ハ ンドボー

ル・自転車競技。相撲)開催

事務局を星陵会館に移転

全国高体連研究大会開催

都高体連会報発刊空手道加盟

アーチェリー加盟

都高体連表彰規定設定 専門

委員会設置 柔道女子の部設置

傷病見舞金規定設定

事務局長交代

なぎなた加盟

一条校以外の参加を認める

湯野 正憲

鈴木 英久

磯部 賢次

宮田豊太郎

岸田 文男

井上 敬一

磨井 洋一
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入倉 富夫

大野慎一郎

家弓 鐵矢

福田 満雄

久野  猛

|      ;

６
　
４７
　
慇

５‐

５２

“

Ｍ

”

“

”
　
∞

元

２

３

４

５

６

７

８

９

市川 三男

-94-



1沿 革

本連盟の歴史は、全国高体連 とほぼ同じ軌

跡をたどり現在に至っている。

発足当時の昭和22年、理事長三階源市氏、事

務局府立六中とある。

昭和 23年の学制改革により、東京都高等学

校体育連盟に改称され、事務局は麻布高校に移

り、細川潤一郎氏が初代理事長に就任されてい

る。また、東京都高等学校体育連盟規約を設定

し、陸上競技 .体操・バスケットボール・バレー

ボール・庭球・ソフトボール・スキー・スケー

ト・卓球・軟式野球・ラグビー・蹴球・ハンド

ボール・タッチフットボールの 14部 を置 く。

昭和24年 には国体が開催され、本連盟も参加

した。昭和23・ 24年 頃は、本連盟が中心 とな

り、全国的な専門部の設置、インターハイの種

目別協会との共催などについて対応していた。

この時期はまた、物資が極度に不足 した時代

で、スポーツ用具の調達が大きな仕事で随分と

ご苦労があった (本連盟の組織の中に正式に配

給部が置かれていた)。

昭和25年 に、事務局が九段高校、両国高校と

移転した。昭和29年 に第 1回 日本体操祭 (朝 日

体操祭)が明治神宮外苑競技場で開催され、本

連盟もこれを協賛、 8校、1500名 の生徒が参加

した。昭和31年 には、東京都教育委員会と共催

して、第 1回東京都高等学校総合体育大会が開

催され、現在もこれを継承している。

昭和32年 には、本連盟も創立lo周年を迎え記

念誌を発刊する。この間の本連盟の発展はめざ

ましく、特に各専門部の活動は各種大会におい

て、常に全国の上位を占め、運営についても各

部が主体性をもって対応していることが示され

ている。

昭和38年 に、日比谷高校に事務局が移転され

る。翌年にはオリンピックを控え、本連盟でも

スポーツに対する機運はますます高まり、この

世界的なイベントに積極的に協力していくこと

が話し合われている。同時に、本連盟は全国高

等学校総合体育大会の開催に向けても、その実

現に努力を惜しまず、積極的に取 り組むことが

確認されていた。

昭和40年代は、学生運動や部活動の在 り方に

ついて等、またその指導の方法についても種々

意見が出され、多難、多様の時代であったと思

われる。反面、高度経済成長の時代でもあり、

本連盟のスポーツも一層盛んになった。

昭和50年 には、東京を中心会場 として、埼

玉・山梨・茨城の各県にまたが り、全国高校総

体を開催した。この大会は首都圏での開催であ

り特に、宿泊・輸送・プログラム・警備の問題

など、幾多の難関があった。その都度実行委員

会のご努力で解決され、無事終了した。

また、総合開会式は国立競技場で開催 さ

れ、炎暑や光化学スモッグなどの東京の特殊な

事情を考慮して、あえて薄暮という時間帯を選

び実施した。また、大会運営や総合開会式につ

いても簡素化したものとした。

昭和56年 には、神奈川県を主会場とした 1都

7県で全国高校総体が開催され、東京では自転

車競技・ハンドボール・相撲の 3競技をお引き

受けした。

昭和57年 に、事務局を星陵会館に移し現在に

至る。

昭和58年には、全国高等学校体育連盟研究大

会を東京で開催する。全国より、500余名の先

生方の参集を得て大成功裡に終了することがで

きた。また、この年調査研究委員会 (編集委員

会)の先生方の大変なご尽力により、本連盟の

会報を22年振 りに発行することができた。この

機会を得て、バックナンバーを記念して 1号 と

刻んだ。

昭和61年には、本連盟も専門委員会を設置し

スポーツの多様化と、種々問題の解決を計るべ

く、委員会を中心として業務を推進している。
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2 10年 の歩み

昭和から平成に変わった元年度は、本連盟

発足40周年の年でもあった。記念式典・会報記

念号の発刊など多忙を極めた 1年であった。

全国的には、学習指導要領の改訂が行わ

れ、本年度より試行期間として施行された。学

校体育スポーツと生涯スポーツ、さらに競技ス

ポーツにおいて、適切な振興策が論じられた年

でもあった。

平成 2年度は、本連盟にとって大きな転換

期であった。まず、事務局長の交代、さらに事

務局員の退職という文字通 リゼロからのスター

トとなった。幸い、大杉事務局長の精力的な努

力によって、この難局を乗 り切ることができ

た。また、この年度より、スポーツ振興基金が

創設され、競技水準向上のための援助が開始さ

れた。加えて、朝鮮高級学校の加盟に関する間

題などその対応に心をくだいた一年でもあっ

た。

平成 3年度は、21世紀に向けての高体連の課

題が明らかになってきた年であった。

生徒の減少による財政面の問題、部活動加

入者低落の歯止め策など、深刻な問題が語られ

始めた。

平成 4年度は、本連盟市川理事長の退任、

磯部理事長の着任があった。

社会情勢の変化が、否応なしに高等学校教

育の現場にも、本連盟の諸活動にも影響してき

ていた。生徒減少期・情報開示・生涯学習。学

校週 5日 制などの報道が新聞紙面を賑わした。

平成 5年度は、本連盟福田会長の退任、久

野新会長の着任があった。

本年度の加盟校数は、延べ6,792校 で、前年

度に次ぐ多さであった。また、全国高体連の決

定を受けて、来年度から一条校以外の学校の参

加も、インターハイに限って可能になり、大会

に花を添えることになる。

平成 6年度は、なんと言っても、インター

ハイ予選に、一条校以外の高等学校の参加が認

められたことである。ボクシングで朝鮮中高級

学校の 6選手が、東京都代表としてインターハ

イで活躍したことは大変印象に残った。

また、千葉県にて開催された全国高体連研

究大会で、本連盟調査研究委員会が、部活動を

指導している顧間の実態や意識について発表を

行い、注目を集めた。

平成 7年 度は、全国高校総体への出場選

手・役員の結団式が都庁内で挙行できたことが

特筆すべきことである。都教委のご努力で、し

かも、副知事の臨席もいただいた。

次に、本連盟事務局が拡張され、膨大な資

料の整理や打ち合わせ会などが便利になった。

さらに、調査研究委員会で、生徒 1万名に

対し、スポーツに対する実態や意識の調査が行

われた。

平成 8年度は、昨年と同様に全国高校総体

の結団式が都庁内で挙行された。また、全国高

体連の決定を受けて、加盟校以外の選抜大会ヘ

の参加、ならびに外国人留学生の参加制限など

の規定が着々と整備された。

また、本連盟創立 50周年を迎えるための

実行委員会が結成された。

平成 9年度は、加盟校数の減少が続いてき

ており、全体の登録数が前年度に比べて87校減

となった。

さらに、部活動に対する批判や再検討がす

すめられ、本連盟でも時代の要請に合う部活動

の模索が大きな課題となった。

このような中でも、東京都選手団のめざま

しい活躍があつた。全国高校総体の優勝校を次

に紹介する。

藤村女子高校体操女子団体

世田谷学園高校柔道男子団体

高輪学院高校剣道男子団体

日大豊山高校水泳男子競泳団体

東亜学園高校フェンシング男子学校対抗

国学院久我山高校ラグビー

修徳高校スケー ト男子フイギユア学校対抗

以上、 10年の歩みをまとめた。

また、本連盟創立 50周年記念事業実行委

員会の活動が具体化し、記念式典は平成 11年

3月 13日 (土)に挙行することが決定。次の

10周年に向けてのさらなる発展を祈念する。

3  将来に向けて

「今後の課題や将来展望」を考える時、次

にあげる要因が大 きく影響 してくると思われ

る。まず第 1に、生徒の減少である。これは、
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全国的な傾向であるが、本連盟でもこの状況は

避けられない。加盟状況の推移を見ても、この

10年 間で、平成 4年度の6,841校 (部)を ビー

クに減少期に入っている。この傾向は今後も続

き各学校でチームとして成立せず、公式戦に参

加できない部が増えると思われる。

第 2に、それにともなう財政困難である。

生徒減は部活動の減少であ り、加盟校数の

減少となりそれが補助金の減額となって表れる

からである。本連盟としては、経常費用の削減

が緊急の課題であ り、対策である。

第 3に 、時代の要請に合う、部活動の在 り

方の模索である。

中でも、週休 2日 制実施にともなう部活動
の運営方法、特に公式戦をどうするかが大きな

課題である。

この問題には、東京都独 自の事情が関係 し

ている。

つまり、私学が公立より多 くの学校数を持

ちそれぞれが多様な対応をとっている実情があ

り、また、長い間、学校体育として位置付けら

れ、発展してきた部活動を社会体育へ移行した

らどうかという意見や、その指導者の問題な

ど、課題は多岐に渡っている。

このような要因を念頭に起 きなが ら、将来
への展望を述べてみる。

まず、生徒減から生ずる問題に対 しては、

統廃合などには、合同チームの推進、社会体育

指導者や民間コーチの積極的な活用、その学校
の特徴を生かした部活動の精選、つまり、学校
による重点種目制の徹底などである。

財政難には、後援会組織など、その地域か

らのバックアップの工夫が必要である。

時代の要請に合う部活動については、完全

週休 2日 制をにらんで、土曜日中心の公式戦と

したらよいのではないかと思う。日曜日は、週

休 2日 の趣旨に合わせて休養 日として確保す
る。部活動の社会体育への移行は、地域社会に

施設も指導者も不足 している現状では無理であ

る。そこで、重点種目の学校に、他校の生徒を

集めた練習や、午後 3時以降は、指導者に別の

手当てを出すなど、現状を一歩前進させた工夫

が必要である。

高校時代を振 り返って
山 尾 朱 子

平成 5年藤村女子高等学校卒業。

9年東京女子体育大学体育学部

卒業。10年 より同校の非常勤講

師と新体操のコーチになる。

8年アトランタオリンピック出

場。

私は小学生から新体操を始め、高校を選ぶ

時も新体操部があるところが良いと思っていま

した。やるからには精神面も身体面も、もちろ

ん技術的にも上達し、それまでの環境から自立

することを目標としました。ほとんど新体操中

心の生活でしたが、高校生になってもまったく

環境は変わりませんでした。今までのように同

じ先生の下で同じ練習内容をこなしながら、格

別には変化のない生活を送っていたのです。好

きだった事が、大変苦痛になってきたあの時期

がスランプだったのかも知れません。その時の

唯一の楽しみが学校生活。他愛もない友達との

会話でした。今でも良い思い出として覚えてい

ます。皆といる時こそ、私の「日常生活」から

離れる事ができるとともに少しの刺激と、大き

な安 らぎを与えてくれたのです。

やがてスランプから抜け出すきっかけがあ

りました。それは高校 3年生のインターハイの

時です。この時の優勝も良い思い出の一つです

がそれよりも、開催中のバルセロナオリンピッ

クの放送をまさしくその夜に見た時の事です。

先輩の川本ゆかりさんが、大舞台で演技をして
いる画像を目のあたりにしたのでした。世界を

意識した事はなかったのに、憧れと羨ましさが

湧いてきて「出場 してみたい」という気持ちが

募 りました。この何とも言えない感情が、少し

ずつですが、自分の新体操観を変えたと思いま

す。大学で世界大会を経験し、さらにア トラン

タオリンピックに出場できるまでに上り詰めら

れたのは、後にも先にも、高校生の時のスラン

プ脱出があったからこそと思っています。

周 りの先生方や友達に迷惑をかけながら、

普通の高校生では経験できない事を、本当に良
いかたちで勉強させてもらいました。今はコー

チとして新体操に携わってますが、これからも

自分のすべての経験を生かし、コーチ業に役立

てて行こうと思います。
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県奈神 《事務局》

〒221‐ 0855横浜市神奈川区三ツ沢西町 3‐ 1

県立スポーツ会館内

TEL 045(311)8817～ 8

FAX 045(313)2669
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1沿 革

昭和 20年代

昭和 22年 (1947)、 神奈川県体育指導者連盟

として発足、昭和 24年 6月 神奈川県体育指導

者連盟を発展的に解消 し、神奈川県高等学校体

育連盟として発足。戦後の混乱した世相の中に

あっても、学校体育を志す人々の体育を思う信

念に基づき、スポーツ活動を通 じて体力、気力

に満ちた青少年の育成を念願として「生徒のた

めのスポーツ団体創設」に踏切 り、諸々の障壁

を克服 しつつ県高体連の結成を成 し遂げた。

昭和 30年代

以来、目的を達成するために種々の事業を

実施 してきたが、昭和 30年 (1955)よ り「高

体連創刊号」発刊、現在の「高体連会報」とし

て本連盟の事業の発展、選手の記録等つぶさに

見ることができる。

県高校総体総合開会式

昭和 38年 (1963)10月 19日 、県営藤沢陸上

競技場 (現県立藤沢体育センター陸上競技場 )

で第 1回県高等学校総合体育大会開会式が行わ

れた。当時の会報によると、この開会式の特色

としては、加盟校の生徒会代表 2名計約140名
が代表旗を大小ひるがえして、行進をしたこと

である。「高校生による鼓笛隊を先頭に新たに

作 られた 24専 門部旗をかざす選手団の入場行

進は、一大圧巻であったが折からの風に交えた

小雨をついて、堂々志気を挙げての開会式で

あった」と記されている。

昭和 63年 (1988)、 26回 を迎える総合開会式

では、193校、約 1万 4000人が参加、30競技

に約 4万 7000人 の選手が競技会に参加し、名

実ともに伝統ある県下最大のスポーッ行事に成

長し、また学校教育活動としても定着し、その

期待されるべ く成果をあげてきた。

昭和 40年代

昭和 43年 (1968)5月 、県高体連 20周年記

念式典を挙行。この年本連盟創設・運営にご尽

力いただいた萬代鹿三先生の高体連葬 (追悼

式)を行う。

昭和 44年 (1969)、 高校スポーツ強化指導普

及部会 (現強化普及委員会)を発足、競技力向

上を目指した委員会事業として、各大会への選

手強化、また、普及事業としてスポーツ活動に

おけるリーダーを養うことを目的とした高校ス

ポーツ強化普及振興協議会を実施、積極的な委

員会活動を展開し、現在に至っている。同じ

く、高体連の重要な諸事業の一つとして、昭和

46年 (1971)12月 に研究部会 (現調査研究委

員会)を設け、本県高校体育・スポーツの実態

の把握とその振興対策についてより向上を目指

した調査研究を組織的に進め、毎年全国大会で

発表してきた。

昭和 50年代

昭和53年 (1977)5月 、県高体連30周年記

念式典を挙行する。7月 には、「神奈川グラフ」

を発刊し、大会における本県高校スポーツの歴

史・活躍を振り返るとともに残す。

昭和 54年 (1978)よ り安全指導普及講習会

(現安全対策委員会)が発足、学校スポーツ活

動時の安全対策として水上安全講習会、赤十字

救急員資格取得講習会等の開催。指導者に対す

る運動時の安全対策の啓蒙と意識事業として毎

年実施してきた。

昭和 53年 (1977)10月 、全国高体連中央委

員会の席上、秋田県高体連より全国高校総体開

催不可能の申し出があり、全国高体連より開催

要請を受け関東 1都 7県審議の結果、関東開催

を受諾。その後、本県が主会場となり陸上競技
を始めとする 7種 目を開催することで決定。昭

和56年 (1980)8月 、「はばたけ青春 広げよ

う友情」をスローガンに全国高等学校総合体育

大会総合開会式を横浜市三ッ沢公園陸上競技場
で挙行する。全国各地より精鋭を迎え若い力と

不屈の闘志、鍛え上げられたハイレベルの競技
が展開され、本県高校スポーツの振興充実に益

するところ大であった。

昭和 60年代

昭和61年 (1985)1月 には、第20回全国高

体連研究大会が「豊かでたくましい人間性を培

うための体育・スポーッ活動を目ざして」を大

会主題として県内外より500余名の参加を得、

本県にて開催する。

昭和62年 (1986)、 加盟304校、加盟生徒約

34万人、部員数 9万 1千人、設置部数5,200部

に達し、全国的にも大規模な高体連となる。
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2 10年 の歩み

昭和 50年代に入 り、県立高校 100校計画に

より加盟校が急増 し、若い指導者の増加と同時

に生徒の部活動への積極的な動きが見 られ、各

専門部 (34)は大会運営等にうれしい悲鳴と

なった。

昭和63年 (1986)、 加盟304校、加盟生徒約35

万人、部員数 9万 5千人、設置部数5,300部 に

達 した。内訳は、全日制 254校 (33万人)、 定

時制 36校 (1万人)、 通信制 7校 (1万人)盲

聾養 7校 (500人 )である。県立高校 100校計

画も達成され部活動への積極的な動 きが見ら

れ、各専門部の規模も膨れ上が り運営に盛 り上

が りが見られた。そのような中で 5月 、県高体

連 40周 年記念式典を挙行、本連盟を支えて下

さった功労者を表彰し記念号を発刊する。

県高校総体総合開会式

昭和38年にスター トした総合開会式は、新設

校の学校創設エネルギーとして積極的な参加で

200余校、1万 5千人を超える行進参加者が一

同に会し壮大な開会式であった。また、地元TV
Kテ レビの協力で開会式の全模様を放送すると

いう企画で大いに盛 り上が りを見せた。しかし、

残念なことに昭和61年 より準備の甲斐なく荒天

により3年連続中止を余儀なくされた。

その後、参加校の減少が見え始める。そこに

は、大会の過密により開会式を待たずに敗退し

た学校内の式典に対する意義、とらえ方、ま

た、引率に関わる問題等現れ始め、まさしく30

数回を数える総合開会式のもち方の再構築を迫

られている。ここ数年課題を抱える中、日程、

内容、いろいろな形での呼びかけ等々試みては

いるものの大変革が必要のようである。

子

平成 2年度 第 28回県高校総体 開会式

(参カロ  183お交。12,5541呂 )

平成に入ると、ボウリング、ゴルフ、少林寺

拳法、ダンス、カヌーといった競技の本連盟加

盟について動きが出てきた。

平成 4年 (1992)を 契機に少子化、価値観の多

様化と言った言葉が使われ始め、指導者の高齢

化も伴い学校部活動の抱える諸問題が紛糾し始

めた。中でも長年に渡 り実施されてきた総合開

会式に対するとらえ方が多様化し、参加校の減

少が現れ始めたことも一つである。

時を同じくして、規約等検討委員会において、

近い将来生徒数の減少が見られ各事業への影響

が出てくることを予想し、財源確保から生徒加

盟金、学校負担金の値上げについて検討が始め

られた。平成 4年理事会において慎重に審議を

繰 り返してきた財源確保の為の生徒加盟金、学

校負担金値上げという議題も評議員会では見送

られる厳しい状況となった。異例の臨時評議員

会を開催成立、平成 5年度より実施する方向と

なった。

平成 5年 (1993)、 生徒加盟金、学校負担金の

値上げを手掛け、各方面に精力的に働いて下

さった野畑仁先生 (前会長)が突然体調をこわ

され闘病生活の末 12月 に逝去された。

安全対策委員会では部活動顧間を対象に実

施してきた日赤救急員資格取得講習会を主管と

する傍 ら、各競技種 目の特性 として練習時に発

生しやすい障害、またその対策も練習方法等を

各専門部毎にまとめた「安全対策マニュアル」

を作成し、加盟校、関係機関に配布した。

平成 7年 (1995)、 平成 4年のダンス部、平成

5年の少林寺拳法部に続き、カメー、なぎなた

両部が新加盟。36専 門部となった。

平成 9年 (1997)加盟 306校、加盟生徒 25万

人、部員数 7万 1千人、部設置数5,100部 に達

した。内訳は、全 日制254校 (23万 5千人)、 定

時制、通信制 45校 (1万 4千人)、 盲聾養 7校

(500人)である。部員数の減少にともない専門

部によっては20年前の規模に戻ってしまった。

部活動の存在が危ぶまれ数人で細々と活動、も

しくは、休部、廃部へと追い込まれる状況。発

表の場である競技会にも参加することができな

いといった状況が現れ始めた。このような実態

の解決策として、複数校合同チームによる大会
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参加を可能とし、各専門部では、普及を目的と

した練習会、大会運営の動きが出始めた。

3  将来に向けて

53国体「かながわ ゆめ国体」の平成 10年

開催にともない、本県競技力向上対策を目的と

した「スポーツ振興会議」が設立。同様に本連

盟強化事業に関する見直しが求められ、協会・

連盟とタイアップ、専門部強化委員を始め多 く

の先生方が競技力向上を目指 し強化事業を開

催、校務の傍ら東奔西走の日々である。

現在、強化普及・安全対策両委員会の連携に

よる競技力向上対策事業とした「医科学サポー

ト事業」が行われ選手への医科学からのアプ

ローチを実施 している。 ドクター、 PT、 ト

レーナー等の一貫したシステムにより選手を管

理・育成というまさしく今、スポーツに求めら

れている事業に取 り組んでいるところである。

また、調査研究委員会では、部活動に関する

種々の調査が継続的に行われ、部活動に対する

生徒・顧問・保護者を対象とした意識調査、部

員減少傾向に関する調査、用具・施設調査、障

害実態調査、中学校部活動指導者に対する調

査、また競技力を目指した体力測定と効果的運

動処方等々膨大であり、なおかつ実態と理想、

競技力向上と普及等、これからの問題提起とも

なりまとめなければと考える。

高体連 50年 、多 くの方々に支えられ、そし

て受け継がれ今、一方で現状のままでよいの

か、まさしく社会、学校教育の変化を無視する

ことは出来まい。また、財政の縮小にともな

い、当然の如く事業の見直しが必要となってく

る。しかし、学校教育において担っている「高

体連」という大きな役割が薄れていくことには

問題があるのでは。

発足当時の「おもい」を再度考えてみたい。

高校総体を振り返って
加 藤 貴 子

県立富岡高校卒業 (平成2年 3月 )

S63年度 関東・全国総体女子
バスケットボール大会優勝現在

シャンソン化粧品勤務アトラン

タオリンピック女子バスケット

ボール全日本代表

“全国制覇"私の中の一つの目標でした。し

かし、上位はいつも私学が独占、わが県立高校

がいかにして食い込むかをテーマに毎日練習を

積み重ねてきました。顧間の星沢先生は、常に

「 1+1=2で はなく、 3に も4に も出来るん

だ」と言われ、頭を使ったバスケットを求めて

いました。そして、いろいろな状況におかれて

もす ぐに対応・反応できるような反復練習が行

われました。一番思うことは、工夫することで

す。私はひねくれ者 ?な ので、人と同じことは

嫌いで、最初は真似から入っても自分流に変え

ていったり、いろいろと相手の状況を想定しプ

レーのバリエーションを増やしたり、チームに

おける自分の役割を把握・意識しながら、上手

になりたい一
`さ で毎 日自主練習をしてきまし

た。

そして、高校 2年の夏、神戸インターハイの

決勝戦、相手は名門校の名短附。前評判では相

手チームが優勢。しかし、一進一退のゲーム展

開、私はシュー トが決まるたび、そしてあたか

もナンバープレーと思わせるようなナイスプ

レーが続き、得点が入るたび鳥肌を立てていま

した。ディフェンスをしていても「さアーどこ

からでも向かってこい !」 と思えたのです。皆

がリラックスしてゲームを楽しんでいました。

試合終了のブザーがなり “勝ったのです"。

涙がボロボロ溢れ、「これが全国優勝 。これ

が全国制覇だ」皆で抱 き合い感激を存分に味あ

わせてもらいました。もし、テームの中の誰か

1人でも低い意識の中で練習をしていたらきっ

と頂点の座を得ることが出来なかったと思いま

すし、チームがひとつ、そして、一体となるこ

とによって、さらなる力が生まれたのだと思い

ます。高校時代の最高の思い出。今でもずっと

心の中に焼 きついています。

=最後に私がボールを投げ上げた時間を=

各種委員会の活動
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県梨山 《事務局》
〒400-0001山梨県甲府市和田町2564

県スポーツ会館内

TEL 0552(53)1846
FAX 0552(53)1823

創立年月日 :昭和 23年 3月 9日
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1沿 革

1 昭和 23年度 (創立)～昭和 62年度

国が「スポーツの振興」に積極的に取 り組み

戦後社会の建て直しを図ろうとする中で、国民

のスポーツ熱が高まり、県内においても各競技

団体や地域社会においてスポーツ大会が開催さ

れ、スポーツの急速な普及・振興の先駆けと

なった。

このためには、学校体育関係者も積極的に

参加・協力し、大きな役割を担ってきたが、学

校教育における児童生徒のスポーツ活動を組織

的に推薦する必要もあるとして、体育関係教師

が中心になり、県学務部の指導を受けながら中

等学校の生徒を対象 とする体育団体創立に向

け、関係競技団体等の調整が粘 り強く行なわれ

た。その結果、昭和 23年 (1948)3月 9日 山梨

県中等学校体育連盟 (現・山梨県高体連)が創

立された。

同年 4月 、山梨県高等学校体育連盟に改称、

加盟校 26校、加盟専門部 13部であった。

陸上競技における静岡県との交流が、第 17

回山静高校体育大会として、7種 目により身延

一中を会場に開催された。

昭和24年、第1回 山梨県高等学校総合体育大

会を男子H種日、女子9種 目で開催、男子は甲府

第一高校、女子は山梨高校が総合優勝した。

昭和 25年、表彰規定を制定し、26年 2月 24

名の優秀選手を表彰 した。

昭和 29年、柔道、剣道、弓道の格技が専門

部に加盟した。

昭和30年第23回大会を最後に、山静高校体

育大会が終了した。本連盟が主管 した初めての

関東大会となった、第7回 関東バレーボール女

子選手権大会を新設の和田町総合グランドコー

トで開催 した。

昭和 31年、第8回県高校総体に盲学校が加

盟し、柔道種目に出場 し健闘した。

昭和 32年「会報 1号・31年版」を本連盟創

刊号として、運盟の歩みと専門部の記録を内容

に発刊 した。

昭和33年、第10回県高校総体を連盟創立lo周

年記念大会として開催、功労のあった個人H氏
と23団体に表彰状及び感謝状を贈呈 した。

昭和36年、第23回 県高校総体より、スキー

とスケー トを加え、冬季大会として実施した。

昭和 37年、連盟創立以来甲府工業高校に置

いた事務所を、甲府第一高校に移転 した。

昭和 40年、調査研究委員会を設置し、連盟

として組織的研究活動を開始し、全国研究大会

で発表した。

昭和43年、創立20周年記念式典を県民会館

でおこない、122名 に感謝状を贈呈した。

昭和 44年 1月 、50年 2月 、56年 1月 に全国

高校総体冬季大会スケー ト競技会を富士急ハイ

ランド、富士スバルランドで開催 した。

昭和 45年、県高校総体開催基準要項設定、

23回大会より採点方法を現行の参加校数によ

る得点制を採用 した。

昭和50年、全国高校総体夏季大会の、バレー

ボール男子・ハンドボール・サ ッカー・ソフ ト

ボール・登山・ウェイトリフティングの各競技

を開催 した。

昭和 53年、創立30周 年式典を行い、功績が

あった35名、9校、7運動部、32団体を表彰 し

た。また、同年、県教育委員会・県競技力向上

対策本部の助成を得て、高校運動部強化指定制

度を「かいじ国体」の61年 までを3期 に分けて

導入し、高校運動部の競技力向上を図った。

尚、この制度は62年以降も上記の目的に加え

特色ある学校づ くり推進のために継続され、本

県高校運動部の活性化に大きく貢献 している。

昭和 55年、定時制通信制高校が高体連に専

門部として位置づけられた。

昭和56年、全国高校総体夏季大会の、剣道・

ボクシングの 2種 目を開催 した。

昭和58年、レスリング。なぎなた・ヨット・

ホッケーが加盟し、32専 門部となる。また、1

年生大会の開催が決定された。

昭和 59年、新設校の自根高校・甲府昭和高

校が加盟した。 (加盟校 47校 )

昭和61年、第41回 国体「かいじ国体」冬季・

夏季・秋季大会が開催され、本県は史上最高得

点で天皇杯を獲得、皇后杯でも優勝 した。

この大会において、高体連が取 り組んだ少

年の選手強化が優勝に大きく貢献した。

昭和63年、創立40周 年記念式を行い、功績

のあった67名 、17校、H運動部、6団体に表

彰状及び感謝状を贈呈 した。

同年3月 、連盟事務所を山梨県スポーツ会館

内に移転 した。
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2 10年 の歩み

1 昭和 63年度～平成 9年度

・昭和 63年度、「かいじ国体」少年の部で活躍

した銃剣道部が専門部として全国で初めて加盟

承認された。

同年開催の第40回県高校総体を創立40周 年

記念大会として、主会場を初めて小瀬スポーツ

公園に移し開催、優勝者に記念メダルを贈呈。

この年、韓国のソウルで開催されたオリン

ピック大会に、中込恵子選手 (甲府一高・3年 )

がアーチェリー競技、滝川一夫 (北冨士工・教

諭)が 自転車競技に日本代表として出場、連盟

として激励会を開催。

剣道、ハンドボール、女子バレーボール、庭

球の各種目関東大会開催。

・平成元年度、前年度第6回理事会で了承され

た会費が、従来の3∞円から2Clll円増額され5tlll

円となる。

平成8年度に開催が予定されている全国高校

総体夏季大会準備のため、全国総体開催準備委

員会 (専 門委員長)が設置された。

同年 9月 、平成 2年～4年度の強化指定運動

部の原案を審議 し、142部 を内定。

サッカー、バ ドミントン、相撲、体操、新体

操、駅伝の各種 目関東大会開催。

・平成 2年、県立ろう学校の連盟加盟を協議

2年度全国高校総体スケー ト競技会、山梨県

実行委員会設立、同大会が 3年 1月 、富士吉田

市 。河口湖町 。長野県南牧村を会場に、スピー

ド・アイスホツケー・フイギユア競技を開催、

この大会に、30都道府県・236校・1592名 の選

手・役員が参加 した。

「第 11回 アジア競技大会」が北京で開催され

体操の小澤梨恵 (甲府西高)と 水泳の中込恵美

子 (東海甲府高)が出場 した。

空手道、柔道、陸上競技の各種目関東大会開催。

・平成 3年度、県立ろう学校正式加盟

同年の石和高等学校ライフル射撃部は、関

東大会、全国大会ともに団体優勝を果たした。

平成8年度全国高校総体の開催に向け、県当

局、県教委、県議会の力強い理解のもと、準備

推進体制が大きく前進し、平成8年度全国高校

総合体育大会夏季大会の開催申請書を全国高体

連に提出。

ボクシング、女子バスケツトボール、アー

チェリーの各種目関東大会開催。

・平成 4年度、生徒減と平成 8年全国総体準備

のため、次年度より会費を200円増額すること

について審議承認。

高校運動部指定強化 (平成 5～ 7)について選

定作業実施し、136部 を内定した。

平成8年度全国高校総合体育大会夏季大会の本

県開催が全国高体連秋季理事会で正式に決定さ

れた。

男子バレーボール、レスリング、ソフトボー

ルの各種目関東大会開催。

・平成 5年度、平成 6年度以降も県高校総体の

主会場を小瀬スポーツ公園とすることを決定。

平成 8年度全国高校総体準備委員会設立 (6

月22日 )さ れた。

平成 8年度全国総体競技力向上対策委員会

(6月 29日 設置)について、組織及び規約が承

認された。

全国高体連理事会において、会場市町村が

承認された。

高体連会費が本年度より生徒一人700円徴収

開始。

自転車、弓道、卓球、ソフ トテニス、ホッケー

の各種目関東大会開催。

・平成 6年度、平成 8年度全国高校総体に向け

て県高校推進委員会を設立 (6月 5日 )し、大

会運営を側面から支えるため、県下高校を6地

区に分け、地区推進委員会による「高校生一人

一役」運動など活動がスター トした。また、推

進委員会の代表生徒が富山総体視察。

平成8年度総体特別強化事業による重点強化運

動部制度を導入、28種日、26校、49運動部を

指定し、関東大会、全国総体、国民体育大会等

で好成績を修めるための競技力向上特別強化を

開始。

全国高体連理事会において、8年 度全国総体

大会スローガン「かけぬけろ夏 風をきれ山梨

で」と、シンボルマークが承認された。

・平成 7年度、平成 8年度から3ケ 年の高校運

動部強化指定について、46校、37種 日、136部

(男女 34部、男子・60部、女子・42部 )の指定

を内定した。

平成 8年度全国総体県準備委員会を改組し、

県実行委員会を設立した。全国総体推進室員が

増員され、専任職員が延べ 23名 。

バスケットボール男子、ハ ンドボール、相
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撲、ウエイ トリフティング、フェンシング、テ

ニスの各種 目関東大会開催。
。平成 8年度

平成8年度全国高等学校総合体育大会夏季大

会を「かけぬけろ夏 風をきれ山梨で」のス

ローガンのもと、8月 1日 から24ま で、県下24

市町村で開催 した。

開催 した種目は、27種 日、山梨県からは役員

10名 、監督 167名 、選手 756名、総勢 933名が

出場 した。

成績は、ウエイ トリフティングの日川高校団

体等、6種 目の優勝を含む89種 目に入賞した。

アーチェリー、バレーボール女子、剣道の各

種 目関東大会開催。

・平成 9年度

研究部に強化対策、運動部活動推進、障害防

止対策の各委員会を設置した。

創立50周年記念事業準備委員会 (5月 20日 )、

同実行委員会 (10年 1月 14日 )を設置し、平

成 10年 2月 21日 、記念式典及び祝賀会をアピ

オに於て開催した。

記念式典に於て、153名 、31校、26運動部が

表彰され、23の 団体等に感謝状が贈呈された。

式典参加者は363名 。

サッカー、体操・新体操、なぎなたの各種目

関東大会開催。

3 将来にむけて

50年 を振 り返ると、本連盟に関わられた先

人達のご苦労により、スポーツの世界への貢献

はもとより、高校教育に果した役割は誠に大き

く、昭和61年「第41かいじ国体」、平成8年「全

国高校総体夏季大会」が大きな成果をあげ、成

功裡に終了したのも、高体連が長年貯えた力を

結集した賜でもあった。

さて、高校生を取 り巻 く環境は、高齢化、少

子化に加え、多 くの情報の渦中にあり、健全な

人格形成に向け、学校教育だけでなく全ての教

育環境の整備が必要な時期である。

そのような中で、高等学校運動部活動の健

全な発展のため、各専門部では常に先端的指導

法の研修を進め、生徒が進んで部活動に取 り組

み知的行動力と幅広い人間性の育成が期待でき

る運動部活動の推進に向け、学校体育団体はそ

の使命をはたさなければならない。

世界大会を経験して

甲府商業高校バレーボール部

内藤 香菜子

第 5回バレーボール女子ユース

世界選手権大会出場

4月 に、タイで行なわれたアジアユース大会

そこで優勝 し、世界大会の出場権を手にいれ

た。今回の遠征、大会は、世界選手権 とイン

ターハイが同時期に開催されるというアクシデ

ントがおこり、アジア大会の時と違ったメン

バーでスター トした。

私もチームのみんなとインターハイに出場

したいという気持が強かったが、周 りの多 くの

人達やチームのみんなが応援 してくれたので、

世界大会で頑張ってこようと決めました。

けれど、初めて顔を合わせるメンバーもい

てこれからの長い遠征を前に、少 しの不安も

あった。しかし、初めてのヨーロッパヘの期待

も大きく日本を出発 した。

7月 11日 、ロンドン要1着。ここでは、ワール

ドユース大会へ出場 したり、市街の見学をした

りと有意義に過ごした。次に、ギリシャヘ入っ

た。ここでは、世界大会へ向けての厳しい練習

となった。そして、7月 30日 、世界大会が開催

されるタイヘ入った。第 1戦、第2戦 と、完成

されたチームとの差は隠せず、惜 しくも敗退し

た。予選落ちが決定 した中で迎 えた最後の

キューバ戦。皆で、絶対勝とうと、心に決めて

試合に臨んだ。会場での日本への声援はいつに

も増 して大きく、私達は会場 と一体になった。

そして、セットカウント3-1で快勝した。今

までで一番大きな感動を味わった。

今回は、良い結果を出すことができなかっ

たが、世界のいろいろな国を見せていただき、

多 くの人と接 し、ふれあうことができた。ま

た、慣れない土地での練習は、辛 く、厳しく、多忙

なスケジュールを消化 していく中での試合、時

差との戦い、そして自分との戦い等、これらの体

験をとおして、多 くを学ぶことができた。

最後に、このような機会を与えてくださっ

た方々、1年近 く応援 し、支えてくれた人達に

感謝したい。
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県潟新 《事務局》

〒951-8127新潟県新潟市関屋下川原町 2-635

県立新潟高校内

TEL 025(266)2658
FAX 025(266)2658

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日

新潟県高祷学校体賓建盟

加盟校数
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山中 直樹

成田 守

8月 、全国高校総体開催

(レ ス リ ン グ・サ ッ

カー・庭球)

2月 、全国高校総体スキー大会開催

2月 、全国高校総体スキー大会開催

県高体連創立50周 年記

念総合体育大会開催

1月、全国高体連研究大会開催
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1沿 革

新潟県高等学校体育連盟の前身というべきもの

がすでにあった。県中等学校体育連盟がそれであ

り、当時その会長には県の学務部長があたり、事

務局も学務部にありその仕事をしていた。しか

し、軍政部の指示により、県庁から離れ自主的運

営を行うことになり、組織を改め新しい気持ちで

再出発することになったのがその始まりである。

当時の儀幸次郎新潟高校長が会長に選ばれ、事務

局も学校に移し、県庁より小笠原犀氏を迎えて新

潟県高等学校体育連盟の礎が出来上がり、昭和23

年4月 1日 にその第1歩が踏み出された。9月 に

は、4専 門部が県高校体育大会を開催している。食

糧事情も極めて悪く、運動用品の入手も困難な時

代であったが、熱気溢れる競技が繰り広げられ、

以来本県スポーツの強力な推進力となっている。

昭和24年、初の全国大会優勝者が誕生した。陸上

100m長岡高校の石田英郎選手。県下の高校生に

とって忘れ難い出来事である。同年、外川右兵衛

氏が事務局長に就任する。昭和29年 4月 4日 、新

潟高校に火災。ようやく整備されつつあった高体

連の資料は焼失。同年2代会長として、新潟商業

高校太田浩校長が就任、事務局も同校へ移転。事

務局長として近藤lll氏が就任。昭和30年、火災で

の苦い経験を生かし、資料・記録を一本にまとめ

るべく「高体連年報」が発刊された。県内体育関

係者にとって、貴重な資料となっている。同年8

月全国高校体操競技大会を新潟市で開催。昭和32

年9月 、県高体連創立lo周年記念総合体育大会を

開催。昭和33年、全国高校バ ドミントン大会を新

潟市で、全国高校スキー大会 (昭和34年 2月 )を

新井市で開催。昭和34年 、北信越高体連の規約が

制定され、この規約によって北信越体育大会が正

式に発足する。昭和35年 8月 、全国高校レスリン

グ大会が新潟明訓高校を会場として開催。新潟商

業が優勝、新潟明訓|が 2位 となる。昭和36年、全

日本高校軟式庭球大会が新潟市で、全国高校ス

キー大会 (昭和37年 2月 )を小千谷市で開催。昭

和38年、3代会長に阿部藤策新潟高校長が就任。

事務局も新潟高校へ移転。高体連の加盟校数 91

校、会員数8万余を数えるにいたり、力強い組織

に発展し、いよいよ第1回 の全国高校総体を迎え

ることになった。陸上競技を新潟市、バスケット

ボールを三条市、自転車競技は弥彦村、ボクシン

グを新津市、漕艇・ヨットは両津市で、計6種 日、

全国各地から計6千名の選手が集い、第 1回全国

高校総体を開催。総合開会式は全国高校総体の前

途の発展を語るかのような素晴らしいものであっ

た。多種目同一県内開催の是非、国体の「リハーサ

ル」、それぞれの立場からの意見や批判、議論百出

する中での開幕であったが幾多の成果と限りない

感激を残して終了。

昭和38年度 第1回全国高等学校総合体育大会

昭和39年 、4代会長に丸亀金作新潟高校長が就

任。この年は新潟国体の開催。開催地の天皇杯・

皇后杯の獲得の火付け役となる。そして、6月 の

新潟地震。全国各地からの激励や支援によって高

体連も徐々に危機から立ち直ってきた。昭和 41

年、5代会長に小野塚忠義新潟高校長が就任され

たが、同年H月 に県教育長に栄転され、6代会長

として、渡辺芳雄新潟高校長が就任した。昭和42

年、4代事務局長に山田文威氏就任。同年、全国

高校総体4種目開催。体操を新潟市、剣道は三条

市、ホッケーは巻町、スキーは高田市・妙高高原

町で開催され、大成功を収めた。スキーでは高田

北辰、バ ドミントンは新潟青陵、同年の埼玉国体

では新潟工業がラグビーで優勝した。なお、県高

校総体は秋季行事としてきたが、本年より6月 に

実施し、県高等学校総合体育大会兼全国高等学校

総合体育大会県予選会となり、秋季の県総体はな

くなった。昭和45年、7代会長に菅原久夫新潟高

校長が就任。本年度より参加料を徴収。県高校総

体参加選手 1人 90円。昭和46年、よりよい高体

連を目指し、特別委員会を設置。分担金、参加料、

学校体育と社会体育との関係、運動部活動の新し

い方向づけ等種々協議を重ねた年と記録にある。

昭和 47年、全国高校総体参加者に県から補助金

が支給される。選手派遣費の片道学割運賃。昭和

48年、8代会長に高柳顕之新潟高校長が就任。全

国高校総体スキー大会で六日町が女子総合優勝。

昭和 49年、全国高校総体参加者に県から片道急

行料が支給される。昭和50年、9代会長に塩崎巳

太郎新潟高校長が就任。昭和51年、全国高校総体

を3種 目開催。サッカー・レスリングを新潟市、

庭球を柿崎町で開催した。雨天続きで庭球の大会

運営に苦慮した。昭和52年、県高体連創立30周

年の年である。本県高体連はこれを記念として、

県下加盟校に「プロンズトロフィー」を寄贈し

新潟県選手団の入場 開会式全景
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た。10代会長に藤田久喜新潟高校長が就任。昭

和53年、H代会長に本間忍新潟南高校長が就任。

県高体連創立30周年を記念して、「高体連年報」

を30周 年記念特集号として発刊。昭和55年 2月 、

全国高校総体スキー大会を妙高高原町で開催。

土石流災害で甚大な被害を受けたが、町を挙げ

ての協力で成功裡に終了。昭和 55年、5代事務

局長に田中栄三郎氏就任。昭和58年、12代会長

に鈴木昭二新潟高校長が就任。本連盟が関係す

る諸大会のバイブルというべき「新潟県高等学

校体育連盟関係大会開催基準要綱集」の作成に

取 り掛かる。昭和61年、「同基準要綱集」が完成。

加盟校等へ配布。今後の県高体連のあるべき姿

が明確に指し示された。昭和62年、13代会長に

宮地正樹新潟高校長が就任。全国高校総体第39

回全国高校スキー大会の準備にかかる。(全国高

体連 40年史より抜粋)

2 10年の歩み

昭和 63年、6代事務局長に小泉正氏就任。平

成元年、「魚沼に 輝く連山 光る君」を大会ス

ローガンに開催された「第39回全国高等学校ス

キー大会」は、新潟県当局をはじめ、関係諸機

関・団体のご指導、ご援助のもと素晴らしい大

会となり、県選手団の成績も大会始まって以来

の好成績を残した。

第39回全国高等学校スキー大会開会式

平成2年 、14代会長に滝沢強一新潟高校長が就

任。少林寺拳法部が加盟となり、専門部数は29と

なる。また、なぎなたについては、準加盟として大

会を共催することになる。この年は第46回冬季国

体スキー競技会が本県で開催され高校生と本連

盟諸先輩の大活躍により、男女総合優勝の天皇杯

を獲得する快挙を成し遂げる。平成3年、冬季イ

ンターハイのスキー大会で県勢として久しぶり

に新井高校が女子の部で総合優勝を果たす。滝

沢会長は、「本連盟は、県スポーツ界の牽引車と

して大きな貢献を果たしてきた。また、明るく

豊かで、創造性のある高校生の育成のため、ス

ポーツ活動の果たす役割について県民の期待は

大きい。そして"強い新潟"を 目指し、本連盟

の一層の競技力向上を図ることは、県民に明る

い話題を提供するとともに高校生に夢と希望を

与え、活力に満ちた高校生活を実現するための

課題でもあり、そのために、各校、各専門部の

先生方に創意工夫と一層のご努力を願う。」と年

報の挨拶に書かれ、高体連活動の基本を見失わ

ないようお願いした年である。平成4年、9月 か

ら導入された月1回学校週5日 制は学校現場はも

とよりあらゆる分野に様々な影響をもたらした。

県高体連としても、今後の部活動の在 り方、大

会実施、指導体制等、派生する多くの課題を抱

えることが予想され、頭の痛い思いがすると小

泉事務局長は述べられている。全国高校総体で

は、ボクシングの仁多見史隆君 (興農館)が高

校三冠。スキーでは、3名が優勝。平成 5年、7

代事務局長に山中直樹氏が就任。全国高体連研

究大会 (福 岡)に万歳憲重先生 (当時高志高校

教諭)が新潟商業高校勤務時の剣道部顧間の経

験から「名門復活をめざして」という表題で実

践発表をする。平成6年、全国高校総体に、学校

教育法の 1条校以外の学校の生徒の参加が認め

られ、本県でも3校が8種 目に全国高校総体県予

選会に参加する。陸上競技で渡部信人君 (津川)

が110m Hで全国高校総体と国体で優勝。スキー

のインターハイでは、六日町が女子総合優勝を

果たす。平成7年、今年度より分担金・参加料と

も値上げをし、分担金 1名 350円 、参加料は春・

秋季地区大会、県総体とも1名 450円 を徴収す

る。学校に隔週5日 制が導入された年でもある。

3月 に滝沢会長が退任。その挨拶の中に「高体連

の本来の目的は、心身ともに健全な高等学校生

徒の育成を十分に踏まえ、生徒に『成就感と感

動』を、見る者に『夢と希望』を与えられる素

晴らしい指導」を引き続きお願いされている。平

成8年、15代会長に佐藤義雄新潟高校長が就任。

水泳競技の中村真衣選手 (帝京長岡)がアトラ

ンタオリンピックに出場し、100m背泳ぎで4位

に入賞する。よりよい運動部活動を目指し、県

教育委員会が運動部活動検討委員会を設置する。

平成9年、8代事務局長に成田守氏が就任。県高

体連創立50周年の年であり、県高校総体を創立

50周 年記念大会として開催する。また、これま

でご支援、ご協力をいただいた関係団体に感謝

状を贈呈する。平成 10年 度に開催される第33回

全国高体連研究大会に向けて諸準備に入る。今

後の県高体連の諸事業に全国高体連をはじめ、

各都道府県高体連の皆様のご協力、ご指導をお
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願いし、新潟県高等学校体育連盟の「10年の歩

み」とし、また、50年の沿革概要とする。

3  将来に向けて

新潟県高体連マーク′ はNo Ko T.R(新
潟県高等学校体育連盟のローマ字の頭文字)を

図案化 し組み合わせたものと同時に、ひらがな

で「たいいく」の頭文字「た」を意味し、且つ

人体が躍動 している感 じを表象 したものであ

る。高等学校の体育並びにスポーツの健全な発

展を使命とする県高体連はこのア のもと、今

日まで50年間、幾多の困難な条件を克服して、

その時々の各方面の多 くの関係者のご尽力、ご

協力を得て時代に即応 しながら着実に歩み続

け、また、多数の優れた実績を挙げて今日の隆

盛発展を教ることができたわけであるが、近年

の急激な生徒数の減少やそれに伴う教員数の減

少、指導者の高齢化、また生徒の価値観の多様

化等は指導者や部員不足を招き運動部活動に大

きな影響を与えている。このことから今後、県

高体連が抱える課題をあげるとしたら、

(1)生徒数の減少に伴う運営費の確保。(2)生徒

の価値観の多様化による運動部離れの対策。(3)

部活動指導者の高齢化と後進の指導者育成問題。

(4)少子化に伴う採用教員数の減少による競技役

員不足からくる大会運営対策。(5)完全学校週5

日制の導入に伴うこれからの運動部活動の在 り

方について。(6)学校の運動部活動と競技団体の

各種大会やスポーックラブとの関わりについて。

(7)競技力向上を目指した組織づくりと未普及種

目を充実させる方策の検討。

などが考えられる。このような課題を関係者や

関係機関等と緊密な連携をとり、ご支援 。ご指

導を賜り、将来を見据えた県高体連を考え、そ

の解決に向けて鋭意努力するとともに、今後一

層積極的な取 り組みを展開していくことが必要

であると考えられる。

4 おわ りに

一日に50年 というが、ひとつの組織にとって

は、去る人あり、来る人あり、数え切れない数多

くの感動があり、壮大なドラマを観る思いがす

る。この間、ご逝去された方々のご冥福をお祈り

し、全県生徒を対象とする体育・スポーッ活動の

活発化と明朗旺盛な気力など精神面の育成を期

待し、今後の発展を誓いたい。なお、紙面の都合

で立派な成績を収めながら記載し得なかった

方々・学校に対してお詫びして終わりとしたい。

競技生活を通じて
中 村 真 衣

中央大学 (帝京長岡高校出身)

平成8年 アトランタ五輪

lllllm背 泳ぎ 4位入賞

平成9年 バンパシフィック

1∞ m・ 200m背泳ぎ優勝

平成 10年 世界水泳選手権

1∞m背泳ぎ 銀メダル

21Xlm背泳ぎ 銅メダル

私は4歳の頃から水泳を習い始め、もう15年

にもなる。水泳中心の生活であったといえる

が、この水泳経験の中で、実に多くの貴重な、

また素晴らしい体験をすることができた。

この1月 の世界選手権では、世界の トップに

立つことはできなかったが、リレーを合わせて

3種 目でメダルを獲得して表彰台に立つことが

できた。努力の結果として今回の成績には満足

しているが、まだまだ上を目指していきたいと

思っている。今回このような成績が残せたのは

アトランタオリンピックの時の経験が生かせた

からだと思う。アトランタの時の調整ミスの反

省を生かすことができたし、竹村コーチと合宿

から大会まで一緒に過ごすことができたことが

良かったと思う。中学3年 の時に初めて世界選

手権に出場してから何度も国際大会の舞台を経

験してきたことが精神的な余裕につながってい

たと思う。

ついこの前まで全世界が注目した長野オリ
ンピックでも見られたが、プレッシャーに負け

てしまったり、逆に克服して勝者になったりと

様々な場面が見られた。それはオリンピックに
いる「魔物」のせいなのだろうか。そんなもの

は外側の人々が好んで使う形容詞であって、す
べては自分が作り出したものでしかないのだ。

経験した者として、このプレッシャーをどう克

服するかということが、競技生活を続けていく
上で永遠のテーマであると思う。その意味で今

回の世界選手権では自分なりにうまく自分の精

神状態をコントロールできたし、調整も完全で

はないが良かったといえる。

あと何年水泳を続けていくかわからないが、

とりあえず目の前の大会に向かって一歩ずつあ

せらずに努力 していきたい。
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｛昌 県山 《事務局》

〒 930‐ lX197富山県富山市芝園町 3丁 目 1-26
県立富山中部高校内

TEL 0764(42)0721
FAX 0764(42)0721

創立年月日 :昭和 23年 6月 20日
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2国総体冬季スキー競技会開催

高校スポーツ記録創刊

ボクシング専門部発足日中友好

親善高校スポーツ交流、女子日韓

交流高校ホッケー国際親善試合

日中友好親善高校ス

ポーツ交流 (遼寧省)

平成6年 度全国総体富|

山県誘致委員会設立

全国総体本県開催内定

富山県準備委員会設立

全国総体本県開催承認

全国総体開催(夏季、冬季大会)器競技

"周
年記念事業実施
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1沿 革

昭和21年 12月 に本連盟の母体 となる中学校

体育連盟が結成された。翌 22年の学制改革で

中学校が高等学校 と改称されたため、昭和 23

年6月 に体育主任会議で中学校体育連盟を発展

的解消させ、新 しく会則、役員、競技専門部な

ど重要事項を審議決定し正式に富山県高等学校

体育連盟が発足 した。

昭和28年 12月 5日 に高体連表彰規定を定め、

全国大会の上位入賞者には特別高体連賞、各学

校における部活動に尽 くした生徒には高体連賞

を与える。さらに、従来全国高校総体県予選会

の期 日がまちまちであったものを集約統一し、

昭和 48年 6月 1日 に実施した。

以後、富山県高等学校総合体育大会と呼称

することになり各学校においては全生徒が高校

総体を応援見学することができるようになっ

た。

昭和 51年 4月 に年々増加 しつつあるスポー

ツによる事故を防止すべ く、事故発生時の傷害

見舞金制度を制定した。

競技力 という点から、本県高体連の歴史を

全国大会 (全国総体、国体)の上位入賞 (1～

3位 )を 多 くだしている競技、チームで見ると、

昭和 33年 の富山国体が大きな契機となってい

る。

石動高校女子ホッケー部は、同年に創部さ

れ翌年には、全国総体で3位、36年 には全国制

覇を成 し遂げた。国体でも昭和 35～ 37年 と3

年連続優勝の偉業を達成した。また昭和 36年
と51年 には、全国総体ホッケー競技を開催 し、

地域 (小矢部市)に根づいた競技 として定着 し

ていった。現在も上位入賞を続け、世界大会へ

も選手を派遣している。

ハ ンドボールについても昭和 32年 の全 日本

総合、33年の国体、36年の全国総体と大きな

大会が氷見市を中心に行われ、競技力の向上、

技術のレベルアップ、後継者の養成に大きな力
となった。昭和 33年には、氷見高校は全国総

体で3位、国体で優勝する。OBの 中には、世

界選手権大会やソウルオリンピックに出場する

選手も出てお り、その名が全国的に知られるよ

うになった。

地域に根づき全国的に大活躍 している競技

には人尾高校の漕艇部がある。富山国体には間

に合わなかったものの、校風の刷新の一助とし

て漕艇部が提案され、昭和44年 に創部された。

監督が運転するマイクロバスで、学校か ら

10kmも 離れた練習場のダム湖まで通い練習が

繰 り返された。昭和52年 の全国総体で3位 に入

賞して以来、毎年のように上位入賞を続け、昭

和 57年からは国体で連続 8連勝の偉業を成 し

遂げた。昭和 59年 には富山市内の大手コン

ピューター企業が実業団チームを創 り、選手に

一層の励みになっている。

バ トミントン競技においては、男子では富

山商業対高岡商業、女子では藤園女子対高岡女

子と県の「東と西」の競い合いにより競技 レベ

ルを高めていった。昭和 39年富山商業が全国

総体で団体優勝。40年 には推薦出場の富山商

業と高岡商業が共に全国大会に出場 した。両校

とも勝ち進み決勝戦で宿命の対決となった。団

体戦だけでなく、個人戦においても決勝戦まで

進んだ。結果は富山商業が2年連続団体優勝を

遂げ、ダブルスにおいても優勝を果たした。43

年には高岡商業が奮起 し、団体戦で悲願の優

勝を果たした。一方女子でも高岡女子が昭和

35年 に全国総体の個人戦ダブルスで優勝、シ

ングルスでも2位 となり、同年の国体では優勝

を飾った。昭和 50年第二期黄金期を迎え、総

体、選抜、国体に上位入賞が続 く。昭和 42年
には郷土の選手を中心にした男子の実業団高岡

市役所チームが、続いて昭和 59年には女子の

三協アルミが結成され、日本 リーグで活躍する

ことになり現役選手の良い目標になっている。

OBや OGに は、世界選手権へ出場や監督とし

て活躍 している者も多い。

水泳については、戦後の県内高校にはプー

ルの新設は皆無、既存のものは漏水や老朽化で

閉鎖されるプールが多 く出た。そのため練習す

る場所もなく、部の登録が減 り部員の登録総数

も100名 を割る状態が続いた。その中で民間の

クラブや社会体育のプールで育てられた生徒の

活躍が 目立っている。昭和 47年 にはオリン

ピック選手、昭和62年のアジア大会での優勝、

昭和 63年には日本記録の樹立者が出るなど競

技人口の割には上級の選手が育成されてきた。

レスリング競技での普及は終戦間もない頃

より日本を代表する一流選手の招待や親善試

合、大学の合宿等を積極的に設けることによっ

てその基礎をつ くった。指導を受けた滑川高校
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OB達が大学を卒業し教員となり高岡商業、小  年後に迫った全国総体富山大会運営の貴重な体

杉高校等に部を創っていった。洗練された練習 験となった。

法、工夫されたトレーニング法により昭和 31

年には滑川高校が全国総体で団体2位 に入賞し 2 10年 の歩み

た。その中からローマ、東京、メキシコオリン

ピック等で入賞するものが出るなど、水泳同様  昭和 63年からの 10年 間の活動の中心は、

少ない競技人口の割りには多くの全国大会での 平成6年 に本県で開催された全国高校総体に向

活躍がきわだつている。           けてのものであった。

以上が特色ある専門部の戦績であるが、他

の競技や各学校においても全国大会出場、そし

てその上位入賞を目指してたゆまぬ努力をして

きた。

昭和 53年 に21世紀への挑戦として「日本一

のスポーツ県」をめざす県総合計画が提起され

高体連の活動にも大きな刺激を与えた。強化費

でみると、53年の140万 、58年の430万、63年

の850万 と飛躍的に増加している。総事業費も

53年の 1,100万 円から63年には3,700万 円

に拡大している。各専門部の遠征試合、合宿な

ど競技力向上に活用された。特に平成 2年に

は、ほぼ全高校に第2体育館が建設され、冬季

や雨天時の活動の場が確保された。また トレー

ニング器具の充実、トレーニング専用室を持つ

学校が増え、基礎体力の向上や科学的 トレーニ

ングが定着した。また視聴覚機器特にビデオに

よる技術分析や指導もしだいに日常化してきて

いる。

昭和 58年 には懸案の「富山県高校スポーツ

記録」が創刊された。1年 間の血と汗の結晶、青

春の熱闘譜として、また後に続 く者にとっては

挑戦すべき目標 となっている。5号からは、カ

ラー写真も加わリページ数も150～ 320ページ

と大幅に増えた。発行部数は51Xl冊から1,700

冊に増え、多 くの生徒や父兄にも行き渡るよう

になった。

現在の高校生活の中では、限られた時間内

でのより効果的な活動が求められているが、そ

のためには施設の一層の充実や良き指導者の存

在が不可欠である。しかし、直接指導にあたっ

ている顧間の高齢化が目立ち、また若い先生の

部活動離れや、運動嫌いなど問題も多い。今後

有能な指導者の出現を期待したい。

本県高体連は、昭和 56年豪雪の中、全国総

体スキー競技を無事成し遂げた。また 60年の

石川で開かれた全国総体へ各専門部から積極的

に運営役員、審判員を派遣したことにより、9

昭和63年 に「平6総体」に向け、専任2名 (理

事長兼務)で準備業務を具体的に始動し、同6

月30日 には「平6全国総体富山県誘致委員会」

が設立され、翌年の平成元年には富山県開催が

正式に内定した。平成2年 6月 に「富山県準備

委員会」が設立され、大会開催基本方針を策定

した。また、第1回常任委員会では、実施種目

や会場地選定基本方針等も決議され、平成3年

5月 の全国高体連理事会において本県開催が正

式に承認された。またこの年、空手道とアー

チェリーの2専 門部が加盟し、30専 門部とな

り、「平6総体」本県開催28専門部が勢ぞろい

した。

平成4年 には、それまでの準備委員会も実行

委員会へと改組され、スローガン、シンボル

マーク等も決定し、高等学校推進委員会も設立

された。

平成5年 には、北信越高校体育大会に「平 6

総体」運営の体勢で臨み、本県で18競技開催

し役員及び審判員の養成や運営面での万全をは

かった。また、各専門部では会場地市町村の実

行委員会へ専門委員を週3日 派遣し、十分連携

をとりながら具体的諸準備の取組みをする。

総合開会式についても、県を始めとする多

くの関係者の献身的な努力により着々と準備が

進められた。一方、大会を側面から支援する高

校生の「一人一役運動」も生徒一人一人がその

意義を十分理解して、各分野で地道な活動が展

開された。

選手強化の面では「富山県選手強化計画」の

第二期 (育成期)で、平成3年 より高校生対象

事業の合宿、遠征、優秀チーム招聘事業が大幅

に実施された。平成4年 より「強化指定運動部」

事業が推進され、平成5年 には指定運動部56部

から102部へ増加された。選手強化策の推進に

よって、本大会での成果が期待された。

平成 6年「立山に えがけ大きく 君の青

春」のスローガンのもとに開催された全国高等

― H2-



学校総合体育大会は、深い感動と多 くの成果を

残し成功裡に終了した。総合開会式でのすばら

しい集団演技、補助役員として大会を支えた全

県下の高校生、同じく丹誠を込めて咲かせ各会

場 |を 飾った花々など、「一人一役」の言葉が

見事に実を結んだ。本県選手団もまた28競技

に258名 が出場 し、9種 目の優勝を含め60種 目

に入賞を果たすなど、本連盟発足以来最高の成

績を収めた。

3  将来に向けて

全国高校総体富山大会で得た数々の教訓|と

体験を生かし、「2000年富山国体」に向けて優

秀選手の育成に努めると共にこれからの高校生

の体育スポーツの振興に努力 し、21世紀に向

けてさらなる高体連の発展に努力する。

インタ―ハイの思い出
佐々木 麗奈

出身校 龍谷富山高等学校

成 績

全国高校総体陸上競技 :41Xl m・

8∞ m優勝、

日本Jr選手権800m優勝、

国民体育大会佃 mH・ 8∞m優勝

今年度、京都で行われたインターハイは私

にとって、高校生最後の大会であり思い入れの

ある大切な大会だった。

前年の山梨インターハイではまったく成果を

出せず、トップテンの中に入りながらも決勝に

進出できなかった。今まで何のために辛い練習

を続けたのか分からなくなり、ふがいなさ、悔

しさ、情けなさ、屈辱感が私の心を重く沈めた。

学校へ帰っても気力がわかず、練習にすら

出なくなった。心は、陸上競技から離れたいと

思うことで一杯だった。まわりを見る余裕も無

く、一人で自分の殻に閉じこもり自分はもう走
らないと思った。心配したチームメイトが、

「顧間の井上先生『お前たちの負けは先生自身
の負けだ。』といって辛そうだったよ。」と話し
てくれた。私はその言葉を聞いて自分の甘さ、

身勝手さに初めて気づいた。「自分一人が苦し
んでいるのではないチームメイトや先生も私と

同じように苦しんでいるのだ。自分は一人では

なく、まわりのみんなに支えられていたんだ。」
そして、この思いが「また走ろう。」「走りた
い。」「今度こそ頂点に立ちたい。」という気力
となって私に新しい力をくれた。部訓の「感
謝・感激」という言葉が、「自分は一人ではな
いチームメイトのみんなに支えられて走ってい

るんだ。走らせてもらっているんだ。それに感
謝し、それを良い結果にして感激に変えよう」
と決意させた。「インターハイの借りは、イン

ターハイで返せ」という叱咤激励に、京都大会
を目指して毎日毎日走った。

大会では、心が妙に落ち着いていた。焦りも
力みもなかった。400mと 800mの 二種目で、ベ

ストを尽くそう。私の心は、支えられている感
謝と出場できた感激で満たされていた。勝っ
た。二冠を達成した。多くの人達の支えのおか

げで、私は、3年 目の夏を熱く終えた。

10年間の全国大会での入賞種目及び入賞者数

年
度

全国総体 国 体 選抜・ジュニア

賞

目

入
種

延

人数

賞

目

入
種

延
人数

賞

目
入
種

延

人数

9

1 57 44

" "
75 %

" "
4 _2o

"
5 賀

" "6 冽

"
44 1"

7

"
η

“

92

″ η 84

器 8

“

桜井高校男女チーム

優勝杯を手にアベック優勝を喜ぶ
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県石 《事務局》

〒920‐0818石川県金沢市大樋町16番 1号

県立金沢桜丘高校内

TEL 076(252)4273
FAX 076(252)4273

創立年月日 :昭和 23年 5月 14日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数  男

女

合

69をた

35専 門部

1,159書椰

子 10,016名

子  6,852名

計 16,868名

県高体連発足

北陸地区高体連結成

東西対抗陸上競技大会

開催

全国高校陸上選手権大会

県定通体育大会開催

|バ ドミントン全日本高

校選手権大会開催

第 1回県体操祭開催

高体連10周年記念式典

北信越高体連再発足

1日 本高校水上競技大会

暑襟通漏菫鵞7号発刊
学校別表彰制度実施

高体連年鑑第2号発刊

県高体連旗制定

全国高校総体(3種 目開催)

高体連年鑑第 3号発刊

高体連
"周

年記念式典

第 1回県高校総体開催
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〓
一
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県体育大会第二部 (高

校男女)廃止

全国高校総体 (2種目開

催)

北陸三県高体連解散

高体連∞周年記念式典

第1回県高体連研究発表会

603国高校総体推進委

員会設立

全国高校総体開催

1高体連40周年記念式典

第46回 国民体育大会

「石川国体」開催

県高校総体表彰規定改

定(敢闘賞設置)

高体連
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年記念式典
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1沿 革

昭和 23年 、新制高校の発足に伴い、従来の

中学校体育連盟を石川県高等学校体育連盟 (以

下県高体連と略す)と 改め、新 しい一歩を踏み

だした。当初専門部 14、 加盟校 28、 加盟生徒

数 18,000、 総予算16万円でスタートした。発足

当時、大会開催に当たり何かと課題が多 くあっ

たが、14の専門部は一斉に活動を始め、23年

下旬に第 1回石川県高等学校体育大会を開催し

た。一方、北信越高体連の結成に伴い、プロッ

ク大会も8月 上旬開催され、県高体連も参加 し

た。また、県高体連としては、23年 2月 に発足

した県体育協会への加盟、更には 10月 全国高

体連への加盟により関係諸団体と連携がなされ

るようになり、活動は次第に活発化した。この

20年代は県高体連の発足と組織の確立の時期

であったといえる。

昭和 30年代からの県高体連はいろいろな面

で内容の充実期とみてよい。役員の改選、専門

部の増設、規約改正等組織体制が整備された。

また、県高体連の一層の発展には経費面の充実

が必要との観点にたち、県・県教委に対して青

少年体育が教育上極めて大切であることを力説

し、補助金の大幅増額を得るにいたった。県高

体連の組織が活発になると同時に優秀な選手も

次々と誕生した。数多 くのオリンピック選手を

輩出した水泳競技、全国高校選手権で 4連勝し

た体操競技、バ ド王国石川の名を欲しいままに

したバ ドミントン競技等、これらの栄光は指導

者の熱意と選手の意気込みから生まれたもので

ある。

昭和40年代前半から昭和50年代前半までの

期間は、県高体連にとって前例のない試練の時

期であ り、また同時に学校教育における児童・

生徒のスポーッ活動の在 り方をめぐって、重要

な意味をもった時代でもあった。昭和43年、年

間の大会数を 4回 と規定した。また、昭和 45・

46年 の三度にわたり、県・県教委に対して県内

高校の体育施設の整備と指導者の確保について

要望書を提出し、学校体育・スポーッ振興の発

展につとめた。昭和 47年 6月 第 1回県高校総

合体育大会 (以下県高校総体)が開催され、現

在にいたっている。県高校総体は学校教育活動
の一環として実施され、大会期間 4日 間を高校

スポーツデーとして設定し、各学校では選手の

応援等を含め特別時間割を作成するなど創意工

夫しながら大会を盛 り上げている。

昭和50年代後半から昭和60年代前半の県高

体連は県下高校生のスポーツの振興と同時に県

高体連近代化を目指 し、幾多の改革が試み ら

れ、大きな成果をあげた時期であった。対外体

育行事冊子の発刊、県高校総体優秀校の得点基

準の改正、県高校総体優勝旗・カップの新調、

全国高校総体県選手団結団壮行式の実施、専門

部の新設、全国高校総体開会式出場選手団のユ

ニフォームの新調、全国高校総体生徒視察団派

遣等々である。

さらに県高体連の夢であった全国高校総体一

県単独開催が昭和 56年 5月 27日全国高体連理

事会でついに内定した。そして昭和 57年 6月

28日 全国高体連会長より「昭和 60年 度全国高

校総体の石川県開催」の決定通知をうけた。こ

の間、全国高体連事務局をはじめ北信越高体

連、県教委、各競技団体、専門部、市町村関係

者のご指導、ご支援をいただきながら開催のた

め精力的に事務処理にあたった。昭和 58年会

長、理事長に事務局長を加え、県高体連の組織

をよリー層強化 し、「60全国高校総体」の準備

を進めた。

昭和 60年 8月 1日 「石川の大地に流せ 君

の汗」のスローガンのもと、「一人一役 われ

らが主役」を合い言葉に、県下の全高校生、教

職員の総力を結集して 60全国高校総体が一県

単独で開催され、大きな成果をおさめて無事終

了した。この 60全国高校総体へのあゆみと活

躍の記録は、県高体連 50年 の歴史に輝かしい

一ページを飾った。そして 60年全国高校総体

での努力と成果が、本県高校教育の活性化と、

県高校スポーッの向上と振興に大きく貢献した

ことはいうまでもない。

石川県選手団の入場行進

― H5-
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2 10年 の歩み

昭和60年 8月「石川の大地に流せ 君の汗」

のスローガンのもと、「一人一役 われらが主

役」を合い言葉に60全国高校総体は一県単独

開催で大成功のうちに終了した。この大会で

培った成果を基礎に、平成 3年 10月 開催の「石

川国体」へ、スポーツ界のみならず石川県全体

がエネルギッシュに加速していった。県内はも

とより、国内からも石川に注目が集まった。こ

の 10年 を顧みると前半は石川のスポーツの絶

頂期であった。しかし、いずれの県も同様にポ

ス ト国体をどう乗 り切るか、課題は多い。

高体連もこの石川のスポーツ界の流れのなか

で、学校教育の一環との立場を厳守しつつ、非

常に充実した時代を経て、量的にも、質的にも

転換を迫られる時代を迎えている。この 10年

を簡単に振 り返ってみたが、一年一年の取 り組

みを少し詳しく振 り返 りたい。

昭和から平成へ、時代が大きく移 り動こう

としている昭和 63年、県高体連は創立40周年

を迎えた。県高体連も記念行事を行い、40周年

を一区切 りとして、新たな目標に向かって踏み

出した。この年、なぎなた専門部が高体連に加

盟し、32専 門部での活動 となった。

平成へと年号が改まり、新しい目標に向かっ

て歩みだした平成元年。生徒数増によって加盟

生徒数も増え、新生の意気高いアーチエリー・

カヌー・ボウリングの 3専門部が新たに加盟

し、35専 門部での活動となった。石川国体を目

指しての競技力向上に拍車がかかり、それに応

じて全国大会での優勝・入賞の数も大きく増加

した。すべてにわたり昇 り坂を実感できた年で

あった。

石川国体を翌年にひかえた平成 2年、石川

のユニフオームを着た高校生が全国を駆けめ

ぐった。県高体連も、学校教育の一環と競技力

の向上に適切に対処し、生徒の体力・気力・競

技力の向上に努めた。とりわけ、優勝を目指 し

た活動の過程で活力・気力・忍耐力を培うとい

う全人教育を関係者にお願いした。

半世紀に一度という地元開催の第 46回 国民

体育大会「石川国体」が平成 3年 10月 12日 開

催され、総合優勝という大目標を達成し、無事

終了した。県高体連は「石川国体総合優勝に向

けた競技力の向上」、「国体総合優勝」という目

標を前面に掲げ、懸命に努力した。しかし、「国

体総合優勝」に少年の部の高体連が貢献すると

軟式庭球 国体制覇を遂げた少年女子チーム

いうことは、日で言うのはたやすいことだが、

学校教育の一環の中で競技力の向上に努めるこ

とは並大抵のことではない。部活動指導は、毎

年が新しい選手の育成と新しいチームづくりの

連続であり、しかも限られた時間の中の強化で

あり、そうした学校単独チームについてもさま

ざまな悩みを伴うものだが、殊に選抜型、補強

型での強化の苦労は思いを越えたものがあった

と推察できる。選手諸君の素晴らしい活躍と、

数多くの名場面を作り上げた監督・各専門部の

役員・関係各位の皆様に感謝している。

ポスト国体の平成 4年、石川国体で培われた

競技力は全国高校総体団体 15種 日、個人24種

日入賞という形で引き継がれた。平成 4年 9月

導入された月1回の学校週 5日 制や、平成 6年

度から実施の新指導要領、生徒減から派生する

諸問題など、これら課題に県高体連として一つ

一つ対処した。また、新たに12名 の専門委員長

を迎え国体終了後の組織の新陳代謝がなされた。

平成 5年は国際化に伴う外国人選手の扱い、

高等専門学校等からの加盟要請等、全国高体

運・県高体連としても早急に対策を講じなけれ

ばならない問題が表面化した。

平成 6年隣県富山県で全国高校総体が開催

された。おりしも暑い夏、水不足の夏で60全

国高校総体の熱気が思い起こされた。また、県

高校総体総合優秀校表彰規定の一部が改正さ

れ、小規模校 (12学級以下及び生徒数 500名 以

下)の 中で男女総合得点が最も上位の学校に敢

闘賞を与え表彰することとし、生徒数減少で苦

慮している学校の励みとした。

平成 7年教育界では「新しい学力観」が話題

となり、「心の豊かさ」を培うこと、「体力向上」

「生涯スポーツ」の基礎作りが重要課題として
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取り上げられ、県高体連としても指導者、選手

に優れた「技術」だけでなく、「高校生らしい

マナー」を身につけるよう要望した。

高校再編が各方面で話題となった平成 8年、

「生涯スポーツ」の観点からも、「競技力向上」の

観点からも、スポーツに親しむ高校生を増やし、

県高体連の裾野を広くしようと取り組まれた。

平成 9年県高体連として、競技技術の向上

だけでなく、安全面。健康面での組織作りに力

を注いだ。医師会・養護教諭部会等に対する協

力要請を行なった。研究部の設置、従来団体戦

のみで争った県高校総体総合優秀校に、個人戦
の結果も加える方向を検討した。

3 将来にむけて

社会の変化が加速化するにつれて、学校を

取り巻く環境も変わっていく。先般の、運動部

活動の在り方についての保健体育審議会の答申
では、運動部活動に学校教育活動の一環として

の位置付けと教育的価値の高さを認めている。

高校生の真剣に競技する姿、指導者と一体と

なった姿、競技をはなれて接するすがすがしい
マナー。高校スポーッが我々に与えてくれる感
動を疑うものは誰もいない。

しかし、生徒減少から派生する諸問題、部員
数・教員数の減少、部活動の活性化、顧問・指

導者の高齢化、大会運営、各学校における部活
動の在り方等々、好むと好まざるとにかかわら
ず直面しなければならない問題が山積してい

る。今こそ原点に立ち返って、お互いが知恵を
出し合い、将来の展望を持ってこれらの問題を

解決していかなければならない。

県高体連は、未来に描く夢を持つ本県の高
校生の育成に、スポーッを通して貢献できるよ

うこれからも努力していかなければならない。
関係各位のご指導、ご支援をお願いしたい。

全国高校総体の思い出
舛 田 圭 太

金市工高一日体大 (2年 )

レギュラーとして活躍

高校 3年間全国高校総体出場、

2・ 3年生時個人シングルス運

続優勝。

平成 10年ナショナルチーム。

小学校一年生から何気なく始めたバ ドミン

トン。小学校を卒業する頃には、競技のとりこ

になって全 日本選手を夢見るようになった。高

校での練習は中学生のときとは全 く違い、厳し

く内容の濃いものだった。練習は 1週間に必ず

1日 は休みがあり、練習時間もそう長くはない

が、練習内容で “日本一"を 目指そうとするも

のだった。一球一球真剣に、そして集中してプ

レーする中から競技力が高まり、次第に全国が

身近になるのを感じるようになった。

真夏に開催されるインターハイは暑さとの戦

いでもある。競技の特性で戸を締め切った状態

の会場は蒸し風呂のようで、試合は想像以上に

体力を消耗 し、苦しかったことを覚えている。

インターハイにおける最大目標は “団体制

覇"伝統を守るため全員一九となって臨んだ。

特に 3年生時のつ6総体では、部の主将である

ことに加え、総合開会式石川県選手団の旗手と

いう栄誉にあずか り、何 としても勝ちたかっ

た。しかし、三度目も決勝進出はならなかった。

気持ちを切 り換えての個人戦、 2年生時の

り5総体が僕の大きな転機となった。この大会

から留学生の出場が認められ、シングルス準決

勝で優勝候補の評判高い中国からの留学生選手

と対戦 した。案の定、不利な形勢だったが相手

の足の負傷によって思いがけない棄権勝ち、そ
の勢いで決勝でも勝利を収めた。余勢をかって

全 日本ジュニアも制し、更に全 日本総合選手権
でも準優勝となった。翌年のインターハイでは

故障に悩みながらも、この種目2連覇を達成で

きた。そして、多 くの国際試合にも出場するこ

とができ、ヨーロッパジュニァ交流競技会で

は、単複優勝と′いうすばらしい栄冠を得ること

ができた。

インターハイがあって成長できた僕、今後

は更に精進し、シドニー五輸出場という大きな

夢を追いかけていきたい。

― H7-



県井福 《事務局》

〒910‐lll121福 井県福井市乾徳 4丁 目8-19
県立福井商業高校内

TEL 0776(22)1047
FAX 0776(22)1047

創立年月日 :昭和23年 6月 28日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数

37カ燿

36専 門部

638書焉

男 子  6,426名
4,368名

10,794名福井県高等学校体育連盟
子

計

女

合

福井県高体連設立

(6月 28日 )

高体連旗制定

全国高校卓球選手権大会開催

北信越高体連結成

全国高校バスケ ツ ト

ボール選手権大会開催

全国高校男子 9人制バ

レーボール大会開催

全国高校女子 6人制バ

レーボール大会開催

宿晃ま普11是11:・

開

要覧初刊発行

全国総体 (陸上他11競

技開催)主会場県

第23回夏秋季国体開催

全国総体ホッケー競技開催
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尚夫 福井南高校加盟

北信越高体連研究部担

当者会議開催

県高体運創立
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年記念式典

(11月 η日)創立
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年史編纂

新入大会用優勝旗新調

酒井  実
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1沿 革

《福井県高体連創立》

昭和 23年 4月 中等学校から高等学校への学

制改革により、当時の第一高等学校 (現藤島高

等学校)加藤佐助校長が、体育主任の酒井実氏

に新潟県と富山県における体育連盟設立につい

ての調査をするよう命ぜ られた。

この調査報告 と全国の動 きなどについて、

加藤佐助校長を中心に酒井実氏、第一高等学校

体育主任の清水隆乗氏が集まり状況分析の結

果、本県も早急に連盟を設立するための本格的

準備を進めることになった。関係団体の協力を

得て、結成の機運の熟 した 6月 28日 、福井第

一高等学校に於て、県下高等学校体育主任会議

を開催 した。加藤佐助校長からスポーツの全国

的傾向と学校体育のあり方に関連しての高等学

校体育連盟結成の必要性について趣旨説明があ

り、また、酒井実氏より準備経過報告がなされ

た。

学校体育・スポーッが他の団体のために利

用されたり、無秩序に計画運営される危険性が

あると危惧されていたことから、この危惧に対

する防止策として、満場一致で連盟結成に同意

を得たのである。即時創立総会に切 り替えら

れ、会則の審議、役員の決定、専門部の設置、

事務局の承認事項等重要事項について慎重審議

の結果、昭和 23年 6月 28日 午後 4時福井県高

等学校体育連盟がめでたく誕生し発足 した。こ

の日は図らずも全国高等学校体育連盟の創立の

日でもあった。発足間もない午後 5時未曾有の

大地震にあい、福井市および坂井郡は壊滅的打

撃をうけた。書類は校舎の下敷きとなり、その

上大洪水にみまわれたので事務局を開設するこ

とが出来ず、幸い被害のなかった武生高等学校

に書類等を預けた。10月 下旬福井第一高等学

校の仮校舎が出来るとともに事務局も正式に開

設する運びとなった。

○創立当時の加盟校…福井第一・三国・丸岡・

大野・勝山精華・勝山・福井第二・北陸・鯖江

丹生・武生・敦賀・福井市立福井・小浜の14校

○設立当時の専門部…陸上・体操・バレーボー

ル・水泳 。バスケットボール・ソフ トボール・

卓球・軟式庭球・相撲・スキー・野球の 11部

県高体連の創設が戦後の戦後の混乱期また

福井大震災の壊滅状況の中であったことを関係

者は忘れることはないであろう。

また、この年新潟県高体連の呼びかけで、北

信越の高体連代表者会議が新潟高等学校に於て

開催され、各県に於ける諸問題を討議する事と

なった。この会議で体育協会や各競技団体への

加盟の方法、加盟金および各関係団体への高体

連の派遣役員等に関する基本的事項について審

議し合意を得たことは、発足間もない本県高体

連にとっては非常に大きな力となった。

昭和 24年 度になって学区制が制定されたこ

とによって校名の改称、学校の県移管等がおこ

なわれた。また、昭和 28年頃より総合制高等

学校より実業課程が分離して独立校 となり、そ

の上高等学校への進学者も逐年増加 してきた。

これに伴う高等学校の新設により高体連への加

盟校も増加 し、組織の強化と内容の充実が図ら

れた。

○加盟校および専門部の推移は次の通 りであ

る。 ・昭和 28年福井農林、坂井農業、小浜水

産加盟、サ ッカー、柔道専門部設置・昭和29年

登山専門部設置・昭和 31年福井工業加盟、北

信越高体連結成 。昭和 32年剣道、定通専門部

設置 。昭和 33年若狭農林加盟・バ ドミントン

専門部設置・昭和34年武生工業加盟、弓道、ラ

グビー専門部設置 。昭和 35年福井実業加盟、

ヨット専門部設置・昭和36年ハンドボール、自

転車、レスリング専門部設置 。昭和 37年敦賀

工業、仁愛女子、福井女子加盟、漕艇、ウエイ

トリフティング専門部設置・昭和38年羽水、春

江工業加盟、フェンシング専門部設置・昭和39

年庭球、ボクシング、ホッヶ―専門部設置 。昭

和 40年武生商業、大野工業、嶺北加盟、軟式

野球、馬術専門部設置 。昭和44年 美方加盟、射

撃専門部設置 。昭和 46年道守加盟・昭和 48年

科学技術加盟・昭

和 50年昭英加盟・

昭和 51年 足羽加

盟・昭和 58年金津

加盟 ・昭和 59年
アーチェリー専門

部設置・昭和 61年

気比加盟・昭和 62

年武生東加盟、空

手道専門部設置

55年総体優勝美方高校クルー・監督野村忠之
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2 10年の歩み

《県高体連創立40周年記念》

昭和63年兵庫総体での

活躍はめざましく、北陸

高校男子バスケットボー

ル部の全国初制覇は、高

体連関係者はもとより県

民に大きな感動と明るい

希望を与えた。

また、この年は本連盟創立40周年にあたり

年報を記念号として、各競技の10年間の主な

大会記録を収録した。記念式典や年誌の発行は

行なわず役員5名 と優秀指導者の7名の方々を

特別表彰し、12月 7日 の理事会の席上表彰式

と被表彰者を囲んでの懇親会もった。

特別功労者…中野実典・志田省吾・久谷清矩

藤塚定雄・水上 猛

特別優秀指導者

野村忠之・竹沢義忠・小竹登美子・森三樹夫

瀬谷 博・津田洋道・朝日高範

《第 24回全国高体連研究大会》

平成元年度、県高体連主管の最大行事で

あった第24回全国高体連研究大会は『明るく

たくましい人間を育てる体育・スポーツを目指

して』の大会主題のもと、全国各地より予想を

越えた530名 の熱心な参加者を迎えて、平成 2

年 2月 1日・2日 の両日芦原グランディア芳泉

を会場にして盛大に開催された。

初日の開会式で、福田全国高体連会長から

「生涯学習・レクリエーシヨンスポーツが重要

視される今日、高校のスポーツ活動が多様な形

で影響してくる。各校の情報を交換して、観念

的な討議でなく足場をみつめ活発な大会となる

よう協議を深めて欲しい」という挨拶があっ

た。野村忠之県高体連研究部長より経過報告が

なされ、最後に我々の後輩である志田省吾先生

より「高体連の進むべき道」と題して提言が

あった。現場と行政に深く関係されておられた

経験と高い識見から、参加者に対して熱意あふ

れた口調で的確な示唆を与えていただいた。

《当時の会長東 哲郎氏回顧より》

また、当時の理事長松下幸二郎氏・副理事長

天谷直樹氏は『新任の役員ばかりの者には緊急

の重い課題がありました。それは、全国研究大

会をぜひとも成功させることでした。最初の作

業は実行委員のメンバー選びでした。会長はじ

め全員新任ですから、昨年までの流れがわから

ず理事長に一任 してスター トしました。運営部

は竹野秀輝・総務を天谷直樹・発表研究部に赤

星哲志各氏を配し、来賓関係に酒井和生・宿泊

担当に横山幹夫・総合司会に斎藤惇・総務の黒

田継一各氏を中心にした最終的なシナリオが出

来上がってのは 11月 でした。研究大会が終了

し、玄関先で見送 りをしていた時、「本当の研究

大会に参加した。」と言う声を耳にした時、本県

体育教員の底力を見せた大会であったと自負す

ると共に、先生方の惜 しまぬ努力に感謝する気

持ちでいっぱいでした。』と述べられている。

H8年山梨総体体操競技団体優勝北陸高校

(左 より奥野直美・井上あい子。尤 純静)

《県高体連創立 50周年記念事業》

実行委員会委員長八尾正次郎・副委員長斎

藤邦夫、高橋正樹・行事部長谷口善生・財務部

長黒田継一 。年誌編纂部長佐々木茂各氏を配

し、各事業を推し進める。

①記念式典…平成10年 11月 27日 福井商工会議所

②財務…県補助金・高体連積立金・寄付金等

③50周年記念誌発行 (A4版・470頁 )

グラビア ・第 1章高体連のあゆみ

。第 2章専門部のあゆみ

④記念事業…新人大会優勝旗新調 (69本)

⑤その他…PR用ポスター公募 (38点応募)

3 将来に向けて

l.《医科学サポー トの重要性》

平成 9年度の実績を分析すると、体操、ホッ

ケー、漕艇などからはジユニアからの指導の必

要性と指導者同士の結束。また、ハンドボー

ル、サッカー、陸上、射撃、自転車には指導者

の厳しい勝利への情熱や工夫を感じた。しか

し、共通していえることは、医・科学面からの

決勝・佐古選手
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サポー トを受けた種目も少なくないということ

である。 一人一人の選手を過去の障害。内科・

整形外科・栄養・心理など多方面からチェック

して、専門家から指導・助言を受け実績を上げ

た。特に県指定の拠点強化種目においてはその

効果はおおきい。全国 トップは勿論世界的な選

手の育成には、もはや指導者一人だけで全てを

こなす時代ではなくなった。医・科学面からの

サポー トはより重要さを増すことは間違いな

い。福井県体育協会の医科学委員会・福井運動

公園指導普及課の一層のサポー トを切に願うも

のである。

‖.《部活動は学校活性化の中核》

生徒数の減少に伴い活動加入生徒数の減少

も明らかである。生徒自身の興味・趣味の多様

化時間的な束縛・辛いことからの逃避・アルバ

イ ト等理由は様々である。

いうまでもなく部活動への真剣な取 り組み

は自己形成に大きな意味をもち、活動後の達成

感、仲間との協調性や我慢することの大切さ、

目標に向けての努力と工夫、など今の時代には

最も必要なものといえる。

運動部、文化部を問わず部活動に熱心な指

導者、生徒が多いことは校風にも活気をもたら

すものであり、それぞれの学校の特徴に応 じ、

日本教育の文化として育った部活動の更なる必

要性について再考する時期でもある。

Ⅲ .《中体連との連携の必要性》

部活動離れの現象は高校のみならず中学校

でも同様である。部活曜日・時間の制限、社会

体育への転換意識等、様々な面から制約を受け

るようになってきてお り、深刻な問題としてあ

げられてきている。このような中で高体連とし

てはぜひ中体連との連携を密にして現在の問題

解決に努力 し、つぎには土俵を変えて活躍 して

くれる多 くの生徒に期待したい。

(H9年報の回顧より 理事長寛 尚夫)

私の大切な思いで
新谷真智子

H9全国高校総体漕艇競技

ダブルスカル準優勝

H10福井県立若狭高校卒

H10中部電力入社・漕艇部

高校時代、仲間と共に一生懸命ボートに取

り組んでいたころの姿が私の頭の中を駆け巡り

ます。私は、高校一年の春,ダブルスカルに景

子と取り組み始めました。私たちは一つの夢が

ありました。それは全国総体に出場することで

した。しかし、その頃の私たちにとってみれ

ば、総体出場など夢のまた夢でしかありません

でした。夏の合宿・冬の体力つくりのための ト

レーエングは本当に辛いものでした。でも、常

に全国総体に出場したいという思いのほうが

勝っていたように思えます。結果は思うほどう

まくいかず、大会に何回も出てはその都度何回

も何回も悩みました。漕ぎで分からないことが

あれば先輩に質問し、二人で悪い部分を指摘し

合って勝つための努力をしました。その努力が

実ったのかついに3年生の時に夢が叶いまし

た。

全国高校総体では予選から自分たちの力以

上のものを発揮することができ、おもしろいよ

うに勝ち進み決勝まで残ることができました。
ついに決勝戦、コースは波が高く荒れてい

ましたが、でもなぜか恐さはまったく感じず、

逆にこれはいけるとさえ感じ、気負いもなく懸

命に漕ぎ続け、気がつくと準優勝することがで

きました。『嬉しかった。ボー トをしててよ

かった。有り難う先生。有り難う一緒に汗をな

がしてきた仲間達。有り難う景子。あなたは私
のベス トパートナー。』これからも私はボート

を続けます。これからの、辛いことにも高校時

代の景子との思いでを心の支えとして……。今
は亡き友の分まで……。

(H10冬・早朝練習

中交通事故で亡 く

なった大西景子 さ

んとの思いで)

社) 京都総体準優勝の在 りし日の新谷 。大西選手
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県野長 《事務局》

〒380‐8515長野県長野市上松 1-16-
県立長野高校内

TEL 026(234)1205
FAX 026(234)1205

創立年月日 :昭和 24年 4月 1日
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子 20,367名

子 12,880名
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1沿 革

全国高体連設立後、長野県高体連を結成す

べ く県内 4地区にすでに組織化されていた地区

高体連は、それらを基盤に連合体 としての県組

織をつ くる方向でまとめた。そして県庁のお膝

下の長野工業高校に事務局を置き、同校校長の

西村文雄を会長に刈間理事長他の役員体制で、

昭和 24年 6月 4日 長野県高等学校体育連盟が

発足したのである。

創立当初は次のような基本方針で進められた。

① 4地区高体連は独立体とする。

②県高体連は地区高体連の連合体とし役員は合

議により選出する。

③各種目別団体との円滑な連絡を計る為に高体

連理事を運営の議に参加させる。

④高校生の種目別団体への加入は一括加入し、

大会出場資格をあたえる。

⑤高校生の大会は、国体及び全国高校選手権大

会の 2回 を原則とする。

上記の大部分は現在も引き継がれている。

競技成績面を中心に昭和の時代を見てみた
いと思う。

20年代は50年に及ぶ長野県高体連歴史の中
で比類のない輝かしいものである。現在では至

難の業となった全国優勝 (学校対抗団体)を実に

男子 4校が延べ 5回、女子 3校が延べ 5回成し

遂げた。内訳を見るとスキー男子 2校、スケート

男子 2校の4回、女子 2校の 3回、球技 4種目

(軟式庭球女子、ソフトボール女子、バスケット

ボール女子、バレーボール男子)であった。

30年代になって、県大会も種目別大会から、

総合大会へと形を変え、長野県総合体育大会と

して開催された。

第一日長野黒轟教常含選手権大會
30年代の成績 (団体 )

についてみると、数ある

種目の中で全国優勝はス

ピー ドスケー トだけで

あった。その活躍たる

や、他種目を補って余 り

あるすば らしい もので

あった。南佐久実業高校

(現小海高校)は 30年 に

本県の諏訪二葉高校の 3

第 1回大会プ回表紙

連勝を阻んで初優勝して以来 39年に諏訪二葉

に敗れるまで実に 9年連続 して総合優勝。また

男子では30年に岡谷工業高校 (3連勝)、 31年

は野沢北高校が優勝し県のチームがアベック優

勝を4年連続果たした。種目別あるいは学校対

抗でも上位を県勢が独占しスケート王国の名を

全国に轟かせた。全国大会開催地も自然条件と

の関係から34年 (蓼科湖)、 35年 (軽井沢)、 39

年 (茅野城ノ平)と 3回の長野県開催となった。

40年代には第 15回 全国高校スキー大会で、

同市内にある飯山北と飯山南高校がアベック優

勝という全国高校大会始まって以来初の記録を

樹立した。またこの花輸 (秋田)大会から47年

十和田大会まで女子の飯山南は 7連勝しおそら

く不減の記録になるであろう偉業を達成した。

このことにより冬季スポーツ長野の名を更に強

く全国に印象づけた。47年には51全国高校総合

体育大会が長野県を主会場に開催が内定し、全県

あげて取り組みが始まった。

49年 には、新たな種 目としてウエイ トリフ

ティング、フェンシング、ヨット、ホッケー、自

転車の 5種 目が専門部として仲間入 りをした。

50年代に入 り、51高校総体は県下で14種 目

を開催 した。「自然と友情と躍進と」のテーマで

さわやかな大会を目指して「生徒が主役」を合

い言葉に成功のうちに終了することができた。

成績は優勝こそ少なかったものの、 1～ 16

位の上位入賞は39と 選手強化、競技力の向上

が実った。その後総体でのスケートは53年、55

年と岡谷南高校が今村、宮坂コンビで総合優

勝、宮坂はその年全 日本選手権で史上 2人 目の

高校生チャンピオンに輝いた。53長野国体で

もスケートは完全優勝の大活躍をした。61年

大村 (小海高)は ジュニア世界選手権で総合優

勝するなどスケート界は南佐久実業の 9連勝以

来の華々しい時代を築いた。スキーでは52年

飯山南高校女子が 4年ぶ り9回 日、59年 に 10

回目の優勝、60年 白馬高校の 2回 目優勝と女

子勢の活躍が目を引いた。男子は優勝がなく準

優勝が 57、 58年 の中野実にあるだけの不振時

代であった。夏季総体での優秀成績についてみ

ると52年の弓道女子学校対抗で飯田女子高校

が初優勝を飾 り、57年 には山岳女子で長野西

高校が優秀校になった。また、50年代で忘れて

ならないのは望月高校女子卓球が 53年、54年

の 2年連続準優勝、55年 3位、56年準優勝と

実績を挙げ、その秋の滋賀国体少年女子では念

願の優勝を果たした。
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2 10年 のあゆみ

(1)高体連活動の概要

前述のように長野県高体連の組織 と運営は

全国でも数少ない方式で行なっている。県内を

4プ ロックに分け、北、東、中、南地区にそれ

ぞれ独立した高体連があり独自の活動もしてい

る。その地区高体連の連合体 として県高体連は

40年 間県庁所在地の長野市 と中信の松本市に

事務局を置き運営されてきた。60年代に入 り、

地区振興、交通網の整備などもあり、2期 4年

の事務局輪番制が決定した。63年度初めて南

信地区の諏訪二葉高校に移転、その後東信の上

田高校、北信の長野高校 (現在)と 回ってきて

いる。

平成年代に入 り県大会の開催基準の見直し

がなされ大会日数増、球技種 目中心に参加チー

ム枠が16チ ーム以内から32チ ーム以内に拡大

された。平成 2年の春季総合大会参加選手は

8700人 に及び、前年より1700人増で高体連発

足以来のビークを迎えた。

平成3年には、平成 10年の冬季五輸長野開

催決定により、県民のスポーツ熱は一段 と高

まった。スキー、スケートの世界ジュニア選手

権大会への参加者 7人をはじめ国際大会にも参

加が次第に増加 した。県教委、体協は63国体

秋季大会の惨敗から競技力の深刻なレベル

低下という状況で五輸開催を受け、ジュニア競

技力向上問題を取 り上げ対策に取 り組むことに

なった。高体連も中体運とともに選手育成と強

化、中高連携の問題、地域スポーツ団体 との協

力等の取 り組みをはじめた。

平成4年、事務局が東信地区に移転 (上田高

校)し県内 4地区を一巡した。この年の 9月 よ

り土曜日休 日実施にあたり、大会は出来るだけ

避けるよう県教委から通達もあった。ゆとりの

ある時間であるべき休日も、実際にはスポーツ

過熱化、顧間の労働過重等問題を含みながらス

タートをした。

平成 6年には高校教育の多様化や、国際化

時代への対応に迫られ、朝鮮学校、専修学校が

高校総体へ出場可能となった。長野工業高等専

門学校からも陸上などに 8名 の出場があった。

平成 7年は生徒の急減が始まって 5年 目に

入 り高校生の数も全県で多いとき (平成 3年 )

より1万 5千人減少し、部加入者数も3千人近

くの減少傾向が現われた。他方競技種目数は元

年にボクシング、4年にアーチェリー専門部が

発足 し増加となった。財政面では学校分担金、

参加料、選手負担金等の自主財源が減少し地区

高体連とともに運営に支障を来すことになり、

平成8年に分担金の値上げをした。

50年の高体連事業の中で以上に記さなかっ

た点をまとめてみる。昭和 43年研究調査部が

発足し、部活動関係のアンケート調査などを毎

年実施し紀要の発刊、全国研究大会への参加お

よび発表と活動をしてきている。昭和 47年に

『高体連会報』を発刊、以後 55年には専門部と

なり毎年発刊 している。62年 には「表彰規定」

を設け連盟の向上、発展に尽力し功績のあった

教職員、優秀選手もしくはチーム、その指導者

を対象に毎年表彰をしている。63年 には創設

以来のあゆみをまとめた『長野県高体連史』を

発刊 し、平成 10年 には「50周年記念事業」を

実施し、その一環として続高体連史となる『5tl

周年記念誌』を発刊 した。

(2)総体競技成績の概要

夏季大会での活躍は平成 2年の弓道団体女

子で飯田女子高校の 2回 目の優勝がある。伊那

北高校女子フェンシング、岡谷南高校のボー

ト、文大長野高校の体操の活躍も平成前半の特

徴であった。後半では上田西高校のレスリン

グ、松本第一高校の柔道と私立高校の活躍が目

立った。そんな中でこの 10年 を通して全国で

常に上位で活躍をする県立の岡谷工業高校のバ

レーボールは見事である。15年 連続全国大会

出場、平成 2年準優勝、4～ 6年 はベス ト8に

入 り平成 9年 にも準優勝の活躍をしてきた。9

年度の選抜優勝大会では念願の全国制覇を呆た

した。

冬季大会は63年に全国スケート大会を開催

した。10年ぶ り8回 目の県内開催で軽井沢では

2回 目の大会となったが 2種 目だけの優勝に
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終った。平成 5年 には佐久高校が初優勝し、実

に昭和 53年岡谷工業高校以来13年ぶ りであっ

た。入賞者数も25人 と長野オリンピックに向

けて特別強化策の成果が出たといえる。佐久高

校は、平成 6年から3年連続優勝を達成した。

8年には、5種 目優勝、H種 目全部に 3位以内

に入る活躍であった。同年東海大第三高校女子

は31年 ぶ りの総合優勝を果たした。

スキーは昭和 60年 に続き63年、平成元年と

白馬高校女子が連続優勝した。4年の栂池総体

では長野県が大活躍。特に距離男子で、堀米

(中野実)は 15 kmク ラシカルに 3連覇をし中野

実業高校は 2年連続優勝した。飯山南、自馬、下

高井農林高校も上位入賞した。中野実は 5年に

も優勝し3連覇となった。6年に体育科新設 3

年目の飯山南が男子初の総合優勝に輝き、8年
にも再度優勝した。

スキー学校対抗 三連覇 中野実業高校

3 将来に向けて

まず生徒であるが、少子化の上に部活動離れ
ということで、私立高校と一部の推薦入学のあ
る学校に優秀選手が集まり県の上位で活躍して
いるものの、他の学校では運動部員数は下降気
味である。その打開策として、大会の持ち方や

研究や県立の普通高校においても運動部員推薦
入学制度を導入することも一つの方法である。

つぎに指導者については、やはり本県も高
齢化が問題になってきてぃる。体育科以外の教
師による指導、学校外からのコーチの招聘など
について時間的、経済的保障を中心に道を探っ
ていく必要がある。また社会体育サイドでの高
校生の受け皿とそこへの指導者としての教師の

かかわりの問題もでてくると思われる。

最後に高体連の組織についてであるが、事
務局を高校持ち回りでなく固定化できないかと

言う問題、そしていわゅる財政改革の問題、研
究部門や競技力向上部門の強化などの問題等多
岐にわたっており早期対処が必要である。

全国高校総体を振 り返って
野 明 弘 幸

プ ロ フ ィ ール

岡谷南高校スケート部出身

現在長野県体育協会専門主事

長野オリンピック 1,5∞ m
7位入賞

1,500m日 本記録保持者

(1998年 3月 現在)

高校生にとって全国高校総体は憧れであり、

大きな目標だろう。私もそんな高校生の一人

だった。

私自身全国高校総体スケート選手権大会に

良き指導者、良き仲間に恵まれて 3回出場する

事が出来た。中でも一番の思い出は、高校 2年
生の時に栃木県日光市で開催されたときの事で

ある。この年は、アルベールビルオリンピック

の年であ り、中・長距離に二人の高校生が出場

することになった。日程が重なり、二人の選手

が出場できなくなったこともあり、私は優勝候

補に上げられていた。

しかし、成績は 1,500・ 5,000mと も2位に終

わってしまった。この時全国高校総体の厳しさ

を知った。レースの前のウォーミングアップの

時にいろいろな思いが頭の中をめぐってぃた。

その中で自分自身に大きなプレッシャーをかけ

ていたのである。そのプレッシャーなどに勝つ

事ができなければ、自分自身の力を十分に発揮
できずに終わってしまう。私はその時、身を

もって体験 した。それは、その時の私にとって

大きな敗北感だった。

あれから6年。私は多 くの国際大会に出場
し、今年は最大の目標だった長野オリンピック

にも出場することができた。今まで、悔 しい思
いやうれしい思いなど多くの経験を積んできた
つもりだ。今振 り返るとあの時かけたプレッ

シヤーは、今の自分ならばはね除けられたのか

もしれない。しかし、あの時の自分にとっては

大変大きな事だった。それが私の高校総体の苦
い思い出である。

へ 全甲高警学校スt二杢含三費爾 t
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県阜 《事務局》

〒502‐0931岐阜市則武清水 1841-11

県立岐阜北高校内

TEL 058(231)7032
FAX 058(294)7990

創立年月日 :昭和 22年 8月

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数

115校

33専 門部

1,710音 6

17,841名

11,764名

29,605名
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1称変更し高体連が発足

尋体連規約を制定

自体連誌創刊

枷 岐阜国体開催内定

東京オリンピック(小

り|卜 佐藤出場)

第
"回

岐阜国体開催

競技役員へ旅費支給

東海プロツクでIH、 岐

阜3種に

広報部の新設

スポーツテストを高体連で実施

第25回Ⅲスキー競技を

流葉で開催

高体連の「方針と重点」を策定

岐阜女子商業高ホ ッ

ヶ―三冠王達成

岐阜女子商業高ホ ツ

ヶ―三冠王達成

1岐 阜女子商業高ホ ッ

ヶ―三冠王達成

水泳糸井(県岐商高)三

大大会制覇

高体連「12総体」開催誘致

新装なった長良川競技
|

場で総合開会式

県高校総体検討委員会を設置

体力優秀校の表彰

「ハイスクールスポーツ」発刊

すずらん国体開催

「1瀦舗判全国高体連で開催決定

杉山 道昭

浅野 三郎

福島 寛司

武藤 哲夫

今村 和正

部 秀済

小山  勝

野村 健二

中島 鉦次

河村 武彦

1河合 敏緒

野々村干城

近藤 普潤

田中  猛

|      ″

高橋 伸郎

渡辺 重彦

宮崎 満彦

本田 修也

”
　
∞

4

5

6

7

8

9
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1沿 革

昭和23年 、伊藤喜一氏 (岐中校長)を 初代会

長に推挙し、早速第 1回の大会が開催された。

当時の専門部は、陸上・サッカー・バスケッ

トボール・卓球・軟式庭球・バレーボール・相

撲・水泳・体操等があった。

昭和24年 には、高体連規約が制定され、教育

活動として一層の実を上げる路線が確立された。

昭和28年 に19種 日、39校が参加して第 1回

県高校総合体育大会が開催された。この大会

は、参加生徒が感動 し、友情を深める場 として

意義深いものであった。また、昭和 29年には、

県高校総体を盛 り上げるため、マスゲームを実

施するようになった。大会開催に力を注いでき

た高体連は、新 しい高体連への脱皮のため、昭

和31年 に調査研究部の設置や「高体連体操」の

策定を行なった。

昭和 32年には「高体連誌」が創刊され、年

度内の関係競技会の記録等を網羅するもので、

高体連の軌跡をたどる格好のものとなった。競

技面では、昭和 32年に長良高が全国高校陸上

で女子総合優勝を果たしたのをはじめ、全国制

覇の数も増加 し活況を呈してきた。また、初め

て県定通制体育大会が 5種目にわたって実施さ

れた。

昭和35年 に第20回 国民体育大会の岐阜県開

催が内定 し、選手団の中心は高校選手であると

して、各学校にも強化委員会が設置され、着々

と選手強化が進められた。

昭和 39年 は東京オリンピックの年であった

が、県では日前に迫った岐阜国体のため、最後
の仕上げに総力が注がれた。年々力を付けてき
た高校選手が一段 と飛躍 し、陸上では小川・佐

藤 (長良高)がオリンヒックに出場 し健闘した
のは正に快挙であった。

昭和 40年代に入 り、岐阜国体の前哨戦とも
いえるこの年の I・ Hで団体優勝 1種 日、個人

優勝 4種 日、団体 2位 6種 日、個人 2位 6種
日、団体 3位が 1種 日、また、東海総体では団

体優勝 H種 日、団体 2位 12種 目と好成績をあ

げた。

第 20回 国民体育大会では、市内の高校生

3200名が見事な集団演技を披露 し絶賛を浴び

た。また、各種日での高校生の活躍は目覚まし

く、団体優勝 8種 日、個人優勝 3種 目をはじめ

数多くの入賞を果した。県民挙げての岐阜国体

は、施設・設備の遺産のみならず、スポーツに

対する県民意識の高揚や生徒の部活動に対する

姿勢が積極的になり、士気を高めるのに大いに

役立った。

この時期は、「高体連活動はいかにあるべき

か」という基本的な課題が討議され、事業につ

いても多角的に検討されるなど、高体連の運営

も多様化・複雑化してきた時代である。

昭和41年 には、高体連活動も運動部選手の

ものだけにとどまらず、県下高校生全体の組織
へ脱皮の第一歩として、スポーッテストを実施

するようになった。また、49年には、研究調査

部の改組や広報部の新設によって、各高等学校
の部活動の実態調査や高体連誌編集等の広報活

動を行なうなど、新しい分野への発展が期待さ

れるようになった。

昭和 50年代は高体連活動の内容を充実する

ための条件整備が進んだ時期である。昭和 51

年に待望の第25回全国高校総体スキー競技が

神岡町流葉スキー場で開催され、飛騨地区高校
生の積極的な奉仕活動や関係者の援助の下に大

成功を収め、全国大会開催に自信を深めた。

昭和 55年には、ホッヶ―女子の岐阜女子商

業高は、全国選抜、 I・ H、 国体の三大大会を

制して、ホッヶ―史上初の三冠王となる偉業を

達成し、58年 にも二度目の三冠王となった。

さらに、駅伝での中京商業高の 2年連続の

全国優勝は、本県陸上界の快挙といえる。

昭和60年代に入 り、県立岐阜商業高が全国

高校軟式野球選手権大会で優勝 し、本県に 2度
目の優勝旗を持ち帰った。今や向かうところ敵
なしの岐阜女子商業高ホッケー部は、昭和 60

年に 3度 目の三冠王に輝き、日本ホッケー界の

歴史に残る偉業を達成した。

|・ Hホ ッケー女子優勝の岐阜女子商高
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10年の歩み

平成時代の幕開けの元年、平成12年度全国高

校総体岐阜県誘致の動きは、気運が盛り上がる

中、東海高体連で承認され新しい段階に入った。

本年から始まった県高校駅伝女子の部にお

いて、関商工高が初代チャンピオンに輝いた。

全国大会では、水泳の糸井統 (県岐阜商高)

が I・ H、 日本選手権、国体の200M背泳ぎで

優勝する偉業を成し遂げ、日本代表として米国

遠征するなど、日本水泳界のホープとなった。

また、I・ Hス キーのスラロームで野々尻和幸

(岐阜第一高)が県高校史上初の 2位入賞を果

したこと、I・ Hヨ ツトで海津高がスナイプ級

での男女アベック優勝は特筆される。

平成 2年には、県高体連評議員会で平成12年

全国高校総体の開催誘致を満場一致で決議した。

その他、 9年間据え置きになっていた高体

連分担金を、物価上昇、交通費の値上がりや消

費税等のほか、高校生の減少が見込まれること

など運営が困難になる状況を踏まえ値上げする

ことになった。

平成 3年 は、県高校総体総合開会式を改装

なった岐阜メモリアルセンター長良川競技場で

開催し、岐阜地区の高校生約 2万人がスタンド

を埋め尽くす中盛大に挙行された。

本県の I・ H選手団は、この年の静岡大会か

ら揃いのユニホームで参加することができた。

この年の I・ H女子走高跳で優勝した坂野尚

美 (大垣商高)は、東京で開催された世界陸上

選手権大会の最終矩火ランナーに抜擢された。

平成 4年度を一つの区切 りとして新しい高

校総体の在り方を目指し、副会長を委員長とす

る「県高校総体に関わる検討委員会」を発足さ

せ、①東海高校総体や全国高校総体の予選を兼

ねること。②生徒の思い出となる大会にするた

め1～ 3年生全員が参加できること③県下の高

校生の最高の大会とするため、厳粛な総合開会

式を実施すること。④ 8月 に開催していた大会

を 5月 に開催すること。以上の結論を得て、平

成 5年度から実施することとした。

また、12総体の誘致・準備委員会では、競技・

強化・式典・総務の4部局を設け、先催県の視

察や資料調査等を精力的にこなしていつたo

「高体連新聞」は昭和53年 に創刊して以来29

号となったが、30号からは一層親しみやすく

読みやすいものにするため、B4版・カラー印

刷の「ハイスクールスポーツ」として新しく生

まれ変わった。

この年の I・ Hでは、水泳競技自由形 50M
で末次大介 (岐阜高)が優勝したのをはじめ、

多 くの種目で活躍 した。女子ソフ トボールに初

出場の多治見西高が見事準優勝に輝き注目を集

めた。また、高体連の新 しい加盟校として県立

岐阜聾学校が仲間入 りをし、陸上競技の大会に

初参加した。

平成 7年 5月 に全国高体連は、定期評議員

会において本県が提出した「12総体誘致申請」

を審議し、満場一致で開催を内定した。

スキー岐阜すず らん国体へ向けての選手強

化の努力が実を結び、少年の部すべての競技で

得点をあげ、天皇杯 5位、皇后杯 2位 という本

県過去最高の成績をあげた。

全国大会で顕著な成績をあげると、羽島北

高フェンシング部の長良将司選手がフルーレ、

サーブルで優勝し、史上初の二冠を達成したこ

とや岐南工高が I・ H自転車競技 4 kmパ ーシユ

ート、ロードレースに優勝するなど、優勝 7、

2位 7、 3位 7種 目と素晴 らしい活躍であつ

た。海外遠征には、レスリングの上林浩二・坂

井敏行 (岐阜工高)カロ納篤 (岐阜酉工高)が米

国へ、バレーボールの上村進也 (岐南工高)と

監督の平田宗興 (県岐阜商高)が中国遠征に参

加した。また、ホツケー女子ユース代表として

岐女子商高から6名が選ばれた。

平成 7年 度の全国高体連研究大会が静岡市

で開催され、岐阜県も「運動部活動における障

害の実態と防止について」と題して 2ケ 年にわ

たる研究成果を発表し好評を博 した。

平成 8年 5月 に、全国高体連理事会におい

て念願の平成 12年度全国高校総体岐阜県開催

が決定した。思えば、平成元年 4月 に県高体連

が「12総体」誘致開催を表明して以来、長年に
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わたる多 くの関係者のご尽力の賜によるもので

あり心から感謝申し上げたい。

12総体は、愛知県開催のヨット競技を除く

27種 目が岐阜県で開催される。県教育委員会

に全国スポレク祭・全国高校総体推進室が 15

名体制で設置され準備業務が開始された。

一方、12総体に向けた競技力向上を図るた

め、県教育委員会内に「平成 12年度全国高等

学校総合体育大会岐阜県選手強化対策本部」が

設置された。

この年、I・ H岐阜県選手団のユニフォーム

を一新した。ファッション岐阜のイメージを全

国にアピールし、選手が身につけることを誇 り

とするものを作成するため、デザイン関係学科

で学ぶ生徒からデザイン画を募集し、新 しいユ

ニフォームを作成した。本県はもとより各県選

手団の関心 も高く、大変好評であった。

全国大会での成績をみると、I・ Hの優勝は

自転車競技で岐南工高、羽島北高のフェンシン

グと昨年に比べて減少したが、ベス ト8以内の

種目が 12種 目あった。その他、全国高校射撃

競技選手権大会でビームライフルにおける中濃

高の団体優勝と全国高校軟式野球選手権大会で

県へ 4度 目の優勝旗をもたらした中京商高の活

躍目覚ましく、特に、エース古川投手は4試合

で 72三振を奪う大会記録を樹立した。

平成 9年度の優勝は、全国優勝の常連校 と

なった岐南工高の自転車部と八百津高の漕艇部
の 2部であった。ベス ト8入賞校数も12と 、平

成 8年度と同数であった。12総体を目指 して
ベス ト8の壁を破 り、上位入賞するチームが多

くあらわれることを期待 したい。

3 将来 に向けて

当面の課題は、平成 12年 度岐阜開催の「2000

年岐阜総体」を成功に導 くことである。それに

は、①岐阜県が好成績をあげること。②「高校
生一人一役」運動を充実させ、生徒のボラン

ティア活動で盛り上げること。③総合開会式を

質素でも暖かさを感じてもらえるものにするこ

と。と考え関係者が全員協力して大会を成功さ

せたい。20C10年岐阜総体が終了してからも、大

会運営の経験と作り上げた組織を充実し、これ

まで以上の好成績をあげることと、県下の高校

生が充実した高体連活動が出来るよう努力をし

ていきたい。

国体優勝の思い出
竹|||あ ゆみ

岐阜県立岐阜女子商業高卒

ホッケー部

平成 9年国民体育大会優勝

現在 立命舘大学在学中

私たちは“優勝"を 勝ち取るために 3年間頑

張ってきました。選抜大会、インターハイとも

に優勝を逃しているだけに、この国体では絶対

に勝ち取るためにチームが一九となって猛練習

し、試合に臨みました。

国体での試合はどれも心に残っていますが、

その中でも決勝戦を思い出すと胸がいっぱいに

なります。決勝戦は開催地の広島と対戦しまし

た。前半早々 5分位に先制点を許しましたが、

私たちは冷静さと平常心を失うことなく、前半

に一点を取り返し、後半には、待望の決勝点を

あげることができました。ついに「優勝」とい

う3年間の目標を果たすことができたのです。

本当に日本一を達成したという実感がわい

てきたのは、うれし涙を流しながら監督を胴上

げし、仲間と抱き合った瞬間でした。そしてこ

の瞬間、3年 間ホッケーをやってきてよかった

という思いがわきあがってきました。優勝でき

たのは、プレーしていた私たちだけでなく、先

生や両親をはじめ、回りの方々の支援で勝ち取
れたものだと思っています。

決勝では、相手が地元広島であったにもか

かわらず、民宿のおじさん・おばさんには、私
たちのチームを家族総出で応援していただき本

当嬉しく感じました。地元の方々と交流できた

ことは、優勝できたことと同時に、忘れること

のできない一生の思い出となりました。

そして、私はこの国体を通じて、自分の将来

を考えることもできました。ホッケーの面白さ

を知ってもらいたい、そして、優勝する喜びを

多くの人に経験してもらいたいという思いで、

今、私は教員になるために頑張っています。

これからもホッケーを通じて多くの思い出

をつくっていきたいと思います。
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県岡 《事務局》

〒420‐8608静岡県静岡市長谷町66

県立静岡高校内

TEL 054(248)7448
FAX 054(248)7071

創立年月日 :昭和 23年 1月 21日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数
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1沿 革

◎昭和 20～ 30年代

昭和 22年度 昭和 23年 1月 21日 、静岡県高

等学校体育連盟創立。

昭和 24年度 陸上競技・水上競技・バスケッ

トボール・バレーボール・軟式庭球・卓球・

送球・蹴球・ラグビー・ソフ トボール・体操・

相撲・山岳・漕艇・野球の計 16専 門部でス

ター ト。加盟校は全 日制 81校 (34,352名 )、

定時制12校 (995名 )、 分担金は全 日制20円 、

定時制 10円 、全予算70万 円の船出となった。

昭和 26年度 柔道部・バ ドミントン部が新設

された。高体連機関誌「高校の体育」 (創刊

号)を発行。

昭和 27年度 定通制県大会が、第 1回大会と

してスター トした。

昭和28年度 県高校総体の第 1回大会18種 目

が 4市 19会場で開催された。

昭和 29年度 剣道部・弓道部が新設され加盟

専門部数は計 20と なる。

昭和 31年度 第 3回東海高校総体を静岡・清

水・島田の 3市で開催 した。

昭和32年度 第12回 国民体育大会が本県で開

催された。「オレンジ旋風」を巻き起こすと

ともに、高校生 4千余名の補助役員が陰の

力となって活躍 した。

昭和 33年度 8月 15日 に創立 lo周年記念式

典を挙行 (於県立静岡工業高校講堂)。

昭不口34年度 第27回 日本高校選手権水上競技

大会を開催 (浜松市元城プール)。 ウェイト

リフティング部の新設。

昭和 35年度 全 日本九人制バレーボール高校

女子選手権大会 (浜松市)の開催。

昭和36年度 第14回秩父宮賜杯全国高校陸上

競技選手権大会 (草薙陸上競技場 )、 第 2回

全 日本ヨット選手権大会 (熱海市)を開催。

昭和39年度 全国高校体育大会男女バスケット

ボール選手権大会 (静岡市駿府会館)を開催。

◎昭和 40～ 50年代

昭和40年度 フェンシング部・レスリング部・

自転車競技場・ヨット部・ホッケー部が新設

され計 26専門部となる。

昭和 41年度 ボクシング部が新設される。

昭和42年度 昭和 43年 1月 21日 に創立 20周

年記念式典を挙行 (於県立静岡高校同窓会

館 )、 アーチェリー部の新設。

昭和44年度 「県内高等学校における学校体育

の健全な発達を図る」ことを目的に県下高

校生を対象に第 1回 スポーツテス ト大会を

実施する。参加数は全 日制110校、98,263名 、

定通制 30校 6,315名 。

昭和45年度 全国高校総体レスリング競技を

開催 (焼津市)。 スケー ト部の新設。

昭和 48年度 全国高校総体体操競技 (草薙体

育館、静岡市民体育館 )、 自転車競技 (静岡

競技場)を 開催。

昭和49年度 「みんなの高体連」をスローガン

に、校内体育行事奨励のための副賞として

各学校の希望するメダル・カップ・ トロ

フィーを学校規模に応 じて配布することに

なった。

昭和 52年度 邸年 1月 21日 に創立∞周年記念

式典を挙行 (於県立静岡高校体育館・同窓会館)

昭和 53年度 創立 30周 年記念第 10回 スポー

ツテス ト大会を行い、昭和54年 3月「スポー

ツテス ト10年のまとめ」を発行した。

昭和55年度 58総体 (主催地は愛知県)の本県

開催種目 (庭球、弓道、男子バレー)が決定

する。空手道部が新設され計30専 門部となる。

昭和 58年度 全国高校総体の庭球 (草薙庭球

場 )・ 弓道 (静岡市民体育館弓道場 )・ 男子バ

レーボール (草薙体育館、静岡市商高体育

館、静岡農高体育館)競技を開催する。ス

ポーッテス ト大会は第 15回 目を迎え、参加

校 166校 (参加率 98.2%)、  1～ 3級合格者

は全 日制男子 70%、 女子 60%で、それぞれ

全国平均男子50.7%、 女子51.5%を大きく上

回った。59年 3月 には「スポーツテス ト15

年のまとめ」を発行した。

◎昭和 60年代

昭和60年度 8月 に県高体連として66全国高

校総体誘致を表明。 9月 県議会において県

知事が 66全国高校総体 (66総体のち平 3総

体)の静岡県誘致を表明した。

昭和 61年度 62年 3月 25日 に昭和 66年全国

高等学校総合体育大会静岡県開催申請書を

全国高体連に提出した。

昭和62年度 5月 28日 の全国高体連理事会に

て 66全国高校総体の静岡県開催が正式に決

定した。63年 1月 23日 に創立40周 年記念式

典を挙行 (た ちばな会館)。
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2 10年 の歩み

昭和 63年度

4月 に教育委員会体育保健課内に全国高校

総体準備室を設置し、全国総体開催に向けて本

格的な作業に入る。スローガン、シンボルマー

クの募集、審査会を開始する。

第 20回 スポーツテス ト大会を実施 し、「ス

ポーツテス ト大会20年 のまとめ」を発行する。

高体連機関誌「高校の体育」第38号 (40周年

記念号)を発行し、元会長など関係者による「四

十周年を迎えて」と題する座談会を特集した。

平成元年度

5月 に全国総体高校推進委員会設立総会を

開催する。7月 、総合ポスター・大会賛歌 (詞 )

の募集、審査会を開催する。競技開催地となる

各市町の準備委員会設立総会が開催され、また

総合開会式の式典部会も着々と準備を進める。

平成2年度

4月 、体育保健課内の全国高校総体準備室を

全国高校総体推進室 (単独室)と して設置する。

この年の県高体連加盟校生徒数は、全 日制

で 16万 4千人、定時制 6千 5百人となり史上

最多となる。そして、この年を境に以後年々減

少傾向が続 くことになる。

5月 21日 、全国総体の県実行委員会設立総会

を開催する。また、競技開催地各市町の実行委

員会の設立総会も開催され、 1年後の大会開催

に向けて順調に準備が進められる。さらに、各

地区の高校推進委員会も活発な活動を展開する。

ファンファーレ曲、参加章・入賞メダルの図

案募集並びに審査が行われる。また、総合開会

式の公開演技 (ダ ンス・体操 。人間絵画・マー

チングドリル)の合同練習会が開始される。

平成3年度

6年の歳月を費やして準備 してきた「平 3

総体」が “感動はいっしょうけんめいの熱い

風"の スローガンのもと、8月 1日 の総合開会

式 (山岳競技は 7月 31日 開会式)で幕を開け

た。当日は午前 9時で既に30度を超える酷暑

となったが、計画どお りに式典が挙行され、さ

らに全国から参加 した選手たちが、史上最多と

いわれる 9千人の静岡県内の高校生が繰 り広げ

る公開演技を見学 した。これは後に「静岡方

式」と呼ばれ、以後の開催県の取 り入れるとこ

ろとなった。8月 2日 から陸上競技を始めとす

る各競技の熱戦が続き、8月 20日 の水泳競技

閉会式をもって全国総体夏季大会を終了した。

競技成績を振 り返ってみると、サッカーの

県勢同士の決勝、水泳のメダルラッシュなど金

22、 銀 16、 銅 26、 ベスト8進出者129人 と目標

を大きく上回る結果となった。

「平3総体」総合ポスター

ー方、「一人ひと役運動」の合言葉のもと

「我々高校生の大会を我々の手で成功させよう」

と高校推進委員会の活動が高校生延べ 28万 人

によって展開された。

この年、全国総体開催に向け各専門部の活

動をより充実したものにすることを目的に「顧

問校長」制度を設けた。

平成4年度

前年度に分担金の値上げを実施 し、全 日制

生徒 1人 350円 、定通制生徒 1人 250円 となり、

この年度の総予算は 1億円を超した。

元本連盟会長の故伊村才次郎先生のご遺族

からの寄付を基金として「伊村賞」を制定し、

男女それぞれの優秀校を表彰することにした。

平成5年度

4年度より継続して進められた「高校生の部

活動に関する意識調査」がまとまり、報告書を

発行した。スポーツテス ト大会はあ回目を迎え、

「スポーツテス ト25年間のまとめ」を発行した。

平成6年度

なぎなた部が新設され合計31専 門部となった。

平成 7年度

専門部規定を改訂し「顧問校長」を「専門部

長」、「部長」を「委員長」に名称を変更した。

「21世紀へむけての高校スポーツの在 り方」
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をテーマに第 30回全国高体連研究大会 (於静

岡市民文化会館)を 8年 1月 25、 26日 の 2日

間にわたって開催 した。参加者は全国から400

名、県内から250名 であった。

平成8年度

山梨県で開催された全国高校総体では、 7

種 目の優勝はあったものの 8位 までの入賞は

58に とどまった。

平成9年度

昭和 23年 に創立された県高体連がこの年50

周年を迎えた。記念式典及び祝賀会は、来賓並

びに関係者 400名 の出席を得て 10年 2月 6日

(金 )に 挙行された (於 ホテルアソシア静岡

ター ミナル)。

また、「高体連創立50周年記念誌」を発刊し

た。「平 3総体の思い出」と題して行われた座

談会や全日制 31、 定通制 11の「専門部のあゆ

み」、加盟 152校の「加盟校のあゆみ」を中心

に事務局関係の「資料」も加えてB5版 400頁

となった。

3  将来に向けて

先に記した「創立50周年記念誌」の巻頭で

県高体連の安達会長は部活動の意義について述

べている。「今、心の教育の大切さが強調され、

個性が尊ばれているが、部活動こそ、心身のバ

ランスのとれた高校生を育成するうえで有効な

教育活動ではないかと思う」。

学校や青少年を取 り巻く環境は大きく変化

しており、今後、学校週 5日 制への対応や、家

庭・地域社会との連携等も含めた21世紀に向

けての長期的展望が求められている。

創立50周年の節目にあたり、『スポーツ王国

静岡』を支えてさらなる飛躍を期するとともに

『みんなの高体連』として充実、発展を目指す

ものである。

戦
岩 崎 恭 子

昭和 53年 7月 21日 生

日大三島高校卒・現 日大

バルセロナオリンピック

200M平泳ぎ金メダル

私は、 日大三島高校に進学して本当に良

かったと思っています。中学時代は、全国大会

に出場しても、いつも一人でした。その頃の私

は、いつもチームメイトと一緒だった高校生の

姉をうらやましく思っていました。それは、練

習や試合の時に、自分の周りに友人がいるとい

うことでした。高校に入学してからは、お互い

に励まし合い応援し合う仲間ができました。中

学時代に無かったことなので、とても心強く思

いました。

高校三年生の時にアトランタ・オリンピッ

クがありました。その前年に、パンパシフィッ

クという国際試合がありました。会場はオリン

ピックと同じアトランタでした。どうしても次

の年に開催されるオリンピックのことを考えて

しまう試合でもありました。その時、同じ試合

に出場していた友人たちに、今私はとても感謝

しています。それは、私に「もう一度やってみ

よう」と気付かせてくれたことです。友人たち

は「オリンピックに出場したい」という気持ち

を、私よりもはるかに大きく持っていたからで

す。その時私は、こんないい加減な気持ちでは

とてもオリンピックには出場できないと気付き

ました。

それからの私は、それまでにない練習をし、

日標に向かって一直線でした。そして、念願の

オリンピックに出場することができました。本

番のアトランタでは良い結果は残せなく、悔し

い思いもしました。しかし、今までの自分の力

をすべて出し切れたし、泳ぎ終わった後は満足

感でいっぱいでした。

私がこのようにとてもすばらしい環境で水

泳ができたのも、家族や友人、そして多くの方

と巡り逢い、みんなに応援していただいたお陰

です。これからも私を支えてくれる人たちに感

謝の気持ちを忘れず、挑戦していきたいと思い

ます。

県高体連創立 50周年記念式典
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愛 県矢日 《事務局》
〒460-llt107愛 知県名古屋市中区新栄一丁目49番 10号

県教育会館内
TEL 052(251)8115
FAX 052(251)8169

創立年月日 :昭和 23年
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全国高校体育大会総合
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グ、庭球の 4競技開催

全国高校総体卓球、バドミ
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全国高校総体軟式庭球

フェンシングの2競技開催

全国高校総体ヨット競

技開催

運動部会長制開始

全国高校総体開催19競技

定通制運動部設置11種目

第21回全国高体連研究

大会開催

研究部設置

事務局長制開始

高体連ニュース創刊

(年2回 )

県高体連創立∞周年記

念事業
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1沿 革

昭和 23年 愛知県高等学校体育連盟は、新

学校制度の発足に対応して愛知県高等学校体育

連盟と愛知県中小学校体育連盟とに分離、組織

がえして新発足 した愛知県高等学校体育連盟

は、事務局を愛知県教育委員会体育課内に置

き、県下高等学校体育の振興を図るとともに、

種々の体育的諸活動を開始した。とくに昭和

25年 に本県で開催の第 5回国民体育大会に向

け、選手強化策をすすめるとともに、秩父宮賜

杯第 1回全国高校陸上競技対校選手権大会を名

古屋市の瑞穂運動場で開催した。

昭和24年 愛知県スポーツ会館の竣工を機

に、県体育協会、県中小学校体育連盟等ととも

に事務局を当会館に移転 した。

昭和25年 本県で第 5回国民体育大会が開

催され、県高体連の組織を挙げて応援 し、これ

を契機として、各高校における運動部の活動が

盛んになり、本県高校生が全国において活躍す

る基盤を確立することができた。

昭和26年 全国高等学校卓球選手権大会を

本県で開催 した。

昭和 30年 待望の愛知県スポーツ会館が竣

工し、本連盟も事務局を移転して活動に入った。

昭和39年 全国各地で開催されていた高等

学校選手権大会を一同にまとめ総合体育大会と

する機運がたかまり、その初の全国高校総合体

育大会が中地区で開催されることになり、本県

では、総合開会式、バ レーボール、ホッケー、

フェンシング、庭球の 4競技を担当し、今日の

全国高等学校総合体育大会 (イ ンターハイ)の

礎を築いた。

昭和45年 全国高校総体が和歌山県を中心

に近畿地区で開催され、当年開催されていた万

国博覧会の影響を受けて、卓球、バ ドミント

ン、ヨットの 3競技を本県で開催 した。

昭和 47年 高体連活動を活発にするため、

大幅な自己資金の増額計画を実施し、高体運主

催の年間 3回の大会 (県高校総体、新人大会、

その他の大会)の参加料を徴収することになっ

た。またこの年、新愛知県スポーツ会館が完成

したので事務局を移転 した。更に、この年から

事務局幹事制を導入し、事務の円滑を図った。

昭和48年 全国高等学校総合体育大会が三

重県を中心に東海地区で開催され、本県では軟

式庭球、フェンシングの 2競技を担当した。

昭和51年 全国高校総体が長野県を中心に

北信越地区で開催 されたが、石川県の都合で

ヨット競技を急違本県で開催 した。

昭和53年 57全国高校総体を本県で開催す

る輸番になっていたが、鹿児島県からの依頼に

より本県は 58年 に開催することになった。

昭和54年 県高体連は臨時評議員会を開催

し、58全国高校総体の本県誘致を決議すると

ともに、東海 4県連絡調整委員会を設置した。

昭和55年 県教育委員会保健体育課内に58

全国高校総体準備委員会が設置された。

昭和56年 58全国高校総体の選手強化策の

ため、新たに 1年生体育大会を開催 した。

昭和57年 58全国高校総体を成功させるた

め、高体連組織を一部強化のため運動部会長制

度を発足させた。58全国高校総体準備委員会

は実行委員会に発展改組された。選手強化策の

ため、 1・ 2年生体育大会を開催 した。また全

国高校総体の認識を高めるため、選手以外の一

般生徒を、56、 57年 の全国高校総体総合開会式

を中心に視察員として神奈川県と鹿児島県に派

遣した。

昭和 58年  「走れ跳べ競え東海の空」のス

ローガンのもと昭和 58年 度全国高等学校総合

体育大会を開催し、総合開会式を始め 19競技

を本県で担当、東海の他の 3県で 7競技を実施

し、十分な成果を収めて終了することができ

た。58全国高校総体終了後、本連盟は、規約等

の改正作業に着手、定・通制課程部を独立。H
競技をもって定・通制運動部を設置 した。

昭和59年 58全国高校総体の成果を基に第

49回愛知国体の開催誘致が決定し、事実上内

定を見ることになった。

昭和61年 第21回全国高校体育連盟研究大

会を本県で開催し、成功のうちに終了した。全

国総体への一般生徒視察員の派遣を復活させた。

昭和62年 前年の全国高校体育連盟研究大

愛知県 選手団入場
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会の成果を基に研究部を発足させた。この年、

愛知県教育会館が竣工 し、県体協、県中小体連

とともに事務局を移転 した。

本県高体連ではこの10年 間、インターハイ等

での競技力向上という結果だけでなく、県下高

校生全体を対象とした活動を継続させている。

その一つに全国高校総体視察員派遣がある。こ

の事業は、本県を中心に開催された58総体のた

めにその 2年前から始められたもので、58総体

後昭和61年度より再開され現在に至っている。

総合開会式を始め、各競技の応援など3泊 4日

の視察期間を通して、選手たちが勝利を目指し

必死に競技する姿をみたり、地元高校生の心温

まる対応に触れたりすることで、日頃とは違っ

た見識を広めている。毎年30名 の視察員を各支

部より募集し、視察後の感想文の中からもこの

事業の成果をうかがい知ることができる。

○派遣生徒視察員の感想文より (一部抜粋 )

自分のプレーで人を感動させることは容易

ではない。技術が高ければ感動させ られるとい

うものではない。僕は目の前で勝負にかける不

屈の闘志を見せられた。最後まで勝利を信 じて

戦う姿やベンチの応援。どれをとっても素晴ら

しいものでした。 (平成 7年度)

また、このインターハイでの活躍の様子を

県下の高校全教室に掲示するという意味合い

で、平成 4年度より年 2回、高体運 NEWSを
発刊 している。このNEWSは活字を中心 とし

たものではなく、カラー写真を中心に見て伝え

るを配慮 して編集にあたってお り、部活動への

興味関心を高める目的を担っている。インター

ハイ等での活躍の様子だけでなく、各校の部活

動を紹介するコーナーもあり、高校生の間では

いつ自分の部活動がとりあげてもらえるのか話

題になっているのが現状である。

ラグビー西陵商 悲願の日本一
平成 8年度 高体連 NEWS ll号 より

2 10年のあゆみ (S63～ H9)
本県の10年の歩みは、平成 6年度に開催さ

れた「わかしゃち国体」がその中核となってい

る。選手強化 7か年計画を基にし、昭和 63年

度より少年の部の競技力の向上を図ってきた。

その結果、それまでの国体史上最高の高得点で

天皇杯・皇后杯を獲得し、ほとんどの少年の種別

で8位以内の入賞を果たすことができた。国体

開催を契機に本県高校生の競技力が益々安定し、

現在に至っており、飛躍的発展の礎となった。

インターハイ 優勝者一覧 (S63～ H9)

全国定通制体育大会においても本県陸上競

技は圧倒的な実力を誇示し、この10年連続で

諮
難

男子4X411ClmR[中 京大中京]、 男子ハンマー投・保
谷志郎 [名 古屋学院]、 女子走幅跳・達井知佐 [市 llr

学園]、 レスリング67kg級・り‖島健二 [星城]、 卓球
男子ダブルス 高田,上 月[桜丘]

Ｈ‐
詢

女子バスケット[名 短大付]、 女子ハンド[名 短大
付]、 女子30∞ m・ 大 由美[愛知淑徳]、 女子200m
平泳・平田恵美香[蟹江]

″
誠

女子バスケット[名短大付]、 女子円盤投・桑原鈴代
[中 京大附]、 男子卓球シングル。今枝一郎 [愛工大
名電]、 競泳女子4CXlmR[愛 知淑徳]、

Ｂ
綱

男子三段跳・都築晃[名 古屋学院]、 女子lCXl・ 21Xlm
自由形・今枝慶子[愛知淑徳]、 競泳女子400mR・
400mRメ ドレーR[愛知淑徳]男 子卓球シングル・
今枝一郎 [愛工大名電]

ｍ
筋

女子バスケット[名 短大付]、 女子ハンド[名短大
付]、 男子卓球シングル・岡本倫之[桜丘]、 男子ヨッ
トFJ級・S級 [碧 南工]、 女子ヨットS級 [碧南]

鵬
林

女子ハンド[名短大付]、 男子弓道団体[御津]、 男子
卓球シングル・周嘔 [桜丘]・ 女子走高跳・今井美希
[瑞 陵]、 女子走幅跳・安田紀子 [市 llr学園]、 女子
llXlmパ タフライ・塚嶋洋子[愛知淑徳]

郎
創

女子バスケット[名 短大付]、 女子弓道・ 村章子
[御津]、 女子ヨットFJ級 ソロ[蒲郡東]

W
巨 Iv

女子バスケット[名短大付]、 男子フェンシング団
体[愛工大名電]、 男子卓球団体[愛工大名電]、 男子
4X400mR[中京大中京]、 女子4X100mR[市椰学
園]、 男子走高跳・佐野功幸[愛工大名電]男子4CXlm
伊藤拓馬[中 京大中京]、 女子100m島 崎亜弓[市 ltr

学園]女子200m・ 鈴木智実[市椰学園]、 女子走高
跳・岩切麻衣湖[中京女子大附]、 男子ウェイトリフ
ティング59kg級・上野修[愛工大名電]

田
岬

女子バスケット[名短大付]、 男子アーチェリー団
体 [愛産大三河]、 女子 4 Xl∞mR[市椰学園]、 男子
1500m鈴 木健太郎 [豊川工]、 女子1∞mH加藤友里
[安城東]、 卓球男子ダブルス・真田,金氏 [愛工大名
電]、 ラグビー [西 陵商]

Ｄ
散

女子ハンドボール[名短大付]、 男子弓道・植田宏和
[御津]、 女子1∞,2CXlm・ 鈴木智実[市椰学園]、 男子
30∞mSC岩水嘉孝 [豊川]、 女子体操床,跳馬・得能
香織 [椙 山女学園]、 男子カヌー21Xlmカ ヤックシン
グル・田島弘之 [三好]、 21Xlmカ ヤックペア 田島弘
之,江口貴彦 [三好]、 51Xlmカ ヤックシングル・鈴木
一生[東郷]、 5CXlmカ ヤックペア 鈴木一生,大城良

介[東郷]
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名古屋短期大学付属高校バスケット

3年連続 8度 目の優勝

男女総合優勝の

快挙を為 し遂げ

ている。

この他にも女

子バ レーボール

誠和高校、女子ソ

フ トテニス誠信

高校などが連続

優勝を達成 して

いる。このように

本県高校生のこ

の10年の活躍に

は目を見張るものがあり、各学校の指導者の

方々の情熱と努力には心から感謝をしている。

本県高体連では、昭和62年に本県で開催され

た全国高体連研究大会以降研究部組織を発足し、

毎年県大会を開催するようになった。昨年度で

10回 目の大会となり、10年のあゆみとともに盛

況のうちに活動を続けている。全国大会同様、

3つのテーマの分科会が開かれ、どの分科会も

研究熱心な先生方の発表が行われており、この

研究部の活動は、東海プロックにおいてはリー

ダー的な存在となって今日に至っている。

このように本県高体連この10年のあゆみは、

主役となる生徒のみならず、指導にあたってい

る先生方においても実りある10年であったよ

うに思われる。

3  将来に向ιすて

本県高体連の発足した昭和 23年から半世紀

が経過した今日、社会は当時と比べ大きく変化

し、高校生の運動部活動を取り巻く状況もまた

大きく変わっている。たとえば、部員数や教員

数の減少、教員の高齢化や勝利至上主義的な一

部の行き過ぎた活動や指導など問題は一層深刻

である。また、その反面で国際競技力の向上を

期待されていることもあり高体連のおかれてい

る立場もより複雑になっていることは事実であ

る。こうしたことからも本県としての運動部活

動の在り方についてもう一度原点に帰って考え

ていく必要がある。更なる飛躍のために生徒、

教師、保護者をはじめ関係者の一層の力添えが

必要であり、本県高体連も柔軟な考え方で対応

し、主役である高校生が生き生きとした活動が

今後もできるよう諸条件の整備にあたっていか

なければならない。

獲った “優勝"

今 井 美 希

プロフィール

愛知県立瑞陵高校陸上部

種目 走高跳

静岡インターハイ 2位
宮崎インターハイ 2位
栃木インターハイ 優勝

平成10年 3月  中京女子大学卒業

高校 3年、夏、8月 3日 、宇都宮陸上競技場、

その日は台風の影響で、朝から雨だった。私の

出場する走高跳の競技は午前から始まり、全国

から集まった 66名 の選手達が参加 していた。

競技が始まって、今までにあった辛いこと、そ

れでも人に励まされて頑張ってきたことが頭に

浮かんだ。

全日中で、周 りから絶対優勝と言われながら

2位に終わり、悔 しい思いを残して高校へ進学

した。インターハイでは必ず優勝してみせると、

走高跳の練習にいっそう真剣に打ち込んだ。し

かし、静岡インターハイ・宮崎インターハイの

両方とも2位で終わってしまった。それからの

私には「万年 2位」というレッテルが貼られる

ようになってしまった。悔しい思いより自分の

力を疑ったりし、自信をなくしかけていた。

自分に嫌気がさしていた2年の冬、肺炎で入

院、さらに足首捻挫のため 2週間のギプス生活

を体験した。これで私の頭からインターハイ優

勝という文字は完全に消された。が、大田先生

や友達に励まされ、ここまで来ることができた。

いっそう強くなった雨の中で決勝は始まっ

た。l m 68cmか ら跳び始め、l m 71cmは 2回

バーを落としてしまった。 3回 目も落とすと、

「本当の万年 2位」、跳べば念願の優勝という状

況だった。私は頭の中を無にし、3回 目にいど

んだ。気がついた時にはすごい歓声の渦の中で

私は初めての優勝を獲得していた。その2文字

は、私に自信と勇気を与えてくれたのである。

今は自分の力を信じ、シドニーオリンピッ

クに向け日々練習に打ち込み、自分の夢を叶え

るために努力をしている。
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県重 《事務局》

〒 510‐ 8562三 重県四日市市 日永字岡山4917

県立四日市南高校内

TEL 0593(46)2718
FAX 0593(46)2718

創立年月日 :昭和 23年

三重縣高等学校体育連盟

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数

83カた

33専 門部

1,440部

14,633名

7,232名

21,865名

子

子

計

男

女

合

年

度 会 長 理事長 言己  ヨ匡

125

26

27

28

29

∞

31

32

33

34

35

36

37

“

"
40

４７
　
慇

佐 木々仁三郎

一見 義隆

伊藤 義教

一見 義隆

一見 義隆

乾  正治

中村新十郎

山鹿 静夫

近藤

惟
　
　
之勝

竹

　
　
田

小
　
　
飯

寿

高根沢武男

池田  稔

直田 直人

西川 有

`

事務局四日市商業高校

軟式野球、バドミントン加盟第

1回県高校総体を15種 目で開催

柔道加盟

剣道加盟

第 4回東海高校総体を

本県で開催

弓道加盟

硬式庭球加盟

高根沢理事長死去

事務局津高校に移転、自転車、

ウエイトリフティング加盟

事務局自子高校に移転

ホッケー、漕艇、フェン

シング、ヨット加盟

事務局四日市高校に移転

ボクシング加盟 全国高校総

体を伊勢市中心21B目 開催

事務局宇治山田商業高校に移転

年

度 会 長 理事長 言己  月日

"

51

52

"M

“

“57

“

"
∞

61

62

“一九
　
２

3

4

5

6

7

宮村 栄郎

前島 俊皐

小野十美生

古山 博典

岩下紀久雄

久

　

　

一秀

本橋
　
　
城

近藤 和 也

ll[引L 耕司

西 川
た
「

]EFl 智生

笠井 裕教

溝 口 宏憲

第∞回国民体育大会を

伊勢市中心跡種目開催

学校スポーツ充実事業開始

事務局四日市南高校に移転

空手道加盟

学校スポーツ特色作り事

業開始全国 プロック大

会の派遣費補助事業開始

分担金・入会金値上げ

なぎなた加盟スキー、アー

チェリー、カヌー準加盟一条

校以外の生徒の大会参加承認

学校スポーツ躍進事業開始

分担金入会金値上げ三重県高

体連創立
"周

年記念式典挙行

ボウリング準加盟
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1沿 革

三重県高等学校体育連盟は、全国高体連と

同年の昭和 23年 に発足 したものの、組織等検

討するなかで、昭和 25年初代会長に佐々木仁

三郎校長、理事長に高根沢武男教諭が就任され

る。事務局を県立四日市商業高校に置き、14種

目の専門部のもとスタートした。創設初期は戦

後の混乱期であり、食糧難・物質不足等や大会

運営には施設確保・用具調達等で大変な苦労が

あったなか、昭和 26年に三重県高等学校総合

体育大会を津市において 15種 目により開催 し

た。また、昭和 29年 に東海高等学校総合体育

大会が名古屋市において開催され以後各県持回

りとなる。

そして、これまで種 目別大会であった全国

高等学校選手権大会が、昭和 38年に全国高等

学校総合体育大会として新潟県を中心に開催さ

れ、以後各県持回りとなる。本県においても昭

和 38年に軟式庭球、昭和 39年に卓球と柔道、

昭和 45年 に軟式庭球 と自転車、昭和 58年 に軟

式庭球と相撲をそして、昭和 48年の三重イン

ターハイを開催することができた。

当時は、学生生活の中にスポーツを実践す

ることで、スポーツを通 じて健康な身体、強靭

な精神を養い、互いの連帯感を深めあって、生

きがいのある生活づ くりに役立てようという気

運のなかで県教育委員会、各競技団体のご理

解、ご協力があって、全国高校総体を誘致する

運動が盛 り上が り、時同じくして国民体育大会

の誘致活動にも力を注ぎ、高校総体 と国体の一

本化路線が打ち出された。更に、昭和 44年全

国高体連理事会において、昭和 48年全国高校

総体の本県での開催が決定される。昭和 45年

高校総体実行委員会の結成準備 と併せて、県教

育委員会に「国体等準備室」を新設し事務局と

しての第一歩を踏み出した。式典・宿泊輸送・

競技施設等の担当の専従化により準備が進めら

れたのである。昭和 46年 に日体協全国会議に

おいて昭和50年 第30回 国民体育大会の本県で

の開催が決定された。また、この年に「選手強

化対策本部」が設置され、その強化基本方針と

して、①指導者の養成。②選手の発掘と養成。

③練習会場の設置。④強化費の財源確保。⑤指

導者の環境整備が打出された。なかでも当時本

連盟に未加盟及び活動があまりされていなかっ

たヨット、ホッケー、漕艇、フェンシング、ボ

クシング等の組織の育成強化が急務であった。

そして、開催にあたり県教育委員会、市町村

教育委員会、競技団体、中体連等関係団体のご

理解、ご協力を得て、昭和 48年度全国高等学

校総合体育大会を「燃えよ若人」の大会スロー

ガンのもと伊勢市を中心に県下各地で20種 目

を盛大に開催できることとなった。成績につい

ても団体 2種日、個人10種 目の優勝を獲得す

ることができた。

さらに、昭和50年第30回国民体育大会が伊

勢市を中心に20市町村で30競技 (夏季 3競技、

秋季27競技)を 開催することができ、また、高

校生の活躍もあり天皇・皇后両杯を獲得する最

高の結果を納めることができた。

しかし、三重国体以降の本県のスポーツの

動向は、スポーツ人口の増大は進められてきた

が競技力の面では低迷傾向がみられた。

そこで、この状況に対応するために、県教育委

員会のご努力とご理解のもと、健康で活力あふ

れる県土を構築するために次代をになう児童生

徒にスポーツ活動を通じてたくましい身体と強

靭な意志を培うことが肝要であり、昭和60年 に

学校スポーツ充実事業 (三重の若人・パワーアッ

プ作戦)が魅力ある学校づくりの一環として、学

校スポーツを活性化し地域に根ざしたスポーツ

を振興し、運動部活動を中心として力強い競技

力の育成や小中高一貫した指導力の養成等を行

い、青少年の個性を伸長するために学校スポー

ツの充実を図る趣旨のもと5年計画で発足した。

事業内容は、①強化推進事業 (実績のある運

動部を対象に部活動強化と選手強化を実施し、

よリー層の競技力向上を図る)②育成推進事業

(運動部において、未成熟かつ育成の効果が期

待される部を指定し、強化・育成を図る)③特

別強化対策事業 (全国大会等で、上位入賞が期

待できる運動部の特別強化を図る)④指導力強

化対策事業(運動部活動における競技力の向上

や底辺の拡大を図るため指導力の強化、充実を

図る)⑤全国 。プロック大会出場者激励事業

(派遣費の一部を補助するとともに全国大会出

場者を激励する)の 5本の柱からなり、県教育

委員会より県高体連が委託 (一部除く)を受け

て実施する。この事業により、運動部の位置づ

けが明確となり、運動部活動が益々、活発と

なっていった。
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2 10年の歩み

昭和 63年に小野十美生会長、工門智生理事

長が御勇退され、新しく古山博典会長 (四 日市

南)、 笠井裕教理事長 (四 日市南)が就任され

て事務局を県立字治山田商業高校から県立四日

市南高校へ移転する。

そして、5年計画で発足した、学校スポーツ

充実事業 (三重の若人・パワーアップ作戦)が

平成元年度で終了し、新しく平成 2年度より学

校スポーツ特色づくり事業 (三重のスポーツグ

レードアップ作戦)(5年計画)、 平成 7年度よ

り学校スポーツ躍進事業 (三重のユースアドバ

ンス作戦)(6年計画)と 名称を変えて、継続

している。

事業内容は、①指導者、生徒育成事業 (地域

指導力育成事業)②運動部振興事業 (運動部活

動振興事業・運動部活動指導者派遣事業)③組

織強化・備品充実事業 (ス ポーツ推進委員会、

中高連絡協議会を設置し、スポーツの振興充実

を図る。備品、器具購入に係る援助)④派遣・

顕彰・激励事業 (全国、プロック大会派遣費補

助事業・優秀選手顕彰事業・全国大会激励事

業)の 4本の柱によって実施している。なかで

も全国大会 (全額)、 プロック大会 (半額)の
補助を行う派遣費補助事業は、他県に例をみな
い特出した事業である。

近年、本県の生徒数は平成 3年度に75,160名

を最高に平成 4年度より急激な生徒数の減少が

みられ、それに伴い本連盟の運営等にも支障を

来すことから、分担金・入会金の値上げについ

て申請を行い、県教育委員会、校長会、事務長

会、高P連、組合等関係機関のご理解、ご協力

を得て、平成 4年度より生徒 1人につき全日+1

分担金 200円 増の 400円 、入会金 loo円増の

200円 とし、また、定通制はそれぞれの半額に

して 5年間据え置くことで値上げを実施した。

また、同年に高体連出張手当を学校出張手当

と同額にして、高体連の処遇改善をはかった。

しかしながら、生徒減に拍車が進み、再び平

成 9年度に前回同様、関係各機関のご理解を得
て、全日制分担金 500円、入会金 250円、定通

制分担金 250円 、入会金 150円 となり5年 間は

据え置くことで値上げを実施した。

平成 5年度全国高体連理事会において、学

校教育法第 1条校以外 (高等専門学校、朝鮮高

級学校、各種専門学校等)の 高校生と同じ年代

の生徒の全国高校総体への参加が、平成 6年度

より認められたが、本県においては、高等専門

学校が該当するが、この学校は高体連に加盟で

きる学校との判断により、見解の相違から平成

6年 10月 に全国高体連の指導を仰ぎ、臨時評

議員会を該当校の参加を得て開催 した。

そこで、大会参加については負担金 (加盟校

生徒の入会金・分担金をたした額)を徴収し、

役員については専門部より要請はしないことを

条件に大会への参加を承認した。なお、同会議

において平成 7年度より、「なぎなた競技」の

加盟、「カヌー競技」、「アーチェリー競技」、「ス

キー競技」の準加盟を承認される。

また、施設等についても平成 6年 に伊勢市

で開催された世界まつ り博覧会のメイン会場

を、平成 7年度より県営サンアリーナとしてオ

ープンし、メインアリーナ (バ レーボール 4

面)、 サブアリーナ (バ レーボール 2面)と 全

国大会にも対応できる施設ができ、室内競技の

メッカとなるよう利用についても県教育委員会

のご支援を賜 り、平成 8年度よリユース・スポ

ーツ・フランチャイズ事業と名付け施設利用促

進にご努力をいただいている。

そして、平成 9年 7月 には県営鈴鹿スポー

ツガーデンに室内プール (メ インプール、サブ

プール、飛込みプール)と 、テエスコート21面

(セ ンターコート1面、シェルターコート4面、

屋外コート16面 )が完成し、どちらも国際試

合にも対応できる本格的な施設である。これら

のように本県のスポーッ施設はこの 10年 間で

充実してきたが、この施設を幅広 く有効活用す

ることで、よリー層の競技力向上を期待すると

ころである。

平成 9年度は東海高等学校各大会を本県で

開催 したが、特に東海高校総体第 1日 目の 6月

20日 は、この時期には珍 しく台風が直撃 した

ため陸上競技が順延となり、宿舎や競技役員の

確保等奔走し、 6月 23日 の運営に目処がたち

安堵 したが、残念ながら漕艇競技については、

会場となる宮川ダム湖が台風による増水、放水

と流木の流入により、コースロープが流出し競

技不可能となり、已むなく中止となった。な

お、陸上競技が中止となったのは、東海高校総

体始まって以来のことであった。

三重県高体連は、昭和 23年度に発足 し、平
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成 9年度で創立 50周 年を迎えることができた

が、これまで周年行事を開催されずにきたが、

平成10年 2月 10日 に県女性センターにおいて

三重県高等学校体育連盟創立 50周 年記念行事

を開催することができ、記念式典には田川敏夫

県教育長を始め、県市町村教育委員会、県体育

協会、中体連等から来賓28名 、学校代表者、専

門部代表者、各競技団体、高体連OBの方々

等、総勢 286名 の参加を得て、盛大に開催する

ことができた。表彰式においては、歴代の役員

(会長、副会長、理事長、副理事長、専門部委

員長、事務局員等)162名 に表彰状を、専門部

に功績のあった個人28名 と団体30競技の部活

に功労賞を、高体連に対しご協力を頂いた協賛

企業 8社に感謝状の授与をそれぞれに行った。

記念講演は、県総合文化センター総長の田畑彦

右衛門氏 (県立上野高校出身)に「新 しい時代

の体育」と題して講演をいただいた。また、会

費制による記念祝賀会を開催 したところ昭和

48年本県開催の全国総体、昭和 50年 の三重国

体において、中心 となってご活躍された大先

輩、懐かしい諸先輩の方々を含めて 164名 の参

加を頂き、昔話しに花を咲かせ和気需々とした

なか盛会に終了することができた。

なお、記念誌の発刊についても、平成 10年

末を予定している。

3 将来にむけて

今後の課題 として、生徒の減少や指導者不

足により、学校の部活動種目が限定されたり、

単一校での部活動の成立が難しくなると予想さ

れるなかで、学校週 5日 制の導入や、生涯スポ

ーツの素地づ くり等、21世紀を目前に幾多の

課題が山積 してお り、高体連の活動も多様化が

必要となってきている。

50周年という節目の年を迎え、本連盟は高

等学校体育・スポーツの向上発展、高校生の健

全な育成を目指し、学校間の連携をより密接に

して、生徒の多様なニーズに対応しながら、人

間形成に寄与できるスポーツ振興に一層の前進

を期して行 く所存である。

陸上競技と私
竹 内 智 子

三重県立宇治山田商業高等学校

出身

平成 2年度全国高等学校総合体

育大会陸上競技女子砲丸投優勝

三重県立四日市工業高等学校教諭

砲丸投という競技に取り組んで、今年でH
年目になる。4kgの鉄の塊を踊ったり、パスし

たりするわけでもなくひたすらlcmで も遠く

へ投げようとし続けてである。自分のことなが

ら本当に驚いてしまう。恩師の「 3年 間で日本

一になれる」という言葉にひかれながらも、ぐ

ずぐずと宇治山田商業高校の門をくぐったあの

頃には考えられないことである。

高校時代の思い出は、勝ったことでも負け

たことでもなく、やっぱり友達のことである。

今思うと毎日よく笑っていたと思う。暑い夏の

日の練習中、水をホースでかけあったことと

か、バッゲームでこわい顧間の先生のところヘ

「あいさつ」をしにいったことなど、日常の小

さなことである。不思議なくらい試合の思い出

というのは少ない。唯一はっきり思い出せるの

は、高校 3年生の夏に行われた宮城インターハ

イのフアイナルゲームだ。あのゲームで感じた

「勝つのを知っている」という強い気持ちは、

今でも覚えている。暮れかけた灰色の空に翻る

母校の部旗。私が高校 3年間で日標をひとつ達

成した瞬間だった。

高校時代の部活の先生は、本当に忘れ難い。

これは卒業後に気付いたことだが、あれから何

年も経つのに私は時々スタンド席を確かめる。

高校生の時、先生をこっそりさがしていた癖だ

こんな何気ないことからも、私は陸上競技から

たくさんのものを得たのだなあと感じる。

たくさんの人の力をかりて、この競技を続

けているそんな自分を幸せに思いながら、まだ

もう少し4kgの鉄の塊をlcmで も遠くへ投げ

ようとし続けてみたいと思う。
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県賀滋 《事務局》
〒520‐8577滋賀県大津市京町四丁目 1番 1号

県教育委員会事務局保健体育課内

TEL 077(528)4614
FAX 077(528)4955

創立年月日 :昭和 24年 4月 1日
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第1回大津・彦根間高校駅伝大会開催

全日本高校選手権大会(自転車)開催

第1回全日本高校選手権大会(糟艇)開催

全日本高校選手権大会(漕艇)開催

全日本高校選手権大会(漕艇)開催

第1回春・秋季県高校総合体育大会開催

専門部長を置く

滋賀県高体連15周年記念誌発刊

全日本高校選手権大会(糟挺・自転車)開催

県高体連誌第 2号発刊

定通専門部を設立

全国高校総体(ヨ ット)開催

全国高校総体(ソ フトボー

ル、ハンドボール)開催

競技委員会、選手強化委員会設置

540国高校聡体誘致を表明

54全国高校総体開催に

542(閂鷲慇醒襲|

年

度 会 長 理事長 記 事

認
　
”
　
Ｍ

元

２

３

４

55

56

57

58

59

∞

61

62

63

5

6

7

８
　
９
　
Ю

小梶幸三郎

文室 常男

完甘  彰

太田 邦夫

橘  高章

川端  弘

清水興八郎

福井  貢

疋田 充穂

井
　
　
村

土
　
　
田

寺

　

　

東

脇坂 徳夫

小西
●
Ｉ

玉垣 三郎

美明

耕造

新悦

勝祐

西 本 良三

総務委員会設置

県民体育大会高校の部一時中断

全国高校総体を本県を中心に近認

府4県で開催 「鉤年のあゆみ」発刊

滋賀県高体連年報発刊

「びわこ国倒 開催

県民体育大会高校の部再開

調査研究委員会設置

630国高校総体開催種日(漕艇、水球)内

定、事務局を県立スポーツ会館内に設置

“

全国高校総体企画推進委員会設置

“

全国高校総体地区推進委員会設立

全国高校総体水泳競技、漕

艇競技開催、滋賀県高体連

創立40周 年記念号発刊

滋賀県高等学校体育連盟表彰規

定設置、滋賀県高等学校体育連

盟功労者表彰規定設置、事務局

を県教委保健体育課内に設置

広域通信制高等学影佼が初加盟

全国高校総体結団式を実施

専門部委員長会議開催

加盟会費値上げ

"周
年記念座談会開催

創立
"周

年記念式典

「五十年のあゆみ」IFj
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1沿 革

昭和 23年 (1948)に、滋賀県高等学校体育

連盟設立準備会を設置した。そして、翌年の昭

和 24年 (1949)4月 1日 に滋賀県高等学校体

育連盟として正式に発足する運びとなった。当

時の加盟校は、県立全 日制 9校、定時制 2校、

私立 1校の計 12校、加盟専門部は、以下の 12

専門部である。

陸上競技 。水泳・野球・軟式庭球・バ レーボー

ル・バスケットボール・相撲・卓球・体操・サッ

カー・ソフ トボール・漕艇

昭和 27年 度 (1952)に は、学制改革による

高等学校再編で学校数が増加し、加盟校は以下

の 29校 となった。

全 日制加盟校 :膳所 (大津東)・ 大津 (大津

西)・ 堅田・瀬田工業・彦根東・彦根西・彦根

工業・長浜北・長浜農業・長浜商工・八幡商業・

八日市・草津・野洲・水口 (甲賀)。 甲南・日

野・愛知・虎姫・伊香・高島・比叡山 。近江兄

弟社

定通制加盟校 :大津中央 (大津西・大津)・ 瀬

田 (瀬田工業)・ 彦根東・彦根工業・長浜商工・

鐘紡長浜

昭和 28年度には、八幡高等学校並びにバ ド

ミントン・ハ ンドボール・タッチフットボー

ル・スキー・柔道の 5専門部が設立加盟すると

ころとなり、この年から春季・秋季大会を各競

技毎に開催することになった。

昭和 29年度 (1954)に は、剣道・ヨット・ラ

グビー、30年度には、弓道・山岳の各専門部が

設立され、加盟した。

昭和 33年度からは、大会期間を決め総合的

に春・秋大会を開催 し総合優勝制を採用した。

昭和 41年度には、ウエイ トリフテイング部

が加盟した。また、県定時制高校体育大会を高

体連主催で開催した。

昭和 42年度には、自転車部、44年度には、

アーチェリー部が弓道から独立し、加盟した。

昭和 50年度には、庭球・レスリング・馬術・

ホッケー部が加盟 した。

昭和 52年度には、フェンシング部・ボクシ

ング部が加盟した。

昭和 53年度には、空手道部が加盟した。全

国理事会で 54総体開催が正式決定され、県民

体育大会参加を一時中断した。

昭和 54年度には、「競おう技 高めよう友

情」のスローガンのもと「54年度全国高校総

体」を本県を中心に開催した。また、「30年の

あゆみ」を記念事業として発刊した。

昭和 55年度から、「滋賀県高体連年報」を発

刊することとなった。

昭和 59年度には、「びわこ国体」が開催され

た。この年、湖南農業高校が加盟した。

昭和 57年度には、理事長の身分が学校籍と

なり、県教育委員会より県高体連へ出向 (教員

身分)は事務局長のみとなった。この年から県

民体育大会高校の部が 5年ぶ りに再会された。

昭和 58年 度には、事務局が県教委保健体育

課内に移転され、特別委員会として調査研究委

員会を設置した。また、「第19回近畿高等学校

定時制通信制課程体育大会」が大津市において

開催された。この年、河瀬、玉川、守山北、甲

西、伊吹の各高校が加盟した。

昭和 59年 度には、北大津高校、八日市女子

高校が加盟、この年から春季、秋季総体のポス

ターをつ くることになった。事務局が県立ス

ポーツ会館に移転、事務局長の身分が嘱託 と

なった。

昭和 60年度には、「63総体」について、漕

艇 と水球の本県開催が決定されたのを受け、

「63高校総体企画推進委員会」を設置した。

昭和 62年度には、63総体の「県準備委員会」

が「県実行委員会」に改組された。加盟校では、

国際情報高校が加盟、鐘紡長浜高校 (62年 度末

廃校)が脱会した。

54全国高校総体 選手入場
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2 10年 の歩み

昭和63年度 (1988)に は、私立光泉高校、並

びに少林寺拳法の加盟で、62校、34専 門部の

組織となった。

「光る汗 かがやく瞳 いま青春」のスロー

ガンのもと、7月 31日 から8月 20日 まで、兵

庫県を中心に開催された「63全国高校総体」で

は、本県において、漕艇競技を 8月 2日 から5

日まで県立琵琶湖漕艇場 (大津市)で、水球競

技を 8月 17日 から20日 まで長浜市民プールで

開催 し、関係各位の尽力 と高校生の活躍によ

り、多大の成果をあげ終了した。

また、第 24回 近畿高校定通制体育大会が大

津市で開催された。なお、県高体連設立 40周

年の節目の年であり、過去 10年の歩みや役員

名簿を特集掲載 した年報、「創立 40周年記念

号」を発干Jし た。

元号が改められた、平成元年度の全国高校総

体、はまなす国体、全国高校選抜大会においては、

本県としては近年になく優秀な成績を上げた。

平成 3年度には、高島綾羽高等学校、草津綾

羽高等学校が綾羽高等学校に統合され、加盟校

が 61校 となった。

平成 4年度 (1992)に は、大津清陵高校が加

盟し、加盟校は62校 となった。高体連事務局が

県教育委員会保健体育課内へ移転 し、運動部活

動の密接な連携が図れるようになった。高体連

表彰規程の一部改正、新たに、高体連功労者表

彰規程及びその内規が施行され、功労者表彰と

優秀選手表彰を毎年行なうことになった。また

全国高体連研究大会で調査研究委員会が研究発

表を行った。

平成 5年度には、懸案となっていた、広域通

信制専門学校の加盟が承認され、次年度より加

盟の運びとなった。

平成 6年度には、水口女子専門学校 と彦根

高等技芸専門学校の加盟により、64校 となっ

た。また、高体連功労者表彰規程の内規が一部

改正された。

平成 7年度 (1995)に は、大津中央高等学校、

膳所高等学校通信制、湖南高等学校の廃校、清

陵高等学校の昼間部、通信制、馬場分校の分散

加盟、並びに大津文化ビジネス専門学校の加盟

に伴い、加盟校は 64校、専門部は、なぎなた

の加盟により、35専 門部となった。また、新た

に選手の志気を高め好成績を期待すべ く、全国

高校総体出場選手団結団式を、高体連事業に加

えた。理事会・評議員会を年 4回から3回に減

じ、専門部委員長会議を新たに開催 した。この

年、近畿高校定通制体育大会を大津市で、近畿

高校駅伝が各府県 3年単位の持ち回りになった

ことに伴い、土山町で開催された。

平成 8年度には、新設された県立石部高等

学校の加盟により65校 となったが、財源不足

により12年ぶ りに各校の加盟会費を値上げし、

全 日制 450円 、定時制 300円、通信制 200円 に

生徒数を乗 じた額とした。また、規約の改正を

行ない理事を半数減じた。なおこの年、全国高

体連研究大会に調査研究委員会が研究発表を

行った。

平成 9年度には、加盟校は、司学館松下高等

学校の加盟により66校 となった。カヌー競技の

専門部加盟が承認され、次年度より加盟の運び

となった。

また、本県高体連創立 50周年を迎えるにあ

たり、創立記念式典並びに記念講演を平成 10

年 7月 10日 に開催することと「50周年記念誌」

の発行を決定し、総務委員会を増員し編集にあ

たることとした。記念誌の特集として、前年度

にあたるこの年、昭和55年以降の歴代会長・理

事長の出席を得て、「50周年記念座談会」を開

催 し、高体連の歩みについての回想 と今後の展

望について建設的な意見がとりかわされた。

50周年記念座談会」において

3 将来に向けて

県高体連はこの 50年 間、全国高体連マーク

に象徴されるように、スポーツを愛する多 くの

高校生に力強い躍動と歓喜の機会を与え、友好

と連帯の場を提供し、健康で明朗な精神の育成

に努めてきた。このことは関係機関のみなら
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ず、父兄や地域からも高い評価を得るところで

あ り、一部の過熱気味の運動部活動は別にし

て、一般的には、運動部活動に大きな意義を認

め、高い評価がなされているところである。し

かし、昨今の学校が抱えている諸問題の一つと

して、運動部活動のあり方が学校や関係機関だ

けでなく、各界の識者や多 くの人々を交えて論

議されてお り、少子化現象をはじめとした社会

状況の著 しい変化の中で、多 くの改善と工夫が

求められている。

国レベルにおいては、中央教育審議会答申

に始まり、「中学 。高校生のスポーツ活動に関

する調査」結果や保健体育審議会答申、教育課

程審議会中間まとめなどが順次提示されたとこ

ろであり、特に平成 9年 12月 に中学生・高校

生のスポーツ活動に関する調査研究協力者会議

がまとめた「運動部活動のあり方に関する調査

研究報告書」は、これからの運動部活動の指針

となるものと考えるところである。

今後、指導者の高齢化や生徒のニーズの多

様化などがますます進むことが予想されるとと

もに、学校週五日制の完全実施など、従来の部

活に対 して持っていたような固定観念だけで

は、対応が不可能になりつつある。 したがっ

て、その具体的対応策を先に国レベルから示さ

れた諸内容を参考にし考えてみる。

現在実施していることで将来にわたり継続

する必要のあるものとしては、指導者の資質向

上のための講習会や研修会の開催、また現在取

り組みをさらに進める必要があるものとして

は、教員以外の地域指導者の活用、またこれら

の関連事項として、指導手引き書の作成や人材

バンクの強化も必要であると考えられる。そし

て今後着手する必要のあるものとしては、複数

校による部活動や地域スポーツクラブとの連携

などがあげられる。更に高体連サイ ドにおい

て、研究を深める必要のあるものとして、教員

以外の大会引率の検討並びに大会開催基準の見

直し、いわゆる回数・時期・規模の適正化など

があげられる。

ややもすれば、知識偏重になりがちな昨今

の教育事情の中にあって、人間性の大きな成長

が期待できる、我が国特有の部活動に深 くかか

わる組織として、高体連の果たさなければなら

ない重大な責務を、節目の年にあたり再認識す

るところである。

高体連と私
黄 瀬 春 奈

プロフィール

昭和56年 2月 2日 生まれ。

中学校時よリボートを始め、平

成 9年のインターハイ、女子ダ

ブルスカルで全国制覇。平成十

年、全日本選手権女子ダブルス

カル 3位。世界ジュニア選手権

の日本代表。

平成九年夏、私はインターハイ優勝という、

何にもかえがたい喜びを手にすることができま

した。私にとっての、インターハイ優勝は夢で

あり、この夢をかなえるために毎 日のように練

習を積み重ねてきました。したがって、決勝で

一番にゴールしたとき、本当にうれしくて思わ

ず涙があふれてしまいました。そして、出場 し

た誰もがそうであるように、大会が終わって振

り返ってみると、この大会によって技術的にも

精神的にも大きく向上したことを実感できまし

た。また、インターハイでは、同じ目標を持つ

同世代入達と交流でき、多 くの友人と、自分の

視野が広がったことも実感できました。

私はこうした経験から、高体連が高校生を

たくましく育ててくれる組織であり、自分自身

が多 くの方々に支えられていることと、感謝の

気持ちを覚え、さらには我慢することを学びま

した。これらのことは、私達がよりよく生きる

ために一番大切なことだと確信 しています。

当然のことなが ら、高校を卒業 してしまえ

ば選手として、いうなれば「育てられる側」と

して、高体連に関わることはできなくなってし

まいます。しかし、今後は、私自身が「サポー

ター」として、後輩達がすばらしい感動とたく

ましい成長をとげるよう、お手伝いできればと

考えています。

高体連関係者の皆様には、本当にすばらし

い経験をさせていただき、感謝の気持ちが尽き

ません。これからも、高校生に「夢と感動」を

与えてくれる存在として、発展を続けられます

ようお願いいたします。
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府一示 《事務局》

〒602‐ 8570京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町

府教育庁指導部保健体育課内

TEL 075(414)5862
FAX 075(414)5863

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日
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1沿 革

京都府高等学校体育連盟は、戦後の混乱の

中から、昭和 23年 4月 の新学校教育制度の発

足と同時に、旧制中学校体育連盟の組織を改組

し、全国に先がけて創設されました。

初代会長幸村法輸氏 (全国高体連初代副会

長)同理事長遊津孟氏が、いち早 く京都府高体

連マークを考案されました。

15専 門部と企画研究部 (の ちに総務部と名

称変更)で出発 した本連盟は、高校生の体育・

スポーツの振興、体力・競技力の向上、そして

スポーツ精神の涵養を目的とし、各時代に即 し

た諸事業の推進が図られました。

その間、発足以来毎年 5月 に開催 している

京都府高等学校総合体育大会は、選手だけでな

く応援生徒も含めて全ての高校生が参加する形

態で行われる一大スポーツイベントとして定着

しています。また、高体連の歌制定、高体連誌

や高体連新聞の発行、各種講習会の実施、一般

生徒対象事業 (ス ポーツの集い)な ど幅広い活

動を行ってきました。

創立年度から昭和 62年 度までの本連盟の足

跡について簡単に紹介します。

【全国高校総体での競技成績】

昭和 20年代 光華高校が陸上競技で第 1回

大会から3年連続優勝。バスケットボール男子

の山城高校、卓球女子の華頂女子高校、水球の

鴨派高校等が全国制覇を果たしました。

昭和 30年代 20年代の後半から鴨折高校の

水球部が 7回の優勝。光華高校陸上競技部、山

城高校バスケットボール部、華頂女子高校卓球

部も20年代に続 く優勝。新しく東山高校卓球

部が台頭 してきました。

昭和 40年代 東山高校卓球部が 2回の優勝

を果たしたものの団体種目としては 9種 目の優

勝にとどまり、全体的に京都の高校生が低迷 し

た時期でありました。

昭和 50年代 洛南高校体操部が 3回の優勝。

更に、
"年

度には成安女子高校バレーボール部

が、全国高校選抜大会、国民体育大会と合わせて

3冠王に輝きました。また、同年度ラグビーで、

伏見工業高校が初優勝を果たし全国的にラグビ

ープームを巻き起こしました。他にも全国選抜

大会や国民体育大会で全国制覇を成し遂げた種

目もあり、復調の兆しがあらわれてきました。

昭和60年代 63年度に開催の「京都国体」を

控えて、高校生の競技力は大幅に向上、本大会

では大活躍をし、京都府の総合優勝の原動力と

なりました。全国総体では、陸上競技をはじめ

多くの種目で優勝又は上位入賞が増加しました。

中でも、東山高校卓球部が 38回連続全国高

校総体に出場を果たし、その間、団体で 6回優

勝、 3位以内 21回 の実績をあげているのは特

筆できます。

【特色ある高体連の活動】

(1)京都府高等学校総合体育大会

昭和 23年、本連盟発足を記念して先ず取 り

組まれたのが本大会の開催です。

「できるだけ多数の選手が参加できる大会」、

「見るのもスポーツ」等の創始者の努力が今日

まで引き継がれ、この京都府高校総体は各学校

の年間行事計画の中に位置づけられ毎年 5月 第

3土曜日と翌日の日曜日を中心に行われていま

す。 (定通制は 9月 に実施)

大会は、学年別 (ま たは上級、下級別)、 プロッ

ク別に実施しているため特に 1年生にとっては、

高校入学後の登竜門として位置づけられています。

(2)総務部活動

全国的にもユニークな組織であ り、諸案の

検討を行っています。調査・研究、競技力向上

事業をはじめ、普及事業として運動部に属さな

い生徒に対して、キャンプ講習会、体力養成講

習会、サイクリング講習会、 リレーカーニバ

ル、スキー・スケート教室、ボウリング大会、

ソフトボール大会、バスケットボール 3 on 3

大会、ビッグゲーム観戦、フィッシング大会等

の事業を実施し、現在も継続 しているものも多

数あります。また、広報事業として、昭和36年

度に高体連発足15周年を記念して「高体連誌」

が創刊され、現在 37号 を数えています。また、

昭和 53年度からは高体連新聞を年 3～ 4回

発行し、高校生の活躍状況を掲載し、各学校の

教室に掲示しています。

竃 革百JF層鷹嘉響撃崚体胃■■薔■大会 鸞

府研究大会 (調査・研究事業として平成8年度から実施)
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2 10年 の歩み

昭和 63年度か ら平成 9年度までの 10年 間

は、京都府高体連にとって、まさに激動の10年

間でありました。

昭和63年度は「京都国体」が開催された年で

あり、高校生がどの様に係わるかについてはい

ろいろと議論がありましたが、「国民体育大会

は高校教育の一環である。従って学校行事とし

て全高校生が競技者、演技者、補助員、見学者

等、何 らかの役割を担って参加する。」という

画期的な対応ができ、国体を盛 り上げ、成功の

一役を担 うことができました。更に、競技成績

に関しても高校生が大活躍をし、京都府の総合

優勝に大きく貢献しました。

また、この年は、兵庫県を主会場 として開催

された全国高校総体の相撲競技を本府が担当

し、京都府高体運総務部の全面的な支援による

準備や、全ての専門部の先生方の協力による競

技運営、補助員として多数の高校生の協力を得

てすばらしい大会が開催できました。

平成元年度には、女子第 1回全国高校駅伝が

開催され男女同日開催が実現 し、今日でも地元

京都だけでなく全国的に冬の人気スポーツイベ

ントの一つとなっています。

平成 2年度は、「平成 4年度第27回全国高体

連研究大会」の京都府開催が決定し、更に、「平

成 9年度全国高校総体」の京都府開催誘致表明

をし、それぞれの大会の成功に向けて準備が始

まった年でした。

平成 3年度には、「平成 9年度全国高校総体」

の誘致申請書を提出するとともに、第10回アー

チェリー選抜大会を開催。また、専門学校等の学

校の大会参加を認め、京都府高校総体に京都朝

鮮高級学校から8種 目に合計H8名、京都韓国高

校からはバスケットボール (男女)に 18名の生

徒が参加し共に持てる力を存分に発揮しました。

平成4年度の冬、粉雪の舞う国立京都国際会

館において「第 27回 (平成 4年度)全国高等

学校体育連盟研究大会」が開催されました。当

時では、研究大会史上最多の650余名の参加者

が あり、更に、全都道府県からもれなく参加

されたというのも大会初でありました。

大会は、21世紀に向けてわが国が活力ある

社会を築いていくために、国民の健康・体力の

増進を図ることが重要であり、生涯スポーツや

スポーツの生活化を推進する観点から高校体育

の在り方が注目を浴びていることを踏まえて

「高校スポーツ21世紀への提言」をメインテー

マに設定し、「生涯スポーツ」・「競技スポー

ツ」。「健康管理」の 3分科会を設けました。そ

れぞれの分科会とも詳細な研究発表に基づき、

活発な質疑応答が交され内容の深い充実した時

間が持てました。加えて、現ラグビー日本代表

監督の平尾誠二氏の「ラグビーにおけるチーム

ワーク」と題しての講演、また、当時の覚性律

庵庵主光永澄道師から「千日回峰行」の講話を

いただき参加者全員感動と共感に満ちた時間を

過ごしました。研究大会が大成功に終わり息つ

く間もなく「平成 9年度全国高校総体」の京都

府開催が内定し、平成 5年度には、新しくなぎ

なたを含む28種 目の開催が決定し、本格的な

準備が始まりました。

平成 6年度に入り、「平成 9年度全国高校総

体 (京都総体)」 競技会場地市町村が決定する

中で「京都総体プロジェクト委員会」を発足さ

せ、成功に向けて種々の課題について検討を始

めました。翌 7年度には高校生の競技力の向上

のため、まず指導者の資質の向上をめざし、開

催 28種 目の各専門部からの強化担当者で構成

した「プロジェクト委員会強化部会」を設立、

また中学校との連携も考え、「中高連携部活動

指導者研修会」を開催しました。この研修会に

ついては現在でも好評であり継続中でありま

す。こういった努力が後に述べる本番での好成

績につながったと自負しています。また、この

年には、大会テーマ「京都総体」、大会スロー

ガン「風にのれ 君の声援 君の汗」、大会シ

ンボルマークが承認され、大会日程、競技会

場、大会賛歌が次々と決定していく中で、大会

6tXl日 前行事を実施することによって徐々に京

都府民にも関心が持たれ始めました。

平成 8年度は、全国高校総体開催の前年とい

うことで着々と準備が進む中で、300日 前行事

として府内の高校生が一人一羽の「折鶴」を折

り、それぞれの学校の最寄りの実行委員会へ贈

呈しました。贈呈の翌日には、式典・パレード

に専門部の生徒が参加し、行事を盛り上げまし

た。また、平成 9年 1月 にはナホトカ号タンカ

ー流出油事故に係わる支援のため、募金等を各

加盟校及び専門部に呼びかけました。その結果

総計765万円余りの募金が寄せられ、支援物資
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とともに関係機関へ送付、更に、両丹支部の高

校生を中心に重油回収作業にボランティアで参

加 しました。

平成 9年度は、特別なビッグイベントを 3つ

開催しました。

1つ 目は、 4月 に京都府高校総体の総合開

会式を、第 50回 を記念するとともに「京都総

体推進 100日 前行事」として例年より規模を拡

大して実施しました。京都市部では西京極陸上

競技場に入場行進参加約 5,000名 、スタンドで

の観覧者約 13,500名 、演技者、補助員合わせて、

約840名 、合計 19,000名余 りの生徒が参加して

実施、また、両丹支部では舞鶴市民会館に合計

820名 余 りの生徒が参加しそれぞれ盛大に開会

式を開催 しました。

2つ 目は、 8月 の全国高校総体「京都総体」

の開催です。開催が決定してから4年余 り、周

到な準備 とあらゆる方面の方々のご支援、ご協

力により成功裏に終了しました。

平成9年度全国高校総体「京都総体」総合開会式 京都府選手団の入場行進

とりわけ、団体優勝 3、 個人優勝 14、 団体個人

合わせて122の入賞数をみせた競技力は、選手は

もちろんのこと指導者の地道な努力の賜物と感謝

するとともに、今後の本府の高校体育・スポーツ

の発展の礎にしていかねばならないと思います。

3つ 目は、11月 の京都府高等学校体育連盟

50周年記念式典・記念祝賀会の開催です。功労

者表彰 74名 をはじめ、関係者 251名 の出席に

より盛大に50周 年を祝うとともに50周 年記念

誌を刊行いたしました。

3  将来に向けて

「京都総体」の成功を弾みとし、50年の歩み

を振 り返 りつつ、高体連設立の原点である「府

内の高等学校生徒の体育・スポーツ及びレクレ

ーション活動を振興して、体力の向上とスポー

ツ精神を育成する」を大切にしながら、21世紀

の高校体育・スポーツの発展の筋道を、過去の

足跡を踏まえながら明らかにしていく必要があ

ると考えます。

インターハイの思い出
早 狩 実 紀

1991年世界陸上東京大会日本代

表。宇治市立槙島中学校から陸

上競技をはじめ、府立南八幡高

校 ―同志社大学と進み、現在三

和銀行勤務。

主な競技成績は、高校 2年生で国

体優勝、3年生でI.H、 国体共に優

勝。また、インカレ優勝多数、日本

選手権でも優勝。

この度は、全国高等学校体育連盟創立 50周

年おめでとうございます。

私が高校時代を過ごした、昭和63年からの 3

年間を振 り返ると、女子中長距離界全体が飛躍

的に向上していった時期だったように思います。

身体的にも精神的にも伸び盛 りの頃に、そ

のような環境にもまれ、私自身も大きく成長す

ることができました。

3年生 (平成 2年 )の時に仙台で行われた全

国インターハイでは、 3千 メートルに出場 し、

当時の高校新記録で優勝しました。今でも私に

とって、とても印象深いレースのひとつです。

大会直前、とにか く心細かったことを覚え

ています。いろんなことが不安な反面、何故か

本番になれば走れるような気もしていました。

今までに感じたことのないプレッシャーを感じ

ていたのだと思います。

真夏の猛暑の中でのレースは嫌いで、それ

にも増して真夏の トレーニングは嫌でした。暑

さにバテて走れなくなったり、貧血になったり

と、夏は苦手な季節でした。それでも、小さな

調子の波はあっても、大きなつまづきなく目標

を達成できたことは、自信になったと同時に、

高校生活のよい思い出となりました。

周 りの環境にも恵まれ、人にも恵まれ、助け

て頂きながら競技を続けてこられたことを幸せ

に思います。感謝の念と、これまで経験してき

た全てのことを糧に、これからも可能性を信 じ

て頑張っていきたいと思います。
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府阪大 《事務局》
〒540‐0008大阪市中央区大手前二丁目

府教育委員会保健体育課内

TEL 06(941)3430
FAX 06(941)4815

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日
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ホッケー専門部発足

ボクシング専門部発足

専門部規約制定

なぎなた専門部発足

第 1回体育の日行事

高体連のあり方研究
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足

総体 3種目開催
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第∞回大阪総体開催

M総体 2種 目開催

生徒の対外競技検討

空手道部専門部発足

63総体開催地決定

少林寺拳法専門部発足

63総体実行委員会

第 1回 ボクシング大会

大阪朝高大阪総体参加

全国少林寺大会開催

第
"回

大阪総体開催

連合チーム参加承認
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1沿 革

「大阪高等学校体育連盟の設立」

昭和 18年 7月 、学徒体育大会中止令によって

学校スポーツは混迷期に入った。

昭和 22年 3月 、学校教育法の交付によって学

制改革が実施され、現在の高等学校、 6・ 3・

3・ 3・ 4学校制度として新設された。

翌昭和 23年 4月 より新制高校が発足し、同年

6月 28日 には「全国高等学校体育連盟「が創

設された。

大阪府では、当時の府教育委員会保健体育課の

岩野次郎氏、乾正人氏や校長会役員などを中心

に、それまでの旧制中等学校体育連盟組織を改

組する準備が進められた。

昭和 23年 4月 、新制高校の発足と同時に「大

阪高等学校体育連盟」として創設。

当時、大阪体育連盟の会長をされていた春日弘氏

を初代理事長に、力強く歩みはじめたのである。

「連盟組織の確立」

昭和 30年には、高校への進学率が全国水準で

初めて 50%を こえ、高校生が昭和 33年度か

ら急激に増加しはじめた。

昭和 30年代後半に入 り、高体連は組織として

確立してきた。それぞれの種目が共通の理念の

もとで、教育活動としてのスポーツを推進して

いこうという努力が始まったからである。

大阪高体連では、専門部が次第に大きくなり、

昭和 38年 6月 、高体連の運営を円滑にしてい

くため、「専門部規約」を作成した。

「小委員会の発足」

大阪高体連では昭和 42年 12月 、専門委員長会

を開き、校長会の依頼事項を検討 した結果

、専門委員長会の専門機関として「特別小委

員会」を発足させることにした。

同年 12月 、第 1回 の特別小委員会を開いた。高

体連を法人化するかについて暫定措置とし、国

の動きを見ながら法人化を考慮していくことを

まとめた。

「六者会談開催」

昭和40年代から学校教育界を襲った近代化は、

高校スポーツ界にも大きな影響を与えた。

昭和 43年 7月 、校長協会・高体連・生活指導研

究会・体育研究会・府教育委員会の各代表が集

まった。今後の高校運動部のあり方、大阪高体

連の運営について協議し意見の交換が行われた。

「創立30周年記念式典開催」
創設30年 を語る座談会

昭和 49年 7月 16日 、大阪高体連理事会、専門

委員長会合同会議で 30周 年記念事業の提案が

され、実施することが決定した。

30周年記念事業の一つとして、大阪高校総体

の「第30回記念大会」を行い、加盟校運動部

のうち、多年にわたり優秀な成績を挙げてきた

男女運動部 135部 を表彰した。

また昭和52年 12月 3日 、「大阪高体連」創設30

周年記念の会 (功労者表彰・祝賀会)が、大阪

キャッスルホテルで行われた。

「国際交流の活発化」

昭和55年 11月 、大阪府は中国上海市と友好姉

妹都市関係を締結し、翌年より両都市間で具体

的な交流が実施されることになった。

種力の条件のもとにサッカー、体操、柔道、テ

ニス、陸上競技、バレーボール、ソフトボール、

ハンドボール、バスケットボールという順番に

相互交流を行ってきた。

専門部の発展につなげる為にも、大阪のスポー

ツレベルを伸長させることが重要となった。

「大阪高体連40周年記念式典開催」

大阪高体連は昭和62年 12月 、40周年記念行事

として優秀な成績をおさめてきた運動部を表彰

し、専門部に高体連旗を作成した。

記念式典は大阪工大記念館で開かれ、大阪

高体連40周年記念誌を発刊した。
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2 10年 の歩み

昭和 63年

8月 総体、空手道・ホッケー・登山を大阪で

開催

12月 大阪高体連研究協議会開催

8月  第 8回大阪府・上海市友好交流事業

柔道・庭球チーム派遣

発表 水泳・バ レーボール・相撲

平成8年度全国高等学校総合体育大会総合開会式に
おける大阪府選手団の入場

12月  大阪高体連研究協議会開催

平成 1年

8月  第1回全国高等学校ボクシング選抜大会

開催

8月  第 9回大阪府・上海市友好交流事業

陸上競技チーム招聘

12月 大阪高体連研究協議会開催

発表 体操・卓球・柔道

平成 2年

8月  第 10回大阪府・上海市友好交流事業

陸上競技チーム派遣

12月 大阪高体連研究協議会開催

発表 剣道・軟式庭球・アーチェリー

この年より、大阪高校総体に大阪朝鮮

高級学校が参加

平成 3年

8月  第 11回大阪府・上海市友好交流事業
バレーボールチーム招聘

12月 大阪高体連研究協議会開催

発表 レスリング・スキー

ハンドボール

平成 4年

8月  第 12回大阪府・上海市友好交流事業
バレーボールチーム派遣

12月 大阪高体連研究協議会開催

発表漕艇・サッカー・ボクシング

平成 5年

8月  第 13回大阪府 。上海市友好交流事業

ソフ トボールチーム招聘

発表 弓道・ラグビー・フェンシング

平成 6年

8月  第 14回大阪府・上海市友好交流事業

ソフ トボールチーム派遣

12月 大阪高体連研究協議会開催

発表 登山・バ ドミントン・空手道

平成 7年

8月  第 15回大阪府・上海市友好交流事業
ハ ンドボールチーム招聘

12月 大阪高体連研究協議会開催

発表 自転車競技・ソフトボール

少林寺拳法

平成 8年

8月  第 16回大阪府・上海市友好交流事業
ハンドボールチーム派遣

12月 大阪高体連研究協議会開催

発表 ウェイトリフティング

アメリカンフットボール

なぎなた

平成 9年

8月  第 17回大阪府 。上海市友好交流事業
バスケットボールチーム派遣

12月 大阪高体連研究協議会開催

発表 ヨット・テニス・相撲
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3 将来に向けて

朝鮮高級学校の全国大会参加承認

平成 2年、朝鮮高級学校が「大阪高体連の大

会に出場したい」と、大阪バレーボール専門部

に意向を伝えたことに端を発したのがきっかけ

となり、大阪朝鮮高級学校の大会参加及び高体

連加盟が問題となった。

大阪高体連は、平成 3年全国大会につなが

らない大阪だけの大会 (大阪高校総体)出場

を、全国で初めて承認した。

平成 5年、全国高体連基本問題検討小委員

会は協議し、朝鮮高級学校を含む、各種学校や

専修学校のインターハイ参加について、平成 6

年度から出場が承認されたが、選抜大会は各競

技団体 と全国高体連の共催であり、各競技団体

が中心となって開催してきた経緯があることか

ら、今後の課題とし、関係団体 と協議していく

ことになった。

少年の健全な心身の育成に大きな役割を果

たすスポーツの普及、振興という観点に立て

ば、ほとんどの高校生の大会参加が承認される

ことが望ましい。

運動部活動の現状

近年高等学校では、生徒数の減少に伴 う部

員数の減少により、テームの編成が出来ない運

動部がみられたり、指導者等の高齢化により、

円滑な活動が維持できないなど、顕著ではない

が、休廃部にいたる運動部がでてきている。

大阪高体連では、運動部活動がもつ教育的

意義を踏まえ、その活性化を図るべ く、対応策

について検討を進めている。

団体総合 輝 く三連覇 l

池 谷 幸 雄

昭和 45年 9月 26日 生

平成元年 3月 清風高校卒業

同年 4月 日体大入学

平成 5年 3月 日体大卒業

現在  タレント

昭和63年度  全国高校総合体育大会 (兵庫県)

団体総合

個人総合

種目別 男子

男子優勝  清風高等学校

男子優勝  池谷 幸雄

床   優勝  池谷 幸雄

あん馬 2位  池谷 幸雄

吊 輪 優勝  池谷 幸雄

跳 馬 優勝  池谷 幸雄

平行棒 2位  池谷 幸雄

鉄 棒 優勝  池谷 幸雄

昭和 63年度全国高等学校総合体育大会にお

いて、男子体操競技では、清風高等学校団体

チームが 3年連続団体総合優勝と輝かしい成績

をおさめた。また、個人総合においても、上位

3位 (優勝池谷君、 2位西川君、 3位荒牧君)

まで独占し、大阪高体連体操部のレベルの高さ

を全国に示した。なかでも池谷君はチームの中

でも常に安定した成績をおさめリーダー的役割

を果たした。

またその年のソウルオリンピックの代表にも

高校生として初めての日本代表選手に選ばれた

が、めざましい活躍ぶ りで団体総合 3位の原動

力になったことは記憶に新しいところである。
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県庫丘
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《事務局》
T650‐8567

創立年月日

兵庫県神戸市中央区下山手通5丁 目1)1

県教育委員会事務局体育保健課内

TEL 078(362)3787
FⅨ 078(362)3959

:昭和 23年 5月 31日
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県高体連∞周年誌発刊

54全国総彬 競技開催(ハ ン

ドボール・ウエイトリフティ

ング)ア ーチェリー部設置

県総体開会式を学校別

の行進参加に変更

“

全国総体開催 (19競技

を14市4町で実施)

広東省とスポーツ交流(バ

レーボール・卓球を派遣)

同上受入

阪神 淡路大震災 (未曾

有の大災害)(Zl.17)

県総体開会式を検討

県総体開会式を種目別参加と

し体育館で開催 県高体連5tl

周年記念式典(1136予 定)
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1沿 革

兵庫県高等学校体育連盟の発足

兵庫県高等学校体育連盟は、昭和 23年 5月

31日 に発足、 7支部 。16専 門部でスター トし

た。本県には、以前から神戸、阪神、東播磨、

西播磨、丹有、但馬、淡路の 7地区の組織があ

り、旧制中学校時代から各地区で学校対抗の試

合や大会が実施されていた。昭和 23年の学制

改革による新制高等学校の誕生とともに、7地

区の代議員による準備委員会が設置され、本連

盟を発足させた。

初代会長は長田高校の賀須井千校長、副会

長には明石南高校の木村伊勢栄校長と高校体育

教師を代表して滝川高校の福島誠徳先生、理事

長には県教委体育課の堀公平課長が就任した。

事務局は県教委体育課内に置かれ、学校体育

係長を中心に学校体育係が本連盟の事務を担当

した。以来、今 日まで 50年 間にわたって、事

務局は県教委体育保健課に置かれている。

当初設置した専門部は、陸上競技、体操、水

泳、バレーボール、バスケットボール、ハンド

ボール、サッカー、ラグビー、卓球、テニス、

軟式庭球、ソフ トボール、相撲、弓道、山岳、

スキーの 16専門部であった。その後、運動部

活動の充実・発展 とともに専門部数も順次増加

し、昭和 62年 度に少林寺拳法部を設置、現在

の 32専 門部が確立した。

兵庫県高等学校総合体育大会の開催

昭和 23年 3月 の文部省通達「学徒の対外試

合について」により「学徒の参加する競技会は

教育関係団体が主催し、その責任において適正

な運営を期する。」とされ、本連盟の発足 と同

時に本連盟が各種の競技会を主催するように

なった。しかし、各競技種目団体の意向や歴史

的な背景もあり、大会として日程の統一は容易

にはできず、各専門部ごとにそれぞれ開催され

ていたのが実情である。

そのような中、競技大会は学校教育活動の

一環として重要な位置を占めるものであること

から、関係競技種 目団体の理解を得、昭和32年

6月 、本連盟と県教育委員会との共催で第 1回

兵庫県高等学校総合体育大会を開催 した。以

来、本大会は県下高等学校体育・スポーツの振

興・発展に大いに寄与し、学校教育活動の一環

としてその役割を呆たすとともに、意義ある大

会として多 くの成果を上げている。

昭和 41年度第10回 大会からは、総合優勝制

度を導入、男女総合成績 1位の学校に優勝旗を

授与、1位から6位までの学校に表彰状及び県

高体連杯を授与し今日に至っている。また、こ

の年度から総合開会式を実施、各専門部ごとに

よる入場行進を行うようになった。

昭和 55年度第24回大会からは、学校単位に

よる入場行進に変更、各支部ごと支部長、支部

旗を先頭に各学校 20名 の選手が学校代表とし

て行進、3千 5百名を越える選手が入場行進に

参加するようになった。同時に、総合開会式の

見学校も10数校にのぼり、更に昭和 63年の全

国高等学校総合体育大会、いわゆる『63全国高

校総体』の開催へ向けて、昭和 61年度第30回

大会からは、神戸地区の高等学校が計画的に見

学し、明石での開催時には、明石地区の高等学

校が全面的に見学するようになった。そして、

吹奏楽やバ トントワリングなどの演奏・演技 と

相まって華やかで盛 り上がった開会式が演出さ

れるようになった。

兵庫県高等学校定通制体育大会の開催

定通制高等学校は本連盟に加盟 しているも

のの、多 くの場合、全 日制と同一歩調をとるこ

とには各種の制約があった。したがって、自然

発生的に定通制の学校が各地区ごとにささやか

な大会を開いていたのが実情である。

そのような中、昭和 33年 に軟式野球、35年

に陸上競技、37年 にバレーボールの県大会が

実施され、その影響を受け、他の種 目でも県下

で凌ぎを削 り合いたいとの盛 り上がりがあり、

昭和 39年に 9種 目の県大会が実施された。

同時にその頃、定通制高等学校の体育の発

展に寄与するため、定通制の組織の強化・確立

を図る機運が盛 り上が り、同年、専門委員会と

しての定通制委員会を設置した。そして、翌年

の昭和 40年 度から兵庫県高等学校定時制通信

制課程総合体育大会、いわゆる『定通制体育大

会』が正式にスター トした。軟式野球、陸上競

技、バレーボール、水泳、バスケットボール、

軟式庭球、卓球、柔道、剣道、ソフ トボールの

10種 目であった。その後、水泳、ソフ トボール

が廃止、サッカー、バ ドミントンが加わり現在

に至っている。
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2 10年 のあゆみ

63全国高校総体の開催

昭和63年 7月 31日「光る汗 かがや く瞳 い

ま青春」の大会スローガンのもと、昭和 63年

度全国高等学校総合体育大会のオープニングを

飾る総合開会式が神戸ユニバー記念競技場で開

幕した。全国から厳しい予選を勝ち抜いて参加

した選手たちのうち、9千人の精鋭が堂々の入

場行進を行い、スタンドを埋めた 3万 8千人の

観衆にさわやかな印象を与えた。また、大会史

上最多の編成による迫力ある吹奏楽・合唱団、

フィールドー杯に繰 り広げられた公開演技など

に拍手の波が沸き上が り、演技を終えた高校生

と観衆がともに感動を分かち合う姿が、強く印

象に残る開会式であった。

翌日からは、県内14市 4町で19競技大会を

開催、日頃鍛えた力と技 と心を大いに発揮 し熱

戦が展開された。中でも、本県選手の活躍は目

を見張るものがあり、優勝 14種 日、2位 14種

日、3位 33種 日、 5位 50種 日と入賞数 111種

目にのぼる好成績を上げ、成功裏に大会が終了

した。 この大会の成功の陰には「一人一役」を

合言葉に、会場を飾る草花づ くりに、或いは、

場内整理や誘導補助員として、また、記録の収

集、案内接待、救護活動、清掃、駐車場など多

種多様なところで活躍 した高校生の姿があっ

た。この献身的な高校生の活躍が全国の選手た

ちに共感を呼び、さまざまな場で友情の輸が広

が り、高校生による一人一役運動は多 くの方々

から高い評価を受け、まさに「高校生による高

校生の大会」そのものであった。

全国高校駅伝大会における本県勢の活躍

都大路に繰 り広げられる高校駅伝は、今や

国民的行事となり、師走の風物詩として定着し

ているが、近年、この大会における県立西脇工

業高校と報徳学園高校の両校の活躍は、目を見

張る素晴らしいものがある。この10年間で、西

脇工業が 5回の優勝、報徳が 2回の優勝を果た

し、実に本県勢が 7回の優勝を数え、加えて現

在 4年連続優勝中である。まさに「駅伝王国兵

庫」の名を全国に高めたのである。

また、両校によって高校駅伝史を飾る名場

面も展開されている。元年度はアンカー勝負と

なり、最後までデッドヒー トを演 じ、報徳が優

勝、僅か 1秒差で西脇工業が 2位 となり、本県

勢が上位を独占した。6年度は西脇工業は県大

会で 2位に甘んじたものの記念大会の恩恵で復

活、2時間 3分21秒の日本高校最高記録で見事

優勝した。更に 9年度も西脇工業は実力を見せ

つけ堂々優勝、2時間 3分 18秒の驚異的な記録

で自己の持つ日本高校最高記録を更新 した。

このように、高校駅伝は全国で本県が大き

くリー ドしているが、この現象は、昭和 56年

度の大会から不動のものとなった。56年報徳、

57年西脇工業が優勝、58年から報徳が 3連勝

し、本県勢が 5連覇をなし遂げたのである。

今、西脇工業VS報徳の争いは「宿命の対決」と

言われているが、これは「兵庫を制するものは

全国を制する。」という近年の本県勢の大いな

る活躍ぶ りを示している。

阪神・淡路大震災の発生

平成 7年 1月 17日 未明、轟音とともに兵庫

県南部に大地震は起こった。マグニチュー ド

7.2、 震度 7の激震であった。阪神・淡路大震災

の発生である。ビルやマンションが崩壊、新幹

線を含む鉄路、高速道路等が損壊、都市機能は

壊滅し、電気、ガス、水道などのライフライン

にも壊減的な打撃を与えた。住宅の密集した地

域においては、大規模な倒壊、大火災が多発 し

た。被災・避難住民は30万人余にのはり、犠

牲者は 6千名を越える未曾有の大惨事 となっ

た。

多 くの学校は休校を余儀なくされ、各種の

学校行事は中止、体育館、グランドなどは避難

所として被災住民を受け入れた。当然、運動部

活動の実施は困難となり大きな制約を受けた。

この年度の各行事も順調に推移していたが、1

月下旬から予定されていたサッカー、バスケッ

トボールなど5種 目の県大会が開催不可能と

なった。更に 7年度に本県で開催予定の近畿大

会のうち、数種目が急邊他府県に会場の変更を

お願いした。快 く引き受けてくれた近畿高体連

の関係者の皆様並びに多大なご支援を賜った全

国高体連をはじめ関係機関や団体の皆様に心か

ら深 く感謝しお礼申し上げる次第である。

県高校総体総合開会式の規模の適正化

兵庫県高等学校総合体育大会の総合開会式

については、前述 したように、63全国高校総体
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の開催を契機として、華やかな総合開会式を繰

り広げてきたが、平成 9年度に今後の在 り方に

ついて検討に入った。

近い将来導入される学校週 5日 制の完全実

施を見据え、それに対応できるようにするとと

もに、交通の便など参加しにくい学校への配慮

及び授業時数の確保の観点などを重視し、学校

教育活動の一環として実施する高等学校の体育

大会としての規模の適正化を図るためである。

そして、平成 10年度から学校単位の入場行進

を改め、各専門部ごと20名 の参加を基本とし、

長年にわたって伝統的に実施してきた陸上競技

場から体育館に会場を変更するとともに、見学

については、学校の判断にゆだねることなどを

決定したのである。

3  将来に向けて

これからの課題と取り組み

本連盟は、10年前に63全国高校総体を開催

したが、それを契機とし、高い競技水準、強化

策、施設設備の充実、スポーツに対する盛 り上

が りなど、多 くの成果を得て今 日に至ってい

る。また、本連盟が主催する各種の大会等は、

県下の高等学校体育・スポーツの振興・発展に

大いに寄与 し、学校教育活動の一環として、そ

の役割を果たしてきた。このような成果を踏ま

え、高等学校の特色ある教育活動 としての運動

部活動を、これからも大切にし、一層活性化さ

せるとともに発展させなければならない。

特に、これからの学校教育には「生きる力」

を育成することが求められてお り、自ら課題を

見い出し、自ら学び、主体的に判断できる能力

と豊かな人間性や個性を育てることが重要であ

る。そのためには、自発的・自主的な活動を重

視した体験的活動そのものである運動部活動の

果たす役割は極めて大きいものがある。

生徒数の大幅な減少による部員数や顧問数

の減少、顧間の高齢化、学校週 5日 制の完全実

施への対応、外部指導者の活用、地域スポーツ

との連携、複数校による合同活動と大会への参

加などさまざまな課題があるが、生涯スポーツ

の観点を重視し、多様な個性 と能力を持ったす

べての生徒のニーズをかなえることができる運

動部活動を目指 し、一層の充実を図るととも

に、新 しい展開を創造していく必要がある。

走幅跳決勝の思い出
朝 原 宣 治

平成 3年、兵庫県立夢野台高等学

校卒業、同志社大から大阪ガス入

社、現在ドイツ留学中。lCXlm 10秒

08の 日本記録保持者。ソフトで気

さく、自炊のできる26歳。

平成 2年夏、私は男子走幅跳において優勝

を狙うべ く助走路にたった。その日、1回 目の

試技で7m60cmを 跳び先頭に立ち、2回 目にそ

のときの優勝記録である7m61cmを跳んだが、

その後の試技は記録を伸ばして迫ってくるライ

バルたちの襲撃を気にしなが らのものであっ

た。2回 目の試技で自己タイ記録を跳んだのが

幸いしたのか、それとも徐々に記録を伸ばしな

がらの展開で試合が進んでいったなら、もっと

良い記録がでていたのかどうかは分からない。

とにか く、たった 3 cmの差で優勝したのだ。

技術的にも精神的にも不安定な高校生が全

国から集まって勝者を決めるのだから、勿論実

力は必要だけれども、そのときの運も大きな勝

つ要素の一つである。特に高校生だった私は技

術的にも安定せず、ただ助走のスピー ドを踏切

板にぶつけるといった、いわゆる「あらけず

り」な選手だったため、顧間の先生をはじめ応

援にきてくれた両親などをかなリハラハラドキ

ドキさせてしまった。今でもそうなのだが。・・。

あのときの 2回 日以降の伸び悩む跳躍につ

いて、今なら試合中に冷静に分析できるかもし

れない。ところがあのときは前に跳ぶことで頭

がいっぱいで、結局偶然にそのまま逃げきるこ

とができたのである。あの接戦の中もしライバ

ルがビッタリの踏切でもう少し着地の足がのび

ていたなら、結果が違っていたかもしれない。

すべての大会でもそうだと思 うが、特にイ

ンターハイという大会は、その選手が持ってい

る競技力以外の何かが作用すると思う。それは

例えば運であったり、勝利にかける意気込みで

あったり、自分に対する自信であったりなどで

あろう。インターハイは私にとって通過点と位

置づける大会であるが、今のこれからの私に

とって、あのときの勝利は貴重で重要な意味を

持っている。
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良奈 県      《事務局
)13奈良市法蓮町757県法蓮庁舎 4

県教育委員会保健体育課内
TEL 0742(22)1101
FAX 0742(22)3995

創立年月日 :昭和23年 5月 15日)
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-158-



1沿 革

昭和 23年 4月 新しい学制に伴い県立高等学

校は 16学区・16高等学校に統一され、私学 4

高等学校を加えて 20高等学校 となった。県高

体連の組織準備は、昭和 23年 1月 9日 に中学

校の諸先生方により進められ、 5月 15日 畝傍

高校に於いて奈良県高等学校体育連盟を結成、

初代会長に福西英三郎 (畝傍高等学校長)、 理

事長に川本 糾 (郡山高等学校教諭)の両氏が

就任 した。また、10月 13・ 14の両日、橿原公

苑を会場に第 1回県高等学校総合体育大会を開

催、陸上・体操・卓球・バスケットボール・バ

レーボール・軟式庭球・相撲・ソフトボールの

8種 目が行なわれ、20校が参加 した。又、水泳・

ラグビーも各々大会を持ち県高体連結成の年に

10専 門部が活動 していた。昭和 25年 にハンド

ボールが高体連に加盟、昭和26年 にサッカー・

スキー・山岳・柔道・バ ドミントンが加盟し、

第 4回県高校総体は参加人数の増加に伴なって

橿原公苑・畝傍高校・奈良学芸大学の 3会場で

12種 目を開催。昭和 27年、剣道が復活、ただ

ちに加盟、昭和 28年、弓道部初代委員長に昆

布富明氏が就任、加盟 した。昭和32年 8月 、第

1回全国高等学校登山大会が大峰山・大台ケ原

山で開催され、360名が大会に出場 した。又専

門部名を「登山部」に改めたのもこの年であ

る。昭和 33年 には、県高体連の記録集の第 1

号が発刊された。これは第 10代会長岩田渾一

氏、第 2代理事長浦好治氏との苦心の賜物であ

る。同年、県高体連体操が考案され、昭和34年

県高校総体開会式で県下高校生により演技が披

露された。昭和 39年 8月 、第 8回全国高校登

山大会を大峰・北山の会場で開催、約800名の

参加者を得た。昭和 40年 には、第 1回県高校

定通制体育大会を橿原公苑で開催。陸上・バ

レーボール・バスケットボール・バ ドミント

ン・卓球・剣道・柔道・相撲・軟式庭球・ソフ

トボールの 10種 目の競技が行なわれた。この

時の参加校は、中心校・分校合わせて 16校で

あった。現在は 10校 と減少はしたが、開催 日

を毎年 9月 の第 2日 曜日に定め続けている。昭

和 42年、奈良県高等学校体育連盟創立 20周年

記念総体を橿原公苑で開催 し県下 36校の全高

校生を陸上競技場に集め、開会式後、郡山高

校・桜井高校・田原本高校による集団演技を公

開した。

昭和 52年 9月 25日 、奈良県高等学校総合体

育大会第 30回 記念大会に県下より45校が集

第20回奈良県高等学校総合体育大会

い、橿原公苑を中心に18種 目の競技を開催。こ

の年初めて大会テーマ・ポスターを募集 し「友

情の輪を広げよう総体で」に決定。昭和 53年

7月 に第 1回の全国高校総体奈良県選手結団式

が橿原会館で行われた。昭和 54年は、全国高

校総体弓道大会を奈良市鴻ノ池弓道場で開催。

この年ホッケーが加盟し、19種 目となる。昭和

55年 には、専門部新設ラッシュが始まり、競技

力向上指定校制度が発足された。テニス・レス

リングが加盟し、21種 目となる。昭和56年、わ

かくさ国体に向けて高体連加盟各校及び各専門

部で選手強化が本格化 し、高体連理事長が県教

育委員会事務局保健体育課内で執務することに

なった。「わか くさ国体」の選手強化もあって、

自転車競技・ウェイ トリフティング・フェンシ

ング・アーチェリー・なぎなたの 5種 目が加盟

し、26種 目となる。また、ヨット・ライフル・

ボクシングの 3種 目が準加盟となった。橿原公

苑の大改修で陸上競技場が待望の全天候型にな

リテニスコー ト多目的広場等各施設が新設され

た。昭和 57年、高体連会費を値上げ。全 日制

1人 200円、定通制 1人 120円。 昭和 59年 に

は、「わか くさ国体」が奈良市を中心に県下各

市町村で開催され高校生が大活躍をした。ライ

フル・ヨット・ボクシング・空手道・漕艇が加

盟 し、これで県高体連は、31専門部となる。昭

和62年は、奈良県が100年 を迎えた年で、県高

体連にとっても創立 40周 年という記念すべき

年であった。橿原競技場に上田知事、中本教育

長を迎え、第 15代奥田悦夫会長の挨拶、第 8

代西機茂郎理事長の競技開始宣言、続いて、添

上高校の組立体操、天理教校附属高校のマーチ

ングバ ンド、バ トントワリング連盟の演技、ボ

クシングのスパーリング等が行われた。
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2 10年 の歩み

昭和 63年 には全国高校総体ボクシング競技

が橿原公苑体育館で開催され、これには全県下

の高校から集まった競技役員の他に、地元畝

傍・高田・橿原・耳成・高取・王寺工の各高校

生が補助員を務め、大会を成功させた。平成 4

年には、全国高校総体に朝鮮高級学校の参加が

認められた。平成 5年度には、学校教育法第一

条校以外 (高等専修学校等)の学校の生徒参加

が認められた。平成 6年 4月 総会にて、加盟金

が全 日制生徒 1人 400円、定通制生徒 1人 200

円に値上げになった。また、11月 に桜井高校で

高体連 50周 年記念事業準備委員会を発足させ

た。これは、平成 7年 6月 に解散し、新たに実

行委員会として発足 した。第 1回実行委員会は

郡山南部公民館で開催された。平成 8年 9月 に

高文連との連携を柱にスローガン募集を行い、

育英西高校の島川美加さんの「力の限り 明日

への軌跡 50周年」を最優秀賞に決定した。ま

た、12月 高体連50周年記念ポスターを募集し、

橿原学院高校の岡本由美さんが最優秀賞に輝い

た。平成 9年 2月 、第 1回高体連栄賞授与式天

根俊治教育長、嶋田良文保健体育課長を迎え、

奈良県社会福祉総合センターで開き、会長賞

(団体 8、 個人 8人)奨励賞 (団体 10、 個人41

人)と して、14競技、15校、67人 を表彰 し、記

念品を贈った。平成 9年度 5月 総会にて、各校

に記念ポスターを配布し50周 年記念事業を盛

りあげる。 9月 10日 橿原陸上競技場で、柿本

善也奈良県知事、天根俊治教育長や歴代会長を

はじめ、多数の来賓のご臨席のもと、加盟校61

校、約 5,000人 が参加 し、井阪雅宥副会長の開

会宣言で、50周年記念総合開会式が始まった。

第50回奈良県高等学校総合体育大会

開会式の後、奈良工業「和太鼓」添上高校「組

立体操」天理教校「マーチ ング ドリル」郡山高

校「集団演武」バ トン連盟「バ ドントワリン

グ」の協力を得て、公開演技を盛大に行った。

さらに、高体連50周 年記念事業の一環として、

32専 門部の優勝カップを新調し、記念誌を発

刊した。

<高校総体の栄光>
昭和 63年以降、年を追って、その足跡を振

り返ってみた。団体・個人ともに年度別に、 1

位のみにし、記録は割愛 した。

昭和 63年 度、ボクシング団体初優勝 (王寺

工)、 個人でフライ級 。本川昭久 (王寺工)ウ
エルター級・和田元善 (王寺工)ミ ドル級・渓

和也 (王寺工)力 優`勝。ソフ トテニス男子個人

優勝、博村 。長手 (高田商)

平成元年度、柔道男子団体優勝12回 目(天理)。

平成 2年度、ラグビー優勝 5回 目 (天理)、 ソ

フ トテニス男子個人優勝南森・村中 (高田商)

ホッケー男子優勝 4回 目 (天理)、 陸上競技男

子総合優勝 2回 目 (添上)

平成 3年度、陸上女子個人円盤投優勝三浦靖

子 (添上)、 ソフ トテニス男子団体優勝 7回 目

(高 田商)、 ソフ トテニス男子個人優勝山本・村

中 (高 田商)、 柔道男子団体優勝 13回 目 (天理)

平成 4年度、陸上男子 400m優勝安井勇治

(添上)、 弓道男子団体初優勝 (西の京)、 ホッ

ケー女子初優勝 (天理)、 ボクシング個人ライ

トフライ級優勝辻本和正 (奈良工)

平成 5年 度、陸上競技男子総合優勝 3回 目

(添上)、 陸上男子400m優勝安井勇治 (添上)、

男子 4× 400 m R優 勝 (添上)、 女子円盤投優

勝高間真理 (添上)、 ソフ トテニス男子団体優

勝 8回 目 (高田商)

平成 6年度、陸上競技男子総合 2連覇通算

4回 目の優勝「優勝得点更新 76点 。」 (添上)、

陸上男子 llXl m優勝高橋和裕 (添上)、 200m優

勝高橋和裕 (添上)、 400m優勝島木常道 (添

上)、 男子 4Xl∞ mR優勝 (添上)、 男子 4X
400 m R優勝 (添上)、 男子 8種競技で 6005点

の高校新記録で優勝安井亨 (奈良)、「高橋和裕

が200mで 20秒 57の 日本新記録を樹立。また、

全国高校総体で、4種 目制覇は史上初である。」

ソフ トテニス男子団体 2連覇、通算 9回 目の優

勝 (高田商)、 柔道男子個人「重量級」優勝村

元辰寛 (天理)

平成 8年、ソフ トテニス男子団体優勝 10回

目 (高田商)、 男子個人優勝東・渡邊 (高田商)、
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陸上競技男子三段跳越智宏行 (添上)、 フェン

シング・エペ女子個人優勝池端志津香 (帝塚

山)平 成 9年京都総体、陸上競技女子総合初

優勝 (添上)、 女子 トラック優勝 (添上)、 女子

4× 100 m R優勝 (添上)、 ソフ トテニス男子

団体 2連覇、通算 11回 目の優勝 (高田商)。 平

成 9年 8月 24日 までの成績とする。

ソフトテニス男子 (高田商業)2連覇の瞬間

3  将来にむけて

奈良県高体連 50年 の確かなあゆみは、選手

諸君の弛まぬ努力は勿論、熱意をもって指導さ

れた先生方と高体連を支えて頂いた多くの関係

者の歴史であると言える。

21世紀を目前にし、激動する社会情勢の中、

運しく生きる若人を育成することが我々に課せ

られた責務であると言える。退 しく生きるため

には、健康 と体力が不可欠の要因であり、心の

教育と体の教育のバランスをとる必要がある。

体で実感じ体験を通して自己を育み、自己の能

力を開花させることにより、他人と連帯するこ

とが出来ると言える。その意味でも生徒の心身

の健全な発達、生涯にわたるスポーツ活動の基

礎、基盤づ くりとなる高体連の諸活動は、重要

かつ意義深いものである。

今日生徒数の減少に伴い、部員数・大会参加

校の減少等の問題があり、今後学校における部

活動のあり方、実態に応じた大会規程、高体連

行事・組織の見直し等、検討すべ き課題は多

い。このような諸問題について、県高体連とし

てよりよい方向性を見いだすため、慎重に検討

をしていきたい。今まで先人が築かれた輝かし

い歴史と伝統を継承し、更なる高体連の発展充

実のため関係者が′さを一にして努力を積み重ね

る所存である。

インタ―ハイの思い出
高 橋 和 裕

早稲田大学 3年
平成 6年、富山インターハイに

おいて 1∞ m・ 2Clll m・ 4 X llXl

m・ 4× 400mで 4冠達成添上高

校男子総合 2連覇 (通算 4回 目)

の原動力となる。また、この年

200mに おいて20″ 57の 日本新

記録を樹立する。

創立 50周 年、おめでとうございます。

私のインターハイの優勝 というのは、高校

1年生の入学当時の目標であ りました。 しか

し、入学当初は、インターハイの入賞までもほ

ど遠いような平凡な選手だったと思います。し

かし、私自身、陸上競技を愛する心と、“絶対 "

目標達成してやるという気持ちだけは、誰にも

負けていなかったように思います。

体の小さい私には、人並以上の トレーニン

グと、強い精神力を持たなければならないとい

う事が目標達成の必須条件である事を教えてく

ださったのが、澤田先生 (現、奈良商業高校教

頭)と 、北森先生 (円盤投げ日本記録保持者、

現、桜井高校教員)で した。私は、この 2人の

恩師との出合いにとても感謝しています。その

出合いと指導、トレーニングのおかげで、高校

3年生の時、猛暑の中行われた富山インターハ

イで、 100m、 200m、  4X 100m、  4× 400m
の 4種 目に優勝、史上初の 4冠をなしとげるこ

とができました。

そんな私は、早稲田大学に入学し、陸上部員

として、日々 トレーニングに励んでいますが、

この 2年半、環境の変化やケガなどで、歯車が

うまくかみ合わない日々のくり返しで精神的に

つらいことも多々ありました。でも私はそれを

克服しなければならないと思いますし、克月長で

きると思います。

最近は調子 も上がってきて、だんだんと歯

車が合ってきたように思いますが、“復活"は

しません。リニューアルされた高橋和裕を作 り

たいと思っています。

2000年 のシドニーオリンピックを“夢"では

なく、“目標"に して…。
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県山歌禾日 《事務局》
〒640-8464和歌山県和歌山市市小路 388

県立和歌山北高校内

TEL 0734(53)3657
FAX 0734(53)3657

創立年月日:昭和23年 4月
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1沿 革

昭和 23年 5月 10日 、会長萩野俊夫光風工業高

校長、副会長佐藤要三粉河高校長・山田喜三

郎田辺高校長、理事長辻井忠治桐蔭高校教

諭の陣容で、県教育庁指導課内に事務所を

置き、高等学校係小池順逸氏の協力を得、種

目別専門部 13部 (陸上、体操、水泳、相撲、

卓球、バレーボール、バスケットボール、ハ

ンドボール、サッカー、ラグビー、硬式野球、

軟式野球、ソフ トボール)で発足する。

昭和 24年度、高体連は、高等学校の自主性に

より運営すべ きとの立場から、事務所を理

事長在任校・桐蔭高校に移転。種目別専門部

に庭球、軟式庭球、登山、ダンスの 4部 を加

え、17部 となる。

昭和 26年 度、種 目別専門部に柔道、バ ドミン

トンの 2部 を加え 19部 となる。

昭和 28年度、種目別専門部に剣道を加え20部

となる

昭和 29年度、昭和 30年 3月 15日 、高体連誌創

刊号を発刊する。

昭和 33年度、種 目別専門部に弓道を加え21部

となる。

昭和 40年度、全県定時tllが一括加盟。また近

畿大学附属高校の加盟により、県下公立 。私

立および定時制・通信制の県下全高校が加

盟。

昭和 42年度、全国高校総合体育大会高松宮杯

第 18回全 日本高校ハンドボール選手権大会

を紀三井寺運動公園陸上競技場および桐蔭

高校グランドを会場 として開催。種 目別専

門部の中に研究部を位置づけるとともに、

レスリング、ウエイ トリフテイング、ホッ

ケー、漕艇の 4部を加え26部 となる。

昭和 43年度、県高体連臨時総会 (10月 29日 開

催)において、昭和 45年度全国高校総合体

育大会総合開会式および、陸上競技、水泳競

技 (競泳・飛込)体操競技、バスケットボー

ル、バレーボール (女子)相撲、柔道、弓道、

ウエイ トリフテイング、サッカーの 10種 目

開催を決定。

全国高体連秋季理事会 (11月 22日 開催)に

おいて、昭和 45年 度全国総合体育大会を和

歌山県中心に開催することが内定される。

昭和 44年度、種 目別専門部にフェンシングを

加え27部 となる。

全国高体連春季理事会 (6月 3日 開催)に

おいて、昭和 45年度全国高校総合体育大

会を和歌山県中心に開催することが正式決

定される。

昭和 45年度、全国高校総合体育大会を 8月 2

日～22日 、 4市 1町で開催。

昭和46年度、第26回 国民体育大会 (黒潮国体 )

が県内各地で開催される。

昭和48年度、4月 24日 定期総会において、連盟

規約の一部改正。抜本的な組織改革を実施。

事務局規程を制定、事務局に、総務、広報、

競技、研究、および定通・分校の 5部 を設置

する。研究部はダンス部を含めて独立、競技

部に属する種 目別専門部は25部 となる。

事務局を和歌山北高校に移転する。

昭和 49年 度、種 目別専門部にヨットを加え26

部となる。

昭和 51年度、研究部報第 1号を発刊する。

昭和 52年 度、創立 30周年を記念して、高体連

誌 30周年記念号を発刊。歴代理事長による

「高体連 30年 を振 り返って」座談会を開く。

昭和 54年度、全国高校総合体育大会レスリン

グが和歌山市で開催される。

昭和55年度、研究部活動の実績が評価され、和

歌山県教育研究奨励賞 (団体)を受ける。

昭和 56年 度、昭和 57年 2月 17～ 18日 、第 16

回全国高体連研究協議会が、初めて東京を

離れ和歌山市で開かれる。

昭和 60年 度、種目別専門部に空手道を加え27

部となる。

昭和 61年度、種目別専門部になぎなたを加え

28部 となる。

研究部発足
"周

年、部報発行10号を記念し

て、研究活動集録「いのち輝け」を発行する。

昭和 62年 度、15年に渡 り会長職に就いた九鬼

45イ ンターハイ
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貴男 (S48～ 62)が本年を持って退職により

職を離れる。

2 10年 の歩み

昭和63年度、加盟高等学校分担金の金額を、全

日制高校生徒一人当たり年額160円 を350円

に値上げする。

種目別専門部に少林寺拳法を加え29部 と

なる。

全国高校総合体育大会フェンシングが和歌

山市で開催される。

和歌山県高体連見舞金規程作 られる。生徒

の公式試合参加時における、事故・災害に対

して県高体連として見舞金を給付する。基

金 5百万円、死亡時30万 円を限度額とする。

平成元年度、種目別専門部に自転車競技を加え

30部 となる。

平成 3年度、種 目別専門部にアーチェリーが準

加盟 し、正加盟 30部準加盟 1部 となる。

総会において、県高体連 50年誌の発行方

針決定。

県高体連連盟旗新装デザインを募集。

応募者総数 81名

最優秀賞  市立和歌山商業高校 3年

川 崎 道 子

デザイン趣旨

「地色は、明日へ伸びゆく若さを象徴するも

えぎ色。この緑色は自然豊かな紀州木の国

をも表す。テーマは、高校生のエネルギーを

誇るように、Wの文字を躍動的にデフォル

メしたもの。テーマカラーは蜜柑の里、和歌

山にちなみ黄橙色とした」となっている。

他に優秀賞 6点が選ばれる

7月 19日 、平成 3年度全国高等学校総合

体育大会和歌山県選手団結団壮行式、並び

に県高体連連盟旗発表会

平成 4年度、種目別専門部にボクシングが準加

盟し、正加盟 30部準加盟 2部 となる。

平成 5年度、加盟高等学校分担金の金額を、全

日制高校生徒一人当たり年額350円 を480円

に値上げする。

平成 6年度、種 目別専門部にカヌーを加え 31

部 となる。

平成 8年度、第 1回県下高等学校運動部キャプ

テンを対象に、キャプテン研修会を紀北地

区と紀南地区に分け開催。

講 演

紀北地区

三屋裕子 バレーボール

ロサンゼルスオリンピック出場

紀南地区

小坂忠弘 陸上競歩 (本県出身)

ア トランタオリンピック出場

平成 9年度、第 2回県下高等学校運動部キャプ

テン研修会開催。

講 演

紀北地区

松下和幹 アーチェリー (本県出身)

モスクワ・ロサンゼルス (4位入賞)

ソウル・ア トランタオリンピック出場

紀南地区

出ロー也 レスリング (本県出身)

ソウルオリンピック出場

グレコローマン130kg級 6位入賞

全国高体連研究協議会において「キャプテ

ン研修会」について発表。

平成 10年度、規約を一部改正。

新事業として、高校スポーツ活動写真コン

クール (高文連と共催)の開催を進める。

3 将来に向けて

本県の高校スポーツの将来を考えるとき、日

本におけるスポーツの変化を考えねばならない。

現在の日本に第 3の大きな変化の波が押 し

寄せている。第 1の江戸から明治への文明開化

の波。第 2の、敗戦によりすべてを失い復興へ

の波。そして今、経済の低迷、政治の混乱、官

民の汚職、企業・金融の倒産、ビッグバンそし

て教育の荒廃などなど、解決への方向性を模索

している大きな変化の時期であります。

スポーツにおいても同様に、大きな変化の平成3年度全国高等学校総合体育大会和歌山県選手団結団壮行式
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時代を向かえています。

(1)ス ポーツのプロ化

オリンピック等へのプロ選手の参加やプロ

とアマの境界線が定かでなくなり、アマチュア

という言葉が死語になりつつある。日本におい

ても、従来のプロスポーツ以外にサッカーの J

リーグをはじめ他の種 目にも、プロ化 が進め

られている。

(2)ス ポーツの商業化、金銭化

スポーツイベ ントは儲かる商売 となり、オ

リンピックはもとより、今世界を湧せている

ワール ドカップサッカーをはじめ、すべての

スポーツイベントが放映権料、入場料、広告

料、賞金、関連グッズなど、今後ますます進

む傾向にあり、巨額の放映権料やスポンサー

料が大会運営を左右するようになってきた。

(3)ニ ュースポーツの増加

誰 もが楽しめるというニュースポーツが市

民権を得るようになり、各地で人の輪ができ、

オリンピックなどにも採用されてきた。

(4)「見る」スポーツと「する」スポーツの分化

スポーツを ドラマとして見て楽 しむ者 と自

分が競技者としてやる者との、二極分化が進ん

でいる。また「するスポーツ」でも、記録を競う

競技スポーツと楽しみを主体とする生涯スポー

ツとの分化 も急速に進んでいる。

(5)学校スポーツの変化

日本のスポーツは、まず学校に入 り発展 し

た。このことはスポーツの精神主義や型には

まった指導となり、教育的な視点が強調された。

今、日本のスポーツ全体がが大きく変わろ

うとする中、学校でのスポーツも幅広 く検討せ

ねばならない時期にきている。

(ア )学校教育活動としての高校スポーツのあ

り方はいかにあるべきか。その限度は。

(イ )学校対抗の大会のあ り方でよいのか。

(ウ )高校スポーツと経費はどうあるべきか。

(工 )大会の経費はどうあるべきか。

(オ )地域スポーツと学校スポーツの関係は

どうあるべきか。

(力 )学校の部活動が選手強化にどうかかわ

ればよいのか。

今後、高体連がどのように考え、どのような

方向づけをし、どう進むべきか、早急に解決せ

ねばならないであろう。

私 とインターハイ
森 山 幹 弘

和歌山北高等学校卒業

中央大学商学部卒業

平成 4年度全国高校総体

フェンシング競技

男子フルーレ個人優勝

今から8年前、私は高校に入学 しフェンシ

ングを始めた。フェンシングは、経験者も少な

くみんなスター トは同じだった。毎 日の練習は

厳しく、ヘ トヘ トになって帰宅した。

初めて試合を見たのは、1年生の 5月 、近畿

大会であった。先輩達は、個人、団体共に優勝

もしくは上位入賞と好成績を収めた、応援 して

いた私達はその熱気と成績に感動し、これから

自分達も頑張らねばと思った。

それから2年、私達は厳 しい練習、試合を積

み重ね、私は、夢にまで見たインターハイに個

人で 2種 目と団体に出場することができた。

インターハイの開会式が始まり、試合もい

よいよ明日からという雰囲気が私達のまわりを

冷たくあるいは心地よく包んだ。

試合が始まり、みんな緊張していたが、私は、

今までの練習量と自分を信 じ、あまり緊張はじ

ていなかった。それもあって、1位で二回戦に

進出できた。私はこの時とても満足感があっ

た。そのせいで気がゆるんだのか二回戦では 1

敗してしまった。しかしどうにか三回戦に駒を

進めた。ここでは、全国の層の厚さを知った。み

んな強かった。「自分ができる事は、精一杯自分

の力を出す事だ」と思った。後悔する試合はじ

たくない。その時上位入賞の目標を捨て、「自分

のフェンシングをする」が目標に変わった。

何 とか決勝 トーナメントに進み、無欲のま

ま自分のフェンシングをしていると、いつの間

にか決勝戦まできていた。ここでも、負けても

いいから精一杯自分のフェンシングをやろうと

思った。先生のア ドバイス、それと相手が緊張

気味なこともあって、落ち着いていた私は優勝

することができた。夢にまで見たインターハイ

に出場し、その上優勝までした私はとても幸せ

である。それまで私を支えてくれた両親、先輩

や友人、厳しくご指導下さった先生に心から感

謝しています。
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`鳥 県 《事務局》

〒690‐8528鳥取市布勢 146‐ 1

布勢陸上競技場内

TEL 0857(28)4991
FAX 0857(28)4991

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日
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鳥取県高体連発足

第 9回 全国高校バス

ケットボール大会開催

県高体連誌増刊号発刊

全国高校漕艇選手権大

会開催

第10回全国高校柔道選

手権大会開催

県高体連事務局設置

第 1回県高校総体開催

第12回全国高校登山大

会開催

県高体連
"年

誌発刊

高体連旗制定使用

各専門部長は校長

総体派遣費県より助成

大山スキー国体開催

年
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前田 忠雄

亀屋 重愛

内田 義行

加藤  潔

武信 弘

岩本 温親

小谷 英一

松田 信穂

山田  廉

足 立 猛

田中 昭文

宮脇 通明

寺坂 茂治

西垣 正美

伊藤 寛重

高浜 穆史

宮部妃佐雄

佐々木政顕

前田 達雄

通信制新規加入

全国総体 3種目開催

高体連誌20号発刊。(特

集)歴代役員等

ホッケー専門部加入

強化種目の学校指定

アーチェリー専門部昇格

高体連事務局移転

全国総体実行委設立

「わかとり国体」開催

全国総体 3種 目開催

空手道専門部加盟

第41回全国高校スキー

大会開催

なぎなた専門部加盟

全国高校総体が鳥取県

を主会場 として中国5

県で開催

高体連事務局を布勢総

合運動公園内に設置
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1沿 革

昭和 20年、戦後まもなく、本県は全国 トッ

プを切って大会を開催 し、22年の学制改革に

よって、新制高等学校体育連盟が発足、同年、

初代金田会長のもと鳥取県高等学校体育連盟を

発足させる。以来 50年の間、幾多の困難を克

服 し、主体性の確立に努め、本県体育スポーツ

界の核的存在に成長している。

昭和 24年 には鳥取地区で、26年には鳥取・

倉吉・米子の 3地区で、それぞれの地区に応 じ

た種目によって地区高校総体の形で、全県下の

高校生が参加し三地区大会が開催された。その

後 43年に至 り諸般の情勢によって中止、もし

くは変則的開催、45年 に中止の上むなきに

至った。三地区大会が、なごやかに開催され安

定しはじめた 29年 頃より、新入戦が開催され

始めている。その後新入戦は、高体連・競技団

体共催の形で開催されるようになり、現在に

至っている。

昭和 31年 、本県としては始めての全国大会

である第 9回全国高校バスケットボール選手権

大会が鳥取市において開催される。

発足より10余年を経た34年、高体連誌発刊

の機運が盛 り上が り、翌35年念願の機関紙「鳥

取県高体運」創刊号が 90ペ ージの内容で発刊

された。現在では、約 5C10ペ ージにも及ぶ第38

号まで発刊 し、本連盟の歩みを知る貴重な資料

となっている。またこの年、米子市において、

全国高校漕艇選手権大会を開催 し、翌 36年に

は、第 10回全国高校柔道大会を鳥取市で開催

している。昭和 38年、自転車・体操・ボー ト・

スキー等、県選手の活躍が目立った年であっ

た。また、この年、全国高体連は、開催地 。開

催期 日等を統制 し全国高校総体を開催 した。本

県においても、昭和 41年、全国や中国から遅

れはしたが、第一回`鳥取県高校総体を鳥取地区

で開催 した。以後、東部、中部、西部地区の順

に持ち回り開催とし、平成 10年 度は第33回 を

迎えている。

昭和 43年、国立公園大山において第12回全

国高校登山大会が開催される。

昭和 44年、県高体連発足当時の様子がわか

る県高体連 20年誌が、関係者の努力により発

刊される。

昭和 45年、新高体連旗が作成される。

昭和46年 、県高体連の運営も順調に進む中、

レスリング、庭球が専門部に昇格、小県にして

26の専門部をかかえる高体連組織となる。

昭和47年、第27回冬季国体が、国立公園大

山で開催され、県民のスポーツに対する関心も

一段と高まり、秋季国体誘致の動きが始まり、

高体連の果たす使命も重大なものとなってくる。

昭和50年代に入り、定時制が27番 目の専門

部として新加入し、51年 には県高校総体にヨッ

ト、自転車が初参加、参加選手も4,lll10人 を越え

た。さらに、鳥取西高、米子東高の通信制が加

盟し、本県代表として、全国大会に初参加する。

昭和52年、岡山県を主会場とする全国高校

総体のうち、卓球・バレーボール (女子)・ ボー

トの 3種目が本県で開催され、成功裡に終了す

る。また、この年専任の書記を設ける。

昭和53年、歴代役員の受賞者を特集した「高

体連20号」を発刊。この年、ウエイトリフテイ

ング・自転車が専門部に昇格した。この頃よ

り、第40回 国体「わかとり国体」に向けて、国

体準備室の設置、県民総スポーツ運動推進委員

会の発足、また、高体連にも新しく強化事業補

助金が県より交付され、全県一九となった国体

ムードが高まりをみせてくる。また、56年 に

は、県教育委員会内に選手強化対策本部が設け

られ、引き続き強化コーチ・選手の指名等、国

体に向けて動きが激しくなる一方、県高体連

も、選手強化や未普及競技の普及発展に努力す

る中、54年 にホッケーが、56年 にアーチェリー

が専門部として新加入する。

昭和60年待望の「わかとり国体」では、成年

に劣らず高校生の活躍も素晴らしく、天皇杯、

皇后杯の獲得に大きく貢献し、「やればできる」

という自信を全県民に与えることとなる。

総合開会式で選手宣誓中山三枝選手 (空手道)

国体の大事業に引き続いて、山口県を主会

場として開催された61全国高校総体において、

本県は、新体操、ソフ トボール (男子)、 漕艇

の 3種 目を開催し、新体操で智頭農林高と鳥取
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西高が見事団体アベック優勝を遂げている。

昭和 62年、空手道が新加入し33専門部とな

る。またこの年、昭和 70年 (平成 7年)全国

高校総体の
`鳥取県開催が内定され、全国高校総

体へ向けての胎動が始まる。

2 10年 の歩み

平成3年度

平成 3年度第 41回全国高校スキー大会を鳥

取県大山町大山スキー場で開催 し、多大の成果

を収め無事終了する。

平成 7年度全国高校総体開催準備のため県教育

委員会体育保健課内に2名の体育主事を配置する。

静岡総体において水泳高飛込で宮本基一郎選手

(米子高校)がインターハイ2連覇を達成する。

平成4年度

「平 7高校総体」準備のため 5名 の体育主事

を体育保健課内に配置する。

宮崎総体において陸上競技の中原大輔選手

(由 良育英高校)が 1500m・ 5000mで優勝、富

田学選手 (由 良育英高校)が 110Hで優勝し、

由良育英高校男子が 3回 目の総合優勝、さらに

ウエイ トリフティング67.5 kgで 升田友也選手

(鳥取西工業高校)が総合優勝、宮本基一郎選

手 (米子高校)が水泳飛込で優勝するなど、大

活躍をした。

また、京都での全国高校駅伝において、由良

育英高校が準優勝に輝いた。

平成 5年度

県教育委員会事務局内に全国高校総体推進

室を設置する。

「なぎなた専門部」が加入 し35専門部にな

る。栃木総体において陸上競技の石波清志選手

(`鳥 取西高校)がや り投優勝、相撲個人で田宮

啓司選手 (鳥取城北高校)が優勝する。

平成6年度

全国高体連理事会において、「平 7高校総体」

の日程・競技会場・宿泊・総合開会式等の要項、

競技別実施要項が承認される。また、全国高校

なぎなた選手権大会の鳥取県岸本町開催が承認

された。

富山総体において陸上競技の石波清志選手

(鳥取西高校)がや り投で 2連覇達成、水泳の

高飛込で宮本幸太郎選手 (米子西高校)が優

勝、弓道男子団体で倉吉西高校が優勝する。

平成 7年度

高体連事務局が全国高校総体終了時まで、

高校総体推進室に移転する。

「集え若人はばたけ未来へ」のスローガンの

もと、鳥取県を主会場として中国 5県共同開催

で平成 7年度全国高校総体が実施される。

総合開会式において、大韓民国清州女子商

業高校による集団演技を披露し好評を得る。

総合開会式で披露された清州女子商高の演技

「一人一役運動」が、本県においては「一人

三役運動」を目標に、生徒諸君の奮闘により、

全国より集う高校生を暖か く迎え入れる。

宿泊施設不足の本県において、不安ばかりで迎

えた全国総体であったが、県下10地区温泉旅館組

合・民宿施設等の協力により、県実行委員会には

一件の苦情もなく無事大会を成功裡に終了する。

選手諸君の活躍も、地元開催のプレッシャー

のなか、母校の名誉と自己の栄光のため、勝利

を目指し青春の夢をかけて、炎天下の中、力と

技を競い大会を盛 り上げ、その結果、登山男子

鳥取東高校優勝、相撲鳥取城北高校・新体操智

頭農林高校の準優勝をはじめ、団体で10種目の

入賞、また、個人では、陸上競技岡村亜希選手

(由 良育英高校)のや り投優勝、水泳宮本幸太郎

選手 (米子西高校)飛板飛込・高飛込両種別優

勝、レスリング小竹宏明選手 (倉吉工業高校)46

やり投で優勝した岡村亜希選手

(由良育英高校)

kg級優勝など9種目

の入賞を果たす。

「わかとり国体」10

年後の記念事業とし

て、平成 7年度全国

高校総体誘致を決議

し、平成 3年 に鳥取

開催が正式に決定し

てから、人口わずか

約61万の本県にとっ

て、人事業であった

が、全国高体連の久

野猛会長をはじめ、多くの関係各位の暖かいご

-168-

巨



指導ご援助をあおぎ、競技運営 。国際交流・宿

泊輸送等、一歩一歩ハードルを乗 り越え、無事

大会を成功裡に終了できたことは、本県高体連

はもちろんのこと、鳥取県民にとって、大きな

自信と財産を得ることとなった。

平成8年度

春季全国理事会において「平成 16年度全国

高校総体」が島根県を中心として中国 5県共同

開催で内定する。

全国総体のリハーサルを兼ねて行なってい

た県総体総合開会式を、陸上競技部を中心に布

勢総合運動公園陸上競技場で通常年にかえし実

施する。

山梨総体では、全国総体実施の翌年でもあ

り成績を心配したが、優勝はなかったものの、

13種 目で入賞し例年以上の入賞を果たす。

「平成16年度全国高校総合体育大会調整準備

委員会」が山口市において開催される。

平成9年度

高体連事務局を鳥取西高校から、布勢総合

運動公園陸上競技場 2階に移転する。

田中昭文会長 (倉吉東高校)以下、事務局全

員新スタッフでスタートする。

「平成16年度全国高校総合体育大会開催種目

調整委員会 (一次～四次)」 が、松江市におい

て開催される。

京都総体において、弓道女子個人で吉田洋

子選手 (倉吉西高校)の優勝をはじめ、7競技

10種 目に入賞を果たす。

3  将来に向けて

「平成16年度全国高等学校総合体育大会」の

開催に向けて、現在、開催種目調整委員会で各

県での開催種目を調整中であるが、本県での開

催種 目 (原則 3種 目開催)の準備のため、主管

課等と十分協議の上、「平 7高校総体」の経験

をふまえ鋭意準備を進めている。

また、全国的な少子化現象は本県にも及び、

平成13年度より高等学校の統廃合が始まり、加

盟校の減少、加盟生徒数の減少は避けることは

できない。今後、予算、大会運営など、いろい

ろな点で問題が生じてくるが、本県高体連とし

ては、心身共に健全な青少年の育成を、部活動

をとおして図るよう、ますます創意工夫し、今

後の高体連の発展につながるよう決意している。

《写真提供》新日本海新聞社 山陰中央新報社

高校総体という目標を目指して
升 田 友 也

昭和50年 2月 生まれ。平成2年、鳥取

県立鳥取西工業高校入学と同時にウエ

イトリフティング競技を始める。高3

で高校総体、選抜大会、国体の3冠を

達成。早稲田大学に進学後全日本学生

個人戦で準優勝、全日本大学対抗戦で

3位の成績を収める。現在、鳥取県体

育協会体育指導員としてウエイトリフ

ティング競技の普及発展に努める。

高校総体というのは、高校生にとって特別なも

のである。全国の高校生が共通の目標を持つこと

により、あるものは泣き、あるものは笑う。高校

生活で最も大きな大会である高校総体に出場する

ために、日々 トレーニングを繰り返し、一つの事

を続ける大切さを部活を通して知る。目標を達成

することの難しさ、達成した後の達成感、様々な

思いが高校総体という舞台に飛び交う。

高校総体は、私にいろいろな経験をさせてく

れた。自分を信じること、人を信じること、感動、

挫折…。生きる上で大切なことを教えられた。社

会の波にもまれても、このような経験があるか

ら乗り越えられるのだと今になって感じている。

とにかく高校時代はがむしゃらにトレーニ

ングをした。「己に克つ」ことを目標にし、以

前の自己記録より少しでも上回ろうと、一生懸

命だった。成績が良い、悪いというのは気にし

ない。ただ心残りのないよう、試合に全力を尽

くすだけ。どんなに努力しても3回 しか出場で

きない中で、どれだけ悔いの残らない試合がで

きるかが高校総体の魅力の一つであろう。

3年生の時、私と合わせ7人の部員がいた。皆が

揃って県高校総体において標準記録を突破すること

が最大の目標だった。誰一人あきらめることなく全

力を尽くした結果、7人全員が全国高校総体に出場

することができた。3年間苦楽を共にした同級生と

一緒に出場できたことが嬉しく、個人競技であるウ

エイトリフテイングだが、 7人の気持ちが一つに

なった大会であったと思う。この大会で全員が一九

となり、試合に全力を尽くすことの大切さを学んだ。

今、学校でさまざまな問題がクローズアッ

プされている。その中でスポーツは、一筋の光

ではないだろうか。この高校総体を目標にする

ことにより、明るく、楽しく、意義のある高校

生活を送ってほしいと思う。
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県根島 《事務局》

〒690-8528松江市古志原 4丁 目1番 10号

県立松江工業高校内

TEL 0852(26)3842
FAX 0852(26)3695

創立年月日 :昭和 24年 2月 10日
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第1回県高校総体及び総合開会式開催

「高体連誌」創刊号発行
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「くにびき国体」開催

全国総体 3種 目開催

空手道専門部設置、県高体運創立

40周年、「高体連40年の歩み」発刊

中・高指導者研修会開始

中・高合同合宿開始

ボクシング専円部設置、県総体一期開催

全国総体7種目開催、松江高専加

盟、記念文集「はばたけ若人」発刊

H16全国総体(島根県主会場)
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1沿 革

昭和 23年 6月 全国高等学校体育連盟が結成

されたが、当時の県体育課長上田精一、体育担

当主事山根弘義は、県高等学校体育連盟設立を

提唱し、これを受けて、松江一高校 (現松江北

高校)校長松本 博、松江商高校長山本龍一及

び中島正元、永井康宏他松江市内高校体育教官

らが中心となり、慎重に協議を重ねた。その結

果、昭和24年 2月 10日 松江市立高校において、

設立準備委員会が結成され、県下高校生のス

ポーツの向上発展を願って、県高体連の誕生を

見た。その後、高校生の競技人口・指導者のか

かわり等の実績から、昭和 30年、時の会長松

浦俊明 (松江工業高校長)が、県体協副会長に

選任され、県高校体育の振興に向かって前進し

て行った。

昭和 38年 度は、県高体連として記念すべき

年であった。それは、一人前に成長した県高体

連が、島根県独自の主体性をもって、県高校総

体を開催したことである。この年、念願の機関

誌「高体連」創刊号が発行された。その中で、

初代理事長永井康宏 (元島根大学教授)が述べ

ているごとく、(1)体育の運営管理指導を合

理的、科学的に (2)ク ラブ活動の正常化 (3)

体育の一般化などの理念と構想の下に誕生した

県高体連が、スポーツを一般化する方途として

の県高校総体を開催 した意義は大きい。

昭和38年第1回島根県高等学校総合体育大会開会式(松江市営陸上競技場)

昭和 38年 6月 、松江市営陸上競技場に、市

内高校生全員 1万数千人を集めて、華々しく総

合開会式を行った。以来、年毎に参加数が増加

し、第 6回大会は初の石見地区開催となった。

第 8回 ・第 H回大会も石見地区開催となった

が、昭和 40年 には参加チームが増加してきた

ため、同一地区同時開催は困難となり、第12回

大会より各種目を各地区毎年ローテーションに

て開催することとし、現在に至っている。ちな

みに、第 13回 大会は第 1回大会の 2倍の参加

者 6616名 にも及んでいる。

この間、オリンピック東京大会の影響 もあ

ろうが、各種目とも活気を帯びて、高校代表選

手の活躍は目覚ましいものがあった。全国水準

に達 した種 日、それ以上のレベルを保持する種

目が増えてきたことは、まことに喜ばしいこと

であった。また、高体連の トップレベルの向上

に努力すると同時に、高校生のスポーツ人口の

増加を図ることや、これらクラブ選手以外の大

多数の生徒の体育「高校スポーツの普遍化」に

ついて、更に今後研究を重ねて行かねばならな

い。このように、県高体連が着実な前進と発展

を続ける中で、54年 島根国体を目標として、昭

和 48年中国高体連理事会で、バスケットボー

ル (松江)、 弓道 (大田)、 相撲 (掛合)の 3種

目の本県開催が決定し、昭和 52年 に関係者の

多大な協力を得て実施された。

一方、昭和 57年 第37回「 くにびき国体」を

開催、「燃えよ総合優勝へ力の限り」のスロー

ガンのもと、念願の天皇・皇后両杯を獲得 し

て幕を閉じた。少年の部では、夏季大会の水

泳・カヌーをはじめ、秋季大会の体操・軟式野

球 ・馬術・ライフル射撃・山岳・銃剣道の 1

位をはじめ、少年男子は 24、 少年女子は12の

競技に入賞して、本県得点の50%を 占め、その

責を果たすことができた。

昭和 55年 5月 中国理事会において、昭和 61

年度全国高校総体の中国プロック開催を決定

し、昭和 57年 10月 本県では、体操 (浜田)・ 自

転車 (大田)・ 水泳 (松江・江津)の 3種 目開

催が決定した。その後、各開催市教育委員会等

の協議により、開催市の実行委員会事務局を高

校に設置することとなり、昭和 60年 2月 県実

行委員会設立総会が開催され、開催年の昭和

61年 は、立派な大会運営と多 くの業績を残 し

て無事終了した。

¨
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2 10年 の歩み

昭和62年 4月 、県高体連代議員会において、

「70全国高校総体」誘致を決議したが、鳥 取県

と競合し、同年 H月 中国高体連理事会におい

て、主会場県は鳥取県に決定した。

国体を先に開催 した島根県が当然全国総体

の主会場県となることを確信 していたが、諸般

の事情から、鳥取県が先となり、また、元号変

更により「平成 7年全国総体」となったこの大

会は、平成 2年 7月 に島根県開催 7種目が決定

することとなった。

平成元年度は、事務局が松江商業高校か ら

松江南高校に移 り、この年、県高体連は創立40

周年を迎えた。記念事業として、「40年 のあゆ

み」が初めて発刊 され、後々の貴重な資料 と

なった。また、平成元年～ 2年にかけて、「 7

総体」強化策として、いち早 く高体連独自の長

期計画に取 り組み、平成 3年度～ 7年度までの

5か年間、特別会費 (一人 200円 )を充て、 7

種目を中心としての全種目 1回戦突破を目標と

する「選手育成強化総合 5か年計画」によって

大きな目標ができたことは、県下高校生に夢

と活力を与え、ムー ドを盛 り上げる絶好の機会

となった。

平成 5年度から、県高校総体は、隔週で週 5

日制になったこと。学校現場からの要望等を考

慮 して、長年にわたる前後期制を改め、6月 第

1週で全種 目を開催する一期開催とした。

一方、行政面では、平成 5年 4月 、県教委保

健体育課に 7総体専任職員が 2名配置された。

そして、7月 のバレーボールを皮切 りに、7

種目の全国高体連専門部長の会場地視察が始ま

り、全国と会場地を結ぶ準備組織が本格的に動

き始めた。

しかしなが ら、年毎に開催経費が上昇 して

地元負担が重 くなり、会場地実行委員会事務局

がなかなか決定しなかった。再三協議の結果、

地元負担軽減の為、前例のない県・市町各 2分

の 1負担により会場地市町に事務局を設置する

こととなった。

このように、 7総体の準備がすすむ一方で、

早 くも平成 6年 1月 、「16総体開催誘致申請

書」を県に、 2月 には中国高体連に提出した。

平成 6年 4月 、 7総体県実行委員会設立総

会が開催され、いよいよ大会気運が盛 り上がっ

てきた。平成 6年度より組織された県下 5地区

の「地区推進委員会」は、県下高校生 2万 5千

余名が「ひとリー役」を合言葉に、選手はもと

より、競技補助員・花づ くり・清掃活動・記念

品づ くり・総体ニュース作成等々それぞれの立

場で島根らしさの活動が積極的に展開され、県

内外の関係者から高い評価を受けた。又、長期

計画に基づ く選手強化が実 り、3種目優勝・22

種日入賞など輝かしい成績を収めた。

平成 8年 5月 、全国高体連春季理事会にお

いて、念願の平成 16年全国総体 (島根主会場 )

の開催順位が決定した。平成 16年 は、57年 く

にびき国体以来、実に22年ぶ りの全国規模の

スポーツの祭典となる。

平成 16年総体の決定に至るまでには、未開

催県である九州 4県と島根の激しい競合があり

難航したが、九州各県の理解と中国 4県の絶大

なる協力があったが故に円満解決するに至った

。 7総体も終了し、今度は、平成 16年 という

新たな目標が生まれたが、一方で、生徒減・物

価上昇等による財政難に直面し、9年間据え置

いてきた会費の値上げに迫られることになった

。これは、現行の 1.7倍 という思い切った値上

げとなったが、概ね 10年 は値上げしないこ

と、増収分は50周年記念事業や 16総体準備の

ために生きた運用とする等の基本方針が打ち出

された。

一方、平成 9・ 10年度の 2か年、中国高体連

事務局が島根の当番となり、平常業務以外に平

成 16年全国総体開催準備のリーダーシップを

取ることとなった。

「16総体開催種目調整委員会」を中国高体連

会長 (島根)が座長となり、平成10年 10月 、中

国高体連秋季理事会において中国各県開催種目

が決定された。

創立50周 年記念平成10年度島根県高等学校総合体育大
会総合開会式 (松江市総合体育館)
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3  将来に向けて

「16全国高校総体を迎えるに当たつて」

少子化、高齢化の進む島根県において、青少

年の体育・スポーツ活動の推進は、県民の活力

醸成に不可欠であるという共通認識から、本大

会開催誘致は長年の懸案であった。

特に、前述の「平成 7年全国高校総体は、県

高体連と県教委が一体となり誘致に取 り組んで

きたが、中国高体連理事会で鳥取県開催の決議

がなされ、無念の涙をのんだ。しかし、その後

も積極的に誘致運動が展開され、平成 8年 5

月、全国高体連春季理事会で「平成 16年度全

国高校総体」の島根主会場中国プロック開催が

承認され、現在各県開催種目の調整を急いでい

るところである。

さて、平成 16年 を迎えるに当たっては、昭

和 57年の島根国体以来、県高体連が久しく念

願してきた「夢の祭典」であ り、難題を乗 り越

えなければならないが、最も大きな課題につい

て触れてみたい。

まず、(1)経済基盤の低下一―バブルの崩

壊で経済不況が訪れ、県市町村財政や学校教育

も影響を受け、深刻化 していく傾向にある。

このことは、施設整備・運営準備にも影響必

至である。

(2)生徒数の減少――少子化の影響は全国

的な傾向とはいえ、平成 7年から16年 までに、

約7000人 の減少が予測される。このことは、部

員数の減少、指導者不足を生み出している。

(3)競技力の低下―一平成 16年 を迎える

に当たっては、競技力のレベルアップを図 り、

上位で戦える力をつけなければならない。

舞台づ くり、運営、地元選手の活躍が一体 と

なってこそ開催の意義があることは、周知のと

お りである。

しかし、指導者不足 と指導者の高齢化が、競

技力の低下を生んでいることも事実であり、更

に人事異動ルールのもとで指導者の定着が図ら

れず、伝統校が姿を消す傾向もみられる。

以上、厳しい状況の中で、平成 16年全国高

校総体開催業務を推進していかなければならな

いが、将来を見据えた部活動の改革と定着を急

ぎ、平成 16年全国高校総体を契機に島根の活

力を再生しなければならない。

陸上競技と私
土 江 寛 裕

プロフィール (富士通勤務 )

1974年、島根県平田市生れ、島根

県立出雲高等学校出身、1996年

ア トランタオリンピック lllllm・

400mR代表、1997年 世界陸上ア

テネ大会 100m、 400mR代 表、

4∞mR3g31日 本記録保持者

今の私と陸上競技は、切っても切 り離せな

い身分証明書のようなものと言ってよい。

現在は、早稲田大学大学院で、バイオメカニ

クスを中心に短距離走の動きについて研究しな

がら、富士通陸上競技部で競技を続け、2度目

のオリンピック、2000年のシドニーを目指して

練習に励んでいる。このような陸上づけの生活

をし、1011mの レースはもう何本走ったか数え

切れない。その中で2本だけ、同じような心境

になって心に残っているレースがある。一つは

り%年 6月 オリンピック出場を決めた日本選手

権決勝、もう一つは1992年 3位に入ったイン

ターハイ決勝である。いつもレース前はナーバ

スになり、「もっと練習しておけばよかった」な

ど消極的になり、レース中も頭が真っ白になっ

て、いつの間にか周りが前にいるという負けパ

ターンであったが、両方のレースとも、走る前

異常な程自信があった。とてもリラックスして

いて、緻密にレースパターンを計算できた。

そして、この二つにもう一つの大きな共通点

があった。それは、その後の人生をがらっと変

える岐路になったということである。インター

ハイでは、その後早稲田に進んで、スポーツ科

学を学び、その成果を競技に生かすということ

を決心した。日本選手権では、オリンピックと

いう、私が22年間目指し続けた目標を手にする

ことができたこと、その後も実業団で陸上を続

けること、また、一生陸上競技に関わって行こ

うという決心をした。そのような私の人生に

とって非常に大きな分かれ道になった 2つ の

レースで、冷静で自分の実力を十分発揮できた

ということは、奇跡であり、陸上競技に深い縁

と絆を感じてしまう。今後は、更に上を目指し

て努力し、一生陸上競技に携わりたいと思う。

最後に、私にこのすばらしい陸上競技を与え、

教えてくれた両親や先生方に感謝したいと思う。
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県山岡 《事務局》

〒703-8278岡 山県岡山市古京町 2‐ 2‐21

県立岡山朝 日高校内

TEL 086(271)0264
FAX 086(271)0264

創立年月日 :昭和 24年 3月 11日
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山本寿喜太

村山  寛

西谷  英

三宅 悦次

赤沢 敏雄

国体山陽高校総体開催

第1回県総体開催
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征
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赤沢 敏雄

長塩 健吾

則武 虎政

猪原  昭

大西 富男

中野 靖英

古河 正道

森下 弘志

屯倉 紀正

52全国総体実行委結成

全国総体開催

全国総体記念碑建立

創立∞周年記念誌発行記念式典

"県
総体記念大会開催

規約改正、女子部改め

女子体育研究指導部と

改称し専門部から独立

調研集録∞周年記念号

1墾凩 喬橿

成

少林寺拳法部加盟

中国高体連事務局当番

高教研との分離検討

県高体連表彰式開始、

調研集録改め「翔」発行

ホッケーアーチェリー部加盟

H7全国総体実委結成、

高校推進委員会設立

全国総体 3種 目開催、

県学体連事務局当番

370国学体研準委結成、

長期競技指定強化事業

"年
誌編纂開始

"全
国学体研開催、県高

体連
"年

誌発刊・式典

-174-

蹄 累高等学校体育連盟



1沿 革

昭和23年 全国高等学校体育連盟が結成さ

れ、本県にも加盟要請があり、同年 11月 中旬、

当時県教育委員会体育課長であった福井行雄氏

により創立結成の準備が開始された。

昭和24年  3月 H日 設立総会である最初の

評議会を岡山操山高校で開き、満場一致で岡山

高等学校体育連盟が誕生した。

初代会長には、高畑浅次郎氏 (当時岡山第一

高校長)。 理事長に福井行雄氏 (県教育委員会

体育課長)、 事務所を岡山県教育委員会体育課

内においた。 6月 県教委体育課が廃止となり、

福井氏が理事長を辞任、12月 に山本氏が理事

長代理となる。

昭和 27年 山本氏が理事長代理を辞任 し、

村山寛氏倉敷青陵高校教諭が理事長となる。調

査研究部を設置、機関誌として「調査研究誌」

が発行され、以来年 1回現在 も刊行されてい

る。県教委に保健体育課復活

昭和31年 高体連事務局を県教委から倉敷

青陵高校事務室に移転する。

昭和 34年 県高体連創立 10周年にあたり、

記念誌「岡山県高体連十年のあゆみ」を発刊

し、岡山県高体連誕生前夜から、創立の経緯、

予算の問題、対外試合のありかた等、創立前後

の高等学校スポーツのあり方を模索した時代か

ら、昭和 37年 の岡山国体開催をひかえた県高

体連発展期までの記録が収集された。

昭和36年  ヨット、フェンシング、ホッケー

の 3専 門部が加盟し29部 となる。

昭和37年 第17回 岡山国体の開催を記念 し

て、山陽新聞社のご支援により、高等学校の各

種競技大会を岡山市内、またはその近辺にまと

めて行うことになり、名称を山陽高等学校総合

体育大会として開催 した。

昭和 38年 前年、山陽高校総体がスター ト

したが、岡山県教育委員会からの援助 と協力が

得られ、この年より名称を改め、第 1回 岡山県

高等学校総合体育大会として開催されるように

なり、今日に至っている。(昭和 47年 に、昭和

37年開催の山陽高等学校総合体育大会を第 1

回とするよう改定された。)

昭和40年  高等学校における「体力づ くり」

への取 り組みが始まり「体力づ くり研究指定

校」の制度が開始され、42年 度から発表開始。

昭和46年 女子のダンス研究を主体とする

会の中から、高等学校体育女子教師を組織化す

る機運が高まり、ダンス部が誕生した。 (昭和

49年女子部と改称)こ のことにより、初めて高

体連役員の中に女子体育教師が参加 し、その内

容も一段 と強化された。

昭和49年  2年前から昭和52年全国高校総

体主会場を岡山県に誘致するための取 り組みを

展開、内定を取 り付け、「52全国高校総体準備

委員会」を結成し、同事務局を県教委保健体育

課内に設置 した。

昭和50年 52全国高校総体が本県を中心に

開催するにあたり、これを好機として、県下高

校生の心身の健全な育成を目的に、岡山県高等

学校スポーツ充実推進委員会を発足させ、遠

征、合宿練習、 1・ 2年生大会等を計画し、選

手の精神面の充実、基礎体力の向上、並びに技

術の向上をはかった。

昭和 52年 52全国高校総体が開催された。

開会式は好天に恵まれ、岡山県陸上競技場にて

行われた。また、大会史上初の演出であった部

旗集団の行進も会場を圧巻し、大好評であった。

昭和 53年 岡山県総合グラウンドに「友よ

清 く 仲よく たくましく」と刻まれた、昭和

52年 度全国高校総体記念碑が建立された。

=52総体記念碑=

昭和54年 岡山県高体連が発足 し以来30年

が経過。また、記念誌「高体連三十年」を刊行

し、昭和 37年 10月 岡山県で開催された国民体

育大会への参加、昭和 52年全国高校総体の開

催、各専門部の大会記録などを中心に220ペー

ジにわたり記載されている。

昭和 58年 機関誌「調査研究誌」発行30年

の節目にあたることを記念し、「調査研究集録」

=30周年記念号 =を発刊。
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昭和60年 山口県を主会場として開催が決

定されている、61全国高校総体の岡山県実行委

員会が結成された。4種目の開催市町の実行委

員会も順次結成され、準備が進められてきた。

昭和 61年 61全国高校総体、「燃えろ か

がやけ たくましく」を大会スローガンに、バ

スケットボール (岡 山市)、 庭球 (倉敷市・岡

山市)、 バレーボール女子 (津山市)、 レスリン

グ (鴨方町)の 4種 目が岡山県で開催された。

折しも、「燃えろ岡山」県民運動を展開中で、選

手はもちろん、役員、補助員ともに準備、歓迎、

会場整備、試合運営に全力を投入し、各種目成

功裡に大会を終えることができた。

昭和 62年 61総体の積立金を負担金に含

め、負担金増をはかり、大会費等各専門部への

支給を増額した。柔道・駅伝に女子部を発足す

る。70(平 7)総体は鳥取県を主会場とする中

国五県で開催することに決定。

2 10年の歩み

昭和63年  「備蓄費」(生徒急減期対策等積

立金)積立を開始する。

平成元年 平 7総体についての種目調整委

員会を発足し各県開催種目の調整を行う。

岡山県学校体育研究連合会事務局を平成元

年度から2年 ごとの持ち回りで高体連 。中体

連・小体連が事務局を担当する。小体連の反対

はあったが県保健体育課提案で決定した。

平成2年 平 7総体 (鳥取中心県)の種目調

整に関して各方面で審議、行政が強い決定権を

持つ。岡山県開催種ロハンドボール・空手道・

ボクシングにほぼ決定した。

最優秀選手受賞者の表彰式を実施すること

について検討が始まる。

平成4年 これまで最優秀選手の表彰につ

いては、賞状・メダルを各支部の役員を通 じて

渡し、特別に行っていなかったが、検討の結果

この年から岡山県高等学校体育連盟表彰式とし

て役員功労賞、優秀監督への特別功労賞、全国

大会優勝者の表彰等と併せて行うこととした。

平成5年 ホッケー・アーチェリーの加盟を

承認する。それまでの加盟条件、3校 3チーム

以上の活動実績があることの条件に、「全国高

等学校総合体育大会の開催種目については、こ

の限りとしない。」を追加することを承認し、全

国高校総体で実施している競技については参加

手続き等の関係で規制を外し加盟を認めること

となった。全国総体等派遣費補助金が増額。

平成6年 平 7全国高校総体 3種 目開催を

控え県内全高校に総体推進委員会を設置し、体

制作 りを行なった。岡山県内の標語の部では、

和気閑谷高校川江勝則君の「燃やせ青春、つな

げ友情のかけ橋」が決まった。さらにこの年か

ら負担金を増額し、平 7全国高校総体への対応

を行った。

平成 7年 鳥取を中心会場 とする全国高等

学校総合体育大会が開催され、岡山県において

も岡山市でボクシング、倉敷市でハ ンドボー

ル、津山市では空手道の 3種 目が開催された。

県高体連としても高等学校推進委員会の活動

で、広報活動、花いっぱい運動、激励・歓迎の

懸垂幕、役員補助員の動員等陰の応援で大成功

のうちに終えることができた。特に成績面でも

空手道で学校対抗男女アベック優勝など輝かし

い成果を納めた。更に全国高校総体後は第37

回全国学体研岡山大会の準備会事務局などの仕

事を行った。

平成8年 全国大会等派遣費の県補助金が

増額され、更に本年から新たな強化事業として

長期競技指定強化事業が 3年間の継続事業とし

て、球技関係チーム競技の 7種 目に実施される

こととなった。これまでなかなか強化費の配分

が十分でなかったチーム競技への見直しで成果

が上がってくれることを望みたい。

全国高校総体の服装統一について本年が新し

いデザインに変更する年に当たり選手の月艮装を

一新しTシ ャツ・ハーフバンツとし、帽子もハッ

トからキャップヘ変更した。色も瀬戸内海の海

の色、晴の国岡山の青い空をイメージした青を

=岡山県高等学校体育連盟表彰式=
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基調として腕にマスカットのマークを配した。

平成 7年度から県学校体育研究連合会の事

=全国高校総体開会式ユニホームー新=

務局が高体連に移ったが、この年、平成 10年

度に開催される第 37回 全国学校体育研究大会

の準備委員会が発足 し、高体連本来の仕事に加

えその準備に追われる日々が続いた。

平成9年 岡山県高校総体県補助金が 20年

振 りに倍増され、各専門部の持ち出し経費や本

部費など生徒急減期で負担金額が少なくなりつ

つあるなか大変に助かった。更にこの年から、

平成H年 3月 の岡山県高体連創立50周 年を控

え、記念誌編集委員会を発足させ記念誌の編纂

に取 りかかった。大会記録は30年誌以後の20

年を記載するが 30年誌に歴史的な記載が少な

いことから、歴史的なものを年表形式で記載す

ることに重点をおいて編集することとした。ま

た記念式典を行うことも決定した。

事務局の事務処理面で、大会費・総体費・強

化費・全国大会等派遣費の専門部への支払いを

総て銀行振込とした。これにより事務局の女性

書記が大金を所持する危険性 もなくなった。

3 将来に向けて

最後に、岡山県においては、平成 16年度の

全国高校総体開催、翌平成 17年 の第60回国体

に向けて、選手強化や競技会場整備など多 くの

課題が残っている。高体連としては何といって

も選手強化が第一の課題であるが、中でも未普

及種目の新設や増強を、高体連のレベルで如何

に取 り組んで行 くべきかなど問題も多い。

半世紀 50年を振 り返るとき、創設当時の意

欲に満ちた先輩諸氏の熱気を少 しでも汲な取

り、次の時代に大いなる遺産を残すよう頑張 り

たい。

めざせ日本一の桃太郎
滝 本 洋 三

昭和 38年、京都教育大学特修体

育学科入学、空手の道を歩き始

める。昭和 53年 に現在の山陽高

校に勤務、全国大会、国際大会で

33種 目に優勝させている。公認

七段。

「どうやったら勝てるのだろう― ?」 と苦悩

していた時に卒業生から横 1lm・ 縦 1.5mの と

てつもない大きな応援旗をもらった。当時の原

田雄次校長によって書かれた「めざせ 日本一の

桃太郎」の文字、なぜかいやがらせの様に思え

た昭和 58年 の春であった。何 とかしなくては

と、あせって見たものの、いい策はない。いっ

そ全国で トップの学校に合宿をお願いし、その

中で勉強させてもらおう。年末に高知の明徳高

校へ行き、正月には東京の目黒高校に来て頂い

た。当時、毎年全国大会には出場 していたが、

ほとんど一回戦止まり、日黒、明徳と言えば雲

の上の存在で、本来相手にしてもらえないとこ

ろだが、気持ちよく応えてくれた。この 2つの

合宿を通 して、私も生徒も、勝つとは「己に克

つ」事を学び、部活動のあり方・保護者との関

わり方等、全てが新鮮に感動 した合宿だった。

そしてこの年、昭和59年 3月 、日本武道館で

行われた第 3回全国選抜大会で女子団体組手で

優勝、男子団体組手は決勝で目黒に負けたが準

優勝、そして男子個人組手、形ともに優勝し、ま

るで夢でも見ているような珍事が起こった。閉

会式の時に日本武道館の窓から差し込む西日が

まるでスポットライ トの様に我が大応援旗を照

らしていたのを、この間の様に思い出す。

現在のこの応援旗の周囲に大小の桃のアップ

リケが付けられてる。それらは国際大会、全国

大会で優勝する度に付けたもので、33箇にもなっ

た。その一つ一つにドラマがあり、その時々の

歓喜が聞こえてくる。平成 7年地元津山での全

国総体では史上初の学校対抗男女総合アベック

優勝した。その桃はまた格別の味であった。

本校の中庭に芸術院会員の松田尚之先生製作

の空手の銅像 (私の大学時代にモデル)がある。

銅像の台座に栄光の記録が刻まれている。この

像を見る度、この道一筋、多 くの人に出会い、多

くの事を教えられた空手道に感謝したい。
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県島広 《事務局》
〒 730-0011

創立年月日

広島市中区基町 4‐ 1

県立総合体育館内

TEL 082(223)7677
FAX 082(223)2022

:昭和 21年 4月 20日

広島県高等学校鯖 建盟

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数

174カt

34導旱「1書5

1,495部

男子 23,908名

女子 14,030名

合計 37,938名

征

度 会 長 理事長 言己  ヨ犀

”
　
”

Ｚ
　
％

％

η

器

”

∞

”
　
Ｍ
　
”

％

３７

器

３９

ω

４‐

　

２

慇
　
４
　
６

猛雄数田

宮川 造六

有馬政一郎

数田 猛雄

朴 |  ニニ良『

井上三喜夫

間下恭次郎

森 田 晴夫

録
　
　
彪

能
　
　
子

戒
　
　
金

弘林

数田 猛雄

木村 二費『

加藤 正照

笠岡二三登

宇都宮 満

弓道部専門部昇格

レスリング専門部昇格

ボクシング専門部昇格

研究部専門部昇格

バドミントン専門部昇格

フェンシング・ウェイトリフティング・

自転車競技ホッケー部専円部昇格

年

度 会 長 理事長 記 事

“

″

慇

“

”

５．

Ｍ

”

“

”

田

”

∞

６‐

鬱

“

元

２

８

　

９

　

‐０

”

　

５３

満
朗一　
　
献
　
　
　
薪
　
　
　
学

〓
一
哉
　

　

　

明

泰

徹

　
　

　

重

淋
翻
　
　
　
酎

義成松 田

字都宮

加藤

西本

廣川

合田

章

之

治

孝

俊

康

田

尾

岡

松

脇

村瀬 俊之

明

大

郎

正
　
　
五

田

川

口

山

荒

谷

弘

　
　
暁

昌

　

　

一平

東

　

　

田

伊藤 秀樹

吉田 善紀

万治 功

事務局広島工業高校より県立体育館に移転

ホッケー専門部を臨時設置

522国高校駒 種目開催

空手道専門部昇格

61全国高校舗 種目開催

少林寺拳法専門部昇格

事務局県棚 1館に移転 第あ

回全国高体連研究大会開催

事務局県営グランド野球場に移転

事務局県立総合体育館に移転 盲ろう

1養
護学lll盟 広島朝鮮高級学校準加盟
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1沿 革

(1)発足から改組まで

70年間生物の生存はできないであろうとい

われた原爆投下 (昭和 20年 8月 6日 ),戦争直

後の混乱期の中から,早 くも昭和 21年 2月 10

日広島市付近の中等学校体育関係者が集まり,

学校体育研究検討会を開いた。そして,学徒の

対外競技の弊害から生徒達を守るためには,学

校関係者によって管理運営されることが望まし

いと広島県中等学校スポーツ連盟を設立しよう

ということになった。わずかの準備期間を経

て,昭和 21年 4月 20日 ついに設立をみた。昭

和23年 4月 の学制改革により,5月 広島県新制

高等学校スポーツ連盟と改称,再発足すること

になった。その翌年昭和24年 5月 県下高等学校

は,男女共学制 。総合制・学区制のもと再編成

された。また,前年 6月 に結成された全国高等

学校体育連盟と名実ともに一環制をとるため,

名称を広島県高等学校体育連盟 とした。昭和

23年 に始まった総合体育大会もこれを契機に

全種 目・同一日に開催されることとなった。ま

た 24年度には中国 5県に結成が完了したのを

契機として,中 国高等学校体育連盟連合が新発

足 した。これは昭和 28年 12月 13日 中国5県高

体連結成まで,中国各県の連絡調整の機能を果

たした。

昭和28年組織改革は,・ 組織機構の上に一貫

性を具現する,・ 事業内容の拡充,・ 運営面につ

いて,。 経費について,・ 出場規定についてを要

点としてなされ,こ れが現在の高体連の原型と

もいわれる。その後も高体連規約,細則の改正

が,行われながら時代の要求に沿った形ですす

められてきた。

(2)全国高校総体広島大会について

(ア )昭和 43年 度全国高校総体

登山以外の 24種 目を実施,広島大会として

特色を存分に発揮 し,無事盛会裡に終了する。

(イ )昭和 52年 度全国高校総体

岡山県が主会場。広島県では,登山を芸

北町・戸河内町・吉和町,ホ ッケーを広島市で

開催された。

(ウ )昭和 61年 度全国高校総体

山口県が主会場。広島県では,軟式庭球,フ ェ

ンシングを福山市,女子ソフ トボールを竹原

市,ボクシングを広島市で開催された。

(工 )平成7年度全国高校総体鳥取県が主会場。

平成6年広島アジア大会,平成8年 ひろしま国

体にはさまれたため広島県では,ア ーチェリー

競技の 1種 目のみを実施することとなり,広 島

市の広島広域公園第一球技場で開催された。

(3)会費・部会費の変遷

会 費 部会費

生徒 1人につき

全 日制 定時制

昭 23 3円

昭 28 20「 ll 8円 1部 2,000円

昭 38 30 Fl 15円 1部 2,500円

2部 3,500円

昭 40 40円 20円 1部 2,500円

単位毎 1,000円

昭 42 40円

昭 47 通信制1校当たり3,OIXl円

昭 50 H5円 80円 1部 2,500円

単位毎 1,000円通信制1校当たり3,000円

昭 54 180円 120円 複 6,000円

単 4,000円

単々 2,000円

通信制1校当たり3,000円

昭 57 210円 130円 複 8,000円

単 5,000円

単々 3,000円

通信制1校当たり4,lXlll円

平 6 350円 220円 複 10,000円

単 6,000円

単々 4,000円

定通部 3,0∞ 円

朝鮮高級学校

は男女参加は

10,000円

男子または女子のみは

6,000円

通信制1校当たり6,lXXl円

盲・養・ろう学校1校当たり

6,000円

-179-



2 10年 の歩み

昭和 63年度

40年誌が 10月 1日 発刊された。630頁にもな

るものとなり,編集委員の大変な努力によって

完成された。

広島朝鮮高級学校の本連盟への加盟希望を受け

て,関係専門部と連携をはかり,当面サッカー・

バレーボールの練習試合等で交流を深めた。

平成元年度

アジア大会 。国体開催を控え,高校生の競技

力向上を望む声が強くなる。本年度,7種 目H
チームの短期強化 と4種 目4チ ームの長期強化 ,

及び指導者養成として 3名 を県外に派遣した。

また多 くの専門部から練習場所の不足につ

いて,各施設の使用料の減額,施設の増設等要

望が相次ぐ。体育館・プール・テニスコー ト等

の公式競技場の改修が多 く,大会の開催すら困

難な状況があった。

平成 2年度

第 25回全国高等学校体育連盟研究大会が

「みのり多きスポーツ活動を目指 して」を主題

に,平成 3年 1月 31日 ・2月 1日 に広島国際会

議場で開催した。今回初めて全都道府県からの

参加があり,盛会の内に終了した。

平成 3年度

強化指定クラブ事業が新設され,約 2,500万

円が予算化,20種目30チ ームの強化事業が実

施されることとなった。平成 6年のアジア大

会,平成7年のインターハイ (中 国プロック),

平成 8年の国民体育大会 と大きな大会をひか

え,県民のスポーツに対する関心は高まり,中

でも中学・高校生を中心としたジュニア層の競

技力向上が望まれる。

平成4年度

強化指定クラブ事業が,27種 目45チ ームに

拡大され実施されることとなった。強化事業の

一層の拡大と,種 目・チームの現状を把握 した

よりきめの細かい取 り組みが必要となる。ま

た,学校体育の基本となる生涯スポーツとの関

連において強化・普及及び指導者の育成につい

てどのような形で進めて行 くか,検討する。

平成 5年度

平成8年度に開催される「ひろしま国体」に

向けての競技力向上対策事業 (強化指定クラ

ブ)が成果を表し,事業規模も大幅に拡大され

た。本年度から中国高体連事務局の当番県,ま

た平成 7年 度全国高校総体 (ア ーチェリー競

技)の 準備委員会を設置等事務処理量が激増し

た。また,一条校以外の学校の大会参加につい

ての取 り組みがなされた。

平成6年度

アジア競技大会広島大会が開催される。本

連盟の先生方,生徒も大会役員,補助員及びマ

スゲーム等に参加 し,成功に貢献した。

平成 7年度全国高校総体 (ア ーチェリー競

技)の実行委員会を設置する。

強化指定クラプの対象が 32種 目100チ ーム

となり,総額 5,lX10万 円に増額された。広島朝

鮮高級学校が準加盟となる。一条校以外の学校

が全国高校総体への参加が認められ,こ れにつ

ながる県大会に広島朝鮮高級学校や広島商船高

等専門学校が参加した。

平成7年度

平成 7年度全国高校総体 (ア ーチェリー競

技)を 開催 し成功裡に終わる。

「ひろしま国体」開催前年となり,強化クラ

ブの対象を33種 目80チ ームに絞 り,総額4,060

万円となる。派遣費補助は,760万 円の増額と

なり,総額 1,950万 円となる。県内にスポーツ

に対する追い風が強く吹いた。なぎなたが専門

部に昇格し,競技専門部が30と なった。

平成8年度

「ひろしま国体」が開催され,本連盟の先生

方や生徒は,選手としてまた大会役員,補助

員,マ スゲーム等に活躍し,総合優勝及び大会

競技風景
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成功に大きく貢献をした。生徒数の減少に伴う

収入源や,諸物価の値上がりによる支出増に対

する財源の確保を考慮する時期に来ている。

平成9年度

「ひろしま国体」による体育・スポーツ界ヘ

の追い風が吹き上んだ年であったが,強化事業

にかわり,リ ーダーの養成,全国大会で活躍で

きる選手の育成及びこれらに必要な調査・研究

を行うことを目的として,「学校スポーツ活動

ステップアップ事業」として2,380万 円の県補

助を受けた。これにより各専門部の活動が活性

化した。

ホッケーが専門部に昇格し,競技専門部が

31と なった。

平成 10年度

昨年度に引き続き,「学校スポーツ活動ス

テップアップ事業」の県補助金がつき,継続し

て実施する。各専門部の主体性において,リ ー

ダー研修会,合同練習会,指導者の育成等に取

り組む。特に中体連と連携した事業を展開し,

中・高一貫指導のあり方を模索する。また財源

確保のため会費・部会費の増額が決議され,平

成 11年度から実施することとしている。さら

に,平成16年度全国高校総体の中国各県開催

種目についての取り組みがなされる。

3 将来に向けて

国体,全国高校総体等の全国規模大会を開催

するまでは,追い風に乗り全て順調に物事が運

ぶが,真価を問われるのは開催翌年からの事業

展開である。ややもすれば,事業の減少や消滅

に伴う大会成績低下を辿りがちであるが,蓄積

されたノウハウを最大限に発揮しつつ,県のス

ポーツ界総ぐるみとなった事業費の確保を計る

必要がある。

高体連としては,生徒の減少に伴う収入減,

運動部 (特にチームゲーム)の存続,指導者の

減少及び高齢化,学校の統廃合等々の課題があ

げられる。これらに対応するためには,外部指

導者のさらなる導入,複数校による合同チーム

の承認等々が必要となり,関係機関と連携をと

りながら新しい枠組みを考慮しなければならな

い時期となりつつある。

出雲の青い空
石 川 聡 子

平成 5年広島女子商業高校入学。

1年次よリレギュラー選手とし

て出場 し,夏のインターハイ,春

の選抜 と 5回連続の全国制覇に

大貢献。個人戦で も富 山イン

ターハイや JOC杯 を制す。卒

業後はす ぐに皇后杯 も獲得。現

在, 日本の トッププレイヤー。

私の高校時代を振 り返ると,195出 雲イン

ターハイが行われた山陰の雲一つない真っ青な

空が思い出されます。

私たち 3年生部員にとっては高校最後の ,

このインターハイで,個人戦・団体戦共に決勝

へ進むことができたのです。個人戦は,同校決

勝となり,私たち石川聡子・八谷ペアは,2年
生の石川和美・砂本ペアに負けてしまいまし

た。ミスを恐れず強気に向かってくる後輩に押

されてしまったのです。一番負けたくない相手

だったので残念でしたが,翌 日は団体戦です。

気持ちを切 り替え,集中力を発揮 して,自分の

テニスをしたいと思いました。

団体戦は部員が一つになる競技です。もう

私の心には団体優勝しかありません。大将ペア

として出場させていただいたのに,私は準決勝

で香川短大附の入野・谷ロペアの前にペースを

崩し,団体戦初の黒星をつけてしまっていたか

ら,こ のままで終わるわけにはいかなかったの

です。団体戦決勝の相手は中村学園です。ま

ず,新見・木本ペアが,相手の大将の天野・江

崎ペアを④-1で破 り,い よいよ私たちの出番

です。対するのは中川・南原ペアです。準決勝

戦で負けた私をコー トに立てない仲間がマッ

サージしてくれ,背中を押してくれました。そ

の,みんなの顔を見て,勝っても負けても悔い

の残らないようにやろういう勇気がわいてきま

した。幸せなことに,1ゲームロから思いきり

打てました。④ -0で優勝が決まった瞬間,八

谷さんと抱きあい,青空の下で泣いてしまいま

した。

卒業式の日,渡部先生から,「 いつまでもさ

りげない努力を !」 という言葉をいただきまし

た。今も心に刻んでいます。
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県口山 《事務局》

〒753-0851山 口県山口市黒川2580-1

県立西京高校内

TEL 0839(23)8582
FAX 0839(21)0341

創立年月日 :昭和 24年 4月

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数

91校

34専 門部

760部

男子  7,523名
女子  4,559名
合計 12,082名

任

度 会 長 理事長 言己  月評
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事務局焼失 年報1号発行

中国高体連結成 18専 門部

加盟65FR、 会費1人15円

重量挙全国大会開催

弓道全国大会開催

陸上、バレーボール

全国大会開催

体操全国大会開催

5専門部新設 フェン

シング、レスリング全

国大会開催

水泳、バスケ ット、軟

庭、ボクシング、ホ ッ

ケー全国大会開催

第18回 国体開催

高体連20年 のあゆみ

(上)発行

同上 (下 )発行
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全国総体 4種 目開催

加盟認校、会費りυ∞円

鱒 門部新設、

“

専門部

加盟認校、会費り嘲∞円

61全国高校総体開催

県高校選手権大会新設

山口県・慶 尚南道 ス

ポーツ交流事業開始

1条校以外の学校の大

会参加を認める

安全対策マニュアル発行

全国高校総体3種 目開催

加盟91校、会費1人知 円
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1沿 革

(昭和 24年度〉

山口県中等学校体育連盟を発展的に解消し、

「山口県高等学校体育連盟」と改名し、新たに

規約を定めて発足した。この年県内高校数Hl

校、生徒数約 32,000名 、12専門部。

〈昭和 25年度〉

高体連体育功労賞を制定。

〈昭和 27年度〉

高体連事務局焼失設置校の火災によりすべて

の資料が灰じんに帰した。高体連年報第1号の

発刊。3専門部新設、14専門部になる。

〈昭和29年 度〉

加盟65校、生徒数約5万人、会費1人あたり

15円 。

〈昭和30年度〉

全国大会の開催ウエイトリフテイング(下 関

市)

〈昭和 31年度〉

組織の強化と確立を図る。各支部長を学校長

とし副会長を兼務すること。専門部委員を各支

部毎に置き、互選により委員長を選ぶ。委員長

の所属する学校の長を専門部長とする。なお、

委員は体育科教員に限らず広く人材を求める。

専門委員会を開催し、これに必要な予算措置を

とる。(こ れによって現在の高体連組織とほぼ

同じ形ができあがった)

(昭和 32年度〉

加盟 74校、生徒数約 39,700名 、会費1人あ

たり20円。山岳、スキー専門部新設。

(昭和 33年度〉

全国大会の開催陸上競技 (下 関市)、 バレー

ボール男子 (山 口市)

(昭和 34年度)

庭球専門部新設

(昭和35年度〉

全国大会の開催体操 (山 口市)。 加盟 68校、

生徒数約52,000名。県内大会開催基準要項の制

定。

(昭和 36年度〉

全国大会の開催フェンシング (和木村)、 レ

スリング (田布施町)。 専門部新設自転車、

漕艇、ホッケー、レスリング、ボクシング。

会費1人あたり30円。

(昭和37年度〉

全国大会の開催水泳、バスケットボール (字

部市)、 軟式庭球 (下関市)、 ボクシング (岩国

市)、 ホッケー (小郡町)。

専門部新設 (フ ェンシング、ヨット)専門部

離脱 (軟式野球)。 優秀選手賞制定

〈昭和 38年度〉

国民体育大会の開催 専門部新設 (馬術)。

会費1人あたり50円 。記念誌の発行。年報の再

発刊。

(昭和 39年度〉

山岳スキー専門部を山岳とスキーに分離。

(昭和 40年 )

加盟74校、生徒数約85,000名 、会費1人あた

り40円。「県高体連20年のあゆみ」(上 )発刊。

(昭和 41年度〉

県定時制体育連盟発足(加盟校 15校生徒数

5,300名 )。「県高体連20年 のあゆみ」(下 )発刊。

(昭和 43年度〉

定時制部会の発足。

(昭和 45年度〉

加盟75校、生徒数約63,735名 、会費1人あた

り55円。

(昭和 49年度〉

定時制部会が県高体連に加入、14校 1,380人 。

専門部新設 (定時制、調査研究部)

(昭和 50年度〉

表彰規定、慶弔規定を定める。加盟76校、生

徒数約 62,000名 、会費1人あたり150円。

(昭和 52年度〉

全国高校総体の開催 (岡 山県中心)、 本県は

ヨット (光市)、 ハンドボール (山 口市)、 庭球

(宇部市)、 レスリング (徳山市)

〈昭和55年度〉

加盟82校、生徒数約61,000名 、会費1人あた

り200円 。

〈昭和 58年度〉

61全国高校総体H月 18日全国高体連理事会

において、山口県中心開催を決定。

〈昭和 59年度〉

高等学校春季体育大会 (全国総体予選)を
「山口県高等学校総合体育大会」と大会の名称

を変更する。61全国高校総体事務局開設。全国

総体特別協力金として生徒1人当たりll10円 を

3ケ 年負担する。競技力向上を目的として1年生

大会を開催、強化校の指定。専門部新設 (ア ー

チェリー、空手道、小林寺拳法)33専 門部。
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〈昭和60年度〉

61全国総体推進委員会を結成、発足。加盟85

校、生徒数約 66,000名 、会費1人あたり350円。

61全国総体

ポスター

〈昭和 61年 度〉

61全国高校総体山口大会の開催、陸上、

球、サッカー、登山、余1道、ヨット、柔道、

ンドボール、ホッケー、バレーボール男子、

道、ウエイトリフテイング、バ ドミントン、

撲の 14種 目を開催し成功裡に終了。

61全国総体総合開会式

(昭和62年度〉

「第1回 山口県高等学校選手権大会」を設置

(毎年9月 に開催)。

2 10年の歩み

〈昭和63年度〉

加盟87校、生徒数約68,000名 、会費1人あた

り450円。

〈平成3年度〉

第1回「韓国慶尚南道高校生スポーツ交流事

業」を実施。山口県と慶尚南道の高校生がお互

いのスポーツ活動を通 じて、相互理解 と信頼、

国際感覚を備えたスポーツマンになることがで

きることを目的で開催された。山口県が慶尚南

道に遠征 (サ ッカー、バレー)。

(平成 4年度〉

「山東省青少年交流大会」の開催。山口県と

中国・山東省の友好協定締結十周年を記念し開

催 (サ ッカー)。

〈平成 5年度〉

平成7年度全国高校総体「山口県準備委員会

開設。第2回「韓国慶尚南道高校生スポーツ交

流事業」を実施。山口県が慶尚南道に遠征 (ハ

ンドボール、バスケットボール)。

〈平成6年度〉

「山口県高体連安全対策委員会」発足。

〈平成 7年度〉

全国高校総体の開催 (鳥取県中心)。 本県は、

バレーボール女子、アーチェリー、弓道。なぎ

なた専門部加盟。「山口県高体連安全対策マ

ニュアル」の発刊。加盟87校、生徒数約58,OIXl

名、会費1人あたり700円。

山口県開催種ロポスター

(平成 8年度〉

ボクシング専門部体部。

(平成 9年度〉

「平成 H年度全国高体連研究大会準備委員

会」設置。第3回「韓国慶尚南道高校生スポー

ツ交流事業」を実施。慶尚南道が来県 (バ ス

ケットボール)。

3  将来に向けて

わが国の高校体育・スポーツや運動部活動

は、学校スリム化や少子化減少の影響を受け

て、方向性について議論を余儀なくされてい

る。山口県でも同様に、生徒数減少に伴う部の

統廃合や経費の減少、部活動のあり方や競技力

卓

ハ

弓

相
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向上の為の諸問題 (指導者の育成、経費等)等

の多 くの課題を抱えている。

生徒数の減少については、10年前の昭和 63

年度の約 68,000名 から平成 9年度は、52,230名

と約 16,000名 の減少である。その為、当然のこ

とながら会費の減少に伴う経費不足が問題に

なっている。事務費など経費節減には努めてい

る。しかし、事業費は最低限度に切 り詰めては

いるが、諸物価高騰の折、各専門部にご苦労を

おかけしている。打開策として本県では、山口

県高等学校選手権大会に協賛をお願いしてい

る。今後の課題としては、その枠をどこまで広

げることができるかである。

部活動のあり方については、「中学校及び高

等学校における運動部活動について」(平成 10

年 1月 20日 付け文体体第297号文部省体育局長

通知)や 中学生・高校生のスポーツ活動に関す

る調査研究会議の「運動部活動のあ り方に関す

る調査研究報告書の概要」等を参考にさせてい

ただき、山口県の実情にあうよう調査研究して

いき、その方向性をさぐっていきたい。

競技力の向上を図る上で最も重要なことは、

熱意ある指導者の養成 。確保 とジュニア層 (中

学生)か らの一貫した指導体制の確立である。

このためには、山口県中学校体育連盟と連絡を

密に取 りながら、レベルの高い競技種目を精選

し、重点的な強化を考えなければならないと考

えている。これらを実行する為の計画も今後の

課題である。

山口県教育委員会は、1998年 3月 に「山口県

教育ビジョン」を発表し、「夢 と知恵を育む教

育の推進」を本県教育の基本目標 としてして揚

げ、3つ の力 (学ぶ力、創る力、生き抜 く力)と

3つの心 (広 い心、温かい心、燃える心)の育

成を視点とし、日標実現のための具体的な施策

の方向を示している。その基本計画の中にも

「楽しさと喜びにあふれるスポーツの振興」と

題し、1.生涯スポーツの推進2.競技スポーツ

の推進 3.ス ポーツ施設の整備充実 4.ス ポー

ツ医・科学体制の整備を掲げている。

山口県高等学校体育連盟としても、この教育

ビジョンに基づき、本連盟規約の目的である、

「高等学校における体育の普及振興を図 り、高

等学校生徒の心身の健全な発達に寄与する」こ

とに、最大限の努力精進をしていかなければな

らない。

すばらしい仲間
吉 村 か お り

平成 6年度全国総体 (富 山)

陸上競技・女子 800m優 勝

平成 7年 度全国総体 (鳥取 )

陸上競技・女子 3011Clm2位

平成 8年度全国総体 (山 梨 )

陸上競技 。女子 3∞Om8位

現在、積水化学陸上競技部

高校に入学するまでの私にとって、「高校総

体」は憧れとか夢とかでなくて、いくら手をの

ばしても届かない大舞台だと思っていた。そん

な小心者の私が、全国高校総体女子800mで優

勝したのは、山口県立西京高等学校に入学した

その年のことである。

県下では女子長距離が特に有名な高校だっ

たが、私はそういった事より、顧間の平野先生

の「陸上を通した我々部の仲間意識は強い」と

いうような言葉に魅かれて入学した。その先生

の言葉の通 り、私は素晴らしい先輩方や友人に

囲まれて練習することができた。自宅を離れて

寮での厳しい生活だったが、チームメイ トとの

仲を深め、苦 しみを分かち合うことができた

し、励まし合うこともできた。又、そんな生活

により練習に集中することもできたのである。

そういった恵まれた環境の中で日々の練習

を積み重ねた結果、県総体を順調に勝ち進む事

ができた。しかし中国地区大会では3位に終

わった。勝とうと思った事はなかったが、負け

るつもりもなかったので、とても悔 しい思いを

したのを覚えている。しかしこの経験が全国総

体で大いに役立つことになった。8月 始めに行

われた平成6年度全国高校総体女子800m決勝

は、異例の 11人 レースで行われた。他の選手

にポケットされたり、ラス トスパー トを満足に

できなかったりした中国地区大会の苦い経験を

イメージしながら、私はこの大人数のレースに

臨んだ。その結果失敗を繰 り返すことなく、最

後の最後で先頭に立った。こうして初優勝を呆

たすことができた。

これは素晴 らしい環境 と、仲間達に恵まれ

たお陰であり、自分の力だと思ったことは一度

もない。応援 してくださった方々に心から感謝

している。
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県島徳 《事務局》

〒 770‐0853徳島県徳島市中徳島町 1-
県立城東高校内

TEL 0886(25)8060
FAX 0886(56)2080

創立年月日 :昭和 23年 5月 1日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数

44カ吏

25暉早Fl書椰

745部

男子  5,540名
女子  3,253名
合計  8,793名

征

度 会 長 理事長 言己  ヨ晟
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311

31
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33

M
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“

39

40

41

42

43

４
　

郷

　

“

亀田 啓二

石川重一郎

三木 康至

沖田 武雄

永井 洸

岡 一浮

高原 武雄

木
　
　
崎

久
　
　
大

武夫

中男

行成 正春

箕浦 善隆

河野 真一

本文 吾高

谷 栄

中西 由之

鈴江 敏則

彰一山本

学制改革により名称変

更全国高体連加盟

県内高校再編成

高体連マーク制定

四国高体連結成し加盟

第8回国体を四国四県で開催

体連の歌制定

研究調査部発足

第 1い1県総体開催

県総体種目別優勝旗が

寄贈される

アメリカンスクールとバスケッ

トレスリングの対抗戦を実施

県高体連旗制定

46全国総体本県を主会

場に開催

県総体を鳴門運動公園

で開催

年

度 会 長 理事長 言己  ヨロ

８
　
４９

"

５‐

ヮ

”

Ｍ

５５

“

５７

田

”
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61

62

63

7E

2

3

4

5

6

7

8

9

10

村沢 隆

福富 忠行

上原 秋りj

竹原 茂雄

大賀  清

江西 利夫

宮  信之

久保駿一郎

須見 敬二

平尾 隆信

筒井 豊祐

居上 雅美

大津 靖弘

加藤 千明

中西  知

山本 彰―

下泉 芳文

森 勝

津田 一弘

原田 久

弘松 田

専門委員会発足、第 1

回総体写真コンクール

日米レスリング大会開

催

30周年記念誌発刊

55全国総体 6種目開催

「高校保健体育研究総

覧」発刊

県総体写真図録発刊

榊 総体6種目離

第48回 国体を香川県と

共催

阿南高専総体初参加

10年全国総体 4種 目

開催
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1沿 革

昭23年 ○

○

○

昭24年 ○

昭26年 ○

昭27年 ○

昭28年 ○

昭29年 ○

○

昭 32年 ○

昭 33年 ○

昭36年 ○

○

昭38年 ○

昭 42年 ○

昭 43年 ○

○

学制改革により高等学校体育連盟

と改称する。

年会費 20円 とする。

全国高体連結成に参加し、加盟する。

県内高校再編成が行われる。

四国高体連を結成し、加盟する。

年会費 30円 とする。

第 8回 国民体育大会が四国四県で

開催される。

全国高校男子バレーボール選手権

大会を小松島市で開催する。

第 1回全国高校重量挙選手権大会

を徳島市で開催する。

高体連の歌を制定。

第27回全国高校卓球選手権大会を

徳島市民会館で開催する。

第11回全国高校東西対抗陸上競技

大会を西の九競技場で開催する。

高体連 10周年記念誌発刊。

年会費を50円 とする。

調査研究部を発足する。

全国軟式庭球選手権大会を徳島市

蔵本運動公園で開催する。

全国高校女子バ レーボール選手権

大会を徳島市蔵本運動公園で開催

する。

第 1回県高校総体を西の丸を中心

に開催。

第10回全国高校ウエイ トリフティ

ング選手権大会を徳島市民会館で

開催する。

第 9回全国フェンシング選手権大

会を徳島市民会館で開催する。

年会費を60円 とする。

県総体種 目別優勝旗の寄贈を受け

る。

アメリカンスクールとバスケット

ボール・レスリングの対抗戦を鳴

門市体育館で開催する。

昭和46年度全国総体四国開催の気

運が高まり、誘致の結果主会場は

本県に決定する。

徳島県高体連旗制定 (発足 20年 を

記念して)。

〇 年会費を80円 とする。

○ 高体連発足 20周 年記念誌発刊。

昭 44年 ○ 四国高体連評議員会で46総体四国

開催基本方針徳島案採用される。

046総体スローガン決定 (至純・探

求・躍動)

○ 四国高体連研究発表大会開催。

昭 45年 046総体県下各会場完成する。

昭 46年 046全国高校総体、本県を主会場に

四国四県で開催。

昭 47年 ○ 高体連事務局を城東高校から徳島

工業高校に移す。

昭 48年 〇 年会費を 100円 とする。

昭 49年 ○ 高体連事務局、徳島工高から城東

高へ移転。

○ 高体連専門委員会発足。

○ 第 1回県総体写真コンクール実施。

〇 年会費を 150円 とする。

昭 50年 ○ 県公立高校総合選抜制を採用。

昭 52年 055全国総体を愛媛県を中心に四国

四県で共同開催することを四国高

体連で決定。

〇 年会費を200円 とする。

○ 四国高体連研究発表大会開催。

昭 53年 ○ 高体連発足 30周年記念誌発刊。

昭 55年 055全 国高校総体バスケットボー

ル・水泳・柔道・弓道・ホッケー・

レスリングの 6種 目を開催。

昭 56年 ○ 日米高校親善レスリング大会を開催。

昭 57年 〇 年会費を300円 とする。

昭 58年 ○ 日米高校親善レスリング大会開催。

○ 四国高体連理事会で64全国総体の

主会場を高知県に決定。

昭 60年 ○ 本県高校体育教員の研究物 (昭 33

年～昭59年 )「高校保健体育研究総

覧」発刊。

昭 61年 ○ 四国高体連研究発表大会開催。

○ 県総体写真コンクール (第 1回 ～

第13回 )優秀作品集「県総体写真

図録」を発刊。

〇 年会費を350円 とする。

○ 全国理事会64総体競技種目別会場

予定地を承認。本県開催はバレー

ボール女子、ソフ トボール女子、体

操競技、レスリング、ウエイ トリ

フティングの 5種目。

〇

〇

〇

〇年５３昭

○

○

○

○
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昭 62年 064総体特別会費として新入生から

8∞ 円徴収。

064総体県準備室開設。

2 10年 の歩み

○昭和 63年 度

高体連創立 40周 年誌発刊。

県総体は45校 H,6C10名 の参加のもとに開催

された。総合開会式は、選手団の輸送に伴う道

路事情等を考慮し、蔵本球場から鳴門陸上競技

場に変更した。

○平成元年度

高知県を中心 として四国プロックとしては

9年ぶ りに全国高校総体を開催する。本県にお

いては、女子バレーボール・女子ソフ トボー

ル・体操競技 (以上徳島市 )、 ウェイ トリフテイ

ング (上板町)、 レスリング (池田町)の 5種

目を開催、本県高体連の総力を結集して、成功

に導 く。

○平成 2年度

県総体は 6月 2日 より4日 間にわたり、46

校、12,600余名の参加のもと、本年度よリライ

フル射撃専門部と7種 目の準専門部の発足があ

り、32競技種目と最大規模の大会となった。

○平成 3年度

県総体は 6月 1日 より4日 間にわたり、32

競技に 12,300余名の参加のもとに開催された。

総合開会式は東四国国体準備に伴う鳴門陸上競

技場改修工事のため、3年ぶ りに鳴門野球場を

使用 した。

○平成 4年度

県総体は 6月 6日 より4日 間にわたり、32

競技種 目に49校、12,500余名の参加のもとに

開催された。総合開会式は鳴門運動公園野球場

で行われた。

四国高体連理事会で平成10年度全国総体を香

川県を主会場として四国 4県での開催を確認。

○平成 5年度

本年度の目玉は何 といっても東四国国体で

あった。夏季大会が 9月 5日 より8日 まで、秋

季大会が 10月 24日 より29日 までの延べ 10日

間にわたり、徳島・香川両県の各会場にて熱戦

が繰 り広げられた。

県総体は 6月 5日 より8日 まで 4日 間にわ

たり、協賛あわせた32競技種目に49校 12,171

名の参加のもと県下各会場で開催された。総合

開会式は 3年ぶ りに新装なった鳴門陸上競技場

で行われた。

全国高体連全国高校総体中央委員会で四国

4県開催を了承。

東四国国体開会式

○平成 6年度

県総体の改革について検討を重ねてきた結

果、総合得点争いを廃上し、総合閉会式も取 り

やめることとした。

改革された県総体は6月 4日 より7日 まで実

施され、参加校拡大による阿南高専の参加で、

過去最高の50校 H,7CXl名 の選手が出場 した。全

国高校総体中央委員会で四国 4県の開催種日配

分案を決定。本県は、体操 。相撲・ハンドボー

ル・ホッケーの 4種 目の開催。四国高体連役員

会で「10年全国総体四国対策委員会」が発足。

○平成 7年度

県総体は 6月 3日 より4日 間にわたり、48

校延べ 32競技種 日、10,800余名の参加のもと

に開催された。総合開会式は突然の降雨のた

め、16年ぶ りに屋外での開催が中止になり、鳴

門県民体育館で行われた。

今年度か ら生徒数減少の影響があ らわれ、

参加校や参加者が初めて前年度を下回った。

○平成 8年度

県総体は 6月 1日 より4日 間にわた り、32

競技種目47校、10,700余名の参加のもとに開

催された。昨年度から始まった生徒数減少の影

響が少しずつあらわれ、競技よっては参加校数
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や参加者が減少し、危機感が募る専門部も出て

きた。運動部活動の重要性について再認識し、

今以上に部員数増加、競技底辺の拡大に真剣に

取 り組まなければならない状況になってきた。

○平成 9年度

県総体は 5月 31日 より4日 間開催され、本

年度は30競技種目9,200名 の選手が出場 した。

平成 10年度全国総体四国大会を控え、各種

準備委員会が進められた。

3 将来に向けて

近年、社会情勢の変化が高校スポーツに影響

を及ぼすようになった。高校教育の多様化、生

徒数減少、学校週 5日 制への移行等の情勢の変

化に伴い、国レベルでも運動部活動について議

論が高まっている。第 15期中央教育審議会や

文部省の研究報告書の中でも、運動部活動の教

育的意義の重要性が強調されている。反面、週

5日 制への対応、生徒数減少と指導者不足、過

度の練習による弊害やスポーツ障害など、いく

つかの改善点の指摘 もされている。本県高体連

としても解決しなければならない難問がある。

生徒や部員の減少、それに伴う予算の減額、補

助金や強化費、人的スタッフの不足、さらには

強化のための諸条件の不備等なかなか解決でき

ていないことがある。さらに活動中の事故に対

する責任問題、休 日勤務の代休・手当等、問題

は山積みされている。部活動指導者の情熱と熱

意だけに頼る方法には限界がある。各々の問題

について、スポーツにかかわるすべての人が前

向きに意見を出し合い、一歩一歩解決しなけれ

ばならない。運動部活動はこれまで学校教育の

中で大きな役割を果たしてきた。高体連として

も地道に築き上げてきたものであり、指摘を受

けている改善点については、しっか り受け止

め、よりよい運動部活動の在 り方について考え

ていく必要がある。

高校時代を振 り返って
畠 田 好 章

鳴門高校一日本体育大学一日本

体育大学講師

092オ リンピックバルセロナ大

会団体 3位

096オ リンピックアトランタ大

会あん馬 5位

私にとってのインターハイは、とても思い

出深い。特に高校 2年のインターハイは、地元

徳島での開催だった。地元開催ということもあ

り周 りの期待や、プレッシャーは、いつもの大

会以上であった。

その年の冬頃から、インターハイ強化の為

に一人のコーチの先生が指導に加わった。その

コーチは、大学時代まで体操を続けられ、かな

りの成績を残し、卒業後私たちが練習していた

鳴門体操クラブに指導者として招かれた。

私にとってそのコーチとの出会いは、大変

重要なことだった。現在、自分が日本を代表し

てオリンピックなどの国際大会に出場 し、成果

を残してこれたのも、そのコーチとの出会いが

あったか らこそだと今でも思っている。その

コーチがきてから、自分の体操が成長したと思

う。その結果が、地元でのインターハイで、個

人総合優勝、団体でも3位であった。また翌年

のインターハイでも、個人総合優勝をすること

ができた。その頃から、試合で自分に自信を持

てるようになり、その後大学に行ってから現在

に至るまで、自信を持ち体操を頑張ってこれた

んだと思える。

そういう意味でも、この高校 3年間は私に

とって、とても大切な 3年間であ り、体操人生

を左右した時期でもあった。

最近、自分がここまでこれたのも、いろんな

人と出会い、いろんな人に迷惑をかけ、いろん

な人の協力があったからだとつ くづ く感じる。

これからも人との出会いを大切にして、残 り

少ない体操人生を頑張っていこうと思っている。

東四国国体閉会式
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県香 《事務局》

〒 760‐lX117高松市番町三丁目1-1
県立高松高校内

TEL 087(862)6908
FAX 087(833)8070

創立年月日 :昭和 34年 4月 1日

加盟校数        46校
専門部数      33専 門部

加盟部数       877部
部 員 数  男 子 7,357名

4,833名

12,190名

子

計

女

合夕:,

年

度 会 長 理事長 言己  ロト

赤羽 廣志

(学徒体育会会長)

松 岡

大島 久俊

巌

司

夫
　
　
義

松

秀
　
　
重

田

野

一
一
水
　
　
菅

三好 啓資

信幸

八代 博之

冨 田 槙男

|

,毬山奇

学徒体育会(小・中・高

の合同体)発足

四国高体連発足,本県

は学徒体育会高校部会

として参画

学校体育会に改称

高体運が組織化され,

事務局は高松高校内

第 1回保健体育研究発

表会を開催

第 1回県高等学校総合

体育大会を開催,総合

得点制実施

フェンシング,自 転車

専門部設置

全国高校総体開催 (6

種目)庭蹴 ラグビー

専門部設置

なぎなた専門部設置

ボクシング専門部廃止

県高校総体総合開会式・

総合得点制中止

年

度 会 長 理事長 言己  月匡

Ｍ
　
”

５‐
　
２
　
”

“

口

郭

”

）

６‐

６２

“

元

2

3

4

5

6

7

8

9

10

俊

清

夫

久
　
　
芳

島

好

藤

大

一二

光

夫
　
　
春

〓
一　
　
清

本
　
　
中

岩

　
　
田

寮式山口

杉岡 保之

益田 勉

秋
　
　
徳

薇
　
　
博

踊
　
　
関

|

仁堤

冨 田 槙男

鈴木 草夫

山下 正敏

調査研究部発足

総合開会式復活

全国高校総体開催 (4種

目)

ウエイ トリフテイング

アーチェリー,レ スリ

ング,ホ ッケー,カ ヌー

専門部設置

東四国国体開催

ボクシング専門部復活

新設,桜井高校が加盟

新設,三木高校が加盟

四国り8総体開催 (17種

日)

-190-



1沿 革

香川県高等学校体育連盟の前身は,「香川県

学徒体育会」であった。学徒体育会は,戦後 ,

民主的体育団体組織化の一環として,県下学校

体育の振興を図るために再建され,昭和 21年

に県教育委員会保健体育課内に事務局を置き,

発足した。

その後,昭和28年 には,「香川県学校体育会」

という名称に改められた。その組織は,県下小・

中・高等学校部会の全児童・生徒・教職員で構

成された連合体であり,各部会から選出された

理事・評議員によって,予算や重要案件が審議

されるしくみになっていた。その主な活動は,

学校体育に関する指導研究,調査,資料収集,機

関誌の発行,競技会・講習会の開催などがあり,

これらの諸事業を通 しての功績は,極めて大き

いものがあった。その後,学校体育会は,小・

中・高等学校一体の合同組織である利点を生か

しながらも,それぞれの部会で,それぞれの立

場にたった運営も行われるようになった。

四国高体連が昭和27年 1月 に結成されたが,

当時,他の 3県においては,すでに高体連が組

織されていたのに対し,香川県は,学校体育会

の高等学校部会としての参画であった。このよ

うな状態のなか,よ うやく昭和34年香川県高体

連が組織化され,事務局を高松高校内に置いた。

しかし,こ れは組織上他県に形をそろえる

必要があったための処置であり,高体連に関す

る事務及び予算は,学校体育会内で処理されて

いた。そして,その組織自体は,実質的に機能

するものではなかった。しかし,こ れを契機

に,高等学校部会では,四国高体連・全国高体

連の加盟団体として,他県並みの高体連にした

いという要望が高まってきた。そして,学校体

育会から独立することについて,部内で検討が

なされたが,学校体育会として小・中・高等学

校を一体とする合同体としての組織は,全国的

にもまれであり,利点もあるので,こ の組織は

残 して,小・中。高等学校相互の了解のもとに,

それぞれを独立させようという結論に達した。

その後,昭和 43年 に,昭和 46年 度全国高校

総体が四国 4県で開催されることになった。全

国大会開催 となると,組織の強化充実ととも

に,財政規模の拡充が急務となった。しかし,

学校体育会の高等学校部会 としての高体連で

は,財源も少なく,組織 も貧弱なものであった

ため,開催準備に着手するには,多 くの問題点

があった。さらに,そ の準備が進められるにつ

れて,高等学校部会という枠の中では,活動で

きない状態になった。

そのため,高体連では特別措置として,全国

高校総体の開催準備のための特別対策委員会を

設け,組織の強化 と財政措置の拡大を図 り,こ

れに対処した。しかし,高体連自体も独 自性 と

主体性の確立の必要性を痛感した。昭和 46年

2月 ,学校体育会の定例理事会において,当時

の高体連菅会長より高体連独 自の提案がなさ

れ,昭和 46年 4月 に,菅会長より引き継いだ

松岡会長は,高体連独立の申し送 りを受け,46

全国総体を終えると間もなく,こ の件について

話し合いを着実に進めていった。

話し合いの要点としては,

(1)合同体である現在の建前のままで,高体

連の主張を生かせる立場をとるか。

(2)小 ・中・高体連をそれぞれ独立させ,連
合体の形で学校体育会を残す立場をとるか。

の問題について慎重に審議 した結果,当分

は合同体の組織のままで大幅に規約の改正

をして,高体連の主張を認め,更にもう一度

検討し直すという結論に到達 した。

昭和 47年 の規約の改正により,高体連は長

い間の要望が達成され,よ うやく他県並みの運

営がなされるようになった。

その一方,学校体育会の運営は,諸物価の高

騰に対 し,会費の値上げがうまくいかず,財政

は窮迫し,事務局職員の給与が圧迫されるよう

になった。

昭和 48年以降,事務局職員が得 られないま

ま,更に将来の見通 しが立たたない状態にな

り,事務処理に支障を来すようになった。その

ため,昭和 48年 10月 ,小・中・高等学校部会

の事務を各部会ごとの事務局に移 して処理す

るという特別措置で切 り抜けることとした。

ここに初めて,小・中・高等学校それぞれの

体育連盟が実質的に独立して運営されることに

なった。

一方,46全国高校総体開催を機会に新設の

専門部を年々設置していった。

【昭和50年】県高校総体を県教委より委託を受

け,実行委員会を設け,総合開会式,総合得点

制を中止し,種目毎に開閉会式を行った。
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【昭和51年 】長年の懸案であった研究部が設け

られ,教科研究会との調整をはか りながら,独

自の運営がなされた。

【昭和52年】55全国総体の四国 4県の種 日配分

が決定し,県高体連の準備として県高体連対策

委員会を発足させ,開催市町の決定,運営準

備,競技力向上計画等を進めていった。

【昭和53年 】4年ぶ りに県立体育館で総合開会

式が挙行され,55全国総体に向かって各競技

も始動した。

【昭和54年】55全国総体の県実行委員会が発足

され,県高体連対策委員会とともに準備を進め

ていった。

【昭和 55年】2度 目の全国高校総体が,四国 4

県で開催された。

【昭和56年1四 国高体連30周 年誌の発行,記念

式典が行われた。

【昭和59年】県立聾学校が男子ソフトボールで

県総体史上初の全国総体代表権を獲得 した。

【昭和60年】県高校スポーツの活性化を目指し

て,県高校総体に総合得点制を11年ぶりに復

活させた。総合開会式では,高松市内 7校の女

子生徒による集団演技が花を添えた。(110名 )

【昭和61年164全国総体県準備委員会が発足した。

【昭和62年】県高校総体に男子の水球,女子の

柔道が初登場となった。

2 10年の歩み

【昭和63年】空手道専門部の新設により,県高

校総体に空手道が登場した。

【平成元年】四国で3度目の全国高校総体が開

催された。

【平成 2年】県高校総体の参加は年々増加 し,

男子 41校 23競技,女子 40校 20競技に8,463名

の過去最大の参加となった。総合成績では,高

松商業高校が初の男女アベ ック優勝で閉幕し

た。全国総体陸上競技の女子走高跳で貞広千波

選手 (明善高)が 2年連続優勝した。

【平成 3年】県高校総体は東四国国体等を考慮

して新設された男子のウエイ トリフテ イング,

レスリング,ア ーチェリー,ホ ッケー,カ ヌー

の 5競技,女子のアーチェリー,ホ ッケー,カ

ヌーの 3競技が加わ り,男子 43校 28競技,女

子 40校 23競技 に8,790名 の前年度を上回る過

去最大の参加 となった。

【平成4年】四国高校選手権大会を東四国国体
のリハーサル大会として,9種 目実施した。四

国高体連理事会で10年総体を香川県を主会場

として四国4県での開催を確認した。

【平成5年】県高校総体で,高松商業高校が男

女アベック優勝4連覇を成し遂げた。「東四国

国体」 (徳島県と共同開催)が開催され,香川

県が天皇杯・皇后杯を獲得 した。全国高体連ヘ

10年総体の「誘致申請書」を提出し,開催が内

定された。

【平成 6年】ポスト東四国国体の期待を担う精

鋭等により「わかしゃち国体」では,高校生の

活躍も素晴らしく,天皇杯 13位 ,皇后杯 H位
に大きく貢献した。全国高体連へ 10年総体の

「開催申請書」を提出した。全国高体連理事会

において,四 国4県の開催競技種目が決定され

た。 (香川は17種 目)

【平成 7年】新設校高松桜井高校が加盟した。

「10年総体香川県準備委員会」が設立された。

「ふくしま国体」では,高校生の活躍もめざま

しく,昨年の成績を上回る天皇杯 H位,皇后

杯 8位に大きく貢献することができた。このこ

とは,東四国国体時に,成年や教員で活躍した

全国の トップレベルの選手が,指導者として

技術的にも年齢的にも円熟さを増してきて,普

及や競技力の向上に多大の役割を果たした。全

国高体連理事会において,四国4県競技種目別

会場地が決定された。

【平成8年】新設校三木高校が加盟した。県高

校総体総合開会式のマスゲームに昨年までの高

松地区H校に,中 ・西讃地区 7校の女子生徒

と高松東高の男子生徒が参加し,720名 による

集団演技が展開された。県教委に10年総体準

備室が設置されるとともに,県高校推進委員会

が設立され,準備に万全を期した。全国理事会

で「テーマ,ス ローガン,シ ンボルマーク等」

が承認された。

【平成9年】県高校総体で過去最多の48校の参

加となった。総合開会式は,来年から「四国'

98総体」の主会場 となる丸亀競技場で開催の

予定で,屋島陸上競技場での開会式は最後 と

なった。また,学校対抗総合成績は,高松商業

高が女子で初の 8年連続 8回 目の優勝に輝い

た。「10年総体香川県実行委員会」が設立され,

全国高体連理事会で「総合ポスター図案」等が

決定された。
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3 全国大会開催事業

(1)46全国高校総体

「至純・探求・躍動」の大会スローガンのも

と,徳島県を主会場に四国 4県で開催された。

本県では,皇太子御夫妻,高松宮御夫妻をお迎

えし,8月 1日 より9日 間にわたり,6種 目の

熱戦が繰 り広げられた。また,台風襲来を受け

たものの,大会関係者の奮闘や市民の協力によ

り,大事 もなく大会を終えることができた。

(2)55全国高校総体

「四国路を駆けろ若人・意気と熱」の大会ス

ローガンを掲げ,愛媛県を主会場に四国 4県の

各地で開催された。本県では,8月 1日 より6

日間にわたり4種 目が行われた。讃岐路を舞台

に,若人の意気と熱が駆けめぐり,無事終了す

ることができた。

(3)元年全国総体

四国で 3度 目の全国総体が,高知県を主会

場に開催された。大会スローガン「競え技・結

べ友情さわやかに」を合い言葉に全国の高校生

を迎え,県下 3市 1町で 8種 目の熱戦が繰 り広

げられ,充実したさわやかな大会となった。

(4)四 国つ8総体

10年度開催の「四国つ8総体」では,「輝こう

今この時を 君たちと」のスローガンのもと,

香川県を主会場に四国 4県で 28競技が展開さ

れる運びとなってお り,全国の高校生が香川の

地で十分活躍され,大 きな成果と数々の感動を

残されるよう期待 している。

さらなる挑戦を
貞 廣 千 波

昭和 47年 8月 17日 生

香川県明善高等学校から、中京

女子大学卒業、(株)デ ンソー入

社現在に至る。アジア大会 4位、

ユニバーシアード5位入賞。

陸上競技を始めて16年になった。

小学 5年生の時、足が速く背が高い子とい

うだけで、郡大会の選手に選ばれた。「高く跳

ぶのが得意そうだから走り高跳びをしなさい。」

と綾弘文先生、高丸勝嗣先生に言われたのが私

の走り高跳びを始めたきっかけであった。先生

の毎日の指導に訳も分からず跳んだのが懐かし

い。郡大会 3位であった。小学 6年生で、再び

選手に選ばれて、県大会準優勝。中学に入り石

井孝規先生 (棒高跳び、元高校記録保持者)に

巡り会った。陸上部に入り、毎日陸上に浸かっ

ていた。 1年生・149cm、 2年生・155cm、 3

年生・170cm、 (全国通信陸上競技大会優勝)。

この中学時代は高さが高くなるほど恐く、跳ベ

なくなって時間切れ敗退の経験があり、「跳ば

ないならもうやめろ。」と石井先生に言われ、

次の日からトレーニングをやり直し、少しずつ

跳ぶ恐怖から抜けていった。

中学卒業時、「記録に挑戦したい」と思い、迷

わず陸上の名門香川県明善高等学校に入学を決

めた。「日本一になること」を目標に真部卓一先

生の厳しい指導を受けた。指導者を信じ友と助

け合い緊張のある充実した毎日だった。寮生活

で自己管理の大切さを知らされた。油断すると

ウエイト・オーバーで怪我をしては真部先生に

「喝」を入れられた。妥協を許さず納得いくまで

の練習は試合の成績に好影響を与えた。 1年
生・171cm、 2年生 。180cm、 3年生・181cmと

怪我を克服しながら伸びていった。大学進学は、

中京女子大学に決めて阪本孝男先生 (走 り高跳

び元日本記録保持者)の指導を受けた。4年間

のベスト記録は190cmである。卒業後の現在は

(株)デ ンソーで陸上競技部に所属し、平成 9年

のベスト記録は190cm。 世界に目を向けて自分

の高跳びを再考・再構築している最中だ。

平成9年度「京都総体」総合開会式
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県媛愛 《事務局》
〒790-0846愛媛県松山市道後北代3-3

TEL 089(925)1634
FAX 089(925)1634

創立年月日 :昭和 26年 5月 17日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数  男

女

合

68校

27暉早「1書椰

1,154部

子 H,747名
子  7,961名

計 19,708名

年

度 会 長 理事長 言己  ヨ晟

ν
l

”
　
”

∞

３‐

３２

”

譴

％

36

37

38

39

40

仙波 光三

二神伝三郎

清水 次夫

黒田 定雄

山本 寅雄

渡辺菊太郎

高市 純徳

高市 格

二神伝三郎

石川 恭作

田辺 義治

桧垣 長慶

石川 恭作

向井 敏夫

武中川

昭和
"筆

現 17日 県高体

連結成、規約・役員決定

昭和29年県高校総体16

種目に5千人参加、盛大

になる

昭和35年8月 25日 県高

体連10周年記念式典

昭和40年副会長3人制

(私立高校長1)と なる

昭和46年

"周
年記念式典

征

皮 会 長 理事長 言己  月昌

51

52

53

54

"

“
　
５７
　
“

”

∞

６‐

鬱

“

元

2

3

4

5

6

7

8

９

　

１０

門多 寿道

佐々木寅義

小野 憲一

大澤  哲

石丸  博

岡田 利明

野澤 善浩

近藤 雅美

井

手

向

井

敏夫

上旭

田中 囲雄

田中 目雄

井手 盛章

平成元年全国高校総体

開催 (主会場高知)

平成3年

“

周年記念式典

平成8年全高連研究大

会開催

平成10年全国高校総体

開催 (主会場香川)
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1沿 革

55総体

昭和 26年

昭和 27年

昭和 28年

昭和 29年

昭和 30年

昭和 31年

昭和 32年

町3禾1334F

昭和34年

昭和35年

・5月 17日 に愛媛県高等学校体育連

盟が結成された。

・第 5回愛媛県高等学校総合体育大

会が、14種 目2,400人が参加 して開

催された。

・高体連評議員会開催。

・第 1回定時制総合体育大会が 7種

目にて開催された。

・高体連会報の発行を決定。

・定時制創立 5周年記念行事を兼ね

第 2回定時制総合体育大会が開催

された。

・5千人が集まり、16種 目14会場 2

日間にわたる第 8回県下高校総合

体育大会が開催された。

・剣道、弓道専門部が新設された。

・県下高校体育主任会が開催された

。高体連主管で西条市において全国

高校バレーボール選手権大会が開

催された。

・四国高体連理事会が開催された。

・第 8回全国高校ハ ンドボール選手

権大会が松山北高校を中心に開催

された。

・定通 10周年記念総合体育大会が開

催された。

・第 1回 四国高校対抗駅伝競走大会

が徳島県で開催された。
。高体連主管で全国高校登山大会が

石鎚山系を中心として開催された。

・10周年記念式典及び記念行事が開

催された。

・四国高体連創立10周 年記念式典が

開催された。

・高体連制定の体育功労賞を配布 し

た。

・四国高体連保健体育研究発表大会

が松山市で開催された。

・県総合体育大会において、地区予

選を8種 目に限り実施した。

・第20回 愛媛県総合体育大会が、地

区予選の参加制限によ り72校
6,049人 で開催された。

・46総体四国開催を正式決定した

。46総体実行委員会が発足 した。

・“至純 探求 躍動"を スローガン

にした「46年度全国高校総合体育

大会」が四国 4県で25種 目に若い

力がつどい、技 と情熱を競った。本

県でも、ハンドボール、柔道、庭

球、ボクシング、バレーボール女

子、漕艇の 6種 目が行われた。

・県高体連20周年記念式典が開催さ

れた。

・昭和 50年全国定通制大会が、東京

都において開催され、本県から6

種日、85名 が参加 し、活躍 した。

・愛媛県を主会場 として、55全国高

校総体が四国 4県で開催されるこ

とが決定した。

・ウエイ トリフティング専門部が新

設された。

・55総体県準備委員会が設立 され

た。

・愛媛県を主会場 として、55全国高

校総体が四国 4県で開催された。

・県高体連30周年記念式典を開催 し

た。

・高体連調査研究部が設置される。

・64総体検討委員会を、四国高体連

役員会にて開催 した。

・64総体開催種 目が発表された。

本県では、バスケットボール、ボ

クシング、テニス、ホッケー、漕

艇、登山の 6種 目が開催されるこ

とに決定した。

・64総体準備委員会設立総会が開催

された。

昭和 36年

昭和 39年

昭和 41年

昭和 43年

昭和 44年

昭和 46年

昭和 50年

昭和 52年

昭和 53年

昭和 55年

昭和 56年

昭和 58年

昭和 59年

昭和 60年

昭和 62年
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2 iO年の歩み

昭和 63年 ・64総体実行委員会総会が開催され

た。

・ホッケー専門部が新加盟 した。

・64総体四国 4県事務担当者連絡会

が開催された。

・西条市実行委員会設立総会が開催

された。 (登山競技 )

・新居浜市実行委員会設立総会が開

催された。 (登山競技 )

・64総体実行委員会常任委員会が開

催された。本県開催種目は 6種 目

である。

・元年総体四国打合せ会が高知県で

開催された。

・女子柔道競技が正式競技 として承

認された。

平成元年 ・県内報道者連絡協議会が松山市で

開催された。

・全国高校総体抽選会 (ホ ッケー・テ

ニス)が松山市で開催された。

・全国高等学校総合体育大会が四国

4県 (高知主会場)で開催された。

本県においても、バスケットボー

ル、庭球、ボクシング、ホッケー、

登山、漕艇の 6種 目を開催した。

・元年全国高校総体常任理事会が開

催された。

平成 2年 。高体連評議員会において、元年度の

行事報告、会費問題が審議された。

・第 19回四国高体連研究発表大会

が、松山市で開催された。

平成 3年 ・第45回県高校総合体育大会が、26

種 目68校、7,567名 の選手の参加に

より開催された。

・第 40回 定通制高校総合体育大会

が、県下 18校 566名が参加し開催

された。

・県高体連40周年記念誌編集委員会

が開催された。

・愛媛県高体連 40周 年記念式典が

220名の参加により、松山市で開催

された。

・第46回県高校総合体育大会が、26

種 目68校、7,644名の選手の参加に

より開催された。

・第 41回 定通制高校総合体育大会

が、県下 18校 526名が参加し開催

された。

・四国高等学校体育連盟理事会にお

いて、平成10年 度全国高校総体が

四国 4県で開催されることが、確

認された。

・第 47回県高校総合体育大会から、

愛媛県総合運動公園陸上競技場に

おいて、総合開会式が実施された。

26種 目68校、7,926名 の選手が参

加 した。

・第 42回 定通制高校総合体育大会

が、県下 18校 498名が参加 し開催

された。

・誘致申請書を、全国高等学校体育

連盟理事会に提出した。

・第48回 県高校総合体育大会が、26

種目72校、7,917名 の選手が参加し

た。一条校以外の学校が、 4校参

加 した。

・第 43回 定通制高校総合体育大会

が、県下 18校 470名が参加し開催

された。

・四国高等学校体育連盟理事会にお

いて、四国 4県の開催種日配分を

決定した。

・全国高等学校体育連盟理事会にお

いて、四国 4県の開催種 目が決定

した。

・第49回県高校総合体育大会が、26

種目71校、7,982名 の選手が参加し

た。

・第 44回 定通制高校総合体育大会

平成 4年

平成 5年

平成 6年

平成 7年

元年総体
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が、県下 18校 442名が参加 し開催

された。

平成 7年 ・全国高等学校体育連盟理事会にお

いて、4県種目別の会場地が承認

された。

平成 8年 ・第
"回

県高校総合体育大会が、26種

目70校、7騨名の選手が参加した。
。第 45回 定通制高校総合体育大会

が、県下 18校 477名が参加 し開催

された。

・平成10年 度全国高等学校総合体育

大会愛媛県準備委員会設立総会が

開催された。

・全国高等学校体育連盟理事会にお

いて、平成 10年度全国高校総体競

技 日程・競技会場が審議された。

・全国高等学校体育連盟理事会にお

いて、大会テーマ・スローガン・シ

ンボルマークが決定された。

平成 9年 ・第51回県高校総合体育大会が、26種

目72校、7βω名の選手が参加した。

・第 46回 定通制高校総合体育大会

が、県下 17校 466名が参加 し開催

された。

・平成 10年 度全国高等学校総合体育

大会愛媛県実行委員会設立総会が、

開催された。

・愛媛県実行委員会が、作成した「全

国高校総体ニュース」第 1号が発

行された。

・県内4種目統一ポスターが決定した。

3  将来に向けて

財源確保の困難さ、部員数の減少、指導者の

不足等々、本県の抱える問題は多い。全国高

体連の審議事項の中にも「財団法人化」「全・

定 。通信制との合同チーム、及び複数校の合同

チームによる大会参加」「外部指導者の監督・

コーチ」「企業協賛」があげられ、検討が進ん

でいる。また運動部活動そのもののあり方や、

社会体育との関係を見直す時期であるとの指摘

もある。高体連の存在意義が問われる中、教育

活動の一環としての運動部活動をいかに活性化

させるか、種目協会・連盟との連携をいかに保

つかということが課題となっている。

世界を目指して
村 上 幸 史

今治明徳高校 2・ 3年生でインタ

ーハイや り投げ 2連覇。 3年生

では、円盤投げとの 2冠達成。や

り投げ日本高校記録保持者。愛

媛陸上界を代表するアスリー ト

私が陸上競技を始めたきっかけは、中学時

代の恩師から陸上競技の名門今治明徳高校への

進学を奨められてか らです。そして「や り投

げ」という競技に出会い、私は全国高校総体 と

国民体育大会の 2大大会において高校 2・ 3年

と共に 2連覇を達成することができ、更に長い

間目標にしていた高校新記録を樹立し、高校 3

年間を最高の形で終えることができました。

その自信を胸に秘め日本大学に進学しました

が、その自信に大きな落とし穴がありました。

それは、一般の選手つまり自分より強い選手と

競技 していかなければならないという事です。

正直私は高校時代には「負ける」という気持

ちにはまずなりませんでした。ところが、大学

生になってからは自分の試合ができなくなりま

した。これは大学での試合を高校時代と同じよ

うな考え方で臨んでいたからです。高校時代は

信頼のできる指導者が常に側にいて下さいまし

たが、大学では自分で考えて競技しなければな

らいという事です。

しかし、そのような悩みはすぐに消えまし

た。それは受け身になっていた「自分」をもっ

と前向きな「自分」に変えなければならないと

いう精神的な事、つまり「挑戦する」という事

に気付いたからです。それから良い意味での

「欲」を持って試合に向って気持を高めていく

事ができるようになりました。

これからは、この気持ちを忘れずに結果の

出せる選手になって世界を目指したいと思いま

す。最後に、私に競技の出来る環境を与えてく

れている両親、祖父母、親戚の方々、高校時代

貴重な時間を使って毎日私を指導して下さった

今治明徳高校の浜元先生、青野先生、また日本

大学での競技生活を支えて下さっている澤村先

生、小山先生、諸先生方に深 く感謝いたします

と共に今後もご指導をよろしくお願いします。
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県矢ロ一局 《事務局》

〒780-0850高知県高知市丸ノ内2丁 目2番40号

県立高知丸の内高校内

TEL 0888(72)0865
FAX 0888(72)2629

創立年月日 :昭和 23年 H月
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46全国高校総体開催
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大会開催

元年全国高校総体開催

第21回 四国高体連研究
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1沿 革

創設年度より62年 まで

○第1回 高知県高等学校体育大会 (23.9.17～ 19)

種目 陸上競技、バスケットボール、バレー

ボール、軟式庭球、卓球、相撲、水泳、野球、

参加人数選手約 500人 、男子 19校、女子 10校

であった。

○第 1回高知県高等学校冬季体育大会を開催す

る。 (24.2.13～ 14)

種 ロ ラグビー、サ ッカー、ハ ンドボール

◎高知県高等学校体育連盟発足 (23.H)

加盟校31校専門部H種 日会費生徒 1人年額

60円 、教職員年額 10円

○第 1回全国高校選抜相撲大会 (24.9,9)

以後毎年高知において開催 している。

○高体連指定研究発表会 (24.H.17)

以後毎年高体連指定において保健体育研究

大会を実施、昭和 44年 4月 、 5支部組織完了

にともない、以後毎年支部単位で実施している

○国民体育大会視察団派遣 (25.10～ )

加盟校生徒代表、引率教員を派遣、以後現在

も高校総体視察団派遣を継続中である。

○四国高体連結成 (27.1.19)

専門部 H種 目各県負担金 20,000円 事務局 2

年ごと輸番制であった。

○第 8回 国民体育大会四国 4県で開催 (28.9)

高知県開催種 目水泳 (夏季 )、 相撲 (秋季 )

○第 26回 日本高等学校選手権水泳競技大会を

開催する。 (33.8.22～ 24)

地元選手の活躍により、陸上競技につづ く

本県 2度目の全国高校選手権大会は大成功裡に

終了した。

○第 7回全国高校余1道大会 (35.8)

高知県民ホールに全国より高校剣士を集め

盛大に開催された。

○第 H回全国高校体操選手権大会 (37.8)

本県で 4種 目の全国高校種 目別選手権大会

を高知県民ホールで開催する。

○高知県学校体育保健研究連合会発足 (37.12)

学体研が小・中・高一貫保健体育を目指して

発足した。

○高知県定通高体連発足 (39.4)

定通高校の体育振興の目的で高知県定通高

体連が発足する。

○第2回全国高校男子ソフ トボール大会 (42.8)

第 1回優勝県として大会を誘致開催。

結果は、上位を独占し男子ソフトボール王

国を確立した。

○昭和46年 度全国高校総合体育大会を開催す

る。(46.8.1～ 11)

昭和43年 H月 全国高体連理事会において46

全国高校総体を四国4県で開催することが正式

に決定。昭和44年 4月 、大会スローガンを「至

純・探求・躍動」と決定。昭和 46年 4月 、高

知県実行委員会事務局開設、従来夏季休暇中に

実施していた四国大会を全国総体リハーサルと

して 6月 19日 ・20日 にそれぞれ開催地で実施

する。

高知県においては、相撲、弓道、ソフトボー

ル (女子)、 体操、水泳を受けもち、関係各位

の協力、援助により高知県高体連にとつて最初

の一大イベントは好評のうちに終了した。

昭和46年度 全国高等学校総合体育大会
(相撲競技・表彰式)

○四国高体連 20周 年記念式典 (46.5,1)

高知市丸の内会館において記念式典および

祝賀会を盛大に挙行する。

○ 第 10回 四 国 高 等 学校 保 健 体 育 研 究 会

(46.11.27)

特別講師「 ヨーロッパのスポーツ事情」とし

て東京教育大学、成田十次郎氏を招聘 した。

○昭和 55年 度全国高等学校総合体育大会

(55.8.1～ 11)

昭和55年 4月 、四国高体連理事会において、

全国高校総体開催、主会場愛媛県、種目競技 4

県で分担を決議、県内種目団体 との競技をもと

にして、昭和 52年 9月 対策会で愛媛 10、 香川

4、 徳島 6、 高知 7の種日配分案を決定。

昭和 53年 7月 、大会スローガン「四国路を

駆けろ若人意気と熱」決定。

昭和 54年 4月 、55総体高知県実行委員会事

務局を高知県教育センターに開設。
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高知県において、相撲、卓球、剣道、ソフ ト

ボール (男 )、
バレーボール (男 )、 自転車、登

山の 7種目を開催、意義ある55総体であった。

○高知県高体連 30周 年記念史発刊 (56.4.15)

○第 1回高知県高等学校体育連盟運動能カテス

ト大会実施 (56.4.7～ )

40校、6,392名 参加、生徒の体力を増進させ

県民の体力づくりに資することを目的に実施現

在も継続中である。

○高知県高体連規約の改正 (58.4.20)

昭和 56年 度より取 り組んだ、大々的な規約

の改正が代議員会で承認された。

○高知県立岡豊高校が新加盟 し49校 となる。

(59.4.18)

060年石川県総体に視察員派遣 (60.8.1)

64総体に備え総合開会式関係者 5名、競技

関係者 10名 を派遣する。

064総体強化指定校の決定 (62.1.20)

26校を強化指定校に指定し、64総体に備え

競技力の向上を図った。

○高知県高体連なぎなた専門部設置 (62.4.18)

○高知県立高知南高校、土佐塾高校が新加盟し

51校 となる。 (62.4.18)

2 10年の歩み

63年から平成 9年まで

○第 22回全国高等学校体育連盟研究大会を高

知県で開催する。 (63.1.28～ 29)

「明朗で快活な人間育成に役立つ体育、ス

ポーツ活動を目指して」の大会主題のもとに、

高知県民文化ホールで全国各地より400名 を越

える先生方の参加をいただき開催する。

○高知県高体運漕艇専門部設置 (63.4.17)

063年兵庫県総体視察員派遣 (63.8.1)

64年総体の開催に備え、高知県高等学校推

進委員会より高体連加盟 51各校から生徒代表

1名、特殊務視察生徒 6名、計 157名 の生徒を

派遣する。

○高知県高等学校保健体育研究発表会を開催す

る。 (元 .2.10)

テーマ「楽しく意欲的に取 り組む体育学習」

以後現在に至っている。

○第42回高知県高等学校体育大会開催 (元.5.19

～)

54校、7,542名 が参加。総合開会式は 3年連

続雨となり中止。

○平成元年度全国高等学校総合体育大会を開催

する。 (元 .8.1～ 15)

高知県を主会場にして四国 4県で開催 され

る。高知県開催種 目11種 日、陸上競技、水泳、

ハンドボール、柔道、卓球、バ ドミントン、自

転車競技、サッカー、相撲、ソフ トボール (男 )、

高知県選手団、団長森実啓祐、旗手近藤貴弘

(高知農)、 監督 91名 、選手 516名。

○高知県高体連ウエイトリフテイング専門部設

置 (2.4.16)

○種 目専門部、庭球部をテニス部に名称変更す

る。 (2.4.16)

○平成 2年度四国高等学校体育連盟研究発表会

を愛媛県で開催する。 (2.H、 22)

テーマ「保健体育及び部活動の諸問題」

○平成 2年度宮城県総体の視察員として加盟校

5校より生徒代表を派遣する。 (3.8.1～ )

○高知県高体連記念史発刊 (3.9.30)

10月 4日 高知会館で発刊祝賀パーテイーを

開催した。全国都道府県高体連及び加盟各専門

部、関係機関に配布する。

○高知県高体連会費の値上げ (3.11.29)

平成 4年度より、一人年間300を 450円 に値

上げすることを決定する。

○四国高体連創立40周 年記念式典開催 (3.4.24)

○第 20回 四国高等学校体育連盟研究大会を香

川県で開催する。 (4.12.8)

○昭和 61年 より6年 間高体連会長をつとめた

山岡友重氏の退任にともない秦泉寺明会長が就

任する。 (5.4.16)

○第 1回四国高等学校新人バスケットボール大

会を高知県で開催する。 (5.12.)

○第 1回四国高等学校新人バレーボールを高知

平成元年度 全国高等学校総合体育大会・総合開会式
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県で開催する。 (6.11.)

○第 21回 四国高等学校体育連盟研究大会を徳

島県で開催する。 (6.11.22)

テーマ「保健体育及び部活動の諸問題」

○四国高等学校選手権大会の参加料を6年度よ

り値上げする。

○平成 4年 より2年間高体連会長をつとめられ

た秦泉寺明氏が退任、中平勝也会長が就任す

る。 (6.4.15)

○平成 8年度県選手強化費が13,000,000円 から

15,000,000円 に増額される。 (8.4.18)

○平成 6年 より3年間高体連会長をつとめられ

た中平勝也先生の退任にともない員鍋叡一郎会

長が就任された。 (9.4.17)

○高知海洋高校が新加盟 し52校 となる。

(9.4.17)

○第50回高知県高等学校体育大会開催 (9.5.15)

本年度よリオープン競技 として、フェンシ

ング・カヌーが参加する。

3  将来に向けて

近年、わが国の社会情勢は大きく変化 し、国

際化や情報化がますます進み学校体育をとりま

く社会環境 も刻々と移 り変わっています、ま

た、生涯教育、生涯スポーツの推進が求められ

学校における体育、スポーツのあ り方がより重

要視されてくる中で高校生の体力、競技力等に

ついてきびしく指摘されているところであり、

こうした認識の上に立っての懸命な取 り組みが

必要であり本県高体連としてもハー ド面もさる

ことながら、生徒の体力向上、指導者の資質向

上、競技力の向上等ソフト面での充実、向上が

当面の重要課題として受け止め、関係者が一体

となった継続的な取 り組みが急務であることを

痛感しています。

本県高体連としても今年度の全国高校総体、

14年 の高知国体の開催等にむけた多 くの課題

を持ちながら前向きの姿勢で積極的に取 り組ん

でいきたいと考えています。そういう意味から

も各校、各専門部並びに関係機関の共通理解、

共通認識の上に立ち、一九となった協力体制を

保つことにより、本県体育、スポーツの振興と

高体連の大いなる飛躍を祈念しています。

人生を変えた「平成元年高校総体」
濱 村 善 美

平成元年全国高校総体空手の部

において団体準優勝・個人 3位

現在高知県立小津高等学校教諭

小学校三年生から習い始めた空手道。始め

てすぐに目標は「地元で開催する総体での全国

優勝」となっていった。

泣き虫だった私を強くさせたいと願ってい

た父と、毎日厳しいトレーニングを積み、全て

をかけた戦いだった。結果は団体戦準優勝、個

人戦 3位入賞。思いも寄らない好成績が私の今

の生活を全て支えてくれている。

この大会に望むまでに 2つ の大きな収穫が

あった。1つ は友情である。私は高校進学も空

手道部のある所を選び、元年総体に向けて必死

だった。でも他の部員は高校から空手道を始め

た者ばかりで、同じ気持ちにはなれないだろう

と思っていた。しかし、いつも励まし合って皆

で 1つの目的に向かう喜びを仲間たちは心から

私に教えてくれた。

もう1つ は自信である。遠征や強化練習、強

化合宿と総体を控えた前年頃から毎週のように

行なわれていた。その中で全国レベルの選手と

の競い合い。勝つことの難しさと勝てた時の喜

びは言葉では言い表すことができない。経験し

たものこそが持てる自信。この 2つの収穫が全

国へとつながっていったように思う。

この大会が終わった後すぐに、「これからも

空手を続けていきたい」と思い、現在に至って

いる。私が経験できた様々なことを生徒に何か

伝えたい、と思ったからである。昨年、その夢

は早くも現実のものとなり、監督として全国総

体に選手を連れていくことができた。選手とし

てではなく、監督としてコー トに立つプレッ

シャーは今までに経験したことのないもので

あった。時代は変わっても、変わることのない

大切なことを生徒たちに少しでも教えて行けれ

ばと思う。
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福    岡    県    《事務局》
52福岡市博多区東平尾公園2_1_4

県立スポーツ科学情報センター内

TEL 092(621)9394
FAX 092(621)9431
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加盟校数       182校
専門部数      30専 門部

加盟部数       5,460部
部 員 数  男 子 32,496名

女 子 18,059名

合 計 50,555名

年

度 会 長 理事長 言己  月匪

231

％

”

３２

田

％

　

　

３７

”

　

　

　

４３

　

　

　

４５

　

４９

　

　

４７

　

５‐

“

大内覚之助

井上孝太郎

山田  茂

有吉 正勝

伊勢田雪男

塚
　
　
敬

大
　
　
長

茂太

一良F

敷島 太郎

福沢 秀利

中村 義信

中村喜代志

古谷  悟

主静 雄

忠江崎

一
一　
　

郎

顕
　
　
一二九

橘
　
　
石

伊之坂盛孝

石丸 三貞6

中西 敬一

野口 嘉代

久人門 田

福岡県高等学校体育連

盟創立

(6月 10日 )

全国高校バ ドミントン

福岡大会開催

全国高校ハンドボール

福岡大会開催 第1回

全国高校総体開催

高体連創立20周 年記念

事業実施

全国高校総体福岡大会

開催の決定

高校総体準備委員会設

立

高体連創立30周年記念

事業実施 高体連会報

創刊

鷹:曇6鞘
麺

年

度 会 長 理事長 記 事

田
　
　
　
”

∞

61

62

“

　

　

一九
　

２

　

４

　

５

　

　

６

　

　

７

　

　

　

８

　

Ю

章各務

田畑 淳二

永吉 博義

合原

吉田

辟

雅

豊

野

本

原

隈

登

男

明

正

秀

正

門田 久人

花田 年弘

梅野 哲雄

城戸 英敏

高校生バレーボール交歓

親善試合 ハワイ派遣

高校生バレーボール交

歓親善試合 ハワイよ

り来県

高校生バスケットボー

ル親善交流試合 ハワ

イ州より来県

福岡県・ハワイ州高等

学校 バスケット交歓

交流試合ハワイヘ派遣

高体連創立40周 年事業

実施

第28回全国高体連研究

大会開催

加盟校以外の大会特例

参加開始

事務局県立スポーツ科

学情報センターヘ固定

高体連創立
"周

年記念

事業実施
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1没 革

昭和 23年 2月 21日 、福岡県教育部長名で高

体連設立に関する予備打ち合せ会が召集され

た。

その後、数回の準備会を経て、前回の参加者

に、各学校代表者を加えた総勢108名の出席

のもと、昭和 23年 6月 10日 に福岡県高等学校

体育連盟が誕生した。この時の基本方針は次の

通 りである。

(1)加盟校全生徒からの負担金徴集

(2)競技会開催と授業への配慮

(3)支部、専門部の設置

(4)各競技団体との協調

(5)そ の他

これらの基本方針は現在の高体連に引き継

がれている。

混乱していた世相も落ち着 くにつれて高体連

も充実・発展 し、49総体の成功を収めることに

なるのである。この総体がもたらした成果とし

て指導者・審判員・役員の養成がある。このこ

とが、その後の本連盟の発展の原動力になった

と言っても過言ではない。

昭和51年 (1976)

事務局が福岡高校から福岡中央高校へ と移

転 し、本連盟の内容充実施策の決定、規約検討

委員会設置、本連盟創立 30周年記念事業の準

備等を行った。

昭和 52年 (1977)

表彰規定、弔慰見舞金規定、対外試合規定大

会開催基準要項等の制定を行った。

昭和 53年 (1978)

加盟校 176校、生徒数 16万 人を越える膨大

な組織となった。

特に49年総体成功からその後の全国高校総

体、国体等における高校生の活躍は、多 くの県

民から高い評価をうけている。

昭和 54年 (1979)

会報編集のための委員会を設置 した。

昭和 55年  (1980)

この年には高体連会報第 1号が編集委員長

ほか 6名の編集委員の汗の結晶として 7月 に発

行された。

昭和 56年 (1981)事務局が福岡中央高校か

ら筑紫丘高校へと移転し、第 1回の県高校総体

総合開会式が行なわれた。

昭和 57年 (1982)

第 2回県高校総体総合開会式が開催された。

平和台陸上競技場は中部支部の学校から参

加 した生徒でいっぱいになった。

昭和 58年 (1983)

この年の 8月 12日 に、45国体に備えて県競

技力向上対策本部が設置され“国体は自前の選

手で臨む"を 合い言葉に高体連・中体連での選

手育成に力を注 ぐことになった。

昭和 59年 (1984)

この年にはロス五輪が開催され、スポーツ

に対 して関心が高まっていた。

「高校生バレーボール親善交流試合」のため

ハワイ州より選手団が来県 し、本県高校生と親

善を深めた。

昭和 60年 (1985)

ハワイ州との交流試合がバスケットボール

になり、ハワイ州より男女チームが来県し、四

支部で交流試合が行なわれた。

昭和 61年 (1986)

4月 には、事務局が筑紫丘高校から、福岡中

央高校へ移転した。

45国体に向けての県競技力向上対策本部の

活動も 7ケ年計画の 3年 目を迎え、指導者・審

判員養成、ジュニア選手強化対策、施設の整備

等が進んだ。

昭和 62年 (1987)

ハワイ州との交流試合は、「福岡県ハワイ州

高等学校バスケットボール交歓交流試合」と銘

打って 812日 ～ 18日 まで、役員・監督 7名、選

手 22名 が派遣されホノルル市とヒロ市で交流

試合と交歓会が行われた。

1            1           1

)綱鶴
研
鴨獅磯

劇
冨

隣

福岡県高体連創立 50周年記念事業

(平成 10年 5月 30日  福岡リーセントホール)

…
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2 10年の歩み

昭和 63年 (1988)

創立 40周年を迎え、記念総合開会式と記念

式典が 6月 4日 (土)に開催された。

この日、総合開会式がある平和台陸上競技

場のスタンドは、中部支部の学校から参加 し

た 21校 7,626名 の生徒で一杯になった。

博多、筑紫丘、修猷館、博多女子、福岡中央

の 5校 200名の吹奏楽団による演奏の中を、選

手団が堂々と入場行進した。

開会式の後には、中部支部の 5つ の学校より

選ばれた男子 1,160名 による県民体操、女子は

15校 より選ばれた450名 によるメインポールダ

ンス、そして最後には 4つの学校から95名 の

バ トントワラーの演技が行なわれ、40周 年記念

行事にふさわしい華やかなものになった。

午後からは、大手門会館において記念式典

と祝賀会が行なわれた。記念式典では県教育

委員会より本連盟の役員に感謝状が贈呈され

た。

また、本連盟側からは、これまで本連盟を支

援 してくれた県教育委員会の関係者 4名 に感

謝状が贈呈された。そして、これまでに功績が

あった理事、専門部役員、全国高校総体優勝監

督にも感謝状が贈呈された。

平成元年 (1989)

45国体の前年に当たり、県内各地でリハー

サル大会が開催され、県民の体育・スポーツに

対する関心は一段 と高まってきた。このよう

な時に文部省は学習指導要領の改訂を告示し

た。この中で、運動は人間の健康の保持増進、

体力向上にとどまらず、人生をより豊かに充

実して生きるために重要な文化財であるとし、

すべての生徒が生涯にわたって文化に親しむ

体育・スポーツが必要になってくると説いて

いる。

平成 2年 (1990)

45国体の本番である。

この年の官城インターハイには監督 。選手

総勢900名余の選手団を送 り込み、多 くの体験

と感動、そして自信を携えて、その後の 45国

体に臨むことが出来た。高体連に所属する少

年の部の選手達は、本県選手団の中核 となり、

県民の宿願である総合優勝に向かって大 きく

貢献することが出来た。

このように競技で活躍 した高校生の他に、

大会運営の裏方として多 くの高校生が活躍 し

た。 ミスが許されない競技部門の補助員とし

て、或いは、式典音楽・公開演技担当として、

夏休ふも返上して研修や練習を重ね、その責任

を見事に果たしたのである。このことに対 し

て、県内外の関係者から高い評価を受けた。

そ して、生徒達 も多 くの感動 と満足感 を

もって終了したのである。

平成 3年 (1991)

12月 には、全国高等学校駅伝競走大会にお

いて本県代表の男子の大牟田高校と女子の筑紫

女学園高校がアベ ック優勝した。この大会はテ

レビやラジオで実況放送され、県民の多 くの

人々に大きな喜びと深い感銘を与えてくれたも

のである。

なお、この年度当初よリアーチェリー競技

となぎなた競技が専門部に昇格 している。

平成 4年 (1992)

事務局が福岡中央高校か ら修猷館高校へ移

転した。そして、「強い高体連、品格のある高

体連、愛される高体連」を目指した。

平成 5年 (1993)

第 28回全国高体連研究大会を本県で開催 し

た。この大会は県内をはじめ、全国各地から約

600名 が福岡市民会館に集い、平成 6年 1月

27・ 28日 の 2日 間盛大に開催された。

1日 目は開会行事に引続 き、 3つ の分科会

で研究発表と討議が行われた。2日 目は文部省

体育局体育課教科調査官鈴木漠氏による全体講

評と、「指導者」と言う演題で旭化成陸上競技

部監督の宗茂氏が講演した。

平成 6年 (1994)

各種学校の大会参加を特例で認め、九州朝

鮮高級学校とJヒ九州工業高等専門学校が北部支

部大会に、有明工業高等専門学校が南部支部大

会に初めて参加した。

平成 7年 (1995)

本連盟にとって画期的な出来事があった。

それは、本連盟の事務局が固定化 したこと

である。

県立スポーツ科学情報センターの建設が進

む中で、県教育委員会のご理解・ご支援によ

り、永年の懸案が実現したのである。

久留米工業高等専門学校が特例での大会参

加が認められ、南部支部大会に初めて参加する
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ことになった。

平成 8年 (1996)

事務局の固定化も安定し、新たな会長、理事

長でスタート、規約改正で役員の任期が 3年 と

なる。

この年に開催されたア トランタオリンピッ

クに水泳の宮崎義伸選手 (直方高校 3年)が
100M平泳ぎの日本代表選手として出場 した。

平成 9年 (1997)

近年の小子化に伴い負担金等による財源確

保が困難になることが予想されるなか、高体連

の組織再編に取 り組み、各種会議の整理統合を

した。

この年の全国総体では、多 くの優勝を勝ち

取 り、盛大な表彰式が実施された。特筆すべき

実績 として、柳川高校のテニス部の全国総体

20回 目の優勝、東福岡高校サ ッカー部の 3冠

達成が上げられる。

福岡県高体連創立 50周年記念事業
(平成10年 5月 30日 福岡県立スポーツ科学情報センター)

3 将来に向けて

本連盟創立当時は、バランス良 く配置され

ていた各支部間の加盟校数に大きな差が生じ、

早急な改善が求められている。

また、加盟生徒数の減少に伴う負担金の減収

は、解決しなければならない課題となっている。

しかし、生涯体育・スポーッヘの関心の高ま

り、学校週 5日 制の導入とともに、体育・スポー

ツに親しむ生徒は増加 していくと考えられる。

これらの生徒たちが充実した学校生活を送る

ために本連盟の担う役割は極めて重要である。

そのためには、本連盟を支えてきた先輩方

の献身的な活動が更に引き継がれていくことを

期待するものである。

ス イ ミングキャップのお守り
宮 崎 義 伸

・全国高校総合体育大会

平成 3、 7、 8年度水泳競技 lC10m

平泳ぎ 優勝

・平成 8年

ア トランタオリンピック出場

高校 2年の3月 。僕は lヵ 月後に行われる、

アトランタオリンピック選考会をまえにして、

かなりの緊張と、プレッシャーを感じていた。

学校の先生方の期待、友達の応援に応える為に

なんとしてもオリンピックに出場したい。

そんな思いが僕を押し潰そうとする。そん

な時、水泳部のキャプテンが、白いスイミング

キャップを買ってきた。一体何をするつもりな

んだろうと思って見ていると、みんなでそのス

イミングキャップに寄せ書きを始めた。

「夢を叶えろ」「男なら一発勝負」「エースは

必ず勝て」「目指せアトランタ」いろいろな寄

せ書きで埋まったスイミングキャップを「みん

なで応援してるからな」と手渡された時、僕は

「アトランタヘは絶対いける」と確信した。

そして迎えた選考会。僕は不思議に落ち着
いていた。「僕は一人で泳ぐんじゃない。みん

なに背中を押してもらって泳ぐんだ。スイミン

グキャプのお守りがついているんだ。」そう思

うと不思議と力が湧いてくる。結果は100m平

泳ぎでオリンピック標準記録を突破。僕の高校

生活最大の目標であったアトランタオリンピッ

ク出場を決めた。今思うと、福岡県立直方高校

に進学していなかったら、そして、こんなに素

晴しい先生方や友達とめぐり逢えていなかった

ら、このオリンピック出場はなかったかもしれ

ない。高校時代の友達は一生の友達だ。

シドニーオリンピックに向けての厳しい練

習で福岡へはなかなか帰れないのでみんなとは

会えないけれど、スイミングキャプのお守りを

大切にしてシドニーまで頑張り続けたい。

総合体
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県賀佐 《事務局》

〒840-Ol116佐 賀市南佐賀 3-H-15
県立佐賀東高校内

TEL 0952(24)0303
FAX 0952(24)0224

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日
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全九州総体を開催

第31回若楠国体に協力

全国ヨット大会唐津西

高校初優勝

高体連報第 1号 を発刊

鷺× ]

第1回女子駅伝開催 全国

ヨット大会唐津工業高校
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1沿 革

昭和 23年  佐賀県高等学校体育連盟発足、

事務局を県庁内に置 く。

昭和 24年  県高体連規約制定。事務局を県

立佐賀高校に移転。

昭和 28年  九州高等学校体育連盟事務局を

県立佐賀高校に置 く (28、 29年度)。

第 6回全国バスケットボール大会 (男子)佐

賀高校初優勝 (新潟市開催 )。

昭和 38年  事務局を県立佐賀西高校に置 く。

種目ごとに開催していた競技会の期日を統一

し、第 1回佐賀県高等学校総合体育大会を

開催。

昭和 40年  全国高校総体余1道競技を佐賀県

体育館で開催。全国高校総体第 12回 剣道大

会 (男子団体)佐賀北高校初優勝 (佐賀市開

催)。

昭和 42年  事務局輪番制 (1期 2年 )を採用

し、県立佐賀北高校に事務局を移転。

九州高体連事務局を県立佐賀北高校に置 く

(42、 43年 度)。

昭和 44年  事務局を県立佐賀商業高校に移

転。加盟金全 日制一人 60円 を 100円 に、定

時制一人30円 を50円 に、通信制一括 3千円

を 5千円に値上げ。

昭和 46年  事務局を県立佐賀工業高校に移

転。

昭和 48年  事務局を県立佐賀東高校に移転。

昭和 49年  加盟金全 日制一人 100円 を 180

円、定時制一人50円 を70円 に値上げ、通信

制は一括 5千円据 え置 き。全国高校総体

サッカー、軟式庭球 (女子 )、 漕艇、ホッケー、

自転車、バ ドミントンの 6競技大会を開催。

昭和 50年  次期事務局予定の県立佐賀西高

校全面改築中の為、引続 き県立佐賀東高校

に事務局を置 く。副会長に 3人制をとる。

佐賀県にて全九州高等学校総合体育大会を開

催。

昭和 51年  佐賀県で開催の第 31回 国民体育

大会に県高体連の総力をあげ協力。

全国高校総体第 17回 ヨット大会 (女子スナ

イプ級)唐津西高校初優勝 (蒲郡市開催 )。

昭和 52年  事務局を県立佐賀西高校に移転、

輸番制が 1期 3年 になる。

佐賀県高等学校体育連盟結成 30周 年記念講

演会開催。(12月 6日 佐賀市医師会看護学校

講堂講師中島茂氏)30周年を記念し高体連

報第 1号を発刊。

昭和 53年  12月 理事会にて54年 度より加盟

金を全 日制一人180円 を300円 に、定時制一

人 70円 を 150円 に、通信制一括 5千円を 1

万 5千円に値上げ。

昭和 55年  事務局を県立佐賀北高校に移転。

全国高校総体第 21回 ヨット大会 (男子 FJ
級)唐津東高校初優勝 (高松市開催)。

昭和 56年  九州高体連の事務局を県立佐賀

北高校に置 く (56、 57年 度)。

県立ろう学校が力1盟。

全国高校総体第 22回 ヨット大会 (男子スナ

イプ級)唐津東高校初優勝 (藤沢市開催 )。

昭和 57年  境正美氏全国高体連より表彰。

県立武雄青陵高校が加盟。

県高校総体が第 20回 を迎え、ア トラクショ

ンとして佐賀清和高校マーチ ングバ ンド出

演。全国高校総体第 23回 ヨット大会 (女子

スナイプ級)唐津西高校 6年ぶ り2回 目優

勝 (鹿児島市開催 )。

昭和 58年  事務局を県立佐賀商業高校に移

転。田原碩子L氏全国高体連より表彰。

全国高校総体第 24回 ヨット大会 (女子スナ

イプ級)唐津西高校 2年連続 3回 目優勝 (蒲

郡市開催)。

昭和 59年  加盟金 を全 日制一人 300円 を

450円 に、ろう。定時制一人 150円 を 250円

に、通信制一括 1万 5千円を 2万 5千円に

値上げ。全国高校総体第25回 ヨット大会 (女

子スナイプ級)唐津東高校初優勝 (本荘市開

催)。

昭和 60年  全国高校総体第 26回 ヨット大会

(女子スナイプ級)唐津東高校 2年連続 2回

目優勝 (穴水市開催 )。

昭和 61年  事務局を県立佐賀工業高校に移

転。江頭一水氏、北川長生氏全国高体連より

表彰。

昭和 62年  大坪晃氏全国高体連より表彰。

第 1回県高校女子駅伝競走大会開催。

全国高校総体第 28回 ヨット大会 (男子 FJ
級)唐津工業高校初優勝、(女子スナイプ級 )

唐津東高校 2年ぶ り3回 目優勝、(女子FJ
級)唐津東高校初優勝 (江差町開催 )、 第32

回自転車大会 (ロ ー ド)龍谷高校初優勝 (函
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館市開催 )。

昭和 63年  県立致遠館高校、私立弘学館高

校、私立東明館高校が加盟。

2 10年の歩み

平成元年  事務局を県立佐賀東高校に移転。

田中邦秀氏、大久保義高氏全国高体連より表

彰。

県高校総体に柔道女子個人競技新設。県高校

総体開催費県費補助金 180万円交付。

九州大会 バ ドミントン、庭球、自転車、新

人陸上の 4競技を開催 し補助金56万円交付。

全国高校総体新体操大会 (女子団体)佐賀女

子高校初優勝 (香川県坂出市開催 )。 全国総

体派遣費補助金 965万 円交付。

(財)鍋島報妓会より50万 円を助成。

平成 2年  三浦英夫氏全国高体連より表彰。

バ ドミントン競技専門部に昇格。なぎなた競

技が高体運に加盟し準専門部となる。

県高校総体に柔道女子団体新設。なぎなた競

技のオープン参加。県高校総体開催費県費

補助金 180万円交付。

九州大会 飛込、ラグビーフツトボール、男

子駅伝、女子駅伝の 4競技を開催 し補助金

56万 円交付。

全国高校総体新体操大会 (女子団体)佐賀女

子高校 2年連続 2回 目優勝 (仙台市開催)第

42回バ ドミントン大会 (女子団体)佐賀女子

高校初優勝 (宮城県松島町開催)。 全国総体

派遣費補助金 965万 円交付。

(財)鍋島報妓会より50万 円を助成。

12月 の理事会に於て応募作品53首の中より

平成 3年度以降県高校総体スローガンを決

定。「精一杯 青春の汗 さわやかに」森 憲

一君 (神埼高校 3年 )

平成 3年  県高校総体開催費県費補助金180

万円交付。県高校総体になぎなた競技新設。

九州大会 バ レーボール、バ ドミン トン、

ホッケーの 3競技を開催 し補助金 42万 円交

付。

全国高校総体新体操大会 (女子団体)佐賀女

子高校 3年連続 3回 目優勝 (静岡市開催 )、

第 32回 ヨット大会 (女子スナイプ級)唐津

西高校 8年ぶ り4回 目優勝 (静岡県三ヶ日

町開催 )。 全国総体派遣費補助金 965万 円交

付。 (財)鍋島報数会より50万 円を助成。

第 1回県高校体育連盟調査研究大会開催。

(12月 6日 県スポーツ会館講師長崎県立国見

高校サッカー部監督小嶺忠敏氏)

平成 4年  事務局を県立佐賀西高校に移転。

畠山忠郎氏、相浦賞氏全国高体連より表彰。

佐賀県高等学校総合体育大会第30回 を迎え、

ア トラクションとして佐賀清和高校マーチ

ングバンド出演。県高校総体開催費県費補

助金180円 交付。ポスターを募集し131作品

の中より福田美津子さん (佐賀北高校 3年 )

の作品が最優秀賞に選ばれた。

北九州陸上競技を開催 し補助金14万 円交付。

全国高校総体新体操大会 (女子団体)佐賀女

子高校 4年連続 4回 目優勝 (宮崎市開催 )。

全国総体派遣費補助金 965万 円交付。

(財)鍋島報妓会より50万 円を助成。

平成 5年  荒巻甲子郎氏全国高体連より表

彰。アーチェリー競技が高体連に加盟 し準

専門部となる。

県高校総体開催費県費補助金 180万円交付。

県高校総体にアーチェリー競技新設。

九州大会 体操、競泳、飛込、ウエイ トリフ

ティングの 4競技を開催 し補助金 56万 円交

付。

全国高校総体新体操大会 (女子団体)佐賀女

子高校 5年連続 5回 目優勝 (栃木県氏家町

開催)。 全国総体派遣費補助金 953万円交付。

加盟金を全 日制一人450円 を750円 に、ろう。

定時制一人 250円 を 450円 に、通信制一括

2万 5千円を4万 5千円に値上げ。(6年度

より実施)

(財)県体育協会より選手強化事業費 (競技

力向上推進費)の委託を受ける。

3月 の理事会において国立唐津海員学校の県

高校総体への参加が認められる。(6年度よ

り)

(財)鍋島報妓会より50万 円を助成。

平成 6年  県高校総体開催費県費補助金180

万円交付。

九州大会 ヨット、卓球、水球、登山、ソフト

テニスの 5競技を開催し補助金70万円交付。

全国高校総体新体操大会 (女子団体)佐賀女

子高校 6年連続 6回 目優勝 (富 山県新湊市

開催)全国総体派遣費補助金 1,100万 円交付。

(財)鍋島報妓会より30万 円を助成。
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(財)県体育協会より選手強化費 660万 円交

付。県高体連強化指定校指定証交付式を行

う。 (2月 10日 はが くれ荘 )

平成 7年  事務局を県立致遠館高校に移転。

九州高体連事務局を県立致遠館高校に置 く。

(7、 8年度)

宮原照明氏、木原昇氏全国高体連より表彰。

県高校総体開催費県費補助金 180万円交付。

九州大会 弓道、バ ドミントン、相撲、柔道、

自転車の 5競技を開催し補助金70万円交付。

全国高校総体新体操大会 (女子団体)佐賀女

子高校 7年連続 7回 目優勝 (鳥取市開催 )、

第36回 ヨット大会 (男子 FJ級デュエット)

唐津西高校初優勝 (鳥取県境港市開催 )。 全

国総体派遣費補助金 1,loo万 円交付。

(財)鍋島報数会より15万円を助成。

(財)県体育協会より選手強化費翻 万円交付。

平成 8年  山田満男氏全国高体連より表彰。

県高校総体開催費県費補助金 180万円交付。

九州大会 サッカー、バスケットボール、ハ

ンドボールの 3競技及び北九州陸上を開催

し補助金 56万 円交付。

全国高校総体新体操大会 (女子団体)佐賀女

子高校 8年連続 8回 目優勝 (甲府市開催)、

第37回 ヨット大会 (男子FJ級デュエ ット)

唐津西高校 2年連続 2回 目優勝 (山梨県山

中湖村開催)。 全国総体派遣費補助金 1,loo

万円交付。

平成 19年度全国高校総体佐賀大会開催誘致

を知事、県議会議長及び県教育長に要請し、

了承を得る。

平成 10年度より当分の間、事務局を県立佐

賀東高校に置 くことを理事会で決定する。

(財)鍋島報妓会より15万円を助成。

(財)県体育協会より選手強化費 ●Xl万 円交付。

平成 9年  県高校総体開催費県費補助金 180

万円交付。

九州大会 漕艇、ラグビーフットボール、テ

ニス、飛込、新人陸上の 5競技を開催し補助

金 70万 円交付。

全国高校総体第 38回 ヨット大会 (女子 FJ
級デュエ ット)唐津西高校初優勝 (京都府宮

津市開催 )。 全国総体派遣費補助金 1,loo万

円交付。

(財)鍋島報妓会より15万 円を助成。

(財)県体育協会より選手強化費 8∞万円交付。

頂点をめざして
杉 山 智 基

有田工業高校陸上競技部

平 9 京都総体 5ClllClm 2位

大阪国体 5000m l位

(13分 58秒 86)

平成 8年 6月 、県総体 (1ど 3σ
l)で

優勝した

後右足に激痛が走った。手当をしながらの練習

でどうにか北九州大会で6位になり全国への切

符を手にしたが、疲労骨折と診断され4週間の

練習禁止となった。顧間の蒲地先生に「よし、そ

うしたら心肺機能が少しでも落ちないようにす

る事と、しっかリウエイトトレーニングを積ん

で次に備えよう。」と言われ、重い気持ちだった

のが次への希望へ と変わることができた。

山梨総体では予選 9位 (1ど 531)。 決勝には残

れなかったものの故障を考えればよい出来と思

い、来年こそはという気持ちを強くした。

8月 は久住、四国の大洲 とつ らい合宿では

あったが、1日 1日 を大切にし練習を積んだ結

果、広島国体 (1ど 1『
!)で

7位、初めて全国大

会入賞ができた。9年 6月 の県総体では、冬の

トレーニングを試すつもりで最初から積極的に

走 り1イ0ざ
1と

自己新を出すことができた。この

調子で全国大会もと思い練習したが、北九州大

会直前にサッカーボールが当たって転倒 し、腰

に怪我をしてしまった。しかし、これで挫けて

はいけないと頑張 り大会新で優勝することがで

きた。

8月 4日 、待ちに待った全国総体 5000mの

決勝。昨年の悔 しさを晴らすためにかなり気合

いが入っていた。今年こそは先頭について行こ

うと思ったが、前には ドウングという強敵がい

た。スタート直後は トップで並んだものの最初

の1000mが 24σ 'と 非常に早 く、その後徐々に

離されたが14℃ごと自己新に近いタイムで 2位

になり、表彰台に立った時は思わず「やった」

と思った。憧れのインターハイで 2位 になれて

とても幸せだった。こんな気分を味わえたのも

熱心に指導をして下さった先生方、一緒に練習

をしたみんなのお陰で本当に感謝しています。

これからも常に自分の目標に向かって頑張って

行こうと思っています。
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県山奇長 《事務局》

〒852-8014長崎市竹の久保町 12-9
県立長崎西高校内

TEL 095(862)8231
FAX 095(862)8255

創立年月日:昭和24年 4月 1

躍

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数

日

101校

30専 門部

1,570部

18,485名

10,698名

29,183名

子

子

計

男

女

合

年

度 会 長 理事長 言己  月譲

Z

あ

小谷巨三郎

梅田 倫平

小谷巨三郎

梅田 倫平

斉藤  進

清田金三郎

佐々木良親

俵  重秋

金谷 林作

古川憲介

|  ″

金谷 林作

4ヽ谷巨三費6

国田廣次郎

白石 俊馬

横 田 亮二

俊馬

正晴

横田

大平

石
　
　
田

白
　
　
室

一
一　
　
男

一元
　
　
兼

明
　
　
博

糊
　
　
釧

県高校体育大会(嗣訓Ю

県高校体育大会(嘲激D
九州高体連事務局担

県高校体育大会(17開

県総体を全国。九州の

年
度 会 長 理事長 言己  月匡

4

5

6

7

8

9

10

“

一九
　
２
　
３

柴江豊三郎

別当  俊

林 田 光晴

竹下

高口

重正

修三

大河内邦昭

哲
　
　
成一

帥
　
　
梶

長尾一雄県

松添 俊一

本多 守

野 田 憲佑

竹 山

松本  剛

小野 良介

博谷川

廣

開催 (～48年 まで)

県高校体育大会的

県高総体単独開催

高校体育大会 (26競技 )

県高校体育大会的

県高校体育大会的

県高総体NHK放映

県高校体育大会9開
県高校体育大会レ勘

新入戦参加料徴収

女子駅伝オープン大会|

新入駅伝大会実施

第 1回女子駅伝実施

県高体連表彰実施

駅伝大会同日・同期日に開催

柔道女子開始

普賢岳噴火により駅伝

大会を諫早で実施

ソフトテニス名称変更

アーチェリー・カヌー競技開始

総合開会式を前日開催

で実施 高等専 門学

校・海員学校が参加

全国総体開催の表明

県高総体のポスターを作成

全国総体開催の内定
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1沿 革

<昭和23年 >

<昭和24年 >

<昭和 25年 >

<昭和 27年 >

<昭和 29年 >

<昭和 30年 >

<昭和 31年 >
<昭和 34年 >

<昭和 35年 >

<昭和 36年 >

<昭和 37年 >

<昭和 39年 >

<昭和 40年 >

<昭和 41年 >

<昭和 43年 >

・長崎県高等学校体育連盟の結

成に向けての準備が始まった。

・4月 1日 に,県高体連が創設さ

れた。第 1回長崎県高等学校体

育大会として,7競技の実施か

ら始まった。(陸上,バ レーボー

ル,バスヶットボール,体操 ,ラ

グビー ,ソ フトボール,水泳)

・県高総体開催費補助金を県よ

り交付。

・県高校体育大会 4競技増える

(卓球,相撲,駅伝,サ ッカー)

・全九州高等学校体育大会を始

めて開催する。

・柔道が正式種 目となる。

・第 6回大会より,県高等学校

総合体育大会として,開催。総

合開会式を始めて実施。

・県高体連規約改正。

・剣道男子が正式種 目となる。

・弓道男子が正式種 目となる。

・九州高体連事務局担当 (2年 )

・新体操男女が正式種日となる。

・バ ドミントン女子が正式種 目

となる。

・バ ドミントン男子が正式種 目

となる。

・第 14回県高総体より,全国

九州大会の予選を兼ねる。期

日も, 6月 開催 とする。

・雨天のため体育館で開会式を

実施。

・第17回 大会で26競技実施%校、

10,424人の参加。県大会まじ

まって最大規模の大会となる。

・県高総体に,3競技増え29競

技で実施。(水球,漕艇,ラ イ

フル射撃)

・県高等学校新人大会の実施時

期をまとめて実施。

・全九州高等学校総合体育大会

を開催。21競技。

・全九州高校駅伝大会の実施。

・県高総体地区予選会の実施。

・第 24回 国民体育大会の開催

・県高総体と県民体育大会を合

同開催する。

・九州,全国大会選手派遣費補

助金を県より交付。

・雨天のため,開会式中止。

・県高総体単独開催に戻す。

・県高総体の中心会場を,県内

3地区持ち回りとする。

・県高総体出場の離島選手に対し

て派遣費補助金を県より交付。

・県内開催の九州大会に対して

開催費補助金を県より交付。

・第28回県高総体の,総合開会

式をテレビで放映。

・県高体連 30周年記念。

・第30回県高総体より,総合開

会式をNHKで 放映。

・全国定通大会へ選手派遣。

・定通専門部の設置。

・県新人大会に出場する離島選

手に対して派遣費補助金を県

より交付。

・女子駅伝大会をオープン大会

として実施。

・県高体連「年報」第 1号の発刊。
・全国総体開会式県選手団のT
シャツ作成。

・駅伝新人大会を開催。 (男子 )

。県高総体開会式に県教育長の

あいさつを復活。

・第 1回女子駅伝大会を実施。

・県高総体で空手道女子団体 ,

柔道女子団体を実施。

・九州高体連事務局担当 (2年 )

・調査研究部の設置。

・県高体表彰規定の制定。

<昭和 44年 >

<昭和 47年 >

<昭和 49年 >
<昭和 50年 >

<昭和51年 >

<昭和53年 >

<昭和 54年 >
<昭和 57年 >

<昭和 59年 >

<昭和60年 >
<昭和61年 >

<昭和 62年 >

昭和 53年度第 30回長崎県総合体育大会 総合開会式
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210年の歩み

この10年 は,昭和 63年の40周 年記念,昭和

64年 を迎えた 1月 7日 早朝の昭和天皇崩御に

伴う8日 開催の新入駅伝大会の対応に始まり,

平成 3年 6月 の普賢岳の噴火,平成 15年全国

高校総体の長崎県への誘致など長崎県高体連に

おいては激動の時期であった。

平成元年から,別期日・

'U会

場で実施されて

いた県駅伝競走大会が男女同日・同会場で開始

され,こ れまでよりなお一層充実した大会とし

て実施された。ここまで至るには,駅伝専門部

は元より,関係各機関の方々の御苦労は大変な

ものであったと思います。改めてその御苦労に

敬意を表します。また,ラ イフル射撃BR競技

もこの年から競技が開始された。

平成 2年 は,県高総体で柔道競技女子団体

が 8チ ームの参加を得て競技が開始され,高総

体に新たな 1ペ ージが加えられた。

県高体連の組織の中にも,新たに総務委員

会が組織され,理事会の諮問機関として位置付

けられた。

平成 3年 は,長崎県にとって忘れることの

できない大惨事が発生した。

県高総体期間中の 6月 3日 に発生 した,雲
仙普賢岳の大噴火である。数十名の尊い生命を

奪われ,選手の中にも被害を受け多ところも多

かった。県高総体期間中であり,被害を受けた

地域の高校での対応は想像を絶するものであっ

た。この影響で,雲仙小浜で実施していた県高

校駅伝大会も開催場所を変更し,九州高校駅伝

大会は,県内に新たにコースを作 り実施した。

一方では,県当局に長崎県競技力向上対策

本部が設立され,ジュニア層の強化対策,予算

措置もなされ,高校生の競技力向上にとっても

喜ばし限りであった。

平成 4年は,長崎県競技力向上対策事業の

一環として,ジ ュニアスポーツ振興事業が施行

され,26校 36ク ラプが強化指定校として指定

を受け,助成金を交付していただいた。

軟式庭球がソフ トテニスに名称変更になっ

たのもこの年であった。

平成 5年は,長崎県の長年の夢であった全

国高校総体の本県開催を九州高体連に対して要

請した記念すべき年である。これは,昭和57年

に平成 4年開催に向けて誘致に乗 り出して以来

のことであった。

県内では,県高総体に,ア ーチェリー・カ

ヌー競技が加わり競技が開始され,専門部にも

準専門部として加入し,活動を開始した。高体

連は,こ の年から専門部強化事業費を予算化

し,全専門部の 1/3に 当たる専門部に,強化

費を補助し,専門部の強化,競技力の向上を目

的として事業を開始した。

また、この年,昭和 29年から実施されてき

た総合開会式の前日開催が検討された。

平成 6年は,県高校総体総合開会式を前 日

開催で実施した。

前日の金曜日15:00～ 17:00ま で実施,よ

く土曜日から競技を開始した。

実施に至っては,各学校への調査,交通機関

の問題,時間設定等,様々な問題があったが,

関係者の努力,各学校の協力によって,ス ムー

ズに運営することができた。

総体の参加資格の特例を加筆 し,一条項以

外の高校の参加が開始されたのも,こ の年から

であった。

平成 7年度は,県総体に,単位制高校・養護

学校の初参加があり話題を呼んだ。

全国総体 ・国民体育大会での高校生の活躍

があり,年 ごとに高校生スポーツに対 して長崎

県民の関心が高まり,選手・指導者の意識もそ

れにつれて高まってきている。地元新聞・放送

局の高校生のスポーツ報道も年ごとに大きく

なってきた。

平成 8年は,平成 5年 に九州高体運に要請

した全国総体の誘致が内諾され,14年 目にし

て念願の夢が実現した年であった。

これまで,全国総体開催実現に努力されて

きた関係者の皆様方の喜びは計 り知れないもの

と思います。

この年は,こ れを受けて,新聞でも大きく取

り上げられ,各方面から力強い言葉をいただ

き,県高体連関係者も,心新たにした年であっ

た。平成 9年 は,県高体連にとっても,一つの

契機となった年である。

それは,前年度に内諾を得た,平成 15年全

国総体の本県開催,そ して,平成 10年 に迎え

る県高体連 50周 年記念である。

県高体連として,50周年記念事業の準備を

開始し,全県下で取 り組むことを確認した。

また一方では,高体連の組織の見直し,専 門
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部の組織の見直し '中体連との連携・高文連と

の連携・競技力向上の対策・学校現場への浸透

など課題を設定し,記念事業の実施だけでなく

今後のことも見据えてスター トした。

特に,こ の年から,高文連の協力を得て, 県

下生徒からポスター図案,ス ローガンを募集

し,県高校総体のポスターを作成した。

50周年記念事業も,県下 3地区で準備委員

会を組織し,各地区で準備が開始された。

3 将来に向けて

今年度迎える県高体連の50周年,平成 15年

全国高校総体の長崎県開催 (昭和 44年 の国体

以来の全国規模の大会)が内定 した年ともな

り,長崎県高体連にとっては,将来に向けて,

いろんな面で良い時期 (転換期)を迎えていま

す。これまで,県高体連をここまで発展 して下

さった先輩達の残してくれたものを踏まえなが

ら,こ の節目の時期に,将来を見据えて高体連

の運営はどうあるべきか考えていこうとしてい

ます。始めに当然のことですが,運営の面では

各加盟校の学校現場と常に密着した運営を行う

ことです。そのために,高体連の組織は現状 と

あっているのか (見直し),県下生徒に対する

広報活動の在 り方,高文連との連携,小子化に

伴う部活動の在 り方,予算の問題等を高体連の

諸機関で積極的に取 り組んでいかなければなら

ないと考えます。一方競技の面では,各競技専

門部の組織の見直し,中体連との連携等の取組

を行っています。高体連の置かれている立場 ,

各学校における運動部の現状厳しい状況にある

が,こ れまで,高体連のために奮闘されてきた

先輩の方々,運動を愛する生徒達のためにも,

高体運に携わっている我々が,心新たにして奮

起 しなければならないと痛感します。

平成 10年度長崎県高等学校総合体育大会 50周年記念
大会 総合開会式における、中地生徒 1,200名による郷
土芸能踊り

藤 永 佳 子

佐々町立佐々中学校出身

県立諌早高校 2年

県中体連・県駅伝出場長崎県立諫早高校

9・ 9 九州新入大会 (2位 )

9・ 12全国高校駅伝 (2区 )

10・ 2千葉クロスカントリー大会優勝

10・ 3福岡クロスカントリー大会準優勝

世界クロスカントリー大会

10・ 5ゴールデンゲームスin延岡

10・ 6県高総体

私にとって陸上は、自分を試すことのできるす

ばらしい競技だと思います。今、私が考えている

ことは今しかできないことを精一杯楽しむこと。

今年の三月、世界クロスカントリー大会に

参加させてもらいました。初めての夢だった世

界大会。不安半分、楽しみ半分で胸を膨 らませ

ながら参加しました。世界のすごさに驚き、レ

ースでは平常心を忘れてしまい、いつもの自分

の力を100%出 せず、自分にとって満足のいく

走 りができませんでしたが、この大会で、たく

さんのことを学び得ることができました。広い

視野で世界を知ることができたこと、間近で、

力強く軽やかで気持ちよさそうな走 りを見るこ

とができたこと、外国人のアップの仕方など。

世界の人と戦うことができたことは自分にとっ

てもよい思い出になりました。また日本の トッ

プの人ともしゃべる機会があり、他の学校の練

習方法など聞くことができました。この大会で

一つ、いや二つ ぐらいは大きくなれたと思いま

す。「挑戦」、「粘 り」は、第一に「根性」。この

大会で学んだことを忘れず、今年のレースにつ

なげていきたいと思います。

また五月末には、延岡で今年の大きな大き

な目標の一つだった高校記録を作ることができ

ました。この時は実業団の トップの人たちと走

り、ものすごい応援のかけ声が私のパワーとな

り、楽 しんで気持ち良く走ることができまし

た。この時の喜びは私にとって一生の宝物にな

りそうです。私はどんな時でも、希望を忘れ

ず、常に笑顔を絶やさず、楽 しみながら、前向

きに、日標に向かって一歩一歩前進していきた

い。謙虚さ、感謝の気持ちを持ちつづけることが

大切。私がいつも走ることができるのは、周 りの

人が支えてくれているから、今の自分があるの

は周 りの人の力があるからだと思っています。
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県本責ヨ 《事務局》
〒860‐0877熊本県熊本市清水町楡木327番地

県立熊本北高校内

TEL 096(339)7224
FAX 096(339)7266

創立年月日:昭和23年 4月 1日

87オ交

36専 門部

1,563部

子 15,853名

子  8,699名

計 24,552名

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数  男

女

合

年

度 会 長 理事長 言己  月目

28

29

∞

31

32

33

34

35

%

37

38

1】

41

42

偲

44

45

46

47

48

大西 嘉幸

吉田  浩

下條  靖

小島嘉七郎

河添  正

上村 正敏

牧野  毅

高山 静也

川端 保

田中

石黒

兼 子 志賀

川越 宝輔

粟田 秋生

清
　
　
次

康
　
　
寅

田中 康清

富永 勝美

4月 1日 熊本県高体連発

足14専門部を設置

全国高体運マークを制定

全国高校陸上開催

全国高校女子バ レー

ボール選手権大会開催

美高体連の歌制定

全国大会3競技開催ボク

シング・剣道・バスケット

国民体育大会本県開催

全国高校登山大会開催

東京オリンピック開催

雀麺引念体J陸目防鶏畠′ヽンド

ボール・バドミントン・柔道

国高体連理事会で承認

第1回熊本県高校総体

を開催

年

度 会 長 理事長 言己  ヨ黒

"

“57

田

"
∞

61

62

63

元

２

３

４

５

６

７

高山 静也

宇野 幸吉

谷口 秀人

江藤 恵治

宮崎 重信

前日 精二

佐竹 和之

後藤 良勝

星子 孝之

工木 武雄

城本 和博

美
　
　
年

勝
　
　
秀

永
　
　
星

富
　
　
赤

中村 昭男

白土 長幹

池松 典彦

高木 三朗

"周
年記念事業実施

全国高体連研究大会を本県で開催

県総体に高専初参加

平成13年全国総体開催

請願を県議会採択

九州高体連力蘊13全国総

体本県開催誘致を承認

H13全国総体本県開催を

全国高体連理事会で承認

"周
年記念事業実施

H13全国総体本県開催を

全国高体連理事会で正式

決定
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1沿 革

(1)熊本県高等学校体育連盟の発足と当時の

情勢

昭和 23年 4月 に「 6・ 3・ 3・ 4」 年制の

新 しい学制が施行されて新制高等学校が発足

し、すでに活動をしていた中等学校体育連盟を

発展的に解消し高等学校体育連盟が産声をあげ

た。初代会長は大西嘉幸氏、理事長は川越保氏

が就任、事務局は熊本高等学校に置かれた。専

門部は、陸上・駅伝 。バレーボール・バスケッ

トボール・ラグビーフットボール・軟式庭球・

サッカー・卓球・相撲・水泳・ソフ トボール・

体操・ダンス・ハンドボールの 14競技種目を

設置した。

(2)スポーツ県熊本を大いにアピールした各種

全国大会

6.26水 害により断腸の思いで昭和28年第 6

回全国高校陸上競技大会開催を断念した本県

は、この天災にくじけることなく各方面からの

支援を得て、第 7回大会開催を開催誘致し昭和

29年 7月 31日 ・8月 1日 の両日、見事成功さ

せた。以後、昭和 40年大分インターハイまで

下記のとお り数々の全国大会を開催 し、大いに

県民の高等学校体育・スポーツヘの理解 と気運

を盛 り上げた。

● 全国高等学校陸上競技選手権大会 (昭和 29

年 7月 31日 ～8月 1日 )

● 全国高等学校女子バレーボール選手権大会

(昭和 30年 8月 4日 ～8月 7日 )

● 昭和35年度第15回 国民体育大会熊本県大会

リハーサル大会

・全国高等学校ボクシング選手権大会 (昭和34

年 7月 31日 ～8月 2日 )

・全国高等学校剣道選手権大会  (昭和 34年 8

月6日 ～8月 7日 )

・全国高等学校バスケットボール選手権大会

(昭和 34年 8月 11日 ～8月 16日 )

● 全国高等学校登山大会 (昭和 38年 7月 26日

～7月 30日 )

● 全国高等学校総合体育大会 (大分インター

ハイ昭和 40年 8月 2日 ～8月 7日 )

・本県開催競技種目 (柔道・バレーボール・バ ド

ミントン)

(3)第 1回熊本県高等学校総合体育大会開催

記念すべき第 1回熊本県高等学校総合体育

大会は、昭和 48年熊本市を中心に6月 8日 ～

6月 10日 までの3日 間開催された。総合開会

式は水前寺競技場に13,000人の観覧者が参集、

吹奏楽隊の入場、バ トン鼓隊の先導による標旗

の入場、国旗・県旗の入場に引き続き県北部か

ら79校9,900人の堂々の入場行進にスタンドが

湧いた。大会開催に向けて正に精力的奔走され

た富永理事長が高らかに開会宣言、主催者を代

表して挨拶する高山会長の姿が光り輝いた。予

定された時刻どおり進められた開会式の様子は

NHK熊本放送局の絶大なる協力のもと10時

30分からH時 55分までテレビで実況放送さ

れ、学校教育の一環としてのスポーツ活動のす

ばらしさを大いに県民にアピールした。

(4)全 国高体連研究大会開催

高等学校指導者が当面する諸問題と研究成

果を話し合う第19回全国高体連研究大会は昭

和60年 1月 31日 ～2月 1日 の2日 間、本県高

体連が主管して熊本市で開催された。全国から

430名 に及ぶ高等学校体育指導者が参加、本県

の調査研究部による「運動部指導者に関する実

態調査」と題した研究発表の後、「競技力向上

への対策」「スポーツ障害と安全対策」「スポー

ツ活動の底辺拡大」の 3つ の分科会に分かれ

て、それぞれの現場の悩み、実践体験などの発

表をもとに協議し、指導助言者を交えて解決法

を話し合った。最終日は、森重隆新日鐵釜石ラ

グビー部監督が「ラグビーから思うこと」と題

して講演、スポーツ活動のエネルギーの源はス

ポーツを好きであることと熱弁を振るわれ、参

加者の共感と感動を呼び、大いに本県高体連の

みならず全国の指導者の志気を高めた。

ぶ

樽
捜
櫓

ｒ

昭和 59年度第 19回 全国高体連研究大会全体会風景

-215-



2 10年の歩み

(1)近年の競技成績の向上と加盟生徒数等の

推移

本連盟は、創立50周年を迎えた平成 9年度、

加盟校 87校、加盟生徒数 69,040名 、専門部数

36(準専門部 3部含む)を数えた。しかしなが

ら全国的な少子化の波は本連盟にも押 し寄せ、

加盟生徒数に限っては昭和 41年 の 85,777名 を

ピークに減少傾向にある。専門部においては、

平成 H年開催予定の「くまもと未来国体」や

平成 13年開催予定の全国高等学校総合体育大

会への対応や、競技力向上への期待の高まり等

もあって年々増加し現在に至っている。

競技成績の面では、県の施策や関係者の努

力によって全国の トップクラスにランクされる

までになった。近年 (過去 10年 間)の全国総

体における優勝数は実に63を 数え、 3位内入

賞数は207に ものぼる。特執すべきは、いわい

る熊本のお家芸といわれてきたボクシング・剣

道は過去10年 間すべてに 3以内入賞を果たし、

バ ドミントン・柔道においては 10年間の中で

9回の 3以内入賞を成し遂げている。また、前

述の「 くまもと未来国体」等における強化策が

実を結びレスリング・なぎなた 。フェンシン

グ・アーチェリーなどの健闘にも目を見張るも

のがある。

(2)全国高等学校総合体育大会本県開催誘致

経過

本県では、県民一人一人が多様な価値観を

実現できる社会の創造を目指 し、熊本県総合計

画「豊かさ多彩生活創造 くまもと」を推進し、

新しい教育制度の指針である「生涯学習社会の

実現」に向け諸施策の充実を図ってお り、全国

高等学校総合体育大会の開催は、青少年の体

育・スポーツ活動の推進、競技力向上をはじめ

県民の生涯学習・生涯スポーツの振興を図る絶

好の機会であるとの共通認識から本大会開催誘

致は、長年の懸案事項であり、関係者の願望で

あった。

今後、九州プロックの開催が予定される年

は平成 13年 ・15年 ・19年 ・21年・22年 となっ

てお り最後の22年が全国を一巡する年である。

本県は国体開催後のなるべ く早い時期に本大会

を誘致したいとの意向から、九州高体連あてに

平成 15年開催を希望していたが、長崎県も同

年開催を強く希望していたこともあり、両県の

間で調整を必要としていた。平成13年開催に

ついては、沖縄県での開催が予定されていた

が、沖縄県が諸般の事情により開催返上するこ

ととなり、平成 8年 2月 沖縄県から本県に開催

地の引き受け依頼があった。

早速、本県高体連。九州高体連・行政関係で

慎重に審議・検討し、種々の手続きを経て平成

9年度には全国高体連に開催申請書を提出、春

季理事会において満場一致で承認を受け正式内

定に至った。

(3)創立50周年記念事業

平成 9年度に創立 50周年を迎えた本県高体

連は、半世紀にわたる輝かしい歴史の大きな節

目として創立 50周 年記念事業を下記のとお り

実施した。

ア 創立 50周 年記念大会 (県総体)開催

イ 創立 50周 年記念講演開催

ウ 創立 50周 年記念式典・視賀会開催

工 創立 50周 年記念誌発刊

記念式典は、高木理事長の開会にはじまり、

工木会長のあいさつ、つづいて久野全国高体連

会長・県教育長・県議会副議長の祝辞をいただ

き、高体連の歌大合唱で式典を締めくくった。

祝賀会では、いよいよ秒読み段階となった

「 くまもと未来国体」や平成 13年度開催「熊本

インターハイ」に向けた熱い思い、懐かしい先

輩諸氏の苦労談が飛び交い杯を酌み交わし、本

県高体連の一層の充実 。発展を祈念した。

なお、記念式典前開催した記念講演会には、

400余名が出席。講師は、秋田県立能代工業高

等学校長 (前同校バスケットボール部監督)の

加藤廣志氏を招聘。 1時間30分にわたり、常

に生徒に真剣に向き合い愛情を注がれる教育者
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としての生き方や、バスケットボールや生徒達

へのひたむきな思いを情熱的に語られた。聴衆

した参加者は加藤先生から感動と涙・沢山のエ

ネルギー得て、改めて、可能性を多く秘めた生

徒達に体育・スポーツをとおして係わっていけ

る幸福感・充実感を実感した。

3 将来に向けて

顧なると、我が熊本県高等学校体育連盟は、

昭和23年 4月 に産声をあげ、加盟校52校、加

盟生徒数 1万 9千余名、14専 門部をもってス

ター トした。以後、今日に至るまで 16名 の会

長、11名 の理事長をはじめ、各地区を代表する

理事、専門部部長・委員長の先生方がけん引役

となって、現在、87校 6万 9千余名、準専門部

3部を含め36専 門部が充実した活動を行って

いる。発足当初から今日に至るまで、学校教育

の一環として各種競技大会・研究大会の企画・

運営に多くの実践を積み重ねてきた。

また、この50年の歴史の中で本県の体育・

スポーツの一翼を担い、全国高等学校総合体育

大会や国民体育大会、さらには各種国際競技大

会に優秀な選手を輩出してきた。このことは選

手諸君のたゆまぬ努力と、昼夜を問わず指導に

あたられた先生方の情熱や保護者のご理解とと

もに関係機関のご支援の賜である。

かくのごとく、本連盟は、この半世紀、様々

な課題を解決しつつ順風な軌跡を描いてきたが、

時代は「国際化」「情報化」「多様化」に象徴さ

れますように大きな変化のときである。今、こ

の変化にいかに対応していくかが私たちに課せ

られた課題であり今後、学校体育と社会体育の

接点をいかにとらえていくか、また、一段と進

む少子化への対応として、体育・スポーッ活動

の魅力を生徒諸君が肌で実感できる部活動のあ

り方を工夫することがさらに求められる。

21世紀を目前にして、本県ではスポーッの

ビッグイベントが次々に開催される。体育・ス

ポーツ活動の意義をさらに認識し、各種事業の

推進に全力を尽くすことが、次代に向けた高体

連の使命であろう。

夢、そして決意
清 本 大 介

H2水俣高校卒

S63イ ンターハイ個人4位

同年国体 3位

H元インターハイ個人5位

福岡大学卒業後 H6か ら水俣高

校勤務。

全国高等学校体育連盟創立 50周 年記念誌の

発刊にあたり心からお慶び申し上げます。この

たび、私のような若輩者が寄稿することになり

ましたことは、誠に光栄に思います。

さて、私と新体操の出会いは、中学校 と同時

に当時の指導者であった本田邦生先生に勧めら

れたことから始まりました。入部してからとい

うものは新体操中心の生活となり、時間のある

限り転回練習や手具を握 り締めていました。家

の中で蛍光灯を割ったり、庭の芝を枯らしたり

ということが今では懐かしい思いでとなってい

ます。

高校進学は、常に全国大会で上位に名を連

ねる伝統校である水俣高校に進学し、更なる技

術の錬磨を目標に新体操部に入部しました。当

初やっていけるか不安でしたが、現在も監督を

されている森勝弘先生との出会いにより、不安

は払拭されました。新体操や教育に対する森先

生の情熱には圧倒されるものがありました。も

ちろん指導に関しては、鬼のようにきびしく決

して妥協を許されませんでしたが、生徒に対す

る愛情も人一倍深 く、私が教師を目指したのは

この頃です。現在、水俣高校の体育館には「一

技千回」という垂れ幕が掲げてあ りますが、こ

の言葉こそ部の信念であり、どんな技であろう

と千回は繰 り返さないと自分のものにならない

と言う意味を持っています。また、「感動を与

える演技」を目標に日々練習に打ち込んできま

した。

大学卒業後は、森先生のご配慮 もあり、夢で

あった教職に就 くことができ、母校である水俣

高校で指導できる喜びを感じています。今は、

コーチとして全国大会連勝中の後輩部員の指導

に燃えています。教師としての厳しさを実感す

ることも多々ありますが、いつかは森先生の後

を受け継げる指導者になれるよう決意を新たに

精進していきます。
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県分大 《事務局》

〒870‐0938大分市今津留 1-19-1

県立大分舞鶴高校内

TEL 097(553)5382
FAX 097(553)5392

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日

加盟校数        85校
専門部数      32専 門部

加盟部数       1,059部
部 員 数  男 子  8,581名

5,059名

13,640名

1沿 革

昭和 23年 ・大分県中等学校体育連盟を発展的に解

消、大分県高等学校体育連盟を結成

・加盟校 23、 専門部 13部設置

昭和 24年 ・専門部 2部設置

自転車、ソフ トボール

昭和 25年 ・野球部が分離独立

昭和 26年 ・専門部 3部設置

軟式野球、バ ドミントン、柔道

子

計

女

合

年

度 会 長 理事長 記 事

|

２３

２

２５

％

泰彦秦

本橋

高木  来

大石 俊之

津野  任

山本 峯生

布施 順生

楠本 達男

大江  博

上田健太郎

喬木

栖

　

麟

　

硼

訓

推

神

　

西

　

田

達

村

大

　

中

　

池

安

田

安部 正 士

河野 太

堀部 岩雄

敷嶋 唯雄

長谷川哲郎

永松 国雄

船石 一雄

渡辺喜代入

永松 国雄

平山浩一郎

事務局を大分第一に

事務局を大分上野丘に

九州高体連事務局兼任

九州高体連事務局兼任

事務局を大分商業に

事務局を大分上野丘に

事務局を大分工業に

事務局を大分舞鶴に

事務局を大分商業に

九州高体連事務局兼任

九州高体連事務局兼任

事務局を大分上野丘に

事務局を大分工業に

事務局を大分女子に

事務局を大分舞鶴に

笙

肢 会 長 理事長 言己  目晟

認

Ｍ

”

“

”

田

”

∞

６‐

鬱

“

元

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

藤原 正教

岸野 晋一

安部 孝一

吉川  敏

小野伊三郎

志賀 清己

古賀 文敏

池邊 明文

山本 清次

石橋 干城

幸重 和治

栗林 正幸

安藤 隆

槙島 幹郎

濱本 俊夫

田中 和彦

事務局を大分雄城台に

九州高体連事務局兼任

九州高体運事務局兼任

事務局を大分商業に

事務局を大分工業に

事務局を大分上野丘に

事務局を大分女子に

九州高体連事務局兼任

九州高体連事務局兼任

事務局を大分舞鶴に

-218-



昭ヨ禾1274F

昭和28年

昭和 29年

昭和 30年

昭和 31年

蘭日禾]321F

昭和 33年

助日千口341F

昭和 35年

昭和 36年

昭和 37年

昭和 38年

町3禾日394F

・新規加盟大分舞鶴高校 (新設)

・支部長を評議員とする等の規約改正

・専門部 1部設置 しない競技

・新規加盟大分桜丘高校 (新設)

・第 1回大分県高等学校体育大会を

開催 (8/29～ 30)

・スポーツ特別表彰規定を制定

・高体連主催大会の回数を年 3回
・専門部 2部設置 剣道、弓道

・専門部 4部廃止 バ ドミントン、

送球、自転車、しない競技

・新規加盟を承認

高田高校田原分校、中津玉沢高校

国東高校安岐分校、臼杵高校定時

制、竹田商業高校、日田商業高校

・第4回全国高校柔道大会開催(大分市)

。会費一人 60円
。新規加盟別府商業高校 (新設)

・県高体連創立10周 年記念特別表彰

個人 22名 、学校 16校

・規約改正 役員の任期は 2年。会

長当番校は臨番制とする。

・副会長に私立高校校長代表を加え、

4名 (規約改正)

・全国高校女子バ レーボール選手権

大会開催 (大分市)

。支部長を評議員会、理事会の構成

員 (規約一部改正)

・高体連主催大会は年 3回 を確認

・専門部 1部設置ハンドボール

・会費全 日制 70円、定時制 35円
・新規加盟大分女子高校 (新設)

・全国高校総体を39年度に誘致決議
・第15回全国高校陸上競技大会開催

(大分市)

・未普及競技専門部 10部設置
・全国理事会にて、昭和 40年度全国

高校総体の大分県開催を決定
・学校新設、独立による新規加盟

中津工業、双国、緒方工業
・全国高校総体事務局設置、実行委

員会設立総会開催

・学校新設による新規加盟 別府青

山、日田三隈商業、大分工業高等専

門学校、四日市農業高校麻生分校
・全国高校総体開催 (15種 目)

。大分市営陸上競技場にて総合開会

式実施 (7月 31日 )

・専門部設置馬術
・新規加盟竹田南高校

昭和 41年 ・会費全日制 100円、定時制70円

・第21回 国民体育大会開催
。第 5回 日米高校レスリング親善試

合開催 (佐伯市)

昭和 42年 ・会費全日制 100円 、定通盲聾50円
。第 1回大分県高等学校定時制通信

制体育大会を開催
・新規加盟県立盲学校
・県高体連創立20周年記念特別表彰

個人 12名 、学校 18校

昭和 43年 ・学校新設、独立による新規加盟

碩信高校、大分電波高校

昭和 44年

昭和 45年

昭和 46年

昭和 47年

昭和 48年

・高校県体開会式の応援交換会実施
・新規加盟明星高校

・定通体育大会運営費県補助金交

付・給特法施行に伴う高体連主催

大会、会議の回数は、年 3回
・支部大会のあり方について通知
。会費全 日制 130円 、定通盲聾 65円
。新規加盟大分雄城台高校 (新設)・

全国高校総体参加旅費、スポーツ

クラブ振興費の県補助金交付

・高体連主催大会を、高校県体、全

国。九州大会予選、新人大会に統一

・会費全 日制 160円 、定通盲聾 80円
・会費全 日制200円 、定通盲聾100円
・主催大会の参加料を徴収

個人 100円、団体 1000円
・新規加盟向陽台高校(富士紡大分学園)

・県高体連主催大会を年 2回 に減

・県高体連創立30周年記念特別表彰

個人 49名 、学校 18校

・高校県体参加旅費の県補助金交付

昭和 49年

昭和 50年

昭和 51年

昭和 52年

昭和 53年

開会式にて一高校県体種目別優勝旗

昭和 40年
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昭和 54年 ・会費全 日制 31111円 、定通盲聾150円

昭和 57年 ・会費全 日制330円 、定通盲聾165円

。専門部 1部設置調査研究部

・高体連主催大会を年 3回

昭和 58年 ・学校新設による新規加盟

別府羽室台高校、大分南高校

昭和 59年 。会費全 日制450円 、定通盲聾200円

。軟式野球部が高野連に移籍

昭和 60年 ・専門部に部長制 (校長)を導入

専門部細員1を定める。

昭和 61年 ・新規加盟大分豊府高校 (新設)

昭和 62年 ・全国高校総体出場監督、主将会議

を開催する。

2 10年の歩み

昭和 63年 ・新規加盟情報科学高校 (新設)

平成元年 ・役員組織の改正について

学識経験者理事若干名を新設

・県高体連創立40周年記念特別表彰

個人 44名 、学校 20校

・県高体連創立50周年記念事業第 1

回準備委員会開催 (12/13)

平成 2年 ・全国高校総体、全国定通大会参加

選手激励壮行会実施

・県高体連創立50周年記念史編集委

員会発足 (H/8)
平成 3年 ・会費を全 日制一人7CXl円 、定通盲聾

350円 とする。

・専門部 4部設置 カヌー、なぎな

た、アーチェリー、空手道

・役員組織の改正について

競技部長、専門委員長代表理事各

4名 を 5名 に増員

・高体連研修事業がスター ト

平成 4年 ・第25回 オリンピックバルセロナ大

会水泳競技に林享 (大分鶴崎)選
手が出場

平成 5年 ・県高体連慶弔規程を制定
。高校県体開会式での応援交換会自主

参加とし、高体連の調整は止める。

・大分工業高等専門学校の高体連主

催大会への参加を承認

・全国理事会において、全国高校総体

の参加枠を拡大し、各種学校・専修

学校等の参加を94年度から認める。

・創立50周 年記念事業財務委員会設置

平成 6年 ・創立50周年記念史編集室を榊佐伯

印刷所内に設置

平成 7年 ・全九州体育大会として本年度より、

フェンシング・アーチェリー・な

ぎなたが正式競技 となる。

・九州高体連理事会で、全国総体の

開催順序を決定

・創立 50周 年記念事業 として記念

グッズ(8・ 9年 )、 カレンダー (7・

8年)等の販売を計画

平成 8年 ・校名変更 (大分桜丘→楊志館へ )

全国高校総体正式競技になぎなた

・第 7回大分県スポーツの翼 (日 華

親善交流大会)に役員 10名、選手

58名参加 (11/20～ 23台北 )

平成 9年 ・創立50周年記念事業推進実行委員

会発足 (3回 開催)

・創立50周年記念式典及び祝賀会開催

日時 平成 9年 12月 2日 (火 )

会場 大分東洋ホテル

・大分県高体連 50年史発刊

部数 30CXl部

・創立 50周年記念講演会

日時 平成 10年 2月 12日 (木 )

会場 大分県総合社会福社会館

講師 渡辺公二 (西脇工業高校 )

大分県高等学校体育連盟組織図

加盟校数及び生徒数は平成 9年 5月 1日 現在

加盟校 85校 (全 日77、 定通 8)

加盟生徒数49,096人 (全 日48,267、 定通829

定
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専 門 部 (32部 )

上競技 体操 水泳 バスケット バレー

球 ソフトテニス ハンドボール サッカ

ラグビー ソフトボール 相撲 柔道 剣道

道 登山 バ ドミントン 漕艇 レスリン

ニス 自転車 ボクシング ホッケー ウェ

イト ヨット フェンシング 馬術 カヌー

ぎなた アーチェリー 空手道 調査研究

種大会の開催 調査研究活

研修事業 50周年記念事業
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3 将来に向けて

大分県高体連は、戦後の荒廃がまだ続く昭

和23年 に加盟校23校 。13の専門部で、学校体

育・スポーツの健全な発展を目的に結成され、

平成 9年度に創立 50年 という意義ある輝かし

い節目の年を迎える事ができました。

これまで長年にわたり、血の滲むような努力

と研鑽を積まれ、本連盟発展に大きく寄与され

た歴代の役員の方々や指導者の先生方をはじめ

関係各位に深甚なる敬意と感謝を申し上げます。

大分県高体連も先輩方の熱心な指導の下、ス

ポーツ振興意識が目覚め、スポーッで汗と涙を

流し青春を謳歌 した若者が大きく成長し、九州

プロック初の開催となった全国高校総体を成功

裏に開催するとともに、翌年開催の第21回の大

分国体では、本連盟を支えた指導者と高校生が

一体 となって総合優勝の原動力となるなど、ス

ポーツ大分を大きく躍進させ、我が国を代表し

て世界の檜舞台で活躍する選手や国内外の社会

で活躍する有意な人材を輩出してきました。

我が大分県も、日韓共同開催となった 2002

年ワール ドカップサッカーの開催県として、ま

た 2008年 第 63回 国民体育大会の開催など、

ビッグなスポーッイベントの開催成功に向け、

本連盟挙げてその主役づくりや支援者づくりに

も取 り組んで行かなければならないと考えてお

ります。これからは、50年 の財産を糧に、21世

紀に向け、本連盟の抱える課題として、生徒減

少期の部員確保や財政基盤の確立、学校五日制

完全実施のもとでの各種大会の開催や部活動の

推進など、多 くの課題が山積 してお りますが、

学校体育・スポーツの健全な発展を基本に、こ

れら一つひとつを解決し、生徒が生涯にわたっ

て豊かなスポーッライフをデザインできるよ

う、次なる60周 年、70周 年、100周 年へ と、ス

ポーツ文化の創造を目指して邁進する所存であ

ります。

高校生活を振 り返って
高 い づ み

つ8年 3月 別府商業高等学校卒業

(株)大分バス勤務

平成 9年度全国高校総体

フェンシング競技女子

個人フルーレ。エペ優勝

第52回 国体団体優勝

つ7世界カデット選手権日本代表

別府商業高校に入学後、中学時代にしてい

たバスケットボールからフェンシング競技に転

向先生の「お前なら世界へ行ける」という言葉

を信 じて、苦しい練習に耐え、高校 2年生の 4

月に厳しい国内予選を突破 し、スペインで開催

された世界カデット選手権大会に日本代表とし

て出場 しました。初めての国際試合ということ

で緊張と不安も大きく、技術的にもまだまだ未

熟でフルーレ個人 27位、エペ 50位 という不本

意な成績で終わりました。この時、世界の選手

に負けたことがとても悔しく日本に帰国しても
ハイレベルな技術を習得するための練習に日夜

取 り組みました。この結果、3年の高校総体で

は、個人フルーレ・エペの 2種 目に優勝、団体

ではライバルの熊本・氷川高校と対戦しました

がほしくも敗れ 3位に終わりました。この高校

総体での負けた悔 しさをバネに、敷根先生の指

導のもと、部員一同一致団結し次の大会である

国体での全国制覇に向けて練習に励みました。

そして、国体での準々決勝で氷川高校 と対

戦し見事雪辱を果たし、その後夢にまで見た全

国制覇を達成できました。これは、毎日の厳 し

い練習にいつも一緒に頑張ってきたチームメー

トの松藤・川畑選手そして指導者の敷根先生、

みんなで勝ち取った全国制覇であ り、個人優勝

とは異なる喜びとなりました。平成 10年の世

界ジュニア選手権にも日本代表として出場、前

回よりも順位を挙げることができ、団体戦では

8位入賞とジュニアでは世界に通用する力を示

せたのが大変うれしかった。このように、高校

時代は多 くの人達のア ドバイスと数多くの試合

を経験することにより、技術的にも精神的にも

人間的にも大きく成長することができたと思っ

ています。これからも、世界に通用する力の習

得を目指した練習を心がけ、ここ大分から世界

に羽ばたいて行きたいと思っている毎日です。

創立 50周年記念講演会 (Hlo 2 12)
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＝宮 《事務局》

〒880-0926宮崎市月見ケ丘 5丁 目2番 1

県立宮崎南高校内

TEL 0985(51)4109

FAX 0985(51)4298

創立年月日 :昭和 23年 4月 1日
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1沿 革

昭和23年、学制改革のもと新制高等学校にな

ると共に県高等学校体育連盟を結成、加盟校 14

校、9専門部で活動を開始する。昭和24年、ソ

フトボール、ラグビー、体操の 3専門部が増設

され、12専 門部となる。この年、全国高校陸上

大会で児玉一夫選手 (大宮)が走幅跳びで優勝

する。昭和25年、会長が県教育長に転出のため

後任校長の野崎親氏が事務取扱責任者となる。

この年、高鍋高校が全国高校駅伝で 3位入賞し

た。昭和26年県高校大会でハ ンドボール競技を

実施する。昭和 27年 に加盟校 20校 となり県高

体連規約の草案を提出する。柔道専門部を新設

する。昭和28年第 6回県下高校総合競技大会を

6～ 7月 に戻して開催する。昭和29年剣道専門

部を増設し、15専門部となる。昭和 30年全国

高校駅伝で小林高校が 3位 に入賞する。昭和31

年には加盟校22校 となる。全国高校陸上大会で

矢野龍男選手 (日 南)が走幅跳び、弓道で松田

幸子選手 (大宮)が其々優勝する。昭和32年軟

式野球を高野連に移し、14専門部となる。全国

高校陸上競技大会において宮崎大宮高校が男子

トラックの部で、又、全国高校駅伝で小林高校

が其々優勝する。昭和33年加盟校23校 となる。

第 1回県高校保健体育研究協議会を開催する。

昭和 34年全国高校弓道競技大会を本県で開催

する。全国高校陸上競技大会 1,500mで岩下察

男選手 (高鍋農)が優勝する。昭和35年夜間部

の加盟を承認する。小林高校が全国高校駅伝で

2回 目の優勝をする。昭和 36年加盟校 47校 と

なる。全国高校駅伝で小林高校が 2年連続 3回

目の優勝をする。昭和37年九州高体連事務局を

置 く。県高体連スポーッ賞表彰を草案する。昭

和 38年 スポーツテス トを高体連行事として実

施する。昭和39年県高体連スポーツ賞表彰規程

を施行する。昭和40年ハ ンドボール専門部を増

設する。全国総体陸上競技で村田広光選手 (延

岡工)が 1∞ m、 211tl m、 4∞ mの短距離 3種目制

覇を達成した。昭和41年 に 3専門部増設し、20

競技専門部となる。昭和42年県高体連規約、ス

ポーツ賞表彰規程を一部改訂する。昭和43年加

盟48校 となる。小林高校が全国高校駅伝で 4回

目の優勝をする。昭和 44年県高体連 20周年記

念誌「20年 のあゆみ」を発行する。昭和 45年バ

ドミントン、庭球の 2専門部が増設され、22専

門部となる。昭和46年全国高校総体登山競技に

おいて、都城泉ケ丘高校が優秀校となる。県高

体連年報の発刊を開始する。昭和47年県高校ス

ポーツ水準向上事業が県教育委員会の委託事業

となる。昭和48年全国高校駅伝で小林高校が 5

回目の優勝をする。昭和49年県高体連関係者の

永年の念願であった第 1回県高校総合体育大

会、高体連調査研究発表大会を開催する。

第 1回宮崎県高等学校総合体育大会
総合開会式選手入場写真 (昭和 49年 6月 8日 (土 )

昭和50年九州高体連事務局を設置し、加盟校62

校となる。昭和51年県総体開会式に集団演技をを

初公開する。昭和52年第 1回一年生大会を19競

技で開催する。空手道専門部を増設する。全国高

校駅伝で小林高校が 6回 目の優勝、全国高校選抜

で小林高校女子バスケット、都城商業高校男子軟

式庭球、同女子卓球が優勝する。昭和53年 第34回

宮崎国体のリハーサルを兼ねて全九州高校総体を

開催する。この年小林高校が全国高校駅伝で 7回

目の優勝をする。県高体連30周年記念事業を開催

する。昭和54年県民待望の第34回 日本のふるさ

と宮崎国体が開催され、高校生選手の活躍は天皇

杯、皇后杯獲得に大きく貢献、多くの高校生が補

助員として大会を支えた。昭和55年全国高校総体

新体操で小林工業高校が団体優勝、陸上競技で宮

崎工業高校が優勝する。昭和56年全国高校総体新

体操で小林工業高校が 2年連続の優勝をする。昭

和 57年全国高校選抜空手道大会で御手洗智子選

手 (延岡工)が組手で優勝する。昭和58年全国高

校総体ボクシング競技で山元和義選手 (宮崎実)

が優勝する。昭和59年第 19回全国高体連調査研

究発表大会 (熊本)で高校生の運動部活動に関し

発表する。昭和60年 に昭和67年全国総体開催誘

致について全国高体連会長に誘致申請書を提出す

る。昭和61年 には67総体本県開催請願書を県議

会提出、決議される。全国高校総体で高千穂高校

剣道部が男女団体優勝する。昭和62年 には67総

体開催申請書を全国高体連会長に提出する。全国

総体で日章学園がボクシングで団体優勝する。
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2 10年 の歩み

昭和 63年 は、会長に松田義信校長、理事長

に松井利一先生を迎え新しい体制のもと事務局

がスタートした。この年の秋季全国高体連理事

会において「昭和 67年全国高校総体」の本県開

催の決定をみた。九州内では、大分、福岡、鹿

児島に続いて 4県 目の開催であった。これまで

の 3県は隣県との共同開催であったが、本県は

26競技全てを県内で実施する一県単独開催で

あった。ここに至るまでには、服部会長、内之

倉理事長の時に誘致運動が始まり、高山会長、

坂本理事長の時に具体的な活動へ と進展させ、

その間色々な問題・課題を乗 り越えての誘致で

あったこの年、佐土原高校が加盟し、加盟校67

となる競技力では、全国高校総体で空手道女子

組手個人で、山口美千代選手 (宮崎第一)、 新

体操女子個人で石三香織選手 (日 章学園)が優

勝する。平成元年、九州高体連事務局を本県が

担当 (平成 元年～ 2年 )する。12月 に 4全国

総体宮崎県高 等学校推進委員会を設立し、 4

全国総体へ向けて推進活動が始まる。平成 2年

2月 15日 県高体連 40周年記念事業を挙行す

る。競技力では、全国高校総体空手道女子団体

で宮崎第一高校が初優勝する。個人では空手道

女子組手でも山口美千代選手、陸上 110mハ ー

ドルで関圭一郎選手 (宮崎工)が優勝する。平

成 2年、4全国総体の強化事業として、中・高

合同合宿、特別強化校指定事業が高校総体推進

室で予算化される。本事業は全国総体終了後も

県教育委員会委託事業として中・高合同合宿、

強化指定校遠征試合事業の形で継続することに

なった。競技面では、全国総体で、レスリング

58 kg級 で長友一美選手 (宮崎第一)、 柔道軽中

量級で岩川武久選手 (都 城商)、 陸上5,000mで

鶴里初選手 (小林)が優勝 する。平成 3年、松

田会長の退職に伴い、飛松会長を迎える。4全

国総体に向け、準専門部の漕艇、フェンシン

グ、ヨット、自転車、ボクシングを専門部に昇

格 し、組織の充実を図る。又馬術を準専門部と

して設置する。全国高校総体剣道競技男子団体

で高千穂高校優勝、個人競技ではボクシングモ

スキート級で図師安徳選手 (日 章)が優勝す

る。この年、宮崎東高校定時制 (単位制)が加

盟し、加盟校68校 となる。平成 4年「夢きらめ

いて宮崎の空の下」のスローガンのもと全国高

校総体が宮崎県下19市町で26競技が開催され

た。総合開会式は、秋篠宮殿下、同妃殿下をお

迎えし、8月 1日 県総合運動公園陸上競技場で

行われ、参加選手、役員53,000人の内宮崎市、

佐土原町で競技する7,600人 が参加、本県選手

団は、旗手武井選手を先頭に240人が 堂々の入

場行進をし、スタンドから一際大きな拍手が送

られた。8月 2日 より、県下の関係者、高校生

が一九となり大会の運営、競技に取 り組んだ。

期間中、予期せぬ二つの台風の襲来を受けたが

大成功のうちに終了した。本県からは、26種 目

のすべてに参加 し、830人 の選手が上位 入賞を

目指して頑張った。団体では、登山男子で都城

泉ケ丘高校、女子で高鍋高校、空手道団体組手

で宮崎第一高校、水球で宮崎工業高校が県民の

期待に応え、見事に優勝する。個人で、剣道男

子で本間彰人選手 (宮崎北)、 レスリング50kg

級で杉尾和雄選手 (宮崎 日大)、 柔道軽中量級

で繁昌久哲選手 (都城商業)が優勝するなど県

選手団の活躍は県民にスポーツを通して爽やか

な感動を与えた。

平成 5年、松井理事長の転出で、内山理事長

を迎える。4全国高校総体を終え、以後の安定

した競技力づ くりに取 り組む。全国高校総体で

は、陸上競技砲丸投げで秋本純男選手 (宮崎工

業)、 レスリング50 kg級長尾勇気選手 (同)が

優勝する。この年、高千穂・五ケ瀬分校、高鍋

農業・川南校舎、小林・野尻分校が廃校となり

本連盟を脱会し、加盟校65校 となる。平成 6年、

飛松会長の退職により、山口会長を迎える。こ

の年、五ケ瀬高校が加盟し、加盟校66校 となる

平成 7年、愛知国体の天皇杯成績で最下位とな

り、全県挙げての競技力向上に取 り組み、県体

育協会の 5ケ年計画に基づき本連盟も、国体少

年の部の強化に取 り組みを始める。又、同時に

競技委員会での競技力の分析、指導者の適正配

置等の資料を整え、県教育委員会に要望する。

全国高校総体では、ボウクシング競技で日章学

園高校が団体優勝する。個人では、同競技 ミド

平成4年度全国高等学校総合体育大会 宮崎県選手団入場(平成4年 8月 1日 )
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ル級で長嶺秀昭選手 (同 )、 弓道競技で古江加代

子選手 (福島)、 柔道軽量級で石井一行選手 (宮

崎日大)がそれぞれ優勝する。平成 8年、山口

会長の退職、内山理事長の転出に伴い中田会長

後藤理事長を迎える。第23回県高校総体総合開

会式のテレビ中継を実施し、高校スポーツの祭

典を広 く県民にアピールする。この年は、本県

スポーツ界に競技力向上が大きいうねりのよう

に押 し寄せ、その即応を迫 られた年であった。

県議会でも「健康・スポーッ振興調査特別委員

会」が設置され、広 く関係者の意見を聴取 した

又、運動部活動に一定の実績のある高校を指定

し、必要な支援を行うことにより、当該校を核

として部活動の一層の活性化を図り、本県にお

ける高校のスポーツ水準の安定的な維持と競技

力の向上に資することを目的として年度末に県

競技力強化推進校の選定を行った。平成 9年、

加盟校 66校 28専 門部を組織し、県高体連創立

50周年を迎える。記念誌を平成 10年 1月 末に発

刊 2月 10日 に多数の来賓、関係者の参加を得て

記念式典、祝賀会を挙行する。この50年の節目

を礎とし、21世紀に向け、県高体連活動の益々

の発展・充実に邁進することを誓う。この年、こ

れまで高体連で管轄してきた県高等学校教育研

究会・保健体育部会を高体連より分離する。全

国高校総体では、剣道女子団体で高千穂高校が

昨年の覇者阿蘇高校 (熊本)を 決勝戦で破 り、見

事優勝する。個人では、陸上 400m障害で押川

聡史選手 (宮崎北)、 ウエイトリフティング91kg

級で佐藤彰紘選手 (鵬翔)、 ボクシングフライ級

で大西祥司選手 (日 章)がそれぞれ優勝する。

3  将来に向けて

高体連の関係する運動部活動は学校において計

画する教育活動で、体力の向上、健康増進、生徒の

個性の伸長、望ましい態度の育成などの面から極

めて有意義な活動であり、これらの教育効果を見

据えた活動とともに、スポーッ活動を通じて「心の

教育」も重要である。近年、本県のスポーッ競技力

は他県に比べて低調であるが、中。長期的な競技力

向上を図る上で高体連関係者の取り組みは本県の

競技力を左右する重要な鍵であり、要である。県教

育委員会、県体育協会、中体連等の関係団体と連携

を満つにした再建策を構築しなければならない時

期であることを認識しなければならない。

私とレスリング
長 友 一 美

宮崎県田野町出身

宮崎第一高校～自衛隊体育学校、

平成 2年度全国総体

58kg級優勝

私とレスリングとの出会いは、中学 3年の

秋、福岡先生の訪間を受けた時である。当時は

柔道をしていたが成績は思わしくなく、又、運

動神経はには自信があったことから、高校では

他のスポーツを、と思っていた私にとって、そ

の誘いは魅力的なものに思えた。しかし、レス

リングには馴染みが薄かったし、試合着も恥ず

かしいように思え、あまり気が乗 らなかった。

そんな私を福岡先生は何度も熱心に訪ねて下

さった。私はその情熱に感動し、福岡先生につ

いていこうと決心 した。この自分の決意を告げ

た時の福岡先生の顔を私は今でもはっきりと思

い出すことができる。こうして私のレスリング

生活が始まった。自分が上級生になり、後輩を

指導する立場になって、改めて先輩方の偉大さ

を認識した。技術を教えるだけなら簡単だが、

自信をつけさせたり、精神面の支えになってや

ることは難しいものと思えた。レスリングは個

人競技の様に見えるけれども個人の力だけでは

決して試合に勝てない。皆で励まし合い、全員

でチームの雰囲気を盛 り上げげていくことが必

要だ。自分のことだけ考えていたのでは強くな

れない。私は毎 日の練習の中で、他人を思いや

る気持ち、優 しさを学んだように思う。数多い

試合の中で一番印象に残っているのは、優勝し

た全国高校総体の決勝戦である。前半 1対 1、

後半 3対 3、 このままでは判定で負けてしま

う。どうしてもポイントが欲しいラス ト5秒、

夢中でタックルした。するとそれがポイントに

なり勝利につながった。苦しい試合だっただけ

に感激も一杯だった。あの土壇場であれだけの

力が出せたのは、人一倍練習したという自信が

あったからだと思う。そう振返った時、人との

出会いの不思議さ、素晴らしさを思わずにはい

られない。今頑張っている高校生も、私と同じ

様に色々な思い出を一杯創ってくれることを信

じている。
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鹿 児 島 県 《事務局》
〒891‐OH6鹿児島市上福元町5255

県立鹿児島南高校内

TEL 099(268)8391
FAX 099(268)0234

創立年月日 :昭和 43年 4月 1日

加盟校数

専門部数      30専 門部

加盟部数 1860音『

部 員 数  男 子 16,557名

女 子 12,028名

合 計 28,585名

109校
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宮原 正巳

東  良一

今村 博美

小斉平松蔵

岩元 俊一

安 田 義富

松清 康則

中村麒児郎

床次 忠義
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今村 博美

瀬口 紀穂
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中川 征 人

田之上市雄

竹之内 宏

西川 達也

新留 泰典
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1沿 革

昭和42年度

県学校体育連盟として,昭和 23年 4月 1日

に発足 した組織母体を発展的に解体 し,小 ・

中・高別の体育連盟として,各学校種別にふさ

わしい組織づ くりがすすめられる。

昭和43年度

鹿児島県高等学校体育連盟 として発足 し,

事務局を県立甲南高等学校に置 く。

県高体運規約が制定される。

会費 全 日制 50円  定時制 30円

昭和44年度

県高体連規約が一部修正される。

(10支部・17専 門部の制定)

県高体連内規が制定される。

会費 全日制 60円  定時制 30円

昭和45年度

事務局を県立鹿児島南高等学校に移転する。

昭和46年度

九州高体連事務局の当番県 (2年間)と なる

太陽国体 リハ ーサル大会として,九州地区

高校総体の26競技を県内17地 区,26会場で 1

県単独開催する。

昭和48年度

事務局を県立甲南高等学校に再び移転する。

規約を一部修正し,理事の人数を8人にする。

昭和49年度

庭球 。ボクシング・漕艇・レスリングを認可

する。(21専 門部)

会費 全日制 120円 定時制 60円

昭和50年度

規約を一部修正し,理事の数を 15人 に増員

する。

昭和52年度

県高体連理事会・評議員会において,太陽国

体 10周年を記念 して,昭和 57年度全国高校総

体を本県に誘致することが決議される。

フェンシングを認可する。(22専 門部)

昭和53年度

ホッケー・ヨット・ウェイ トリフティング・

空手道 。なぎなたを認可する。(27専 門部)

会費 全日制 240円  定時制 120円

県議会本会議において,昭和 57年 度全国総

体の本県開催誘致陳情が採択される。

昭和54年度

全国高体連理事会において,昭和 57年 度全

国高校総体の鹿児島開催が決定する。

昭和56年度

規約を一部修正し,専門部長制が置かれる。

全国高校総体 リハーサル大会として 14競技

の九州大会を実施する。

昭和57年度

全国高校総体の全競技を全国初の試みとし

て本県で一県単独開催する。

県高体連競技専門部の規約を制定する。

自転車を専門部として認可する。(28専 門部)

昭和58年度      ・

県高体連調査研究委員会を設置する。

昭和59年度

調査研究委員会により,県内各高等学校運

動部活動に関する実態調査並びに部活動に関す

る「高校生」の意識調査を実施する。

全国高体連研究大会 (熊本)で発表する。

会費 全 日制 440円  定時制 220円

昭和60年度

九州高体連事務局の当番県 (2年間)

県高体連規約を全面的に改正する。

県下高等学校運動部活動に関する「部顧間」

の意識調査を実施する。

昭和61年度

20周 年記念誌の資料収集をする。

昭和62年度

県高体連 20周 年記念誌を発行する。

県下高等学校運動部活動に関する「保護者」

の意識調査を実施する。

全国高体連研究大会 (高知)で発表する。

ダンスを認可する。(29専 門部)

|・ Hソ フトボール初優勝
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2 10年の歩み

昭和63年度

運動部活動「中途退部者」に関する調査を実

施する。

九州地区大会本県開催競技 (5競技 )

新入陸上・バ レーボール・卓球・ホッケー

漕艇

平成 1年度

県下高等学校運動部活動に関する意識調査

と運動部活動に関する実態調査 (5年間)の集

約を行い発表する。

九州地区大会本県開催競技 (4競技 )

バスケットボール・ソフ トボール・剣道・

駅伝

平成 2年度

運動部活動中におけるスポーツ障害に関す

る調査を実施する。

九州地区大会本県開催競技 (4競技 )

サッカー・弓道・ハンドボール・自転車

平成 3年度

スポーツ障害に関する調査研究～部活動等

におけるスポーツ障害について～を実施する。

九州地区大会本県開催競技 (4競技 )

南九州陸上・ラグビー・バ ドミントン・飛込

平成 4年度

スポーツ障害に関する調査研究～部活動等

におけるスポーツ障害について～を発行する。

全国高体連研究大会 (京都)で発表する。

運動部活動に関する基礎調査を実施する。

アーチェリーを専門部として認可する。(30

専門部)

九州地区大会本県開催競技 (1競技)登山

平成 5年度

九州 。全国大会等出場者に関する実態調査

を実施する。

調査研究部を研究部に名称変更する。

会費 全 日制 640円 定時制 320円

(大島地区)全 日制 420円  定時制 210円

九州地区大会本県開催競技 (4競技 )

相撲・テニス・ヨット・空手道

平成 6年度

学校教育法第82条の 2,83条の学校の県総

体への参加を認める。

国立鹿児島工業高等専門学校 (3年生以下)

が県総体へ参加する。

県高校新人体育大会を県高体連主催で開催

する。(23競技 )

競技力向上の方策を求めて～運動部活動に

関する基礎調査と九州・全国大会出場者に関す

る実態調査～との比較・検討をし,全国高体連

研究大会 (千葉)で発表する。

九州・全国大会出場選手を育てた監督の調

査を実施する。

九州地区大会本県開催競技 (4競技 )

ホッケー・柔道・競泳・レスリング

平成 7年度

「競技力向上の方策を求めて」のテーマで研

究部が県学校体育研究発表会で発表する。

九州地区大会本県開催競技 (5競技 )

ボクシング・南九州陸上・体操・水球・ウェ

イ トリフテイング

平成 8年度

全国高校総体本県選手団ユニフオームを変

更する。

新ユニフォームで健闘を誓う選手団

57総体集団演技
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研究部による「青春の軌跡」を編集する。

九州地区大会本県開催競技 (4競技)

卓球 。余1道 ・ソフトテニス・新人陸上

平成 9年度

学校教育法第82条の 2,83条の学校の県高

校新人体育大会への参加を認める。

国立鹿児島工業高等専門学校 (2年生以下

県高校新人体育大会へ参加する。

研究部による「青春の軌跡」を発行する。

九州地区大会本県開催競技 (4競技)

バスケットボール・ソフトボール・駅伝・

フェンシング

3  将来:こ 向けて

高等学校教育の多様化,少子化による生徒

数の激減,学校週 5日 制へ移行等の変化にとも

なう,部活動の地盤沈下傾向は,本県高等学校

においても深刻な問題となっている。

このようなとき,県高等学校体育の健全な

発展を図るという本連盟の目的を達成する為

に,現在まで取り組んできた「指導者の資質向

上」「競技力の向上」「安全指導の徹底」「部活

動の活性化」について,具体的な効果が期待で

きるようなテーマを設定するなど,更に積極的

な取り組みをしてまいりたいと考えている。

くやしさをバネに !

宮 路 由 久

平成 3年全国高校総体優勝

平成 6・ 7・ 9年

全 日本選手権優勝

平成 8年

アトランタオリンピック10位

高校を卒業して 6年が経過したが,現在も

ウェイトリフテェング競技を続けている。次期

シドニー五輸に目標を掲げ日々のトレーニング

に精進しているところである。

私にとって初めての全国高校総体出場は,

平成元年の四国総体であった。当時私は,高校

一年生で緊張のあまり, 6回 試技全てを失敗

し,記録・順位共に “無し"と いう最悪の結果

で終わってしまった。その悔しさをバネに2年

後の 3年生の時,千葉県で開催された全国高校

総体では,おおいに奮起した。

試合当日の朝,試合直前にトイレヘ行って,

鏡の前に立ち,写 し出されたもう一人の自分に

「今日はやるゾォ!絶対やるゾォ!何が何でも

やるゾォ l」 と自己暗示をかけたことを今でも

よく覚えている。

また,ウ ォーミングアップの途中で大阪の

大学で同じウェイトリフティングをやっていた

兄が,わ ざわざかけつけて来てくれ,色々と細

かなアドバイスをして私を勇気づけてくれた。

またさらに,両親と従兄,そ して高校の時任校

長先生までもが応援にかけつけてくれて,私 は

一層勇気づけられた。

試合中は,バ ーベルを挙げること以外,余計

な事は一切考えずにがんばれた。その結果,6
回全てを失敗した2年前の屈辱をはらすかのよ

うに,試技 6回全て成功という素晴らしい成績

を収める事が出来た。また,そ れは日本高校新

記録という偉業を達成する結果となった。

このことは,私 自身の力だけでなく,周 りの

方々の温かい,そ して力強い支援があったおか

げだと感謝している。この気持ちは,オ リン

ピック選手になった今でも全く変わることはな

い。

H10 1・ H鹿児島南高校フェンシング優勝
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県縄,1「
《事務局》

〒900-0026沖縄県那覇市奥武山町45番地

奥武山陸上競技場 2F

TEL 098(858)4835
FAX 098(859)1537

創立年月日 :昭和 28年 5月 30日

加盟校数

専門部数

加盟部数

部 員 数  男

女

合

67校

28専 門部

1,094部

子 10,347名

子  7,500名

計 17,847名

年
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阿波根直成

仲田 豊順

新屋敷文太郎

池村 恵興

蔵営  稔

世嘉良 榮

新城 久雄

志村 暁市

吉田 正善

宇地原徳淳

古謝 貝

「沖縄高等学校体育連

盟」を結成。

沖縄高等学校野球連盟

設立。 専門正副部長

制を採用。

常任理事会を設ける。

創立10周年記念第1回米

琉親善駅伝大会開催。

ボクシング競技外 6専

門部新設。

創立15周年記念九州各県対

抗高校陸上競技大会開催。

名称を「,中 縄県高等学

校体育連盟」とする。

九州高体連へ加盟。

ラグビー専門部設置。

定通制支部と庭球専門

部設置。

空手道専門部設置。

第1回研究発表会開催。

総合開会式開催。

レスリング専門部設置

なぎなた専門部設置

第 1回女子駅伝開催

県総体に優勝杯新設

知事杯―男女総合、教

育長杯―男子総合、教

育委員長杯―女子総合

年
度 会 長 理事長 言己  ヨ匡
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城
　
　
屋

新
　
　
照

平良 親徳

金城 昭七

嘉手川繁二

典那嶺良栄

金城 永真

跛名城英介

工員
　
　
憲春

謝
　
　
村

古
　
　
仲

南 正三

知念 正勝

創立40周年記念式典・

祝賀会実施

向陽高校の加盟承認

漕艇競技の専門部設置

フェンシング専門部設

置

沖縄ろう学校脱会承認

14年全国研究大会本県

誘致開催承認

那覇国際高校加盟承認
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1沿 革

第二次世界大戦後の混乱した状況がまだ落ち

着かない沖縄の高校教育の中で、体育行事を持

つにも困難を極めていた、そんな折、当時の琉

球政府文教局に各高等学校の校長、体育主任が

集まり、高校体育スポーツの普及発展を図る目

的で昭和28年 5月「,中縄高等学校体育連盟」が

19校でもって結成された。6月 には第 1回の評

議員会が開かれ陸上競技、排球、籠球、卓球、軟

式庭球、柔道、しない、相撲、水泳、野球、体

操の 11専 門部で発足 し、それぞれの専門委員

長、理事 12名 が選出された。7月 には第 1回球

技大会を開催 (種 目は排球、籠球、軟式庭球、野

球)それぞれ地区予選を経て実施し、勝ち抜い

た男女各 1チームが参加して中央大会が行われ

た。対外試合に飢えていた各チームの意気込み

は相当なものがあった。7月 には全国高体連と

日本バレーボール協会の両方から全国高校体育

大会への参加要請があり、いち早いスポーツの

日本復帰 と喜んだ。 しかし翌年には、バ レー

ボール、バスケットボール、高校野球等派遣決

定はするものの各学校とも派遣費の捻出には大

変な苦労をした。その後本土チームを招聘 して

の親善試合を行うなどして活動が活発になるに

つれ、全国大会出場を希望する種目が大幅に増

え、増大する派遣費の捻出に苦慮 した為に、昭

和 33年には全国高校体育大会派遣種目の隔年

毎派遣にするという苦肉の決定をした。このよ

うな変則的な派遣制度は、(昭和37年 は10周年

を記念して全種目派遣)昭和42年の評議員会で

全種目派遣決定するまで続いた。離島故に抱え

る問題である。昭和40年 にはサッカー、バ ドミ

ントン、ソフトボール、ボクシング、弓道、ウェ

トリフティング、ハンドボールの専門部設置が

承認され、専門部数も17に なり、沖縄高体連専

門部の活動が一応の形を整えたと言ってよい。

この軌道に乗った活動ができるまでの関係者の

苦労は言葉には尽 くせないものがあった。特

に、九州や全国大会に選手を派遣する学校の経

済面での苦労は大変なものがあった。

昭和 31年には沖縄高校野球連盟が創設され

野球専門部は発展的に解消する。昭和38年 1月

に創立10周年記念として本土から7校、沖縄側

から9校、米人高校 1校、オープン 1の計 18

チームで那覇マラソンコースで駅伝競技が実施

され、沖縄の高校生の競技力向上に多大の貢献

をし、昭和40年 1月 の第 3回大会まで続き役目

を終え終了する。この大会に本土から招聘した

チームは17に 及ぶが、その実現の陰には、沖縄

の駅伝競技に対する本土側関係者の熱い思いや

大きな努力があったことを忘れてはならない。

昭和 43年 には、本連盟は「沖縄県高等学校

体育連盟」に改名、全国高体連の会議等へも正

式に参加するようになる。同時に分担金も納入

するようになる。全国大会への参加は昭和 28

年の加盟の年から行われているがプラカー ドの

表示を従来の「沖縄」から「,中 縄県」への変更

が承認され、昭和 44年の群馬県大会から要望

通 り名実とも本土各県の仲間入 りをする。

敗戦の混乱から十分立ち直ってない時期に創立

した高体連は高校生の体育・スポーツの向上と、

混乱期の挫折感に力と勇気を与えるのに必死に

なっていた会長以下役員は、それまでなしえな

かった記録の整理を15周年を契機として本連盟

創立から15年 の全記録を収録した会報「高体連」

の創刊号を発刊した。それ以後系統的に記録整理

がなされ充実したものとなった。

昭和45年 に九州高等学校体育連盟へ正式加盟が

承認される。全国高体連への加盟や全国大会への

参加等に比較して九州高体連への加盟や全九州体

育大会へ参加が要項通り2チーム派遣する様にな

るまでにはかなり時間を要した。原因はひとつ離

島県なるがゆえに経済的負担の大きさであった。

昭和 49年第 1回研究発表大会を実施し、専

門部の指導実践、研究報告、調査研究等の発表

の機会をつ くりさらなる飛躍を期待した。この

研究発表大会は昭和 61年 開邦国体前年を除き

毎年開催され、特別講師を招聘 して講演を実施

し年を重ねる度に充実したものになっている。

昭和 46年 にラグビーフットボール、47年 に

テニス、49年に空手道、54年 にレスリング、58

年になぎなた、60年 にアーチェリーと自転車

専門部がつぎつぎに新設され合計 24専 門部に

なり第 42回 国民体育大会に向けて活動が充実

した時期に入ったと言える。昭和 56年全九州

体育大会でボクシング競技が 9階級制覇し、そ

の余勢で同年の全国高校総体でも6階級制覇を

するなどめざましい成果をあげた。これらの雰

囲気が海邦国体へと引き継がれて行くことにな

る。名実とも充実した沖縄県高体連になったと

言える。
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2 10年の歩み

63年に県立鏡が丘養護学校が本連盟に加盟、

平成元年に県立球陽高校が設立加盟、6年 に県

立向陽高校が設立加盟、10年 に県立那覇国際

高校が設立本連盟に加盟する。加盟校数も67

校になった。生徒数全 日制課程52,782名 、定通

制課程 2,538名 、合計 55,320名 となった。正式

加盟ではないが国立沖縄会員学校、大育高等専

修学校の大会参加が認められるなど、発展を続

けて新たな時期を迎える。一方競技専門部も平

成 2年にカヌー競技、平成 6年 には漕艇競技が

専門部設置が承認され、平成 7年 にはフェンシ

ング競技が新たに専門部に加わった。専門部数

は27競技、準専門部のヨットを加えて28競技

になった。加盟校数が増え、専門部数が増えれ

ば部活動が活発になるかと思えば必ずしもス ト

レー トにはそうならない。メジャーな競技は別

としても、未普及競技の顧間は部員獲得に奔走

し、競技会運営するのに専門委員長は参加校を

募るのに奔走するなど想像以上の目に見えない

苦労も多い。昭和 62年の第42回 国民体育大会

は本連盟においても数々の成果を残して終了す

ることができた。男女少年種目別の優勝は 8種

目にも及んでいる。これまで醸成してきた競技

力や指導体制、強化策等どのように維持 してい

くか、又予算措置を今後どうするか大きな課題

として残った。県の競技力向上対策室では京都

国体 (昭和 63年)での上位入賞を果たす為に

県総体の優勝校 (チ ーム)を運動部指定したい

という方針を理事会に提案してきた。本連盟の

基本方針からしても一部の学校 (チ ーム)を強

化指定するわけにはいかないとする理事会と激

しく対立するが今年度に限りという条件付きで

認めたものの、組織内部にジレンマは残った。

海邦国体の成功が物語る様にイベ ントを実

施することで組織は強化され競技力は向上す

る。常任理事会で 2001年全国高校総合体育大

会を本県に誘致について検討し、関係機関へ精

力的に働 きかけを行う一方、全国総体開催に先

駆け、昭和 62年 2月 の九州高体連理事会で全

九州高等学校体育大会は総合大会方式で 1992

年 (平成 4年)復帰後 20年の節目の行事とし

て沖縄で開催することの承認を得たのである。

昭和63年 3月 に、「平成 4年度全九州高等学校

総合体育大会開催要項」 (案)が理事会で承認

された。大会は「風を切る飛翔の翼熱き鼓動」

のスローガンのもと三期に分けて開催された。

前期は 6月 20、 21、 22日 に (8競技)同月の

27日 (中期)に は万余の観衆をあつめて総合開

会式を開催、集団演技 も行ない、競技は28、 29、

30日 と15競技が持たれた。折 しも台風 3号が

襲来し、個人戦や団体戦の準決勝、決勝戦等を

未消化のまま終了し、後期は水泳と陸上競技 と

無事終了、復帰 20周 年記念の行事は台風襲来

と言う思いもよらぬ事態で終った。

全九州総合体育大会の集団演技

全国高校総体 2CX11年本県開催は昭和 62年度

の海邦国体終了時点からの本連盟の悲願である。

平成 2年度からは組織として誘致活動を開始し

ている。評議委員会で開催のための調査研究を

進める決議がなされ、九州高体連へ誘致につい

ての要請 (平成 5年に開催承認)県の高校長協

会に要望書提出、県議会議長へ誘致開催要望書

を提出等、あらゆる手法、手段で誘致開催に努

力専念したが、平成 8年 3月 に全国総体沖縄開

催は諸般の事情により断念が決定された。これ

まで九州は一つとして沖縄開催に努力した九州

各県の高体連はじめ九州高体連の役員の方々、

全国高体連の役員の労苦を思うときに沖縄県高

体連の責任を痛感し、その努力に報いる事がで

きなかったことをおわびしなければならないと

考える。今回を教訓として後学の礎にしたい。

3  将来 に向けて

平成 14年度、全国高体連研究大会に向けて

は、平成 9年度に規程の見直しを実施 し、組織

を強化 した。研究委員会内での細かな基本計

画、推進計画の策定や事務分担が急がれるとこ

ろだ。事業推進計画、予算措置等、短時間に実

施しなければならない作業は沢山あり、沖縄県

高体連初の全国大会の行事である、その成功に
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向け研究委員会を軸に活動を活発に展開するこ

とが当面の課題と考える。

生徒数の減少による各学校における部員数

の減少や部活動の不活発さの問題は本県におい

ても深刻な問題に発展 しそうである。中学校ま

では活発に活動していた生徒達が入学後は部活

動をや りたがらないのである。このことは、単

に生徒だけの問題ではないようにも思える。部

活動指導者の減少も要因の一つにあげられるの

ではないか。熱意をもって生徒をリー ドする指

導者が少なくなった。学校においては部顧間の

割 り振 りに係の先生がかなり苦労しているとの

ことをよく耳にする。専門的な知識、技能を必

要とし、多少の危険が予想されるような種 目は

よけい深刻である。学校段階、高体連専門部、

あるいは本連盟だけの取 り組みに終わらず部活

動の在 り方や部員の確保についての議論や活動

を幅広 く拡大していく必要があると感じる。

高体連の組織 としての専門部でも、大会運

営にも支障がでるほど専門部員の先生の減少が

生 じている。県内大会はまだ運営できても全九

州大会規模になると深刻にならざるをえないと

言う。これらの問題を抱えている専門委員長は

多い。全国高等学校総合体育大会本県開催も視

野に入れて専門的な指導者の確保 も課題だ。

本連盟の抱えている大きな課題の一つに未

普及競技の育成の問題がある。活動場所の制

約、予算不足、専門指導者の不足等他の種目並

に普及するまでには越えなければならないハー

ドルがあまりにも多すぎる。高体運としてどの

ような方策が取れるのか検討委員会を設置し対

策が急がれるところだ。

平成10年度より「高校生のアジアスポーッ交

流事業」として、県教育委員会の企画で実施さ

れることになった。この事業は、スポーツを通

して高校生の相互理解を深める事により、競技

力の向上及び国際的な資質や能力を備えた人材

の育成を図る目的で、沖縄県と中国福建省の高

校生が交互に相手国を訪問する。平成10年 度は

沖縄県が福建省を訪間、平成11年 度は福建省の

高校生が沖縄県を訪問する。それぞれ交流内容

は、競技交流、合同練習、交流会、視察見学な

ど交流競技種目については双方で協議して決定

するとし、人員については、50人以内としてい

る。国際的な視野をもつ競技者の育成として本

連盟としても積極的に事業を推進したい。

夢へのステップアップ
豊見城  あず さ (浦添高卒 )

第H回全国高校空手道選抜大会

(個人型・団体型優勝)

第19回全国高校総体空手道競技

(個 人型・優勝)

私と空手道との出会いは、県立浦添高校空手

道部に入部してからである。入部の動機は、兄

や島の先輩方が高校時代空手をしていたことも

あって一度は本格的に練習してみたいと思って

いた。当時、浦添高校空手道部は顧間の佐久本

嗣男先生 (世界空手道選手権 7連覇)の下に60

名余の部員が「全国制覇」を目標に精力的に稽古

に取 り組んでいた。入部と同時に、早朝稽古や

放課後に先輩方の指導を受けながら多くの良き

ライバルと練習に励んだ。練習内容は毎日が基

本、型、組手等であった。足の裏は剥けあざだ

らけの毎日が続 く中、あっと言う間に 1年が過

ぎた。2年 には女子のキャプテンを務めること

になった。この時期に佐久本先生が 1年余の海

外留学をすることになり私は不安と責任の重さ

を痛感 した。 しかし、私はキャプテンとして

チームが初志の目標である「全国制覇」を目指

し空手道部OBの指導も仰ぎ、これまでの伝統

を守 り部員全員が一九となって前向きに頑張っ

た。そして、日本武道館で開催された「第11回

全国高校空手道選抜大会」女子個人型競技と団

体型競技に初の 2種目制覇を達成した。優勝の

瞬間、これまで暖かく指導していただいたOB
の先輩や応援して下さった父母や部員に対し感

謝の気持ちと嬉しさで、緊張の糸が切れ涙が溢

れみんなで抱き合い喜んだ。この大会が自信と

なり、宮崎県で開催された「第19回全国高校総

体」においても個人型で優勝することができた。

空手道を通して、継続することの大切さや、

努力することの素晴らしさを実感した。現在は

佐久本先生のもとで再度「日本 1」 を目標に日

夜練習に励んでいる。

平成 9年は全九州空手道選手権個人型に優

勝、全 日本実業団準優勝と幸先良いスター トを

きった。高校日本一の誇 りとやればできるとい

う固い信念のもと「初心に返 り」自分自身どこ

までやれるか「限界への挑戦」をして行きたい。
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《事務局》

〒192-0354東京都八王子市松が谷 1772

都立松が谷高校内

TEL 0426(76)1231
FAX 0426(75)1237

創  立 :昭和 23年 12月 17日

加盟校数        8,191校
部 員 数  男 子   65,416名

女 子   35,999名
合 計   10,1415名

副部長  大田博邦、吉住普策、下嶋長夫、

角田二郎、生駒定文、立石晃義、定田 章、

松本利雄、市野春弘、杉沢光男、井賓崇人、

依田良春、渡辺勇夫、兼本哲也、内田 勇、

阿部 智、貞島瑞穂、浜崎征史、根本俊臣。

事務局長 原田隣造、竹村博之、渡辺勇夫、

内田 勇、根本俊臣、大門正男。

年
度 部 長 記 事
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高田 通

尾崎 剛毅

田中喜一郎

栗原伝次郎

石野八百治

入倉 富夫

第1回 インターハイ開催

高体連陸上競技部発足

男子全国駅f云大阪開催

lH都道府県対抗得点制

男子駅伝7区 間似 195km

lH熊本大洪水で神奈川

高校陸上年鑑1号発刊

男子2Xlmll―ドル加わる

lHは暑い定説が誕生

優秀選手
"名

沖縄遠征

開催期日を3日 間拡大

男子駅伝10周年記念大会

強化講習会開催

第1回指導者協議会開催

男・女5種競技新設

高体連主導総体に移行

lH日 本陸連主催に復活

陸連、協力 団体五者協定

全国駅伝開催地京都府

全国選抜強化合宿開始

日韓親善陸上大会開催

第2回 日韓陸上駒沢開催

lH男 走高背面跳が入る

IH男女併せて32種 目

lH三冠女王誕生

高体連陸上部規約制定

日韓親善、事件で中止

競技力向上委員会発足

日韓親善大会発展的解消

日米ジュニア大会開催

年
度 部 長 記 事
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元
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７

８
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Ю

茂

明

森

山本

入倉 富夫

町田 好二

小田島哲哉

坂本 清治

阿久津 巌

水谷  弘

規模適正化で混成を削減

混成競技大会岐阜開催

五輪選手の肩書でI・ H出場

I・ H女子欄脱己人が日本新

長距離競走大会新設

男EXlm障害に変更

ロス五輪高校/L2名出場

女∞∞mを新設

男やり投新規格に変更

ラクビーから転向者中道人気

女子クロカン駅伝新設

第1回女子駅伝京都開催

lH会場広告問題検討

混成大会検討委員会設立

混成大会総体へ統合申請

女子駅伝補欠1名追加

外国人選手出場基準制定

混成、総体会場鳥取開催

lH女総合優勝12連勝

全国三大会京都府で開催

混成大会総体へ統合決定
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1沿 革

大正 7年 (1918)に スター トした中等陸上競

技・全国大会は戦後の学制改革によって第28回

大会で一応の終止符を打ち、翌・昭和23年全国

高等学校体育連盟発足と同時に新制高校大会と

して、名称をインターハイ (全国高等学校陸上

競技対校選手権大会)に替えて主催者も日本学

生陸上競技連合、日本陸上競技連盟、全国高体

連陸上競技部に変わって、名古屋瑞穂競技場で

愛知陸協、東海学連主管のもとで新出発 した。

第1回高松宮殿下から賜杯を受ける女子優勝校の光華 (京都)

東海学連主管の もとで新出発 した全国大会

は豪雨の中で行われた。この大会は今 日のよう

な予選形式ではなく、出場 したい者は誰でも出

場できる自由参加方法で、男女 25種 目に全国

37の県から20∞ 人を超える参加者となり東海

地区だけで約半数をしめ高校生のエネルギーは

インターハイの盛運の未来を約束しているよう

であった。この年には第 1回東西対抗 もあわせ

て開始されている。このインターハイも中等大

会以来今日までを継承すると78回 の多きを数

えることのできる大会となっている。

陸上競技部の発足は、インターハイ予選制

度が導入された第2回大会 (昭和 24年)第 1日

の競技が終わった7月 30日 夕刻、選手を引率し

て全国からつどうた高校陸上のリーダーたちは

大阪・中モズ競技場のバ ックスタンドに集ま

り、「全国高等学校体育連盟陸上競技部設立第

1回準備委員会」が開かれた。全国高体連に陸

上が先頭を切って専門部を設立 しょうと35都

道府県から74名 が出席 し、インターハイをは

じめ高校生の強化につながる諸事業・規約を積

極的に話し合われた。この年のH月 2日 、東京

の麻布高校で開かれた第 2回準備委員会を経

て、12月 17日 「全国高等学校体育連盟陸上競

技部」は正式に発足 した。

予選地域と種目の変遷

第1回 インターハイで主催団体に入っていた

日本学生陸上競技連合は、第2回大会からその

立場を離れた。戦前は学生連合側がインターミ

ドルを育成するために、大会の運営に力を貸す

のが当然のような風潮があったが、新 しく高体

連という組織が確立し、競技団体としての日本

陸連が主催に入れば「それでよし」とする理由

からであった。

全国高校対校選手権大会の正式発足から採

用された都道府県予選のプロック制度は、当

初、予選大会は 10プ ロックに分かれて行われ

た。北海道、東北、関東、北信越、東海、近畿、

中国、四国、北九州、南九州であり、現在とこ

となっているのは関東が南北に分割されておら

ず 8都県で 1プ ロックを構成 していた点であ

る。この中には加盟校数、登録競技者数でも全

国一多い東京都が含まれている。東京都を含む

8都県から1種 目6入 しか全国大会に送れない

のでは、関東はいかにも他のプロックにくらべ

て厳 しすぎるとの声がすぐに起こった。もっと

もなこといであり、翌年は東京都を関東プロッ

クから独立させた。これで東京都は各種目から

6人、他の 7県から6人が全国大会のヒノキ舞

台を踏むことになりました。しかし、それにも

まだ抵抗感が多 くあ り、東京都はたしかに加

盟・登録競技者が多く、競技水準も高い激戦地と

はいえ、東京都予選大会でベス トシックスに入

ればそのままプロック大会を経ずに全国大会に

進めることに納得 しかねる声が多 く聞かれた。

一方では、東京都以外の7県にとって、東京

都が抜けて門戸が広がった関東予選大会とはい

え、まだまだ他のブロックにくらべれば厳しい

関門であった。

第 5回松本大会開会式地元長野県勢の入場行進

そのうえ、第3回宇都宮大会では、北信越ブ
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ロックが北陸と信越に分割され、北陸3県 (富

山、石川、福井)と 信越 2県 (長野、新潟)2
プロックからそれぞれ6人ずつ全国大会に出場

できる状況であり東京都予選以上に甘い予選ブ

ロックとなっていた状態を含めて全国は12ブ

ロック制度となって、そのままの制度で第6回

神奈川大会まで継続されていった。

しかし、第7回大会で関東プロックはもう一度

検討され、南北関東に分割されることになった。

この改正で東京都も千葉、神奈川、山梨の3県 と

ともに南関東プロックに編入された。

「東京の選手もプロック大会の洗礼を受ける

べきである」という意向が全国高体連陸上競技

部で大勢を占めていた結果である。

北陸と信越のプロック割りについては改正

されないままに第14回大会までつづいていつ

た。従来のプロック制度に戻ったのは大分で開

かれた第 15回大会からで、以来現行のHブ
ロック、1種 目66人が定着した。少しでも公平

なプロック制度を確立するために、試行錯誤を

繰り返したのだった。

もう一つの重要な全国高校駅伝大会は昭和

23年度に自由参加を、翌年度には通信競技形

式の全国大会を挙行した。もともとこの駅伝

は、大正9年にその端を発し、当時の報知新聞

社主催による「第1回 東京府下中学校対抗駅伝

競走大会」が東京―横浜往復6区間、42マ イル

(68Km)の コースで行われ、これが高校駅伝の

発祥である。大正13年第5回大会に「全国中学

校駅伝競走大会」と改称したが、参加は関東一

円に限られていた。関東に遅れること5年、大

正 14年関西でも関西大学連合主催、大阪毎日

新聞社後援の「関西中学校駅伝競走大会」が行

われた。コースは大阪堂島一宝塚間を往復する

6区間、36マ イル (58km)で あった。この東

西二つの中学校駅伝大会が、今日の高校駅伝の

先駆となったのである。

第2回全国高校駅伝大会スタート直後のトップ・ランナー

昭和24年 1月 5日 、コースは大阪毎日前一大阪

府下池田往復、6区 間 (37.4km)と 決めて、関東か

ら九州まで44校が参加、旗揚げしたのである。

そして高体連が発足 した昭和 24年 12月 7日

に第1回大会を開催する気運を高めその準備に

入 り、昭和25年 12月 27日 、日本陸連、高体連、

毎日新聞社3団体共催による大会が、毎日新聞

社大阪本社前をスター ト、ゴール、堺市石津川

間の6区間(16 km)を 往復するコースで開催さ

れた。

沖縄、山梨県を除く45都道府県代表が大阪

に集まった。この大会の予選会参加校は、811

校であった。昭和 27年 第 3回大会で、7区間

42.195 kmの距離となり、翌年の第4回大会で沖

縄が初参加、都道府県代表旗もつ くられて今日

の行われている大会の全容ができあがった。

この大会も道路競技 という事情か ら幾多の

コースの変更を重ねながら実施されてきたが、

大阪府自体の車両増加により道路事情悪化に伴

い実施困難になり、昭和 41年 第17回大会から

京都市西京極陸上競技付設マラソンコースに

移っている。 男子の高校駅伝 とともに京都で

開催されている都道府県女子駅伝大会での高校

生活躍の影響か ら、女子高校駅伝の開催要望

が、年々強くなり関係機関の協力と支援に支え

られて平成元年女子第1回 高校駅伝大会が京都

西京極ハーフマラソンコース (21.0975km)で

開催された。

現在、駅伝競走大会は、毎年京都で 12月 下

旬に47都道府県の代表を送って、盛大に開催

され、本年は女子第 10回 の記念大会を迎える

ことになっている。

インターハイの種 目の変遷 もいろいろあっ

た。当初は男子 16種 日、女子 9種 日で始まった

大会は現行男子 19種 日、女子 12種 目に変わり、

また、男子 6区 間で始まった駅伝も女子が加わ

るなど変遷があり、その過程をたどってみると。

第 1回瑞穂 (23年 )

▼男子 100m.200m.400m.800m.1500m.5000m.

200mハ ー ドル .4x100mリ レー .4x400mリ

レー .走高跳 .走幅跳 .棒高跳。三段跳 .砲丸投

.円盤投 。や り投 .

▼女子 100m.200m.80mハ ー ドル.4x100mリ

レー .走高跳 .走幅跳 .砲丸投 .円盤投。や り投

。第1回東西対抗 (東京都 。中大練馬)第 2回

中モズ (24年 )
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▼男子 200mハ ー ドル .を 廃止し、110mミ ド

ルハー ドルを新設 4x100mリ レー.4x400m

リレーを廃上し、4x100mリ レーを新設

第 2回東西対抗 (山形県・山形市)

第 3回宇都宮 (25年 )

▼男子 ハ ンマー投を新設

第 3回東西対抗 (石川県・金沢市 )

第 1回 高校駅伝開催 (大阪毎 日新聞本社前一

石津川)16 km往復 6区間

第 4回金沢 (26年 )

都道府県対抗得点を参考にする

第 4回東西対抗 (宮城県・仙台市)

第 5回 長野 (27年 )

第 5回東西対抗中止

第 3回 高校駅伝 42.195 km 7区 間

第 6回 三ッ沢 (28年 )

熊本が大洪水のため会場を神奈川県に変更

6回東西対抗 (大阪府・中モズ)

第 7回水前寺 (29年 )

▼男子 110mミ ドルハー ドルを廃止し、Hom
ジュニアハー ドルを新設

男子 200mハ ー ドルを復活

第 7回東西対抗 (北海道・小樽市)

第5回高校駅伝(大阪毎日新聞社前一高石)コ ース変更

第 8回酒田 (30年 )

第 8回東西対抗 (東京都・神宮 )

第 9回高知 (31年 )

第 9回東西対抗 (大阪府・中モズ)

第 10回高知 (32年 )

第 10回東西対抗 (埼玉県・大宮)

第 11回下関 (33年 )

第 H回東西対抗 (徳島県・西の丸)

第 12回国立 (34年 )

第 12回東西対抗 (大阪府 。大阪市)

第 13回王子 (35年 )

第 13回東西対抗 (埼玉県・青木公園)

第 H回高校駅伝 (大阪・浜寺 ―岸和田)

コース変更

第 14回 草薙 (36年 )

第 14回東西対抗 (山 口県・下関市)

第 15回大分 (37年 )

▼男子 1500m障害   五種競技を新設

▼女子 800m  五種競技を新設

第 15回東西対抗 (東京都・立川市)

第 16回新潟 (38年 )

第 16回東西対抗 (大阪府・服部)

第14回高校駅伝 (大阪・堺―上山)コ ースに変更

第 17回長居 (39年 )

東西対抗はオリンピック大会開催を機会に発

展的解消

第15回高校駅伝(大阪・長居―東坂田)コ ースに変更

第 18回 大分 (40年 )

▼男子 4× 200mリ レーを廃止し、4X100m
リレーと4× 400mリ レーを復i舌

第 16回高校駅伝大阪長居陸上競技場併設長

距離競走路コースに変更

第 19回大分 (41年 )

第 17回高校駅伝京都府西京極陸上競技場併

設マラソンコースに変更

全国定時制大会開催

第 22回前橋 (44年 )

▼女子80mハ ー ドルを廃止 し、loomハ ー ドル

を新設

第 24回 鳴門 (46年 )

▼男子 200mハ ー ドルを廃止 し、400mハ ー ド

ルを新設

▼女子 400mを新設

第 32回 皇子山 (54年 )

▼男子五種競技廃止

▼女子五種競技廃止

混成競技大会別途開催 (岐阜)

第 35回 鴻池 (57年 )

長距離大会開催

第 36回瑞穂 (58年 )

▼男子 HOmジ ュニアハー ドルを■Omハ イ

ハー ドルに変更

▼男子 1500m障害を廃止し、30∞m障害を新

設

▼男子ハンマー投の重量を 5,443kgを から6,351

kgに 変更

第 38回石川 (60年 )

▼女子 3000mを 新設

第 24回鳴門大会400m決勝
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第39回 山口 (61年 )

▼男子やり投の規格を新規格に変更

▼女子400mハ ードル新設

第42回高知 (平元年)

女子第1回高校駅伝開催京都西京極陸上競技

場併設ハーフマラソンコース (21.0975 km)

5区間開催

男女競歩競技大会開催

第44回静岡 (平 3年 )

▼女子 やり投の規格を新規格に変更

2 10年の歩み

女子長距離種目の新設とともに準備を進め

てきた女子全国駅伝大会は幾多の苦難の道をた

どりながら、平成元年 12月 24日 、全国予選参

加 1,187校 のなから47都道府県代表校が京都西

京極陸上競技場に集まり、待望の第1回 大会を

誕生することができた。

この駅伝は従来から続いてきた男子駅伝に華を

添えるかたちとなり、都道府県予選参加校数も男

女とも年をます毎に増加しつづけ長距離競技の記

録の向上・進歩に輝かしい成果をあげできた。

一方では新たな問題も派生してきた。大会の

頂点を目指して激しい選手強化策のなかでの外

国人留学生の取 り扱いが大きな問題となって浮

上してきた。あたかも、時を同じくして全国高体

連では朝鮮高校生の高校総体参加問題が討議さ

れており、この問題ともに各専門部も外国人留学

生基準について検討することとなり波紋は更に

大きくなっていった。一躍、陸上部の対処が注目

の的となった。この問題も二年の協議経過をへて

駅イ云とインターハイの参加規定がつくられいっ

た。また、高校駅伝から発生した日本高校記録の

取扱についても関係者より対応を求める声がき

かれた。外国人留学生が樹立する日本高校記録は

日本記録を大きく上回り、日本人高校生が今後記

録を書き換えていくことが困難な記録であり、国

際記録として別途扱いを要望する意見も多く聞

かれたが、現在、同じ高校生として学びクラブ活

動として誕生する記録に分け隔たりをしないと

する考えを基本に取 り扱われている。

秩父宮賜杯 全国高校大会は、高校総体の

規模適正問題の枠規制から、混成競技は別途開

催の道を取 らざるを得ない状況となっていっ

た。新たに第 32回 混成成競技大会として、岐

阜で開催された。この大会も回を重ねる毎に大

会の格差から生じる数多 く問題が浮上し、混成

競技特別小委員会を設置検討された。高校陸上

界唯一の選手権への統合という答申が出され、

これを受け関係各機関への対応に入る。先ず、

インターハイ会場と同一会場での開催という願

いが、分離後 17年 目の鳥取大会で現実のもの

となった。

IHと 同一会場開催となった混成競技鳥取大会女子3000W

長い道のりを経て、平成 14年 度茨城大会で

の統合へと解決の光を見いだすことができた。

3  将来に向けて

今日、世界の陸上競技界は次代をになう競

技者の育成に目が注がれてきている。国際陸上

競技連盟は、1999年 世界ユース選手権大会の

開催を決定、この大会は高校生競技者 16・ 17歳

が主体となる大会であり、従来からの世界ジュ

ニア選手権・アジアジュニア選手権、東アジア

選手権、日中韓交流大会等と高校生競技者が国

際舞台に出場できるチャンスが多くめぐってく

る。これから国際大会において十分に戦える力

を養っていくためにも、競技種目の充実が必然

になってきている。特に女子の種目の増設は目

を見張るものがあ り、三段跳、棒高跳をはじ

め、男女の格差是正の影響を受け男子のすべて

第 1回女子高校駅伝大会
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の種目が導入されてきている現状にどのように

対処していったらよいか、また、この国際競技

大会の開催期間が夏季に集中していることによ

る選手選考、派遣等の新しい問題も起こってこよ

うとしている。このように国際大会が増えていく

なか競技力の向上を目標に新入登竜門となる全

国新人大会新設も重要な課題となっている。

長い歴史と伝統のなかに築 きあげられてき

た秩父宮賜杯 全国高等学校陸上競技対校選手

権大会の趣旨を守 り、多 くの高校生競技者を世

界のヒノキ舞台に出場できる道をつ くりなが

ら、なお、一層の大会充実が 21世紀の高校陸

上競技部の重要な責務となってきている。

心に残る平成 10年間の高校陸上界の出来事

平成元年

第 1回全国高校女子駅伝 第 1区 雨のなか激走

平成 2年 平成3年

宮田 英明 (東農大三)

100m10秒 27の 日本新記録福岡国体で誕生
全国高校駅伝大会 福岡県アベック優勝

男子大牟田優勝
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平成3年

全国高校駅伝大会 福岡県アベック優勝

女子筑紫女子学園優勝

伊藤佳奈恵 (恵庭北)東アジア大会 100mで 11秒 62

日本新記録 を樹立 IH記録も 15年ぶりに消 した

1市沼 和恵 (埼玉栄)イ ンターハイ200mで 23秒 82

日本新記録 3冠 と2種 目 2連勝

インターハイ史上初の 4冠 を達成 高橋 和弘
100m・ 200mリ レー2種 目

平成 5年 平成6年
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平成 7年 平成 8年

鈴木 智 (仙台工)が棒高跳で5m22の高校新記録
(福島国体)

平成 9年

広島国体で為末 大 (広島皆実)400m45秒 94
400H49秒 09の二種目に高校新記録

平成 10年

鈴木 智実 (市

'F学

園)がインターハイ200m3連 勝   澤野 大地 (成田)棒高跳5m40
超高校新記録 ジュニア日本新記録
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《事務局》

〒543‐0034大阪府大阪市天王寺区石ケ辻町12-16

清風高校内

TEL 06(6771)5757
FAX 06(6773)3615

創  立 :昭和 26年

加盟校数  体操競技男子 586校
体操競技女子 646校
新体操男子   69校
新体操女子  527校

部 員 数 4,152名

8,153名

12,305名

子

子
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小嶋  渡

佐藤 敏行

平岡 宕峯

相場 宏

佐々木孝平

栗山 英二

新井 澄夫

高校適用ルール制定

事務局東京都国学院高

校に置いた

事務局新潟県立新潟南

高校に置いた

団体徒手体操を「新体

操」と改称

事務局埼玉県立浦和高

校に置いた

年

度 部 長 理事長 言己  目晟

"M

55

56

57

“59

∞

61

６２
　
“

一九

2

3

4

5

6

7

8

9

10

平岡 宕峯

平岡 英信

新井 澄夫

田 ロ 四16

中田 徹二

中野

山口

一
一
則

浩

彦

事務局群馬県立桐生高

校に置いた

事務局千葉県立安房農

業高校に置いた

事務局静岡県立金谷高

校に置いた

事務局大阪清風高校に

置いた
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1沿 革

昭和26年度この年から、全国高等学校体育連

盟が共催団体に、同体操部が主管団体となった。

昭和27年度京都府で開催した。これを実質的

な第 1回高校選手権大会とする考え方もある。

昭和 28年 度埼玉県で開催された。

体操競技男子に、つ り輪が正式種 目に加え

られ、5種 日となった。また、女子では、平行

棒が段違いに改められた。

昭和 29年 度大阪府で開催された。

昭和 30年 度新潟県で開催された。

男子体操競技が 6種 目となった。

昭和 31年 度大阪府で開催された。

直列 日程で実施した。

昭和 32年 度秋田県で開催された。

鉄棒に「車輪」を入れるか否かで激論が交わ

された。

昭和 33年 度長崎県で開催された。

昭和 34年 度山形県で開催された。

昭和 35年 度山口県で開催された。

昭和 36年 度神奈川県で開催された。

昭和 37年 度高知県で開催された。

高校生大会適用ルール制定の最初であった。

昭和 38年度青森県で開催された。

この年、専門部会議で、専門部規定が制定さ

れた。

昭和 39年 度福井県で開催された。

昭和 40年 度宮崎県で開催された。

小林武治氏 (国学院高校長)が音6長 に就任

し、佐々木孝平氏 (東京)が委員長に選任され

た。事務局を、東京都国学院高等学校に置い

た。昭和 41年 度岩手県で開催された。

渡辺芳雄氏 (新潟)が部長に就任 し、栗山英

二氏 (新潟)が委員長に選任された。

事務局を、新潟南高校に置いた。

昭和 42年 度全国高等学校総合体育大会第 1

回大会として、新潟県で開催された。

昭和 43年度広島県で開催された。

日本体操協会は、国際体操連盟が新たにリ

ズミック・スポーツ・ジムナステイックス (女

子のみ)の競技会を開催することから、国内に

おける従来の団体徒手体操を、とりあえず「新

体操」と改称して実施することになった。

昭和 44年 度群馬県で開催された。

昭和 45年 度和歌山県で開催された。

小島渡氏 (和歌山県立向陽高校長)が部長に

就任 した。

昭和 46年 度高知県で開催された。

佐藤敏行氏 (東京中延学園高校長)が部長に

就任 した。

都道府県男女各2名 の代表委員制を廃止 して

代表は 1名 とし、そのほかに、体操競技男子、

同女子、新体操男子、同女子の4種別について

プロック (9)代表の技術部会を構成し、技術

的なことについて審議・立案しうるよう規約を

改正 した。

昭和 47年 度山形県で開催された。

昭和 48年 度静岡県で開催された。

新体操個人を実施した。

昭和 49年 度福岡県で開催された。

昭和 50年 度群馬県で開催された。

平岡宕峯氏 (清風高校長)が部長に就任 し、

新井澄夫氏 (埼玉浦和高校)が委員長に選任さ

れた。

事務局を埼玉県立浦和高校に置いた。

昭和 51年 度長野県で開催された。

この年、「競技順序決定方法に関する規定」

「器械器具等推薦規定」が制定された。

昭和 52年度岡山県で開催された。

昭和 53年 度福島県で開催された。

この大会には、皇太子殿下・美智子妃殿下が

おなりになりました。

昭和 54年 度滋賀県で開催された。

この大会で、成績記録集計のために、初めて

コンピュータが使用された。

昭和 55年 度愛媛県で開催された。

昭和 56年 度神奈川県で開催された。

昭和 57年 度鹿児島県で開催された。

この年、高校選抜大会の検討委員会を構成

し協議を重ねた。

昭和 58年 度愛知県で開催された。

昭和 59年度秋田県で開催された。

「会場地・会場・器具等に関する規定」をま

とめ、新たに制定した。

昭和 60年 度石川県で開催された。

昭和 61年度島根県で開催された。

昭和 62年度北海道で開催された。

委員長の勤務校の移転にともない、事務局

を埼玉県立大宮中央高校に置 くことにした。
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2 10年の歩み

昭和63年度

体操競技は兵庫県立総合体育館で、新体操

は西宮市立中央体育館で開催された。

体操競技の開会式では、ソウル・オリンピッ

クに参加が決定 した高校生男女選手を激励 し

た。オリンピックでは、男子代表の池谷 。西川

両選手が大活躍 し、日本チームに銅メダルをも

たらし、個人種目別でも好成績を残した。

前年までの、副部長森畑務氏 (鳥取)、 監事原

益男氏 (埼玉)、 監事笹生登氏 (神奈川)、 常任

委員井上寛治氏 (岡 山)に、功労賞を授与した。

日本体操協会は、第5回全国高校体操競技選抜

大会を奈良中央体育館で、第4回高校新体操選抜

大会を神奈川県大和体育館で、それぞれ開催した。

平成元年度

田口四郎氏 (群馬)が委員長に選任された。

事務局を群馬県桐生高校に置 くことにした。体

操競技は徳島県徳島市立体育館で、新体操は香

川県坂出市立体育館で開催された。

前年までの幹事中村カズ子氏 (埼玉)、 幹事

小川貴氏 (埼玉)、 常任委員村井正憲氏 (三重)

に、功労賞を授与した。

40周年記念事業実行委員会を構成し、事業計

画が提案され、「40周年史」を発刊すること記

念式典・祝賀会を開催することが承認された。

日本体操協会は、第6回全国高校体操競技選

抜大会並びに第5回高校新体操選抜大会を岐阜

県岐阜メモリアルホールで開催した。

平成2年度

この年の大会は、宮城県仙台市、官城スポー

ツセンターで開催された。北海道大会に次いで

同一会場による開催であった。

この大会より、体操競技は男女各4名 (プ ラ

ス2名 )、 新体操は男女各2名 (プ ラス1名 )ま

で参加できることになった。

前年までの新体操技術部副部長石井澄子氏

(北海道)、 体操競技技術部副部長小竹登美子氏

(福井)に、功労賞を授与した。

日本体操協会は、第7回全国高校体操競技選

抜大会を神奈川県大和スポーツセンターで、第

6回 高校新体操選抜大会を代々木第二体育館

で、それぞれ開催 した。

「40周年史」の発刊、記念式典ならびに祝賀

会を開催 した。

平成3年度

この年の大会は、静岡県静岡市、草薙運動公

園体育館で開催された。同一会場による開催で

あった。初めて会場にエアコンがレンタルで設

置され快適なコンデションのもとで競技された。

前年までの、常任委員米田賢一氏 (秋田)、 常任

委員渡辺恭一氏 (熊本)に、功労賞を授与した。

日本体操協会は、第8回全国高校体操競技選

抜大会を福井県鯖江総合体育館で、第7回 高校

新体操選抜大会を岐阜県岐阜メモリアルで、そ

れぞれ開催 した。

平成4年度

この年の大会は、宮崎県宮崎市、宮崎県体育館で

40周年記念大会として開催された。同一会場によ

る開催であった。新体操の開催中に台風に直撃され

競技終了が夜おそくにになり閉会式をとりやめた。

前年までの体操競技技術部副部長永田喜子

氏 (長崎)に功労賞を授与した。

第9回全国高校体操競技選抜大会を・第8回

高校新体操選抜大会を千葉県千葉ポー トアリー

ナで開催した。主管が日本体操協会から高体連

になった最初の大会である。

平成5年度

中田徹二氏 (千葉)が委員長に選任された。事

務局を千葉県安房農業高校に置くことにした。

体操競技は栃木県字都宮市、栃木県体育館

で、新体操は氏家町体育館で開催された。

前年までの副部長新井澄夫氏 (埼玉)、 幹事

黒川寿之氏 (群馬)、 幹事相沢繁光氏 (群馬)、 常

任委員小楼孝司氏 (大阪)、 体操競技女子技術部

長柳谷和子氏 (秋田)、 新体操女子技術部部長関

沼志免子氏 (群馬)、 岩手県委員長日向幸氏、長

野県委員長湯沢勉氏に、功労賞を授与した。

第10回 全国高校体操競技選抜大会を・第9回

高校新体操選抜大会を兵庫県尼崎記念総合体育

館で開催 した。

競技風景
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平成6年度

部長の平岡宕峯氏が逝去され、功労賞を霊

前に授与した。

体操競技は富山県富山市、富山総合体育館

で、新体操は新湊市体育館で開催された。

前年までの常任委員堀尾雅明氏 (愛知)、 常

任委員青木誠氏 (島根 )、 新体操男子技術部員

副部長丸山博氏 (熊本)に、功労賞を授与した。

第11回全国高校体操競技選抜大会を 。第10回

高校新体操選抜大会を愛知県名古屋レインボー

ホールで開催した。

平成7年度

平岡英信氏 (清風高校長)が部長に就任 し

た。体操競技は鳥取県米子市産業体育館で、新

体操は鳥取市民体育館で開催された。

四国 (香川)新体操男子技術部員の山地紀明

氏が逝去され、功労賞を霊前に授与した。

前年までの副部長久保貴裕氏 (和歌山)、 常

任委員木原勝之氏 (富山)、 常任委員後藤憲一

氏 (宮崎)に、功労賞を授与 した。

第12回 全国高校体操競技選抜大会を・第 11

回高校新体操選抜大会を群馬県桐生市民体育で

開催 した。

平成8年度

中田委員長が病気のため、副委員長の中野

浩二氏 (静岡)が委員長代行となった。

事務局を静岡県金谷高校に置 くことにした。

この年の大会は、山梨県甲府市、緑が丘体育館

で開催された。同一会場による開催であった。

前年までの県委員長森下弘志氏 (岡 山)に、功

労賞を授与した。

第13回全国高校体操競技選抜大会を 。第 12

回高校新体操選抜大会を静岡県浜松アリーナで

開催した。

平成9年度

中野浩二氏が委員長に選任された。

この年の大会は、京都府向日市民体育館で

開催された。同一会場による開催であった。前

年度までの専門部副部長田中武彦氏 (大阪)、

副部長田口四郎氏 (群馬)、 体操競技女子技術

部長長井恵美子氏 (群馬)、 常任委員大前潔氏

(鳥取 )、 新体操女子池田邦子氏 (福井)、 幹事

大野和義氏 (千葉)、 県委員長坪山正三氏 (栃

木)に、それぞれ功労賞を授与 した。

第14回全国高校体操競技選抜大会を 。第 13

回高校新体操選抜大会を新潟県新潟市鳥屋野総

合体育館で開催 した。

3  将来に向けて

現在の体操競技は、極限への挑戦である。新

技を成功させた時の喜びは、何とも言いようの

ない満足感で一杯である。その喜びと満足感を

味わうためにも、よリー層体力をつけ、筋力と

柔軟性を養い、個性豊かな演技ができるよう努

力が必要である。

新体操男子は、未実施県への働きかけ、登録

チーム・選手への増加の呼びかけ、また、魅力

ある競技内容の模索など考えなくてはならな

い。同女子は、手具の操作や、技のみにはじる

ことなく、あくまでも自然に、そしてリズミカ

ルな動きと美しさを追求していくことをねらい

とし、その方向性を誤ることのないよう努力 し

なくてはいけない。

ここ数年、体操競技・新体操ともに高校生の

競技人口の減少が著しく、地域によってはチー

ムを組めない学校が出ている。少子化現象のな

か、体操部の前途は多難である。今後どのよう

な方向で普及、発展させていくか、体操に携わ

る我々の課題である。

日本の体操文化を、高等学校教育の一貫とし

て位置付けて 50周年を迎えた高体連体操部が、

今後 とも関係各位の温かいご理解 とご協力で

益々発展していくことを祈念したいと思います。

表彰者は平岡宕峯先生

新潟選抜開会式選手宣誓
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《事務局》

〒 192‐0950八王子市明神町 4丁 目20番地 1号

都立南多摩高校内

TEL 0426(42)2431
FAX 0426(42)2195

創  立 :昭和 23年
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部 員 数
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小野 軍操

長島 泰明

浅島 武雄

水泳専門部発足。湯野正憲氏代表と

なる。

バタフライを加える。

自由形8KXlm→ b∝hへ。

バタフライ中止。

ヘルシンキオリンピックに男子3名

女子5名が出場。

平泳ぎalm→獅 へ。

バタフライ復活。

女子メドレーリレー4CXlmに 。

メルボルンオリンピックに男子3名

女子3名が出場。

女子3種 目追加2種 目廃止。

ローマオリンピックに女子2名が出

場。

男子4KXlmリ レー追加。

4CXlm個 人メドレー追加。

全種目標準記録を設定。

東京オリンピックに男子3名女子5名

が出場。獅 個人メドレー追加。

標準記録を大幅に改定

標準記録を引き下げる

書 [:ll方
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長野 昭夫

川端 理功

植 田

ミュンヘンオリンピックに男子 1名

女子5名が出場。

標準記録を一部改定。

モントリオールオリンピックに男子

1名女子5名が出場。

規模適正化を図る。

標準記録を大幅に改定。

周年大会で功労者表彰。

ロサンゼルスオリンピックに男子2

名女子8名出場。

水泳211チームに増加。

表彰を6位 までとする。

全国大会特別措置追加。

1週間早めて実施。

表彰を6位→8位に。

参加者資格を改定。

台風のため1日 短縮。

突風・雷雨で競技中断。

表彰について一部改定

規約・細則を改訂。
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1沿 革

昭和 23年 [第 16回 大会・愛知・振甫]出場資

格を地域予選優勝校と各種目3位。

昭和 24年 [第 17回 大会・兵庫・甲子園]男子

にバタフライ種 目を加える。

昭和 25年 [第 18回 大会・広島・呉]水球競技

で慶應義塾 (神奈川)が 2連勝。

昭和 26年 [第 19回 大会・東京・神宮]バ タフ

ライ中止。400m平 泳ぎを100mに。

昭和 27年 [第 20回 大会・奈良・天理]女子競

泳で (奈良)が 3連勝。

昭和 28年 [第 21回大会・愛知・振甫]50m背
泳ぎを200mに 変更。

昭和 29年 [第 22回大会・東京・神宮]競泳で

は五条 (奈良)が男女とも優勝。女

子は5連勝。

昭和 30年 [第 23回 大会・東京・神宮]飛込女

子で松蔭女子 (京都)力 2`連勝。

昭和 31年 [第 24回大会・東京・神宮]男子に

400m個人メドレーを追加。

昭和 32年 [第 25回大会・東京・神宮]水球慶

應義塾 (神奈川)2回 目の 2連勝競

泳男子佐伯鶴城 (大分)が 2連勝

昭和 33年 [第 26回 大会・高知・高知]女子競

泳で五条 (奈良)が 9連勝。

昭和 34年 [第 27回大会・静岡・浜松]女子競

泳で五条 (奈良)が 10連勝。水球で

鴨折 (京都)が 2回 目の 2連勝。

昭和 35年 [第 28回 大会 。東京・神宮]飛込男

子で天理 (奈良)が 2連勝。

昭和 36年 [第 29回大会・石川・金沢]水球で

済々学 (熊本)が 2連勝。

昭禾137年 [第 30回 大会・山口・宇部、下松]女

子競泳で五条 (奈良)が 13連勝。飛

込男子で天理 (奈良)が 4連勝。

昭和 38年 [第 31回 大会 ,大阪・大阪]出場資

格が決勝3位までと標準記録突破者

となる。飛込男子で天理 (奈良)が
5連勝。

昭和 39年 [第 32回大会・群馬・前橋]男女と

も200m個 人メ ドレーを追加し現在

の種 目構成と同様になる。

昭和 40年 [第 33回 大会 。大分・別府]参加選

手競泳 H99名、飛込 46名、水球 16

チーム。

昭和 41年 [第 34回 大会・青森・青森、宮城・

仙台]飛込女子松蔭女子 (兵庫)2回

目の 3連勝。参加選手合計 1183名 。

昭和 42年 [第 35回 大会・福井・福井、三秀]参

加選手合計H26名。標準記録突破を

各都道府県大会でも認める。

昭和 43年 [第 36回大会・広島・呉]地域を8

→ 9地域に拡大。参加制限を地域 1

位としたため、参加選手数が830名

に大幅減となる。

昭和 44年 [第 37回大会・群馬・前橋]標準記

録を地域大会に限定。参加選手数を

地域 2位 までに拡大。前年より906

名増加。

昭和 45年 [第 38回 大会・和歌山・秋葉、大阪・

堺]参加選手、競泳 727名、飛込63

名、水球 204名 、合計 1143名

昭和 46年 [第 39回 大会・高知・高知]参加選

手、競泳887名 、飛込73名、水球 183

名、合計1143名競泳男子で尾道 (広

島)が 4連勝。

昭和 47年 [第 40回 大会・山形・鶴岡、茨城・

水戸]参加選手、競泳 850名、飛込

81名 、水球209名 、合計 H40名飛込

女子松蔭女子 (兵庫)3回 目の 2連

勝。水球川内 (大阪)が 2連勝。

昭和 48年 [第 41回 大会・三重・四日市]参加

選手、競泳872名、飛込67名 、水球

185名、合計 H24名競泳男子の広工

附 (広 島)が 2連勝。標準記録を、7

種目改訂。

昭和 49年 [第 42回 大会・福岡・福岡]参加選

手、競泳978名 、飛込69名 、水球 184

名、合計 1231名

昭和 50年 [第 43回 大会・埼玉・川口]参加選

手、競泳 10H名、飛込 62名、水球

198名 、合計 1271名

昭和 51年 [第 44回大会・長野・長野]参加選

手、競泳 1181名 、飛込 60名、水球

205名 、 合言+1146名

昭和 52年 [第 45回 大会・岡山・岡山]参加選

手、競泳 1222名 、飛込 59名、水球

200名 、合計1481名 飛込男子で天理

(奈良)が 4連勝。競泳では尾道・筑

紫ともに4連勝。

昭和 53年 [第 46回大会・福島・会津若松、自
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河]参加選手、競泳1333名 、飛込54

名、水球208名 、合計 1595名 飛込女

子で松蔭女子 (兵庫)が 8連勝。競

泳男子で尾道 (広 島)が 5連勝。

昭和 54年 [第 47回 大会・滋賀・彦根・長浜]参

加選手、競泳 12H名、飛込54名 、水

球 197名合計 1462名

昭和 55年 [第 48回 大会・徳島・徳島、蔵本]参

加選手、競泳1208名 、飛込54名 、水

球 203名 、合計 1465名松蔭女子 10

連勝。明大中野 4連勝。

昭和 56年 [第 49回 大会・千葉・千葉]参加選

手、競泳 1437名 、飛込 60名 、水球

198名、合計 1704名

昭和 57年 [第 50回大会・鹿児島・鴨地]参加

選手、競泳 1065名、飛込 60名 、水

球206名 、合計 1334名 松蔭女子 (兵

庫)12連勝。

昭和 58年 [第 51回 大会・愛知・瑞穂]参加選

手、競泳 1221名 、飛込 70名 、水球

205名、合計1496名 競泳女子の近大

附 (大阪)が 4連勝

昭和 59年 [第 52回 大会・秋田・秋田、福島・

会津若松]参加選手、競泳 1434名 、

飛込69名 、水球201名 、合計 1704名

競泳女子で近大附 (大阪)が 5連勝。

昭和 60年 [第 53回 大会・石川・金沢]参加選

手、競泳 1332名 、飛込 71名 、水球

251名、合計1654名 水球の参加校数

を16チ ームから20チ ームに増やし

た。

昭和 61年 [第 54回大会・島根・松江]参加選

手、競泳 1532名 、飛込 73名 、水球

251名、合計 1856名 競泳は、男女と

も近大附 (大阪)が優勝。

昭和 62年 [第 55回 大会・北海道・函館]参加

選手、競泳 1540名、飛込 74名、水

球252名 、合計 1766名 競泳男子の近

大附 (大阪)が 5連勝。

2 10年のあゆみ

平成元年

平成 2年

平成3年

平成 4年

昭和 63年 [第 56回大会・兵庫・神戸]参加人

数、競泳 1432名、飛込 78名、水球

257名、合計1767名 大会新記録男子

21、 女子 19、 1第 24回 オリンピック・ 平成 5年

ソウル大会|に加藤真志 (近大附)藤

本隆宏 (西 日本短付)佐 々木香織 (品

川女)細田朋美 (横浜共立)Jヒ野高

代 (愛知淑徳)原田裕代 (夙川)浅
田雅子 (小松市立)が出場 した。

[第 57回 大会・高知・高知]参加入

数、競泳 1756名 、飛込 75名 、水球

252名、合計2083名大会新記録男子

10、 女子 0、 台風の特異日と重なる

ため、開催期間を1週間繰 り上げて

実施した。市内では、「よさこい祭」

が催され大変な賑わいであった。競

泳女子で品川女 (東京)が初優勝

[第 58回大会・宮城・仙台]参加人

数、競泳 2030名、飛込 77名、水球

253名、合計2355名 大会新記録男子

11、 女子 15、 競泳では近大附 (大阪)

が男女アベック優勝。水球は福岡工

(福 岡)が初優勝。

[第 59回大会・静岡・静岡]参加人

数、競泳 1743名 、飛込 76名、水球

253名 、合計2072名大会新記録男子

21、 女子 7、 男女とも511m自 由形が

新設された。個人の表彰を6位→8位

までに広げた。これにともない8位

までを得点化し、リレー種目は個人

の 2倍の得点を与えることとした。

水球の金沢市工 (石川)が初優勝。

[第 60回 大会・宮崎・宮崎]参加入

数、競泳 1563名 、飛込 83名 、水球

252名 、合計1898名 大会新記録男子

7、 女子 12、 第 9代部長に川端理功

氏就任。 1第 25回 オリンピック・バ

ルセロナ大会|に林 亮 (鶴崎)衣
笠竜也 (法政二)倉澤利彰 (世田谷)

千葉すず (近大附)肥川葉子 (九州

女子)鳥飼淳子 (近大附)粕谷恭子

(狭山ヶ丘)漢人陽子 (浜松商)が出

場 した。台風の接近により風雨が強

くなったが、初日の競技は無事終了

した。18日 正午に宮崎市に上陸との

警報により2日 目の競技を中止 し、

残 りの競技を2日 間に振 り分け、全

ての競技をタイムレース決勝の方式

で実施した。

[第 61回 大会・栃木・宇都宮]参加
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平成 6年

平成 7年

平成 8年

人数、競泳 1753名、飛込 82名 、水

球253名 、合計2088名 大会新記録男

子 7、 女子 14、 専門委員会の表彰に、

前年度総体開催県委員長を追加する

ことにした。雷雨の接近により、飛

込競技を一時中断した。飛込男子の

尽誠学園 (香川)が初優勝。

[第 62回 大会・富山・高岡]参加人

数、競泳 1645名 、飛込 71名、水球

255名 、合計 1971名 大会新記録男子

9、 女子 11、 ①引率責任者は教員で

あること。②配宿以外の宿舎の利用

は出場停止。上記 2点 について再度

の徹底を図った。競泳では近大附

(大阪)が男女とも3年連続アベ ック

優勝。

[第 63回 大会・鳥取・米子]参加人

数、競泳 1805名 、飛込 72名、水球

254名 、合計2131名 大会新記録男子

3、 女子 14、 スパイラルテープ 。鼻

孔拡張テープの使用が禁止 となっ

た。競泳女子の武蔵野 (東京)。 飛込

男子の奥誠 (静岡)・ 水球の鳥羽 (京

都)がそれぞれ初優勝。

[第 64回大会・山梨・甲府]参加人

数、競泳 1648名 、飛込 68名 、水球

255名 、合計1971名 大会新記録男子

8、 女子 8、 1第 26回 オリンピック・

ア トランタ大会|に宮崎義伸 (直方)

山本貴司 (近大附)近内圭太郎 (湘

南工大附)源純夏 (城南)山野井絵

里 (鹿島学園)三宅愛子 (加古川南)

中尾美樹 (近大附)中村真衣 (帝京

長岡)田 中雅美 (八王子)岩崎恭子

(日 大三島)鹿島瞳 (東京立正)春名

美佳 (加古川南)寺内健 (比花学園)

が出場 した。フロッピーによるエン

トリーを初めて実施した。ドービン

グ検査が高校の大会では初めて実施

された。0‐157(食中毒)の 関係で、

食事には細心の注意が払われた。競

泳男子で湘南工大附 (神奈川)が初

優勝。

[第 65回大会・京都・宇治]参加人

数、競泳 1710名 、飛込67名、水球256

名、合計2033名大会新記録男子 1、 女

子9、 ルールの改正、ではなく、大会

ごとの特別ルールとしてスタートを

1回で行った。水球は、①レフリーの

判定が笛とハンドシグナル②タイム

アウトが2回取れる③7mラ インの新

設等のルール改正があがった。

3  将来に向けて

水泳専門部が抱えている問題点としては、

① 少子化による競技者人口の減少。

② ドービングコントロールの結果への対応。

③ 手書きによる申し込み方式からフロッ

ピーによる申し込みへの、完全な移行。

④ 平成 H年度より実施される競技者登録

のコンピュータ入力方式への対応。

等々が上げられる。

これらのどの一項目をとってみても、一朝

一夕に解決できると言うような項目は一つも見

あたらないが、歴代の部長同様、関係の団体と

緊密な連携を計るとともに、各県の委員長の協

力を得て、着実に解決して行くつもりである。

水泳専門部は、競泳・水球・飛込の3競技を統

括しているが、幸いなことに水球・飛込は高校

の教員が中心となって運営されている上、競泳

においては、委員長経験者が各県の理事長・競

技委員長の要職に就いている場合が多く、日本

水泳連盟・各県水泳連盟との関係は良好な状態

にある。今後ともこの関係を維持拡大し、全国

大会に参加する生徒が、その実力を遺憾なく発

揮し、心に残るような大会が運営できるよう、

努力して行きたいと考えている。

平成 9年
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1沿 革

(1)草創期

昭和 23年 ～ 26年

23年 には全国高等学校体育連盟バスケット

ボール部が発足、日本バスケットボール協会に

加盟する。第 1回全国高等学校バスケットボー

ル選手権大会が国民体育大会の高校の部として

福岡市で開催される。出場男子48校女子46校。

25年 には第 3回全国高校選手権大会が国民

体育大会より分離、名古屋にて独 自に開催され

るようになる。全国高等学校体育連盟に加盟

し、バスケットボール専門部となる。

(2)定着期

昭和 27年 ～ 37年

23年 に発足 して以来ようや く連盟の運営も

軌道に乗 り、全国高校選手権大会代表出場校も

年々数を増していった。この時期の初期は男子

では北越商業、三条高校など新潟県勢の活躍

が、また後期では武蔵・中大杉並 (中大付属)

の活躍が目立った。女子では草創期より活躍の

目立った浦和一女を始め、栃木女子、宇都宮女

子商業など関東勢一色の様相を呈 した。

(3)発展期

昭和 38年～ 53年

試合内容が向上するとともに、審判技術の

向上も要求されるようになり、全国高校選手権

大会と平行して審判研修会も実施されるように

なった。 (現在も継続)ま た大会名称も「全国

高等学校総合体育大会」に改まり、その規模も

拡大 した。(出場校数も最大男子65,女子68校 )

一方高校生の競技力向上は東京オリンピッ

クにも刺激され、その活躍の場を海外にも求め

るようになった。43年 第1回 日韓高校スポーツ

交歓競技会参加。44年 第1回 アジアユース大会

(ソ ウル)参加。48年 第1回 日米高校定期戦 (ハ

ワイ)開催、等国際色も豊になった。

国内においても45年に第 1回全国高等学校

バスケットボール選抜優勝大会が開催され (出

場校男女とも16校 49年に男女とも24校 に拡

大)国内外に高校生の活躍の場が広がった。

また、組織運営面でも48年に専門部規約を

改正 し、組織の充実と運営の円滑化を図った。

この時期活躍の目立ったチームは、男子で

は中大付属、明大付属中野、京北等の東京勢や

松江工業、能代工業等の地方勢である。一方女

子では、栃木女子、字都宮女子、名古屋女子商

業、大妻、樟蔭東

等の活躍が目を引

いた。

(4)充実期

昭和54年 ～62年

全国高校総体は

年々その規模を拡

大し、宿舎や会場

施設の確保に無理

を生 じる ように

なった。そのため

昭和 54年規模適

正化を図り実施す

ることになったの

である。バスケットボールは参加枠を男女とも

59校に制限することとし、エ ントリーも選手

15名 から12名 と縮小 した。また同年バスケッ

トボール競技力の向上が、日本バスケットボー

ル協会を中心に唱えられ、技術クリニック・強

化合宿が日本協会の主催でプロック別に開かれ

るようになり、昭和61年 まで続いたのである。

また、この時期は前の「発展期」に始まった海

外への進出がますます盛んになり、57年 には

日米高校バスケットボール親善試合 (男子)が

隔年来日、隔年遠征の形態で実施されるように

なったのである。また、日本体育協会の主催に

よる日中。日韓ジュニア交流試合も開催される

ようになった。45年以降隔年に開催されてき

たアジアユース大会はアジアジュニア選手権に

名称をかえ開催されるようになり、日本ジュニ

アチームは常に上位の成績を残せるようになっ

てきている。全国高校総体で活躍 したチームは

男子の能代工業の七連覇、福大附属大濠、九産

大九州といった九州勢が目を引いた。女子では

東京成徳短大附、名古屋短大附属などの活躍が

会場をわかせた。

2 10年の歩み

(1)昭和63年

ア 全国高等学校総合体育大会 神戸市

男子優勝北陸 2位能代工業

女子優勝富岡 2位名古屋短大付

イ 全国高等学校選抜優勝大会 東京都

男子優勝能代工業 2位北陸

女子優勝名古屋短大附 2位明星学園

ウ プロック別強化合宿 全国各地

工 日中ジュニア交流競技会 金沢市

京都インターハイの熱戦から
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オ 日韓ジュニア交流競技会 韓国

力 第 10回 ABCジ ュニア選手権大会参加

キ 全国審判研修会の開催 神戸市

ク 石井氏部長に就任

(2)平成元年

ア 全国高等学校総合体育大会 松山市

男子優勝能代工業 2位愛工大名電

女子優勝名古屋短大附 2位樟蔭東

イ 全国高等学校選抜優勝大会 東京都

男子優勝愛工大名電 2位能代工業

女子優勝名古屋短大附 2位富岡

ウ 平成元年度プロック別強化合宿 全国各地

工 日中ジュニア交流競技会 上海市

オ 日韓ジュニア交流競技会 金沢市

力 男女ジュニアチーム台湾遠征

キ 全国審判研修会の開催

(3)平成2年度

ア 全国高等学校総合体育大会仙台市

男子優勝洛南 2位能代工業

女子優勝名古屋短大附 2位東亜学園

イ 全国高等学校選抜優勝大会 東京都

男子優勝能代工業 2位土浦 日大

女子優勝名古屋短大附 2位中村学園女子

ウ 平成 2年度プロック別強化合宿 全国各地

工 日中ジュニア交流競技会 岡崎市

オ 日韓ジュニア交流競技会 韓国

力 第 5回 日米高校親善試合

キ 全 日本女子ジユニア台湾遠征

ク 全国審判研修会の開催

ケ 組織の見直しを実施、4人の副部長をそれ

ぞれ総務、競技企画、強化普及、規則審判

の 4部会の担当責任者とし、業務を能率よ

く捌けるようにした。

(4)平成3年度

ア 全国高等学校総合体育大会 浜松市

男子優勝能代工業 2位初芝

女子優勝鶴鳴女子 2位名古屋短大附

イ 全国高等学校選抜優勝大会 東京都

男子優勝能代工業 2位初芝

女子優勝中村学園女子 2位名古屋短大附

ウ 日韓ジュニア交流競技会 名古屋市

工 日中ジュニア交流競技会 中国

オ 第 6回 日米高校親善試合 ロスアンゼルス

カ アジアジュニア・シティカップ 台北

キ 全 日本ジュニア韓国遠征韓国 ソウル

ク ジュニア強化合宿実施

ケ 全国審判研修会の開催 浜松市

コ 阿部克三、町口俊一両氏副部長に就任

(5)平成4年度

ア 全国高等学校総合体育大会延岡・日向市

男子優勝土浦日大 2位愛工大名電

女子優勝名古屋短大附 2位新居浜商業

イ 全国高等学校選抜優勝大会 東京都

男子優勝愛工大名電 2位土浦日大

女子優勝名古屋短大附 2位東亜学園

ウ 日韓ジュニア交流競技会 韓国光州直轄市

工 第 12回 男女アジアジュニア選手権大会

オ 第 38回 カナダトレビューン大会

力 女子ジュニア台湾遠征

キ ジュニア強化合宿実施

ク 全国若手指導者技術講習会

全国各プロックより男女 1名推薦された指

導者を対象として実施

ケ 部長に金森久氏、副部長に天江輝夫、平井

毅両氏就任

(6)平成5年度

ア 全国高等学校総合体育大会小山市・石橋町

男子優勝能代工業 2位福大附大濠

女子優勝中村学園女子 2位名古屋短大附

イ 全国高等学校選抜優勝大会 東京都

男子優勝福大附大濠 2位土浦日大

女子優勝名古屋短大附 2位三田尻女子

ウ 女子ジュニア世界選手権大会 ソウル

エ 日韓中ジュニア交流競技会 郡山市

*こ の年から三国対抗競技会に変更

オ 米高校親善試合ロスアンゼルスで開催

力 女子ジュニア台湾遠征台湾・台北市開催

キ 日米高校親善試合北信越、東海、近畿地区

にて開催参加は各県選抜チーム

ク 第 2回台湾交流競技会千葉・神奈川県

ケ 全国プロック別強化合宿実施全国各地

コ ジュニア強化合宿実施

サ 第 35回全国審判研修会の開催小山市

(7)平成6年度

ア 全国高等学校総合体育大会 富山市

男子優勝能代工業 2位北中城

女子優勝名古屋短大附 2位聖和学園

イ 全国高等学校選抜優勝大会 東京都

男子優勝大商学園 2位國學院久我山

女子優勝名古屋短大附 2位純心女子

ウ 日韓中ジュニア交流競技会 韓国済州島

工 日台韓三国国際親善大会 台湾台北市
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オ 第 12回 アジアジユニア選手権大会

力 第 3回 台湾交流競技会徳島県・愛媛県

キ 全国プロック別強化合宿実施全国各地

ク ジュニア強化合宿実施

ケ 全国審判研修会の開催

コ 北村透氏部長に就任

(8)平成7年度

ア 全国高等学校総合体育大会鳥取市

男子優勝能代工業 2位福岡商業

女子優勝名古屋短大附 2位中村学園女子

イ 全国高等学校選抜優勝大会東京都

男子優勝能代工業 2位仙台

女子優勝中村学園女子 2位樟蔭東

ウ 日韓中ジュニア交流競技会中国唐山市

工 日米高校親善試合開催

オ 日米交流親善大会ロスアンゼルス

カ 女子ジュニアカナダ遠征バ ンクーバ

キ 日台豪三国交流大会台北市

ク 第 13回 アジアジュニア選手権大会

ケ 日台交流親善大会東海 4県で開催

コ 全国プロック別強化合宿実施全国各地

サ ジュニア強化合宿実施

シ 全国審判研修会の開催
`鳥

取市

(9)平成8年度

ア 全国高等学校総合体育大会富士吉田市

男子優勝能代工業 2位洛南

女子優勝名古屋短大附 2位鶴鳴女子

イ 全国高等学校選抜優勝大会東京都

男子優勝能代工業 2位福島工業

女子優勝名古屋短大附 2位甲子園学院

ウ 日中韓ジュニア交流競技会長崎市

工 第 14回 アジアジュニア選手権大会参加

オ 男子ジュニア海外遠征開催地韓国

力 女子ジュニア海外遠征開催地カナダ

キ 第 1回スペイン国際大会アルバセテ市

ク 第 4回女子ジュニア世界選手権

ケ 全国プロック別強化合宿実施全国各地

コ ジュニア強化合宿の実施

サ 全国審判研修会の開催富士吉田市

(10)平成9年度

ア 全国高等学校総合体育大会京都市

男子優勝能代工業 2位洛南

女子優勝聖和学園 2位明星学園

イ 全国高等学校選抜優勝大会東京都

男子優勝能代工業 2位山形南

女子優勝名古屋短大附 2位明星学園

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

日韓中ジュニア交流競技会韓国

全国プロック別強化合宿実施

男子ジュニア海外遠征オランダ

女子ジュニア海外遠征韓国

世界ジュニア (17歳以下)選手権大会

ジュニア強化合宿実施

日米高校親善試合ロスアンゼルス

荒井正賢氏部長に就任

3 将来に向けて

近年日本の国際化が進むにつれ、高校生の

海外との交流も盛んになった。これは単に異国

の文化に触れ、見間を広めるという効果だけで

なく、競技力の向上という面からも大いに期待

が持てるところである。しかし現在日本の経済

はバブルの崩壊後低迷し続け、いつ活性を取り

戻すのか見通しすらつかない。今後このような

状況の中で、いかにして資金を得て幅広い活躍

の場を高校生たちに提供できるかが本専門部に

与えられた課題となろう。

(文中の写真提供 :月 刊バスケットボール社)

京都インターハイの熱戦から
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沿 革

戦後の日本高校バレーの歴史は昭和 21年 に

西宮で開催された第 1回国民体育大会でスター

トするが、日本高校選手権はそれより遅れるこ

と2年、昭和 23年 に開催されている。

男子選手権は22校の参加で 8月 24日 ・25日

甲子園クラブテニスコー トで開催された。後援

は毎日新聞社。入場料は20円 。女子選手権は

朝日新聞社の後援で 8月 26日 ・27日 の両日、西

宮体育館で開催されている。参加校は22校。

次に組織的なスター トとして記さねばなら

ないのは高体連専門部として誕生した日であ

る。その歴史的な日は昭和 25年 10月 27日 。第

5回国体開催中に岡崎市綿業会館で開催された

会議で「高体連バレーボール専門部」の設置が

決定された。その時の会議の出席者は全国高体

連会長星一雄、全国高体連専門委員坂上光男、

池田光政 日本バレーボール協会常任理事、桜井

芳朗及び31府県よりの代表者38名 。そして専

門部の発足 と共に、昭和 27年 の神奈川大会よ

り日本高校選手権は日本協会と高体連専門部の

共催の形となる。

インターハイは毎年全国持ち回りで開催され各県の競技
力発展に寄与している (48年の岐阜インターハイ)

組織が確立して、競技愛好者が増えれば躍進

あるのみ。その後、参加チームも徐々に増え、昭

和 26年～30年 までは府県代表チームと前年度

優勝チーム、それに開催地代表チームを加えた

規模で実施していた。そして昭和31年 より、予

選参加チームの多い府県より2代表を認めるこ

とになり、その年は北海道・東京。32年 には大

阪、33年に愛知・福岡、36年兵庫・静岡が複数

代表になって、男女とも56チ ーム参加の大会規

模となっていった。その間、昭和29年からは会

期を 1日 延長して「敗者復活戦」を採用したり

して競技力向上を図ったりもしている。

その後の大きな変化は専門部会での大激論

の末の「 6人制」採用であろう。従来からの 9

人制から6人制に移行するには大変なエネル

ギーが必要となったが、国体の部では昭和 37

年度、インターハイでは38年度の男子丸亀・女

子福井大会より実施している。

しかし、何んといっても日本高校バレーの歴

史の分水嶺は「春高バレー」の愛称で親しまれ

ている「全国高等学校選抜優勝大会」の創設で

ある。昭和39年の東京オリンピックの女子金メ

ダル、男子銅メダルを起爆剤にまき起ったバ

レーブームの波が高校の場にも押 し寄せた。当

時の日本協会の首脳前田豊、松平康隆氏 らの主

導による「高校生に感激を与える華やかな大

会」の創設である。その夢をかなえてくれたの

は、「テレビ放送」と、国立代々木体育館及び東

京体育館という「一流のステージ」だった。昭

和 45年 3月 24日 ～29日 、全国高体連・日本バ

レーボール協会・サンケイ新聞・フジテレビ共

催で第 1回全国高校選抜優勝大会が華やかに開

催された。その後の春高は全 日本選手の登竜門

としての位置づけをもって、高校生バレー選手

達の「夢舞台」となって、インターハイ 。国体

とは全 く異なる存在感を持つに至っている。ま

た参加チーム数も当初はプロック代表制であっ

たが、平成元年の第20回記念大会より県単位の

代表制になり、増々隆盛を見るようになった。

ただ今日ではテレビ視聴率の低下やファンのバ

レー離れで、大会そのものの存続に点滅信号が

ともっている看過できない実態もある。ただ、

このバレー人気の陰 りを少しでも払拭 しよう

と、専門部は関東及び東京高体連の力を借 りて

自助努力を開始、第29回春高決勝戦が久しぶ り

に超満員の観客の中で華やかに行われたのは、

前途に一すじの光明を見る思いだった。
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やかなのが春高バレー

(第 19回大会より)

組織 について

組織の中心はいうまでもなく「部長」。この

部長は現在の粥川部長で 4代を数えるだけ。い

ずれも長期政権で安定した専門部運営をしてき

た。

初代部長は東京オリンピック男子銅メダル

監督の坂上光男でオリンピックの翌年の 40年

までその任務についている。温厚な人柄で組織

を上昇気流に乗せている。

2代 目は岡崎の下村平八。女子バレーの先

駆者ともいえる氏は、高い人望とバレーヘの卓

越 した情熱で象徴的な君臨の仕方をして昭和

55年 までその職務を続けた。

3代 目は前任の下村平八氏を事務局長 とし

て補佐 してきた叉木誠八郎氏。鋭い弁舌、強烈

なリーダーシップで昭和 56年から61年 まで

「天皇」の異名で君臨し、高体連専門部組織を

盤石なものとした。

現在の 4代 目部長粥川昌は審判部出身で温

厚な人柄は敵も少なく「平和時のリーダー」と

して見事な手腕を発揮「専門部創立 50年 」と

いうメモリアルイヤーを「式典と記念誌発行」

という二大事業で完結させている。

機構の面に触れると、バ レー専門部はなが

い間、競技委員会・審判委員会・強化指導普及

委員会の 3つ の専門委員会で運営されてきた

が、平成 7年 より、時代の要請ともいうべ き

「広報委員会」を発足させ、新しい専門部をア

ピールしている。

競技委員会は毎年、歴代競技委員長がイン

ターハイ開催地と密接に連絡調整を図り、大会

成功の立役者になってきたが、特に苦労 してい

るのは抽選方法。近年はより強いチームの決勝

トーナメント進出、地元第 1代表の予選グルー

プ戦免除など、様々な工夫をしている。中でも

主な改正の変遷は

①昭和63年 グループ戦において、シードチー
ムは同一グループにしない。開催地上位

チームも同じ扱いにする。

②平成3年度静岡大会より、同一都道府県並び

に同一プロックチームは同一 グループにし

ない。 (グループ戦において)

③平成 7年度男子島根・女子山口大会より、第

1・ 第 2・ 第3シ ード及び開催上位チームは

予選グループ戦から除く。

などをたどっている。

強化指導普及委員会は、インターハイで毎

年東西に分けて選出してる優秀選手選考の任に

あたって、優秀な人材の発掘に貢献している。

審判委員会は全国の優秀な審判員を統括し、

コー トの選手達の活躍を陰でサポー トしてき

た。日本協会の審判員の多くが高体連出身者で

ある事実からも、同委員会の存在感が浮き彫り

にされる。

広報委員会の存在意義と活躍ぶりは後述す

るとして、ここでは同委員会を設立させた粥川

部長のけい眼に敬意を表するにとどめおく。

競技成績

まず男子。昭和23年 より37年 までの 9人制

時代に光るのは昭和23年・24年 ・25年 3連覇

の韮山 (静岡)、 33年・34年 2連覇の坂出商 (香

川)で、後年、高校男子指導者の偶像となった

稲葉の率いる崇徳高 (広 島)と 、スパルタ指導

の鬼中村四郎の中大附属高 (東京)の台頭はそ

の後半から。

昭和38年の 6入制の採用から、中大附属高

と崇徳の「 2強時代」が本格化。その中大附属

は「春高バレー」の愛称で親しまれている全国

高校選抜優勝大会が設立された昭和 45年 に、

初代チャンピオンになると共に、インターハ

イ、国体と勝ち続け、初の「三冠王」に輝くな

ど、一時代を築いた。負けていないのは崇徳

高。監督稲葉の名コーチ吉川渉を従えてのカリ

スマ的存在感で、全国制覇を重ねていく。監督

が吉川になっても名門の地位を維持続けたのも

特筆に値する。

この 2強に肉迫し、遂に追い抜いたのが上

春高、インターハイ、国体の三大大会のうちでも最も華
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野尚志の大商大附属高。万年 3位 に泣いていた

チームが昭和 46年丸亀のインターハイで頂点

に立つと、鬱積されていたエネルギーが爆発し

たようにインターハイ3連覇を飾ると共に、昭

和46年、48年 に2度 も三冠王に輝くなど、圧

倒的強さを見せた。

しかし、この「御三家」による覇権独占も長

くは続かなかった。選手の入学難で中大附属高

がその輸の中から脱落していくと、地方の新興

勢力が台頭する。昭和 49年初優勝した数学教

師石田時郎が率いる東海大四高 (北海道)は地

元インターハイの年の62年、三冠に輝くなど

「地方の時代」を演出する。そして、その地方

の時代の一方の雄が春藤英徳の弘前工高 (青

森)だった。弘前工も名手三橋を擁して地元青

森国体の年の昭和52年、三冠王に輝いている。

この両チームのほかに、御三家時代を経て到来

した「群雄割拠の時代」を彩ったのが、春高の

三連覇を含む 5回 も制覇した「まむしの黒田」

の藤沢商高 (現藤沢翔陵高)、 平成 3年・4年

インターハイを連覇した馬橋の東亜学園 (東

京)、 平成 5年、三冠達成の釜利谷高 (神奈川)、

平成 7年、 8年インターハイ連覇の鎮西 (熊

本)、 ダンディ馬場のコンスタントな法政大三

高 (神奈川)、 野人新藤の率いる宇部商 (山 口)、

智将茂木の深谷 (埼玉)な ど。

更にこれらのチームの存在をより鮮やかに

浮き彫りにしたチームとして、29回春高で宿

願の全国制覇をした壬生の岡谷工高 (長野)、

斉藤の石川県工高 (石川)、 佐々木の東北高 (宮

城)な どがあげられる。

一方、女子に目を転じると、昭和 23年から

25年 の渡辺の率いる中村高 (東京)の三連覇が

飛び込んでくる。そして鬼才鈴木紋吉の豊橋東

高 (愛知)、 小島、佐藤と名監督でつないだ四

天王寺高 (大阪)、 それに稲山の久喜 (埼玉)と

合わせて「高校女子バレー界の四天王」と称せ

られた。中でも昭和42年、埼玉国体決勝で見

せた豊橋東の地元久喜高に対する奇跡の逆転劇

は、後世まで語り草になるほど、勝負師達のあ

やなす名勝負の数々は、今でも多くのバレー

ファンに語り継がれている。

この 4強 も現在生き残って存在感を示して

いるのは、平成 10年春現在、四冠中の四天王

寺高だけ。

「 4強」のその後の時代をつくったのが、三

屋・大林など名選手を輩出した菊間の率いる八

王子実践高 (東京)だ。昭和 48年には女子バ

レー界初の「 3冠」に輝いている。その後女子

バレーの三冠は、南元の成安女高 (京都)が 55

年に、62年 には中津南でも全国制覇している

魔術師大木が率いる扇城高 (現東九州龍谷高)、

平成 9年 に四天王寺高が達成しているが、情報

化時代を反映して優勝旗の動きも一定していな

い。時には、宇都宮女高 (栃木)、 高見の氷上

(兵庫)、 高木の就実 (岡 山)、 徳丸の博多女高

(福岡)、 国分の古川商に移動したり、時には共

栄学園 (東京)、 国学院栃木 (栃木)、 九州文化

学園 (長崎 )、 帝国女子 (現国際滝井→大阪)と 、

各地を転々としている。中でも第 16回 ・17回

の春高の連覇を含む全国大会四回優勝の古川商

の活躍のイメージが強烈な残像として人々の脳

裏に焼きついている。

強化

強化の面での節目は

昭和 37年 NHK杯 全 日本選抜優勝大会に高校

選抜チームが参加

昭和39年 第 1回 アジアユース大会 (ソ ウル)で

男女優勝

昭和 43年 日本協会主催の日韓高校交流競技

昭和 48年全 日本高校選抜チームの中国遠征

昭和 49年第 1回全国高校強化合宿

第 1回環太平洋高校選手権

これらの行事及び大会を経て競技力向上を

図ってきたが、環太平洋高校選手権は第 9回 ま

で続いて高校生の目標になっていた。また現在

も継続して開催されている春高後の全国強化合

宿は、毎年行われている全日本高校選抜チーム

の編成に重要なかかわりをもち、世界的視野を

もった優秀選手の育成に寄与している。それに

加えて、各プロック単位で毎年実施している長

身者合宿も埋もれた人材発掘に大きく寄与して

いることも書き記さねばならない。

なお、平成元年より隔年で開催されている

世界ユース大会においては、平成 9年 までに 5
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回の大会を数え、男子・銀メダル (第 3回 )、 銅

メダル (第 4回、 5回 )、 女子・金メダル (第

4回 )、 銀メダル (第 3回 )の成績を収めてい

るが、第 4回大会の女子金メダルは特筆に値す

る。

ル
… …

ル

ルールの歴史の編成は

① 9人制より6人制への移行 (昭和38年 )

②ネットの高さ

男子 2m25cm→ 2m30cm(34年 )→ 2m40
cm(54年 )

女子 2m05cm→ 2m15cm(34年 )→ 2m20
cm (54」手)

③昭和40年プロッキングのオーバーネットが

許される。

④昭和52年 アンテナはサイドバンド上に。ブ

ロックボールは 4回 までプレーが可能に。

⑤平成 10年度より (春高は第 29回大会より)

低身者のバ レー離れを防 ぐためと、長身者

の育成のための意味をこめた「リベロ制」を採

用

このように様々な工夫がなされて競技が発展し

ている。

そして今……これから……

近年のバ レー専門部の大きな特徴は広報活

動の充実であろう。平成 7年度より広報委員会

を正式に発足させ、初代委員長にバレー界の異

端児岐阜の水野繁昭を粥川部長が登用 した。初

仕事は広報紙「春の詩」の発刊である。創刊号

は平成 8年 1月 、全国登録チーム約 8000校に

配布され 1万部の印刷をみた。現在まで第 6号

を数え、バレーニュースを独創的な視点でとら

えた文章タッチは大好評。時には地方専門部の

規約改正の契機になったりもしたし、リベロ制

導入も広報紙でとりあげた低身長の叫びがその

採用の動機になるほどである。

そして広報委員会の集大成は、日本高校バ

レー 50周 年誌「春の奔流」の発刊である。各

都道府県専門部の 50年の歴史や、歴史の名将

たちの生き様・哲学・教育理念を書き記した内

容と重量感は圧巻で、「バレーボールのバイブ

創立50周年記念事業として出版された「春の奔流」は
600ペ ージにもの大著
「バレーボールのバイブル」ともいうべき記念誌になった

ル」ともいうべき出来映えとなった。平成10年

3月 22日 東京で行われた、これまでの全国高

体連専門部発展に寄与した役員、指導者を集め

た記念式典の参会者に記念品としても贈呈さ

れ、関係者に大いに喜ばれた。なおこの記念誌

は全国各高校にも5200余冊予約発売され、人

気低迷がささやかれている日本バレー界にあっ

て、人気回復のためのカンフル剤として期待さ

れている。

今後のバ レー専門部がかかえる問題点、課

題といえば、競技人回の減少、とりわけ、中学

校男子のバレー離れの現状を考える時、それと

連動する男子の見通しは厳しいものがある。

もう1つ は、バレー人気の「最後の砦」とも

いうべき「春高バレーの存続問題」である。第

30回 までの見通しは立っているが、それ以後

どうなるか、どうするか「自助努力という名の

素手」で企業戦略と視聴率という魔物と戦わね

ばならない専門部の苦悩は深い。第30回以降

は思い切ったスタイル変更でこの難関に立ち向

かうしかないのでないか。専門部スタッフは勿

論のこと、日本高校バレー関係者の一致団結が

望まれている。

(文責 広報委員長 水野 繁昭)
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男子指導の部

日本高校バレーボール界戦後50年を彩つた名将たち (全国優勝5回以上、全国大会出場回数50回 以 上など)

石田 時郎

(東海大四高=北海道)

柳川 賢

(藤嶺藤沢高=神奈川)

春藤 英徳

(弘 前工高=青森)

中村 四郎

(中大附属高=東京)

茂木 進―

(深谷高=埼玉)

女子指導の部

大木 正彦     徳丸 順庶

仲津南高.扇城高幌東九州僣谷討=大分) (博多女商高=福岡)

上野 尚志     稲葉 正文

(大商大附高傾大商大高)=大D  (崇徳高=広島)

高木 直紀

(就 実高=岡山)

佐藤 忠明

(四 天王寺高=大阪)

稲山 壬子

(久喜高=埼玉)

南元 昭治

(成 安=京都)

国分 秀男

(古川商高=宮城)

鈴木 紋吉

(豊橋東高=愛知)

黒田 裕

(藤沢商高=神奈川)

吉川 渉

(崇徳高=広島)

高見 諭

(氷上高=兵庫)

菊間 崇祠     渡辺 泰行

(八王子実践高=東京)  (中村高=東京)

新藤 精二

(学部商=山 口)

小島 孝治

(四 天王寺高=大阪)
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《事務局》
〒464‐8540愛知県名古屋市千種区若水 3‐ 2‐ 12

愛工大名電高校内

TEL 052(712)0481
FAX 052(712)0481

創  立 :昭和25年 8月
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第 1回専門部会議

個人戦始まる

個人戦中止

シングルス復活

ダブルス復活

スポンジ。マジックラ

バー禁止

渋谷浩三冠王に

山中道子三冠王に

梨本甫三冠王に

後藤金甲二氏名誉会長

団体戦試合形式変更

男子スエースリング方式

女子コービロン方式

女子のみ一部変更

内藤良司三冠王に

渡辺道子三冠王に

金沢光彦三冠王に

団体戦 1複 6単に

第一回訪中

後藤金甲二氏逝去

後藤淳部長代行

年

度 部 長 副部長 言己  目匡
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後藤 一浮

吉崎 久治

松本 章二

安藤 朗市

市川 三男

吉成 照夫

松本 章二

植松 克己

松井慎二三冠王に

ルール改正促進制定

専門部促進ルール制定

渡辺武弘三冠王に

訪中再開報告書発刊

斉藤清三冠王に

団体戦 1複 4単変更

渋谷浩三冠王に

渋谷浩三冠王に

専門部年報発刊

佐藤利香三冠王に

欧州遠征始まる

団体戦日本式復活

訪中団一時中断

訪中再開

村上裕和三冠王に

遊澤亮三冠王に

武田明子三冠王に

武田明子・夕ll越真由

3年連続ダブルス優勝
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1沿 革

◎ 高校選手権

高校選手権の前身は、昭和 3年に行われた

東郷旗争奪戦に始まっている。

主催は全国卓球連盟で、全国学生生徒卓球

選手権大会とし、第一部が大学・専門学校、第

二部が中等学校男子、第三部が高等女学校で各

部の優勝チームに持ち回りの東郷平八郎元帥揮

豪による優勝旗が授与された。

試合形式も3人 7シ ングルス戦で、エース

は 3回、他の2人は2回 出場し、4点先取で行

われた。オーダーによっては当然の事ながら同

じ対戦が随所にみられたようである。

昭和 13年にハンガリーのサ ドバスとケレン

が来日し、一枚ラバーが紹介され、ヨーロッパ

式の卓球の威力が認識され、ルール改正もあっ

て翌年から団体戦の形式が 1複 4単のコービロ

ン形式に変更された。

太平洋戦争が始まると「卓球は敵国の競技」

のレッテルを貼られ禁止された。昭和 20年 8

月敗戦のショックで国民の殆どが呆然自失の状

態であったとき、「いつまでも減入った状態で

は発展がない。せめてスポーツだけでも楽し

く」と後藤金甲二等の推奨で卓球選手権大会が

復活された。終戦の翌年、昭和 21年に東京王

子 (現北区)の 日本フェルト株式会社の体育館

で実現した。

昭和22年 にルール改正があり、 1複 4単は

変わりないが、3番の複は 1・ 2番に出る者で

組んではならず、前半の者と後半の者とで組む

か、後半の 2人で組むか、もしくは複だけに出

る者で組む日本式団体戦が確立した。

昭和23年 には学制改革があり新制高校がで

きると、旧制中学 6年生ができた。

メンバーにも残った者もお り、学制改革に

伴って大会そのものの見直しが考えられるよう

になった。昭和 25年 8月 、京都の同志社大学

体育館で行われた第 19

回大会の折、後藤金甲二・

石田義男・茂木義男等

が中心 となって、全国

高体連卓球専門部の結

成の話 し合いが持たれ

た。その年に関東・関西

の有志が名古屋電気高

等学校に集まり、いよ

いよ卓球専門部の結成

が実現 した。

◎ 真の高校選手権大会の実現

卓球専門部の結成に伴って高校生だけの大

会を実現すべきであるとの要求があり、記念す

べき第 1回の大会が、年末の 12月 25日 ～27日

に東京城北体育館で開催された。既に団体戦は

行われていたので、この大会は個人戦だけで

あった。

卓球専門部の発足 もスムーズに行われたか

に見えたが、翌 26年に学校対抗戦を 7月 に名

古屋の金山体育館で、個人戦を12月 に神戸市

王子体育館で行ったが、文部次官通達により

「高校生の全国大会出場は年 1回 とする」との

厳命があって、翌 27年の個人戦を断念せざる

をえなかった。翌 28年は、団体戦とシングル

スを同一大会として試みに行ってみたが実現で

き、文部次官通達をクリアーできた。

惜 しむらくは、26年の女子シングルスで 1

年生ながら優勝した楢原静世選手は、28年 に

も優勝 してお り、27年の個人戦が実施されて

いたら、前人未踏の 3年連続優勝の金字塔が打

ち立てられたであろうと思われ、本人はもちろ

んのこと、関係者も残念に思ったであろう。

昭和 39年 に、可能な限り全種 目を 1都道府

県で開催する方針となり、高校総体 となった。

総体になったことで、当然の事ながら規模縮小

の問題が浮上し、卓球専門部でも高体連の方針

に従わざるをえず、今日のような出場数の制限

が余儀なくさせ られた。

専門部結成に尽力された

故後藤金甲二先生

東郷平八郎元帥揮亀による優勝旗
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◎ 試含形式と用具の変遷

前述の如 く、初期の団体戦は 3人で 7シ ン

グルスを戦うので、同じ対戦になるケースが随

所にみられたり、ラケットの制限もなくほとん

どがコルクを貼ったラケットであったが、昭和

13年に来日したサ ドバスやケレンによって紹

介された一枚ラバーの威力は大変なものであっ

た。それを機に国際方式の試合形式に変更 し

た。即ち、3番にダブルスをおき、 1・ 2の前

半と 4・ 5の後半をシングルスとして、ダブル

スには誰が出ても良く、最強メンバーを組むな

ら 1・ 2番 にエース格をおいて、エース格でダ

ブルスを組んで対戦する事もできた。

次いで、終戦間もない昭和 22年 にはダブル

スに出る者は 1・ 2番で組んではいけなくな

り、前半の 1人 と後半の 1人 とで組むか、後半

に出る者で組むか、或いはダブルス専門に出る

者で組むかの選択制にした。

昭和 33年 までは用具の制限がなく、どの様

なラケットでも良し、またラバーを貼っても良

峰フでも良く、10mmの スポンジラバーや生ゴ

ムのマジックラバー等も使われていたが、日本

選手が世界選手権に勝ったことから、「日本の

選手はスポンジラバー等の用具で勝った」との

批判を浴び、スポンジやマジックのラバーが禁

止された。それに代わって現在多 くの選手が

使っている表ソフトや裏ソフトラバーが世界的

に流行していった。しかし、ラバーの厚さに制

限が加えられ、スポンジとラバーのそれぞれの

厚さが 2 mm以下で合計の厚さも4 mm以下

に制限された。

昭和 42年 には、一時期世界の トップにあっ

た日本の卓球が低迷したことを憂い、真に強い

選手を養成する為には少数精鋭が望ましいとし

て男子は 3人で編成し9シ ングルスを戦ういわ

ゆるスウェースリング方式を、女子は 2人～ 4

人で戦うコービロン方式を採用して、高校生か

らの選手強化策がとられた。

スウェースリング方式は、ABCチ ームと

XYZチ ームとし、対戦順序はA:X,B:Y,
C:Z、 B:X,A:Z,C:Y、 B:Z,C:
X,A:Yと なる。コービロン方式は 1複 4単

は変わらないが、 1・ 2番をオーダーし、結果

が出たところでダブルスのメンバーを示す。ま

た、4・ 5番のシングルスの選手をオーダーす

る、というものである。

従って、コービロン方式では強い選手が 2

人いれば勝てることになるので、各校では 2人

の選手を育てれば良いわけだから効率の良い選

手育成と考えられた。

しかし、これらの方式は学校対抗にはふさ

わしくないとの批判が相次ぎ、特に女子に批判

が集中した事から、翌年には変更せざるをえな

かった。若千の手直しであったが、4人で編成

する形になった。すなわちA:X,B:Y、 A
C:WY、 D:X,B:Zと いう対戦順序に改

められた。

男子のスウェースリング方式も高校生の学校

対抗戦には無理があるとの見地から批判が出て

昭和46年 には男女共団体戦形式が見直された。

編成は 5～ 8人で 1番 にダブルスをおき 2

～ 7番をシングルスとして、ダブルスに出る者

は 2～ 6番のシングルスにも重複 して出場で

き、7番に出る者も2～ 6番のシングルスに重

複 して出場できる形である。

卓球は 1点 を取るのに時間が掛か りす ぎる

との批判があ り、特にラリーによる時間より

も、インターバルの時間が長い。ラリーによる

ものでは昭和 8年の青森中学と青森商業との決

勝戦で宮川顕次郎 :今孝の対戦で延々 5時間の

熱戦が有名であるが、翌年には時間制限が設け

られ 1試合 1時間以内で打ち切 りとなり、その

時点で得点の多い方を勝ちとするというルール

改正があったが、近年の卓球はインターバルに

長 く時間が掛かっている。これを是正するため

に昭和 52年に、ジュースを除いて 1セ ットを

15分以内で勝負をつかせる促進ルールが設け

られた。これはサーバーがサービスを出してか

らレシーバーが 13本のリターンに成功する迄

に得点しなければレシーバーの得点になるもの

で、これにより相当の時間短縮が実現 し、ス

ポーツらしい時間的スピー ド感がみられるよう

になった。もちろん途中の失策は失策した者の

失点となる。

◎ 戦後の日本の卓球界

戦前の卓球 もかなり高い技術があったよう

であるが、太平洋戦争そして敗戦という痛手か

ら戦後の日本の卓球界はそれほど高い評価はな

かった。それが昭和27(1952)年 のボンベイ大

会で佐藤博治が男子で初めて世界チャンピオン
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となり、次いで荻村伊智朗 。田中利明 。長谷川

信彦・伊藤繁雄・河野満そして 1979年の平壌

大会での小野誠治の優勝まで、世界チャンピオ

ンが 7人おり、女子も1956年の東京大会で大

川とみが初めて優勝して以来、江口富士江・松

崎キミ代・深津尚子・小和田敏子の 5人の世界

チャンピオンが誕生している。

ダブルスでも男子では藤井則和・林忠明組、

荻村伊智朗・富田芳雄組、荻村伊智朗・村上輝

夫組、星野展弥・木村興治組がお り、女子では

西村登美江・楢原静世組、難波多慧子・山泉和

子組、松崎キミ代・関正子組、森沢幸子・広田

佐枝子組、ルーマニアのアレキサンドルと組ん

だ浜田美穂、高橋省子等がいる。

混合ダブルスでも荻村伊智朗と組んだ江回富

士江と松崎キミ代、木村興治・関正子組、長谷

川信彦と組んだ山中教子と今野安子等がいる。

しかし、1979年 平壌での小野誠治以来メダ

ルがなくなり二流 。三流のレッテルを貼 られ

た。以来 18年 を経過して平成 9年マンチェス

ターにおいて、渋谷浩・松下浩二組が 3位に入

り、やっとメダルを獲得した。

このような惨めな時代が、高体連の規模縮

小の時期と相まっているように思われるのは僻

目であろうか ?

◎ 日本卓球界における高校生の活躍

世界の中において、かつての面影が無 く

なった日本の卓球界にあって、高校の指導者は

多 くの憂いを持って選手の指導に当たってい

た。専門部でも現状の打開策を常に検討してい

たが、環境が許す限り選手強化を実施する事が

急務との結論に達し、とりあえず有望選手を中

国に派遣し、世界で通用する技術の習得と練習

の方法を学ばせる事から始まった。また、指導

者の養成も大切なものとして、心ある教員を機

会ある毎に中国に派遣した。このような事は受

け入れる中国にとっては大変迷惑なことであろ

うが、「故後藤金甲二先生の恩に報いる」との中

国卓球協会のご好意に甘んじて実現 した。

その成果もあったと思われるが、国内で最

も権威のある全日本卓球選手権大会での女子シ

ングルスで群馬県前橋東高等学校の星野美香選

手が高校生ながら、昭和 58・ 59年 と連続 して

一般の強豪を抑えて優勝したことや、平成 4年

には女子ダブルスで自鵬女子の大柿柴保・河野

文江組が仙台育英学園の益田誌保・米倉知子組

を破って初優勝し、更に平成 5年には益田誌

保・米倉知子組と大柿柴保。
i可野文江組が再び

決勝まで進み、益田誌保・米倉知子組が雪辱を

はたし、2年連続で高校生チャンピオンが誕生

するという輝かしい記録を打ち立てた。

このような活躍 も低迷する日本卓球界に

あっては一つの朗報である。これも一重に本人

達の努力と各学校の指導者の努力の結晶であろ

うが、一つには卓球専門部の強化方針と指導者

養成の成果の現れであろう。しかし、全体的に

弱くなった日本の卓球界でのでき事であるので

手放しでは喜べない。が、これをバネにして世

界にはばたいて欲しいものである。

強化対策の一環として、昭和63年度より日本

卓球協会からの派遣で欧州遠征が実現した。欧

州各国は早くからジュニアオープンを実施し、

世界各国から大会参加を受け入れて、若年層の

強化を図っていた。遅ればせながら日本もこの

大会に参加できるようになり、毎年好成績を残

し、高校生の強化として大いに評価できる。こ

れによって大いに自信をつけた事であろう。

平成2年 6月 ハンガリー・カボスバルにて
男子優勝の左から鬼頭 。今枝、後ろは田村監督

昭和 63年 に始まった訪欧は、確かに選手へ

の影響は大 きかった。欧州での成果が大きかっ

ただけに、中国での惨めな負け方に目を逸 ら

せ、専門部の目は欧州へ と向けられ、訪中を一

時見合わせた。しかしやはり中国の技術は見逃

せず、中国卓球協会へお願いして再開させてい

ただいたのが平成 3年である。これも「故後藤

金甲二先生」のお陰であろうと思われる。

訪中にさきだち、その年に島原の雲仙岳爆発

に伴う長崎県への義援金募集と共に、中国にお

いても大洪水が発生したとの報道を受け、併せ

-265-



て義援金を募集したところ、40数万円の募金が

集まり、再開された訪中団に託し中国卓球協会

に寄託したところ、その事が中国スポーツ新聞

に掲載された。ここに全文を載せて報告する。

日本高ヤ生二兵ネ代友口未準坊同

力実区捐款40余 万日元
本薇れ 日本高中生兵兵 昇兵球錦林奏和日本高中教卵

球代表困―行 14人 8月 14日 到 兵兵球鶴林奏期同,参奏人員
込北京。当晩,国家体委目」主 双日本根妖上得到中国南方部
任、中国昇跡主席徐寅生会見 分地区友生戸重水実的消息 ,

了代表囲全体人員。     他↑]自 友逆行募捐,参養的教
日本高中生兵兵球代表囲 師、高中生和現余紛分駒立 ,

是受並兵咲盟主席日本高坤体 共集得捐款 43万 2千 日元,送
咲兵兵球部部長后藤淳的派遣 次由代表囲囲長松本章二終交
来年慟向的。日本兵兵球界対 給国家体委.徐寅生代表国家
中国人民充満着友好之情。在 体委感灘日本兵兵球界対中国
今年 7月 扮拳行的日本高中生 人民的友好之情。 (王亦君)

〔訳〕「日本高校卓球訪中代表団

被災地区に40万円余の義援金を寄せる

日本高校卓球代表団―行14人 は8月 14日 北

京を訪問し、当夜、国家体育委員会副主任で中

国卓球協会主席の徐寅生氏と代表団全員が会見

した。日本高校卓球代表団は、アジア卓球連盟

主席。日本高体連卓球専門部部長の後藤淳氏の

派遣により訪中したものである。

日本卓球界は中国人民に対して溢れんばか

りの友好の情を抱いている。今年 7月 (8月 の

誤り)に開催した全国高校卓球選手権大会と全

国教職員卓球選手権大会の期間中に、中国南部

において大水害が起こったというニュースを新

聞紙上で知るや、関係者は自発的に募金活動を

行った。両大会に参加した選手役員・観衆がこ

れに呼応じ併せて43万 2千円の募金を得た。

そして、今回、松本章二団長によってこの募金

が、国家体育委員会に手渡された。

これに対して、徐寅生氏が国家体育委員会

を代表して、日本卓球界の中国人民への友誼の

情に対して感謝の言葉を述べた。」

(文責 全国高体連卓球専門部参与 和田正男)

2 卓球専門部が目指すもの

◎ 卓球専門部を取り巻く環境

近年の国内情勢 としては、競技人口の減少

傾向、指導者の意欲喪失、社会体育と学校体育

の融合 (接点)と 共存、などが挙げられよう。

これらに対 して日本卓球協会は、1998年 6

月に強化対策本部と普及対策本部を設置した。

強化対策本部は特に秀でた高校選手数名を各種

国際大会に参加させ、その経験を生かして次期

世界選手権大会やオリンピックの上位進出を目

指すためのものである。また、普及対策本部は

小学 5年 より高校 3年までの優秀選手に対する

長期的企画に基づ く指導を実施し、 5年～ 10

年後の日本卓球界を代表する選手の育成を目指

すとともに、選手養成に意欲と能力のある数少

ない指導者に、研修や講習の機会を与えて、そ

の資質の向上と情熱を蘇らせることを目指した

ものである。

一方、国際情勢としては、世界選手権大会や

オリンピックに対する考え方の検討が求められ

る中で、日本においても高体連が国際競争力を

持つ選手の育成、すなわち各種競技団体の強化

対策事業の一翼を積極的に担ってきていると言

えよう。

また、中国・韓国及び欧州各国選手に顕著で

あるが、卓球競技の国際大会における若年化の

傾向はますます進んでいる。諸外国の選手の育

成状況を見るに、学校体育 (イ ンターカレッ

ジ・インターハイ・全国中学校大会)で育てる

のではなく、クラブチームもしくはプロ選手の

中での育成が図られている。あるいは社会主義

国家での国策の一環として、潤沢な国家予算に

よる育成が行われている。
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◎ 日本スポーツ界の歩むべき道

まずスポーツ体育行政の機構の有機化、一

元化すなわち文部省・体育協会・オリンピック

委員会の縦割り機構を改善する必要があろう。

また、サッカー鎖による新しい財源の活用

目的について、諸外国の例等を参考にして、生

涯スポーツ事業と強化対策事業とに予算配分を

明確化すべきであろう。

さらに各種競技団体 (社会体育)、 全国高体

連各専門部 (学校体育)、 日本中体連各専門部

(学校体育)が個々に事業目的を持つのではな

く、一体となって選手減少の傾向に普及対策で

歯止めをかけ、併せて国際競争力の増進を強化

対策で進める必要があろう。

◎ 卓球専門部の歩むべき道

1 文部省が規制緩和の一環として文部次官通

達廃止を打ち出したことに、いかに対応す

るかが問われている。全国高体連の立場を

見失うことなく、前向きに進むことを望ん

でいる。新たな権利に対して、規制ではない

新たな義務が伴うものと理解している。

2 日本卓球協会が指導的立場に立ち、日本卓

球リーグ (実業団)。 日本学生卓球連盟・全

国高体連卓球専門部そして日本中体連卓球

専門部がそれぞれの殻を破リー体となって、

強化対策本部と普及対策本部の新事業に深

く参画することが求められている。高体連

が各対策本部や委員会に参画することによ

り、グローバルな視野に立って適切な専門

部の運営が可能になるであろう。

3 近年、女子選手の減少が特に激しい。普及

事業と広報活動を積極的に進めなければな

らない。また、事業内容 (試合方式・大会運

営等)の検討も実施しなければならない。特

に国際ルールの改正に伴う試合方式の改正

は急務と思われる。

4 本専門部の機構を改め、21世紀に向かっ

て大きくステップできる体制をつくりたい。

5 選手育成事業の充実については、日本卓球

協会の協力を得て、上位 8名以内に留めて実

施していた強化合宿等の事業に、上位16名及

び各プロックの埋もれた優秀選手を加えるこ

とが望ましいと考える。もちろん選手の戦

型・用具等を考慮に入れる必要もある。

また、日本体育協会。日本卓球協会主催の

各種国際大会、強化事業へ積極的に参加し

たい。

6 指導者養成事業については、従来強化委員

会中心で実施してきたものを、元世界チャ

ンピオンや国外の優秀な指導者 (中国協会

等のNTコ ーチ)等の協力を得て、技術面の

みならず精神面の指導に関する講習も行い、

内容を充実させたい。なお戦型・戦術・戦略

等の各研修会を実施して、その効果を挙げ

ることにも配慮したい。

さらに国際大会に指導者を派遣し、応援を

兼ねた研修を実施することも、効果は少な

くない。

7 上記 5・ 6の経費については、主として全

国高体連からの新たな財源を充て、不足分

は日本卓球協会および各都道府県卓球協会

(連盟)の補助金に依存することを希望する。

(文責 全国高体連卓球専門部部長 松本章二)
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《事務局》

〒206‐0025東京都多摩市永山 5‐22

都立永山高校内

TEL 042(374)9891
FAX 042(371)5615

創  立 :昭和 25年 5月
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1沿革概要 (昭和 25～ 62年度 )

昭和 24年の東京国体後に組織結成の協議が

行われ、我が全国高体連ソフトテニス (平成 3

年度までは軟式庭球)部は、昭和25年度から活

動を始めた。既に日本軟式庭球連盟 (以下「日

連」という。)に よって、全日本高等学校 (当初

は中等学校)軟式庭球選手権大会が終戦の翌年

(昭 21)か ら実施されていた。パイオニア的な

先生方がその運営に参加し、次第に中心的役割

を担うようになる中で、教員による全国規模の

組織結成の必要性が痛感された結果であろう。

昭和54年刊行の当専門部「創設30周 年記念

誌」で、組織発足当初から役員として活躍され

てきた小沢洋太郎部長は「全国高体連軟式庭球

部30年の歴史は、概略 10年 ごとに分けて、第

1期は基礎確立期、第 2期 は主体性確立期、第

3期 は反省・再検討期と言うことができるので

はないでしょうか」と記されている。

第 3期 の定義づけに関しては、高校総体自

体の規模拡大の中で、当専門部は規模適正化を

強く求められ、断腸の思いで出場組数を削減

(各都道府県とも2組減)せざるを得なかった

こと、自一色に統一されていたテニスウエアー

のカラー化という新しい事態への対応、応援の

集団化と教員以外のコーチの指導、選手のマ

ナーの変化などの諸問題が生じてきたからであ

ろう。

国際化の動きとしては、昭和40年度に韓国

から男子 5組・女子 7組の選手団が来日し、5

か所で親善試合が行われたのが、記録に残る最

初のものである。昭和 43年度からは、日韓高

校スポーツ交歓競技会に高校総体団体戦優勝校

が参加することになった。この競技会が昭和

51年 度で終了すると、日連主催等で韓国、台

湾、ハワイ等の高校生との交流が実施された

が、昭和56年 度以降は日韓ジュニア親善競技

会に参加することになった。

団体選抜大会は昭和 57年度から実施され、

第10回大会まで会場は一定しなかったが、昭

和 61度から名古屋開催に落ち着いた。

高校総体については、小沢部長時代に当専門

部と開催地の連携による大会運営が定着し、現

在に至っている。また、この時期には、部長と

副部長を管理職とする申し合わせも行われた。

創設 30周年頃までは、各プロック代表の常

任委員は、同一人物がかなり長期間勤めていた

が、その後はプロック内のローテーションで 2

～ 3期で交代するようになった。各都道府県の

専門委員長の在職期間も短縮化傾向となり、よ

り多くの先生方が組織運営に関わるようになっ

た。また、創設 30周年以降の約 10年 間は生徒

急増期と重なり、部員数の増加にも著しいもの

があった。従って、小沢部長以降の約 10年 間

は、拡大充実期と命名することができよう。

<松本大会 (昭和52年)を ご観戦される皇太子殿下と
同妃殿下 (当時)>

次に、昭和62年度頃までに活躍 した選手・学

校の一部を記しておく。 (数字は年度)

◎個人選で 2連勝した選手

<男子>
鳥井久充 (三重・木ノ本中)22～ 23 藤田

康夫 (兵庫・龍野高)26～ 27

<女子>
右近美沙子 (広 島・広島女高)32～ 33 影

山洋子 (同上)34～ 35 文違菊代 (千葉・成

田高)52～ 53 稲田増美 (福岡 。中村学園)

62～ 63

◎団体戦の連続優勝記録

<男子>
4年連続 石田学園山陽高校 (広 島)36～ 39

明星高 (大阪)41～ 44 3年連続高田商業

(奈良)58～ 61 2年連続 石田学園山陽高

校 (広 島)33～ 34 鹿児島商業 (鹿児島)

47～ 48

<女子>
6年連続 広島女子商業 (広 島)30～ 35

3年連続 成田高 (千葉)51～ 53 2年連

続 淑徳高 (愛知)27～ 28 富士見丘高 (東

京)36～ 37 広島女子商業 (広 島)42～ 43

淀之水高 (大阪)55～ 56、 58～ 59

(文責田島正夫)
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2 10年 の歩み

く昭和63年度 >

第 1回常任委員会 (7・ 8岸記念体育館 )

全国委員会 (7・ 31神戸市勤労会館)

。アジアソフ トテニス連盟設立に伴う維持

会費50万 円を本部3万円、各都道府県 1万

円の負担で納入することを承認した。

・部創設 40周 年事業 (式典・表彰・顧問招

待、記念誌発行)の来年度実施を決定し

た。

・来年度から全 日本総合選手権大会に男女

各8組の参加が認められたことが報告され

た。(従来は4組)第 2回常任委員会 (12・

7新宿区立教育センター)

・創設 40周 年事業の細案を検討した。

・部長、副部長の高校総体における役職を

変更した (部長 =副会長一大会委員長)

・ 日本軟式庭球連盟 (以下「日連」という)

への高体連選出理事が、 2名 から 1名 に

なるとの報告が行われた。

く平成元年度 >

第 1回常任委員会 (7・ 10高松市役所 )

全国委員会 (8・ 1同上)

。国際大会協力金として、高校生も全国大

会出場者は 1人 200円 を負担することが

承認された。

・役員改選について、各プロックで話 し合

いを行ったうえで、12月 1日 に推薦委員

会を開いて決定することになった。

創設 40周年記念式典の挙行 (8・ 1同上)

第 2回常任委員会 (12・ 1群馬県伊香保町「福

一旅館」)

。国際大会協力金の支部分担金として高体連

は15万円を負担すること、団体選抜大会出

場校への日連からの補助金 2万円が来年度

から打ち切 られることが報告された。

・創設 45周 年記念行事に向けて、基金の積

立て (毎年 5万円)を 行うことを検討した。

・国際大会協力金を個人戦 1組 400円、団

体戦 1校 1,200円 に修正するとともに、支

部分担金支払いのため、都道府県協力金

を 5千円増額することを検討した。

・役員推薦委員会から提案された平成 2～

3年度本部役員案を承認した。

<平成 2年度 >
第 1回常任委員会 (7・ 10ホ テルリッチ仙台)

全国委員会 (7・ 30三井アーバンホテル仙台)

・都道府県協力金の値上げ、国際大会協力

金の修正、団体選抜大会出場校への補助

金削除、参加料等について確認した。

・団体選抜大会会場地等について、大会を

恒常的に発展 させてい くという観点に

立って、今後も検討することを確認した。

・ユニホームのカラー化と背中のゼッケン着

用 (胸マークの廃上)を承認した。

第 2回常任委員会 (11・ 30五反田「ゆうぽ

うと」)

・全国高体連が高校総体への協賛団体導入

を検討していることが報告された。

・ハイスクールジャパンカップの問題点及

び日韓 ジュニア交流競技会の選手選考に

つい検討した。

・平成 4～ 5年の役員改選について検討した。

く平成3年度 >

第 1回常任委員会 (7・ 9富士宮グランドホテル)

全国委員会 (8・ 1同上)

・団体戦 10年以上連続出場校に対して、毎年

表彰額を贈ることに表彰細則を改正した。

・高校総体申込みにおける学校名の略称に

ついて、申し合わせを行った。

・ 日連の事業方針について、詳細な説明が

行われた。

・平成 4～ 5年の役員を選出した。

第 2回常任委員会 (12・ 6「ゆうぽうと」)

・高校総体への協賛団体の状況が報告された。

・ 日連の名称変更 (平成 4年度から「日本ソ

フ トテニス連盟」)についての報告があ

り、高体連としての対応を検討した。

・ハイスクールジャパ ンカップの問題点に

ついて検討した。

・ベ ンチコーチと監督のゼッケン着用につ

いて検討した。

・個人戦において、引率者がベンチに入っ

てコーチをしてもよいことを承認した。

<平成4年度>

第 1回常任委員会 (7・ 8宮崎県砂土原町役場)

全国委員会 (8・ 1同上)

。日連の臨時評議員会におけるソフ トテニ

ス 5ヶ 年キャンペーン等について説明が

あり了解された。

・団体選抜大会の長浜 ドーム誘致について

は、今後色々な方面から検討を加えて結
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論を出すことになった。

・新ルールに関して日連の状況を更に検討

し、対応 していくことを確認した。

・都道府県協力金 (現行は 2万 5千円と 2

万円)を 、4万円と3万 円に増額すること

が承認された。

・全国高体連理事会で、当専門部の名称を

ソフ トテニス部とすることが承認された

との報告が行われた。

第 2回常任委員会 (12・ 4「 ゆうぼうと」)

。高校総体の協賛団体がコカコーラに決定

したとの報告が行われた。
。日連の西村専務理事から新ルール (国際

ルール、平成 5年 1月 1日 から発効)につ

いて説明が行われ、平成 6年度か ら高校

も実施する方向で常任委員が努力するこ

とを申し合わせた。また、来年 3月 に臨時

常任委員会を名古屋で開催すること、そ

れ以前に新ルール対応委員会を設置 して

検討することになった。

・団体選抜大会の会場、参加校数等につい

て平成 5年度までは現行どお りで実施す

ること、平成 6年度以降は検討委員会を

設置して検討することになった。

新ルール対応委員会

(12・ 27名 古屋市「伏見モンプランホテル」)

。平成 6年 度から新ルールを本格実施する

ため、平成 5年 度の団体選抜大会を新

ルールで実施することを確認した。

・上記方針実現のため、平成 5年 2月 に臨

時全国委員会をもつことを決定した。臨

時全国委員会 (2・ 21愛知県立明和高校 )

・ 日連から西村専務理事 と小原審判委員会

委員長が出席 して説明が行われた。厳 し

い反対意見もあったが、慎重審議の結果、

採決することなく、全国委員会として来

年度の団体選抜大会から新ルールを導入

すること、平成 5年度の日韓中ジュニア

交流競技会 も新ルールで実施すること、

シングルは当面見合わせることが承認さ

れた。

<平成 5年度 >

第 1回常任委員会 (7・ 8黒磯市「原崎公民館」)

全国委員会 (7・ 31黒磯市「プライダルパレス石山」)

・地区大会補助金の廃上が承認された。

・本年度から「日韓中ジュニア交流競技会」

が実施されること、シングルスも行われ

ることが報告され、選手は高校総体 1～

2位の組 と3位同志による代表決定戦勝

者とすること等が承認された。

・団体選抜大会出場校数の 8校増 (24校か

ら32校 となる)と そのプロック割 りが承

認された。

・海外支援のため、各都道府県がラケット

10本、ボール 5ダ ース以上を拠出するこ

とが決定された。

・高校総体及び団体選抜大会第 5位に当専門

部長名の賞状を授与することが決まった。

第 2回常任委員会 (12・ 4「ゆうぽうと」)

・ 日連主催の新規大会である全 日本ジュニ

ア選手権大会と全 日本シングルス選手権

大会への高校生の参加について検討した。

・国際発展のためのテニス用具の国際支援

は、 日連が担当することになったとの報

告が行われた。

・個人登録制の導入についての提案がなさ

れたが、継続審議事項となった。

・役員改選手続 きの欠落とその対応措置に

ついて検討した。

・ルール改正に伴う問題点等について、意

見交換を行った。

く平成6年度>

第 1回常任委員会 (7・ 8高岡市「富士観ホテル」)

全国委員会 (7・ 30同 上)

・創設 45周 年記念表彰を行った。

・高校総体の引率責任者は当該校の教員と

することが承認され、監督は校長が認め

た教職員とすることは継続審議になった。

・海外支援は、日連の方向転換で中断する

ことになったとの報告が行われた。

<平成 9年度 男子開会式>
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。学校教育法第 1条校以外の団体選抜大会ヘ

の参加は本年度は認めないが、今後の対応

については検討していくことになった。

・団体選抜大会の長浜誘致については、今

後も検討することになった。

・団体選抜大会の代表旗の扱いについては、

第 2回常任委員会で結論を出すことが承

認された。

・ 日韓中ジュニア交流競技会の選手選考に

ついて、様々な問題はあるが、従来どお り

の方法で行うことが承認された。

・平成 7年度からの役員に関し、副部長 1

名の選考を第 2回常任委員会に一任する

ことになった。

第 2回常任委員会 (12・ 2「ゆうぽうと」)

・団体選抜大会の参加料を徴収 してよいこ

とになったとの報告が行われた。

・団体選抜大会の北海道代表について、南

北の 2プ ロックに分けて 1校ずつ選考す

ることとした。

・団体選抜大会の代表旗を新たに作ること

はせず、現在あるものの扱いは各プロッ

クに一任することとした。

・平成 7年度から学校法 1条校以外の学校

の団体選抜大会への参加を認めることと

した。

・ 日韓中ジュニア交流競技会の選手選考方

法について検討した。

く平成 7年度>
第 1回常任委員会 (7・ 7出雲市民会館 )

全国委員会 (8・ 1同上)

・高校総体への外国人留学生の参加制限に

ついて、個人・団体戦ともエントリー数の

20%前後とすることが承認された。

・高校総体の引率責任者は当該校の教員

(実習助手を含む)、 監督は校長が認めた

教職員とすることが確認された。

・規模適正化に関し、平成12年度頃を目途に

縮少せざるを得ないとの報告が行われた。

・平成 9年度大会から、高校総体個人戦出

場者に 2級審判員資格の取得を義務づけ、

大会実施要項にその旨を明記することが

提案され、承認された。

・ゼッケンの適正化について、強い姿勢で

臨むことを確認した。

第 2回常任委員会 (12・ 1「ゆうぽうと」)

・団体選抜大会において、 タイムズアップ

等の注意喚起にイエローカー ドを、警告

にはレッドカー ドを使用することを了解

した。

・ 2級審判員資格の有無のチェックについ

て検討した。

<平成9年度 女子開会式 手前のプランターは、福知
山市の小 。中学生が作ったもの>

<平成 8年度 >

第1回常任委員会(7・ 5山梨県石和町スコレーセンター
)

全国委員会 (7・ 31同 上)

・平成 9年度高校総体から、参加料が個人

戦 2,000円 、団体戦 18,000円 となることが

報告された。

・京都総体の 2会場方式、個人戦第 1日 目

の 4回戦までの消化が承認された。

・団体選抜大会の長浜 ドーム開催要望に対

し、名古屋での継続開催が承認された。

・審判に対する異議申立てや監督のマナー

の在 り方に関して、部長から「硬式の審判

のようなマナーを身につけさせたい」との

要請が行われ、了解された。

・ 日連からの「中学校・高等学校におけるソフ

トテニスに関する調査」の依頼があった。

・部長の任期途中での定年退職に伴う役員

の補充が行われた。

第 2回常任委員会 (H・ 29「ゆうぼうと」)

。高校総体個人戦出場者に 2級審判員資格

の取得を義務づけ大会実施要項にその旨

を明記することは、全国高体連理事会等

で不承認となったことが報告された。 し

かし、当専門部の内部事項 として実施し

ていくことを確認した。

・外国人留学生の参加制限について「団体

戦 6～ 8名 のうち 2名 まで、個人戦は制

限しない」とし、平成 10年度から実施す

ることの申請を行うこととした。
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<平成9年度>

第 1回常任委員会 (7・ 4福知山市民会館)

全国委員会 (8・ 1福知山市三段池体育館)

・全国高体連創立50周 年記念式典が平成 10

年 11月 14日 に開催されること、その経費

負担、統廃合対象校への特別措置、高校総

体への 2種 目出場、部活動のTV出演制

限などについて報告が行われた。
。日連が「ソフ トテニス指導要領」を発行し

たこと、普及教材を配布すること、平成10

年度に高校生指導者研修会を開催するこ

と、競技者登録制度検討委員会が設置さ

れたことなどが報告された。

・来年度の高知総体において、競技会場が

新たに造成されることになったとの報告

が行われた。

・ハーフパンツでの試合出場について、 日

連か ら望ましくないとの見解が示されて

いるので、高体連 としては認めないこと

とすることになった。

・創設50周年記念事業として、記念式典、式

典への顧問招待、表彰 (今回に限り既表彰

者も可)、 祝賀会の実施、記念誌発行 (平成

11年 12月 刊行予定)が了承された。

・平成 10年～ H年度の役員が選出された

第 2回常任委員会 (12・ 5ゆ うぽうと)

・全 日本ジュニア選手権大会が、来年度か

らダブルス 16組、シングルス32名 で実施

されることになったことが報告された。

・団体選抜大会の宿泊費を9,000円 とするこ

とが承認された。

・ 日連のユニホーム基準 の改訂 によ り、

ハーフパ ンツの使用禁止は本年度限 りと

することが了解された。

・競技者登録制度について説明が行われ、

日連の西村専務理事をまじえて、質疑 と

意見交換を行った。

臨時常任委員会 (10・ 3・ 30名古屋市総合体育館 )

・副部長の退職に伴う後任人事について検

討し、平成 10年 7月 の第 1回常任委員会

で決定し、 4月 に湖って就任 してもらう

ことになった。

・競技者登録制度と高校生指導者研修会に

ついて、意見交換を行った。

3  将来に向けて

平成元年度をピークとする生徒急増が終わ

り、急激な生徒減少の波が押 し寄せるととも

に、生徒の興味や関心の多様化も加わり、部員

数が急減してきている。平成 2年度には 14万

人 (男子 63,203、 女子 76,897)を 超した部員数

が 9万 5千人弱と32.3%も 減少している。従っ

て、部員の確保 と普及活動や中高連携の在 り方

が、今後の重要課題となろう。

次に、ソフ トテニスの国際化が進み、オリン

ピックヘの参加運動も行われ始めている中で、

他国の競技力の向上が著しく、我が国の高校生

の強化が要請されている。特に国際大会では必

ずシングルスが行われるため、平成 5年の臨時

全国委員会でシングルスの導入は当分見合わせ

るとはしたものの、やがてはその対応を迫られ

ることになろう。当然、高校総体における規模

適正化とのからみが出てくる。

第 3の 問題として、平成 8年度の日連の評

議員会で導入の方向が確認された「競技者登録

制度」への対応がある。本年度その具体案が検

討されるが、ソフトテニスの普及発展やマスコ

ミ対応等のために受益者負担は止むを得ないと

するのか、学校教育活動における保護者負担の

軽減を重視するのか、登録料とその徴収方法や

還元の仕方など、今後、共通理解を図らねばな

らない。

当専門部は来年度、創設 50周年となる。今

までも様々な問題に直面してきたが、諸先輩の

ソフトテニスと部活動に対する愛情と奉仕の精

神に支えられて、充実発展 してきた。我々は微

力ではあるが、衆知を結集して、日本で誕生し

てHO年の歴史を持ち、生涯スポーツとしても

最適なソフトテニスを通じて、高校生の健全育

成のためにできる限り尽力 していきたい、と考

えている。 (文責田島正夫)

` i

<平成 10年度、大会会場 高知市のご尽力で大会直前

に完成 した人工芝の新 しいコー ト>
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嶋田新太郎

清水 正

中西 敬一

佐野 和夫

須藤 健児

佐分 正典

高田日呂美

千野 恒夫

正・中西敬一・伊藤和夫

中西敬一・伊藤和夫・三浦

伊藤 和夫・三浦 公・日野

三浦 公.金原 至・平田 幸男

遠藤健次・金原 至・平田幸男

遠藤 健次・金原 至.岡村 久

住尾 勉.1ヒ岡 大覚・岡村 久

住尾 勉・1ヒ岡 大覚・佐藤喜一

委員長:住尾 勉

副委員長:大川洋司・1ヒ岡大覚

佐藤喜一

委員長:北岡大覚

副委員長:大川洋司・高橋備一

佐藤喜一

創立∞周年記念大会

皇太子殿下御台覧

創立35周年記念大会

皇太子殿下御台覧

選抜10周年記念大会

皇太子殿下御台覧

創立40周年記念大会

日韓中交流競技開始

創立40周年記念大会

副部長を委員長制に
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1沿 革

ハン ドボールの創設

○昭和 23年 (1948)新学制により高等学校が

発足。それに伴い全国高等学校体育連盟が

結成。

○昭和 24年全国高等学校体育連盟ハンドボー

ル部は、部長に河島武四郎氏 (世田谷工校

長)副部長に徳永陸繁氏 (東京)、 馬場太郎

氏 (大阪)が就任 し創設。全国高体連ハンド

ボール部会則を制定し、事務局を都立世田

谷工業高校内に置き発足 した。

○昭和 25年全国高体連に H専門部が設置さ

れ、その組織下で「高等学校におけるハンド

ボールの健全な発達を図ること」を目標に

本格的な活動に入 り今日に至っている。

第 1回全 日本高校選手権大会を大阪・藤井寺

競技場で開催。

全国高体連ハ ンドボール部マークを制定 し

た。 (デザイン・副部長徳永陸繁氏 )

○昭和 26年 第 2回全 日本高校選手権大会を東

京・駒沢で開催。以後、奇数回を大阪、偶数

回を東京で開催と決める。

全国高体連専門部優勝旗を作成した。

(デザイン・秋保正三氏)

この年の加盟は36県、加盟校は男子280校、

女子 120校であった。

○昭和30年全国大会開催基準要項を制定する。

○昭和 32年第 8回大会松山 (愛媛)か ら地方

で開催することとなる。女子の公式試合は

全て 7人制 となる。全国高体連の歌制定さ

れる。

○昭和 33年河島武四郎部長退任。菅是敬 (世

田谷工校長)部長就任。第 9回大会函館 (北

海道)参加校男子 35校、女子 32校。

○昭和 34年第 10回大会仙台 (宮城 )

創立 10周年記念式典、記念誌の発行と功労

者表彰。感謝状 13氏、表彰状 74氏、表彰校

2校。

○昭和 35年 第 11回大会倉敷 (岡 山)

○昭和 36年 第 12回大会氷見 (富山)

全国大会の全種目文部省の後援 となる。

○昭和 37年第13回大会小倉 (福岡)

第 1回 日韓高校親善試合を開催。全日本高校

選抜男子チームを派遣。

○昭和 38年 第 14回大会富士吉田 (山梨)

公式試合は全種別 7入制となる。全国総合体

育大会発足。第 2回 日韓高校親善試合。東

京、茨城、名古屋、神戸、大阪、小倉で開催。

○昭和 39年部長菅是敬退任。部長に児玉九十

(明星高校長)就任。

第15回大会上田 (長野)。 創設15周年記念式

典、記念誌発刊。感謝状 7社表彰 77氏,表
彰校男子 6校、女子12校、加盟都道府県 40、

男子 418校、女子 247校、計 665校。

○昭和 40年 第 16回大会熊本 (熊本)

沖縄代表 (女子)初参加。男女各 1チームを

指導者普及のために沖縄へ派遣。

副部長馬場太郎退任。村山寛 (岡 山)山田計

(大阪)就任。

○昭和 41年第 17回大会盛岡 (岩手)

男女選抜チームを沖縄へ派遣。

○昭和 42年第 18回大会和歌山 (和歌山)

副部長村山寛、山田計退任。

○昭和 43年第 19回大会十 日市 (広 島)

第 1回 日韓スポーツ交歓競技会 (韓国)。

副部長嶋田新太郎 (富山)小袋是朗 (福 岡)

就任。

○昭和 44年 第 20回 大会富岡 (群馬)

創立 20周 年記念式典、記念誌発刊。感謝状

(第 1回 日韓高校親善試合。全日本高校選抜男子チームを派遣)
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7社、表彰 85氏、表彰校男子 H校、女子 5

校。加盟都道府県 47と なる。加盟校男子680

校、女子 434校、合計 1,H4校。

第 2回 日韓スポーツ交歓競技会 (駒沢)日 本

代表と地元代表と韓国代表対戦。

○昭和 45年 部長児玉九十退任。部長徳永陸繁

(都立世田谷工高)副部長清水正 (山梨)就
任。第 21回大会彦根 (滋賀)

第 3回 日韓スポーツ交歓競技会が韓国ソウル

開催、日韓隔年開催とする。

○昭和 46年 第 22回 大会松山 (香川)

○昭和 47年 第 23回 大会東根 (山形)

○昭和 48年第 24回 大会四日市 (三重)

この年女子鳥取県の参加で全都道府県の参

加。第 6回 日韓スポーツ交歓競技会 (駒沢)、

女子の部初参加。男女 日本代表校 と地元代

表校 (東京)と 韓国代表校と対戦。沖縄の日

本復帰により九州ブッロクに入る。加盟校

男子 800校、女子 531校、合計 1、 331校。

○昭和 49年 第 25回 大会北九州 (福 岡)

創立 25周 年記念式典、記念誌発刊。感謝状

2社、表彰 50氏、表彰校男子 5校、女子 8

校。第 7回 日韓スポーツ交歓競技会は韓国

の都合で中止。

○昭和 50年第 26回 大会塩山 (山梨)

第 7回 日韓スポーツ交歓競技会 (韓国ソウ

ル)開催。

○昭和 51年 第 27回 大会氷見 (富山)

副部長小袋是朗退任。

○昭和 52年第 28回大会山口 (山 口)

第 H回 日韓高校親善大会より日本協会の単

独交流行事となり、韓国ソウルに派遣。

第 1回全国高校選抜大会を名古屋で開催、参

加校男女各 10校。

副部長中西敬一 (福 岡)就任。

(第 1回全国高校選抜大会を名古屋で開催、男子優勝校
岩国工業高の監督胴上げ)

○昭和 53年 第 29回 大会郡山 (福 島)

大会規模適正化のため男女共 48校に固定す

る。

○昭和 54年 第 30回 大会神戸 (兵庫 )

創立 30周 年記念式典、記念誌発刊。感謝状

6社、表彰 70氏、特別表彰 16氏,表彰校男

子 12校、女子10校。加盟校男子1,077校、女

子 764校、合計 1、 841校。第 3回全国高校

選抜大会山口県徳山市で開催、参加校男女

各 10校。部長徳永陸繁 (東京)退任。嶋田

新太郎 (富山)部長、伊藤和夫 (愛知)副部

長就任。

○昭和 55年 第 31回 大会宇和島 (愛媛)

第 4回全国高校選抜大会を名古屋で開催,以

後開催地を名古屋市に固定。参加男女各 16

校。

○昭和 56年 第 32回 大会八王子 (東京)

第 5回全国高校選抜大会、参加校男女各 24

校。

○昭和 57年 第 33回 大会隼人 (鹿児島)

第 16回 日韓高校親善大会 (再び日体協主催

の 日韓 ジュニア交歓競技会 と改称 される)

韓国ソウルで開催。日本代表に男子愛知高、

女子市tll学園高を派遣。

第 6回全国高校選抜大会参加校男女各25校。

○昭和 58年 第 34回 大会豊田 (愛知)

皇太子殿下,同妃殿下御台覧。

第 2回 日韓ジュニア交歓競技会を東京・府中

で開催。韓国・男子東亜高、女子貞信女高来

日。部長嶋田新太郎退任、清水正 (山梨)就
任。副部長三浦公 (神奈川)就任。
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○昭和 59年 第 35回 大会湯沢 (秋田)

創立 35周 年記念式典、記念誌発刊。感謝状

5社、表彰 60氏、特別表彰 18氏,表彰校男

子 8校、女子 10校。加盟校男子 1,318校、女

子 975校、合計 2、 326校。

12月 に35周年記念して、男子三国対抗国際

親善大会を開催 (大阪)中 国上海選抜、韓国

東亜高、全国高校選抜、此花学院高が対戦。

○昭和 60年 第 36回 大会小松 (石川)

皇太子殿下,同妃殿下、紀宮殿下御台覧。

部長清水正退任、中西敬一 (福 岡)就任。

副部長日野博氏 (福 岡)就任。

○昭和 61年 第 37回 大会徳山 (山 口)

全国高校選抜大会 (第 10回記念大会)参加

校男女各 30校。

全国高校選抜大会 10周 年記念式典挙行。感

謝状 6社・ 4氏、表彰 20名、表彰校男子 10

校、女子H校、計21校。加盟校男子1,388校、

女子 1、 046校、合計 2、 434校。

○昭和 62年 第 38回 大会札幌 (北海道)

皇太子殿下,同妃殿下、紀宮殿下御台覧。

部長中西敬一退任、佐野和夫 (東京)就任。

第 H回全国高校選抜大会参加校男女各 26

校。

2 10年 の歩み

○昭和 63年 第 39回 大会加古川 (兵庫)

・第 7回 日韓ジュニア交歓競技会 (第 22回 日

韓高校親善大会)韓国慶州・浦項で開催。日

本代表男子横浜商工高、女子昭和学院高を

派遣。

・副部長日野博、伊藤和夫退任、平田幸男 (広

島)、 金原至 (富山)就任。審判長を常任委

員の中から推挙し北岡大覚 (大阪)就任。・

第 12回選抜大会参加校男女各 26校。

・加盟校男子1,439校 、女子1,070校 、合計2,509校。

○平成元年第 40回 大会高知 (高知)

・創立 40周 年記念式典、記念誌発刊。感謝状

5社、表彰 51氏、特別表彰 21氏、10回 以上

出場表彰校男子 10校、女子 7校、20回以上

出場表彰校男子 12校、女子 12校、計 41校。

・ 日本協会と当専門部の強化担当の共同作業

として、世界に通用する可能性を秘めた選

手の発掘育成事業を開始。

第 8回 日韓ジュニア交歓競技会 (石川・金

沢)韓国代表男子東亜高、女子丼邑女商高。・

副部長三浦公退任、遠藤健次 (埼玉)就任。・

第 13回 選抜大会、参加校男女各 26校。

加盟校男子 1,464校、女子 1,070校、

合計 2,534校。

○平成 2年第 41回 大会仙台 (宮城 )

・第 9回 日韓ジュニア交歓競技会 (韓国・春川)

日本代表男子横浜商工高、女子宣真高派遣。

・部長佐野和夫退任、須藤健児 (東京)就任。

副部長平田幸男退任、岡村久 (山 口)就任。・

第 14回 選抜大会、参加校男女各 26校。

・加盟校男子 1,472校、女子 1,070校、

イン言+2,542カた。

○平成 3年第 42回 大会清水 (静岡)

・第 10回 日韓ジュニア交歓競技会 (愛知・名

古屋)韓国代表男子東亜高、女子仁川女高。・

第 15回選抜大会 (記念大会)参加校男女各

30校。全国高校選抜大会 15周 年記念式典を

挙行。感謝状 2社・ 6氏、表彰 10氏、表彰

校男子 19校、女子 20校。

・加盟校男子 1,481校、女子 1,069校、

合計 2,550校。

○平成 4年第 43回 大会高城 (宮崎 )

・第 11回 日韓ジュニア交歓競技会 (韓国 。光

州)日 本代表男子浦和学院高、女子四天王寺

高を派遣。この大会を最後に26回続いた日

韓交歓競技会を発展的に解消、次年度から

中国を含めた日韓中ジュニア交歓競技会を

日体協主導で行う。

・第 16回選抜大会、参加校男女各 26校。

・加盟校男子 1,466校、女子 1,070校、

イン言+2,536カ吏。

○平成 5年第 44回 大会栃木 (栃木)

・第 1回 日韓中ジュニア交歓競技会 (福 島)。

韓国代表男子静石航空工高、女子徽慶女高

と対戦、中国代表は不参加。

・部長須藤健児退任、佐分正典 (神奈川)就任。

副部長金原至、遠藤健次退任、住尾勉 (茨城 )

北岡大覚 (大阪)就任。
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・第 17回 選抜大会、参加校男女各 26校。

・加盟校男子 1,478校、女子 1,085校、

合計 2,563校 。

○平成 6年第 45回 大会氷見 (富山)

・本大会での優秀選手男女各 15名 の表彰を

始める。

・創立 45周年記念式典、記念誌発刊。感謝状

5社、表彰 45氏、特別表彰 20氏、10回 以上

出場表彰校男子 6校、女子 14校、20回以上

出場表彰校男子 2校、女子 6校、30回以上出

場表彰校男子 3校、女子 4校、計 35校。

(今回か ら30回以上出場校の表彰 を始め

る)・ 副部長岡村久退任、佐藤喜一 (大分)就

任。・第 2回 日韓中ジュニア交歓競技会 (韓

国・済州)前年度選抜大会優勝校の男子熊本

市商高、女子名短大付女高を派遣。

・ 18回 選抜大会を徳山市で開催、参加校男女

各 32校。

・部長、副部長制から部長・委員長・副委員長

制に変える会則に改正。

・加盟校男子1,478校 、女子1,085校 、合計2,563校。

○平成 7年第 46回 大会倉敷 (岡 山)

。部長佐分正典退任、高田日呂美 (東京)就任。

初代委員長に住尾勉 (茨城 )。 副委員長に北

岡大覚 (大阪)、 佐藤喜一 (大分)、 大川洋司

(茨城)就任。

・第 3回 日韓中ジュニア交歓競技会 (中 国唐

山市)前年度選抜大会優勝校の男子香川中

央高、女子熊本女商高を派遣。

・平成 7年度選抜大会 (第 19回 )名古屋再開

催、参加校男女各 32校。

・加盟校男子1,435校、女子1,068校、合計2,503

校 (前年比 60校減)

○平成 8年第 47回 大会塩山 (山梨)

第 4回 日韓中ジュニア交歓競技会 (長崎)で

日本代表横浜商工高と長崎代表が対戦。

第20回 選抜大会 (第 20回 記念大会)を 開催、

参加校男女各 36校。

選抜大会 20周 年記念式典、感謝状 2社 ・ 6

氏、表彰 10氏 、表彰校男子 19校、女子 20校

に行う。加盟校男子 1,428校、女子1,050校、

合計 2,478校 (前年比 25校減)。

○平成 9年第 48回 大会八幡・京田辺 2市共同

開催 (京都 )

・部長高田日呂美退任 (全 国高体連理事長専

任のため)千野恒夫 (山梨)就任。委員長住

尾勉退任、北岡大覚 (大阪)就任。副委員長

高橋精一 (大阪)就任。

・第 21回選抜大会参加校男女各 32校。

・平成 10年度から全国高校選抜大会の開催地

は、日本協会の指導のもとに基本的に関東、

東海、近畿プロックの方向で持ち回り開催

を検討中、22回～ 23回大会は大阪で開催す

る。加盟校男子 1,365校、女子 1,016校、

合計 2,381校 (前年比 97校減)

・平成 10年第 49回 大会徳島 (徳島)

・第 22回全国高校選抜大会を大阪で開催、参

加校男女各 36校で実施する。参加校数増加

について全国高体連総会で承認手続き申請。

・国際ハンドボール規則変更に伴い、競技時

間等の変更があったが、競技時間について

のみ、平成 10年度は特別措置を日本協会に

了承を求め従来の競技時間で行う。

・平成H年度第50回全 日本高校選手権大会盛

岡 (岩手)開催時に創立 50周 年記念式典挙

行予定。第 23回全国高校選抜大会を大阪で

行い、平成12年以降 3年 間を氷見 (富山)で

開催することが、平成 9年度の (財)日 本ハ

ンドボール協会理事会で承認された。

(平成 9年度全国高等学校総合体育大会名短大付&宣真
女子決勝戦スナップ)
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3「将来に向けて」
(1)平成 7年度の加盟校男子 1,494校、女子

1,198校 、合計 2,550校は、加盟校数の創立

以来最多加盟校数であった。しかし、昨今、

少子化や高学歴志向に伴なう社会の流れの

変化の中で、休部・廃部をしていく学校が全

国各地でも現れ始めた。当然、高等学校の改

革の波の中で統廃合のための自然減少 もあ

ろうが、指導者の人事異動に伴なっての廃

部は、特に寂 しさを感 じる。少子化に伴な

い、教員の採用も控え気味になり、スポーツ

経験のない数少ない先生方の採用が多 くみ

られる現状の中で、ハ ンドボールはメジャ

ースポーツになれないのは、指導者が整わ

なければ部活動ができないという理論に結

び付かれるおそれを危惧する。

ハンドボールをこよなく愛する先生方、是非

とも、普及 (ハ ンドボールの素人顧間を夢中

にさせること)と 強化の両面を自校という器

の中でなく、各都道府県単位で至急に考えて

欲しい。また、既に現役を退いた往年のハン

ドボーラーの先生方にも普及活動のお力添え

に参加していただけたら有 り難い。老齢化社

会の中で生涯スポーツ活動の一環として、往

年の指導者としての力を、孫世代の子供だち

への指導にお貸しいただきたい。交流は世代

の交流と世代を越えた生きがいづ くりに繋が

るのではないだろうか。各都道府県毎に指導

が可能な方々の人材バンクリス トを作成し活

用出来れば嬉しい限りである。

(2)地球規模で物事を考える時代の流れの中

で、平成 7年広島でのアジア大会や熊本で

のJAPANCUPつ 7、 平成 9年 5月 熊本県での

男子世界選手権大会が実施されたが、その

波及効果は予想外に大きかった。

世界の トッププレヤーの素晴らしい技術や戦

術、それに闘争心。日本チームの世界選手権

にかける、血の滲むほどの トレーニングを

積み努力 した様子が報道され、 日本チーム

が一戦一戦を精一杯に戦い善戦 したその姿

が実に素晴 らしく印象的であった。世界の

水準を知った高校生にとってこの上もない

励みになった教材であった。

会場を沸かす好プレーを、連日超満員の会場

で、また全国ネットのテレビの画像を通 し

なが ら観戦 した全国の生徒諸君の感動は、

直 ぐにも同じようなプレーをしてみたいと

いう意欲へと変わっていった。その後に行

われた、名古屋での選抜大会でのゲームの

中にも明らかに現れていた。それは、指導者

である教師の研究心が年々旺盛になり、世

界の トッププレヤーの素晴 らしい技術や戦

術を生徒 と共に研究しなが ら、自校のチー

ムにマ ッチさせたものを考案 し、プレーの

中に用いている様子が伺えた。この様に一

流のプレーは素晴 らしい運動文化であ り、

定期的に観戦できる機会があればと思 うと

ころである。観戦ばかりでなく、地元の高校

生諸君が大会への協力を、セレモニーヘの

参加、環境整備や交通整理等のボランティ

ヤ活動での参加によって、良い勤労体験学

習の場にもなったと関係者から伺った。

企画や運営する (財)日 本ハ ンドボール協会

や自治体の財政的な援助を、サ ッカー くじ

の配分金等を上手に利用出来るように、(財 )

日本体育協会や文部省等からの一層積極的

な協力を行って欲しい。

(3)男子は平成元年、女子は平成 5年から日

本協会との連携を取 り行っている、ジュニ

ア活動の基本方針は、世界に通 じる可能性

を秘めた選手の発掘 し「ナショナルチーム

の一員」ということを意識させ、技術面の強

化並びに生活姿勢の転換等、精神面の転換

を計るとし、世界ジュニア選手権大会への

出場に夢をかけている。

高校生の世代で、選手として参加ができるこ

とは、近い将来高校生のナショナルプレー

ヤーが多数誕生も夢ではないと思っている。

アジア大会や世界のイベ ントヘの高校生の

積極的な参加が望まれる。

現状の (財 )日 本体育協会の主導の日・中・

韓のジュニア大会をより発展 して実施 して

いただけたら、ジュニアU19の 活躍の場

も増えていくのではないかと考える。

既に、各都道府県の中には、国際的視野での

交流を姉妹国、姉妹都市ということで、韓国

や中国、遠 くはヨーロッパ諸国にまで行っ

ている所 もあるが、底辺拡充 と世界に通 じ

る力を涵養するには絶好な機会でもあるの

で、継続をしていって欲しい。
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1沿 革

①―昭和20年代―

昭和 25年 10月 28日 に全国高体連蹴球部

(サ ッカー部)の規約が承認された。蹴球部の

課題は蹴球協会と密接な連絡をとりながら、高

校の大会は高体連で自主的に運営できる体制を

つ くることであった。また、加盟校の増加にと

もなう各種大会の運営や組織づくりに苦労した

時代であった。昭和 28年 に故松浦利夫先生が

副部長に就任 し、審判員の育成、技術研究及び

講習会の開催等、事業の拡張と充実をはかるこ

とを最大の目標 として活動されたようである。

この意味で 20年代は蹴球部の発足 と組織づ く

りに終始した時代であった。

②一昭和30年代―

年々増加する加盟校に対応する審判員の確

保や専門部独自で会議、研修会を開く機会も費

用もなかった。したがって審判員は、国体開催

時に研修を受けるとか、受けた指導者を中心に

各都道府県で講習会を開いて拡充をはかるよう

にした。国体開催時の審判研修は意義があり、

各都道府県協会や高体連専門部からの派遣者が

多かった。一方、技術の指導者研修の機会はな

かった。昭和33年 日本協会は、アジアサッカー

連盟会長のラーマン首相 (マ レーシア)の提案

で開催されたアジアユース大会に高校選手の派

遣を決定した。このときの協会と高体連蹴球部

との折衝をしたのが松浦先生であった。先生は

問題点を指摘 しながらも、若い人たちを派遣し

技術委員会の基礎をつ くるのにはまたとない機

会であると判断され、高体連側は団長と主務、

協会側は監督とコーチのポス トで遠征すするこ

とでこれを受諾した。昭和 34年から46年 まで

の 13年間続けた行事であった。また、昭和 28

年から国体に教員の部が併設され、指導者の拡

充の上から非常に効果があった。このように、

30年代は指導者組織の充実をはかった時代で

あった。

③一昭和40年代―

39年の東京オリンピックを契機にスポーツ

ヘの関心が高まるなか、高体連サ ッカー部も変

化の激 しい時であった。第1は 41年 の高校総体

への参加であった。大正7年 から続いた選手権

大会から毎日新聞社が手を引くことになり、文

部省の次官通達 と経済的な問題もあ り42年 1

月の大会は16チ ームとなった。(推薦出場)第

2は アジアユース大会の参加中止にともない、

48年から高校選抜チームの海外遠征が実施さ

れたことである。選手団の編成は生涯・報道を

除いては高体連関係者であった。この遠征は指

導者及び選手の大きな励みとなり、組織の確立

に重要な役割を果たした。また、43年から日韓

ジュニア交流競技会 (現在は日韓中)45年 から

国体少年の部の選抜制、41年からの総体での

NHKの テレビ放映、46年から選手権大会の

民放テレビ (日 本テレビを中心とする)の放映

等、高体連サッカー部にとって充実と活気のあ

る時代であった。

④―昭和50年代―

この時代の最大の変革は高校選手権大会の

首都圏開催であった。松浦先生を中心とする全

国高体連サッカー部の役員の努力により様々な

問題を解決しながら、52年正月に51年度第55

回全国高校選手権大会を首都圏で開催した。こ

の結果、観客動員数が大幅に伸び全試合をテレ

ビ放映することとあいまって大きな盛 り上がり

をみせた。また、53年 2月 20日 、年度の総体・

国体・選手権大会の記録をはじめ、海外遠征、

地域大会の記録、技術・審判・医事等の研究報

告等を掲載した高校サッカー年鑑を発刊た。57

年の選手権大会は60回 の記念大会として参加

校を各都道府県各 1チ ーム、加盟校の多い東京

の1チ ームを加えて48チ ームで開催した。翌年

の61回大会は32チ ームに戻 したが、全国の委

員長から1県 1代表の強い要望があり、会場の

確保、テレビ放映等の問題も解決できたので

59年正月の大会より48チ ームで開催すること

とした。このように 50年代は高校サッカーが

大いに進展 した時代であった。

(以上、全国高体連 40年 史より抜粋)
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2 10年の歩み

①―昭和63年度―

加盟校が 3877校 となり、高校サッカーが

益々盛り上がりをみせた年であった。選手権大

会が昭和天皇崩御のため2日 間順延となり、1

月9日 に準決勝、10日 に決勝をおこなった。昭

和から平成にまたがる印象に残る大会であっ

た。また、1月 中旬には選手・指導者のレベル

アップをはかるために、高校選抜チームの海外

遠征でお世話になっているベリンツオーナ国際

ユース大会の優勝チーム (2位のセルチック・

グラスゴー)を招待し、「東京カップ」 (後に

ニューイヤー・ユース・サッカーとなる)を 開

催した。この大会はその後も毎年開催され現在

まで続いている。

②一平成元年度―

平成 2年度より開催する全日本ユースサッ

カー選手権大会の試行大会が実施された。この

大会は高体連加盟チーム以外の高校年代のチー

ム (ク ラブ)と の交流を通してレベルアップを

はかり、真のユースチヤンピオンを決定する大

会として開催される。高校の大会日程との関係

で開催時期等、様々な問題はあったが、クラブ

チームも年々増加しており、来年度より公式大

会として実施されることになった。この大会は

平成9年度第8回大会まで全て高校チームが優

勝しているが近年クラブのレベルも高くなり好

ゲームが展開されている。

③―平成2年度―

選手権大会がアジアユース予選との関係で

日本協会推薦4チ ーム (代表選手が選ばれてい

るチーム)を加え52チ ームで開催する異例の

大会となった。(詳細は91高校サッカー年鑑に

記載)決勝戦は九州勢の対決となり、国見高校

が優勝した。昨年の南宇和高校の優勝を考える

と東高西低であったサッカー地図も変わりつつ

あり、地域差がなくなってきたようである。

④―平成3年度―

平成4年 よりJリ ーグの発足が決定した。こ

れに伴い、高体連登録選手の Jリ ーグとの契約

クラブと高校間の選手の移籍等の問題が生じて

きた。高体連サッカー部としての原案を鈴木勇

作部長より委員長会議に提案し、この案を日本

協会に提案することとした。アマチュアとプロ

との関係で今後も様々な問題に対応する必要性

を強く認識した年であった。

⑤―平成4年度―

サッカー界は Jリ ーグの発足間近、2002年

ワールドカップ招致活動などで年々盛り上がっ

てきた。これと平行して、高校サッカーにもい

くつかの変化が見られるようになった。今まで

各都道府県の強豪チームに集中していた選手の

分散化傾向がでてきたこと、外国人留学生を出

場させるチーム、外国人コーチの招聘、強豪

チームの海外遠征等、高校日本一をめざして新

たな選手育成方法が様々な形で行われるように

なった。大会の運営面においても、現場の指導

者から種々の改革案がだされた。総体のエント

リー数の増加、休養日の増加、主務のエント

リーの要望があったが全国高体連の規模適正の

方針により全てが解決できなかった。

⑥―平成5年度―

加盟校が初めて4000校を突破し4019校 と

なった。今年度は5月 にJリ ーグのリーグ戦が

開始、10月 にはワール ドカップ予選とサッ

カーが国民的関心事となった。こうした中で高

体連サッカー部に重大な問題が投げかけられ

た。第1は高体連加盟校以外の学校の総体への

参加である。サッカー部では全国高体連の諮問

を受けて、以下のような案を提示した。

(ア )朝鮮高級学校の総体参加を特例として

認める。

(イ )高等専門学校、専修学校、各種学校の

参加は保留する。以上を全国高体連への回答と

したが、高体連では (ア )(イ )の両方とも認め

ることを決定した。この件について日本協会の

資格委員会に鈴木部長より提案をし、種々の経

緯はあったが特例として参加を認めることで了

解をとり、理事会で承認された。この結果、7年

度鳥取総体より参加を認めることとなった。

第2は 日本協会医事委員会より、選手の健康

管理とよりよいゲームを行うために、総体の日

程変更を指示された。総体の日程延長を全国高

体連に要望するとともに、参加チーム (55校 )

削減し休養日を増やす事を提案 したが、後者に

ついては全委員長が反対を表明し、以下の案で

承認を得た。

(ア )試合開始時刻は日中の暑い時間を避ける。

(イ )会場を8会場とし1会場 1日 3試合とす

る。また、選手権大会も同様の観点から休養日

を増やすために年末からの開催を検討すること
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とした。高校の全国大会が長期休業中の開催を

義務づけられている中で、よりよいチームや選

手を育成するための検討課題が山積してきた年

であった。

⑦―平成6年度―

前年度からの検討課題であった総体の試合

時間を35分ハーフ、延長なし、PKと するこ

と (決勝戦のみ 20分延長、同点の場合は両校

優勝)に決定した。また、今年度の選手権大会

の日程を 12月 30日 から1月 8日 までとし休養

日を3日 間とすることとした。将来を担 う選手

の健康管理とよりよいゲームのために効果的で

あった。7年度総体から加盟校以外の学校の参

加を認めたことは前述 したが、今年度新たに選

抜大会 (選手権大会)への参加を認める方向で

専門部及び競技団体で検討して欲しいとの要望

が全国高体連よりあった。委員長会議で様々な

問題点が指摘されたが、総体 と同じ条件で認め

ることとし、日本協会の資格委員会に提案する

こととした。総体 と異なり日本協会がイニシア

チプをとっている大会のため、委員会で承認さ

れるかはなはだ不安であった。もう一つの課題

であった外国人留学生の人数制限に関しては、

高体連の2割程度という基準をふまえ、4人登

録、2人出場とすることを決定した。なお、こ

の規定は地域大会、選手権大会も同様とするこ

ととした。

③―平成7年度―

前年度からの検討事項であった加盟校以外

の学校の選手権大会への参加は、日本協会理事

会で承認され、総体と同様の基準で平成8年度

より認めることになった。この年、サッカー界

はU-20、 U-17代表チームの世界選手権で

の活躍、女子のアトランタオリンピックヘの出

場決定と盛り上がりのある年であった。こうし

た雰囲気の中で、高校生以下の年代のレベル

アップをはかるために多くの変化が出始めた。

8年度より天皇杯の方式が抜本的に改正され、

2種登録 (高校年代)チームの参加がみとめら

れることになった。また、高校選抜チームのメ

ンバー決定にあた り、」リーグ所属選手の選考

に関して調整が必要になってきた。

⑨―平成8年度―

Jリ ーグの発足以来、高校サ ッカーを取 り

巻 く環境 も大きく変化 した。高体連サッカー部

も多 くの課題を審議してきたが、今年度は比較

的平穏であった。しかし、高校サッカー年鑑の

発刊について永年お世話になっている講談社よ

り発刊中止にしたいという話がでた。この件に

ついて講談社との折衝とともに、委員長会議ヘ

の提案等、継続出版に向けての内部的な意思統

一を行わざるを得ない状況になった。かく都道

府県高体連サッカー部を通じて組織販売の増

加、新たな販売方法、年鑑担当者の組織づくり

に各委員長の絶大な理解と協力を得て、発刊継

続の目途がたったことは大変ありがたかった。

⑩一平成9年度―

日本サ ッカー界にとって悲願のワール ド

カップ出場が決定し、全国的なサッカープーム

が再び訪れた。2002年 日韓共催大会とあわせ

て若い年代のプレーヤーはもとよリー般のフア

ンにも大きな夢がもたらされた。この盛 り上が

りの中で総体、高校選手大会は好ゲームが多数

あり高校サッカーが更にレベルアップしている

ことを強 く感 じた。首都圏開催になって初め

て、雨天のためスタンドでの開会式に始まり、

決勝戦は大雪のなかで東福岡高校と帝京高校の

ハイレベルな熱戦が展開されたことが印象に

残っている。
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3 将来に向けて

高校サッカーの発展が 日本のサッカーを発

展させる基盤であると考えている。この 10年

間の歴史の中で、大会運営、指導者、審判員等

の組織が日本協会の指導の基に整備されてき

た。以下、それぞれについてふれてみたい。

(1)高体連サ ッカー部の組織

本部役員 :部長、副部長 (2)総務委員長

審判委員長、技術委員長、総務庶務。

常任委員会 :本部役員、9地域からの選出委

員。 (原案の作成)

全国委員長会議 :本部役員、各都道府県委員

長 (議決機関)

毎年、総体開催時と選手権開催時に開催。

(2)大会の運営

全国総体 :開催都道府県の高体連、サッカー

協会、高校生の補助役員で運営。

全国選手権 :東京、埼玉、千葉、神奈川の高

体連、協会、高校生の補助役員で運営。

組織的な運営がどの大会でも定着している

(3)審判委員会

各種別の全国大会は日本協会審判委員会で

審判員を割 り当てる制度となっている。このた

め、高体連審判委員長が協会の委員長とともに

担当試合の割 り当てを行っている。指名審判員

のほかに各都道府県から2名 までの研修希望者

(2級審判員)を招集し大会の前半に研修会を

実施している。

高校教員には国際審判員をはじめ1級審判員

が多数おり、総体、選手権 とも日本の最高レベ

ルの審判員で試合がおこなわれている。

(4)技術委員会

国体を含め各大会には全国9地域から推薦さ

れた技術委員が全期間ゲームを観戦し、選評、

テクニカルレポー トの作成、大会優秀選手の選

考を行い、サ ッカー年鑑に掲載している。全国

の高校サッカーの指導者の中には日本体育協会

及び日本サッカー協会認定の S級 。A級 ・B

級・C級コーチの資格取得者が多数お り、チー

ムの指導や技術委員の仕事に携わっている。こ

の力が最近の高校サッカーの競技力を向上させ

ている最大の要因である。

最近の高校教育を取 り巻く環境の変化に対応

しながら、高校スポーツを益々発展させるため

に指導者の役割は極めて重要である。高体連

サッカー部も平成10年度をきして、組織の若返

りをはかり、日本協会との連携のもとにスポー

ツの発展に努力して行きたいと思っている。

「全国高等学校体育連盟サッカー部規約」

第 1章

第 1条

第 2条

第 2章

第 3条

第 4条

名称及び事務所

本会を全国高等学校体育連盟 (以下、

高体連)サ ッカー部と称する。

本会の事務所を東京に置 く。

目 的

本会は、全国高体連の規約に基づき、

サッカーの健全なる発達を図ること

を以て目的とする。

本会は第 3条の目的達成のため、下

記の事業を行う。

l.全国大会開催に関する事項の審議

並びに執行。

2.サ ッカー技術の講習。

3.体育団体との緊密な連絡。特に財

団法人日本サッカー協会とは常に

連絡を行う。

4.そ の他、本会の目的達成に必要な

事項。

第 4章 組織及び性格

第 5条  本会は全国高体連規約第 6条 によっ

て組織する。

第 6条 本会は全国都道府県の高体連サ ッ

カー部を以て組織する。なお、都道府

県高体連サ ッカー部は、地域ごとに

連合体を組織することができる。そ

の地域は、財団法人日本サ ッカー協

会の統括する地域協会地と合致する

ことを原則とする。

第 7条  本会は日本サッカー協会高等学校部

会の性格を兼ねる。

第 5章 役 員

第 8条 本会に下記の役員を置 く。

1.部長に 1名、2.副 部長 2名、3.総務

担当、審判担当、技術担当各 1名

4.常任委員 9名、5.委員 各都道府

県専門部委員、6.顧間

第 9条  部長及び副部長は本会の委員より選

出し全国高体連理事会の承認を経て

会長これを委嘱する。総務、審判、技

-284-



第 10条

第 11条

第 12条

第 13条

第 14条

第 15条

第 16条

第 7章

第 17条

第 18条

第 19条

第 20条

術の各委員は、常任委員会の推薦を

経て、委員会において承認する。

部長は本会を代表し、会務を統括す

る。副部長は部長を補佐 し、部長事故

ある時は職務を代行する。

総務、審判、技術の各委員は、本会の

それぞれの担当分野の責任者として

連絡、調整にあたる。

委員は各都道府県高体連サ ッカー部

より1名選出する。

常任委員は、かく地域の委員の互選

により1名選出する。

常任委員は、部長、副部長、総務、審

判、技術担当の委員とともに常任委

員会を構成し、会務の処理にあたる。

顧間は、重要事項に関して委員会の

諮問に応ずる。

役員の任期は 2か年とする。ただし

重任は妨げない。補欠によって就任

した役員の任期は残任期間とする。

委員会は部長之を招集 し、重要事項

を審議する。

緊急事項は常任委員会において審議

し、決定事項は次の委員会に報告す

る。

委員会及び常任委員会は総員の 2分

の 1以上 (委任状を含む)の 出席がな

ければ開くことができない。

会 計

本会の経費は全国高体連の規定によ

り本部よりの補助金、寄付金を以て

あて、都道府県より分担金などを徴

収することはできない。

本会加盟校は、全国高体連の承認し

た大会以外には出場できない。

本規約は、委員会の議決なく変更で

きない。

すべての場合における議決は、出席

者の半数以上の賛成があれば成立す

る。ただし、賛否同数の時は、議長に

一任する。

本規約は、昭和 25年 10月 28日 より

実施する。

昭和 53年 8月 1日 改訂。

第 21条
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《事務局》

〒571‐0038大阪府門真市柳田町29-1
府立門真西高校内

TEL 06(909)0318
FAX 06(909)0798

創  立 :昭和 25年

加盟校数

部 員 数

〇副部長

《昭和
"年

以前》

高桑栄一(関東)

丸岡隆一(関西)

《昭和∞年以降》

【関東】

高桑栄一(S30～46)

鷹木立雄(S47～57)

堤治美(S8～62)

角田進(S63～H3)

石田毅(H4～6)

石丸克己(H6～9)

1,416をた

男 子 33,145名

【関西】

中島直巳(S∞～%)

吉田恒二(S37～
")

林田昭喜(S40～ 47)

土岐一郎(S48～59)

野々村博6∞～61)

荒井昭雄(Sa～H4)

井上哲夫(H4～ )

【九州】

井上輝生(S∞～40)

門田久人(S41～ 47)

淵本武揚(S48～49)

小澤直道(S∞～H3)

三野紀雄(H4～ )

年

度 部 長 記   事
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高崎 米吉

泉 悌二

12月 専門部発足

第 1回全国委員会

専門部正式役員決定

6枚革ボール正式使用

保善高校韓国遠征

選抜チームカナダ遠征

51回大会高校総体加入

高校日本代表英国遠征

創部25周年記念式典

指導者研修会始まる

普及指導講習会始まる

年
度 部 長 言己      ヨ晟
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１０

泉 悌二

鷹木 立雄

土岐 一郎

松下 邦夫

堤  治美

林田 昭喜

角田  進

荒井 昭雄

創部

“

周年記念式典

全国大会
"チ

ーム参加

近鉄花園ラグビー場改修
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1沿 革

昭和25年 全国高体連ラグビー専門部発足

全国高等学校体育連盟ラグビー専門部の発

足は昭和 25年、だが当初は各都道府県の組織

も未整備であり、東京の責任者であった高崎米

吉先生の奔走で全国ラグビー専門部の会合が持

たれたのは、昭和 25年 12月 30日 、大阪毎日新

聞社の会議室であった。以降、各都道府県の委

員会も整備され、昭和 27年 、毎 日新聞社隣の

堂島ホテルで、全国高体連ラグビー部規約原案

が提案され、その後昭和 30年の全国委員会で

正式役員が決定された。

昭和31年 体協脱退と団体出場

第11回兵庫国体に(財)日 本ラグビーフット

ボール協会は、(財 )日 本体育協会のアマチュア

リズムの考えの甘さを指摘 して (競輪の補助金

で国体開催)国体に参加 しないと決議し日体協

を脱退 した。しかし、高校側としては、協会の

趣旨には賛成だが、生徒指導上マイナスである

として専門部の総力を結集し協会に申し入れを

した。その熱意に協会も折れ、特別配慮で国体

に参加できた。

昭和38年 6枚革ボール正式使用

当時、ボール 1個 2,000円 もするので、少し

小型であるが 6枚革のボールを研究考案 し、半

額の 1,000円で業者に作 らせ、す ぐ関東高校大

会で使用できるように努力されたのが高崎先生

であった。その後、このボールは約 20年間定

着 し、高校ラグビーの普及発展に大きな役割を

果たした。

昭和39年 保善高校韓国遠征

この年のH月 に、高崎先生が自ら引率し保善

高校のラグビーチームを韓国に遠征 したのが、

高校生の海外交流の始まりである。これを契機

に韓国、台湾、カナダからも来日が続いた。

昭和46年 カナダ遠征

第 50回 全国高校ラグビー大会を記念 して、

ベス ト8チ ームから選抜 したチームで、カナダ

に初遠征 した。

昭和47年 全国高校総体加入

全国高等学校総合体育大会への加入は、全

国高等学校ラグビーフットボール大会の 40回

も続いた伝統 と加入条件との間に大きな壁が

あったが、専門部が一九となって総力を結集

し、協会や毎日新聞社 との折衝を重ね、この年

の第 51回 大会からようやく総体加入に踏み切

ることができた。

昭和51年 高校日本代表英国遠征

専門部の大きな夢であった、ラグビーの母

国イングランド遠征がこの年の3月 実現 した。

高崎部長を団長として、役員 5名、全国大会

で優勝した久我山を始め準優勝の目黒、秋田正

業などの強豪から選抜された選手 25名の編成

で、戦績は 7戦全敗であったが、英国選抜に37-

7と 善戦 した。以来毎年遠征が続き、高校 日本

代表の選手が日本を代表するプレヤーに成長し

ていくようになり、日本ラグビーの発展に大き

く貢献することになる。

昭和51年 創部25周年記念式典

創部 25周 年記念行事の祝賀会が、協会関係

者を始め、毎日新聞社、近畿日本鉄道、報道関

係の参加のもと、12月 30日 大阪で開催された。

高体連ラグビーの四半世紀の区切 りと、新たな

時代への前進を確かめる式典であった。記念誌

は林田先生のご努力により翌年完成し、貴重な

記録として残っている。

昭和60年 創部35周年記念式典

12月 27日 に、大阪で35周 年記念式典が行わ

れた。この 10年、協会と高体連が高校委員会

を通 じて強い絆で結ばれ、高校生の普及・強化

が日本ラグビーの向上に大きな役割を果たして

いることが確認された。

昭和62年 全国大会50チーム参加

第50回 及び第60回 に記念大会として全国大

会が 50チ ームで開催された実績から、この年

の第67回大会から、山形、島根の出場で50チ ー

ムで開催されることになり、全国の願い出ある

全都道府県からの大会参加は香川、高知を残す

のみとなった。

全国高校ラグビー大会 大優勝旗「飛球の旗」
一日本宣伝美術会長 大高 猛―

※第40回 を記念 して制定。第75回 大会より新調された。
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2 10年 の歩み

(1)全国高校ラグビー大会

全国高等学校ラグビーフットボール大会は、

平成9年 に第77回 を数え、歴史を重ねるととも

に、冬の高校生スポーツのビッグイベントとし

て定着し、高校ラガーの憧れの的である近鉄花

園ラグビー場では、毎年、涙と感動のドラマが

繰り広げられている。大会の発展とともに、各

都道府県の予選参加校数も増加し、ラグビー競

技の向上と高校ラグビーの普及に大きな役割を

果たしてきた。しかし、平成 3年 をピークに、

予選参加校数が減少の兆しを見せ、ラグビー関

係者の危惧するところとなっている。各都道府

県の専門部では、7人制や10人制の大会を導入

し、なんとか部員減少に歯止めをかけようと努

力している。これまで、全国の高校にラグビー

を芽生えさせ、発展させる役割を果たしてきた

この大会が、新たな時代を切 り開く大会となる

よう願っているところである。

【全国大会10年の歩み】

◆昭和63年～64年 (第 68回 )

。昭和天皇崩御のため決勝戦は中止され、著漢

学園高校と大阪工業大学高校の両者優勝と

なった。

◆平成元年～2年 (第 69回 )

・文部大臣楯が杯に新調され、新たに賞状が授

与されることになった。また、全国高体連の

会長杯も新調され、今大会から授与される

ことになった。

◆平成 2年～ 3年 (第 70回 )

・70回の記念大会のため、これまで最多の54校

の出場校によって開催された。また、12月 26

日に、大阪上本町「なにわ会館」に関係者が

集い盛大に大会の古希を祝った。また、これ

まで大会の登録人数は22名 であったが、こ

の大会から安全管理面の配慮から、25名 と

◆平成 4年～5年 (第 72回 )

。メインスタンドの70%が傘下に収まる大鉄

傘、第2グラウンドの洋芝改修、第 3グ ラウ

ンドのスタンド設置、「ラグビー資料館」の

新設など、昨年に引き続き、ラグビー場の改

修が行われた。

・71回大会は1,490校のこれまで最高の予選参

加校数であったが、今大会は29校減の 1,461

校にとどまった。

◆平成 5年～6年 (第 73回 )

・前年からの予選参加校数の減少傾向が続き、

34校減の1,427校 となり、ラグビー関係者の

間に危機感が高まってきた。

◆平成 6年～7年 (第 74回 )

・全国的に実力のあるチームが育ってきたこと

もあり、これまでシード校を二つにランク

をつけてきたが、大きな力の差が見られず、

今大会では初めてシード校にランクをつけ

なかった。

◆平成 7年～8年 (第 75回 )

・この大会の優勝旗である「飛球の旗」は、第

二次世界大戦の戦禍に没したが、第40回 (昭

和36年 )大会を記念して新たに制定された。

しかし、30数年の歳月を経て、痛みが目立ち

第75回 を記念して新調された。また、この

大会から、すべての試合を30分ハーフで実

施することとなった。

◆平成8年～平成9年 (第 76回 )

・第 3グ ラウンドに記録席用ブースの設置やト

ランシーバー、携帯電話の導入によって、寒

風の中での記録作業や人力による各グラウ

ンド間の連絡が解消されるなど、効率的な

大会運営が行われるようになった。

◆平成9年～平成10年 (第 77回 )

・かつて高校時代に花園を目指したラガーメン

であった、町村文部大臣が開会式で、ご自身

の体験を踏まえたご祝辞を述べられ、大会

1回戦を観戦された。なった。

◆平成 3年～4年 (第 71回 )

・近鉄花園ラグビー場が改修され、スタンド
 ‐

は、3万人収容の大スタンドとなり、これま

で入場制限をするなど運営に苦労 してきた

役員の悩みが一挙に解消された。

・この大会から、高知、香川県が単独出場する

ことができることになり、全都道府県の出

場が実現した。
第 77回全国高校ラグビー大会決勝戦
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(2)海外遠征

昭和 51年の英国遠征以来、高校全日本の海外

遠征は毎年継続されており、この遠征を通して選

手の発掘育成や指導者の養成などの体制が全国に

整備され、今では、高校ラグビーのみならず、日

本ラグビーの発展の大きな基盤となっている。

全国の高校チームも海外遠征を行い、また、

海外からも数多くのチームが来日するようにな

り、高い水準の技術を学ぶ機会となっている。

【高校全日本海外遠征の 10年】

○昭和 63年 英 役員 4名 選手 25名

団長 り‖勝主一郎 (京都花園高)4勝 1敗

○平成元年 NZ 役員 4名 選手 25名

団長 徳増浩司 (茨城著漢学園)3勝 2敗

○平成 2年 スコットランド 役員 5名 選手 25名

団長 荒井昭雄 (大阪大手前高)5勝 1敗

○平成 3年 ウェールス
゛
 役員 5名 選手 25名

団長 月ヽ澤直道 (福 岡筑紫中央高)3勝 2敗

○平成 4年 カナダ 役員 5名 選手 25名

団長 野々村博 (大阪経済大学)5勝 0敗

○平成 5年 英 役員 5名 選手 25名

団長 角田進 (東京専修大附属高)4勝 1敗

○平成 6年 NZ役 員 5名 選手 25名

団長 石田 毅 (東京豊島学院高)3勝 2敗

○平成 7年 ウェールス
゛
 役員 5名 選手 25名

団長 荒川博司 (大阪工業大高)2勝 3敗

○平成 8年 英  役員 5名 選手 25名

団長 石丸克己 (東京城北高) 2勝 4敗

○平成 9年 スコットランド 役員 6名 選手 25名

団長 信清邦夫 (北海道網走南が丘高)5勝 0敗

(3)普 及指導講習会

普及指導講習会は、昭和 55年 1月 の高校委

員会 (名古屋)で強化以外の普及講習会開催の

提案がなされ、その年の 3月 に関東 (宇都宮 )、

九州 (長崎)、 中国 (広 島)、 北陸 (福井)の 4

プロックで開催されたのが始まりで、昭和 58

年からは、全国 9プロックで開催されるように

なり、現在に至っている。各プロックでは、講

習内容の検討を行っているが、ここ数年、抜本

的な見直しをという声 もあがっている。発足か

ら、まもなく20年になろうとしているが、競

技人口減少の今こそ、よリー層の充実を図るた

めの検討が必要になっている。

(4)指導者研修会

日本選手権の前座試合の高校選抜東西対抗の

応援に上京する先生方に、日本協会の役員、コー

チから指導を受けてはどうかという高崎部長の

提案から、指導者研修会が始まった。昭和 52年

から、東、中、西のプロックから、毎年様々な実

践や研究発表が行われ、研究冊子としてまとめ

られている。技能の向上から運動部活動の運営、

教材としての指導法など、幅広い発表がなされ、

全国にラグビーを普及させるための貴重な資料

となるなど大きな成果をあげている。運動部活

動を取 り巻 く環境が大きく変化する状況の中、

この研修会に大きな期待が寄せられている。

3  将来に向けて

専門部ではこの 10年、ラグビー協会と密接

な連携を図りながら高校ラグビーの在 り方につ

いて検討を加えてきた。

国際化が進展する中、留学生等の外国人の

大会参加や、海外 との交流について検討を加

え、国際化に対応 した高校ラグビーの海外交流

について一定基準を設けた。

一方、事故防止の観点から国内特別ルール、

大会運営や競技方法などについても検討し、よ

り安全なラグビーを目指してきた。

さらに、専門部はもとより、日本ラグビーの

最も大きな課題である、競技人口減少に対する

対応策についても、様々な論議が行われ、協会

の支援による学校部活動に対する指導者の派遣

など、新たな事業も展開しつつある。

今後 もこれら課題に対 し、専門部として積

極的な取組みを進めていくことはもとより、一

層協会との連携を密接にし、課題解決を図って

いくことが不可欠であると考える。

この記念誌を編集するにあた り、全国の高

校にラグビーを芽生えさせ、発展させてきたも

のは、多 くの諸先輩のご努力とともに、全国の

ラグビー指導者一人々の熱意あふれる指導で

あったと改めて痛感 しているところである。学

校部活動を取 り巻 く環境が大きく変化している

状況の中、新たな時代の高校ラグビーを築いて

いくため、全国の指導者の熱い情熱に期待 して

いるところである。
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《事務局》
〒400‐0502山 梨県南巨摩郡増穂町最勝寺1372

県立増穂商業高校内

TEL 0556(22)3185
FAX 0556(22)3161

創  立 :昭和 25年度
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35,105名

53,059名

88,164名
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昭和38年度 全国高等学校総合体育大会とし   大会経費では第 1回大会約 205,000円 であっ

て各種目統一される (記載省略) たものが、大会規模の増大や社会情勢の関係も
昭和44年 度 第20回全国大会 (桐生市)   あるが第36回大会では約2,40CXl,000円 と120倍

皇太子ご夫妻ご観覧      近く増大している。

1沿 革

1.発足から40年

(1)年表

昭和 25年 度 全国高体連バ ドミントン専門部

(1950) 創設 全 日本高校大会開催決定

高松宮、同妃賜杯下賜

第1回全日本高等学校バ ドミント

ン選手権大会開催 (横浜市 )

男女学校対抗 (フ リー出場 )

昭和 29年度 第5回全国高等学校バ ドミントン

選手権大会と改まる (金沢市)

昭和 30年度 第6回全国大会 (神戸市)都道府

県より学校対抗男女各々1チ ーム

代表、個人戦を新設

昭和 31年度 第7回全国大会 (仙台市)よ り北

海道は南・北各々からの代表と

なる。

昭和 34年 度 第 10回全国大会 (会津若松)に
て 10周年記念式典を行う

20周 年記念式典及び祝賀会

昭和 47年度 第1回全国高等学校選抜バ ドミン

トン選手権大会 (真岡市)開催

個人戦のみ行われる

昭和 49年 度 第 3回全国選抜大会 (足利市)

団体戦 (都道府県対抗)導入

昭和 54年 度 日本バ ドミントン協会加盟 (全

国大会に優勝旗を寄贈される)

第 30回全国大会 (大津市)

30周 年記念式・祝賀会及び記念

誌発刊学校対抗 2複 1単 となる

第 8回全国選抜大会 (真岡市)

団体戦が学校対抗 となる

昭和 62年度 第 38回全国大会 (登別市)学校

対抗 2複 3単 と改まる

(2)専門部のあゆみ

昭和 25年 (1950)日 本バ ドミントン協会広

田兼敏副会長、伊沢三郎常務理事を中心とした

方々のご努力により、高松宮、同妃賜杯を下賜

され第1回全 日本高校選手権大会が横浜市のフ

ライヤージム (進駐軍専用体育館)で、昭和 26

年 1月 に開催されたが、当時はまだ組織 もでき

ない都道府県が多くあり実態もつかめなかった

ためにフリー参加 とし、翌年からは8月 開催と

した。参加数は男子 1都 1道 16県 42校 356名、

女子 1都 1道 13県 30校 102名 で、学校対抗男

子 2ダ ブルス 3シ ングルス、女子 1ダブルス 2

シングルスで行われた。第6回大会で女子も男

子と同様になると同時に個人戦も実施され、翌

年地域性から北海道が南北に別れての代表と

なった。昭和 54年に日本バ ドミントン協会に

加盟、協会より優勝旗を寄贈される。学校対抗

が2ダブルス1シ ングルスとなり、昭和62年 に

再度2ダブルス3シ ングルスとなった。昭和40

年の第 16回大会より沖縄も参加 となり男女と

も学校対抗 49チーム、個人戦ダブルス 96組、

シングルス96名 となり、毎年800～ 900名 の参

加選手数となった。

また、予選参加数も第 38回登別大会では、

チーム数が 4,663チ ーム、個人戦ダブルスは、

14,202組 シングルスは21,523名 に達 し、その普

及は素晴らしいものであった。

大会名称も昭和38年に各種目が統一され、全

国高等学校総合体育大会 高松宮 。同妃賜杯

全国高等学校バ ドミントン選手権大会となった。

一方昭和 47年 に個人戦としてスター トした

全国選抜バ ドミントン選手権大会も、第3回大

会から団体戦が都道府県対抗 として導入され、

第8回大会では学校対抗に変更され、全国9ブ
ロック代表で争われている。

(高体連 40周年記念誌より抜粋、一部追加 )

昭和 56年全国総体
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2 10年 の歩み

(1)沿革概要 (昭和63年度～平成9年度)

昭和 63年 度 第 39回全国高校大会 (宝塚市 )

第17回全国選抜大会 (宇都宮市 )

平成元年度 第 40回全国高校大会 (高知市)

40周 年記念式・祝賀会

皇太子殿下ご観覧

第 18回 全国選抜大会 (葛飾区)

平成 2年度 第 41回全国高校大会

(塩竃市・松島町)

第 19回 全国選抜大会 (高 岡市)

平成 3年度 第 42回全国高校大会 (富士市)

皇太子殿下ご観覧

第20回全国選抜大会 (字都宮市)

記念大会 (各都道府県学校対抗 )

平成 4年度 第 43回全国高校大会

(高鍋市・西都市)

第 21回全国選抜大会 (新潟市)

平成 5年度 第44回 全国高校大会 (宇都宮市)

第 22回全国選抜大会 (大府市 )

平成 6年度 第 45回全国高校大会 (高岡市 )

皇太子殿下・同妃殿下ご観覧

第 23回全国選抜大会 (上尾市)

平成 7年度 第46回全国高校大会 (松江市)

第 24回全国選抜大会 (札幌市)

平成 8年度 第 47回全国高校大会

(甲府市・竜王町)

第25回全国選抜大会 (長岡京市 )

記念大会 (各都道府県学校対抗 )

初めて公開抽選を行う

平成 9年度 第48回 全国高校大会 (長岡京市)

第26回全国選抜大会 (世田谷区)

(2)国際大会等への選手派遣

昭和 63年 度

☆ 日韓ジュニア交流競技会 (韓国慶州市)

男子 対韓国A O勝 5敗

対韓国B 2勝 3敗

女子 対韓国A2勝 3敗

対韓国B 2勝 3敗

☆ヨーロツパジユニア選手権大会

(オ ランダ・ハーレム市)

男子   ダブルスベスト8佐藤嘉伸・郷路一郎組

女子   シングルス優勝宮村愛子

2位水井妃佐子

ダブルス 2位宮村愛子・水井妃佐子組

ベス ト8 松田治子・坂田美佐組

☆ 日中ジュニア交流競技会

男子 対中国 0勝 3敗

☆ピマンタラワール ド ジユニア

バ ドミントン インビテーション

(イ ンドネシア・ジャカルタ市 )

女子 シングルスベス ト8宮村愛子

平成元年度

☆ 日・韓ジュニア交流競技会

(石川県松任市)

男子 対韓国 1勝 4敗

女子 対韓国 0勝 5敗

☆第 5回世界ジュニア競技大会

(イ ンドネシア・ジャカルタ市)

女子 ダブルスベス ト8

阪本雅子・渡邊真由美組

☆西 ドイツインターナショナルジュニア大会

(西 ドイツ デュッセル ドルフ市)

男子 シングルスベス ト8寺尾隆司

男子 ダブルス 優勝本田和裕・岡部英朗組

2位太田慎二・尾藤伸治組

ベスト8柴崎直樹・寺尾隆司組

斎藤一裕・大山宏司組

女子 シングルス優勝井田貴子

3位阪本雅子

ベスト8水井泰子・寺尾美紀

橋本淳子

女子 ダブルス 優勝阪本雅子・渡邊真由美組

2位寺尾美紀・篠原久子組

3位橋本淳子・井田貴子組

☆オランダ国際ジュニア大会

(オ ランダ ダンウイック市)

男子 ダブルスベスト8斎藤一裕・大山宏司組

女子 シングルス3位井田貴子

女子 ダブルス優勝阪本雅子・渡邊真由美組

平成 2年度

☆ 日韓ジュニア交流競技会

第 1戦

男子・女子ともに0勝 5敗

第 2戦

男子 0勝 5敗

女子 2勝 3敗

☆第 5回世界ジュニア競技大会

(イ ンドネシア ジャカルタ市)

ベス ト16止 まり

平成 3年度

☆ 日韓ジュニア交流競技会
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(愛知県大府市)

第 1戦

男子・女子ともに0勝 5敗

第 2戦

男子・女子ともに0勝 5敗

☆ヨーロッパジュニア交流競技会

(オ ランダ ハーレム市)

男子ダブルス  3位有田浩史・斎藤俊組

☆ ドイツ国際ジュニア大会

(ド イツ グッタスロー市)

男子 シングルスベス ト8有田浩史

男子 ダブルス3位片岡直茂・成島瑞穂組

☆ 日中ジュニア交流競技会

第 1戦 。第 2戦 とも

男子 対中国 0勝 5敗

女子 対中国 0勝 5敗

☆世界ジュニア選手権大会

(イ ンドネシア ジャカルタ市 )

女子ダブルス 3位増茂孝枝・中山智香子組

平成 4年度

☆ 日韓ジュニア交流競技会

(韓国 光州直轄市)

第 1戦

男子・女子ともに対韓国AO勝 5敗

第 2戦

男子 対韓国Bl勝 4敗

女子 対韓国B 2勝 3敗

☆ 日中ジュニア交流競技会

(中 国 アモイ市)

第 1戦・第 2戦 とも

男子対中国4勝 1敗

女子対中国 2勝 3敗

☆オランダ国際ジュニア大会

☆ ヨーロッパジュニア選手権大会

女子 シングルス 3位水井春子

女子 ダブルス2位中山智賀子・増茂孝枝組

3位貴田 泉・伊藤さお り組

☆世界ジュニア選手権大会

(イ ンドネシア ジャカルタ市)

女子 シングルスベス ト8水井泰子

平成 5年度

☆ 日韓ジュニア交流競技会

(福島県 郡山市)

男子 対韓国  0勝 5敗

女子 対韓国  3勝 2敗

韓国に十数年振 りに勝利する

☆ヨーロツパジユニア交流競技会

(オ ランダ ハーレム市)

女子 シングルス 2位田中美保

女子 ダブルス2位田中美保・M.RASMUSSEN組

平成 6年度

☆ 日中韓ジュニア交流競技会

(韓国西帰浦市)

男子 対中国  1勝 4敗

対韓国A O勝 5敗

対韓国B 2勝 3敗

女子 2勝 1敗

対中国  3勝 2敗

対韓国A 2勝 3敗

対韓国B 4勝 1敗

☆ヨーロッパジュニア交流競技会

(オ ランダ ハーレム市)

平成 7年度

☆オランダ国際ジュニア大会

男子ダブルスベスト8 舛田圭太・大束忠司組

女子シングルスベスト8 吉岡知香

ダブルス3位   松本里衣・森かお り組

☆第 3回 日中韓ジュニア交流競技会

(中 国 唐山市)

男子 対韓国   0勝 5敗

女子 対韓国   1勝 4敗

男子 対マレーシア0勝 5敗

女子 対マレーシア4勝 1敗

男子 対中国   0勝 5敗

女子 対中国   4勝 1敗

☆ヨーロッパジュニア交流競技会

(オ ランダ ハーレム市 )
☆プリンスアジアジュニア選手権大会

(香港 沙田市)

国別団体戦

予選リーグ

対マレーシア3勝 2敗

対香港   3勝 2敗

対 タイ 0勝 5敗

決勝 トーナメント

準決勝 対中国 0勝 5敗

3位決定戦対インドネシア0勝 5敗

平成 8年度

☆第 4回 日中韓ジュニア交流競技会

(長崎県 長崎市 )

男子 対韓国 3勝 2敗

対中国 5勝 0敗
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女子 対韓国 1勝 4敗

対中国 3勝 2敗

☆ジャカルタオープン選手権大会

(イ ンドネシア ジャカルタ市)

男子 シングルスベス ト8 舛田圭太

男子 ダブルス 3位 山口博之・小吹公彦組

ベス ト8 舛田圭太・大束忠司組

女子 シングルス優勝 三宅直子

女子 ダブルスベスト8 三宅直子・森かおり組

永峰弘子・井川里美組

☆バンコク国際競技大会

(タ イ バンコク市 )

女子 シングルス 3位 三宅直子

☆オランダジュニア国際大会

男子 シングルス優勝 舛田圭太

女子 シングルス準優勝 森かお り

男子 ダブルス優勝舛田圭太・大束忠司

女子 ダブルス準優勝井川里美・永峰弘子

3位森かお り。安城美香

☆ ドイツジユニアオープン大会

男子 シングルス準優勝 舛田圭太

男子 ダブルス優勝舛田圭太・大束忠司

女子 ダブルス 3位森かお り。安城美香

☆世界ジュニアバ ドミントン選手権大会

(デ ンマーク シルキボルグ市)

コンソレーション トーナメント

男子 シングルス優勝清水 裕

3位大束忠司

女子 シングルス優勝三宅直子

平成 9年度

☆ 日中韓ジュニア交流競技会

(韓国 清州市 )
男子 対韓国 1勝 4敗

対中国 4勝 1敗

女子 対韓国 2勝 3敗

対中国 1勝 4敗

☆プリンス・アジアジュニア選手権

(フ ィリッピン マニラ市)

男子 18歳以下シングルス優勝中西洋介

男子 17歳以下シングルス3位橋村竜彦

女子 16歳以下シングルス3位後藤あゆみ

女子 18歳以下シングルス3位岩脇 史

☆ ヨーロツパジユニア交流競技会

国際大会をみると参加国にもよるが、平成 1

年・2年、平成 8年・9年の活躍が特筆される。

特に平成 8年・9年の選手を中心に、21世紀で

世界の頂点を目指して大きく羽ばたいてもらい

たいものである。

(3)全国総体・全国選抜大会

過去 10年間を振 り返ってみると各大会も大

きな変動もなく経過した中で、国際化の波が押

し寄せ、外国人留学生の沈逸文 (尚志)間敏郷

(高岡西)・ 張薇薇 (尚志)等が高校総体に参加

し活躍 したのも今までになかった事である。

外国人留学生に対 しては、参加制限が設け

られ学校対抗では5～ 7名の中に2名のエント

リーが認められ、1対抗戦の出場はその出場人

数に関わらず、1試合とし、個人戦は各都道府

県シングルス1名・ダブルス 1組 とした。平成

7年 に参加が認められて以来男子 1名 、女子3名

が全国総体にエントリーした。

競技会場 も平成元年の高知大会以後体育館

ばか りではなく多目的ホール・産業センター・

メッセ等を使用しての大会運営をおこなう開催

県が増し、その関連からコー トマツトを多用す

るようになった。

また、種 目開会式 も文化ホールや会館等で

行うようになり、試合を控えた選手が椅子に座

りゆったりとした中で開会式が行われ、翌日の

試合への影響が緩和されるようになった。

皇太子殿下のバ ドミントン競技への行啓が

平成元年高知市、平成3年富士市、平成 6年高

岡市 (皇太子殿下・妃殿下)と 3度にわたった

ことは特筆すべきことであり、選手への大きな

励みになっている。

この10年 間の全国総体の成績をみてみると、

学校対抗において男子は、上尾 (埼玉)が 4回・

常総学院 (茨城)3回、女子は四條畷学園4回 ・

埼玉栄2回優勝。そのうち男子の常総学院がH
2～ H4年 3連覇、上尾がH6～ 7年 2連覇、女

子において四條畷学園 S62～平成元年3連覇、

埼玉栄H8～ 9年 2連覇を成し遂げている。シ

ングルスにおいて男子は舛田圭太 (金沢市立工

業)H7・ 8年、女子の水井妃佐子 (四條畷学

園)S63・ Hl年、水井泰子 (四條畷学園)H
3・ 4年間敏鄭 (高岡西)H8・ 9年が 2連覇を

呆たしている。尚、選手は違うが此花学園H2・

3年連覇し、ダブルスにおいても、男子の常総

学園がH5～ 7年 と3連覇、女子の熊本中央女

子が S60～ Hl年 まで5連覇、聖ウルスラ学院

H3・ 4年 と2連覇している。
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全国選抜大会では、学校対抗で男子常総学

院が 5回優勝のうち、H4～ 7年 と4連覇、熊

本商大付属 S63・ Hl年 と2連覇し、上尾も2

回優勝している。女子熊本中央女子 S62・ 63

年、常総学院H2・ 3年 と2連覇し、熊本信愛女

学院が 2回優勝している。

シングルスでは、女子の宮村愛子 (熊本中央

女子)が S62・ Hl年 と、山田潤子 (高 岡女子)

がH5・ 6年 と連覇、選手が変わるが女子ダブ

ルスで熊本中央女子が S62・ 63年 と連覇して

いる。

この結果から考えると伝統校が、実力を発揮

させ成果を上げている事が解る。これらの伝統

校が 21世紀に同じような活躍をするためには

指導者の引き継ぎがスムーズにでき、地域や学

校のバ ックアップを得ることが大切である。ま

た、伝統校を打破 し活躍する指導者が生まれ、

新たな伝統育ててくれることを期待している。

(4)役 員

専門部役員でみると昭和49年から22年 間全

国専門部部長として、専門部に寄与された遠井

稔男先生が平成8年 3月 、16年 間副部長として

部長を支えて来た大世古吉弘先生が平成 9年 3

月に部長を最後にご退職なされた。

また副部長として 17年間部長を補佐 してこ

られ、病気をおして京都総体にも競技委員長と

して最後まで、ご活躍された鈴木祐司先生が平

成 9年 11月 に現職のままご他界なされたこと

は私たちにとって大きな衝撃であった。

その他長期間に渡って本専門部を指導 し、

発展させてきた多 くの先生方がこの 10年 間で

現職を離れて行き、またご他界なされ大きな転

機を迎えようとしている。

3  将来に向けて

諸先輩が 50年間に渡 り作 り上げ、発展 して

来た本専門部を21世紀に大きく羽ばたかせる

ことが我々に課せ られた義務であり、諸先輩の

ご苦労に報いる唯一の方法である。

年々少子化や多様化が進み部活動に積極的に

参加する生徒が減少する中、都道府県の専門部

を中心に、技術講習会や指導者研修会などを計

画し、部員の確保や普及が大切 となっている。

また、ジュニア (小学生)か ら中学生、高校

生へのつながりを大切にして、ジュニアが終わ

るとバ ドミントンと離れ他の競技へ移動した

り、部活動をしなくなってしまう生徒を少なく

していかなければならない。バ ドミントン競技

を通して青少年の心身ともに健全なる発達を促

進させ、「生きる力」や「豊かな心」を育て、生

涯を通じてバドミントン活動を実践していく上

での基礎づくりや競技力の向上など活動をどの

ように展開していくか検討が必要になってきて

いる。

このような状況の中で トマス杯やユーバー

杯・オリンピックなど世界の大会で活躍し、バ

ドミントンが他のスポーツに負けないメジャー

スポーツになり、一人でも多くの青少年がバ ド

ミントンを通じて立派な社会人となってくれる

ことを期待している。

(文責 部長 保坂和也)
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平成 2年全国総体

皇太子殿下行啓 (富士市)
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《事務局》

〒410‐0033沼 津市杉崎町 H‐20

県立沼津中央高校内

TEL 0559(21)0346
FAX 0559(24)7158

創  立 :昭和 25年 10月

加盟校数

部 員 数

2,472校

7,035名

32,168名

39,203名
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第 1回高校総体女子西

宮市開催参加10校

第3回 より前年度優勝

推薦出場開始

安田女子 2年連続優勝

47都道府県参加

今治明徳 2年連続優勝

全国 3プロックで輪番

開催となる

第 1回男子開催

女子48都道府県参加

宇都宮女子・大分 2校

優勝

宇都宮女子・lξ 本女子

2校優勝

年

度 部 長 副部長 言己  ヨF
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加藤

宍倉

竹内 吉治

正雄

博

大黒 賢時

生
　
　
徳

清
　
　
隆

橋
　
　
澤

高
　
　
深

恒成・増田・梶原

恒成・山本・梶原

出口・高橋・深澤

出口・飯塚・深澤

出口・飯塚・■il

佐藤飯塚渡邊

男女前年度推薦廃止に

代わって開催地推薦

全国男子・女子選抜大

会開催

男子高知学芸 2年連続

優勝

部長、副部長選任の明

確化

常任委員会を年3回開催

夙川学院 5年連続優勝

第45回 記念女子高校選

手権大会

総体男女優秀選手表彰

第∞回記念男子高校選

手権大会

男子多度津工業 2年連

続優勝

第Ю回記念女子高校選

手権大会
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1沿 革

ソフ トボール専門部は、昭和 25年 10月 、第

5回国民体育大会ソフ トボール競技高校女子の

部が行われた愛知県安城市において協議決定さ

れた。当時、都立台東商業高等学校教諭松岡敬

之氏が中心となって組織 し、高等学校女子のソ

フ トボール競技の普及振興に尽力された。

第 1回 大会は、兵庫県西宮市において、1府

8県 9校が参加し、記念すべ き大会に地元兵庫

県芦屋女子高等学校が優勝を飾った。

第2回大会は、2府 8県 10校が参加、兵庫高

等学校が優勝した。

第3回大会からは、前年度優勝校が推薦出場

することになり、第6回大会には、1都 2府 38

県 42校が参加し、大阪府代表阿倍野高等学校

が優勝 した。

第10回 大会は 1都 1道 2府 42県 47校が参加

し、大会は盛会になった。当初開催地は第6回

大会以外は第 13回 大会まで兵庫県西宮市で開

催された。第 16回 大会は、長野県伊那市で行

われたが、この大会から東・中・西のプロックで

順次開催されるようになり、開催地が移ること

から、全国的なソフ トボール競技の普及振興に

大いに貢献することになった。

第19回大会 (昭和42年・福井県勝山市開催 )

から、沖縄県代表読谷高等学校が参加し、1都

1道 2府 43県 48校が参加することになり、以

来、今日まで盛況を見るようになった。

高等学校男子の大会は、ソフ トボール専門

部部長山田基男・加藤正雄両専門部長の開催ヘ

の献身的な努力が、山上政則 (香川県)先生を

はじめ、多 くの関係者とともに進められた。

昭和 41年、オープン参加 として大阪府富田

林市において、第 1回 大会が開かれ、1府 7県

14校が出場 し高知県代表窪川高等学校が初優

勝を遂げた。

第2回大会は高知県高知市で開催され、1府

7県 13校が参加、高知県代表土佐清水が優勝し

た。第3回大会は、山梨県富士吉田市で開催さ

れ、1府 10県 20校が参加徳島工業優勝、第4回

大会は1府 9県 17校参加し新島学園が優勝、第

5回大会は 1府 12県 23校が参加 し松山商業が

優勝した。

この間、関係者の努力が結実し、全国高等学

校総合体育大会、参加種 日として承認され、第

6回大会香川県坂出市開催より、正式種 目とし

て実施されるようになった。

現在では、大会参加規模適正制度により、41

都道府県代表 42校が参加している。

高校選抜大会は、高校ソフ トボール関係者

の要望に検討されてきたが昭和 57年 度から男

子は神奈川県横浜市、女子は東京都において連

続 して開催され、男女共 9年度で 16回大会と

なった。このように高等学校のソフ トボール競

技の全国大会が、関係者のご努力で夏と春に行

われていることから、めまぐるしい発展を遂

げ、毎年全国大会が盛大になり競技力は益々向

上し、特に都道府県の地域による力の差が少な

くなり全国大会に出場する学校の競技 レベルは

非常に高くなった。

平成 8年度男子優勝多度津工業 2年連続優勝
平成 6年度男子優勝沼津学園 。監督井伊
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2 10年の歩み              2、 全国ソフトボール専門部の規約等を整理

しガラス張 り化した組織として確立す

この10年間の専門部活動は、全国高等学校ソ    る。

フトボール専門部の組織強化の時代であった。

3、 常任委員会を指導機関として高めるため

創世期～昭和62年                 機関会議を年間3回 ほど開催する。

昭和62年 までの、全国ソフトボール専門部  イ、部長・副部長会議

の活動は、おもに全国高校総体ソフトボール競  口、常任委員会複数回開催

技を、スムーズに運営出来るための活動が中心

であった。                   4、 全国ソフトボール専門部の財政基盤を確

このため次のような問題点が話し合われた。    立。

イ、専門部協力金の徴収。

1、 専門部規約や専門部長の選任規定もな  口、専門部予算の策定と執行。

く、専門部長は何時何処で選任するかも

曖味であった。              5、 監督・顧間の研修活動推進。

2、 専門部はどちらかとゆうと専門部長一人  イ、学校顧間の公認指導者資格取得問題の解

とゆう感じで、専門部常任委員会はその    決。

役割を十分果たすことができなかった。   口、全国高等学校ソフトボール専門部主催指

3、 全国高等学校体育連盟ソフトボール専門    導者技術講習会の開催

部が、財政的・組織的に機能していない。

6、 全国ソフトボール専門部 50周年誌編纂

昭和61年～平成元年               の推進。

竹内吉治部長は、即断即決型のテキパキと

した先生でした。               このように専門部活動の中心は「高校生の

先生はとりあえず、全国高体連ソフトボー ため」をすえたこと及びその運営を「個人商店

ル専門部規約にとりかかり、専門部の部長は新  から株式会社方式へ」の転換を明確に示して、

任期の前年に選任し、副部長は 3人制 (東・中・ 専門部内組織をフル稼働させた。

西各プロック1名 )で、任期は 2年で、再任可  その中で全国 9プロックからの代表による、

の申し合わせ事項を規定してスタートし、全国 常任委員会会議は、大阪府江坂のサニーストー

高等学校ソフトボール専門部、組織の基礎を築  ンホテルで行れた。

ぃた。                     九州 (宮崎)河野、中国 (広 島)出 日、四国

(香川)岡本、近畿 (京都)吉田、東海 (岐阜)

平成2年～6年               高橋、関東 (茨城)近藤、東北 (宮城)伊藤、

大黒賢時部長は生徒のために意欲的に組織  北海道・深澤、各氏方が改革意欲にも燃えて、

を大切にし、良いと思われることは実行できる 常任委員会に出席した。

よう最大限努力する、又会議で決めたことは必  このように全国ソフトボール専門部の 10

ず実行する。                年間は組織強化を目指した活動の時期であっ

た。

1、 高校生がソフトボールをして良かったと  また全国高校総体会場視察に専門部長とプ

思える専門部にしたい。         ロツク常任委員を加えて行うなど専門部の活性

イ、高校生のスコアラーのベンチ入り    化をもたらした。

口、全国高等学校総合体育大会ソフトボール  このように全国高等学校ソフトボール専門

専門部優秀選手表彰制度        部はその飛躍を目指して大きく転換し今日にい

ハ、記念大会の導入            たっている。

二、全国高校総体組な合わせ抽選会に常任委     文責山本善昭 (元常任委員・石川県)

員の立ち会い

-298-



3  将来に向けて

全国的に、高等学校の部活動が成り立たな

いという問題が大きく指摘されている時、ソフ

トボール専門部も例外でなく、ここ数年登録数

の減少が見られる。

個性化の時代、と言われ束縛されることを

嫌う現在の高校生が、先輩、後輩の関係が厳し

く、統率のもとに優勝を追求する運動部の活動

を敬遠する傾向になっている。部活動が多彩で

活発なものとなり、家庭や地域の人々の理解を

より深めることに全力を投じたい。今年 7月 に

行われた第9回世界女子ソフトボール選手権で

第 3位 となリシドニーオリンピックの出場権を

勝ち得たのを期に、国際化に対応した競技力の

向上と、楽しみながら、活動しやすい底辺拡充
の二面性を考えてソフトボール専門部の活動を

考えていきたい。

平成 7年 30回記念男子優勝岡豊高校

平成 7年選手宣誓

宇部女子高校

佐古恵香選手

平成 8年度女子優勝白鳳大学足利高校

平成 3年度夙川学院 5年連続優勝
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《事務局》

〒037‐0093青森県北津軽郡金木町字芦野 200

県立金木高校内

TEL 0173(53)2079
FAX 0173(52)3739

創  立 :昭和 26年

加盟校数         268校
部 員 数        1,889名

年
度 部 長 事務局長 言己  目匡
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第∞回大会を記念して

優勝旗を更新する。

璽権l∬サリ賃曇|
開催。

第 2回 日米高校相撲選

手権大会・ハワイ大会

開催。全国高校相撲選

手権大会の団体・個人

決勝 トーナメントにフ

リー抽選制度を導入

第 3回 日米高校相撲選

手権大会・ハワイ大会

開催。
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(現部長。大竹不二男)

1沿 革

全国高等学校相撲選手権大会は大正 8年、

大阪府堺市大浜において第 1回全国中学校選手

権大会という名称で毎日新聞主催のもとで開催

されたものである。以来、平成 9年度京都大会

は第 75回 を迎えるにいたった。その間、第 2

次世界大戦が勃発したため昭和 17年 より昭和

20年 まで中止の上むなきにいたった。昭和 21

年戦後の動乱の中大阪毎日新聞社の献身的なご

努力の結果、堺市大浜において復活の運びと

なった。

その後、幾多の変遷を経て昭和 26年 10月 に

全国高等学校体育連盟相撲専門部が発足するこ

とになった。初代部長の万代鹿三先生は、高体

連相撲専門部の顔であり専門部創設の功労者で

あった。万代先生を無 くして全国高体連相撲専

門部を語ることは出来ないのである。

全国高体連相撲専門部を顧みると昭和 31年

に高校相撲 として始めてハヮイ遠征が実施され

以後、何回かの遠征が繰 り返され選手の相撲に

たいする意欲を高めハヮイとの国際交流に貢献

することとなった。

昭和39年東京オリンピック大会において日本

武道館を会場として一大デモンス トレーション

を展開し国際的に相撲をアピールしたのである。

昭和 41年 には全国高等学校総合体育大会の

一環として地方持回り大会として最初の大会が

青森県十和田市において開催された。各地域に

高校相撲を紹介する機会として関係者に多くの

期待を持たせることとなった。

高知市で開催されていた新入大会が昭和 52

年から全国高体連の主催大会として公認され各

都道府県代表が出場し全国高等学校相撲新人選

手権大会の名称のもと盛大に開催されるにい

たった。

昭和 57年 には、大阪毎日新聞社のご厚意に

より優勝旗が更新され今日にいたっている。こ

の優勝旗を明大中野高校が昭和 57年 より昭和

60年 まで 4年連続で獲得 した偉業は長 く歴史

に刻まれることになった。

2 10年 の歩み

竹内部長の時代 (平成元年～ 2年)は、高校

相撲はあくまでも教育の一貫である。したがっ

て相撲競技は礼に始まり礼に終わることを重点

とし勝負のみをすべてととする行動は、これを

改めることになった。

越智部長の時代 (平成 3年～ 4年)は、高校

相撲発展のために立ち会いの正常化を第一の施

策として取 り入れた。正常の立会いとは、相手

の立場を尊重し、互いに呼吸を合わせ「阿う

ん」の呼吸で立つ、自分勝手な勝負を挑む姿勢

こそ立会いの乱れの源泉であるとした。

第二の施策として、高体連相撲専門部競技

審判団の創設であった。過去 40年来、競技審

判は開催県相撲連盟役員と高体連相撲専門委員

とで構成されていた。しかし、相撲専門委員は

各地域で 2～ 3年で交替し、審判経験の乏しい

先生が全国大会で審判を努めるケースもみら

れ、これを改め審判団を構成することとなっ

た。このことは審判技術の向上はむろんのこと

審判の権威を高め大会運営 もより円滑になっ

た。この二つのことは、高校相撲に大きな発展

をもたらす結果となった。

村岡部長時代 (平成 5～ 6年 )

村岡部長は自分が高校・大学時代に相撲選

手として体験 したことを高校生に懇切丁寧に指

導をし、大会の運営・高校相撲の発展に人一倍

情熱をもっていました。その村岡部長は、平成

6年 12月 27日 に突然御逝去され、その後を私

が引継 ぐことになったのである。第 1に引継が

なければならなかったのは、平成 7年度の全国

高校相撲選手権大会の開催のことであった。大

会運営に関し会場地との連絡や専門部の管理体

制の確立や部長としての責務の遂行など問題は

山積 していたのである。第 2に、高校相撲の国

際化と発展のため懸案とされてきた日米高校相

撲選手権大会の開催でした。ハワイ・ホノルル

フェステバルの一環として、この大会を実現さ

せるため努力してきた故村岡部長の遺志を継ぎ

一戸事務局長や関係者の努力により、第 1回 目

の大会が実施され20名 の選手と10名の役員が
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参加することとなり大会は盛会裡に終える事が

できたのである。 平成 8年度全国高校相撲選

手権大会からは、団体・個人決勝 トーナメント

をフリー抽選として大会運営をより迅速にし、

抽選の妙が試合に反映し醍醐味が増す一因とも

なったのである。

3 将来に向けて

高校相撲の今後の課題として相撲人口の減

少をどの様にして食い止め拡大を計るかにあ

る。その為には、①指導者の育成。②インター

ハイヘの体重別制の導入などが考えられる。相

撲人口の減少を食い止め増加させるもう一つの

思索として相撲の授業を実施してみてはどう

か。

ここで『相撲授業の現状と課題』について考

察してみたいと思う。

く武道の学校体育導入の変遷>

昭和22年 に学校体育指導要綱が戦後初めて

制定された際、驚くことに「相撲」が陸上競技

の種目の一つとして取り上げられている。昭和

26年 に試案として学習指導要領が示され、男

子の中心教材として「相撲」が取り上げられ

た。昭和 35年に「格技」という運動領域が設

けられ、「相撲」「柔道」「剣道」が取り上げら

れた。昭和 45年の改定で「柔道」「余1道」は、

必修選択科日と決められたが「相撲」は選択制

となったのである。平成元年に「格技」が「武

道」と改称されても「相撲」という歴史ある競

技は、今日にいたっても授業として実施されて

いないのである。それでは、なぜ相撲が授業と

して実施されないのか少し考えてみたい。

く場所の問題>

現在、高校体育の授業平均生徒数は約40名 。

そこで、体育の授業を行っていく場合、いかに

一度により多くの生徒を能率よく動かすかが問

題であ。「柔道」「剣道」は、学内の施設 (柔・

剣道場)で、その人数を賄うことが充分に可能

である。「相撲」は、土俵を中心とした狭い場

所で授業を行わなければならないので創意工夫

が必要である。さらに現在、土俵および道場を

常備している学校が非常に少い。また、相撲

マットを使用した授業も考えられるが体育館等

で使用しなければならなく他の種目との兼ね合

いもあり困難な点も生じると思われる。

<指導者の問題>

教諭において、相撲専門の指導者および相

撲競技経験者の数が著しく不足しているのが現

状である。武道教育を徹底 して行うのであれ

ば、武道教諭および経験者の採用を推進するよ

う行政にお願いしたい。「柔道」「剣道」は、必

修選択科日であり比較的採用も多いように思わ

れる。「相撲」は選択科目である分、困難な面

が多々あるのでしょうが。

<生徒の現状とまわし着用の問題>

現在の高校生は、清潔を良じとし、スタイル

を気にする。そこで問題となるのが「まわし」

の着用である。授業において裸でのまわしの着

用は、現代っ子の気質からも無理である。そこ

でまわしはジヤージの上から着用させ、慣れて

きたらなるべ く裸につけさせるよう指導しては

どうか。また、現在の生徒たちは、大相撲には

テレビ等で接することもあろうがアマチュア相

撲に接する機会が少いのが事実である。そこで

ビデオ等でアマチュア相撲を学習させ理解を深

めることも必要であろう。

く指導の方法>

授業 として取 り上げる場合、多 くの人数の

生徒をいかに無駄なく、全員を相撲に取 り組ま

せ学習効果をあげるかである。まず最初に、相

撲の基本動作 (塵浄水の動作・陣鋸・中腰の構

え仕切 りの動作 。す り足・立ち会いの動作な

ど)の指導。つぎに身体鍛練学習 (四股・鉄砲・

ぶつか り稽古・腰割等の柔軟体操など)の指

導。そして対人技能 (押 し・寄 り・投げ技など)

の指導。最後に試合形式の授業を展開する。

具体的にはまず、参加生徒を10名 程度のグ

ループに分けることから始める。このグループ

分けは体重別に分けることを基本とし行う。授

業の展開が進に連れ体格差を考慮しながら能力

別によるグループ編成と移行する。基本動作・

身体鍛錬学習では、生徒の能力に応じた授業内

容で興味、関心を持たせ相撲を楽しむことがで

きるような指導を心掛けることが必要である。

対人技能学習では、用具 (例 えば、ラグビー

のタックルマシーンなど)を 用いて、仕切 りと

立ち会いの練習を行い、その後二人一組になり

相撲の基本である押 しの練習を行いまた、前さ

ばきの練習を取 り入れるなどし基本技術の向上

に努める。このように実施してきた学習の最終

日標は、試合形式による相撲の実践学習であり
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相撲の学習をとおし、日本古来のスポーツに親

しみ、規貝1を守 り、礼法を身につけ、相手を尊

重し、健全で健康な人間形成を行なうものであ

る。相撲の授業を展開することは、生徒の体力

向上と人間形成に役立ち、合わせて高校相撲、

アマチュア相撲の人口増加につながるものと確

信する。国技相撲道の発展のために関係各位の

ご尽力を賜らんことをお願いする次第である。

<高体連相撲専門部 大竹不二男・奥野皓祥>

ｔａ

平成 9年度 全国高等学校総合体育大会
第 75回全国高等学校相撲選手権大会
個人戦 準決勝 熱戦の一番 (京都市)

昭和 48年度 全国高等学校総合体育大会
第 51回全国高等学校相撲選手権大会
団体戦 決勝 トーナメント準々決勝 (三重県鳥羽市)

平成 10年度全国高等学校総合体育大会
第 76回全国高等学校相撲選手権大会
開会式 (徳島県石井町)

昭和 46年度全国高等学校総合体育大会
第49回全国高等学校相撲選手権大会
開会式 (高知県高知市)
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《事務局》

〒203-tX152東 京都東久留米市幸町 58‐46

都立久留米高校内

TEL 0424(71)2510
FAX 0424(75)8400

創  立 :昭和 26年 6月 23日

加盟校数 (男子)全日制

定時制

(女子)全 日制

部 員 数  男 子

女 子

合 計

3,662校
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1沿 革

(創立年度～)

全国高等学校体育連盟柔道部は、戦後直ち

に進駐してきたGHQが各方面にわたって指令

した中に、柔道・剣道を主とする武道の禁止が

含まれていて、昭和 25年 にGHQが 解散され

るまでその禁止が解除されないで、全国高等学

校体育連盟が組織されたときには一緒にスター

トすることができず、3年程遅れてスター トを

する。

すなわち昭和 26年 6月 23日 、岸記念体育館

に 18都道府県の代表が集まって確認 しあい、

この日をもって全国高体連柔道部が発足したの

である。それは昭和25年 10月 23日 の文部次官

通達から8ヶ 月後のことであ り、満 5ヶ 年の禁

止解除を待ち望んだ先輩諸氏の汗と涙の結晶で

あるともいえる。

昭和25年 10月 23日 、学校柔道の禁止が解除

される。

昭和26年 1月 24日 文部省主催の学校柔道指

導者講習会が開催され、同年 4月 、全国高体連

理事会で専門部を設置することが決定される。

そして同年 6月 、全国高体連柔道専門部が設置

される。

昭和 27年調査研究が専門部の中に位置づけ

られ、運動選手に関する調査、柔道に関する調

査、大会における決まり技の種類等の調査研究

が行われる。

昭和 28年全国高校総体 3年連続出場校の表

彰を定める。

昭和 29年初の審判講習会が開催される。昭

和 32年第 6回全国高等学校柔道大会に沖縄県

代表が初参加 し、記念すべき大会となり、その

うえ、試合場を50畳に決定される。

昭和 34年 文部省より補助金が出される。ま

た、研究調査報告書を作成することになる。

昭和36年 第10回全国高等学校柔道大会より

団体戦に加え、個人戦がもうけられ、前年度優

勝校の次年度参加が承認される。10周年記念

誌が発行される。

昭和38年文部省指導要領の改定があり、柔道

に 1～ 2単位をくわえ充当できることとなる。

昭和39年 第13回全国高等学校柔道大会の個人

戦が 3階級 (軽量級、中量級、重量級)と なる。

昭和 40年 審判法を中心とする指導者講習会

が開かれる。

名称変更 (大会名)があり、全国高校総体の

一環となったが、第○回全国高等学校柔道大会

の名称は継承されることになり、「選手諸君に

望む」の心得が出されたりして、高校柔道が大

いに飛躍 した 1年でもあった。

昭和41年柔道部設置15周年記念誌を発行する。

昭和 42年第 1回 日米高校親善試合が行われ

る。全国高体連柔道部発足当初より部長をつと

められていた細川先生が、8期の任期を終えて

勇退され、藤原豊三郎先生が 2代 目の部長とし

て就任される。また、退任に当たり個人戦各階

級に細川賞として優勝楯を寄贈される。

昭和 43年第 9回研究調査報告書を作成 し、

発刊する。

昭和 44年全国高等学校柔道大会の個人戦減

点法で引き分けが多 く、引き分け戦法を防止す

るため引き分け点数を、-2.0か ら-2.5に改正

される。

昭和45年米国選手団を日本に初めて迎えて、

和歌山・京都・岡山・福岡・名古屋・金沢・宇

都宮・東京で親善試合が行われる。また「高校

生の柔道」の英文も発刊されるにいたる。一

方、定時制・通信制大会が別に開催され、12月

には沖縄本土復帰を願い、16校による沖縄選

抜大会が開催される。

昭和 46年 多 くの先生方の努力により、全国

高体連柔道部20周 年誌が発刊され好評を得る。

また、初の日独高校柔道親善大会として H名
の選手団を西 ドイツに派遣する。このように

年々国際交流が盛んとなり、活気に満ちた高校

柔道界になっている。

昭和48年「高校生の柔道」の改訂が行われる。

2代 目部長の藤原先生が 3期の任期をおえて

勇退され、工藤信雄先生が 3代 目部長として就

任される。

昭和 49年研究調査報告書代の賃上げ (lcxl円

を250円 に)、 立ち姿勢からの身を捨ててとる腋

固めの禁止、反則は厳しくとるなど確認される。

昭和 51年第17回研究調査報告を、全国高体

連柔道部 25周 年特集号とする。

昭和 52年東京講道館に於いて第 1回教員柔

道大会が開催され、全国各地から代表の先生方

が集まって熱戦をくりひろげる。

昭和53年 第27回全国高等学校柔道大会から

個人戦に軽重量級 (86kg以 下)が加わり、今
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までの 3階級から4階級となる。

昭和 54年 4月 1日 、日本武道館に於いて第

1回全国高校柔道選手権が開催され、天理高校

が記念すべ き優勝の栄誉に輝 く。また、今まで

行っていた米国との国際交流としての日米高校

親善試合の形を変えて行うこととなる。

昭和 55年 3代 目の工藤先生が 3期の任期を

おえて勇退され、かわって和村公男先生が 4代

目部長として就任される。

昭和56年全国高体連柔道部30年記念誌が、多

くの先生方の努力と協力によって発行される。

昭和 57年従来より提案されている全国高校

女子柔道大会について、とりあえず実態調査を

して前向きに検討することになる。

昭和 59年 4代 目部長の和村先生が 3期の任

期で勇退され、かわって加藤秀雄氏が 5代 目部

長として就任される。

昭和 60年 国際スポーツフェアの一環として

第 1回国際高校柔道選手権大会が開催され、大

いに盛 り上が りをみせる。

昭和 61年全国高校柔道選手権大会に初めて

高校女子の全国大会が加わり、個人戦 4階級

(50kg以下・55kg以下・60kg以 下・60kg超 )

で熱戦が繰 り広げられる。全国高体連柔道部

35周 年記念として特集号が発行される。

昭和 62年第 36回全国高等学校柔道大会か

ら、都道府県加盟実施校数の増加により、東京

都・大阪府が各 1校増数され参加校数が 51校

となる。第 2回全国高校女子柔道体重別選手権

大会が個人戦 4階級から5階級に変更して実施

される。

2 10年 の歩み

昭和 63年 8月 1日 ～ 3日 兵庫県立文化体育

館に於いて第 37回全国高等学校柔道大会が開

催される。この大会より男子個人戦が 1階級増

設され 5階級 となる。

春の全国高等学校柔道選手権大会が 10回 目

を迎えて記念大会として大々的に実施される。

〔男子個人戦 (無差別)増設、女子 5階級から

7階級に増設〕国際交流については、韓国との

交流が本年度実施される。

平成元年 8月 2～ 4日 高知県春野総合運動

公園体育館において第 38回全国高等学校柔道

大会が開催される。永年の念願であった女子団

体戦が来年度全国大会より実施の報告となる。

また、平成 3年 8月 静岡大会で全国高体連 40

周年記念事業を実施することが決定される。

平成 2年 8月 1～ 4日 宮城県角田市総合体

育館に於いて第 39回 全国高等学校柔道大会、

女子柔道第 1回大会が開催される。念願の女子

団体戦が新設されて記念すべき大会で大変に盛

り上が りをみせる。 8月 の全国委員会で 40周

年記念シンボルマークを応募者132点 の中から

岡山県岡山工業高校教諭檜原靖先生の作品が最

優秀として選ばれて採用されることになる。

全国大会の女子新設にともない全国高体連

会長杯、文部大臣杯、全 日本柔道連盟優勝旗

(持ち回り)が授与されることになる。

平成2年度から新設された女子柔道団体戦

平成 3年 8月 7日 ～ 10日 静岡市中央体育館

に於いて第 40回 記念全国高等学校柔道大会が

盛大に開催される。

8月 7日 全国高体連柔道部 40周年記念式典

が静岡ターミナルホテルに於いて嘉納行光全柔

連会長、福田満雄全国高体連会長、日米交流の

功労者、ジョージ・ウイルソン、ジョージ・ウ

チダ、マイケルマツモ ト先生はじめ多数の来賓

ならびに各都道府県柔道部長の出席をいただき

厳粛で立派な式典が挙行される。

この年の石川国体より少年女子が実施され

ることになる。しかし現行規模の総枠の関係か

全国 9ブ ロックよ

り52校の代表チー

ムが出場

日召千口54年 4月 1日

記念すべき第1回

大会が日本武道館

にて開催された
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ら成年男子 47チーム、少年男子 26チ ーム、成

年女子 16チーム、少年女子 16チームとなる。

全国高体連柔道部 40周 年記念の一環として

40年誌が 10月 に発行される。

平成 4年 8月 8日 ～ H日宮崎県延岡市民体

育館に於いて第 41回全国高等学校柔道大会女

子柔道第 3回大会が開催される。秋篠宮殿下、

同妃殿下のご臨席を仰ぎ、会場は白熱した雰囲

気につつまれる。第 15回 全国高校柔道選手権

大会より、従来の審判規定から国際審判規定で

実施される。

国際交流 も多 くの国と行われ、特に日米高

校柔道の交流は25年 を迎え、「日米高校柔道国

際交流の 25年 史」力汗り行される。

5代 目部長の加藤先生が 5期 の任期をおえ

て勇退され、かわって西川廣先生が 6代 目部長

に就任される。

平成 5年 8月 8日 ～ H日栃木県宇都宮市体

育館に於いて第 42回全国高等学校柔道大会が

開催される。全国高校柔道選手権大会中に行わ

れた委員会で団体戦の出場枠の検討委員会を設

置することが決定される。

国際交流では講道館、全 日本柔道連盟のご

理解とご支援をいただき、多 くの国と交流を続

け、新たに日本・ハワイ高校柔道国際交流を実

施する。

平成 6年 8月 1日 ～ 4日 富山県小杉町総合

体育センターで記録的な猛暑の中、第43回全

国高等学校柔道大会が盛大に開催される。1年

間を通 しての問題点として、監督の在 り方につ

いて全国委員会で検討される。

国際交流では、例年通 り日米高校柔道の国

際交流が行われる。第 30回 の全国高体連研究

大会が静岡県に於いて盛大に開催され、高体連

柔道部からの研究発表が行われる。

「高校生の柔道」の改訂版が刊行される。

平成 7年 8月 8日 ～ H日 島根県立体育館に

於いて第 44回 全国高等学校柔道大会が開催さ

れる。また、全国高校柔道選手権では、昨年度

大会決勝に進出した都道府県に出場枠 1校を加

えて実施される。

国際交流では、日米高校柔道の国際交流や

日本・ハワイ高校柔道交流が例年通 りに行われ

たほか、全日本柔道連盟の選手強化の一環とし

て、イタリアジュニア国際柔道大会に高校強化

選手を派遣する。

平成 8年 8月 8日 ～ 8月 12日 山梨県小瀬ス

ポーツ公園武道館に於いて第 45回 全国高等学

校柔道大会が盛大に開催される。5月 に行われ

た総体検討委員会、理事会で、男子個人戦の 2

階級増設が決定される。

国際交流としては第 40回 日米高校柔道の交

流など、多 くの国際交流が行われる。「第 4回

日本・ハワイ高校柔道交流」では、米国柔道連

盟の強い要望で南・北カルフォルニア地区にも

足を伸ばし、文化交流が図られる。

「高校生の柔道」の海外版の作成の要望がある。

平成 9年 8月 7日 ～ 8月 10日 京都府城陽市

民体育館に於いて第 46回全国高等学校柔道大

会が開催される。来年度から総体の男子の個人

戦が 7階級 (60・ 66・ 73・ 81・ 90・ 100・ 100超 )

となることが決定し、大会期間は現行の 4日 間

で実施することが条件となってお り、従来の減

点法・トーナメント併用の試合方法から、トー

ナメント法にかえて実施することになる。ま

た、各階級 7本の優勝旗が、全国都道府県高体

連のご協力のもとに新設された。

手権大会は第20回 という

記念大会で、過去の実績、

予選参加校の多数の県な

ど、柔道の活性化を図るよ

う検討し、参加校枠を8校

増やし60校 として、盛大に

開催される。また「20回 の

軌跡」として記念誌が発行

されることになる。

国際交流は、日米高校柔道の国際交流や、日本・

ハワイ高校柔道交流など例年通りに行われる。

3  将来に向けて

近年、高校柔道の選手人口が減少している。

それは柔道に限らずスポーッ全般にいえること

であるが、生徒数の減少からくるものである。

日本の柔道、高校の柔道の今後の発展を考える

と一抹の不安を憶えるが、現在の全国高体連の

先生方の努力と向上心はそういった不安を吹き

飛ばすものがある。

例えば、全国大会での女子柔道の増設 (全国

高等学校柔道大会・団体戦、全国高校柔道選手

権大会・個人戦 7階級)や全国高等学校柔道大

臨
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会での男子個人戦の増設、各大会での参加校の

増設、国際交流の活発化など、柔道の発展に大

変意欲的に取り組んでいるのである。

さらによりよい指導、安全でかつ効率のよ

い指導方法など、独自の学習や研究を重ねその

内容を毎年研究調査報告として全国の指導者に

発行している。そういった諸先生方の努力のか

い合って、国内における高校生の柔道レベルは

年々上がってきている。

今後、更なる飛躍の一歩として、高校生の個

人戦の体重区分をオリンピックや世界選手権な

どIJFの階級と同じような形で実施される方

向に向かっている。それ故に、都道府県の高体

連柔道部では、大会すべてを国際柔道審判規定

で行うことを検討しているところもでてきてい

る。これは高校生が国内だけではなく世界に出

て通用する選手に育つことを期待してである。

今日の当柔道部の隆盛は、創設に尽力され

た関係各位の努力によるものであり、またそれ

を継承された多くの先輩諸氏に心より謝意を申

し上げ、各都道府県の高体運柔道専門部の先生

方には新たなる柔道部の歴史を創りあげるよう

祈念する次第である。

全国高校柔道選手権大会開会式

平成 9年度を最後に姿を消す優勝旗と細川楯
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1沿 革

26.2 全国スキー専門部創設 (高田市)

事務所を山形県教育委員会に置 く

初代部長に色部正長 (米沢東高校)を選出

26. 全国高体連加盟

27. 第 1回全国高校スキー大会開催

(群馬県水上)

参加都道府県 16県参加校 53校

参加選手 355名役員 120名

2,400mの大滑降競技の実施

28.2 第 2回大会 (青森県大鰐)

滑降競技の廃止

29.2 第 3回大会 (福 島県猪苗代 )

複合競技の実施

30.12高 校スキー年間創刊号出版

35.2 第 9回大会が初めて北海道で開催

(北海道小樽 )

都道府県予選会の原則的義務付け

男子都道府県出場枠の制定

Aプロック.Bプロックの制定

44.2 第 18回 大会 (群馬県水上)

女子都道府県出場枠の制定

44.12ス キー年鑑 15記念号発刊

47.2 第 21回 大会雪不足のため中止

(兵庫県神鍋 )

53.7 全国高校スキー大会の開催地は 5年周期

の 5プ ロック制で実施することを原則

とする (北海道 1回 。東北 2回 .関東北信

越 1回 。その他 1回 )こ とを代議員会で

決定

56.2 第 30回 大会 (富山大山)

参加都道府県 30参加校 293校

男子 644名 女子 381名計 1045名

監督 390名

AプロックBプロックの廃止

出場制限規程の改正

56.2 全国高等学校スキー専門部 30周 年記念

功労者表彰

56.11ス キー年鑑 27号 (30周年記念)発刊

59.2 女子 リレー4名 を 3名 に変更

(第 34回猪苗代大会から)

60.7 全国高等学校スキー部会の名称をスキー

専門委員会 と改め各種役員名を以下の

ように改める

理事→常任委員代議委員→委員

理事長→委員長理事会→常任委員会

代議委員会→委員会

61.2 女子クロスカントリ5Km種 目を新設

(第 37回旭川大会から)

62.8 全国高等学校体育連盟スキー部功労者

表彰 (第 1回～第 36回 )93名
平成

元 .3 第 1回全国高等学校選抜スキー大会の

開催 (長野県小谷村栂池高原)

30都道府県選手男女 151名の参加

3.2 全国高等学校スキー専門部 40周 年記念

式典開催功労者表彰 14名

3.2 第 40回 大会 (山形蔵王)

種目内容の変更

男子クロスカントリーは 15 kmク ラシカ

ルとフリーの 2種目実施

コンバインドクロスカントリーはグンダ

ーセン方式で実施

リレー男子1.2走 クラシカル3.4走 フリー

で実施

女子 1走 クラシカル2.3走 フリーで実施

参加都道府県 42参加校 354校

選手 1,188名 監督444名 マネージャー141

名その他 139名総計 1,912名

ノルデック全国高校選抜スキー大会の開

催 (岐阜県朝日村鈴蘭高原)

第 44回富山大会 (出場制限 1校 1種 目

2名 を 3名 に改正)

北海道を南北に分離

全国高等学校スキー専門部 45周 年記念

功労者表彰 (第 37回 ～ 45回 )59名

7.2
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2 10年 の歩み

昭和 27年 第 1回全国高等学校スキー大会が

(群馬県水上)開催されてから今年第47回 大会

(北海道札幌)を開催するまで数々の変化を繰

り返しながら発展してきましたが、特にこの 1

0年 間を振 り返ってみますと、平成元年 2月 第

38回 大会(青森県大鰐)か らSAJ(全 日本スキ

ー連盟)のルール変更により女子 5 kmが 追加

第40回大会(山形県蔵王)か ら男子 15kmフ リ

ー走法が加わリクロスカントリ競技は男女とも

走法がフリーとクラシカルの 2種 目となり、コ

ンバインドクロスカントリーがグンダーセン方

式となり現在に至ってお ります。第 44回 大会

(富山県大山)か ら男女とも 1種 目 1校 3名の

出場が認められ、このことにともない北海道は

1校 3名 になった場合にはアルペン競技の予選

会参加選手が多いため物理的に開催不可能とな

るため北海道を南北の 2プロックに分割するこ

とが認められた。平成 8年度にはスキー専門部

に新たに奈良。三重.熊本の 3県が加盟し過去

最高の 36都道府県の加盟となる。

この 10年間の全国大会の開催地の決定につ

いての多くは国民体育大会の前年の国体のリハ

ーサル大会として国体がらみで誘致され、運営

面でも県や自治体の全面的なバックアツプ体制

がひかれ、競技会場はもちろん、開会式輸送そ

して歓迎等あらゆる面において素晴しい大会ヘ

と発展してきたが、この 10年 間の後半はバブ

ルの崩壊とともに開催地の決定においてもかな

りの困難な状況に陥った。47回大会は当初国

体の前年として北海道小樽が開催誘致を始めた

がいろいろな事情から開催困難となり札幌が代

替開催となる。

48回 大会については平成 9年 (大会前々年)

まで開催地が決まらず一時は大会中止をせざる

をえない状況になったが青森県.山 形県の関係

各位の深いご理解が得られ初の分離開催として

ノルディック (青森県大鰐)ア ルペン (山形蔵

王)と なった。

48回大会 (北海道札幌)は従来の運営とは異

なり大会実行委員会を含め全てが高等学校が主

体 となり、スリム化、質素、倹約を基本に高校

大会の原点にたった大会となり、今後の見本大

会となるであろう。

全国高校選抜スキー大会は、平成元年第 1

回大会が関係各位の献身的な努力によって長野

県小谷村栂池高原で 30都道府県 151名の選手

の参加によリアルペン種目のみ開催され以後第

2回大会が日程の関係上やむなく中止になった

が第 6回 大会 (平成 6年 )に は初めて、ノル

デック種目も岐阜県朝日村鈴蘭高原で選抜スキ

ー大会を開催第 7回大会 (平成 7年)か らはア

ルペ ンの大会についてはFIS(国際スキー連

盟)の公認大会となり、平成 10年には節目と

なる第10回大会を栂池高原.鈴蘭高原で開催。

この 10年の間全国高校スキー大会.全国高

校選抜スキー大会は幾多の障害を乗 り越え、多

くの素晴らしい指導者、素晴 らしい選手をスキ

ー界に送 りだしてきた、そして、長野オリン

ピックでの素晴 らしい活躍はスキー専門部に

とっても大変喜ばしいことであった。

3  将来に向けて

最大のポイントは全国高等学校スキー大会

の在 り方であると思われる、長年の歴史はある

もののやはり財政的な面から考えなければなら

ない。現在の社会情勢から考え、今までの国体

リハーサル大会から基本的には完全脱皮し、開

催地ローテーションを確立 (平成 9年確立)し

高体連主体を基本に、質素、倹約、スリム化を

実行、各都道府県から積極的に誘致されるよう

な大会を目指して、多くの人々から信頼され、

期待される全国高校スキー大会に育てていくた

めに斬新的な考えのもと関係者は全力で努力し

ていかなければならない。
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第 46回
全国高等学校スキー大会

Lプ

第 47回
全国高等学校スキー大会

選手薔菫 オし幌靖―高等学校 松本大鱚君

第45回全国高等学校スキー大会
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《事務局》

〒 394‐0033長野県岡谷市南宮 2-1-17

県立岡谷東高校内

TEL 0266(23)3161
FAX 0266(21)1016

創  立 :昭和 31年

加盟校数         296校
部 員 数  男 子 154校 1,582名

女 子 142校  397名
合 計   1,979名

年

度 部 長 委員長 言己  月匡

午
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西村 文雄

塚田 隆雄

更級  勉

新 田 稔

小山 敏夫

加藤 駿二

田口 豊州

佐野 録郎

高橋 是武

若林(代行)

若林  繁

強化委員長

工藤 祐信

副委員長

井出 宗雄

S山本隆弥

(S43～ 45)

F本村増太

(S43～ 55まで)

H三原 清

(S43～ 45)

S井出宗雄

(S46～

“

まで)

H田中 正

(S46～ 59ま で)

全国学生氷上大会並び

に第 1回高校大会開催

決勝にセパレートレースカ組み入れられた

女子長距離種目の変更

ヘルメット着用義務

スピード競技参加申込

みについて変更

Sバ ッジテスト制導入

S全種ロオープンタイ

ムレースで行われた

マウスピース着用義務

年

度 部 長 委員長 言己  ヨ匡

５‐
　
”
　
“

Ｍ
　
”
　
“

フ

63

万

2

3

4

5

6

7

８
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若林 繁

太 田 昌光

工藤 鉄 輌

町田 正義

(H2～ 5ま で)

泉  為人

岩見 秋夫

山崎  猛

嫡

赤地

徹

憲一

H松原正三

(S∞～Hl)

S牛山雅弘

(S63～ )

F三木睦郎

(H2～ )

H益子芳久

H高橋芳興

(H6～ 8ま で)

H今井拓美

(H9～ )

3部門分離開催

3部門分離開催

H高校選抜ソ連遠征

Hフ ェースマスク着用の義務

Fのグループ分け変更

男子llXXlmが加わる

長距離種ロポイント制

の導入

2XXlm R予選の廃止

決勝進出16名を24名 にlHXlmポ イ

ント制導入長距離カルテット導入

Hの参加プロック代表

3部門分離開催

IH史上初の室内リンク長野市

Mウ エープで大会が開催された

-314-
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1 沿 革                昭和 41年度  ヘルメット着用義務

創設～昭和62年               昭和 43年度

昭和26年度                ・ 1学校 1距離 2名 の出場であるが、前回大

第 1回高校大会は、第23回 の学生氷上競技   会の各距離に 18位 までに入賞した学校は、

連盟が主催で大会運営がなされた。       その距離に限り3名 の出場を認める申し込

参加選手は、大学が H校 150名、高校は36  みをこの年度より削除される。

校 (女子 6校)男子263名 ・女子28名 であっ 昭和 45年度

た。蓼科湖吹雪のなか開会式が挙行されたが、  ・日本スケート連盟バッジテス ト資格取得の

競技は2日 間延期され男子 1500m・ 10,000m  規定が加わる。

女子 1000m・ 5000mは中止された。      昭和 46年度

男女 3種 目が次代を担う高校生によって熱  ・第21回 日光大会は降雨のため競技は2日 間

戦が展開された。総合はスピード男子が苫小牧  延期され、全種目がオープンタイムレース

東、女子は岡谷東が初優勝を飾り、ホッケーは  で行われた。

苫小牧東、フィギュアが男子早大工、女子は日 昭和 48年度

大工が優勝した。               ・マウスピース・ヒールガー ド着用が義務づ

昭和27年 度                  けられる。
・第 2回大会では、選手強化の観点から男子  昭和 50年に国体年齢別の参加規定ができ、

511tl m・ 1500mの 2種 目をセパレートレース  男女とも18歳以下を少年に改められた。

で行った。その他オープンタイムレース。  昭和 51・ 52年度

昭和 30年度                  3部 門分離開催をした。
・全日本女子種目の変更に合わせ、これまで

の500m・ 1500m・ 3000m・ 5000mを 5000m 2 10年 の歩み

にかえて 10oo mを 新たに加え現在の競技種  昭和63年～平成9年
目に変更された。             平成 1年度

昭和 36年度                 ・男子 1000m種目が加わる。
・第H回大会スピード競技要項 (抜粋)   。フィギュア競技のグループを改正し、男子
・ホッケー競技は 1チ ーム20名以内を登録す  A・ B 女子A・ B・ Cに分けられた。

る。また、前年度 1位、2位校をシードし地  平成 2年度

区を考慮する。               ・スピード競技 3000m以上の種目におけるポ
・フィギュア競技は 1校 3名 まで、補欠 1名   イント制が導入された。
・スピード競技種目及び競技方法       ・男女 2r100 m Rの 予選は出場チームの減少と

男子500m1500m2000mRは セパレー ト、  シングルレースの危険性を考慮し廃止した。

5000mオ ープン10,000mセパレート、女子は  ・ トラックの区分をスノーラインからプロッ

500mセパレート、その外はオープンであっ  クが使用されるようになった。

たo                    ・今年度からコンパルソリーが廃止された。

■出場制限 1500m出場者は、500m上位40名  平成 7年度
・50∞ m出場者で1500m出場希望者中、上位10 ・1500mポ イント制が導入される。

位までの50名 とする。なお、参加料は 1人100 ・3000m以 上の種目にカルテットスター ト法

円・ホッケーは1チーム looo円 であった。   が導入され、決勝は 16名 が24名 となった。
10,CIC10 m出 場者は、5000m出場者で10,CX10 m 平成 8年度

出場希望者中の上位20位 までとしていた。  ・ホッケーの参加がプロック代表となった。

なお、早くから選手強化に併せて競技方法  平成 9年度
の研究が進められ強化委員長に工藤祐信氏、  ・ 3部門分離開催となった。

副委員長に丼出宗雄氏がその任にあたった。 平成 10年度

昭和38年度               ・長野市オリンピック記念アリーナMウ エー

・本年より女子l①飯Rが加ⅨhRに改正される。  ブを会場として史上初の室内リンクで開催。
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10年のあゆみ

(S.63～ H.9)

全国高体連スケート専門部

部 長  赤 地 憲 一

昭和63年 度以降の10年 間を回想するに当た

り各県から開催年度毎に出されていた報告書を

参考にさせていただいたが、これが非常によく

まとめられてお り、関係者各位のご労苦に改め

て敬意を表したい。この10年間を振 り返ると、

スピー ドにおいては、平成 3年 (1991年 )に長

野オリンピックの開催が決定されて以来全日本

及び全日本ジュニアレベルでの強化策が図られ

た。次に各都道府県 レベルでも、競技力を支え

る高校生を中心として、冬季のみの競技であっ

たスケー トに、2シーズン制の考えが取 り入れ

られ、夏季氷上合宿の取 り組みが行われるよう

になった。その結果一層のレベル向上が見られ

た 10年間であったと思われる。

また、スケー ト界の大きな流れとしてスラッ

プスケー トの出現も見逃すことができない。

1996-1997よ り、オランダで考案されたかか

とが離れるスケー トが旋風を巻き起こし、1998

年 2月 の長野オリンピックではこのスケー トの

威力を見せつけられた。この流れは世界の トッ

プレベルにとどまることなく高校スケー ト界に

も波及し、平成 8年度の釧路インターハイまで

は皆無だったのが、平成 9年度の郡山インター

ハイでは決勝進出者の 9割以上がスラップス

ケー トを使用するような状況にあり、スケー ト

界の大きな変革がなされた。

平成 10年 度のスピー ドスケー トはオリン

ピックが開かれたエムウェープでの開催で、イ

ンターハイ史上初の屋内400mリ ンクで行われ

る。新 しいスケー トと屋内リンクでの開催で、

新たな半世紀の出発の年に当たり、よリー層の

記録の向上が期待されるところである。

アイスホッケー競技は依然として北海道勢

の壁は厚いが、他県においても今後一層の努力

を期待 したいものである。フィギュアスケー ト

においては、多 くのスポーツ人口の減少のなか

で参加人数も多 く、年々技術の向上も目覚まし

くまさに高校生のチャンピオンをきめるにふさ

わしい大会になっている。

若林繁部長を偲ぶ

元スケート部

スピード委員長 沼館

全国高体連スケー ト部を通 じての若林先生

とは、長野県蓼科湖で開催された第 1回全国高

校スケー ト大会より始まる。当時、青森県ス

ピー ドスケー トの一般選手として籍をおいてい

た私は、高校時代の恩師である先生と共に、青

森県選手団として高校生を含め長野合宿を計

画。高校選手は蓼科で正月を迎えそのま 大ヽ会

に臨んだと記憶 している。

その後、教員としての道へ進み、先生と共に

高体連スケー ト部としてスケー ト人生を歩んだ。

昭和39年 から10年間全国高体連スケー ト部

委員長を努められ、更に昭和 50年 百石高校長

から59年 八戸商業高校長を勇退されるまでの

10ケ 年間全国高体連スケー ト部長として、まさ

に高体連スケー トの誕生と共に歩んでこられ

た。委員長当時発刊された「高校スケー ト年鑑」

は先生の発案で高校選手にとり唯一の思いでの

スケー ト誌であり選手の活躍の記録、入賞選手

の感想、スケー トの情報交換、スケー ト場の紹介

等幅広 く、大変価値のあるものとしてスケー ト

関係者から高く評価された。また、国内における

スケー ト競技会では、インターハイ、国体はも

とより、全 日本選手権・1963年軽井沢世界ス

ピー ドスケー ト選手権大会や 1972年札幌オリ

ンピック等での競技通告は絶妙で「スケー トの

若林節」が聞かれないと、スケー ト大会が来た

感じがしないと大会記者に定評があった。更に

また当時のインターハイは、例年行われる国体

の前にその開催地で実施するのが恒例であった

が、昭和50年部長に推された先生は全国高体連

スケー ト代表委員会で「高体連もこの辺で一本

立ちして全国大会を運営 してみよう」との案を

出され、全員で取 り組むことヽなった。部長と

してインターハイの会場決定には大変な責任と

苦労があったが、日本スケー ト連盟理事の役職

にあり全国スケー ト関係者との親交も厚 く、東

奔西走された姿は涙 ぐましく大変なご苦労が

あった。
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昭和 60年 定年退職して間もなく体調を崩さ

れ家庭養療に壺されたが、平成 10年 2月 2日

心待ちにいていた長野オリンピックの開幕を目

前にご逝去された。高体連50年 を顧みるとき、

若林先生の存在を抜 きに語ることはできない。

全国高体連はもとより、多くのスケー ト愛好者

と心からなる哀悼の意を捧げるとともに、安 ら

かなご冥福をお祈 り申し上げたい。

■編集後記

スケー ト競技は、昭和40年 を境にして人エリ

ンクの普及により、記録の更新に目覚ましい発

展が見られた。

また、スケー ト界では、長野オリンピックにむ

けての強化策が高校生にも向けられて競技力が

大幅に向上し、合わせて、近年はスラップスケー

トの普及により大きな変革がなされた。

課題は、開催地の決定であるが、費用の増大

が、開催地の負担 となってきている。

また、選手の参加状況をみると、スピー ド競技

では女子選手が減少しているため予選の廃止を

考える必要が生 じている。

平成 9年度第47回全国高等学校スケー ト大会
アイスホッケー優勝駒沢大学苫小牧高校チーム

アイスホッケー競技は参加チーム数の地域

割 りについての検討が継続されている。

最後に、年表の内容は、現・元委員長の調査

を主としたものであるが、現時点で不明な部分

は今後の再調査を待つことにしておきたい。

全国高体連スケート専門部

事務局  降 旗 教 彦

平成 5年度
第 43回全国高等学校スケート競技選手権大会
スピード男子優勝 佐久高等学校チーム
(福島県郡山スケー ト場)

(青森県八戸市にて)
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《事務局》

〒332‐Ol101埼 玉県川口市朝日5-9-18
市立川日高校内

TEL 048(224)2211
FAX 048(224)0508

創  立 :昭和 28年度

加盟校数

部 員 数

274カた

子       2,623名

子   1,541名
計   4,164名

男

女

合

常任委員新設

全国 8地区代表選出

審判部新設

部長 作佐部 忠

審判部長 脇本秀吉

審判部長 安藤満洲穂

強化部新設

強化部長 佐々木康郎

強化部長 徳差敏行

強化部長 坂下五郎

審判部長 遠藤辰治

競技部新設

競技部長 佐藤恒雄

強化部長 小川洋一

岡田亀太郎

安藤 松寿

山本  実

山本  実

小野  尚

小野  尚

獅子堂正隆

塩野谷 等

脇本 秀吉

竹内  隆

塩野谷 等

脇本 秀吉

竹内  隆

塩野谷 等

佐藤 恒雄

竹内  隆

塩野谷 等

尚

隆

等谷

槽
伸
霜

安藤 松寿

山本  実

‐獅子堂正隆

佐々木康郎

∞

審判委員長 三崎竹司

強化委員長 小川洋一

競技委員長 斉藤克也

事務局長  長谷川優

強化委員長 山崎元和

委員長制度取 り入れ

審判委員長 三崎竹司

強化 ″   山崎元和

競技 ″   北畑悌対「

事務局長  長谷川優

審判委員長 三崎竹司

強化 ″   山崎元和

競技 ″   北畑悌次郎

事務局長  長谷川優

審判委員長 三崎竹司

強化 ″   山崎元和

事務局長  長谷川優

審判委員長 三崎竹司

強化 ″   山崎元和

競技 〃   1ヒ畑悌次郎

事務局長  長谷川優

審判委員長 三崎竹司

強化″   山崎元和

事務局長  長谷川優

也

吾

等

克

伸

谷

離
徊
婿

退職塩野谷

交代小川洋

斉藤 克也

行司 伸吾

古茂田知之

也

吾

栄

克

伸

幸

藤

本

坂

斉

葛

小

小川 洋一

行司 伸吾

-318-

柳  健治



1沿 革

昭和 28年 第 1回全 日本高等学校選手権大

会 (8月 15日 ～ 17日 ・滋賀県瀬田川)開催。種

目は男子フィックス、男子ナックルフォア、女

子ナックルフォア。距離は男子 1000m、 女子

800m。 国体は男子のフィックスとナックル

フォアのみ。

昭和29年  第 2回大会 (8月 1日 ～ 2日・滋

賀県瀬田川)開催。次年度から東西交互に開催

することを決定。

昭和 30年 第 3回大会 (8月 13日 ～ 14日 ・

福島県荻野)開催。福島県知事より男子ナック

ルフォアの、喜多方市長より女子ナックルフォ

アの優勝旗寄贈。

昭和 31年 第 4回大会 (8月 18日 ～ 19日 ・

滋賀県琵琶湖大津石場浜)開催。

昭和 32年 第 5回大会 (8月 10日 ～ H日 ・

福島県荻野)開催。国体種 目に女子ナックル

フオア新設。

昭和 33年  第 6回大会 (8月 9日 ～ lo日 ・

愛知県勘八峡)開催。

昭和34年 第 7回大会 (8月 7日 ～ 9日・福

島県荻野)開催。本年度より会期を 1日 延長し
3日 間となる。

昭和35年  第 8回大会 (8月 5日 ～ 7日・鳥

取県錦海)開催。漕艇部会報創刊。 1部 50円
にて頒布。

昭和36年  第 9回大会 (8月 4日 ～ 6日・神

奈川県相模湖)開催。

昭和 37年  第 10回 大会 (8月 4日 ～ 6日 ・

滋賀県琵琶湖尾花川コース)開催。

昭和 38年  第 H回大会 (8月 2日 ～ 4日 ・

新潟県加茂湖)開催。宿泊料 1泊 3食700円 (1

人 1日 につき米 6合持参)。

昭和 39年  第 12回 大会 (8月 5日 ～ 7日 ・

岐阜県恵那峡)開催。東京オリンピック開催。

昭和 40年  第 13回 大会 (8月 5日 ～ 8日 ・

大分県夜明)開催。台風のため 1日 延長。

昭和 41年  第 14回 大会 (8月 2日 ～ 4日 ・

青森県大湊湾)開催。全国高等学校総合体育大

会へ参加。

昭和 42年  第 15回大会 (8月 6日 ～ 8日 ・

福井県久々子湖)開催。

昭和43年 第16回大会 (7月 28日 ～30日 ・

広島県宮島日)開催。

昭和 44年  第 17回 大会 (8月 4日 ～ 6日 ・

神奈川県相模湖)開催。

昭和 45年  第 18回 大会 (8月 3日 ～ 5日 ・

大阪府浜寺)開催。女子の競漕距離を800mか
ら1∞Omに改定。

昭和 46年  第 19回 大会 (8月 3日 ～ 6日 ・

愛媛県鹿野川湖)開催。男子シングルスカルを

新設。

昭和 47年  第20回 大会 (8月 2日 ～ 5日 ・

福島県荻野)開催。FISA世 界ジュニア大会

参加。

昭和 48年  第 21回 大会 (8月 3日 ～ 5日 ・

三重県奥伊勢湖)開催。この年でフィックスを

廃止。

昭和 49年  第22回 大会 (8月 7日 ～ 9日 ・

佐賀県松浦川)開催。舵手付きフォアを新設。

船舶振興会より向こうlo年間に舵手付きフォ

ア 10艇、ダブルスカル 10艇、シングルスカル

10艇が配付される。

昭和 50年  第 23回 大会 (8月 3日 ～ 5日 ・

埼玉県戸田)開催。戸田市長より舵手付きフォ

アの優勝旗寄贈。

昭和 51年  第 24回 大会 (8月 5日 ～ 6日 ・

石川県津幡)開催。

昭和 52年  第25回 大会 (8月 5日 ～ 7日 ・

鳥取県錦海)開催。本年度より漕艇実技講習会
を東部 。中部・西部輸番で開催。

昭和 53年  第26回大会 (8月 2日 ～ 4日 ・

福島県荻野)開催。強化部を新設。

昭和 54年  第 27回大会 (8月 2日 ～ 4日 ・

滋賀県琵琶湖)開催。大津市長より男子シング
ルスカルの優勝旗寄贈。強化部が毎年 12月 に

実技講習会を開催。

昭和 55年  第28回大会 (8月 2日 ～ 5日 ・

愛媛県鹿野川湖)開催。全 日本新人選手権大会
に高体連より選抜 3ク ルー出場。(10月 23日 ・

戸田漕艇場)

昭和 56年  第 29回大会 (8月 2日 ～ 4日 ・

茨城県潮来町)開催。女子シングルスカル新設、

潮来町長より優勝旗寄贈。全 日本選手権大会 8

種目に選抜クルーがフルエントリー、3種目で

優勝。強化合宿を実施。(第 1次 :8月 19日 ～

30日 於荻野・戸田、第 2次 :12月 24日 ～29日

於戸田、第 3次 :3月 26日 ～30日 於下諏訪)

昭和 57年 第30回大会 (8月 8日 ～ 10日 ・

鹿児島県大隅湖)開催。全 日本選手権大会フル
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エントリー。強化合宿を実施。 (第 1次 :8月

18日 ～29日 於荻野・戸田)

昭和 58年  第 31回大会 (8月 2日 ～ 4日 ・

愛知県愛知池)開催。参加費団体 H000円 、個

人1200円 。強化合宿を実施 (第 1次 :中止、第

2次 :3月 25日 ～29日 於愛媛県鹿野川湖 )。 実

技講習会実施 (1月 6日 於戸田)。

昭和 59年  第 32回大会 (8月 2日 ～ 5日 ・

秋田県大潟)開催。競技部新設。強化合宿を実

施 (第 2次 :3月 25日 ～28日 於岐阜県川辺 )。

実技講習会実施 (12月 23日 ～28日 於戸田)。

昭和 60年 第33回 大会 (8月 8日 ～ 10日 ・

石川県津幡)開催。参加費団体 13000円 、個人

1400円 、宿泊費 1泊 3食 6000円。第 2次強化

合宿を 3地区に分けて実施。実技講習会実施

(1月 22日 於戸田)。

昭和 61年 第34回大会 (8月 9日 ～ H日 ・

鳥取県錦海)開催。強化合宿を潮来・勘八峡・

鹿野川湖で実施。

昭和 62年  第 35回大会 (8月 2日 ～ 4日 ・

北海道網走湖)開催。宿泊費 1泊 3食 6500円。

この年からFRP艇 を採用。

2 10年 の歩み

昭和 63年第 36回大会 (8月 2日 ～ 5日 ・滋

賀県琵琶湖)開催。女子舵手付きフオア新設。

大津市長より優勝旗・優勝杯寄贈。

平成元年 第37回大会 (8月 2日 ～ 6日・滋

媛県鹿野川湖)開催。ジユニア世界選手権へ男

子 4× 、 1× 、女子 2X、 1× で参加。

平成 2年  第38回大会 (8月 2日 ～ 5日 ・宮

城県長沼)開催。この年で男女ナックルフォア

を廃上。第 1回全国高等学校選抜競漕大会 (以

下選抜大会)開催。 (3月 30日 於静岡県天竜)

種 目は男女共舵手付きフオア、ダブルスカル、

シングルスカル全 6種 目。いずれも1500m。

平成 3年  第39回大会 (8月 1日 ～ 5日 ・静

岡県天竜)開催。男女ダブルスカル新設。天竜

市長より優勝旗・優勝杯寄贈。宿泊費 1泊 3食

6900円 。第 2回選抜大会開催。(3月 23日 ～24

日於静岡県天竜)。 第 1回 アジアジユニア選手

権大会 (於中国・上海)男女 2× を派遣。

平成 4年 第40回大会 (8月 5日 ～ 9日・宮

崎県富田浜)開催。宿泊料 1泊 3食 7400円 。台

風の影響でレース短縮。第 3回選抜大会開催。

(3月 28日 ～29日 於静岡県天竜)。 第 2回 アジ

アジュニア選手権大会 (於中国・成都)男女 2

Xを派遣。

平成 5年  第41回大会 (8月 4日 ～ 8日・埼

玉県戸田)開催。宿泊料 1泊 3食 7600円 。第

4回選抜大会開催。(3月 27日 ～28日 於静岡県

天竜)。

平成 6年  第42回大会 (8月 6日 ～ 10日 ・

富山県)開催。宿泊料 1泊 3食 8100円 。第 5

回選抜大会兼 JOCジュニアオリンピックカッ

プ開催 (3月 28日 ～29日 於。第 3回 アジアジユ

ニア選手権大会 (於 インド・チャンディガル)

男女 1× を派遣。

平成 7年 第43回大会 (8月 3日 ～ 7日 ・鳥

取県錦海)開催。宿泊料 1泊 3食 8300円 。第

6回選抜大会兼 JOCジ ユニアオリンピック

カップ開催。(3月 25日 ～26日 於)大雨により

レース距離を1000mに変更。平成 15年 まで同

会場で開催決定。

平成 8年  第44回大会 (8月 6日 ～ 10日 ・

山梨県河回湖)開催。宿泊料 1泊 3食 8800円。

水不足のためレース距離を 1000mか ら900m

に短縮。第 7回選抜大会兼 JOCジ ユニアオリ

ンピックカツプ開催 (3月 30日 ～31日 )。 第 4

回アジアジユニア選手権大会 (於パキスタン・

イスラマバー ド)男女 1× 。1× を派遣。

平成 9年  第45回大会 (8月 1日 ～ 5日・京

都府舞鶴特設)開催。宿泊料 1泊 3食 9000円。

第 8回選抜大会兼 JOCジ ユニアオリンピック

カップ開催 (3月 22日 ～ 23日 )。 レース距離

1000m。

※世界選手権への道

少年の世界選手権は昭和 45年にギリシャの

ロアンニアで行われた第 1回 FISA世 界ジユ

ニア大会に始まる (男子のみ)。 日本はユーゴ

スラビア・ブレドで開催された第 2回大会から

参加した。なお女子種目は昭和 59年の第10回

大会から増設され、日本はその翌年昭和 60年

の第 11回 大会から参加した。以下はその成績

である。

昭和 45年  ギリシャ・ロアンニア

不参加

昭和 46年  ユーゴスラビア・ブレド

Ml X青 山豊 (山 田)  敗復落ち

昭和 47年  イタリア・ミラノ
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Ml×  三浦義男 (鹿屋工)敗 復落ち

昭和 48年 イギリス・ノッチンガム

M2X 波間昭司 (本郷)

桶田英俊 (洛陽工)敗 復落ち

MlX 永沼洋介 (石巻工)敗 復落ち

昭和 49年 西 ドイツ・ラツエブルク

M2×  井手勝敏 (今治西)

青田英司 (加茂) 敗復落ち

Ml×  小嶋克人 (諏訪清陵)敗復落ち

昭和 50年  カナダ・モントリオール

M2×  若宮節夫 (八百津 )

野口和彦 (大村園芸)敗復落ち

Ml×  井手勝敏 (今治西)敗 復落ち

昭和 51年 オース トリア・ビラハ

M2×  井手勝敏 (筑波大)

松田昌弘 (瀬田工)敗 復落ち

Ml×  新田光信 (西和賀)敗 復落ち

昭和 52年  フィンランド・タンベ レ

M2×  三浦浩己 (江津工)

中西雄一 (法政二)

萬宮善彦 (瀬田正)敗 復落ち

松崎 諭 (喜多方商)敗復落ち
ユーゴスラビア・ベオグラー ド

橋谷田清光 (耶麻農)

高橋隆志 (西和賀)敗 復落ち

杉浦 彰 (江津工)敗 復落ち

三浦英一 (喜多方商)敗復落ち

ソ連 。モスクヮ

渡辺博也 (喜多方商)

田部洋一 (喜多方商)敗復落ち

羽入哲也 (喜多方商)

佐藤あや子 (喜多方女)敗復落ち
ベルギー・ハッエゥィンケル

肥田 厚 (大垣共銀)

粂川 誠 (八百津)敗 復落ち

田部洋一 (喜多方商)敗復落ち

四ノ宮美知子 (潮来) 敗復落ち

ブルガリア・ソフィァ

小林広法 (岡谷南)

花見牧雄 (喜多方商)敗復落ち

工藤晴三 (津久井)敗 復落ち

鶴見尚子 (大津) 敗復落ち

イタリア・テ

小木加州彦 (立教)

細測直希 (立教) 敗復落ち

内川淳一 (喜多方)敗 復落ち

Fl×  安部真由美 (湖南)敗 復落ち

昭和 58年  フランス・ヴィシー

M2×  金子匡仲 (法政二)敗 復落ち

奈良 収 (津久井)

Ml×  清水晋治 (中 部電力)敗復落ち

Fl×  永林美和子 (八尾) 敗復落ち

昭和 59年  ノルウェー・ヨンコピン

M4+ 吉田康介 (南陵)

佐藤 豊 (″ )

田辺保典 (″ )

古沢功樹 (″ )

涌島 稔 (″ )

松本正志 (″ )  敗復落ち

Ml×  丹野文広 (東北) 敗復落ち

Fl×  瀬戸真由美 (八尾) 敗復落ち

昭和 60年 東 ドイッ・プランデンブルク

M4+ 亀山桂児 (八百津 )

大脇高秀 (″ )

永田昭尋 (″ )

川合正樹 (″ )

高谷 健 (″ )

後藤浩二 (″ )  敗復落ち

Ml×  丹野文広 (東 レ滋賀)敗復落ち

Fl×  渡辺清美 (八尾)  敗復落ち

昭和 61年 チェコスロバキァ・ロー ドニス

M4+ 榊間寛人 (恵那)

児玉佳隆 (″ )

大山晃治 (″ )

鳥居孝志 (″ )

丸山恭生 (″ )  13/13位
Ml×  岩見則保 (猿投農林)20/20位
Fl×  福留睦美 (鹿屋農) 9/H位

昭和 62年  西 ドイツ・ヶルン

M4+ 押谷明成 (瀬 田工業)

近藤貴士 (″ )

西村泰明 (″ )

杉森勇吾 (″ )

北条弘之 (″ )  13/13位
Ml×  北川 忠 (八尾)  17/17位
Fl×  横江由希子 (八尾)  11/21位
昭和 63年 イタリア・ミラノ

M4+ 市川 勉 (江戸川学園取手)

市川将光 (″ )

水谷達也 (″ )

大山晃治 (″ )

鳥居孝志 (″ )

Ⅳl l×

昭和 53年

Ⅳ12X

ル11×

Ⅳll X

昭和 54年

Ⅳ12×

ル11×

Fl×
昭和 55年

Ⅳ【2×

Ⅳl l×

Fl×
昭和 56年

M2×

A711×

Fl×
昭和 57年

ル12×

Ⅳl l×
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Nl l×

Fl×

平成元年

N14×

Nl l×

F2×

平成 2年

Ⅳ14×

Ⅳ11×

F2×

Fl×

平成 3年

M4×

Nl l×

F2X

Fl×
平成 4年

M2X

Ml×

F4X

F2X

平成 5年

N12X

Ml×

F4×

丸山恭生 (″ )  12/12位
岩見則保 (猿投農林)13/13位
福留睦美 (鹿屋農)12/13位
ハンガリー・ゼゲ ド

山添覚司 (中 部電力)

大竹 正 (美濃加茂 )

箕輪一幸 (潮 来)

永治文紀 (恵那) 12/12位
藤井基晴 (宇和島東)16/16位
三崎麻里子 (彦根東)

小川晶子 (恵那) 12/12位
日田美保 (熊本商大附)

フランス・エギュベレット

伊藤博行 (伏見工)

西田孝啓 (八尾)

増子智洋 (美濃加茂)

山口和男 (津久井)19/19位
藤井基晴 (字和島東)16/16位
三崎麻里子 (彦根東)

渋田紀子 (田名部)15/15位
日田美保 (日 本体大)13/13位
スペイン・バニヨラス

小川昭彦 (字和島東)

水野博之 (恵那)

長谷 等 (津幡)

常磐 聡 (新田) 17/17位
西田孝啓 (八尾) 12/13位
狩野順子 (津久井)

斉藤理恵 (膳所)  8/8位
三崎麻里子 (鹿屋体大)12/12位
カナダ・モントリオール

今村洋亮 (伏見工)

兼松由充 (美濃加茂)14/14位
西田孝啓 (富山国際大)6/15位
力石文子 (津久井)

三品のり子 (中部電力)

野中理恵 (熊本商大附)

浅野あい子 (膳所)  8/9位
内山佳保里 (二俣 )

青山優子 (東濃実業)7/8位
ノルウェー 。オールングン

山竹孝治 (中央大)

徳岡 剛 (宇和島東)15/24位
小川隆之 (恵那) 23/24位
仲西直美 (中部電力)

内山佳保里 (二俣 )

平成 6年

M2X

Ml×

F4×

平成 7年

M2X

NI1 1×

F4×

Fl×
平成 8年

M2X

Ⅳ11×

F4×

Fl×

平成 9年

llI1 2×

青山優子 (東濃実業)

今堀こずえ (八幡商) 7/10位
ドイツ・ミュンヘン

徳岡 剛 (宇和島東)

山内 悟 (宇和島水)15/29位
太田森平 (浜松西)17/36位
高井栄美子 (津久井)

吉田理子 (大湊)

室崎亜樹 (網走向陽)

豊田千佳 (大津商)13/16位
ポーランド・ボスナン

溝口健太 (中央大)

久保武大 (高松) 10/30位
中野公之 (津久井)24/29位
深川由理 (熊本商大附)

清水待子 (人尾)

川元寛美 (福山)

松島加奈 (二俣) 13/16位
小西千恵 (中部電力)14/20位
イギリス・ス トラスクライド

久保武大 (高松 )

薮ノ内慎和 (美方) 20/29位
有馬功二 (宇和島東)22/23位
川元寛美 (福山)

熊沢貴郁 (日 本体大)

岩本亜希子 (岡谷南)

辻野知里 (坂出商) 9/12位
古関香里 (熊本商大附)16/16位
ベルギー・ハゼウインケル

薮ノ内慎和 (美方)

久保達生 (小浜水)20/29位
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全国高体連漕艇部長

行司伸吾

昭和 28年 に創設された全

国高体連漕艇専門部の足跡

は、35年 を経て全国高体連50

年記念誌に参加出来ることを

光栄に思います。

二  我々の諸先輩や関係者・先

生方・生徒諸君に感謝いたします。今日高等学

校における体育・スポーッ活動に係わる環境

は、人間教育からかけ離れた知育偏重の場や、

学校体育から社会体育への移行にかかわるひず

み等々まことに不安定化 してきています。しか

し平成 8年の中・高校制のスポーッ活動に関す

る文部省の調査結果によりますと、運動部活動

は、生徒・保護者・教員の 3者が共通して 9o
パーセント以上現在の高校生活にとって、又将

来のためにも必要であると答えています。

彼・彼女達は、河川・内湾・湖沼など限られ

た水域を活動場所として、四季折々の、又一日
の中の時々の変化を体感じつつ、大自然の恵み

を享受する。一方、クルー編成や日々の練習、

競漕会への参加を通 じて人間と自然とのかかわ

り方や協調性、社会性をおぎないながら自己研

鑽に努めています。教育の一環としてこの漕艇
は、21世紀の社会を担 うに価する誠に意義深
い活動であると確信 し、その発展を心より願う
ものです。

さて、高体連として久しく、健康面、クルー

編成上の合理化などからスカル化をとの声があ
がっていましたが、世界漕艇界の傾向から日本

漕艇界も、スカル化をとの議論を登場させまし
た。又、高体連漕艇部の活動現場では、生徒数
の減少や指導者不足など課題は山積しておりま

す。しかし、45年 の貴重な漕跡に支えられなが

ら、中・高・シエアそして生涯スポーッとして
の漕艇活動の一貫した発展のために、全国高体
連漕艇部は勇往邁進する所存です。これまでご

支援いただきました、全国高等学校体育連盟、

各都道府県高等学校体育連盟、日本漕艇協会、

各都道府県漕艇協会をはじめとする関係各機

関、各位に対しまして深 く感謝の意を表します
とともに、今後とも変わらぬ御指導、ご鞭撻を

賜 りますようお願い申し上げまして発刊のご挨

平成 9年 4月

男子舵手付フオアー

男子ダブルス

男子シングルスカル

拶 といたします。
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《事務局》

〒 130‐0022東京都墨田区江東橋 1-7‐ 14

都立両国高校内

TEL 03(3631)1815
FAX 03(3846)6682

創  立 :昭和 28年 度 10月 4日

加盟校数

部 員 数

4,041カ吏

33,672名

20,867名

54,539名

子

子

計

男

女

合

余勢場外の採用女子団

体 5人となる

∞周年記念誌発行

地区役員を正式に名簿

登載、女子補欠 1名 増

が認められる

審判服装を全剣連方式

に改める。

第 1回全国高校剣道選

抜大会開催 (νR )ヽ剣

1道部努力目標を制定

インターハイの補欠が
|

男女とも2名 となる。

剣道部40周年記念事業

全国選抜大会で女子審

判 2名 を起用する。

全国選抜大会を全剣連

1新規則で運営する。

岡村忠典氏名誉部長に承

される。(平成10年度1年間)

岡 憲次郎

岡村 忠典

岡村 忠典

増田 三郎

太田  責

山崎 興一

岡村 忠典

増田 三郎

棚橋 嘉勝

富永 廣徳

宮澤 嘉夫

1加

藤

″

淳二

劇
「

‐

‐

７‐

「

♂

・　

　

　

９

　

１０

しない競技大会開催

国体に剣道男子団体戦

設置

しない競技の部を廃止

し剣道の部のみとする

女子個人戦設置(オ
ープン参加)

女子個人戦オープン参

加を廃上し男子と同様

各県 2名 とする

女子団体戦 (3入制)を

開設する。

木村・湯野杯授与開始

男女団体は48チ ーム個

人は96名に固定

湯野 正憲

岡 憲次郎

州
　
　
　
　
　
洲

棚橋勝太郎

棚橋 嘉勝

星  一雄

両角 英運

村田 純一



1 沿 革 創設～昭和 62年
昭和 27年 7月

・「全国高体連しない競技連盟」の組織化を図

り、初代部長に都立九段高校校長の星一雄氏

を迎え、初代委員長には都立九段高校教諭の

湯野正憲氏が就任する。湯野正憲氏はその後

昭和 41年 まで専門委員長を勤め、さらに全

国部長を昭和 51年 まで勤めてこられた。こ

の間における氏の努力は特に偉大なもので

あったと記録にとどめておきたい。

昭和 28年 10月

・「全国高校剣道・しない競技部」が結成され

全国高体連に加盟する。

昭和 29年 8月

・「全国高校余1道・しない競技大会」を日光に

おいて開催する。 (8月 4、 5日 )

昭和 31年 10月

。第 11回 国民大会 (兵庫県)から高校男子剣

道団体の部が設けられる。

昭和 34年 8月
。「しない競技」の部を廃 し「剣道」の部のみ

とする。

・ 個人の部を設け、各都道府県 2名 とする。

昭和 38年 8月

・女子剣道の発展がめざましいのをうけて、又

10周年記念大会行事 として女子個人戦を

オープン参加の形式で開設する。62名の参

加を得る。

昭和 44年 8月

・昭和 38年の記念大会以降オープン参加だった

「女子個人戦を」この年から男子と同様にする。

昭和 45年 8月

・女子団戦をメンバー 3人補欠 1名で開設する

昭和 52年 8月
。男女団体の優勝校に、木村篤太郎氏の木村杯

湯野正憲氏の湯野杯が授与されることになる

昭和 53年 8月
。この年より、今まで認められていた前年度優

勝校の優先出場が認められなくなった。従っ

て、団体は男女とも48チ ーム、個人は96名

と固定した。

昭和 54年 1月

・ 4月 1日 施行で全剣連の試合・審判規則が改

正される。それに関し高体連内部で大きな問

題となり、勝浦研修の一部を臨時専門委員会

創設以来献身的努力を払われた

故湯野正憲先生

として激論を交わす。その結果不備があれば修

正するということで全面実施と決まる。「余勢

場外」が生まれ「線審」が廃止される

昭和 54年 8月

・女子団体戦 (昭和 45年開設)の メンバー 3

人 (補欠 1)を 5人 とすることが高体連で認

められた。しかし規模拡大制限の規制によ

り男子の補欠を 1名 、女子補欠な しでス

ター トする。女子の稽古着・袴を自色に統一

する。

昭和 58年 5月

・ この年より各都道府県の加盟費として 1万

円を集め、組織の財政に加える。

昭和 58年 8月

・ 第 30回大会を記念大会とした。同時に「記

念誌 30周年のあゆみ」を発行する。
・男子優勝旗を新調する。

昭和 61年 5月

・全 日本剣道連盟試合規則にある「試合場」に

高校生の特性を生かす為「開始線」を置いた
。女子のそんきょを高体連方式 (片膝折敷き)

から全剣連方式 (男子と同じ方式)にする。
・本部役員に加えて地区役員を正式に決め名簿

登載をする。

昭和 61年 8月
。「女子団体」の補欠 1名増が認められる。こ

れにより、選手数は男女とも同数となった。

男女団体戦は参加チーム 48、 1チ ームのメ

ンバーは選手 5名、補欠 1名、個人戦は96名

となる。

昭和 62年 5月

・4月 10日 付けで全剣連の「試合規則・審判規

則」が改正された。それをうけて高体連では

「開始線」を置 くことは従来通 りとし、他は

新規則に則って大会運営することに決めた。
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2 10年の歩み

昭和63年～平成9年

平成 2年 5月 4日

・インターハイの審判服装を全余1連方式に改め

る。(但 し、ノーネクタイ、自靴下)

・女子の大会服装は上下とも自で統一されてい

たが、「男女とも白又は紺 (黒)の稽古着・袴

とする」と変更する。

・副部長を5人とする。「従来の大区分性は生

かし、特に必要と認めた場合はそれ以外に

部長が指名できる。」とし、九州地区より副

部長 1名 を加える。

平成 3年 5月 4日

・インターハイの審判服装を、半袖Yシ ャツ、

エンジのネクタイ着用 (白靴下)と 決定。

・全剣連の試合規則一部改正にともない、不正

竹刀使用は個人責任とし、チームの連帯責

任にしないことを確認する。

平成 4年 3月 27、 28日

・念願の全国高校余1道選抜大会が愛知県春日井

市総合体育館において開催される。

平成 4年 4月

・全国総体における剣道団体の補欠を1名増加

することが全国高体連の会議で認められ、

平成 5年度 (第 40回栃木大会)よ り男女と

も補欠 2名で行うこととなった。

平成 4年 5月 4日

・申し合わせ事項の「監督の服装」に「選抜大

会では、背広・ネクタイ。または稽古着・袴

とする。」を加える。

・審判の服装は、全剣連方式通り靴下も紺色と

する。

・試合中における女子の転倒は即刻「止め」を

かけず、男子と同様に「次の攻防を一呼吸見

る」ことに措置を変更する。

・先細竹刀の危険性が問題提起され、大会の竹

刀検量に、専用ケージでのチェックが加え

られる。

・選抜大会でも「申し合わせ事項」の通り、開

始線を置くことを専門委員会で確認する。

・全国教育系大学の「剣道人口減少問題」に関

する研究 (全剣連援助)に協力する。

・40周年記念事業として以下のことを決定する

記念誌の編纂。表彰。

平成 4年 8月 1日

・岡村専門委員長名で 5月 25日 付けに通知さ

れた「高体連剣道部努力目標」を、全国高体

運剣道部の努力 目標 とする。内容は毎年専

門委員会で見直すこととする。

・40周年記念事業の一環として女子優勝旗の新

調を決定する。

平成 5年 5月 4日

・岡村忠典新部長就任 (委員長兼任 )

・女子優勝旗を新調するにあたり、旧優勝旗を

前年度優勝校の左沢高校 (山形県)へ寄贈す

ることを決定。

・40周 年記念事業の表彰者、表彰団体を決定。

平成 5年 8月 1日

・ 第40回 大会を40周 年記念大会とした。同時

に記念誌『40年のあゆみ』を発行した。

・インターハイ監督主将会議終了後に感謝状、

表彰状授与式を行う。

平成 6年 3月 27、 28日

・第 3回全国高校剣道選抜大会より女子審判 2

名 (5段以上)を起用する。

平成 6年 4月

・女性指導者の育成と実態把握のため「全国高

体連剣道部内女子指導者調査」を開始する。

平成 6年 5月 4日

・インターハイの試合運営を一部変更する。競

技時間短縮のため試合順序を、団体→個人

とする。

・富山大会より5段以上の女子審判員を 2～ 4

名起用することを専門委員会で承認する。

平成 6年 7月 31日

・努力目標の審判員留意事項の中に「危険な突

きは反則とする。(有効打突とする意思のな

い危険な突きなど)」 を加え、富山大会より

適用する。

・富山大会において女子審判員 2名 を起用する

平成 7年 1月 24日

・阪神淡路大震災の被害を受けた兵庫県高体連

余1道 部に対 して、全国高体連剣道部と各都

道府県高体連剣道部で「激励・復活基金」と

して 1011万円を送る。

平成 7年 3月 27日

・阪神淡路大震災の影響で開催が危ぶまれた第

4回全国高校剣道選抜大会が予定通 り実施

される。開会式に先立ち、亡 くなられた方々

のご冥福を祈って黙祷を捧げる。女子審判を

4名起用する。

平成 7年 5月 4日
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・全 日本剣道連盟「剣道試合・審判規則」が 4

月 1日 付けで改正 され、 7月 1日 施行 と

なった。それをうけて専門委員会では、平成

7年 8月 の鳥取インターハイでは旧規貝1で、

平成 8年 3月 の選抜大会では新規則で大会

を運営することに決定する。

・選抜大会における「一条校以外の参加」を、

インターハイ同様承認する。
・長期外国人留学生の大会出場について、以下

の通 り決定する。「団体戦は登録選手 7名中 2

名まで認める。個人戦においては制限なし。」

平成 7年 8月 2日

・鳥取大会より女子審判員 4名 を起用する。

平成 8年 2月 15日
・小森園正雄先生講話録『合気の剣道』発行。

平成 8年 3月 27、 28日
・全国高校剣道選抜大会の 5回開催を記念して

愛知県指定無形民俗文化財「小本田棒の手」
を地元保存会に披露 していただく。

・全剣連の新規則で選抜大会を運営する。
・努力目標に「鍔競 り合いの膠着状態」の項目

を加える。

平成 8年 5月 4日
・ 九州選出副部長の特例を廃止し、東・中・西

の各地区より2名 ずつの選出と部長指名 1

名の副部長制とする。 8月 1日 の会議で新
副部長を決定する。

・全剣連の新規則に開始線が採用されたので、

申し合わせ事項の開始線の項目を削除する。
・各都道府県の加盟費を 2万円とする。

平成 9年 5月 4日
・全国大会の引率責任者、監督について申し合

わせ事項に加える。
・全国大会でのオーダーミスに対する措置を決める。

3 大会規模の推移 63～ H9( )内は補欠

全国高校余1道大会 63～ H4 H5～ H9
大会回数 35-39 40～ 44

男子団体 48 48

同選手数 5(1) 5(2)
男子個人 96 96

女子個人 96 96

女 子 団 体

同選手数

48

5(1)

48

5(2)

全国高校剣道選抜大会 H3～ H9

大会回数 1～ 7

男子団体 48

同選手数 7

女子団体 48

同選手数 ″
′

選手 7名登

録、試合は

5人戦とす

る。試合ご

とにオーダ

変更可。

4 大会審判長・優秀選手選考委員長63～ H9
全国高校剣道大会

5 研究発表の記録

(1)日 本武道学会に発表したもの

第27回 (H6年 9月 )「高等学校における人口
減少の実態と問題点」発表者岡村忠典
(2)その他

「全国高体連剣道部の実態調査」「小森園正雄
先生講演録『合気の剣道』編集」

大会 年度 審判長 優秀選手選考委員長

35 63 石 田 承玉 丸山 鐵男

36 Hl 岡村 忠典 小森園正雄

37 H2 岡村 忠典 岡 憲次郎

38 H3 オナ上 済 岡 憲次郎

39 H4 矢嶋 章司 岡 憲次郎

40 H5 村上 済 原田 源次

41 H6 村上 済 原田 源次

42 H7 村上 済 岡 憲次郎

43 H8 村上 済 岡 憲次郎
44 H9 笹月 繁 矢嶋 章司

全国高校剣道選抜大会

大会 年度 審判長 優秀選手選考委員長
1 H3 岡 憲次郎 小沼 宏至

，

“ H4 深川 辰磨 松永 政美
3 H5 土居 安夫 村山 慶佑
4 H6 橋本 明雄 岡 憲次郎
5 H7 福本 修二 矢嶋 章司
6 H8 岩立 三良6 矢嶋 章司
″
′ H9 矢野 博志 矢嶋 章司

-327-



6 高校剣道人口の推移 (63～ H9)

年度 合 計 男 子 女 子

ｐ
υ

′
υ 86,865 52,996 33,869

Hl 84,731 51,080 33,651

83,495 50,943 32,552

H3 81,674 50,510 31,164

H4 78,728 48,760 29,968

H5 74,315 45,719 28,596

H6 68,382 41,723 26.659

H7 63,584 39,084 24,500

H8 58,862 36,262 22,600

H9 54,539 33,672 20,867

7 研修会の記録

昭和 53年 1月 5,6,7日 に第一回研修会を千葉

県勝浦市にある日本武道館研修センターにおい

て実施した。翌年からは1月 4,5,6日 の日程に変

更し昭和 56年 には文部省後援となり、昭和 61

年からは日本中体連剣道部をも含めて実施して

いる。

昭和61年から、主催は全国高体連剣道部、日

本中体連剣道部、日本武道館、全 日本余1道連盟

となる。この研修会は平成 10年 1月 の開催で

第 21回 を数え、参加者数は講師・助講師も含

めると延べ 3,000名 もの多きにのぼっている。

以下に昭和 63年から平成 10年 までの特別講

師、講師の先生方を記載する。

<特別講師>( )は昭和53年からの延べ回数

小森園正雄 (6)山崎興一 (3)大 田賓 (2)大 島

功 (2)加藤淳二 (1)柳生延春 (1)武安義光 (1)

魚住孝至 (1)土 田國保 (1)近藤利雄 (1)

<講師>( )は 昭和 53年からの延べ回数

小森園正雄(12)原 田 源次(21)岡村 忠典(20)

岡憲 次郎(19)土居 安夫(19)滝 日 正義(18)

丸山 鐵男(14)佐藤 成明(13)矢野 博志(13)

増田 三郎(13)田 島 行男(11)脇本三千雄(10)

村上  済(10)橋本 明雄(9)平林 忠夫 (9)

野尻 忠克(6)遠藤 勝雄(5)鵜狩 賢省 (5)

上村 隆昭(5)目 黒 大作 (4)り ‖日 正人(3)

小林 武夫(2)藤原 崇郎(2)岩立 三郎 (1)

茂田 敏夫(1)西 田 照夫(1)朝内 賢光 (1)

安部 孝司(1)

8 全国高体連申し合わせ事項 (抜粋)

(平成 9年 5月 4日 一部改正)

(1)選手心得

・選手は気品のある態度で全力をあげて試合す

る。

・選手の服装は、紺 (黒)ま たは自の剣道着・

袴とする。 (そ の他省略)

(2)引率責任者、監督の資格について

・引率責任者は出場校の教諭とし、監督は出場

校の教職員または校長が特に認めた者とする

ただし監督が出場校の教諭である場合は、原

則として引率者を兼ねる。 (その他省略)

(3)監督心得

・監督の服装は以下の通 りとする。

全国総体では、自シャツ、自ズボンまたは剣

道着・袴 (色は紺黒自のいずれか)と する。

選抜大会では、背広、ネクタイまたは剣道着

袴 (色 は紺黒自のいずれか)と する。

(そ の他省略)

(4)規員1の運用および、大会運営について

・試合はすべて一刀 (一本の竹刀)にて行うも

のとする。二刀にての試合は認めない。

・個人戦の時、自分の都道府県の選手が出た時

は審判は交代する。また関係のあるチーム

の審判も行わないことが望ましい。

・予選リーグにおける引き分けの際は、その都

度勝負を決定せずにそのリーグ終了後下記

の順で勝敗をきめ、また代表者戦を行う。

①チームの勝ち点による。(勝 1、 分 0,5)

②勝者数による。

③取得本数による。(そ の他省略)

(5)事故の処理 (省略)

(6)大会参加資格について (省略)

(7)試合放棄に対する措置について (省略)

9 全国高体連剣道部努力目標 (抜粋)

(平成 4年 8月 1日 制定、平成9年 5月 4日 一部

改正)

(1)指導方針

剣道の理念をより深く認識し、心気カー致

の剣道を目指す。

◎正 しい心で練習 も試合 もするよう指導す

る。

①望ましい指導者のあり方について研鑽を

積む

②真の有効打突を求め、その指導に徹する。
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③正しい鍔競り合いからの打突の指導に特

に努力する。

④安全に留意した練習、試合を行うよう指

導を強める。

(2)審判員留意事項

◎正しい剣道が継承され、正しく豊かな心

が育つよう、公正かつ厳正に審判する。

①有効打突の判定を誤らないようにする。

②鍔競り合いにおける「反則」を見逃さない

ようにする。

③鍔競り合いのこう着状態を正確に見極める。

④一時中止要請に対しての処理を適切に行う。

⑤場外反則のとりかたを正確にできるよう
に努力する。

⑥危険な突きは反則とする。

第44回 (平成9年度)京都インターハイ

10  将来に向けて

わが国の伝統文化である剣道は,戦後の一時

期中断のやむなきに至った。その影響で本専門

部は他の専門部から5年遅れて発足 した。した

がって,全国高体連創立50周年の中にあって本

専門部は今年で 45周年を迎えることになる。

昭和 28年の発足以来,本専門部は年度を

追って充実・発展を重ねてきた。当初は,ま ず

男子剣道の興隆・拡充が注目された。やがて38

年頃から女子剣道の興隆・発展がめざましくな

り,59年には全国高校における剣道部員数が
95,071(男 子=56,533,女子 =38,518)名 に達

した。

しかしながら,昭和 60年代になると,剣道

部員数は徐々に減少しはじめ,平成 9年度の剣

道人口はピーク時の 60パ ーセントまでに落ち

込んでいる。小・中学時代に剣道をしていた生

徒達が高校でやらなくなるという,い わゆる剣

道離れ現象が続いてお り,ど こで歯止めがかか

るか判断できない状況にある。

このような深刻な事態を踏まえ,将来に向

けて重点的に取 り組まなければならない本専門

部の課題は次の事項である。

1.指導者の資質向上

本専門部は,毎年正月の 4・ 5・ 6日 ,千
葉県勝浦市において,各都道府県から2名参加

の指導者講習会を実施している。この講習会は

今年で21回続いてお り,剣道指導者の資質向上

と剣道指導法の各都道府県への伝達に多大な成

果をあげており,今後も積み重ねていきたい。

2.指導法の研究と実践

高等学校における剣道人口減の原因に,生
徒数の自然現象が考えられるが,必ずしもそれ

ばかりとは言い切れない調査結果が出ている。

つまり,小 ・中学校時代に剣道を続けていた

が,高校でやめてしまった生徒対象の調査に,

「剣道そのものが嫌いになった」,「剣道以外に

魅力あるものがある」などの意識が示されてい

る今までの剣道指導法は,と かく指導者の修行

経験に基づ く一方的な伝授に終始しがちであっ

た。剣道の魅力を享受出来る指導法とその実践

が強 く望まれる。

3。 強化と普及活動の推進

各都道府県の剣道専門部にあっては,全国

総体,全国選抜大会,国民体育大会等に出場す

る選手を高めるための強化活動に力を入れてき

たこれからは,選手強化に並行 して,剣道指導

者がいない学校対象の講習会や合同稽古会等の

普及活動を推進する必要がある。ちなみに,東
京都高体連専門部では運営部門の中に「普及

部」「広報部」を設置し,成果をあげている。

本専門部は,平成 4年に,「 高体連剣道部努

力目標」を揚げ,剣道を日本の伝統文化 として

正しく継承し,伝承すべ く努力を積み重ねてき

ている。これからも,生涯体育としての剣道の

基礎づ くりを本剣道部が果たすべ く,日 々の剣

道指導に,立派な大会運営に,指導者の資質向
上に,剣道に関する調査・研究に,剣道の普

及活動に邁進する覚悟である。そして,それら

が剣道を通しての生徒を育てる教育活動そのも
のであるという自党を持ち,ひ とつの願行とし

て正念相続してまいりたいと思う。
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《事務局》

〒 107‐tX152東京都港区赤坂 4-1-26

日本工業大学付属東京工業高校内

TEL 03(3589)1171
FAX 03(3589)1139

創  立 :昭和 28年 4月 1日

加盟校数

部 員 数

367カ吏

2,750名

日米親善
"周

年記念大

会 (千葉県佐倉市)

選抜に米国・韓国参加

専門部規約一部改正

ジュニア世界選手権出

場 (米国)

日米親善
"周

会 (東京)

第1回全国グレコ大会

高体連ルール採用ジュ

ニア世界選手権大会出

場 (ド イツ)

日米交流同意書作成

日米親善
"周

年記念大

会 (千葉県佐倉市)

選手手帳採用

ジュニア世界選手権大

会出場 (コ ロンビア)

第1回韓国遠征合宿

全国大会40周年記念大

会(栃木県足利市)

第1回ベラルーシ遠征

合宿

小林 正好

野村 弘道

鈴木 武男

森田 武雄

上野 幸一

馬場 利宗

家島 啓二

一九

２
　
　
３
　
４

第1回全国選抜大会

第1回全国高校大会

全国選抜大会と全国大

会を開催 (以後継続)

第1回米国遠征実施

第1回米国チーム来日

(以後継続)

全国選抜強化合宿実施

(以後継続)

正課体育に認定される|

ジユニア世界選手権大

会出場 (米国)

ジュニア世界選手権大

会出場 (日 本)

1第 1回 カナダ遠征

太田  浩

上野 幸一



〈はじめに〉

50年誌に関する寄稿を依頼されたが、当専

門部では過去の資料保存が不十分なため満足な

内容にならないことをお断りいたします。

レスリング関係者には別の機会に、より詳

しく紹介できるように努力したいと思います。

(平成 10年 6月 理事長森田武雄)

1沿 革

昭和25年 度

○第1回全国高等学校レスリング選手権大会が

新潟市において三笠宮・同妃殿下をお迎え

し、参加校 13校による団体戦が行われた。

○国民体育大会に高校の部が団体戦を導入。

昭和26年 度

○第2回全国大会千葉県船橋市団体 24校。

昭和 27年度

○第3回全国大会宮城県仙台市22校より120名

の参加。

昭和 28年度(1953年 )

○第1回全国高等学校選抜レスリング大会
新潟市で以降開催される。団体戦及び個人
戦を実施。団体 8校参加。

優勝校 :新潟明訓高校

昭和29年 度

○第2回全国選抜大会団体 8校参加。

優勝校 :新潟明訓高校

○第1回全日本高校レスリング選手権大会が、
群馬県館林市で全国高体連主催により、三笠

宮。同妃殿下をお迎えし、個人戦を実施する。

出場 49校 200名 であった。

昭和 30年度

○第 3回全国選抜大会団体 8校参加。

団体・個人戦が行われる。

優勝校 :新潟県立新潟商業高校

○第 2回全国大会東京都青山レスリング会館

58校から400名 が参加。

昭和 31年度

○第 4回全国選抜大会団体 12校参加

優勝校 :新潟明訓高校

○第 3回全国大会北海道名寄高校

昭和 32年 度

○第 5回全国選抜大会団体 12校参加

優勝校 :北越商業高校

○第 4回全国大会富山県滑川市団体 32校。

昭和 33年度

○第 5回全国選抜大会団体 12校参加。

優勝校 :新潟県立新潟商業高校

○第 5回全国大会東京都立体育館団体 33校。

昭和 34年度

○第 7回全国選抜大会団体 12校参加。

優勝校 :新潟県立新潟商業高校

○第 6回全国大会秋田県五城目町団体 12校

○オリンピック候補選手と共に千葉県館山にて

年末年始の強化合宿に入る。

昭和 35年度

○第 8回全国選抜大会団体 12校参加。

優勝校 :新潟明訓高校

○第 7回全国大会新潟県新潟市団体 34校。

○第1回全国選抜 レスリング渡米選手団が年末
から3月 中旬まで遠征。

昭和 36年 度

○第 9回全国選抜大会団体 12校参加。

優勝校 :新潟県立新潟商業高校

○第 8回全国大会山口県田布施町団体 34校。

○第 2回米国遠征年末から2月 初旬まで。

昭和 37年度

○第 10回全国選抜大会団体 12校参加。

優勝校 :新潟県立新潟商業高校

○第 9回全国大会広島県広島市団体 39校。

○第 1回 日米高校 レスリング大会が実施され、

7月 に2州が来日し各地を転戦する。

○高体連加盟校が 104校になる。

昭和 38年度

○第H回全国選抜大会個人戦実施。15校参加

優勝校 :新潟県立新潟高校
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○第 10回全国大会大阪府団体 41校

○第 2回 日米高校 レスリング大会 1州来日

○第 4回 米国遠征 lヶ 月転戦。

○全国選抜強化合宿埼玉県朝霞町3月 下旬

昭和 39年 度

○第 12回全国選抜大会団体 9校参加。

優勝校 :新潟県立新潟商業高校

○第 11全国大会兵庫県西宮市団体 44校。

○第 3回 日米高校 レスリング大会 1州 来日

○第 5回米国遠征 1ケ 月転戦。

○高体連加盟校が 140校になる。

昭和 40年 度

○全国選抜大会一時中断。

○第 12回 全国大会大分県佐伯市団体 47校。

○第 4回 日米高校 レスリング大会 2州 来日

○全国選抜強化合宿静岡県伊豆長岡市

8月 中旬に実施、グレコローマンを指導する。

○第 6回米国遠征 2チ ーム遠征。

昭和 41年 度

○第 13回 全国大会青森県八戸市団体 51校

○第 5回 日米高校 レスリング大会 2州 来日

○全国選抜強化合宿岩手県宮古市 8月 中旬

○第 7回米国遠征 3月 中旬

昭和 42年 度

○第 14回全国大会福井県金津市団体 41校

○第 6回 日米高校レスリング大会 2州 来日

○第 8回米国遠征 1月 に実施。

○全国選抜強化合宿静岡県伊豆長岡市において

年末年始に行う。参加数 300名。

○正課体育として導入が認められる。

○競技人口調査結果。164校 2886名。

昭和 43年 度

〇第 4回全国大会広島県府中町団体 46校

○第 7回 日米高校 レスリング大会 2州 来日

○第 9回米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿

東京代々木において年末から年始まで行う。

○日本アマチュアレスリング協会段位制導入。

昭和 44年 度

○第 16回全国大会群馬県館林市団体 47校

○第 8回 日米高校レスリング大会 1州 来日。

○第 1回 日加高校レスリング大会8月 来日。

○第 1回 ジユニア世界選手権大会

米国コロラド州にて、7月 中旬に行われる。

○第 10回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿東京・和歌山で行う。

○国民体育大会少年の部にグレコローマンスタ

イルが採用される。階級の変更もあった。

昭和 45年 度

○第 17回 全国大会静岡県焼津市団体 49校

○第 9回 日米高校 レスリング大会 2州 来日。

○第 11回米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿青森・群馬・和歌山・鹿児

島で実施した。

○第 13回全国選抜大会再開する。団体 12校。

優勝校 :青森県立八戸工業高校

昭和 46年 度

○第14回全国選抜大会団体13校参加。優勝校 :

青森県立八戸工業高校

○第 2回 ジユニア世界選手権大会 14ケ 国参加

東京代々木体育館において5月 に行われる。

○第 18回 全国大会徳島県池田町団体 50校

○第 10回 日米高校 レスリング大会 2州 来日

○第 12回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿東京・和歌山12月 下旬。

○ルール改正により、円形マットに変わる。

昭和 47年度

○第 15回 全国選抜大会団体 16校参加。

優勝校 :青森県立八戸工業高校

○第19回全国大会山形県上山市団体 43校本大

会より1県 1校の参加となる。

○第 H回 日米高校レスリング大会 2州 来日。

○第 13回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿東京代々木 270名参加

昭和 48年 度

○第16回全国選抜大会団体16校参加。優勝校 :

仙台育英学園高校

○第 20回全国大会三重県桑名市団体 42校。

○第 12回 日米高校 レスリング大会

参加国 :カ ナダ・オレゴン州

○第 14回 米国遠征カナダ・オレゴン 1月 実施

○全国選抜強化合宿東京代々木 280名。

昭和 49年度

○第 17回 全国選抜大会団体 16校参加

大会期間が2日 間になる。

優勝校 :新潟県立新潟東工業高校

○第 21回全国大会福岡県大牟田市団体 42校

○第 13回 日米高校レスリング大会 2州 来日。

○第 15回 米国遠征 1月 実施。

昭和 50年 度

○第 18全国選抜大会団体 16校参加。

優勝校 :土浦日本大学高校
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○第 22回全国大会東京都 日大講堂団体 41校

○第 14回 日米高校 レスリング大会 2州来日

○第 16回米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿東京代々木 269名。

○ルール改正によりlmの消極ゾーンが出来る

昭和 51年度

○第 19回 全国選抜大会団体 19校参加。

優勝校 :鹿児島商工高校

○第 23回全国大会新潟県新潟市団体 43校

○第 15回 日米高校 レスリング大会 2州来日

○第 17回米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市

昭和 52年 度

○第 20回 全国選抜大会団体 16校参加。

優勝校 :青森県立八戸工業高校

○第 24回全国大会山口県徳山市団体 43校
○第 16回 日米高校 レスリング大会 2州来日

○第 18回米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市

昭和 53年度

○第 21回全国選抜大会団体 23校参加。

優勝校 :鹿児島商工高校

〇第 25全国大会福島県田島町団体 42校参加
○第 17回 日米高校 レスリング大会 2州来日

〇第 19回米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿東京代々木 185名

昭和 54年度

○第 23全国選抜大会団体 25校参加。

優勝校 :光星学院高校

○第26回 全国大会和歌山県和歌山市団体43校

○第 18回 日米高校 レスリング大会 2州 来日

○第 20回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市 300名

昭和 55年 度

○第 23回全国選抜大会団体 28校参加。

優勝校 :全羅北道体育高校米・韓参加。

○第 27回全国大会徳島県池田町団体 43校
○ 日米高校親善 20周年記念大会千葉県佐倉市

参加国 :米国 (3)・ カナダ・中国 。日本
○第 21回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市 410名。

昭和 56年度

○第 24回全国選抜大会団体 31校参加。

優勝校 :光星学院高校米・韓参加。

○第 28回全国大会茨城県水戸市団体 45校
2回戦終了後、再抽選を行う。 (団体戦)

○第 20回 日米高校 レスリング大会 2州 来日

○第 22回 米国遠征 1月 実施。

○第 1回 アジアジュニア・フリースタイル選手

権大会参加。10月 にインドで行われる。

○全国選抜強化合宿 日本・韓国合同合宿茨城県

高萩市 435名 参加。

昭和 57年度

○第 25回全国選抜大会団体 30校参加。

優勝校 :光星学院高校

○第29回 全国大会鹿児島県大国市団体 45校

2回戦終了後、団体戦の再抽選を行う。

○第 21回 日米高校 レスリング大会 2州来日

○第 23回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市 486名。

昭和 58年度

○第 26回全国選抜大会団体 33校。4月 実施。

優勝校 :光星学院高校

○第30回全国大会岐阜県岐阜市団体 46校

○第22回 日米高校レスリング大会 2州来日。

○第 24回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市

○第 27回全国選抜大会 3月 実施。団体 31校
優勝校 :光星学院高校

昭和 59年 度

○第 31回全国大会秋田県五城目町団体 46校
○第 23回 日米高校 レスリング大会 2州 来日

○第 25回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市

01984年 ジュニア世界選手権大会出場。

米国ワシントンDCに て7月 に行われる。

○第 28回全国選抜大会3月 実施団体 32校。

優勝校 :光星学院高校

昭和 60年度

○第 32回全国大会石川県志賀町団体 45校
○第 1回汎太平洋高校 レスリング優勝大会

=日 ・米親善 25周 年記念大会 =
6月 に東京で団体・個人戦が行われた。

参加国 :米国 (4)・ カナダ・韓国 。日本

○アジアジュニァ選手権大会 8月 ・代々木
参加国 :イ ンド・イラン・パキスタン・北朝

鮮・韓国・中華台北 。日本

○第1回全国高校生グレコローマンスタイル選
手権大会東京代々木

日本 レスリング協会主催のもとに実施。大

会終了後講習会を実施。

○第 26回 米国遠征 1月 実施。
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○全国選抜強化合宿茨城県高萩市

○第 29回全国選抜大会団体 32校参加。

優勝校 :埼玉栄高校

本大会より、高体連ルールを採用する。

昭和 61年 度

○第 33回全国大会岡山県鳴方市団体 46校

01986年 ジュニア世界選手権大会 7月 ドイツ

○第 25回 日米高校レスリング大会 2州来日

○第2回 全国高校生グレコローマンスタイル選

手権大会東京代々木 148名参加。

○全国選抜グレコ合宿茨城県高萩市 149名

○第 27回 米国遠征 1月 実施。

○第 30回全国選抜大会団体 33校参加。

優勝校 :霞 ヶ浦高校

30周 年記念祝賀会を行う。

昭和 62年 度

○第 34回全国大会北海道旭川市団体 45校

○第 26回 日米高校レスリング大会 2州来日

○第 3回全国高校生グレコ選手権大会東京

○第 28回米国遠征 1月 実施。

○全国選抜グレコ合宿茨城県高萩市 152名

○第 31回全国選抜大会団体 32校参加。

優勝校 :霞 ケ浦高校

2 10年 の歩み

昭和 63年 度

01988年 ジュニア世界選手権大会

ォース トリアで7月 に行われる。

○第 35回全国大会兵庫県三田市団体 45校

○第 27回 日米高校 レスリング大会 2州来日

○ 日米高校同意書を10月 に東京で作成。

○第 4回全国高校生グレコ選手権大会駒沢

○第 29回米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市・広島県

○第 32回全国選抜大会団体 32校参加。

優勝校 :霞 ケ浦高校

平成 1年度

〇第 36回全国大会徳島県池田町団体 47校

○第 28回 日米高校 レスリング大会 2州来日

○第 5回全国高校生グレコ選手権大会

東京駒沢体育館

○第 30回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市・広島県

oハ ワイ国際ジユニア大会 1月 に行われる。

○第 33回全国選抜大会団体 33校参加。

優勝校 :霞 ヶ浦高校

平成 2年度

○第 37回全国大会宮城県名取市団体 47校

○日米親善 30周 年記念レスリング大会

6月 に千葉県佐倉市において団体戦及び個人

戦を行う。 (米国4州参加 )

01990年世界ジュニアグレコ選手権大会

スペイン :バルセロナ7月

○第 6回全国高校生グレコ選手権大会駒沢

○第 31回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市・広島県

○第 34回全国選抜大会団体 32校参加。

優勝校 :霞 ヶ浦高校

平成 3年度

○第 38回全国大会静岡県焼津市団体 47校

○第 30回 日米高校 レスリング大会 2州 来日

○第 7回全国高校生グレコ選手権大会

大阪府堺市

○第 32回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市・広島県

○第 35回全国選抜大会 48校参加。

大会期間が、3日 間となる。

優勝校 :霞 ケ浦高校

平成 4年度

○選手手帳を採用。

01992年 ジュニア世界選手権大会

コロンビア :カ リ6月

○第 39回全国大会宮崎県日南市団体 46校

○第 31回 日米高校レスリング大会 2州来日

○第 8回全国高校生グレコ選手権大会徳島県

○第 33回 米国遠征 1月 実施。

○第 1回全日本ジユニア韓国遠征合宿

○第 36回全国選抜大会団体 48校参加。

優勝校 :霞 ケ浦高校

平成 5年度

○第 40回全国大会栃木県足利市団体 56校

寛仁親王殿下のご臨席を賜り、40周年記念式典を開催。

○第 1回 ジユニア女子世界選手権大会

ォース トリア 12ヶ 国参加。

○平成 5年 8月 5日 より高体連ルールを廃止。

国際レスリング連盟ルールとする。

○第 32回 日米高校レスリング大会 2州 来日

○全国ジユニア強化合宿を全国総体終了後、

足利工大体育館にて実施する。

○第2回韓国遠征合宿8月 下旬からソウルにて

○第 34回 米国遠征 1月 実施。
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○第 37回全国選抜大会団体 48校参加。

優勝校 :北海道岩見沢農業高校

○第 9回全国高校生グレコ選手権大会

大阪府堺市

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市・広島県

平成 6年度

○第 41回全国大会富山県滑川市団体 47校

○第 33回 日米高校 レスリング大会 2州 来日

○第 10回全国高校生グレコ選手権大会

東京駒沢体育館

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市・広島県

○第3回韓国遠征合宿 8月 下旬からソウルにて

○第 35回 米国遠征 1月 実施。

01994年 ジュニア世界選手権大会

フリー :ハ ンガリー

○第 38回全国選抜大会団体 49校参加。

優勝校 :霞 ヶ浦高校

平成 7年度

○第 42回全国大会鳥取県赤碕町団体 47校

○第 34回 日米高校 レスリング大会 2州来日

○第 H回全国高校生グレコ選手権大会

栃木県足利市

○第 4回韓国遠征合宿韓国ソウルにて実施。

○第 36回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市・広島県

○第 39回全国選抜大会団体 47校参加。

優勝校 :霞 ヶ浦高校

○第3回 イラン国際ジュニア大会 4月 ・イラン

平成 8年度

○第 43回全国大会山梨県甲府市団体 48校

○第 35回 日米高校 レスリング大会 2州来日

○第 12回全国高校生グレコ選手権大会

大阪府茨木市

○第 5回韓国遠征強化合宿ソウル

○第 37回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市・広島県

○第 40回全国選抜記念大会団体 56校参加。

優勝校 :霞 ヶ浦高校

○第 4回 イラン国際ジュニア大会4月

01996年 ジュニア世界選手権大会8月

フリー :モ スクヮグレコ :ポ ーランド

○第 1回ベラルーシ遠征合宿
ベラルーシ共和国 :ミ ンスク12月 実施

平成 9年度

○第 44回全国大会京都府網野町団体 48校

○第 5回 イラン国際ジュニア大会 4月

○第 36回 日米高校 レスリング大会 2州来日

○第 13回全国高校生グレコ選手権大会新潟市

○第 6回韓国遠征強化合宿ソウル

○第 38回 米国遠征 1月 実施。

○全国選抜強化合宿茨城県高萩市・広島県

○第 41回全国選抜大会団体 48校参加。

優勝校 :霞 ヶ浦高校

○第 2回ベラルーシ遠征合宿

01997年 カッデ ト世界選手権大会

フリー :イ ンドグレコ :ス ロベニア

3 将来に向けて

昭和の初期にアメリカより導入されたレス

リングは、苦難の道を経ながらも日本人に適し

た種目として受け入れられた。

1952年 のヘルシンキオリンピックでは、日

本選手団唯一の金メダルを石井庄人が獲得 し、

他の選手も全員入賞という輝かしい成績を残し

た。シエアの活躍により若い選手層が厚 くなり

東京、メキシコ、ミュンヘン、モントリオール

と確実に金メダルを量産した。

しかし、現状は厳しい状況にある。高体連に

も同じことがいえる。50年 間の初期は八田一

朗会長の指導のもとに基盤ができ強化、普及の

ためのあらゆる施策が講じられた。我々は、そ
の意志を引き継ぎ高体連専門部の組織の確立と

活性化、審判 ,国際・総務・財務・強化の担当

者が今成すべき策を考え、連綿と続いている行

事の内容も検討しているところである。

特に、強化策として国際交流 と強化合宿を

充実すべ く、従来の日米交流大会のほかに、イ

ラン国際大会、日韓交流合宿、ベラルーシ交流

合宿等を計画し実施している。

ところで、昨今では、青少年のスポーッ参加

動向に大きな変化が見 られる。「女子レスリン

グ」や「ちびっ子 レスリング」の隆盛ぶ りには

目を見張るものがる。「少年少女」を対象とす

るレスリングクラブは全国で 200を数える。

その一方で、高校生の格闘技離れが進み競

技人口の減少傾向が見 られる。我々はその歯止
め策として、小学生 。中学生・高校生の一貫指

導と、課題である女子 レスリングの方向性の検

討も考えながら競技の望ましい発展の為に、専

門部一九となって普及 。強化を計っている。

-335-



《事務局》
〒350‐lX136埼玉県川越市小仙波町 5‐ 14

県立川越総合高校内

TEL 0492(22)4148
FAX 0492(29)1050

創  立 :昭和 31年

加盟校数

部 員 数

2,018カた

25,831名

32,001名

57,832名

子

子

計

男

女

合

弓道専門部発足。第1回

全国大会実施。

今年より国民体育大会に出場。

競技規則草案決定。

新競技規則で大会実施。

指導者講習会を大会の

際実施。

今大会よリプログラムに「全国高等学

校総合体育大会」の名称を入れ、NHK

も後援。

第4回～14回大会まで団体戦の

み実施。

今大会より団体戦は5人 とし、

個人戦も再開。

創立
"周

年記念式典を実施(秩

父)。「弓道二十年」を発行。

皇太子ご夫妻ご台臨。

推薦出場枠は今年まで。

高崎 米吉

"

全国選抜大会はじまる。

創立∞周年記念式典を実施 (

沢)。「弓道三十年」を発行。

冷夏の1ヒ海道大会。

NHKで競技を放送。

今大会より女子個人戦予選通過|

的中を2中から3中にした。

体育館内仮設練習会場にプラス

チックフォームあずちを使用。

体育館内特設会場で大会を実

施。

台風のため日程を変更し実施。団体予選は坐

射から立射に変えた。

全国委員長研修会を大会期間中

に実施。

創立40周年記念式典を実施 (山

口)。

「弓道四十年」を発行。

国際交流で 10名の高校生を中

国に派遣。

山本 彰一

斉藤 節朗

須田 三郎
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1 沿 革

昭和 31年・秋の全国高体連理事会で弓道専門

部設置が承認される。

昭和 31年 ・この年 8月 、全国大会前日の全国

委員長会議で本専門部の正式な設

置を決定。

第 1回 全国高校弓道大会が 8月

H、 12日 、中央大学弓道場で開催。

参加校数は32都道府県から、94校

(男子68,女子 26)、 選手は542名。

団体戦、個人戦とも実施。

この年より第14回 (成 田大会)ま
で団体戦のみ実施し、個人戦は中

断。技能優秀校 (者)の表彰は第

1回 より第 14回 まで続いた。

昭和 32年 。この年より国民体育大会に出場。

今回は第12回静岡大会で (弓道は

三島市の大社弓道場)男子25チー

ムが参加。次回から男・女共に参

加する。

昭和 34年 ,前回 (第 3回 )の大宮大会で競技

規則の草案が出され、今回の宮崎

大会から制定された新 しい競技規

則で実施された。競技方法もこの

大会から総射数法より、 トーナメ

ント方式に変わった。

昭和 35年 ・第 5回横手大会より、指導者講習

会を大会の際実施。その後文部省
の後援、共催を得て現在に至る。

昭和 36年 ・今回より遠的競技を実施すること

が前年の横手大会の常任委員会で

決定 したが諸々の事情で中止 とな

る。

昭和 38年 。この大会よリプログラムに「全国

高等学校総合体育大会」の文字が

入 り、NHKも 後援となる。

昭和 45年 ・第15回 大会 (田辺市)よ り各都道

府県より団体男女各 1チ ーム (監

督 1,選手 5,補欠 2)、 個人は男

女各 2名 となった。なお、その後

団体チームの補欠は適正規模から

1名 となる。この大会から弓道衣、

袴着用が認められた。昭和 59年 ま

では弓道衣とズボン、スカー トの

両方であったが昭和60年の第30回

大会より弓道衣、袴以外は認めら

れなくなる。

昭和 50年・第20回大会 (秩父)で創立20年 と

なり、永年出場校 (10回以上)表
彰、大会開催地功労者の表彰、全

国功労者の感謝状贈呈を行う。「弓

道二十年」を発行。

第20回大会 (秩父)

昭和 51年 ・第21回大会 (長野市)で皇太子ご

夫妻のご台臨を戴いた。

その後、60年金沢大会、63年明石大

会にも弓道のご観戦を戴 く。

昭和 52年 ・第22回大会 (島根大会)で前年度

優勝校の次年度推薦出場枠がなく

なった。適正規模からである。

昭和 57年 ・第 1回全国選抜弓道大会が全 日本

弓道連盟の主催で始まった。会場

は明治神宮至誠館弓道場 (東京)。

出場校は全国より選抜された男女

各 16校。(大会期間は昭和 58年 3

月 25、 26日 )

昭和 60年 ・創立30周年記念の第30回金沢大会

で、全国大会10回以上出場表彰と

全国大会開催地功労者表彰及び永

年功労者に感謝状贈呈。

「弓道三十年」を発行。

昭和 62年・第32回 大会 (北海道)。 冷夏のため

控室の体育館に暖房機設置。

この大会で女子個人の予選 4射 2

中以上準決勝進出者が続出し、競

技の進行が遅れた。このため、次

回の兵庫大会で女子も男子同様 4

射 3中以上の予選通過を決定。第

34回 の香川大会より実施となった。

競技の合間に行っていたセ レモ

ニー的な演武は今回が最後となる。
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2 10年 の歩み

昭和 63年  第33回の兵庫県明石大会より競技

中心の大会を心がけた。

競技合間の演武は今大会より中止。

また、仮設練習会場の充実を図っ

た。NHK放 送。

平成元年  琴平高校弓道場で開催。琴平町は

観光地のため宿泊能力は大であっ

た。大会期間中の雨でグランドに

仮設した練習会場は泥田に化す。

第34回大会 (琴平)

平成 2年  第35回大会は宮城県仙台市の泉総

合運動場泉弓道場。大会のスリム

化をスローガンに、立順抽選会の

予備抽選形式の廃止。「プラスチツ

クフォームあずち」を本会場近く

の屋内練習場に初めて設置。

平成 3年  今大会の会場は沼津市民体育館特

設弓道場である。屋内特設弓道場、

プラスチツクフオームあずち使用、

5人立 4射場及び体育館内全体を

特設空調機で冷房するという過去

にあまり例のない大会。

なお、本会場練習は例年、1回のみ

の練習であったが公開練習会場と

して開放し、自由に練習ができた。

第36回大会 (沼津)

平成 4年  台風 10号の来襲で大幅に競技 日

程、方法を変更した。団体戦の午

前中に全国委員長会議を召集。午

後 1時から団体男子予選開始。こ

の時点で台風の吹 き戻 しの風が

あった。女子予選は夜間照明を使

用する中で実施。坐射から立射に

変更し時間の短縮を図った。

平成 5年  第38回大会は鹿沼高校弓道場で実

施。生徒が前面に立って一人一役

運動を展開。また、大会マニュア

ルの整備等もすすんだ。大会時の

全国委員長会議後の研修会もこの

大会より設けた。今回の講師は、山

形県の弓葉師、岡崎廣志先生。

|1躍ロロ暉暉IF3“
口‐‐

                                                                   ,    _1● ■暉

第38回大会 (鹿沼)

平成 6年  第39回 大会は富山県大島町。選手

控室は超大型テント。仮設練習場

第 35回大会 (仙台)
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を 2ヶ 所に設置。富山県で全種 目

開催のため宿舎が遠 く宇奈月まで

1時間以上かかった。配宿の問題

は年々大きな課題となる。

平成 7年  第40回大会は記念大会で山口県営

弓道場で実施。創立40周年記念式

典が盛大に行われた。全国大会 10

回以上出場表彰 と全国大会開催地

功労者表彰及び永年功労者に感謝

状を贈呈。

平成 8年  第41回大会は山梨県甲府市。交通

の便が悪いため、市内及び近郊に

ある高校、大学弓道場間を無料で

循環バスを運転する。0157の発生

が `さ 配 されたので今大会は冷蔵

(一部冷凍)の弁当を配食。

今大会より、団体技能優秀校選考

内規を決定し、実施。第 1回 目の

受賞校は女子で鹿沼高校が選ばれ

た (男子は該当校なし)。

平成 9年  第42回大会は京都府綾部市。市内

に宿泊施設が足 りないため兵庫県

にも配宿 した。大会をスリムにす

るため仮設練習場の縮小、廃止が

課題であるが今大会は市内に既存

の弓道場がないため、大きな仮設

弓道場を設置した。

本専門部創立40周年記念事業の一

環として国際交流を始めた。第 1

回目として中国 。天津体育学院に

代表を海外派遣した。H月 3日 ～

8日 の日程で本部役員 3、 男女監

督各 1・ 各プロック代表選手10の

計 15名 編成である。

2 将来に向けて

本専門部では、新しい世紀にふさわしい活

動のあり方を考えるため、かねてから高校生に

よる海外派遣事業を計画していたが、第 1回 目

を平成 9年度に実施した。中国・天津体育学院

との交流を実現し、ときあたかも日中国交正常

化25周年の記念の年にあたり、両国の友好に

華を添えた。また、「武道」という、民族の精

神的伝統を基盤にした文化を中国をはじめ、欧

米に理解してもらうために、海外派遣事業を今
後も継続していく予定である。

ところで、最近の高校生の体力の低下は想

像以上のものがある。例えば、平成 8年度全国

高校総体は山梨県で開催されたが、弓道競技開
会式会場の県立武道館内のアリーナで、貧血に
よる卒倒者が続出した。健全なる精神は健全な
る肉体に宿るということからも体力増強も大き
な課題である。わが弓道専門部も、これらの問
題解決のために指導者用テキストの発刊等今後
検討していきたい。

全国高校総体そのものでも改善点が種々あ
る。大きくなりすぎた大会をいかにスリム化で

きるか。競技を中心とした大会をめざし、開会
式などの式典、仮設弓道練習会場の縮小、廃
止。競技規則の改正、運営マニュアルの整備。
これらの課題を一つひとつ解決していく必要が

あろう。

第40回大会 (山 口)

-339-



《事務局》

〒 791‐ 3102愛媛県伊予郡松前町大字北黒田H9‐2

県立伊予高校内

TEL 089(984)9311
FAX 089(985)0622

創  立 :昭和 32年 4月 1日

加盟校数

部 員 数

く歴代部長>

長谷川寛治 (大阪

太田  満 (愛知

友末 弘三 (広 島

古川  博 (東京

古賀 通生 (福 岡

5,613カた

53,997名

48,112名

102,109名

・北野)  昭和 23～ 51年

・相女学園)昭和 52～ 53年

・安田女子)昭和 54～ 59年

・石神井)昭 和 60～ 62年

・柳川) 昭和 63年～

子

子

計

男

女

合

全国中学校 (旧制)庭球選手権大会|

が軟式ポールで始まる

新聞社の優勝旗が出る

準硬式ボールが使用球になる

テニス化 (硬式ボール使用)する

第 1回 中等学校選抜対抗庭球大会

(学校対抗の前身)始 まる

会場が浜寺から中舌鳥コートに変

わる

第2次世界大戦のため中止

全国中等学校庭球選手権大会復活

団体戦2D,3Sの 5ポ イントで行う

学制改革により、全国高等学校庭

球選手権大会に改称する

全国高等学校庭球連盟結成する

男女の団体戦、個人戦が同一会場

開催となる

全国高体連加盟申請

全国高体連に庭球部加盟する

全国 9地区にて地方予選開催し、

現行の組織できる。

団体戦 5ポイントから現行のDl,

S2の 3ポ イント6名登録になる

大会会場が中モズから全国持ち回

りになる

長谷川 寛治

明

41

44

大

13

昭

7

1 9

12

18

,

"
21

22

23

26

28

31

"

136

個人戦男女とも現行のS14

ドローで行う

第 1回全国選抜高校庭球大会を福

岡久山で開催する

高校総体団体戦 6名登録から規模

縮小で 5名登録になる

全国選抜大会優秀選手海外遠征を

開始する

全国高等学校庭球選手権大会記録|

集 (昭23～62)発刊する

選抜大会会場を久山から北九州ヘ

変更する

専門部名称を「庭球」から「テニス」

へ変更する

全国高等学校テニス選手権大会の|

80回記念パーテイを行う

高校総体団体戦48rから51校参加

に変更する

選抜大会

“

校から48nの参加に変

更する

選抜大会D2S3の 5ポ イントを単

複重複兼ねて出場できない方式に

“

一九

　

　

２

長谷川 寛治

太田   満

友末  弘三
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1沿 革

全国高等学校体育連盟「テニス部」の歩み

全国高体連 故初代部長 長谷川 寛治

3代部長 友 末 弘三

平成10年で第88回 を迎える全国高等学校テ

ニス選手権大会は我国で最も古い競技大会であ

る。その前身は全国中学校 (1日 制)庭球選手権

大会であり、軟式のボールで始まった。第1回

大会の参加校は24校で、滋賀県、京都府、大

阪府、兵庫県からの出場であり、他からの参加

は優勝した岡崎中学 (愛知県)た だ1校である。

第2回 は関西各中学校連合庭球大会と改称され

て、明治42年 7月 25日 より参加校 25校で挙行

された。新 しく畝傍、上野中学 (奈良県)和歌

山師範が参加 している。第4回大会 (明治44年 )

では参加校 31校で、この大会から新聞社の優

勝旗が出された。第6回大会 (大正 2年 )か ら

全国中学校大会と発展的に改称されるようにな

り、参加校も40余校 と増した。第 10回 (大正

6年)大会では参加校を64校に制限し、前記参

加県の他に、岡山、広島、山口、香川、愛媛、

福岡、長崎、三重、岐阜、神奈川、東京の各地

から出場 している。

大正 2年 (1913年 )2月 1日 、慶大がテニス

化を宣言し、大正 5年 1月 に熊谷一弥氏がマニ

ラでの東洋テニス選手権大会に優勝し、この年

5月 渡米した熊谷氏は全米順位の単 5位にラン

クされた。大正8年秋から東都大学のテニス化

が行われ、大正 10年 には日本デ杯チームが豪

州を破って米国に挑戦 し、翌H年 3月 、日本庭

球協会が誕生した。しかしボール代は高く中等

学校のテニス化は困難であった。

そこで準公式ボールが考案されて第 17回浜

寺大会の使用球になったのが大正13年である。

これを記念して浜寺公園に米国のファレス トヒ

ルズ庭球場を模して、東洋一の鉄傘のある大ス

タンド付テニスコー トニ面が新設された。収容

人員5,000人 、建設費用4万円であった。浜寺
の準公式大会の最後は昭和 6年で、昭和 7年
(1932年 )の 第25回 浜寺大会からテニス化 (現

在の硬式ボールを使用 した)へ と大転換 し、7

月24日 から全国中等学校庭球選手権大会が開

催された。参加校は 132校であった。

昭和9年全 日本学生庭球連盟主催の第 1回全

国中等学校選抜対抗庭球大会が西宮市の甲子園

テニスコー トで行われたのが現在の学校対抗の

前身である。

浜寺大会は昭和 12年、第30回大会より堺市

中百舌鳥町の新設コー トに変わった。昭和 16

年すべての全国大会は7月 に突然中止された。

その年の12月 8日 に真珠湾攻撃が始まった。こ

の大会が他に中止されたのは第 5回の明治 45

年、諒間のため中止になった。第二次世界大戦

中、最後の大会になったのは昭和 17年 8月 12

日から14日 まで開かれ単複とも64校が参加、

全部 1セ ットであった。18年から20年 までは

中断されていた。

戦後、ボールは勿論、食べ物 もない時代に本

大会を復活させるのは大変であったが、戦前か

ら世話をしていた筆者 (長谷川寛治)が働きか

け、大阪毎 日新聞社主催、南海電鉄会社後援で

中モズ総合運動場等、関係各位の協力を得て、

昭和 21年 8月 25日 より4日 間堺市中モズコー

ト(21面)で戦後第1回の全国中等学校庭球選

手権大会 (男子のみ)を 開催 した。団体戦も朝

日新聞社の紙上後援で復活させた。

こうして復活された中等学校の全国大会も

昭和 22年の大会で学制改革によりその名を変

え、昭和 23年 からは全国高等学校庭球選手権

大会になったが、その時、米国占領から新聞社

が生徒の参加する各種のスポーツ大会を主催す

ることを中止せよとの命令が出された。その命

令に最も関係があったのが朝日新聞社主催の野

球と、毎日新聞社が主催していた野球、庭球、

相撲、ラクビー・フットボール、サッカー等で

あった折衝された結果、夏の朝 日新聞社主催の

全国野球大会と、春の毎日新聞社主催の選抜野

球大会とが例外として開催することを許可され

た。そこで戦前から毎日新聞社が長年主催 して

きた本大会も日本庭球協会が新 しく主催するよ

うになった。

次いで全国高等学校体育連盟が新設されて、

高校の各種全国大会を主催するょうになってき

た。ところが全国的にみて普及度が低い種目は

その連盟への加盟が認められない状態であっ

た。当時、北海道、東北地方の裏日本にはテニ

スをプレーしている高校は殆んどなかったが、

プレーしている高校の在る都府県だけで本大会

に参加する学校に連絡して一応、全国的な高校

テニスの組織として全国高等学校庭球連盟を結
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成、関東、東海 (太田満 )、 関西 (長谷川寛治)、

中国 (内藤四郎 )、 四国 (徳永重孝)、 九州 (小

川一)の各プロックに分けた。

関東地区には学校の先生で中心になる人が

なかった。これが関東地区の高校テニスの組織

結成を遅らせた大きな理由である。後に矢橋恵

一 (鎌倉高校)が組織づ くりを進めた。中国で

は三代目部長 (全国高体連庭球部)の友末弘三

(安田女子)が新たに選出された。六地区とは

いえ、関東、東海、関西が主で、中国は広島県、

四国は愛媛県、九州は福岡県だけであった。

昭和 27年 より本大会を全国高等学校庭球連

盟が主催事務局を筆者 (長谷川寛治)の勤務す

る大阪府立北野高校に置いた。したがって大会

の諸準備、運営には赤坂繁幸 (池田高校 )、 河

野陽之助 (泉尾工)、 水口光雄 (大阪成険女)他、

大阪の先生方に大変苦労をかけた。一方では全

国高体連へ加盟できるよう努力を続けたが、地

方の普及が遅々として進まず困難をきわめた。

大新聞を後援にすれば普及が早いと助言を受

け、考えてもみたが、やはり全国高体連への加

盟を主に考え、昭和 28年 には、当時全国高体

連副理事長、岩野次郎氏にも強く要請したが、

もう少し組織作 りを進めてから認めようという

ことになり、昭和 30年 から全国高体運が本大

会の後援となり、次いで昭和 31年 の全国高体

連理事会で当時の西由己副会長 (大阪府立清水

谷高校校長)の御尽力により、12月 11日 満場

一致で庭球部の加盟が認められたのである。

高校テニスと言えば「中モズ」(大阪)と 答

えるほどで昭和 12年から36年 まで高校テニス

のメッカとして親しまれ、ここから戦後の日本

の代表選手が巣立った。しかし、諸般の事情に

よりこのコー トが閉鎖され、昭和 37年の岡山

大会から大会会場が全国回り持ちで行われるよ

うになって、現在に至っている。

昭和 25年 に初めて男、女そろって団体戦が

始まったが、参加校を見てみると、男子が 14

校、女子は6校 しかなかった。

昭和31年に全国高体連加盟が認められ (正式

には32年 4月 1日 )参加校が増えてきた。昭和

33年から北海道、東北、関東、東海、北信越、

近畿、中国、四国、九州の9地区に分けて地方

予選を行い、参加者を選出するようになった。

昭和34年 の49回 大会では団体男子16校、女

子8校、個人戦男子 S128、 D68組、女子 S80、

D41組が出場 している。この間28年 と31年に

はフィリピンの選手が参加し28年は単複優勝、

31年 には単準優勝、複に優勝したことが印象

深い思い出として残っている。

40周 年史より初代、3代両部長が執筆された

文章より抜粋、まとめさせていただきました。

当初、高校テニスの普及と発展を支えて下さっ

た毎 日、朝日両新聞社、中モズ、南海電鉄の関

係者等々、現在は、日本テニス協会をはじめ選

抜大会を主催していただいている読売新聞、ス

ポンサーとして協賛していただいているダン

ロップ、プリジス トン両スポーツ各社の皆様方

に感謝する次第であります。

現在、高校テニスの隆盛は、初代部長長谷川

寛治先生 (昭和60年 6月 逝去)に負うところ大

である。先生は本大会の産みの親であり、戦前

はもとより、昭和 21年の復興期から51年迄、

実に 30年 間の長きにわたり、全国高体連庭球

部部長の要職に就かれ、この大会を育てて下

さったことに対 して、深い感謝の念を表 した

い。2代 目部長大田満先生 (昭和53年 6月 逝去 )

には、戦後の苦難の時期から長谷川先生の片腕

となって殆どの業務を遂行していただいた高体

連庭球部の功労者である。

高体連庭球部の基礎を作って下さった初代、

2代 目部長の後を継ぎ、高校テニスの底辺を広

げた3代 目部長友末弘三先生 (安田女子)記録

集作成等に尽力をつ くされた4代 目部長古川薄

先生 (石神井)の両氏も功労者である。

全国選抜高校大会を定着させた5代 目現部長

古賀通生先生 (柳 川)、 古賀先生を副部長兼事

務局として支えた山本宗五郎 (浜松湖東高退

職)先生が高校テニスを発展させた功労者であ

る。高校テニスの発展はこれらの部長、副部長

の先生方の他、各地域代表の常任委員の先生

方、各都道府県の専門委員長、監督の先生方の

熱心な支援と努力の賜物である。
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2 10年 の歩み

底辺は拡がり、テニスは盛んになったが、実

力の方は、まだまだであった昭和 60年代であ

る。5代 目現部長古賀先生が世界に目をむけ、

羽ばたく選手の育成を掲げ、専門部で海外派遣

を行うようになった。昭和 60年に選抜大会に

おける優秀選手をつれ、ヨーロッパ遠征が最初

で、その後遠征先は米国、オース トラリア、米

国と変更しながら、現在まで続いている。この

遠征メンバーの中から、伊達公子達が育ってき

ている。

また、山本副部長が中心になり、専門部の名

称も「庭球」から世界に通用する「テニス」に

平成 2年変更した。

インターハイと全国選抜大会の二つの全国

大会を充実させ、選手の育成・技術の向上を

図った。インターハイでは、加盟校数が、170

校を上回る県が東京、大阪、神奈川と3県にな

り、長年の要望が理事会で承認され、平成9年
より3県は2校参加が認められ、男女、それぞ

れ、48校の参加が 51校の参加になった。

選抜大会では、平成 9年 より、40校から48

校の参加になり、平成 10年 3月 の大会で第20

回大会をむかえ、増々充実 した大会に成長し
た。第20回大会より、試合方式を複 2・ 単 3の
選手は単・複兼ねて出場できない方式にし、イ
ンターハイと選抜大会の特徴を出した。

最低7人 の選手の出場する選抜大会とし、最

低4人の選手の出場するインターハイとの違い

を出した。少子化で生徒数が減少 し、部の統廃

合がいわれる今日、テニスの指導者の力量が問
われる時代である。部員の確保、選手の育成の

面で指導者の奮起を7人の選抜大会で期待 した
い。

高体連テニス部は、昭和 39年 (こ の年より

加盟校の記録が残されている)には、男子258

校、女子 221校 しかなかった。63年度は男子
2188校、女子 2155校 となり、その後の10年 間
で、平成 9年度は男子 2804校女子 2809校 と現

在も増えつづけている。また、登録人数も平成
9年度男子 53,997人 、女子 48,H2人、合計
102,109人 になっている。高体連加盟状況はテ
ニス男子7位、テニス女子10位 に入 り、男女合

計では、バスヶ、サッヵ―、バ レー、陸上に次

ぎ5位の加盟人数となっている。

他の競技人口が減少 している中で、テニス

は増加 している現状で、高校テニスの指導者は

大健闘していることが考えられる。また、技術

面でも、伊達、沢松、杉山、平木等、世界で活

躍 している女子の進歩は目ざましい。また、

少々遅れていた男子も、松岡を筆頭に、最近、

デ杯で活躍 している本村、鈴木、岩渕、金子等、

若手が伸びてきている。インターハイ、選抜大

会で活躍 した選手、海外遠征に派遣した選手の

中か ら、世界へ羽ばたこうとしている選手が

育ってきている。今後の高体連の先生方の増々

の活躍を期待 し、また、厚 く感謝し健闘を祈 り

たい。

(文責全国高体連テニス部副部長宮浦典善)
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3 50周年を迎えて           ばどんなスポーツでもよかった。どうせスポー

全国高体連テニス部  ツ音痴な私のこと、というより部活動音痴な私

部長 古賀通生  のこと、といったほうがあってるかもしれない。

体育の評価は小学校から高校まで必ず 5で、ス

ポーツ神経は発達している方ではあったが、専

門的にスポーツをした経験は皆無であった。

私の人生は高体連テ  学校の状態か らして、テニスコー トー面を

ニス部と共に歩いてき 工面してもらうのが精一杯で、何もなかった当

たと言っても過言では 時の日本の事情 と4LAていた。東京オリンピック

ない。         を 2、 3年後に控えていた頃の話である。技術

私は昭和 32年 に東京  的にも、テニスなんて相手が打ってくるボール

で初めて高校の教員をした。その時学生が体育  を一球多く打ち返せば勝てるぐらいにしか私は

館で卓球をしている姿を見て一緒に遊んだのが 考える術もなかった。(或る意味では今でもそ

高体連との関係の第一歩であろう。その後、そ  うとしか思っていないかもしれない。)

の学校の学生の要望によリー年程卓球部の部長  昭和 42年、長野県松本市で行われたイン

をした。それから故郷の九州へ帰り、高校の教  ターハイで初優勝した時は、本当に学生も私も

員をした。その頃の私は高体連などという団体  この上なく優勝の美酒に酔いしれ、一般の人か

は知らなかった。高野連は知っていても高体連  らもらう美辞麗句に幸せを感じた。あれ程まで

などという組織があることすら知らなかった。 に幸福感を感じたことは自分の人生になかった

私が子供の頃は世の中が貧しく、小 。中・高 かもしれない。そこに辿り着くまでの苦しさと

を通して私は一回もクラブ活動に入ったことが  毎日の練習の楽しさ、学生と教師との間の、教

なかった。無味な学生時代だったかもしれない 師ならではの素晴らしさ人生観、そうしたもの

が、友人達が色々な部活動をやっていることを がこまごまと私の脳裏を通過していった。

眺めては、それが高体連という組織の中で活動  それから向う14年間、全くの無敗の記録、負

しているということは知らなかった。試合に出 けを知らない生活が続くと共に、私の生活にも

ていっても、甲子園の高校野球ほど活発ではな 変化がでてきた。全国高体連のテニス部の役員

く、我々みたいなノンポリな一学生には夏休み  として、又部長として、日本テニス協会の役員

の全国大会などどこでやっているのかも知る由  として、全くスポーツ音痴だった私がスポーツ

もなかった。音質の悪いラジオで聞く甲子園の の中核を担うようになった時、スポーツに対し

て、又社会構造的組織に対して、高体連や協会
高校野球は、それはそれなりに美化され、食糧

という人間社会に不思議さを感じずには居られ
難な時代にどうして甲子園に出てきたのか、マ

スメデイアは大変な美化の仕方であつたような なくなった。今まで一高校のテニス部の部長と

気がする。私の出た高校は甲子園などに行ける して、監督として、日の前にいる学生の事しか

ような学校ではなかったが、私の友人達はそれ 考えず、明けても暮れても学生の幸せだけをみ

なりに他のスポーツ部員として部活動の道に励  つめてきた私が、高体連という馬鹿デカイ組織

む傍ら、試合に出ていった。ノンポリな学生の の中で一体何ができるのであろうか。

私は試合の結果を「どうだつた」と聞くしかな  高野連と高体連とは何が違うのであろうか。

高校生という畑は同じであつても、野球をやる
かったし、知る術もなかった。

あれから50年近い年月が私の頭上を通り過  学生と他のスポーツをやる学生との違いはどこ

ぎていった。今ここにスポーツ音痴だった私が  にあるのか。マスメデイアの取扱い一つをとっ

高体連50周年記念誌の文を書こうとは思いも ても、一般社会の人々の目にしても、高体連と

高野連とは全く違う。一体、高体連とは本当に
しなかったことである。

高体連テニス部の部長として5期 10年になる。 必要なのであろうか 。一 全く違ったスポーツ

考えてみれば

“

年前、郷里九州で教師をした私  が何十も集って、おのずと違ったルールと組織

は、学生との触れ合いの場としてテニス部を の中でどこかに接点を求めて折り合ったところ

作った。別にテニスでなくてもスポーツであれ  で、それは所詮無理な話であろう。

部長 古賀通生
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スポーツは外国から入ってきたスポーツと、

日本古来の国技的要素を追求するスポーツとに

別れると思われる。テニスはその代表的スポー

ツであり、百年以上前に英国から入ってきたス

ポーツを国内向けに噛み砕いて育てたのが今の

ソフトテニスであろうし、英国から入ってきた

そのままを育て上げていったのが今のテニスで

あろう。だが私の観点から見れば、柔道や剣道

の事を論ぜよと言われても、全 く知る術もない

し、論じる気すらない。

そうした型 と内容の異なった種類のスポー

ツが集って高体連を作 り、毎年日比谷高校に本

部を置いて論じ合っても可哀想なのは日比谷の

校長先生であろうし、地方の高体連の本部にし

ても同様であろう。インターハイを毎年各地で

やっても、やる側の行政も大変だろうが、それ

を取 り扱う本部も熱が入らないであろう。私は

インターハイに40年近 く出たが、未だかつて

日比谷高校の学生を色々な種目のなかで見たこ

とがない。

所詮学校の教員は、基本は学生にある。行政

屋ではないし大会屋でもない。熱が入った大会

をや り、甲子園の高校野球に劣らぬような大会

を開くためには、何よりもそこには自分が育て

た学生がいるのが基本ではないだろうか。色々

な考え方もあるだろうが、私は高体連に加味し

様々な会議なり大会なりに出席してみて、これ

では上手 くいく訳がないと考えている。すなわ

ち、種 目別にもっと権限を与えた方が素晴らし

い大会へ発展するような気がする。種目の違っ

た、内容的にも異質な種 目が集って、参加人数

だけが膨れ上がった大会を全国の都市に持ち歩

いてみたところで、所詮参加する側の学生の健

康の問題一つ取 り上げても大変なものである。

私はテニス部の部長として 5期 10年 間この問

題に携わってきたが、大会の開かれる地方の行

政に出向き、一番に説明に困難を来すのは、テ

ニスとソフ トテニスの問題であろう。テニスと

ソフ トテニスは前述の如 く、全 く違った種目で

あり、ルールも又大会の内容も全 く違った種目

である。野球と軟式野球の違いより、もっと

違っている。しかし、いつもテニスコー トの取

り合いで問題が起きる。また、ソフ トテニスと

テニスを併用して行えるコー トを作るために、

どちらかといえば軟かめのコー トを作る。そう

なると国際的には硬くて球足が早いコー トが主

流なのだから、行政が二つの種目を同じ場所で

同時に行うために、国際ルールに反したコート

で試合をするしかない。どこの大会に入っても

不思議に思うのは、国際的に認められていない

テニスコートがいつも出来上がっている。これ

では日本のジュニアの強化と育成にはインター

ハイが何の役にも立たず、夏が来たからイン

ターハイをやります、唯それだけである。新し

いことを行えば他の競技団体につぶされるし、

全国高体連という大きな組織の下では何も変わ

らない。我々の力で、行政にまで手を出すこと

はできない。そしてどうしても全種目を同じ場

所で行う高体連のあり方に疑間と学生への思い

やり不足を感じずにはいられない。

私は部長をしながら、いつも自分の手で学

生を育てることを考えてきた。学生無くして自

分の地位は無いと思っているからである。学生

にどうしてやれば彼等が満足し、自分達の青春

を謳歌でき、今ここにある自分の姿に満足感を

覚えることができるのかいつも悩むところであ

る。甲子園の高校球児が一時的にも青春を謳歌

出来るということは、他の種目の我々も大会の

あり方に十分検討する必要があるということで

はなかろうか。40年 間高体連のテニス部に携

わり、全国大会で45回、九州地区大会で49回

優勝を経験した。全くビッグな大会で94回 と

いう優勝の経験を自分の手で作り通してきた。

その一方で私自身、今考えてみれば私の一生と

は一体何であったのか。高体連と共に生きた自

分の教員生活 40年間、無意味だったのか、充

実していたのか、その生活の中味はわからな

い。卒業していった学生達との繋がりは結局普

通の教師と同じであったのかもしれない。ただ

高体連に対する満たされない思いが残るばかり

である。
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《事務局》

〒420‐0839静岡市鷹匠 2丁 目4‐ 18

静岡精華高校内 (H10年度まで)

TEL 054(254)7334
FAX 054(255)2287

創  立 :昭和 32年 度

加盟校数

部 員 数

1,460カ吏

10,380名

3,557名

13,937名
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墨 憲三

中山 勝治

武内 安治

舘野 進

代行浅野達三

浅野 達三

畑  喜一

河野  真

斎木 直治

浅野 達三

浮舟 恢弘

重田 保志

中央総務の制度確立

全国高校総体の名称で

日山協が主催名義に

文部省登山研修所発足

高校生の登山遭難多し

研究発表の掲載始まる

酷暑炎暑の大会となる

登山技術講習会盛大

荒天対策に多大な出費

成績評価実施要領

学習を登山に取入れる

高度で最高の大会

"回
記念大会を自馬で

基礎的登山行動を点検

秘境にふれる大会

海外遠征が活発となる

Cコ ース種目男子縦走

日山協月報に大会記事

事務局が神奈川ヘ

感謝状贈呈内規で表彰

∞周年記念事業の提案

写真でたどる
"周

年

∞周年記念誌の発行

年

度 部 長 事務局長 言己  目諄
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“
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片岡 匡三

山口  強

永田 賓治

齋藤目次郎

中野 成治

金子 昌彦

事務局京都に移転

33号の付録 (8p)あ り

会長杯大臣杯の授与

成績基準等の改訂

大会初のリタイアなし

アミカケ部分のカット

事務局が静岡に移る

登山部報特別会計に

問題検討小委員会設置

創立40周年記念諸事業

全国∞周年の原稿作成

常任委で諸問題 トーク
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1沿 革

大阪の呼びかけにより全国高体連登山専門

部が結成されたのは、昭和 31年 10月 28日 。18

府県が参加し、大阪なにわ会館で総会を開き、

規約を制定した。

同32年 8月 16日 、第 1回大会を大台・大峰

山系で開催するに際し、吉野山東南院で第 1回

の委員会をもった。『登山部報』の 1号が刊行

されたのも、当年度である。

以下、昭和 62年度までの大会開催地を中心

に略述する。

第 1回 (奈良)大会 昭和 32年 8月 17～ 20日

参加 396名。 3コ ースで実施。

第 2回 (石川)大会 昭和 33年 8月 17～ 20日

33府県より代表として選出された545名 (内

女子 53名 )。 登山行動総人員は698名。

第 3回 (愛媛)大会 昭和 34年 8月 10～ 14日

38府県より選出された504名 (内女子92名 )

が参カロ。

第 4回 (岡 山)大会 昭和 35年 8月 15～ 19日

大会講評が、A・ B・ C・ Dの コースごとに行

われた。

第 5回 (山形)大会 昭和 36年 7月 26～ 30日

1パーティ4名 /各都府県 3パーティ・北

海道は 5パーティまでとする。

第 6回 (群馬)大会 昭和37年 7月 26～ 30日

魔の山谷川岳を会場として。

第 7回 (熊本)大会 昭和 38年 7月 26～ 30日

大会運営は、以後のモデルとなる。

第 8回 (奈良)大会 昭和 39年 8月 5～ 9日

各都道府県 3パ ーティまでとし、内 1パ ー

テイは女子であることが望ましい一一と規定。

第 9回 (大分)大会 昭和 40年 8月 5～ 9日

優秀校表彰規定の原案作成の作業開始。役

員の表彰内規の完成。

第 10回 (岩手)大会 昭和 41年 8月 2～ 6日

女子のDコ ース参加は39チーム。『登山部報』
に、全国高校登山大会成績評価基準を発表。

第H回 (富山)大会 昭和42年 8月 18～ 22日

隊の名称に、鳥名・山岳名等を付ける。

第12回 (鳥取)大会 昭和43年 8月 18～ 22日

日山協慎有恒会長が登山行動を共にする。

第13回 (群馬)大会 昭和44年 8月 12～ 16日

創立以来の副部長青木泰三氏が退任。

第14回 (兵庫)大会 昭和 45年 8月 4～ 7日

リタイアチームが多かった。

第15回 (徳島)大会 昭和46年 8月 7～ H日

本年度に限り各都道府県男子 1・ 女子 1校。

長野県が加入して、全都道府県がそろう。

第16回 (山形)大会 昭和 47年 8月 2～ 6日

『登山部報』に、全国高校登山大会成績評価

実施要領採点表の様式を発表。

第17回 (三重)大会 昭和 48年 8月 5～ 9日

大会研究テーマを設定一体力・バランス・雨

対策について特に配慮。各コースとも健脚向。

第18回 (福岡)大会 昭和 49年 8月 4～ 8日

南国九州であるため暑さについての工夫を

十分にしておくこと一一連絡事項。

第19回 (山梨)大会 昭和 50年 8月 4～ 8日

男子 4隊・女子 2隊の編成。コースの希望申

し込みをとる。

第20回 (長野)大会 昭和 51年 8月 4～ 8日

悪天候のため停滞、計画の大幅変更あり。大

会前に、関係者による20周年記念集会をもつ。

第21回 (広 島)大会 昭和 52年 8月 4～ 8日

男子 3・ 女子 1コ ースの他に、総監督・コー

ス視察員に 1コ ースを設ける。

第22回 (福 島)大会 昭和 53年 8月 2～ 6日

開会に先立ち、市中パレー ドを行う。

第23回 (滋賀)大会 昭和 54年 8月 4～ 8日

団体男子Aコ ース・団体女子Bコ ース・縦走

男子 Cコ ース (23パーティ)と し、A・ Bは
4、 Cは 3パーティを優秀校 とする。

第24回 (高知)大会 昭和 55年 8月 1～ 5日

降雨多い。参加料は 1パ ーティ6,CICICl円 。

第25回 (栃木)大会 昭和56年 8月 19～ 23日

洗剤は設営地で用意する……と記載。

第26回 (鹿児島)大会 昭和57年 8月 3～ 7日

選手・監督・役員・補助員など1,300余名の、

屋久島での大会。

第27回 (岐阜)大会 昭和58年 8月 19～ 23日

機関誌の表題が『登山部報』となる。

第28回 (秋田)大会 昭和 59年 8月 1～ 5日

加盟校数が 1,570と なる。 (最高)

第 29回 (石川)大会 昭和 60年 8月 4～ 8日

大会参加料 13,000円 ・宿泊料金 6,000円 。

第30回 (山 口)大会 昭和 61年 8月 7～ H日
A隊 4・ Btt H・ C隊 3パーティがリタイア。

第31回 (北海道)大会 昭和62年 8月 2～ 6日

寒気と濃霧の悪天候。最終日は行程一部短縮。

-347-



2 10年 の歩み

第 32回大阪大会 S63.8.4～ 8

「光る汗 かがやく瞳 いま青春」

登山隊長 :浮舟恢弘

コース隊長 :服部義親・村川春水

村田 実・田中員康

大会コースに沢登 りを取 り入れた。

第 33回愛媛大会 Hl.8.2～ 5

「競え技、結べ友情、さわやかに」

登山隊長 :片 山文彦

コース隊長 :西田六助・安藤哲次

渡部孔三・梶原勇機

台風 12号の影響で 2日 目は設営地での停滞

となる。

第 34回宮城大会 H2.8.1～ 4

「華ひらけ 無限の力 宮城の夏に」

登山隊長 :岡 部慎一

コース隊長 :茂林憲童・山田定道

畑中多賀男・鈴木 修

開会式か ら登山行動の前半にかけて暑熱一

汗のしたたる大会となった。

第 35回静岡大会 H3.7.31～ 8.4

「感動は “いっしょうけんめい"の熱い風」

登山隊長 :戸嶋美喜広

コース隊長 :木村 正・金子昌彦

大塚純二・角田雅敬

ェスヶ―プルー トのない大会であったが、

リタイアパーテイなしであった。

第 36回宮崎大会 H4.8.5～ 8

「夢きらめいて、宮崎の空の下」

登山隊長 :久永博之

コース隊長 :石橋 功・楠本正洋

落合克己・温水武男

台風 9号が過 ぎて開会式。大型台風 10号 は

8月 7日 襲来、最寄 りの学校に避難。最終 日の

行程を中止し、講話と交流会を実施。

閉会式の前 日は、延岡市 150軒 に民泊。

第 37回栃木大会 H5.8.1～ 5

「輝いて見せて下さい、青春の汗 in栃木」

登山隊長 :蓮賓淳夫

コース隊長 :渡辺雄二・石澤好文

神島仁誓・茂呂貞夫

す じ詰めの奥 日光での宿泊は、想い出と

なった。

第 38回富山大会 H6.8.20～ 24

「立山に えがけ大きく 君の青春」

登山隊長 :辻  斉

コース隊長 :越 誠―・山本勝博

中島雅夫 。大角 隆

春の雪崩により大日平山荘半壊のため、C隊

のコースを一部変更して実施。

第 39回 鳥取大会 H7.8.5～ 8

「集え若人 はばたけ未来へ」

登山隊長 :熊田 洋

コース隊長 :山下俊一・牧田誠太郎

森  悟・岩田武彦

参加資格の (7)に 、<参加資格の特例 >が

加えられた。

第 40回 山梨大会 H8.8.20～ 24

「かけぬけろ夏 風をきれ山梨で」

登山隊長 :望月重臣

コース隊長 :小俣 岳・古河道也

五味一仁・二宮寛美

3,000m峰 を中心とした高山での大会。

第 41回京都大会 H9.8.4～ 8

「風にのれ 君の声援・君の汗」

登山隊長 :田 中健一

コース隊長 :花嶋弘哉・長谷川庸作

西脇 終・森 一郎

低山ではあったが、京都北山の情緒を満喫

することができた。

全国高体連登山専門部創立40周年記念事業

昭和 31年 に全国高体連登山専門部が結成さ

れてから40年。平成 8年度に創立40周年記念

の諸事業を企画・実施した。詳細は、『登山部

報』第40号 ・別冊<創立 40周年記念誌 >を参

照 ください。

・記念事業計画の提案

。実行委員会の組織

・予算 (案)の作成
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・協賛金の募集

・記念誌資料の収集

・記念集会会場地の選定一―前年度までに。

当該年度の諸事業は、およそ以下の通 り。

○『登山部報』第 1号の復刻

○記念集会……長野県北安曇郡白馬村

・記念展 :諸資料の展示

・分科会 :1～ 4お よび特別の 5分科会

・記念登山 :五竜遠見・八方池・栂池

・記念講演 :降旗義道氏

“白馬村からアンデス&ヒ マラヤヘ "

・レセプションおよび懇親会

・全体会 :祝辞・挨拶・分科会報告・

基調報告・集会宣言

○記念誌……『登山部報』第 40号・別冊
・巻頭言

・祝 辞

第 1部 :登山専門部の歩み

◇登山専門部小史 (創立より30年 まで)

◇30年から40年 まで (京都・静岡事務局)

◇寄稿 :あ の頃・あの時

◇記念特集 :10周年・20周年・30周年・

40周年、そして……

◇『登山部報』40年

第 2部 :創立40周 年記念事業

◇記念集会

◇寄稿 :あ 4ヽ0年

◇記念誌 :登山部報 40・ 別冊

◇実行委員会日誌

第 3部・諸資料

◇所収事項総覧

巻頭挨拶/諸会議/役員名簿/
加盟校および登録人員の推移/
顧問/全国大会開催地/全国大会

案内と報告/行事参加感想/
出場校・優秀校/技術委員&審査員

/登山技術講習会/研究発表/
アンケート/D隊 シンポジゥム/
海外登山/回想・研究・主張など/
各地区の動静そして郷土の山/
常任委員会等/決算・予算/
登山専門部表彰/感謝状/寄贈図書

/協力企業および団体/事務局

◇編集後記

ユー トピアに憩うB隊   北岳山頂を目指すC隊
(第 39回鳥取大会)   (第 40回 山梨大会)

3  将来に向けて

昭和54～ 62年 に互るなだらかな高原状の加

盟校数を経て、近年は登録部員数とともに確実

に減少傾向を示している。中高年を中心とした

登山人口、多様化 しつつある野外活動への参加

者と対比する時、抱える問題は大きい。

3Kだからというだけでなく、ダイナミズム

に欠ける青少年に対し、自然から学ぶ・山から

学ぶことの重要さを再認識させたい。

良き指導者である顧間の高齢化 と、新 しい

顧間の登山技術および知識をどう育成するか

も、大きな課題であろう。

登山は、本質的に競技ではない。全国高体連

に加盟 しているが、他の専門部と異質である。

大会のあり方は今のままでいいのか、常に自戒

し研究していく必要があろう。

部活動として実績が挙げにくく、また学校の中

で邪魔者扱いされ兼ねない現状があり、それぞれ

校内で・地区のグループで・全国的なスケールの中

で存在をアピールできるような活動内容を構築し

なければならないのではないか。研究テーマを設

定し、地道に取り組んでいくことが必要であろう。

高校総体 と国体 とのダブルスタンダー ドに

苦悩する現状を克服するために、クライミング

は別途の競技 として割 り切ることが、近い将来

に求められるのではないか。

予算規模の縮小・審査の客観化へのジレン

マ・役員任期の短縮化現象・出費旅費の削減な

ど、外的にも内的にも、さまざまな課題を抱え

ていることは事実である。

大いに議論をして、更なる発展を期待 した

い。最も教育的なスポーッは野外活動であり、

その中で身体を鍛え心を磨 く場として最高の舞

台が登山活動だからである。
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《事務局》
〒615‐8102京都市西京区川島松ノ木本町 27

京都府立桂高校内

TEL 075(391)2151
FAX 075(391)2153

創  立 :昭和 25年

加盟校数         257校
部 員 数  男 子   2,208名

女 子    24名
合 計   2,232名
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高崎 米吉 第1回全国大会開催

第1回道路競争大会開催

全国高体連自転車競技部発足

大場

「則…釧
淡路・津森 泰恵・田丸  一

「
淡路・津森 泰恵・久米五百枝

事務局だより創刊

全国高校自転車競技年鑑創刊

加盟校名簿創刊総合優勝制導入

日ア車連全員登録開始
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鳥居 彦之
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1沿 革

25年 4月 4日 、日本自転車競技連盟は加盟団

体は「主催する競技会ごとに必ず高校種目を設

け、高校当局に対し生徒の参加要請の案内をす

ることとし、高校競技のスポーツ的高揚を図る

よう努力する。特に高校当局教職員の理解 と協

力を求めるよう努力を必要とする。」といった

方策を決定した。次いで第 5回国民体育大会に

おいて高校府県対抗競技会が行われることと

なったので、日車連中央および地方組織内に

「高校委員会」を設け指導運営 していくことと

なった。

25年 8月 には、「秩父宮杯第 1回全国高等学

校対抗自転車競技大会」が 13都県 31校 60
余名を迎えて開催され、法政高校が最初の優勝

旗を手にし、31年 8月 には、「第 1回全国高等

学校自転車道路競走大会 (神奈川県)」 が27県

27校の参加で開催され、盛岡一高校が初優勝

を遂げた。

32年 には、ようや く「全国高体連自転車競技

部」が発足 し、大会の主催も全国高等学校体育

連盟に変わった。この年に開催された「第 2回

全国高等学校自転車道路競走大会 (岩手県 )」

に寄せられた大会会長、高石真五郎 日車連会長

の激励のなかの「・… アマチュア自転車競技

はこれを愛好するためにのみ行われるもので

あって、他から強要されることなく、自ら好む

が故に行うのがその本義であります。… ・自

転車競技を愛するわれわれは、自転車競技を通

じて友好精神を高揚 し、強い精神 と肉体を養う

ことに努めたいと思います。一 ・全国各地か

ら母校の名誉を担って参加された高校ライダー

諸君が、この大会を愉快なる思い出として永久

に交友を深め、自転車競技の双輪の下に結集

し、アマチュア自転車競技の楽園を創造してゆ

くことに、お互いに努めたいと思います。」と

いう言葉は、まさに高体連自転車競技部の指針

であ り、後の活動の礎となった。

35年 の第17回 オリンピック大会 (ロ ーマ)|こ

は、高校生として初めて久保村寛 (前橋商高

校)が出場 し、これにより我が国を代表すべ き

競技者の育成強化を期して創設された高体連自

転車競技部の揺藍期が終わり、充実発展期へ と

移っていった。

37年 に「全国高校自転車競技部」は日車連か

ら独立し、他の種目と同様に事務局をおき、高

校の先生方の手で大会運営をすることとなった。

独立後の最初の大会が、38年 の「初めての高校

総体 (新潟県)」 となり、高体連にとっても自転

車競技部にとっても記念すべき年となった。

新しい事務局は組織の整備や関係諸団体と

の調整に取り組み、40年 には、各加盟校とのコ

ミュニケーションを図ることを目的とした、

「全国高校自転車競技年鑑」を創刊し、また国

際自転車競技連盟 (UCI)の 規則を丹念に研

究し、高校生競技者の安全を重点にした「全国

高体連団体道路競走特別規則」を制定した。

46年初めて47都道府県が全国高体連自転車

競技部に登録し、46総体には43県 121校 613名

が参加し、都道府県高体連にも25県が加盟を

承認されるに至った。

全国高体連自転車競技部では、常々海外の

大きな大会に選手を派遣 したいと考えていた

が、50年 ジュニア世界選手権大会 (ス イス国)

に初めて選手を派遣した。この海外派遣で大会

運営や競技力に関して、その後の大きな糧 と

なった。

51年静岡県修善寺町の日本サイクルスポー

ツセンターと日本競輪学校で第 1回の高校自転

車競技全国合宿が開催された。全国合宿は「わ

が国の自転車競技界の基盤をなしている高校自

転車競技選手の競技力を一段 と強化 して、わが

国自転車競技界の一層の充実を図る」ことを趣

旨として行われ、自転車競技専門部の活動の一

翼を担っている。

53年 には兵庫県明石市で第 1回全国高校選

抜 自転車競技大会が開催された。選抜大会は従

来の大会にとらわれない、野球のようなチーム

対抗の競技会をという考えから、1チ ームのチ

ーム編成によるチーム対抗戦となった。

(『全国高校自転車競技 40年史』より)
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2 10年 の歩み

昭和63年度明石インターハイを実施した。イ

タリアン・チーム・レースは、とかく交代の仕

方が問題になっていたが、UCI国 内コミッセ

ールの講習会で高校の先生方が多数資格を取得

したことにより、ルールの解釈が明解になった。

平成元年度高知でインターハイを実施した。

関係者の多大な努力により全国高校選抜自転車

道路競走大会を、インターハイのリハーサル大

会として宮城県気仙沼市で開催された。

平成 2年度の官城インターハイか らタイム

レースに限り軽量ヘルメット及びファニーバイ

クが許可された。4血個人追抜がジュニア世界

戦と同じく3 kmと なった。インターハイの出場

選手がプロックから選考される事になった。

平成 3年度の静岡インターハイから、チー

ムロードレースの選手数が、それまでの 3名か

ら4名 となった。これは、高知での全国理事会

で会議時間の大幅な延長の末の成果である。

平成 4年度宮崎インターハイから、チーム

ロードレースにおいてスピードメータが許可さ

れた。台風のためポイントレースの決勝を実施

できなかった。

平成 5年度栃木インターハイから、1000m

が l kmに、個人追抜競走がインディヴィデユア

ル・パーシュートに、イタリアン・チーム・レ

ースがイタリアン・パーシュート・レースに、

団体追抜競走がチーム・パーシュートにそれぞ

れ名称変更した。

軽量ヘルメットの使用がすべての種 日で認

められた。またハンドルの規定が追加された。

平成 6年度富山インターハイから、チーム

ロードレースのコース選定マニュアルが制定さ

れた。また、チームロードレースが完全シード

制で実施された。

平成 7年 度鳥取インターハイか ら、 l kmタ

イム トライアルの時差発走が、ホーム・バ ック

からの同時スタートとなった。

スプリントの予選において lmル ールが廃

止された。また、 1/16決勝が廃止され 1/
8決勝からとなった。ポイントレースで中間の

倍得点がなくなった。チームロードレースにお

いて 20秒のタイムペナルティが導入された。

チームロードレースで初めて 2チ ームに 1

台の審判車を配置し、シードチームは 1分間隔

の時差スタートとなった。

福島国体から成年はケイリン、少年はエリ

ミネイションレースが始まった。

平成 8年度から審判委員会が技術 ・審判委

員会に名称変更した。第 1回 ジュニア全 日本選

手権ロードレースが始まり、ジュニア世界選手

権ロードレース大会の代表選手選考会として明

確に位置づけられた。

山梨インターハイか らポイントレースの予

選が 20 kmか ら 16 km、 決勝は 30 kmか ら24 kmに

変更された。ロードレースにおいてギア比の上

限が設定された。チームロードレースで初めて

スタート台を使用した。

いままで全国選抜大会は、昭和 59年 度を最

後にロードレースだけであったが、トラックレ

ースを実施することになった。

男子は lkm T.T、 3 km I.P、 スプリント、ポ

イント・レース、ケイリン、エリミネイション、

個人ロードレース (40km)の 7種 日で、女子は

500 m T.T、 2 kmI.P、 個人ロードレース (20km)

の 3種 目である。 lkmT.Tと 3 km IoPは 参加制

限を設けた。またロード・レースも 1校 3名以

内県単位として 4名 まで出場できるとした。総

合優勝は各種 目の得点の合計とした。

平成 9年 5月 、機材の大幅な変更があった。

スピナッチハンドルは トラックにおいて使用禁

止。ハ ンドルバーの先端はB.Bか ら8 0cm以

内。イタリアンのハンドルはノーマルハンドル

のみとなった。

平成 9年 度京都インターハイから、タイム

レースのスタートにカウントダウンが採用され

た。パーシュートレースの順位決定戦を廃止

し、1/2決勝、決勝を実施した。また初めて

全チームにチームカーを配置した完全な形での
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チームロードレースを行った。

全国選抜大会を初めて沖縄県で実施 した。

ロードは名護市屋我地島で行った。

平成10年 度の香川インターハイから、新種目

としてエリミネイションレースを、実施するこ

とに決定した。インターハイの出場資格として

l kmT.Tと 3 kmI.Pに 標準タイムが導入された。

平成 H年度岩手インターハイからイタリア

ン・パーシュート・レースが、オリンピック・

スプリントに変更となった。

平成 13年度の熊本インターハイからチーム

ロードレースを廃止し、ヮンディロードレース

(各県 4名 )と インディヴィデュアルタイム ト

ライアルロー ドレース (各県 1名 )と なる。

(技術・審判委員会中村雅章)

3 将来に向けて

自転車競技は一時期、一部の地域が強 くイ

ンターハイ・全国選抜大会等で優勝する地区が

限られていた。しかし、現在全国的に力が均一

化され、格差がなくなりどの学校でも優勝する

チャンスが生まれてきた。これにより専門部で

は、世界に通用する人材の発掘を願い、全国合

宿 (地域)ジュニア I合宿、さらにジュニアⅢ

合宿とピラミット型に強豪選手を見つけだし指

定選手を決めて来た。トラックの部はオース ト

ラリア、ロードの部はフランスヘ外国遠征 し各

国のナショナルチームとの合同合宿を実施し、

国際的レベルの選手を養成している。

また トラック、ロードの全国大会も増え充

実してきた。

今後選手強化には、次のような対応が望ま

れる。

①練習場所の確保
ロー ド練習においては、 日本全国どこへ

行っても現在車社会であるため、安心 して走れ

る道路の確保が望まれる。

トラック練習においては、競技場 。競輸場を

安価で借用でき、余裕のある練習時間の確保が

望まれる。

②新機材への対応

科学技術の進展に対応し軽くて堅実な新機

材による競技用自転車、ホイールが生まれてき

た。また2000年 より前後輪同径のファニバイ

クが必要となりそれに対応する予算処置も大変

である。

③人材の育成

良い資質をもった選手の発掘や高校生でオ

リンピックに出場できる選手、プロ・大学・実

業団等あらゆる分野で活躍できる人材の養成に

努めなければならない。また指導者も特殊なス

ポーツということもあってか、なかなか育たな

いのも悩みの種である。今後、もっと選手層に

厚みをもたせることによって、多くの後継者が

育ってくれることを望む。

④ トレーニング法の開発

基礎体力の向上を目標にした、 トレーニン

グ手法の研修をしなければならない。無酸素・

有酸素 トレーニングの組み合わせであるインタ

ーバルトレーニング、科学的 トレーニング及び

複合 トレーニングの開発、水準以上の向上を図

るエキセントリックトレーニング、心の トレー

ニングであるメンタルトレーニングやインテレ

クチェアルトレーニング等各種方法を取 り入

れ、少しでも記録の向上に繋がるよう努力して

ゆきたい。

(強化委員会山崎好弘)
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《事務局》

〒 329‐ 2712栃木県那須郡西那須野町下永田

6丁 目4番地

県立那須清峰高校内

TEL 0287(36)1155
FAX 0287(37)2458

創  立 :昭和 33年

加盟校数         331校

部 員 数      合計 3,839名

|.ま えがき

40年史作成の時点で、当専門部発足以来の

流れは述べたので、今回は、昭和 62年以降に

ついて述べるにとどめる。昭和 62年 以降の約

10年間は、ボクシング専門部が、その歴史の上

で最も輝かしい光を放った時期であったと言え

よう。それは、歴代の部長の中でも類まれな気

力・体力・知力を兼ね備えられていた、故 “一

ノ瀬"部長が、企画力・行動力に恵まれた多士

済々の常任委員・全国委員を擁 していたからで

ある。勿論、この体制はこれらの人々を担ぎ出

し、支えた全国の高校ボクシング関係者の熱意

と支援があったればこそであり、これらの人々

が、ボクシング専門部を育んだ母体そのもので

あり、同時にその母体もボクシング専門部の歴

史の中で培われて、この時期に華ひらいたもの

である。この燦然たる時を特徴づけるものは下
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桂一郎関

望 月 宏昭
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級の 2階級を廃止。

セコンド枠が新設。

監督セコンドは教職員

であることの通達。

山口県が専門部休止

岩手選抜大会より選抜

大会の高体運役員は日

連か ら指名制 となる。

岩手選抜大会より女子

マネジャー許可。



記の如 くである。

‖.活性化の取 り組み

(1)大会運営の在り方

全国高等学校総合体育大会 (以下、高校総体

と略記)を、我々 (現場の高校の先生達)の手

で運営 したいという、当然すぎる動きが表面化

した。高校総体は高校生の大会であるから、当

然のことであるが、この大会は同時に、全国高

等学校ボクシング選手権大会 (以下、選手権大

会と略記)を兼ねてきた歴史が厳然と存在し、

過去非力であった高校現場を日本アマチュアボ

クシング連盟 (以下、日連と略記)が カバーし

大会を運営してきたという事実があった。しか

しながら、この件に関しては日連の理解・協力

の下に現場の高校の先生方の希望に沿う形で、

高校総体は運営されるようになった。ここに至

る過程の中で、高校総体と選手権大会の分離が

検討されたこともあったが、経費・労力・時期・

会場その他の問題が余 りにも多 く、結論が出る

に至っていない。

(2)全国高等学校選抜大会の新設

昭和 50～ 60年頃にかけて、高校総体の上位

入賞選手を集めて、断続的に日連により東西対

抗が実施されてきたが、選手の構成などについ

ていろいろと意見が分かれて、恒常的に開催さ

れるには至 らなかった。他の競技の如 く全国的

規模での選抜大会の実施を求める現場の先生の

声を活かすべ く、日連・全国高体連の承認を経

て、日連との共催の形で、この大会が開催され

た。ただ、この大会は、高校総体 とは趣旨・目

的・制度等の上で性格が異なる。日連からの百

万円の援助金以外の経費をどう調達するかの問

題を抱えながらも、平成 2年 3月 26日 ～29日

にわたり、記念すべき第一回の選抜大会は部長

校の浪速高校体育館で開催された。経費のこと

もあり、この大会は高校の先生方の手で、既存

の施設 (高校の体育館等)設備を利用し “質素

にして稔 りのある大会に"を スローガンにして

出発 した。だがこのスローガンの一部も、第二

回大会から脆 くも崩れてしまい、以後回を重ね

るごとに日連主導型に変質・移行 してしまっ

た。しかし、この大会が新設されるまでの先生

方の熱意・意気込みは一方ならぬものであっ

た。例えば、入賞者用のメダルの図案は、全国

の高校生から公募され、100点 を超す応募が

あった。第一回大会から現在に至るまで、金・

銀・銅メダルとなり、栄ある章として選手の胸

に輝 くことになった。

(3)専門部組織の改革

ボクシング専門部の活性化のためのもう一

つの取 り組みは、組織運営をプロ化させないこ

とにあった。つまり、現場の高校の先生がいつ

でもどの係にでも大会運営の戦力となりうる組

織づ くりである。換言すれば、組織活動の浸透

化である。世代の交替が進む中で、教師の自主

性・積極性がともすれば薄れる情勢の中で、そ

れに備えるための取 り組みであったとも言え

る。具体的には

ア.部長の停年制の導入 (10年 までとする)

イ.副部長の増員 (北 。中・南から各 1名 )

ウ.常任委員の複数制 (プ ロック2名 まで)

工.委員会活動の拡大

オ.自 主財源づ くり

などである。しかし、問題が、ウ。にあった。

これは、専門部の活動が一部の常任委員に任せ

きりに (常任委員のプロ化)な るのを防止する

ことと、常任委員の交替時における業務の引き

継ぎを円滑にし、戦力低下を未然に防ごうとす

るものであった。勿論、最大の狙いは、複数化

することにより、常任委員の活動内容の各ブ

ロック内でのよリー層の伝達を図る、また各ブ

ロックの意見を吸い上げて、全国の高校現場の

先生方の理解・協力を得、先生方の力の結集を

実現し組織の活性化を図ることにあった。しか

しながら、この志とは異なり、このプロック常

任委員の複数化は、経費の関係などもあってプ

ロック内でのローテーション化を生じた。二人

の内の最低一人が会議 。大会時に参加し、その

内容をプロックに伝え、また地方の意見を集約

するということには至らなかった。つまり二年

毎の交替という結果は、常任委員がその業務に

精通する以前に交替することになり、常任委員

間の意志の疎通も不充分であったりして、周知

徹底を欠くとともに責任の所在が不明確になる

など思いもかけぬ結果を生じさせた。各プロッ

クが共通の認識の下、その隔差を克服する努力

が求められるべきである。工.は、ウ。との関

わりで、業務が一部の人に集中するのを防ぎ、

活動を分担 し振興するための試みであった。初

めは、総務・審判・強化であったが、専門部の

活動が活発になるにつれて、平成 5年から・総
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務・広報・普及・審判・強化の五部門に分れた。

(総務)は高校総体・選抜大会の企画や運営を

総括 し専門部活動の円滑化を担当する。総務委

員会が果たした仕事で特筆すべきことは、機関

誌 “こぶし"の発行と、高校総体などの大会の

準備 ・運営マニュアルともいうべ き “業務必

携"の作成である。現在のような係別の業務必

携は、昭和53年の高校総体 (岡 山県総社市)で

その原本が作成され、年々改善されて、平成 5

年頃に現在のような、ほぼ完全なものが出来上

が り、これによって大会運営は極めて円滑にな

されるようになった。もう一つは、“全国高体

連ボクシング専門部40年 史"の作成である。全

国高体連の 40年史が作成発行された年に専門

部の40年 史の作成も着手された。40年 をどこ

から起算するかについては、全国高体連に専門

部が加盟した年とするか、全国中学校ボクシン

グ選手権大会の発足 した年が良いかなど、いろ

いろ意見はあったが、年々資料が散逸し、関係

者が亡 くなり、現存する人の記憶も薄れていく

中で、ともか く資料の集成を目的に着手され

た。 (審判)は、高校選手の大会に、他競技の

如 く高校の先生方の審判の登用のために、先生

方の上級審判資格の取得を働きかけてきた。日

連の理解協力が得 られて高校総体時の “サブ

ジャッジ制"に より、先生方の審判技術の指導

がなされ、また数年にわたりA級審判員試験も

実施されるようになった。しかし、日連の好意

ある取 り組みにもかかわらず、先生方の参加が

尻すぼみになり、予定の受験者枠に達しない年

が続 き、まもなくこの制度が立ち消えになった

のは高校側の意欲の問題である。(強化)は、高

校選手の競技力向上を図るとともに、高校生を

指導する先生方の指導力向上を担当する部門で

ある。日連の指導の下、中央で指導者講習会が

計画実施されたが、参加者が少なく、これまた

尻すぼみになっている。授業や経費の関係 も

あって参加しにくい面もあろうが、コーチや ト

レーナーの資格を取得することが即高校選手の

競技力向上につながる面があるのである。事前

にしっか り調査・立案して先生方の参加がしや

すい研修会の実施が望まれる。

(4)機関誌の発行

昭和62年、専門部の活性化を求める声の中で

「我々高校現場の教師は何をすべきか、何をし

ているか」を、全国高校の現場の先生に知らせ、

新たな提案を寄せていただくことを目的とし

て、機関誌 “こぶし"は号を重ねることになっ

た。初めは、全 く素人の手製の機関誌であった。

当時はパソコンは勿論ワープロも高嶺の花の頃

であり、タイプライターで一字一字打ち、輪転

機にかけ、ホッチキスでとめて500部を作るの

は大変な努力を要し、かつそれが無料配付で

あった。昭和63年 から有料化され、隔年千円が

二千円となった。平成 9年末で50号を数えるま

でに至った。当初は常任委員会の議事録も掲載

されており、全国の動きが現場まで手に取るよ

うに届いたが、この数年は大会成績のみに止ま

り、これまた本来の姿を見失っているようで誠

に残念である。担当者の努力が反映される環境

が必要である。孤立した集団は何一つ力が発揮

できぬことは歴史の示すとおりであり、繰 り返

されている思いがする。また各都道府県の部

長・委員長・顧間などボクシング関係者の名簿

を是非との、強い要望の声に後押 しされて、名

簿 “こぶし"も 毎年作成されることになった。

Ⅲ.外国籍選手の全国大会参加の実現

外国籍をもつ高校生の全国大会への参加は、

国民体育大会への参加を皮切 りに、学校教育法

第一条に定める高校の生徒については高校総体

などへも参加が認められていた。この一条に該

当しない非一条校 (例 えば、民族学校)在籍の

生徒にも門戸を開いて欲しいとの要望が、東

京 。大阪・兵庫・広島などの地方から出された。

国際化が各分野で叫ばれ、反対もあったが、ス

ポーツの世界は、学問の世界と同様オープンで

あってもよいではないかとの一ノ瀬部長の持論

が実って、ボクシング専門部も当然のことなが

らその方向に進んだ。平成 5年度高校総体 (富

山県高岡市開催)か ら一条校以外の学校生徒の

出場が実現し、朝鮮高級学校などから12人が出

場 し大会は盛 り上がった。以後も、何人かが数

県から参加して好成績をあげている。次いで高

校総体に遅れること2年、平成 7年度からは、

選抜大会 (北海道札幌市開催)に も一条校以外

の学校生徒が出場 し活躍することになった。

IV.次の世代への課題

(1)底辺の拡大に伴う問題

高校総体への出場は高校生の憧れである。

ボクシング競技の場合も例外ではない。ボクシ
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ング競技の活性化を求める動 きの中で “全国

47都道府県に高体連ボクシング専門部の設置

を !"“全国 47都道府県から高校総体に出場

を !"の声は、趨勢のおもむくところであっ

た。ボクシング競技人口の増加・拡大は、その

頂点を押 しあげ、世界に通 じるボクサーの誕生

を可能にする道につながることは論を待たない

ところである。ボクシング競技に限っていえ

ば、昭和 52年 以降高校総体の出場選手数は増

加してきたものの、同時に看過できない問題点

が生じてきた。中でも

ア.出場選手間の力量の差の表面化

イ.重大事故の発生

ウ.試合数の増加

など、この競技の存在の根幹にかかわる問

題である。ア.は競技の特殊性であり、大会に

出場すればよしとする事柄とは異なる。全国大

会ともなれば、ある程度以上の技量が要求され

るのは当然であり、その意味からは出場の可否

をめぐって関係者間で早急に基準が設けられる

べきである。このことに関わり、平成 7年から

は実施階級の LH・ He級が削除され、Mo級
からM級までの 10階級になった。イ.は、競

技会・平素の練習中を問わず選手の健康管理や

競技力未熟者の見極めが不充分であったり、選

手の成長段階に応 じた指導方法の是非など、各

種の原因から不幸にも発生したものであろう。

度重なる注意・警告が通達される中で重大事故

が発生することは、こと高校生の一生にかかわ

る事柄であるが故に、誠に遺憾であるとともに

許されるべきことではなく、関係者の責任は重

大であり、今後とも細心の配慮と注意義務が求

められる。ウ.は、試合数の増加に伴う試合時

間の延長により、選手・役員・地元関係者・補

助役員の負担の増加をきたしたことである。午

前 8時の検診・計量にはじまり、10時からの競

技は大会前半では夕方 6時・7時 に及ぶ。また

競技会場と宿舎が距離的に相当離れている年度

には、午前 8時の検診・計量に遅れぬ為に午前

6時には宿舎を出発せねばならず、これによる

地元開催市町村の被る負担は多大である。この

ことは大会規模の適正化よりも、選手・役員関

係者の疲労を軽減するうえから会場設定時に関

係者に充分理解・協力をお願いせねばならぬ点

である。

(2)競技形態について

数年後には、大幅に高校生の人口が減少する時

代が到来する。この絶対数の大幅な減少に加え

て、昨今のスポーツ系クラブ活動への参加人口が

特定種目を除いて減少している事態は、これまで

の高校スポーツのあり方を根本的に見直すととも

に、その活性化のために発想を180度転換せねば

ならぬ時期に至っていることを意味している。戦

後、柔道や空手道が競技の在り方を見直し女子の

参加を認める方向に進むことによって隆盛を来し

たように、ボクシング競技も女子の参加を可能に

するような競技形態の大胆な拡大・導入(例えば、

空手道の型のような)が望まれる。

(3)大会運営の簡素化について

大会運営費が膨大になりすぎ、規模。経費の

適正化がはかられるべき時期にきているのでは

なかろうか。今一度、全国高体連が出発した時

点の初一念に立ち戻る必要がある。

(4)高校総体の開催期日について

競技の性質上、早朝の検診・計量などで、遠

隔地の宿泊はどうしても選手のコンデションづ

くりに無理が生ずる。従って、他の競技との同

時期に開催せずとも、重ならぬような「さみだ

れ方式」でもよく、交通・宿舎の便利な所を準

備すべきだろう。

(5)指導者の養成

この競技の指導者の養成は一朝一夕で進ま

ない。少子化に加え、生徒の部活動離れが部の

衰退を招いていることや、ボクシング未経験者

からの登用が非常に難しい。大学での競技経験

者のごく一部が教職に就き、指導者となってい

るのが現状である。

V.終 りに

現在のような専門部活動は、50年 に亘る先人

達の営々たる努力の結果であり、「最初から保証

され与えられていたものではない」ことを肝に

銘ずるべきである。更なる発展のために “何を

なすべきか"“何を目的とすべきか"を 明確にし

て歩むべきである。目先のことにとらわれず、

将来を見据えて一歩ずつ前進するのみである。
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《事務局》

〒 369‐1623埼 玉県秩父郡皆野町大il1 19‐ 1

県立皆野高校内

TEL 0494(62)2076
FAX 0494(63)1001

創  立 :昭和 33年 4月 1日

加盟校数

部 員 数

225をた

2,465名

1,893名

4,358名

子

子

計

男

女

合

年
度 部 長 言己 事

“
　
譴

35

36

37

38

"
40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

"
51

52

"

54

55

56

57

58

59

∞

小野 時男

鈴木 義雄

小野 時男

今井 義久

高山  晃

中央委員会で加盟認可

富山県石動町にて加盟後の第 1回

大会実施 (女子は第 1回大会)

A・ Bプロックに分けて試合を

行った。

1県 2校の出場制限

1県 1校の出場制限

全国高体連規模適正委員会より提

案、大会規模縮小案の主旨賛同

現行チーム数が決定

事務局皆野高校に移転

年
度 部 長 事

一己

６‐
　
鬱

一九

２

3

4

5

6

7

8

9

井上信太郎

幸
　
　
成

　

　

　

　

　

　

夫

昌

　

　

一　
　
　
　
　
　
　
孝

田
　
　
村
　
　
　
　
　
　
　
中

成

　
　
田
　
　
　
　
　
　
　
田

大会史上初のナイターにての開会式

大会史上初の完全総体として行な

われる

大会史上初のナイターにおける公

開模範試合

四面すべて天然芝のI・H
I・ H会場が 2町に分かれて行なわ

れた

I・ H、総合開会式と種目別開会式が

一緒に行なわれた

雨天の中でI・ H

皇太子ご夫妻ご観戦

I・ H屋内での開会式

豪雨の中での準決勝、人工芝グラ

ンド故に行なわれたI・H

気温
"℃

以上でのI・H
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1沿 革

戦前の高校総体は、昭和4年 に第三高等学校

(京都)の優勝に始まり、昭和 23年の成城高等

学校の優勝で終わるまで 15回 開催された。翌

昭和 24年には、旧制高等学校の制度が廃止さ

れた。

戦前の全国中学校選手権大会は、昭和7年 に

東京都で第一回大会が開催されてから昭和 22

年の金沢市で開催された第 10回大会で、学制

改革となり、翌昭和 23年の第11回 大会から全

国高等学校選手権と改称された。これが今日の

高校総体である。

ホッケー競技の普及は、高等学校を初めと

して国体開催県の進行に従って、急な増加を示

したのである。

昭和 31年 頃から高等学校のホッケー競技が

隆盛を期すためには、全国高体連に加盟 して全

国高校総体の実施種目に入ることが先決でり、

当時の東京小野学園の小野時男校長が全国高体

連加盟申請の資料収集等、精力的な努力によっ

て昭和 33年の中央委員会で加盟が認可され、

翌昭和 34年の高校総体、富山県石動町 (現小

矢部市)大会で初めてホッケー競技が高校総体

種目として認められたのである。このことは、

全国高体連の専門部として、晴れて参加したこ

とになる。これが、今日の高等学校ホッケー選

手権大会である。また、この大会が女子の第 1

回という記念すべき大会である。

この年から約 10年 間、未普及県に対する指

導に力を入れ、大会もセレク トなしのフリー参

加で高校総体が開催されていたのである。

当時の組み合わせ抽選は、同県チームが初

戦から対戦しないようにA・ Bプロックに分

け、少なくとも準決勝まで対戦しないように配

慮 して、競技の普及活動の推進、随分と`さ を砕

いていたようである。

その後、昭和45年の高校総体から1県 2校の

制限が加えられ、さらに昭和 51年にはさらに

制限が厳しくなって、1県 1校 となったのであ

る。このことにより、より充実 した大会へと変

貌をとげたのである。

昭和53年の高校総体・福島大会において、全

国高体連規模適正委員会より提案のあった、大

会規模縮小案の主旨に賛同し、男子 28校・女

子 20校 の今日の大会規模が決まり、翌昭和 54

年の高校総体より実施されたのである。

近年の高校総体をいくつか取 り上げて見る

と昭和 59年 の秋田県男鹿市で開催された大会

は、ローンコー ト2面・クレーコー ト2面であっ

た。連日30年 ぶ りの猛暑の中で選手は熱戦を

繰 り広げ、「東北の緑に染まれ君の青春」のス

ローガンにふさわしい大会であった。

昭和 61年 の徳山市で行われた大会は、開会

式が総体史上初のナイターで行われた。ファン

ファレを合図に花火が打ち上げられ、プラスバ

ンドのリズムに合わせて入場 した選手は、6基

の照明灯にカラフルなユニホームが一段と鮮や

かに彩 られていた。徳山大会のスローガンは、

「燃えろかがやけたくましく」である。

ナイターの照明と選手の真剣な勝負が妙に

スローガンと一致 しているよに思えるのであ

る。

昭和 62年の北海道江別市の大会は、北海道

開催が、史上初の完全総体として開催した大会

である。

競技期間中北海道全域に雨天が続 き、異常

低温がさらに、追い打ちをかける大会であっ

た。が、「はばたけ若人北の大地」をスローガ

ンに選手は燃え、女子は、伊吹高校 (滋賀)が
初優勝を飾った。男子は、今市高校が二連覇を

達成した大会でもあった。

発足から駆け足で見ても、各大会には思い

で多きものがあ り、いろんなハプニングがあ

り、選手ひとりひとりの成長に大きな影響を与

えていることがわかる。それぞれの大会運営を

陰日向で支えてくれた人に感謝に耐えない。

以上が発足から昭和62年 までの沿革である。

入場行進
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2 10年 の歩み

高体連に加盟 して着実に成長し、充実 して

きた結果を見るのには、この 10年の高校総体

を見るのが早いと思う。以下簡単にまとめる。

昭和 63年 大阪大会は、競技に先立ち、ナイ

ターによる公開模範試合が行われた。大阪長居

球技場の人工芝グランドは、夜間照明に映え、

開会式もナイターであった。最終試合、男子の

準決勝の前半終了直前に、突然の雷雨が襲い、

40分間試合が中断したが、設備 と役員の力で

無事に最後まで行われた大会であった。

平成元年愛媛大会は、当初 64総体と呼ばれ

準備 してきたが、元号が途中で変わり平成元年

総体 と名前の変更があった大会であった。試合

会場4面 とも天然芝グランドであった。女子は

常勝の岐阜女子商業高校 (岐阜)を 今市高校

(栃木)が破 り、男子は伊吹高校 (滋賀)が初

優勝した。

平成2年宮城大会は、この年の3月 10日 に東

北新幹線が開業した。選手には思いでの残る大

会にもなった。男子は築舘町、女子は若柳町と

男女が別れた会場で行った大会であった。

平成3年静岡大会は、大会初日から雨天によ

り1会場が午前中使用できない大会となった。

試合時間・会場変更等ハプニング続きの大会で

もある。がこの時ほど一致団結し、協力しあっ

て無事に大会を乗 り切った大会でもある。男子

は、横田高校 (島根)が初優勝 し、準優勝には、

初出場の不来方高校 (岩手)であった。

平成4年宮崎大会は、総合開会式と種目別開

会式が一緒の大会である。秋篠宮ご夫妻をお迎

えしての総合開会式であった。この大会は、天

然芝グランド4面 を隣接した試合会場が一カ所

にまとまっていて、男女チームが同じ場所で競

技できた大会でもある。練習も天然芝で行えた

が、いくつかのチームの宿泊が遠距離になって

しまった。が、男子は自根高校 (山梨)女子は

天理高校 (奈良)と もに初優勝した。

平成5年栃木大会は、雨天の中で行われた大

会でもある。人工芝 1面、天然芝 2面、クレー

1面である。この大会も会場がまとまってお

り、男女同じ会場で行われた大会でもある。し

かし、雨天の中の大会であり、役員・補助員等

雨と寒さの中で運営 しなければならず、頭の下

がるおもいである。が、選手もぬかるみの中で

競技をした思いで多き大会でもあった。決勝戦

は、土砂降りの雨の中行れた。さすがに人工芝

グランドは雨にも強い。

平成6年富山大会、小矢部市・福岡町で行わ

れた大会は、皇太子ご夫妻をお迎えしての大会

でもある。初めてご観戦された皇太子ご夫妻に

当時の専門部長田村がホッケー競技の解説をさ

れた。競技は女子2回戦、地元石動高校 (富山)

対伊万里商業高校 (佐賀)の試合である。この

地は、全国高体連に加盟して、初めての大会を

行ったところであり、長年ホッケー競技の普及

に力を入れてこられた先生方には感無量といっ

た大会でもあった。今大会では、男子の自根高

校 (山梨)が 3連覇をし、女子は、不来方高校

(岩手)力 初`優勝した。

平成7年島根大会は、二多町・横田町の両町

を跨って、「集え若人はばたけ未来へ」のス

ローガンの下行れた。アベ ック優勝をねらった

地元横田高校の前に男子は沼宮内高校 (岩手)

が立ちはだかった。決勝戦で勝つことはできな

かった。女子は準決勝で常勝の岐阜女子商業高

校 (岐阜)を破 り、余勢をかって、決勝では、

伊万里商業高校 (佐賀)と 2対 2の同点。ペナ

ルティ・ス トローク戦で地元横田高校が初優勝

し、優勝旗を手に入れた。この大会では、地元

の町を挙げての応援が特に印象に残った。あの

狭いグランド周辺に2千人の観客が集まったと

地元の山陰中央新聞は伝えている。(1995・ 8・

7)

平成8年 山梨大会は「かけぬけろ夏風をきれ

山梨で」をスローガンに行われた。

通常開会式は野外で行われるところ、猛暑

を避けるため、空調設備の整った自根桃源郷文

化会館の音楽ホールで盛大に行われた。地元高

-360-

一人一役雨天後コー ト整備

―

―

‐
、



校生の奏でる巨大なパイプオルガンの演奏に選

手たちも酔い、ちよっと異なった雰囲気の開会

式となった。

平成9年京都大会は、台風と言っても過言で

はない豪雨の中での準決勝は、改めて人工芝グ

ランドの強さを見せつけてくれた。高校総体の

種目で、この日の屋外競技はすべて行れず、競

技を行ったのは、室内競技だけだったと聞く。

テニス等は、臨時に体育館内で行ったとも聞い

ているが、唯一行ったホッケー競技 も途中競技

が中断したものの予定の日程通 り行った。選手

も一生の思いでの残った大会になったと思う。

3  将来に向けて

イン ドやパキス タンとはいかず ともヨー

ロッパ程度の知名度が欲しいものである。いず

れは、オリンピックにて金メダルを獲れるよう

に普及したいものであるが、現実には大きな課

題が 2つ ある。

1つ は、ホッケー競技人口が増加することで

ある。どの競技 も同じだと思うが、西暦2000年

のシドニーオリンピックを目指 している中、各

大会や強化が進んでいると思うが、少子化や部

活動離れと言った問題が立ちはだかっている。

特に屋外スポーツは、「汚れる、きつい、汗 く

さい」の三拍子が揃っている。

故に、H人の選手を揃えることさえ困難に

なってきているチームが出始めた。

6人制ホッケーも考えてはどうかと言う意見

さえ出てきた。ホッケーの歴史は古 く紀元前

500年頃から始まっている。我が国に入ってき

たのも古 く、明治39年 H月 23日 に英国ウィリ

アム・T・ グレー氏が慶応義塾にホッケーを教

えた日を日本ホッケーの始まりとしているから

かなりの歴史がある。ホッケーと言うとアイス

ホッケーを連想する人が多く、陸上ホッケーの

普及にこれからも力を入れていかなければホッ

ケー競技人口は増えない。故に、「見てわか り

やすいホッケー、見て面白いホッケー」を目標

に競技規則 (ル ール)を改正してきた。主なも

のを揚げてみると、1.プ リーおよびロールイ

ンの廃止と再開プレー、2.オ フサイドの廃止、

3.ペ ナルティコナーおよびペナルティス ト

ロークの改正、4.危険防止対策の強化、5.選

手交代制度の採用、6.警告制度の設置などで

ある。

高校総体は、普及に大きな影響を与える。例

えば、平成 7年度の高校総体、島根大会では約

2千人の応援者があった。町をあげての応援で

ある。大会終了後の山陰中央新聞 (1995。 8.7)

の記事を一部抜粋してみる「オL幌五輪のアイス

ホッケーと混同し、夏の暑い日にどうやって氷

を張るのかを本気で心配した人がいた。ほどの

見普及競技だったが五十年代初め、各小学校に

ホッケースポーツ少年団を結成、さらに二多、

横田両中学校にホッケー部を創立するなどし、

選手強化が底辺から始まる。」その結果、開催

した地元の横田高校が、女子優勝、男子準優勝

と言う栄冠に輝いた。競技普及がいかに大きな

影響があるか伺える。

2つ 目の課題は、人工芝グランドの設置であ

る。選手の健康管理等試合の日程を延期できな

い。屋外スポーツにとって天気とのにらみ合い

は、選手の精神面にも大きな問題である。その

点人工芝グランドは、天気を気にすることなく

試合を行える。このことは平成9年度の高校総

体、京都大会で実証された。大会 4日 目の準決

勝は豪雨の中で行れた。途中スコールと言って

いいほどの雨で中断されたが、無事に男女2試

合を予定通 り行った。この日の屋外競技はすべ

て、中止となった中、唯一、人工芝グランドで

行った。ホッケー競技だけが競技が行えた背景

には、競技関係者の努力はもとより、人工芝グ

ランドのお陰である。人工芝のホッケーは、ク

レーコー トと異なり、戦術、戦法等全 くと言っ

ていいほど違う。なにより、ボールを止める技

術習得の時間が違う。こんなとこにも普及の鍵

が残されているかもしれない。

公認コーチ等指導者不足も大きな課題である。

豪雨の中での準決勝
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《事務局》
〒286‐0841千葉県佐倉市西志津 263

県立佐倉西高校内

TEL 043(489)5881
FAX 043(462)0641

創  立 :昭和33年
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第 1試技の重量設定。

フライ級～ ミドルヘ

ビー級の 7階級を実施。

各都道府県の参加者数

を最大10名 に制限。

1試技の時間を∞秒に

制限。

部会功労者の表彰を実施

優秀選手の表彰開始。

検量開始時間が競技開

始 1時間15分前となる

新記録樹立後の再検量

不必要となる。

プレス種目廃止。20回

大会記念式典実施。

国体の選出方法が変更

となる。
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抽選の実施。

階級呼称力■醸 となる

創設
"周

年記念誌発刊

日韓ユース大会始まる

52kg級～ llXlkg級 の 8

階級を実施。

第 1回選抜大会開催。

採点制競技会始まる。

IHに全都道府県参加

52kglSt～ +100kg級の

9階級を実施。

多人数の階級をAB2
グループで実施。

得点対象者を 5名 まで

とする。第 1試技の重

量を変更する。

選抜に女子を新設。

入賞を団体・個人とも

に 8位 までに変更。

40回大会記念式典挙行

階級区分変更。

高松宮賜旗の新調決定

得点を世界選手権方式に変更。

IHの在り方の検討。

階級区分変更。
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1沿 革

本競技の歴史は、昭和 7年 の第 2回全朝鮮

力道大会に 3選手が招待され、正式種 目を行っ

たのが始まりである。

その後、昭和 9年に嘉納治五郎 IOC委 員

によってオース トリアから、国際規格のバーベ

ルが購入されたのをきっかけとして、文部省体

育研究所で競技の研究が進められた。

昭和11年に全日本体操連盟の主催で第 1回全

日本選手権大会を開催し、翌昭和12年に全日本

WL連盟が結成され、本格的にスター トした。

高校への導入は、昭和 28年に日本協会の働

きかけにより、高校の組織化のための動きが始

まった。

昭和29年に、記念すべき第 1回の全国高校選

手権大会を第14回 全日本選手権大会と兼ねて、

徳島県で日本協会の主催で開催 した。翌30年か

らは、学校対抗選手権として単独開催した。

昭和 33年、全国高体連に再度の加盟申請を

出した。再三の審議の後、12月 2日 に加盟が承

認され、部会創立準備委員会を発足させ諸準備

にあたった。

昭和34年、全国高校総体の 1競技 として、全

国高体連主催での競技会のスター トとなった。

実施要項の概要は次のとお り。種目 :プ レス、

スナッチ、ジャークの 3種 目。階級 :フ ライ、
バンタム、フェザー、ライ ト、ミドル、ライ ト

ヘビーの 6階級。出場制限 :1校 6名以内。得

点対象は、 1階級 1名。

昭和 35年 、富山県関係者から優勝旗寄贈の

申し出があ り、関係者の御尽力とお取 り計らい

により、高松宮殿下賜旗が誕生した。

昭和36年、IH3連覇の偉業を達成した城西

高校の福田弘は、世界選手権大会で 6位入賞し

高校生が世界的水準にまで達する活躍をした。

昭和 39年 、東京オリンピック大会が開催さ

れ三宅義信選手等の活躍により、競技熱が大い

に高まり、同時に普及が一段 と進んだ。この年

より、スター ト重量を設定した。

昭和 40年、競技人口の増加と重量級育成と

して、ミドルヘビーを設置し7階級とした。ス

ター ト重量を増加 したが、参加選手増により大

会運営に苦慮した大会であった。

昭和 41年、各都道府県とも学校対抗を 1校

4名、個人選手権を 6名以内とし参加制限を加

えた。フライ級の今村実 (鎮西高)は、ジャー

ク種 目でジュニア世界新記録を樹立した。

昭和 42年 より、試技に許される時間を30秒

に制限した。

昭和 43年にも、バンタム級の安藤謙吉 (土

岐高)がプレス種 目でジュニア世界新記録を樹

立した。この頃より、プロック大会が各地域で

始まりだした。部会功労者の表彰を始めた。

昭和45年 より、優秀選手の表彰を開始した。

昭和 47年の ミュンヘンオリンピック大会の

総会において、プレス種 目の廃止が決定され

た。昭和 48年 より、 2種 目時代に入 り、 IH
も4日 間開催となった。このことから、団体選

手の基準記録を撤廃 した。20回大会を記念 し

式典を挙行 した。

昭和51年 より、検量順及び試技順決定の資料

とするための抽選が実施されるようになった。

昭和52年 より、階級の呼称が何kg級 となり、

52・ 56・ 60・ 67.5・ 75・ 82.5・ 90kgる及に,電 5巨 しノヒ。

昭和 53年、部会創設 20周年・25回大会を記

念し、祝賀会の開催並びに記念誌の発刊 をした。

昭和 54年 、念願であった高校生の国際交流

が日本協会の尽力により、韓国との交換競技会

という形でスター トした。第 1回大会に IH優
勝者を派遣 したが僅差で敗退 した。砂岡良治

(小山高)は、ジュニア世界選手権大会に日本

代表として派遣された。

昭和 55年 、重量級選手の増加とその育成の

視点から100kg級を新設した。また、90kg級

までの 7階級を得点対象階級とした。

昭和 60年、検討を重ねる中、第 1回全国高

校選抜大会を神奈川県で開催 した。普及面も考

慮 し、38都道府県・64校 より88名 を指名選抜

しての大会となった。

昭和 61年、国際的に若年化の傾向が顕著と

なり、日本協会は、中学生対策の一環として採

点制競技会を設定し高校生にも義務化された。

昭和 62年、部会創設 29年 にして、準加盟も

含め全都道府県が加盟 し、全国高校総体にも全

都道府県から136校 432名 が参加 した記念すべ

き年となった。競技を経験 した指導者も年々増

加 してきた。また、この年、全国女子選手権大

会並びに全国中学生選手権大会が開催された。

女子の大会では、高校生の活躍が目を引いた。

中学生大会は、北海道の選手が 5階級を制し、

今後の高校での成長が楽しみである。
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2 10年 の歩み

昭和 63年度第 2回全国女子選手権大会は、

参加者の約半数を高校生が占め、3階級に優勝

する活躍をした。

全国高校総体は、+lCXlkg級 を新設し合計 9

階級で実施した。体重の如何により参加できな

いという弊害を取 り除くことができた。

ソウルオリンピック大会において、 ドービ

ング検査の結果、利尿剤及びアナボリックステ

ロイドホルモンの使用が発覚し、ブルガリアと

ハ ンガリーの選手が失格処分を受けた。以降

ドービングとの関係でルール改正が行われるこ

ととなる。

平成元年度全国高校総体の要項を大幅に変

更した。第 1試技の重量については、採点制競

技の合格点の挙上重量及び52kg級～ +100kg

級までの 9階級全ての選手を得点対象としたこ

と並びに重量増加方法が全て2.5kg以 上になっ

た点から、重量級では20kg前後のアップとし

た。しかし、参加選手数は、スター ト重量を引

き上げた割 りには減少せず、競技水準の向上を

みることができた。また、得点対象人数につい

ては今までの 4名 から5名 に増員した。40人

以上が出場する階級は、ABの 2グ ループに予

選記録で分けて競技を実施した。

全 日本ジュニア選手権大会で準優勝した納

富俊行 (舞子高)は、ジュニア世界選手権大会

の代表に選考された。

平成 2年 度全 日本 ジュニア選手権 大会

67.5kg級 で高校新記録を樹立し優勝した小山高

校の堀越典昭は、サラエボで開催の世界ジユニ

ア選手権大会でもS・ C&J・ Tと もに高校新

記録で 9位 と健闘した。

全国高校総体は、親子選手 (堀越・佐野)の

活躍が目を引いた。両選手とも高校新記録を樹

立する中で優勝した。中学生から競技を開始し

た選手の活躍が顕著になってきた。

全国女子選手権で活躍 した高校女子選手は、

国際大会でもパワーを発揮 した。世界女子選手

権大会では、44kg級の斉藤さと美 (京都・城

南高)が銀メダル、56kg級の阿部真美 (埼玉・

埼玉栄高)が第 6位 に入賞した。北京で開催さ

れた第 11回 アジア競技大会においても、斉藤

が銀メダル、阿部が銅メダルを、また、48kg級

の馬場佐知子 (京都・城南高)も 第 6位に入賞

する素晴らしい成果を収めた。

平成 3年 度全国中学生選手権大会がスター

トして 5年 目になり、全国高校総体においても

中学からの競技経験者が活躍し、4名が優勝す

るという結果を残 し、中学生対策の必要性を痛

感した。

前年度の女子の活躍があったことから、全

国高校選抜大会に女子の部を新設した。5府県

から7校 15名の選手を選抜 した。

平成 4年度全国高校総体のスター ト重量を

変更した。 Sと C&Jの バランスを世界記録、

日本記録、過去の高校20傑を参考に調整した。

試技時間については、高校新記録に挑戦の場合

には、日本協会ルールで実施することとした。

また、入賞については、団体・個人ともに 8位

までに変更した。

佐土原町で開催の IHは、台風 10号の直撃

により大会第 2日 が 1階級 しか実施できず、

3・ 4日 目の日程を早めて行い全 日程を消化 し

た。階級をABグループに分けていたことがス

ムースに展開できた要因である。

平成 5年 度昨年の IWF総会において、階

級区分が変更された。また、過去の階級の記録

は参考とはせず、全て新 しくする方法がとられ

た。これは、過去の記録が ドービングによって

樹立されたことと認めたと同様の処置であるc

階級変更に伴い、 IHの第 1試技の重量を

スライドする形で変更した。全国高校選手権大

会が 40回 を迎えたことからそれを記念 して、

式典を開催し部会発展に尽力された228名 を表

彰した。また、全国の専門部の協力を得て、40

年記念史を発刊 した。
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全国女子選手権大会では、高校を卒業した

選手が大学で頑張っていることから、高校生が

優勝することが難しくなってきた。しかし、ア

ジア女子選手権大会には、4名 の高校生が派遣

され活躍 した。

男子も、二世選手である三宅敏博 (埼玉栄)

と大谷広幸 (小 山園芸)が ともにジュニア日本

新記録を樹立する活躍をした。

平成 6年度 4月 に開催の JOCジ ュニアオ

リンピックカップ全日本ジュニア選手権大会に

おいて、76kg級の鈴木和美 (沖縄・南部工業)

が優勝、91kg級の平良一悦 ('中縄・糸満)が準

優勝 (と もに高校新記録)し ジュニア世界選手

権大会の代表選手に選考された。世界において

12位・15位 と健闘した。両選手は、IHで も高

校新記録を樹立し優勝した。国体においても両

選手は、高校新記録を樹立し他を圧倒した。

全国委員会において、高松宮賜旗の新調を

決定し、以後その準備に入った。

平成 7年度女子の活躍でスター トした。久

しぶ りに高校生が全国女子選手権大会で優勝し

た。46kg級 の二柳かお り (埼玉栄)は、アジ

ア選手権大会でも全国女子大会に引き続き高校

新記録を樹立した。

IHの得点方式を世界選手権大会と同様の

形に変更した。S・ C&J・ Tと もに得点対象

とした。一方の種目を得意とする選手が実際に

いることから歓迎された。また、学校対抗の順

位が多 くの学校まで与えられることになった。

併せて、得点可能人数枠を撤廃 した。その結

果、60位 くらいまで学校順位が決定した。

平成 8年度ア トランタオリンピック大会が

開催され、 9階級で世界新記録が樹立された。

H月 に開催の IOC理事会において、シド

ニーオリンピック大会より女子競技が正式種目

と決定した。このことに伴い、IWFは、プロ

ジェク トチームを編成し、男女の階級について

検討を重ね翌年に男子 8階級・女子 7階級が決

定した。

全 日本ジュニア選手権大会の会期が 3月 と

なったことから、高校 3年生が活躍 し4選手が

大学生を破 り優勝 し、中條桂良 (前橋育英)が
最優秀選手に輝いた。なお、同選手は中学生大

会のチャンピオンであり、若年化対策の必要性

を改めて痛感 した。

この年より、部会競技委員会を中心に女子

の IH導入方法について検討を始めた。全国高

校選抜大会でも、女子の育成対策として女子の

人数枠を拡大し普及と選手強化を推進すること

とした。

平成 9年 度昨年度より検討を重ねた女子の

IHの導入について、競技委員会・常任委員会

で検討し、全国委員会にはかった。内容は、男

子の競技力を低下させないで女子を導入する方

法としてプロック大会を実施し、男子の人数を

都道府県単位で制限するのではなく地区で 8割

に絞 り、2割分の人数を女子の総人数にすると

いうものである。この原案が、全国委員会で承

認された。次いで、これを全国高等学校体育連

連盟に申請したが、総体検討委員会にて、女子

の普及度 (支部高体連の正式実施)の関係から

否決され、上部組織での検討を見ずに実現には

至 らなかった。

競技会では、世界ジュニア女子選手権大会

に出場 した野村依可 (兵庫・須磨友が丘)は、

高校新記録を樹立する中で堂々の第 2位に入賞

する健闘をした。

新階級は、 5月 の IWF総会にて男子 8階

級女子 7階級が構築された。日本協会は、軽量

級の育成を期し、男子は 53・ 56・ 62・ 69・ 77・

85。 94・ 105・ +105kg級の 9階級を設定した。

女子は、 IWFと 同様の 48・ 53・ 58・ 63・ 69・

75。 +75kg級の 7階級となった。

3月 に開催の全国高校選抜大会から新階級

で実施した。

3 将来 に向けて

生徒数減少と部加入率の低下が、本競技に

も深刻な影響を与えている。また、指導者を教

ても、若手の採用が少なく高齢化が進んでい

る。これらを打開するには並大抵のことではな

いと認識しているが、何とか至急に具体的方策

を打ち出したい。

また、女子については、シドニーオリンピック

大会より正式種目となったことから若干ではある

が競技人口が増えてきている。日本WL協会と連

携をより深め選手強化に普及振興に努めたい。

本競技は、高体連が支えているという自負

のもと、過去の実績を上回る活躍ができるよ

う、一九となって取 り組むつもりである。
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1沿 革

昭和34年 10月 の全国高体連理事会でヨット

部の加盟が承認された。前年 33年 9月 、横浜

ヨットハーバーで開催された東京国体の際、参

加した各水域の高校顧問教師が発起人会議を開

き、東北地区から提案があった。専門部長と事

務局は神奈川県の逗子開成高校が引き受けるこ

ととなった。

既にヨット競技の先進水域では、地区の高

校選手権大会は行われていた。関東では10回

を数え、東北では宮城県がヨットに精通してい

る教育関係者に恵まれ、高体連ヨット部の発足

後指導的役割を果たすことになった。

第1回大会 A級 (1枚帆)と スナイプ級

第 1回大会は昭和35年 8月 10日 から13日 の

4日 間、宮城県七ヶ浜町花淵沖海面で開催され

た。参加は32校、A級ディンギー30チ ーム、ス

ナイプ級30チームで、艇は地元が準備 した。貸

与艇は 10隻のため、予選を 3グ ループに分け

て各 3回戦を行い、選ばれた 10チ ームにより

決勝 3回戦としたが、台風のため決勝 3回戦目

は中止となった。コースは現在のようなオリン

ピックコースではなく、数字旗を揚げたマーク

ボー トを海面のあちこちに配置 し、風向の変化

を予想したマーク廻航表を渡した。廻航方法も

アンチクロック (左廻 り)だけでなく、クロッ

ク (右廻 り)も 混ざっていた。波の荒い海域で、

台風まで襲来したため厳しいレースであった。

当時は今日ほど安全問題に神経質でなく、かな

りの強風でもレースは行われた。ライフジャ

ケットも強制着用ではなかった。宿舎は塩釜市

内で、選手役員共に船でレース海面まで通った

ものである。大会は有名なチリ津波の 2か月半

後に行われ、塩釜市内は大きな被害を受け、電

車道には大きな漁船が打ち上げられたままだっ

た。幸いにもヨットには被害がなかったので開

催できたが、開催役員の苦労は察するに余 りあ

るものがあった。

第 2回熱海大会は、旅館街が見下ろす熱海

湾で行われ、ハーバー施設はない。強風、荒波

に見舞われ、運営側も選手も大奮闘であった。

女子A級も始まった。

第 3回 は高松ヨットハーバーで開かれた。高

松はヨットの先進地で、その後も9年毎に大会

を開催していただいた。但し、レース海面は難

しく、瀬戸内海の微風と強い潮流に悩まされた。

この大会までは、部会の発起人達で開催を

決めてあったが、第 4回、第 5回 はヨット部会

本部で開催地を探さねばならなかった。

第 4回 は次年度国体のリハーサルとして佐

渡島の両津市で引き受けてくれた。この大会か

ら女子スナイプ級が始まった。

全国高校総体は第 6回の鹿児島大会から始ま

り、開催地はヨット部単独で探さなくてもよく

なった。第 5回大会の開催地についても、本部

役員が鹿児島市に窮状を訴えたところ、快諾し

ていただいた。このことは感激で忘れ得ない。

桜島の噴煙を前に、微風 と激 しい潮流の中

でレースが行われた。この回から予選決勝方式

でなく、3グループに分け計 4回戦出場するこ

とになった。予選落ちはなくなり、男女合わせ

て計 10レ ースが行われた。以後、開催地で貸

与艇を多数準備 していただいて、この方式が定

着することになった。大会の名称は、全国高等

学校総合体育大会ヨット競技兼全日本高等学校

ヨット選手権大会となった。

古いタイプのA級に代わる艇 として幾つか

の艇種を候補として、数年間検討した結果、第

7回石巻大会において、第 9回広島大会からF

J級を採用することを決定し、F」 級ヨットを

初めて公開した。試作を重ねて、二人乗 リプ

レーニング (滑走)艇、軽 く、転覆しても再帆

走可能な、スピンネーカー (追手専用の帆)を

使用する先進的なヨットであった。高体連のF

J採用決定は、少年ヨットの新 しい方向を定

め、日本ヨット協会に大きな影響を与えた。

第 8回 の彦根大会では、強風のため女子に

転覆艇が続出し、借用艇を破損 した。女子でも

再帆走可能な、しかも自艇によるレース参加

(自 艇主義)の方向に進むきっかけとなった。

第 9回広島大会からFJ級の登場となった。

移行措置として、A・ FJ級共用でレースを行
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い、2回戦ずつ 4回戦を行った。スナイプ級も

4回戦実施した。この方式は、第 10回江ノ島

大会、第 H回蒲郡大会と続き、女子も蒲郡大

会からA・ FJ級共用で始まった。第 12回高

松大会からは男女とも完全にFJ級 となり、ス

ナイプ級 との 2種 目の時代が平成 4年 まで22

年間続 くことになる。

第 13回 江ノ島大会は、代理開催のため貸与

艇を準備することができず、全艇 自艇参加と

なった。連 日強風で男女とも 1レ ースだけの実

施であった。

第14回津大会から第33回 日南大会までほぼ

同じ競技方式で開催された。全艇一斉スター ト

5回戦方式である。スナイプ級は全艇貸与と

し、FJ級は第 17回 蒲郡大会以後は自艇使用

とした。そして、インターハイの開催は、国体

と連動して近代的ヨットハーバーの建設を促す

こととなった。FJ級の建造が順調に進ふ、国

体でも、昭和 58年以降少年の部でFJ級が使

用され今日まで続いている。

第 19回宮城県七ヶ浜大会から全国総体の規

模適正化により、男子は23チ ーム、女子は 15

チームとなった。

この頃か ら昭和末まで大会開催や高体連の

運営は非常に安定した時期が続 く。

2 10年 の歩み

昭和 62年 に鳥取県境港市において、日本で

初めて国際 FJ級世界選手権大会が開催され

た。 F」 級は日本ではほとんど高校生だけが

乗っている艇種であるが、ヨーロッパやアメリ

カでは子供から年寄 りまで幅広 く愛されている

インターナショナルクラスなのである。2年前

の前回世界選手権ベルギー大会では境港のチー

ムが入賞していた。主催した日本FJ協会は高

体連ヨット部会の役員が兼務してお り、世界大

会の成功は日本の高校ヨット界に大きな誇りと

自信をもたらした。

この頃国際FJ協会では、インターナショナ

ルクラスの他艇種に対抗するため、より速い高

性能な艇を目指して、トラピーズ (艇のバラン

スをとる装置)や より大きなスピンネーカー

(追風用の帆)の採用、帆走性能を向上させる若

千の規員1変更を行っていた。日本でもその流れ

に対応するために、高体連本部では技術指導用

のパンフレットを全国のヨット部に配布した。

FJ級が国体に採用された頃から船価上昇

の傾向が現れていた。FJ級のクラス規則は比

較的緩やかで、新素材や高性能な艤装品の取 り

付けが許されているので、国体強化のために、

各県ヨット連盟はまず艇に資金をつぎ込んだの

である。 FJ級の製造はライセンス不要なの

で、国内にはFJ級の造船所は 5、 6カ 所あ

る。購買側の要求が膨 らみ、各造船所への注文

数は競技実績により偏 りがちである。高校総体

のためだけなら価格上昇は少なかったと思われ

る。価格を抑えるために、高体連とFJ協会は

何 らかの歯止めを模索することになった。

第 29回芦屋大会は、神戸港という特定港湾

内の限られた水面を確保して行われた。レース

委員会は、バージ船の行き来や、レース艇が帆

走区域外に出ないように気を配った。都会での

開催は宿舎の確保が難しい。特にヨットはセー

ルなどの競技備品を運搬する必要から自動車の

利用が多いので、駐車場確保や渋滞で選手・監

督の苦労も大変であった。都会型大会の典型と

して成功裡に終了することができた。

第 30回大会は高松ヨットハーバーで 4度 目

の開催となった。この数年前から大会の改革の

必要性が話題になっていた。女子の参加校数増

加にともなう大会出場枠の拡大要望、レース回

数やコース設定を見直し、より充実した全国大

会の開催、船価高騰に対する対策、国体におけ

るスナイプ級に代わる艇種採用の動きなどであ

る。特に、スナイプ級が国体艇種からはずされ

ることは大問題であった。多 くの県では国体の

強化対策として艇を建造し高校ヨット部はその

恩恵を受けていた。それがなくなることは高価

な艇の建造を各校独自で負担することとなり、

多 くの高校では難しいことであった。そこで高

体連としてもスナイプ級に代わる、より安価で

シンプルな艇種を選定する必要が出てきた。し

かし、永続性があり、艇の仕様について高体連

の意向が反映できるような艇種はなく、A級か

らFJ級に切 り替えた時のような時間的余裕も

なかった。国体の少年艇種からスナイプ級がな

くなるのは平成 6年度からの予定であった。懸

案をまとめて解決するための発想の転換が必要

であった。FJ級に一本化する案が浮上し、平

成元年度末に臨時のヨット部常任委員会を開き

検討した。

第 31回 大会は 3度 目の七ヶ浜町での開催 と
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なった。今回は松島湾内でなく、仙台新港への

航路を横断して太平洋に乗 り出した。大きなう

ねりと格闘する広大な海面でのヨット競技はま

さに海洋スポーツと呼ぶにふさわしく、その醍

醐味を満喫した大会であった。

例年、ヨット部委員会は、男子 23校、女子

15校の総枠数を巡って紛糾 していた。各水域

の大会出場枠は、予選参加数の実績を基にヨッ

ト部委員会で協議され、3年 ごとに見直されて

いた。次の出場枠は 2年後の平成 4年度第33

回日南大会で決定することになっていた。改革

案の決定が遅れれば混乱を深めることになる。

そこで、FJ級一本化案が大会前に各水域委員

(全国 9水域の代表)に文書で提示され、この

大会中のヨット部委員会で正式に提案された。

移行措置や競技種目の決定など、詳細を残 して

FJ級一本化が決定した。全水域に改革案の趣

旨説明が送付され、それに対する意見が求めら

れた。

高校総体でのスナイプ級の廃止決定は、結

果として、日本ヨット協会が国体少年種目から

スナイプ級を廃止する決定に半年先行 したた

め、ヨット界内での反発や県高体連ヨット部に

若千動揺が起きていた。平成 2年末に本部の逗

子開成高校で拡大常任委員会を開いて、改革案

の詳細を検討すると共に、今回の改革に対する

全国各学校ヨット部の理解を求めることになっ

た。この改革に対しては反対もあったが、財政

難や部員数不足に悩む高校からは、一本化で負

担が軽 くなって助か ります、という声が本部に

寄せ られていたのである。

第 32回静岡県三ヶ日町大会は浜名湖で実施

された。スナイプ級廃止は決定していたが、静

岡県でも大会用の借用艇をそろえていただい

た。浜名湖特有の風の中、男子スナイプ級とF

J級、女子スナイプ級とFJ級の 4種 目が湖面

を快走した。

この大会中の委員会で、改革案は平成 5年

度から実施すること、参加艇数を男子 63艇、

女子 41艇 (現行 男子 46艇、女子 30艇)と す

ること、登録選手数は 1艇 につき4名 (現行

スナイプ級 6名 、FJ級 5名 )ま でとするこ

と、男女別に、艇別選手権 (ソ ロ競技)と チー

ム別選手権 (デ ュエ ット競技)を行なうこと、

1校あたりの出場艇数は男女各 3艇 (現行 ス

ナイプ級 1艇、FJ級 1艇の 2艇)ま でとする

こと、及び、競技運営方法を改善することを決

定した。さらに出場枠数の水域への配分は、3

年毎に予選参加校数を基に比例配分することと

した。これにより、ヨット競技の選手総数は

418名から416名 に減るので高校総体の規模適

正化にも添い、スナイプ級借用艇を準備してい

ただくという開催県への負担を軽減することに

もなった。

具体的な大会実施方法、移行方法について

は、さらに継続的に冬季の常任委員会で審議す

ることとした。デュエット競技とソロ競技の考

え方と実施方法について詳細に検討・討議した

が、この後もデュエット競技のあり方を巡って

は様々な意見がある。

第 33回宮崎大会は日南市で開催され、第 1

回大会から続いたスナイプ級の最後のレースと

なった。惜別の念もだし難 く、日南市大堂津の

海にその勇姿を心に刻むこととなった。 しか

し、無情にも台風の接近により最終日のレース

は中止となったのである。

この大会中の委員会で次年度からの各水域

予選の方法を決定した。新 しい大会の具体的運

営方法については、常任委員会の検討案を基に

して、第 34回 土浦大会主催の茨城県高体連に

委ねられることになった。

霞 ヶ浦の土浦市での開催は 2回 目である。

総体主会場は栃木県であったが、茨城県には全

国的強豪校が集まっており、競技運営に精通 し

ていただけでなく、何より改革への想いに共感

していただき、最初の困難な大会を引き受けて

もらった。感謝に堪えない。寒い夏の大会で

あったが、選手控え所をテントでなくプレハブ

にしていただいたり、運営側の様々な配慮で成

功裡に改革第一回大会は終了した。

第 33回大会 スナイプ級最後の大会
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なおこの大会において、高体連ヨット部会

の体制を強化するために、常任委員を4人から

9人に増やして各水域に配置し、2名の副部長

を置くこととした。慣例として全国大会の審判

団には常任委員が加わることになっていたの

で、この体制により、より高体連色の強い、高

校生のレースとしての継続性一貫性を持たせた

大会の運営強化と、今回の改革の徹底に寄与す

ることとなった。

この大会はジュニアヨットクラブ出身の選

手が活躍したのであるが、昭和 50年代後半か

ら高校ヨット部にヨットの経験者が入部するよ

うになっていた。それまでは、ヨット競技の日

本での普及状態から高校入学以前にヨットに

乗ったことがある生徒はまれであった。江ノ島

などヨットの先進的な水域の他にはジュニア

ヨットクラブは存在しなかった。徐々に全国各

地にジュニアヨットクラブができたおかげで、

ヨット経験者が高校ヨット部に入部するように

なったのである。高校総体でもジュニア出身者

が上位に顔を出すようになり、その指導をどの

ようにするかが問題になっていた。問題点は、

ヨット部内での融和が難しいこと、学業との両

立を図ること、有力校への単身国内留学などで

ある。当初は、ジュニア出身者の横柄な態度が

目に付き、指導が′さ配されたのであるが、増え

てくるに連れてその勝利至上主義が問題となっ

た。社会体育と学校体育の関わりの中で、教育

的視点からどのように対処すべきか、あるいは

対処の必要はないのか、継続して考えてきた問

題である。

第35回富山大会は新湊市で開催された。改

革案本来の 7レ ースが実施される予定であった

が、新潟沖に餃が数頭出現 したとの情報で最終

レースは中止となった。この年は鮫の被害を避

けるため、西日本の水域ではヨットの練習を制

限していたほどであった。富山県としては国体

の開催を控えて、初めての大規模な全国大会で

あった。新 しく高校ヨット部を創設するなど熱

心な運営には頭の下がる思いであった。

第 36回 大会は鳥取県境港市で開催された。

美保湾の広い海面、よい風に恵まれ、初めて全

7レ ースを堪能した。FJ級世界大会の時のよ

うに、FJ級は軽量の選手しか勝てないという

通説を吹き飛ばすが如 く、美保湾では本当によ

い風が吹 く。日本の夏は全国的に風が弱いため

に、微風に強い選手が有利 と思われるように

なった。インターハイで勝つために軽量な選手

を求める傾向が出てきた。しかし、それでは世

界的に通用する選手が育ちにくいし、ヨット競

技を普及拡大させるさまたげになる。

この年の委員会も、FJ級の改革を求める

意見などで真夜中過ぎまで続いた。

第37回大会 山中湖で自熱した競技

第 37回 山梨大会は山中湖を会場とした。大

会中ほとんど毎日富士山を見て帆走することが

でき、爽快なレースであった。湖でのレースは

特有の風に悩まされるものであるが、FJ級に

一本化したため、風向に合わせたマーク移動が

容易になり、より公平なレースが展開できた。

また、7レ ースを実施しその内ベス ト6レ ース

の得点で競うので、運ではなく実力相応の成績

を残すことができた。上位のチームは必ずしも

軽量の選手ではなく、技術と体力の優れたもの

がよく走るということを見せてくれた。

平成 6年か ら国体では、スナイプ級に代え

て、少年男女の艇種 として、一人乗 り (シ ング

F」 級の風上への帆走
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ルハンド)の シーホッパー級 SRを採用してい

た。このため、高校総体でもシングルハ ンド

(日 本ではシーホッパー級とレーザー級が普及

している)を採用してほしいという意見が大き

くなっている。シングルハンドを要望する意見

は国体採用前からあったが、高体連としては以

前より否定的な見解を持っている。一人乗り
は、団体戦としての高校ヨット部のコンセプト

に合わない、ということが根底にある。さら

に、国内で一つの造船所しか建造できないとい

うことは、永続的な艇の供給が保証できないと
いうことである。艇種は数年単位で変更できる

ものではない。また、大会での艇数が増えるこ

とから、競技運営にも多くの問題を抱えること
になる。しかし、国体に採用されたという現実
は、多くの高校ヨット部に高体連でもシングル
ハンドの採用を求める声となっている。

第38回京都大会は天橋立を目の前にして宮
津市で開催された。運営側が′さ配したとおり、
微風に悩まされた大会だった。微風にも関わら
ず、レース海面をヨットハーバーを出てすぐの
ところに設定するなど、レース運営に熟練した
適切な対応のおかげで、成功裡に終了した。

シングルハンド艇採用を希望する声はこの年
のヨット部委員会でも上がり、臨時の委員会を
年末に本部で開くことになった。全国の高校
ヨット部の現状を把握することなしに見解をま
とめることは適切でない、ということで、全国の
高校ヨット部を対象に詳細なアンケート調査を
実施することとなった。そして、H月 のアンケー
ト調査を基に委員会を開いた結果、必ずしもシ
ングルハンドを要望する意見が多数ではない、
ということで、シングルハンドの採用について
は今後も継続的に研究を続けることとなった。

この平成 9年度のアンケー ト調査によれば
各学校ヨット部にとって最大の悩みは、「部員
数の不足」と「顧問不足」という大会発足時以
来の難問である。艇の調達、活動場所の確保と
いう資金的問題もある。問題解決の方向は、
ヨツト部経営の安定化であり、個別顧間への依
存型からの脱却である。その一つの道は学校外
顧間の導入など社会体育との結びつきを深める
ことであるが、県ヨット連盟においては高校の
顧間が中心的に活動している水域も多く、その
ような県では逆に、社会体育から育成指導を期
待されている。各県毎に大きく事情が異なって

いるが、顧問不足と、今までのように艇建造の

資金調達が進まないことは共通している。

平成 9年度末には再び国体の艇種を変更す

る方向が決まりつつある。高体連としては新た

な対応を迫られることになる。

今までも国体の動きに左右されないように、

どのように各校ヨット部の負担を少なくし、

ヨットの普及を図るか、つまり、どのように

ヨットの魅力を宣伝し、部員を増やすか、を模

索し続けてきた。そして、高校生徒数が減少す

る中、部員数は斬増しているし、学校数もこの

20年間では増えている。各校ヨット部の努力、

各水域ヨット関係者の協力と高体連独自の持続

的改革がうまくかみ合っているのである。

3 将来に向けて

21世紀を迎えて進む教育改革の中で、体験
活動は重要な役割を担っている。ヨットは、学
校体育の中で自然体験ができる数少ない貴重な
アウ トドアスポーッである。球技や格技のよう
に人を相手にするよりも、一個の人間として自
然に立ち向かうことから始まるスポーッでぁ
る。だからこそ、欧米では、ヨットは人間の究
極のスポーッであると見なされている。この
ヨット競技をより普及させたいと願っている。

ヨツトという道具を使う競技でありながら、
「物より、人の体力 と技術の競い合い」を目指
して、ともすれば勝利至上主義に陥 りがちな部
活動の傾向を克服 し、「マリンスポーッを通 じ
ての自然体験活動」としての高校 ヨットの発展
を期 したい。

第38回大会宮津湾微風のレース展開
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1沿 革

高等学校におけるフェンシング競技のはじ

まりについては、言己録がなく、明らかではない

が、昭和 26年 (1951)第 6回国民体育大会よ

り、高校団体・高校個人の種目が設けられてお

り、フェンシングの国体参加が高等学校におけ

るフェンシング競技の普及に一役を担ったこと

が窺える。

高等学校の全国規模の大会は翌昭和 27年 に

仙台市で開催されているが、当時は全 日本フェ

ンシング選手権の一部門として男子学校対抗戦

と男子フルーレ個人対抗戦のみが行われた。分

離独立し、第 1回全国高等学校フェンシング選

権大会が開催されたのは昭和 30年 (1955)で
ある。記念すべき第 1回大会も仙台市で開かれ

てお り、この大会から女子学校対抗戦と女子フ

ルーレ個人対抗戦が力Iわ っている。

昭和 36年 (1961)の 第 7回大会までは仙台・

新潟 。名古屋・松山・京都・札幌・山口県和木

の順に開催されたが、開催地の決定、経費の捻

出、運営には市町村をはじめ地元の企業や篤志

家の多大な支援を得て行われていた。そのよう

な状況下で、しだいに、全国高体連加盟への気

運が高まり、和木大会の期間中に参加校指導者
による話 し合いと意思統一が図られた。大会

後、早速規約を整備 し、加盟申請を提出した。

その結果、昭和 37年 4月 1日 に正式に加盟が

認められ、全国高体連フェンシング専門部が創
立したのである。この間、当時名古屋電気学園

理事長・愛知工業大学学長・日本フェンシング

協会副会長の故後藤金甲二先生の物心両面での

尽力は筆舌し難いほどであった。

記念すべき全国高体連加盟後最初の大会は

岡山県新見市で開催された。この大会から男女

学校対抗戦の優勝旗と個人対抗戦の優勝盾が新

調され、その調製も、また、後藤先生によるも
のであった。初代専門部長となられた先生は、

各地に指導者を派遣されるなど、高等学校の

フェンシング競技普及にも努力された。

昭和 38年 の徳島大会では電気審判器の導入

が検討され、翌年の名古屋大会から採用され

た。しかし、多額の予算を必要とする電気武器

用具の購入は、各高等学校や開催地では難 し

く、当初は、名古屋電気学園が貸し出し、運営

を行っていた。一方、この大会から、3位まで

の入賞者に丼上太郎画伯 (一水会会員)に原型

を彫っていただいた金銀銅のメダルが授与され

るようになり、現在も、選手権章として続けら

れている。なお、全種目統一のメダルが授与さ

れるようになったのは昭和 44年からである。

各都道府県の参加チーム数・選手数を大幅

に制限する最初の規制が行われた昭和 39年の

大会は別府で開催された。

昭和 40年 (1965)の秋田大会からは男子個

人対抗にエペとサーブル種 目が加えられた。

昭和 41年福井、42年福山、43年高崎、44年

京都、45年高松、46年仙台、48年名古屋、49年

福岡県篠栗、
"年

東京、51年長野県箕輸、52年

新見で全国高校総体兼全国高校選手権大会は順

次開催されている。その間、国際ルールの変更

や高体連独自の判断から女子の 5本勝負の導入

や個人戦におけるプールや トーナメントの組み

合わせなど競技方法にいくらかの変更もあった

が、特に大きな問題もなく大会運営がなされた。

昭和 52年 (1977)は専門部にとって特別重

要な年になった。40年代の終わ り頃から関係

者の間で開催が求められていた全国高等学校

フェンシング選抜大会の第 1回大会が、日本
フェンシング協会、愛知県フェンシング協会、

名古屋電気工業高校等のご協力 とご援助によ

り、 3月 、名古屋において開かれたのである。

当初は各都道府県から選抜された男女各 1名に

よるフルーレの個人戦のみを実施した。男女各
24チームによる団体戦が行われるようになる

のは、昭和 60年の第 9回大会からである。会

場もご厚意から第 10回大会まで名古屋電気工

業高校の体育館を使用させていただぃてぃた。

全国選抜大会が現在のように地方を回るように

なったのは第 H回の京都大会からである。国

体やインターハイのリハーサルの一つとして、

また、地方の支部協会や市町村のご厚意により

今日まで中断することなく開催されている。

全国高校総体は昭和 53年以降、昭和 62年 ま

での間に、寒河江、京都、高松、水戸、指宿、尾 .

張旭、秋田県ニツ丼、松任、福山、苫小牧で開

催された。その間には、副部長として大会運営
にご尽力いただいた大沢 (千葉)、 蜂谷 (京都 )、

倉本 (山 口)諸先生が定年で勇退されるととも

に60年には副部長の鈴木省三先生が地元秋田

県ニツ丼町での第 30回大会を見事に成功させ

た後、急逝なされた。
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平成 9年度全国総体開会式 (京都府大山崎 )

2 10年の歩み

①全国高校総体・全国委員会・常任委員会

専門部の最高決議機関である全国委員会と

業務の執行に関する事項を審議する常任委員会

は昭和37年に専門部の規約が定められて以来、

毎年全国高校総体の期間中に開催されている。

また、常任委員会は毎年 2回以上部長が招集す

ることになっているが 2回 目の委員会は2月 末

か 3月 のはじめに招集されている。

昭和 63年 (1988)の全国高校総体は和歌山

で開催された。この大会から要項に図解 した武

器用具留意事項を入れるようになった。武器用

具の検査は、選手の安全を守 り、公正でスムー

スな試合進行を行うために、大会運営上欠くこ

とのできない業務になっているが、点検項目を

増やし、安全性を確保し、相手の選手に不利益

になるような用具を厳重にチェツクするように

なったのは、60年 に神戸で開催 されたユニ

バーシアー ド大会の影響が大きい。なお、高体

連では平成 8年 よりそれまで使用してきた武器

検査という名称を用具検査に変更した。

平成元年 (1989)は 昭和46年 と55年の 2度大

会を引き受けられた香川県高松市で3度 目の大会

が開かれた。平成 2年は、かつて日本フェンシン

グ協会の理事長をなされていた千葉卓朗氏が町長

をなされている宮城県本吉町で、3年は高体連専

門部で創立期から常任委員をなされてきた長尾富

雄先生の地元、沼津市での大会開催であつた。

3年 の沼津大会期間中に開かれた全国委員

会では、長年本専門部の部長を務められた愛工

大名電高校の長尾正男先生が勇退され、新たに

同校の大澤文男先生が選出された。同時に副部

長の大阪清風高校の村上謹司先生、札幌山の手

高校の三井朋文先生も勇退され、仙台育英高校

の稲村隆郎先生、大東文化大第一高校の小久保

敦央先生が選出された。

4年 は宮崎県国富町、 5年 は栃本市での開

催であった。

5年の栃木大会の期間中に専門部の役員改

選が行われ、部長には福井県立羽水高校の佐部

成男先生が、副部長には岡山県立玉野光南高校

の山川靖仁、愛工大名電高校の奥田明先生が選

出され新執行部が成立した。また、全国委員会

では、常任委員会で 2年 間、検討・審議されて

きた専門部規約の全面的な改定が承認された。

6年 (1994)は 富山県婦負町で大会が開かれ

たが、この大会から、製作以来 30年余 りの年

月に老朽化が進んでいた持ち回りの優勝旗や ト

ロフィー類を新調 し、授与するようになった。

試合管理規定の作成や全国高校総体の審判

に高校の先生を積極的に採用するなど長い間懸

案になっていた問題解決に一歩踏み出したのも

婦負大会からである。

7年の島根県安来市での大会からは、女子個人

エペが競技種目に加えられ、種目の上では国際大

会並みの大会になった。大会期間中に平成 8年度

からのサープルの電気化や新ルールの適用などが

決められ、日本フェンシング協会の個人登録制度

の導入も専門部としての了承が得られた。

8年 は甲府市で大会が開催されたがこの大

会から学校対抗戦の 3、 4位決定戦は行わず、

3位校を 2校にするようになった。また、新

ルールの導入により、個人対抗戦のエルミナシ

オン・デイレクトは 15本勝負が行われるよう

になった。サーブルの電気化に伴い、故障等に

備え、用具を貸与する制度も設けた。

その他にも、甲府大会での全国委員会では、

役員改選の時期について、規約に基づ く常任委

員会での部長・副部長の推薦については、年度

末の常任委員会で行うことが了承された。

9年 2月 の常任委員会では次期部長として

副部長の山川靖仁が、また副部長として新たに

札幌光星高校の半田幸三先生が推薦され、8月

の京都府大山崎での大会期間中に開催された全

国委員会で承認された。同時に規約の改正も認

められ、役員改選年度には全国委員会を3月 に

も開催できることになった。プロック代表の常

任委員の選出についても東京プロツクを削除

し、Hプロツクから10プ ロツクになった。

長い間の懸案事項であった専門委員会の設置

も了承され、委員会規定を決め、早速、総務委

‐キ轟
‐
1:hi

平成 9年度全国総体開会式

-374-

′  ヽ●. t´、:_



員会、競技委員会、強化・普及委員会の 3委員

会が発足 した。

強化・普及委員会では、H月 、神戸市で、同

志社大学の田淵和彦、藤澤義彦両教授を講師に、
二泊三日の指導者講習会を実施した。競技委員

会も10年 1月 に鳥羽市で委員会を開催し、全国

大会の競技運営やルール上の問題などを検討し

た。総務委員会では特に広報活動を重視し、部

報の定期的発行と内容の充実に力を入れている。

②全国高校選抜大会

第 H回大会から開催地が全国各地を巡回す
るようになった全国高校選抜大会は、12回 (昭

和63)大会が東京で開催された。同大会の優勝
校は男女共に秋田県の合川高校であった。13回

大会以降については、13回 (平成元)開催地岩
国市、優勝男子合川高校・女子美萩野女子高校、
14回 (平成 2)開催地宮城県本吉町、優勝男子
羽島北高校・女子美萩野女子高校、15回 (平成
3)開催地沼津市、優勝男子羽島北高校・女子甲
府湯田高校、16回 (平成4)開催地別府市、優
勝男子羽島北高校・女子甲府湯田高校、17回 (平

成 5)開催地千葉市、優勝男子米沢東高校 。女
子甲府湯田高校、18回 (平成 6)開催地青森県
今別町、優勝男子富山西高校・女子岐阜女子商
業高校、19回 (平成 7)開催地和歌山市、優勝
男子愛工大名電高校・女子美萩野女子高校、20

回 (平成 8)開催地長野県箕輪町、優勝男子和
歌山東高校・女子美萩野女子高校、21回 (平成
9)開催地栃木市、優勝男子粕屋高校・女子氷川
高校、22回 (平成 lo)開催地札幌市、優勝男子
大垣南高校・女子鹿児島南高校であった。

第 9回大会に団体戦になって以来、 1回戦
は全国 9プロックで選抜された男女各 24校を
3校ずつ 8つ のグループに分けプール方式
(リ ーグ戦)で試合を行い、 2回戦以降は各グ

ループの上位 2校、計 16校によるトーナメン

ト戦によって順位を決定してきた。しかし、第

21回大会からは出場校を32校にすることが認

められ、1回戦は4校によるプール方式で試合

が行われるようになった。また、3、 4位決定

戦を行わず、 3位校を2校にしたのも21回 大

会からである。

3  将来に向けて

本専門部加盟校・登録人数は平成 10年 2月 現

在、325校、2,442名 である。平成元年頃には加盟

校が360校、登録人数が3,700名 余りであったこ

とを思うと、この10年 間に加盟校はそれほど減

少していないものの登録人数は大幅に減少しフェ

ンシング競技そのものの存続すら危ぶまれる状況
である。少子化に伴う高校生の減少や高校生のス

ポーツ離れなど、その原因はいろいろと考えられ

るが、専門部としての最大の課題は加盟校を増や

すと共に競技人口を増やすことにある。

現在 1県 1校の県が4県、県高体連未加盟の

県が 3県あり、当面これらの県において積極的
に普及活動を行い、少なくとも全国高校総体の

学校対抗戦には47都道府県全てから出場校が
あるようにしなければならないと考えている。
専門部の飛躍にとってもう一つの課題は、

海外の選手・指導者との交流や国際的な試合ヘ
の参加である。昭和 48年頃韓国との交流試合
を行っていたが、資金不足もあり短期間で途絶
えてしまった。フェンシング先進国であるヨー
ロッパの国々は勿論、近隣の国々とも定期的な
交流がもてれば競技力の向上に役立つばかりで
なく、選手の励みになり、専門部の活性化にも
大きく寄与するものである。国際化の波に乗り
遅れることがないよう努力する必要がある。こ
れらの課題を解決するにはまだまだ大きな壁が

立ちふさがって

いるが、専門部

の発展のために

も、21世紀に向

け是非 とも解決

しなければなら

ないことである。

平成 9年度全国総体女子個人フルーレの熱戦

平成 9年度全国総体表彰式 (男子学校対抗)
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《事務局》

〒 152-∞23東京都 目黒区八雲 2‐ 14‐1

八雲学園高校内

TEL 03(3717)9062
FAX 03(3717)9063

創  立 :昭和 49年

加盟校数

部 員 数

1,236校

10,720名

4,004名

14,724名

子

子

計

男

女

合

第一回アジア環太平洋

ジュニア空手道選手権

大会開催 (福岡県)

第二回アジア環太平洋

ジュニア空手道選手権

大会開催(イ ンドネシア)

第三回アジア環太平洋

ジュニア空手道選手権
|

大会開催 (中華民国)

第一回アジアジユニア

空手道選手権大会参加

(マ レーシア)

"年
連続出場校表彰

第十三回全国高等学校

選抜大会の主管が関東

高体連空手道部に移行

第二回アジアジユニア

空手道選手権大会参加

(ベ トナム)

世界ジユニア空手道選

手権大会参加 (オ ース

トラリア)

空手道部
"年

誌発刊

事務局校変更

第二回アジアジユニア

空手道選手権大会参加

(中華民国)

国際親善遠征試合参加

(フ ィリピン)

空手道選抜大会開催カ

地区持ち回りとなる

秋野 治夫

朝野 文夫

金井 秀一

谷澤 一雄

猪俣 史郎

第一回全国大会開催

(東京)安全具開発・使用

第三回全国大会を熊本

県で実施

宮崎国体で空手道競技

がデモンス トレーシヨ

ン種目となる

第一回国際親善遠征

合実施(中華民国)

滋賀国体より空手道競

技が正式種日となる

第一回選抜大会開催

(大阪)

全国高体連加盟承認

第二回国際親善遠征試

合実施 (ヨ ーロツパ)

アメリカ合衆国とホー

ムステイ形式の交

始まる

第十五回全国大会開催

(大阪)

ジュニア空手道チーム

ォース トラリア招待遠

征試合行なわれる

秋野 治夫

1翼
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1沿 革

昭和 48年 11月

(財)全日本空手道連盟主催による全 日本空

手道選手権大会の種 目の中に高校男子団体

形試合 (3人制)が導入されたことを契機に

全国組織結成の気運が高まり、準備委員会

が発足。

準備委員会に中里一郎氏 (当 時、群馬県立富

岡工高校校長)が選任される。

昭和 49年 1月

(財)全日本空手道連盟のお世話で全国高等

学校空手道連盟を設立し、ただちに (財)全
日本空手道連盟の職域団体 (現在加盟競技

団体改称)と して加盟が承認される。

初代会長に中里一郎氏が就任。

同月同日、第1回全国高等学校空手道選手権

大会の準備委員会発足。

昭和 49年 5月

全国統一の審判講習会の実施 (東京)と 大会
種 目が検討される。

昭和 49年 8月

第 1回全国高等学校空手道選手権大会開催
(東京・駒沢総合運動公園屋内競技場)参加
県 21校、参加校 64校、参加人員 445名、大
会種目6種 目 (男子団体形 5人制 。男子団体
組手 5入制・男子団体防具組手 5人制 。男子
個人形・男子個人組手・女子個人形)女子の

空手道人回は少なく1種 目のみ。競技規則の

不慣れ、審判技術の不統一のため組手の試
合は上段攻撃の禁止、安全第一の観点から
ビニールメンホー、拳サポーターグローィ
ングカップ、ボディプロテクターの安全具
を開発 し使用。

昭和 50年 8月

第2代会長、齋藤義蔵氏 (東京・日本大学鶴ヶ

丘高校校長)就任。

昭和 51年 8月

全国高校空手道選手権大会、各地区各県持

ち回りで実施。

第 3回大会を熊本県で実施。

昭和 52年 8月

第3代会長、中里一郎氏 (群馬県立伊勢崎商

業高校校長)就任。

昭和 54年 8月

宮崎夏季国民体育大会より空手道競技がデ

モス トレーション種日となる。

少年は地区代表の団体戦実施。

昭和 56年 4月

第4代会長、金井秀一 (群馬県立伊勢崎商業

高校校長)就任。以来平成 6年 3月 まで12年

間在任。

昭和 56年 8月

第1回国際親善遠征試合 (中華民国・台北市)

実施。以降国際交流試合が盛んになる。

昭和 56年 10月

滋賀県国民体育大会より空手道競技が正式

種目になる。少年男子個人組手、少年女子個
人形が高校生の参加種目。

昭和 57年 3月

第 1回全国高等学校空手道選抜大会開催

(大阪府 。東淀川体育館)

昭和 58年 4月

全国高等学校体育連盟正式加盟承認される。
予算計上は5年間据え置き。

昭和 58年 8月

ヨーロツパ5カ 国 (西 ドイツ、ォース トリヤ、
スイス、イタリー、フランス)国際親善遠征
試合実施。

昭和 61年 7月

日本とアメリカ合衆国の間で隔年、ホーム
ステイ形式で国際交流が開始される。

2 10年 の歩み

昭和 63年 8月

・第 15回全国高等学校空手道選手権大会 (大

阪府)よ り予算処置がなされる。
・オース トラリア建国 200年 祭、ジュニァ・空

手道チーム招待遠征試合 (プ リスベーン)実
施。
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平成 1年 8月

。第1回 アジア環太平洋ジュニア空手道選手権

大会日本国開催 (福 岡県)

アジア環太平洋空手道連盟主催、福岡県空

手道連盟、福岡県高体連空手道部主管。

各国選手団、福岡市内ホームスティをして

大会参加、成功裡のうちに終了。

平成 2年 7月

・第2回 アジア環太平洋ジュニア空手道選手権

大会参加 (イ ンドネシヤ。ジャカルタ)

平成 3年 8月

・第3回 アジア環太平洋ジュニア空手道選手権

大会参加 (中華民国。台北市 )

百某理単昌17翼震奮鷺婁薦華声準成3年 8月 24日

平成 4年 8月

。第1回 アジアジユニア空手道選手権大会参加

(マ レーシア・クアラルンプール)

ォセニア地区 (オ ース トラリア、ニユージ~

ランド)を 除いてアジア地区のみ大会とな

る。

平成 5年 3月

・金井秀一氏、12年間の部長定年退職の為、退

任。

平成 5年 4月

・第5代部長谷澤一雄氏 (北海道・上之国高校

校長)就任。

平成 5年 8月

・全国高等学校20年連続出場校表彰 (3校)表

彰校栃木県・宇都宮商業高校

兵庫県・神戸野村工業高校

兵庫県・夢野台高校

平成 6年 3月

・平成 5年度第 13回全国高等学校空手道選抜

大会より、主催 (財)全日本空手道連盟

全国高等学校体育連盟は従来通 りで、主管

が関東高等学校体育連盟空手道部に移行し

開催地東京都高体連空手道部と千葉県、埼

玉県、神奈川県の協力を得て大会を開催。

平成 6年 6月
。第 2回 アジア・ジュニア空手道選手権大会参

加 (ベ トナム・ハノイ)。

平成 6年 8月

。世界ジュニア空手道選手権大会参加 (オ ー

ス トラリヤ・パース)世界空手道連合共催

オース トラリヤ空手道連盟主管。

第 1回世界ジュニア空手道選手権大会選手団

ォーストラリア・パース平成6年 8月

平成 6年 8月

・全国高等学校体育連盟空手道部 20周年記念

誌発刊

平成 7年 5月

・全国高等学校体育連盟空手道部事務局移動

創立当初より平成7年 3月 迄の東京私立目黒

高等学校より東京。私立八雲学園高等学校に

移動。

ニュージーラン ド

国際体験

日本選手団
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平成 8年 3月

・谷澤一雄氏 (北海道・北広島高校校長)定年

退職の為部長職退任、及び当専門部創立以

来委員長職で組織の推進者で活躍 された秋

野治夫氏 (東京・成立高校)が定年の為退任。

平成 8年 4月

・第 6代部長猪俣史郎氏 (神奈川県・山手学院

高校校長)就任。

・新委員長大門伝氏 (熊本・東稜高校)就任

平成 8年 8月

・第 3回 アジア・ジュニァ空手道選手権大会

(中華民国・台中市)参加。

平成 9年 3月

・大門伝氏 (熊本 。東稜高校)定年の為委員長

退任。

平成 9年 4月

・新委員長朝野文夫氏 (北海道・オL幌新川高校 )

就任。

平成 9年 8月

・ フイリピン (マ ニラ)国際親善遠征試合実
施。

平成 lo年 3月

・15年 間紆余曲折の後、関東 (東京)で実施し
てきた全国選抜大会を地区活性化と選手育
成の意味から全国 6地区 (北海道東北地区・

関東地区。東海北信越地区・近畿地区・中国四
国地区・九州地区)に編成、地区輪番制で開
催 となり、第1回 目 (第 17回 )大会を九州地
区福岡県で実施。

3 将来に向けて

当部発足時は全国各都道府県の組織の基盤
づくりと全国各地に点在する空手道を愛好する
高校生たちを一堂に会する機会を与えることに
日夜奔走し、徐々にであるが各都道府県におけ
る連盟の設立及び高体連加盟が実現 していき、

参加県、参加校、競技人口も増加してきた。

現在では県を代表 して全国大会に出場する
ことが至難な状況となり、一方、大会出場は・In
烈な激戦で高校生の部活動もそれに応じて活発
になってきた。高校空手道の競技力 もここ lo

年間で急速に成長が見られ、大学への進学率も

高くなると同時に日本の空手界の中心的な存在
にたっている。

永年の懸案である空手道を高校体育の正課

として導入すべく、指導書の作成、学習指導要

領の作成、教科書づくり、VTRの製作を手が

け準備段階が終わったところで文部省の学習指

導要領の改訂があり、その他の武道の中で体育

の正課の中に組み入れて授業ができるように

なったが、しかし現場では、指導者不足と学校

全体のカリキュラム等の問題もあり、すぐには

取りかかれない現実である。これらを一つ一つ

解決していく事が今後の高校空手道の課題であ

る。今現在高校生が参加できる国際大会の最大

級の大会は隔年おきに実施されているアジア・

ジュニヤ空手道選手権大会である。世界では

130カ 国に及ぶ国々に空手道愛好する同士がお

り個々には交流があってもひとつにまとまって
の大会が開催されない現状では国際化時代に乗

り遅れている感がある。

世界ジュニヤ空手道選手権大会が然るべき

組織団体のもとで、早くひとつの輪になって開
催されるように努力することも、21世紀を担
う高校生のために実現しなくてはならない目標
の一つである。
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《事務局》

〒330-0804埼玉県大宮市堀之内 1‐615

大宮開成高校内

TEL 0748(641)7161
FAX 0748(647)8881

創  立 :昭和 43年

加盟校数

部 員 数

289校

2,591名

1,745名

4,336名

子

子

計

男

女

合

日本アーチエリー協会

設立

近畿総合体育大会開催

第 1回 全国高校 アー

チェリー競技会開催(大

阪府布施市、現東大阪

市)

競技会の名称を「

高等学校アーチエリー

選手権大会」に改称

全日本アーチエリー連

盟高校部発足

選手権優勝碑「ダイア

|ナ 」作成

選手権大会個人参

新設

大会開催基準見直し

部長理事長制導入

全国高体連加盟に向け

活動開始

全国大会記録集創刊

全国高体連加盟申請

総務、競技、強化、事務

局設置

全国高体連正式加盟ヘ

の手順決定

第 1回全国高校選抜大

会開催 (愛知県)

中田  昇

木村 好治

小笠原朋憲

組織拡充に着手 全米

選手権選手派遣事業、

ジュニア選手強化開始

学校登録番号指定

1曇靴λ勇各鞘露
開始

加盟に向け各都道府県

へ協力要請行う

全国高体連加盟承認

新組織による常任理事

|§

開催 審判委員会設

専門部規約原案決定

中込恵子 (甲府第一、山

梨)オ リンピック出場

第 I ttJr世界大会 (ノ

ルウェー)へ選手派遣

全国高校総体参加

全国高校選抜大会長浜

ドーム(滋賀県)で開催

ホームページ開設

インターネットによる

全国大会速報開始

田中 康彦

小笠原朋憲

里見 勝人

松崎 洋右

|      ″

一九

３
　
　
５
　
６
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1沿 革

全国高等学校体育連盟アーチェリー専門部と

しての歴史はまだ10年 を経ておらず、全国高等

学校総合体育大会 (イ ンターハイ)に正式参加

してからも4回の大会を経験 したに過ぎない。

しかし、高校アーチェリーの歴史は古 く、戦後

のスター トは1950年 代に遡ることができる。

1950年代後半、静岡県浜松市の日本楽器 (現

在のヤマハ)の射場で高校生の愛好者が個人的

な活動を開始したのが高校アーチェリーの始ま

りであろう。この個人的な活動が、地元高校の

の学校活動に発展するまでには、さほど時間は

かからなかった。

初の高校生独自の競技会は昭和 37年 に関係

諸兄の近畿高体連への働きかけにより行われた

近畿総合体育大会である。当時は世界アーチェ

リー連盟 (FITA)の 加盟権を日本弓道連盟が

有していたこともあり、競技方法も和弓の競技

方式を取 り入れたものであったが、高体連の主

催により競技が行われたことは後の高校アー

チェリー界に大きな影響を与えた。その後競技

方法がアーチェリーの形式に変更され、全国大

会実施へと向かってゆくことになる。

昭和43年 8月 10日 には第 1回全国高等学校

アーチェリー競技会が布施市 (現在の東大阪

市)で地元関西地区の高等学校に静岡県の高等

学校を加え開催され、翌年は静岡県営草薙運動

場に場所を移し第 2回大会が開催された。

第 3回大会より競技会の名称が「全国高等

学校アーチェリー選手権大会」と改称され、高

校総体に加入した現在もこの名称が使用されて

いる。翌第 4回大会からは選手権参加枠が各都

道府県 2校以内と前年度優勝校に制限され、全

国大会としての重みが与えられた。そして昭和

49年の第 7回大会からは各都道府県の代表校

制となり、各都道府県男女各 1校 と前年度優勝

校の参加という規定となり、前年度優勝校の参

加規定以外は現在 とほぼ同じ形となり、競技会

としての完成を見ることとなるのである。

組織 としては昭和 46年 に全 日本アーチェ

リー連盟内に高校部が設置されたが、高校アー

チェリー界にとって最大の目標は全国高等学校

体育連盟 (以下、全国高体連)に正式加盟する

ことであった。

全 国高体 連

(第 8回)     に加盟するため
全国高等学校 ア チェ リ 選 業 大会

  に は 高 体 連 に 加

盟している都道

府県が 30以上

なければならな

かったが、昭和

52年 の第 10回

大 会 では全 国

22都道府県か

ら189名 の参加

であった。

昭和 51年木

村好治氏 (元青

森県名久井農業高校校長、現全高ア専顧問)を

初代の高校部長に選出し、とか く全 日ア連主導

になりがちの運営を、高校独 自のものにするた

めの基礎が作 られた。昭和55年 、中田昇氏 (元

大阪女子商業高校)を 二代日高校部長に選出す

るとともに、全国高体連へ加盟申請が行われ

た。

昭和 58年 には東京都アーチェリー協会の高

校部が東京都高体連に加盟。これに刺激された

かのように北海道、福岡、愛知、埼玉などが

次々と高体連に加盟していったのである。

昭和57年小笠原朋態氏 (現全高ア専顧問)を

三代日高校部長に選出し、高体連への加盟申請

も継続された。そして翌昭和58年、高体連への

準加盟が決定。組織拡充と事業実施内容等の統

一化に向けて運動が強化され、全国高体連加盟

に向け懸命の努力が続いた。昭和61年には専門

部会報第 1号及びランキング表が発刊 され現在

に至っている。

過去の全国高校選手権の優勝者には、三連

覇を達成しオリンピックでも活躍している山本

博選手 (横浜高校)、 高校生として初めてソウ

ルオリンピックの代表となった中込恵子選手

第 8回大会プログラム

第 1回大会プログラム

-381-

第1回

全日本高校

ア■チェリァ選手権大会
一　

Ｉ



(甲府一高)。 大学生・社会人を押 しのけて高校

生が全日本選手権を制覇した松阪裕美選手 (横

浜学園高校 )。 高校生ながら広島で開催された

アジア大会の代表となった今福織江選手 (大分

東明高校)な ど大きな活躍が続いている。そし

て、高校生 2人 目のオリンピック選手として小

出美沙都選手 (大分明星高校)が、ア トランタ

で活躍したのは記憶に新 しい。

2 10年 の歩み

(1)昭和63年度 (1988)

5月 は高校アーチェリー界にとって、記念す

べき年であった。昭和 55年 (1980)か ら、全国

高体連に加盟申請して以来、8年 目に加盟が承

認された。加盟にあたって、専門部設置県の増加

を目指し、全国各地で運動を広げた。各都道府県

の加盟取 り扱い基準と今後の見通し、クリアす

べき条件などの把握に取 りかかったものの、肝

心の未加盟県の反応は今一つで、地域活動発展

論をもってメリットを説 く加盟県に対し、県協

会依存からの脱却に不安を募らせる未加盟県が

あり、今後の競技会備品、独自資金の確保等々で

難色を示す向きがあり、全体が加盟の方向に進

むには予想以上の時間がかかった。

加盟への本格的な動きは国体正式参加 (昭

和 55年)がきっかけだが、各県の捉えかたは、

競技者数の増加を受けて専門部の設置を図る立

場 と、国体の開催順を迎える地元の思い入れか

ら設置を図る立場があり、双方が絡み合って今

日を迎えた訳だが、全国高体連加盟の背景には

国体参加が大きく幸いした。

昭和62年 10月 末での各都道府県への加盟は、

23県 になった。加盟の条件は、「おおむね30都道

府県で高体連加盟または、40都道府県に於いて、

実質的な活動が審議の対象」であったので、後者

でやっと条件を満たしての加盟であった。

当初 (昭 54)、 加盟数は19都道府県であった。

この間「国体のリハーサル大会」として国体開催

県に依存しながら高校選手権大会は、第 13回大

会から第25回大会までの13回 を開催県と相互依

存の関係で実施してきた。加盟してから同時開催

までに更に5年の年月を要したからである。

これまでは、準加盟の競技種目の扱いで、名義

共催の禁止・全国高校総体開催期間中の同時開

催禁止などの措置があって、生徒共々残念な思

いで大会を実施していたことを思い出す。

この年、全国高体連への加盟承認をうけて、新

組織による常任委員会を設立し、「伊豆下田会

議」を開催 し、全国高体連アーチェリー専門部

(以下、全高ア専)の夜明けは、下田から始まっ

た。今までの組織である総務・競技。強化の各委

員会に事務局を加えた4部門に新たに審判委員

会を設置した。また、全高ア専規約を審議し、原

案を決定したのもこの会議であった。

初代専門委員長に清本修 (広 島・可部高)を、

初代専門部部長に里見勝人 (東京・淑徳高校

長)、 副部長に松崎洋右 (埼玉。大宮開成高校長)

と猪飼彰 (愛知・愛工大名電高校長)を選出し、

全高ア専の新組織は誕生した。

また、全国高体連加盟を祝福するにふさわし

く、中辻恵子 (山梨・甲府第一高)が高校生初の

オリンピック選手に選ばれ、ソウルオリンピッ

クに出場 した。

また、アーチェリ=の全国大会は昭和 43年

(1968)8月 10日 大阪の東大阪グランドで第 1

回全国高等学校アーチェリー選手権大会を開催

して以来、21回 目を数え、この年は北海道旭川

市で開催された。

(2)平成元年度 (1989)

4月 、第2代専門部部長に松崎洋右 (埼玉・大

宮開成高校長)を 選出。後任は空席。

高校選手権大会で団体女子の折尾高 (福岡)

が 2年連続優勝をはたす。

ジュニアチーム海外派遣が始まり、8月 に、男

子2名 、於久直人 (滋賀・北大津高)、 大橋亨 (東

京。東京工業高)・ 女子 3名 、井上鹿代子 (静岡・

富士見高)、 池田裕紀子 (兵庫・甲南女子高)、 長

見みどり (広 島・山陽女子高)の計 5人が高校

生としてはじめて、朝倉基夫 (北海道。本L幌啓北
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高)コ ーチの引率のもと、第 105回全米アー

チェリー選手権大会 (ア メリカ・オハイオ州)

に派遣される。

(3)平成2年度 (1990)

清本修 (広 島・可部高)専門委員長退任によ

り、4月 より薮内徹 (滋賀・伊吹高)が、専門委員

長を代行する。空席の副部長に越田稜 (東京。学

習院高)を選出。

ジュニアチーム海外派遣は、8月 に男子2名 、

親泊竜也 (,中縄・宜野湾高)、 赤井雅宏 (滋賀・北

大津高)・ 女子 1名 、湯浅久美子 (群馬・安中実業

高)が、朝倉基夫 (北海道。本L幌啓北高)コ ーチ

の引率のもと、第 106回全米選手権大会 (ア メ

リカ・オハイオ州)に派遣される。

高校選手権大会で団体男子の伯稜高 (福岡)

が 2年連続優勝をはたす。

(4)平成3年度(1991年 )

4月 、薮内徹 (滋賀・伊吹高)を、第2代専門委

員長に選出。

7月 、第 1回 ジュニア世界選手権大会が始ま

り、ノルウェーのサンデフィヨルドで開催され、

選手派遣が始まる。これまでは全米選手権の

ジュニア部門に派遣していたが、ジュニアの世

界大会が始まり、世界のアーチェリー界にとっ

ても、大きな躍進であった。日本チーム監督に全

日本アーチェリー連盟 (以下、全 日ア連)の開

政敏、男子コーチに立入彰修 (滋賀・北大津高)、

選手は厚海善栄 (福 島・田村高)、 上野貴裕 (滋

賀・北大津高)、 平尾彰浩 (静岡・浜松北高)、 松村

庫司 (滋賀・大津商業高)の 4名。女子コーチは

五百蔵正雄 (兵庫・甲南女子高)、 選手は小橋川

具裕美 (,中縄・宜野湾高)、 谷岡和子 (兵庫・甲南

女子高)、 下田員弓 (青森・三本木農業高)、 吉田

しのぶ (埼玉・所沢中央高)の 4名 。男子団体は

14位 、個人男子でも平尾が 41位。女子団体は4

位と健闘し、個人で小橋川が 13位。男子は惨憎

たる結果に終わったことを、立入は次の 4つの

原因をあげて今後の反省としている。「体力とパ

ワーの差」「外国人に対するコンプレックスや日

本と外国の差による精神疲労」「高価な弓に頼 り

すぎていて、弓を使いこなせていない」「日本国

内の指導者側の統一見解のなさ」。特に「技術指

導者・弓具のメカニシャン・心理学見地からみた

指導者など、それぞれのエキスパー トがそれぞ

れの立場で活躍 し、選手の力を 100%引 き出せ

る技術スタッフ及び、全国の指導者を対象とし

たそれぞれのエキスパー トによる研究発表や

研修会が必要だ」と、的を得た忠言を述べてい

る。これらは、現在では盛んに色々な機会を設

けて実施している事柄である。

(5)平成4年度(1992)

ジュニア海外派遣は第 108回 全米選手権大

会 (ア メリカ・オハイオ州)であった。5名 がイ

ンターミディエイトビジター部門に参加。ジュ

ニア世界選手権が2年 に1回 開催されることか

ら、開催されない年は毎年開催の全米選手権に

派遣している。監督は水上英彦 (静岡・富士見

高)、 男子コーチは立入彰修 (滋賀・北大津高)、

女子コーチは穂苅美奈子 (東京・国際基督教大

学高)であった。選手は、松山義一 (東京・東京

工業高)、 相蘇義章 (北海道・旭川北高)、 岡野善

恵 (兵庫・甲南女子高)、 角田義美 (滋賀・虎姫

高)、 坂口絵理 (福 岡・伯稜高)であった。女子個

人で角田が 2位、松山は3位に入賞。穂苅は「選

手としての独立心を持つことが今後は大事だ」

と言っている。また「自分で判断し、決断してい

く機会が少ないせいか、依頼心が強 く、そのこ

とがアーチェリー競技のような個人スポーツ

をやる上でマイナスに働いている場合が多い」

とも言っている。

「会報」には、専門的な分野から広瀬明氏 (全

日ア連強化部)に「基本射形の考え方と注意

点」としての特別寄稿を依頼 し、全国の高校生

のために基礎的な分野からの啓蒙をはかった。

また、全国高体連加盟に伴い、服装規定も改

定した。

(6)平成5年度 (1993)

4月 、鵜飼泰勇 (愛知・愛知高校長)を副部長

に選出。

8月 、全国高等学校総合体育大会 (以下、高校

総体)が栃木で開催され、アーチェリー専門部

として初めて参加。加盟承認されて5年 目であ

り、この時の関係者の感激はひとしおのものが

あった。初めての大会の競技方法は、引き続 き

50・ 30mの 当時で言うハーフの考え方と、世界

に会わせ、シングルで記録の比較をとの考えが

あった。全国高体連中央委員会は、競技会の運

営施設面や日常活動 と校内練習場問題などか
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ら、長距離の実施は否定し、ハーフの続行が加盟

承認の条件とした。しかし、公式競技論とともに

熊本国体の実施要綱変更などもあ り、3年 間の

準備期間を経て、山梨大会からシングル化への

変更承認が得 られた。同時に、陸上競技場の広さ

で競技の実施が開催承認条件 としてうたわれ

た。また、競技方法も、世界はマッチプレーの方

向に進んでいたが、全高ア専は、見て楽しく選手

自身の緊迫感を考慮 した。すなわち、各ゾーン

ごと4チ ームから2チ ーム勝ち上がるという予

選方法を取 り入れた。栃木・富山と同方法で進め

る中で、大会を見に来ていた他国の関係者から、

「この方法は面白い。初めから敗者復活戦が組み

込まれていて、むしろオリンピックの形式より

良いのではないか。」という評も得た。

8月 、第2回 ジュニア世界選手権大会 (フ ラン

ス。モリエッツ)に 高校生を派遣。日本チーム総

務に開政敏 (全 日ア連)、 男子コーチに立入彰修

(滋賀・北大津高)、 女子コーチは五百蔵正雄 (兵

庫・甲南女子高)であった。選手は男子は、本村

正純 (神奈川・横浜高)、 阿久津義和 (栃木・馬頭

高)、 宮子祐輔 (石川・桜丘高)丹治慶和 (福 島・

福島)の 4名 で、団体は1回 戦敗退でH位。個人

でも木村の 33位が最高に終わった。女子は、後

藤和美 (埼玉・大宮開成高)、 山岡麗子 (神奈川・

横浜学園高)、 橋場美由紀 (青森・三本木農高)、

岩崎友加 (兵庫・甲南女子高)の 4名 で、団体は

5位で、2回戦敗退だった。

(7)平成6年度 (1994)

4月 、桑ケ谷森男 (国際基督教大学高校長)を

副部長に選出。

8月 、第3回 ジュニア世界選手権大会 (イ タリ

ア・ロンチェグノ)に 派遣。チームキャプテンは

立入彰修 (滋賀・草津東高)、 男子コーチに池田

幸一 (神奈川・横浜高)、 女子コーチは五百蔵正

雄 (兵庫・甲南女子高)であった。男子は、園田

孝史 (神奈川・横浜高)、 桜井隼 (東京・東京工業

高)、 角野良太 (神奈川・横浜高)、 吉田慶二 (奈

良・奈良高)の 4名で団体 5位。女子は、横田知

子 (大分・大分東明高)、 今福織江 (大分・大分東

明高 )、 八木かお り (京都・兎道高)、 西端摩耶

(兵庫・甲南女子高)の 4名 で決勝ラウンド1回

戦敗退。

「会報」には、「 JOCチーム ドクターから見た

アーチェリー」として特別寄稿してもらい、河野

一郎氏 (JOCチ ーム ドクター)か ら医学的な

面からの指導法、注意点などを指摘、またメンタ

ルな面の重要さなどの内容について享受した。

3月 全国高等学校アーチェリー選抜大会 (以

下、高校選抜大会)を インドア大会に変更する。

高校選抜大会は、昭和 58年 (1983)第 1回 を愛

知県で行い、現在 (平成 10年 3月 )で 16回 を終

えている。アウ トドアの大会を1回 からH回 ま

で実施し、この年から3年 間、「長浜 ドーム」での

開催であった。15回からはもとのアウ トドア大

会に戻った。選抜大会の時期が3月 下旬という

ことで、天候に左右されやす く大会開催地が容

易ではないこともあって、全天候形開催をは

かってのインドア開催であった。しかし、3年実

施してみて、開催地の固定化が地元の負担増と

なり、正式記録として認められないこともあり、

アウ トドアに戻った。

(8)平成7年度 (1995)

4月 吉田悠記 (愛知・愛知高校長)を 副部長に

選出。

8月 、第 Hl回全米アーチェリー選手権大会

(ア メリカ・オハイオ州)に 高校生を派遣。チーム

リーダーは立入彰修 (滋賀・草津東高)、 男子コー

チに池田幸一 (神奈川・横浜高)、 女子コーチは五

百蔵正雄 (兵庫・甲南女子高)であった。男子は、

村越永人 (福 島・田村高)、 霜村隆史 (神奈川・横

浜高)、 女子は、小出美沙都 (大分・明星高)冨島

優 (兵庫・甲南女子高)の計 4名であった。

インターハイの夜を利用 して、「技術セ ミ

ナー」を開催 しているが、今回は金亨鐸氏 (台湾

国立体育専門大学監督・元韓国女子アーチェ

リーナショナルチーム監督)の「24年間のコー

チ生活を通 して」という題で講義 してもらい、

「会報」には「講義ノー ト」を掲載した。インター

ハイに参加できなかった全国の顧問。高校生に

是非知ってもらいたい内容である。

(9)平成8年度 (1996)

8月 、高校選手権大会の競技形式が新 しく

なった。長距離 (90・ 70、 70・ 60m)と 今までの短

距離 (50・ 30m)各 18射で予選ラウンドを行い、

24チームを残して、決勝ラウンドは70m、 トー

ナメント方式でおこなう。オリンピックに準 じ

た改定であり、国体や大学選手権ではまだ取 り

入れてない方法で、全高ア専が柔軟に世界に対
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応しようとする前向きな姿勢の表れである。

7月 、第4回世界ジュニア選手権大会 (ア メリ

カ・カリフォルニア州)に選手6名 を派遣する。

世界ジュニアは2年に1回行われる若人の祭典

である。チームリーダーは水上英彦 (静岡・富士

見高)、 チームコーチは穂苅美奈子 (国際基督教

大学高)であった。選手は、男子、土井隆嗣 (兵

庫・滝川高)、 高松大輔 (三重・三重高)、 山縣朝太

郎 (静岡・富士見高)女子は、田原雅代 (愛知・

岡崎東高)、 川内紗代子 (福 岡・折尾高)、 上原絵

里奈 (京都・兎道高)であった。女子団体は4位、

男子は予選落ち。個人では高松の 47位が最高

で、女子は川内の 11位が最高だった。

数年続けている「会報」の技術セミナーは、高

柳富士丸氏 (愛知医科大学運動療育センター講

師。日本体育協会スポーツドクター)の「アー

チェリー競技の運動学」を掲載。また、戸田敦大

氏 (広 島県立総合体育館)の「基礎 トレーニン

グの必要性について」も掲載。ますます充実して

きた。

3月 、高校選抜大会を長浜 ドームから、茨城の

波崎に会場を移す。

4月 、「アーチェリーハンドブック」発行開始。

「ハンドブック」の配布対象は登録高校生で、主

な内容は、年度内に行われる競技 日程、アーチェ

リールール、アーチェリー用語解説、服装規定、

練習カレンダー、日本記録・高校記録・国体記録

など。初心者の為の必携ハンドブックとして編

集してあり、無料配布である。

(10)平成9年度 (1997)

4月 、田中康彦 (愛知・愛知高)を第3代専門

委員長に選出。

全高ア専でインターネット上にホームベー

ジを開設。全国の高校生アーチャーや顧間の先

生方と双方向のコミュニケーションを目指すの

が目的である。

(http://www.asahi‐net.orjp/～ si7o‐sk/)

本年度のジュニアの強化育成事業の海外遠

征は、第2回韓国国際競技大会に4名 を派遣。日

本ジュニアチームコーチに水上英彦 (静岡・富

士見高)があたる。選手は、原口航 (熊本・東海

大第二高)、 牧山雅文 (佐賀・厳木高)、 坪内美沙

(兵庫・甲南女子高)、 板井那奈 (大分・大分束明

高)の 4名。

「会報」の「技術セミナー」は、第 6回全国高校

指導者研修会より「 トップを継続 していくため

の秘訣は何か」と題して、松下和幹氏 (自 衛隊)

に講演頂いたものを、文字化して掲載した。

「ランキング表」は昭和 61年 (1986)に発行

を開始し現在12集 まで発行済み。「記録収集・保

存は組織の歴史であり、同時に将来的な発展の

最も大きな原動力となるべきものである」とい

う趣旨のもと、2種別 12種 目について競技者の

ランキングを作成し、毎年度末に発行している。

有料。

「会報」は、昭和 62年 (1987)か ら総務委員会

が編集、全高ア専が発行し、現在 12号を発行済

み。内容は、要覧的な部分では沿革、専門部役員名

簿、プロック役員名簿、専門部部長名簿、専門部委

員名簿、登録学校一覧、登録数一覧、栄光の歩み

(選手権・選抜優勝校、氏名)、 各種記録、専門部規

約と、記録的な部分である海外派遣報告、イン

ターハイ優勝校のページ、学校・部紹介のページ、

技術セミナー、広報などで構成されている。

3 将来に向けて

現在の全高ア専は組織化 も方向性 もほぼ確

立した。残された問題は、如何に競技力と選手・

指導者の資質向上に精力を集結するかというこ

とと、小子化の影響による競技人口・部員の減少

を如何にして回復させるかにある。競技力向上

には各都道府県において47方式の強化策があ

るはずで、これを一つに集結し強化マニアルと

し、我々の組織で育った過去のメダリス トや日

本代表選手といった先生方の力を借 り、全体を

牽引し全体の力をまとめて強化すれば、かなり

の成果を上げられる。したがって、優秀な選手・

指導者の人材育成方策、現場指導に即応 した科

学研究の放出、諸外国の動向や最新情報の公開

などを通し、それぞれを統括 して組織全体がパ

ヮーを発揮する一貫した体系への変革が急務で

あると痛感する。

韓国の朴氏や金氏は「全高ア専は恐ろしく強

い組織力を持っている」と言っている。競技人口

の減少に関しては難しい点もあるが、スポーツ

の必要性 という点から、生命力を高め生きる力

を伸ばし与えることが昔も今も時代の要請であ

り、私たちのかかわるアーチェリーは見かけは

ソフトだが、「あたま・からだ。こころ」を練った

り鍛えたりするに望まし種日であると思う。
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〈沿革概要〉

なぎなたとい

っ呼び方は、852

年ほど前の「本朝

世紀」 という書

に、源経光が「兵

伏 として所持 し

ていたものを奈

《事務局》

〒468‐0014名 古屋市天自区中平 2-901

東海女子高校内

TEL 052(803)7432
FAX 052(804)0647

創  立 :平成 5年

加盟校数

部 員 数

312オ交

2,184名

機を克服し、多くの困難をのりこえて、昭和28

年 (1953年 )以来、従来の薙刀をスポーツとし

ての性格と内容をもったものに研究しなおし

「新しいなぎなた」ができたのである。

そして、昭和30年 (1955年 )5月 4日 に「全

日本なぎなた連盟」が発足し、初代会長に元侯

爵山内禎子氏が就任、6月 には連盟の名簿が作

成されたのである。

昭和31年 (1956年 )に は19回 にわたり研究

討議された「学校なぎなた」が、指導教材とし

て完成し、これを「女子体育教材」として採用

されるよう文部省に提出陳情したのである。長

い時間と多くのエネルギーを費やしたその努力

がみのり、文部省は昭和34年 (1959年 )12月
24日 、中学校以上の学校のクラブ活動として、

又、昭和42年 (1967年 )3月 29日 高校以上の

正課教材として採用してもよいと通達を出し、

現在までしっかりと学ばれてきたのである。

その間には昭和35年 (1960年 )7月 に文部

省共催による「第 1回 なぎなた指導者講習会」

を仙台にて開催し、その後も毎年指導者の養成

に努力し、昭和57年 (1982年 )8月 の講習会

からは「学校体育なぎなた指導者講習会」とし

て実施し、教職員の指導者の養成にあたり、

「学校なぎなた」の正し

い養成に尽力したので

ある。

なお、昭和39年 (1964

年)10月 3日 の理事会に

て「薙刀」を「なぎなた」

という文字にかえて用い

ることが決定し、現在に

いたっているのである。

木奈多と号す」とあり、この頃から世にあらわ

れたと推察されるのである。が、一般になぎな

たの出現は、天慶の乱の頃に武器として使用さ

れていたようで、その頃は「長刀」という文字

がつかわれ、その後「人馬を薙ぎ払う」という

意味から「薙刀」の文字を用いるようになった

のである。

従来、合戦の武器として主に男子が使用し

ていたが、鉄砲の伝来などで戦闘の様式がかわ

り、僧兵や医師、婦女子などの専用する武器に

移行してきたのである。

その後、江戸時代からは身を護る「たしなみ」

として特に武家の子女は必ず修練したものであ

る。そのことがつづき、明治28年来「武術が武

道」として改められたときも人間形成の目的で

女子には学ぶところが多かったのである。

しかし武道は有史以来二度ほど廃絶の厳し

い局面に立たされ、その一つが第二次世界大戦

の敗北による「武道禁止令」の施行の時であ

り、昭和20年 (1945年 )11月 6日 付の文部省

通達により、学校で学ぶことが一切できなく

なったのである。

しかし、斯道を愛好し、伝統文化としての継

承を強く熱望する人々の英知と努力によって危
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又、昭和53年 (1978年 )6月 に「全日本な

ぎなた連盟」は、アマチュアスポーツの競技団

体として「日本体育協会」に加盟し、国体参加

にむけて国体推進委員会を設置し、今後の対策

にとりくんだのである。そして、昭和 57年

(1982年 )島根県にて開催された「くにびき国

体」に公開競技として参加でき、翌、58年 (1983

年)群馬県下で開催された「あかぎ国体」より

正式種目としてみとめられ、高松宮殿下をおむ

かえし、新町住民体育館にて開催されたのであ

る。このとき国体初参加種目の「なぎなた」が

記念切手として発売され、初参加にふさわしい

記念品ができ、その上、新町住民体育館玄関脇

には、「国体のなぎなた競技はここから始まっ

た」という記念碑が、新町商工会議所の方々に

よって建てられたのである。

〈全国大会のあゆみ〉

全日本なぎなた連盟が昭和 30年に発足した

翌年、昭和31年 (1956年 )4月 29日 に「第 1

回全日本なぎなた選手権大会」が宮城県球場特

設道場にて開催されて以来、毎年開催県をかえ

本年第43回 をむかえるが、この大会の参加者

は高校生や大学生ではなく、一般の人たちだっ

たのである。が、「学校なぎなたの正しい普及」

を目的に、全日本なぎなた連盟主催の「第 1回

全国学生なぎなた大会」が、昭和 37年 (1962

年)8月 20日 香川県琴平高校体育館にて開催

され、累年今日に及ぶのである。

当時は大学の部、高校の部を同時期、同会場

で実施していたが、昭和43年 (1968年 )の第

7回 より「全国高等学校なぎなた選手権大会」

と名称をかえ、今年で第37回 をむかえるので

ある。又、なぎなたを正しく普及、発展させる

ことを目的として、昭和46年 (1971年 )7月
26日 より「第 1回 なぎなた演技大会」が加わっ

たのである。その後「形」作成委員会が何度か

もたれ、昭和52年 5月 23日「全日本なぎなた

連盟の形八本」が完成したのである。

そして高校生は八本のうち、一本目から五

本目までの形より三本をその年によりきめら

れ、大会にのぞみ現在大会は、団体の部、個人

の部、演技の部と3つ の部門にて高校生たち

が、あつい戦いをくりひろげているのである。

この間、高体連加盟にご尽力くださった今

はなき小西静子前理事長が、昭和 50年 (1975

年)11月 21日 、多年にわたるなぎなた界の功

績により、藍綬褒賞を受けられ、その後も物心

両面において、なぎなたに対して熱い情熱を注

がれ、数々の業績 を残 されたが、平成 3年

(1991年)9月 20日 ご逝去という非常に悲しい

事実に遭遇したのである。

生前、前理事長は高体連加盟が執念でその

実現のため「全国高等学校なぎなた選手権大

会」を文部省や高体連本部の方々のご理解をい

ただこうと昭和 54年 (1979年 )よ り開催会場

を東京の「日本武道館」で毎年行うことを決定

したのである。

〈組織の推移〉

昭和 60年 (1985年 )8月 の第24回全国高等

学校なぎなた選手権大会の折、故・小西静子

(財)全日本なぎなた連盟前理事長より「今後

の組織運営は、教員の皆さんにおまかせしたい

ので長を人選してほしい」と申し入れがあり、

又「競技団体での自主運営が全国高体連加盟の

必要条件」との全国高体連よりの助言の中、部

長を棚田直彦先生 (元、都立東高校校長)にお

ねがいし委員長は奈良県高体連なぎなた専門部

委員長藤川重夫先生 (元、桜井女子高校教諭)

が副委員長に大阪府高体連なぎなた専門部委員

長の伊東道純先生 (元、東大谷高校教諭)が承

引され、両先生を中心 とする執行部のご尽力

で、(財)全日本なぎなた連盟内に事務局をお

く、「全国高等学校なぎなた部」が発足し最初

の一歩をふみ出したのである。

組織はほとんど藤川先生の発案のもとに確立

され全国を全国高等学校体育連盟と同様の九ブ

ロックに分け、それぞれに地域の委員を選出し、

又その中で常任委員を選出するという形を採用

し、初期の動きは誠に円滑に進んだのである。

だが、この時点で各都道府県の高体連への

加盟数は「12府県」、全国高体連への仲間入 り

の条件「30」 の半分にも満たない状況で前途多

難だったのである。

しかし、故 。前理事長より加盟についての熱

意を何度となくお聞きし、なぎなた部の執行部

の間にも加盟を是非実現したいとの意気ごみが

湧き、翌昭和 61年 (1986年 )8月 10日 には全

国高等学校なぎなた部規約をつ くり、各都道府

県へ高体連加盟を熱心に働きかけ

昭和 61年 には茨城・和歌山が・・・14
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と、つぎつぎと加盟県をふやしたのである。そ

のかげには、昭和 63年 (1988年 )(財)全 日本

なぎなた連盟普及委員会の招集がかか り、高校

なぎなた部の運営とともに両輪の輸のごとく普

及の戦略を練ることになり、特に普及委員会の

メンバー故・福原アヤ子、飯国京子両先生の組

織作 りにかける情熱は本当に素晴らしく常々刺

激をうけながら指導をあおいだのである。

飯国先生は地元で一校であるにも関わらずテ

レビ局に働きかけ、なぎなたを放映してもらっ

たりて教育委員会の何度も足を運び交渉された

ことは執行部一同脱帽させられたのである。

そして平成 3年の「なぎなた部総会」にて来

年度より自主運営を大前提に、競技役員につい

ては、なぎなた部役員、主管地の教職員、並び

に主管地のプロック内の教職員を中心に構成

し、審判員はなぎなた連盟より推せんしていた

だくということに決定したのである。

その間には、前理事長の高体連加盟への執念

をうけつがれ平成 3年 (1991年 )9月 29日 に

就任された現 。河盛敬子理事長が「高校の先生

方の自主運営を」とあたたかく見守っていただ

き、多大なご協力と励ましのなかで会場を13年

間続いた「日本武道館」から「大阪府立体育会

館」に移し、平成 4年 (1992年)7月 30、 31日

「第31回全国高等学校なぎなた選手権大会」を

高等学校の教職員の手で開催したのである。

そしてついに、

平成 4年愛知・岐阜・三重・徳島・熊本・佐

賀と加盟を承認していただきその数「30」 とし

たのである。そのかげには、委員長伊東道純先

生 (元東大谷高校教諭)が平成 2年度より、東

海プロックヘ何度となく足を運ばれ、各県の高

体連加盟早期実現にむけての意見交換をされ、

該当県の高体連への働きかけをしてくださった

功績を忘れてはならないのである。

〈全国高体連加盟への働き〉

加盟数「30」 に到達 した平成 4年 (1992年 )

9月 24日 書類を整え神田護会長 (元小岩高校

校長)伊東道純委員長 (元大谷高校教論)、 徳

地昌代常任委員 (現都立第五商業高校)の 3名

で全国高体連事務局へ加盟申請を提出に。

この時全 日本なぎなた連盟常任理事大井幸

枝先生も同道してくださり、お口添えいただく

と共に文部省へのご挨拶にもごいっしょしてい

ただき心強いものがありました。そして、この

年の H月 6日 の全国高体連理事会の席上にて

加盟を承認していただき、平成 5年度より正式

加盟が認められここに、「全国高等学校体育連

盟なぎなた専門部」が誕生し、事務局を全 日本

なぎなた連盟内から部長の所在校府立豊中高校

においたのである。

思えば、加盟への道程は長く険しいものでし

たが毎年のように全国高体連加盟申請の資料を

作成し、4月 当初に事務局まで足を運んでくだ

さった伊東委員長をはじめ竹下裕伸 (元鹿児島

純心高校教諭)徳地昌代 (現都立第五商業高校

教諭)、 三浦利枝子 (現和歌山信愛女子高校教

諭)、 佐藤知尚 (現文化短大杉並高校教論)の 3

名の常任委員のご尽力は忘れてはならないもの

である。そして平成 5年 7月 に第 1回専門委員

長会議が全国33都府県 (その後、東京・鳥取・

新潟が加盟)の専門委員長の参加のもと大阪府

立体育会館の会議室にて開催され冒頭から加盟

を果たした喜びの言葉で始まったのである。

又、この年の全国高体連理事会の席で、平成

9年度の全国高等学校総合体育大会の正式種目

として参加決定という、うれしいニュースがは

いったのである。

|
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9年度までの 3年間は会場を大阪府立体育

会館、鳥取県岸本町立体育館、大阪・堺市体育

館とかえ高等学校の教職員の手で企画運営をし

て初参加の京都総体にむけての準備にあたった

のである。

特に審判員はなぎなた連盟からの推薦制

だったのを、なぎなた専門部各プロックからの

推薦制とし、常任委員会で21名 を決定,研修

会や講習会を年 3回実施しその養成にあたった

のである。誰もが待ちにまった平成 9年度京都

総体があと1カ 月とせまったとき、なぎなた会

場に「皇太子殿下同妃殿下の行啓」との情報が

入りなぎなたにとっては第1回大会が記念すべ

き大会になる喜びと共に緊張感ただよう1カ 月

だったのである。

初参加の京都総体は、木津町の木津中央体

育館 にて平成 9年 8月 2日 、行進のファン

ファーレによって幕があがり、選手達の行進を

感無量のおもいで見守っていたのは常任委員は

もちろんのこと、おまねきした歴代の部長、副

部長そして委員長の方々だったことはいうまで

もないのである。

三日間の競技は、けが人もなく心配されたハ

プニングもなくスムーズな運営のもと8月 4日

(月 )午後 4時幕がお りたのである。

その上、皇太子殿下同妃殿下行啓 という大

変な名誉をいただき、30分間という決められ

た時間の中、熱心に選手達の試合をご覧いただ

きおかえりの際雅子妃殿下におかれましては競

技役員や補助生達にねぎらいのお言葉をかけて

くださり、緊張感ただよう会場になごやかな、

ほっとした空気が流れ会場内の全員が最高の気

持ちでお見送 りでき、まさに初参加にふさわし

い記念となったのである。

又、NHKテ レビが 1時間にわたり“なぎな

た競技"を生中継で全国の茶の間に準決勝、決

勝戦の戦いぶりを三浦常任委員の解説をまじ

え、わかりやすく放映してくださったことは、

なぎなたの普及に「効果、大」との喜びの声が

あがったのである。

京都総体終了後、ただちに反省会をもった常

任委員たちは「運営組織の一層の強化」を課題

に香川総体にむけて再び動きだしたのである。

〈あたらしい日標〉

京都総体を無事終え、長年の悲願が果たせ

たことを率直に喜びたい反面、全国47都道府

県全部が大会の参加できず 45都府県にとど

まったことが気がかりである。北海道と長崎県

がいまだ高体連に未加盟で本年度準加盟で全国

総体に参加することもほど遠い現状の中、執行

部では北海道、長崎県の 2つ を準加盟にもって

いけるよう働きかけることと、正式にプロック

大会がもてない東北・北信越プロックをプロッ

クの高体連加盟までもっていけるよう努力する

ことを目標に努力したいのである。

そして、「なぎなた」が単なる競技に終始す

ることなく「なぎなた」という武道のもつ本来

の精神・理念である「人間形成」を目標として

全国高体連なぎなた専門部は活動していくつも

りである。

参考資料

・財団法人

全 日本なぎなた連盟 30年 史

・なぎなた専門部広報
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回 会 場 名 期  日 団体優勝校 個人優勝者 演技優勝組
１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐

引

「

‐

２‐
‐

‐

へ（

‐

「

‐

２３
‐

司

‐

1香川県琴平高校A

東京都新宿区立体育館

京都市岡崎公会堂

福岡市九電記念体育館

横浜市文化体育館

香川県立体育会

愛知県体育館

宮城県スポーツセンター

神戸市立中央体育館

鹿児島県体育館

栃木県体育館

大阪市立中央体育館

島根県立武道館

神戸市立中央体育館

秋田県立体育館

鹿児島県体育館

静岡市民体育館

日本武道館

S53.8.6

～7

S548.17

～ 18

S55.8.12

S568.11

S57.8.10

S58.8.9

S59.8.13

八代第一高校

松山東雲高校

初芝高校

秋田和洋女子高校

鹿児島純心女子高校

秋田和洋女子高校

松山東雲高校

松山東雲高校

鹿児島純心女子高校

東大谷高校

岡山県立勝間田高校 |

川辺浩美

(秋田和洋女子高校 )

佐村美穂子

(中村学園女子高校 )

高橋智子

(愛知県立五条高校 )

内村喜久代

(鹿児島純′し、女子高校)

岡 美幸

(香川県立農業経営高校)

湯浦道世

(鹿児島純′し、女子高校)

重平明美

(岡 山県立林野高校 )

(初芝高校 )

吉田奈保子・山中美智子

(初芝高校 )
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回 会 場 名 期  日 団体優勝校 個人優勝者 演技優勝組

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

日本武道館

日本武道館

日本武道館

日本武道館

日本武道館

日本武道館

日本武道館

大阪府立体育会館

大阪府立体育会館

大阪府立体育会館

鳥取県岸本町民体育館

堺市立大浜体育館

木津町中央体育館

S60.8.12

S61.8.11

S62.8.10

S637.25

Hl.725

H2.8.13

H3.8.12

H4.7.30

～31

H5.7.29

～30

H6.7.28

-29

H7.8.8

～10

H8.7.26

-28

H9.8.2

～4

初芝高校

沖縄県立知念高校

沖縄県立知念高校

岡山県立勝間田高校

岡山県立勝間田高校

石川県立金沢女子高校

岡山県立勝間田高校

清教学園高校

香川県立琴平高校

岡山県立勝間田高校

岡山県立勝間田高校

清教学園高校

清教学園高校

知念一美

(沖縄県立知念高校 )

福永ひろみ

(鹿児島純心女子高校)

土橋祐子

(山 梨県立身延高校 )

吉原美由紀

(中村学園女子高校 )

野間はるか

(愛媛県立北条高校 )

炉元陽子

(鹿児島純心女子高校)

比嘉里美

(沖縄県立知念高校 )

服部雅子

(鹿児島純心女子高校)

三輪悦子

(香川県立琴平高校 )

竹宮慶子

(愛媛県立北条高校 )

本田優子

(愛媛県立北条高校 )

1堀 田涼子

1麓薫l

知念一美・城間真弓

(沖縄県立知念高校 )

伊藤貴代美・土橋祐子

(山梨県立身延高校 )

伊藤貴代美・土橋祐子

(山梨県立身延高校 )

森原芳子・初鹿野多恵

(′鳥取県立′鳥取西高校)

松尾直美・三輪美紀子

(香川県立琴平高校 )

許斐陽子・上野美紀

(中村学園女子高校 )

柳沢恵子・草山圭子

(清教学園高校 )

三輪悦子・福屋訓子

(香川県立琴平高校 )

三輪悦子・福屋訓子

(香川県立琴平高校 )

勝男英恵・爽嶋浩子

(中村学園女子高校 )

中平由美。前田富子

(伊丹市立伊丹高校 )

知念孝子・糸数珠江

(沖縄県立知念高校 )

中島加詠・貴島政英

(伊丹市立伊丹高校 )
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研

《事務局》
〒 331‐0061 大宮市西遊馬 1601

県立大宮武蔵野高校内

TEL 048(622)0181
FAX 048(620)1903

年
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日日

裕

孟

義
　
　
　
　
　
　
　
泰

癬
邸
語
　
林
　
林
鶏

木曽 滋

深沢 五男

江原 隆起

福田 富夫

古川  修

理事長兼任

理事長兼任

千葉県

山梨県

群馬県

栃木県

埼玉県

1沿 革

高体連の組織 として研究部門の充実が叫ば

れ、昭和 42年 (1966年 )2月 17日 に東京の薬

業会館で第 1回全国高等学校体育連盟研究発表

会が開催された。この研究大会の発展 とともに

研究部発足の機の熟 したのが昭和 58年であっ

た。昭和 57年 2月 に初めて東京を離れ、和歌

山で第 16回大会が 2日 間の日程で開催され一

つの転機を迎えた。2日 間開催、開催地の全国

持ち回り等、規模が大きくなるに従って研究部

の独立の気運が高まってきて「全国高等学校体

育連盟研究大会開催基準要項」を作成し、「研

究部規約」が施行されたのが昭和 58年 (1983

年)であった。昭和 63年 には、全国高体連理

事長が兼任 していた部長を新たに選出し、また

研究部の事務局も部長とともに移 り、名実とも

に独立した。

(詳 しくは「全国高体連 40年史」"全国高体

連研究大会概要"を参照 ください。)

究
Ｒ
Ｐ

立
口

2 10年 の歩み

研究部が実質的に発足 したのはこの 10年間

といえる。研究大会の充実発展に伴い、研究部

の組織運営も充実してきた。実質的な初代部長

京増敏朗の努力で基礎固めが行われた。事務局

と部長は関東高体連の事務局とともに持ち回り

となり、研究大会は開催県の実行委員会が中心

となって運営を行っている。各都道府県研究部

委員長会議が年 1回、研究大会の前 日に開催さ

れている。全国 8プロックの代表が集まる全国

高体連研究部常任委員会も組織されている。

研究部の 10年 間の歩みは、そのまま研究大

会の歩なと重なり充実してきたといえる。研究

部の独立及び組織作 りに尽力された元研究部

長、京増敏朗 (千葉)が第 25回広島研究大会

(H.2年度)の折 り基調報告で次のように述べ

ている。研究部及び研究大会の問題点課題等、

将来に向けた提言がなされ、一つの区切 りと

し、進むべき方向となったので、多少長 くなる

が要旨を紹介し、10年間のまとめとしたい。

『高体連の発展のために、研究部は何を目的

とすべきか。そしてこの研究大会をどのように

すべきか。研究部の目的は規約第 3条「高等学

校教育活動の一環として、全国高等学校体育連

盟の目的を達成するため高等学校の部活動に関

する調査ならびに科学的研究を行い、高等学校

体育・スポーッの発展に寄与することを目的」

としている。要するに、部活動に関する調査、

研究です。したがってこの大会も部活動の研究

発表というものが主となっています。運動部の

存在と同時に課題も存在しています。部活動を

推進しようとすると同時に課題も解決しなけれ

ばなりません。そのために研究大会の果たす役

割は大きいものがあります。主題となる部活動

の研究については三つの面から迫っていこうと

しています。一つは普及と振興、次に安全、も

う一つは競技力の向上の三つです。分科会での

発表数は競技力の向上が一番多く安全が少ない

のが現状です。

運動部活動の効用は何か。おお ざっばに

いつて一つは高い水準に挑戦することができ

る。次にスポーツの楽しさや喜びというものを

味わうことができる。そして三つめには好まし
い人間関係を育成することが期待できる。以上
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の三つのことが基本的には教育的効果があると

いわれています。このような効果を期待し、豊

かな学校生活を経験させることのできる教育的

意義を我々部活動関係者だけでなく、社会的に

も自他共に認めて、各学校で進めてまいったわ

けです。

しかし最近、特に問題になっていることが

あります。運動部に所属する生徒の減少という

点です。いろんな研究発表を見ましても解決を

したという発表はありません。この問題には決

め手はないように思います。ただ、発表の結

論、まとめ等を見ていると共通しているものが

あります。それは生徒の側から見ると、気持ち

よく部活動をやりたい、やらせてもらえれば良

いという意識です。このあたりに指導者との間

に価値観の差が見られると言う発表が多いよう

です。価値観の差、多様化といったものに対応

するために、楽しみの部を作ればよいかという

とそうでもない。トップを狙う選手層の他に、

スポーツを楽しむという生徒たちが共存できる

システムというものがあれば大変に良いと思い

ますし、それに対しての具体的な指導法という

ものがありましたら、これは高体連にとって大

変新しい分野を見いだしたことになると思いま

す。我々高校の指導者は日本のスポーツ全体を

眺めて、学校体育は何をするのがよろしいか、

部活動は何を目指すのかもう少し広い日で見る

ことが現在では必要ではないかと思います。

運動部活動は学校教育、学校体育の範疇で

あり、その目的も学校体育の目的と同様です。

生涯スポーツと体力の向上の観点が重視されて

います。我が国のスポーツ水準の向上に大きく

貢献している点については異論のないところで

すが、これからは競技力の向上はもとより生涯

スポーツの基礎を培う役割に大きな期待が寄せ

られています。

いろいろな課題が古くからありますが、簡

単に解決はできていません。根本的解決は「高

校教育の一環である」という大切な筋を通すこ

と以外に基本的にはないかと思います。少しず

つ理想には向かっていますが、解決しましたと

いう問題はありません。それを解決するという

のは現在においては大事な筋を通すことしかな

いのではないかと思います。

最後に研究部の課題についていくつか申し

上げます。一つは組織作りです。各県の研究部

が内容のある組織にしていただきたい。いわゆ

る兼任のところが半分くらいあるようです。組

織を独立して、しかも別の人間が部長、委員

長、事務局長というようなふつうの形にしてい

ただきたい。もう一つは各運動部の顧間は体育

の先生ばかりではないわけですから、高体連と

授業の保健体育の研究会のようなものとを分け

て考えていただきたい。したがって研究部の委

員の中には、体育以外の教科の先生が入って当

然です。高体連の組織であるということを位置

づけませんと本当の発展にはつながっていきま

せん。「高体連=体育の先生」という考えはも

う通用しません。これが意外に発展を阻害して

おります。いわゆる高体連というのは高校生全

員、そこに指導する先生方全員です。

二つ注文させていただきました。よろしく

お願いしたいと思います。部活動の振興に一生

懸命とにかく尽くそうじやありませんか。』

(原文は「第25回研究大会報告書」を参照く

ださい)

全国高体連研究大会概要一覧

年度 回 開催県 発表数 講演者

昭 41

～ 55

1～

15

東 京

56 16 和歌山 14 山口 良治

57 17 東 京
，

“ 小野 三嗣

58 18 大 阪 14 監物 永三

59 19 熊 本 24 森  重隆

60 20 神奈川 ″
′ 山下 泰裕

61 21 愛  知
，

“

，

“ 室伏 重信

62 22 高 知 19 蔦  文也

63 23 岩 手 21 加藤 廣志

平元 24 福  井 15 前島  孝

2 25 広  島 19 松本 育夫

3 26 北海道 19 三浦雄一郎

4 27 京 都 14 平尾 誠二

岩永 澄道

5 28 福  岡 17 示 茂

6 29 千  葉 18 奥寺 康彦

″
′ 30 静 岡 18 室伏 重信

8
う
０ 愛 媛 山本  巌

9 32 秋  田 20 福 島 幸雄

廣志加 藤

-393-



研 究 部 規 約            第七章 会     議

第 12条 委員会は委員をもって構成 し、年 1

第一章 名称及び事務局      回全国研究大会開催時に部長が招集し必要事項

第 1条 本部は、全国高等学校体育連盟研究部  を審議決定する。

と称する。                 第13条 常任委員会は役員をもって構成する。

第 2条 本部の事務局を関東高等学校体育連盟  常任委員会は部長が招集し、必要事項を審議す

事務局当番県におく。            る。

第二章 目     的      第 14条 委員会及び常任委員会は、総数の 2

第 3条 本部は高等学校教育活動の一環 とし 分の 1以上 (委任状を含む)の 出席をもって成

て、全国高等学校体育連盟の目的を達成するた  立する。審議については出席者の過半数をもっ

め、高等学校の部活動に関する調査ならびに科  て議決する。

学的研究を行い、高等学校体育・スポーツの発      第八章 会     計

展に寄与することを目的とする。       第 15条 本部の経費は、負担金、寄附金等の

第二章 事      業     収入によってこれにあてる。

第 4条 本部は前条の目的を達成するために、 第 16条 本部の会計は毎年 4月 1日 にはじま

次の事業を行う。               り、翌 3月 31日 におわる。

1)全国研究大会の主管              附         則
2)各種審議会の開催          第 17条 本規約は、委員会の過半数の議決を
3)調査研究の指導、奨励        得なければ変更することができない。
4)そ の他本部の目的達成に必要な事項  第 18条 本部の役員の選出は、全国高等学校

第四章 組      織      体育連盟研究部規約内規による。

第 5条 本部は都道府県高等学校体育連盟研究  第 19条 本規約は、昭和 58年 11月 18日 より
部を以て組織する。             施行する。

なお、都道府県高等学校体育連盟研究部は、 昭和 62年 H月 11日 第 1次改訂
地域毎に連合体を組織することができる。   平成 6年 10月 25日 第 2次改訂

第五章 委      員

第 6条 委員は都道府県高等学校体育連盟の研   全国高等学校体育連盟研究部規約内規
究部長及び同委員長をあてる。

第六章 役      員     1.部   長 関東高等学校体育連盟事務局
第 7条 本部に下記の役員をおく。      当番県より選出する。

1)部長 1名              2.副 部 長 全国高等学校体育連盟研究大
2)副部長若干名            会開催地 (前年度 。本年度・来年度)よ り選出
3)常任委員 9名            する。

4)監事 2名              3.監   事 関東高等学校体育連盟事務局
第 8条 部長及び副部長は、本部の委員の中よ 当番県の次期及びその次の県の委員があたる。
り選出する。部長は本部を代表し会務を統括す  4.常 任委員 各プロック代表者があたる。
る。副部長は部長を補佐 し、部長事故あるとき  5.欠 員の部分については補充を行う。
はその職務を代行する。

第 9条 常任委員は、委員の中より各プロック

1名ずつ選出する。

第 10条監事は委員会において推薦し、部長は

これを委嘱する。監事は会計を監査し委員会に

報告する。

第 H条 役員の任期は 2カ 年とし、再任を妨

げない。補欠によって就任 した役員の任期は残

任期間とする。
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第 23回 (昭和 63年度)岩手県 第 24回 (平成元年度)福井県

第26回 (平成 3年度)北海道 第 27回 (平成 4年度)京都府
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定

《事務局》
T144‐0051

通

大田区西蒲田 2‐ 2‐ 1

都立大森高校内

TEL 03(3753)3161
FAX 03(3754)0978

告ll 1 沿 革

昭和41年 第 1回陸上競技大会及び自転車競

技大会が、(財)全国高等学校定時制通信制

教育振興会の補助事業として、決定される。

陸上競技大会は、H月 13日 に国立競技場に

て開催。主催、(財)全国高等学校定時制通

信制教育振興会、(財)日 本陸上競技連盟。後

援、全国高等学校長会、全国高等学校主事協

会、東京都定体連、日刊スポーツ新聞社。17

都道府県より205校、383名が参加。自転車

競技大会は14校の参加にて、11月 20日 京工

閣競輪場にて開催。この年、定時制体育連盟

は、全国高体連に加盟合併。

昭和42年 全国高校定通教育20周年の記念大

会として、第 2回 陸上競技大会が駒沢オリ

ンピック公園陸上競技場にて開催。自転車

競技大会は、16校の参加にて開催。この年よ

り、全国高体連、東京都教育委員会が主催団

体 となり、文部省の後援行事 として承認を

得る。

昭和43年 第 3回陸上競技大会を、8月 16日

～ 18日 国立競技場で開催。自転車競技大会

は11月 17日 西武園競輪場にて開催。この年、

卓球大会・軟式庭球大会 (ソ フ トテニス大

会)が、日本自転車振興会の補助事業にて開

催の運びとなる。卓球大会は、26都道府県の

参加にて国立代々木第二体育館で 44年 1月

18日 ～19日 に開催。軟式庭球大会は東京体

育館を使用し17都道府県で同日開催された。

昭和44年 第 2回卓球大会を、東京体育館に

て開催。軟式庭球大会は、日比谷公園テニス

コートにて開催。第 4回 陸上競技大会は、8

月22日 ～24日 、国立競技場にて開催。第 4

回自転車競技大会を 8月 28日 に後楽園競輪

場で、開催。この年よりNHKが 後援団体 と

して参画。

昭和45年 第 1回柔道大会及び剣道大会が 8

月21日 、日本武道館にて開催。第 5回陸上

競技大会、自転車競技大会開催。第 3回卓球

大会、軟式庭球大会開催。

昭和46年 第 6回陸上競技大会、自転車競技

大会、第 4回卓球大会、軟式庭球大会、第 2

回柔道大会、剣道大会が開催される。

昭和47年 第 3回剣道大会が代々木第二体育

館に場所を移 して、また、柔道大会は講道館
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<歴代定時制通信制部部長 >

年  度 部 長

昭和 41年 石 章二郎

昭和 42年 ～昭和 43年 細井 秀虎

昭和 44年 川島  勝

昭和45年～昭和47年 若林 元典

昭和48年～昭和50年 小沢 諦寿

昭和 51年 ～昭和 52年 大野 倭一

昭和 53年～昭和 54年 菊野 和夫

昭和 55年 ～昭和 57年 大河原三郎

昭和 58年 ～昭和 61年 四柳  昇

Ⅱ召禾田624F 市川 重尚

昭和63年 ～平成元年 元  和臣

平成 2年～平成 3年 鈴木 淑雄

平成 4年～平成 5年 岡本 裕之

平成 6年～平成 7年 池永 武昭

平成 8年～ 田中 正造



にて開催。第 5回卓球、軟式庭球大会、第 7

回陸上競技、自転車競技大会開催。

昭和 48年 第 6回卓球、軟式庭球大会。第 4

回柔道、剣道大会。第 8回 陸上競技、自転車

競技大会。自転車競技にロードの部設置。

昭和49年 第 1回バレーボール大会を 8月 H
日～ 14日 東京体育館他にて開催。第 7回卓

球、軟式庭球大会。第 5回柔道。剣道大会。

第 9回陸上競技、自転車競技大会。

昭和 50年 第 8回卓球、軟式庭球大会。第 6

回柔道。剣道大会は女子個人戦開始。第 2回

バレーボール大会。陸上競技、自転車競技大

会は第 10回 の記念大会を迎える。

昭和 51年 第 9回卓球、軟式庭球大会。第 7

回柔道、剣道大会。第 3回 バレーボール大

会。第 H回陸上競技、自転車競技大会。

昭和52年  定通教育30周年記念大会として各

大会を開催。卓球、軟式庭球大会は第 10回

の記念大会。

昭和53年  8種 目の大会を開催。昭和54年 柔

道及び剣道大会は第 10回の記念大会。陸上

競技大会は国立競技場走路改修の為駒沢陸

上競技場にて開催。

昭和55年 陸上競技、自転車競技は第15回の

記念大会。バ レーボール大会に労働大臣杯

が寄贈される。

昭和56年  8種 目の大会を開催。昭和57年 8

種 目の大会を開催。昭和 58年第10回記念大

会としてバレーボール大会開催。軟式庭球

大会は、天候不順の為団体戦のみを実施。

昭和59年  8種 目の大会を開催。昭和60年 陸

上競技、自転車競技は第20回 の記念大会。昭

和 61年 自転車競技、柔道、剣道、軟式野球

大会に労働大臣杯が寄贈される。

昭和62年 定通教育40周年記念として各大会

開催。卓球、軟式庭球大会は、第 20回 の記

念大会。労働大臣杯が、卓球、軟式庭球、陸

上競技大会に寄贈される。

2 10年 の歩み

昭和63年、第23回 の陸上競技大会を国立競技

場にて、42都道府県512校、1,166人 の参加で

8月 12日 (金)～ 14日 (日 )に 開催。自転

車競技大会は、8月 16日 (火)～ 17日 (水 )

に10都道府県、128人の参加を得て、サイク

ルスポーツセンターにて開催。第21回 卓球大

会及びソフ トテニス大会を開催。卓球大会

は、代々木第二体育館にて 47都道府県 640

人、ソフトテニス大会は、有明テニスの森コ

ートにて37都道府県538人の参加を得た。第

19回 柔道大会が、8月 7日 (日 )に 講道館で、

第19回剣道大会が日本武道館にて 8月 10日

(水)に 開催。第15回 のバレーボール大会が

記念大会として、駒沢体育館、同室内球技場

及び北区滝野川体育館の 3会場にて開催。功

労者表彰を行い、記念誌を発刊する。

平成 1年、第 20回 を迎えた柔道大会を講道館

で開催する。功労者表彰を行い、記念誌を発

刊する。同じく第 20回 の剣道大会は、 8月

13日 (日 )に 日本武道館にて開催し、功労者

表彰を行い、記念誌を発刊する。第 22回 の

卓球大会を、8月 8日 (火)～ 10日 (木)47

都道府県 641人 の参加で、第 22回 ソフ トテ

ニス大会を37都道府県571人の参加で開催。

第24回 陸上競技大会、自転車競技大会開催。

陸上競技は42都道府県、1,241人、自転車競

技大会は H都道府県が参加をする。

平成2年 第 25回 陸上競技大会を駒沢オリン

ピック公園競技場にて 42都道府県 1,227人

の参加にて 8月 10日 (金)～ 12日 (日 )開

催し、功労者表彰と記念誌の発刊を行う。第

25回の自転車競技大会も同様に功労者表彰

及び記念誌の発刊を行い、8月 14日 (火)～

15日 (水)に開催された。第 23回卓球大会

は、8月 6日 (月 )～ 9日 (木)ソ フ トテニ

ス大会は、 8月 9日 (木)～ 12日 (日 )に
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開催。第 21回 柔道大会、剣道大会開催。柔

道大会はこの年より女子個人戦を実施する。

第 17回 のバレーボール大会は 8月 7日 (火 )

～ 10日 (金)の開催。

平成3年 この年より、日本自転車振興会の補

助事業として、新たにバスケットボール大

会とサ ッカー大会が開催 される。第 1回 の

バスケットボール大会は、8月 2日 (金)～

5日 (月 )に、夢の島体育館、目黒区総合体

育館、武蔵野市体育館の 3会場にて男子 44

校、女子 35校計 771人の参加にて開催され

た。サッカー大会は 8月 10日 (土)～ 13日

(火)に清水市の協力を得て、清水市営グラ

ウンド、日本平運動公園、長崎新田運動広場

の 3会場にて開催された。第 18回のバレー

ボール大会は、場所を東京武道館、夢の島体

育館、駒沢体育館にて 8月 7日 (水)～ 10

(土)に開催。第26回陸上競技大会、自転車

競技大会、第 22回卓球大会、ソフトテニス

大会開催。第 18回 柔道大会、剣道大会が例

年通 り開催された。

平成4年 定通教育 45周年記念大会として、

各大会が実施され、卓球大会とソフトテニ

ス大会は25周 年の記念大会を迎える。

それぞれ功労者表彰と記念誌の発刊を行う。

卓球大会は 8月 4日 (火)～ 7日 (金)ま で

47都道府県650人の参加で、ソフトテニス大

会は8月 9日 (日 )～ 12日 (水)ま で 37都

道府県531人の参加で有明テニスの森コート

で行われた。第19回のバレーボール大会は新

たに東京体育館を会場に加え 8月 7日 (金 )

～ 10(月 )に開催。第 23回柔道大会は8月

23日 (日 )、 実1道大会は 8月 13日 (木)に、

第 2回のバスケットボール大会は、8月 4日

(火)～ 7日 (金)に、サッカー大会も8月 8

日 (土)～ 11日 (火)に昨年同様に開催され

た。第 27回の陸上競技大会は42都道府県、

1,227人の参加を得て、 8月 7日 (金)～ 9

日 (日 )ま で国立競技場に場所を戻 し開催。

自転車競技大会は 8月 11日 (火 )～ 12日 (水 )

に 10都道府県の参加で開催された。

平成5年 バレーボール大会が 20回 の記念大

会を迎え、 8月 7日 (土)～ 10日 (火)に
東京武道館、駒沢室内球技場、東京体育館の

3会場にて開催され、功労者表彰及び記念

誌の発刊を行 う。第 3回 のバスケットボー

ル大会は、会場に新たに東京体育館を加え、

駒沢室内球技場、武蔵野市体育館の 3会場

で男子 47校、女子41校計878人 の参加で開

催。サッカー大会は 8月 7日 (金)～ lo日

(火)ま で清水市で開催。第28回 の陸上競技

大会は40都道府県1,132人が参加 し、8月 13

日 (金)～ 15日 (日 )ま で国立競技場にて、

自転車競技大会は 7都道府県103人の参加で

開催される。第 26回 の卓球大会、ソフ トテ

ニス大会、第 24回柔道、剣道大会も例年通

り開催される。

平成6年 柔道大会及び剣道大会が 25回 の記

念大会を迎え、それぞれ功労者表彰と記念

誌の発刊を行う。柔道大会は 8月 21日 (日 )

に講道館で、余1道大会は 8月 12日 (金)に
日本武道館で大会を開催。第29回 の自転車

競技大会は、ビス トの部を日本競輪学校ピ

ス ト場に移し、7都道府県87人の参加で、8

月 3日 (水 )、 4日 (木)に行われた。第 29

回の陸上競技大会は例年通 り国立競技場に

て 39都道府県 1,089名 の参加を得て 8月 12

日 (金)～ 14日 (日 )に開催。第27回 卓球
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大会は 8月 4日 (木)～ 7日 (日 )代々木第

二体育館で、ソフ トテニス大会は 8月 9日

(火)～ 11日 (木)有明で、第 4回バスケッ

トボール大会は 8月 4日 (木)～ 7日 (日 )、

サッカー大会は 8月 5日 (金)～ 8日 (月 )

に、第 27回バ レーボール大会は 8月 6日

(土)～ 9日 (火)ま で例年通 り開催された。

平成 7年 第 30回 記念大会の陸上競技大会は

8月 H日 (金)～ 13日 (日 )ま で、40都道

府県 1,106人の参加で国立競技場にて開催。

合わせて功労者の表彰及び記念誌の発刊 を行

う。同じく30回 の自転車競技大会も功労者の

表彰及び記念誌を発刊 し、8月 3日 (木)～

4日 (金)に 8都道府県78人が参加して開催

された。この年からバレーボール大会とバス

ヶットボール大会の会場が、東京都教育委員

会の尽力により現在と同じ東京体育館と駒沢

体育館に会場が定着する。バレーボール大会

は 8月 7日 (月 )～ 10日 (月 )に開催。第 5

回の記念大会を迎えたバスケットボール大会

は 8月 3日 (本)～ 6日 (日 )に男子 49校、

女子 39校計 880人にて開催。功労者表彰を

行い、記念誌の発刊 をする。同じく第 5回の

サッカー大会は、7月 26日 (水)～ 30日 (日 )

に清水市で開催し、功労者の表彰を行う。第

28回卓球大会、ソフトテニス大会、第 26回

柔道大会、剣道大会開催。

平成8年 第 23回 バレーボール大会は 8月 8

日 (木)～ H日 (日 )に東京体育館、駒沢

体育館で開催。第29回の卓球大会は46都道

府県、648人で 8月 5日 (月 )～ 8日 (木)に、

ソフトテニス大会は 8月 9日 (金)～ 11日

(日 )37都道府県、516人 の参加で開催。第

27回 柔道大会は 8月 18日 (日 )、 剣道大会は

8月 21日 (水)に第 6回バスケツトボール

大会は 8月 5日 (月 )～ 8日 (木 )、 サッカ

ー大会は8月 14日 (水)～ 18日 (日 )にそ

れぞれ例年通 り開催された。第 31回 陸上競

技大会は、 8月 9日 (金)～ H日 (日 )に

40都道府県 1,1115人で、自転車競技大会も

8月 3日 (土)～ 4日 (日 )に 8都道府県の

参加で開催された。

平成9年 定通教育 50周 年記念大会として各

種 目が例年通 り開催される。卓球大会及び

ソフ トテニス大会は、この記念すべき年に、

第 30回 の記念大会を迎え、功労者の表彰 と

記念誌の発刊を行う。それぞれの参加数は、

卓球大会が 46都道府県 638人、ソフトテニ

ス大会が 37都道府県 537人 であった。第28

回の柔道大会は 8月 17日 (日 )に、またこ

の年剣道大会は女子団体戦を初めて実施し、

8月 17日 (日 )に 日本武道館にて開催をす

る。第32回 陸上競技大会、自転車競技大会、

第 24回 バレーボール大会、第 7回バスケッ

トボール大会及びサ ッカー大会が例年通 り

実施される。

3  将来に向けて

現在、定時制通信制教育を取 り巻 く環境は、

少子化や統廃合などの問題で、大きく変化をし

ている。このような現状のなかで、参加資格や

開催時期等の様々な問題を 1つ 1つ解決しなが

ら現在行なわれている 10種 目の競技の、より

一層の充実をはかることにより、全国に学ぶ定

時制通信制生徒の心身共に健全な高校生の育成

と、相互交流に寄与していきたいと考える。

また、来年度からはバ ドミントン大会が開

催される。関係の方々の益々のご協力をお願い

する次第である。
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洋h国高校総体優勝者一覧八

(昭和 63年度～平成9年度)



技

秩父賜杯

全国高等学校陸上競技対校選手権大会

□男 子

□女 子

1.平 元

2.    2

3.    3

4.    4

5.    5

6.    6

7.    7

8.    8

9.    9

県   記 録

市船橋  (千葉)1° Oσ4gi

群馬女短大付 (群馬)1° 0351‖

筑紫女学園 (福岡)1° 0828'

市船橋  (千葉)1° 082σ '

仙台育英 (宮城)1° 073/

仙台育英 (宮城)1° 075イ '

埼玉栄  (埼玉)1° 081ず

埼玉栄  (埼玉)1° Oσ2σ
i

埼玉栄  (埼玉)1° 070σ
l

秩父賜杯

全国高等学校陸上競技対校選手権大会

□男子

◆ 100m
41.昭63杉本 龍勇 (静岡・浜松北) 10"37
42.平元 井上  悟 (大阪・清風)  lσ℃6

43. 2宮 田 英明 (群馬・東農大三)lσ49

44. 3荒 川 岳士 (栃木・宇都宮東)lσ℃0

45. 4中 井 義人 (大阪。大阪)  lσ 33

46. 5海 老沢雅人(茨城・日立商) lσZ5

47. 6高 橋 和裕 (奈良・添上)  lσを4

48. 7西 川 康秀 (北海道・函大有斗)lσち0

49. 8川 畑 伸吾 (鹿児島・鹿児島城西)lσち9

50. 9宮 田 貴志 (福 島・郡山)  lσ 59

◆ 200m
41.昭 63杉本 龍勇 (静岡・浜松北) 21‖06

42.平元 井上  悟 (大阪・清風)  21・ 27

43. 2宮 田 英明(群馬・東農大三)21"05
44. 3荒 川 岳士 (栃木・宇都宮東)21"68
45. 4清 原 克己(東京。東京)  21‖ 44

46. 5海 老沢雅人(茨城・日立商) 21‖ 15

47. 6高 橋 和裕 (奈良・添上)  2σつ0

48. 7新 田 幸一 (千葉・市船橋) 21・23

49. 8高 橋 弘樹 (福 島・小高工) 21‖50

50. 9上 村 貴彦 (大阪・清風)  21"45

並肌上

41.昭 63 洛 南

42.平元 浜松商

43.  2 添 上

44.  3 土浦日大

45.  4 由良育英

46.  5 添 上

47.  6 添 上

48.  7 浜松商

49. 8 市立船橋

50.  9 成 田

□女 子

41.昭 63 埼玉栄

42.平元 埼玉栄

43.  2 埼玉栄

44.  3 埼玉栄

45. 4 埼玉栄

46.  5 埼玉栄

47.  6 埼玉栄

48.  7 埼玉栄

49. 8 埼玉栄

50.  9 添 上

全国高等学校駅伝競走大会

□男 子

39。 昭63 大牟田

40。 平元 報徳学園

41. 2 西脇工

42.  3 大牟田

43. 4 西脇工

44.  5 仙台育英

45.  6 西脇工

46.  7 西脇工

47.  8 報徳学園

48.  9 西脇工

県    点

(京都)  18
(静岡)  22
(奈良)  39
(茨城)  34.5
(鳥取)  29
(奈良)  49
(奈良)  76
(静岡)  39
(千葉)  29
(千葉)  40.83

県    点

(埼玉)  37
(埼玉)  34.5
(埼玉)  59
(埼玉)  74
(埼玉)  70
(埼玉)  73
(埼玉)  47
(埼玉)  42
(埼玉)  52
(奈良)  38

県   記 録

(福岡)2° 0『53"

(兵庫)2° 04Zσ
:

(兵庫)2° 0ダ4イ
|

(福岡)2° Oσ471

(兵庫)2° 0デ 1グ

(宮城)2° 0ダ2ダ
|

(兵庫)2° 0321‖

(Jξ煽巨) 2° 05120"

(兵庫)2° 050gi

(兵庫)2° OJば
l

46''37

48‖17

47・23

46"91

47・73

46!187

◆ 400m
41.昭 63渡辺 高博 (愛媛・新居浜東)

42.平元 簡  優好 (千葉・船橋北)

43. 2小 高  剛 (埼玉・鳩山)

44. 3稲 垣 誠司 (広 島・西条農)

45. 4安 井 勇治 (奈良・添上)

46. 5安 井 勇治 (奈良・添上)
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47. 6島 木 常道 (奈良・添上)  47'18
48. 7高 橋 弘樹 (福 島・小高工) 47り 1

49. 8為 末  大 (広 島・皆実) 4σ !27

50. 9上 村 貴彦 (大阪・清風)  4σ℃6

◆ 800m
41.昭63真保  学 (新潟・三条) 15σ 79

42.平元 木村 吉継 (滋賀・高島) 151"55
43. 2小 野 友誠 (静岡・浜松商)1ち1"39

44. 3小 野 友誠 (静岡・浜松商)151"55
45. 4 山崎 浩二 (埼玉・八潮) 1ち

『
22

46. 5小 原 基幸 (奈良・玉野光南)151"68

47. 6郷 原  剛 (島根。出雲) 152℃ 3

48. 7藤 田真之介 (岐阜・中京商)lЪσつ4

49. 8橋 本 真英 (栃木・小山西)1ち2つ5

50. 9足 立原和彦 (神奈り||,光明相模原)151‖ 95

◆ 11500m
41.昭63浜矢 将直 (兵庫・西脇工)34ヴ 46

42.平元 武井 隆次 (東京。国大久我山)『5335

43. 2小 林 正幹 (埼玉・松山) 3Ъ l‖02

44. 3渡 辺 康幸 (千葉・市船橋)『 51‖ 24

45. 4 中原 大輔 (鳥取・由良育英)『 4σ34

46. 5ダ ニエル・ジェンガ(宮城・仙台育英)♂47!50

47. 6 ダニエル・ジェンガ(宮城・仙台育英)34『 43

48. 7宮 崎 秀規 (福 岡・九国大附)『 4σ℃2

49. 8鈴 木健太郎 (愛知・豊川工)35σ
!16

50. 9佐 藤 清治 (長野・佐久長聖)34ずつ8

◆ 5,000m
41.昭63熊谷 勝仁 (岩手・専大北上)141ぢ 33

42.平元 武井 隆次 (東京・国大久我山)1413'73

43. 2鶴 里  初 (宮崎・小林)  1ど 37'43

4  3 渡辺 康幸 (千葉・市船橋) 1イ18■

4  4 中原 大輔 (鳥取・由良育英)1どガ '∞

46. 5 ジョン・マイタイ(宮城・仙台育英)1ど1ど33

4  6 ジョン・マイタイ(宮城・仙台育英)1412'62

慇   7 シュリアス・キビタ(宮城・仙台育英)1337'28

4  8 ジェームス・ドゥング(宮城・仙台育英)1ど 13ち8

50. 9ジ エームス,ドゥング(宮城・仙台育英)1ど 1ぢり3

◆ 110m H
41.昭63井口

42.平元 関

43.    2 /1ヽ 1首

44. 3市 川

聡 (京都・洛南)  1ど 79

圭一郎 (宮崎・宮崎工) 1イ℃3 ◆ 4× 400mリ レー

久信 (大阪・市岡)  1どち2 41.昭63 添 上

隆史 (神奈川・市横須賀)1ど15 42.平元  浜松商

45. 4富 田  学 (鳥取・由良育英)1ど℃6

46. 5吉 岡 康典 (京都・網野)  1ど 36

47. 6渡 部 信人 (新潟・津川)  1どち6

48. 7 海老根恵太 (千葉・東海大浦安)1どり8

49. 8 田野中 輔 (千葉・東海大浦安)1ど47

50. 9 山田 真利 (京都・洛南)  1どち8

◆ 400m H
41.昭63山本  厚 (奈良・添上)  5σ℃7

42.平元 斉藤 嘉彦 (群馬・富岡)  51‖ 66

43. 2 高岸 智宏 (佐賀・多久工) 57'11
44. 3今 村 浩規 (石川・金沢)  51‖ 95

45. 4市 嶋 直人 (兵庫・社)   52℃ 1

46. 5鈴 木 伸幸 (岐阜・各務原東)57ワ8

47. 6磯   弘和 (神奈川・相洋) 5220
48. 7 伊藤 拓馬 (愛知・中京大中京)51‖47

49. 8吉 沢  賢 (千葉・市立船橋)5σち1

50. 9押 川 聡史 (宮崎・宮崎北) 51‖ 57

◆ 3,000m障害

41.昭63村松 明彦 (兵庫・報徳学園)σOイ
i10

42.平元 櫛部 静二 (山 口・宇部鴻城)85イ27

43. 2道 浦  誠 (和歌山・和歌山1ヒ)85748
44. 3 山本  豪 (静岡。伊豆中央)857℃2

45. 4鎌 田  充 (秋田・秋田経法大附)σOσ℃4

46. 5 ダニエル・ジェンガ(宮城・仙台育英)g41・ 46

47. 6ダ ニエル・ジェンガ(宮城・仙台育英)♂4σち1

48. 7榊 枝 広光 (福 島・日大東北)85σ21

49. 8榊 枝 広光 (福 島・日大東北)9り 1‖33

50. 9岩 水 嘉孝 (愛知・豊川) 85ダ 85

◆ 4X100mリ レー

41.昭63 中 京    (愛 知) 41・05

42.平元  浜松商   (静 岡) 4σ ℃6

43. 2  東農大二   (群 馬) 4σ り2

44.    3    ブに  働更       (ブ ,ヽ見)     40‖ 88

45. 4  清 風    (大 阪) 41"64
46. 5  大 阪    (大 阪) 41"06
47. 6  添 上    (奈 良) 4σ 43

48。  7  平 田    (島根)  4σ !53

49. 8  清 風    (大 阪) 4σ Ъ8

50. 9  人女工    (福 岡) 4σ '59

(奈良) ♂1げ79

(静岡) 31グ36
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43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆走高跳

41.  聞日63

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆棒高跳

41.  l1863

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆走幅跳

41.  助日63

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆三段跳

41.昭63藤沢

42.平元 浜田

43. 2角 田

44. 3都 築

45. 4須 藤

46. 5 谷津

47. 6今 井

48.    7 /1ヽ ,熙

49.    8 走蟄4ヨ

50。  9 中嶋

◆砲丸投

41.昭63榊原

42.平元 田中

43. 2榊 原

44.    3 糸田り‖

45. 4和 田

46. 5秋 本

47. 6 野口

48. 7駒 澤

49. 8保 田

50. 9米 山

◆円盤投

41.  昭63 り|1植

42.平元 瀬上

43. 2瀬 上

44. 3横 山

45. 4 田中

46. 5仲 吉

47. 6 ・IIE山

48. 7清 水

49.    8 市り||

50. 9村 上

◆ハンマー投

41.昭63保谷

42.平元 関谷

43. 2八 鍬

44. 3室 伏

45. 4室 伏

46. 5平 尾

47.    6 り|1下

48. 7碓 井

49. 8本 田

市立船橋   (千 葉) 
『

13116

東海大浦安  (千葉) 31ダ 115

玉野光南   (岡 山) 31イワ8

添 上    (奈 良) 31H・ 39

添 上   (奈 良) 
『

lσ45

中京大中京  (愛知) 313り4

市立船橋   (千 葉) 3112112

清 風    (大 阪) 
『

12117

内田 猛樹 (東京・東京)   2.18
海鋒 佳輝 (千葉・八千代松陰)2.20

君野 貴弘 (東京・堀越)  2.18
幸山 年宏 (京都・洛南)  2.09
伊藤  敦 (千葉・八千代松陰)2.09

小林 俊一 (千葉・八千代松陰)2.12

小林 俊一 (千葉・八千代松陰)2.15

佐野 巧幸 (愛知・愛工大名電)2.09

佐藤 琢磨 (神奈川・厚木南通)2.15

黒田 幸司 (静岡・下田北) 2.09

高橋 利彰 (香川・三豊工)  5.10
西尾 勇二 (山形・北村山) 4.80
大北 一成 (岐阜・大垣 日大) 5.00
中森  徹 (静岡・興誠)   5.10
船津 哲史 (大阪・羽曳野) 5.15
安田  覚 (三重・桑名西) 5.05
菅谷 達矢 (静岡・浜松商) 5.00
小倉 数馬 (京都・花園)   5.00
菅野 卓弥 (福 島・郡山北工)5.00
沢野 大地 (千葉・成田)   5.10

森長 正樹 (大阪・太成)   7.38
森長 正樹 (大阪・太成)   7.63
朝原 宣治 (兵庫・夢野台) 7.61
大橋 忠和 (茨城・土浦日大)7.69
高松 真司 (滋賀・守山北)  7.56
杉林 孝法 (石川・星稜)  7.56
馬塚 貴弘 (静岡・浜名)   7.63
大山 高志 (福 岡・東福岡) 7.49
東  克知 (千葉・東海大望洋)7.55

寺野 伸一 (大阪・清風)  7.68

博之 (石川・富来)  15.54
北斗 (鹿児島・松陽) 15.34
健一 (福 岡・春日)  15.35

晃 (愛知・名古屋学院) 15.20

宣邦 (静岡。富士宮北)15.61
逸人 (栃木・作新学院)15.34

睦 (群馬・前橋)  15.56
忠 (静岡・浜松西) 15.68

宏行 (奈良・添上)  15.68
博之 (千葉・成田)  15.07

英裕 (静岡・浜松商) 17.48
健次 (茨城・結城一) 17.34
英裕 (静岡・浜松商) 17.39

恒 (神奈川・逗葉) 17.57
智 (千葉・拓殖大紅陵) 16.93

純男 (宮崎。宮崎工) 18.16
安忠 (福 岡・八幡西) 17.68
之也 (千葉・成田)  18.14

豪 (和歌山・耐久) 18.22
潤 (千葉。東京学館総技)17.82

宗治 (大阪・泉鳥取) 51.00
健司 (埼玉・伊奈総合)54.02
健司 (埼玉・伊奈総合)57.00
亨利 (福井・鯖江)  52.08
伸宣 (富山・伏木)  55.24
義也 (,中 縄・久米島) 51.30
茂雄 (青森・黒石)  52.62
研自(広 島・安佐北) 52.80

誠 (1ヒ海道・北見柏陽) 52.02
幸史(愛媛・今治明徳)53.28

志良6(愛知・名古屋学院)57.64
弘樹 (京都・洛南)  61.42
博紀 (埼玉・行田)  59.58
広治 (千葉・成田)  64.78
広治 (千葉・成田)  71.78

茂 (徳島・富岡東) 61.48
智志 (愛媛。今治明徳)63.14

崇 (埼玉・春日部東)59,90
浩誠 (熊本・甲佐)  63.44
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50. 9鈴 木 隼人(静岡・浜松工) 63.90 50. 9鈴 木 剛史(大阪・生野) 223σ 26

◆やり投

41.昭63森沢 公雄 (鳥取・鳥取商) 68.30
42.平元 有馬流太郎 (京都・北嵯峨) 69.68
43. 2梶 原 清昭 (兵庫・加古川南)68.46

44. 3土 屋 忠之 (福 島・会津)  68.48
45. 4植    徹 (岡 山・美作)  72.26
46. 5石 破 清志 (鳥取・鳥取西) 65.64
47. 6石 破 清志 (鳥取・鳥取西) 68.22
48. 7 田村美喜雄 (京都・網野)  69。 20

49. 8村 上 幸史(愛媛。今治明徳)65.80

50. 9村 上 幸史 (愛媛。今治明徳)68.06

◆八種競技

41.昭63丹下 靖英 (愛知。中村)  5553
42.平元 松井 紀之 (奈島・添上)  5862
43. 2 赤堀 弘晃 (兵庫・加古川南)5909
44. 3井 上 高宏 (佐賀・白石)  5629
45, 4樋 口 利夫 (神奈川・上郷) 5699
46. 5吉 岡 康典 (京都・網野)  5704
47. 6安 井  亨 (奈良・奈良)  6005
48. 7野 澤 保夫 (茨城・土浦日大)5794
49. 8 田野 中輔 (神奈川・東海大望洋)5802

50。  9井 上 昌己(福 岡・筑陽学園)5887

◆ 10000m
42.平元 大地 泰弘 (兵庫・西脇工)3σ22つ0

43. 2 川内 勝弘 (福 岡・大牟田)304320
44. 3鋼 崎 真二 (福岡・福岡大濠)3σ5331

45. 4小 林 雅行 (新潟・十日町)3σ2ダ20

46. 5稲 垣 竜治 (愛知・中京) 3σ 4♂91

47. 6渡 辺 共則 (京都・宇治) 3σ lσ℃2

48. 7大 浜 洋平 (島根・開星) 3σ2326

49. 8奥 田真一郎 (兵庫・西脇工)3σOσ37

50. 9 田中 俊也 (広 島・世羅) 3σ 02「18

◆ 5,000m W
42.平元 佐藤  徹 (愛知。東海工)223g85
43. 2 高根 英貴 (長野・岩村田)22℃ 1・09

44. 3藤 井健太郎 (岡 山・倉敷) 214イつ2

45. 4小 堀 道夫 (滋賀・比叡山)21℃ 7り7

46. 5沖 谷 卓弥 (石川・寺井) 221g℃6

47. 6唐 沢 将実 (長野・伊那北)21℃σ℃4

48. 7松 本 盛爾 (千葉・成田) 2151‖ 55

49. 8 岡部 尊行 (石川・尾山台)2211‖ 32

土屋 美緒 (静岡・富士見) 11‖ 79

三木まどか (兵庫・姫路商) 12ワ 5

三木まどか (兵庫・姫路商) 1222
柿沼 和恵 (埼玉・埼玉栄) 11"96
柿沼 和恵 (埼玉・埼玉栄) 11‖ 51

伊藤佳奈恵 (北海道・恵庭北)11"72

金子 朋未 (埼玉・伊奈総合)11"81

島崎 亜弓 (愛知・市中『学園)11"81

戸田恵美子 (福 岡・戸畑中央)12り6

鈴木 智実 (愛知・市郁学園)12℃9

熊田 恭子 (埼玉・埼玉栄) 2ど 23

熊田 恭子 (埼玉・埼玉栄) 2ど 50

熊田 恭子 (埼玉・埼玉栄) 2どワ7

柿沼 和恵 (埼玉・埼玉栄) 2ど 40

柿沼 和恵 (埼玉・埼玉栄) 2『℃2

伊藤佳奈恵 (北海道・恵庭北)2ざり8

本山 恵子 (埼玉・埼玉栄) 2イ℃0

鈴木 智美 (愛知・市郭学園)2『つ8

鈴木 智美 (愛知・市郁学園)2ど30

鈴木 智実 (愛知・市中『学園)2ど44

仲松 好美 (沖縄・刀6覇 )  5ど 86

久保田和恵 (群馬・群馬女短大)5イ Z4

久保田和恵 (群馬・群馬女短大)5ど
118

徳田由美子 (埼玉・埼玉栄) 5ど 46

柿沼 和恵 (埼玉・埼玉栄) 5ど 37

長谷川雅子 (群馬・群馬女短大)5どち7

小林 美佳 (兵庫・姫路商) 5ど 77

飯田 祐子 (千葉・成田)  5げ 44

杉森 美保 (埼玉・星野女) 5ど 76

佐々木麗奈 (富 山・龍谷富山)5どち6

鳥居多香子 (磐田北・静岡)211・ 14

堤  文子 (埼玉栄・埼玉)2℃σ'17

徳田由美子 (埼玉栄・埼玉)20σ℃6

徳田由美子 (埼玉栄・埼玉)207'33
池田真理子 (福 岡南女・福岡)20σ℃6

池田真理子 (福 岡南女・福岡)2℃7'18

□女 子

◆ 100m
41.  聞日63

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆ 200m
41.  聞日63

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆ 400m
41.  田日63

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆ 800m
41.  働目63

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5
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47.

48.

49.

50.

6吉村かおり(山 口・西京) 21σり5

7 山口 陽子 (島根・大社) 2℃ 9‖61

8原回加奈子 (福 岡・筑紫女)2り7‖26

9佐々木麗奈 (富山・龍谷富山)2℃7193

太田 陽子 (湘南工大附・神奈サ||)1.83

今井 美希 (瑞陵・愛知)  1.77
川井 未央 (龍谷富山・富山) 1.77
岩切麻衣湖 (中京女子大附・愛知)1.77
西原 綾子 (小倉工・福岡)  1.75
大橋 美佳 (洛北・京都)   1.72

達井 知佐 (愛知・市中F学園)6.06
近藤 明美 (福 岡・八女工) 5.90
高松 仁美 (埼玉・春日部東)6.15
高松 仁美 (埼玉・春日部東)6.21
高松 仁美 (埼玉・春日部東)6.24
安田 紀子 (愛知・市郁学園)6.19
花岡 麻帆 (千葉・成田)  6.29
井原 福代 (香川・明善)  6.09
村山  梢 (大阪・初芝)  6.13
山本 絵里 (神奈川・新栄) 6.H

関  千秋 (埼玉・埼玉栄) 13.85
封島あゆみ (静岡・西遠女) 13.40
竹内 智子 (二重・宇治山田商)13.91

奥平 陽子 (愛媛。今治明徳)13.82
中西美代子 (埼玉・埼玉栄) 14.51
高田 智子 (栃木・氏家)  14.41
豊永 陽子 (徳島・城ノ内) 14.42
豊永 陽子 (徳島・城ノ内) 14.62
市岡 寿実 (三重・津商)  14.68
市岡 寿実 (三重・津商)  15.53

鍋倉 由紀 (広 島・鈴峯女) 43.68
坂元 裕美 (大阪・泉北)  40.68
桑原 鈴代 (愛知・中京女子大附)44.08

三浦 靖子 (奈良・添上)  41.50
中西美代子 (埼玉・埼玉栄) 48.28
高間 麻里 (奈良・添上)  45。 92

虎谷ちとせ (福岡・九州女) 45.84
鈴木 智子 (二重・津商)  44.40
尾野 智子 (大阪・成険女) 44.98
岡本 潤子 (京都・園部) 43,70

岡野 利江 (埼玉・埼玉栄) 49.52
青木 純子 (山形・山形城北女)48.32

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆走幅跳

41.  島召63

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆砲丸投

41.  IIE63

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆円盤投

41.  1召 63

42.平元

43.    2

44.    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

◆やり投

41.  疇863

42.平元

◆ 3,000m
41.昭63桂  知江 (京都・宇治) σ2σり5

42.平元 大寄 由美 (愛知・愛知淑徳)σ 21‖65

43. 2早 狩 実紀 (京都・南八幡)9℃σ43

44. 3 石井 千佳 (大阪。大阪成険女)σOσ32

45. 4加 藤 明子 (京都・宇治) 9℃ 777
46. 5 田中めぐみ (埼玉・埼玉栄)σ 1823

47. 6 菅原 美和 (宮城・仙台育英)σ 17り 1

48. 7 岡本由美子 (宮城・築館女)ヴ 1586

49. 8檜 山久美子 (埼玉・埼玉栄)90σつ7

50. 9 田中 梨沙 (埼玉・埼玉栄)ヴ H"75

◆ 100m H
41.昭63茂木 陽子 (埼玉栄・埼玉) 13つ 3

42.平元 青木 利佳 (中野西。長野) 1ど 48

43. 2村 上 貴子 (宮城三女・宮城)1イ 42

44. 3松 浦 真枝 (松江南・島根) 1ど℃7

45. 4土 屋  恵 (米沢女・山形) 1♂℃7

46. 5森 本 明子 (埼玉栄・埼玉) 1ざ℃1

47. 6森 本 明子 (埼玉栄・埼玉) 13Ъ 8

48. 7杉 浦 絵里 (埼玉栄・埼玉) 13℃ 9

49. 8加 藤 友里 (安城東・愛知) lg℃ 0

50. 9 山本 絵里 (新栄・神奈川) 1どち8

◆ 4X100mリ レー

41.昭63 富山商    (富 山) 4g℃ 9

42.平元  埼玉栄    (埼 玉) 4♂ 77

43. 2  埼玉栄    (埼 玉) 4σ 33

44. 3  日大山形   (山 形) 4σ 37

45. 4  市立船橋   (千 葉) 4σ 76

46. 5  埼玉栄   (埼 玉) 4σ 33

47. 6  埼玉栄    (埼 玉) 4σ つ4

48. 7  市郁学園   (愛 知) 4♂ 87

49. 8  市中F学園   (愛 知) 4σ ち1

50. 9  添 上    (奈 良) 4σ ℃2

◆走高跳

41.昭63谷野 美重 (東京・駒場)   1.80
42.平元 貞広 千波 (香川・明香)   1.80
43. 2 貞広 千波 (香川・明香)   1.80
44. 3坂 野 尚美 (岐阜。大垣商)  1.77
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43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50。

2青 島 友美 (静岡・西遠女) 50.08
3青 島 友美 (静岡・西遠女) 49.34
4三 宅 貴子 (岡 山・就実)  52.56
5 岡村 節子 (新潟・六日町) 52.64
6高橋 徳江 (岩手・盛岡南) 51.16
7 岡村 亜希 (鳥取・由良育英)48.32
8 山口 直子 (三重・津商)  48.62
9茂 呂 綾子 (栃木・佐野女) 48.22

3 山形依希子 (福井・敦賀)  6σ54

4遠藤三重子 (福 島・若松女) 6σ℃5

5西岡 京娘(京都・西城陽) 6σ 54

6寺下あゆみ(香川・香川明善)62℃6

7飯田 祐子 (千葉・成田)  6σ℃6

8石川 紀子 (愛媛・り|1之江) 61"20
9佐々木麗奈(富山・龍谷富山)5ヴリ5

◆七種競技

41.昭63本田美江子 (栃木。国学院栃木)4704

42.平元 月ヽ谷 明子 (埼玉・埼玉栄) 4504
43. 2 豊守クリヤ(福 岡・小倉工) 4548
44. 3豊 守クリヤ (福 岡・小倉工) 4984
45. 4征 矢 範子 (東京・駒場)  4802
46. 5長 瀬 直子 (広 島・沼田)  4906
47. 6岡 部 幸恵 (京都・西城陽) 4737
48. 7若 月 三佳 (栃木・氏家)  4696
49. 8 山本 絵里 (神奈川。新栄) 4968
50. 9 山本 絵里 (神奈川。新栄) 4943

◆ 5,000m
42.平元 大書 由美 (愛知・愛知淑徳)161ダ '12

43. 2 鯉川なつえ(福岡・筑紫女学園)lσOσ86

44. 3加 藤 明子 (京都・宇治) lσ Oσフ0

45. 4加 藤 明子 (京都・宇治) lσ 01"57

46.  5 新田 愛子 (福岡・筑紫女学D16127139

47. 6森 垣 敦子 (京都・宇治) lσ 3σち4

48. 7吉 村かお り(山 口・西京) lσ 2げ℃2

49. 8 渋井 陽子 (栃木・刀6須拓陽)lσ lげ25

50. 9藤 田 貴子 (長崎・諫早) lσ lどち0

◆ 3,000m W
42.平元 月ヽ木曽史代 (愛知・南陽) 1ど 5σつ4

43. 2 内田 智子 (三重・四日市)1ど lgl13

44. 3板 倉 美紀 (石川・寺井) 1『 43"00

45. 4本 田ひとみ (山熟山梨学院大附)14'1ざb8

46. 5小 川麻里子 (富 山・富山商)1イ 1ずつ3

47. 6 板倉 良子 (大阪・大阪成険)134741
48. 7照 井 貴子 (岩手・西和賀)134イリ1

49. 8根 岸由紀子 (埼玉・浦和実)1イ Oσ52

50. 9笛 木かお り(埼玉・鳩山) 1ど 1ど26

◆ 400m H
42.平元 佐藤 明美 (愛知・五条)  6σ 41

43. 2 阿部真由美 (北海道。東海大四)6σ℃2

清 風    (大 阪) 350.35
清 風    (大 阪) 334.70
埼玉栄    (埼 玉) 341.80
清 風    (大 阪) 337.35
清 風    (大 阪) 337.00
埼玉栄    (埼 玉) 339.95
清 風    (大 阪) 338.95
埼玉栄    (埼 玉) 339.35
埼玉栄    (埼 玉) 342.00
清 風    (大 阪) 342.15

◆個人総合

昭63池谷 幸雄 (大阪・清風)  H8.10
平元 畠田 好章 (徳島・鳴門)  115.35
2 畠田 好章 (徳島・鳴門)  H5.70
3武内 弘行 (埼玉・埼玉栄)114.10
4武藤  勇 (愛知・中京)  n3.85
5小林 正明 (埼玉・埼玉栄)114.20

原田 睦巳(京都・洛南) 114.20
6 塚原 直也 (東京・明大付中野)113.25

7 塚原 直也 (東京・明大付中野)115.15

8西村 圭一 (埼玉・埼玉栄) 116.55

9冨 田 洋之 (京都・洛南) H5.65

池谷 幸雄 (大阪・清風)  19.80
田中  光 (大阪。清風)  19.30
田中  光 (大阪・清風)  19.40
日黒  稔 (岡 山・関西)  19.40
武藤  勇 (愛知・中京)  19.10
小林 正明 (埼玉・埼玉栄) 19.30
塚原 直也 (東京・明大付中野)19.05

体
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7平本

米田

8 2ヨネす

9柳浩

◆あん馬

昭63西川

平元 各務

2 田中

3 山田

4佐藤

5原 田

6今木

7塚原

8鹿 島

9鹿島

◆つり輪

昭63池谷

平元 長野

2 田中

3 村上

4 内山

5 山田

6小島

7佐藤

8 西村

9冨 田

◆跳馬

昭63池谷

平元 佐伯

2 畠田

藤原

3 日黒

4原 田

5原 田

6宮本

7室井

8長澤

9勝 田

◆平行棒

昭63西川

平元 田中

畠田

将人 (神奈川・湘南工大)19.20

功 (大阪・清風)  19.20
圭一 (埼玉・埼玉栄) 19.30
二郎 (大阪・清風)  19.10

大輔 (大阪・清風)  19.85
渡 (愛知・中京)  19.25
光 (大阪・清風)  19.55

英喜 (京都・洛南)  19.35
勇 (愛知・中京)  19.45

睦巳(京都・洛南)  19.40
重行 (大阪・清風)  19.40
直也 (東京・明大付中野)19.55
丈博 (大阪・清風)  19.60
丈博 (大阪・清風)  19.70

幸雄 (大阪・清風)  19.55
功 (群馬・高崎工) 19.65
光 (大阪。清風)  19.50
仁 (大阪。清風)  19.25
隆 (大阪・清風)  19。 35

辰也 (群馬・高崎工) 19.35
正憲 (大阪。清風)  19.40
大輔 (岡 山。関西)  19.20
圭一 (埼玉・埼玉栄) 19.65
洋之 (京都・洛南)  19.55

幸雄 (大阪・清風)  19.75
聡史 (兵庫・尼崎産業)19.15
好章 (徳島・鳴門)  19.10
信行 (埼玉・埼玉栄) 19.10

稔 (岡 山・関西)  19.15
睦巳(京都・洛南)  19.00
睦巳(京都・洛南)  18.90
暁也 (埼玉・埼玉栄) 18.85
聖史 (千葉・市立船橋)18.85
俊之 (群馬・桐生工) 19.10

充 (京都・洛南)  18.85

大輔 (大阪・清風)  19.70
光 (大阪・清風)  19.55

好章 (徳島・鳴門)  19.55

2 畠田 好章 (徳島・鳴門)  19.60
3武 内 弘行 (埼玉・埼玉栄) 19.40
4林   弘策 (大阪・清風)  19.10
5小林 正明 (埼玉・埼玉栄) 19.10
6小 島 正憲 (大阪・清風)  19.35
7 平本 将人 (神奈川・湘南工大)19.70
8西村 圭一 (埼玉・埼玉栄) 19.70
9柳浩 二郎 (大阪・清風)  19.45

◆鉄棒

昭63池谷 幸雄 (大阪・清風)  19.70
平元 畠田 好章 (徳島・鳴門)  19.15
2 田中  光 (大阪・清風)  19.30
3武 内 弘行 (埼玉・埼玉栄) 19.30
4佐藤  勇 (愛知・中京)  19.30
5斎藤 良宏 (埼玉・埼玉栄) 19.40
6 谷田 治樹 (福井・福井工大附)19.40
7西村 圭一 (埼玉・埼玉栄) 19.40
8西村 圭一 (埼玉・埼玉栄) 19.80
9柳浩 二郎 (大阪・清風)  19.55

□女 子

◆団体総合

昭63  日女体大附二階堂(東京) 232.80
平元  日女体大附二階堂 (東京) 229.10
2  西   山  (京都) 222.20
3  藤村 女子  (東京) 224.90
4  西山    (京 都) 222.25
5  藤村 女子  (東京) 222.15
6  藤村 女子  (東京) 225.800
7  藤村 女子  (東京) 223.780
8  北   陸  (福井)223.600
9  藤村 女子  (東京) 222.950

◆個人総合

昭63瀬尾 京子 (東京。三階堂) 77.20
信田 美帆 (東京・二階堂) 77.20

平元 信田 美帆 (東京・三階堂) 76.35
2三浦 華子 (東京・藤村女子)76.00
3小菅 麻里 (東京・藤村女子)78.30
4江頭美奈子 (佐賀・鳥栖)  75.55
5小菅 麻里 (東京・藤村女子)75.55
6菅原 リサ (埼玉・戸田) 76.100
7大川 真澄 (東京・藤村女子)75.030

8井上あい子 (福井・北陸) 75。 150

9北村 彩子 (東京・藤村女子)74.975
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◆跳馬

昭63真田マキ子 (東京。三階堂) 19.65
平元 真田マキ子 (東京・二階堂) 19.55
2 金谷麻里子 (北海道・オL幌藻岩)18.90

3小菅 麻里 (東京・藤村女子)19.65
4江頭美奈子 (佐賀・鳥栖)  19.35
5菅原 リサ (埼玉・戸田)  19.00
6大川 真澄 (東京・藤村女子)18.90
7月 堀ヽ 由貴 (北海道・本L幌北斗)18.725

8堀江 貴子 (北海道・
4ヽ樽双葉)19.175

9得能 香織 (愛知・椙山女学園)18.850

◆段違い平行棒

昭63瀬尾 京子 (東京・三階堂) 19.80
平元 中川 久代 (京都・西山)  19.15
2三浦 華子 (東京・三階堂) 18.95

中川 久代 (京都・西山)  18.95
3小菅 麻里 (東京・藤村女子)19.50
4江頭美奈子 (佐賀・鳥栖)  19.45
5小菅 麻里 (東京・藤村女子)19.50
6江頭美奈子 (佐賀。鳥栖)  19.450
7岩田 香織 (東京・藤村女子)19.125

8井上あい子 (福井・北陸)  19.200
9北村 彩子 (東京・藤村女子)18.625

◆平均台

昭63真田マキ子 (東京・二階堂) 19.25
平元 信田 美帆 (東京・三階堂) 19。 15

2三浦 華子 (東京・藤村女子)19.15
3小菅 麻里 (東京・藤村女子)19.40
4 板橋 明子 (群馬・群馬女短附)18.50
5小幡さつき(埼玉・戸田)  18.85
6橋口 美穂 (愛知・椙山女学園)19.000

7大川 真澄 (東京・藤村女子)18.675

8星 山 莱穂 (東京・藤村女子)18.750

9 中江 亜希 (大阪。東大阪) 18.925

◆ゆか

昭63信 田 美帆 (東京。三階堂) 19.65
平元 真田マキ子 (東京・二階堂) 19.30

信田 美帆 (東京・三階堂) 19.30
2 三浦 華子 (東京・藤村女子)19.45
3小菅 麻里 (東京・藤村女子)19。 75

4江頭美奈子 (佐賀 鳥栖)  19.35
5小菅 麻里 (東京・藤村女子)19.15
6菅原 リサ (埼玉・戸田) 19.500

菅原 リサ(埼玉・戸田) 19.075
大川 真澄 (東京・藤村女子)19.075

大川 真澄 (東京・藤村女子)18.950

得能 香織 (愛知.椙山女学園)19.200

操

8

9

新

□男 子

◆団体総合

昭63 青森山田

平 元 坂出工

2 青森山田

3 青森山田

4 青森山田

5 坂出工

6 青森山田

7 青森山田

8 水俣

9 水俣

◆個人総合

昭63 熊尾 裕樹

平元 田村 孝幸

2 荒川  栄

3 小柴 智和

4 東山 弘典

5 松岡 寛敏

6 城野 直也

7 勝目  勲

8 西川 隆剛

9 森下 拓海

□女 子

◆団体総合

昭63 藤村女子

平元 佐賀女子

2 佐賀女子

3 佐賀女子

4 佐賀女子

5 佐賀女子

6 佐賀女子

7 佐賀女子

8 佐賀女子

9 藤村女子

(青森)

(香川)

(青森)

(青森 )

(青森)

(香川)

(青森)

(青森)

(熊本)

(熊本)

(奈良・平城 )

(青森・青森山田)

(青森・青森山田)

(青森・青森山田)

(埼玉・埼玉栄)

(香川・坂出工)

(佐賀・神埼農)

(熊本・水俣 )

(佐賀・神埼清明)

(鹿児島・鹿児島実)

(東京)

(佐賀)

(佐賀)

(佐賀)

(佐賀)

(佐賀)

(佐賀)

(佐賀)

(佐賀)

(東京)
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◆個人総合

田363

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

石三 香織

藤野 朱美

山田 海峰

竹内  忍

山尾 朱子

宍戸 愛子

宍戸 愛子

田原 陸子

松永里絵子

松永里絵子

(宮崎。日章学園)

(京都。光華)

(東京。日女体附)

(埼玉・与野)

(東京・藤村女子)

(東京・藤村女子)

(東京・藤村女子 )

(埼玉・県陽)

(東京・桐朋女子)

(東京・桐朋女子

◆ 50m自 由形

昭63未実施

平元 未実施

2未実施

3近藤 正和 (大阪・近畿大附)23.85

4濱野 広輔(千葉・千葉商大附)24.45

5末次 大介(岐阜・岐阜)  24.36
6山野井智広(茨城・常総学院)24.02

7山野井智広(茨城・常総学院)23.59

8水間  源(東京・本郷)  24.20
9大高 靖弘(埼玉・春日部共栄)24.16

◆ 100m自 由形

昭63字佐見正勝 (千葉・千葉商大附)53.40

平元 矢澤 克宏(新潟。長岡大手)53.15

2遠藤 牧夫 (神奈川・日大高)53.67
3近藤 正和 (大阪・近畿大附)52.39
4福田 浩士 (東京・日大豊山)53.17
5福田 浩士 (東京。日大豊山)52.63
6伊藤 俊介 (兵庫・市川)  53.12
7石田 徳秀 (兵庫・市川)  52.53
8大高 靖弘 (埼玉・春日部共栄)52.65

9大高 靖弘 (埼玉・春日部共栄)52.50

◆ 200m自 由形

昭63猪狩 朋正 (大阪・桃山学院)1:57.99

平元 猪狩 朋正 (大阪・桃山学院)1:55.50

2梶谷 智志 (京都・洛星) 1:55.45
3藍川 康二 (静岡。日大三島)1:55.12

4倉澤 利彰 (東京・世田谷学園)1:54.41

5福田 浩士 (東京。日大豊山)1:53.74

6伊藤 俊介 (兵庫・市川) 1:54.37
7清水 一洋 (大阪・近畿大附)1:54.80

8市川 洋介 (静岡・沼津学園)1:53.75

9小池 尚徳 (東京・世田谷学園)1:55.99

◆ 400m自由形

昭63梅月 大輔 (大阪・近畿大附)4:07.35

平元 猪狩 朋正 (大阪・桃山学院)4:02.45

2前田 泰平 (大阪・近畿大附)4:02.55

3疋田 和哲 (静岡・沼津学園)3:59.02

4疋田 和哲 (静岡・沼津学園)4:01.44

5安井 久登 (大阪・近畿大附)4:00.27

6安井 久登 (大阪・近畿大附)3:58.34

7市川 洋介 (静岡・沼津学園)4:01.60

8市川 洋介 (静岡・沼津学園)3:58.99

9田 Jヒ   誠 (大阪・大体大浪商)4:02.71

◆ 1500m自 由形

昭63梅月 大輔 (大阪・近畿大附)16:15.99

平元 藤本 雅之 (大阪・近畿大附)16:04.20

2山本 雅志 (大阪・堺西) 15:50.74

3疋田 和哲 (静岡・沼津学園)15:45.21

4疋田 和哲 (静岡・沼津学園)15:56.19

5平野 雅人(神奈川・日大高)15:37.60

6安井 久登 (大阪・近畿大附)15:45.48

7須藤 哲史 (東京・本郷)15:52.59

8 田Jヒ   誠(大阪'大体大浪商)15:46.86

9荒瀬 洋太 (富山・水橋) 16:05.83

水

≪競 泳≫

□男 子

◆団体総合

l1863

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

沐

占

近畿大学附属 (大阪)  52
近畿大学附属 (大阪)  52
近畿大学附属 (大阪)  81
近畿大学附属 (大阪)  107
近畿大学附属 (大阪)  134
近畿大学附属 (大阪)  108
近畿大学附属 (大阪)  102
近畿大学附属 (大阪)  93
湘南工大付属 (神奈川) 94
日本大学豊山 (東京)  77
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◆ 100m背泳ぎ

昭63空岡 京太 (埼玉・春日部共栄)58。78

平元 糸井  統 (岐阜・県立岐阜商)58.93

2宮川 智光 (栃木・字都宮) 59.49
3小嶺 英司 (大阪。大成)  57.66
4堀井利有司 (大阪・近畿大附)57.95
5西村  弘 (大阪。近畿大附)58.68

6近内圭太郎 (神奈川・湘南工大)57.86

7近内圭太郎 (神奈川・湘南工大)57.98

8近内圭太郎 (神奈川・湘南工大)56.85

9久保 雄志 (山梨・山梨学院)58.56

◆ 200m背泳ぎ

昭63空岡 京太 (埼玉・春日部共栄)2:06.72

平元 糸井  統 (岐阜・県立岐阜商)2:06.38

2宮川 智光 (栃木・字都宮)2:07.18

3宮川 智光 (栃木・字都宮)2:05.25
4堀井利有司 (大阪・近畿大附)2:02.80

5堀井利有司 (大阪・近畿大附)2:05.12

6西村  弘 (大阪。近畿大附)2:06.04

7近内圭太郎 (神奈サ||・ 湘南工大)2:05.98

8近内圭太郎 (神奈川・湘南工大)2:02.91

9久保 雄志 (山梨・山梨学院)2:05.32

◆ 100m平泳ぎ

昭63山内 弘也 (大阪・上宮) 1:04.51
平元 平山 周一 (福 岡・直方) 1:05.60

2平山 周一 (福 岡・直方) 1:05.30
3小原 武史 (大阪・近畿大附)1:04.42

4林   享 (大分・大分舞鶴)1:02.88

5今井 亮介 (福 岡・東福岡)1:05.31
6宮崎 義仲 (福 岡・直方) 1:04.26
7宮崎 義伸 (福 岡・直方) 1:03.44
8宮崎 義伸 (福 岡・直方) 1:04.05
9須藤 秀之 (群馬・前橋南)1:04.45

◆ 200m平泳ぎ

昭63山内 弘也 (大阪・上宮) 2:20.65
平元 平山 周一 (福 岡・直方) 2:20.66

2藤枝  宏 (大阪。近畿大附)2:18.69

3鈴木 淳矢 (静岡・浜松商業)2:21.36

4林   享 (大分・大分舞鶴)2:18.12

5今村 一彦 (京都・東山) 2:22.10
6宮崎 義伸 (福 岡・直方) 2:17.36
7宮崎 義伸 (福 岡・直方) 2:18.56
8沖田 祥章 (佐賀・佐賀学園)2:18.20

9金子  明 (兵庫。東播磨)2:23.39

◆ 100mパタフライ

昭63杉本 邦男 (大阪・近畿大附)56.16

平元 渡辺  諭 (東京・日大豊山)57.20
2野村 英司 (東京。日大豊山)56.40

3小杉 久人 (新潟・長岡大手)56.61

4橋本 信将 (大阪・近畿大附)56.94

5橋本 信将 (大阪。近畿大附)56.35

6山本 貴司 (大阪。近畿大附)55.82
7山本 貴司 (大阪・近畿大附)54.99
8山本 貴司 (大阪。近畿大附)53.85
9高安  亮 (神奈川・法政第二)56.06

◆ 200mバタフライ

昭63杉本 邦男 (大阪・近畿大附)2:01.87

平元 中谷 弘幸 (静岡・日大三島)2:03.48

2野村 英司 (東京。日大豊山)2:02.12

3松下 幸広 (兵庫・市川) 2:03.48
4古屋 明史 (山梨・駿台甲府)2:04.78

5橋本 信将 (大阪・近畿大附)2:03.34

6高山  健 (埼玉・武南) 2:01.18
7山本 貴司 (大阪・近畿大附)2:01.89

8山本 貴司 (大阪。近畿大附)2:00.96

9草野吾希男 (埼玉・春日部共栄)2:03.71

◆ 200m個人メ ドレー

昭63佐 々木利和 (東京。本郷) 2:08.62
平元 山田裕一郎 (大阪・初芝) 2:11.01

2衣笠 竜也 (神奈川・法政第二)2:09.95

3川端 健司 (兵庫・市川) 2:09.07
4衣笠 竜也 (神奈川。法政第二)2:06.89
5倉澤 利彰 (東京・世田谷学園)2:08.87

6倉澤 利彰 (東京・世田谷学園)2:05.80
7笈川 博志榊奈川・湘南工大)2:06.60

8笈川 博志 (神奈川・湘南工大)2:05.53

9森  隆弘 (東京・日大豊山)2:06.82

◆ 400m個人メ ドレー

昭63佐々木利和 (東京。本郷) 4:33.06
平元 井上 貴晶 (大阪・北陽) 4:37.91

2武舎 知弘 (神奈川。日大高)4:37.30

3衣笠 竜也 (神奈川・法政第二)4:28.19

4衣笠 竜也 (神奈川・法政第二)4:31.58

5園田 俊介 (千葉・千葉商大助 4:33.75

6倉澤 利彰 (東京・世田谷学園)4:28.57
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◆ 400mリ レー

昭63  日本大学豊山 (東京)3
平元  日本大学豊山 (東京)3

2  日本大学豊山 (東京)3
3  日本大学豊山 (東京)3
4  日本大学豊山 (東京)3
5  日本大学豊山 (東京)3
6 市    川 (兵庫)3
7  日本大学豊山 (東京)3
8 湘南工大附属 (神奈川)3

9  日本大学豊山 (東京)3

◆ 800mリ レー

昭63 近畿大学附属 (大阪)7
平元  日本大学豊山 (東京)7

2 近畿大学附属 (大阪)7
3 市    川 (兵庫)7
4  日本大学豊山 (東京)7
5  日本大学豊山 (東京)7
6 近畿大学附属 (大阪)7
7 近畿大学附属 (大阪)7
8 沼 津 学 園 (静岡)7
9 市    川 (兵庫)7

◆ 400mメ ドレーリレー

昭63 県立岐阜商業

平元  近畿大学附属

2 近畿大学附属

3 近畿大学附属

4 近畿大学附属

5 近畿大学附属

6  日本大学豊山

7 近畿大学附属

8 近畿大学附属

9 春 日部 共 栄

□女 子

◆団体総含

昭63 近畿大学附属

平元  品川女子学院

2 近畿大学附属

3 愛 知 椒 徳

(岐阜)3
(大阪)3
(大阪)3
(大阪)3
(大阪)3
(大阪)3
(東京)3
(大阪)3
(大阪)3
(埼玉)3

7森  隆弘 (東京。日大豊山)4:32.96

8森  隆弘 (東京・日大豊山)4:27.50

9森  隆弘 (東京。日大豊山)4:26.44

(大阪)

(東京)

(大阪)

(愛知)

37.71

36.16

38.72

37.18

35.29

33.75

32.52

32.70

33.81

35.53

4 近畿大学附属 (大阪)

5 近畿大学附属 (大阪)

6 近畿大学附属 (大阪)

7 武  蔵  野 (東京 )

8 近畿大学附属 (大阪)

9 近畿大学附属 (大阪)

105`点

119点

98点

69点

86点

119`点

◆ 50m自 由形

昭63未実施

平元 未実施

2未実施

3山下満由美 (埼玉・埼玉玉栄)27.16
4兎澤 雪奈 (埼玉・武南)  26.64
5井本直歩子 (大阪。近畿大附)26.97
6大和 真幸 (徳島・徳島市立)26.92
7源  純夏 (徳島・県立城南)26.42

8源  純夏 (徳島・県立城南)26.13

9源  純夏 (徳島・県立城南)26.22

◆ 100m自 由形

昭63門田 規希 (兵庫・武庫川) 58.94
平元 松戸 思奈 (宮城・常磐木学)58.99

2中野亜弥子 (神奈川・神奈川学)57.62

3今枝 慶子 (愛知・愛知椒徳)58.15

4井本直歩子 (大阪。近畿大附)58.17

5井本直歩子 (大阪・近畿大附)57.74

6井本直歩子 (大阪・近畿大附)57.45

7源  純夏 (徳島・県立城南)57.31

8源  純夏 (徳島・県立城南)56.97

9源  純夏 (徳島・県立城南)56.87

◆ 200m自 由形

昭63若穂囲美貴 (大阪・近畿大附)2:04.95

平元 平中 秀子 (東京・品川女子)2:06.03

2肥川 葉子 (福 岡・九女大附)2:04.86

3今枝 慶子 (愛知・愛知椒徳)2:04.32

4千葉 すず (大阪・近畿大附)2:04.81

5千葉 すず (大阪・近畿大附)2:01.93

6山野井絵里 (茨城・鹿島学園)2:01.22

7山野井絵里 (茨城・鹿島学園)2:02.30

8山野井絵里 (茨城・鹿島学園)2:03.79

9岡 田 恵実 (大阪・近畿大附)2:03.72

54.51

54.49

47.55

48.67

50.98

44.41

43.89

46.02

43.06

50.05

57.75

58.51

55.42

52.19

54.29

53.56

53.07

53.51

:50.95

:54.41

52点

30点  ◆ 400m自由形

48点    昭63若穂囲美貴(大阪・近畿大附)4:19.62

82点    平元 平中 秀子(東京・品川女子)4:24.41
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2川 島 政江 (東京・武蔵野)4:20.32

3斉藤 綾子 (東京・東京成徳)4:24.26

4木原 珠子 (東京・品川女子)4:19.13

5千葉 すず (大阪・近畿大附)4:15.77

6高橋 麻美 (北海道・札幌静修)4:17.88

7小松はるみ (神奈川・県立川崎)4:19.65

8山野井絵里 (茨城・鹿島学園)4:15.87

9岡田 恵美 (大阪・近畿大附)4:16.89

◆ 800m自由形

昭63井上まゆみ (兵庫・姫路西)9:14.70

平元 横田 紀子 (兵庫・兵庫川)9:16.28

2川 島 政江 (東京・武蔵野)8:52.08

3笹村 奈穂 (大阪・近畿大附)8:55.60

4川 島 政江 (東京・武蔵野)8:51.98

5宮地 祥子 (大阪。近畿大附)8:47.59

6三宅 愛子 (兵庫・加古川南)8:52.95

7小松はるみ (神奈川・県立川崎)8:48.08

8小松はるみ (神奈川・県立川崎)8:46.66

9岩田 玲奈榊奈サ|1県・洗足学園)8:52.11

◆ 100m背泳ぎ

昭63月 野ヽ  郁 (富 山・富山女子)1:05.26

平元 青柳美由季 (福 岡。九女大附)1:06.13

2中村 衣里 (大阪・近畿大附)1:06.05

3落合 真弓(静岡・静岡女子商)1:05.38

4肥川 葉子 (福 岡。九女大附)1:03.21

5重田  恵 (大阪。近畿大附)1:04.18

6稲田 法子 (千葉・市立船橋)1:03.49

7稲 田 法子 (千葉・市立船橋)1:02.55

8中村 真衣 (新潟・帝京長岡)1:02.46

9中村 真衣 (新潟・帝京長岡)1:02.37

◆ 200m背泳ぎ

昭63月 栗ヽ 聡美 (東京・東京成徳)2:17.48

平元 月ヽ栗 聡美 (東京。東京成徳)2:21.54

2大杉 典子 (大阪・近畿大附)2:18.60

3鳥飼 淳子 (大阪・近畿大附)2:17.97

4肥川 葉子 (福 岡。九女大附)2:16.62

5重田  恵 (大阪。近畿大附)2:17.34

6高瀬千香子 (東京・東京立正)2:16.25

7中尾 美樹 (大阪・近畿大附)2:14.23

8萩原 智子 (山梨・山梨学院)2:12.34

9萩原 智子 (山梨・山梨学院)2:14.59

◆ 100m平泳ぎ

昭63山家 千文 (東京・武蔵野)1:12.64

平元 能美友季子 (東京・鷺宮) 1:14.49
2池田真由美 (東京。日大鶴丘)1:14.22

3岩崎 敬子 (静岡・日大三島)1:14.24

4粕谷 恭子 (埼玉・狭山ヶ丘)1:12.50

5粕谷 恭子 (埼玉・狭山ヶ丘)1:11.51

6石橋加預子 (福 岡・柳川) 1:11.24
7石橋加預子 (福 岡・柳川) 1:10.92
8田 中 雅美 (東京・八王子)1:09.55

9磯田 順子 (東京・東京立正)1:10.65

◆ 200m平泳ぎ

昭63能美友季子 (東京・鷺宮) 2:37.56
平元 平田恵美香 (愛知・蟹江) 2:38.73

2平林 英美 (東京・品川女子)2:37.26

3岩崎 敬子 (静岡・日大三島)2:33.74

4西岡 由恵 (大阪・樟蔭) 2:33.60
5粕谷 恭子 (埼玉・狭山ヶ丘)2:32.39

6岩崎 恭子 (静岡。日大三島)2:31.52

7田 中 雅美 (東京・八王子)2:30.06

8田 中 雅美 (東京・八王子)2:28.42

9磯田 順子 (東京立正) 2:31.60

◆ 100mバタフライ

昭63松官 由香 (大阪・近畿大附)1:02.80

平元 中込恵美子 (山 梨・東海大甲府)1:03.07

2司東 理恵 (埼玉・春日部共栄)1:02.03

3大西 順子 (兵庫・高砂) 1:03.24
4漢人 陽子 (静岡・浜松商業)1:02.69

5塚嶋 洋子 (愛知・愛知淑徳)1:02.60

6春名 美佳 (兵庫。加古川南)1:01.39

7鹿島  瞳 (東京・東京立正)1:01.44

8鹿島  瞳 (東京・東京立正)1:00.55

9青山 綾里 (大阪。近畿大附)59.63

◆ 200mバタフライ

昭63森川 理乃 (大阪・近畿大附)2:14.26

平元 中込恵美子 (山梨・東海大甲府)2:15。 71

2司東 理恵 (埼玉・春日部共栄)2:13.30

3中込恵美子 (山梨。東海大甲府)2:14.89

4小林 千香 (東京・藤村) 2:14.18
5黒鳥 文絵 (千葉・県薬園台)2:13.09

6春名 美佳 (兵庫・加古川南)2:12.27

7春名 美佳 (兵庫・加古川南)2:11.90

8春名 美佳 (兵庫・加古川南)2:12.23
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9鹿島  瞳 (東京・東京立正)2:10.55

◆ 200m個人メ ドレー

昭63佐藤 織絵 (東京・文京学園)2:24.32

平元 赤石みゆき(東京・品川女子)2:24.53

2木村 衣里 (東京。東京成徳)2:20.97

3平中 秀子 (東京・品川女子)2:19.62

4黒鳥 文絵 (千葉・県薬園台)2:18.97

5前原 仁美 (東京・武蔵野)2:18.28

6山岸 朋子 (東京・品川女子)2:19.80

7前原 仁美 (東京・武蔵野)2:17.75

8安田 由生 (広 島・沼田) 2:19.42
9田 島 寧子 (東京・東京立正)2:17.96

◆ 400m個人メ ドレー

昭63佐野 ゆき(東京。日白学園)5:02.14

平元 藤井 亜樹 (東京・昇華学園)5:04.69

2木村 衣里 (東京・東京成徳)4:50.63

3平中 秀子 (東京・品川女子)4:54.13

4黒鳥 文絵 (千葉・県薬園台)4:47.45

5黒鳥 文絵 (千葉・県薬園台)4:45.34

6高橋 麻美 (北海道・札幌赫修)4:50.30

7前原 仁美 (東京・武蔵野)4:47.13

8岩田 玲奈帥奈サ|1県・洗足学園)4:56.08

9田 島 寧子 (東京。東京立生)4:48.32

◆ 400mリ レー

昭63 近畿大学付属 (大阪)4:01.92
平元  武  庫  川 (兵庫)4:02.39

2 愛 知 淑 徳 (愛知)3:59.52
3 愛 知 淑 徳 (愛知)3:58.51
4 近畿大学付属 (大阪)3:56.12
5 近畿大学付属 (大阪)3:53.84
6 近畿大学付属 (大阪)3:56.19
7 武  蔵  野 (東京)3:57.05
8 近畿大学付属 (大阪)3:54.77
9 近畿大学付属 (大阪)3:51.73

◆ 400mメ ドレーリレー

昭63 春 日部 共 栄 (埼玉)4:24.75
平元  近畿大学付属 (大阪)4:27.44

2 東 京 成 徳 (東京)4:25.76
3 愛 知 淑 徳 (愛知)4:24.72
4 近畿大学付属 (大阪)4:21.75
5 近畿大学付属 (大阪)4:19.28
6 近畿大学付属 (大阪)4:18.72

7 近畿大学付属 (大阪)4:19.76
8 近畿大学付属 (大阪)4:17.37
9 近畿大学付属 (大阪)4:13.82

《飛び込み》

□男 子

◆団体総合

昭63 市立川口  (埼 玉)  14点
平元  土浦日大   (茨城)  17点

2  寺  井   (石川)  12点
3 米  子   (鳥取)  15点
4 米  子   (鳥取)  15点
5 尽誠学園   (香 川)  16点
6 米 子 西   (鳥 取)  14点
7 興  誠   (静 岡)  20点
8 此花学院   (大 阪)  16点
9 此花学院   (大 阪)  16点

◆高飛び込み

昭63内藤 英樹 (埼玉・市立川口)463.26

平元 坂田 芳寛 (茨城・土浦日大)560.88

2宮本基一郎 (鳥取・米子)  481.38
3宮本基一郎 (鳥取。米子)  495.69
4坂井 祐史(石川・小松明峰)450.38

5屠   斌 (香川・尽誠学園)570.72

6宮本幸太郎 (鳥取・米子西)527.28
7宮本幸太郎 (鳥取。米子西) 594.63

8寺内  健 (大阪・此花学園)699.51

9寺内  健 (大阪・此花学園)673.98

◆飛び板飛び込み

昭63内藤 英樹 (埼玉・市立川日)533.89

平元 坂田 芳寛 (茨城・土浦日大)530.22

2浅野 宗一 (石川・寺井)  522.75
3坂井 祐史(石川・小松明峰)523.05

4宮本基一郎 (鳥取・米子)  502.98
5屠   斌 (香川・尽誠学園)570.72

6吉田 理知 (鳥取・松江南)445.83
7宮本幸太郎 (鳥取。米子西)586.92
8寺内  健 (大阪・此花学園)673.62

9寺内  健 (大阪・此花学園)657.57

□女 子

◆団体総合

昭63 松    陰 (兵庫)  13点
平元  埼  玉  栄 (埼玉)  12点
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2 光    華 (京都)  15点
3 福 井 女 子 (福井) 16点
4 小松市立女子 (石川)  16点
5 埼  玉  栄 (埼玉)  20点
6 小松市立女子 (石川)  22点
7 小松市立女子 (石川)  29点
8 小松市立女子 (石川)  30点
9 清 陵 情 報 (福 島) 15点

◆高飛び込み

昭63笠井里栄子 (京都・桂)  456.66
平元 米倉  薫 (兵庫・須磨女子)394.80

2甘  志敏 (福井・福井女子)332.97

3甘  志敏 (福井・福井女子)465.54

4宇野 聖子 (石川・小松市立女)356.16

5石川めぐみ (埼玉・埼玉栄)346.65
6石川めぐみ (埼玉・埼玉栄)372.36
7樋口まゆみ (石川。小松市立女)417.21

8樋口まゆみ (石川。小松市立女)477.15

9神 田加奈子 (福 島・清陵情報)386.97

◆飛び板飛び込み

昭63入江 優紀 (兵庫・松陰) 390.12
平元 山野井里奈 (埼玉・埼玉栄)318.30

2甘  志敏 (福井・福井女子)410.13

3甘  志敏 (福井・福井女子)364.23

4字野 聖子 (石川・小松市立女)422.19

5向井 智子 (静岡・信愛学園)455.64

6樋口まゆみ (石川・小松市立女)455.71

7樋口まゆみ (石川。小松市立女)463.77

8樋口まゆみ (石川・小松市立女)518.79

9吉原 真紀 (茨城・水城) 381.99

《水球》

町363

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

前 橋 商 業 (群馬)

前 橋 商 業 (群馬)

福 井 工 業 (福井)

金沢市立工業 (石川)

宮 崎 工 業 (宮山奇)

福 井 工 業 (福井)

明治大学中野 (東京)

鳥    羽 (京都 )

埼  玉  栄 (埼玉)

明治大学中野 (東京)

バ ス ケ ッ トボ ール

□男 子

41.  F1863

42.平元

43.     2

44.     3

45.     4

46.     5

47.     6

48.     7

49.     8

50.     9

□女 子

41.  FIE63

42.平元

43.     2

44.     3

45.     4

46.     5

47.     6

48.     7

49.     8

50,     9

富    岡

名古屋短大付

名古屋短大付

鶴 鳴 女 子

名古屋短大付

中村学園女子

名古屋短大付

名古屋短大付

名古屋短大付

聖 和 学 園

(福井)

(秋田)

(京都 )

(秋田)

(茨城 )

(秋田)

(秋田)

(秋田)

(秋田)

(秋田)

(神奈川)

(愛知)

(愛知)

(長崎 )

(愛知)

(福 岡)

(愛知)

(愛知 )

(愛知)

(宮城 )

陸

工

南

工

大

工

工

工

工

工

代

　

代

嗣

代

代

代

代

代

北

能

洛

能

土

能

能

能

能

能

バ レ ー ボ ー ル

□男 子

41.  町363

42.平元

43.    2

44    3

45.    4

46.    5

47.    6

48.    7

49.    8

50.    9

□女 子

41.  聞363

42.平元

崇  徳

大商大附

上  宮

東亜学園

東亜学園

釜 利 谷

東海大四

鎮  西

鎮  西

釜 利 谷

氷    上

九州文化学園

(広 島)

(大阪)

(大阪)

(東京 )

(東京 )

(神奈川)

(北海道)

(熊本)

(熊本)

(神奈川)

(兵庫 )

(長崎)
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43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

2

3

4

5

6

7

8

9

卓

□男 子

◆学校対抗

57.   昭63  熊  谷  商

58.平元 埼工大深谷

59. 2 埼工大深谷

60.  3 愛工大名電

61. 4 愛工大名電

62.  5 埼工大深谷

63.  6 上   宮

64.  7 愛工大名電

65.  8 東   山

66. 9 青 森 山 田

◆シングルス

□男 子

57.昭 63 平  亮太

58.平元 森本 洋治

59.  2 今枝 一郎

60.  3 今枝 一郎

61.  4 岡本 倫之

62.  5 周   腫

63. 6 遊澤  亮

64.  7 王  海軍

65.  8 本方慎之介

66.  9 宋  海偉

古  川  商 (宮城 )

帝 国 女 子 (大阪)

氷    上 (兵庫 )

国 学 院 栃 木 (栃木)

共 栄 学 園  (東京)

就   実  (岡山)

扇   城  (大分)

四 天 王 寺  (大阪)

(埼玉)

(埼玉)

(埼玉)

(愛知)

(愛知)

(埼玉)

(大阪)

(愛知)

(京都)

(青森)

球

(埼玉・熊谷商)

(大阪・上宮)

(愛知・愛工大名電)

(愛知・愛工大名電)

(愛知・桜丘)

(愛知・桜丘)

(大阪・上宮 )

(青森・青森山田)

(東京 。実践学園)

(青森・青森山田)

中田 幸信  (埼玉・埼工大深谷)

窪  久司

坂巻 雄一  (埼玉・埼工大深谷)

窪  久司

田崎 俊雄  (埼玉・埼工大深谷)

渡辺 敬文

村上 裕和  (埼玉・埼工大深谷)

竹谷 康一

遊澤  亮  (大阪・上宮)

辻本 真也

高橋 卓斗  (高知・明徳義塾 )

若林  努

真田 浩二  (愛知・愛工大名電)

金氏 祐一

熊田 智幸  (京都・東山)

宮下  渉

(神奈川・白鵬女子)

(東京・武蔵野)

(東京・武蔵野)

(熊本・熊本信愛女子)

(岐阜 。中京商業)

(香川・香川西)

(岐阜・中京商業)

(徳島・明徳義塾 )

(徳島・明徳義塾 )

(大阪・四天王寺)

59.

61.

64.

66.

□女 子

◆学校対抗

57.昭 63 白 鵬 女 子 (神奈川)

58.平元  白 鵬 女 子 (神奈川)

59. 2 白 鵬 女 子 (神奈川)

60.  3 白 鵬 女 子 (神奈川)

61.  4 仙台育英学園 (宮城)

62. 5 白 鵬 女 子 (神奈川)

63.  6 仙台育英学園 (宮城)

64.  7 四 天 王 寺 (大阪)

65. 8 四 天 王 寺 (大阪)

66.  9 四 天 王 寺 (大阪)

◆シングルス

□女 子

57.昭 63 佐藤 利香

58.平元 大野 知子

59.  2 大野 知子

60.  3 坂田 倫子

61.  4 陳   媛

62.  5 朱   芳

63.  6 陳   媛

64.  7 馬   佳

65.     8   馬      佳

66.  9 武田 明子

◆ダブルス

□男 子

57.  田目63

58.平元

高田  学

上月 智之

入山 浩治

小畑 幸生

(愛知・桜丘)

(埼玉・埼工大深谷)
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◆ダブルス

□女 子

57.  町ヨ63

58.平元

松本 雪乃

佐藤 利香

佐藤 利香

河合 雅世

河合 雅世

青池 優美

平井由規子

福田 正美

松岡 りか

大槻 洋子

河村 朋枝

塩見亜矢子

益田 誌保

米倉 知子

川越 真由

武田 明子

川越 真由

武田 明子

川越 真由

武田 明子

61.

62.

63.

64.

(神奈川・白鵬女子)

(神奈川・白鵬女子)

(神奈川・白鵬女子)

(神奈川・白鵬女子)

(大阪・四天王寺)

(宮城・仙台育英学園)

(宮城・仙台育英学園)

(大阪・四天王寺)

(大阪・四天王寺)

(大阪・四天王寺)

5 北村日出秋・峯田敬也

6 中村雅司。中村雅己

7 橋本雅巳・り|1又浩司

8 東  司・渡邊彦継

9 花田直弥・岩瀬峰尊

□女 子

◆団体

昭63 熊本中央女

平元  中 村 学 園

2  熊本中央女

3 清 水 ヶ丘

4  群馬女短附

5  広島女子商

6  広島女子商

7  広島女子商

8  広島女子商

9  中村学園

(京都・鳥羽)

(石川。小松工)

(香川・香川西)

(奈良・高田商)

(三重・三重)

(熊本)

(福岡)

(熊本)

(広 島)

(群馬)

(広 島)

(広 島)

(広 島)

(広 島)

(福岡)

ソ フ ト テ ニ ス

◆個人

昭63稲 田増美・保田智子 (福岡。中村学園)

平元 鈴木久子。本橋尚子 (群馬・群馬女短附)

2 後藤由紀・足羽美穂子 (大阪・淀之水 )

3 益田真喜。人谷千晶 (広 島・広島女商)

4 大杉瑞穂・宮地雄子 (福 岡・中村学園)

5 大杉瑞穂・宮地雄子 (福 岡。中村学園)

6 東 尚子・石川聡子 (広 島・広島女商)

7 石川和美・砂本佐知子 (広 島・広島女商)

8 油井久美・高岡由美香 (大阪・淀之水 )

9 坂下真知子・田中美里 (福 岡・中村学園)

ハ ン ド ボ ー ル

□男 子

◆団体

昭63 九州工

平元  鶴 嶺

2  香川西

3  高田商

4  三 重

5  高田商

6  高田商

7  三 重

8  高田商

9  三 重

全国高等学校総合体育大会

□男 子

39.  昭63   /1ヽ     禄

40.平元  浦 和 実

41.2 下 松 工

42. 3  熊本市商

43.4 下 松 工

44. 5  富  岡

45. 6  香川中央

46. 7  横浜商工

47. 8  横浜商工

◆個人

昭63博村貴夫・長手裕介 (奈良・高田商)

平元 山城和裕・岡本圭司 (広 島・広島山陽)

2 南森直人・村中弘明 (奈良・高田商)

3 山本晃伸・村中弘明 (奈良・高田商)

4 渡部史亘・石岡雅也 (北海道・北海道工)

(福岡)

(神奈川)

(香川)

(奈良)

(三重 )

(奈良)

(奈良)

(二重)

(奈良)

(三重)

(沖縄)

(埼玉)

(山 口)

(熊本)

(山 口)

(群馬)

(香川)

(神奈川)

(神奈川)
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陸
レ
し49.

□女 子

39.  Flg63

40.平元

41.   2

42.    3

43.

44.

45.

46.

47.

48.

(福井)

(埼玉)

(愛知)

(宮城)

(大阪)

(愛知)

(愛知)

(京都)

(福井)

(大阪)

(愛知)

68.昭 63著漢学園高 (茨城)   決勝戦中止

大阪工大高 (大阪)  両者優勝

69.平元 天 理 高 (奈良)144啓 光学園高

70. 2熊 谷 工 高 (埼玉)19‐ 9天 理 高

71. 3啓 光学園高 (大阪)28‐ 8日學院大学燎幅

72. 4伏 見 工 高 (京都)1,10啓光学園高

73. 5相 模台工高 (神奈サ||)19‐ 6東京農大第二高

74. 6相 模台工高榊奈川|)27-12長崎1ヒ陽台高

75. 7大 阪工大高 (大阪)50‐10秋田正高

76. 8西  陵 商 (愛知)2625啓光学園高

77.    9 國學院大学久我山高(東京)33‐29 伏見工高

バ ド ミ ン ト ン

□男 子

◆学校対抗

昭63上     尾  (埼玉)

平元 熊本商科大付属  (熊本)

2 常 総 学 院  (茨城 )

3 常 総 学 院  (茨城 )

4 常 総 学 院  (茨城 )

5高 松 商 業 (香りll)

6 上     尾  (埼玉)

7 上     尾  (埼玉)

8 人  代  東  (熊本)

9 上     尾  (埼玉)

◆シングルス

昭63須賀 隆弘  (埼玉・上尾)

平元 磯部 和弘  (茨城・常総学院)

2 岸田 明宏  (大阪・此花学院)

3 片岡詔市郎  (大阪・此花学院)

4 西田  渉  (南北海道。オL幌第一)

5 中村 祐樹  (神奈川・法政大学第二)

6 山田 英孝  (埼玉。上尾)

7 舛田 圭太  (石川・金沢市立工業)

8 外田 圭太  (石川・金沢市立工業)

9 中西 洋介  (埼玉・上尾)

◆ダブルス

昭63中橋一晃・平井 肇

(滋賀・延暦寺学園比叡山)

平元 佐藤嘉伸・郷路一郎

(南北海道・本L幌第一)

2 斉藤一裕。大山宏司

(茨城・常総学院)

3 太田慎二・石橋秀法

(千葉・千葉敬愛 )

4 加賀谷洋・箭内将人

(埼玉。上尾)

5 樋渡順也・矢部正博

(茨城・常総学院)

6 下鳥洋樹・高嶋 進

(茨城・常総学院)

7 青木孝徳・山田浩史

(茨城・常総学院)

8 大束忠司・木下伸介

(熊本・八代東)

サ

昭63

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

浦 和 実

名短大付

聖和学園

宣  真

名短大付

名短大付

蓄讐    Jヒ

福 井 商

四天王寺

名短大付

国  見   (長崎)

清水市商   (静 岡)

清水市商   (静 岡 )

清 水 東   (静 岡)

徳島市立   (徳 島)

国  見   (長崎)

清水市商   (静 岡)

習 志 野   (千 葉)

清水市商   (静 岡)

東 福 岡  (福 岡)

カヽ
ソ

ビグフ

-418-



9 坂本修一・小島祐造

(茨城・常総学院)

(熊本・熊本信愛女学院)

田井美幸・舛田 恵

(石川・金沢向陽)

ソ フ ト ボ ー ル
(大阪)

(大阪)

(佐賀)

(熊本)

(大阪)

(大阪)

(大阪)

(富山)

(埼玉)

(埼玉)

(大阪・四條畷学園)

(大阪・四條畷学園)

(埼玉・埼玉栄)

(大阪・四條畷学園)

(大阪。四條畷学園)

(北北海道・旭川実業)

(富山・高岡女子)

(埼玉。埼玉栄)

(富山・高岡女子)

(富 山・高岡西)

□女 子

◆学校対抗

昭63四 條 畷 学 園

平元 四條 畷 学 園

2佐 賀 女 子

3 熊本中央女子

4四 條 畷 学 園

5四 條 畷 学 園

6四 天 王 寺

7高 岡 女 子

8埼  玉  栄

9埼  玉  栄

◆シングルス

昭63水井妃佐子

平元 水井妃佐子

2 井田 貴子

3 水井 泰子

4 水井 泰子

5 中山智香子

6 山田 潤子

7 関本 祥子

8 間  敏郷

9 間  敏郷

◆ダブルス

昭63中原敬子・甲斐美和

夙 川 学 院 高 (兵庫 )

夙 川 学 院 高 (兵庫 )

夙 川 学 院 高 (兵庫 )

夙 川 学 院 高 (兵庫 )

星 野 女 子 高 (埼玉)

夙 川 学 院 高 (兵庫 )

厚 木 商 業 高 (神奈り||)

大田原女子高 (栃木)

自鴎大足利高 (栃木)

星 野 女 子 高 (埼玉)

千 葉 敬 愛 高 (千葉)

岡  豊  高 (高知)

関東学園大高 (群馬)

鹿 屋 農 業 高 (鹿児島)

新 島 学 園 高 (群馬)

野 々 市 明 倫 (石りll)

沼 津 学 園 高 (静岡)

岡  豊  高 (高知)

多度津工業高 (香川)

多度津工業高 (香川)

□女

40.

41.

42.

43.

44.

45。

46.

47.

48.

49.

□男 子

23.  1召 63

24.平元

25.    2

26.    3

27.    4

28.    5

29.    6

30。     7

31.    8

32.    9

子
聯
斬
２
３
４
５
６
７
８
９

平元

2

3

4

5

6

7

8

(熊本・熊本中央女子 )

宮村愛子・松田治子

(熊本。熊本中央女子 )

阪本雅子・渡邊真由美

(熊本・熊本信愛女学院)

橋本淳子・山田裕美

(宮城・聖ウルスラ学院)

山田裕美・貴田 泉

(宮城・聖ウルスラ学院)

増茂孝枝・中山智香子

(北北海道・旭川実業)

市橋美紀・鬼頭加代

(大阪・四條畷学園)

中島珠美・片糸由希子

(石川。金沢向陽)

杉浦美幸・永峰弘子

相

◆団体

66.  田ヨ63

67.平元

68.    2

69.    3

70.    4

71.    5

72.    6

73.    7
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明 大 中 野  (東京)

金沢市立工  (石川)

明 大 中 野  (東京 )

鰺 ケ 沢  (青森)

埼 玉 栄  (埼玉)

弘 前 実  (青森)

報 徳 学 園  (兵庫)

熊 本 農  (熊本)

撲



74.

75.

8 三 本 木 農  (青森)

9 明 徳 義 塾  (高知)

3 井川 清隆

4 佐藤 敏裕

5 増永 光俊

6 堤時  貞

7 石井 ―行

8 内柴 正人

9 小川 武志

◆軽中量級

昭63赤坂 哲生

平元 赤坂 哲生

2 岩川 武久

3 中村 兼三

4 斉藤  健

5 浅見 重紀

6 橋本 克美

7 植山  亮

8 斎藤 順道

9 西野 公章

◆中量級

昭63本田 勝義

平元 荒木 伸知

2 武田 雅也

3 大村 恭一

4 瀧本  誠

5 窪田 和則

6 安達 元貴

7 斎藤 制剛

8 斎藤 純平

9 筒井 友和

◆軽重量級

昭63中村 佳央

平元 田辺  勝

2 松本 勇治

3 福田 隆文

4 繁昌 久哲

5 中野 尚信

6 中野 尚信

7 飛塚 雅俊

8 岡本 栄治

9 竹下 忠良

◆重量級

昭63山 田 利彦

(静岡・静岡学園)

(福岡・南筑 )

(熊本・鎮西)

(東京。国士舘)

(宮崎。宮崎日大 )

(東京。国士舘)

(神奈川。日大藤沢)

(熊本。九州学院)

(熊本。九州学院)

(宮崎・都城商)

(福岡・東海大第五)

(茨城・土浦日大)

(兵庫・高砂 )

(島根・開星)

(福 岡・東海大第五)

(北海道・北海)

(群馬・前橋育英)

(福岡・東海大第五)

(熊本。東海大第二)

(広 島。近大福山)

(静岡。東海大第一)

(東京。世田谷学園)

(東京・国士舘)

(宮城。東北)

(北海道・北海)

(山形・山形工業)

(埼玉・埼玉栄)

(福岡・東海大五)

(東京・世田谷学園)

(神奈川。東海大相模 )

(熊本・東海大第二)

(宮崎・都城商業)

(埼玉・埼玉栄)

(埼玉・埼玉栄)

(山形・山形工業)

(富山・小杉 )

(東京・世田谷学園)

(神奈川・東海大相模 )

◆個人

66.昭63 田代 勝寿

67.平元  尾曽 武人

68. 2  加藤 耕一

69. 3  出島 武春

70. 4  岡本  篤

71. 5  田宮 啓司

72. 6  志賀 太祐

73. 7  矢島 健一

74. 8  小笠原史男

75. 9  三好 正人

(秋田・金足農業)

(茨城・水戸農)

(東京・目黒)

(石川・金沢市立工)

(埼玉・埼玉栄)

(鳥取・鳥取城北)

(東京・明大中野)

(東京・目黒 )

(青森・三本木農)

(大阪 。長尾谷)

柔

◆団体

□男 子

昭63東海大第五  (福岡)

平元 天   理  (奈良)

2 東海大相模  (神奈川)

3 天   理  (奈良)

4 世田谷学園 (東京)

5 東海大相模  (神奈川)

6 東海大相模  (神奈川)

7 国 士 舘  (東京)

8 桐 蔭 学 園  (神奈川)

9 世田谷学園  (東京)

□女 子

平成 2 夙 り|1学 院  (兵庫 )

3 夙 り|1学 院  (兵庫 )

4 柳   川 (福岡)

5 柳   川 (福岡)

6 夙 り|1学 院  (兵庫 )

7 福 岡 工 大  (福岡)

8 土 浦 日大  (茨城 )

9 柳   川 (福岡)

◆軽量級

昭63月 田ヽ垣公三  (京都・洛南)

平元 隈部 佳克  (熊本・嘉穂 )

2 園田 隆二  (福岡・柳川)

道
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平元 岩田 桂司  (神奈川・東海大相模 )

2 真喜志慶治  (沖縄。沖縄尚学)

3 窪田  茂  (神奈川。東海大相模 )

4 久保田義久  (熊本・九州学院)

5 石崎 員之  (愛媛・新田)

6 村元 辰寛  (奈良・天理)

7 井上 康生  (神奈川。東海大相模 )

8 本郷 至道  (東京・世田谷学園)

9 上杉 昭文  (福 岡。東海大第五)

□男 子

◆団体総合

38.昭63 東奥義塾   (青森)

39.平元  東海大四  (北海道)

40. 2 東奥義塾   (青森)

41. 3 中野実業   (長野)

42. 4 中野実業   (長野)

43. 5 中野実業   (長野)

44. 6 飯 山 南   (長 野)

45. 7 東奥義塾   (青森)

46. 8 飯 山 南   (長 野)

47. 9 北  照   (南北海道)

◆ジヤイアントスラローム

38.昭63 木村 公宣  (青森 .東奥義塾)

39.平元  石岡 拓也  (青森 .東奥義塾)

40. 2  川口 城二  (北海道.東海大四)

41. 3  川口 城二  (北海道.東海大四)

42. 4 坂田  誠  (北海道 .遠軽)

43. 5 坂田  誠  (北北海道 .遠軽)

44. 6 山田 慎一  (富山.富山第一)

45. 7  白土 晶一  (南北海道.札幌商)

46. 8  島田 大輔  (南北海道.札幌商)

47. 9 吉岡 大輔  (南北海道 .北照)

◆スラローム

38.昭63 木村 公宣  (青森。東奥義塾)

39.平元  石岡 拓也  (青森 .東奥義塾)

40. 2 伊藤  薫  (青森 .東奥義塾)

41. 3 伊藤  薫  (青森。東奥義塾)

42. 4 竹田 征吾  (新潟 .関根学園)

43. 5  三浦 義人  (南北海道。東海大四)

44.

45.

46.

47.

6 工藤 昌己  (青森 .東奥義塾 )

7 皆川賢太郎  (南北海道 .北照)

8 吉岡 大輔  (南北海道 .北照)

9 加藤 卓哉  (新潟 .関根学園)

◆スペシヤルジヤンプ

38.昭63 岡部 孝信

39.平元  東   輝

40. 2 笠間 法孝

41. 3 杉山 恵亮

42. 4 佐藤 昌幸

43. 5 佐藤 昌幸

44. 6 宮崎  優

45. 7 斎藤慎一郎

46. 8 仲村 和博

47. 9 仲村 和博

◆コンバインド

38.昭63 古川 純一

39.平元  森   敏

40. 2 富井  彦

41. 3 富井  彦

42. 4 大竹 太志

43. 5 中村 幸志

44. 6 佐藤 武留

45. 7 宮尾 憲典

46. 8 山崎 慎一

47. 9 畠山 陽輔

(北海道.駒大岩見沢)

(北海道.駒大岩見沢)

(北海道.札幌日大)

(長野 .飯 山北 )

(北海道 .余市 )

(北北海道。余市 )

(長野 .飯 山北)

(南北海道 .北照)

(南北海道 .北照)

(南北海道 .北照)

(青森 .東奥義塾 )

(長野 .飯 山北 )

(長野 .下高井農林)

(長野 .下高井農林)

(新潟 .堀之内)

(長野 .白馬)

(長野 .東部)

(長野 .白 馬)

(長野 .飯 山南)

(秋田 .花輪)

◆クロスカントリー 15km
38.昭63 松浦  元  (北海道 .旭大高)

39。 平元  望月 幸男  (新潟 .関根学園)

◆クロスカントリー 10kmク ラシカル

40. 2 堀米 光男  (長野。中野実業)

41. 3 堀米 光男  (長野 .中野実業)

42. 4 堀米 光男  (長野。中野実業)

43. 5 島田 敏充  (新潟 .十 日町)

44. 6 島田 武彦  (新潟 .飯山南)

45. 7 池田 泰之  (新潟。新井)

46. 8 清水目義尚  (青森 .野辺地)

47. 9 山岸  修  (長野。中野実業)

◆クロスカントリー 15kmフ リー

40. 2 奥山 清人  (山形 .北村山)

41. 3 神津 正昭  (長野 .中野実業)

キス
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42.

43.

44.

45.

46.

47.

◆スラローム

38.昭63 丸山 有紀  (長野 .白馬)

39。 平元  切久保深雪  (長野。自馬)

40. 2 切久保深雪  (長野 .白 馬)

41. 3 切久保深雪  (長野 .白 馬)

42. 4  山川 純子  (新潟 .関根学園)

43. 5 広井 法代  (新潟 .湯沢)

44.  6  村山 裕美  (南北海道.札幌第一
)

45. 7  野木 真美  (南北海道・札幌第一
)

46.  8  村山 裕美  (南北海道.札幌第一
)

47. 9  阿部真理子  (南北海道.東海大四)

◆クロスカン トリー 5kmクラシカル

38.昭63 平沼さやか  (北海道 .旭大高)

39.平元  佐藤恵美子  (長野 .中野実業)

40. 2 五十嵐陽子  (青森 .野辺地 )

41. 3 竹田 優子  (新潟 .新井)

42. 4 大高 友美  (北海道 .旭大高)

43. 5 後藤 鹿子  (新潟。松代)

44. 6 若井 涼子  (新潟 .六 日町)

45. 7 夏見  円  (北北海道.旭大高)

46. 8 村木真紀子  (秋田 .花輪 )

47. 9 石田 正子  (北海道 .旭大高)

◆クロスカン トリー 10kmフ リー

38.昭63 三ケ田紀子  (秋田 .花輪)

39。 平元  太田裕里子  (青森 .大鰐 )

40. 2 五十嵐陽子  (青森 .野辺地)

41. 3 横山寿美子  (新潟 .新井)

42. 4  大高 友美  (北海道 .旭大高)

43. 5 大高 友美  (北北海道.旭大高)

44. 6 若井 涼子  (新潟 .六 日町)

45. 7 大口奈津美  (長野。中野実業)

46. 8 若井 涼子  (新潟 .六 日町)

47. 9 久保 美幸  (青森 .大鰐 )

◆リレー

38.昭63 新  井   (新 潟)

39.平元  新  井   (新 潟)

40. 2 野 辺 地   (青 森)

41. 3 新  井   (新 潟)

42. 4 飯 山 Jヒ   (長 野)

43. 5 中野実業   (長 野)

44. 6 中野実業   (長 野)

45. 7 花  輪   (秋 田)

46. 8 花  輸   (秋 田)

47. 9 大  鰐   (青 森)

4 神津 正昭

5 高橋幸一郎

6 島田 武彦

7 蛯沢 大輔

8 蛯沢 大輔

9 高口 嘉樹

(長野。中野実業)

(長野 .飯 山南)

(長野 .飯 山南)

(青森。東奥義塾 )

(青森 .東奥義塾 )

(北北海道.旭大高)

(山形)

(山形)

(山形)

(長野)

(長野)

(長野)

(長野)

(青森)

(長野)

(長野)

◆リレー

38.昭63  金  山

39.平元  北 オす山

40. 2  1ヒ 村 山

41. 3 中野実業

42. 4 中野実業

43. 5 中野実業

44.6 飯 山 南

45.7 野 辺 地

46.8 飯 山 南

47.9 飯 山 南

□女 子

◆団体総合

38.昭63  白 馬

39.平元  白 馬

40. 2 野辺地

41. 3 新 井

42. 4 旭川大

43. 5 松 代

44.    6   六日町

45.     7   イL  廟含

46.     8   イL  事針

47. 9 大 鰐

◆ジャイアン トスラローム

38.昭63 岡崎 若華

39.平元  森下 亜子

40. 2 切久保深雪

41. 3 佐藤 友美

42. 4 佐藤 友美

43. 5 佐藤 友美

44. 6 村山 裕美

45。  7 竹田 未央

46. 8 斎藤 由美

47. 9 斎藤 由美

(長野)

(長野)

(青森)

(新潟)

(北海道)

(新潟)

(新潟)

(秋田)

(秋田)

(青森)

(山形 .山形 日大)

(新潟 .六 日町)

(長野 .白 馬)

(北海道。小樽双葉)

(北海道。小樽双葉)

(南北海道.小樽双葉)

(南北海道.札幌第一
)

(新潟 .関根学園)

(北北海道.歌志内)

(北北海道 .歌志内)
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◆スピー ド

□男 子

◆ 500m
38.昭63堀井 学(北海道・白樺学園)38.74

39.平元 堀井 学(北海道・自樺学園)38.21

40. 2武 田豊樹 (北海道り‖路緑ヶ岡)38.53

新保堅進 (群馬・榛名) 38.53

41. 3清 水宏保 (北海道・白樺学園)37.68
42. 4高 橋 進 (北海道・釧路商業)38.45
43. 5佐 木々浩司(北海道・釧路商業)38.40
44. 6今 井裕介 (長野・佐久)   38.27
45。  7西 岡和哉 (北海道・池田)  37.94
46. 8井 出真博 (長野・野沢北)  39.08
47. 9川 田和範 (北海道・帯広南商業)37.83

◆ 1000m
38.昭63競技なし

39.平元 鈴木幸太郎(北海道。自樺学園)1.18.73

40. 2清 水宏保 (北海道・白樺学園)1.19.86

41. 3武 田豊樹 (北海道・釧路緑ヶ岡)1.17.02

42. 4石 岡 守 (北海道・池田) 1.19.16
43. 5宮 川洋平 (長野・佐久)  1.18.21
44. 6山 本豪己(東京・駒場学園)1.17.66
45. 7今 井裕介 (長野・佐久)  1.14.98
46. 8井 出良直 (長野・佐久長聖)1.20.24
47. 9野 本 繁 (長野・小海)  1.18.44

◆ 1500m
38.昭63月 原ヽ 聡 (北海道・北海道工業)2.04.65

39.平元 小田智樹 (岩手・龍沢)  2.03.62
40. 2清 水宏保 (北海道・白樺学園)2.02.55

41. 3中 村賢治 (北海道・北海道工業)1.58.96

42. 4石 岡 守 (北海道・池田) 2.01.27
43. 5高 橋壮一 (北海道・釧路緑ヶ岡)2.02.43

44. 6今 井裕介 (長野・佐久)  1.59.93
45. 7今 井裕介 (長野・佐久)  1.56.74
46. 8幅 田洋司 (北海道・白樺学園)2.03.21

47. 9小 林正暢 (北海道・白樺学園)1.59.95

◆ 5000m
38。 昭63小竹直喜 (北海道・白樺学園)7.17.89

39.平元 白幡圭史 (北海道・釧路商業)7.21.79

40. 2糸 川敏彦 (北海道・自樺学園)7.H.50

41. 3大 槻 嘉 (北海道・苫小牧南)7.22.67

42. 4糸 川敏彦 (北海道・白樺学園)7.08.54

43. 5高 橋一郎 (北海道・釧路緑ヶ岡)7.17.54

44. 6渡 辺 充 (北海道・白樺学園)7.31.68

45。  7渡 辺 充 (北海道・白樺学園)7.03.70

46. 8徳 村光晃 (北海道・北海道工業)7.24.38

47. 9半 崎泰生 (北海道・白樺学園)7.15.17

◆ 10000m
38.昭63小竹直喜 (北海道・白樺学園)15.10.08

39.平元 自幡圭史 (北海道・釧路商業)15.08.48

40. 2糸 川敏彦 (北海道・自樺学園)15.01.99

41. 3野 崎貴裕 (北海道・本別) 15.04.34

42. 4糸 川敏彦 (北海道・白樺学園)14.40.27

42. 5高 橋一郎 (北海道り1路緑ヶ岡)15.35.H

43. 6根 本茂一 (北海道・釧1路緑ヶ岡)15.12.45

44. 7渡 辺 充 (北海道・白樺学園)14.38.81

45. 8伊 勢俊一 (青森・百石)  15.42.09
46.  9徳村光晃 (北海道・北海道工業)14.44.45

◆ 2000mリ レー

38.昭63  自樺学園 (北海道)  2.36.55
39.平元  白樺学園 (北海道)  2.38.02
40. 2  白樺学園 (北海道)  2.36.97
41. 3  白樺学園 (北海道)  2.32.43
42. 4  白樺学園 (北海道)  2.35.10
43. 5 白樺学園 (北海道)  2.34.65
44. 6 池  田 (北海道)  2.34.93
45。  7 自樺学園 (北海道)  2.32.49
46. 8  白樺学園 (北海道)  2.34.38
47. 9 佐久長聖 (長野)   2.35.20

□女 子

◆ 500m
38.昭63島崎京子 (北海道・白樺学園)42.31
39.平元 島崎京子 (北海道・白樺学園)42.68
40. 2梶 里恵子 (北海道・池田)  41.88
41. 3大 竹口綾 (北海道・駒大苫小牧)41.83

42. 4香 川1真由美(北海道・駒大苫小牧)43.10

43. 5大 竹口綾 (北海道・駒大苫小牧)42.83

44. 6土 屋深雪 (群馬・嬬恋)   43.19
45. 7新 谷志保美(長野・伊那北)  41.41
46.  8新谷志保美(長野・伊那北)  43.08
47. 9大 菅小百合(北海道・白樺学園)41.14

◆ 1000m
38.昭63上原三枝 (長野・諏訪清陵)1.28.55

ケス
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39.平元 島崎京子 (北海道・白樺学園)1.28.63

40. 2増 地美穂 (北海道・池田) 1.28.72
41. 3三 宮恵利子(北海道り1路星園)1.24.44

42. 4香 川真由美(北海道・駒大苫小牧)1.28.22

43. 5土 屋和花子(長野・野沢北) 1.27.19
44. 6土 屋深雪 (群馬・嬬恋)  1.26.61
45. 7外 ノ池亜希(長野・東海大三)1.25.09

46. 8外 ノ池亜希(長野・東海大三)1.28.03
47. 9大 菅小百合(北海道・白樺学園)1.26.28

◆ 1500m
38.昭63堀内佳子 (長野・諏訪二葉)2.16.38

39。 平元 鐵田貴子 (北海道・駒大苫小牧)2.15.03

40. 2清 水美映 (長野・松本深志)2.12.94

41. 3根 本奈美 (北海道・白樺学園)2.09.42

42. 4清 水美映 (長野・松本深志)2.13.31

43. 5虎 口貴子 (北海道・桜丘) 2.13.86
44. 6外 ノ池亜希(長野。東海大三)2.16.77

45, 7外 ノ池亜希(長野・東海大三)2.07.88

46. 8安 田有希 (長野・東海大三)2.15.57

47. 9宮 下笑美 (北海道・帯広南商業)2.15.59

◆ 3000m
38.昭63山本宏美 (北海道・駒大苫小牧)4.51.93

39.平元 鐵田貴子 (北海道・駒大苫小牧)4.42.71

40. 2清 水美映 (長野・松本深志)4.56.17

41. 3小 笠原みき(北海道・釧路星園)4.40.40

42. 4清 水美映 (長野・松本深志)4.44.19

43. 5堀 川友里 (北海道・池田) 4.44.91

44. 6堀 川友里 (北海道・池田) 4.41.59

45. 7土 橋貴子 (長野・佐久長聖)4.38.85

46. 8妹 尾栄里子(北海道。自樺学園)4.53.25

47. 9宮 崎聡子 (群馬・嬬恋)  4.41.80

◆フィギユア

□男 子

38.昭63 鍵山正和 (愛知・愛工大名電)

39.平元  及川史弘 (宮城・東北学院)

40. 2 及川史弘 (宮城 。東北学院)

41. 3 相吉 学 (千葉・市立船橋 )

42. 4 相吉 学 (千葉・市立船橋 )

43. 5 重松直樹 (埼玉・浦和学院)

44. 6 飯塚弘記 (東京・暁星)

45. 7 田村岳斗 (宮城・東北 )

46. 8 本田武史 (宮城 。東北 )

47. 9 上野貴史 (福 岡・香椎 )

□女 子

38.昭63 八木沼純子 (東京・品川)

39.平元  須田敦子 (東京・品川)

40. 2 今川知子 (兵庫・甲南女子 )

41. 3 小岩井久美子 (愛知・東海女子)

42. 4 4端 井久美子 (愛知・東海女子)

43. 5 横谷花絵 (埼玉・淑徳与野)

44. 6 金澤由香 (宮城・泉松陵)

45. 7 種田久美子 (宮城・東北)

46. 8 金澤由香 (宮城・泉松陵)

47. 9 村主章枝 (神奈川・清泉女子学院)

◆アイスホッケー

38.昭 63釧路工業 (1ヒ海道)53釧路江南 (1ヒ海道)

39.平元駒大苫小牧(北海道)102釧路短附(北海道)

40. 2駒大苫刀ヽ牧(1ヒ海道)&3釧路短附(1ヒ海道)

41. 3駒大苫イヽ牧(1ヒ海道)4‐3釧路江南 (1ヒ海道)

42. 4釧路江南 (北海道)3‐2駒大苫小牧(1ヒ海道)

43. 5駒大苫小牧(1ヒ海道)7Ю 釧路江南 (1ヒ海道)

“

. 6駒 大苫4ヽ牧(1ヒ海道)9‐1釧路江南 (1ヒ海道)

45. 7駒大苫Jヽ 牧(1ヒ海道)12‐4釧路江南 (1ヒ海道)

46. 8駒大苫4ヽ牧(1ヒ海道)5‐2釧路工業 (1ヒ海道)

47.9駒 大苫月ヽ牧(1ヒ海道)9・2埼 玉 栄(埼 玉)

◆ 2000mリ レー

38.昭63 白 樺 学 園

39.平元  駒大苫小牧

40. 2 池   田

41. 3 駒大苫小牧

42. 4 駒大苫小牧

43. 5 池   田

44. 6 自 樺 学 園

45. 7 池   田

46. 8 駒大苫小牧

47. 9 帯広南商業

(北海道)

(北海道)

(北海道)

(北海道)

(北海道)

(北海道)

(北海道)

(北海道)

(北海道)

(北海道)

2.52.33

2.52.35

2.51.95

2.49.79

2.53.44

2.53.05

2.56.30

2.48.69

2.52.36

2.50.68
(滋賀)

(茨城)

艇

□男 子

◆ナックル・フォア

昭63 膳     所

平元  江戸川学園取手
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江戸川学園取手 (茨城 )

◆舵手付フォア

昭63 広 島 皆 実 (広 島)

平元  会     津 (福 島)

2  八     尾 (富山)

3  八     尾 (富山)

4  岡  谷  南 (長野)

5  柳  学  園 (兵庫 )

6  美 濃 加 茂 (岐阜)

7  済  々  費 (熊本)

8  田  名  部 (青森)

9  関     西 (岡 山)

◆ダブル・スカル

平3 熊 商 大 附

(富山)

(滋賀)

(滋賀)

(兵庫 )

(静岡)

(富山)

(熊本 )

(静岡)

(石川)

(熊本 )

(静岡)

(三重)

(滋賀)

(山 梨・富士河口湖)

(富山 。人尾)

(滋賀・膳所 )

(滋賀 。大津 )

(山形・酒田西)

(埼玉・南稜 )

(富山・八尾)

(岐阜・加茂)

(広 島・盈進)

(滋賀 。長浜農業)

尾

商

商

園

俣

尾

幡

幡

学

八

八

八

柳

二

人

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

俣

松

晏

俣

川

所

々

二

小

済

二

宮

膳

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９◆ダブル・スカル

平 3 八

4 富 士

5  長

6    】貢

7    ノヽ

8 伏

9    ブヽ

尾 (富山)

河 回 湖 (山梨)

浜  農 (滋賀)

田  正 (滋賀)

百  津 (岐阜 )

見  工 (京都 )

百  津 (岐阜)

(滋賀)

(石川)

(滋賀)

(京都 )

(富山)

(青森)

(富山)

◆シングル・スカル

昭63 曽根ひとみ

平元  石原 昭子

2  斎藤 理恵

3  田村 妙子

4  佐藤 亜紀

5  風祭さち子

6  滝本 待子

7  熊沢 妃郁

8  小林 徐子

9  木澤由佳子

◆シングル・スカル

町763   冽にォす    郡時
平元  牛渡  順

2  秦  修治

3  武田 治和

4  下田 友康

5  春名 真一

6  赤丸 裕樹

7  町田 拓郎

8  小堀 俊明

9  木村  昇

□女 子

◆ナックル・フォァ

昭63 大   津

平元  七   尾

2  八 幡 商

◆舵手付フォア

昭63  山   城

平元  八   尾

2 青 森 中 央

3  八   尾

(北海道・函館水産)

(宮城・石巻工)

(愛媛 。今治北)

(福井・美方)

(富山・八尾)

(岡 山・備前)

(富山・八尾 )

(静岡・新居)

(福井・小浜水産)

(宮城・佐沼)

`ミ

J 道

□男 子

◆団体
35.  聞目63

36.平元

37.    2

38.    3

39.    4

40.    5

41.    6

42.    7

43.    8

44.    9

鹿児島商工

PL学 園

阿   蘇

高 千 穂

西 大 寺

福岡大学附属大濠

PL学 園

福岡大学附属大濠

阿   蘇

(鹿児島)

(大阪)

(熊本)

(宮崎)

(岡 山)

(福岡)

(大阪)

(福 岡)

(熊本)

(東京 )輸
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◆個人

35。   日日63

36.平元

37.    2

38.    3

39.    4

40.    5

41.   6

42.    7

43.    8

44.    9

□女子

◆団体

35.  蘭日63

36.平元

37.    2

38.    3

39.    4

40.    5

41.    6

42.    7

43.    8

44.    9

◆個人

35.  1目 63

36.平元

37.    2

38.    3

39.    4

40.    5

41.    6

42.    7

43.    8

44.    9

福井 賢次

山下 忠典

佐藤 充伸

兼松 希考

本間 彰人

山田  薫

曽根 将臣

平岡 右照

糸山 仁和

小津野貴謙

(香川・琴平 )

(京都・字治)

(宮城・小牛田農林)

(大阪・清風 )

(宮崎・宮崎北)

(秋田・秋田商業)

(和歌山・和歌山東)

(茨城・水戸短大附属)

(長崎・長崎南山)

(岡 山・西大寺)

◆ 46kg級

昭63 川田 征勝

平元  山口 譲司

2 針谷  豊

3 本田 原明

4 戸井田昌教

5 楳沢 智治

6 上林 浩二

7 小竹 宏明

8 吉沢 克洋

9 松永 共広

(茨城 )

(茨城)

(茨城 )

(茨城 )

(茨城 )

(岐阜・岐阜工業)

(京都・宇治)

(群馬・西邑楽)

(鹿児島・鹿児島商工)

(茨城・霞 ヶ浦)

(栃木・足工大附属)

(岐阜・岐阜工業)

(鳥取・倉吉工業)

(長野・北佐久農業)

(静岡・沼津学園)

(群馬・西邑楽)

(鹿児島・鹿児島商工)

(静岡・沼津学園)

(静岡・沼津学園)

(宮崎・宮崎工業)

(北海道・岩見沢農業)

(北海道・岩見沢農業)

(茨城・霞 ケ浦)

(長野・上田西)

(京都・立命館宇治)

(茨城・霞 ケ浦)

(茨城・霞ケ浦)

(岩手・官古商業)

(茨城・霞 ケ浦)

(北海道・岩見沢農業)

(北海道・岩見沢農業)

(京都・網野)

(鹿児島・鹿屋中央)

(栃木・足工大附属)

(京都・立命館宇治)

(群馬・西邑楽)

(福岡・築上西)

(宮崎 。宮崎第一)

浦

浦

浦

浦

浦

ケ

ケ

ケ

ケ

ケ

霞

霞

霞

霞

霞

５

　

６

　

７

　

８

　

９

園

園

園

蘇

沢

蘇

西

蘇

蘇

穂

学

学

学

崎

　
　
　
千

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

阿

左

阿

長

阿

阿

高

(大阪)

(大阪)

(大阪)

(熊本)

(山形)

(熊本)

(長崎)

(熊本)

(熊本)

(宮崎)

(鹿児島・鹿児島)

(千葉。一宮商業)

(大阪'PL学園)

(岡 山・西大寺)

(福岡・筑陽学園)

(鹿児島・神村学園)

(岡 山・西大寺)

(山形・左沢)

(熊本・阿蘇)

(熊本・阿蘇)

● 50kgl吸

昭63

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

◆ 58kg級
昭63 山野

平元  浜田

2 長友
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松野  繁

森  進一

勝目 力也

勝目 力也

杉尾 和雄

長尾 勇気

久米 貴幸

大泉エイロン

高橋 利典

清野 大輔

◆ 54kg級

昭63 坪井  勇

平元  井上  威

2 星  政宏

3 木沢 美幸

4 田南部 力

5 田南部 力

6 井上 謙二

7 野口  勝

8 船越  聡

9 水口 貴之

谷山百合香

矢野 幸恵

高田 智子

大村 恵理

鍋山 玲子

有馬 佳代

岸本志津子

鎌田 暖代

興椙あゆみ

福永 香織

レ

◆団体戦

聞ヨ63

平元

2

3

4

(茨城)

(鹿児島)

(茨城 )

(茨城)

(茨城 )

グン
１

ノス

浦

工

浦

浦

浦

商

ケ

島

ケ

ヶ

ヶ

児

霞

鹿

霞

霞

霞

誠

広嗣

一美



3 杉山 貴光

4 粟田 弘明

5 山口  純

6 竹花 良二

7 栗尾 直樹

8 太田 亮介

9 森岡 寛至

◆ 63kg級

昭63 川島 健二

平元  宮本 健二

2 森田 俊男

3 相磯 武仁

4 谷山 祐治

5 伊東 克佳

6 小椋 啓介

7 今ヽ  吉亜

8 寛田 幸宏

9 飯塚  匡

● 68kgl吸

昭63 赤石 光輝

平元  横山 秀和

2 平野 晴美

3 山下 哲生

4 織山 昭仁

5 大橋 理秀

6 大橋 理秀

7 大原 春基

8 池田 秀治

9 菅  太一

● 74kg級

昭63 中島 智彦

平元  荻田 剛志

2 小野瀬哲也

3 木村 洋介

4 山口 幸信

5 中谷 尚志

6 土居 克也

7 大橋 理秀

8 藤田 尚志

9 小幡 邦彦

◆ 74kg以上級

昭63 藤田 和之

(静岡・清水工業)

(栃木・足工大附属)

(茨城・霞 ヶ浦)

(長野・上田西)

(茨城・霞ヶ浦)

(茨城・土浦日大)

(大阪・近大附属 )

(愛知・星城)

(徳島・穴吹)

(茨城・霞ヶ浦)

(静岡・沼津学園)

(鹿児島・鹿児島商工)

(茨城・霞ヶ浦)

(北海道・岩見沢農業)

(群馬・関東学園大附)

(茨城・霞ヶ浦)

(静岡・沼津学園)

(青森・東奥義塾 )

(秋田・秋田経法大附)

(茨城・霞ヶ浦)

(和歌山・南部)

(秋田・秋田商業)

(大阪・吹田)

(大阪・吹田)

(秋田・秋田商業)

(茨城・霞ヶ浦)

(東京・京北 )

(秋田・秋田商業)

(静岡・沼津学園)

(茨城・霞ヶ浦)

(北海道・北海)

(茨城・霞ヶ浦)

(徳島・徳島東工業)

(茨城・霞ヶ浦)

(大阪・吹田)

(茨城・霞ヶ浦)

(茨城・霞ヶ浦)

(千葉・八千代松陰)

平元  千綿 辰也

◆ 11 5kg以上級

平成2 新明 嘉規

3  滝口  徹

4 室谷 正憲

5 吉田清太郎

6 吉田清太郎

7 長島 康弘

8 矢野  通

9 藤田 尚志

弓

(鹿児島・鹿児島商工)

(千葉・八千代松陰)

(山形・東根工業)

(和歌山・和歌山東)

(秋田・秋田商業)

(秋田・秋田商業)

(群馬・館林 )

(東京・京北 )

(茨城・霞ヶ浦)

道

□男 子

◆団体

鵬363

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

焼 津 中 央

足工大付属

多 度 津 工

加 治 木 工

西 の 京

御   津

倉 吉 西

加 治 木 工

石 岡 商

八 代 第 一

(静岡)

(栃木)

(香川)

(鹿児島)

(奈良)

(愛知)

(鳥取)

(鹿児島)

(茨城 )

(熊本)

(熊本・八代第一)

(鹿児島・出水工 )

(東京・早稲田実)

(栃木・足工大付属)

(大分 。大分工 )

(新潟・新津工)

(熊本・八代第一)

(石川・金沢市立工)

(香川・観音寺第一)

(愛知・御津)

◆個人

昭63 吉原 秀道

平元  鮎川 隆文

2  清川 裕志

3  佐山 秀夫

4  立川 公一

5  清野 克也

6  松落登志二

7  山本 高史

8  小田 鎌太

9  植田 宏和

□女 子

◆団体

昭63 本   荘

平元  宇 部 中 央

2 加 治 木 工

3 飯 田 女 子

4 宇 部 中 央

(秋田)

(山 口)

(鹿児島)

(長野 )

(山 口)
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5

6

7

8

9

◆個人

田ヨ63

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

八 代 第 一  (熊本)

情 報 科 学  (大分)

大阪福島女  (大阪)

伊 勢 崎 女  (群馬)

八 代 第 一  (熊本)

渡久地球美  (沖縄・小禄)

伊藤 三枝  (長野・長野吉田)

土木 員希  (広島・三原)

東山 佳矢  (高知・土佐女)

岡山 瑞枝  (山口・下関南)

河村 梨香  (熊本 。人代第一)

辻村 章子  (愛知・御津)

古江加代子  (宮崎・福島)

浅野 弘美  (富山・富山商)

吉田 洋子  (鳥取・倉吉西)

◆シングルス

昭63 山本 育史

平元  増田健太郎

2  金子 英樹

3  本村 剛一

4  鈴木 貴男

5  岩測  聡

6  鈴木 貴男

7  石井 弥起

8  岩見  亮

9  寺地 貴弘

(東京・堀越)

(神奈川・相模工大附)

(東京・堀越 )

(福 岡・柳川)

(東京・堀越)

(東京・堀越 )

(東京・堀越 )

(東京・堀越 )

(千葉・渋谷教育幕張)

(千葉・渋谷教育幕張)

堀    越 (東京)

相 模 工 大 附 (神奈サ||)

堀    越 (東京)

清    風 (大阪)

柳    川 (福岡)

柳    川 (福岡)

堀    越 (東京)

柳    川 (福岡)

渋谷教育幕張 (千葉)

柳    川 (福岡)

菊水・徳原  (兵庫・仁川学院)

谷澤 。近藤  (神奈川。相模工大附)

小野・本村  (福岡・柳川)

梅田 。今村  (福岡・柳川)

石川・尾崎  (福岡・柳川)

岩測・寺内  (福 岡・柳川)

鈴木・石井  (東京・堀越)

杉山 。小野田 (福 岡・柳川)

岩見・石神  (千葉・渋谷教育幕張)

陳  ・加藤  (福岡・柳川)

◆ダブルス

昭63 伊達・高木

平元  木  ・ 釣

2  中村・石松

3  藤井 。道城

4 望月・田中

5  堀田・鳥羽

6  窪田・占部

7  井上・井上

8  占部・小畑

9  藤原・西田

◆シングルス

昭63 伊達 公子

平元  沢松奈生子

2  川崎 綾子

3  杉山  愛

4  田中 由夏

5  佐伯 美穂

6  浅越しのぶ

7  井上 青香

(兵庫)

(兵庫)

(東京)

(東京)

(神奈川)

(東京)

(東京)

(沖縄)

(東京)

(神奈川)

(兵庫・園田学園)

(東京・共栄学園)

(兵庫・園田学園)

(東京・堀越)

(東京・堀越 )

(大阪・四天王寺)

(東京・富士見丘)

(沖縄・浦添)

(東京・富士見丘)

(大阪・四天王寺)

(兵庫・園田学園)

(兵庫・夙川学院)

(兵庫・夙川学院)

(神奈川・湘南工大附)

(東京・富士見丘)

(東京・藤村女)

(兵庫・園田学園)

(沖縄・浦添)

ス

□女 子

◆団体

田363

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

プ

□男 子

◆団体

冒363

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

◆ダブルス

聞ヨ63

平元

2

3

4

5

6

7

8

9
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8  小畑 沙織  (東京・富士見丘)

9  伊東千佐世  (静岡・静岡市立)

昭63 A:神 戸 (兵庫)、 幸田 (愛知)

吉城 (岐阜 )、 石山 (滋賀)

OB:吉 城 (岐阜 )、 三島 (愛媛)

旭川東栄 (北海道)、 三田尻女 (山 口)

C:防府 (山 口)、 作手 (愛知)

長野 (大阪)

平元  A:高 知学芸 (高知)、 吉田 (愛媛)

幸田 (愛知)、 神戸 (兵庫)

OB:秋 田北 (秋田)、 勝山 (福井)

富士宮西 (静岡)、 幸田 (愛知)

C:長野 (大阪)、 人幡浜工 (愛媛)

小樽工 (北海道)

2 A:山 形南 (山形)、 防府 (山 口)

広島学院 (広 島)、 青森工 (青森)

OB:三 田尻女 (山 口)、 自石女 (宮城 )

高陽 (広 島)、 大館鳳鳴 (秋田)

C:大館鳳鳴 (秋田)、 自石工 (宮城)

3 A:
福岡 (福岡)

日大三島 (静岡)、 防府 (山 口)

神戸 (兵庫)、 宗像 (福 岡)

三田尻女 (山 口)、 新居浜西 (愛

媛)、 盛岡二 (岩手)、 自石女 (宮

城)

静岡東 (静岡)、 盛岡工 (岩手)

広島学院 (広 島)

長崎北陽台 (長崎)、 修道 (広 島)

山口 (山 口)、 吉城 (岐阜)

防府 (山 口)、 石山 (滋賀)

高鍋 (宮崎)、 富士宮西 (静岡)

防府 (山 口)、 鳥栖 (佐賀)

都城泉ヶ丘 (宮崎)

OB

C

4 A

OB

C:

5 A:安 曇川 (滋賀)、 盛岡工 (岩手)

大曲 (秋田)、 防府 (山 口)

OB:高 陽 (広 島)、 鹿沼東 (栃木)

益田 (島根)、 三田尻女 (山 口)

C: 日大三島 (静岡)、 長崎西 (長崎)

平舘 (岩手)

6 A:①広島学院 (広島)

②武生工 (福井)

③北野 (大阪)角館 (秋田)

⑤防府 (山 口)⑥膳所 (滋賀)

OB:① 桜井 (富山)

②就実 (岡 山)

③高陽 (広 島)長崎西 (長崎)

⑤大曲 (秋田)三田尻女 (山 口)

C:①桜井 (富山)

②韮崎 (山梨)

③三条東 (新潟)鳥栖工 (佐賀)

⑤幸田(愛知)⑥九州国際大附属(福岡)

7 A:①
`鳥取東 (`鳥取)

②長崎西 (長崎)

③安曇川 (滋賀)盛岡工 (岩手)

⑤船橋東 (千葉)⑥竹田 (大分)

OB:① 三田尻女 (山 口)

②長崎北陽台 (長崎)

③就実 (岡 山)船橋東 (千葉)

⑤大迫 (岩手)鳥取西 (`鳥取)

⑥新潟中央 (新潟)

C:①長崎北陽台 (長崎)

②平舘 (岩手)

③水口東 (滋賀)小松工 (石川)

⑤修道 (広島)静岡東 (静岡)

⑥船津 (岐阜)

8 A:①韮崎 (山梨)

②防府 (山 口)

③加治木 (鹿児島)水口東 (滋賀)

⑤長崎北陽台 (長崎)

⑥平舘 (岩手)三条工 (新潟)

OB:① 韮崎 (山梨)

②長崎北陽台 (長崎)

③就実 (岡 山)高陽 (広島)

⑤松山南 (愛媛)⑥柏原 (兵庫)

C:①大曲 (秋田)

②都留 (山梨)

③近大附 (大阪)新南陽 (山 口)

⑤柏原 (兵庫)⑥那須工 (栃木)

9 A:①修道 (広島)

②三条工 (新潟)

③防府 (山口)北野 (大阪)

⑤岡山朝日 (岡 山)

⑥長崎北陽台 (長崎)

OB:① 大山 (秋田)

②高陽 (広島)

③防府 (山 口)船橋東 (千葉)

⑤水回東 (滋賀)

山登
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C:

転

◆総合体育大会

昭63 久工大附高  (福岡)

平元  作新学院高  (栃木)

2  九州学院高  (熊本)

3  内 灘 高  (石川)

4 前 橋 工 高  (群馬)

5 岐 南 工 高  (岐阜)

6  岐 南 工 高  (岐阜)

7  学法石川高  (福島)

8  前 橋 工 高  (群馬)

9 岐 南 工 高  (岐阜)

◆秩父宮記念杯学校対抗選手権大会

昭63 久工大附高  (福岡)

平元  作新学院高  (栃木)

2  九州学院高  (熊本)

3  内 灘 高  (石 川)

4  前 橋 工 高  (群馬)

5  岐 南 工 高  (岐阜)

6  岐 南 工 高  (岐阜)

7 前 橋 工 高  (群馬)

8  前 橋 工 高  (群馬)

9 岐 南 工 高  (岐阜)

◆道路競走中央大会

昭63 紫 波 高  (岩手)

平元  金 沢 高  (石川)

2  新 庄 工 高  (山形)

3  新 庄 工 高  (山形 )

4  紫 波 高  (岩手)

5  和歌山北高  (和歌山)

6  山形電波工高  (山形 )

7  岐 南 工 高  (岐阜)

8  甲 府 工 高  (山梨)

9  石 田 高  (香川)

自

⑥長崎北陽台 (長崎)

①広島学院 (広 島)

②長崎西 (長崎)

③韮崎 (山梨)近大附 (大阪)

⑤平舘 (岩手)那須清峰 (栃木)

○印は女子

◆ 1000mタ ィム トライアル分秒

39.昭63山本 真矢 (京都・花園高)1.08.87

40.平元 清水 敏一 (群馬・前橋育英高)1.08.12

41. 2稲 村 成浩 (群馬。前橋工高)1.07.61

42. 3 鈴木 雅也 (静岡・修善寺工高)1.07.75

43. 4 手島 慶介 (群馬・前橋工高)1.07.29

44. 5 +文 字貴信 (茨城・取手一高)1.07.46

45. 6 榊枝 輝文 (福島・学法石川高)1.06.56

46. 7西    徹 (石川・内灘高)1.07.731

47. 8佐 々木雄一 (福 島・自河高)1.06.240

48. 9佐 々木雄一 (福 島。自河高)1.06.425

◆スプリン ト

39.昭63高橋 隆晃 (京都・立命館高)11.51

40.平元 内村  豪 (鹿児島・南大限高)11.48

41. 2斉 藤登志信 (山形・山形電波工高)11.05

42. 3 中井 達郎 (静岡・修善寺工高)11.45

43. 4久 保田 敦 (群馬。前橋工高)11.09

44. 5河 部 勝史(愛媛・松山聖陵高)11.02

45. 6小 椋 竜二 (徳島・徳島商高)11.12

46. 7尾 崎 和人(群馬・前橋工高)11.003

47. 8梅 原 卓志 (静岡・修善寺工高)10.910

48. 9藤 原 憲征 (新潟。吉田商高)11.260

◆ 4000m速度競走

39.昭63森田 武士 (福岡・久工大附高)5.09.36

40。 平元 幸田 光博 (栃木・作新学院高)4.58.07

41. 2笹 川 滝治 (新潟・吉田商高)5.01.45

42. 3坂 上 忠克 (石 川・内灘高)4.54.94

43. 4浪 岡 宜隆 (宮城・東北高)4.59.49

44. 5村 本 大輔 (静岡・静岡北高)5.14.41

45. 6下 松  寛 (岡 山・岡山理大附高)4.52.13

46. 7 諸橋  愛 (新潟・吉田商高)4.57.530

47. 8小 嶋  健 (神奈川・横浜高)4.48.830

48. 9佐 藤  修 (秋田・六郷高)4.59.930

◆ポイントレース点

39。 昭63大越  太 (福 島・学法石川高)34

40.平元 斑 目真紀夫 (福 島・自河高)  25
41. 2 木オす 聖二 (熊本・九州学院高) 33

42. 3狩 野 智也 (群馬・前橋育英高)30
43. 4 ※台風10号のため決勝レース中止。

決勝進出者24名 全員を 1位 とする。

44. 5鳥 生 知八(愛媛・松山聖陵高)55

45. 6佐 藤 琢磨 (東京・和光高)  38
46. 7斉 藤紳一朗 (青森・八戸工高) 15
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47. 8河 原 貴史(群馬・前橋工高) 18 42.
48. 9 白岩 大助 (埼玉・久喜北陽高)20

43.

1.48.52   44.

I幸田・森林・山本・渡辺 ]

40.平元 作新学院高 (栃木)    2.13.14
1野沢・中村・山本・幸田]

41. 2前 橋工高 (群馬)     1.43.68
1稲村・金子・高橋・品田]

42. 3修 善寺工高 (静岡)    1.44.86
1鈴内・山田・中井。大沼 ]

43.    4 甫i右爵EEF訂 (君羊f5)           1.45.06

[手島・橋本・久保田・稲村 ]

44. 5八 王大一高 (青森)    2.14.01
[成 田・中村・小笠原・坂本 ]

45. 6静 岡北高 (静岡)     1.27.41
1都甲・片寄・市川・望月]

46. 7前 橋工高 (群馬)    1.28.208
[尾崎・飯塚・竹内・高田]

47. 8作 新学院高 (栃木)   1.45.252
[鈴木・飯嶋・時田。能登]

48. 9横 浜高(神奈川)    1.45.736
[植木・小林・小嶋・北澤]

◆ 4000m個人追抜競走

39.昭63若原 英伸 (岐阜・岐南工高)5.03.10
40.平元 栗田 伸也 (山形・新庄工高)5.00.89

◆ 3000m個人追抜競走
41.平成 2松村 政治 (熊本・九州学院高)3.42.94
42. 3片 岡 信忠 (石川・内灘高)3.40.66
43. 4児 玉 利文 (岐阜・岐南工高)3.37.51
44. 5柴 田  誠 (山形・新庄高)3.38.72
45. 6 山本 貴士 (石川・金沢高)3.38.37
46.   7 重松  太郎 (神奈川・横須賀学院高)3.44.444
47. 8 久保田奉文 (福井・春江工高)3.37.447
48. 9 内田  慶 (栃木・作新学院高)3.42.746

◆4000m団体追抜競走
39.昭63学法石川高(福島) 4.41.91

〔大越・金古・前野・十文字]

40.平元 岐南工高 (岐阜)     4.35.41
1田 中。若原・加藤・加藤 ]

41. 2久 工大附高 (福 岡)    4.38.64
[中野・神開・境・井上]

[加藤・木村・服部・松尾]

9岐南工高 (岐阜)    4.33.110
[土岐・宝満・古澤・若園]

団体の部 (学校対抗戦)

昭63 王 寺 工 業 (奈良)(36点 )

平元 南  京  都 (京都)(28点 )

2 作新学院高等部 (栃木)(33点 )

3 東 海 大 第 二 (熊本)(31点 )

4 花 咲 徳 栄 (埼玉)(32点 )

5 作新学院高等部 (栃木)(38点 )

6 作新学院高等部 (栃木)(37点 )

7 日 章 学 園 (宮崎)(28点 )

8 花 咲 徳 栄 (埼玉)(33点 )

9 南  京  都 (京都)(38点 )

◆個人の部

◆モスキート級

昭63 佐々木忠弘  (新潟・巻農業)

平元  川井 嘉章  (栃木・小山)

2  松下 尚行  (福岡・東福岡)

3  図師 安徳  (宮崎 。日章学園)

4  柳川 荒士  (広島・崇徳)

5  高宮 恵蔵  (福岡 。東福岡)

6  村橋  薫  (栃木・作新学院)

7  古賀 大作  (福岡・東福岡)

8  三角 英雄  (埼玉 。花咲徳栄)

9  飯野  潤  (栃木・小山)

◆ライトフライ級

昭63 尾崎 敏久  (埼玉・花咲徳栄)

◆イタリアンチームレース

39.昭63作新学院高(栃木)

3 内灘高 (石 川)

[辻・坂上・竹田・片岡]

4紫波高 (岩手)

[高橋・桜沢・浦田・小泉]

5岐南工高 (岐阜)

[高田・須藤・白木・橘内]

6岐南工高 (岐阜)

I須藤・竹田・洞口・白木]

7岐南工高 (岐阜 )

I臼井・洞口・児島・自木]

8岐南工高 (岐阜)

4.37.19

4.37.58

4.34.88

4.31.06

4.33.564

4.32.511
ウ
′

／
■

グンンヽクボ
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平元  玉城 信一

2  篠原 宏和

3  山口 圭司

4  辻本 和正

5  堀田 晋哉

6  矢代 家康

7  鈴木 裕介

8  木村 雄治

9  和オ 隆一

◆フライ級

昭63 本川 昭久

平元  橋本 尚樹

2  岩本  悟

3  阿波連本親

4  阿波連本親

5  岡   稔

6  名護 明彦

7  熟山 竜一

8  鶴木  優

9  大西 祥司

◆ノヽンタム級

昭63 岩橋 徹也

平元  渡辺 義大

2  高江 浩司

3  横山  謙

4  牟田 真樹

5  小山田裕二

6  福原 卓司

7  飯田 育夫

8  安達  淳

9  岩本 充裕

◆フェザー級

昭63 三谷 大和

平元  有沢 和広

2  藤村 征治

3  佐藤 慎也

4  金内  豪

5  栗田  繁

6  関口 幸生

7  清水頭広貴

8  高橋  貞

9  國武 直人

(沖縄・興南)

(山形・酒田南)

(南北海道・函大有斗)

(奈良・奈良工業)

(広 島・崇徳)

(埼玉・花咲徳栄)

(愛媛 。新田)

(熊本・九州学院)

(新潟 。新潟向陽)

(奈良・王寺工業)

(京都・南京都 )

(栃木・作新学院)

(沖縄・興南)

(沖縄・興南)

(香川・高松工芸)

(沖縄・興南)

(兵庫・市立西官西)

(新潟・新潟向陽)

(宮崎 。日章学園)

(新潟 。新潟南)

(茨城・土浦日大)

(福島・相馬農業)

(愛媛 。新田)

(福岡・三池)

(鹿児島・鹿児島工)

(島根・益田)

(大分・鶴崎工業)

(新潟・興農館)

(京都 。南京都 )

(岡 山・山陽)

(埼玉・花咲徳栄)

(千葉 。松戸矢切 )

(大分・津久見)

(沖縄・興南)

(広 島・崇徳)

(群馬・伊勢崎工)

(千葉・市立習志野)

(群馬・板倉)

(熊本 。九州学院)

◆ライ ト級

昭63 今岡 紀行

平元  竹下  力

2  菊地  睦

3  高橋 秀和

4  渡邊 大吾

5  熊谷 友也

6  大塚 和則

7  山本  徹

8  斎藤 信行

9  吉村 憲二

◆ライ トウエルター級

昭63 関  政明

平元  植村 浩一

2  横田 哲典

3  八重樫 剛

4  仁多見史隆

5  青井 俊道

6  高橋 泰征

7  伊地知 崇

8  比嘉 大輔

9  平田 廣一

◆ウェルター級

昭63 和田 元喜

平元  富樫  修

2  今岡 賢覚

3  金山 俊治

4  今村 卓人

5  今村 卓人

6  三上  淳

7  梅下  悟

8  松橋 拓二

9  家後 明人

◆ライ トミドル級

昭63 阿部  茂

平元  川上 雅史

2  中村 勇誠

3  中村 勇誠

4  皿田  学

5  岸本 憲明

6  長谷川智明

7  上原 通弘

8  須藤 芳献

(広 島・広陵)

(沖縄・美里工業)

(埼玉・花咲徳栄)

(宮城・仙台育英)

(愛媛・新田)

(岩手・水沢農業)

(千葉・流山)

(香川・高松工芸)

(栃木・作新学院)

(大阪・浪速)

(埼玉・秀明上尾)

(岡 山・関西)

(愛媛 。新田)

(岩手・水沢農業)

(新潟・興農館)

(岡 山・岡山工業)

(愛媛 。新田)

(沖縄・興南)

(福 岡 。東福岡)

(栃木・小山)

(奈良・王寺工業)

(京都・南京都)

(広 島・皆実)

(熊本・東海大第二)

(埼玉・花咲徳栄)

(埼玉・花咲徳栄)

(沖縄・興南)

(香川・高松工芸)

(南北海道・恵庭南)

(新潟・興農館)

(埼玉 。秀明上尾)

(栃木・作新学院)

(熊本・東海大第二)

(熊本・東海大第二)

(福 岡・田川)

(沖縄・興南)

(秋田・秋日経法大附)

(沖縄・興南)

(埼玉・花咲徳栄)
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久保山直樹  (大分・津久見) 57.

58.

59.

宮 内  (岩手)

宮 内  (岩手)

宮 内  (岩手)

□女 子

30.  翫863

31.平元

32.     2

33.     3

34.     4

35.    5

36.     6

37.     7

38.     8

39.     9

岐 阜 女 商  (岐阜 )

今   市  (栃木)

岐 阜 女 商  (岐阜)

岐 阜 女 商  (岐阜)

天   理  (奈良)

伊   吹  (滋賀)

不 来 方  (岩手)

横   田  (島根 )

伊   吹  (滋賀)

須   知  (京都 )

ウエイトリフティング
◆ 52kg級

昭63池畑  大 (鹿児島・鹿児島商工)200.0

平元 納富 俊行 (兵庫・舞子)   202.5
2伊森 和博 (,中縄・南部工業) 202.5
3三浦 貴公 (宮城・宮城県農) 197.5
4鈴木 和之 (宮城・宮城県農) 195.0

◆ 54kg級

平成 5石井 庸介 (兵庫・舞子)   205.0
6小島 仁志 (宮城・村田)   202.5
7鈴木 基樹 (東京。東亜学園) 197.5
8菊妻 康司 (兵庫・相生産業) 210.0
9山田 政晴 (群馬・前橋育英) 215.0

0 56kgl吸

昭63村 山 和晃 (新潟・三条工業) 210.0
平元 橘  典人 (北海道・士別)  215.0
2古川  優 (青森・五所川原工)207.5
3岩佐 正広 (宮城・宮城県農) 222.5
4上原 大介 (広 島・広島電大付)210.0

0 59kgl吸

平成 5富永 憲志 (徳島・鳴門工業) 225.0
6崎村 公貴 (熊本・鎮西)   222.5
7上野  修 (愛知・愛工大名電)215,0
8矢野 博志 (島根・出雲農林) 232.5
9今村  俊雄 (山梨。日川)   222.5

沼

沼

沼

７

　

８

　

９
◆ミドル級

昭63 漢

平元  山中

2  前田

3  上原

4  渡辺

5  鈴木

6  橋本

7  長嶺

8  飛沢

9  磯野

◆ライ トヘビー級

昭63 峯田

平元  西山

2  大村

3  保住

4  保住

5  宮島

6  田ホす

(平成 7年 よ

ホ

□男 子

50.  田963

51.平元

52.     2

53.     3

54.     4

55.     5

56.     6

和也  (奈良・王寺工業)

幸雄  (熊本。東海大第二)

宏樹  (山形・酒田南)

雄大  (鹿児島・城西)

裕之  (埼玉・花咲徳栄)

史  (山形・酒田南)

英樹  (京都 。南京都)

秀昭  (宮崎・日章学園)

公平  (秋田・秋田経法大附)

友彦  (京都 。南京都 )

栄一  (山形 。日大山形)

一郎  (福岡・西田川)

耕史  (熊本・東海大第二)

直孝  (神 奈川・横浜 )

直孝  (神奈川・横浜)

永守  (埼玉・花咲徳栄)

誠  (栃木・作新学院)

り選手の健康管理上、返上)

◆ヘビー級

昭63 野本 祥功  (山形 。日大山形)

平元  福田 輝彦  (神奈川・鶴見工業)

2  福田 輝彦  (神奈川・鶴見工業)

3  渡辺 紀広  (千葉・流山)

4  池田  学  (福岡・豊国学園)

5  工藤 邦雄  (大分・鶴崎工業)

6  木村 岳司  (埼玉・花咲徳栄)

(平成 7年 より選手の健康管理上、返上)

ケツ

天

伊

天

横

白

自

白

理  (奈良)

吹  (滋賀)

理  (奈良)

田  (島根 )

根  (山梨)

根  (山梨)

根  (山梨)
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◆ 60kg級

昭63加藤 一成 (千葉・八千代松陰)225.0

平元 小松 博志 (兵庫・津名)   227.5
2鈴木 勝己 (岡 山・倉敷商業) 222.5
3宮路 由久 (鹿児島・鹿児島商工)237.5

4角谷 昌史 (石 川・珠洲実業) 225.0

◆ 64kg級

平成 5大谷 広幸 (栃木・小山園芸) 247.5
6浅井 雄路 (石川・珠洲実業) 232.5
7中條 桂良 (群馬・前橋育英) 235.0
8岩岡  怜 (広 島・海田)   247.5
9堰川 康信 (青森・八戸工大第一)235.0

◆ 67.5kg級

昭63藤井 龍明 (兵庫・滝川第二) 250.0
平元 堀越 典昭 (栃木・小山)   250.0
2堀越 典昭 (栃木・小山)   282.5
3木下 章紀 (兵庫。明石北)  240.0
4升田 友也 (鳥取・鳥取西工業)242.5

0 70kgl吸

平 5三宅 敏博 (埼玉・埼玉栄)  255.0
6橋本 唯史 (山梨。日大明誠) 242.5
7渋谷 公二 (京都・西宇治)  237.5
8中條 桂良 (群馬。前橋育英) 255.0
9木曽川 章 (山梨。日川)   255.0

075k91吸
昭63坂田 健吾 (埼玉・埼玉栄)  255.0
平元 比嘉 敏彦 ('中 縄・興南)   265.0
2佐野  衛 (兵庫・明石南)  277.5
3白井 和人 (北海道・士別商業)252.0

4増井 敬治 (徳島・徳島工業) 260.0

0 76kgl吸

平成 5米山 喜平 (山梨・吉田)   262.5
6鈴木 和美 ('中 縄。南部工業) 270.0
7古谷 竜彦 (山梨・吉田)   260.0
8橋本  文 (埼玉・埼玉栄)  265.0
9鳴川 武志 (熊本・鎮西)   237.5

◆ 82.5kg級

昭63江端  貴 (石川・珠洲実業)

平元 野沢 征弘 (栃木・小山)

2稲垣 栄二 (埼玉・埼玉栄)

3安井  盾 (大阪。大阪工大) 260.0
4上野 栄介 (兵庫・舞子)   255.0

0 83kgl吸

平成 5菅野 太作 (栃木・小山)   265.0
6青木 秀範 (栃木・小山)   257.5
7鈴木  励 (福 島・平工業)  257.5
8新屋敷 亮 (,中 縄・沖縄尚学) 255.0
9盛田 浩史 (岩手・盛岡工業) 265,0

0 90kg`吸

昭63内藤 誠一 (島根・出雲農林) 260.0
平元 高嶺  直 (,中縄。沖縄尚学) 270.0
2岩井 弘和 (福 岡・筑紫工業) 255.0
3本田剛四郎 (熊本・鎮西)   257.5
4木村 芳広 (北海道・士別商業)265.0

◆ 91kg浄段

平成 5米増 雄二 (沖縄。南部工業) 250.0
6平良 一悦 ('中縄・糸満)   290.0
7青木 秀範 (栃木・小山)   272.5
8諏訪  忠 (熊本・鎮西)   265.0
9佐藤 彰絃 (宮崎・鵬翔)   275.0

0 100kgi吸

昭63安田 英樹 (京都・西宇治)  280.0
平元 安田 英樹 (京都・西宇治)  287.5
2大嶋  学 (秋田・秋田工業) 262.5
3青木 延明 (栃木・小山)   272.5
4立花 信生 (福岡・八幡中央) 267.5

0 99kgl吸

平成 5西村 博忠 (岡 山・水島工業) 267.5
6遠 山 哲也 (栃木・小山)   272.5
7日 下 宗晃 (徳島・板野)   280.0
8中江 孝行 (京都・力Ⅱ悦谷)  280.0
9佐藤 純一 (青森・八戸工大第一)265.0

0+1 00kg級
昭63今井 晃功 (山形・羽黒工業) 250.0
平元 白橋 和久 (静岡・沼津学園) 265.0

2橋本 隆芳 (兵庫・明石北)  247.5
3佐藤 秀志 (秋田・秋田工業) 260.0
4青木 延明 (栃木・小山)   307.5５

　

０

　

５

，
“　

０

　

２

６

６

６

２

２

２
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◆ +99kg級

平成 5東江

6今岡

7鈴木

8福 田

9茂野

博昭 (沖縄。南部工業)

和則 (島根・出雲農林 )

忍 (秋田・能代工業)

行延 (埼玉・埼玉栄)

正城 (山梨・日大明誠)

292.5

285.0 ◆FJ級
275.0   29.  鵬ヨ63

292.5   30. 「「 76

282.5   31.    2

32.    3

33.    4

海   津  (岐阜)

光    (山 口)

境    (`鳥取 )

宮 古 商 業  (岩手)

磯   辺  (千葉)

博 多 女 子  (福岡)

33.

□男 子

◆スナイプ級

29.昭63   境

30.平元  海   津

31. 2  霞 ヶ 浦

32.    3    長崎総合科学大附属

33. 4  気 仙 沼

◆ FJ級
29.昭63 長 崎 水 産

30.平元  日本 大 学

31. 2  宮   古

32. 3    光

33.4 碧 南 工 業

◆ソロ競技・FJ級
34.平 5  土浦日本大学  (茨城)

35. 6  蒲 郡 東  (愛知)

36. 7 博 多 女 子  (福岡)

37. 8  鈴 峯 女 子  (広島)

38. 9  博 多 女 子  (福岡)

◆デユエット競技・ FJ級
34.平 5  海   津  (岐阜)

35. 6 博 多 女 子  (福岡)

36. 7 博 多 女 子  (福岡)

37. 8  博 多 女 子  (福岡)

38. 9  唐 津 西  (佐賀)

フ ェ ン シ ン グ

ヽ
ソヨ

◆ソ回競技・FJ級
34.平 5  土浦日本大学

35.6 日本 大 学

36. 7  唐 津 西

37. 8  吉   田

38. 9  唐 津 西

◆デユエット競技・FJ級
34. 平 5   霞  ヶ  i甫
35.6 西 南 学 院

7 唐 津 西

8 唐 津 西

9 清   風

(`鳥取 )

(岐阜 )

(茨城 )

(長崎)

(宮城 )

(長崎 )

(神奈川)

(岩手)

(山 口)

(愛知)

(茨城 )

(神奈川)

(佐賀)

(山梨)

(佐賀)

(茨城 )

(福岡)

(佐賀)

(佐賀)

(大阪)

□男 子

◆団体

町363

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

(秋 田)

(埼 玉)

(群 馬)

(福 井)

(岐 阜 )

(山 形)

(富 山)

(愛 知)

(和歌山)

(東 京 )

玉け　島沢山轄向け

合

埼

前

北

羽

米

富

蜘

和

東

りll

栄

英

陸

lヒ

東

西

名電

東

園

36.

37.

38.

□女 子

◆スナイプ級

29.  働日63        ブヒ

30.平元  海   津

31.2 宮 古 商 業

32. 3  唐 津 西

(山 口)

(岐阜 )

(岩手)

(佐賀)

◆個人フルーレ

昭63 成官 憲一 (滋 賀・愛知)

平元 東  哲史 (和歌山・和歌山北)

2 稲田 政幸 (和歌山・和歌山東)

3 青木 雄介 (東 京・日本学園)

4 森山 幹弘 (和歌山・和歌山北)
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5

6

7

8

9

◆個人エベ

昭63

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

◆個人サープル

昭63 宗像 秀憲

平元 中村 憲俊

2 今井 修之

3 羽田 光二

4 高橋 宏之

5 矢島 佳明

6 岡村 悦男

7 長良 将良

8 田中 英将

9 石山 慎吾

□女 子

◆団体

昭63 木   津

平元  成 徳 学 園

2  鼎 が 浦

3  鼎 が 浦

4 甲府 湯 田

5   宇都宮中央女子

6 甲府 湯 田

7 水   橋

8  鼎 が 浦

9  氷   川

(大阪)

(東京)

(宮城)

(茨城)

(東京)

(東京)

(東京)

(岡 山)

(東京)

(京都 )

(大阪)

(高知)

(宮城)

(大阪)

(東京)

(東京)

(東京)

(大阪)

(東京)

(京都 )

(大阪・柏原)

(山 口・山口鴻城 )

後藤 喜彦

坂田 慎治

長良 将良

柳 大公麿

古谷 貴之

佐藤 壮一

西田 茂成

安孫子重俊

杉Ill 公広

浅野 輝彦

永野 広輔

菊地 卓也

本間 邦彦

近藤 活正

津根 明宏

(山 形・米沢東)

(富 山・富山西)

(岐 阜・羽島北)

(和歌山・和歌山北)

(東 京。東亜学園)

(宮 城・気仙沼)

(千 葉・東葛飾)

(千 葉 。東葛飾)

(秋 田・合川)

(秋 田・合川)

(茨 城・水城 )

(福 島・福島商業)

(熊 本・氷川)

(岐 阜・羽島北 )

(京 都・平安)

(北海道・札幌光星)

(鹿児島・鹿児島南)

(神奈川・法政大学第二)

(鹿児島・鹿児島南)

(宮 城・利府)

(埼 玉・埼玉栄)

(山形・米沢興譲館)

(岐 阜・羽島北)

(大分・市立別府商業)

(神奈川・法政大学第二)

(京 都 )

(東 京)

(宮 城 )

(宮 城 )

(山 梨)

(栃 木)

(山 梨)

(富 山)

(宮 城)

(熊 本)

2

3

4

5

6

7

8

9

◆個人エペ

平 7

8

9

前中  愛

字野 千鶴

安原 雪子

日高麻衣子

塩嶋 幸代

秋島さゆり

内田 陽子

高 いづみ

水上 真帆

池端志津香

高 いづみ

(和歌山・和歌山北)

(岐阜・岐阜女子商業)

(山 梨・甲府湯田)

(東 京。東亜学園)

(山 梨・甲府湯田)

(富 山・水橋 )

(福 岡・美萩野女子)

(大分・市立別府商業)

(富山・水橋 )

(奈良・帝塚山女子)

(大分・市立別府商業)

空 道手

原柏

□男 子

◆総合

15.   聞日63

16.平 元

17.    2

18.    3

19.    4

20.      5

21.     6

22.      7

23.      8

24.      9

◆団体組手

15.   町日63

16.平 元

17.    2

18.    3

19.    4

20.      5

21.     6

22.      7

23.      8

目   黒

東北工大電子工業

水   城

世田谷学園

世田谷学園

世田谷学園

岡 山 山 陽

世田谷学園

京 都 西

柏   原

明 徳 義 塾

東北工大電子工業

柏   原

世田谷学園

世田谷学園

世田谷学園

柏   原

世田谷学園

京 都 西

◆個人フルーレ

昭63 松本

平元 塚本

◆個人組手
祥子 (埼 玉・埼玉栄) 15.昭 63 中村
繭深 (北海道。オL幌大谷) 16.平 元 柏原

彦

二

典

竜
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17.       2

18.    3

19.    4

20.      5

21.     6

22.      7

23.      8

24.      9

◆個人形

15。   日召63

16.平 元

17.    2

18.    3

19.    4

20.      5

21.     6

22.      7

23.      8

24.      9

□女 子

◆総合

10.   田目63

11.平 元

12.    2

13.    3

14.    4

15.    5

16.    6

17.    7
18.    8

19.    9

◆団体組手

9.   1召63

10.平 元

11.      2

12.    3
13.    4

14.    5

15.    6

16.    7

17.    8

18.    9

三好 恭統

松尾 一成

筒井 慎吾

阿部 貴幸

嵩下 敏文

土居 大介

杉山 俊輔

足立 善也

江里口 誠

堀  邦久

鈴木 和也

堀  正浩

今関 光治

高橋 晋史

土屋 秀人

崎山 清之

宮國  淳

栗原 一晃

(東京・目黒)

(長崎・瑣浦)

(東京・世田谷学園)

(宮城,東北大電子工業)

(長崎・長崎日本大学)

(岡 山・岡山山陽)

(神奈川・山手学院)

(山形・東海大学山形)

(岡 山・岡山山陽)

(岡 山・岡山山陽)

(静岡・御殿場西)

(岡 山・岡山山陽)

(東京。目黒)

(官城・東北大電子工業)

(群馬・前橋工業)

(沖縄・浦添)

(沖縄・宮古)

(茨城・水城)

◆個人形

15.昭63 三村 由紀  (長野・松本深志)

16.平元 瀬戸山美保  (群馬・高崎商科短大)

17.  2 安里 英美  (沖縄・小録)

18.  3 営間 勇子  (沖縄・小録)

19.  4 豊見城あずさ (沖縄・浦添)

20.  5 森田  幸  (兵庫・夙川学院)

21.  6 駒山 恭子  (福岡・鞍手農業)

22.  7 湯田 匡江  (福島・田島)

23.  8 佐藤 志保  晰木・宇都宮文星女子)

24.  9 佐藤 志保  砺木・宇都宮文星女子)

◆個人組手

11.昭63 山口美千代  (宮崎。宮崎第一)

12.平元 山口美千代  (宮崎・宮崎第一)

13.  2 梯  優子  (大阪・東大阪)

14.  3 迫  祐子  (青森・光星学院)

15.  4 川口 智子  (兵庫・夢野台)

16.  5 福井 由夏  (栃木・宇都宮女)

17.  6 鍋城  泉  (栃木・字都宮女)

18.  7 小笠原万記  (静岡・御殿場西)

19.  8 渋谷 朋美  砺木・宇都宮文星女子)

20.  9 笹有 紀子  晰木・宇都宮文星女子)

ア ー チ ェ リ ー

宇都宮女商

宮 崎 第 一

宇都宮女商

東 大 阪

宮 崎 第 一

宇都宮女商

宇都宮女商

岡 山 山 陽

字都宮文星女子

御 殿 場 西

宇都宮女商

宮 崎 第 一

字都官女商

東 大 阪

宮 崎 第 一

宇都宮女商

字都宮女商

岡 山 山 陽

字都宮文星女子

御 殿 場 西

(栃木)

(宮崎)

(栃木)

(大阪)

(宮崎 )

(栃木)

(栃木)

(岡 山)

(栃木)

(静岡)

(栃木)

(宮崎)

(栃木)

(大阪)

(宮崎 )

(栃木)

(栃木)

(岡 山)

(栃木)

(静岡)

□男子

◆団体点

21.   F1863

22.平 元

23.      2

24.      3

25.      4

26.      5

27.      6

28.      7

29.      8

30.      9

北 大 津  (滋賀)  1883
柏   陵  (福岡)  1685
柏   陵  (福岡)  1917
同 志 社  (京都)  1813
横   浜  (神奈川) 1880
横   浜  (神奈川) 234
柏   陵  (福岡)  244
愛産第三河  (愛知)  221
大 分 東 明  (大分) 222
東 海 大 二  (熊本) 224

◆個人

21.昭63吉 田  賢(山梨・甲府第一) 657
22.平元 山本  敦 (神奈川・永谷)  603
23. 2宮 永 雅史(福 岡・柏陵)  657
24. 3藤 原  悟 (広 島・広島工)  630
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25。

26.

27.

28.

29.

30.

4木村 正純 (神奈川・横浜)

5木村 正純 (神奈川・横浜)

6桜井  隼(東京・東京工)

7村越 永人(福島・田村)

8山県朝太郎 (静岡・富士見)

9藤原 真也(神奈川・横浜)

≪陸上競技≫

□男 子

◆ 100m
昭63谷脇  隆 (大阪・向陽台)  H.14
平元 新井 一雄 (埼玉・所沢)   H.27

2新井 一雄 (埼玉・所沢)   11.33
3永見 和人 (富山・志貴野)  11.35
4留奥 直晃 (大阪・藤井寺工) H.60
5荒川  崇 (東京・科技)   11.48
6林  浩運 (香川・多度津工) 11.25
7村上 貴司 (福井・敦賀)   H.42
8村上 貴司 (福井・敦賀)   H.12
9村上 貴司 (福井・敦賀)   H.60

◆ 200m
昭63高宮  武 (東京・羽田工)  22.29
平元 三原屋勝昌 (神奈川・湘南通) 23.75

2鶴井 智裕 (兵庫・西脇北)  23.34
3磯村 武寛 (福岡・修猷館)  23.07
4戸上 裕稔 (愛知。東海工)  23.01
5吉田  匠 (愛知・三河)   23.35
6佐藤 元重 (大阪・桃谷)   23.47
7佐藤 元重 (大阪・桃谷)   23.54
8村上 貴司 (福井・敦賀)   23.48
9村上 貴司 (福井・敦賀)   23.78

◆ 400m
昭63高宮  武 (東京・羽田工)   50.H
平元 坂本 正和 (大阪・向陽台)  50.71

2坂本 正和 (大阪・向陽台)  50.11
3星田 真利 (京都・鴨折)   50.59
4森山 幸雄 (愛知。東海工)  51.91
5清水 洋一 (兵庫・錦城工)  52.09
6清水 洋一 (兵庫・錦城工)  51.34
7姥名 秦司 (青森・三沢)   53.65
8中村  寛 (兵庫・御影工)  53.40
9大和 隆薫 (大阪・八州)   53.51

650

656

654

669

102

105

定 告リ

□女 子

◆団体

21.昭63 折  尾

22.平元 旭 りII Jヒ

23.  2 折  尾

24.      3  折    尾

25.  4 横浜学園

26.  5 大分東明

27.  6 甲南女子

28。   7 山陽女子

29.  8 兎  道

30.      9  列に    り||

(福岡)

(北海道)

(福岡)

(福 岡)

(神奈川)

(大分)

(兵庫)

(広 島)

(京都)

(熊本)

1881

1802

1796

1681

1828

205

218

207

218

196

◆個人

21.昭63岩山 美保 (福岡・折尾)   635
22.平元 鈴木 知子 (愛知・桜丘)   634
23. 2森 本 淳子 (京都・同志社)  626
24. 3岡 野 善恵 (兵庫・甲南女)  578
25, 4川 上祐佳里 (福 岡・柏陵)   639
26. 5山 岡 麗子 (神奈川・横浜学園)629
27. 6河 崎由加里 (広 島・山陽女)  639
28. 7冨 島  優 (兵庫・甲南女)  643
29. 8大 津留由香 (大分・大分東明) 79
30, 9勝 俣比呂美 (神奈川・小田原城内)99

平 9

◆団体   清教学園 (大阪)

(熊本・熊本西)◆個人

◆演技

林田 直子

中島 加詠  貴島 政英

(兵庫・市伊丹 )

譲 (愛知。東海工) 2.02.15
正和 (大阪・向陽台) 2.02.00
正和 (大阪・向陽台) 2.00.06
真利 (京都・鴨折)  2.01.94
礼志 (島根・松江北通)2.02.10

薫 (愛知・東海工) 2.01.54

たなぎな

◆800m
昭63大東

平元 坂本

2坂本

3星田

4大和

5古川
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6桐村 浩市

7桐村 浩市

8井日 正和

9佐藤 勝彦

◆ 1500m
昭63観海  治

平元 河村 幹圭

2岡 田 典久

3青木 和幸

4ブに禾ロ  ネL月い

5林  真一

6林  真一

7林  真一

8渡辺 芳行

9大野 真人

◆ 5000m
昭63観海  治

平元 佐藤  忠

2日 下部 豊

3高橋 真純

4林  真一

5林  真一

6林  真一

7林  真一

8渡辺 芳行

9大野 真人

◆ 400mハ ードル

昭63小松 政男

平元 小島 政男

2黒田  語

3黒 田  語

4黒 田  語

5山岡 講次

6高 山 博之

7西村 右也

8伊藤  靖

9奈良 祐二

◆ 1500m
昭63儀間 光彦

平元 儀間 光彦

2岡 田 典久

(静岡・福智浜松)2.02.20

(静岡・福智浜松)1.59.37

(静岡・浜松城南)2.04.18

(神奈川・湘南通)2.01.97

(熊本・天草)  4.12.15
(神奈川・湘南通)4.15.07

(山 口・岩国商) 4.15.61
(静岡・福智浜松)4.07.09
(島根・松江北通)4.H.59
(東京・南)   4.09.18
(東京・南)   4.04.98
(東京・南)   4.01.89
(山梨・中央通) 4.H.97
(宮城。自石七ヶ宿分) 4.12.54

(熊本・天草)  15.47.75
(愛知・東海工) 16.49.02

(埼玉・大宮中央通) 16.34.05

(愛知・東海工) 16.10.74

(東京。南)   15.59.59
(東京・南)   15.54.37
(東京・南)   15.43.40
(東京・南)   15.26.04
(山梨・中央通) 15.45.57

(宮城・白石七ヶ宿分)16.56.81

(埼玉・鴻巣)   59.27
(埼玉・鴻巣)   58.04
(埼玉・サ|1越工)  59.84
(埼玉・り|1越工)  59.05
(埼玉・りll越工)  56.88
(奈良・天理)   57.85
(愛知・科技刈谷) 60.68
(滋賀・綾羽)   59.26
(静岡・福智浜松) 58.18
(青森・弘前中央) 58.14

(沖縄・北部農林)4.32.94
(沖縄・北部農林)4.35,77
(山 口・岩国商) 4.35.84

◆ 2000m
平3青木 和幸 (静岡・福智浜松)6.11.82
4池田 和敏 (神奈川・湘南通)6.22.81

5古賀 将一 (愛知・東海工) 6.27.39
6南沢 貢誉 (愛知。東海工) 6.36.63
7榊原 良和 (愛知。東海工) 6.20.15
8山口 剛志 (静岡・福智浜松)6.24.68
9高橋賢太郎 (奈良・天理)  6.37.69

◆4X100m
昭63東 京   45。 14

平元 愛 知   44.81
2兵 庫   45.09
3 愛  知      44.51

4 カ

"  

冽卜      44.76

5東 京   44.41
6 大  阪      45.82

7東 京   45.19
8神奈川   45.51
9埼 玉   45.53

◆ 4× 400m
町ヨ63 中申′ヽりI1      3.32.00

平元 神奈川   3.36.83
2 ブに  ,見       3.31.32

3神奈川   3.34.12
4 ,鷺  al1       3.33.99

5愛 知   3.33.03
6愛 知   3.39.06
7静 岡   3.37.17
8 青争  岡      3.36.56

9神奈川   3.38.65

◆走高跳

昭63り‖上 憲正 (岡 山・井原市) lm9o
平元 吉川 充洋 (大阪・藤井寺工)lm9o

2斉藤  正 (神奈川・湘南通)lm85
3斉藤  正 (神奈川・湘南通)lm95
4斉藤  正 (神奈川・湘南通)2m00
5若島 宏康 (兵庫・青雲)  lm93
6若島 宏康 (兵庫・青雲)  lm9o
7佐藤 琢磨 (神奈川・厚木南通)2m07
8内田 克幸 (岡 山・南海)  lm9o
9山本 豊徳 (埼玉・吉川)  lm9o

-439-



硼
順
物
２
３
４
５
６
７
８
９

◆

広光 和光 (高知・高知北) 6m42
福島 一起 (岡 山・倉敷市精思)6m68

高橋 紀章 (山 口・徳山)  6m81
石川 秀喜 (宮城・矢本)  6m69
石川 秀喜 (宮城・矢本)  6m89
横手 和男 (埼玉・越谷)  6m77
林  浩運 (香川・多度津工)7m15
西山  宏 (兵庫・青雲)  6m34
田中 正明 (神奈川・相模台工)6m42

川井田 誠 (兵庫・御影工) 6m63

吉川 充洋 (大阪・藤井寺工)13m02
徳永 浩士 (新潟・高田城南)13m37
徳永 浩士 (新潟・高田城南)13m52
梶木屋雄二 (佐賀・佐賀西) 13m31
辻本 貴寛 (大阪。大手前) 13m00
榎本 誠士 (愛知・半田商) 13m26
早川 勇介 (千葉・千葉東) 13m13
大高 宏典 (東京・向丘)  13m22
齋藤 大輔 (山形・新庄北) 12m73
田中  茂 (岡 山・真備陵南)13m13

岩滝  正 (福井。若狭)  13m33
巻田 浩二 (千葉・千葉東) 14m77
巻田 浩二 (千葉・千葉東) 14m28
今井 邦幸 (大阪。大手前) 13m94
森山 幸治 (大分・日田)  13m45
若島 宏康 (兵庫・青雲)  13m05
甲  大輔 (新潟・明鏡)  13m33
甲  大輔 (新潟。明鏡)  14m45
山田 憲一 (滋賀・綾羽)  12m60
木村 敏明 (山形・霞城学園通)13m08

9末元 信一 (愛知・熱田)  39m36

□女 子

◆ 100m
昭63千種 美佐 (愛知・瑞陵)  14.01
平元 岩田ますみ (奈良・鳥羽)  13.98

2皆川 深雪 (神奈川・清心女)13.55

3皆川 深雪 (神奈川・清心女)13.34

4越智かお り(愛媛。今治西) 13.67
5畠 山 淑美 (宮城・向陽台) 13.61
6畠 山 淑美 (宮城・向陽台) 13.96
7黒川  恵 (京都・堀川)  13.79
8黒川  恵 (京都・堀川)  13.55
9姉川 久代 (京都・堀川)  14.44

◆ 200m
昭63下 田 芳美 (愛知・半田)  28.43
平元 山崎 晃子 (佐賀・有田工) 28.19

2皆川 深雪 (神奈川・清心女)28.40

3皆川 深雪 (神奈川・清心女)27.51

4廣橋 鈴代 (大阪・中央)  27.95
5渡辺 理恵 (群馬。中之条) 28.48
6白根 恵美 (宮城・向陽台) 28.69

7 1El山  千春 (奈良。天理)  28.81
8植田 真紀 (埼玉・春日部) 28.08

9小谷 真紀 (岡 山・真備陵南)29.63

◆ 400m
昭63石塚 千鶴 (愛知・誠和)  65.87
平元 橋本 弥生 (福岡・戸畑中央)64.98

2寺田 美紀 (静岡・浜松城南)64.90

3藤本 路奈 (京都・堀川)  64.02
4廣橋 鈴代 (大阪・中央)  63.09
5渡辺 理恵 (群馬・中之条) 64.52

6佐藤 栄子 (宮城・向陽台) 64.46
7佐藤 栄子 (宮城・向陽台) 65.08

8佐藤 栄子 (宮城・向陽台) 66.02

9吉田由美子 (岡 山・市玉島) 66.98

◆ 800m
昭63和合 利江 (奈良・天理女) 2.35.10

平元 橋本 弥生 (福 岡・戸畑中央)2.30.30

2岡河まき子 (大阪・市西二商)2.32.42

3小島ゆか り(愛知・誠和)  2.32.32
4村上 美貴 (神奈川・市港) 2.32.04

5山本 明美 (富山。雄峰南砺)2.32.14

◆三段Dι

断363

平元

2

3

4

5

6

7

8

9

剛
順斬
２３４５６７８９

◆

脚
脇
軌
２
３４
５
６
７８

◆

清家 仁将 (神奈川・向の岡工)38m22

稲福 恭信 (沖縄・泊)   36m32
稲福 恭信 (沖縄・泊)   41m06
森山 幸治 (大分・日田)  36m58
森山 幸治 (大分。日田)  36m94
森田  誠 (栃木・鹿沼商工)38m00
渡邊  純 (愛知・豊橋工) 35m80
渡邊  純 (愛知・豊橋工) 37m18
宮城 広輝 (沖縄・北部農林)37m64
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6南城いずみ (宮城・向陽台) 2.34.03

7水上 彩子 (神奈川・厚木南)2.25.39

8佐藤 栄子 (宮城・向陽台) 2.35。97

9竹内  望 (愛知・愛産大三河)2.39.04

◆ 3000m
昭63亀山 雅子 (奈良・天理女) H.35.92
平元 藤原 久美 (広 島・誠之館) 11.01.88

2岡河まき子 (大阪・市西二商)H.01.75
3山本 明美 (富山・雄峰南砺)H.38.53
4山本 明美 (富 山・雄峰南砺)H.24.26
5山本 明美 (富 山・雄峰南砺)11.30.17
6山本 明美 (富山・雄峰南砺)11.31.30

7水上 彩子 (神奈川・厚木南)11.18.19

8野々村美雪 (島根・出雲)  11.18.46
9杉浦  雪 (愛知・愛産大三河)H.53.19

◆ 100mハードル

昭63江口さとみ (奈良・天理女) 17.68
平元 千種 美佐 (愛知・瑞陵)  17.68

2平野 智代 (愛知・誠和)  17.20
3越智かお り(愛媛・今治西) 17.00
4越智かお り(愛媛。今治西) 16.60
5横手由美子 (埼玉・羽生)  16.24
6横手由美子 (埼玉・羽生)  16.78
7小林万里子 (天理・奈良)  17.23
8山村 朝子 (大阪・長尾谷) 18.48
9姉川 久代 (京都・堀川)  18.10

4小島 美紀 (群馬・館林)  lm53
5小林万里子 (奈良・天理)  lm48
6元野  恵 (東京・中大)  lm45
7小林万里子 (奈良・天理)  lm45
8大治 恵子 (岡 山・烏城)  lm40
9大治 恵子 (岡 山・鳥城)  lm48

◆走幅跳

昭631ヒ藤 美香 (大阪・市二工芸)4m95
平元 松村佳代子 (京都・鴨派)  4m60

2松村佳代子 (京都・鴨済)  4m72
3松村佳代子 (京都・鴨折)  4m85
4九鬼 幸子 (岩手・杜陵単) 4m92
5黒川  恵 (京都・堀川)  4m58
6大久保ちか子 (愛知・誠和) 4m63
7黒川  恵 (京都・堀川)  4m50
8黒川  恵 (京都・堀川)  4m67
9三宅由希子 (埼玉・越 ケ谷) 4m78

◆砲丸投

昭63米盛 和美 (沖縄・八重山商工)10m34
平元 新井 知恵 (群馬・館林)  9m53

2新井 知恵 (群馬・館林)  9m51
3仲里  香 (沖縄・那覇商) 9m23
4南雲 洋美 (新潟・小千谷) 9m26
5南雲 洋美 (新潟・4ヽ千谷) 9m85
6坂田 真弓 (茨城・土浦一) 9m59
7坂田 真弓 (茨城・土浦一) 9m59
8長谷川順子 (埼玉・春日部) 10m22
9橋本 幸子 (兵庫・尼崎南良元)10m61

◆円盤投

昭63米盛 和美 (沖縄・八重山商工)34m30
平元 山川 紀代 (岡 山・倉敷翠松)28m46

2遠藤 真琴 (京都・網野間人分)26m10
3安藤さゆり(愛知・誠和)  25m40
4岸川美津子 (富山・志貴野) 29m00
5岸川美津子 (富山・志貴野) 27m42
6池田 直子曖知.向 陽台東洋家政)26m96
7長谷川順子 (埼玉・春日部) 28m94
8井上あゆみ (滋賀・綾羽)  31m26
9橋本 幸子 (兵庫・尼崎南良元)35m06

□男女総合

昭63愛知県

平元 愛知県

◆ 4× 100m
昭63愛知

平元 愛知

2埼玉

3埼玉

4埼玉

5埼玉

6京都

7奈良

8京都

9岡山

54.27

54.34

54.94

55.23

54.90

55.86

55.26

55.99

54.92

56.07

◆走高跳

昭63水谷 敏絵 (兵庫・岸和田市産)lm40
平元 五十嵐清美 (大阪・向陽台) lm45

2古関 和栄(岡 山・倉敷市精思)lm48
3小島 美紀 (群馬・館林)  lm45
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2愛知県

3愛知県

4愛知県

5愛知県

6愛知県

7愛知県

8愛知県

9愛知県

□男子総合  ロ トラック

昭63愛知県  昭63愛知県

平元 神奈川県   平元 神奈川県

2愛知県   2愛 知県

3愛知県   3愛 知県

4愛知県   4愛 知県

5愛知県   5愛 知県

6愛知県   6愛 知県

7愛知県   7愛 知県

8愛知県   8愛 知県

9愛知県   9愛 知県

□女子総合  ロ トラック

昭

“

愛知県  昭63愛知県

平元 愛知県  平元 愛知県

2愛知県   2愛 知県

3京都府   3愛 知県

4富山県   4大 阪府

5富山県   5大 阪府

6宮城県   6宮 城県

7京都府   7奈 良県

8京都府   8宮 城県

9岡 山県   9岡 山県

≪自転車競技≫

ロビス ト

◆ l Kmタ イム トライアル

昭63北原 龍一 (群 馬・前橋工)1.19.60

平元 Jヒ原 龍一 (群馬・前橋工) 1.17.76

2大木 竜二 (東京・葛飾商) 1.18.87

3石田 信吾 (東京・八王子工)1.18.16

4桑原 勝治 (福 岡・福岡工) 1.18.95

5斯波 貴介 (静岡・藤枝東) 1.21.06

6中嶋 圭介 (群馬・前橋工) 1.20.50

7神田  繁 (埼玉・大宮工) 1.20.46

8高橋 秀夫 (群馬。前橋工) 1.23.56

9鈴木  隆 (東京・新宿山吹)1.24.92

◆ 4000m個人追抜競争

昭63宮本雄一郎 (広 島・広島工) 6.04.15

平元 大木 竜二 (東京・葛飾商) 6.11.42

2桑原 勝治 (福 岡・福岡工) 5.53.13

3桑原 勝治 (福 岡・福岡工) 5.55.27

4桑原 勝治 (福 岡・福岡工) 5.42.34

◆ 3Kmイ ンディヴィデュアルバーシユート

平成5国松 裕之 (埼玉・大官工) 4.33.17

6中嶋 圭介 (群馬。前橋工) 4.21.80

7木村 良信 (東京・新宿山吹)4.24.02

8高橋 秀夫 (群馬・前橋工) 4.42.02

9鈴木  隆(東京・新宿山吹)4.38.78

◆ 4Km(4000m)速度競争

昭63大橋 清一 (栃木・宇都宮商)

平元 楠  公一 (徳島・徳島中央)

2楠  公一 (徳島・徳島中央)

3楠  公一(徳島・徳島中央)

4石田 信吾 (東京・八王子工)

5斯波 貴介 (静岡・藤枝東)

6神 田  繁 (埼玉・大宮工)

7神 田  繁 (埼玉・大宮工)

8平山 貴行 (滋賀・綾羽)

9大野 健一 (高知・高知工)

◆イタリアンチームレース

昭63宇都宮商 (栃木)

平元 前橋工 (群馬)

2立川 (東京)

3八王子工 (東京)

4八王子工 (東京)

◆イタリアンパーシユー トレース

平成5藤枝東 (静岡)

6大宮工 (埼玉)

7大宮工 (埼玉)

8前橋工 (群馬)

9高知工 (高知)

ロフィール ド

昭63大阪府

平元 ,中縄県

2愛知県

3大阪府

4神奈川県

5愛知県

6愛知県

7兵庫県

8愛知県

9愛知県

ロフィール ド

昭63沖縄県

平元 群馬県

2京都府

3京都府

4富山県

5新渇県

6大阪府

7京都府

8京都府

9岡 山県

1.34.52

1.34.08

1.36.54

1.38.13

1.35.75

1.38.46

1.42.10

1.41.27

1.44.88

1.44.90

ロロー ド

昭63森永 典義 (高知工)(20Kmレ _ス)43.40

平元 楠  公一 (徳島・徳島中央)1.08.05

2楠  公一 (徳島・徳島中央)1.05.57

3楠  公一 (徳島・徳島中央)1.06.52

4稲垣  博 (東京・王子工) 1.03.57
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5細谷  学 (東京・八王子工)1.06.36

6宮崎 安造 (埼玉・大宮工) 1.08.48
7木村 良信 (東京・新宿山吹)1.05.30

8排山 裕一 (静岡・静岡中央)1.15.42

9宮内 恒明帥奈サ||・ 平塚農初声分)1.13.51

ロビス ト総合

昭63宇都宮商 (栃木)

平元 前 橋 工 (群馬)

2立  川 (東京 )

3八王子工 (東京)

4八王子工 (東京 )

5藤 枝 東 (静岡)

6大 宮 工 (埼玉)

7大 宮 工 (埼玉)

8高 知 工 (高知)

9高 知 工 (高知)

ロロード総合

昭63前 橋 工 (群馬)

平元 国 士 館 (群馬)

2高 知 工 (高知)

3高 知 工 (高知)

4高 知 工 (高知)

5大 宮 工 (埼玉)

6大 宮 工 (埼玉)

7高 知 工 (高知)

8高 知 工 (高知)

9国 士 館 (群馬)

≪卓 球≫

□団体

◆男子

昭63豊島第二工業 (大阪)

平元 桃谷・通   (大 阪)

2豊島第二工業 (大阪)

3桃谷・通   (大 阪)

4碩信・通   (大 分)

5碩信・通   (大 分)

6碩信・通   (大 分)

7碩信。通   (大 分)

8天理    (奈 良)

9湘南・通   (神 奈川)

□個人

◆男子

昭63安井 民雄 (大阪・都島二工)

平元 鈴木富士久(神奈川・市立川崎)

2安井 健一(大阪・都島二工)

3吉田  実 (大阪・桃谷通)

4杉浦 富夫(愛知・刈谷東)

5菊地 宏中(埼玉・大宮中央)

6野口新一郎 (大分・碩信通)

7小竹 紀広 (大分・碩信通)

8小竹 紀広 (大分・碩信通)

9山本 純生(広 島・福山誠之館)

◆女子

昭63坂本 恵美 (奈良・天理)

平元 坂本 恵美(奈良・天理)

2木下 誠子 (奈良・天理女子)

3杉本 尚子 (京都・朱雀)

4柴田 尚美(大阪・桜塚)

5杉本 尚子 (京都・朱雀)

6中野 栄子 (奈良・天理)

7高橋 恵子 (青森・弘前)

8服部マユミ(奈良・天理)

9山本 寛子 (奈良・天理)

◆女子

昭63天理    (奈 良)

平元 天理    (奈 良)

2天理女子学院 (奈良)

3桃谷・通   (大 阪)

4天 理

5天 理

(奈良)

(奈良)

6天理    (奈 良)

7碩信・通   (大 分)

8天理    (奈 良)

9天理    (奈 良)

≪ソフ トテニス≫

□団体

◆男子

昭63豊島第二工業 (大阪)

平元 桃谷。通   (大 阪)

2豊島第二工業 (大阪)

3桃谷・通   (大 阪)

4碩信・通   (大 分)

5碩信・通   (大 分)

6碩信・通   (大 分)

7碩信・通   (大 分)
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8天理    (奈 良)

9湘南・通   (神奈川)

◆女子

昭63天理    (奈 良)

平元 天理    (奈 良)

2天理女子学院 (奈良)

(大阪)

(奈良)

(奈良)

(奈良)

(大分)

(奈良)

(奈良)

3埼 玉 県

4神奈川県

5大 阪 府

6大 阪 府

7神奈川県

8奈 良 県

9神奈川県

□個人

◆男子・重量級

昭63興座 直恒 (沖縄・那覇工)

平元 興座 直恒 (沖縄・那覇工)

2新浦 智浩 (埼玉・豊岡)

3新浦 智浩 (埼玉・豊岡)

4田崎  学 (東京・東海大望星)

5高橋 一仁 (秋田・秋田中央)

6中田 智晴 (秋田・秋田中央)

7田中 達哉 (神奈川・湘南通 )

8松田  潤 (新潟・明鏡)

9宇野 佳一 (岐阜 )

◆男子・中量級

昭63羽 生 浩行 (鹿児島・鹿児島西)

平元 阿部 進一 (秋田。本荘 )

2阿部 進一 (秋田・本荘 )

3岡村 秀輝 (長野・中野実業)

4岡村 秀輝 (長野・中野実業)

5奥出  稔 (石 川・金沢市立工)

6吉田 鉄兵 (愛知・豊田西)

7近藤 和也 (奈良・天理)

8近藤 和也 (奈良・天理)

9関  健三(神奈川)

◆男子・軽量級

昭63夏 目 芳宏 (千葉・千葉商)

平元 平古場 潤 (神奈川・横浜市港)

2河口  暁 (大阪)

3橘  浩司 (石川・金沢中央)

4伊藤 嘉仙 (宮崎・宮崎東)

5小室 信行 (東京・小石川)

6本間 和頼 (埼玉・熊谷)

7柿沼 貴博 (神奈川・湘南通)

8富永 光一 (東京・戸山)

9佐藤 仁重 (埼玉)

3桃 谷・通

4天 理

5天 理

6天 理

7碩 信・通

8天 理

9天 理

□個人

◆男子

昭63安井 民雄 (大阪・都島二工)

平元 鈴木富士久 (神奈川・市立川崎)

2安井 健一 (大阪・都島二工)

3吉田  実 (大阪・桃谷通)

4杉浦 富夫 (愛知・刈谷東)

5菊地 宏中(埼玉・大宮中央)

6野口新一郎 (大分・碩信通)

7小竹 紀広 (大分・碩信通)

8小竹 紀広 (大分・碩信通)

9山本 純生 (広 島・福山誠之館)

◆女子

昭63坂本 恵美 (奈良・天理)

平元 坂本 恵美 (奈良・天理)

2木下 誠子 (奈良・天理女子)

3杉本 尚子 (京都・朱雀)

4柴田 尚美 (大阪・桜塚)

5杉本 尚子 (京都・朱雀)

6中野 栄子 (奈良・天理)

7高橋 恵子 (青森・弘前)

8服部マユ ミ(奈良・天理)

9山本 寛子 (奈良・天理)

≪柔 道≫

□団体

◆男子

昭63福 岡 県

平元

'中

縄 県

2埼 玉 県
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◆女子

平2高柳 恵美(東京)

3松原 咲子 (奈良・天理)

4松原 咲子 (奈良・天理)

5野並 真紀 (奈良・天理)

6長谷川順子 (埼玉・春日部)

7長谷川順子 (埼玉・春日部)

8長谷川順子 (埼玉・春日部)

9紀井かおり(岡 山)

≪余1 道≫

□団体

◆男子

昭63神奈川県

平元 愛 知 県

2神奈川県

3神奈川県

4神奈川県

5神奈川県

6神奈川県

7神奈川県

8神奈川県

9神奈川県

◆女子

平9福 岡 県

□個人

◆男子

昭63水田 克司(愛媛・松山商)

平元 松尾 貴俊(神奈川・湘南通)

2福留真奈武(兵庫・楠)

3黒木  譲(宮崎・宮崎東)

4中村 太亮 (神奈川・湘南通)

5中村 隆二(神奈川・湘南通)

6塚本 一郎 (兵庫・赤穂)

7川島 英治(神奈川・湘南通)

8田上雄一郎 (熊本・湧心館)

9宇野 佳一(岐阜)

◆女子

昭63殿村 栄子 (岐阜・郡上和良分)

平元 藤沢 恭子 (岐阜・郡上和良分)

2高村さちこ(宮城・白石)

3岡 田あき子 (岐阜・郡上和良分)

4高村さちこ(宮城・白石)

5高村さちこ(宮城・白石 )

6松下 恵美 (奈良・天理 )

7藤井 祥子 (岐阜・麗澤瑞浪)

8田中まりこ(広 島・海田)

9関  健三 (神奈川)

≪バ レーボール≫

◆男子

昭63長田工   (兵庫)

平元 松江北・通  (島根)

2湘南・通   (神奈川)

3天理    (奈 良)

4松江北・通  (島根)

5湘南・通   (神奈川)

6向陽台・岐阜 (岐阜)

7向陽台・岐阜 (岐阜)

8湘南・通   (神奈川)

9湘南・通   (神奈川)

◆女子

昭63向陽台   (大阪)

平元 誠和    (愛 知)

2誠和    (愛 知)

3誠和    (愛 知)

4誠和    (愛 知)

5向陽台   (大阪)

6天理    (奈 良)

7 '自           (,中湘電)

8別海    (北 海道)

9別海    (北 海道)

≪バスケットボール≫

◆男子

平3湘南・通   (神 奈川)

4天理    (奈 良)

5川越工   (埼 玉)

6八戸中央  (青森)

7天理    (奈 良)

8上野・通   (東 京 )

9湘南・通   (神 奈川)

◆女子

平3林学園誠信  (愛知)

4天理    (奈 良)

5天理    (奈 良)

6水戸南・通  (茨城)
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7天理

8天理

9水戸南・通

≪サ ッカー≫

平3千葉商

4久留米

5厚木南

6科技・刈谷

7千葉商

8福智・浜松

9福智。東亜

良

良

城

奈

奈

茨

(千葉)

(東京)

(神奈川)

(愛知)

(千葉)

(静岡)

(兵庫 )
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部員数・部数の推移
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全国高体運加盟運動部数の推移
部
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部数合計

一

男子部数

―

女子部数

ニ
ー
ー
ー
コ
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ー
ー
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，

―
下
‐‐‐，‐」‐‐‐，‐，二
戦3年度  4年度  5年度 6年度  7年度  8元年度

加盟運動部数の推移

男子部数 女子部数 部数合計 備 考

運

動

音6

数

63年度 49,244 40,640 89,884

元年度 49,421 40,606 90,027

2年度 50,477 41,532 92,009 アーチェリー加盟

3年度 50,501 41,536 92,037

4年度 50,836 42,366 93,202

5年度 50,738 42,562 93,300 なぎなた加盟

6年度 50,450 42,526 92,976

7年度 50,140 42,783 92,923

8年度 50,072 42,474 92,546

9年度 49,433 41,494 90,927
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全国高体連加盟部員数の推移
人

1800000
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1600000

1500000

1400000

1300000
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1000000

900000
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600000

500000

1-― ――――-1-― ―――――-1-― ―――――-1-― ――――――→――――――-1-― ―――――

― ―
部員数合計

―
E― 男子部員数

―
ト ー 女子部員数

63年度 元年度  2年度  3年度  4年度  5年度  6年度  7年度  8年度  9年度

加盟運動部員数の推移

男子部員数 女子部員数 部員数計 備 考

部
　
　
口員
　
　
数

63年度 922,953 636,779 1,559,732

元年度 938,990 638,773 1,577,763

2年度 967,892 662,928 1,630,820 アーチェリー加盟

3年度 975,051 657,946 1,632,997

4年度 983,648 670,102 1,653,750

5年度 979,126 668,374 1,647,500 なぎなた加盟

6年度 944,083 648,637 1,592,720

7年度 935,747 630,812 1,566,559

8年度 877,292 581,578 1,458,870

9年度 819,931 531,518 1,351,449
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全国高体連加盟専門部への加入率
％

４５

40

一

全体加入率

―
E― 男子加入率

―
El一 女子加入率

35

30

25

20               3年
度  4年度  5年度  6年度  7年度  8年度  9年度

加入率の推移

男子加入率 女子加入率 全体加入率 備考

加

　

　

入
　
　

率

63年度 3441% 2364% 29.01%

元年度 34.32% 23.23% 28.76%

2年度 3551% 24.16% 29.81% アーチェリー加盟

3年度 3683% 2469% 30.74°/.

4年度 38.80% 2626°/. 32.51%

5年度 40.18% 27.28% 3371% なぎなた加盟

6年度 39.90% 2728% 33.57%

7年度 4070°/. 27.30% 3398%

8年度 3967% 2616% 32.90%

9年度 38.59% 2487°/. 31.71%
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男女別生徒数・部員数 (S63を 100%)
%
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63年度 元年度  2年度  3年度  4年度  5年度  6年度  7年度  8年度  9年度

ヽ
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一

一
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ヽ

　

　

一

‐二
―
ゝ
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上

一

ゝ

　

一　
　

　

一

ゝ

一
　

一
―

m― 男子部員数

―

女子部員数

――引最―――男子当 走数

―……熙――― 女子生徒数

S63を 100%と した場合の全国の生徒数・部員数の推移

男  子 女  子

生 徒 数 部 員 数 生 徒 数 部 員 数

生

徒

数

・

部

員

数

63年度 1000°/. 1000% 100.0°/. 100.0%

元年度 1020% 101.7% 102.1% 100.3%

2年度 1016°/。 104.9% 101.9% 1041・/。

3年度 987% 1056% 990% 1033%
4年度 945% 1066% 947% 1052%
5年度 908% 106.1% 910% 105.0%

6年度 882% 1023% 88.3°/. 101.9%

7年度 8570/. 1014°/。 85.8% 991%
8年度 824°/. 95.1% 825% 91.3%

9年度 79.2% 888% 794% 83.5%
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全国高体運 専門部別加盟数の推移

陸上競技 体  操 水 一泳 バスケットボール

男 女 男 女 男 女 男 女

部
　
　
口員
　
　
数

63年度 84,096 52,546 9,717 21,853 26,273 18,770 86,869 83,516

元年度 84,205 55,494 10,377 21,309 27,476 22,204 86,582 82,171

2年度 83,056 56,856 9,563 19,740 28,593 24,675 90,094 85,083

3年度 81,842 57,340 8,650 18,175 28,296 25,097 98,779 86,192

4年度 80,898 57,494 7,644 17,521 26,954 25,646 113,148 90,635

5年度 78,967 57,286 6,870 15,928 27,008 26,887 126,639 96,033

6年度 76,217 53,794 5,984 14,872 25,581 26,775 127,703 92,551

7年度 73,383 50,932 4,917 13,140 24,343 25,986 130,196 90,385

8年度 70,967 46,505 4,505 10,980 22,566 23,814 122,334 82,423

9年度 67,793 41,950 4,859 9,740 20,845 21,106 114,047 74,306

部

数

63年度 4,314 4,046 1,081 ,889 2,191 2,019 4,026 3,984

元年度 4,325 4,108 1 856 2,193 2,013 4,015 3,986

2年度 4,098 1,068 ,806 2,225 2,079 4,117 4,075

3年度 4,383 4,159 1,016 770 2,253 2,091 4, 127 4,001

4年度 4,419 4,204 2,277 2,155 4,160 4,064

5年度 4,402 4,192 917 ,638 2,268 2,153 4,191 4,103

6年度 4,360 4,148 839 573 2,287 2,192 4,263 4,111

7年度 4,320 4,140 ,485 2,288 2,228 4,304 4,087

8年度 4,355 4,111 742 372 2,289 2,220 4,372 4,120

9年度 4,368 4,042 735 305 2,272 2,133 4,396

バレーボール 卓  球 ソフ トテニス ハン ドボール

男 女 男 女 男 女 男 女

部

　

員

　

数

63年度 76,995 90,299 55,886 35,568 61,673 76,679 32,311 21,080

元年度 79,501 88,776 54,377 30,585 62,845 75,896 33,418 20,106

2年度 81,584 92,378 54,162 29,498 65,225 78,312 34,552 21,019

3年度 82,259 91,384 52,918 26,934 62,065 75,280 33,510 20,788

4年度 82,641 94,052 56,010 27,558 59,944 73,743 31,215 21,643

5年度 77,443 91,359 52,763 26,621 56,342 71,061 32,359 22,048

6年度 72,856 89,172 50,333 26,659 50,521 69,333 31,803 21,500

7年度 69,339 88,119 49,423 26,709 49,771 64,006 30,204 20,520

8年度 63,714 83,799 49,801 25,535 46,572 58,633 28,007 18,798

9年度 58,103 78,056 46,739 23,081 43,578 52,473 25,600 16,824

立
ロ

数

63年度 4,020 4,386 4,100 3,693 3,372 3,733 1,481 1,141

元年度 3,977 4,349 4,026 3,454 3,252 1,493 1,147

2年度 4,088 4,420 4,103 3,459 3,242 3,633 1,516 1,171

3年度 4,062 4,400 4,076 3,326 3,147 3,499 1,504 1,127

4年度 4,052 4,430 4,163 3,451 3,099 3,513 1,506 1,179

5年度 4,009 4,391 4,063 3,351 3,027 3,485 1,502 1,193

6年度 3,971 4,391 4,020 3,302 2,949 3,442 1,504 1,163

7年度 3,920 4,396 3,992 3,372 2,833 3,390 1,494 1,198

8年度 3,841 4,443 4,009 3,404 2,777 3,340 1,475 1,144

9年度 3,764 4,370 3,937 3,237 2,748 3,262 1,441 1,119
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サッカー ラグビー バ ドミン トン ソフ トボール 相 撲

男 男 男 女 男 女 男

部
　
　
口員
　
　
数

63年度 146,417 53,191 38,209 48,199 8,457 47,298 2,589

元年度 146,517 55,103 41,158 49,618 9,096 48,221 2,499

2年度 151,554 54,855 42,567 51,772 10,597 50,174 2,474

3年度 153,615 57,156 43,240 53,137 10,189 46,384 2,410

4年度 155,786 53,826 43,136 55,672 10,282 46,087 2,413

5年度 161,391 50,347 43,373 56,735 9,709 43,843 2,513

6年度 170,025 44,676 39,973 55,828 8,326 41,679 2,374

7年度 184,546 42,366 40,190 59,517 8,004 39,443 2,159

8年度 174,121 36,838 37,869 56,597 7,506 35,869 1,880

9年度 163,513 33,145 35,105 53,059 7,035 32,168 1,645

立
ロ

数

63年度 3,940 2,519 2,940 406 2,345 296

元年度 3,944 ,532 2,531 417 2,330 286
2年度 4,019 2,536 3,018 454 2,367

3年度 4,051 ,553 2,708 461 2,338 276

4年度 4,060 ,587 2,687 3,095 468 2,357 268
5年度 4,095 ,559 2,720 460 2,294 275

6年度 4,160 543 2,718 3,164 434 2,291 275
7年度 4,183 2,756 3,229 415 2,218 266

8年度 ,496 2,776 3,278 2,170 253

9年度 4,259 416 2,717 3,277 392 2,080 246

柔   道 ス キ ー スケー ト

男 女 男 女 男 女

部

　

口員

　

数

63年度 47,383 6,196 5,838 2,022 1,498

元年度 49,742 6,886 6,244 1,699 560

2年度 51,784 6,993 2,696 1,647 600

3年度 53,557 7,617 6,705 1,749

4年度 55,756 10,145 6,497 2,656 1,804 498

5年度 55,518 11,869 6,557 2,794 1,917 480
6年度 51,159 12,864 6,052 2,677 1,773 540
7年度 46,403 12,368 6,149 2,461 1,646 430
8年度 40,316 10,848 5,582 2,192 1,539 418

9年度 36,830 9,362 4,649 1,955 1,582

部

　

　

　

数

63年度 3,416 666

元年度 3,620 1,339 401 136
2年度 3,657 1,439 655 428 166

3年度 3,587 1,505 688 424

4年度 3,695 724 464 165 144

5年度 3,716 1,993 477 165 142

6年度 3,680 2,096 465

7年度 3,654 2,169 662 152 146

8年度 3,603 2,089 152 146

9年度 3,499 680 461 142
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漕  艇 剣  道 レスリング 弓  道

男 女 男 女 男 男 女

部

　

一員

　

数

63年度 4,765 1,589 52,806 5,233 29,623 34,457

元年度 1,691 51,182 33,949 5,266 30,433 34,581

2年度 4,693 1,767 52,496 34,838 5,199 31,830 36,500

3年度 4,431 1,737 51,311 33,250 31,181 37,152

4年度 4,500 1,956 48,699 31,697 4,852 30,834 37,515

5年度 4,246 2,048 29,668 4,700 30,508 37,768

6年度 4,381 2,115 40,090 26,742 4,591 28,844 36,643

7年度 3,782 1,944 39,489 25,998 4,081 27,649 36,034

8年度 3,496 36,521 23,555 3,593 25,757 32,504

9年度 3,037 1,842 33,586 21,693 3,349 24,539 30,825

立
ロ

数

63年度 245 3,985 3,363 352 1,485 1,541

元年度 246 3,427 1,576 1,591

2年度 253 3,997 3,532 358 1,574 1,628

3年度 3,966 3,549 1,606 1,692

4年度 3,934 3,528 1,683

5年度 356 1,650

6年度 256 3,842 3,377 355

7年度 3,872 3,456 1,688 1,828

8年度 3,747 336 1,705

9年度 244 3,172 322 1,709

テ ニ ス 登   山 自転車 ボクシング ホッケー

男 女 男 女 男 男 男 女

部
　
　
員
　
　
数

63年度 49,372 49,378 15,445 5,326 3,323 3,503 2,162 ,372

元年度 52,748 51,597 15,093 4,985 3,357 3,618 2,441 ,536

2年度 57,268 54,166 14,852 5,141 3,726 2,524

3年度 58,861 58,109 14,470 3,266 4,169 2,519

4年度 60,265 59,251 14,181 5,057 3,104 4,305 2,518

5年度 58,642 58,711 13,384 4,520 2,827 4,127 2,502 ,850

6年度 57,890 57,425 12,716 4,316 2,737 3,915 2,568

7年度 56,273 56,159 12,049 4,046 2,620 3,855 2,447

8年度 55,567 51,273 11,576 3,973 2,383 3,621 2,549 ,967

9年度 53,997 48,112 10,380 3,557 2,137 3,839 2,399 ,827

部

　

　

　

数

63年度 2,075 2,020 1,481 297 274

元年度 2,138 2,100

2年度 2,226 1,505 298

3年度 2,315 2,322 1,497

4年度 2,371 2,411 298

5年度 2,451 2,469 1,439 770

6年度 2,528 2,520 1,413 298 352

7年度 2,532 2,577 754 279

8年度 2,604 2,606

9年度 2,632 2,651 1,283 698 267
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ウエイト

リフティング
ヨ ッ  ト フェンシング 空 手 道

男 男 女 男 女 男 女

部
　
　
一員
　
　
数

63年度 2,718 1,254 13,360

元年度 2,774 464 1,914 1,642 13,383

2年度 2,760 1,442 585 1,856 1,663 13,998 4,675

3年度 2,780 585 13,822 4,707

4年度 2,757 1,405 600 13,763 4,867

5年度 2,710 1,279 1,566 1,492 14,080 4,769

6年度 2,453 1,204 1,500 1,527 13,070 4,967

7年度 2,336 1,142 580 1,320 1,552 12,839 4,584

8年度 2,178 975 11,045 4,096

9年度 948 486 1,300 10,899 4,017

立
ロ

数

63年度 224 508

元年度 229 64 939 505

2年度 257 114 168 995 542

3年度 250 562

4年度 240

5年度 241 1,059 664

6年度 242 183 678

7年度 255 120 1,079 689

8年度 259 698

9年度 250 165 678

アーチェリー なぎなた

男 計 女  計 総  計男 女 女

部

　

員

　

数

63年度 922,953 636,779 ,559,732

元年度 938,990 638,773 ,577,763

2年度 2,829 2,190 967,892 662,928 ,630,820

3年度 2,962 2,274 975,051 657,946 ,632,997

4年度 3,050 2,446 983,648 670,102 ,653,750

5年度 2,471 1,627 979,126 668,374 647,500

6年度 2,768 2,411 1,768 944,083 648,637 ,592,720

7年度 2,826 1,735 935,747 630,812 566,559

8年度 2,214 1,734 877,292 581,578 ,458,870

9年度 2,632 1,738 1,644 819,931 531,518 ,351,449

立
ロ

数

63年度 49,244 40,640 89,884

元年度 49,421 90,027

2年度 50,477 41,532 92,009

3年度 201 50,501 41,536 92,037

4年度 207 42,366 93,202

5年度 223 225 50,738 42,562 93,300

6年度 221 223 50,450 42,526 92,976

7年度 227 233 50,140 42,783 92,923

8年度 235 247 50,072 42,474 92,546

9年度 227 203 49,433 41,494 90,927
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陸上競技 (63年 100%)

63年度 元年度 2年 度 3年度 4年 度 5年 度 6年 度 7年 度 8年 度 9年 度

e女

□ 男

/ ＼

＼

＼

13

2年度 3年 度 4年 度 5年度 6年 度 フ年度 8年 度 9

体操 (63年 100%)

63年度 元年度 2年 度 3年 度 4年度 5年度 6年 度 7年度 8年 鷹 9年 度

水泳 (63年100%)

3年 度 4年度 5年 度 6年 度 8年 度 9年 度63年度 元年度 2年 度 7年 度

バスケ (63年 100%) 女

男

〇

□

/ ＼

/ ＼

/
ノ

/ / ＼

＼

2年度 3年 度 4年度 5年度 6年度 7年 度 8年 度 9年 度

バレー (63年 100%)

2年 度 3年 度 4年 度 5年 度 6年 度 7年度 8年 度 9年 度

卓球 (63年 100%)
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63年度 元年度 2年 度 3年 度 4年 度 6年 度 8年度 9年 度

ソフトテニス (63年100%)
e女
□ 男

＼

ヽ

＼ ＼

ヽ
ヽ

ハンドボール (63年 100%)
女
　
男

ｅ

□

＼

＼ / ＼
＼

63年度 元年度 2年 度 3年 度 5年 度 6年度 7年 度 8年 度 9年度

63年度 元年度 2年 度 4年度 5年 度 6年 度 7年 度

サッカー (63年 100%)

06

2年度 3年 度 4年度 5年 度 6年 度 7年 度 8年度 9年 度

ラグビー (63年100%)

6年度 フ年度 8年度 9年 度63年 度 元年度 2年 度 3年 度 4年度

バドミントン (63年100%)

2年廣 3年 度 4年度 5年 度 6年 度 7年 度

ソフトボール (63年 1
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オロお業 (63fF1009`)

＼

＼

＼

＼

63年度 元年度 2年 度 3年 度 4年 度 5年 度 6年度 8年 度 9年 度 63年度 元年度 4年 度 6年 度 7年 度 8年 度 9年 度

スキー (63年 100%)

/ ＼
e女

日 男

＼ / ＼

/ ＼

// ヽ ＼

/ ＼
ヽ ＼

＼

＼

スケート (63年 00%
O女
□ 男

/ ＼

/ ソ ＼

/ ＼
/

＼

/
＼

63年度 元年度 2年 度 3年 度 4年 度 6年 度 7年 度 8年度 9年 度

15

08

06

2年度 3年 度 4年度 5年 廣 6年度 7年 度 8年 度 9年度

2年度 3年 度 4年 度 5年 度 6年度 7年 度 8年 度 9

剣道 (63年100%)

03年度 元年度 2年 度 3年 度 4年度 5年 度 6年 度 7年 度 8年 度 9年 度

レスリング (63年 100%)
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63年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5 6年度 フ年度 8年 度 9年度

弓道 (63年 100%)

e女

田 男

ヽ/
ヽ

ヽ

テニス (63年 100%)

e女

田 男

/ フ

/ ＼

63年度 元年度 2年度 3年 度 4年 度 5年 度 6年 度 7年 度 8年度 9年 度

2年度 3年 度 4年度 5年 度 6年度 7年度 8年 度 9年度

登山 (63年 100%)
115

09

2年 度 3年 度 4年度 5年 度 6年 度 7年 度 8年 度 9年

自転車 (63年 100%)

7年度 8年度 9年 度4年度 5年 廣

ボクシング (63年100%)

63年度 元年度 2年 廣 3年 度 4年度 5年 度 6年 度 フ年度 8年度 9年度

ホッケー (63年 100%)
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ウエイトリフティング (63年 100%)

」ど

＼
ヽ

＼

＼

63年度 元年度 2年 度 3年 度 4年度 5年 度 6年度 7年 度 8年 度 9年 度

e女

口 男

ノ

/ ヽ / ＼

＼ /
ヽ

ヽ

＼

ヨット (63年 100%)

3年 4年 度 6年 度 7年 度 8年 度 9年度

2年度 3年 度 4年 度 5年度 6年度 7年 度 8年度

フェンシング (63年 100%)

104
2年 度 3年 度 4年度 5年度 6年 度 7年 度 8年 度 9年度63年度 元年度

空手道 (63年 100%)

なぎなた (5年 100%)アーチェリー (2年 100%)
女
　
男

ｅ

□

ノ ＼ ＼
＼

＼

3年度
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柔道 (63年 100%)

63年度 元年度 2年度 3年度 4年度 6年度 7年度 8年 度 9年度

○ 女

□ 男

/ ＼

/

/

＼
/

＼
ヽ

′

′

/
/
J

＼

＼

＼
ヽ

18 ヨッ ト 7560
19 バレーボール 7546
20 ウエイトリフティング 7196
21 ソフ トテニス 7066
22 登 山 67.21

23 自転車 6431
24 レスリング 64.00

25 漕艇 63.74

26 剣道 63.60

27 オロお葉 6354
28 ラグビー 62_31

29 フェンシング 5863
30 体操 5001

専門部別部員数の比較

(昭和 63年を 100%と して比較 )

■男 子

■女 子

1 柔道 151.10

2 ホッケー 13316
漕 艇 115.92

4 水泳 11245
5 バ ドミントン 110.08

6 なぎなた 101 04

7 空手道 9946
8 テニス 9744
9 スキー 9669
10 ヨッ ト 90.67

11 弓道 8946
12 バスケットボール 88.97

13 バ レーボール 8644
14 陸上競技 79.83

15 ハン ドボール 79.81

16 アーチェリー 79.36

17 スケート 77.54

18 フェンシング 7738
19 ソフ トテニス 68.43

20 ソフ トボール 68.01

21 登 山 66.79

22 卓球 6489
23 剣道 6406
24 体操 44.57

※アーチェリーはH2年 、なぎなたはH5年を100と した

1 バスケッ トボール 131.29

2 サッカー 11168
3 ホッケー 110.96

4 ボクシング 10959
5 テニス 109.37

6 スケー ト 10561
7 アーチェリー 93.04

8 バ ドミン トン 9188
9 卓球 8363
10 ソフ トボール 8319

弓 道 8284
12 空手道 81.58

13 陸上競技 8061
14 スキー 79.63

15 水泳 7934
16 ハンドボール 79.23

17 柔道 7773
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50周年記念事業
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全国高等学校体育連盟

会 長 河 上 ― 雄

本日、ここに全国高等学校体育連盟が昭和23年 (1948年 )6月 28日 創設されて以来、50周年

を迎え、その記念式典を開催するにあたり、皇太子殿下・皇太子妃股下のご臨席のもと、文部大

臣・有馬朗人様をはじめとして多くのご来賓のご列席をいただき、盛大に開催できますことに心

より御礼申し上げます。

さて、全国高等学校体育連盟は戦後の学制改革による新制高等学校の発足とともに創設され、

昭和25年 (1950年 )6月 2日 に制定されたシンボル・マークに象徴される、三つのK、 ドイツ語

でいうクラスト・クンスト・クラルハイト、つまり「力と技と明朗な精神」をモットーに、高等

学校における体育・スポーツ活動の振興を通じて、青少年の健全育成に鋭意努めてまいりました。

戦後の混乱期、復興期そして経済の高度成長期を経るなか、それまでの高等学校選手権大会に

代わり、昭和38年 (1963年 )に一定の時期に同じ地域内で開催される高校生のスポーツの祭典

とでもいうべき全国高等学校総合体育大会、別称インターハイが開催されるに至りました。

ことに、経済の高度成長を契機に、高等学校進学率が大幅に上昇するなか、高校生のスポーツ

活動はますます盛んとなり、総合体育大会も広く国民からも親しまれるものとなり、昭和41年

(1966年 )からは皇太子殿下・皇太子妃殿下の行啓を賜り、今日にいたっております。

そして、世界の高等学校教育のなかでも例をみない、教育とスポーツとの調和を図るとの視点

のもとでの活動は、すぐれた実績をあげてきたところであります。

平成の時代を迎えてここ10年ほどのなか、高校生の競技能力は大きく向上し、各種競技大会

での高校生の活躍には目覚ましいものがあります。

しかし一方で、汗を流して自らスポーツ活動に親じむとの姿勢が、価値観の多様化などが進む

なか、ややもすればスポーツは見る方が楽しいとの傾向が生まれるなかで変化しつつあります。

また、少子化の進行ともあいまち、部活動の一部において部員が減少するなど、高等学校におけ

るスポーツ活動が停滞し始めている問題が顕在化してきています。

そのうえ、教育とスポーツ活動との調和を図るとの視点からすると、勝利至上主義も一部に見

られ、批判を招く事態にもなっています。こうした問題とともに、今、時代や社会は大きく変化

し、情報化 。国際化・高齢化ことに少子超高齢化社会の到来を目前にし、高等学校教育は大きな
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変革をもとめられています。

こうしたなか、全国高等学校体育連盟も、時代や社会の変化に対応し、心豊かでたくましく未

来を切 り開く、心身ともに健全な高校生の育成を、体育・スポーツ活動の一層の充実と改善を図

るなかで大きく進めることが必要と考えます。

ことに、これからの学校週 5日 制の2002年 からの完全実施、2003年 からの新教育課程の実施

のなかで、学校と社会との連携が一層求められるなか、学校体育やスポーツ活動のあり方が大き

く問われるといえます。

これまでの、わが国におけることに高等学校教育とスポーッ活動との関係を十分踏まえ、教育

とスポーツ活動との調和を図るとの視点を失うことなく、全国高等学校体育連盟はさまざまな課

題に積極的に対処して行くことが大切といえます。

この創立50周年をよい節目として、21世紀をたくましく担う青少年の育成をめざし、今日か

ら、大きく未来へ力強く前進しようではありませんか。

終わりに、これまで全国高等学校体育連盟の活動を、ご支援 。ご指導いただきました関係の皆

様に深く感謝申し上げるとともに、これからもご指導・ご鞭撻いただけますようお願い申し上げ、

はなはだ措辞ではありますが、式辞とさせていただきます。
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文部大臣

有 馬 朗 人

本日ここに、皇太子・同妃殿下の御臨席を仰ぎ全国高等学校体育連盟創立
"周

年記念式典が

開催されるにあたり、一言お祝いを申し上げます。

全国高等学校体育連盟は、昭和23年 6月 に創立されて以来、高等学校における体育・スポー

ツの発展と、高校生の心身の健全育成に多大な貢献を重ねてこられました。創立50周年という

輝かしい節目を迎えられましたことは、一重に関係各位の御熱意と御努力の賜であり深く敬意

を表するところであります。

ところで、来る21世紀において我が国が活力ある国家として発展し、国民一人一人が明るく

充実した生活を送るためには、子供達一人一人に生きる力を育むことが必要であります。学校

における体育・スポーツ、とりわけ運動部活動は生涯にわたってスポーツに親しむ能力や態度を

育て、体力の向上や健康の増進を図るのみならず、学校や学年を離れて生徒が主体的に活動を組

織し展開することにより、生徒の自主性や協調性、責任感や達成感などを育成するものであり、

このような子供達の生きる力の育成にとって大きな意義を果たしうるものであります。

本年、香川県で開催されました全国高校総体の開会式に私も出席させていただきましたが、入

場行進で選手達が見せてくれた晴れやかな姿や地元高校生の真摯な歓迎の姿は、我が国の将来

に確かな希望を感じさせてくれました。

近年、少子化の影響など運動部活動を取り巻く環境の変化も指摘されておりますが、全国高体

連におかれましては、21世紀を生きる子供達のためにさらに御尽力を賜りますようお願い申し

あげます。

終わりに、連盟を今日まで支えてこられた関係の皆様方に改めて敬意を表しますとともに、貴

連盟の益々のご発展を祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

本日は誠におめでとうございます。
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日本放送協会

放送総局長 河 野 尚 行

全国高等学校体育連盟が創立50周年を迎えられ、今日こうして皇太子殿下、同妃殿下のご臨

席を仰ぎ、盛大に記念式典を挙行されましたことに、心よりお祝い申し上げます。

今や、高体連は高等学校教育の重要な部分を担うと同時に、日本のスポーツ界にとって不可欠

な存在に発展してきております。こうした現在の繁栄の基礎を築いてこられた関係者の皆さま

のこの50年のご努力に対して、深く敬意を表します。

NHKは、現在の形の「全国高等学校総合体育大会」が開催された昭和38年から、高校生の若

さあふれるその競技模様を放送を通して全国に伝えてまいりました。また、後援もさせてもらっ

ています。これからもNHKは、高校スポーツの感動を全国の視聴者に伝えていきたいと存じ

ます。

時代がどのように変わろうとも、高校教育におけるスポーツ活動は、青少年の心と体をたくま

しく鍛える上で極めて重要です。スポーツを通してお互いが競い合い、理解しあい、感動を共有

して友情を深めることが期待されております。その意味からも、全国高等学校体育連盟に寄せ

られる期待はますます高まってきております。

この記念すべき創立50周年を契機に、輝かしい歴史と伝統を顧みながら将来を展望し、今後

の体育・スポーツの普及振興に、一層のお力を発揮されますようお祈り申し上げ、お祝いの言葉

とさせて頂きます。
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社団法人 日本体育協会

会 長 安 西 孝 之

全国高等学校体育連盟創立 50周年おめでとうございます。これまでの半世紀にわたり、幾多

の困難を乗 り越えて、今日の隆盛を築いて来られました河上会長をはじめ、歴代会長様、関係各

位に対 し、深甚なる敬意を表する次第であります。

先程もご説明がありましたように、全国高等学校体育連盟 (全国高体連)は、戦後の間もない、

昭和 23年 6月 に創立され、以来、今日までの半世紀の永きにわたり、高等学校の体育・スポーツ

の普及発展に多大な貢献をされて来られましたが、とりわけ昭和 38年 からは、これまで競技別

に競技団体が主催 して開催 しておりました各大会を、関係者の熱意とご努力により総合体育大会

の形式 (イ ンターハイ)と して実施されるに至ったと伺ってお ります。その後、大会開催基準要

項が制定され、文部省、日本体育協会、NHKな ども後援団体に加わり、大会内容が充実され、今

では、国民体育大会とともに、体育・スポーツの大会としては他に例を見ない国民的行事の一つ

となってお りますことは、誠にご同慶に堪えません。

一方、現在、我が国の国際化が進展する中において、スポーツは国際親善に大きな役割を果た

して来てお りますが、特に高等学校生徒の国際競技会での活躍には目を見張るものがあります。

私共、日本体育協会も国際交流事業に力を入れてお りますが、特に競技団体と全国高体連のご

協力を得て、昭和 43年から「日・韓高校スポーツ交歓競技会」を開催し、すでに数千名にのぼる

高校生の参加をみて来てお ります。その後、平成 5年度からは「日・韓・中ジュニア交流競技会」

へ と発展拡大させ、現在、インターハイで優勝したチーム又はは個人を中心に、9競技 185名の選

手団を編成し、毎年開催 して、スポーツ交流を通 じての近隣諸国の友好と親善に多大な成果を上

げているところであります。スポーツを通じての国際交流は、大変意義深いものであり、これら

ジュニア層のスポーツ交流推進へのご協力に対しまして、改めて感謝の意を表したいと存じます。

日本体育協会といたしましても、貴連盟と更に協力関係を深め、青少年の健全育成とジュニア選手の

育成・強化のため諸施策を推進していく所存であります。全国高等学校体育連盟におかれましては、2CX12

年からの学校週5日 制、また、近年は少子化による部活動への影響等に対する取り組みが行われている

と聞いておりますが、この様な時期に、
"周

年を迎えられ大変ご苦労が多いと存じますが、これからの

Ю年に向かって、体育・スポーツの振興に、さらに一層、力を入れられるよう期待いたしております。

おわりに、全国高等学校体育連盟が益々発展される事を祈念して、祝辞とさせていただきます。
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全国高体連のあゆみ

全国高等学校体育連盟

理事長 高田日呂美

全国高等学校体育連盟が昭和23年に創立されてから50年、本日、ここに創立50周年の記念式

典を迎えることができました。ここでは、主な動きを中心に、全国高体連、50年の「あゆみ」に

ついて、概要をご報告申し上げます。

昭和 23年 6月 28日 に全国高等学校体育連盟は誕生いたしました。

高等学校における体育大会は、種目によって違いはありますが、古い歴史がございます。それ

は、旧教育制度の時代から行われており、「全国中等学校選手権大会」という名称で、各地で行

われて参りました。新しい教育制度のもとでは、「全国高等学校選手権大会」として、種目ごと

に開催されるようになりました。新制高等学校として新たな出発をしたこの時に、新しい高等学

校教育を創造していく上で、体育・スポーツ活動の果たす役割をいち早く認識し、体育の健全な

発達を図ることによって、高校生に夢と希望を与え、豊かな高等学校教育の充実を図るための組

織として全国高等学校体育連盟が創立されたのであります。

昭和 25年には、皆様よく御存じの「高体連マーク」が制定されました。正面に掲げてござい

ますが、これは、若人が、体育・スポーツを通して、力と技と明朗な精神を養うという三つのド

イツ語の頭文字をデザイン化したものでございます。また、この年には陸上競技部ほか、Hの専

門部が設置されました。

昭和30年 には、第一回加盟団体長会が開催されました。また、この年までに、設置された専

門部は、21専門部となりました。この他に昭和30年代には、「高体連の歌」の制定や、文部省の

ご高配による国庫補助金の交付及び、全国大会のすべての種目に対しての後援をいただくことが

できるようになり、現在の総合体育大会の基盤となる学校教育活動としての位置づけと評価が、

より確固なものとなりました。

昭和 38年には、これまで各種目別選手権大会で開催されてきたものを一本化し、全国高等学

校総合体育大会として装いも新たに開催されました。それまでも、関係行政機関及び競技団体等

の暖かいご理解とご支援をいただいてきましたが、特に日本放送協会からは、放送を通して大会

の普及や財政的なご援助をいただき現在に至っております。
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昭和 41年 の高校総体は、青森県を中心にして開催されました。この総合開会式には、皇太子

殿下・皇太子妃殿下のご臨席を仰ぎ、大会に寄せるお言葉を賜 り、参加した選手・役員はもとよ

り、開催県民及びその他大会関係者一同は、この上ない光栄に浴し、心から感謝いたしました。

爾来、両殿下には、公務ご多端な中を毎年ご臨席をいただき、お言葉を賜ってお りますことは、

本大会発展のために努力している関係者に対し、大きな活力をお与えていただきました。ここに

改めて哀心より感謝を申し上げます。

また、この年の大会から、大会スローガンが採用されました。このことを契機として、大会の

シンボルマーク、ポスター、参加章、入賞メダルなどのデザインや大会賛歌、ファンファーレ曲

などが、開催地の高校生の手によってつ くられ、一人一役運動も加わり、文字どおり高校生の手

による高校生の大会となりました。

さらに、第一回全国高体連研究大会が、この年開催され、以降、総体と同様に、都道府県持ち

回りで、開催されるようになりました。

この他、昭和 40年代には、加盟専門部の数が 29種 目への増加したこと、日本体育協会から全

国高校総体への補助金の交付が開始されたこと、定時制通信制の全国大会が全国高体連主催とし

て開催されるようになったことなど、組織及び活動の充実が図られました。

昭和 50年代に入 り、総体参加者の増加に伴い、大会運営の改善と大会規模の適正が検討され

ました。昭和 54年 に、文部省から高等学校の対外運動競技の基準が出されたこともありますが、

基本問題検討委員会が設けられ、前年度優勝校の出場を取 り止めたり、参加選手数を削減したり、

年々肥大化傾向にある経費の軽減を図るなど、高体連の体質改善を含めた検討が行われました。

また、全国高体連表彰制度や研究大会開催要項などが整備されました。

昭和 60年代に入 り、「高等学校競技者の在 り方」が検討されました。文部省、日本体育協会、

全国体育主管課長会等関係諸機関のご指導をいただきながら、高校生としての健全な競技者を育

てるための指針が発表されました。また、高体連指導者の資質の向上を機能とする組織 として、

全国高体連研究部が新設されました。
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昭和 63年 には、創立 40周年を迎え、本 日と同じ、この会場で記念式典が行われました。現在

の天皇陛下、皇后陛下が皇太子殿下、皇太子妃殿下としてご臨席いただき、盛大に挙行されたこ

とが昨日のように思いだされます。

平成の年代に入 りましてからは、全国高校総体の協賛に関する特別委員会が設置され、協賛に

関する規定が整備されました。また、いわゆる一条校以外の学校の高校総体への参加の問題と外

国人留学生の参加の問題が検討され、平成6年度から、一条校以外の学校の全国高校総体への参

加が認められ、外国人留学生の参加の基準が設けられました。

平成7年度には、財団法人化特別小委員会が設けられ、財団法人に向けての検討が始まりまし

た。昨年の平成9年度には、生徒数の減少に伴う統廃合対象校の合同での参加についての、特別

措置が取 られるようになりました。

そして本年、創立 50周年を迎え、記念事業として、創立 50周年記念式典・祝賀会を開催する

とともに、全国高体連 50年 史を発干Jす る予定でございます。

以上、全国高体連のあゆみについて、その概要を述べさせていただきました。意を尽 くした報

告とならず誠に申し訳ありません。50年のあゆみにつきましては、先程申し上げました全国高体

連50年史に詳しく載せる予定でございますので、お許しいただくよう、お願い申し上げまして、

全国高体連のあゆみの報告とさせていただきます。
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期

全国高等学校体育運盟創立 50周年記念式典

平成 10年 11月 14日 (土 )

午前 10時～ 10時 32分

ホテルグランドパ レス・3階

千代田区飯田橋 1-1-1
03-3264-1111

場

順

序
式 次 第

時  刻
備 考

時 刻 時 間

1 開式のことば 10:00 1 全国高等学校体育連盟副会長

細田 信良

2 国歌斉唱 10:01 ，

“

う
０ 全国高等学校

体育連盟のあゆみ

10:03 10 全国高等学校体育連盟理事長

高田 日呂美

4 式  辞 10: つ
０ 4 全国高等学校体育連盟会長

河上 一雄

5 皇太子殿下の

おことば

10:17 2

6 fiv.{z 10:19 9 文部大臣

有馬 朗人 殿

日本放送協会放送総局長

河野 尚行 殿

日本体育協会会長

安西 孝之 殿

7 全国高等学校体育

連盟の歌 斉唱

10:28 3

8 閉式のことば 10:31 1 全国高等学校体育連盟副会長

神内 隆司

終  了 10:32
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全国高等学校体育連盟創立 50周年記念祝賀会

期  日   平成 10年 11月 14日 (土 )

午前 11時 30分～ 13時 30分

会  場    ホテルグランドパレス ダイヤモンドルーム2F

感 謝 状 贈 呈 団 体

日本コカ・コーラ株式会社    ヨネックス株式会社

ミズノ株式会社        明星ゴムエ業株式会社

株式会社アシックス       近畿日本ツーリス ト株式会社

セノー株式会社

順

序
会 次 第

時  刻
備 考

時 刻 時 間

1 開会のことば 11 :30 1 香川県高等学校体育連盟会長

関  博徳

９

“ 6vr ic 11:31 ，
０ 全国高等学校体育連盟会長

河上 一雄

3 感謝状贈呈 11 :34 3 協賛企業へ

4 乾  杯 11 :37 ，

“ 文部省体育局長

遠藤 昭雄 殿

5 懇  談

6 閉会のことば 13:30 岩手県高等学校体育連盟会長

長澤 佳彦
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「全国高体連 50周年記念事業」準備経過について

第1回委員会(12/16)

第2回委員会(3/17)

員会(7/18)

第4回 委員会(9/19)

第5回委員会(9/18)

第6回 委員会(10/20)

第7回 委員会(11/13)

・全体構想の検討

一一一一一一一一一

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｆ

Ｉ

一一一一一一一一一一一一

全体構想の

会に概要報告(5′

′
26)|

の 企画方針の について

企画方針の検討 日程の 保の検討

の せ
|

・編集日程の決チ |

1

l

1

|

I

|

事会に概要報告(11/14)

熙 )|

筆担当報告受理(1/31)|

― ― ― ― ― ― ― ― ― -1

|

事会に経過説明(6/2)l 稿提出締め切り(6/30)1

内状発送 (7/27)

1

初稿校正依頼送付(9/7)

役員、物品の

念座談会の開催(9/27)|
1 加申込締切り(9/30)|

り(10/9)| 高芹1:書毅提出(lo/12'

|

・各種資料の確認  |
三茨原稿送付(10/26)

|

|

二次校正締め切り(11/13)|

皇太子・同妃殿下行啓に |

係る事前調査会(11/2)|

記念式典開催 (11/14) 記念式典開催 (11/14)

二次校正確認   |
係写真等確認 |

第1回 委員会(7/18)

第2回 委員会(9/19)

第3回 委員会(10/16)

第4回 委員会(12/10)

第5回 委員会(7/15)

第6回 委員会(9/3)

第7回 委員会(9/18)

第8回 委員会(10/20)

(11130)

第10回 委員会(12月 )

第11回 委員会 (1月 )

第1回 委員会(7/18)

第2回 委員会(9/19)

第3回委員会(5/21)

第4回委員会(7/21)

第5回 委員会(9/7)

員会(9/18)

第7回 委員会(10/20)

第8回委員会(11/13)

第1回 委員会(7/18)

第2[1委員会(9/19)

第3回委員会(9/18)

第4回 委員会(10/20)

第5回 委員会(解散)第8回 委員会 (解散 )

第9回委員会(12月 )

第10回委員会(解散)

H8年度

H月

12月

3月

H9年度 ――

H9/   5月
7月

9月

10月

11月

12月



実行委員会委員

委 員 長 高田日呂美

大杉 一男

松本 邦夫

横須賀正治

佐久間嘉宏

城所 富夫

荒井 昭雄

松浦 博賞

水谷  弘

(全国理事長)

(全国事務局長)

(群馬県理事長)

(茨城県副理事長)

(千葉県理事長)

(神奈川県理事長)

(ラ グビー部長)

(静岡県理事長)

(陸上競技部長)

山ロ ー三

阿久津 巌

(静岡県理事長)8年度

(陸上競技部長)8。 9年度

記念誌編集委員会委員

創立50周年記念事業実行委員会委員一覧

委 員 長 1荒井 昭雄 (ラ グビー部長)

大杉 一男 (全国事務局長)

水谷  弘 (陸上競技部長)   1阿 久津 巌 (陸上競技部長)8・ 9年度

松浦 博賞 (静岡県理事長)   1山 ロ ー三 (静岡県理事長)8年度

委 員 長 1佐久間嘉宏 (千葉県理事長)

副委員長 1城所 富夫 (神奈川県理事長)

久保 正美 (埼玉県理事長)

高橋 祐司 (神奈川県広報委員長)

小久保敦央 (東京都調査研究委員長

深井 英吾 (千葉県年報編集委員長)1由利  聡 (千葉県事務局長)9年度

杉田季久雄 (山梨県副理事長)  |り |1崎 数馬 (山梨県事務局長)8・ 9年度

式典・祝賀会委員会委員

委 員 長

副委員長

松本 邦夫

横須賀正治

岩崎慎一郎

藤田 幸康

林  康宏

祖父江利久

飯田 道彦

(群馬県理事長)

(茨城県副理事長)

(埼玉県立浦和高校 )

(東京都副理事長)

(群馬県事務局長)

(東京都副理事長)

(栃木県高体連)

上野二三一 (東京都副理事長)

星野  努 (栃木県副理事長)

8・ 9年度

8・ 9年度

財務委員会委員
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全国高等学校体育連盟創立 50周年記念式典係員名簿

係 名 氏    名 1所   属 氏    名 I所   属 氏   名 1所   属

実行委員会会長 河 上 一 雄 全 国高体 連
|

1

実行委員会委員長 高 田 日呂美 全 国 高 体 連 |

総 務 松 本 邦 夫 群馬県高体連 横須賀 正 治 茨城県高体連 大 杉 一 男1全 国 高 体 連

河 元 雅 人 パ レスホテル

庶 務 会 計

(4)

水 谷   弘 陸上競技部長 松 浦 博 寛
1静

岡県高体連 荒 井 昭 雄
|ラ

グビー部長

大 杉 一 男 全 国 高 体 連
l

I

受 付

(26)

林   康 宏 群馬県高体連 吉 田 忠 征 栃木県高体連 久 保 正 美
1埼

玉県高体連

岩 崎 慎一郎 1浦和高校 飯 田 道 彦 栃木県高体連
|

権 田 昭 夫1東京都高体連

草 木 繁 生 東京都高体連 野 間 喜三夫 東京都高体連 田 原 正 之
1東

京都高体連

月 岡 靖 夫 東京都高体連 並 木 清 三 東京都高体連 村 岡 保 利1東京都高体連

真 野   彰 東京都高体連 篠 原 活 久 東京都高体連 嘉 屋 公 明1東京都高体連
|

藤 生 康 雄 東京都高体連 平 山 隆 造 東京都高体連 郡 司 正 典1東京都高体連

|・l田 光 央 東京都高体連 糟 谷   一 東京都高体連 /1ヽ 林 正 男1東京都高体連
|

鈴 木 弘 久 東京都高体連 矢 島 定 章 1東京都高体連 梶 田   茂1東京都高体連

松野下   健 東京都高体連 入 住 和 良 全国高体連

接 待 佐 藤 幸 夫 東京都高体連 小久保 敦 央 1東京都高体連
tt.r\V 7,Ff )V

パ レスホテル

場 藤 田 幸 康 東京都高体連 斎 藤 徳 也 東京都高体連 広 瀬 允 人1東京都高体連

菅 井 博 之 東京都高体連 水ヽ 作 誠一郎 東京都高体連 西 塚 春 義1東京都高体連

進  行 (2) 山 田 あ き NHK 大 杉 一 男 全 国 高 体 連

案 内 祖父江 利 久 東京都高体連 保 坂 重 機 山梨県高体連 城 所 富 夫l神奈川高体連

杉 田 季久雄 山梨県高体連 深 井 英 吾 大多喜高校 高 橋 祐 司1神奈川高体連

介 添 え(1) 杉 山 洋 子 全 国 高 体 連

音楽・ビデオ(2) 大 杉 一 男 全 国 高 体 連 河 元 雅 人 パレスホテル
1

I

記  録(2) 佐久間 嘉 宏 千葉県高体連 パ レスホテル

救  護(1) 河 元 雅 人 パ レスホテル
|

|

合  唱(15) 国立音楽大学 附属高等学校
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式典係分担内容

係   名 係員氏名 (○主任 ) 容内務業

総  務

○松本 邦夫

大杉 一男

横須賀正治

河元 雅人

記念式典・祝賀会の総括

各係の連絡・調整

その他、各係に属さない事項

案内状・礼状の発送

1

2

3

4

庶務会計

○水谷  弘

荒井 昭雄

松浦 博賓

大杉 一男

記念式典・祝賀会の経理事務

視賀会領収書の作成

1

受   付

○林  康宏

吉田 忠征

久保 正美

岩崎慎一郎

飯田 道彦

他 21名

記念式典・祝賀会・祝電・祝金の受付

″    の受付名簿の作成

″    の胸章及び名簿 (色別)準備

″    の受付表示札作成

配布物の確認と袋詰め (次第・記念品・会場図)

祝賀会の会費徴収

接   待

○佐藤 幸夫

小久保敦央

他ホテル

控室の設営

記念式典・祝賀会の来賓等の接待

″    の来賓等の会場への案内

1

2

3

会  場

○藤田 幸康

他 5名

ホテル代表者

記念式典・祝賀会の会場 レイアウ ト及び会場図作成

″    の式典看板の作成

″    の会場整備

″    の案内表示の作成

ステージ生花

席札の準備

誘導係 (整理・案内)

進  行

O NHK
アナウンサー

大杉 一男

記念式典・視賀会の進行

″    の次第作成

1

2

案   内

○祖父江利久

保坂 重機

城所 富夫

杉田季久雄

深井 英吾

高橋 祐司

記念式典・祝賀会の参加者の会場案内

″    の来賓の控室への案内

(3F)

1

2

介 添 え
○杉山 洋子 感謝状の確認及び保管と引き渡し

(流れの打合せ )

1

音  楽

ビデオ係

○大杉 一男

河元 雅人

記念式典の使用曲目の選定及び演奏

り8四 国総体のビデオ準備

1

記  録

佐久間嘉宏・山崎

ホテル代表者

記念式典・祝賀会の記録 (写真・ビデオも含む)

記念誌における記念式典の編集スナップ写真

(佐久間)

1

2

救   護 河元 雅人 1記念式典・祝賀会の救護
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全 国 高 体 連 歴 代 役 員 一 覧 (No.1)

―
，
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‐―

役職・年度 S23・ 24 S25。 26 S27・ 28 S29。 30 S31・ 32 S33・ 34 S35。 36 S37・ 38 S39。 40 S41 ・42 S43・ 44 S45・ 46 S47・ 48

長 細川潤―郎 星  ―雄 小林 直行 両 角 英 運 岩下 富蔵 署崎 剛毅,日中喜―自 新井 迪 之 宮田豊太郎 岸田 文男

百
田

長

北海道 小山田昌康 萩原 獅郎 山崎 吉松 吉ll 忠幸.榎本不三夢上野 秋造 宣木  通 斎藤 国夫

東 北 宇 野 量介 → ,III麟 ・   ・大竹 全勇

関 東 石平 俊徳 石 田 壮 吉 田中喜―郎.阿部 鎮 高野栄次郎 →  ,鈴木 満 落合渉,石野人百治

北信越 森  義雄 栞美 政―・阿部 藤策丸t 全作.片山 西島 銀蔵 山田 石男.こ川 ll吉 →  。中村 博二

東 海 藤 野 源治
→  ,河野太喜造谷日 鈴正・伊藤 政―

近  畿 佐 藤 ―男 山川 信夫 →  。日中喜久三 →  ,坪井 竹谷  新 根津 哲夫

中 国 内藤 一人 →  ・井上三喜夫 ・山本 重治 →  ,高橘恵三貴 1木  真―.II川 清臣 →  。加藤 用―

四  国 岡
吉
子

→  ・西ll 正,
→  ・宇野 卓夫黒固 定雄,水野 秀メ テ成 正春t井上漂兵衡吉永 五ll・ 高市 純復

九 州 小高 秀二 →  '長 敬-1 駐島 太郎・田11 守隆高木 来.永井 茂雄 高添 泰 厳 枚野 験・染川光 →  ・別当

東 京 高崎 米吉

清水 正 男 岸田 文男 松 吉 利 夫

専門部

理 事 長 高田  通 ―・  ・尾崎 剛毅宮崎 米吉'新井 迪之 藤崎 寛行 湯野 正憲

副 理 事 長 乾  正人 岩井 邦利 →  ・館野 進 →  ,高塚泰猫

高崎 米吉 細 川 熊 蔵 →  ,湯野 正t 訟戸 節三・石野八百静

酸 事 木村 泰夫 →  ・鳥居 礼三 米山 芳成 鈴木 弥門 ,藤太―郎.手塚 忠則

倉知 榮雄 1尾 武雄,日中 良夫 東谷 秋 夫 コ岡 淑雄.岩田 渾―

事 務 局 長 飯|1 健,星野 賢造 ,新美 飯| ,飯村  健

顧 問 細川潤―良Б

小松 直行

芝村 義邦

両 角 英 運 石平 俊徳

石平 俊徳 高田  通

・高日 通 石田 壮吉

岩下 富蔵 田中喜―郎

壮 吉石 田 新 井 迪 之

.尾崎 剛毅 宮田豊太郎

田中喜―郎

S34年以前の会長以外の役員は不明



全 国 高 体 連 歴 代 役 員 一 覧 (No.2)

―

ヽ
曽

―

役職・年度 S49・ 50 S51・ 52 S53・ 54 S55・ 56 S57。 58 S59。 60 S61 ・62 S63・ Hl H2。 3 H4・ 5 H6。 7 H8。 9 H10
長 常田 文男.井上 敬―長津 哲夫,磨井 洋― → .購 副 .鈴木 英ク k野慣―郎・家弓 繊タ 福 田 満 雄 ,久野 猛 河上 ―雄

百
田

長

北海道 長浜 英作 赤塚 利 国 仲 川 翠 →  ,青木 弘 lll i博・山下克こ →  ,遠藤 隆 。日野朝 日野 嘉輝 金子 盛夫 作田 昌明
東 北 庄司 豊義 →  '阿部 茂 '遠藤 敬― .1ヽ坂秦― ,斉藤 富二 '高橋 カ中田 琴夫.奥寺 栄二 ,小関廣明 鈴木 寛t杉野 隆夫 高城 俊春
関 東 5野八百治・須田 政呼可内 1-・ 石川 ―] ・中里嘲 ,花綸 民メ ,吉川正劇卜林 泰雄.田中 恵― .柏綺 旭 → ,岩崎貞メ .上野敦, 跡部義幸.樽井 哲 ・荒‖ll去

―・  ・綱日 信貞
北信越 佐藤 穂次 →  ,安宅 彰ヨl岡 利用,本間 →  ・野坂 忠甚脅本 克二・高松 信出 →  ・平松 .南  典二キ藤 謙―'宮地 正梅 →  .竹

|1 光雄1田 嘉孝'並木  孝 →  .藤澤 愛情毎沼 清美,中谷 ―堺
東 海 ,藤 政―,上島 三夫 鶴 見 浅次 → 。畑‖ 生沼 好之 竹内  賞 夕日 荘治・佐議 敬差高井 龍三 白井 正 己 →  .吉田 武1 →  .織田 男 →  ・小野田章二

近  畿 根津 哲夫 '用石 立身 田口 達造 →  .吉田 道趙小山田成夫 松 下 邦夫 ヨ根 茂夫・林田 昭喜 小久保昇治 :本 照夫,渡邊 文―渡邊 文― 神内 隆司
中 国 西本 篤武,大田 幸リ →  1仲佐 菊夫 →  ,加藤 潔 →  .岡田 政島 →  .磯本 泰 尋|1 徹哉・徳丸 秦引 →  ・飯田 光 →  ・松田 信1 ―・  ,I木  繁勇 ―・  ・出 康差 →  ・鳥津 宗隆 →  ,森脇 健臣
四  国 言市  格,大島 久1 →  .上原 秋夫 →  ・山本  = → ,佐 木々寅覇 →  ・田中 清春 →  ・宮  信之欠保壌―郎・山岡 友重 →  ・石丸博 →  '杉岡 保之益田 健.筒# 豊佑 →  。中平 勝地 →  .近鷹 雅美
九 州 ;1当  償.服部 ti →  ・古谷 →  ・岸野 晋― →  ・境  正美日原 硯孔'宮崎 重信 → ,今村博美 →  ・田中 重jI →  '松田 義信 →  ・合原 正登吉田 秀男'糸永 隆章 →  ・山田 満雁ヨ原 都明・I木 武田城本 和博
東 京 高崎 米吉 .大野慎―郎

姑 利夫,松元俊1 1巻 黒蔵,石渡 経夫

専門部 ・達井 稔男 Fヨ オ寸 忠典 松 本 早 ―

理 事 長 磨 井 洋一 →  ・重田 ,琳 歎 →  '松原 久三 ・藤川 侃[ 内藤  隆 金原 達人 岡本 裕之 高田日呂美
副 理 事 長 石川 ― 正 ・藤生 宣明 ・花輪 民夫 → ,龍 琳 与川 正就。矢橋 恵― →  .関本 克E →  ・橋本 義引 →  1海老原洋 樽井 哲,山野丼 暉 →  ・渡邊修―薗 ・斉藤 幸

“
長野 元泰 言浪良夫・白根茂メ 卜久保昇治.橋爪 静メ 神 内 隆司 →  ・石黒 典男前 田

刀
ロ

一景 上 田 俊次

菫井 稔男.岡‖ 忠典粥川 日
日

魔
一 事 「塚 忠則,近野 佑男 吉田 繁隆 岩 本 光 司 →  ,野村 久1 →  `小澤 新― 後藤 安孝 池田 敏郎

岩田 渾― →  ・深井 EE →  。九鬼 貴夢 石井  ― lle醐・澤村畑 →  .谷口啓二自藤本 幸男・桂  贋輌 伊 藤 正 広 中谷 元 紀

事 務 局 長 飯村  健 ―・  ・11木 良二 大杉 ―男

顧 間 細川潤―郎 小松 直行 小松 直行 岸田 文男

小松 直行 芝村 義邦 温野 正憲 高田  通 井 上 敬 一

■夕1寸 義邦 高田  通 石 田 壮 吉 家弓 鐵矢 磨井 洋一

石平 俊磨・ 石 田 壮 吉 田中喜―郎 風巻 嘉蔵

高田  通 田中喜―郎 宮田豊太郎 鈴木 英久 鈴木 英久

石 田 壮吉 新井 迪之 →  ・磨非 洋‐岸田 文男 大野慎―郎
田中喜―郎 宮田豊太郎 井上 敬 ― 家 弓 鐵 矢

新井 迪之 岸 田 文男 根津 哲夫 内藤  隆

宮田豊太郎 井上 敬― 巳野 正
=.風

巻 黒1 磨井 洋一 福田 満雄
.岸田 文男 ,根津 哲夫 磨 井 洋一 風巻 嘉蔵 久野  猛

t夫野慎―郎



都道府県高体連歴代会長・理事長 (No.1) 上段⇒会長  下段⇒理事長

―

ヽ
∞
い

―

都道府県。年度 S23・ 24 S25。 26 S27・ 28 S29。 30 S31・ 32 S33・ 34 S35。 36 S37・ 38 S39。 40 S41 。42 S43・ 44 S45。 46 S47・ 48

北 海 道

一̈̈
山口 末―

山口末―・石黒英治

脚
一酬

ロ
ロ
一

《
・

一一一一一一一̈一一　　一　　　■
＾

一

↓
　
一一　
↓

雄
一治

藪
一友

一

田
一田

和

一宮

康
壬
口

昌
一季

田
一

山
一村

小
一木

螂
一麒

漸
一珈

認
一婦

嶋
一凛

吉村忠幸.坂本不二男

木村 季吉

造
一男

秋
一哲

野
一海

上
一鳴

真木  通 欧
一財

離
一細遠藤  忠

青   森 鹿内 一胤

‖田正徳.小笠原源瀾

4コ オ寸 勇 須郷洸太郎

木村 良三 新岡 精弥

→ 。中|1 勇 → .1ヽ 山 敏夫 →・小木 喬 → ・菊池  正

噸一恭．
一
船

→ ・丹内 正―

斉 藤 正博 → 。奈良  ヲ

岩   手 松岡修太郎.刑肺衡門

加藤 昌得

小坪  洋 僻
一繊

甲 新
二
彬

．西

長
一鰈一鰍平

薫
一二

野
一

桐
一

→ ・山口 善次 → 。吉岡 格六 → ,小野寺英長

戸 嶋 正 夫
→ 。矢羽々通夫

宮   城 宮城音五郎

常松  喬

雄
・

政
・Ｌ

山
・

昔
曰
・

忠

一

一一・、̈
　

．
・山
三

勝又 朝頼
一之一武

ｒ
一場■

船
・一

朝
二

→ 。江渡 丈夫 → ,大竹 全颯

遠藤 敬―→ ,佐藤 典古

秋    田 魏
一忠．

刺
一榊

良

一
良

ｒ
伍

橋
・川

音Ｐ
羽 杉 山 忠 ― 蕗

三
井

．士
ロ

村岡 一郎 → .鈴木健次郎 → ,山本 菊地 俊―

杉山 忠― 吉井 忠亮 → ・岩谷 文雄

山   形 木村芳二郎 →・居駒 永俊 東海林憲雄
。米田  消

佐々木俊光 → ・庄司 善け

河田 利夫

福   島 ,野岩雄.橘村良之助

鈴木 勝枝

茂
一講

目
膠

一
＋
小

日
示
　　一　　̈一一一一一̈̈
¨̈

一

↓
　
・・　
↓

雄
一衛

美
一兵一善

木
一木

鈴
一鈴

茂
一一二

谷
一

新
一 酷一脚

解丁
析谷 茂・三本杉国雄

松山 六郎

,I川 春雄
→ ・箱崎 和雄

茨   城 酷
一政．

醐
一船

郎

・潤

午
・

甲
・

葉
・川

稲
一大

林  勘二 白土 栄― 郎
一

次
一

福
二

間
一

儀
一

→ ・高野惣太斑 橋 本 ―郎

→ ,細谷 政―
→ ・横須賀 疎

栃   木 側
一槻

燃
一瀞

篠崎光太郎 抑
一・黒田百

↓

一一 一　　　　一一一一一一一一一一一一̈一一

部

　　　　一　　　　　田

・
阿

・

，
井

↓

一

↓

一 一夫一哲
■

一岡一中

→ ,藤田 三田 佐藤 金作

→ 。遠藤二智

'

→ 。半田 実

群   馬 雌
一麒

朝
一林

男
一

武
一一　↓

村
・

大
・ → `正木徳次青

劇
一

結
．

・野
百

↓

・

松岡重二郎 坂口健太郎 高野栄次郎 → ・藤生 宣印

竹 田 芳文 野木村 浩

埼   玉

一一̈
一　　　　　一一一一一一一一一一一一一一

・　　　一一一̈一^一一一一

ｒ
伝・原・栗

愁
一一二

山
一

下
一

夫
．泰Ｊ

村
一 一測

■
硼

一

↓

→ .西川 好呼 →,小関 ―郎 → ,矢代  登

黒 田 清 次 → '宮川  博

千    葉

申一一
安田  裕

松戸節三・石野八百推

山口久大・諸川芳雄 義
一

信
一二

林
一

証
一宏

・
松

・

麟
一川

林
一石

→・石野八百治
→,篠崎 兵衛宮崎貞次郎

東   京

細川潤―郎 星  ―雄
前
一粘

ノ‐、松一訓
運
一

英
一二

角
一

両
一

岩下 富蔵 君綺剛肝田中喜―自 新井 迪之

藤崎 寛行

宮田豊太郎

湯野 正憲

男
・

文
・一　↓

押
本
不神

.保坂 周助
1秋山 春吾

〓
一・一二

秀
・鹿

佐藤

萬代

¨̈一一一一̈̈
一一
．

口嘔
謳
一

¨̈一一̈
一一̈
¨̈
　　一

硫
二一

香川 幹― 卜林房次郎,鈴木 清 渉
・一　↓

勢→ ・又木誠A劇

山   梨 難
一馴

蹴
一難

伊藤 泰司

岩崎鋭―郎

古屋 一雄

詢
一　
． ¨̈̈

¨．″

田口 政義

野口竹次郎

広瀬勝雄・高遺啓―

→ ・花輪 民夫

郎
一

緑
一二

野
一

佐
一

→ 。平塚 → ・小田切 勝

三枝  浩

新   潟

一̈̈
と
“
一□国

田
．藤

太
一近

麟
・

珊
百

↓

一

丸亀 金作 |ヽ野塚忠義.渡辺芳‖
→ .山田 文協

菅原久夫.渡辺芳雄 → 。高柳願之



都道府県高体連歴代会長・理事長  (No.2) 上段⇒会長  下段⇒理事長
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都道府県。年度 S23・ 24 S25。 26 S27・ 28 S29・ 30 S31・ 32 S33・ 34 S35。 36 S37・ 38 S39。 40 S41 ・42 S43・ 44 S45・ 46 S47・ 48
菅
田 山 郵

一輔
棚
一顧

→ ・亀谷 観静 → .酒井 健作 島木 悉 _ → '羽鳥 岩雄 → ・木本 書― → .村上元之輔 全子富雄・屋敷平洲 野田親治.二
1旧,吉

→ ・広田 良平 → '嶋田 重春 中川 周 三

石 大河良―・明石与作 森  義雄 深美政―'菊地計― → '全子 信― → ・藤井 澄文

西尾他嘉志

→ .香村  忠
神田 ―'作本秀雄 中田 周三 →,大橋 敏夫

福 井 加藤 佐助 福田  蔵 → ・山口 秀雄 → ・片山 ―夫 西島 銀蔵 → ,大奈  陽

三浦国尚・塚崎恭―酒井  実 山下  尚 → ・酒井  実 山下  尚
長 野 西村 文雄 → 。田中  実 唯

・
鰯
百

散
・

→ .更級  勉 → 。新田  稔 → ・久保田文雄 → ・宮下 清計 山田 石男 →'中 ll 博二

刈間今朝雄 → ,丸山 保彦 → 'こll 成美 →・北沢 生吉

岐 阜 喜．一鰍
憾
一知

→ 。熊谷 誠三 馬渕 克巳 →・米谷 嘆― →,永井 孝 → 。大富  宏 魏
一茂

調
・石坂栄之．一誅

→ ・森島 茂 → ・和田  弘
静 岡 問処武夫・小宮―夫 → .鈴木 清― → ・山本 松― 大丼宗―,諏訪卓三 → .鈴木 誠志 望月庄次郎 相佐 明― 芹沢晴夫・三浦朝治

久保田俊影宮林武雄・重田 ― → .石坂 均 大橋 専― 山本  武 → '高杉 隆三

愛 堀勝次郎.4」
1卓爾

・高橋正五13

芝村 義邦

戸田甚兵衛

藤野 源次

河堅太喜造

→ `河堅太喜造 谷口鈴正・伊藤政―

伊藤政―,上島三夫梅村 清明 → .谷口 鈴正
重

［一一
―見 義隆 伊藤 義教 ―見 義隆 乾  正治 中村新十良Б

池田 稔,直田直人

小竹 惟.飯田勝之 山鹿 静 夫

滋 賀 ・林  浩 → ,橋本 順治 → 。中川 哲夫 林 正式,山田清― → ・岩崎 武
・浜日 宗男 一則 → ・谷口 秀雄 → .文室 常男 → .岩非 克美 → ・脇坂 徳夫

呆 言二十寸 法輪 → .奥谷 久彦 倉知 栄雄 → ・高屋 定由 田中 実雄 三浦総―郎 平井 新司
遊津  孟 → ,中 lB内勝久 → ・平井 新司 坪倉  勇 山岸敏男。大島 要

大 阪 弘
一痴

一囲
和
一珈 『一̈

→ '西自  己 → ・志賀  平 → ,佐藤 ―男 山川 信 男 → ・田中喜久三 → ・坪井  明 ‐ ・竹谷  新 鈴木康―,根津哲夫
→ 。西  自己 → ・岩野 次郎 → 。乾  正人 → ,岩井 邦利 → ・舘野  進 → ,高塚泰次郎

兵 庫 加須井 千 → ・春日 重樹 永松 忠雄 梶 和三郎 高山 忠雄 → ・植杉英之助 → ・津田 叶次

兼吉 太郎

三浦 欣― → ・竹崎 敏夫

堀  公平 常松  喬 西村 昌治

良

［一［
→ ・池田 与― → '井上 清治 贈

一籠
＝

一研
Ｔ 的場 義三 田中 良 夫 → ・飯田 ―夫 東谷 秋 夫 西岡淑雄・岩田渾―

。浦  好治 森田  正 北吉 正一

和 歌 山 萩野 俊夫 → .内藤 俊彦 → ・小林 貞雄 → .福井 栄― ■̈
瓢

礎
一鮒

一
糊

→ 。九鬼 貴男
辻井 忠治 → 。野田聖太郎

鳥 取 金田 重雄 → .福田 邦雄 有福 友好 → .西村 実義 佐々木勘―,山本嘉将 → '西木 真― 前田 忠雄

竹中  勇 → ・F・l石 太郎 → 。大久保秀蔵 → ,大西 正之 → ,大久保秀蔵 → ,大西 正之 → ,大久保秀蔵 → ,大西 正之 → ,宮脇 通明

島 根 鋼
一厳

脚
一耕

→ ・鎌田  武 吉田正男・吉田元吉 → ・松浦 俊明 → .志岐 実翁

一̈↓。日次国雄
→ ・高橋恵二郎 → ・飯塚 ―雄 → ・瀬尾 正蔵

森脇 勤・藤井 勇 早田伊勢松・小沢卓 → ,藤井  勇 → .早田伊勢松 → ,成相 定義 → .藤井  勇 → 。林  正雄



都道府県高体連歴代会長・理事長 (No.3) 上段⇒会長  下段⇒理事長
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都道府県。年度 S23・ 24 S25。 26 S27・ 28 S29。 30 S31・ 32 S33。 34 S35。 36 S37・ 38 S39・ 40 S41・ 42 S43・ 44 S45。 46 S47・ 48

岡    山 ・高畑浅次貴 尾坂 鶴夫 尾野作次郎 ・内藤 一人 篠 井 孝夫 後藤  亘 江 川 清 臣 → .戸川大六

,福丼 行雄 村山  寛 西谷  英 巳宅 悦次 赤沢 敏雄

広   島

S21年発足

断
一弘

宮

一

雄

一鰤
一林

→ ,有馬政―郎 → ・数日 猛雄 → ・戒能  録 → ・全子  彪 脚一酬
欄
一廠

→ ・聞下恭次郎 夫
一

晴
一三

田
一

森
一

→ ・宇都宮満 加藤 朗―

→ ・数田 猛雄 → 。木村 二郎 → 。笠岡二三登 字都宮満.山 田正明 荒 川 大

山    口 ・村田 房― → .館林 寛吾 → 。石神  正 輔
一Ｅ

燃
一蘇

→ ・吉村 宮男 → ,自上 正二 → 。大田 恭二

,松岡千代二
→ ・刀祢弥太郎 → ,光永 教之

徳   島 t日、石川,三木康至

河野 真―

→ ・沖田 武雄 永井  洸 → .岡  淳 → ・高原 武雄 → ,久木 武夫 → ,大崎 中男 → .行成 正春 箕浦善隆・村沢隆―

山本 彰―→ ,本文 吾高 谷   栄 → ・中西 由之 鈴江 敏則

香 赤羽 廣志 → 。久保 隆美 → .二田 松司 水野 秀夫 → ・菅  重義 → ・松岡  巌 → ,大島 久俊

・三好 啓賛 尾崎 信幸 ‐ ・八代 博之 → .富田 横男

愛   媛 ・仙波 光三 二神伝三郎

石川 恭作
一膵黒一　　　一̈̈¨̈̈

一̈一

→ 。清水 次夫 雄

一武

定

一
田
一川

黒

一中

山本寅雄̀渡辺菊太郎 → ・高市 純徳

.二神伝三ll
→ ・桧垣 長慶

高   知 大島 光次 → ,楠瀬 洋吉 → ・西村 正男 曽歌椰清浄森沢栄晴 → ・塩田 保美 井上源兵衛

田原 敏雄

吉永 五郎

酒 井 青 喜 → ・土居 武夫

福    岡

一̈̈
郎
一

太
・

孝
Ｌ

上
・

井
・

→ ・山田  茂 → ・有吉 正勝伊勢田雪男

石丸 二郎

→ ,大塚 茂太 長敬 ―郎 敷島 太郎 福沢 秀利 中村 義信 中村喜代志

→ ,橋  顕二 伊之坂盛孝 石丸 二郎 中西 敬 ―

佐   賀 .宮田 虎雄 → ・西|1 芳雄 森  ―郎 元村光明・永井茂雄
→ 。江崎  保

高添泰厳・坂田力三

→ ・田中 謙―

→ 。東島  亨 → .納富 行雄

,大久保祐次 → ・宮石 豊松 → ・原田  治 → ・松尾 吉昭 → ,岩瀬 陽ニ

長   崎 ・小谷巨二郎 梅田倫平・小谷巨三郎

国田廣次ll.自石俄馬

→ ・梅田 倫平 斉藤  進 → .清田全二郎 → ,佐 木々良親 → 。俵  重秋 → .全谷 林作 古 川 憲介 → ・全谷 林作 柴江豊二郎。別当俊

・小谷巨二郎 → ・横田 亮1

→ ,自石 償馬 → ,室田 正晴 → ・横田 亮二 → ・大坪 兼男 岩切  明 →・谷川 博

熊   本 大西 嘉幸 → ・吉田  浩 → ・下條  靖 → ・小島嘉七郎 → .河添  正 上村 正敏 牧野  毅 → ・高山 静也

川端 保 → ・田中 康清 → ・石黒 寅次 → 。兼子志賛美 → .田中 康清 川越 」ビ車甫 栗田 秋生 → ,冒永 勝美

大    分 秦  泰彦 → ・橋本 喬木 → ,大神 和好 → ・中西 俊雄 → .池田 利用 安達―郎・田ll守隆 高木 来。大石俄之

→ ・船石 ―雄

→ 。津野  任 → ・山本 峯生 → .布施 順生

安部 正士 → ,河野  太 ―・ ・堀部 岩雄 → ・敷島 唯雄 長谷川哲郎・永松国雄 → ,渡辺喜代人 → .永松 国雄

宮    崎 野村憲―郎 → ,伊藤 祐重 泉   清 野口逸三郎

武内健―郎

伊集院龍雄・小高秀二

谷口  毅

殖

・毅

吉
同

一
ロ
ロ

，
４
、

一

・
谷

鉄

・秩

青

．凱

→ '平松 揮夫 石川 侃 日高雅顕.太田俊雄

#原次夫・内之倉忠男

月長音Б 七郎

馬渡 勝美 → ・織部  豊 谷口  毅 → ・上山 徳福

鹿 児 島 甲斐不二男.最野長夫

中村麒児郎

染川 光三

安田 義富 → ・松清 康員|

沖   縄 ・阿波根直成 仲田 豊順 畑
一

数
・

寵
二

・

一

λLI寸 恵 興

・志村 暁市 吉田 正善



都道府県高体連歴代会長・理事長 (No.4) 上段⇒会長  下段⇒理事長
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都道府県・年度 S49・ 50 S51 ・52 S53・ 54 S55・ 56 S57・ 58 S59・ 60 S61 ・62 S63・ Hl H2・ 3 H4・ 5 H6。 7 H8・ 9 H10
北 海 道 難

一教
厳
一廠

赤塚 利國

梅津 幸敏

仲 川 翠 → ・青木  弘 安井友博.山下克己

工藤 晃司 制
一調

執
一潜

→ 。日野 嘉輝 日野 嘉輝 金子 盛夫 明

・夫

曰
曰
・」
匿

側

一嘲→ .西谷内隆夫
圭
日 森 櫛

一恭．
綱
一船

奈良  ヂ → '工藤 亮衛 花田 陽悟 → '西
|1稔弘 西村稔弘奥寺栄二

→ .宮崎  徹

→ .佐 木々恒潮 → .下山 晃弘 郷
一篠

′‐ヽ野一琳
→ '下山 見弘 → ・伊藤 龍―

山石 手

一̈［
千田  玄 均

一朧
・

，
藤輔一測

小原房之助 高橋  力 沖田 琴夫

佐久間研次郎

吉
一輔

源
一英

影
一原

山
一藤 難一鵬

論一胴
岸畔一性わ

澤
一↓，長一鉢 松尾 光則

→ 。高橋 英雄
宮 城 箋

一敬．
田
一麟

→ ・高橋 童 → .阿部  茂 → ・遠藤 敬― → ・小坂 泰― → ・斉藤 富E 小沼 照之

斉藤光次.鈴木通弘

→ .堀田壽― → ・粟生 宇男 高橋 郁夫
→ ,佐 木々善哉 → ,佐藤記―郎 →・川島 克 → .庄子 |1也

秋 田 菊地償―・フト田島邦夫

岩谷 文雄 館岡昭之助

秋山 光雄 → .畑沢 潤― → ・榊田  清 室田  弘 有江和13.松本 健

細谷 義次

小野寺清・高田屋敏夫
神田  勉 → ・小ll 誠悦 → ・京極  敏 → .斉藤 記明 大塚 三男

山 形 主司善助・伊豆田忠傷

河田 利夫

大竹，河田親二
・詢

阻
■

河田 利夫 → ・鈴木 静夫 → 。国分 三昭 証

一誘

士
口
Ｔ
＋
―

信孝．
一師

林
・社

大 内 正 敏 稔
一離

．
藤

一

・
佐苧 小 関 廣 明 鈴木  寛 瑞

一賢
林
一概

→ ・山上 ―郎 → 1五十嵐秀男
福 島 鈴木 勝枝 山本敬二郎 護

．〓
一一一一一一一̈一一　　一

飯
．

大槻  進 .小松原 格 折原常弘.早川償―

関川 正道

→ 。紺野  勇 i藤  久・砂子田敦|
→ 。杉原 陸夫 高城 俊春

陸 勤 → 。鈴木 正一 → ・高橋 充雄 浅野 晃左
茨 城 橋本一郎・須田政明

横須賀 英

河内 義―

雨海佐武郎

→ ・樫村 旭光 鈴木 勲・1松四郎 → ・矢日 四郎

小田部光明・下山田栄

弘
一郎

義
二一昭

本
一山

根
一杉

→ ・岩崎 貞夫 帳
一鵬

稀
一大木弘寿．

→ ・松店 義坂 小澤  智
→ 。中村 昌平

惣．
一弥

謂
一田

→ ・菅又 政雄 → ・本  忠夫
栃 木 石川 正 → .堀内 肖吉 → ,増山 陽章 岡島 宣八 → ・徳田 有基 池田  収 山野井 暉 → ・荒川 伸夫 → ・吉田 幸雄 神原 彰夫

大島 道夫 → ,大塚 敏男 → ・鳥居 行雄 小堀 信 夫 → ,吉田 忠征
群 馬

劃一喘
離一縮

→ 。高橋 毅

→ ・中里 ―郎 → 。日野 敬三

佐藤 賢―

金井 秀 ― 海老原洋三 樽井  哲 → ・栗原 貞夫 → ・杉山 洋一 中山  傑
→ 。大須 賀正 → '海野 俊彦 松本 邦夫

埼 玉 矢代  登 → 。前日 耕平
一訓

一
鰤

一一　
↓

村越 五郎 吉川 正 就 小林 泰雄 長谷川肇志 → ・鈴木 勲二 → `菅野達也 → ,演邊修―郎 →'細田信良
宮川  博 森  正博 → ,小畔 東 → ・小室験―郎 久保 正美

千 葉 石野八百治

篠崎 兵衛

博
一倍

鉢
一舒

→ .羽山 孝二 青柳 正吾
→ ・梶原 義貴

→ 。関本 克己 → .ll崎  旭 響麒
・

和

・

→ 。荒川  昇

『一姉
→ .青木 克己 → ,上野 正裕 青木  寛

東 呆 肝
一洋．

棚
一麟

磨井 洋一 → .風巻 黒蔵 → ,入倉 富夫 → 。大野慎―郎 → ・家弓 鎌矢 福田 満雄 猛
一次

野
．賢

久
一轟

河上 ―雄

佐藤 幸夫入倉 富夫 → ・鈴木 英久 松原 久三 市川 三男

神 奈 川

一一̈
→ ・高橋  亨 井谷 正氣 → ・矢橋 敬― 田中敬―・落合 寿 → ・渡辺 栄― → 。野畑  仁

躙一就
瓢

→ ,実方  正 → ・斉藤 幸雄
→ ・小池 ―正 笹生  登 鈴木 洋一 城所 富夫

山 梨 小林 勝 意 夫
一昭

民
一

輸
一岸

花
一根

→ '野田 秀豊 → ,飯塚 猛夫

醸一脚
月

一

望
■

中村 位.根岸 昭 → ・上野 敦男 跡部義幸・坂本久男 瑞
一彎

輛【山”
　一

小笠原正人

保坂 重機
三枝  浩 1彗オ寸 栄治 → ,大澤  徹 日草川光男

新 潟 島柳顕2.塩崎巳太郎

山田 文威

→ 。藤田 久喜 本間  忍
→ 。日中栄二郎

→ ・鈴木昭二 → ・宮地 正樹 滝沢 強― 佐藤 義雄
→ ・成田 守

青木 ―男

Jヽ泉  正 → ・山中 直樹



都道府県高体連歴代会長・理事長 (No.5) 上段⇒会長  下段⇒理事長

―
‐
ヽ
∞
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１

都道府県・年度 S49・ 50 S51 ・52 S53・ 54 S55・ 56 S57・ 58 S59。 60 S61 ・62 S63・ Hl H2・ 3 H4・ 5 H6・ 7 H8。 9 H10

山

一̈̈
→ .屋敷 平洲 竹長 敏夫 蹴

一肝
津雄．蓮・・山本
鵬
二

→ ・高松 信雄 → ・木下 周― → ・松儀  薫 姉
一捌

訪
一訴

福田正義・大島哲夫 → ,並木  孝 守田 平'高邑吉房

貫江 和夫→ '武田 孝志

石 香村  忠 亮
・毅

彰
・＝盤・↓。中

鍋岡 利明 → ・棒田 責 南  典 齋藤 謙 ― 長柄 勝美 → ・畑野  禎 → ・安田 償彦 → 。中谷 ―男

西尾他嘉志 → ・山野  明 演  徹朗 山本 政― → ,西村 昭夫

百
口 井 撤

一尚

小

一刷
一岬

→ ・西谷 寿道 → ・野坂忠善 橋本 亮二 → 。本田 周作 → ・川端 ―男 → 。東  哲郎 ↑ケ1寸 光 雄 オ寸田 嘉孝
―・ ・天谷 直樹

宇佐美賢樹 大野  勉 矢尾正次郎

志 田 省吾 久谷 ,青矢巨 → .川上 啓治 大 島 哲夫 → ・松下幸三郎 寛  尚夫

長 野 緻
一動

齢
一赫

→ ,丸山 保彦 栗田 寛・藤森 慎 市|1順太郎・平松剛

→ ・渡辺 伊八

→ ・高橋 重造 Jヽ林  仁 → .竹内 長生 値

一孝

愛
一正

澤
一浦

藤
一山

海沼清美.本山ll規

布施 紀彦→ ,伊藤 昭治 両角 千明 ‐・小島 功

岐 阜 戸部秀済,小山 勝

青木  茂

→ 。野|1 健二 中島 鉦次 河村 武彦 臨
一Ｍ

一　
．． ）一一一一一一一一一一・

Ｔ 野々‖千城・近藤普潤 → ・田中 猛 → ・水崎 明 馴
一銅

一
．
島

Ｆ
福

鋤

一椰

脚

■

→'本田 修也 荒井 強平

田中  登 支野 三良5
→ 。今村 和正

静 岡

一一中
脚
一綺

瑚
一瞬

→ 1竹田 昌平 梶原  亨 伊村才次郎・田ロー9

白井 三郎

望月  正 戸本 隆雄 → ,織田 元泰 永田寅治.安達忠勝
→ ,松浦 博賞野島  譲 山埼 博昭 山ロ ー三

愛 矢日 臣
．内

．　́　　一一　　　一　　　̈̈
一一一一一一一一一一一一

二

　　　　一一　
一・^
（一一

敵
・肛

一一̈̈一一̈一一一̈̈̈
・
・
‐
ト
ェ

鶴見 浅次 →・蛭1 博 生沼 好之 竹内  寅 杉田荘治,佐藤敬治

木下 匡弘
極
一誠

計
一渦

白井 正 巳 → ・吉田  武 → ・織田  晃 → ・小野田章二

鶴見 浅次 蛭川  博 → ・山本 人郎 豊田 昌弘 飯 田 幸彦 舘 肇 浅井 盗夫 都築 義之

重 近藤 寿.宮村栄ll

西川  郁

応島  俊埼 → ,小野十美生

工門 智生
融
一裕

制
一餅

岩下紀久雄 橋本  久 城  秀― 近藤 和也 畦地 耕司

清口 宏憲

滋 賀 武
一麒

机
一臓

→ .小梶幸二郎 → 。文室 常男 → ,完甘  彰 → ・太田 邦夫 弘
一肺

鴨

一

章
．
‐

一

，
東

縞
百

→ .清水具八郎 福井  貢 疋田 充穂

小 西 寅 → ,玉18 三郎 → ,土井 美明 → '田 11 耕三 → ,寺村 新悦 → '西本 良三

一只 平井新司.深井隆三

大島 要・桝岡義ll

→ ・栢分 次郎
→ 。

||‖

` 

智世

→ .長澤 克己
秩

・
離

冒
ｒ

．
〓
ｍ

一̈”̈
れ”　一　」″̈
¨̈
¨

→ .増田  潔 → .吉本  勉 村上 知生

→ ・竹谷  恵 → '日本 忠行 → ・前日  勉 → ・芦田 紀男 山本世志男 澤田 安之

大 阪 根津 哲夫 ‐ ・明石 立身 田口 達造

富浪良夫・自銀茂夫

一̈一「^【一一一一一一・一　　　　　・

訓

三

↓

一

小山田成夫
→ 。高橋  寅

松下 邦夫 自銀茂夫・林田昭喜

小久保昇治.橋爪静夫

小久保昇治

神内 隆司

梶本照夫.渡
1文―

→ ・石黒 典男

神内 隆司

長野 元泰 前田 嘉昭 上 田 俊 次

兵 庫 鰈
一雛

価
一槙

コロオ寸 棚

一」

秘

．宅

禎

ビ

一

石井 ―・小西正男 → ,大西 邦夫 桂  廣保
一報一織

ｒ
艦緩

伊藤 正廣

石嶺正―・阪本勝彦

中谷 元紀

折戸 善信石井  一 福井  裕 小 島 正 男 桂  廣保 谷口啓二郎 藤本幸男'中谷元紀

良 卜
一勝

糊
一耕

大島  寛 勝
一俊

梶
一語

植田俊治.大 田順康 夫
一郎

悦
一茂

田
一機

奥
一西

吉日公也.岡本 均 → '岡本  皓 吉井弘侑.上野憾美

山本  勝 ・明
・
英誦→ ・北村 忠生

和 歌 山 九鬼 貴男

砂子寿弘.慈幸嘉―

菅谷  茂 岡本  勝 阿部 健男 前日良蔵・古谷多市

→ ・中 公之→ ・古谷 多市 笠原悌二朗 → ・山本良和

鳥 取 前田忠雄.亀屋重愛

宮脇通明.寺坂茂治

→ .内 田 義行 加藤  潔 → ・武  信弘 岩本温親.小谷英一 ‐ ・松田 信穂 → '山 田  廉 猛
一顕一政一木

エエ
一々

足
一佐

→ .田中 昭文

→ ・西18 正美 → ・伊東 寛重 高浜穆史.宮部妃佐雄 → .前日 達雄

島 根 耐一麟

¨
一
・瀬

一林

夫
・茂

菊
・

佐
・尾

仲
Ｌ
同

今岡  登 三浦富登・畑  栄
光

一

田

一輔
一

枷
・

→ .稲
1寸 榮― 佐々木季治,高橋肇

→ ・小西 益之

→ ・岩成 秀彦 → ・森脇 健臣

実重 清次 飯塚  孝 → '井山 充弘 → .荊尾  償



都道府県高体連歴代会長・理事長 (No.6) 上段⇒会長  下段⇒理事長
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都道府県。年度 S49・ 50 S51・ 52 S53・ 54 S55・ 56 S57・ 58 S59・ 60 S61 ・62 S63・ Hl H2・ 3 H4・ 5 H6・ 7 H8。 9 H10
岡 山 一月 大六 大原 利貞 敏

一
政
一二

田
一

岡
一

→ `森安 静雄 動

一昭

山

一
。中

・獅

畷

・
．

棚

■
吉田 五平 ‐ ・柾木 繁男 古市誠祠.馬場克彦

古河 正道

→ ・平田 賢治

赤沢 敏雄 長塩 健吾 則武 虎政 大西 富男 中野 靖英 森下 弘志 屯倉 紀 正

広 島 西本 篤武 → '店川 義信 合田  学 → ・磯本 泰三 梶村 徹哉 → 。種村 重明 → '岡 田 孝章 松尾俊之.脇 康治

→ ・田平 ―眺

→ '松田 義成 → 。
|1瀬 俊之

谷口 五郎 → ・伊藤 秀樹 → ,吉田 善紀 → '東  昌弘 万治  功

山 口 大田 恭 → ・田中 邦芳 為近 千速 徳丸 泰弘 → ,自松寿人 → 。今橋 靖刀 隆
一

一
不
一一　

↓

津
一

島
一

→ ・演村 悦巳

光永 教之 → ・岡|1 義昭

徳 島 村沢隆―,福 富忠行 → .上原 秋男 竹原茂雄。大賀 清 → ・江西 利夫 → ・宮 信之 久保駿―郎 須見 敬 平尾隆信・筒井豊祐 → ・居上 雅美 大津靖弘.力
1藤千明 中西  知

山本 彰 ― 下 泉 芳文 → '森  勝 → ,津田 ―弘 原田  久 → ・松田  弘

香 大島 久俊 → ・二好  清 光 藤 芳 夫 .岩本 三夫 → ・田中 清春 → ・山口 察弐 杉岡 保之 益田  勉 → ・松橋 次秋 → '関博  徳

富田 槙 男 → .鈴木 章夫 → '堤  仁

愛 媛 高市  格 門多 寿道 → .佐 木々寅義 小 野 憲 ― → ・大澤  哲 → ・石丸  博 國田 利明 → ,野澤 善浩 → .近藤 雅美

向井 敏 夫 → ,井手上 旭 → '田中 国雄 → .丼手 盛章

知 吉永五郎・山本 馨 → ・文野 栄喜

麺一曲
Ψ 秦泉 寺明 中平 勝 也 → ・員鍋叡―郎

田原 敏雄 → '前田 多聞 → 1清岡 栄―
●
田 岡 中村喜代志 古谷  悟 → ,主静  雄 各務  章 一

〓
弘

」ξ
年

一

畑
一田

田
一花

永吉 博義 合原 正登 吉田秀男.船津正明

梅野 哲雄

原野  雅 隅本  豊

中西 敬― 野 口 喜 代 → 。円田 久人 城 戸 英敏

佐 賀 納富 行雄 → .花島 廣次 → ・釈  憲正 境  正美 田原碩孔,71頭~水 大坪 晃。日中邦秀 → 。三浦 英夫 畠山 忠郎 荒巻甲子郎.宮原照ll

木原  昇

→ .山 田 lt男 宮原 都明 醐
一甥

良
一御岩瀬陽二,中溝善治 → 。木下 ll通 宮原  敏 → ,1`l長生 大久保義高 → 。相浦  寅 → 。旗崎 正允

長 崎 別当  俊 → '淋田 光晴 ,竹下  哲 → .高日 ―成 → ・田中 重正 ―・ ・松尾 修三 大河内邦昭
→ .竹山  廣

→ 。長池 良昭 → ・小山 曙美

谷川 博,長尾―雄 → ・松添 償― 本多  守 野田 憲佑 ‐ ・松本  剛 → .小野 良介

本 高山静し宇野幸吉 谷 口 秀 人 → .江藤 恵治 → ,宮崎重信 → ・前日 精 佐竹和之 → ・後藤良勝 星子 孝 之 → ・工木 武雄 城本 和博

冨永 勝 美 赤星 秀 年 → ,中ll 昭男 → ,自 土 長幹 池松 典彦 高木 三朗

大 分 楠本達男,大江 博 良

一
良

は
一」わ

田
・山

上
・平

藤原正教,岸野晋―

石橋千城.幸 重和治

安部孝―・吉川 敏 → ・小野伊二郎 → ・志賀 清己 古賀文敏.池邊明文

槙島 幹郎

山本 清次 岩田満之.糸永隆章

演本 俊夫

→ ,福 山 一夫 秦美  正

永松 国雄 栗林 正幸 → 。安藤  隆 → '日中 和彦

宮 崎 月晨音5 七郎 → .演田 宣弘 → ,有馬 ―男 → ・高山 義孝 鶏
一肝

細
一料

→ ・飛松 義久 山 口 賢― 中田  忠 山下 兼 紀

内之倉忠男 ,大 岐 義之 → ・坂本  平 → ・内山 孝徳 後藤 敏郎 後藤 憲―

鹿 児 島 城ノ下初夫・宮原正己 → ,東  良― 小斉平松蔵 岩元 俊― 今村 博美

一̈̈
→ '松山 良弘 → 。堀之北重孝 → '會田  彰 → ・中川 征人

松清 康則 床次 忠 義 松清 康則 → ・田之上市雄 西 川 達也 新留 泰典

'中

縄 蔵当  稔

宇地原徳順

世嘉 良栄 新城 久雄 哲
一憲

寛
一春

一

屋
一村

照
一仲

→ .平良 親徳 金城 昭七 → ・嘉手川繁 興那嶺良栄
→ .南  正二

金城 永 真 破名城英介
→ ・古謝  貢 知念 正勝



専 門 部 歴 代 部 長 ((No.1)
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専門部・年度 S23・ 24 S25。 26 S27・ 28 S29・ 30 S31・ 32 S33・ 34 S35。 36 S37・ 38 S39。 40 S41 ・42 S43。 44 S45。 46 S47・ 48

陸 上 ・高田  通 → ,尾崎 剛毅 → ・栗原伝次田 石野八百治

体 操 。野沢 要助 → ・小林 武治 渡辺 芳 雄 小嶋 渡・佐藤 敏行

水 一泳 星  ―雄 小 野 軍操 長島 泰明 浅島 武雄 → ・野原 隆治

′`スケットボール 遊津  孟 → ・石平 俊徳 → 。新井 池之 成田 喜澄

バレーボール 坂上 光男 下村 平八

卓 球 後藤 押二 高屋定由.後藤押二

ソフトテニス 安藤 星洲 → 。林  勘二 → ・松平  登 林  岩雄 /1ヽ 111 寧治

ハンドボーノし ・河島武四則 菅是  敬 児玉 九十 徳永 陸繁

サ ッ カ ー 岩野 次郎 → 。藤野 源玖 → .松浦 利夫

ラ グ ビ ー ・高崎 米吉

バドミント〕 ・柳  ― 森  義雄 → ・小林 茂 →・川田 勇

ソフトボール 松 岡 敬之 山田 基男 → ・力1藤 正雄

撲 ・万代 鹿三 土井 武夫

柔 道 細 川 熊蔵 藤原豊三郎 → .工藤 信雄

ス キ ー ,色部 正長加治千二郎 津坂  武 平松 義尚 → ・高橋 周― 原岡 賢吉

ス ケ ー ト 西村 文雄 塚田隆雄.更級 勉 新田  稔 小山敏夫,加藤験ニ 田口 豊州 → 。高橋 是武

漕 艇
.林   浩 → ・安藤 松寿 山本  実

貪」 道 星  ―雄 → 。両角 英運村田 純― → 。
lJII 定胆 → ・湯野 正憲

レスリング ,大田  浩 上野 幸―

弓 道 高崎 米吉

テ ニ ス 長谷川寛治

登 山
。土屋 憲三 。中山 勝治 竹内 安治 舘野  進

自 転 車 高崎 米吉

ボクシング 山口 久太 船田  譲

ホ ッ ケ ー ・小野 時男 ・鈴木 義雄 .小野 時男

ウエイトリフティング ,井尾 武雄 ・清水 正男 梅田  嵩 ,佐 木々勘次1

ヨ ッ  ト ・荒井 惟俊 澤井  測

フェンシンク 後藤 金甲二 川村  等

空 手 道

アーチェリー

な ぎ な た

石丹 究

定 通 制 石章二郎.細非秀虎 川島  勝若林 元典 。小沢 諦カ



専 門 部 歴 代 部 長 ((No.2)
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専門部。年度 S49・ 50 S51・ 52 S53・ 54 S55・ 56 S57・ 58 S59。 60 S61 ・ 62 S63・ Hl H2・ 3 H4・ 5 H6。 7 H8・ 9 H10
陸 上 石野八百治 入倉 富夫 町田好二,小田島哲1 森 茂 → ・山本  呼 坂本 阿久津 巌 水谷  弘
体 操 佐藤敏行.平岡宕峯 → ・平岡 英信
水 一泳 野原 隆治 菊地  章 → ・栗原 安劇 → '長野 昭夫 川端 理 功 植田 和行
バスケットボーリ↓成田喜澄・濱本清海 k木 行徳・宇田川博〕 石 井 弘 司 → ・全森  久 → ,lι

l寸  透 荒井 正賢
バレーボーノι下村 平八 又木誠八郎 → ・粥川  昌
卓 球 後藤押二.後藤 淳 → ・吉崎 久治 → ,松本 章二
ソフトテニス 寧治 小沢洋太郎 桂  哲・松井 章 → ・綱中 正昭 西塔 克美 伊野 二彦 → ・堀日 壽― → ・田島 正夫
ハンドボープし徳永 陸繁 → ・嶋田新太郎 → ・清水  ] → 。中西  敬 → 。佐野 和夫 須藤 健児 → ,佐分 正典 → ・高田日呂美 → ・千野 恒夫
サ ッ カ ー 松浦 利夫 川 口 玲雄 加藤 二郎 鈴木 勇作 高田 久行 上野 二三

ラ グ ビ ー 高崎 米吉 → ・泉  悌二 → ・鷹木 立1 → ・土岐 ―郎 → ・松下 邦夫堤 治美.ll田 昭喜 角田 進.荒丼昭雄
バドミントン 遠井 稔男 に世古吉弘.保坂和せ
ソフトボール 加藤 正雄 → ・宍倉  博 竹 内 大黒 賢時 → ・高橋 清生深澤 隆徳

撲 土井武夫.非谷正気 → ・友部 利平 → ・高松松之介 → ・竹内 英男 → ・越智 柾友 → ・村岡 満蔵 → ・大竹不二男

柔 道 工藤 信雄 和村 公男 加藤 秀雄 → .西川  廣
ス キ ー 原 岡 賢吉 → '石川 光印 → '清水 国通 松沢徳雄.石塚違也渡辺誠三.笹岡道夫 芝崎 正之 川 島 正彬 高橋 洋介
ス ケ ー ト高橋是武.若林 繁 → ・太田 昌光 工藤 哲爾 町 田 正 義 泉  為人 岩見秋夫・山崎 猛 → 。松崎  徹 赤地 憲―

漕 艇 獅子堂正隆 佐々木康郎 柳  健治 洋 一 行司 伸吾

貪1 道 湯野 正憲 → ・棚橋勝太郎棚橋 嘉勝 富永廣徳.宮澤嘉夫 → ・力1藤 淳二 太田  寅 山崎 興― → ・岡村 忠典 増田 二郎
レスリング 上 野 幸― → 。加藤  昭 → 。馬場 利宗 → ・家島 啓二 → ・永島  武
弓 道 高崎 米吉 → .林  初男 山本 彰― 斎藤 克.山下 真 斉藤 節朗 須田 二郎

テ  ニ  ス 長谷川寛治 → .太田 満 → ・友末 弘三 → ・古川 古賀 通生

山 舘野  進 浅野 達三 畑  喜― 河野  真 斎木直治.片岡匡三 山口 強.永田責治 → .斎藤□次郎

自 転 車 高崎 米吉 大庭 淡路 → '野口 幸男 → ,土屋 益夫 → ・氷田 正男鳥居 彦之 → ・増田 英二 三皆 宏孝

ボクシング 沿田 譲・浅田 光, 近藤 辰春 →・―ノ瀬博 → ・水澤 研― → ・市野川 費本部 哲廣
ホ ッ ケ ー 小野 時男 → 。今井 義タ高山  晃 井上信太郎 成田昌幸・田村一成 → ・田中 孝夫
ウエイトリフティング佐 木々勘次郎 野中 乾 大野慎―郎 → '|1中  験情 → 。西村 文男 」 一郎 演名言寅.石平快三 野牧 ―雄

ヨ  ッ  ト 澤井  測 川本 保 澄 田 秀夫 斉藤 友―

フェンシンク 長 尾 正男 鈴木省三.倉本―男 オ寸」ヒ 謹 司 三井 朋文 → 。大澤 文男佐部 成男 → ・山川 靖仁
空 手 道 中里 ―郎 谷澤 ― 雄 猪俣 史郎
アーチェリ ブヽオ寸 好 治 小笠原朋憲 里見勝人.松崎洋右

な ぎ な た

'尾

宏―郎.田中紘ス村上  致

研 究 。松原 久三 → ・藤川 侃三 京 増 敏朗 → ・深澤 孟雄 ll部 義幸.菅野 清 →・小林 慢 → ・松本 泰昌栗島  裕
定 通 制 小沢 諦寿 そ野  倭 菊野 和夫 大河原二郎 → .四柳 → .市川 重尚元  和臣 鈴木 淑雄 岡本 裕之 池永 武昭 田中 正造



平成 10年度 全国高等学校体育連盟役員
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役 名 地  区 氏 名 勤 務 先 一Ｔ 勤 務 先 住 所 T E L

会  長 東 京 河 上 一 雄 東 京 都 立 日比 谷 高 校 長 100-0014 東京都千代田区永田町2-16-1 03-3581-0808

副 会 長

″

ク

//

″

ク

タ

//

ク

北海道 作 田 昌 明 北 海道 立 札 幌 西 陵 高校 長 063-0023 北海道オし幌市西区平和3条4-2-1 011-663-7121

,こ   Jヒ 高 城 俊 春 県 立 福 島 高 校 長 960-8002 福島市森合町5-72 0245-35-2391

関 東 細 田 信 良 埼 玉 県 立 浦 和 高 校 長 335-0901 埼玉県浦和市領家5-3-3 048-886-3000

北信越 中 谷 一 男 石 川 県 立 金 沢桜 丘 高校 長 920-0818 石川県金沢市大樋町16-1 076-252-1225

東 海 小野田 章 二 愛 知 県 立 時 習 館 高 校 長 441-8064 愛知県豊橋市富本町 0532-45-3171

近 畿 神 内 隆 司 府 立 羽 曳 野 高 校 長 583-0847 羽曳野市大黒776 0729-57-0001

中  国 森 脇 健 臣 島根 県 立松 江 工 業 高 校 長 690-8528 島根県松江市古志原4-1-10 0852-26-3842

四 国 近 藤 雅 美 愛 媛 県 立 松 山 北 高 校 長 790-0826 愛媛県松山市文京町4-1 089-925-2161

九 州 城 本 和 博 熊 本 県 立 熊 本 北 高 校 長 860-0877 熊本県熊本市清水町楡木327 096-338-1110

専門部 松 本 章 二 愛 知 工 業 大 学 名 電 高 校 464-8540 名古屋市千種区若水3-2-12 052-712-0481

理 事 長 東 京 高  田  日呂美 東 京 都 立 駒 場 高 校 長 152-0041 東京都目黒区大橋2-18-1 03-3466-2481

副理事長

ク

ク

関 東 斎 藤 幸 雄 神奈川県立横須賀大津高校長 239-0808 横須賀市大津町4-1 0468-36-0281

近 畿 上 田 俊 次 大阪府教育委員会保健体育課 540-0008 大阪市大手前2 06-941-0351

専門部 粥 日
日 桃 山 学 院 高 校 545-0011 大阪市阿倍野区昭和町3-1-64 06-621-1181

監  事

//

関 東 池 田 敏 郎 東 京都 立 第 二 商 業 高 校 長 193-0931 東京都八王子市台町3-25-1 0426-22-6231

近 畿 中 谷 元 紀 兵 庫 県 立 夢 野 台 高 校 長 653-0801 兵庫県神戸市長田区房王寺町2-1 078-691-1546

事務局長 東 京 大 杉 一 男 高 体 連 事 務 局 100-0014 東京都千代田区永田町2-16-2星 陵会館内 03-3581-5094



全国高等学校体育連盟顧問
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役  名 氏 名 役 職 期 間 一Ｔ 所住 T E L

問顧

″

ク

ク

　

　

　

　

　

　

　

ク

岸 田 文 男

井 上 敬 一

磨 井 洋 一

鈴 木 英 久

家 弓 銭 矢

内  藤 隆

福 田 満 雄

久  野 猛

昭和47年～49年

昭和50年

昭和52年～53年

昭和56年～58年

昭和60年 ～62年

昭和63年～平成 3年

昭和63年 ～平成 4年

平成 5年～ 9年

190-0023

166-0002

167-0033

180-0003

350-1312

184-0000

259-1132

343-0047

東京都立川市柴崎2-14-23

東京都杉並区高円寺北3-19-11

東京都杉並区清水3-13-15

東京都武蔵野市吉祥寺南町4-21-12

埼玉県狭山市堀兼2374-18 フラワーヒル32-2

東京都小金井市梶野町3-14-4

神奈川県伊勢原市桜台5-8-17

埼玉県越谷市弥十郎51-6

0425-22-6487

03-3339-4716

03-3399-0459

0422-43-2834

0429-57-1957

0422-52-4922

0463-93-0784

0489-75-4603



各都道府県高体連会長及び理事

―
‐
ヽ
つ
い

‐―

府県名 会 長 理 事 T 事 務 局 所 在 地 TEL 責 任 者

北海道
作 田 昌 明

(道立札幌西陵高等学校長 )

長

長

〈
ム
董予

副

理
浅利  徹

西谷内隆幸

007
0810

札幌市東区東苗穂10条 1-2-21
道すオl,幌東陵高校内

011-792-2060 西谷内隆幸

東北高等学校体育連盟
高城 俊春

浅尾 晃左

長
長事

会
理

９６０

８００２

福島市森合町5-72
福島県立福島高校内

024-531-3890 福島県高体連

青 森
小 野 次 郎

(県立青森西高等学校長 )

7青貝J

徳美

田
藤

成

工

長

長

会

事
副

理

０３８

００４２

青森市新城字平岡266-20
青森県立青森西高校内

0177-88-0511 工藤 徳美

岩 手
長 澤 佳 彦

(県立盛岡第三高等学校長 )

理 事 長   松尾 光則

事務局長   鷹斉 文昭

０２０

０１‐４

盛岡市高松4-17-16
岩手県立盛岡第三高等学校内

019-661-8115 鷹婿 文昭

宮 城
高 橋 郁 夫

(県立泉高等学校長)

理 事 長   庄子 利也

副理事長   岩槻 芳夫

９８‐

３‐３２

仙台市泉区将監10-39-1
宮城県立泉高校内

022-374-6674 庄子 利也

秋  田
高田屋 敏 夫

(県立秋田南高等学校長)

理 事 長   大塚 三男

事務局長   千田 典夫

０１０

０９７４

秋田市入橋運動公園1-5
秋田県立スポーツ会館内

0188-66-5999 大塚 三男

山 形
鈴 木 正 浩

(県立山形中央高等学校長 )

理 事 長   梶原  賢

事務局長   高橋 正治

９９０

２４９２

山形市鉄砲町2-10-73
山形県立山形中央高校内

023-624-0929 高橋 正治

福  島
高 城 俊 春

(県立福島高等学校長)

晃左

一治

尾

野

浅

菅

長

長事
漏

理
事

９６０

８００２

福島市森合町5-72
福島県立福島高校内

024-531-3890 浅尾 晃左

関東高等学校体育連盟
細田

久保

良

美

信

正

長

長事

会

理

３３６

０００７

浦和市仲町3-5-8
県立武道館内

048-822-6792 埼玉県高体連

茨 城
高 野 惣 一

(県立水戸第三高等学校長 )

理 事 長   田口  弥

副理事長   横須賀正治
310
0045

水戸市新原2-11-1
堀原運動公園内

029-254-0855 横須賀正治

栃  木
神 原 彰 夫

県立宇都宮中央女子高等学校長)

理 事 長   吉田 忠征

副理事長   諏佐  収

３２０

００５７

宇都宮市中戸祭1-6-3
スポーツ会館内

028-622-8660 吉 田 忠征

群 馬
中 山   傑

(県立前橋商業高等学校長 )

理 事 長

事務局長

夫

宏

邦

康

本松

林
371
0805

前橋市南町4-35-1
群馬県立前橋商業高校内

027-224-5046 林  康宏

埼 玉
細 田 信 良

(県立浦和高等学校長 )

理 事 長
扇‖理事長

美

之

正

弘

保

根

久

関

３３６

０００７

浦和市仲町3-5-8
048-822-6792 久保 正美

県立武道館内



府県名 ハ

長 事理 T 事 務 局 所 在 地 TEL 責 任 者

千 葉
佐 藤 玉 和

(県立八千代高等学校長 )

佐久間嘉宏
山崎 成夫

長

長事
膵

理

副

２６３

００４３

千葉市稲毛区小仲台5-10-1
千葉県立千葉女子高校内

043-252-1691 佐久間嘉宏

東 京
河 上 一 雄

(都立日比谷高等学校長 )

理 事 長   佐藤 幸夫
事務局長   大杉 一男

‐００

００‐４

千代田区永田町2-16-2
星陵会館内

03-3581-5094 大杉 一男

神奈川
斎 藤 幸 雄

(県立横須賀大津高等学校長)

理 事 長
副理事長

夫

喜

富

春

所

山

城
加

２２‐

０８５５

横浜市神奈川区三ツ沢町3-1
神奈川県立スポーッ会館内

045-311-8817 城所 富夫

山 梨
小笠原 正 人

(県立巨摩高等学校長 )

理 事 長   保坂 重機
副理事長   杉田季久雄

４００

０００‐

甲府市和田町2564

山梨県スポーツ会館内
0552-53-1846 保坂 重機

―

ヽ
つ
い

―

北信越高等学校体育連盟
会  長   中谷 一男
理 事 長   西村 昭夫

９２０

０８‐８

金沢市大樋町16-1   ~~
石川県立金沢桜丘高校内

076-252-4273 石川県高体連

新  潟
青 木 一 男

(県立新潟高等学校長)

齊

守
田

田

池

成

長

長

会

事

副

理

９５‐

８‐２７

新潟市関屋下川原2-635
新潟県立新潟高校内

025-266-2658 成田  守

富  山
高 邑 吉 房

(県立魚津高等学校長 )

理 事 長
副理事長

夫

夫

和

則

江
射

貫

魚

９３０

００９７

富山市芝園町3-1-26
富山県立富山中部高校内

0764-42-0721 貫江 和夫

石 り‖
中 谷 一 男

(県立金沢桜丘高等学校長)

理 事 長
副理事長

夫

信

昭村

田

西
太

９２０

０８‐８

金沢市大樋町16-1
石川県立金沢桜丘高校内

076-252-4273 西村 昭夫

福 井
矢 尾 正次郎

(県立福井商業高等学校長 )

理 事 長

副理事長
一馘
誌星

寛

赤

９‐０

００２‐

福井市乾徳4-8-19
福井県立福井商業高校内

0776-22-1047 寛  尚夫

長 野
本 山 綱 規

(県立長野高等学校長 )

理 事 長

副理事長

一膨

功

施
木

布
青

３８０

８５‐５

長野市上松1-16-12
長野県立長野高校内

026-234-1205 布施 紀彦

東海高等学校体育連盟
小野田章二

都築 義之

長

長事
会

理
一

４６０

０００７

名古屋市中区新栄1-49-10
愛知県教育会館内(3F)

052-251-8115 愛知県高体連

岐 阜
荒 井 強 平

叫 総合学園高等学校長)

市川

今村

男

正

忠

和

長

長

〈バ
董
言
・

副

理
一

５０２

０９３‐

岐阜市則武清水1841-11
岐阜県立岐阜北高校内

058-231-7032 ハ
村 和正

静 岡
安 達 忠 勝

(浜松市立高等学校長 )

二
賓

洋

博

水

浦

清

松

長

長

〈
バ
菫言

副

理
一

４２０

８６０６

静岡市長谷町66

静岡県立静岡高校内
054-248-7448 松 浦 博賓

愛 知
小野田 章 二

(県立時習館高等学校長 )

副会長兼理事長 都築義之
事務局長   坂 敬一郎

４６０

０００７

名古屋市中区新栄1-49-10
愛知県教育会館内(3F)

052--251--8115 坂 敬一郎

三  重
畦 地 耕 司

(県立伊勢高等学校長 )

理 事 長   溝口 宏憲
副理事長   服部 匠悟

５‐０

８５６２

四日市市大字日永字岡山4917

三重県立四日市南高校内
0593-46-2718 溝 口 宏憲



―

ヽ
や
ヽ

―

府県名
本 長 事理 一Ｔ 事 務 局 所 在 地 TEL 責 任 者

近畿高等学校体育連盟
神内 隆司

上田 俊次

長

長事

会

理

５４０

０００８

大阪市中央区大手前2

大阪府教育委員会事務局保健体育課内
06-941-3430 大阪高体連

滋 賀
疋 田 充 穂

(県立伊吹高等学校長)

理 事 長   西本 良三

副理事長   山本 敬三

５２０

８５７７

大津市京町4-1-1
滋賀県教育委員会保健体育課内

077-528-4614 上野 幹雄

京 都
村 上 知 生

(府立鳥羽高等学校長)

池垣伊三郎

澤田 安之

長

長

会

事
副

理

６０２

８５７０

京都市上京区下立売通新町西入ル

京都府教育庁指導部保健体育課内
075-414-5862 浅野 賢―

大  阪
神 内 隆 司

(府立羽曳野高等学校長 )

次

徳
．

俊

文
田
井

上

平一峙特
５４０

０００８

大阪市中央区大手前2

大阪府教育委員会事務局保健体育課内
06-941-3430 宮村 誠―

兵 庫
中 谷 元 紀

(県立夢野台高等学校長 )

吉井宏一郎

折戸 善信

長

長

〈
ム
董
す

副

理

６５８

８５６７

神戸市中央区下山手通5-10-1
兵庫県教育委員会事務局体育保健課内

078--362--3787 吉井 オll lり l

奈 良
上 野 博 美

―

…

上童笠学校コ
古 谷 多 市

(県立和歌山北高等学校長)

理 事 長   西岡 英明

副理事長   播磨 勝行

理 事 長   山本 良和

副理事長   西瑞 秀高

６３０

８‐‐３

奈良市法蓮町757奈良県法蓮庁舎

奈良県教育委員会保健体育課内
0742-22-1101 武村 純一

和歌山

６４０

８４６４

和歌山市市小路388

和歌山県立和歌山北高校内
0734-53-3657 山本 良和

中国高等学校体育連盟
森脇 健臣

荊尾  俊

長

長事

会

理

６９０

８５２８

松江市古志原町4-1-10
島根県立松江工業高校内

0852--26--3842 島根県高体連

鳥 取
田 中 昭 文

(県立倉吉東高等饗

理 事 長   前田 達雄

事務局長   小倉 健一

６８０

０９４４

鳥取市布勢146-1
布勢陸上競技場2F

0857-28-4991 前田 達雄

島 根
森 脇 健 臣

(県立松江工業高等学校長 )

理 事 長
副理事長

俊

也哲

尾

山

荊

園

６９０

８５２８

松江市古志原町4-1-10
島根県立松江工業高校内

0852-26-3842 大西 和幸

岡 山
平 田 賢 治

(県立岡山朝日高等学校長 )

理 事 長

副理事長

正

三

紀

孝

倉

木

屯

鎌

７０３

８２７８

岡山市古京町2-2-21
岡山県立岡山朝日高校内

086-271-0264 屯倉 紀正

広 島
村 瀬 俊 之

(県立海田高等学校長)

理 事 長

事務局長

功

弘隆

治

本

万

藤

７３０

００‐‐

広島市中区基町4-1
広島県立総合体育館内

082--223--7677 万治  功

山  口
山 下   浩

(県立西京高等学校長 )

理 事 長
副理事長 ［一

７５３

０８５‐

山口市大字黒川2580-1
山口県立西京高校庖

0839-23-8582 之保竹内



府県名 会 長 事理 一Ｔ 事 務 局 所 在 地 TEL 責 任 者

四国高等学校体育連盟
美

章

雅

盛

藤

手

近

井

長

長事

会

理

７９０

０８４６

松山市道後北代3-3
089-925-1634 愛媛県高体連

徳  島
中 西   知

(県立鳴門第一高等学校長 )

理 事 長   松田  弘
事務局長   分木 秀樹

７７０

０８５３

徳島市中徳島町1-5
徳島県立城東高校内

0886-25-8060 松田  弘

香 り‖
関   博 徳

(県立丸亀高等学校長 )

理 事 長   山下 正敏
事務局長   堀家 俊一

７６０

００１７

高松市番町3-1-1
香川県立高松高校内

087-862-6908 山下 正敏

愛 媛
近 藤 雅 美

(県立松山北高等学校長 )

理 事 長
事務局長

章

保

盛

隆

手

石

井

自

７９０

０８４６

松山市道後北代3-3
089-925-1634 白石 隆保

高 知
員 鍋 叡一郎

県立高知追手前高等学校長 )

理 事 長
事務局長

一
男

栄

敏

岡

岡

清

谷

７８０

０８５０

高知市丸の内2-2-40
高知県立高知丸の内高校内

0888-72-0865 谷 岡 敏男

―

ヽ
つ
い

―

九州高等学校体育連盟
城本 和博

高木 三朗

長

長事

会

理

８６０

０８７７

熊本市清水町楡木327

熊本県立熊本北高校内
096-339-7224 熊本県高体連

福  岡
隅 本   豊

(県立春日高等学校長 )

理 事 長

副理事長

敏

朗

英

悦
一月
日

城

山

８‐６

００５２

福岡市博多区東平尾公園2-1-4
県立スポーッ科学情報センター内

092-621-9394 城戸 英敏

佐 賀
相 良 哲 朗

(県立佐賀東高等学校長)

理 事 長   北御門哲男 ８４０

００‐６

佐賀市南佐賀 3-11-15
佐賀県立佐賀東高校内

0952-24-0303 北御門哲男

長  崎
小 山 曙 美

(県立長崎西高等学校長)

理 事 長
副理事長

介

徹

良野
橋

小
倉

８５２

８０‐４

長崎市竹の久保町12-9
長崎県立長崎西高校内

095-862-8231 小野 良介

熊 本
城 本 和 博

(県立熊本北高等学校長 )

理 事 長   高木 三朗 ８６０

０８７７

熊本市清水町楡木327

熊本県立熊本北高校内
096-339-7224 高木 三朗

大 分
秦   美正

(県立碩信高等学校長 )

治

彦

和

和

重

中

幸

田

長

長

〈
バ
童
す

副

理

８７０

０９３８

大分市今津留1-19-1
大分県立大分舞鶴高校内

0975-53-5382 田 中 和 彦

宮 崎
山 下 兼 紀

(県立宮崎南高等学校長 )

理 事 長   後藤 憲一 ８８０

０９２６

宮崎市月見ケ丘5-2-1
宮崎県立宮崎南高校内

0985-51-4109 後藤 憲一

鹿児島
中 川 征 人

(県立鹿児島南高等学校長)

理 事 長   新留 泰典 891
0116

鹿児島市上福元町5255

鹿児島県立鹿児島南高校内
099-268-8391 新留 泰典

沖 縄
跛名城 英 介

(県立豊見城高等学校長 )

理 事 長   知念 正勝 ９００

００２６

那覇市奥武山町45

奥武山陸上競技場2F
098-858-4835 知念 正 勝



専 門 部 長 (理 事 )

―
‐
ヽ
つ
い

‐―

部  名 部長名 所属校及び所在地 T E L 先絡連

上陸 水 谷   弘
都立新宿高等学校長

〒1510051渋 谷区千駄ケ谷6-21
03-3354-7411

都立松が谷高校

〒192-0354八王子市松が谷1772
0426-76-1231 大 門 正 男

操体 平 岡 英 信
清風学園高等学校長

〒543-0031大 阪市天王寺区石ケ辻町12-16
06-771-5757

清風高等学校

〒543-0031大阪市天王寺区石ケ辻町12-16
06-771-5973 山 口 彦 則

い泳水 植 田 和 行
都立南多摩高等学校

〒192-0905八王子市明神町4-20-1
0426-42-2431

都立南多摩高等学校

〒192-0905八 王子市明神町4-20-1
0426-42-2431 植 田 和 行

バスケットボール 荒 井  正 賢
都立江北高等学校長

〒120-0014足 立区西綾瀬414-30
03-3880-3411

跡見学園高校

〒112-0012文 京区大塚15-9
03-3941-8161 平 井   毅

バレーボール 粥 川   昌
桃山学院高等学校

〒545-0011大阪市阿倍野区昭和町3164
06-621-1181

桃山学院高等学校

〒545-0011大阪市阿倍野区昭和町3-164
06-621-1181 林   義 治

球卓 松 本 章 二
愛知工業大学名電高等学校

〒464-0071名古屋市千種区若水3-2-12
052-712-0481

愛知工業大学名電高等学校

〒464-0071名 古屋市千種区若水3-2-12
052-721-0311 若 尾 輝 夫

ソフトテニス 田 島 正 夫
埼玉県立浦和西高等学校長

〒3380802浦和市木崎3-11
048-831-4847

都立永山高等学校

〒206-0025多摩市永山522
0423-74-8460 上 田 敏 夫

ハンドボール 千 野 恒 夫
山梨県立谷村工業高等学校長

〒402-0053山梨県都留市上谷5-7-1
0554-32-2101

神奈川県立生田東高等学校

〒214-0038川 崎市多摩区生田4-32-1
044-932-1211 本 田 員 吾

サ ッ カ ー 上 野 二三一
都立小石川高等学校

〒113-0021文 京区本駒込2-29-29
03-3946-7171

学芸大学附属高等学校

〒154-0002世 田谷区下馬4-1-5
03-3421-5151 栗 原 鏡 成

ラ グ ビ ー 荒 井 昭 雄
大阪府立門真西高等学校長

〒57 0038大阪市門真市柳田町29-1
06-909-0318

大阪府立門真西高等学校

〒571-0038大 阪府門真市柳田町29-1
06-909-0318 荒 井 昭 雄

バ ドミントン 保 坂 和 也
山梨県立増穂商業高等学校

T400-0502 山栞県南巨摩郡増穂町最勝寺1372

0556-22-3185
山梨県立増穂商業高等学校

〒400-0502山梨県南巨摩郡増穂町最勝寺1372
0556-22-3185 保 坂 和 也

ソフトボール 飯 塚   斉
県立沼津中央高等学校
〒410-0033沼 津市杉崎町 11-20

0559-21-0346
県立沼津中央高等学校
〒410-0033沼 津市杉崎町 11-2010

0559-21-0346 飯 塚   斉



―

ヽ
０
「
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部  名 部長名 所属校及び所在地 TEL 先絡連

撲相 竹 不二男大
札幌商業高等学校
〒062-0911札幌市豊平区旭町4-142

011-841-1161
青森県立金木高等学校
〒037-0200青 森県北津軽郡金木町字芦野21X

0173-53-2079 一 戸 隆 男

道柔 廣西
都立久留米高等学校
〒203-0052東久留米市幸町5-846

0424-71-2510
都立久留米高等学校
〒203-0052東 久留米市幸町5-8-46

0424-71-2510 西 り‖  廣

ス  キ  ー 高 橋 洋 介
北海道札幌平岸高等学校長

〒0620935札幌市豊平区平岸5条 18丁 目
011-812-2010

北海道札幌平岸高等学校

〒062-0935オ し幌市豊平区平岸5条 18丁 目
011-812-2010 近 藤 建 治

ス ケ ー ト 赤 地 憲 一
長野県立軽井沢高等学校長
〒389-0100長野県北佐久郡軽井沢町132343

0267-42-2390
長野県立岡谷東高等学校

〒394-0033長野県岡谷市南宮2-1-17
0266-23-3161 降 旗 教 彦

1曹 艇 行 司 伸 吾
静岡県立二俣高等学校

〒431-3314天竜市二俣町二俣19628
0539-26-1221

市立川日高等学校

〒3320001川 口市朝日5-918
048-224-0508 長谷川   誠

道貪」 増 田 三 郎
都立北園高等学校長

〒173-0004板 橋区板橋4-14-1
03-3962-7885

都立両国高等学校

〒1300022墨 田区江東橋1-7-14
03-3631-1815 磯 部 直 樹

レス リ ン グ 永 島   武
群馬県立西邑楽高等学校長

〒3700514群馬県邑楽郡大泉町231
0276-63-5851

日本工業大学附属東京工業高等学校
〒107-0052港 区赤坂4-1-26

03-3589-1171 中 根 和 広

弓 道 須 田 二 郎
奈良県立北大和高等学校
〒630-0131生 駒市上町4600

0743-78-3081
埼玉県立川越総合高等学校

〒3500036埼玉県川越市小仙波町5-14
0492-22-4148 影 山   一

テ  ニ  ス 古 賀 通 生
柳川高等学校長

〒832-0061福 岡県柳川市本城町125
0944-73-3333

愛媛県立伊予高等学校
〒791-3102愛媛県伊予郡松前町大字北黒田H92

089-984-9311 宮 浦 典 善

登 山 藤 回次郎齋
静岡県立静岡南高等学校長
〒422-8017静岡市大谷5762

054-237-5781
静岡精華高等学校

〒4200839静岡市鷹匠2-418
054-254-7334 金 子 昌 彦

自 転  車 三 婿 宏 孝
京都府立佳高等学校長
〒615-8102京都府西京区川島松ノ木本町27

075-391-2151
京都府立佳高等学校

〒615-8102京都府西京区川島松ノ木本町27
075-391-2151 狩 野 哲 男

ボ ク シ ン グ 本 部 廣 哲
南京都高等学校長

T619-0245京 都府相楽郡精華打下拍中垣内48
07749-3-0518

栃木県立那須清峰高等学校

〒329-2712那須郡西那須野町下永田64
0287-36-1155 芭 葉   功

ホ ッ ケ ー 田 中 孝 夫
埼玉県立皆野高等学校長

〒368-0000埼 玉県秩父郡皆野町大淵191
0494-62-2076

埼玉県立皆野高等学校

〒3680000埼玉県秩父郡皆野町大淵19-1
0494-62-2076 加 納 博 文



部  名 部長名 所属校及び所在地 TEL 先絡連

エ イ ト

リフテイング

ウ
野 牧 一 雄

愛知工業大学名電高等学校長

〒464‐ 0071名古屋市千種区若水3-2-12
052-721-0311

千葉県立佐倉西高等学校

〒285-0841千葉県佐倉市下志津263
043-489-5881 篠 宮   稔

ヨ  ッ   ト 齋 藤 友 一
逗子開成高等学校

〒249-8510神奈川県逗子市新宿2-5-1
0468-71-2062

逗子開成高等学校

〒249-8510神 奈川県逗子市新宿2-5-1
0468-71-2062 齋 藤 友 一

フェンシング 山 川 靖 仁
岡山県立玉野光南高等学校

〒706-0226岡 山県玉野市東七区244
0863-51-2311

愛知工業大学名電高等学校

〒464‐ 8540名古屋市千種区若水3-2-12
052-721-0311 奥 田   明

空  手  道 猪 俣 史 郎
山手学院高等学校長

〒247-0013横浜市栄区上郷町460
045-891-2111

八雲学園高校

〒152-0023日 黒区八雲2-14-1
03-3717-9062 村 上 一 也

アーチェリー 松 崎 洋 右
大宮開成高等学校長

〒330-8567埼玉県大官市堀之内1-615
048-641-7161

大宮開成高等学校

〒330-8567埼 玉県大官市堀ノ内1-615
048-641-7161 宮 崎 利 帳

な ぎ な た 村 上   致
大阪府立豊中高等学校長

〒560-0011大阪府豊中市上野西2-5-12
06-854-1207

東海女子高等学校

〒468-0014名 古屋市天白区中平2‐901
052-803-8432 山 谷 美紀子―

‐
ヽ
つ
∞

―

研 究 栗 島   裕
埼玉県立入間高等学校長

〒358‐ 0001埼玉県入間市向陽台1‐1-1
0429-64-3805

埼玉県立大宮武蔵野高等学校

〒3310061埼 玉県大宮市西遊馬1601
048-622-0181 古 川   修

定  通  制 田 中 正 造
都立大森高等学校長

〒144-0051大田区西蒲田2-2-1
03-3753-3161

都立大森高等学校

〒144-0051大 田区西蒲田2-2-1
03-3753-3161 阿 部 正 彦



常 務 理 事
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No ブロック 氏 名 県 名 No プロック 氏 名 県 名

1
△
‐ 長 河  上    一  雄 全 国

△
‐ 長 中 国 臣

　

保

健

　

之

脇

　

内

森

　

竹

島 根 県 会 長

山 口 県 理 事 長理 事 長 音
同 田  日 呂 美 全 国 理 事 長

北 海 道 西 谷 内  隆  幸 北 海 道 理 事 長 四 国 敏

　

章

正

　

盛

下

　

手

山

　

井

香 川 県 理 事 長

愛 媛 県 理 事 長東 則

　

賢

光尾

　

原

松

　

梶

岩 手 県 理 事 長

山 形 県 理 事 長
８

　

　

　

９

九 朗

　

介

〓
一
　

良

木

　

野

高

　

小

熊 本 県 理 事 長

長 崎 県 理 事 長
６

　

　

　

７

関 東

ク

美

　

夫

正

　

富

保

　

所

久

　

城

埼 玉 県 理 事 長

神 奈 川 県 理 事 長 20

21

22

23

24

専 門 部

ク

//

ク

ク

粥

増

平

松

保

り||

田

岡

崎

坂

昌

三  郎

英  信

洋  右

和  也

バ レー ボ ー ル 部 長

剣  道  部  長

体 操 部 長

ア ーチ ェ リ ー 部 長

バ ドミ ン トン部 長

８

　

　

　

９

北 信 越

ク

夫

　

夫

昭

　

和

村

　

江

西

　

貫

石 川 県 理 事 長

富 山 県 理 事 長

０

　

　

　

１

東 海

//

之

　

賞

義

　

博

築

　

浦

都

　

松

愛 知 県 理 事 長

静 岡 県 理 事 長

２

　

　

　

３

近 畿 生

　

美

知

　

博

上

　

野

村

　

上

京 都 府 会 長

奈 良 県 会 長



全国高等総体中央委員会委員 (プロツク選出)
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１

No プロック 名氏 名県 No ブロック 名氏 名県

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

会

副  会  長

//

″

理  事  長

副 理 事 長

″

″

北  海  道

長

東

東

関

河  上

関

長  澤

荒  井

高  田

斎  藤

上  田

粥  川

西 谷 内

大  塚

浅  尾

吉  田

佐 久 間

一  雄

博  徳

佳  彦

強  平

日 呂 美

幸  雄

俊  次

昌

隆  幸

三  男

晃  左

忠  征

嘉  宏

全 国 会 長

香 川 県 会 長

岩 手 県 会 長

岐 阜 県 会 長

全 国 理 事 長

神 奈 川 県 会 長

大 阪 理 事 長

バ レーボール部長

北 海 道 理 事 長

秋 田 県 理 事 長

福 島 県 理 事 長

栃 木 県 理 事 長

千 葉 県 理 事 長

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

北  信  越

ク

海

畿

国

国

・
l・ 11

ク

ク

ク

東

近

中

四

九

成  田

寛     尚

溝  口  宏

今  村  和

西  本  良

山  本  良

荊  尾

竹  内  之

山  下  正

井  手  盛

高  木  三

新  留  泰

守

夫

憲

正

和

俊

保

敏

章

朗

典

新 潟 県 理 事 長

福 井 県 理 事 長

三 重 県 理 事 長

岐 阜 県 理 事 長

滋 賀 県 会 長

和 歌 山 県 会 長

島 根 県 理 事 長

山 口 県 理 事 長

香 川 県 理 事 長

愛 媛 県 理 事 長

熊 本 県 理 事 長

鹿 児 島県 理 事 長



全国高校総体中央委員会委員 (専門部長)
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No 専門部 氏 名 役 名 No 専門部 氏 名 役 名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

陸 上

体    操

水    泳

バスケットボール

バレーボール

卓 球

ソフトテニス

ハンドボール

サ ッ カ ー

ラ グ ビ ー

バ ドミントン

ソフトボール

相 撲

柔 道

ス キ

水  谷

平  岡  英

植  田  和

荒  井  正

粥  川

松  本  章

田  島  正

千  野  恒

上  野  二

荒  井  昭

保  坂  和

深  沢  隆

大  竹  不

西  川

高  橋  洋

弘

信

行

賢

昌

二

夫

夫

一

雄

也

徳

男

廣

介

〓
一

　

　

　

二

部 長

ク

ク

ク

ク

//

ク

ク

ク

ク

ク

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

ス ケ

漕

余J

ト

艇

道

レス リ ン グ

弓 道

ア ス

登 山

自 転  車

ボ ク シ ン グ

ホ ッ ケ ー

ウェイト
リフテイング

ヨ  ッ   ト

フェンシング

空  手  道

アーチェリー

な ぎ な た

一

吾

郎

武

郎

生

郎

孝

哲

夫

雄

一

仁

郎

右

致

二

憲

伸

三

　

一二

通

圏

宏

廣

孝

一

友

靖

史

洋

地

司

田

島

田

賀

藤

婿

部

中

牧

藤

川

俣

崎

上

赤

行

増

永

須

古

齋

三

本

田

野

齋

山

猪

松

村

部 長
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全 国 高 校 総 体 検 討 委 員 会 委 員

全 国 高 校 総 体 検 討 小 委 員 会 委 員

No プロック 名氏 名県 No プロック 氏 名 名県

長
ハ

理  事  長

副 理 事 長

副 理 事 長

副 理 事 長

北 海  道

現モ       Jヒ

関   東

北 信  越

河 上 一 雄

高  田  日 呂 美

斎 藤 幸 雄

上 田 俊 次

粥  川     昌

西 谷 内 隆 幸

工 藤 徳 美

横 須 賀 正  治

布 施 紀 彦

全 国 会 長

全 国 理 事 長

神 奈 川 県 会 長

大 阪 理 事 長

バ レーボール部長

北 海 道 理 事 長

青 森 県 理 事 長

茨 城 県 副 理 事 長

長 野 県 理 事 長

10

11

12

13

14

15

16

17

18

海

畿

国

国

東

近

中

九

専  門 部

ク

ク

″

盛
　
一二

松  浦

澤  田

荊  尾

井  手

高  木

水  谷

上  野

古  賀

西  川

博

　
安

賓

之

俊

章

朗

弘

一
　

生
　

廣

三一
一　

通

静 岡 県 理 事 長

京 都 府 理 事 長

島 根 県 理 事 長

愛 媛 県 理 事 長

熊 本 県 理 事 長

陸  上  部  長

サ ッ カ ー 部 長

テ ニ ス 部 長

柔 道 部 長

No 氏 名 県 名 No 氏 名 県 名

１

　

　

　

２

　

　

　

３

河

　

高

　

粥

上   一   雄

田   日 呂 美

川        昌

全 国
本

長

全 国 理 事 長

バ レ ー ボ ー ル 部 長

４

　

　

　

５

　

　

　

６

則
　

賞

　

章

光

　

博

　

盛

尾

　

浦

　

手

松

　

松

　

井

岩 手 県 理 事 長

静 岡 県 理 事 長

愛 媛 県 理 事 長



基 本 問 題 検 討 委 員 会 委 員
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Nc ブロ ック 名氏 名県 No プロック 名氏 名県

1

2

3

4

5

6

7

8

9

△

理  事  長

副 理 事 長

副 理 事 長

副 理 事 長

北  海 道

北  信  越

長

東

東

関

河  上

高  田

斎  藤

上  田

粥  川

西 谷 内

庄  子

松  本

西  村

一  雄

日 呂 美

幸  雄

俊  次

昌

隆  幸

利  也

邦  夫

昭  夫

全 国 会 長

全 国 理 事 長

神 奈 川 県 会 長

大 阪 府 理 事 長

バ レーボール部長

北 海 道 理 事 長

宮 城 県 理 事 長

群 馬 県 理 事 長

石 川 県 理 事 長

10

11

12

13

14

15

16

17

東

中

四

九

海

国

国

り11

専  門  部

ク

ク

ク

松  浦

屯  倉

井  手

高  木

植  田

山  川

荒  井

松  本

博  賓

紀  正

盛  章

三  朗

和  行

靖  仁

昭  雄

章  二

静 岡 県 理 事 長

岡 山 県 理 事 長

愛 媛 県 理 事 長

熊 本 県 理 事 長

水  泳  部  長

フェンシング部長

― 部 長

長

ビ

　

球

グラ
　

卓 部



表 彰 審 査 委 員 会 委 員

全 国 高 校 総 体 検 討 小 委 員 会 委 員

No プロック 氏 名 県 名 No ブロック 氏 名 県 名

1

2

3

△
長

理  事  長

副 理 事 長

河 上 一 雄

高  田  日 呂 美

粥  川     昌

全 国 会 長

全 国 理 事 長

バ レーボール部長

4

5

6

関

　

関

　

東

東

　

東

　

海

佐 久 間 嘉 宏

松  本  邦  夫

都 築 義 之

千 葉 県 理 事 長

群 馬 県 理 事 長

愛 知 県 理 事 長

―

贄
×

―

NQ プロック 氏 名 県 名 No プロック 氏 名 県 名

1

2

3

ハ
長

理 事  長

保健給食課長

河 上 一 雄

高  田  日 呂 美

佐 藤 恭 信

全 国 会 長

全 国 理 事 長

東京都教育庁体育部

4

5

6

関 東

ク

　

　

　

″

夫

　

夫

　

美

邦

　

富

　

正

本

　

所

　

保

松

　

城

　

久

群 馬 県 理 事 長

神 奈 川 県 理 事 長

埼 玉 県 理 事 長



口員委目員委理経
谷

な

全 国 高 校 総 体 検 討 小 委 員 会 委 員

No プロック 氏 名 県 名 NQ プロック 氏 名 県 名

会 長

理  事  長

関 東

河 上 一 雄

高  田  日 呂 美

松 本 邦 夫

全 国 会 長

全 国 理 事 長

群 馬 県 理 事 長

関 東 夫

　

美

菅
田
　

正

所

　

保

城

　

久

神 奈 川 県 理 事 長

埼 玉 県 理 事 長

―
‐
９
０
い
―

M プロック 名氏 名県 No ブロック 名氏 名県

長

東

〈
ム

関

理  事  長

副 理 事 長

副 理 事 長

河 上 一 雄

高  田  日 呂 美

上 田 俊 次

粥  川     昌

城 所 富 夫

全 国 会 長

全 国 理 事 長

大 阪 府 理 事 長

バ レーボール部長

神 奈 川 県 理 事 長

6

7

8

9

海東

北  信  越

専  門 部

″

夫

責

弘

二

昭
　

博

　

　

　

章

村

浦

谷

本

西

松

水

松

石 川 県 理 事 長

静 岡 県 理 事 長

陸 上 部 長

卓 球 部 長



拳番拳春拳拳恭姜驀恭静拳拳恭番拳暴恭恭

被表彰者一覧
驀拳瀞静恭驀瀞拳驀拳瀞恭斎拳恭恭恭瀞恭
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本部・都道府県関係 (S63～ H10年度 )

専門部・ 年度

本 小 田 逸 人 内藤   隆 福田 満雄 令 康  緯 人 日本 裕之後藤 安孝 久野  猛
北 海 道 青木 弘梅津 幸敏 安井 友博 工 藤 晃 司 山下  克己 遠藤  隆 日野 嘉輝 浅野 喜囲 金子  盛夫
青 森 花田 陽悟 西村 穣弘伊藤 僣― 奥幸 養二 佐 々木 TB朗 下山 晃弘宮崎 1

手 小原房之助 高橋 力高橋 英雄 沖田琴夫佐久同研二郎 山影 源吉藤原 英輛 高橋 英雄 鈴木  浩
宮 城 菫臓 冨二■薔:じ

―郎 小沼 照之 鈴木 通弘 栗生  守男 川島  克
秋 田 榊 田  清 小林 誠悦 室田  弘 有江 和郎京極 敏 松本  健 小野寺 清 細谷 義次
山 形 国分 三昭 岩木 信孝 吉 江 正 夫 大内 正敏 五十嵐秀男 加藤  稔 小関 廣明

島 4颯原格高橘充饉 折笠 常弘 関川 正道 早川 俊一 紺野  勇 齊藤  タ 砂子田敦博
茨 城 根本 書弘杉山昭―郎 岩崎 貞夫菅又 正雄 本橋 11美 りヽ祝[晃 松  廣義 坂本 忠夫 小澤  智
栃 木 徳田 有基 池 田  牧 鳥居 行雄 山野井 暉 荒川 伸夫 小堀 信夫 吉田 幸 雄

群 馬 1左藤 賢 ― 海老原洋三 大須賀正臣 揖井  哲 海野 俊彦 栗原 貞夫 杉山 洋一
埼 玉 長谷川晏恵森 正博 鈴木 勲二 小畔  東 菅野 達也 小室駿―郎 渡還修―郎
千 葉 柏崎  旭 和泉 英雄 上野 正裕 伊井 正美 青木  寛 荒川  昇
東 二示 市 川 三男 磯部 健 次
神 奈 川 落合  寿 野畑  仁 進藤 隆博 下内 義光 実方  正
山 梨 望月 政廣 中村 位颯内和弘 根岸  昭 上 野 敦男 跡部 義幸 坂 本 久 男 岡  保和 大澤  徹 宇野 耕二
新 潟 田中栄三郎 宮地 正樹 小泉  正 滝沢 強― 山中直樹 佐藤  義雄
富 山 松儀 薫山本 欣― 青 塚 与 市 福田 正義 大島 哲夫 高木 義貝リ 並木  孝 守田  平 武田 孝志
石 サ|| 南 真二山野 ll 濱   徹朗 長柄 勝美 佃野 槙山本 政― 安田 俊彦

井 川蟷 ―男大島 普夫 東  哲郎 竹村 光雄 松下幸三郎 村 田 嘉 孝 宇佐美賢樹天谷 直樹 大野  勉
長 野 高格 重遺渡辺 伊八 イlll仁 再角千明 竹内 長生 藤沢 晏僣山浦 海 沼 清 美

岐 阜 杉山 道昭 近藤 普潤 田中  猛 ,t野 =自 R 水崎  明 高橋 伸郎 渡辺 重彦福島 寛司 宮崎 満彦武藤 哲夫 本田 修也
静 岡 田ロ ー易白井 二郎 望 月  正 山崎 博 R召 本 隆雄 織 田 元泰 来田 1治 山ロ ー三
愛 知 佐藤政治木下E弘 豊田昌弘 高非 饉三浦野 誠 飯田 幸彦 自井 正 己 吉田  武 舘 螢 書田 晃中野 首子 浅野 溢夫

重 小II十 美生I閂智生 古山 博典 岩下紀久雄 橋本 久笠井 裕敬 近藤 和也
滋 賀 田村 耕造 太田 邦夫 橘高 章寺村 新憎 川端  弘 東  勝祐 清水興 八郎 福井  貢
一宗 都 城戸 秀夫日本 8行 増田  潔 前田  勉 吉本  勉 山本世志男
大 阪 松下 邦夫高橘 富 白銀 茂夫 林田 昭

=橘
爪 静夫 小久保昇治 梶本 照夫神内 陸司 渡邊 文―前田 嘉昭

兵 庫 大西 邦夫 谷 口啓二郎 桂   贋保 伊藤 正廣 阪本 勝彦
良 奥田 悦夫 吉田 公也 岡本  均 日本 略1と村忠生 吉井 弘侑 山本   勝

和 歌  山 力鬼 1男 古谷 多市 菅谷  茂 岡本  勝 阿部 健男 前日 良i笠原悌二鵬 中  公之
鳥 取 ′

Jヽ 谷 英 一 松田 信穂 山田 廉宮部妃佐雄 足立 猛佐々 木政顕
島 根 飯田 光飯塚 孝 稲村 榮― 佐々 木季治井山 充弘 高橋  肇 岩成 秀彦1ヽ西 益之
岡 山 中山 重義 大西 富男 吉田 五平 木 繁男中野 綺英 古市 誠 桐 古河 正 道 馬場 克彦 森下 弘志
広 島 伊藤 秀樹 種11 1明 吉田 善紀 岡 田 孝章 松尾 俊之東 昌弘 脇  康治 田平  ―眺 松田 義成
山 口 自松 寿人岡村 義昭 前田 勇四 今橋  靖 刀 島津 宗隆
徳 島 久保駿三郎 森 勝 須見 敬二 平尾 隆信 津田 ―弘 簡井 豊祐 居 上 雅 美 大津 靖弘原田 久 加藤  千明
香 山口 寮式 杉岡 保之 堤 仁 益田  勉 松橋 次秋
愛 媛 大澤  哲 石丸  博 田中 國雄 國田 利明 野澤 善浩
一呂 知 前田 多聞 山岡 友重 沖野 吉克 秦泉寺 明 中平 勝也

岡 田畑  淳二 永吉 博義 合原 正登花8 年弘 吉田 秀男 船津 正明梅野 哲雄 原野  雅
佐 賀 田中 邦秀夫欠保義高 三 浦 英 夫 畠山 忠郎椙浦 賞 荒巻甲子郎

=原

 照明木原 山田 満男 宮原 毬明薇偽 正允
長 崎 本多  守 田中 重正 野田 憲佑 松尾 修三 大河内邦昭竹山 廣 長池 良昭松本 踊

本 大竹 和之中村 昭男 後藤 良勝白土 長幹 星子 孝之 池松  典彦 工本 武雄
大 分 志貫 蒲己安藤 應 古賀 文敏 池邊  明文 山本 清次襦島 幹郎 岩田 満之 演本 俊夫 糸永 隆章 福山 一夫
宮 崎 高山 薇孝坂本 松田 義信 松井 利― 飛松 義久 中田 忠後藤 敏郎
鹿 児 島 今村 博美田之上市雄 瀬口 紀穂 松山 良弘 竹之内 要 堀之北重孝 會田  彰 面 111 織 化

沖 縄 照屋 寛哲 平良 親徳 金城 昭七 嘉手川繁二 伸村 春憲 輿那嶺良栄 全城文真商
4ヽ 計 34 32



―

望

ｏ
ｌ

専門部関係 (S63～ H10年度)

専門部 。年度 S63 Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10

陸 上 小日島哲哉・依田良春 森 茂 山本  明 坂 本 阿久津 巌

体 操 新 井 澄 夫 平岡 宕峯 久保 貴裕 田口 四郎・田中 武彦

水 泳̈ 縄田 研吾 長野 昭夫 津田 孝男 川端 理功

バスケットボール 宇田川博光 徳永 ―芳.坂上 季男 石井弘司.全子久男.阿部昭二 金森  久 北村  透 町 口 俊―

バレーボール 阿久津正之 南  嘉栄 甲斐 次郎.久長 ―善 大橋 克巳・竹内 定雄

卓 球 酒 見 泰介 後藤  淳 吉 崎 久 治

ソフ トテニス 網中 正昭 西 塔 克美 伊野 二彦 伊藤 幸雄 堀田 壽―

ハンドボール 伊藤 和夫,日 野  博 三 浦 公 佐野 和夫 須藤 健児・金原  至 Flオ寸 久 佐分 正 典 住尾  勉

サ ッ カ ー 加 藤 三郎 清 水 員事 鈴木 勇作 三澤 好章 高田 久行.松本 好市

ラ グ ビ ー 堤  治美 角田  進.4ヽ沢 直遣 石 丸 克 巳

バ ドミン トン 森 田 精 ― 南  直治 遠 井 稔男 大世古吉弘 鈴木 祐 司

ソフ トボール 竹 内 増田 正史 伊藤違也.河野裕充,山本善1召 大黒 賢時 高橋 清生

撲 高松松之介 竹内 英夫 越智 柾友 村岡 満蔵

柔 道 加藤 秀雄 石光 孝彦

ス  キ  ー 清水 國通 松澤 徳雄 石 塚 達也 渡辺 誠 三 E同道夫.林蓋彦飯)召信 芝崎正之精水明性.#却晰男 林
圭
曰 川 島 正彬

ス ケ ー ト 太田 昌光 工藤 鉄弥 沼館 健二 町 田 正 義 泉  為人 岩 見 秋 夫 山崎  猛 松崎  徹

,曹 艇 佐藤 恒雄・竹内 隆 塩野谷 等 柳  健治 洋 一

貪」 道 加藤 淳二 太田  責 山崎 興― 矢嶋 章司 岡村 忠典

レス リング 加藤  昭 馬 場 利 宗 家 島 啓 二

弓 道 山下  真 斎藤 節朗

テ  ニ  ス 古 川 ,専 山本宗五郎 関沢敏美拓栞1'奈稲

栞
ユ 山 渡辺  勝 国沢 鎮 雄 片岡 匡 三 山口 強.津田 昭二 足達 敏則

自 転 車 土屋 益夫.伊東 光二 氷田 正 男 鳥居 彦之 増田 英二

ボ クシング ―ノ瀬 博 佐藤 貞二 水澤 研 ― 市野川 賞

ホ ッ ケ ー 井止信太郎・佐野 八郎 成田 幸 昌 田村 一成 猪俣  健 高橋 修―

ウエイトリフティング平川 義美,寺本 繁次 西村 文雄 ―郎 濱名 言寅 石平 快三

ヨ  ッ  ト 澄田 秀夫

フェンシング 長尾 正男・村上 謹司 大澤 文男.稲村 隆郎 小久保敦央 佐部 成男

空  手  道 金井 秀― 谷澤 ―雄・秋野 治夫

アーチェリー 里見 達人

な ぎ な た 向窪  督 安尾宏―郎・田中 紘人

石升 究 京増 敏朗 深澤 孟雄 菅野  清 小林  慢 松本 泰昌

定  通 制 市 川 重尚 元  和臣 鈴木 淑雄 池永 武昭 向原 敬騎

ノ
Jヽ 計

14

合  計 45 54 47



全国高等学校体育連盟

規 程 集

1998

全国高等学校体育連盟



第 1条

第 2条

全国高等学校体育連盟規約

第 1章名称及び事務所

本連盟を全国高等学校体育連盟と称する。

本連盟の事務局を東京都千代田区永田町2-16-2

(星陵会館内)におく。

第 2章目的

第3条本連盟は高等学校における体育の健全な発達を図ることを目的とする。

第 4条

第 5条

第 6条

第 3章事業

本連盟は第 3条の目的達成のため次の事業を行う。

1.高等学校体育に関する審議会の開催

2.高等学校生徒の諸体育大会の開催

3.高等学校体育に関する調査研究

4.高等学校スポーツの国際交流

5。 体育諸団体との連絡

6。 その他本連盟の目的達成に必要な事項

第 4章組織

本連盟は都道府県高等学校体育連盟をもって組織する。

なお、都道府県高等学校体育連盟は地域ごとにプロック高等学校体育連盟を組織

することができる。

本連盟に次の競技の専門部をおく。その細則は別にこれを定める。

陸上、体操、水泳、バスケットボール、バレーボール、卓球、ソフトテニス

ハンドボール、サッカー、ラグビー、バ ドミントン、ソフトボール、相撲、

柔道、スキー、スケート、漕艇、剣道、レスリング、弓道、テニス、登山、

自転車、ポクシング、ホッケー、ウエイトリフティング、ヨット、フェンシング、

空手道、アーチェリー、なぎなた
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第 5章役員

第 7条  本連盟に次の役員をおく。

1.会長 1名     2.副 会長若干名   3.理 事長 1名

4.副理事長若干名  5。 理事若干名 (内常務理事若千名)

6.監事 2名     7.顧 問若干名    8。 専門部委員若干名

第 8条  会長、副会長は理事会において推薦する。

会長は本会を代表し会務を総轄する。

副会長は会長を補佐し会長事故あるときは職務を代行する。

第 9条  理事は各都道府県高等学校体育連盟より選出された 3名及び本連盟専門部長を

もってこれに当てる。なお会長は理事会の議を経て理事を委嘱することができ

る。理事は本連盟の会務の審議執行に当る。

第10条  理事長、副理事長は理事これを互選する。常務理事は理事会の議を経て会長これ

を委嘱する。但し、都道府県高等学校体育連盟の各地にわたることを要する。

理事長、副理事長、常務理事は会務の処理に当る。

第11条  監事は理事会において推薦し会長これを委嘱する。監事は会計を監査する。

第12条  顧間は理事会において推薦し会長これを委嘱する。顧間は重要事項に関し会長の

諮問に応ずる。

第13条  専門部長は会長これを委嘱する。専門部長は当該部の事務を処理する。

第14条  役員の任期は2カ 年とする。ただし重任を妨げない。

補欠によって就任した役員の任期は前任者の残任期間とする。

第 6章会議

第15条  理事会は会長これを招集し、予算、決算、事業その他重要事項を審議決定する。

監事は理事会に出席し、意見を述べることが出来る。

第16条  理事会の招集を待てない緊急な事項が生じたときは、常務理事会が代行し、次の

理事会に報告する。

常務理事会は会長これを招集する。

第17条  会長は会務の運営上必要に応じ、加盟する都道府県高等学校体育連盟会長及び専

門部長を招集することができる。

第18条  理事会及び常務理事会は総員の2分の 1以上の出席がなければ開くことが出来な

い。ただし委任状は認める。会長は理事会の議長となり、また常務理事会の議長

ともなる。
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第 7章会計

第19条  本連盟の経費は各都道府県高等学校体育連盟の負担金、寄附金その他の収入を

もってこれに充てる。

第20条  本連盟の会計年度は4月 1日 に始まり、翌年3月 31日 に終わる。

第21条  予算は常務理事会これを編成し、理事会の承認を得る。決算は監事の監査を得て

理事会の承認を得なければならない。

第 8章事務局

第22条  本連盟に事務局をおく。事務局の規則はこれを別に定める。

第 9章附則

第23条  本連盟加盟校は本連盟主催または後援する以外の全国大会には本連盟の承認を得

なければ出場することが出来ない。

第24条  本規約は理事会の議決によらなければ変更することが出来ない。

昭和 23年 6月 施行する。

昭和 58年 5月 25日 一部改正

昭和 63年 5月 25日 一部改正 (ア ーチェリー部加盟 )

平成元年 5月 26日 一部改正

平成 4年 11月 6日 一部改正 (な ぎなた部加盟 )
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全国高等学校総合体育大会

中央委員会規程

第 1章名称

第 1条  この会は全国高等学校総合体育大会中央委員会 (以下、委員会という)と 称する。

第 2章 目的

第 2条  この委員会は全国高等学校体育連盟 (以下本連盟という)の事業のうち、全国高

等学校総合体育大会の企画ならびに運営に関する事項を審議し、その事務を処理

する。

第 3章組織

第 3条  この委員会は次の委員をもって構成する。但し、必要に応じ臨時委員をおくこと

ができる。

1)本連盟専門部より各 1名 (部長または部長指名のもの)

2)本連盟 9地域より各 2名 (地域推薦)

3)本連盟の会長、副会長 (若千名)、 理事長、副理事長

4)学識経験者 (会長指名)

第 4章役員

第4条  この委員会に次の役員を置く。

1)委員長 1名

2)副委員長 1名

3)常任委員若干名

第 5条  委員長は本連盟会長がこれにあたる。

第 6条  副委員長は会長の指名による。常任委員は委員会の互選による。第 7条役員の職

務は次の通りとする。

第7条  役員の職務は次の通りとする。

1)委員長はこの会を代表し、会務を統轄する。

2)副委員長は委員長を補佐し、委員長事故あるときはその職務を代行する。

3)常任委員は委員長の指示に従い、常務を執行する。
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第 8条  委員会の委員および役員の任期は lヵ 年とする。但し重任を妨げない。補欠に

よって就任した役員の任期は前任者の残任期間とする。

第 5章会議

第 9条  委員会は、委員長が招集して議長になる。

第10条  委員会は第2条の目的に従って重要項目を審議決定し、本連盟理事会の承認を受

ける。

第11条  委員会は委員総数の過半数が出席しなければ開会することが出来ない。

第12条  緊急事項で委員会に附議することが出来ないときは常任委員会が代行し、次の委

員会に報告し承認をうける。常任委員会は委員長が招集する。

昭和 38年 4月 1日 より施行する。
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全国高等学校総合体育大会

検討委員会規定

(総  則 )

第 1条  全国高等学校体育連盟規約第 3条 に基づいて、この委員会を設ける。第2条委員

会は全国高等学校総合体育大会検討委員会と称する。(以下委員会と称する。)

(目  的 )

第 3条  委員会は全国高等学校総合体育大会の基本方針にについて審議し、立案すること

を目的とする。

(構  成)

第4条  委員会は全国高等学校体育連盟理事より選出された委員をもって構成する。

委員は各地域より1名、専門部より若干名、会長指名若干名とする。

(委員長及び委員 )

第 5条  委員会の委員は会長が委嘱し、理事会に報告する。

第 6条  委員長は委員の互選による。委員長は委員会を統括し、委員会の会務を処理する。

第 7条  委員長に事故あるときは、委員長の指名した委員がその職務を代行する。

(任  期 )

第8条  委員の任期は理事の任期に準ずるものとする。

(会  議 )

第 9条  会議は委員長が招集し、その議長となる。委員会は随時開催するものとする。

第10条  委員会の決定事項は中央委員会及び理事会に報告する。

(本規定の変更 )

第11条  本規程の変更は理事会の承認を得なければならない。

(附  則 )

第12条  本規定は昭和 54年 5月 30日 より発効する。
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全国高等学校総合体育大会開催基準要項

1.総  則

全国高等学校総合体育大会 (以下「大会」という。)を開催し、運営するためにこの基準

要項を定める。

2。 目  的

大会は、高等学校教育の一環として高等学校生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、技能

の向上とスポーツ精神の高揚を図り、心身ともに健全な高等学校生徒を育成するとともに、

高等学校生徒の相互の親睦を図ろうとするものである。

3。 主  催

大会の主催は、全国高等学校体育連盟 (以下「本連盟」という。)開催地都道府県・同教

育委員会および関係競技種目別全国統轄団体とする。

各競技会については、会場地市町村 。同教育委員会を含めたものとする。

4。 後  援

(1)大会の後援は、文部省・日本体育協会 。日本放送協会とする。

(2)競技別大会の後援は、上記 (1)の他に開催地都道府県体育協会及び開催会場地体

育協会を加えることができる。

5。 主  管

競技種目別大会の主管は、本連盟競技専門部。開催地都道府県高等学校体育連盟及び関係

の都道府県競技種目別団体とする。

6.協  賛

大会に協賛する団体、企業等は別に定める本連盟の大会協賛に関する申し合せ事項に基づ

き大会協賛に加えることができる。

7.大会開催の順序 と地域区分

(1)大会は毎年開催し、開催の順序は下記のとおりとする。

(2)大会は夏季 。冬季の各季別に分けて開催する。
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(3)夏季大会の開催は原則として本連盟の定める次の地域内とする。

ただし、冬季大会は二地域以上で開催することができる。

(4)大会は東、中及び西の地域内の順序で開催 し、地域内においても小地域の輸番を原

則とする。

(5)東、中及び西の地域並びにプロックの区分は、次表のとお りとする。ただし、冬季

大会については適用 しない。

地  域 プロ ック 都道府県名

東

北海道

,モ  ヨヒ

関 東

北海道

青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島

茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・神奈川・山梨

中

北信越

東 海

近 畿

新潟・富山・石川・福井・長野

岐阜・静岡・愛知・三重

滋賀・京都 。大阪・兵庫・奈良・和歌山

西

中 国

四 国

九 州

鳥取・島根・岡山・広島・山口

徳島・香川・愛媛・高知

福岡・佐賀・長崎・熊本 。大分・宮崎・鹿児島・沖縄

8。 大会開催申請書の提出について

(1)大会の開催を希望する都道府県高等学校体育連盟は、プロック内の各都道府県高等

学校体育連盟と緊密な連絡調整を図り、都道府県高等学校体育連盟と開催地都道府

県教育委員会とが連署のうえ、本連盟あて申請書を提出する。

(2)開催申請書の提出は、夏季大会・冬季大会とも大会開催年度の4年前の4月 1日 か

ら6月 30日 までの間とする。

(3)開催申請書の様式及び添付書類は、別に定める。

(4)開催申請書の提出方法について、上記 (1)項によることができない場合は、本連

盟として審議し対処する。

9。 大会開催地の決定

(1)本連盟は、前項の申請などに基づいて全国高等学校総合体育大会中央委員会 (以下

「中央委員会」という。)で審査し、大会開催地を内定及び決定し本連盟理事会の承

認を受ける。
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大会開催地並びに実施競技種目とその会場地の内定は、大会開催年度の 4年前、決

定は3年前の 6月 30日 までとする。

大会開催地を内定及び決定した都道府県が、不慮の災害などで開催不可能となった

場合は、その都度中央委員会で審議決定し本連盟理事会の承認を得るものとする。

10。 大会の開催時期及び期間

(1)夏季大会は8月 中、冬季大会は 12月 から2月 までの間を原則とする。

(2)各競技種目別大会の期間は4日 以内とする。ただし、トーナメント競技ならびに選

手の健康管理上などの理由で、4日 をこえる場合は、中央委員会の承認を得なけれ

ばならない。

，

“

(3)

11.大会の内容

(1)競技は次のとお りとする。

(ア)夏季大会 (28競技 )

陸上競技・体操・水泳・

ス・ハンドボール・サッ

艇・剣道・レスリング・

ケー・ウエイ トリフティ

なぎなた

(イ )冬季大会 (4競技 )

バスケットボール・バレーボール・卓球・ソフトテニ

カー・バ ドミントン・ソフトボール・相撲・柔道・漕

弓道・テニス・登山 。自転車競技・ボクシング・ホッ

ング・ヨット・フェンシング・空手道・アーチェリー・

スキー・スケート・駅伝競走・ラグビー

(2)各競技種目は学校対抗戦を原則とするが、個人戦も実施することができる。

(3)各競技種目の参加人数は、大会期間中に競技が終了することを限度として中央委員

会で決定する。

(4)大会期間中に各種研究集会、協議会、表彰式などを行う場合は中央委員会の承認を

得なければならない。

12。 大会参加資格

(1)選手は、学校教育法第 1条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。

(2)選手は、都道府県高等学校体育連盟に加盟している生徒で、当該競技要項により全

国大会参加の資格を得たものに限る。
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(3)ア。年齢は大会開催年度の 4月 2日 現在で、 19歳未満のものとする。

ただし、出場は同一競技 3回 までとし、同一学年での出場は 1回 限りとする。

イ.特例として、この第 3号アに定める年齢制限について、中国残留 日本人孤児及

びその子女については撤廃する。

(4)チ ームの編成において全 日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認

めない。

(5)統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認

める。

(6)転校後 6ケ 月未満のものは参加を認めない (外国人留学生もこれに準ずる)ただし、

一家転住などやむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認可があれ

ばこの限りでない。

(7)出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び所属する高体

連会長の承認を必要とする。

(8)参加資格の特例

ア、上記(1)(2)に 定める生徒以外で、当該競技要項により大会参加資格を満たすと判

断され、都道府県高等学校体育連盟が推薦 した生徒について、別途に定める規

定に従い大会参加を認める。

イ、上記(3)ア のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生

徒の出場は、同一競技 3回限 りとする。

[大会参加資格の別途に定める規定]

1、  学校教育法第 82条の 2、 83条の学校に在籍 し、都道府県高等学校体育連盟の大

会に参加を認められた生徒であること。

2、 以下の条件を具備すること。

(1)大会参加資格を認める条件

ア、全国高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重する

こと。

イ、参加を希望する専修学校及び各種学校にあっては、学齢、修業年限ともに高等

学校 と一致していること。また、連携校の生徒による混成は認めない。

ウ、各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、

全国大会への出場条件が満たされていること。
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工、各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧

問教員の指導のもとに適切に行われており、活動時間等が高等学校に比べて著

しく均衡を失していず、運営が適切であること。

(2)大会参加に際し守るべき条件

ア、全国高等学校総合体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目大会申し合わせ事

項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。

イ、大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故の発生に

備えて傷害保険に加入しておくなど、万全の事故対策を講じておくこと。

ウ、大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。

13。 大会役員

別に定める基準表による。

14。 大会標章

(1)大会の標章は、昭和 24年に制定された本連盟標章を使用するものとする。

(2)標章は、本連盟の許可なくしてみだりに商品、商業広告、宣伝等に利用してはなら

ない。

(3)標章に関しては、「本連盟マーク使用規程」による。

15。 競技の運営

各競技の運営は、本連盟各競技専門部と各競技別全国統轄団体及び開催地実行委員会と

が、密接な連絡をとりながらこれにあたる。 |

16。 実行委員会

(1)開催地都道府県は大会のために実行委員会を設置する。

(2)実行委員会の規程には、次の内容を明記する。

ア.名称イ.目 的ウ。組織工。役員オ.管掌内容力。経理方法キ。その他必要な事項

(3)実行委員会は、事務局を設ける。

(4)実行委員会は、次の事項について中央委員会の承認を得なければならない。

ア.実行委員会規程と実行委員会役員

イ。大会運営の予算及び決算

ウ.競技施設の計画
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工.式典の方法

オ.宿泊料金

力。参加章及びポスターの図案

キ.高体連マークの使用について

ク.報告書の作成

ケ。その他中央委員会で必要と認める事項

(5)会場地市町村の実行委員会は、開催地都道府県が必要と認める場合は設置すること

ができる。

17.各競技種 目の実施要項

(1)大会で実施する競技種目については、本連盟各専門部と開催地実行委員会が協議し、

実施要項案を作成し夏季・冬季大会とも、前年度の 10月 までに中央委員会に提出

する。

(2)各競技種目の実施要項に記載する内容は次のとおりとする。作成にあたっては、別

に定める実施要項基準に定める。

ア.実施期日  イ。会場     ウ。競技規程と方法  工。参加資格

オ.参加制限  力.申込み方法  キ。参加料      ク.表彰

ケ.宿  泊  コ。その他必要な事項

(3)各競技種目の実施要項及び申込み用紙は夏季大会については、4月 20日冬季大会

については、10月 1日 までに開催地都道府県実行委員会より、各都道府県高等学

校体育連盟事務局宛に送付する。

18。 参加申込み

(1)都道府県大会、または地域大会において選抜または選考されたものについて、都道

府県高等学校体育連盟会長は当該校長と連署して所定の様式により定められた期限

までに、開催地実行委員会宛に都道府県高等学校体育連盟会長の責任のもとに申込

むものとする。上記以外の申込みは認めない。

(2)申込み期限は中央委員会で決めるが、原則として開催日の4週間前とする。

(3)申込みの詳細については、各競技種目の要項の記載に従う。

(4)上記の申込み期限を過ぎた場合は参加できない。
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19。 大会参加料

(1)大会参加者は参加料を納入する。

(2)参加料の額は中央委員会で決定する。

(3)参加料は会場地実行委員会に納入する。

(4)参加料は大会の競技種目別大会運営費にあてる。

20.大会参加章

(1)参加章は大会に参加した大会役員、競技役員、運営役員及び補助員と都道府県選手

団本部役員、選手、監督、及び報道員並びに会場地実行委員会が必要と認めたもの

に支給する。

(2)参加章は大会参加を証するもので、総合開会式を除くすべての競技会場に入場する

ことができる。ただし会場の都合により入場を制限されることがある。

(3)参加章の意匠は毎年新しくし、各競技同一とする。ただし、冬季競技についてはこ

の限りでない。

(4)参加章の意匠は中央委員会で決定し、開催地実行委員会が作成する。

21.大会の式典

(1)夏季大会の総合開会式は原則として陸上競技場で行い、各競技種目の参加を原則と

する。ただし、遠隔のため参加が困難と認められた場合は別にそれぞれの会場で各

競技種目ごとに開会式を行うことができる。冬季大会の開会式は各会場で行う。

(2)夏季大会の総合開会式に参加した競技種目が、特に必要と認める場合は別に各競技

種日ごとの開会式を行うことができる。

(3)閉会式は原則として、それぞれの各競技種目ごとの競技会場で行う。

22.表  彰

各競技とも、上位入賞者に大会々長より賞状及びメダルを授与する。団体優勝校には、本

連盟会長杯及び文部大臣杯を授与する。各競技種目ごとの入賞数は、各競技別の実施要項に

定める。

23.プログラム

(1)プログラムは競技種目別プログラムとする。

(2)各競技種目別大会プログラムには、商業広告を掲載することができる。掲載した広
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告料の収入は会場地実行委員会が収受する。

(3)プ ログラムは有料で頒布することを原則とする。ただし、次については無料とする。

ア.競技別競技団体

イ.競技役員

ウ。都道府県選手団本部

工.競技種目別都道府県代表総監督、監督

オ.参加校各校につき (団体 )

(関係種目のみ)5部

(関係種 目のみ)1部

(全競技種目 )2部

(関係種 目のみ)1部

(関係種目のみ)2部

力.報道関係者申込み数の 1/4部ただし単独競技取材社  (関係種 目のみ)1部

キ.本連盟 (全競技種 目 )6部

24.都道府県選手団本部役員編成

(1)都道府県選手団本部役員の編成は、各都道府県高等学校体育連盟が次の基準により

編成する。

ア.夏季大会は団長、副団長、総監督、総務合わせて 10名以内

イ.冬季大会は団長、副団長、総監督、総務合わせて 5 名以内

(2)都道府県選手団本部役員の参加申込みは、開催地実行委員会事務局に申込まなけれ

ばならない。

25。 大会の経費

大会の準備ならびに運営のための経費は国庫補助金、開催地都道府県補助金、会場地市町

村補助金、本連盟負担金、助成金、参加料、入場料、寄附金、協賛金等でまかなう。

26. 宿   ,自

(1)都道府県、本部役員、選手、監督及び大会役員、競技役員及び報道員の宿舎は、開

催地実行委員会が準備し配宿する。

(2)競技種目別参加者の宿舎はなるべく実施会場に近い周辺に選定する。

(3)宿舎は旅館を原則とするが、寮、寺院、民家等を利用することができる。(4)1人

の宿泊に要する広さは、少なくとも消防法の定める限度を下回ってはいけない。

(5)宿泊料金は開催地都道府県実行委員会が予め旅館組合と協定したものについて、大

会開催の前年に中央委員会で決定する。

(6)宿泊の申込みについては、所定の様式により都道府県高等学校体育連盟会長の責任

のもとに期日までに申込むこと。
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(7)宿泊申込み人数については、エントリーした選手、監督以外の申込みをしてはなら

ない。

27.交  通

開催地都道府県実行委員会は、できる限り大会参加者の参集及び競技会場への必要な交通

上の便宜を計るものとする。

28.報  道

(1)報道員の範囲は新聞社、雑誌社、ラジオ、テレビ、ニュース映画社の所属社員で日

本新聞協会、雑誌協会、写真記者協会、ニュース映画記者協会にそれぞれ加入して

いるもの及び主催者が許可したものに限る。

(2)報道員に開催地都道府県実行委員会で作成した腕章を貸与し、その腕章によって各

会場に入場し取材することができる。各会場では指定された場所で取材しなければ

ならない。

(3)放送に関しては日本放送協会との協定による。
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全国高等学校総合体育大会大会役員編成基準表

文 部 省 日本体育協会 全国高体連 開 催 県 県高体連 県体育協会 県競技別団体 開催地実行委員会 NHK
名 誉 会 長 本

バ 長

名誉副会長 知 事

△
ム 長 入

ム 長

副 会 長 副 会 長 会  長

名 誉 顧 問 文 部 大 臣 会  長

顧 問

文部政務次官 副 会 長 顧  問 県議会議長 教育委員長 顧   問 会  長 会  長 市 (町)長 放送総局長

文部事務次官 理 事 全国高校長協会会長 副 知 事 教 育 長 顧  問 市(町 )議会議長 放送事業局長

初等中等教育局長 事 務 局 長 出 納 長 報道局担当局長
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全国高等学校体育連盟

基本問題検討委員会規定

(総  則 )

第 1条  全国高等学校体育連盟規約第 3条 に基づいて、この委員会を設ける。

第 2条  委員会は全国高等学校体育連盟基本問題検討委員会と称する。(以下委員会と称する。)

(目  的)

第 3条  委員会は全国高等学校体育連盟 (以下本連盟と称する)の運営について、その基

本方針、その他重要事項を審議し、立案することを目的とする。

(構   成 )

第4条  委員会は本連盟理事の中より選出された者をもって構成される。委員は各地域よ

り1名、専門部より若千名、会長指名若千名とする。

(委員長及び委員 )

第 5条  委員会の委員は会長が委嘱し、理事会に報告する。

第 6条  委員長は委員の互選による。委員長は委員会を統括し、委員会の会務を処理する。

第 7条  委員長に事故あるときは、委員長の指名した委員がその職務を代行する。

(任  期 )

第8条  委員の任期は理事の任期に準ずるものとする。

(会  議 )

第 9条  会議は委員長が招集し、その議長となる。委員会は随時開催するものとする。

第10条  委員会の決定事項は理事会に報告する。

(本規定の変更 )

第H条  本規定の変更は理事会の承認を得なければならない。

(附  則 )

第12条  本規定は昭和 54年 5月 30日 より発効する。
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全国高等学校体育連盟

基本問題検討小委員会規約

第 1章 名称および事務局

第 1条  本会は、全国高等学校体育連盟基本問題検討小委員会と称する。

第2条  本会事務局を、全国高等学校体育連盟事務局内におく。

第 2章  目  的

第 3条  本会は、全国高等学校体育連盟基本問題検討委員会から委託された諸問題の整

理、検討および諸資料の提供を目的とする。

第 3章 組  織

第4条  本会は、全国高等学校体育連盟会長が委嘱したものをもって組織する。

第 4章 役  員

第 5条  本会に、次の役員をおく。

委員長 1名

副委員長 1名

委員若干名

第6条  委員長・副委員長は、全国高等学校体育連盟会長が委嘱する。委員長は本会を代

表し、会務を総括する。

副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故ある時はその職務を代行する。

第 7条  役員の任期は 1ケ年とし、重任を妨げない。

第 5章 会  議

第8条  本会は、必要に応じ随時召集し、開催する。

第 9条  本会の検討事項は、次の基本問題検討委員会に報告する。

第10条  本会は、会長が召集する。

第 6章 付  則

第H条  この規約は、平成4年 12月 15日 より施行する。
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全国高等学校体育連盟表彰規定

第 1条  全国高等学校体育連盟 (以下「全国高体連」と称する。)では全国高等学校の体

育・スポーツの普及振興に功績があった者等に対し表彰を行う。

表彰に関する規定は、下記の通りとし、その該当者を表彰する。

第 2条  前条に定める表彰の候補者は、次の各号から推薦するものとする。

(1)全国高体連会長・理事長

(2)都道府県高体連会長・理事長

(3)全国高体連専門部長

(4)その他特に功績のあった者

第 3条  表彰者の選考は表彰審査委員会が行い、常務理事会を経て、理事会の承認を得る

ものとする。

第4条  表彰は、理事会または全国高体連加盟団体長会において行なう。

第 5条  本規定表彰候補者推薦のための内規は別に定める。

第6条  経費は全国高体連一般会計より支出する。

附 則  本規定は、昭和 56年 4月 1日 より施行する。

昭和 59年 11月 16日 一部改正する。

平成 3年 5月 10日 一部改正する。
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全国高等学校体育運盟表彰規定内規

本内規は、表彰規定第 6条 により定めるもので、推薦にあたる者は次の方法で選考し推薦

するものとする。ただし、重複表彰はしない。

1、 次に該当する役員が退任の際は表彰するものとする。

(1)全国高体連会長・理事長

(2)都道府県会長・理事長

(3)全国高体連専門部長

(4)そ の他特に功績のあった者

2、 推薦者は各県高体連会長、専門部は各専門部長とする。

3、 事務手続きは以下の通 りとする。

(1)推薦書は毎年、 4月 中旬 。10月 中旬までに全国高体連事務局宛て提出する。

(2)推薦書の様式は次の通 りとする。

全国高等学校体育連盟表彰候補者推薦書

1、 表彰候補者

氏  名

生年月日

現住所

年       月       日  (    才)

TEL     (     )

転退職後の勤務先

TEL O
2、 推薦理由

役 職 名

役職期間       年     月 ～     年    月(   年間)

規定 第 2条 ― (      )

理  由

3、 表彰該当理由

4、 推薦者

氏  名

職  名

勤 務 先

5、 記載責任者

TEL     (     )
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全国高体運表彰規定申し送り事項

○現職 (在任中)は表彰しない。

〇年度をさかのぼっての表彰はしない。

○県内役員は表彰しない。

○ふさわしくない行為のあった者は表彰申請があっても表彰 しない。

○都道府県高体連理事長は 1年間では表彰 しない。

その他特に功績のあった者

1、 全国役員を10年以上を審査対象とする。(8年以上を目安とする)

2、 役員の場合、統括の委員長、副部長で部長に近く功績のあった者。

3、 統括の委員長歴、副部長歴に常任委員 (プロック代表)歴 を加算することができる。

4、 強化委員や普及指導員および専門部事務局長は除く。

平成 5年 10月 一部変更 (2、 3)
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全国高等学校体育運盟傷病見舞金規程

(趣  旨)

第 1条  この規程は、全国高等学校総合体育大会開催の趣旨にもとづき、選手・引率責任

者 (監督・コーチ)。 大会役員・競技役員の競技にかかわる傷病見舞金 (以下「見

舞金」という。)に関することを定める。

(事 務 局)

第 2条  この見舞金を取り扱う事務局は、全国高等学校体育連盟事務局内におく。

(目  的)

第 3条  この見舞金は全国高等学校総合体育大会の大会期間中におきた傷病に対しておく

るものとする。

(見 舞 金 )

第4条  この見舞金の経費は、各都道府県負担金の収入をもってあてる。第 5条見舞金の

額は、第 7条の規程による傷病見舞金審査会 (以下「審査会」という。)におい

て審査する。その基準は次の通りとする。

1.傷病見舞金

治療に3ケ 月以上を要するもの60万円以内

2.廃疾見舞金 100万円

3.死亡弔慰金 100万円

(請求手続 )

第 6条  見舞金を請求するときは、別紙様式による傷病等報告書に医師の診断書等を添

え、全国高等学校体育連盟会長に提出しなければならない。

(審  査 )

第 7条  傷病等報告書の内容の適否を審査し、見舞金額を査定するため、次の各号に定め

るところにより審査会を設ける。

1)審査会の構成は次のとおりとする。

審査委員長 1名

審査委員若干名 (医師を含む)

2)審査委員長、委員は全国高等学校体育連盟会長が、委嘱し任期は 1年 とする。

3)審査委員長は審査会を代表し、審査会を招集し、議長となり会務を総轄する。

4)審査会の運営に必要な事項は別に定める。
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(会  計)

第 8条  この見舞金の会計は、特別会計とする。

第 9条  この見舞金の会計年度は毎年4月 1日 に始まり、翌年3月 31日 に終わる。

第10条  この見舞金の会計は、全国高等学校体育連盟監事の監査を受け、理事会の承認を

得るものとする。

(規程の変更 )

第H条  この見舞金規程の変更には、全国高等学校体育連盟理事会の承認を必要とする。

附 則  1.こ の規程は昭和 49年 7月 1日 より施行する。

2。 一部改正については、昭和 55年 7月 1日 より施行する。
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全国高等学校体育連盟傷病見舞金審査会運営規程

第 1条  この審査会は必要に応じ、委員長が招集し、議長となる。

2.委員長が事故あるときは、委員長の指名する委員がその職務を行う。

第 2条  審査会は委員の半数以上の出席がなければ、審査会及び見舞金の決定をすること

はできない。

第 3条  審査会の議事については、会議録を作成しなければならない。

2.前項会議には、その都度、議長及び委員 1名が署名しなければならない。

第 4条  審査会の決定事項については、全国高等学校体育連盟 (以下「全国高体連」とい

う。)理事会に報告しなければならない。

第 5条  審査会の費用は、全国高体連一般会計より支出する。

第 6条  この規程に定めるもののほか、審査会に必要な事項は、委員会が全国高体連会長

と協議して定める。

この規程は昭和 49年 7月 1日 より施行する。
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傷病見舞金審査基準に関する申し合わせ事項

平成 3年 3月 6日 審査会において内藤理事長提案を全委員で了承したものである。

1、 あくまでも見舞金であることから、治療内容にこだわらないことにする。

2、 見舞金の算定に当たっては

入院 1日 につき4, 000円 (家族見舞金)

通院 1日 につき1, 000円 (交通費)

を目安として算出し、上限は規定の範囲内とする。

3、 見舞金の給付申請の中に入院日数及び通院日数を記入してもらうことにする。

4、 治療が長期にわたるものであっても、見舞金であることから再度給付することはじ

ない。

5、 申請をし、審査の結果、見舞給付の対象にならないケースの場合でも診断書手数料

などを支出していることを考慮し、 1万円位の見舞金を給付する。

※平成 3年 3月 6日 より施行する。
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全国高等学校体育連盟

弔慰規程

第 1条  全国高等学校体育連盟 (以下本連盟と称する)では、弔慰に関する規程を下記の

通り定め、その該当者に対し弔慰を表する。

第 2条  この規程は、本連盟の普及振興に功績のあった者が死亡した場合に贈る。

第 3条  前条で定める該当者には、花輪代または弔慰金および弔電をおくる。

第4条  この規程に定める以外で、会長が特に必要と認めた場合は弔電の意を表すること

ができる。この場合、事後理事会で報告する。

第 5条  経費は本連盟一般会計より支出する。

附 則  本規程は、昭和 56年 4月 1日 より施行する。
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全国高等学校体育連盟

専門部規程

第 1章 総  則

第 1条  この専門部規程は、全国高等学校体育連盟 (以下本連盟という)規約第 6条 によ

り、この規程を定める。

第 2章  目  的

第 2条  この専門部は都道府県高等学校体育連盟専門部 (以下各都道府県高体連という)

を統轄し、関係競技団体と提携し、その健全な普及発展を図ることを目的とする。

第 3章 事  業

第 3条  専門部は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

1)競技の指導、奨励

2)競技会の主管

3)研修会の主管

4)その他専門部の目的達成に必要な事項

第 4章 組  織

第4条  この専門部は、各都道府県高体連をもって組織する。

第 5章 役  員

第 5条  各専門部には、次の役員をおく。

1)部長

2)副部長若干名

3)その他、各専門部の必要に応じて役員をおくことができる。

2.役員については、学校教育法第50条第 1項に規定する校長・教頭 。教論の

職にあるものがあたる。
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第 6章 会  議

第6条  各専門部は必要に応じて会議を開催し、専門部の運営に関することがらについて

審議する。ただし、重要事項については、本連盟へ報告し、必要に応じて理事会

の承認を得るものとする。

第 7章 加  盟

第 7条  本連盟に加盟しようとする団体は、本連盟会長宛てに下記の書類を提出し、本連

盟理事会の承認を得なければならない。

1)加盟申し込み書

2)規約

3)役員の名簿・活動人員・学校名簿

附 則

この規程は、昭和 55年 11月 21日発効する。

昭和 60年 5月 29日 第 1次改訂

※申し送 り事項

全国高体連へ加盟 しようとする団体の目安は、都道府県高体連に専門部が 30県あって

(加盟 して)なお、実際に活動しているのが 40都道府県あるものとする。
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全国高等学校体育連盟研究部規約

第一章 名称及び事務局

第 1条  本部は、全国高等学校体育連盟研究部と称する。

第 2条  本部の事務局を関東高等学校体育連盟事務局当番県におく。

第二章 目     的

第 3条  本部は高等学校教育活動の一環として、全国高等学校体育連盟の目的を達成する

ため、高等学校の部活動に関する調査ならびに科学的研究を行い、高等学校体

育・スポーツの発展に寄与することを目的とする。

第三章 事     業

第4条  本部は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

1)全国研究大会の主管

2)各種審議会の開催

3)調査研究の指導、奨励

4)その他本部の目的達成に必要な事項

第四章 組     織

第 5条  本部は都道府県高等学校体育連盟研究部を以って組織する。

なお、都道府県高等学校体育連盟研究部は、地域毎に連合体を組織することがで

きる。

第五章 委     員

第 6条  委員は都道府県高等学校体育連盟の研究部長及び同委員長をあてる。

第六章 役     員

第 7条  本部に下記の役員をおく。

1)部長 1名

2)副部長若干名

3)常任委員 9名

4)監事 2名
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第8条  部長及び副部長は、本部の委員の中より選出する。部長は本部を代表し会務を総

轄する。副部長は部長を補佐し、部長事故あるときはその職務を代行する。第 9

条常任委員は、委員の中より各プロック1名ずつ選出する。

第10条  監事は委員会において推薦し、部長はこれを委嘱する。監事は会計を監査し委員

会に報告する。

第11条  役員の任期は2カ 年とし、再任を妨げない。補欠によって就任した役員の任期は

残任期間とする。

第七章 会    議

第12条  委員会は委員をもって構成し、年 1回全国研究大会開催時に部長が招集し必要事

項を審議決定する。

第13条  常任委員会は役員をもって構成する。常任委員会は部長が招集し、必要事項を審

議する。なお緊急事項が生じた場合は常任委員会で審議決定し執行する。執行に

ついては、委員会に報告しなければならない。

第14条  委員会及び常任委員会は、総数の 2分の 1以上 (委任状を含む)の出席をもって

成立する。審議については出席者の過半数をもって議決する。

第八章 会    計

第15条  本部の経費は、負担金、寄附金等の収入によってこれにあてる。

第16条  本部の会計は毎年4月 1日 にはじまり、翌年 3月 31日 におわる。

附 則

第17条  本規約は、委員会の過半数の議決を得なければ変更することができない。

第18条  本部の役員の選出は、全国高等学校体育連盟研究部規約内規による。

第19条  本規約は、昭和 58年 11月 18日 より施行する。

昭和 62年 11月 11日 第 1次改訂

平成 6年 10月 25日 第 2次改正
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全国高等学校体育連盟研究部規約内規

1.部長関東高等学校体育連盟事務局当番県より選出する。

2.副部長全国高等学校体育連盟研究大会開催地 (前年度。本年度・来年度)よ り選出する。

3.監事関東高等学校体育連盟事務局当番県の次期及びその次の県の委員があたる。

4.常任委員各プロック代表者があたる。

5.欠員の部分については補充を行う。
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全国高等学校体育連盟

研究大会開催基準要項

1.総  則

全国高等学校体育連盟研究大会 (以下「研究大会」という。)を開催し

運営するためこの基準を定める。

2.目  的

研究大会は、全国高等学校体育連盟に加盟する各都道府県高等学校体育

・スポーツ指導者が日頃の研究の成果を発表する機会を設け、又当面する問題について情報

交換の場と科学的研究を行い学校教育の一環として高等学校体育・スポーツの発展に寄与し

ようとするものである。

3.主  催

研究大会の主催は全国高等学校体育連盟 (以下「本連盟」という。)開催都道府県・同教

育委員会とする。又会場地が市町村の場合は会場地市町村・同教育委員会を含めることがで

きる。

4。 後援及び主管

(1)研究大会の後援は文部省とする。

(2)研究大会の主管は全国高等学校体育連盟研究部及び開催都道府県高等学校体育連盟

とする。

5。 研究大会開催、地域区分 と順序

(1)研究大会は、毎年開催し開催の順序は下記のとおりとする。

(2)研究大会は、東・中・西の地域内の順序で開催する。地域内においては小地域と連

絡を十分にとり調整する。

(3)東・中及び西の地域並びにプロックの区分は、次表のとおりとする
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区  分

地域 プロック 都 道 府 県

北海道 北海道

東 ,こ   1ヒ 青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島

関 東 茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉 。東京・神奈川・山梨

北信越 新潟・富山・石川・福井・長野

中 東 海 岐阜・静岡・愛知・三重

近 畿 滋賀・京都 。大阪・兵庫・奈良・和歌山

中 国 鳥取・島根・岡山・広島・山口

西 四 国 徳島・香川・愛媛・高知

九 州 福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄

6。 研究大会開催の申請

(1)研究大会の開催を希望する都道府県高等学校体育連盟は、同一地域内の都道府県高

等学校体育連盟と緊密な連絡調整をはかり、都道府県高等学校体育連盟会長名で、

本連盟あて申請する。

(2)申請書は、研究大会開催年度の 2年前の春季理事会までに提出し、理事会において

催地を決定する。

7.研究大会開催の期間

(1)研究大会は、毎年2月 に開催する。但し開催県の事情により変更することもできる。

その場合は、事前に理事会の承認をうけるものとする。

(2)研究大会の日数は2日 をこえないことを原則とする。

8。 大会の規模 と内容

研究大会は全体会、分科会とする。その内容については、開催県で十分検討し理事会へ提

案する。

但し研究主題については、別に定める。
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9。 研究大会の参加者

研究大会には、各都道府県高等学校体育連盟加盟校の教職員でクラブ、部

活動、対外競技、体育的学校行事等の指導運営にあたるもので、当該都道府

県高等学校体育連盟より推薦をうけたものとする。

10。 研究大会参加料

(1)研究大会参加者は参加料を納入する。

(2)参加料の額については理事会で決める。

(3)参加料は研究大会の大会運営費にあてる。

11.参加申込み

研究大会参加申込みについては、都道府県高体連を通じて別紙様式によって参加料を添え

て必ず申込むこと。

12.宿泊について

(1)宿泊の斡旋を希望するものは、別紙様式により都道府県単位で開催県へ申込むもの

とする。

(2)宿泊料金 1人円

13。 日  程

2日 間の中で全体会、分科会を開催する。

14。 経  費

研究大会の準備並びに運営のための経費については、開催都道府県補助金もしくは市町村

補助金、全国高体連負担金、助成金、参加料寄附金をもってあてる。

15。  附   員U

本要項は昭和 58年度 11月 18日 より発効する。
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全国高等学校体育連盟研究大会

役員基準表

会  長 全国高体連会長

副 会 長 全国高体連副会長開催都道府県高体連会長

名誉顧問 知事教育長開催地市長村長

開催都道府県教育長

顧  問 開催都道府県教育委員長開催市町村教育委員長

開催都道府県体育協会会長

参  与 全国高体連理事長都道府県高体連会長

開催都道府県教育委員会各課長

開催市町村教育委員会各課長

開催都道府県高体連副会長

委 員 長 全国高体連研究部長

副委員長 全国高体連副理事長全国高体連研究部副部長

全国高体連研究部事務局長開催都道府県高体連理事長

委  員 全国高体連事務局長都道府県高体連理事長

全国高体連研究部常任委員開催都道府県高体連副理事長

開催都道府県高体連研究部委員長
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高等学校競技者の在り方

全国高等学校体育連盟

高等学校における体育・スポーツ活動は、学校教育の一貫として実践されるものである。

したがって、その活動はアマチュア・スポーツマン精神に貝1り 実践されなければならない。

全国高等学校体育連盟は、競技者の保護と健全な体育・スポーツ活動の推進を図るため、

高等学校競技者の在 り方を次のように定める。

1.高等学校生徒としての本文を守 リフェアプレイの精神に徹する。

2.ス ポーツ活動をとおして自己研鑽に努める。

3.競技規則はもとより社会生活におけるルールを遵守する。

4.ス ポーツをとおしてお互いの友情を深めるとともに奉仕活動にも参加する。

5。 スポーツを行うことによって物質的利益を受けない。

6.ス ポーツによって得た名声を利用しない。

特に上記の第 5項、第 6項については、次の事項を遵守すること。

1.大 会参加により授与される賞金、高価な賞品を受領することはしない。

2.企 業等から入社契約金若しくはこれに準ずるものの前渡し、その他金品の支給、貸

与を受け又はその他の物質的利益を受けることはしない。

3.各 種大会に参加するための旅費その他の経費を、当該校関係又は大会主催者以外か

ら受領することはしない。

4.自 分の氏名、写真、競技実績を広告等に使用することはしない。ただし、全国高等

学校体育連盟が認めた場合を除く。

昭和 63年 5月 25日 より施行する。
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全国高等学校体育連盟
「マーク」委員会規程

(目  的)

第 1条  この委員会は全国高等学校体育連盟「マーク」(以下「高体連マーク」と称する。)

を管理するために設置する。

(業  務 )

第 2条  この委員会は「高体連マーク」を管理するために次の業務を行う。

(1)高体連マークを「全国高体連及び加盟専門部」「プロック高体連及び加盟専

門部」「都道府県高体連及び加盟専門部」が団体の標章および主管する大会の標

章として使用されるよう指導を行う。

(2)以外の使用について審議する。

(3)そ の他高体連マークに関すること。

(理事会の承認 )

第 3条  前項の業務を行うにさいし、あらかじめ理事会の承認を得なければならない。

(委員の選任 )

第4条  この委員会の委員は会長が理事会にはかり、理事の中から指名する。

(委員の任期 )

第 5条  この委員の任期は 2年 とする。但し重任を妨げない。

(記   録 )

第 6条  この委員会は「高体連マーク」の使用可否を審議した経緯を記録して保管する。

附 則  この規程は、昭和 55年 11月 21日 より発効する。
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全国高等学校体育連盟
「マーク」使用規程

(趣  旨)

1。 この規程は、全国高等学校体育連盟「マーク」(以下「高体連マーク」と称する。)委員

会規程により、マークの使用に関し、必要事項を定めた規程とする。

(委  託 )

2.委員会規程第 2条第 1項についての使用は、それぞれの長の責任に於て施行するものと

する。

(使用許可申請 )

3.高体連マークの使用にあたっては、全国高体連会長に使用許可申請書 (様式 1)を提出

し許可を受けるものとする。

ただし報道機関が報道を目的として使用する場合はこの限りでない。

(許可基準 )

4.高体連マーク使用にあたっては下記の基準による。

(1)高体連マークの使用にあたっては下記の基準による。

(2)公序良俗に反して使用してはならない。

(3)高体連マークの使用は良識を持って使用しなければならない。

(許可書の交付 )

5。 会長が第 3項による使用許可申請書を受理したときは、委員会に於て審査し、適当と認

めたものに対しては理事会にはかり、使用許可書 (様式 2)を交付する。

(仕様書等の提出)

6。 申請者は許可書の交付を受けたとき、速やかにその使用内容を明記した仕様書・原稿・

レイアウト等を会長あてに提出するものとする。

(許可条件の変更 )

7.高体連マーク許可書の交付を受けた者が、許可条件を変更するときは、あらためて会長

あて申請書を提出し、許可を受けるものとする。
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(許可の取消 )

8。 会長は申請者が高体連マーク使用許可条件に違反したと認められたときはその許可を取

り消すことができる。

また無許可使用の場合は理事会にはかり、処理をする。

(その他 )

9。 この規程に定めるほか、高体連マーク使用の取り扱いについて、必要と認める場合は、

会長が処理する。

図   面

水平でなければならない (平が条件)

直径 lmに 対して lcm
色→赤

日本色彩番号
1‐ 14‐ 10

自部は、llXl(中心線より)

(空間)

S
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(様式 1)

全国高等学校体育連盟

会長

平成

殿

住 所

申請者 名 称

代表者

高体連マーク使用許可申請書

高体連マークを下記のように使用したいので許可下さるよう申請いたします。

言己

1.使用対象物件

2.使用目的

3.使用方法

4.使用期間

5.業者名

6。 その他

(様式 2)

全国高等学校体育連盟

会長

高体連マーク使用許可書

平成 年 月 日付で申請のあった高体連マークの使用について、下記条件  で許可する。

1.使用対象物件

2.使用目的

3.使用方法

4.使用期間

5。 その他

6。 使用上守るべき事項

発     番

平成  年  月  日

殿
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(様式 3)

全国高等学校体育連盟

会長        殿

平成  年  月  日

住 所

申請者 名 称

代表者

高体連マーク使用事項変更許可申請書

平成  年  月  日付第   号により許可された事項について、下記の とお り変更

したいので許可されたく申請致します。

1.変更事項

2.変更理由

言己

(様式 4)

発    番

平成  年  月  日

殿

全国高等学校体育連盟

会長          印

高体連マーク使用事項変更許可書

平成 年 月 日付で申請のあった高体連マークの使用事項の変更について  下記の条件

を付 して許可します。

記

1.高体連マークの尊厳を傷つけないこと。

2.公序良俗に反して使用 してはならない。

3.高体連マークの使用は良識をもって使用 しなければならない。

4。 その他の規定に違反してはならない。
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広域通信制高等学校の高体運加盟登録についての申し合わせ

1. 高体連に加盟登録をしたいとする広域通信制高等学校 (以下広域高校)は、所在地の

都道府県高体連に加盟登録をする。

2. 高体連に加盟登録をした広域高校が、日常的、集団的に教育活動を連携して行ってい

る教育施設 (以下連携校)を、それぞれ単独で高体連に加盟させたい場合は、学校長は、

連携校所在地の高体連会長あて連携校代表者との連盟で加盟を申請する。

この場合、登録名称は、***高校 (広域高等学校名)○○○ (地方名又は、連携校

略名称)と する。

3. 都道府県高体連会長は、広域高校連携校を***高校○○○として加盟認定後は、都

道府県内の高体連活動において、連携校代表者を学校長の代理として扱うことができる。

4. 大会の引率者については、広域高校専任職員が当たることを原則とするが、連携校専

任職員で、広域高校講師等の資格を有し、学校長より運動部顧間として認定された者が

当たってもよい。

5。  大会に参加しようとする生徒は、当該大会の要項に定める参加資格の要件を満たして

いなければならない。

6. 高体連登録に関する分担金等の額は、各都道府県高体連の定めによる。

7. 全国大会、プロック大会等への生徒の参加は、すべて広域高校長の責任においてなさ

れるものとする。

8. 生徒のユニフォーム等の校名の表記については、高校名を中心に表し、連携校名等の

表記は、従的に表す。

9. 連携校に所属しない遠隔地の生徒については、本校所在地高体連に属するものとする。
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新規加盟の基準

1.都道府県高体連への加盟が30あ り、40都道府県以上の活動がある。(昭和 57年秋季理事

会承認)

2.上部団体組織がある。 (協会・連盟)

3.学校体育として適当であり、普及性がある。

(ク ラブ活動 として認められている)

4.大会運営の規模 (経費、参加人数等)

5。 大会の経過
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全国高等学校総合体育大会協賛に関する規定

1、 目  的

全国高等学校総合体育大会 (以下全国高校総体と言う)に協賛を申し出た企業又は団体は

(以下団体 と言う)か ら協賛を受け、全国高校総体 (総合開会式及び開催各競技種 目を含む)

の開催に必要な経費の一部に充当し、大会運営の一層の充実を図るために活用する。

2、 協賛団体の選定

全国高体連の設立の趣旨を十分に理解し、教育活動の一環として全国高校総体が開催され

ていることから、これを協賛するにふさわしい団体であることが要求される。

協賛を申し出た団体については、総体検討委員会において 3社程度を選考し、中央委員会

において選定する。

3、 協賛の内容及び条件

(1)協賛金等の額と支払方法

協賛金は、協賛する年度の全国高校総体に対して ¥211Cl,∞ 0,000と する。

支払方法は、契約時に協賛金の 1/3を 、開催年の 9月 に残額を支払う。

(2)協賛のメリット

日本体育協会加盟の各競技団体の協定と、開催地の条例及び会場等の使用許可条件を尊重

し、協賛メリットを与える。ここに示されていない事項については、全国高体連と協議 して

ここに定める。

(ア )印刷物 (広告掲載あるいは社名、製品名等の記載)

・総合開会式プログラム/入場券

。大会ポスター

・競技別プログラム (表紙裏、裏表紙・裏)

。大会ガイドプック

・総合案内バンフレット

・報道のしおり

。大会バンフレット

・テレフォンガイドブック
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・大会告知ポスター

・テレフォンカードホルダー

・開催要項書

・競技別ポスター (新設)

。募集ポスター (ス ローガン、ポスター、シンポルマーク、大会関係作詞・作曲など)

・報告書

(イ )看板類 (ト レードマークあるいは社名等の掲示)

。開会式場内スタジアム看板及び入場ゲート看板

・開会式場内歓迎看板/歓迎塔看板/ア ーチ/案内看板

・開会式会場周辺案内看板

・競技別会場内看板/ス タジアム看板

・競技場外看板/ア ーチ

・会場案内看板及び周辺案内の看板

・大会告知看板/横断幕/たれ幕

(ウ )制作物類 (制作費は協賛社負担)

・うちわ

。チューリップハ ット

・のはり

・ビニール製手提げ袋

・ビニール製着替え袋

・土産物用歓迎袋

・クッション

・Tシ ャツ等着衣類

(工)土産物類 (提供物は協賛社負担 )

・地元名産品 (非協賛社対象 )

・製品

。観光ガイ ドブック (非協賛社対象 )

。スクイズボ トル (協賛団体別)

。名札

・シューズ入れ
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(オ )製品無料提供 (サ ンプリング)

協賛団体のものに限る。この場合、無料提供する製品に全国高校総体に協賛して

いる旨の字句使用は許される。

(力 )製品優先販売権

売店許可条件の範囲で優先的に認められるが、地元産業との調整を図 り、円満に

業務が遂行できるように配慮する。

(キ )シ ンボルマークの優先使用権

所定の使用手続きを経て、優先しようが認められる。

(ク )新聞、テレビ等のマスメディアヘの広告出稿

「私たちは平成〇年全国高校総体を応援しています」

「平成〇年全国高校総体を成功させよう」などの広告出稿は許される。

4、 契  約

・協賛の契約

協賛団体との契約は、全国高体連会長と協賛団体との間で、契約書を取り交わして行う。

契約は、開催年度の 2年前の4月 を目途とし、契約の期間は原則として 2年 間とし、再契約

することができる。

5、 協賛団体連絡会の設置

協賛に関する事業を、公平にかつ円滑に推進するために、協賛する団体の代表者と全国高

体連事務局担当者とで連絡会を設置し、開催都道府県実行委員会との連携のもとで、協賛事

業の連絡調整に当たる。

6、 協賛金等の使途及び配分方法

協賛金については、その 10%を総合開会式に、60%を各競技別運営費に、20%を協

賛団体に欠員を生じた際の備蓄財源に積み立て残り10%を全国高体連の組織強化並びに協

賛に関する事務経費等に充てる。

協賛金のうち、各競技別配分額については、総体検討委員会において、前年度の運営費や

開催地の事情等も勘案した配分案を作成し、中央委員会の議を経て、理事会の承認を受ける。

また、全国高体連会長は、協賛団体との契約が成立した時点で、協賛金の配分予定額を当

該実行委員会に通知し、開催年度の 10月 に協賛金を送付する。
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7、 付 則

(1)本規定を改正する場合は、中央委員会の議を経て理事会の承認を必要とする。

(2)本規定は、平成 3年 5月 24日 より施行する。
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創立50周年記念事業協賛者芳名
拳静恭瀞碁拳拳拳碁碁碁碁拳拳拳拳拳暴拳拳拳拳暴拳拳拳拳拳拳



北海道高等学校体育連盟

〒007-0810 札幌市東区東苗穂10条 1-2-21
道立札幌東陵高校内

TEL 011(792)2060
FAX 011(792)2060

北海道高等学校体育連盟会 長 作田 昌明

北海道高等学校体育連盟副会長 浅利  徹

北海道高等学校体育連盟副会長 大室 雄治

北海道高等学校体育連盟副会長 前東  昭

北海道高等学校体育連盟理事長 西谷内隆幸

北海道高等学校体育連盟副理事長 武田 憲政

北海道高等学校体育連盟陸上競技専門部

北海道高等学校体育連盟体操専門部

北海道高等学校体育連盟水泳専門部

北海道高等学校体育連盟バスケットボール専門部

北海道高等学校体育連盟バレーボール専門部

北海道高等学校体育連盟卓球専門部

北海道高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

北海道高等学校体育連盟ハンドボール専門部

北海道高等学校体育連盟サ ッカー専門部

北海道高等学校体育連盟ラグビー専門部

北海道高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

北海道高等学校体育連盟ソフトボール専門部

北海道高等学校体育連盟相撲専門部

北海道高等学校体育連盟柔道専門部

北海道高等学校体育連盟スキー専門部

北海道高等学校体育連盟スケー ト専門部

北海道高等学校体育連盟漕艇専門部

北海道高等学校体育連盟剣道専門部

北海道高等学校体育連盟レスリング専門部

北海道高等学校体育連盟弓道専門部

北海道高等学校体育連盟テニス専門部

北海道高等学校体育連盟登山専門部

北海道高等学校体育連盟自転車競技専門部

北海道高等学校体育連盟ボクシング専門部

北海道高等学校体育連盟ホッケー専門部

北海道高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

北海道高等学校体育連盟ヨット専門部

北海道高等学校体育連盟フェンシング専門部

北海道高等学校体育連盟空手道専門部

北海道高等学校体育連盟アーチェリー専門部

北海道高等学校体育連盟少林寺拳法門部

北海道高等学校体育連盟研究部

青春県高等学校体育連盟

〒03&Cll142 青森市新城字平岡 266-20

県立青森西高校内

TEL 0177(88)0511

FAX 0177(88)1600

青森県高等学校体育連盟会 長 小野 次郎

青森県高等学校体育連盟副会長 成田 清則

青森県高等学校体育連盟副会長 坂本 恒樹

青森県高等学校体育連盟副会長 伊藤 龍一

青森県高等学校体育連盟副会長 岩見 幸夫

青森県高等学校体育連盟副会長 花田 明彦

青森県高等学校体育連盟副会長 水木 厚美

青森県高等学校体育連盟副会長 角田詮二郎

青森県高等学校体育連盟理事長 工藤 徳美

宮城県高等学校体育連盟専務理事 佐々木孝之

青森県高等学校体育連盟陸上競技専門部

青森県高等学校体育連盟体操専門部

青森県高等学校体育連盟水泳専門部

青森県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

青森県高等学校体育連盟バレーボール専門部

青森県高等学校体育連盟卓球専門部

青森県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

青森県高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

青森県高等学校体育連盟サッカー専門部

青森県高等学校体育連盟ラグビー専門部

青森県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

青森県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

青森県高等学校体育連盟相撲専門部

青森県高等学校体育連盟柔道専門部

青森県高等学校体育連盟スキー専門部

青森県高等学校体育連盟スケー ト専門部

青森県高等学校体育連盟漕艇専門部

青森県高等学校体育連盟剣道専門部

青森県高等学校体育連盟 レスリング専門部

青森県高等学校体育連盟弓道専門部

青森県高等学校体育連盟テニス専門部

青森県高等学校体育連盟登山専門部

青森県高等学校体育連盟自転車競技専門部

青森県高等学校体育連盟ポクシング専門部

青森県高等学校体育連盟ホッケー専門部

青森県高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

青森県高等学校体育連盟ヨット専門部

青森県高等学校体育連盟フェンシング専門部

青森県高等学校体育連盟空手道専門部

青森県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

青森県高等学校体育連盟なぎなた専門部

青森県高等学校体育連盟研究部

都道府県芳名協賛者
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岩手県高等学校体育連盟

〒020-0114 盛岡市高松4-17-16
県立盛岡第三高校内

TEL 019(661)8115
FAX 019(662)9884

岩手県高等学校体育連盟会 長 長澤 佳彦

岩手県高等学校体育連盟副会長 原  久雄

岩手県高等学校体育連盟副会長 三浦 五郎

岩手県高等学校体育連盟副会長 小野寺哲汎

岩手県高等学校体育連盟理事長 松尾 光則

岩手県高等学校体育連盟事務局長 鷹猪 文昭

岩手県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

岩手県高等学校体育連盟サッカー専門部

岩手県高等学校体育連盟 レスリング専門部

岩手県高等学校体育連盟柔道専門部

岩手県高等学校体育連盟卓球専門部

岩手県高等学校体育連盟ラグビー専門部

ス トロングスポーツ (フ ェンシング専門部)
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宮城県高等学校体育連盟

〒981-3132 仙台市泉区将監 10-39-1
県立泉高校内

TEL 022(374)6674
FAX 022(374)0285

宮城県高等学校体育連盟会 長 高橋 郁夫

宮城県高等学校体育連盟副会長 小澤 仁邁

宮城県高等学校体育連盟副会長 武藤 俊男

宮城県高等学校体育連盟副会長 久保田 齊

宮城県高等学校体育連盟副会長 安藤  学

宮城県高等学校体育連盟副会長 鈴木 陸男

宮城県高等学校体育連盟理事長 庄子 利也

宮城県高等学校体育連盟副理事長 岩槻 芳夫

宮城県高等学校体育連盟副理事長 佐藤  彰

宮城県高等学校体育連盟陸上競技専門部

宮城県高等学校体育連盟体操専門部

宮城県高等学校体育連盟水泳専門部

宮城県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

宮城県高等学校体育連盟バレーボール専門部

宮城県高等学校体育連盟卓球専門部

宮城県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

宮城県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

宮城県高等学校体育連盟サッカー専門部

宮城県高等学校体育連盟ラグビー専門部

官城県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

宮城県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

宮城県高等学校体育連盟相撲専門部

宮城県高等学校体育連盟柔道専門部

宮城県高等学校体育連盟スキー専門部

宮城県高等学校体育連盟スケー ト専門部

宮城県高等学校体育連盟漕艇専門部

宮城県高等学校体育連盟剣道専門部

宮城県高等学校体育連盟レスリング専門部

宮城県高等学校体育連盟弓道専門部

宮城県高等学校体育連盟テニス専門部

宮城県高等学校体育連盟登山専門部

宮城県高等学校体育連盟自転車競技専門部

宮城県高等学校体育連盟ボクシング専門部

宮城県高等学校体育連盟ホッケー専門部

宮城県高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

宮城県高等学校体育連盟ヨット専門部

宮城県高等学校体育連盟フェンシング専門部

宮城県高等学校体育連盟空手道専門部

宮城県高等学校体育連盟なぎなた専門部

宮城県高等学校体育連盟研究部



秋田県高等学校体育連盟

〒010-0974 秋田市八橋運動公園 1-5
県立スポーツ会館内

TEL 0188(66)5999
FAX 0188(66)6988

秋田県高等学校体育連盟会 長 高田屋敏夫

秋田県高等学校体育連盟副会長 仲澤 鋭蔵

秋田県高等学校体育連盟副会長 長澤 忠雄

秋田県高等学校体育連盟副会長 阿部 正紀

秋田県高等学校体育連盟副会長 佐々木久吾

秋田県高等学校体育連盟副会長 山崎 芳宏

秋田県高等学校体育連盟理事長 大塚 三男

秋田県高等学校体育連盟事務局長 千田 典夫

秋田県高等学校体育連盟陸上競技専門部

秋田県高等学校体育連盟体操専門部

秋田県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

秋田県高等学校体育連盟バレーボール専門部

秋田県高等学校体育連盟卓球専門部

秋田県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

秋田県高等学校体育連盟サッカー専門部

秋田県高等学校体育連盟ラグビー専門部

秋田県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

秋田県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

秋田県高等学校体育連盟相撲専門部

秋田県高等学校体育連盟剣道専門部

秋田県高等学校体育連盟柔道専門部

秋田県高等学校体育連盟弓道専門部

秋田県高等学校体育連盟漕艇専門部

秋田県高等学校体育連盟ボクシング専門部

秋田県高等学校体育連盟 レスリング専門部

秋田県高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

秋田県高等学校体育連盟フェンシング専門部

秋田県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

秋田県高等学校体育連盟テニス専門部

秋田県高等学校体育連盟自転車競技専門部

秋田県高等学校体育連盟登山専門部

秋田県高等学校体育連盟ホッケー専門部

秋田県高等学校体育連盟空手道専門部

秋田県高等学校体育連盟なぎなた専門部

秋田県高等学校体育連盟水泳専門部

秋田県高等学校体育連盟スキー専門部

秋田県高等学校体育連盟ヨット専門部

秋田県高等学校体育連盟馬術専門部

秋田県高等学校体育連盟研究部
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山形県高等学校体育連盟

〒 990‐2492 山形市鉄砲町2-10-73
県立山形中央高校内

TEL 023(624)0929
FAX 023(634)6752

山形県高等学校体育連盟会 長 鈴木 正浩

山形県高等学校体育連盟副会長 石田 祐一

山形県高等学校体育連盟副会長 知野  弘

山形県高等学校体育連盟副会長 川村 勝夫

山形県高等学校体育連盟副会長 星野 武雄

山形県高等学校体育連盟副会長 小原 正隆

山形県高等学校体育連盟理事長 梶原  賢

山形県高等学校体育連盟事務局長 高橋 正治

中澤 健一 (陸上競技専門部長 )

川村 勝夫 (体操専門部長 )

後藤 廣志 (水泳専門部長)

細谷 壽守 (バ スケットボール専門部長 )

田口 健一 (バ レーボール専門部長)

佐々木幹男 (卓球専門部長 )

後藤 晋也 (ソ フ トテニス専門部長)

遠藤 正友 (ハ ンドボール専門部長)

井上  尚 (サ ッカー専門部長)

高田 裕之 (ラ グビー専門部長)

岩井 貞善 (バ ドミントン専門部長)

兼子 正克 (ソ フ トボール専門部長)

相田 良一 (相撲専門部長 )

森  義矩 (柔道専門部長)

山科  博 (ス キー専門部長 )

原田 清廣 (漕艇専門部長 )

丹  勝彦 (剣道専門部長 )

庄司 昌弘 (レ スリング専門部長 )

星野 武雄 (弓 道専門部長)

前田  博 (テ ニス専門部長)

青木  桂 (登 山専門部長 )

石田 祐一 (自 転車競技専門部長)

鈴木  勉 (ボ クシング専門部長)

平塚 紀男 (ホ ッケー専門部長)

太田 孝之 (ウ エイ トリフティング専門部長)

稲泉 真彦 (ヨ ット専門部長 )

巻   久 (フ ェンシング専門部長)

鈴木喜久夫 (空手道専門部長)

菊池 正明 (ア ーチェリー専門部長)

安食 和彦 (な ぎなた専門部長)

菅原 文徳 (カ ヌー専門部長 )



福島県高等学校体育連盟

〒960-8∞2 福島市森合町5-72
県立福島高校内

TEL 024(531)3890
FAX 024(536)3004

福島県高等学校体育連盟会 長 高城 俊春

福島県高等学校体育連盟副会長 門馬修一郎

福島県高等学校体育連盟副会長 結城 勝夫

福島県高等学校体育連盟副会長 小野 孝雄

福島県高等学校体育連盟副会長 石河  強

福島県高等学校体育連盟副会長 永井 祥一

福島県高等学校体育連盟理事長 浅尾 晃左

福島県高等学校体育連盟副理事長 渡辺 正昭

福島県高等学校体育連盟事務局長 菅野 一治

福島県高等学校体育連盟陸上競技専門部

福島県高等学校体育連盟体操専門部

福島県高等学校体育連盟水泳専門部

福島県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

福島県高等学校体育連盟バレーボール専門部

福島県高等学校体育連盟卓球専門部

福島県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

福島県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

福島県高等学校体育連盟サッカー専門部

福島県高等学校体育連盟ラグビー専門部

福島県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

福島県高等学校体育連盟ソフトボール専門部

福島県高等学校体育連盟相撲専門部

福島県高等学校体育連盟柔道専門部

福島県高等学校体育連盟スキー専門部

福島県高等学校体育連盟スケー ト専門部

福島県高等学校体育連盟漕艇専門部

福島県高等学校体育連盟剣道専門部

福島県高等学校体育連盟レスリング専門部

福島県高等学校体育連盟弓道専門部

福島県高等学校体育連盟テニス専門部

福島県高等学校体育連盟登山専門部

福島県高等学校体育連盟自転車競技専門部

福島県高等学校体育連盟ボクシング専門部

福島県高等学校体育連盟ホッケー専門部

福島県高等学校体育連盟ウエイトリフテイング専門部

福島県高等学校体育連盟ヨット専門部

福島県高等学校体育連盟フェンシング専門部

福島県高等学校体育連盟空手道専門部

福島県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

福島県高等学校体育連盟なぎなた専門部

福島県高等学校体育連盟研究部

-565-

茨城県高等学校体育連盟

〒 310‐0045 水戸市新原 2-H-1
堀原運動公園内

TEL 029(254)0855
FAX 029(254)0855

茨城県高等学校体育連盟会 長 高野 惣一

茨城県高等学校体育連盟副会長 小祝 仁晃

茨城県高等学校体育連盟副会長 大木 弘寿

茨城県高等学校体育連盟副会長 佐藤  剛

茨城県高等学校体育連盟副会長 篠塚  久

茨城県高等学校体育連盟副会長 菊池  隆

茨城県高等学校体育連盟副会長 荒川  江

茨城県高等学校体育連盟理事長 田口  弥

茨城県高等学校体育連盟副理事長兼事務局長 横須賀正治

茨城県高等学校体育連盟副理事長 安蔵 貞夫

茨城県高等学校体育連盟副理事長 藤田 力雄

茨城県高等学校体育連盟副理事長 Jヽ坪 洋一

茨城県高等学校体育連盟陸上競技専門部

茨城県高等学校体育連盟体操専門部

茨城県高等学校体育連盟水泳専門部

茨城県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

茨城県高等学校体育連盟バレーボール専門部

茨城県高等学校体育連盟卓球専門部

茨城県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

茨城県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

茨城県高等学校体育連盟ラグビー専門部

茨城県高等学校体育連盟サッカー専門部

茨城県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

茨城県高等学校体育連盟柔道専門部

茨城県高等学校体育連盟剣道専門部

茨城県高等学校体育連盟相撲専門部

茨城県高等学校体育連盟軟式野球専門部

茨城県高等学校体育連盟 レスリング専門部

茨城県高等学校体育連盟弓道専門部

茨城県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

茨城県高等学校体育連盟登山専門部

茨城県高等学校体育連盟ボクシング専門部

茨城県高等学校体育連盟ヨット専門部

茨城県高等学校体育連盟漕艇専門部

茨城県高等学校体育連盟自転車競技専門部

茨城県高等学校体育連盟ウェイトリフテイング専門部

茨城県高等学校体育連盟ホッケー専門部

茨城県高等学校体育連盟テニス専門部

茨城県高等学校体育連盟フェンシング専門部

茨城県高等学校体育連盟空手道専門部

茨城県高等学校体育連盟馬術専門部

茨城県高等学校体育連盟スケー ト専門部

茨城県高等学校体育連盟ライフル射撃専門部

茨城県高等学校体育連盟なぎなた専門部

茨城県高等学校体育連盟スキー専門部

茨城県高等学校体育連盟少林寺拳法専門部

茨城県高等学校体育連盟アーチェリー専門部



栃木県高等学校体育連盟

〒320-0057 宇都宮市中戸祭 1-6-3
スポーツ会館内

TEL 028(622)86∞
FAX 028(622)7579

栃木県高等学校体育連盟会 長 神原 彰夫

栃木県高等学校体育連盟副会長 大森 俊雄

栃木県高等学校体育連盟副会長 須賀  淳

栃木県高等学校体育連盟副会長 速水虎之助

栃木県高等学校体育連盟副会長 鈴木 良治

栃木県高等学校体育連盟副会長 寺内 正毅

栃木県高等学校体育連盟理事長 吉田 忠征

栃木県高等学校体育連盟副理事長 諏佐  収

栃木県高等学校体育連盟副理事長 飯田 道彦

栃木県高等学校体育連盟副理事長 川井  章

栃木県高等学校体育連盟陸上競技専門部

栃木県陸上競技協会 西前 一雄

株式会社イノマタ (陸上競技専門部)

栃木県高等学校体育連盟軟式野球専門部

栃木県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

栃木県高等学校体育連盟バ レーボール専門部

栃木県高等学校体育連盟サッカー専門部

栃木県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

栃木県卓球連盟

栃木県相撲連盟

栃木県高等学校体育連盟体操専門部

栃木県高等学校体育連盟ハ ンドポール専門部

栃木県水泳連盟

栃木県高等学校体育連盟スキー専門部

栃木県高等学校体育連盟スケー ト専門部

栃木県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

栃木県高等学校体育連盟ダンス専門部

栃木県ラグビーフットボール協会

栃木県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

栃木県高等学校体育連盟柔道専門部

栃木県高等学校体育連盟弓道専門部

栃木県高等学校体育連盟剣道専門部

栃木県高等学校体育連盟登山専門部

栃木県ウエイ トリフティング協会

栃木県アマチュアボクシング連盟

栃木県 レスリング協会

栃木県高等学校体育連盟自転車競技専門部

栃木県高等学校体育連盟テニス専門部

栃木県高等学校体育連盟フェンシング専門部

栃木県高等学校体育連盟ホッケー専門部

栃木県高等学校体育連盟空手道専門部

栃木県高等学校体育連盟なぎなた専門部

栃木県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

栃木県高等学校体育連盟ウォータースポーツ専門部

有限会社宮崎商店 (ラ イフル射撃専門部)

津川商会

松本スポーツ服装店

株式会社アートプレス

株式会社グリーンメイト

東急観光 (株)宇都宮支店

-566-



群馬県高等学校体育連盟

〒371‐0805 前橋市南町4-35-1
県立前橋商業高校内

TEL 027(224)5046
FAX 027(221)9606

群馬県高等学校体育連盟会 長 中山  傑

群馬県高等学校体育連盟副会長 田村  功

群馬県高等学校体育連盟副会長 丸山 基紀

群馬県高等学校体育連盟副会長 小林 克茂

群馬県高等学校体育連盟副会長 大須賀正臣

群馬県高等学校体育連盟副会長 二宮 松寿

群馬県高等学校体育連盟理事長 松本 邦夫

群馬県高等学校体育連盟事務局長 林  康宏

群馬県高等学校体育連盟陸上競技専門部

群馬県高等学校体育連盟体操専門部

群馬県高等学校体育連盟水泳専門部

群馬県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

群馬県高等学校体育連盟バレーボール専門部

群馬県高等学校体育連盟卓球専門部

群馬県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

群馬県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

群馬県高等学校体育連盟サッカー専門部

群馬県高等学校体育連盟ラグビー専門部

群馬県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

群馬県高等学校体育連盟ソフトボール専門部

群馬県高等学校体育連盟相撲専門部

群馬県高等学校体育連盟柔道専門部

群馬県高等学校体育連盟スキー専門部

群馬県高等学校体育連盟スケート専門部

群馬県高等学校体育連盟漕艇専門部

群馬県高等学校体育連盟剣道専門部

群馬県高等学校体育連盟レスリング専門部

群馬県高等学校体育連盟弓道専門部

群馬県高等学校体育連盟テニス専門部

群馬県高等学校体育連盟登山専門部

群馬県高等学校体育連盟自転車競技専門部

群馬県高等学校体育連盟ボクシング専門部

群馬県高等学校体育連盟ホッケー専門部

群馬県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

群馬県高等学校体育連盟フェンシング専門部

群馬県高等学校体育連盟空手道専門部

群馬県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

群馬県高等学校体育連盟なぎなた専門部

群馬県なぎなた連盟

群馬県高等学校体育連盟定通制専門部

株式会社 オオタヤ

-567-

埼玉県高等学校体育連盟

〒336‐lXX17 浦和市仲町3-5-8
県立武道館内

TEL 048(822)6792
FAX 048(822)0281

埼玉県高等学校体育連盟会 長 細田 信良

埼玉県高等学校体育連盟副会長 藤沼 貞夫

埼玉県高等学校体育連盟副会長 栗島  裕

埼玉県高等学校体育連盟副会長 神山 英三

埼玉県高等学校体育連盟副会長 森  正博

埼玉県高等学校体育連盟副会長 佐藤栄太郎

埼玉県高等学校体育連盟理事長 久保 正美

埼玉県高等学校体育連盟副理事長 関根 弘之

埼玉県高等学校体育連盟陸上競技専門部

埼玉県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

埼玉県高等学校体育連盟サッカー専門部

埼玉県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

埼玉県高等学校体育連盟卓球専門部

埼玉県高等学校体育連盟ラグビー専門部

埼玉県高等学校体育連盟漕艇専門部

埼玉県高等学校体育連盟柔道専門部

埼玉県高等学校体育連盟剣道専門部

埼玉県高等学校体育連盟体操専門部

埼玉県高等学校体育連盟水泳専門部

埼玉県高等学校体育連盟相撲専門部

埼玉県高等学校体育連盟バレーボール専門部

埼玉県高等学校体育連盟ソフトボール専門部

埼玉県高等学校体育連盟バドミントン専門部

埼玉県高等学校体育連盟自転車競技専門部

埼玉県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

埼玉県高等学校体育連盟弓道専門部

埼玉県高等学校体育連盟テニス専門部

埼玉県高等学校体育連盟登山専門部

埼玉県高等学校体育連盟スケート専門部

埼玉県高等学校体育連盟レスリング専門部

埼玉県高等学校体育連盟ボクシング専門部

埼玉県高等学校体育連盟フェンシング専門部

埼玉県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

埼玉県高等学校体育連盟スキー専門部

埼玉県高等学校体育連盟ホッケー専門部

埼玉県高等学校体育連盟空手道専門部

埼玉県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

埼玉県高等学校体育連盟なぎなた専門部

埼玉県高等学校体育連盟研究部



千葉県高等学校体育連盟

〒263-0043 千葉市稲毛区小仲台 5-10-1
県立千葉女子高校内

TEL 043(252)1691
FAX 043(252)1842

千葉県高等学校体育連盟会 長 佐藤 玉和

千葉県高等学校体育連盟副会長 伊藤 一郎

千葉県高等学校体育連盟副会長 佐野 暢俊

千葉県高等学校体育連盟副会長 青木 克己

千葉県高等学校体育連盟理事長 佐久間嘉宏

千葉県高等学校体育連盟副理事長 山時 成夫

千葉県高等学校体育連盟陸上競技専門部

千葉県高等学校体育連盟体操専門部

千葉県高等学校体育連盟水泳専門部

千葉県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

千葉県高等学校体育連盟バレーボール専門部

千葉県高等学校体育連盟卓球専門部

千葉県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

千葉県高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

千葉県高等学校体育連盟サ ッカー専門部

千葉県高等学校体育連盟ラグビー専門部

千葉県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

千葉県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

千葉県高等学校体育連盟相撲専門部

千葉県高等学校体育連盟柔道専門部

千葉県高等学校体育連盟スキー専門部

千葉県高等学校体育連盟漕艇専門部

千葉県高等学校体育連盟剣道専門部

千葉県高等学校体育連盟レスリング専門部

千葉県高等学校体育連盟弓道専門部

千葉県高等学校体育連盟テニス専門部

千葉県高等学校体育連盟登山専門部

千葉県高等学校体育連盟自転車競技専門部

千葉県高等学校体育連盟ボクシング専門部

千葉県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

千葉県高等学校体育連盟 ヨット専門部

千葉県高等学校体育連盟フェンシング専門部

千葉県高等学校体育連盟空手道専門部

千葉県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

千葉県高等学校体育連盟なぎなた専門部

千葉県高等学校体育連盟研究部

千葉県高等学校体育連盟定通制専門部

東京都高等学校体育連盟

〒 100‐CX114 千代田区永田町2-16-2
星陵会館内

TEL 03(3581)5095
FAX 03(3581)6452

東京都高等学校体育連盟会 長 河上 一雄

東京都高等学校体育連盟副会長 高橋 邦郎

東京都高等学校体育連盟副会長 田中 正造

東京都高等学校体育連盟副会長 高田 日呂美

東京都高等学校体育連盟理事長 佐藤 幸夫

東京都高等学校体育連盟副理事長 藤田 幸康

東京都高等学校体育連盟副理事長 祖父江利久

東京都高等学校体育連盟副理事長 月ヽ久保敦央

東京都高等学校体育連盟事務局長 大杉 一男

東京都高等学校体育連盟男子陸上競技専門部

東京都高等学校体育連盟女子陸上競技専門部

東京都高等学校体育連盟男子体操専門部

東京都高等学校体育連盟女子体操専門部

東京都高等学校体育連盟男子バスケットボール専門部

東京都高等学校体育連盟女子バスケットボール専門部

東京都高等学校体育連盟バレーボール男子専門部

東京都高等学校体育連盟バレーボール女子専門部

東京都高等学校体育連盟男子ソフトテニス専門部長 吉野 尚也

東京都高等学校体育連盟女子ソフトテニス専門部長 渡辺 義正

東京都高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

東京都高等学校体育連盟スキー専門部

東京都高等学校体育連盟スケート専門部長 笠原喜四郎

東京都高等学校体育連盟男子卓球専門部

東京都高等学校体育連盟女子卓球専門部

東京都高等学校体育連盟軟式野球専門部

東京都高等学校体育連盟ラグビー専門部

東京都高等学校体育連盟サッカー専門部

東京都高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

東京都高等学校体育連盟アメリカンフットボール専門部

東京都高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

東京都高等学校体育連盟剣道専門部

東京都高等学校体育連盟柔道専門部

東京都高等学校体育連盟水泳専門部長 金子 豊

東京都高等学校体育連盟相撲専門部 片桐誠一郎 武井 美男

東京都高等学校体育連盟弓道専門部

日新航空サービス株式会社 (レ スリング専門部)

東京都高等学校体育連盟ホッケー専門部

東京都高等学校体育連盟テニス専門部

東京都高等学校体育連盟登山専門部

東京都高等学校体育連盟ボクシング専門部

東京都高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部長 新藤 宣夫
東京都高等学校体育連盟漕艇専門部

社団法人 東京都ボー ト協会

東京都高等学校体育連盟自転車競技専門部
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東京都高等学校体育連盟ライフル射撃専門部長 太田 浩一

東京都高等学校体育連盟フェンシング専門部

東京都高等学校体育連盟空手道専門部長 山本 慧彊

東京都高等学校体育連盟アーチェリー専門部長 桑ケ谷森男

東京都高等学校体育連盟なぎなた専門部

-569-

神奈川県高等学校体育連盟

〒221-0855 横浜市神奈川区三ツ沢町3-1
県立スポーツ会館内

TEL 045(311)8817
FAX 045(313)2669

神奈川県高等学校体育連盟会 長 斎藤 幸雄

神奈川県高等学校体育連盟副会長 大澤 一仁

神奈川県高等学校体育連盟副会長 大塚 喜英

神奈川県高等学校体育連盟理事長 城所 富夫

神奈川県高等学校体育連盟副理事長 吉田 秀志

神奈川県高等学校体育連盟副理事長 加山 春喜

神奈川県高等学校体育連盟陸上競技専門部

神奈川県高等学校体育連盟体操専門部

神奈川県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

株式会社安藤スポーツ (サ ッカー専門部)

神奈川県高等学校体育連盟ラグビー専門部

神奈川県高等学校体育連盟柔道専門部

神奈川県高等学校体育連盟スケー ト専門部

神奈川県高等学校体育連盟空手道専門部

神奈川県高等学校体育連盟ダンス専門部

JTB教育旅行横浜支店



山梨県高等学校体育連盟

〒 411Kl‐lllDl 甲府市和田町 2564

県スポーツ会館内

TEL 0552(53)1846
FAX 0552(53)1823

山梨県高等学校体育連盟会 長 小笠原正人

山梨県高等学校体育連盟副会長 天野  進

山梨県高等学校体育連盟副会長 山内 惟治

山梨県高等学校体育連盟副会長 斉藤 幸三

山梨県高等学校体育連盟副会長 中山 真次

山梨県高等学校体育連盟副会長 大沢  徹

山梨県高等学校体育連盟副会長 天野  裕

山梨県高等学校体育連盟理事長 保坂 重機

山梨県高等学校体育連盟副理事長 杉田李久雄

山梨県高等学校体育連盟事務局長 鶴田  誠

東海大学甲府高等学校後援会 (陸上競技専門部 )

山梨県高等学校体育連盟体操専門部

山梨県高等学校体育連盟新体操専門部

山梨県高等学校体育連盟水泳専門部

山梨県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

山梨県高等学校体育連盟バレーボール専門部

有限会社鈴木車体工業 代表取締役 鈴木 滋

石和温泉郷ビジネスホテル自扇

山梨県高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

山梨県高等学校体育連盟サ ッカー専門部

山梨県高等学校体育連盟ラグビー専門部

山梨県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

山梨県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

山英建設株式会社

山梨県高等学校体育連盟柔道専門部

山梨県高等学校体育連盟スキー専門部

山梨県高等学校体育連盟スケー ト専門部

山梨県高等学校体育連盟剣道専門部

山梨県高等学校体育連盟 レスリング専門部

むろい株式会社

エス トテニスクラブ

エルク

山梨県高等学校体育連盟自転車競技専門部

山梨県高等学校体育連盟ボクシング専門部

ふきよせスポーツ自根店

山梨県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

山梨県高等学校体育連盟漕艇専門部

フコク生命 甲府支社

山梨県フェンシング協会

山梨県高等学校体育連盟空手道専門部

株式会社小林事務機

山梨県高等学校体育連盟なぎなた専門部

山梨県高等学校体育連盟銃剣道専門部

山梨県高等学校体育連盟研究部
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山梨県高等学校体育連盟定通制専門部

株式会社長田玉夫商会代表取締役長田玉夫

山梨県銃剣道連盟会長山口廣敏

原メリヤスエ業株式会社

株式会社マルモ 丸茂紀彦

有限会社甲府スポーツ

株式会社フジカワ紙販

株式会社ヨネヤ

東急観光株式会社甲府支店



新潟県高等学校体育連盟

〒951-8127 新潟市関屋下川原 2-635
県立新潟高校内

TEL 025(266)2658
FAX 025(266)2658

新潟県高等学校体育連盟会 長 青木 一男

新潟県高等学校体育連盟副会長 池田  齊

新潟県高等学校体育連盟副会長 濱田 達郎

新潟県高等学校体育連盟副会長 松井  浩

新潟県高等学校体育連盟副会長 松縄 武彦

新潟県高等学校体育連盟副会長 渡辺 剛忠

新潟県高等学校体育連盟理事長 成田  守

新潟県高等学校体育連盟副理事長 月ヽ杉  仁

新潟県高等学校体育連盟副理事長 今西 博一

新潟県高等学校体育連盟陸上競技専門部

新潟県高等学校体育連盟体操専門部

新潟県高等学校体育連盟水泳専門部

新潟県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

新潟県高等学校体育連盟バレーボール専門部

新潟県高等学校体育連盟卓球専門部

新潟県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

新潟県高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

新潟県高等学校体育連盟サッカー専門部

新潟県高等学校体育連盟ラグビー専門部

新潟県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

新潟県高等学校体育連盟ソフトボール専門部

新潟県高等学校体育連盟相撲専門部

新潟県高等学校体育連盟柔道専門部

新潟県高等学校体育連盟スキー専門部

新潟県高等学校体育連盟漕艇専門部

新潟県高等学校体育連盟剣道専門部

新潟県高等学校体育連盟 レスリング専門部

新潟県高等学校体育連盟弓道専門部

新潟県高等学校体育連盟テニス専門部

新潟県高等学校体育連盟登山専門部

新潟県高等学校体育連盟自転車競技専門部

新潟県高等学校体育連盟ボクシング専門部

新潟県高等学校体育連盟ホッケー専門部

新潟県高等学校体育連盟ウエイトリフテイング専門部

新潟県高等学校体育連盟フェンシング専門部

新潟県高等学校体育連盟空手道専門部

新潟県高等学校体育連盟なぎなた専門部

新潟県高等学校体育連盟研究部

新潟県高等学校体育連盟ダンス専門部

新潟県高等学校体育連盟少林寺拳法専門部
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富山県高等学校体育連盟

〒 930‐0097 富山市芝園町 3-1-26
県立富山中部高校内

TEL 0764(42)0721
FAX 0764(42)0721

富山県高等学校体育連盟会 長 高邑 吉房

富山県高等学校体育連盟副会長 長谷川 進

富山県高等学校体育連盟副会長 斉木 義和

富山県高等学校体育連盟副会長 伊藤 正勝

富山県高等学校体育連盟副会長 梅崎 史郎

富山県高等学校体育連盟副会長 米井  清

富山県高等学校体育連盟理事長 貫江 和夫

富山県高等学校体育連盟副理事長 魚IFJ 則夫

富山県高等学校体育連盟レスリング専門部

富山県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

富山県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

富山県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

富山県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

富山県高等学校体育連盟ボクシング専門部

富山県高等学校体育連盟空手道専門部

富山県高等学校体育連盟スキー専門部

富山県高等学校体育連盟登山専門部

富山県高等学校体育連盟漕艇専門部

富山県高等学校体育連盟フェンシング専門部

富山県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

富山県高等学校体育連盟サッカー専門部

富山県高等学校体育連盟卓球専門部

富山県高等学校体育連盟バレーボール専門部

富山県高等学校体育連盟なぎなた専門部

富山県高等学校体育連盟カヌー専門部

富山県高等学校体育連盟柔道専門部

富山県高等学校体育連盟相撲専門部

富山県高等学校体育連盟ヨット専門部

富山県高等学校体育連盟体操専門部

富山県高等学校体育連盟剣道専門部

富山県高等学校体育連盟水泳専門部

富山県高等学校体育連盟テニス専門部

富山県高等学校体育連盟陸上競技専門部

富山県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

富山県高等学校体育連盟ホッケー専門部

富山県高等学校体育連盟弓道専門部

富山県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

富山県高等学校体育連盟自転車競技専門部

富山県高等学校体育連盟ラグビー専門部

富山県高等学校体育連盟定通制専門部



石川県高等学校体育連盟

〒 920‐0818 金沢市大樋町 16-1
県立金沢桜丘高校内

TEL 076(252)4273
FAX 076(252)4273

石川県高等学校体育連盟会 長 中谷 一男

石川県高等学校体育連盟副会長 村井  勉

石川県高等学校体育連盟副会長 河崎  勉

石川県高等学校体育連盟副会長 斉藤真一郎

石川県高等学校体育連盟副会長 有田 利一

石川県高等学校体育連盟理事長 西村 昭夫

石川県高等学校体育連盟副理事長 鹿野  昇

石川県高等学校体育連盟副理事長 太田  信

石川県高等学校体育連盟副理事長 大田  勉

石川県高等学校体育連盟陸上競技専門部

石川県高等学校体育連盟卓球専門部

石川県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

石川県高等学校体育連盟バレーボール専門部

石川県高等学校体育連盟水泳専門部

石川県高等学校体育連盟体操専門部

石川県高等学校体育連盟相撲専門部

石川県高等学校体育連盟ボクシング専門部

石川県高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

石川県高等学校体育連盟サッカー専門部

石川県高等学校体育連盟ラグビー専門部

石川県高等学校体育連盟登山専門部

石川県高等学校体育連盟スキー専門部

石川県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

石川県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

石川県高等学校体育連盟柔道専門部

石川県高等学校体育連盟剣道専門部

石川県高等学校体育連盟弓道専門部

石川県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

石川県高等学校体育連盟テニス専門部

石川県高等学校体育連盟漕艇専門部

石川県高等学校体育連盟 レスリング専門部

石川県高等学校体育連盟自転車競技専門部

石川県高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

石川県高等学校体育連盟フェンシング専門部

石川県高等学校体育連盟ヨット専門部

石川県高等学校体育連盟ホッケー専門部

石川県高等学校体育連盟空手道専門部

石川県高等学校体育連盟 トランポリン専門部

石川県高等学校体育連盟馬術専門部

石川県高等学校体育連盟なぎなた専門部

石川県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

石川県高等学校体育連盟カヌー専門部

石川県高等学校体育連盟ボウリング専門部

石川県高等学校体育連盟定時制専門部

-572-

福井県高等学校体育連盟

〒 910‐CX121 福井市乾徳 4-8-19
県立福井商業高校内

TEL 0776(22)1047
FAX 0776(22)1047

福井県高等学校体育連盟会 長 矢尾正次郎

福井県高等学校体育連盟副会長 齋藤 邦夫

福井県高等学校体育連盟副会長 高橋 正樹

福井県高等学校体育連盟理事長 寛  尚夫

福井県高等学校体育連盟副理事長 赤星 哲志

福井県高等学校体育連盟陸上競技専門部

福井県高等学校体育連盟体操専門部

福井県高等学校体育連盟水泳専門部

福井県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

福井県高等学校体育連盟バレーボール専門部

福井県高等学校体育連盟卓球専門部

福井県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

福井県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

福井県高等学校体育連盟サッカー専門部

福井県高等学校体育連盟ラグビー専門部

福井県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

福井県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

福井県高等学校体育連盟相撲専門部

福井県高等学校体育連盟柔道専門部

福井県高等学校体育連盟スキー専門部

福井県高等学校体育連盟漕艇専門部

福井県高等学校体育連盟剣道専門部

福井県高等学校体育連盟 レスリング専門部

福井県高等学校体育連盟弓道専門部

福井県高等学校体育連盟テニス専門部

福井県高等学校体育連盟登山専門部

福井県高等学校体育連盟自転車競技専門部

福井県高等学校体育連盟ボクシング専門部

福井県高等学校体育連盟ホッケー専門部

福井県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

福井県高等学校体育連盟ヨット専門部

福井県高等学校体育連盟フェンシング専門部

福井県高等学校体育連盟空手道専門部

福井県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

福井県高等学校体育連盟なぎなた専門部

福井県高等学校体育連盟研究部

福井県高等学校体育連盟定通制専門部



長野県高等学校体育連盟

〒38ι8515 長野市上松 1-16-12
県立長野高校内

TEL 026(234)1205
FAX 026(234)1205

長野県高等学校体育連盟会 長 本山 綱規

長野県高等学校体育連盟副会長 自沢 寛人

長野県高等学校体育連盟副会長 丸山  直

長野県高等学校体育連盟副会長 窪田 孝美

長野県高等学校体育連盟副会長 佐藤 貞治

長野県高等学校体育連盟理事長 布施 紀彦

長野県高等学校体育連盟副理事長 青木  功

長野県高等学校体育連盟陸上競技専門部

長野県高等学校体育連盟体操専門部

長野県高等学校体育連盟水泳専門部

長野県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

長野県高等学校体育連盟バ レーボール専門部

長野県高等学校体育連盟卓球専門部

長野県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

長野県高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

有限会社文正堂スポーツ (サ ッカー専門部)

有限会社クラチスポーツ (ラ グビー専門部)

スポーツプラザ トーヨー (ラ グビー専門部)

長野県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

長野県高等学校体育連盟ソフトボール専門部

長野県高等学校体育連盟相撲専門部

長野県高等学校体育連盟柔道専門部

長野県高等学校体育連盟スキー専門部

長野県高等学校体育連盟スケー ト専門部

長野県高等学校体育連盟漕艇専門部

長野県高等学校体育連盟剣道専門部

長野県高等学校体育連盟 レスリング専門部

長野県高等学校体育連盟弓道専門部

長野県高等学校体育連盟テニス専門部

長野県高等学校体育連盟登山専門部

長野県高等学校体育連盟自転車競技専門部

株式会社 太成食品 (ボ クシング専門部)

長野県高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

長野県高等学校体育連盟フェンシング専門部

長野県高等学校体育連盟空手道専門部

長野県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

長野県高等学校体育連盟なぎなた専門部

長野県高等学校体育連盟定通制専門部

長野県高等学校体育連盟研究部

-573-

岐阜県高等学校体育連盟

〒502-0931 岐阜市則武清水 1841-11

県立岐阜北高校内

TEL 058(231)7032
FAX 058(294)7990

岐阜県高等学校体育連盟会 長 荒井 強平

岐阜県高等学校体育連盟副会長 市川 忠男

岐阜県高等学校体育連盟副会長 永井  寛

岐阜県高等学校体育連盟副会長 田中 恵順

岐阜県高等学校体育連盟理事長 今村 和正

岐阜県高等学校体育連盟副理事長 高橋 清生

岐阜県高等学校体育連盟副理事長 部谷 正巳

岐阜県高等学校体育連盟陸上競技専門部

丸大スポーツ (体操専門部)

岐阜県高等学校体育連盟水泳専門部

岐阜県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

岐阜県バレーボール協会

卓球専門店 カ トウスポーツ

岐阜県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

岐阜県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

ユニオンスポーツ株式会社 (サ ッカー専門部)

岐阜県高等学校体育連盟ラグビー専門部

岐阜県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

岐阜県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

中衛工業株式会社 (相撲専門部 )

岐阜県高等学校体育連盟柔道専門部

岐阜県高等学校体育連盟スキー専門部

岐阜県スケー ト連盟

岐阜県ボー ト協会

岐阜県剣道連盟

岐阜県高等学校体育連盟 レスリング専門部

名古屋弓具店

岐阜県高等学校体育連盟テニス専門部

岐阜県高等学校体育連盟登山専門部

岐阜県高等学校体育連盟自転車競技専門部

岐阜県高等学校体育連盟ボクシング専門部

天龍工業株式会社 (ホ ッケー専門部 )

岐阜県ウェイトリフティング協会

県立海津高校ヨット部 OB会

株式会社カワセスポーツ (フ ェンシング専門部)

岐阜県高等学校体育連盟空手道専門部

株式会社打保屋商店 (ア ーチェリー専門部)

佐藤武道具専門店 (な ぎなた専門部)

県立中濃高等学校 (ラ イフル射撃専門部)

株式会社センタースポーツ (軟式野球専門部)



静岡県高等学校体育連盟

〒 420‐8608 静岡市長谷町66

県立静岡高校内

TEL 054(248)7448

FAX 054(248)7071

静岡県高等学校体育連盟会 長 安達 忠勝

静岡県高等学校体育連盟副会長 清水 洋二

静岡県高等学校体育連盟副会長 野口 正武

静岡県高等学校体育連盟副会長 山下  晃

静岡県高等学校体育連盟理事長 松浦 博賓

静岡県高等学校体育連盟陸上競技専門部

静岡県高等学校体育連盟体操専門部

静岡県高等学校体育連盟水泳専門部

静岡県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

広野スポーツ (バ レーボール専門部 )

静岡県高等学校体育連盟卓球専門部

静岡県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

静岡県ハンドボール協会

静岡県サッカー協会高校部

静岡県高等学校体育連盟サッカー専門部

静岡県高等学校体育連盟ラグビー専門部

静岡県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

静岡県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

静岡県高等学校体育連盟相撲専門部

静岡県高等学校体育連盟柔道専門部

静岡県スケー ト連盟スピー ド部会

静岡県高等学校体育連盟漕艇専門部

静岡県高等学校体育連盟剣道専門部

静岡県高等学校体育連盟 レスリング専門部

有限会社ヒライ弓具 (弓道専門部 )

静岡県高等学校体育連盟テニス専門部

静岡県高等学校体育連盟登山専門部

静岡県高等学校体育連盟自転車競技専門部

静岡県高等学校体育連盟ボクシング専門部

株式会社イヤマス トアー (ホ ッケー専門部 )

静岡県高等学校体育連盟ホッケー専門部

静岡県高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

静岡県高等学校体育連盟ヨット専門部

静岡県高等学校体育連盟フェンシング専門部

静岡県高等学校体育連盟空手道専門部

静岡県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

静岡県高等学校体育連盟なぎなた専門部

静岡県高等学校体育連盟研究部

静岡県高等学校体育連盟軟式野球専門部

愛知県高等学校体育連盟

〒 460‐ CllX17 名古屋市中区新栄 1-49-10
県教育会館内

TEL 052(251)8115
FAX 052(251)8169

愛知県高等学校体育連盟会 長 小野田章二

愛知県高等学校体育連盟副会長 橋本  卓

愛知県高等学校体育連盟副会長 藤村 正美

愛知県高等学校体育連盟副会長 小島 勇夫

愛知県高等学校体育連盟副会長 遠藤 隆之

愛知県高等学校体育連盟副会長 野澤 俊晴

愛知県高等学校体育連盟副会長 野牧 一雄

愛知県高等学校体育連盟副会長 伊藤 宏治

愛知県高等学校体育連盟副会長兼事務局長 都築 義之

愛知県高等学校体育連盟事務局長 坂 敬一郎

愛知県高等学校体育連盟陸上競技専門部

愛知県高等学校体育連盟体操専門部

愛知県高等学校体育連盟水泳専門部

愛知県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

愛知県高等学校体育連盟バレーボール専門部

愛知県高等学校体育連盟卓球専門部

愛知県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

愛知県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

愛知県高等学校体育連盟サ ッカー専門部

愛知県高等学校体育連盟ラグビー専門部

愛知県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

愛知県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

愛知県高等学校体育連盟相撲専門部

愛知県高等学校体育連盟柔道専門部

愛知県高等学校体育連盟スキー専門部

愛知県高等学校体育連盟スケー ト専門部

愛知県高等学校体育連盟漕艇専門部

愛知県高等学校体育連盟剣道専門部

愛知県高等学校体育連盟 レスリング専門部

愛知県高等学校体育連盟弓道専門部

愛知県高等学校体育連盟テニス専門部

愛知県高等学校体育連盟登山専門部

愛知県高等学校体育連盟自転車競技専門部

愛知県高等学校体育連盟ボクシング専門部

愛知県高等学校体育連盟ホッケー専門部

愛知県高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

愛知県高等学校体育連盟ヨット専門部

愛知県高等学校体育連盟フェンシング専門部

愛知県高等学校体育連盟空手道専門部

愛知県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

愛知県高等学校体育連盟なぎなた専門部

愛知県高等学校体育連盟研究部

-574-



二重県高等学校体育連盟

〒510-8562 四日市市大字日永字岡山4917

県立四日市南高校内

TEL 0593(46)2718
FAX 0593(46)2718

二重県高等学校体育連盟会 長 畦地 耕司

三重県高等学校体育連盟副会長 出口 義明

二重県高等学校体育連盟副会長 佐脇  功

三重県高等学校体育連盟副会長 星野  茂

三重県高等学校体育連盟理事長 溝回 宏憲

三重県高等学校体育連盟副理事長 服部 匠悟

三重県高等学校体育連盟副理事長 加治佐伊都

二重県高等学校体育連盟陸上競技専門部

三重県高等学校体育連盟体操専門部

二重県高等学校体育連盟水泳専門部

三重県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

三重県高等学校体育連盟バレーボール専門部

三重県高等学校体育連盟卓球専門部

三重県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

三重県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

二重県高等学校体育連盟サッカー専門部

二重県高等学校体育連盟ラグビー専門部

二重県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

三重県高等学校体育連盟ソフトボール専門部

二重県高等学校体育連盟相撲専門部

三重県高等学校体育連盟柔道専門部

三重県高等学校体育連盟スキー専門部

三重県高等学校体育連盟漕艇専門部

二重県高等学校体育連盟剣道専門部

三重県高等学校体育連盟レスリング専門部

二重県高等学校体育連盟弓道専門部

三重県高等学校体育連盟テニス専門部

二重県高等学校体育連盟登山専門部

三重県高等学校体育連盟自転車競技専門部

三重県高等学校体育連盟ボクシング専門部

三重県高等学校体育連盟ホッケー専門部

二重県高等学校体育連盟ウェイトリフテイング専門部

三重県高等学校体育連盟ヨット専門部

三重県高等学校体育連盟フェンシング専門部

三重県高等学校体育連盟空手道専門部

三重県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

三重県高等学校体育連盟なぎなた専門部

-575-

滋賀県高等学校体育連盟

〒 520‐8577 滋賀県大津市京町4-1-1
県教育委員会事務局保健体育課内

TEL 077(528)4614
FAX 077(528)4955

滋賀県高等学校体育連盟会 長 疋田 充穂

滋賀県高等学校体育連盟副会長 西村 勝晴

滋賀県高等学校体育連盟副会長 清水 忠和

滋賀県高等学校体育連盟副会長 堀江  泉

滋賀県高等学校体育連盟理事長 西本 良三

滋賀県高等学校体育連盟副理事長 山本 敬三

滋賀県高等学校体育連盟副理事長 橋爪 建治

滋賀県高等学校体育連盟副理事長 古我 幸二

滋賀県高等学校体育連盟事務局長 上野 幹雄

滋賀県高等学校体育連盟陸上競技専門部

滋賀県高等学校体育連盟体操専門部

滋賀県高等学校体育連盟水泳専門部

滋賀県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

滋賀県高等学校体育連盟バレーボール専門部

滋賀県高等学校体育連盟卓球専門部

滋賀県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

株式会社ヤススポーツ (ハ ンドボール専門部)

滋賀県高等学校体育連盟サッカー専門部

Sportsヤ マウチ (ラ グビー専門部)

ラケツトシヨップイチムラ大津店(バ ドミントン専門部)

日本精工株式会社石部工場 (ソ フ トボール専門部)

守山包装株式会社 代表取締役新井康文(相撲専門部)

セキュリテイシステム株式会社大進 (柔道専門部 )

滋賀県高等学校体育連盟スキー専門部

桑野造船株式会社 (漕艇専門部)

丸善産業株式会社 (剣道専門部)

株式会社中島スポーツ (レ スリング専門部)

有限会社大倉弓具店 代表取締役大倉公夫(弓道専門部)

滋賀県高等学校体育連盟テニス専門部

滋賀県高等学校体育連盟登山専門部

滋賀県高等学校体育連盟自転車競技専門部

滋賀県高等学校体育連盟ボクシング専門部

滋賀県高等学校体育連盟ホッケー専門部

滋賀県高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

滋賀県高等学校体育連盟ヨット専門部

株式会社ストロング商会 代表取締役田中成男(フ ェンシング専門部)

滋賀県高等学校体育連盟空手道専門部

スポーツショップジェヌイン (ア ーチェリー専門部)

近畿日本ツーリスト株式会社彦根支店(な ぎなた専門部)



京都府高等学校体育連盟

〒 6C12‐8570 京都市上京区下立売通新町西入

府教育庁指導部保健体育課内

TEL 075(414)5862

FAX 075(414)5863

京都府高等学校体育連盟会 長 村上 知生

京都府高等学校体育連盟副会長 池垣伊三郎

京都府高等学校体育連盟副会長 真木 意令

京都府高等学校体育連盟副会長 寺田 俊男

京都府高等学校体育連盟副会長(定通制)中坂  進

京都府高等学校体育連盟理事長 澤田 安之

京都府高等学校体育連盟総務部長 中野 成治

京都府高等学校体育連盟総務部長(定通制)田口 終男

京都府高等学校体育連盟事務局長 浅野 賢一

京都府高等学校体育連盟総務部(全 日制・定時制・通信制)

京都府高等学校体育連盟バスケットボール専門部

京都府高等学校体育連盟バレーボール専門部

京都府高等学校体育連盟ハンドボール専門部

京都府高等学校体育連盟テニス専門部

京都府高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

京都府高等学校体育連盟卓球専門部長 山崎宏賢

京都府高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

京都府高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

京都府高等学校体育連盟サ ッカー専門部

京都府高等学校体育連盟ラグビー専門部

京都府高等学校体育連盟陸上競技専門部

京都府高等学校体育連盟水泳専門部

京都府高等学校体育連盟漕艇専門部

京都府高等学校体育連盟体操専門部

京都府高等学校体育連盟柔道専門部

京都府高等学校体育連盟フェンシング専門部

京都府高等学校体育連盟弓道専門部

京都府高等学校体育連盟相撲専門部

京都府高等学校体育連盟登山専門部

京都府高等学校体育連盟スキー専門部

京都府高等学校体育連盟スケー ト専門部

京都府高等学校体育連盟ヨット専門部

京都府高等学校体育連盟野球専門部

京都府高等学校体育連盟ホッケー専門部

京都府高等学校体育連盟なぎなた専門部

京都府高等学校体育連盟アーチェリー専門部

京都府高等学校体育連盟自転車競技専門部

京都府高等学校体育連盟空手道専門部

京都府高等学校体育連盟レスリング専門部長 垣中 均

京都府高等学校体育連盟レスリング専門部委員長 三村和人

京都府レスリング協会会長 岩野悦真

京都府高等学校体育連盟少林寺拳法専門部

京都府高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

京都府高等学校体育連盟ボクシング専門部

-576-

京都府高等学校体育連盟カヌー専門部

京都府高等学校体育連盟アメリカンフットボール専門部

京都府高等学校体育連盟ゴルフ専門部

京都府高等学校定時制野球連盟

正春武道具株式会社



大阪高等学校体育連盟

〒 540‐ Olll18 大阪市中央区大手前二丁目

府教育委員会保健体育課内

TEL 06(6941)3430
FAX 06(6941)4815

大阪高等学校体育連盟会 長 神内 隆司

大阪高等学校体育連盟副会長 石黒 典夫

大阪高等学校体育連盟副会長 下田 一靖

大阪高等学校体育連盟副会長 草島  一

大阪高等学校体育連盟副会長 吉田  武

大阪高等学校体育連盟理事長 上田 俊次

大阪高等学校体育連盟幹事長 平井 文徳

大阪高等学校体育連盟陸上競技専門部

大阪高等学校体育連盟体操専門部

大阪高等学校体育連盟水泳専門部

大阪高等学校体育連盟バスケットボール専門部

大阪高等学校体育連盟バレーボール専門部

大阪高等学校体育連盟卓球専門部

大阪高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

大阪高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

大阪高等学校体育連盟サ ッカー専門部

大阪高等学校体育連盟ラグビー専門部

大阪高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

大阪高等学校体育連盟ソフトボール専門部

大阪高等学校体育連盟相撲専門部

大阪高等学校体育連盟柔道専門部

大阪高等学校体育連盟スキー専門部

大阪高等学校体育連盟漕艇専門部

大阪高等学校体育連盟剣道専門部

大阪高等学校体育連盟 レスリング専門部

大阪高等学校体育連盟弓道専門部

大阪高等学校体育連盟テニス専門部

大阪高等学校体育連盟登山専門部

大阪高等学校体育連盟自転車競技専門部

大阪高等学校体育連盟ボクシング専門部

大阪高等学校体育連盟ホッケー専門部

大阪高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

大阪高等学校体育連盟ヨット専門部

大阪高等学校体育連盟フェンシング専門部

大阪高等学校体育連盟空手道専門部

大阪高等学校体育連盟アーチェリー専門部

大阪高等学校体育連盟なぎなた専門部

大阪高等学校体育連盟少林寺拳法専門部

大阪高等学校体育連盟アメリカンフットボール専門部

-577-

兵庫県高等学校体育連盟

〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1
県教育委員会事務局体育保健課内

TEL 078(362)3787
FAX 078(362)3959

兵庫県高等学校体育連盟会 長 中谷 元紀

兵庫県高等学校体育連盟副会長 堀井 隆水

兵庫県高等学校体育連盟副会長 田中  勇

兵庫県高等学校体育連盟副会長 旭  次郎

兵庫県高等学校体育連盟副会長 吉井宏一郎

兵庫県高等学校体育連盟理事長 折戸 善信

兵庫県高等学校体育連盟事務局長 吉井 和明

兵庫県高等学校体育連盟陸上競技専門部

兵庫県高等学校体育連盟体操専門部委員長 千種川一夫

兵庫県高等学校体育連盟水泳専門部 宮内雄治 津田孝男

兵庫県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

兵庫県高等学校体育連盟バレーボール専門部

アイガースポーツ (卓球専門部 )

兵庫県ソフ トテニス連盟

スポーツウイング (ハ ンドボール専門部)

兵庫県高等学校体育連盟サッカー専門部

兵庫県高等学校体育連盟ラグビー専門部

兵庫県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

榊日本旅行 西兵庫教育旅行支店(ソ フトボール専門部)

兵庫県高等学校体育連盟相撲専門部

兵庫県高等学校体育連盟柔道専門部

前兵庫県高等学校体育連盟漕艇部長 高石 信

財団法人 兵庫県剣道連盟

佐藤洋服店 (レ スリング専門部)

兵庫県高等学校体育連盟弓道専門部

兵庫県高等学校体育連盟テニス専門部

神戸ザ ック (登 山専門部)

西宮市アマチュアボクシング協会

西垣ギャレックス株式会社(ウ エイトリフティング専門部)

マリンエージェンシー・バルコ (ヨ ット専門部 )

兵庫県高等学校体育連盟空手道専門部

兵庫県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

兵庫県高等学校体育連盟なぎなた専門部
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奈良県高等学校体育連盟

〒630‐8113 奈良市法蓮町757県 法蓮庁舎

県教育委員会保健体育課内

TEL 0742(22)1101

FAX 0742(22)3995

奈良県高等学校体育連盟会 長 上野 博美

奈良県高等学校体育連盟副会長 竹村 菊郎

奈良県高等学校体育連盟副会長 松浦 史郎

奈良県高等学校体育連盟理事長 西岡 英明

奈良県高等学校体育連盟副理事長 播磨 勝行

奈良県高等学校体育連盟副理事長 向井 弘昌

奈良県高等学校体育連盟陸上競技専門部

奈良県高等学校体育連盟体操専門部

奈良県高等学校体育連盟水泳専門部

奈良県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

奈良県高等学校体育連盟バレーボール専門部

奈良県高等学校体育連盟卓球専門部

奈良県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

奈良県高等学校体育連盟ハンドポール専門部

奈良県高等学校体育連盟サッカー専門部

奈良県高等学校体育連盟ラグビー専門部

奈良県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

奈良県高等学校体育連盟ソフトボール専門部

奈良県高等学校体育連盟相撲専門部

奈良県高等学校体育連盟柔道専門部

奈良県高等学校体育連盟漕艇専門部

奈良県高等学校体育連盟剣道専門部

奈良県高等学校体育連盟レスリング専門部

奈良県高等学校体育連盟弓道専門部

奈良県高等学校体育連盟テニス専門部

奈良県高等学校体育連盟登山専門部

奈良県高等学校体育連盟自転車競技専門部

奈良県高等学校体育連盟ボクシング専門部

奈良県高等学校体育連盟ホッケー専門部

奈良県高等学校体育連盟ウェイトリフテイング専門部

奈良県高等学校体育連盟ヨット専門部

奈良県高等学校体育連盟フェンシング専門部

奈良県高等学校体育連盟空手道専門部

奈良県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

奈良県高等学校体育連盟なぎなた専門部

-578-

和歌 山県高等学校体育連盟

〒6408464 和歌山市市小路 388

県立和歌山北高校内

TEL 0734(53)3657
FAX 0734(53)3657

和歌山県高等学校体育連盟会 長 古谷 多市

和歌山県高等学校体育連盟副会長 西下 博通

和歌山県高等学校体育連盟副会長 中村 靖夫

和歌山県高等学校体育連盟副会長 敷見 之男

和歌山県高等学校体育連盟理事長 山本 良和

和歌山県高等学校体育連盟副理事長 濱口 晃夫

和歌山県高等学校体育連盟副理事長 小林 康伸

和歌山県高等学校体育連盟副理事長 西端 秀高

和歌山県高等学校体育連盟陸上競技専門部

和歌山県高等学校体育連盟体操専門部

和歌山県高等学校体育連盟水泳専門部

和歌山県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

和歌山県高等学校体育連盟バレーボール専門部

和歌山県高等学校体育連盟卓球専門部

和歌山県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

和歌山県高等学校体育連盟ハンドポール専門部

和歌山県高等学校体育連盟サッカー専門部

和歌山県高等学校体育連盟ラグビー専門部

和歌山県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

和歌山県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

和歌山県高等学校体育連盟相撲専門部

和歌山県高等学校体育連盟柔道専門部

和歌山県高等学校体育連盟漕艇専門部

和歌山県高等学校体育連盟剣道専門部

和歌山県高等学校体育連盟 レスリング専門部

和歌山県高等学校体育連盟弓道専門部

和歌山県高等学校体育連盟テニス専門部

和歌山県高等学校体育連盟登山専門部

和歌山県高等学校体育連盟自転車競技専門部

和歌山県高等学校体育連盟ホッケー専門部

和歌山県高等学校体育連盟ウェイトリフティング専門部

和歌山県高等学校体育連盟ヨット専門部

和歌山県高等学校体育連盟フェンシング専門部

和歌山県高等学校体育連盟空手道専門部

和歌山県高等学校体育連盟なぎなた専門部

和歌山県高等学校体育連盟研究部



鳥取県高等学校体育連盟

〒 690‐8528 鳥取市布勢 146-1
布勢陸上競技場内

TEL 0857(28)4991
FAX 0857(28)4991

鳥取県高等学校体育連盟会 長 田中 昭文

鳥取県高等学校体育連盟副会長 渡慣 由章

鳥取県高等学校体育連盟副会長 高木 敏行

鳥取県高等学校体育連盟副会長 岡田  薫

鳥取県高等学校体育連盟理事長 前田 達雄

鳥取県高等学校体育連盟副理事長 牧野 紀史

鳥取県高等学校体育連盟副理事長 久葉章一郎

鳥取県高等学校体育連盟事務局長 月ヽ倉 健一

鳥取県高等学校体育連盟陸上競技専門部

鳥取県高等学校体育連盟体操専門部

鳥取県高等学校体育連盟水泳専門部

鳥取県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

鳥取県高等学校体育連盟バレーボール専門部

鳥取県高等学校体育連盟卓球専門部

鳥取県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

鳥取県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

鳥取県高等学校体育連盟サッカー専門部

鳥取県ラグビーフットボール協会会長 戸口田和也

鳥取県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

鳥取県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

鳥取県高等学校体育連盟相撲専門部

鳥取県高等学校体育連盟柔道専門部

鳥取県高等学校体育連盟スキー専門部

鳥取県高等学校体育連盟漕艇専門部

鳥取県高等学校体育連盟剣道専門部

鳥取県高等学校体育連盟 レスリング専門部

鳥取県高等学校体育連盟弓道専門部

鳥取県高等学校体育連盟テニス専門部

鳥取県高等学校体育連盟登山専門部

鳥取県高等学校体育連盟自転車競技専門部

鳥取県高等学校体育連盟ボクシング専門部

鳥取県高等学校体育連盟ホッケー専門部

鳥取県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

鳥取県高等学校体育連盟ヨット専門部

鳥取県高等学校体育連盟フェンシング専門部

学校法人 翔英学園 米子北高等学校 (空手道専門部)

鳥取県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

鳥取県高等学校体育連盟なぎなた専門部

鳥取県高等学校体育連盟駅伝専門部

鳥取県高等学校体育連盟軟式野球専門部

鳥取県高等学校体育連盟カヌー専門部

鳥取県高等学校体育連盟定通制専門部

鳥取県高等学校野球連盟 (硬式野球専門部)

鳥取県立境高等学校学校長 高木敏行(ハ ンドボール専門部)

-579-

鳥取私立米子商業高等学校学校長 奥田 薫(駅伝専門部)

長生漁業株式会社代表取締役 長島 勤(ヨ ット専門部)



島根県高等学校体育連盟

〒690-8528 松江市古志原町4-1-10
県立松江工業高校内

TEL 0852(26)3842
FAX 0852(26)3695

島根県高等学校体育連盟会 長 森脇 健臣

島根県高等学校体育連盟副会長 岡本 修治

島根県高等学校体育連盟副会長 仲谷  毅

島根県高等学校体育連盟副会長 加藤 武行

島根県高等学校体育連盟理事長 荊尾  俊

島根県高等学校体育連盟副理事長 園山 哲也

島根県高等学校体育連盟陸上競技専門部

島根県高等学校体育連盟体操専門部

島根県高等学校体育連盟水泳専門部

島根県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

島根県高等学校体育連盟バ レーボール専門部

島根県高等学校体育連盟卓球専門部

島根県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

島根県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

島根県高等学校体育連盟サッカー専門部

島根県高等学校体育連盟ラグビー専門部

島根県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

島根県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

島根県高等学校体育連盟相撲専門部

島根県高等学校体育連盟柔道専門部

島根県高等学校体育連盟スキー専門部

島根県高等学校体育連盟スケー ト専門部

島根県高等学校体育連盟漕艇専門部

島根県高等学校体育連盟剣道専門部

島根県高等学校体育連盟レスリング専門部

島根県高等学校体育連盟弓道専門部

島根県高等学校体育連盟テニス専門部

島根県高等学校体育連盟登山専門部

島根県高等学校体育連盟自転車競技専門部

島根県高等学校体育連盟ボクシング専門部

島根県高等学校体育連盟ホッケー専門部

島根県高等学校体育連盟ウエイトリフテイング専門部

島根県高等学校体育連盟ヨット専門部

島根県高等学校体育連盟フェンシング専門部

島根県高等学校体育連盟空手道専門部

島根県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

島根県高等学校体育連盟なぎなた

島根県高等学校体育連盟軟式野球専門部

島根県高等学校体育連盟カヌー専門部

島根県高等学校体育連盟ダンス専門部

島根県高等学校体育連盟ライフル射撃専門部

-580-

岡山県高等学校体育連盟

〒 703‐8278 岡山市古京町2-2-21
県立岡山朝 日高校内

TEL 086(271)0264
FAX 086(271)0264

岡山県高等学校体育連盟会 長 平田 賢治

岡山県高等学校体育連盟副会長 國定 義信

岡山県高等学校体育連盟副会長 内山 克良

岡山県高等学校体育連盟副会長 近藤 春生

岡山県高等学校体育連盟副会長 上田 敏博

岡山県高等学校体育連盟理事長 屯倉 紀正

岡山県高等学校体育連盟副理事長 鎌木 孝二

岡山県高等学校体育連盟陸上競技専門部

岡山県高等学校体育連盟体操専門部

岡山県高等学校体育連盟水泳専門部

岡山県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

岡山県高等学校体育連盟バレーボール専門部

岡山県高等学校体育連盟卓球専門部

岡山県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

岡山県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

岡山県高等学校体育連盟サッカー専門部

岡山県高等学校体育連盟ラグビー専門部

岡山県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

岡山県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

岡山県高等学校体育連盟相撲専門部

岡山県高等学校体育連盟柔道専門部

岡山県高等学校体育連盟スキー専門部

岡山県高等学校体育連盟スケー ト専門部

岡山県高等学校体育連盟漕艇専門部

岡山県高等学校体育連盟剣道専門部

岡山県高等学校体育連盟レスリング専門部

岡山県高等学校体育連盟弓道専門部

岡山県高等学校体育連盟テニス専門部

岡山県高等学校体育連盟登山専門部

岡山県高等学校体育連盟自転車競技専門部

岡山県高等学校体育連盟ボクシング専門部

岡山県高等学校体育連盟ホッケー専門部

岡山県高等学校体育連盟ウエイトリフテイング専門部

岡山県高等学校体育連盟ヨット専門部

岡山県高等学校体育連盟フェンシング専門部

岡山県高等学校体育連盟空手道専門部

岡山県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

岡山県高等学校体育連盟なぎなた専門部

岡山県高等学校体育連盟研究部

岡山県高等学校体育連盟軟式野球専門部

岡山県高等学校体育連盟駅伝専門部

岡山県高等学校体育連盟少林寺拳法専門部



広島県高等学校体育連盟

730-0011 広島市中区基町4-1
県立総合体育館内

TEL 082(223)7677
FAX 082(223)2022

広島県高等学校体育連盟会 長 村瀬 俊之

広島県高等学校体育連盟副会長 船木  勝

広島県高等学校体育連盟副会長 宮田 海山

広島県高等学校体育連盟副会長 黒瀬真一郎

広島県高等学校体育連盟副会長 高山 正義

広島県高等学校体育連盟理事長 万治  功

広島県高等学校体育連盟事務局長 藤本 隆弘

広島県高等学校体育連盟陸上競技専門部

広島県高等学校体育連盟体操専門部

広島県高等学校体育連盟水泳専門部

広島県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

広島県高等学校体育連盟バレーボール専門部

広島県高等学校体育連盟卓球専門部

広島県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

広島県高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

広島県高等学校体育連盟サッカー専門部

広島県高等学校体育連盟ラグビー専門部

広島県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

広島県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

広島県高等学校体育連盟相撲専門部

広島県高等学校体育連盟柔道専門部

広島県高等学校体育連盟スキー専門部

広島県高等学校体育連盟漕艇専門部

広島県高等学校体育連盟剣道専門部

広島県高等学校体育連盟 レスリング専門部

広島県高等学校体育連盟弓道専門部

広島県高等学校体育連盟テニス専門部

広島県高等学校体育連盟登山専門部

広島県高等学校体育連盟自転車競技専門部

広島県高等学校体育連盟ボクシング専門部

広島県高等学校体育連盟ホッケー専門部

広島県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

広島県高等学校体育連盟ヨット専門部

広島県高等学校体育連盟フェンシング専門部

広島県高等学校体育連盟空手道専門部

広島県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

広島県高等学校体育連盟なぎなた専門部

広島県高等学校体育連盟少林寺拳法専門部

広島県高等学校体育連盟研究部

広島県高等学校体育連盟女子部

広島県高等学校体育連盟定通制専門部

-581-

山口県高等学校体育連盟

〒753-0851 山口市黒川2580-1

県立西京高校内

TEL 0839(23)8582
FAX 0839(21)0341

山口県高等学校体育連盟会 長 山下  浩

山口県高等学校体育連盟副会長 田中  功

山口県高等学校体育連盟副会長 東條 博徳

山口県高等学校体育連盟副会長 竹田 信義

山口県高等学校体育連盟副会長 小林 俊彦

山口県高等学校体育連盟副会長 瀬回扶佐夫

山口県高等学校体育連盟副会長 福田 信義

山口県高等学校体育連盟理事長 竹内 之保

山口県高等学校体育連盟副理事長 岩本 和是

山口県高等学校体育連盟陸上競技専門部

山口県高等学校体育連盟体操専門部

山口県高等学校体育連盟水泳専門部

山口県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

山口県高等学校体育連盟バレーボール専門部

山口県高等学校体育連盟卓球専門部

山口県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

山口県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

山口県高等学校体育連盟サッカー専門部

山口県高等学校体育連盟ラグビー専門部

山口県高等学校体育連盟バドミントン専門部

山口県高等学校体育連盟ソフトボール専門部

山口県高等学校体育連盟相撲専門部

山口県高等学校体育連盟柔道専門部

山口県高等学校体育連盟スキー専門部

山口県高等学校体育連盟スケート専門部

山口県高等学校体育連盟漕艇専門部

山口県高等学校体育連盟剣道専門部

山口県高等学校体育連盟レスリング専門部

山口県高等学校体育連盟弓道専門部

山口県高等学校体育連盟テニス専門部

山口県高等学校体育連盟登山専門部

山口県高等学校体育連盟自転車競技専門部

山口県高等学校体育連盟ボクシング専門部

山口県高等学校体育連盟ホッケー専門部

山口県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

山口県高等学校体育連盟ヨット専門部

山口県高等学校体育連盟フェンシング専門部

山口県高等学校体育連盟空手道専門部

山口県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

山口県高等学校体育連盟なぎなた専門部

山口県高等学校体育連盟調査研究部

山口県高等学校体育連盟定通制専門部



徳島県高等学校体育連盟

〒 770‐l1853 徳島市中徳島町 1-5
県立城東高校内

TEL 0886(25)8060
FAX 0886(56)2080

徳島県高等学校体育連盟会 長 中西  知

徳島県高等学校体育連盟副会長 梅枝 絋一

徳島県高等学校体育連盟副会長 中原 祐一

徳島県高等学校体育連盟副会長 鎌田  毅

徳島県高等学校体育連盟理事長 松田  弘

徳島県高等学校体育連盟事務局長 分木 秀樹

徳島県高等学校体育連盟陸上競技専門部

徳島県高等学校体育連盟体操専門部

徳島県卓球協会

徳島県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

徳島県ハンドボール協会

徳島県バ ドミントン協会

徳島県高等学校体育連盟ソフトボール専門部 委員長 高田興一

徳島県高等学校体育連盟相撲専門部

徳島県レスリング協会

徳島県テニス協会

徳島県高等学校体育連盟登山専門部委員長 蔦 隆司

徳島県高等学校体育連盟柔道専門部

徳島県ホッケー協会

徳島県空手道連盟

徳島県高等学校体育連盟アーチェリー専門部 委員長 住友和雄

徳島県高等学校体育連盟なぎなた専門部

眉山会館

サコースポーツ

香川県高等学校体育連盟

〒760-0017 高松市番町3-1-1
県立高松高校内

TEL 087(862)6908
FAX 0878(33)8070

香川県高等学校体育連盟会 長 関  博徳

香川県高等学校体育連盟副会長 永窪 啓治

香川県高等学校体育連盟副会長 山地 雅幸

香川県高等学校体育連盟副会長 土居 一郎

香川県高等学校体育連盟理事長 山下 正敏

香川県高等学校体育連盟事務局長 堀家 俊一

香川県高等学校体育連盟各専門部

ミズノ株式会社 ZフロZanL
銀星旅館

タナカ印刷株式会社

株式会社中央

株式会社西武食品

一橋出版株式会社

株式会社赤松商店

株式会社スポーツマンクラブ

有限会社伊藤久芳堂商会

-582-



愛媛県高等学校体育連盟

〒790-0846 松山市道後北代 3-3
TEL 0899(25)1634
FAX 089(925)1634

愛媛県高等学校体育連盟会 長 近藤 雅美

愛媛県高等学校体育連盟副会長 砂田 政輝

愛媛県高等学校体育連盟副会長 西村 義臣

愛媛県高等学校体育連盟副会長 清家 正行

愛媛県高等学校体育連盟理事長 井手 盛章

愛媛県高等学校体育連盟事務局長 白石 隆保

愛媛県高等学校体育連盟陸上競技専門部

愛媛県高等学校体育連盟体操専門部

愛媛県高等学校体育連盟水泳専門部

愛媛県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

愛媛県高等学校体育連盟バレーボール専門部

愛媛県高等学校体育連盟卓球専門部

愛媛県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

愛媛県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

愛媛県高等学校体育連盟サッカー専門部

愛媛県高等学校体育連盟ラグビー専門部

愛媛県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

愛媛県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

愛媛県高等学校体育連盟相撲専門部

愛媛県高等学校体育連盟柔道専門部

愛媛県高等学校体育連盟漕艇専門部

愛媛県高等学校体育連盟剣道専門部

愛媛県高等学校体育連盟弓道専門部

愛媛県高等学校体育連盟テニス専門部

愛媛県高等学校体育連盟登山専門部

愛媛県高等学校体育連盟自転車競技専門部

愛媛県高等学校体育連盟ボクシング専門部

愛媛県高等学校体育連盟ホッケー専門部

愛媛県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

愛媛県高等学校体育連盟空手道専門部

愛媛県高等学校体育連盟なぎなた専門部

愛媛県高等学校体育連盟研究部

-583-

高知県高等学校体育連盟

〒 780‐0850 高知市丸の内2-2-40
県立高知丸の内高校内

TEL 0888(72)0865
FAX 0888(72)2629

高知県高等学校体育連盟会 長 員鍋叡一郎

高知県高等学校体育連盟副会長 公文 信二

高知県高等学校体育連盟副会長 吉田 圭一

高知県高等学校体育連盟理事長 清岡 栄一

高知県高等学校体育連盟副理事長 谷岡 敏男

高知県高等学校体育連盟陸上競技専門部

高知県高等学校体育連盟体操専門部

高知県高等学校体育連盟水泳専門部

高知県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

高知県高等学校体育連盟バレーボール専門部

高知県高等学校体育連盟卓球専門部

高知県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

高知県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

高知県高等学校体育連盟サッカー専門部

高知県高等学校体育連盟ラグビー専門部

高知県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

高知県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

高知県高等学校体育連盟相撲専門部

高知県高等学校体育連盟柔道専門部

高知県高等学校体育連盟漕艇専門部

高知県高等学校体育連盟剣道専門部

高知県高等学校体育連盟弓道専門部

高知県高等学校体育連盟テニス専門部

高知県高等学校体育連盟登山専門部

高知県高等学校体育連盟自転車競技専門部

高知県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

高知県高等学校体育連盟空手道専門部

高知県高等学校体育連盟なぎなた専門部

高知県高等学校体育連盟研究部



福岡県高等学校体育連盟

〒 816‐0052 福岡市博多区東平尾公園2-1-4
県立スポーツ科学情報センター内

TEL 092(621)9394
FAX 092(621)9431

福岡県高等学校体育連盟会 長 隈本  豊

福岡県高等学校体育連盟副会長 齋藤 吉紀

福岡県高等学校体育連盟副会長 杉本  努

福岡県高等学校体育連盟副会長 角  忠一

福岡県高等学校体育連盟副会長 宮本  洋

福岡県高等学校体育連盟副会長 大山 敏彦

福岡県高等学校体育連盟副会長 松本 俊二

福岡県高等学校体育連盟理事長 城戸 英敏

福岡県高等学校体育連盟副理事長 山口 悦朗

福岡県高等学校体育連盟陸上競技専門部

福岡県高等学校体育連盟体操専門部

福岡県高等学校体育連盟水泳専門部

福岡県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

福岡県高等学校体育連盟バレーボール専門部

福岡県高等学校体育連盟卓球専門部

福岡県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

福岡県高等学校体育連盟ハ ンドボール専門部

福岡県高等学校体育連盟サ ッカー専門部

福岡県高等学校体育連盟ラグビー専門部

福岡県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

福岡県高等学校体育連盟ソフトボール専門部

福岡県高等学校体育連盟相撲専門部

福岡県高等学校体育連盟柔道専門部

福岡県高等学校体育連盟漕挺専門部

福岡県高等学校体育連盟剣道専門部

福岡県高等学校体育連盟 レスリング専門部

福岡県高等学校体育連盟弓道専門部

福岡県高等学校体育連盟テニス専門部

福岡県高等学校体育連盟登山専門部

福岡県高等学校体育連盟自転車競技専門部

福岡県高等学校体育連盟ボクシング専門部

福岡県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

福岡県高等学校体育連盟ヨット専門部

福岡県高等学校体育連盟フェンシング専門部

福岡県高等学校体育連盟空手道専門部

福岡県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

福岡県高等学校体育連盟なぎなた専門部

福岡県高等学校体育連盟研究部

福岡県高等学校体育連盟野外活動専門部

-584-

佐賀県高等学校体育連盟

〒840Ю014 佐賀市北川副町大字木原 lCXl

県立佐賀東高校内

TEL 0952(24)0303
FAX 0952(24)0224

佐賀県高等学校体育連盟会 長 相良 哲朗

佐賀県高等学校体育連盟副会長 井上正一郎

佐賀県高等学校体育連盟副会長 寺田 範男

佐賀県高等学校体育連盟副会長 笠  慶宜

佐賀県高等学校体育連盟理事長 北御門哲男

佐賀県高等学校体育連盟副理事長 大高 正道

佐賀県高等学校体育連盟副理事長 大坪 郁弘

佐賀県高等学校体育連盟陸上競技専門部

佐賀県高等学校体育連盟体操専門部

佐賀県高等学校体育連盟新体操専門部

佐賀県高等学校体育連盟水泳専門部

佐賀県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

佐賀県高等学校体育連盟バレーボール専門部

佐賀県高等学校体育連盟卓球専門部

佐賀県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

佐賀県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

佐賀県高等学校体育連盟サ ッカー専門部

佐賀県高等学校体育連盟ラグビー専門部

佐賀県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

佐賀県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

佐賀県高等学校体育連盟相撲専門部

佐賀県高等学校体育連盟柔道専門部

佐賀県高等学校体育連盟漕艇専門部

佐賀県高等学校体育連盟剣道専門部

佐賀県高等学校体育連盟レスリング専門部

佐賀県高等学校体育連盟弓道専門部

佐賀県高等学校体育連盟テニス専門部

佐賀県高等学校体育連盟登山専門部

佐賀県高等学校体育連盟自転車競技専門部

佐賀県高等学校体育連盟ホッケー専門部

佐賀県高等学校体育連盟ウエイトリフテイング専門部

佐賀県高等学校体育連盟ヨット専門部

佐賀県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

佐賀県高等学校体育連盟なぎなた専門部

佐賀県高等学校体育連盟調査研究部

有限会社和光企画印刷

有限会社マルゼン看板

株式会社佐賀東急イン

山田武道具 山田 信行

日本教育ヨシエイ株式会社

日本教育シューズ協議会 佐賀県事業本部

JTB佐賀教育旅行センター

大同印刷株式会社



長崎県高等学校体育連盟

〒852-8014 長崎市竹の久保町 12-9
県立長崎西高校内

TEL 095(862)8231

FAX 095(862)8255

長崎県高等学校体育連盟会 長 小山 曙美

長崎県高等学校体育連盟副会長 中山 正路

長崎県高等学校体育連盟副会長 浦口 謹右

長崎県高等学校体育連盟理事長 小野 良介

長崎県高等学校体育連盟副理事長 角谷 昌志

長崎県高等学校体育連盟副理事長 倉橋  徹

長崎県高等学校体育連盟陸上競技専門部

長崎県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

長崎県高等学校体育連盟バレーボール専門部

長崎県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

長崎県高等学校体育連盟卓球専門部

長崎県高等学校体育連盟体操専門部

長崎県高等学校体育連盟相撲専門部

長崎県高等学校体育連盟弓道専門部

長崎県高等学校体育連盟剣道専門部

長崎県高等学校体育連盟柔道専門部

長崎県高等学校体育連盟サッカー専門部

長崎県高等学校体育連盟ラグビー専門部

長崎県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

長崎県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

長崎県高等学校体育連盟登山専門部

長崎県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

長崎県高等学校体育連盟ホッケー専門部

長崎県高等学校体育連盟 レスリング専門部

長崎県高等学校体育連盟ボクシング専門部

長崎県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

長崎県高等学校体育連盟テニス専門部

長崎県高等学校体育連盟フェンシング専門部

長崎県高等学校体育連盟ヨット専門部

長崎県高等学校体育連盟漕艇専門部

長崎県高等学校体育連盟水泳専門部

長崎県高等学校体育連盟空手道専門部

長崎県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

長崎県高等学校体育連盟調査研究部

-585-

熊本県高等学校体育連盟

〒860-0877 熊本市清水町楡木327

県立熊本北高校内

TEL 096(339)7224
FAX 096(339)7266

熊本県高等学校体育連盟会 長 城本 和博

熊本県高等学校体育連盟副会長 東  正隆

熊本県高等学校体育連盟副会長 土山 研三

熊本県高等学校体育連盟理事長 高木 三朗

熊本県高等学校体育連盟陸上競技専門部

熊本県高等学校体育連盟体操専門部

1資本県高等学校体育連盟水泳専門部

熊本県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

熊本県高等学校体育連盟バレーボール専門部

熊本県高等学校体育連盟卓球専門部

熊本県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

熊本県高等学校体育連盟ハンドボール専門部

熊本県高等学校体育連盟サッカー専門部

熊本県高等学校体育連盟ラグビー専門部

熊本県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

1日本県高等学校体育連盟ソフ トボール専門部

熊本県高等学校体育連盟相撲専門部

熊本県高等学校体育連盟柔道専門部

熊本県高等学校体育連盟スキー専門部

熊本県高等学校体育連盟漕艇専門部

熊本県高等学校体育連盟剣道専門部

熊本県高等学校体育連盟 レスリング専門部

熊本県高等学校体育連盟弓道専門部

熊本県高等学校体育連盟テニス専門部

熊本県高等学校体育連盟登山専門部

熊本県高等学校体育連盟自転車競技専門部

熊本県高等学校体育連盟ボクシング専門部

熊本県高等学校体育連盟ホッケー専門部

熊本県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

熊本県高等学校体育連盟ヨット専門部

熊本県高等学校体育連盟フェンシング専門部

熊本県高等学校体育連盟空手道専門部

熊本県高等学校体育連盟アーチェリー専門部

熊本県高等学校体育連盟なぎなた専門部

熊本県高等学校体育連盟研究部

熊本県高等学校体育連盟駅伝専門部

熊本県高等学校体育連盟カヌー専門部

熊本県高等学校体育連盟ダンス専門部

熊本県高等学校体育連盟馬術専門部

熊本県高等学校体育連盟定通制専門部



大分県高等学校体育連盟

〒870-0938 大分市今津留 1-19-1
県立大分舞鶴高校内

TEL 0975(53)5382
FAX 0975(53)5392

大分県高等学校体育連盟会 長 秦  美正

大分県高等学校体育連盟副会長 幸重 和治

大分県高等学校体育連盟副会長 麻生 廉彦

大分県高等学校体育連盟副会長 田崎 弘泰

大分県高等学校体育連盟副会長 古長 司朗

大分県高等学校体育連盟副会長 寺下 楢一

大分県高等学校体育連盟副会長 原尻 正信

大分県高等学校体育連盟理事長 田中 和彦

太星海運有限会社 (陸上競技専門部 )

大分県高等学校体育連盟体操専門部

利光電業社 (水泳専門部 )

株式会社松喜屋 (バ スケットボール専門部)

大分県高等学校体育連盟バレーボール専門部

大分県高等学校体育連盟卓球専門部

大分県高等学校体育連盟ソフ トテニス専門部

九州オザキ株式会社大分営業所(ハ ンドボール専門部)

保月建設工業株式会社 (サ ッカー専門部)

パルプリンツ (ラ グビー専門部)

赤尾里美酒店 (バ ドミントン専門部 )

二豊土建株式会社代表取締役 恒藤 武(ソ フトボール専門部)

タイヤセンター瀬口 (相撲専門部 )

有限会社伊藤スポーツ (柔道専門部 )

大分県高等学校体育連盟漕挺専門部

大分県高等学校体育連盟剣道専門部

有限会社スポーツショップナカガワ(レ スリング専門部)

安部弓道具店 (弓 道専門部)

大分県高等学校体育連盟テニス専門部

サニースポーツ (登 山専門部 )

有限会社スポーツフジワラ (自 転車競技専門部)

株式会社 日栄 (ボ クシング専門部 )

大分県高等学校体育連盟ホッケー専門部

株式会社フジタ九州店(ウ エイトリフテイング専門部)

大分県高等学校体育連盟ヨット専門部

大分県高等学校体育連盟フェンシング専門部

株式会社九州守礼堂 (空手道専門部 )

大分アーチェリーショップ (ア ーチェリー専門部)

大分県高等学校体育連盟なぎなた専門部

大分県高等学校体育連盟カヌー専門部

大分県立二重農業高等学校馬術部
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宮崎県高等学校体育連盟

〒880‐0926 宮崎市月見ケ丘5-2-1
県立宮崎南高校内

TEL 0985(51)4109
FAX 0985(51)4298

宮崎県高等学校体育連盟会 長 山下 兼紀

宮崎県高等学校体育連盟副会長 井上 洋一

宮崎県高等学校体育連盟副会長 西園 隆弘

宮崎県高等学校体育連盟副会長 渡会 武徳

宮崎県高等学校体育連盟副会長 帖佐 利昭

宮崎県高等学校体育連盟理事長 後藤 憲一

宮崎県高等学校体育連盟陸上競技専門部

宮崎県高等学校体育連盟体操専門部

宮崎県高等学校体育連盟水泳専門部

宮崎県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

宮崎県高等学校体育連盟バレーボール専門部

宮崎県バレーボール協会

宮崎県高等学校体育連盟卓球専門部

宮崎県高等学校体育連盟ソフトテニス専門部

宮崎県高等学校体育連盟テニス専門部

宮崎県高等学校体育連盟サッカー専門部

宮崎県高等学校体育連盟ラグビー専門部

宮崎県ホテル旅館組合

宮崎県高等学校体育連盟ハンドポール専門部

宮崎県高等学校体育連盟ウエイトリフティング専門部

宮崎県高等学校体育連盟登山専門部

宮崎県高等学校体育連盟レスリング専門部

宮崎県高等学校体育連盟柔道専門部

宮崎県高等学校体育連盟剣道専門部

宮崎県弓道連盟

宮崎県高等学校体育連盟相撲専門部

宮崎県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

宮崎県高等学校体育連盟ホッケー専門部

宮崎県高等学校体育連盟空手道専門部

宮崎県高等学校体育連盟漕艇専門部

宮崎県高等学校体育連盟フェンシング専門部

宮崎県高等学校体育連盟ヨット専門部

宮崎県高等学校体育連盟自転車競技専門部

宮崎県高等学校体育連盟ボクシング専門部

宮崎県高等学校体育連盟馬術専門部



鹿児島県高等学校体育連盟

〒891-0116 鹿児島市上福元町5255

県立鹿児島南高校内

TEL 099(268)8391
FAX 099(268)0234

鹿児島県高等学校体育連盟会 長 中川 征人

鹿児島県高等学校体育連盟副会長 池上 成昭

鹿児島県高等学校体育連盟副会長 宮内 俊明

鹿児島県高等学校体育連盟理事長 新留 泰典

吉田 正孝 (陸上競技専門部委員長)

下田 富良 (体操専門部委員長)

福重 澄雄 (水泳専門部委員長 )

中村 俊次 (バスケットボール専門部委員長 )

今和泉省蔵 (バ レーボール専門部委員長 )

前村 義則 (卓球専門部委員長)

川城  城 (ソ フ トテニス専門部委員長)

中原 房雄 (ハ ンドボール専門部委員長 )

松沢 隆司 (サ ッカー専門部委員長)

原   豪 (ラ グビー専門部委員長 )

前野親二郎 (バ ドミントン専門部委員長)

愛甲 博文 (ソ フ トボール専門部委員長)

慶永 建吾 (相撲専門部委員長)

吉井  朗 (柔道専門部委員長 )

宮川  進 (漕艇専門部委員長)

大口 昭三 (剣道専門部委員長)

糸永 三郎 (レ スリング専門部委員長)

増利 裕之 (弓 道専門部委員長)

川畑 正一 (テ ニス専門部委員長 )

水迫 達郎 (登山専門部委員長)

大山 真司 (自 転車競技専門部委員長 )

瀬戸山伸一 (ボ クシング専門部委員長 )

鶴田  稔 (ホ ッケー専門部委員長)

石原 和弘 (ウ エイ トリフティング専門部委員長)

常山 隆光 (ヨ ット専門部委員長)

四元 一志 (フ ェンシング専門部委員長)

竹之内秀晴 (空手道専門部委員長 )

溝口 純正 (ア ーチェリー専門部委員長)

喜入みどり (な ぎなた専門部委員長)

木原 紀幸 (研究部委員長)
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沖縄県高等学校体育連盟

〒 9CXl‐ 0026 那覇市奥武山町45

奥武山陸上競技場 2F

TEL 098(858)4835
FAX 098(859)1537

沖縄県高等学校体育連盟会 長 跛名城英介

沖縄県高等学校体育連盟副会長 中野吉三郎

沖縄県高等学校体育連盟副会長 津嘉山るり子

沖縄県高等学校体育連盟理事長 知念 正勝

沖縄県高等学校体育連盟副理事長 富永  登

沖縄県高等学校体育運盟副理事長兼事務局長 知念 正則

沖縄陸上競技協会会長 津嘉山恵福

沖縄県高等学校体育連盟バスケットボール専門部

スポーツショップ アシス ト

沖縄県高等学校体育連盟柔道専門部

印刷総合企画 パレット

沖縄県自転車競技連盟会長 嘉数昇明

沖縄県アマチュアボクシング連盟

沖縄県高等学校体育連盟アーチェリー専門部
パシフィックホテル沖縄

株式会社沖 産業

パシフイック観光産業



陸 上 競 技 専 門 部

〒 192-0354八王子市松が谷 1772

都立松が谷高校内

TEL 0426-76-1231
FAX 0426-75-1237

バスケットボール専門部

〒 112‐0012文京区大塚 1‐5-9

跡見学園高校内

TEL 03-3941-8161
FAX 03-3941-8685

バ レーボ ール専 門部

〒 545-0011大 阪市阿倍野区昭和町 3‐ 1‐64

桃山学院高校内

TEL 06-6621-1181
FAX 06-6629-6111

ソフ トテニス専門部

〒 206-0025多 摩市永山 5‐22

都立永山高校内

TEL 0423-74-8460
FAX 0423-71-5615

ハ ン ドボ ール専 門部

〒 241-0038川 崎市多摩区生田 4‐ 32-1

県立生田東高校内

TEL 044-932-1211
FAX 044-934-4648

サ ッ カ ー 専 門 部

〒 154‐0002世田谷区下馬 4‐ 1‐5

学芸大学附属高校内

TEL 03-3421-5151
FAX 03-3421-5152

ラ グ ビ ー 専 門 部

〒 571-0038門真市柳田町 29-1

府立門真西高校内

TEL 06-6909-0318
FAX 03-6909-0798

-588-

専球卓
日
Ｊ

ロ
ー

Ｒ
Ｐ

立

ロ

〒 464‐8540名 古屋市千種区若水 3-2‐ 12

愛知工業大学名電高校内

TEL 052-721-0311
FAX 052-722-8302

日
Ｊ

日
ｌ専操体

口
ｐ

立
ロ

〒 543-0031 大阪市天王寺区石ケ辻町 12-16

清風高校内

TEL 06-6771-5973
FAX 06-6771-5974

水 泳̈ 専
日
Ｊ

ロ
ー

Ｒ
Ｐ

立

ロ

〒 192‐0905八王子市明神町 4‐20-1

都立南多摩高校内

TEL 0426-42-2431
FAX 0426-42-2195



バ ドミン トン専 門部

〒 400‐0502南 巨摩郡増穂町最勝寺 1372

県立増穂商業高校内

TEL 0556-22-3185
FAX 0556-22-3187

ソ フ トボ ール専 門部

〒 410‐0033沼 津市杉崎町 11‐20

県立沼津中央高校内

TEL 0559-21-0346
FAX 0559-24-7158

専撲本目
Ｒ
Ｐ

立

ロ

日
Ｊ

日
―

〒 037‐0200北津軽郡金木町字芦野 200

県立金木高校内

TEL 0173-53-2079
FAX 0173-52-3739

柔 道 専
日
Ｊ

曰
ｌ

Ｒ
ｌＪ

立

ロ

〒 203‐0052東久留米市幸町 5‐ 8‐46

都立久留米高校内

TEL 0424-71-2510
FAX 0424-75-8400

ス キ ー 専 門 部

〒 062-0935札 幌市豊平区平岸 5条 18丁 目

北海道札幌平岸高校内

TEL 011-812-2010
FAX 011-811-7557

ス ケ ー ト 専 門 部

〒 394‐0033岡 谷市南宮 2‐ 1‐17

県立岡谷東高校内

TEL 0266-23-3161
FAx 0266-21-1016

漕 艇 専
日
Ｊ

日
Ｉ

Ｒ
Ｐ

立
ロ

〒 332-0001川 口市朝 日 5-9‐ 18

市立川日高校内

TEL 048-224-2211
FAX 048-224-0508

剣 道 専 門 部

〒 130-0022墨 田区江東橋 1-7-14

都立両国高校内

TEL 03-3631-1815
FAX 03-3846-6682

レ ス リ ン グ 専 門 部

〒 107‐0052港区赤坂 4‐ 1‐26

日本工業大学附属東京工業高校内

TEL 03-3589-1171
FAX 03-3589-1139

道 専
日
Ｊ

曰
‥

Ｒ
Ｐ

立
ロ

〒 350-0036川越市小仙波町 5‐ 14

県立川越総合高校内

TEL 0492-22-4148
FAX 0492-29-1050

-589-



テ ニ ス 専 門 部

〒 791-3102伊予郡松前町北黒田 119-2

県立伊予高校内

TEL 089-984-9311
FAX 089-985-0622

自 転 車 競 技 専 門 部

〒 619‐8102京都市西京区川島松ノ木本町27

府立桂高校内

TEL 075-391-2151
FAX 075-391-2153

ボ ク シ ン グ 専 門 部

〒 329‐2712那須郡西那須野町下永田 6-4

県立那須清峰高校内

TEL 0287-36-1155
FAX 0287-37-2458

ホ ッ ケ ー 専 門 部

〒 369-1623秩 父郡皆野町大淵 19‐ 1

県立皆野高校内

TEL 0494-62-2076
FAX 0494-63-1001

ウエイトリフティング専門部

〒 285-0841佐倉市下志津 263

県立佐倉西高校内

TEL 043-489-5881
FAX 043-462-0641

ト  コ早  Fヨ   音5

〒 249-8510逗子市新宿 2‐5-1

逗子開成高校内

TEL 0468-71-2062
FAX 0468-73-8459

フ ェンシ ング専 門部

〒 464‐8540名 古屋市千種区若水 3‐2-12

愛知工業大学名電高校内

TEL 052-721-2062
FAX 052-722-8302

空 手 道 専 門 部

〒 152-0023日 黒区八雲 2-14‐ 1

八雲学園高校内

TEL 03-3717-9062
FAX 03-3717-9063

ア ーチ ェ リー専 門部

〒 330‐8567大宮市堀 ノ内 1-615

大宮開成高校内

TEL 048-641-7161
FAX 048-647-8881

-590-

蒸
ユ 山 専 F司

Ｒ
Ｐ

立

ロ

〒 420‐0839静岡市鷹匠 2-4‐ 18

静岡精華高校内

TEL 054-254-7334
FAX 054-255-2287



な ぎ な た 専 門 部

〒 468‐0014名 古屋市天自区中平 2‐901

東海女子高校内

TEL 052-803-8432
FAX 052-804-0647

研 究 部

〒 331‐0061大宮市西遊馬 1601

県立大宮武蔵野高校内

TEL 048-620-1903
FAX 048-620-1903

定時制・通信制専門部

〒 144‐0051大田区西蒲田 2-2‐ 1

都立大森高校内

TEL 03-3753-3161
FAX 03-3754-0978

-591-



等学校体育運盟 50周年
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祝 全国高等事校体育連盟 50周年

私たちは

「インターハイ」

を応援します。

-593-
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スポーツ器具には驚くほど広範囲な

種類の素材が使われます。競技者が

直接触れるのですから、計算上の安

全性だけでなく、“使いやすさ"も

要求されるのです。強いだけで「
Jく

弾性に富んだ特殊鋼管、プレー中で

も汗ですべることのない嘔渥性のあ

る素材など、用途に応じて最上で高

品質の素材が吟味され、セノー製品

が生まれます。

国際体操運盟公式競技認定品製造 T場

日本体操協会器輌 器具検定工場

セ ノー株式会社
〒14C10004
東 京 都 品 川 区 南 品 川 22-13
TEL:(03)5461-4111

体青館施設器具・体操施設器具・球技施設器具・ フイン

トネス施設器具 トランポリン スイミング施設器具

格技施設器具・陸上遊口施設器具など
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株隷社アシックス

鷺 蜃 轟 爾轟 響鵞 炎…た
卜中 棚 轡 □

膚

″

-595-



-596-

曜中公露調會球
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ヨ ネ ッ ク ス 株 式 会 社 お 問 い 合 せ 先  東 京/TEL 03 3336● 221① 仙 台/TEL 022 202● 2● 代 )

大 阪/TEL 06 768 7261(代 )襦  円/TEL O02472 875,(代 )

名古屋/TEL 052 323 5541(■ )

インターネソトホームベージ hitp′ ′www yonex coip
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祝 全国高等学校体育連盟創立 50周年

´

話
3-5,TATEKAWA3-CHOME,SUMIDA― KU,TOKYO,130-0023」 APAN

TEL,TOKYO(03)3632-7045 FAX,TOKYO(03)3632-8327

倒

%・
編    

「

Oerrea^
DUPER F:VE CO.,LTD.
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ご 腱 間 を も祈 る

「が

抜群の実績 と信用
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創 立 50周 年 記 念

^frwno
特約店

スポトッ品 の プキ モ
「

代表取締役 瀧本 明生

和歌山市吹上 2丁 目6番 50号
TEL 0734-26-3939
FAX 0734-26-3966
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祝 全国高等学校体育連盟創立50周年

店名 住 所 TEL      FAX

高知中央スポーツ用品小売商組合

(有)内川スポーツ
代表者 内川 峯子

〒7800841 高知市帯屋町2丁 目412 (23)5331

〒7800844 高知市永国寺町11
(株)サ ンエス アス リー ト

代表者 久保 純子

(有)稲門スポーツ
代表者 浜田 耕三 〒7800841 高知市帯屋町1丁 目1412

〒7808011 高知市海ノ辻812(有)に しむらスポーツ
代表者 西村 安久 (32)8191

〒780‐0870 高知市本町3丁 目520 (22)6151
(株)ヒ ロマ ツ

代表者 前田 ―彰

〒7800822 高知市はりまや町2丁 目1124(有)プロエース
代表者 門田 忠尚

(84)2411 (84)2412(有)サンコウスポーツ
代表者 玉城 秀葉

〒7800814 高知市稲荷町7番29号

第一スポーツ
代表者 宅間 志郎

〒7800250 高知市瀬戸1278

〒7808122 高知市高須7148(有 )ミ マスポーツ
代表者 美馬 義―

〒7808015 高知市百石町11814スポーツショップフットヮーク
代表者 松井 智治

〒7800043 高知市寿町76(有)ヨ シダスポーツ
代表者 吉田 雄三

-602-



企 画 →製 作 →販 売
社章。会員章。メグル・キーホルダー・タイ止・カフス・プラスチック名札・各種看板
優勝カップ。トロフィ・特註楯&額・金銀盃。美術工芸品・胸像・ネームプ レー ト

社旗・団体旗。優勝旗。腕章・ペナント・造花胸章。大会用&表彰用賞品。各種言臨

練馬営業所 練馬区豊玉北卜6‐ i3カエサル江古田201号

0・ 駆(3991)●623

あなたのスポーツライフを

お手伝いします

◎留 EEメ宅ダ藝理
本 社・外 商 札幌市東区北 17条東 4丁目 江端ビル

TEL 751-71110 FA× 751-1500

札 幌 市 中 央 区 南 3条 西 2丁 目

HBC三条ビル 2F

TEL 231-2205《O FA× 231-2209

ウエアーショップ  060

-603-



ストリートであおうよ :

フワフコ瀞 ツ
(株 )スポルタアオモリ

青轟市古川1丁目14番地5号 TEL.0177(23)3567(代 )

利用全国高等学校体育運盟創立50周年

Ⅷ 湖琢圏FIKKodara
総合記念品メーカー

楯・徹章・メダル・カップ・トロフィ・優勝旗・テレホンカード・Tシ ャツ・タオルetc。

贈られる喜びの創造

ベントショップ

区膜I章可誇甕
〒038青森市西滝宇菅野屋41-25

TEL 01″ ‐66‐4184●
=賤

0177・ 60・4154

-604-

FIJKUSHI



千葉市旅館ホテル協会

理事長 島崎幸次郎 役員―同

ご宿泊のご相談は千葉市旅館ホテル協会ヘ

住 所 〒260千葉市中央区富士見 1‐ 12‐7

千葉県観光物産センター4F

TEL 043-227-"36

FAX 043-227-9355

≪直接製造・販売≫

バッチ・メグル タイ止・カップ・ 卜ロフィー・楯

旗 略旗・文鎮・銀盃・賞杯 名札 アクリル製品 etc

(有)大 東 徽 章 製 作 所

本  社 〒 113‐0033 東京都文京区本郷 2-3-4
TEL03-3815-1788 FAX03-3815‐ 1690

尾久工場 〒 116-0011 東京都荒川区西尾久 7-39-5
TEL03-3810-2355

-605-



地球人はボールという共通語をもつている
肌の色や習慣は違つていても、スポーツを愛する人間同士、

いつでもどこでも通じ合える。

ボールは、私たち地球人の共通語なんだ。

yO■二FyB4ニュ
●Vリ ーグ公式使用球

●全日本パレーボール小学生大会指定使用球

●日本レクリエーシヨン協会推■球

″ODaFEX二 ι
●日本ドッジボール協会

/AN認
球

″″GgyF00rB4二 ι
●日本ラグビーフットボール協会17定球

M″

“

ιι
●日本リーグ唯―の公式試含球
●全日本大学選手権唯―の公式試含球

●全国高等学校大会試合球

●全国中学校大会試合球
●全国」ヽ学校大会確―の公式試合球

∫OCCFF
●AFC主催大会唯―の公式試合球

●」リーJDE―の
7AN式

試合球

●トヨタカッフ確―の公式試合球

●全日本少年サッカー大会唯―の公式試含球

●トヨタチャレンジカップ唯―の公式拭合球

●日本サッカー協会主要フ大会唯―の公式肛含球

●全国高校選手権大会試合球

“

SKFrgxιι
●FIBA主催国際大会唯一の公式試含球

●バスケットボール日本リーグ機構 (」 BL)
主催大会唯―の公式試含球

●abc主催大会唯―の公式試合球

molじだ
株式会,■ E/1JF`レ

和響1
mr:lten

=================コ =冒=コ
田
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=
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ニ スポーツ写真 記録 報道
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=
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コ制作          受
1フ ォ ー ト サ ニ ー

  1

=                                           =
≡            〒178-0062 東京都練馬区大泉町2丁目54番地3号

 Iiill:|:::::111ll     i
=
=                                           =
=                                           =
================================================
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ラム付スタンドセット

7r>F(r8S- r). t ra(F- r3), /r>t>ff-rrs4(s8-5000)
t,1 ttr>f 4(sa-looo\,It -=>r/ r.r, (sox35d@.25k8).
)t>>ula-7a[rt"

●スタンド(TBS )、 パレチングボールダ7jレエンド型(SB 7000)、

トレーニン″ ンヾグ(90× 35φ輌、25kg)、 バンチンググロープのセット.

楽別売ドラム(F 3)取り付け可能。

トレーニン″ ッヾグ用スタンド

TBS‐ l:¥51,500
0サ イズ:縦 65×横 60×

高さ(最低時222～ 最高時242輌 )

0■量:27kg o高 さ調節 4段階

0最重量限度 :40kg

棗トレーニン″ ンヽ久バンチングボールは別売で魂
※別売ドラム(F¬ 3)取 リイ寸け可能。

意匠登録番号PAT第 382303号

カタログご希望の方は、ハガキでお申し込みください
重疑″ 丁EL.03(3828)8136
〒H3東京都文京区千駄木3丁目40番 14号

MEM:ORIAL G00DS

株式会社 リェイエコエー

〒111-0035 東京都台東区西浅草3‐5‐12 TEL.03-3845-6319 FAX 03-3845-6372

-607-

トレーニング ッヾグ用スタンド[個人用]
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いい汗を

流してつくる

明るい社会

土木建築の設計～施工

１

　

５

谷

メールアドレス nagahashi@ma‖ wbs orip

MACに 代表 され るマル チメデ イアパ ソコンの

登 場 と情 報 スーパ ーハ イウ ェイ構 想 によ つて

今  社会 が  文イしか 大き く変わ りま した。

ナ ガハ シはマルチ を飛 び超えます。

囲ナJJL〕 印刷株式会社
クリエタ カレームhl′uCE)

〒421‐ Ol15静岡市みずほ1丁目35-3
TEL 054-257-Ol]l FAX054-257-1131

-608-



一般スポーツ用品・体育施設・遊具販売

タキスポーツショップ
く静  岡  店 〉  く焼  津  店 〉  くドル フ ィ ン 〉

静 岡 市 羽 鳥 1070-9 焼津市三ケ名字宮島327-7 県 立 西 ケ 谷 水 泳 場 内
TEL〈 054〉 278-3588 TEL(054〉 627-7891 TEL(054〉 296-3675
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明
日
の
子
供
た
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へ
。財団法人河本文教福祉振興会は滋賀県の教育行政の

発展と福tt振 興活動の充実につとめ、目的をもつて

学業に動む高校生への奨学金の給付や小中学校・高

等学校への優良図書・教材の寄贈等、その他文化・

スポーツを問わず幅広い分野で地道な活動をつづけ

ています。

財団法人 河本文教福祉振興会
,2●cmi t-2■ におの浜―丁目1● 3号 ■ 9フ・■5・ 望19
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Jい |こ ア発  5、

文 字 で残 寸。
過去。現在。未来を文字にしよう。

空気と夕日のきれいな印刷工房

藤 尾 工 房
フリーダイヤル0120-24… 2763

有限会社竹 田謄 写 堂

丁ennls

カタイチタンに
スータヽ一ソフト

Soft Tennis Badminton

諄雲

固GOSEN
株式会社ゴーセン 〒540‐0038大阪市中央区内淡路町3‐ 1‐ 17 TEL 06‐ 6942‐5871 FAX 06‐ 6944‐ 1766

-610-



あなたの記念すべきその時を、あなたの素敵にきらめくその一瞬を、私達はのかしません。

未来に残す素敵な記念写真をお届けするために、いつもいっしょうけんめいの

大阪フォトサービスです。

株式会社 大阪フォトサービス
〒550大 阪市西区江之子島1丁 目5-1フ

TEL(06)443-7608(代 表)

FAX(06)443-4437

‐/ダ壁

ヤノ運動用品株式会社
本店 神戸市中央区三宮町3T目 8‐ 1(三 宮センター街 )

本    店         外 商 萬
‐ (0'3),91-“ 21      _(oァ 3)'ヨ :‐ 1●

'2

'lX(0'3)30:-1358      71‐
0120‐ 0'1312

l」 鶴観稽
"r邸

い

名 谷 g   ● 路 店
o(0,3),92-1322   ‐(0712)15-5110

縮Ъ9常■5m 鵠覺05_“
“

-611-
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コ渭‐り用晶

本  店 ′鳥取 市 扇 町115-l TEL④ 5321(代表)

FAX⑫ 4166

米子支店 米子市明治町127番地 TEL① 3578(代表)

FAX@)2696

Wind●wslmacによる●Tp楓集から

力ヽ、■職製ヽ まで

出版物/名簿/マニュアル/
カタログ/パンフレット∠
シール/一般印刷物

T680-0823鳥 取市幸町96番地

-612-



足 の健 康 を守 る 4つの効 果

靴底の通気孔は、足の発汗によ

甲布のウレタンメッシュは抜群
の通気性と強度をもつています。
スコッチガード加工は泥水・油
をはじき汚れにくく、洗濯機で

洗え手入れも簡単です。

中敷の消臭・抗菌(パクテキラー)

カロエは、雑菌やニオイの元を抑え

清潔で爽やかな履き心地が持続
します。

力カト部の衝撃吸収構造はヒー

ルストライクを緩和し、疲労骨

折など足の損傷を保護します。

Q聡贅誦蕊鵬 TEL 086-272-5463
FAX086-273-9439

グランドE口扁1株式会社
本   社

T770-0941

東京営業所

〒 105-0001

大阪営業所

T542‐0081

石 井 工 場

T779-3214

徳島市万代町 6丁 目20-15

TEL 0886-22-8448(1に )

FAX 0886-22-8418
東京都港区虎ノ門 1丁目22番 1号

徳島県虎ノ門ビル2F

TEL 03-3502-6918
大阪市中央区南船場 3丁 目9-10
徳島ビル 7F

TEL 06-258-9328
名西郡石井町藍畑字第+159

TEL 0886-75-0836
FAX 0886-75-0777

-613-

ジ  ェ  ス

JESの新しい 校離呼限(限圧)シユーズ
保 健 用 品 実用新案第1831277号 特許第1615420号  意匠登録出願中(靴底)

鰺



スポ■ツ.0楽しさと感動をお履けしま魂

Jヒヤカリ

●小  倉  店 093 65Jjβ565

21世紀へ あなたの夢のお手伝い

大分銀行は地域の文化 口芸術

スポーツ活動を応援します。

F業界錨符

-614-



自然とともに歩んでいきます。

三和酒類株式会社

大分県宇佐市大字山本・虚空蔵寺丁

TEL.0978-32-1431
FAX.0978-33-3030

読売巨人軍宿舎

スポーツマンの宿

FAX(0985)65-1021

スタミナ料理でおまちします。

宮崎総合運動公園に最も近い

スポーツマンを応援します。

宮崎での大会合宿等に御利用ください。

-615-



汗いつばい、
ひ た むきな気 持 ち をうるお した い 。

オリンビックからみなさんの地域の大会まで、

かんはる姿はとっても素敵です

たから、あなたの住むlllて も

スホーツを愛し楽しむすべての人を

コカ コーラは積極的に応援しています夢いつばい。

南九州コかコーラボトリング株式会社

祝
全国高等学校体育連盟創立 50周年記念

g23 貪粟三

`晶

曇1全
般卸商

曇沖縄統合スポーツ
TEL・ (098)885-9794(1に )

FAX・ (098)886-8830

所在地 :那覇市首里末吉町3-60-1
(内間インター近く)

-616-

コカコーラはオリンヒックのオフィシl・
ルスポンサーてt(T101)
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日本旅行は、明治38年創業以来、旅づ くリー筋に専念し、夢を青み、心を菫

力ヽ こし、知を深める平和産栞の代表格として愛されています。私たちの活動領

壇は、旅を越えた新分野へも広がりを見せ様々な分野で大切な役割も担つて

います。日本旅行は、21世紀に向けて常に新しい旅を創造し、「世界人類と目

然との■かな共存Jをめざし、積極的に活動しております。

地球サイズの楽しさや感動を最高のサービスでお客様にお届けしてまいります。

口内旅行は

赤t〕隅船

海外旅行は

呂 (gオ 席″

祝
全国高等学校体育連盟創立 50周年記念

与勝スポーツ店
スポーツ用品全般

代表者 長

マーキング・刺繍

浜 健 昇

沖縄県与那城町字屋慶名 711番地の 1

躍]言活 978-2406
FAX 978-3638

-617-

ψ



これからも、ますます『よりよい旅Jを提供してまいります。

那覇市松尾1‐2-3 8(098)862日1111

地域に根ざし、世界にはばたく。

信用と実績。

ノ＼ツヒFロ

武道具

多田産業株式会社
■小売部 武道具専門店 八光堂

株多 田 運 動 具 店

#・■シびぽ 」ダ
)

-618-
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全国高等学校体育

祝
酬創立 50周年記念

限
私

一日（〓
森 卸 届‖所

■カタログ印刷・雑誌名簿印刷・一般印刷

東京都世田谷区奥沢 2丁 目2番 28号

電話03-3723-3215(代表)

ミ ズ ノ 株 式 会 社

北 海 道 営 業 所
札幌市豊平区 2条 8丁 目

TEL 011-815-5674

株 式 会 社 六 甲 出 版

神戸市灘区岩屋北町 3-3-18
TEL 078-871-1234

株 式
=

社 辻 子L 版 社

札幌市中央区南 27条西 11丁 目

TEL 011-561-5252

株 式 会 社 昭 和 印 刷
代表取締役 丸山 明

宮崎市高洲町 50-4
0985-27-8899TEL

株 式会社渡邊運動具店
代表取締役 渡邊 晋

大津市長等 2-2-22
TEL 077-522-4928

大 里 印 刷 有 限 会 社
代表取締役 崎山 用照

沖縄県島尻郡大里村字古堅 962-2

TEL 09894-5-0057

-619-



ミズノウエーブ誕生。

害鳳 |=ζな
||:_.

MIZUNO WiVE

●ミズノインターネット情報は一―――h"p″ _.miZuno.co.ip
●記戴価格はすべて税抜き価格です。消費税相当額はお客様にご負担いただくことになります。

●ミズノ製品についてのお問い合わせ ご相談は

一
  
「ミズノお客様相談センターJ

東京TEL(03)3233 7110 FAX(03)32337217大 阪TEL(06)614 8110 FAX(06)6148463

¥13,000

-620-
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創立50周年記念事業実行委員会委員 記念誌編集委員会委員

委 員 長   佐久間嘉宏

副 委 員 長   城所 富夫

久保 正美

高橋 祐司

小久保敦央

深井 英吾

杉田季久雄

川崎 数馬

由利  聡

委 員 長

委   員

8・ 9年度

8年 度

高田日呂美 (全国理事長)

大杉 一男 (全国事務局長)

松本 邦夫 (群馬県理事長)

横須賀正治 (茨城県副理事長)

佐久間嘉宏 (千葉県理事長)

城所 富夫 (神奈川県理事長)

荒井 昭雄 (ラ グビー部長)

松浦 博賓 (静岡県理事長)

水谷  弘 (陸上競技部長)

阿久津 巌 (陸上競技部長)

山ロ ー三 (静岡県理事長)

創立 50周
全 国 高 等学

年

委

(千葉県理事長)

(神奈川県理事長)

(埼玉県理事長)

(神奈川県広報委員長)

(東京都調査研究委員長)

(千葉県年報編集委員長)

(山梨県副理事長)

(山 梨県事務局長)

(千葉県事務局長)

8・ 9年度

9年 度

（
〓

盟
賀

/



【あとがき】

平成 8年 12月 16日 星陵会館において、全国高体連創立50周年記念事業第 1回実行委員会が開催され、記

念事業の一環として、「50周年史」を発刊することが決まりました。

その後、実行委員会で概要が検討され、平成 9年 7月 18日 に第 1回記念誌編集委員会がスタートし、具

体的作業に入りました。

「50年史」の企画・編集方針として、

(1) 40年史を踏襲し、5Cl年 間の通史とする。

(2) 50周年記念式典関係資料を掲載することとし、式典終了後の発刊とする。

(3) 記念座談会や部員数統計等、新たな企画を掲載し魅力あるものとする。

(4) 歴代役員や各種規約等を整理・収録し、記録として掲載する。

(5) 原稿をワープロやパソコンで作成し、フロッピーを提出することにより事務作業軽減

を図る。

などを原則に編集を進め、発刊までに通算13回 の編集委員会を開催し、内容の充実に努めてきたつもりです。

原稿の作成から校正に至るまで意欲的に取り組んでいただきました都道府県高体連並びに加盟専門部の執

筆担当の皆様や、貴重な写真や関係資料を提供していただきました関係各位の御協力に対し、衷心より感謝

を申し上げます。また、10年前に発刊された「40年史」が貴重な参考資料となり、改めて発刊に携わられ

た諸先輩に敬意と感謝を申し上げます。

半世紀を迎えた全国高体連の更なる飛躍を願い、本誌の発刊が少しでも役立つことができれば幸いです。

おわりに、通常業務をぬっての積極的な御協力・御指導賜りました全国高体連事務局はじめ編集委員の皆

様に心からお礼申し上げます。

平成 11年 3月 吉日                      記念誌編集委員長

佐久間嘉宏 (千葉県高体連)
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